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アル フミ 二 ィ ハク  ス サノ ヲゾ -. 、コト  ヨリ ァメ シテ  ク ダリ ツキ タマ フ ィヅ モノ  t  / カハ 力 ミニ スナ ハチ- 1 ソ- 

一 • 書 曰。 素 S 嗚 尊。 自. 天 而。 降， 1 到 於 出 雲簸之 川上； 則 見，， 稻 田 宮 主 

スサ  ノヤ  r  "力 ムス メ ナ" イナ 一 タノ ヒメ ヲ  スナ ハチ 二 ク .1 ド シ  ォコ テ  ゥ、 t マセル： -コ ミナ； スガ ノ ュ ャマ 

簀狹之 八箇耳 女子 號稻田 媛； 乃 於 ％ 御 戶 1 爲 k 而。 生 兒號淸 之 湯 山 

ヌシ ミ ナサ モル ヒコャ シマ ジヌ  マル フミ ニイ ハク  スガ ノ カケナ サカ カル ヒコ ャ シマ デノ ミコ ト  マタ ィ ハク  スガ 

主 三 名 狹漏彥 八 島篠。 一 云。 淸之繫 名 坂 輕彥八 島 手 命。 又 云。 淸 

/  ュャマ ヌシ ミナ  サ モル ヒコャ シマ ヌ  コ/ 力-.、 ノイツ f ギ / ヒコ ハス ナ ハチ ォホ クニ ヌシノ 力-.、 ナリ  シ ヌハ コ タケ チリ 

之 湯 山 主 三 名 狹漏彥 八 島 野。 此神 五世 孫 卽大國 主神。 篠小竹 也。 

n レ ヲィフ シ ヌト 

此 云， 新 奴：  . 

此は 素斐鳴 尊、 奇稻田 姬命相 與に遘 合して 御 兒大己 責命を 令レ生 給へ る 事の 異說 なり， 偖此 一 書金澤 本に は 二 條に分 

ちて j 云 を 1 書 云と 書きて 別行に 立てたり、 意味に 差 ふ 所有る に 非ざる を 以て 諸 本 共に 一 に聯 けたる 者と こそ は 所見 

たり けれ、 (然れ ども 金 澤の方 其 宜しき を 得た る 故に 諸 本の 多き に從 ひて 二 條には 分たざる ながら、 其訓は 1 書 云と 
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云 ふ 方 を 用 ひたり、) 偖 此に淸 之 湯 山 主 三 名 狹漏彥 八島篠 神の 御名 を 書して 終に 此神 五世 孫 卽大國 主神と 有る を， 第 

二， 一  書に は、 是後 以，， 稻田 媛， 遷 置 於 ffi 雲國簸 川上- 而長 養焉， 然後 素妻嗚 尊以爲 レ妃而 所， 生 兒之六 世孫是 曰- 1 大己貴 

命 一と 有りて、 其 所, 生 兒と云 ふは此 なる 八島篠 神の 御 事なる にて、 其より 六 *i 孫と 云 ふ 時 は此に 五世 孫と 有る に齟齲 

ひたり、 古事記 を閲 るに- 故 其 櫛 名 田 比 寶以久 美 度 邇爲レ 起 而所レ 生 神、 名 謂 n 八 島士奴 美神ス 中略) 兄 八 島 士奴美 神、 

娶，， 大山 津 見神 之 女 名木 花 知 流比賣 r 生 子 布 波 能 母遲久 奴須权 神、 此神娶 -1 淤迦美 神 之 女 名 日 河 比寶- 生 子 深淵 之 水 夜 

禮花 神、 此 神娶， 天 之 都度 M 知 泥 神？ 生 子 淤美豆 奴 神、 此神娶 -1 布 怒 豆 怒 神 之 女 名 布 帝 耳 神？ 生 子： 大之冬 衣 神、 此神 娶- 

刺 國大祌 之 女 名刺 國若 比賣？ 生 子大國 主神 (下略) と 有りて、 一 世 八 島 士奴美 神な り、 二世 布 波 能 母遲久 奴須奴 神な 

り、 三 I 深淵 之 水 夜禮花 神な り、 四 世 淤美豆 奴 神な り、 五世 天 之 冬 衣 神な り、 六 I 大國 主神な り、 然るに 第 四 一書に 

祌纽の 御 事 を、 乃 遣 五世 孫 天 之曹根 神？ 上 n 奉 於 天-と 所見 たれば， 右の 世 數に甚 能く 符合 ひ、 且又 姓氏 錄 (大和 阔祌 

地祇) に大神 朝臣、 素 佐 能 雄 命 六 世 孫、 大國 主命 之 後 也 (下略) と 有る にも 合へ る 者な り、 然る を 此に八 島篠祌 より 數 

へ て 五世 孫と 有る も、 素 斐嗚 尊より 起して 八 島德祌 より 一 世と 爲 ると、 其 八島條 神の 兒 神より 世數を 立つ るとの 差 有 

るの みなりければ 其 歸る處 なむ 相 異なら ざり ける- 斯れ ば大國 主神 をし も素姜 鳴 尊の 六 世 孫と 云 ふ も 古昔より 有來る 

1 傳 にて は 有りけ り、 (平 田 翁の 古史 徵には 其 六 世 孫と 云 ふに 疑 有る が爲に 己が 心と 其 を 取捨して 素斐嗚 尊の 御子 八 

島 士奴美 神、 其 子 天 之 冬 衣 神、 其 子刺國 大祌、 其 子大國 主祌と 次序て 四 世 孫と 定め たれ ども、 其據 る所愤 なら ざれば 

ぼぼき 難き 推量 說と云 ふ 者な り、 其 は 神祇 譜 天 圖 記に 阈作大 己 貴 神、 此祌者 素 ts- 尊 孫子 H< 之 冬 衣 神 子 也と 有る を議 


^損 はれたり し 者に て、 天 之 冬 衣 神 は 素戔嗚 尊の 子に て、 大己貴 祌は素 戔嗚尊 孫と 云 ふ 事なる を" 孫子と 一 に鑌 けた 

りし 僻見なる 者な り、) 然は 有れ ども. 熟 見る に此 一書 も 上に 云へ るが 如く 本 は ニ條に 別れて 有りし かば， 乃 於， ー奇 

御戶 ー爲, 起 而生兒 淸之湯 山 主 三 名 狹漏彥 と 云 ふ 迄 は 一 段に て、 次の 一 云 は 別に 一 書 云と 有りて 別條 なる を、 一 に續け 

見る 故に 正書と は 違へ る 如く. 見 ゆめり、 然れ ども 下なる 一 云 を 別に 分つ 時 は 正書の 趣と 合 ひて >  素斐嗚 尊と 奇稻 田姬 

命と 乃 相與遘 合而生 一一 兒大己 貴 神, と 有る、 卽ち八 島 篠祌の 御 事に 成りて 直に 其 御子なる 事 &すも 更なり、 古語 拾 遣 は 

古史 二 典より は 後に 成れる 物なる が、 其 正しく 有りけ る 事と 見えて、 然後 素斐嗚 尊娶， ー國祌 女， 生， 一大 己責祌 一と 15 に 記 

せり、 且出雲 風土記な どに も 其 六 世なる 中より 僅に 八 水 臣津野 命の 御名の み W で \、 位に 思 ひ 合 はす 可き 神 は 一 注 

も傳 はれる 事蹟 無く、 此 にも 五世 孫 天 之 薈 根祌の 御名 一 所 出で たるの みなる が、 右の 二 神 共に 皆 論 有りて 強て 其 六 世 

の 骨 數に計 ふる 事 は甚理 無く、 其 上 神 名 式に も W 雲 國意宇 郡 熊 野 坐 神社 (名 神大) ffi 雲 郡 称 築 大社 (名 神大) の 二 所の み 

殊に 名 神 大社なる が、 一 は 素斐嗚 尊に て 御 在し 坐し、 一 は 大己貴 命に て 渡らせ 給 ひ、 神 賀詞に も、 伊 射 那伎乃 日眞名 

子 加 夫 呂伎熊 野 大祌櫛 御氣野 命" 國作坐 志 大穴 持 命 二 柱 神 * 始天百 八十 六 社 坐 皇祌等 乎と 有りて、 右の 二 社 を 除きて 

は 伦は皆 枝 神の 如き 狀 なる にも 心 を 著くべく、 叉傳 二十 一 以下に 云へ るが 如く-" 氷 川 祇園 を始 として 諸 社に 祀 奉れる 

も 素斐嗚 尊、 奇 稻田姬 命、 大己貴 命 御 親子 三 注に 渡らせ 給へ るな ど 合せて 考 ふれば、 素斐嗚 尊と 大已貴 命との 其 中 

に 五 f の祌 有りと 云 ふなむ 專疑ふ 可き 事件な りけ る、 故に 地 祌本紀 に 就きて 對考 ふるに、 素 嗚尊 (中略-乃 相 與遘合 

爲 レ妃、 所レ 生之兒 大己責 神矣、 亦 名 八 島 士奴美 神、 亦 名大 國 主神、 亦 名 淸之湯 山 主 三 名 狹漏彥 八 島篠、 亦 名 7 滴 之 繋 名 
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坂 輕彥八 島 手 命、 亦 名 淸之湯 山 主 三 名 狹漏彦 八 島 野、 素 斐嗚尊 勅 曰、 吾 兒宮首 者卽脚 摩^ 手 摩 乳 也、 故 賜- 1 號於ニ 神- 

曰， 一 稻田宮 主神 一と 有りて、 大己貴 神の 御 事 を素戔 嗚尊奇 稻田姬 命と 二 柱 御 妹：^ の 御 問に 生み 奉らせ 給べ る 偉なる が、 

此 正書 本文の 狀に 符合 ひて 甚， „< 正しき 古說 となむ 所見たり ける、 (但 右の 傳は、 此 正書と 此 第一 一誓と を 取り合せ て 

文 を 成せる が 如くなる 故に、 先達 も 皆諾な はれざる 事な り、 然れ ども 當昔 然る 傳の 有りけ るに 據 りて、 右の 二 を W せ 

記せり と 云 はむ も强 事に 非す、) 然る 時 は 古事記の 八 島 士奴美 神と 此の 大己貴 神と は 正しく 同祌に 渡らせ 給 ふ 事 申す 

も 更なり、 此 より 次に 其 疑 を 訂正し 見る に、 其 二 # に 當る布 波 能 母遲久 奴須奴 神と 有る は、 淤富那 母遲久 奴須奴 神と 

申す を 訛れる にて 大己 貴國統 主神と 聞 ゆれば、 此大祌 の 天下 を 經營ら せ 給へ る 行事に 依れる 御名の 混れ て 世數に 入り 

たる 可き 事 下に 云へ るが 如し、 次に 其 三世に 當る 深淵 之 水 夜禮花 神と 云 ふ は、 其 御 祖を日 河 比賣と 云へ る >  卽ち凝 川 

を 主領く 神な りければ、 佗より 此に 来れるな る 可ければ 此も 除去る 可き 事 下に 述ぶ るが 如し、 次に 其 四 f に 當る淤 美 

豆 奴祌と 申す は、 ffi 雲 風土記に 所見た る 八 束 水 臣津野 命の 御 事に て 渡らせ 給へ る 由、 巳に 記傳九 (五十 七 丁) に 註され 

たる 上に、 予叉 健に 素 戔嗚大 神の 亦 名なる 由 を 見定めて 七、 八、 十三、 二十、 二十 一 に 委しく 注せれば 今一 K ふ 限に 

非す、 次に 其 五世に 當る天 之 冬衣祌 は、 此に謂 ゆる fK 之蒈根 祌の御 事なる にて、 其 を 神 名；. i 抄の 一本に 五十猛 命の 亦 

名なる 狀に 記せる、 其正說 なる 由傳 二十 四に 辨ふ 可ければ 就きて 見るべき なり、 此を 以て 此 正書 及 地 祌本紀 の 傅 を 正 

說と 立て 此に 五せ 孫と 書し、 第 四 1 書 姓氏 錄 等に 六 世 孫と 記せる を も 採らす、 古事記に は 上 件に 抄せ るが 如く 其詳な 

るせ 數を列 ねられた る を 論 斥 して 比 を廢る 事なる が 故に、 古史 徵に四 I と爲 るな どの 私 霄は齒 牙に 褂 くるに も 足ら 


卞 とし s く 執らざる 所以， 在る？ り、 s 、此 は先づ 始に此  一 2 大 f  5Q み 、委し き趣£ りて は此卷 中に 

亙る 事な り- 此說 s ，る を 以て S る 事 勿れ、) 0 き 天 而降陶 於 ぉ議 之 川上-， は、 已 に傳廿 一に註 せり 

き、 者此に 右の 文より 承け て 直に、 則 見-一 稻田宮 主 簀狹之 八箇耳 女子 猇稻田 媛-と 有る は、 甚く 事 略た る傳 にて 有りけ 

り、 右 Q 如くに て は、 八岐大 fgr せ 給へ る 御 f  、 囊管 獲て 天神に 奉らせ 給へ る 御 政 も、 須賀宮 を 造らし 

御 在し 坐し ける 御 業 も 何 I, る 所 無 4 む 有りければ、 f に事 略 ts りと は S なり、 然， S 此は大 神の 奇御 

戶に 起して 御子 生 fs へる 御 f 立て 主と まる 所なる 故 S かれ 5 者と ぞ 見る 可 かりけ る、 正書に 合せて 其 

委ねた る 管曉る 可くな む、 0 稻 田裏讓 之八箇 5、 正書に、 逐到 ぉ靈淸 地- 焉、 乃 言、 吾心 5 之、 於- > 

彼處， 建， 宮、 乃相與 遘合而 生- 1 兒大己 貴 神 T 因 勅 之 曰、 吾 兒宮首 者卽脚 摩^ 手 摩 乳 也、 故 賜- >號 於 二 神-曰 = 稻田宮 主 

神， と 有る が 如く、 此は 右の 二 神に 亙る 稱 なり、 古事記に も、 兹大祌 初 作-一須賀 宮 一之 時 (中略) 於 是喚ュ 其 足名椎 神ー吿 

言、 $f0i 量，， 名 號稻 田 墓 變之八 耳 神-と 有る、 其に は 殊に 足 名 椎祌を 管お て I を 賜へ る 趣な 

る は 偉の 異なるな り、 叉此第 ニノ 書に は、 彼 處有レ 神、 名 曰-脚 摩 手 摩 T 其 妻 名 曰-一 稻田 宮簀狹 之八箇 耳-と 有りて、 脚 

摩 手 摩 を 合せて 老翁 一 神の 名と し、 稻田宮 主 云々 の稱を 以て 其 妻 神の 事と 爲るは 本より 傳 の混雜 たるな り、 唯 正書と 

此 一 書と Q 正しき に は 如かすな む 有りけ る、 诸此 稻田宮 主と 云ふ菅 宮は、 正實 上に ii 地に I 建てさせ 給 

ふ 事 を 2 て 中 § 響と 書し" 下 £ 田 I 神と 云 ふ號を 賜へ ると、 此 S 稻田緩 を 以て 奇御 5 起して， 生 給 

へ る 御子 sli 山 主ーーー名 狭議 Aif 稱へ. 奉れる と を 相 照らして III 事 知ら る- i り、 其 由 巳 
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に傳廿 1 に 註せ りき、 (然る を 記 傳九卷 に 「稻田 は須賀 地の 舊 名なる 可し、 故に 稻田宮 とも 云 ひけむ」 と 一 K はれ たれ 

ども、 元 來此宮 はし も此大 神の 奇稻 田姬. 命と 遘 合し 給 はむ 料に 建て 給へ る なれば、 其 后 神の 御名 を 負せ て稱ふ 所な 

り、 然 れば須 賀は宮 造し 給 ふ 地に て 稻田は 其 地に 作れる 宮號 なる を、 其に 用 ひて 須賀宮 とも 稻田宮 とも 云 ふ 事と ぞ思 

はる \、 其 一なる 事 は、 右に 引ける 古事記の 文に も、 上に 初 作， 一須賀 宮， と 云 ひて 下に 稻田宮 主 云， <<  と 云 ふ 神號を 照ら 

し 見る 時 は 著明き 事に て 有る 者 を や、 簀狹は 古事記に は 須賀と 有りて、 此 は祌號 なり 彼 は宮號 なり、 彼 記に 汝者任 n 

我宮之 首つ 且號， 1 名 號稻田 宮主須 賀之八 耳 神 一と 有る は、 其 稻田宮 はし も大 神の 宮 なる を 以て 此宮 主に 任され 奉る 事な 

る 故に 宮號の 須賀を 用 ひさせ 給へ るな り、 此に 寶狹と 有る も然 り、 其 須賀宫 はし も 本より 大 神の 宮 なる を、 御 兒大己 

貴 神に 賜 ひて 其 御 後見 仕 奉る 由 を 以て 二 祌を稻 田宮主 祌と稱 へさせ 給へ るが • 八箇耳 は，^、 に 云 ふ 如く 奏者の 如き 謂な 

るに て、 專ら大 神に 抱 はる 事に し 有りければ、 此を 以て 御名の 素斐を 取れる のみこ そ 有り けれ、 宮號 より 云 ふ も 神 名 

より 續 くる も 事 は 一 にして 互に 相乖 かざる 者な り、 此大祌 の 御名より 物に 續 くる 例、 和名 抄鄕 名に 出 雲國飯 石郡須 佐、 

紀伊國 在 田郡須 佐、 地名に は W 雲 風土記に 大須佐 田 小須佐 田の 稱 有る も、 大 神の 宮敷 坐す 御 里と 云 ひ、 大祌の 耕作ら 

せ 給 ふ 御田と 申す に 異ならす、 此を 以て 簀狹 之八齒 耳と 云 ふ も 大祌の 御名 を 承け たる 事 決き を曉 りて よ、 (但、 黉.〕 十 を 

篑に 作る 本 有る は 誤な り、 惜此 簀狹を 地名と 心得た るから、 祌名 式に 謂 ゆる ffi 雲 國飯石 郡須佐 神社の 事と して 如何な 

る 好事の 者 か 云 ひお でたり けむ、 其 社說に 彼の 須賀 宮を此 社と して、 其 近傍に 淸の湯 山と 云 ふ 名 を 設け、 八 島 德祌の 

誕生 地と 一 K ふ處を さへ に攘 出 て、 大原 郡なる 地名 を 取りて 非ぬ 神迹を 偽り 作れる 苌說 有り、 此 は予此 安政 五 年 五月に 


親しく 詣 奉りて 土俗に 聞く 所 を 以て 然る 妄說を 沾る者 有る を 恐る、 抑此須 佐の 地 はし も 風土記に、 神須佐 能袁命 詔、 

此國者 雖，， 小國， 國處 在、 故 我 御名 者 非 k 著 n 木石 i 詔而、 卽己命 之 御 魂 鎭置給 之處、 然卽 大須佐 田小須 佐田定 給、 故 云- 1 

須佐, と 有りて、 別なる 時に 此 地に 御靈を 留め 給 ふの みこ そ 有り けれ、 奇 稻田姬 命と 御 合 ひ 坐し & 稻田宫 と は 甚く 事 

違へ る 者なる を や、) 八箇耳 は、 ロ訣に 俊智ー Kn 須々 ハ狹須 音 通、 八箇耳 聞-八方 1 之稱、 後代 聖德 太子 曰-一八 耳 尊-と 云 

ひ、 纂疏 に、 猶，， 一聖 德 太子 名 曰-一 豐聰八 耳 r 首-一 聰利， 也と 説かせ 給へ る、 其 狹と須 の 昔 通の 說は今 用 ふ 可から すと 雖 

も 八 耳の 說は由 有りて 聞 ゆ、 然る は 用 明 天皇 御紀 に厩戶 皇子の 更名を 耳 聰聖德 或 名 豐聰耳 法 大王と 有る に應 きて、 推 

古 天皇 元年 御紀 に- 生而能 言、 有，, 聖智？ 及， 壯 一 聞 n 十人訴 f 以勿 k 失、 能辨と 有り、 叉此事 を聖德 法王 帝說 に、 王 命 

幼少 聰敏有 レ智、 至- 1 長大 之 時？ 一時 聞え 八 人 之 白 一 百， 而辨， 1 其理 f 叉 聞 ニ知レ 八、 故號 n 曰 厩 戶豐聰 八 耳 命-と 見え， 太 

子傳曆 にも 右の 事 を 書して、 大臣 荦，， 群臣 以下？ 敢獻， 1 御名， 稱 n 厩 戶豐聰 八 耳 皇子-と 有る を徵に 取りて 考 ふるに、 此 

なる 八 箇耳も 其 如くに て、 素 戔嗚大 神の 稻田宮 に 侍 ひて 御前の 政を聽 くに 甚聰敏 かりければ 1 此稱 號を稱 へて 御兒大 

己 貴 神に も傅づ かせ 奉りて、 卽 ち其宮 主たら 令 給へ る 者な りけ らし、 又此ニ 神の 事 を 古事記に 大山 津 見神 之 子と 有 

り、 此四神 W 生 章 第 八 1 書の 正 勝 山祇祌 を、 彼 記に は 正 鹿山津 見神と 作き て 其 下に 天迦久 神と 云 ふ 名な どの 見えた る 

に 合せて 奇 しき 事 は、 朝野 群 載に 收 めた る中臣 祭文に， 被戶乃 八 百 萬 乃 御 神 達  <  佐 乎 鹿 乃 八 御 耳 乎 振 立 天聞 食 止 申と 

有るな るに、 四時 祭式 大城條 に 百官 會 ii 集 朱 雀鬥, と 見えた る を、 公事 根源 七 瀬 御 被の 其 一 に耳敏 川の 名 出で たる を、 

拾 芥抄に 朱 雀 門前 一條 南と 有れば、 其 大祓を 被， 行る 處 にて、 耳敏 川と 云 ふ も 右の 祭文に 據 りて 出来れ る 地名と 聞 ゆ 
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れば 其詞の 古き 事 を曉る 可し i 猶紫 式部 日記に 「陰陽師 共 世に 在る 限 は召聚 めて 八 百 萬の 神 達 も 耳 振 立てぬ は 非 じ」 

と 云 ひ、 平家物語に 「七 社の 御 神 達 佐 乎 鹿の 八 御 耳 を 振り立て 聞 給へ」 と 有るな ど、 鹿の 耳敏 きを 體に 取りて 云へ る 

にも 其 由来る 謂れ 有べ からむ に 心 を 著け て 思 ふ 可き 者な りかし、 (伹、 十 人の 訴を 聞て 失 はす、 又は 八 人の 白す 一 百 を 聞 

て 其 理を辨 ふな ど 云 ふ 如く 事々 しき 事に は 非す、 此 は唯大 神の 御 許に 伦 神より 奏す 事 を 耳 敏く曉 りて 其 事 を 達す 事の 

速なる 由 を 以て 稱 へたる 者なる 可し、 記 傳には 右の 古說 取られ ざり つれ ども、 正しく 八箇 耳と 有る から は 其 例 を 求め 

て 云 ふより 外 無き 者に なむ、) 〇 稻田緩 は、 正書に は 奇稻田 姬と姬 字 を 被， 用た る を、 此と 第三 一書に は 字 を 作れ 

たり、 此姬ノ 字と 緩 字との 用例 彼 尊 字と 命 字との 差別の 如し、 此は素 斐嗚大 神の 太后に 御 在し 坐して、 所レ造 一一： 大下 一大 神 

の御祖 神に て 渡らせ 給 へれば、 正書の 如く 姬 字に て有將 欲き 御 事なる にこ そ、 〇 見 は、 美 曾 那波志 S と訓む 事例の 如 

し、 然れ ども 此 にて 其 稻田姬 命 を 見 行 はすと 有りて は 不意く 見 給へ る 趣に 成りて 大いに 事 違へ り、 正書に 見えた るが 

如く 脚 摩 乳、 手 摩 乳の 許に て此 女子 を 見 行 はし、 此 女子の 爲 に八岐 大蛇 を 退治 させ 給 ひ、 訖て 後に 御し 給へ るなる を 

甚く 事 略た る 事な りけ り、 〇 於，， 奇 御戶， 爲， 起而 は、 此字大 三輪 三 社 注進 次第 大物 主神の 事に も、 忽 化爲， 一美 麗壯夫 f 

乃 於 n 奇御 戶, 爲， 起 生レ女 云，, -と用 ひたり、 古事記 國生 段に 久美度 邇與而 と 見え" 此 si- に 故 其 樹名田 比 資以久 美 度邇起 

而 とも 有る に其訓 等し、 私記に は 久美戶 爾於古 之 豆、 叉 久之美 止 太々 只 コュ と 有れ ども、 後の方 は 字に 就きて 訓を I 又， け 

たりし 者に て 中古の 作意な り、 此 正書に は 乃 相 與 透， 合而と 有り、 其 奇御戶 の 義は傳 二十 一 に 註せ り、 記傳四 (三十 

四 丁」 に 此文を 引きて 云 はく、 「凡て 書紀は 勤めて 漢文に 書け る 物 なれ ども に は 其 格に 違 ひて 上古の 物 書 格なる 喜 


も 無き に 非す、 其 は 古記に 在りし 隨に 書かれた る t と 所見たり V 今 此爲， 起の 字の 用 格 も 漢文の 方に 取りて は 甚物逸 

し、 是も 古記に 淤許 志の 志に 當て 書け る を そ Q 隨と 見えたり、 古書に は爲レ 起と 書る 類此 記な どに も 多し、 奇御戶 も 

借 字に て 古書の 書 格な り、 偖 交合の 事 を如此 くし も 云へ る 語の 意 は、 先づ 凡て 事の 始りを 起り と 云ひ始 むる を 起す と 

云 ふ、 然れ ば此は 御子 を 生み 給 はむ 事 を久美 度に して 始め 給 ふ 謂な り、 男女 交合す る は 子 を 生むべき 事の 起り なれば 

，なり、 然る 故に 此言 は必す 御子 を 生み 坐す 事の 端に のみ 云 ひて、 唯に 交合す る 事の みに 云へ る 例 無し、 心 を 著け て辨 

ふ 可し、 久美 度に ォ I て 其 事 を 始めて 御子 を 生み 坐す と 云 はむ が 如し」 (以上 取 意) と 有る にて 甚 能く 通えたり、 (ロ訣 

に 於ニ奇 御戶， 爲， 起而 者、 爲レ妃 也と 云 へ る は 麁き說 と 云ぶべし. 唯に 爲レ妃 にて 事の 足るならば 其 如く 目 易く 書され 

て 有る ベから む を、 右の 如く 文 を 成せる に は 叉 其 文の 意 異に 無くて は 必す得 有る ベ からざる 者なる を や 唯 通 誇に 蓋 

奇 御戶、 古昔 夫婦 相 會之處 也と 有る ぞ盡 さすと 雖も 謂れた る、) 〇 生兒 を、 古事記に は 所い 生 神 名 謂-一八 島 士奴美 神-と 

有り、 南 一 證に和 銅 神 記 作， 一八 島篠 美， 美是 也と 云へ り、 八 島 は 謂 ゆる 大 八洲 國を云 ふ、 士奴美 は 記傳九 (五十 丁) に -土 

は 知、 奴 は 主、 美は稱 名に て 耳の 略な り」 と 云 はれたり、 故に 思 ふに、 士 奴の 義 實に然 なる にて 奴 新の 倒 反な り、 其 

主と 云 ふ は _ ^ぎと 云 ふに 同じく、 功 を 成せば 必す 名の 號く 可き 物^ 来る. 其 を 成して 其 物に 主宰た る 謂なる 事、 次に 

でた る 亦， 名に 八 島 手 命と 有る 其 を 口 訣に八 島 造 之 言と 有る が 如く、 手はェ を多久 美と 云 ふ は 手 組な り、 才伎を 氏虽登 

と 云 ふ は- の義 なる にて、 物 を 造る 事なる を も 思 ひ 合す 可し、 美 は 唯に 身と 云 ふ 事に て、 此 御名 は 八 島 知 主 身 神と 

申し 奉る 意に て 有りけ り、 如此 く此大 八洲 國を所 知 看す と 云 ふ 神 は 誰 祌か御 在し 坐 さむ、 大國 主神に て 渡らせ 給 ふ 御 

日本書紀 傳 二十 ニ之卷 寳叙 出現 章  .7 


日本 害紀傳 二十 ニ之卷 寳 1-95 現 章  一 〇 

事 申す も 更なり かし、 記傳九 (五十一 丁) に 「此 御名 は 後に 大國 主神 國 造りて 天下 を 主領き 坐せ る 時に、 遠祖なる 故に 

如此 くも 稱へ 奉り 給 ひしに や、 若 然らす は 八 島 知 主と は 云 ふま じく こそ」 と 云 はれた る は、 其 記に 據 りて 六 世 孫と 立 

つる 說 にて 理は 然る 事ながら、 此大 八洲 國を 知る 主と 御 在し 坐す に 依りて こそ 御名に は 食 ひ 坐せ り けれ、 假令 大國主 

神の 遠祖 神に 御 在し 坐したり とも、 大 八洲 國を 知り も爲給 はぬ 神に 後より 然る 稱名を 奉らせ 給 ふ 御 事の 有るべき なら 

ざれば， 地 神本紀 に、 乃 相與遘 合爲， 妃、 所 レ主之 兒大己 貴 祌矣、 亦 名 八 島 士奴美 神、 亦 名大 國 主神、 亦 名 淸之湯 山 主 

三 名 狹漏彥 八 島篠、 亦 名 淸之繫 名 坂 輕彥八 島 手 命、 亦 名 淸之湯 山 主 三 名 狹漏彥 八 島 野と 有る 如くに て 實に正 實に合 へ 

る 者な り、 上に も 云へ るが 如く、 正書に は 此の 傳を乃 相 與遘合 而生兒 大己貴 神と 有り、 古語 拾 遣に も 素せ 戈嗚神 娶-, 國 

祌女， 生 n 大己 貴祌 一と 所見た るに、 此 にも 乃 於-一 奇 御戶， 爲レ起 而生兒 淸之湯 山 主 三 名 狹漏彥 八 島 篠と云 ふ. にて 斷て 一 段 

なれば、 右の 俾 共に 合 ひて 其 亦 名なる 事 は 判然に 知らる &を、 ，fT 、の 一. 云 は 本 は、 1 書 云と 有りて 別行に 立て、 又 別に 

一 t はに て 古事記な ると 同じ 趣な りけ る を- 一 聯の 文と 成せる から 此八島 條祌の 五 f 孫と 云 ふ 事に 混れ たる 者な り けら 

し、 (斯 りければ、 金澤 本に 此 一書 を 二 段と 爲る なむ 實に祌 の 御 恩賜に て * 右 等の 混れ を 正す 可き 徵 とも 成る 事に な 

む." 偖 古史 徵には 此八島 士奴美 神 を 八 束 水 臣津野 命に 合せて 一 世と 立てた るな どは麁 漏なる 私 一一 目に て甚々 浮た る說な 

りかし. - 後に 信 濃 國諫訪 祝 家の 系譜 を 見る に、 建 速 須佐之 男 命、 其 子 八 島 士奴美 神、 又 名大 國 主命、 叉 名大 己 貴 命と 

有る も 右の 證 共に 合へ る 者な り J 〇 淸之湯 山 主 三 名 狹漏彥 八 島德神 は、 淸は 正書に 素 斐嗚大 神の 御 事 を 記せる に、 

逮到， 雲之淸 地， 焉 (淸 地此 云，： 素 鹅，) 乃 甘 曰、 吾心 淸淸之 (此今 呼- 1 此 地-曰 レ淸) 於- 1 彼 處-建 レ宮と 見え、 古事記に 


も、 故 是以其 速 須佐之 男 命、 宮 可，， 造作， 之 地 求 nffi 雲國？ 爾到 IT 坐須賀 地， 而詔 之、 吾來 -1 此地， 我 御 心 須賀須 賀斯， 而 

其 地 作レ宮 坐、 故 其 地 者 於レ今 云，， 須賀， 也、 兹大神 初 作，， 須 賀宮， 之 時、 自，， 其 地， 雲立騰 (下略) と 有る 須賀 Q 宮處 にして 

謂 ゆる 稻田宮 Q 地是 なり、 正書の 其 文より 續 きて. 乃相與 遘合而 生- 兒大己 貴祌 T 因勒之 曰、 吾 兒宮首 者 卽脚摩 乳 手 

摩^ 也、 故 賜， 一 號於ニ 神？ 曰， 1 稻田宮 主神， と 有る を 以て 稻田 宮卽 須賀宮 なる 事 を 知るべし >  其は傳 二十 一 に 註せ るが 

如く、 此大神 須賀宮 を 造作ら せ 御 在し 坐して 奇 稻田姬 命と 遘 合し 給 ひ、 御子 大己貴 祌を令 レ生給 ひて、 何れ か 伦處に 

渡らせ 給 ふと 爲て、 御 母子 二 柱 を 其 稻田宮 主神に 託させ 給 ひければ、 其より 後 は 稻田宮 はし も 大己貴 神 Q 御父大 神よ 

り傳 へて 敷 坐す 宮な るが、 其 宮中の 政務 は 外祖父 母 ニ祌の 奉り 行 はれし 故に 稻田宮 主神の 稱を賜 はると 雖も、 其宮に 

して 君主と 御 在し 坐す は、 大己貴 神に て 渡らせ 給 ふが 故に 淸之湯 山 主と 稱へ 奉れる 御 事と なむ 所見たり ける、 (此地 

大原 郡なる 事 風土記に 糙 なる 證 有る 事なる を、 樋 河 上天 淵 記に、 素斐 嗚尊定 A 宮居，， 於杵 築濱， 素 我 里 也、 素 戔嗚尊 乃 

大社 杵築大 明神是 也と 云 ひ、 叉 通證に 引ける 大社. < 家 記に、 素鵝社 在：.. 大社 與-ー 蛇 山， 之間ハ 延喜式 風土記 所謂 ffi 雲 社 

者是、 而合 n 祭 素 戔嗚尊 稻田姬 大己貴 命 三 神？ 按新 古今 集 所, 稱 素鵝虽 者卽此 地、 而日隅 宮經營 之 後 被，, 件 築鄕名 T 然亦 

未， n 嘗移 n 動 素 鵝社位 所-と 云へ る は 何事 ぞゃ、 其 W 雲 祌社は 風土記に 其 w 雲 郡 W 雲鄕 見え たれば 其 地に 祀れる 社なら 

む を、 如何 は素鵝 社と は 定めら る 可き、 式に も 出 雲 神社 同社 韓國 伊太 S 神社と 有りて 杵築 大社の 部と は 別に 出 だされ 

たれば 叶 はす、 伹 風土記に 所， 以號 雲， 者、 八 束 水 臣津野 命 詔-一八 雲 立 之 語； 故 云， 一八 雲 立 W 雲國 一也と 有れば、 S 【じ 

素 せお 嗚大祌 に は 坐せ ども 祭る 所 異なり、 今 大社の 後に 素鵝 社と て 立た せ 給へ る は、 後に 式の 大原郡 須我祌 社 を 移 祭れ 
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日本 蒈紀傳 二十 ニ之卷 寳 its 現 章  二， 一 

るに て 本よりの 事に は 非ざる 可く、 叉 は 式 文に 載れる 大穴 持 神社なる を、 其 古名 を 亡 ひて 素？；！ 社と は稱 へる にても 有 

るべ し， 近頃 は杵築 大社 を も 素 妾嗚大 神に 坐す 由に 誤れ- -ば、 大社に て 今 云 ふ 所に は 古記に 合 はざる 事共 多 在り、 叉 

上に も 云へ る 如く 飯 石 郡須佐 神社に て 其 社 を 素鵝宮 とし、 其 山 を 淸之湯 山な りと 偽れる 俗說 有る に 人 皆 欺かれ 居る 事 

なり、) 湯 山 主 は 口 訣に淸 之 湯 山 主、 素鵝 有-一 湯 山， 誕生 地と 有る は 然る 事に て、 稻田宮 の 所在 卽ち此 地な りければ、 

此處に 生み 坐して 其 主宰と 御 在し 坐す 謂な り、 «疏 にも W 雲淸地 有， ー溫 泉？ 故爲レ 名と 云 ふ 御 説 有り、 先 づ其淸 地の 事 

より 明らめて む、 其は傳 二十 一 にも 云へ る 事な りけ るが、 記傳九 (四十  一 丁 」 に 「須賀 地 はお 雲 風土記 を 細に 考 ふるに 

先 づ大原 郡 須我山 は 郡 家 東北 一 十九 里 一 百 八十 歩、 須我 小川 源 須我 山， と 見えて、 叉 意 宇 郡 野 代 川、 源 ffin 郡 家 西 

南 一十 八 里 須我山 1 と 有る、 此須我 山 も卽ち 右の 大原 郡なる を 云 ふなり、 須我 山は大 原、 意 宇 二 郡に 互り て 其 缀に在 

り、 叉 同 郡御窒 山、 郡 家 東北 一 十九 里 一 百 八十 歩、 祌須佐 乃 乎 命 御室 令， 造 給 所 rM、 故 云 n 御窒， とも 見 ゆ、 此御窒 は 

須賀宮 と は 別に 造り 給 ひし か、 叉 須我山 も 此山も 共に 郡 家 東北 一 十九 里 一 百 八十 歩と 有れば、 相 近き 處 なれば 須賀宮 

の 事 を 如此く  へたる か、 叉 同 郡 須我社 も 見 ゆ」 (取 要) と 有る が 如く、 須我 山と 御窒 山と は 共に 古の 淸地 なり つらむ 

を、 大祌の 稻田宮 を 其 片方の 山に 作らし X より 後世 御窒 山の 名と 成りて 傳 はれる にこ そ、 亦 名に 繁名 坂と 有る も卽ち 

其 宮處の 名なら むかし、 惜此淸 地 はし も 海潮鄕 にて 有りけ り、 風土記に、 大原郡 海 潮 鄉.、 郡 家 正東 一十 六 里卅三 歩、 

古老 傳云、 字 能 治 比 古 命 恨，， 御祖 須我禰 命， 而、 北方 W 雲海 潮柙上 漂，， 御 祖之神 T 此海潮 至、 故 云，， 得鹽， (祌龜 三年 改，； 

字 海 潮し 東北 須我 小川 之 湯 淵 村 川 中 有，， 溫泉 >  (不レ 用， N 號) 同 川上 毛 間 村 川 中 溫泉出 (不， 用 レ號) と 見えた る、 此ニ 


の溫泉 共に 不レ用 レ號と 有る は 湯 山の 內に屬 ける が 故な り、 此を 以て 地理 を考 ふるに、 此鄕は 斐伊郡 家より 正東 一 十六 

里卅三 歩と 有り、 須我 山、 御 窒山は 共に 東北 一 十九 里 一 百 八十 歩と 有れば、 凡 三 里 百 五十 歩 許の 差 有れば 此處 にて は 

海 潮鄕の 正北に 當 るら む を、 東北に 須我 小川の 名 有り、 湯 淵. 村、 毛 間 村 は 其須我 小川に 靨け る 地なる を 以て、 卽ち須 

我 山の 湯 山なる 事 を 明らむ るに 足れり、 此を 以て 須我 山に 古に 淸之湯 山と 云 ふ 名の 有りし 事 を 知る 可くな む 有りけ 

る、 叉此 由緒に 因りて 大己貴 神 はし も溫泉 神に て 渡らせ 給へ る 事の 徵 共有り と雖 も、 此 にて は紛亂 ひて 叢陛 しければ 

其 は 下に 云 ひて む、 (但 記傳に 引かれた る 右の 意 宇 郡 野 代 川、 源 一郡 家 西南 一十 八 里須我 山， と 有る 西南 を 正南と 作 

れ たれ ども、 千家 淸 主が 訂正 本に 西南と 有る 方 其 正しき を 得 たれば 今 改めて 引けり、 倦 同書に 熊 野 祌宮も 須賀宮 も 一 

に 見られた る は、 右の 正南 一 十八 里 は 意 宇 郡 家よりの 路程なる を、 同 郡 熊 野 山、 郡 家 正南 一 十八 里、 所謂 熊 野 大祌之 

社 坐と 有る と 同じ 正南なる が 爲に思 ひ 誤れる 者に して 說の惡 しきに は 非す、 西南 を 正南と 作る 本の 咎とぞ 云 ふべき、) 

三 名 狹漏彥 の 三 名 は 借 字に して 皆な り、 下なる 八 島 德の霄 に應 ふ、 狹漏は 私記に 佐 毛留と 有りて 侍 なり、 上なる 淸 

之 湯 山 主の 言 fc 對ふ、 若て 其 三 名 は 祌を云 ふ、 古事記 八十 神 段に、 故 此大國 主神 之 兄弟 八十 种 坐、 然皆國 者 避- 1 於大 

國 主祌， (中略) 故 持-一 其 大刀 弓-追 n 避 其 八十 神， 之 時、 毎 n 坂 御 尾， 追 伏、 毎， 一河 瀬， 追 撥 而始， 作， 國 也と 有る が 如く， 其歸 

順 はざる 諸 神 を 追 避て 大國 主神と しも 成り 給 へれば、 天下に 在りと 有らゆる 諸 祌は皆 がらに 此大 神に 仕へ 奉れる にて 

此第六 一書なる 其 御 興 言に も、 夫 葦原 中 國本自 荒 芒、 至つ 及 磐石 草木 f 咸能强 暴、 然 吾巳摧 伏、 莫 レ不， 一 和 順 f 遂因 言、 

今 理-ー 此國， 唯 吾一 身 而已、 其 可， ュ與レ 吾 共理， 一天 下， 者 蓋 有レ之 乎と 有る を 以て も、 天下に は 唯 此大祌 一 注の み 御 在し 小：" 
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すが 如くに て、 相 並ぶ 許りの 神 は 一 祌も非 ざり ける 趣なる は 申 も 更なり、 天孫 降臨 章に も 天神の 御 使に 白し 給へ る 御 

言に、 故 吾 亦當， 避、 如 吾 防禦 者、 國內諸 神 必當， 一同 禦 r 今 我 奉 A 避、 誰 復敢有 二 不レ順 者 一と 有る、 此を 以て 國內の 諸 

祌 は皆此 神の 朝廷に 侍 ひ 候て 其 御 制 を 仰ぎ 隨從ひ 奉れる 御 事 を曉る 可し、 此を 以て 三 名 は 皆に て 八 島 知 主神に 腿き 奉 

る 諸 神の 全 を 云 ひ、 狹漏は 侍に て 淸之湯 山 主と して 稻田宮 の 主宰と 坐せば 其 御 許に 侍 候ふ義 なりと は 云 ふなり、 必 

其然 なりと 定め 云 ふ 所以 は、 已 にも 引ける 正書に、 因 勅 之 曰、 吾 兒宮首 者 卽脚摩 乳 手 if?5^ 也、 故 賜-一 號於 二； tT 曰-! 稻 

田宮 主神， と 有る は、 H< 孫 降臨 章 第二 一書なる 天 照 太 神の 復 勅-一天 兒屋命 太 玉 命？ 惟 闞ニ祌 亦 同 侍 n 殿內 T. 善爲ュ 防護- 

と 詔り 給へ  ると 同じ 意味なる 所に し 有りと 此ー 一 を 合せて 見る に、 吾兒宫 首と 有る 首 字 は 首長の 義 にして 其 部下 有る の 

謂な り、 稻田宮 主の 主 字 は 其 主宰の 義 にして 從者 有の 謂 なれば、 此大 己貴大 神の 御 外 祖の祌 等す ら然 り、 況て 其餘の 

國神は 皆 悉くに 此淸宮 に 侍ら ひ 仕 奉られし 事、 更に 論 を 待た すなむ 有りけ る、 偖此侍 字の 義は、 巳に 事の 因 有りて 傳 

十七に 云へ るが 如く 眞守 にて、 彼の 善爲， 一 防護， の謂是 なり、 遊 仙窟に 伺候 (伺 奉 也、 伺候 也) とも： t せり、 合せ 讀み 

て 其 然る 事を曉 りね かし、 (口 訣に此 義を說 きて 三 名 狹！！ 三 名 候 也、 W 雲 人之廣 語と 云へ る は 如何、 三 名 はォ、 に 一 

云 淸之繫 名 坂 輕彥八 島 手 命、 叉 云 淸之湯 山 主 三 名 狹漏彥 八 島 野と 有る を 合せて 云 ふとに や、 然れ ども 右の ニは少 かの. 

異^る のみに して 別に 亦 名と 云 ふべ きに 非 ざれば 三 名と は 計 へらる ま じ き な り、 叉 候 也と 云 へ る も 貢 は 然る 意な が 

ら、 三 名 候と 云 ふ誇言 と 成して W 雲 人の 人に 誇る 廣言と 爲る事 なれ ども、 然る 人事の 上の 淺 ましき 事 を 以て 祌の 御名 

に稱へ 奉らむ 事 は 有る まじくな む、 叉 記 傳には 「美 都 奈と訓 むべ し、 美 は 御な り、 繁名坂 は 都奈佐 加と 訓む べし、 云 


え」 と 有れ ども、 ずの 意 を 得られざる なり J 八 島篠、 下に 篠小竹 也、 此云， ー斯 奴, と 有る は、 和名 沙竹 類に、 iv  ,ポ 

名 志 乃、 一 云 佐々、 俗用， 一 小 竹 二字 f 謂 二 之 佐々？ 細細 竹 也と 有る が 如く、 一字 兩訓に 瓦 一る 故に 佐々 と 訓む事 も 有りな 

む. かと 心 遣して 殊に 斯 奴と 訓 むべき を 註した るな り、 诸 上に. 註せ るが 如く 古事記に 八 島 士奴美 神と 有る は 八 島 知 主 身 

神と &す義 なる を、 此には 其 身の 首 を 略き て 八 島 知 主神の 義 なり、 下に 八 島 野と 有る は 八 島主 祌の義 なり、 次なる 八 

島 手 命の 手 は 造の 一一 目に て 其 一 のみ 同じから す、 若て 淸之湯 山 主と 申す は大 神の 宫敷 坐す 地 を 云 ふなり、 三 名 狹漏彥 は 

其從ひ 奉る 國祌の 皆 を 令レ侍 給へ る を 云 ふなり、 八島篠 は此大 神の 國土 を經營 坐し > 初 は 外 蕃諸國 は 未 形なる 程に し 

有りければ、 抽出て 此大 八洲 國を知 給 ふ 主神と 云 ふ 事に て、 云 ふ 意 は 天下 萬 國の皆 を 統御し 給 ふ 事と 式れ \ ば、 大國 

主神と 申し 奉る に 等しき 御名に なむ 渡らせ 給へ りけ る、 (• 此大國 主神 はし も 天 下 萬 國を德 ベ 給へ る 大祌に 坐す を、 八 

島 知 主と 中して は 事の 足らざる が 如く、 已に 同號考 にて 譬 へられた るが 如く、 俗に 日本一 の 剛の者と 云 ひて、 云 ふ 意 

は IK 下 第一 Q 壯士と 云 ふ 意味なる に 同じく、 小 を 云 ひて 大に 及べる 古の 文法なる にて、 天壤と 無窮き 事に 千秋 乃 五 百 

秋な ど 云 ふに 同じ 格なる 事な りけ り、) 〇 一 云 を、 常の 一書 曰 と 其訓を 同じく 爲る事 は、 金澤 本に 上なる 號淸之 湯 

山 主 三 名 狹漏彥 八 島篠と ほふ 迄 を 一 段と して 其 所に 終め、 此は 更に 一 書 曰と 書き aa して 右と は 全く 別條の 趣なる が 床 

しくて、 件 を 諸 書に 徵 して 解き 分け 讀み 見る に 實に其 傳の狀 異なる を、 同祌 名の 近く 隣り て W でた るから、 自然に 

或 云と も 云 A>- ベ き 所の 如く 見 ゆる を 以て、 誰か 其 二 を 混ら して 合する 時に 一 云と 換 へたる 者と なむ 昆 えたり ける、 今 

も 其 本の 如く 別行に 立て、 上より 一 書 曰と 書き下さ 將 欲しく 思 ふ 事 なれ ども、 皇典の 上 を 容易く 改めむ 事 は甚可 長く 
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し 有りければ、 猶 本の 任に して 其 訓を換 へ つるの みなり、 今にも 右と 同じ 本の » でたら むに は 憚る 事無く 改めて 後人 

の 惑 を 解きて むかし、 (其 は何ぞ ならば 此傳を ニ條に 立つ る 時 は 上の 方 は 正書の 旨と 全く 同じく、 素 卖嗚大 神と 奇稻 

田姬 命と 二 柱の 生み 坐せ る 御子 は 唯此八 島德祌 にして、 卽ち其 大己責 神に 當 りて 古語 拾遺 及 地 祌本紀 の 傳に合 ひて 實 

に 正しき 古説な り、 下の 方 は 其と は 別にて、 其 八 島 手 命 五世 孫 卽大國 主神と 云 ふ 一 偉なる を、 上に 八島篠 神の W でた る 

因に 其 鼓 びに 書され たるの みこ そ 有り けれ、 此をー 云と して 一 聯に爲 る 事 は、 恐らく は 後人の 所爲 にて 撰者， Q 御 心に 

は 非ざる 可くな む 所思え たる、 能々 事情 を 察ら む 可し、) 〇 淸之繫 名 坂 は、 口 訣に繋 名 坂 湯 山 也と 云へ り、 赏に 然る 

事な り、 其 淸之湯 山と 云 ふ は 卽ち大 原 郡 海 潮 鄕須我 山なる 事、 上に 委しく 注せる が 如し、 偖 此繋名 坂と 云 ふ は、 彼の 

正書に、 然後 行覓， ー將レ 婚之處 f 遂到 nffi 雲之淸 地， 焉、 乃 一 百 曰 吾心 淸淸 之、 於，, 彼處， 建， 宮と 有る が 如く、 素 斐鳴大 神 

の 吾心 淸，. <  しと 詔り 給へ るに 始まりて 淸地此 云, 素鵝 一と 云 ふ 地名 起り、 叉 其后祌 と共に 住ませ 御 在し 坐 さむ 宮殿 を 建 

て させ 御 在し 坐して 其 御名に 取りて 稻田宮 と 云 ふ 名此に W 來り、 叉此御 時の 較略 古事記に は 殊に 委しく 出て、 玆大神 

初 作， 1 須賀 宮， 之 時、 自 n 其 地， 雲 立騰、 爾作， 1 御 歌； 其 歌 曰、 夜 久毛多 都、 伊豆 毛夜幣 賀岐、 都 麻 碁微： 爾、 夜 幣賀岐 都 

久流、 曾 能 夜幣賀 岐袁と 有る * 此卽ち 謂 ゆる 八 雲 神 詠な り、 新る に 其 風土記に.， 所， ^ 以號 nffi 雲， 者.' 八^-水臣津野命. 

詔 二八 雲 立 語 一之 故 云 二八 雲 立 ffi 雲 一と 有る、 其 八 束 水臣津 命と &すは 卽ち素 戔嗚大 神の 御 事に して、 八 雲 立 之 語と 一 K へ 

るな む 右の 八 雲 神 詠の 事に し 有りければ、 ffi 雲と 云 へ る 國號の 起り も此淸 地より ffi で 来れる 事なる を 以て、 其 地を繁 

名 坂と 云 ひて 薬 名と は 名 を 負す る 事 を 云 ふに ぞ 有り；^ る" 萬 葉 二 (三十 二 丁) 明日 香 皇女 木^ 13 呂之時 歌の 結句に、 臂 


耳 母、 名 耳 毛 不絕、 天地 之、 彌遠 長久、 思 將往、 御名 爾懸世 流、 明日 香 河、 及 萬 代、 早 布 屋師、 吾 王 乃、 形見 何此焉 

と 有る は、 明日 香 皇女と 御名に 負 ひ 坐せ る 事 を 御名 爾懸世 流と 詠めるな り、 三 (二十  一 丁) 丹 比 眞人笠 麻呂住 n 紀伊 國, 

超 = 勢 能 山-時 歌に、 拷領巾 乃、 懸卷 欲寸、 妹 名 乎、 此勢能 山爾、 懸者 奈何 將有、 ( 一 云-可 倍 波 伊香 爾 安良 牟，) と 有 

る は、 跌 山と 負來 にし 山， 名 を 易へ て 妹 山と 食 さば 如何 有らむ となり、 、なる 春日藏 首老卽 和歌に、 宜奈倍 1 吾 背 乃 君 

之、 食來爾 之、 此勢能 山 乎、 妹者不 喚と 有る は、 吾妓 君が 名 を 懸けた る 妓山を 妹 山と は稱 じと なり、 此 にて 名 を懸く 

ると 云 ひて 名に 負 ふる 義 なる を 曉る 可き なり、 叉 十二 (九 丁) に、 妹 登 曰 者、 無禮 恐、 然爲 蟹、 懸卷 欲、 一一 一一 II 爾有 鴨な ど 

も 所見たり、 (然る を 白 井 宗因說 に、 社家 注進 云、 此處 未， 一分 明 一と 云へ り、 別に 繫名 坂と 云 ふ 地名 は 非ざる にて、 御 

父 大祌の 吾心 淸. <  之と 詔 ひ、 稻田宮 主神の 名 を 赐ひ， 叉 八 雲 立の 御詠 謌の御 事 御 在し 坐し ける に 因りて 國 名と 成れる 

などの 甚 じかり し 御 事共の 有りつ る を 以て 然稱へ たる 者と 云 ふ 事に 心 著 かすて は 得 知る まじき 事に なむ 有ゥ ける、 又 

記 傳九卷 五十一 丁に 「三 名 は 美 都 奈と訓 むべ し、 美 は 御な り、 偖 繫名坂 は 都奈佐 加と 訓む べし、 繫字 は都奈 貝の 訓を 

取れるな り、 斯れば 彼の 美都奈 佐の 御 を 略け るに て 同名な り.' 坂 を 上古 は 佐との み も 云 へれば 狹も 坂な り、 此 御名 共 

舊き訓 も說も 誤れり」 と 云 はれ たれ ども、 私記に 繁名加 介奈と 注せる に 心 著れ ざる 者な り、 抑 大人 は 古事記の 方に 力 

を盡 されて、 此には 未だ 其考の 能く も 及ばれ ざり し 者な りけ り、) 輕彥 を、 通證に 稱，, 輕捷之 勇， と 有る は 實に然 り、 

カル ク トク タケク；， -m  二 

仁德 天皇 五十 三年 御紀に 有，， 強力 者 f 曰， ー百衝 r 輕 捷 猛 幹と 見え、 履 仲 天皇 六 年 御 紀に鷲 住 王爲， 人 强カ輕 捷， 由レ是 

獨馳 n 越 八尋屋 一而 遊行と も 有る 是 なり、 叉 此輕と 速と 一一 m 相 近 か.^、 其 は應祌 天皇 五 年 御紀に 科， 一伊 豆國ー 令， 造， 船、 長 
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十 丈、 船旣成 之、 試 浮-一 于海 T 便 輕泛疾 行 如 レ馳、 故 名 n 其 船 r 曰-一 枯 野-と 有る、 枯野は 借 字に て輕 往なる 可から む を、 

播磨 風土記に、 駒 手 御井 者 * 難 波高 津宮 1K 皇之 御世、 楠 生 n 於 井- (中略) 仍伐， 1 其 楠-造 レ舟、 其 迅如レ 飛、 一 職 去 T: 越 

七浪； 仍號 M 速 鳥， (下略〕 と 有りて、 輕泛疾 行 如 レ馳と 云 ひ、 其迅 如, 飛と 以ふを 以て 枯 野と 云 ひ 速 鳥と 號 けたる を以 

て、 其 意味の 共に 異なら^る を 思 ひて、 御父大 神の 御名の 上に 建 速と も 神速と も 速と も 冠ら せて 稱へ 奉る 事 を 思 はに 

此八島 手 命に も 八 千 矛 神と 御名に 負 ひ 坐して 武く 雄々 しく 御 在し 坐す 謂 を 以て 輕彥と 負せ 奉りて 速彥と 申す 義をも 包 

たる 御 事な む 知らる 可 かりけ る、 其 は 古事記 八 田 間大窒 段に、 遙望呼 ri 謂 大穴 牟遲 神-曰、 其 汝所レ 持 之 生 大刀 生 弓矢 

以而、 汝庶 兄弟 者 追 TT 伏 坂 之 御 尾： 亦 追 n 撥 河 之 瀬- 而、 意禮爲 n 大國 主神- (中略) 而居是 奴 也、 故 持-! 其 太刀 弓 r 追^！避其 

八十 祌 一之 時、 毎-一 坂 御 尾-追 伏、 毎-, 河 瀬-追 撥 而始レ 作レ國 也と 有る が 如く、 此大國 主神の 此 より 天下に 勝れ させ 給へ 

る 御稷威 はし も、 卽ち其 御父大 神の 健く 速き 御靈を 添へ 給 ふ 所なる 是 なり、 (此 大國 主神の 八十 祌を 退治 させ 給へ る 御 

事 は 申 も 更なり、 第 六 一書なる 御 興 言に 夫 葦原 中國、 本自荒 芒、 至 及 磐石 草木- 咸能强 暴、 然 吾已摧 伏、 莫 レ不， 一 和 KI 

と 有る も專 武勇の 勝れ させ 御 在し 坐す が 故なる にて、 實に輕 く 捷く猛 く 幹し かりし 御梭 威の 御 在し 坐せ る を 以て 也、 

輕彥 と稱へ 奉れるな む 少緣の 事に は 非 ざり ける、) 八 島 手 命 は 口 訣に八 島 手 八 島 造 之 一 百と 云 ふ は實に 然る 一 百な り、 若 

て 此手は 祟 神 天皇 七 年 御 紀に物 部 八十 手 所レ作 祭祌之 物と 有る 手に て、 其 八十 手 は 供 作る 数多の 氏々 の 人 を 云へ るに 

て、 ェ を多久 美と 云 ひ 才伎を S 昆 登と 云ふ多 も 氐も此 に li^ じく， 手に て卽ち 造る 事 を 云 ふなり、 今一 例 を 示さむ に は 

御 紀に膀 夫 叉 共 又內 勝 などの 字 を 加 志 波 傳と訓 める、 加 志 波 は 古に 葉 盤 を 多く ffl- ひ た る に 起り て 御 饌の稱 と 成れ 


り V 然して 其 氏 は 手に て 御 食物 を 料理る 謂なる 事、 右の 例 共に 准ら へて 知るべし、 職員 令內瞎 司に 典瞎六 人、 掌， 逸, 

供 膳？ (、下略) 膳部 四十 人、 掌レ 造， 一 御 貪， と 有る 造 字に 見合せ て 其 義を曉 る 可くな む 有りけ る、 此を 以て ロ訣に 八島宁 

八 島 造 之 言と 一 K ふ說の 動く まじき を 知る に 足れり、 此第六 一 廣 に大國 主神 亦 號ニ國 作 大己貴 命, と 有りて、 夫大 己貴侖 

與，， 少彥名 命， 戮， カフ 心經 n 營 天下- (中略) 其 後 少彥名 命 (中略) 至-一 常世 鄕， 矣自， 後國中 所， 未， 成 者、 大己貴 祌獨能 

巡 造 (下略) と 所見たり、 此 文に 據る時 は 八 島 造と 云 ふ 說の强 たるに は 非す して、 實に此 は 大己貴 神の 御名に て 渡らせ 

給へ る 御 事 愈 以て 明らかなる 者に なむ、 (此を 以て も大國 主神 を 此八島 手 命の 五世 孫と 云 ふ 事 は 愈 立た すなむ 有りけ 

る、 口 訣には 時々 に斯る 名說の 有る を、、 古學 起り てより 以來云 ふに も 足らぬ 物と 思 下して 取り も 見ざる 人の 多 在 は 如 

何に ぞゃ、 猶彥 火々 W 見 尊 を 古事記に 日子 穗々 手 見 命に 作り、 叉 安寧 天皇 を 磯城 津彥玉 手 看 天皇と 申 奉る 手 も 右に 同 

じき 由傳 二十 九卷に 注せる を 合せ 考ふ 可し、) 〇淸 之 湯 山 主 三 名 狹漏彥 八 島 野 神 は 上 に已に W でた ると 同名に て、 唯 

八 島 德の斯 を 略き 奴と 云 ひて 卽ち八 島主の 義 なり、 若て 其 八 島主 は大國 主の 義 なる 事、 右に 引ける 證徵共 を 見て 曉る 

可くな む 有りけ る、 偖 此淸之 湯 山 主の 義は 上に 說 注せる 如く 須我 山なる 稻田宮 を 此大己 貴 神の 敷き 坐せ る 由なる が、 

又此 因に 緣 りて 天下に 在ら ゆる 溫泉 はし も卽 ち此大 神の 所 知 看せ させ 御 在し 坐す 御 事と なむ 所見たり ける、 先 づ此湯 

山なる 溫 泉は鹽 湯と こそ 所見たり けれ、 其 は 右に 引ける 風土記に、 大原郡 海潮鄉 (中略) 北方 ffi 雲海 潮 押 上 漂 n 御祖之 

祌 r 此海潮 至、 故 云 二 得鹽, と 有りて、 下に、 東北 須我 小川 之 湯 淵 村有， 一 温泉 f 同 川上 毛 間 村 川 中溫泉 出と 有りて、 二 

所の 溫泉 有る 是 なり、 又 同 記に、 意 宇 郡 忌部祌 戶川邊 出湯 自， 古 至， 今、 無， 不， 得， 驗、 故 俗 曰，， 祌 湯-と 見え、 祌名 
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式に 意 宇 郡 玉 作湯祌 社、 同社 坐韓國 伊太 S 祌社 有り、 然れば 此には 其 大己貴 神と 庶兄 五十猛 命と 共に 御 在し 坐すな る 

にこ そ- 同 式に 下野 國那須 郡溫泉 神社、 式 社 考に大 己 責命少 彥名命 也と 云へ り、 叉 健武山 神社 坐す は此を 素斐嗚 ^ に 

御 在し 坐す と 云 へ り考ふ 可し、 叉 陸 奥 國玉造 郡溫泉 祌社溫 泉石 神社 有る、 其に 並びて 色 麻 郡 伊達 祌社 (名 祌大〕 と 有る も 

相似た る 事な り、 故 有る 事なる 可し、 (此玉 造 郡に 二 社 並べる 一 の 石神 社 は 少彥名 命なる 可く や、 緩 後 紀に承 和 四 年 

三月 戊 申 陸奧國 言、 玉 造塞溫 泉石 神、 雷 響 振、 晝夜不 i、 溫 泉流レ 河、 其 色 如， 漿、 加^ i ハ  14 あ li^J^、 更 作，， 新 

治 一 沸 聲如レ 雷，' 如レ 此奇： 不レ可 一： 勝 計 r 仍仰 n 國司， 鎭 n 謝 災異， と 見 ゆ、 使 右の 神 湯と 云 ふ は、 伊豆 風土記に 伊津 祌湯 

とも 有りて、 其驗 神の 如くなる を 以て 云ふ稱 なる を、 但島國 城 崎 湯な どを始 として 諸 國の溫 泉に 右の 祌湯を 音便に 加 

宇 能 由と 唱 ふるより W 來れる 事と 見えて 鵠 湯と 云 ふ 物 有り、 其 說に鵠 の 足を惱 みたる が 沐浴して 癒えけ る を 見て 人 皆 

其 湯 の 驗 有る を 知り 初めた る 趣に 云 ひて、 此 事と 温泉 神 を 薬師 神と 云 ふ ベ きを 字音に 唱 へて 彼の 胡 神と 思 ひ 違 へ る と 

は何處 なる も 同じ- 然れ ば其鶬 湯と 號 けたるな む祌 湯と 聞 ゆれば 心 を 著け て 其 由来 を 求む 可 かりけ る- 又 W 雲 風土記 

仁 多 郡に、 通，, 飯 石 郡 驟漆仁 川邊， 廿八 里、 卽川邊 有，， 樂湯ハ 浴 レ之則 身體穆 平、 再 灌則萬 病 消 除、 Ef^ 女 老少、 晝夜不 

レ息、 絡 驛往來 無 レ不レ 得 レ驗、 故 俗人 號云， 1 薬湯-也と 有 るな ども、 元より 此大 神の 始め 給へ るなる 可き 事 云 ふ も更な 

り、) 叉攝津 風土記に、 有 馬 郡 有 n 鹽之原 山 T 此近邊 ( 一 本 此三字 作，， 山間，) 有 n 鹽湯ハ 因 以爲， 名、 叉 有，： 久牟知 川 r  a 

レ 山爲， 名、 山 本名 功 地 山、 昔 難 波長 樂璺 前宮 御宇 天皇 世、 爲，， ， 車駕 幸，， 湯 泉 1 作，， 行宮 於 湯 泉， 之、 于時 採，， 材木 於久牟 

知 山 r 其 材木 美麗、 於是勅 云、 此山 有， 功之 山、 因號 n 功 地 山 T 俗人 彌誤 曰-一久 牟知山 f 叉曰始 得， 見，： 鹽湯 等， 云々、 土 


人 云、 不レ知 >1 時世 之號 名？ 但 知-一島 大臣 時-耳と 有る 趣に て は、 孝德 1K 皇 御世に 其 鹽湯を 見得た る 如くな り、 然れ ども 

此は御 紀にニ 年 冬 十月 甲寅朔 甲子、 天皇 幸- 1 有 間溫湯 一と 有る 時の 事に て、 其 先に も舒明 天皇 御紀 に、 三年 秋 九月 丁已朔 

乙 亥、 幸, 于攝 津國有 馬溫湯 T 同 十 年 冬 十月 幸， 一有 間溫湯 宮-と 見え たれば、 其孝德 天皇の 御世 頃より 其驗 有る 事 を 世 

に弘く 知り 初めたり と 云 ふ 意なる 可し、 風土記に は、 有 馬 郡 温泉、 顯宗 IK 皇ニ年 丙 寅 一夜 而 溫泉？ 爾来 治， 病 者 

洛， ー此 池？ 其 功 如レ遊 n 神 境-と 見 ゆ、 神 名 式に 攝津國 有 馬 郡 温泉 神社 (大 月次 新嘗) 神社 本 記に 湯 泉 (有 馬) 淸湯山 主 

命 (大己 貴 命 御 事) と 見え， 親 長 記に は 湯 山 明 神 三輪 明 神 也と 有り、 叉 千載 集に、 有 馬の 湯に 忍びて 御幸 ありけ る 御 

供に 寺り ける に、 湯の 明 神 をば 三輪 明 神と なむ 申し 侍る と 聞きて、 資賢、 「希ら しく 御幸 を 三輪の 神なら ば驗有 馬の 

ffi 湯なら まし」 とも 有りて、 三輪 神 は 大己貴 神の 和 魂 大物 主神に 渡らせ 給 へれ ども、 舊 くより 此に は溫泉 神と 祀 祭れ 

ると 聞え て、 色 葉 字類抄 に、 温泉 三 和 社舊記 云、 大祌溫 泉、 鹿 舌 三 像 大明祌 者、 是 一 體分祌 也、 故 名號- 一三 和 社？ 崇 

神 天皇 御宇 之 時、 七 年始 被レ定 71 置神戶 T 載-一穴 慶八年 交替 帳 T 夫大明 神者鎭 「， 護國 家- 爲- 利益- (中略) 古老 云、 此湯 

明 神 者 (中略) 温泉 底 有 一一 石佛- (中略) 承德 年中 雷雨 洪水、 以後 不， 奉， 見 二 尊容， (下略) と 見えたり、 此石佛 と 云へ る 

佛ノ字 若く は 像， 字 を 誤れる ならむ 事、 右に 三 像 大明祌 と 有る を 以て 知るべき なり、 其 鹿 舌 神は攝 陽群談 に、 「鹿 舌 神 は 

有 馬 郡 香 下 村 羽 束 山 香 下 寺の 本尊に て 救せ 觀 音の 垂跡少 彥名命 也」 と 云 へれば， 所 祭 其 三輪 神に 溫泉神 (大己 貴 命) 鹿 

舌 神 (少彥 名 命) を 合せて 三 座なる なり、 傳 七に 同 郡 有 間 神社の 御 事 を 注せる に考へ 合す 可し、 (攝津 志に 此御 の 事 

を、 在， 一 湯 山 町， 祭，， 湯 山 主 T 仍 稱，， 三輪 祌？ 界內 有-一 溫泉寺 「專 掌- > 神事 r 堂 安-一 薬師？ 稱- 一本 地-と 有り、 偖 右に 引ける 

日本書紀 傳 二十 ニ之卷 寶敦 出現 章  一二 


日本書紀 傳 二十 ニ之卷 寳钮 S 現 章  ニニ 

神社 本 記に 淸湯山 主命 大已貴 <f ^御 事と 有る は、 其 山 を 湯 山と 云 ふに 就きて 引付けた りけ るか、 又は 然る 傳の 有りけ る 

にか、 何れにしても 床しき 說. なり、 叉 W 雲の 須我 山なる 溫 泉の 鹽 湯な りけ むと 思しき に、 此 なる も 其と 同じき に、 湯 

山の 名の 共に 在る も奇 しき 事な り、 此に 就きて 恩 ふに、 祌名 式に HS 羽 國平鹿 都 鹽湯彥 神社 見えたり、 同 神 か 非ざる 

か、) 叉祌名 式に 伊勢 國壹志 郡 射 山 神社 は、 八 雲 御 抄及枕 草紙に 謂 ゆる 七 栗 湯の 神^て 御 在し 坐して、 所 祭 大己貴 命 

少彥名 命に 渡らせ 給 ふ 由、 傳廿 七に 委しく 注せる が 如し、 叉 鎌 倉實記 三に、 准 后 親 房 記 引， I 伊豆 風土記， 曰、 稽 溫泉玄 

古 天孫 未， 降 也、 大己貴 尊 與，， 少彥 名？ 我 秋津洲 ffln 民 夭折？ 始 製，： 禁藥湯 泉 之 術 T 伊津 神 湯 又 其 數而箱 根元 湯 是也、 走 

湯 者不， 然、 人 王 四十 四 代 養老 年中 開基、 非，, 尋常 W 湯 r 1 晝夕 二度、 山 岸 屈 中火 蹈隆 發而 溫泉？ 甚憐烈 鈍， 1 沸 湯 r 浸 

レ身者 諸病悉 治と 所見た る は、 上古に 大己貴 命 • 少彥名 命 二 祌諸國 を經歷 して 禁藥と 湯 泉との 術 を 始めて 人民の 天 折に 

備へ給 ふと 云 ふ 事に て、 其 は 凡て 各 國の湯 泉に |«^, る 事な り 中に、 伊豆 祌湯叉 箱 根元 湯 も 其 一 なる 由 を 云 ひて、 次なる 

走 湯者不 i 然と 云 ふに 界を 立てたり し 者な り、 (伊津 神 湯 は 世に 名高き 熱 海の 溫泉是 なり、 箱 根元 湯と 云 ふ は 其 山中に 

七 湯 有る 此を云 ふなる 可し- 今 も 湯 本と て 有る や、 其 を 倒 反に して 呼び 来れるなら む、 走 湯 は 今 も 然云ふ 所な り、 祌 

名 式に 伊豆 國賀茂 郡 伊太 S 和氣命 神社 坐す も 由有るに や、 上に 云へ る 事共に 合せ 考ふ 可し、) 叉 但馬國 二方 郡 二方 溫. 

泉と 云 ふ 有りけ り、 和名 抄鄉 名に 溫泉、 由と 有る 是 なり、 叉 湯口 鄕と云 ふ も 有り、 今 本 湯 を 陽に 誤れり、 其溫泉 記に 

上古 大穴 持少彥 名ニ祌 入，， 田 道問洲 f 開，, 瀬 門， 經 TJ 營 此洲？ 又 至 n 二方 國， 闢，， 此溫湯 r 後 居-, 朝 來郡赤 淵宮？ 終 向-東方 

三 河國， と 見え、 叉 祌社考 傳と云 ふ 物に も 「古 天下 を 作成し X 大穴 持 命. 少彥名 命 田 道 問洲に 入り 來り 坐して 瀬戸の 水 


門 を 開き 此國を 造り 給 ひ、 其 後 竹濱に 至り 坐し、 又 二方 國に 在して 顯見 蒼生の 病 を 治し 給 ふとて 此御湯 を 開基し 袷 ひ 

後に 朝来 郡 赤 淵 宮に休 居 坐して 終に 東方 三 河國に 到り 坐し き」 と 有る は 全く 風土記の 文法な り、 其處 より 赤 淵 宮に御 

在し 坐して 東方 三 河國に 渡らせ 給 ふと 有る 其 事蹟 を， 今 彼の. 属に考 ふ 可き 明文 無しと 雖も、 此に 就きて 按 ふに 神 名 式 

に 但馬國 粟鹿 郡 刀 我 石 部 神社 赤 淵 神社 見えた るに、 參河 國寶飫 郡砥鹿 神社 所レ祭 一 宮 記に 大己贵 命と 有り、 刀 我と 砥鹿 

と 一 なる に、 石 部 は 石邊に 同じき を、 風土記に 砥鹿 神社 圭田 五十 三朿 所 A 祭 大物 主神 也と 見え、 叉 姓氏 錄 (左 京 神 別 

下 叉 山城 國 地祇) に石邊 公大 物 主 子 久斯比 賀多命 之 後 也と 云 ふに 引き合 ひ、 叉 參河國 國內神 名 帳に 正 五位 下 磯部 天神 

坐寶飫 郡と 見え、 額 田 郡に 磯部 村と 云 ふ 有る 由なる に據 有て 思えたり. • 叉 和名 抄郡 名に 伹馬國 養父 (夜 不) と 見え、 鄕 

名に 養父 郡 養父と 出で たるに、 八 名 郡に 養父 村と 云 ふ も 有りと 云へば 大いに 由 有りと 云 ふべ し、 借此ー 一方 溫泉を 今 も 

湯 村と 云 ひて、 其 湯 神 を 薬師と 云 へ る も 全く 右の 二 祌の御 事なる が 故な り、 祌名 式に 二方 郡 須加祌 社 は 上に 云 へ る W 

雲國の 須我祌 社と は 一 神なる か別祌 なる か、 (當國 に は 名高き 城 崎 郡なる 城 崎 湯と 云 ふ 有りて、 實に奇 しき 驗 有りて 

人の 知る 所なる が、" 其に も祌 湯と 云 ふ を今鵠 湯と 訛れる が 有る は、 右に 謂 ゆる 伊津 神 湯の 如く 玄 古に 二 神の 製め 給へ 

る其數 なる 可き 事 云 ふ も 更なり. 斯 るに 此 二方 溫泉は 養父 郡より 七 美 郡 を經て 因幡に 到る 街道なる が、 山中 幽 僻の 地 

にして 人の 知る 事 稀な り、 予 今年 出 雲に 到る とて 行 見た るに、 所々 の 石 間より 熱湯 を 噴き出して 甚恐 こき 所な り、 所 

以に其 地に 井 を 掘る 時 は 悉に 熱湯の 激り ST つる 故に、 掘 井と て は 一 として 有る 事無く 河水 を 塞て 用に 充る 事な り、 借 

其 湯は淸 湯に して 底まで 澄み渡れ るが、 湯 は 二分に して 水 を 八 分 加 ふる 事なる が、 其 にても 浴す るに は猶 熱き 心ち す、 
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其 地に 大凡 物を煑 るに 火 を 用 ふる 事は少 くて、 何處 にても 其 便利なる 熱湯に 浸して 煑る 事に て、 R, へ 下に 希ら しき 奇湯 

なり、) 神 名 式に 伊豫 國溫泉 郡 湯 神社、 伊佐 爾波祌 社、 和名 抄郡 名に 伊豫 國溫泉 (湯) と 所見た る是 なり、 其 風土記に 

湯 郡 大穴 持 命 見，， 悔耻； 而 宿奈毗 古那. 命 欲 レ活而 大分 速 見 湯 自-下 樋， 持 度來、 以 -1 宿奈毗 古奈 命， 而溃浴 者 ® 間 有， r 活起 T 

居然 詠 曰、 眞暫寢 哉踐健 跡處、 今 在-湯 中 石 上， 也、 凡 湯 之 貴 奇不- 一 祌世時 耳 f 於-今 世， 染， ユ M 病-萬 生 爲-! 涂レ病 存レ身 要 

藥 一也 (下略〕 と 所見た る、 此文大 己 貴 命 を 令 レ活給 ふと も 少彥名 命 を 令 レ生給 ふと も 見えて 甚 紛ら はしき を、 熟 見る に 

猶 後の方に て 有りけ り." 其 は 大穴 持 命 見，, 悔恥 一而 は、 少彥名 命の 瘁坐 しけむ を 大己貴 命の 可惜し み 給へ るな り、 然れ 

ば 宿 奈毗古 命 欲 レ活而 は、 欲， 活-, 於宿奈 呲古那 命， 而の 如く 心？， r へし、 大分 速 見 湯 は、 和名 抄郡 名に 豐後國 大分 (於 保 

伊 多) 速 見 (波 夜 美) と 有る 是 にて、 海 を 隔て- -西 なり、 自, 下 樋， 持 度 來は其 元 湯 を 海底より 下 樋 を 伏せて 取り寄せ 給 

ふなり、 以， 一宿 奈毗 古奈 命， 而は、 以字 上に 在りて 大己貴 命の 爲せ 給へ る 事 を 示せるな り、 漬浴者 は 大己貴 命の なり、 

靳足間 有 n 活起， 居 は 少彥名 命の なり、 借 此大己 貴、 少彥名 二 神 相 共に 醫藥湯 泉 を 製り 始めさせ 給 へれ ども、 其 湯 泉の 事 

は 巳く 大己貴 命 を 淸之湯 山 主と 申して 其 地の 溫泉を 試み 知り 給 ふが 故に、 此 にても 其 少彥名 命 を 救活し 奉らせ 給へ る 

者な りけ り、 猶此 湯に 就きた る 其 余の 事共 は 舒明ー K 皇十 一 年御紀 幸- 于 伊豫 溫 湯宮， の 偉に 注して む を、 此には 唯諸國 

に 在ら ゆる 溫湯は 悉くに 此大 神の 所 知 看す 御 事 を 亦 名 を 淸之湯 山 主 三 名 狹漏彥 八 島 篠( 一 云 野) 祌と 申す 因に 少か云 ふ 

事に なむ、 (叉 神 名 式に ffi 雲崗 神社 有る も 思 ひ 合す 可し、 倍予が 右の 訓は 釋紀に 引ける と 通證に 再び 引ける と を 合せ 

て說き 成せり、 古史 成文に は 其 を 大己責 命の 事と 爲 るに 就きて 擅に 私に 文 を 改めた る は 依り 難くな む 有りけ る. - 此事 


ま 曰き 竟へ て 後に 或 人 云 へ らく、 伊豫の 溫湯は 璺後國 速 見 郡 木綿 岳の 元 湯 を 弘法 大師の 加持して 引き 来るな りと 云 へ る 

は、 右の 訛傳 なる が 土人の ロ傳に 遣れるな りけ り、，) 〇此 神 五世 孫大國 主神と 云 ふ は、 此八島 德祌を 始祖と して 此を 

除き 其兒 神より 數 へて 摘て は 六 世 孫なる 由な り、 次なる 第二. 一書に、 然後素 t{ 嗚尊 (中略) 所， 生 兒之六 世孫是 曰， 一大 己 

貴 命， と 有る は、 素 妾 嗚大神 を 始祖と して 此を 除き 其兒祌 八島篠 神より 數 へて 六 世 孫 なれ ども、 此の 如く 其 八 島篠祌 

より 立つ る 時 は 同じく 五世 孫なる 事、 巳に 此卷 首に 委しく 述ぶ るが 如し. 叉 第 四 一 書に、 乃 遣， 一 五世 孫 天 之蒈根 神， 上 n 

奉 於 天 一と 云 ふ 文に 在る は、 素戔鳴 尊より は 五世に て此 八島篠 神より は 四 世 孫なる 事 更に 論 を 待た す、 然 りと 雖も其 

大國 主神 はし も 正しく 直に 素 妻嗚大 神の 御子に 御 在し 坐して 御祖奇 稻田姬 命の 生み 奉らせ 給 ふ 所. にして、 此に淸 之 湯 

山 主 三 名 狹漏彥 八島篠 神と 有る は卽ち 其大國 主神の 亦 名に て 渡らせ 給 ふ 由、 條々 に 上に 論定め たる 如く なれば 皆 がら 

に 共に 誤なる 事 云 ふ も 更なり、 此 より 以前の 古事記に 在る 事 を 御 紀には 採られす て、 一二、 一書に 載せて 何せ 孫と は 

記されながら 僅に 五世 孫 天 之菁根 神の み 出で たる を 以て も當昔 巳に 疑の 說 有りし 故な り、 況て 正書に は 唯に 大祌の 御 

子と し、 叉 外 祖神等 を 稻田宮 主神と 任に も 吾 兒宮首 者と 詔 ひ 給へ るな ど、 卽ち御 兒大己 貴 神 を 立てての 御 事 詔な りけ 

る 者なる を や、 其 は 上に も 委しく 辨 へたる 事に て 紛ら はしき 事に て は 非 ざれ ども、 素 戔嗚大 神より 唯に 御子なる と 六 

世 孫と 云 ふと 餘り事 の 違 ひたる 事なる を 思 ひ 切て 正書に. 然書 させ 給へ るに、 何ぞ愤 なる 本據の 無くて や は 有る ベ き、 

其 を 明らめ 正して こそ 御 紀にカ を盡す 者に は 有る ベ かり けれ、 等閑に 思 ふ 可から すなむ、) 今 古事記の 文 を抄き W し 

て 此を辨 へて む、 其 文に 云 はく、 八 島 士奴美 神 娶，, 大山 津 見神 之 女 名木 花 知 流 比賣， 生 子 布 波 能 母 遲久奴 須奴祌 と 有る、 
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八 島 士奴美 神 は 上に 說 きたる が 如く、 其 は 決く 大國 主神に 御 在し 坐せば 別に 1 世に は 立つべからざる 者な り、 又木 花 

知 流比賣 は、 其 御 天降 段に 木 花 之 佐 久夜爲 賣と云 ふ 御名の 出で たるに 對 ひて 開と 落との 意 異なれば 別に 一 祌の 如くな 

れ ども、 然る 忌 はしき 本よりの 祌名は 有るべく も 非す、 若く は此 天孫 降臨 章 第二 一書に、 故 磐 長 姬大慙 而詛， 之 曰 (中 

チリ ォチ ナム 

略) 唯 弟獨見 n 御 故； 其 生 兒必如 n 木 華 之 移 落-と 有る 其詛ー 百に 就きて 木 花 開 耶姬命 を然云 ひけむ 俗說 などの 有りけ む 

が 混入た る 者と 見 ゆれば、 決めて 眞の古 傳には 非ざる 可くな む 所思え たりけ る、 凡 其 大山 祇祌の 御 女は大 神の 娶り給 

へる 祌大 市比賣 命は傳 九、 二十 一 にも 注せる 如く 詳 なる 事蹟な む 有る を、 其 を 除きて は 磐長姬 命、 木 花 開耶姬 命ニ祌 

の 外 は 思 束 無くなむ、 次に 布 波 能 母 遲久奴 須奴神 は 布 波 能 母遲と 久奴須 奴と 斷て心 ST へし、 其 布 波 能母遲 は.^ く は 意 

富 那母遲 と 有りけ む を 訛れる 者なる 可し、 久奴須 奴 は國統 主と 云 ふ 事に て、 上より 續 けて 大己貴 國統 主祌と 中す 義に 

て、 大己貴 神と 御 在し 坐し つ..^ も 國土を 統御す 主宰に て 渡らせ 給 ふとの 御 事なる 可から む を、 終に 其 音の 轉れる よ り 

別祌の 如く 成りて、 剩 へに 後に は 其 二食に 常る 世數に 混れ たる 者と 所見たり、 (然 混へ る所緣 無き にし も 非す、 其 は 

記に 其大祌 の叉娶 n 大山 律 見神 之 女 名 祌大市 比賣， 生子大 年祌、 次 宇迦 之 御 魂 祌と云 ふ 事 有り、 實は 右の 二 神 は 大己贵 

祌の庶 弟なる を、 中古に 其 同 母の 如き 異說の 有る に 就きて 然る 杜撰 は 終に 成れる 者なる 可ければ、 其 混れ の 端緖此 に. 

在るべし、) 此祌娶 -淤翻 美 神 之 女 名 日 河 比寶， 生 子 深淵 之 水 夜禮花 神、 記傳九 (五十六 丁) に 「此の 淤迦美 神 之 女と 云 

ふ は、 此祌を 祠れる 社の 祌靈 の現壯 夫に 化て 婦人に 娶て 生み 坐せ る 女子な り」 と 云 はれ たれ ども、 其 は 1K 孫 降臨 Q 後 

ならば こそ 有らめ 未だ 幽顯の 相 分れ ざり し 以前に 何ぞ 然る 事の 有らむ、 人世より 云 ふ 時には 此も幽 彼も幽 なれば、 其 


顯 身に て娶り 給へ る 女神の 生み 袷へ るなる 事 云 ふ も 更なり、 右の 日 河 は 此に謂 ゆる 簸川 にて、 記傳九 (十五 丁-肥 河 Q 

下に 「肥 は 地名な り、 和名 抄に W 雲國大 原郡斐 伊、 神 名 式に 同 郡に 斐伊 神社 同社 坐斐 伊波 夜 比 古神 社と 云 ふ も 有.^、 

彼の 國 風土記に 大原郡 斐伊鄕 屬，1 郡 家 f 樋 速 日子 命 坐 n 此處， 故 云レ樋 (神龜 三年 改 n 字斐 伊，) と 有り、 是 より 河に も 名 

づけつ るな り」 と 云 はれた る、 此簸川 を 主領く 神なる 可し、 偖 右の 布 波 能 母 遲久奴 須美祌 を大己 貴祌と 見る 時 は、 大 

神の 敷 坐す 稻田宮 は 同じ 大原 郡に し 有りければ、 其 淸之湯 山より 日 河 比賣の 許に 通 ひ 住 ひ 給 ひて、 御子 深淵 之 水夜禮 

花祌 をば 令， 生 給へ りけ むが 傳 はり 漏れて 此の 三世の 數には 列 なれる 者なる 可し、 侍 深淵 之 水 夜 禮 花 神と 申す 深淵 は 

右の 簸 川の を 云 ふ、 彼の 邊に比 布 知と 云 ふ 地名の 有る も簸 川の 緣を云 ふに 准ら へて 思 ふ 可し、 水 夜 禮は水 令 遣に て 其 

斐伊 大河の 水 理を主 どれる 謂に て、 此 は大國 主神の 國土を 經營ら せ 御 在し 坐し ける 時の 御 功業 を 助け 奉れる 御兒 神な 

りつら む を、 今 其 傳を失 ひたる 者な りけ らし、 花の 意 は 未だ 思 得す、 (强て 思 ふに 山に も 川に も 海に も 崎の 出張りた 

る を 鼻と 云へ り、 其 事 巳に 傳八 卷小戶 橘の 下に 注せる が 如し、 然れば 此は水 を 令 遣る 小川の 深淵なる 所に ffi 埼を 築き 

て 水勢 を 利から しむる 御 功を& すなり、 記 偉に 引かれた る 和名 抄鄕 名に 土 佐 國香美 郡 深淵、 布 加 不知、 式に 同 郡 深淵 

神社、 又 和名 抄 伊豫 國 新居 郡 花と 云ふ鄉 名な ど 伦國の 事に て は 更に 由な し、) 此神娶 n 天 之 都度 ra 知 泥 神， 生 子 淤美豆 

奴 神と 有る 是 にて 四 世 なれ ども、 此 神の 御 事 は 已に傳 十三、 十六、 廿ー に 注せる 事 なれ ども 今 も 少か云 はむ に は、 出 

雲 風土記に、 所，， 以號 雲， 者、 八 束 水 臣津野 命 詔 U 八 雲 立 語， 之 故 云 n 八 雲 立 出 雲， と 有る は、 謂 ゆる 八 雲 神 詠の 御 事 

を 申す なれば、 八 束 水 臣津野 命と 申す は 卽ち素 斐嗚大 神の 御 事な り、 叉 》 雲 郡 伊 努鄕の 下に 國引坐 意 美 豆努命 御子 赤 
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衾 伊 努意保 須美比 古 佐倭氣 命と 云 ふ 事 有り、 其 神は傳 十三、 十六に注せる如く此瑞珠盟約章に謂ゅる熊野^^^槔日命亦 

名 熊 野大隅 命に 渡らせ 給 へれば、 其 親 神に て 御 在し 坐す 事 本よりの 事 なれば、 此の 意 美豆努 命な む 素 斐嗚大 神に て 渡 

らせ給 ふ 事 申す も 更なりけ る、 叉 同 記に 杵築鄕 (中略) 八 束 水 臣津野 命 之 國引給 之 後、 所レ 造- 1 天下- 大神 之宮將 i 奉與 -1 諸 

皇神 等， 參 n 集宮處 一件 築と 有る も、 其 八來水 臣津野 命と 大穴 持 命と を 對へ云 ひ て 外に 神 を 云 はざる も、 素 斐嗚大 神と 

大國 主神と は 近き 御 父子に て 渡らせ 給 ふ 一 の傍證 なり、 然れ ば此神 をして 此大神 Q 四 世に 置く 事甚其 謂れ 無き 事共な 

り、 叉 天 之 都度 W 知 泥 神の 出自を 載せざる も 例に 違 へれば 疑 ふ 可し、 若して 此淤美 豆 奴 祌を素 斐嗚大 神と 晃る上 は 其 

女 祖神は 伊 养潘大 神 こそ は 御 在し 坐し けれ 佗に 何 を か 求 W む、 決めて 誤 偉なる 事 云 ふ も 更なり、 此に 就きて 今考 ふる 

に、 此祌 名の 都度： ra は 本より 集 舎の 義 にて、 知 泥 は 地 根と 云 ふ 事に て、 此淤美 豆 奴 祌の御 事 を ffi 雲 風土記に 國 引坐祌 

と 書して 所レ 造， 一天 下， 大 祌に對 はせ たれば、 其國 引に 引來縫 ひて 國形を 定め 給へ る義 以て 稱へ 奉れる にて、 實 には淤 

美 豆 奴 神と 同體 異名に て、 卽ち素 姜嗚大 神の 御 事に 御 在し 坐 すらむ も 知る ベから す、 (記 傅に は 「都度 閘は 集へ、 知 

は 市 か、 帳に 出 雲國神 門郡智 伊神 社、 風土記に は 知 乃 社と 有り、 稱は稱 名な り」 と 云 はれ たれ ども 猶盡 されたり とも 

思えす、) 此神 娶，, 布 怒 豆 怒 神 之 女 名 布 帝 耳 神， 生 子 天 之 冬 衣祌と 有る 是 にて、 五世に 當 りて 第 四 一 書に 五世 孫 天 之 菁. 

根 神と 有る に 合へ り、 然 りと 雖 も傳廿 一 に 注せる 如く、 祌名秘 抄に此 神 を 五十猛 命の 一 名と 爲るは 必す受 くる 所有る 

說と 聞え て甚 愛た きを、 其義を 又說き 見る に、 冬 衣 は 借 字に て殖木 主の 義、 薈根 は殖木 根の 義な りければ、 此第四 一 

書に、 初 五十猛 祌デ、 降 之 時、 多將- 一樹 種， 而下、 然不， 殖 >1 韓地 T 盡以 持歸、 遂始， 自 -1 筑 紫： 凡大 八洲 國之 內莫」 小， -, 播殖 


而成， 1 青山, 焉と 有る に 契合 へれば 其 一 神と 爲る 事甚 謂れ 有る 事な り、 且此 一 書の 中に 其 子 五十猛 神と 書し、 五世 孫 天 

之瞢根 神と 書き分けて 事 は 別なる が 如く なれ ども、 五十猛 神の 御名 は樹 種の 事に 就きて 出て、 天 之 菁根祌 の 御名 は祌 

^の 事に 依て ffi でた るが、 正書に素^5戈嗚尊曰、 是祌劍 也、 吾 何 敢私以 安 乎、 乃 上つ 獻於 天神， 也と 見え、 古事記に も 故 

取ニ此 大刀， 思 二 異物 一而 白 5! 上 於 天 照 太 御 神 一也と 有る が 如く、 奇 稻田姬 命との 御 妻 問より 以前に 直に 奉らせ 給へ る なれ 

ば、 其 五世 孫 を 御 使に 奉らせ 給 ふ 可き 謂れ 無き 事なる を、 古事記の 天 之 冬 衣 祌と同 神なる 事 誰も 心 著ければ、 卽ち五 

世 孫と 云 ふ 事 を 添へ たる は 御 紀の御 撰び 御 在し 坐す 頃の 加筆に て、 決めて 古意に は 非ざる 也、 然れば 此祌を 五世 孫と 

云 ふに は 難ニ乂 きを、 猶此卷 首に も 引ける 神祇 譜天圖 記に 國作大 己 貴 神、 此神者 素 斐嗚尊 孫子、 天 之 冬 衣 神 子 也と 云 

ふ 事 有りて. - 大己貴 祌は素 斐嗚尊 孫に して、 子 天 之 冬 衣祌子 也と 云 ふ 事な り、 此 にても 天 之 冬 衣祌は 五世 孫に 非ざる 

を曉る 可し、 古史 第 七十 六 段徵に 「此 孫子 を 比 古 美 古と 鑌け讀 みて、 天 之 冬 衣 神 を 素戔嗚 尊の 孫なる 事 を 知れり」 と 

云 ひて、 謂 ゆる 四， 孫と 云 ふ 事 を妄に 作れる 者な り、 伹天之 冬 衣 神 は 五十猛 神 なれば 大己貴 神に は庶 兄な り、 其 子と 

云 ふ 事 本より 誤なる 事 論 を 待た す、 若て 此事を 再び 思 ふに、 右の 孫子 は 子孫の 事に て 二字 共に 大己貴 神に 係りて 其 五 

世に 當る 天 之 冬 衣祌子 也と 云へ る なれば、 其 も 六 世 孫の 傳 にて 有りければ 愈 以て 取り 難き 事な り、 若て 其 布 怒 豆 怒 神、 

布 帝 耳 神 も叉異 しむ 可し、 偖 布 怒 豆 怒と 云 ひて 語 を 成さす、 若く は 淤美豆 奴 神 を 誤りて 如此く 二に 傅へ たる か、 若然 

も 有らむ に は 天孫 降臨 章 第 七 一 書に 勝 速 日 命 兒天大 耳 尊と 一 K ふ 事 有る、 其 は 素戔嗚 尊兒天 忍穗耳 尊と 云 ふ 事なる が 右 

の 如く 訛れる 者と なむ 思し かりけ る (然れ ば 淤美豆 奴 を 布 怒 豆 怒と 訛り、 意富 美- << を 布 帝 美々 と 訛りて、 終に は 女神 
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の 名と さへ 成せり し 者な めり、 偖 記 傅に は 「布 怒 は 備後國 三次 郡に 布努鄕 有り、 云々」 と 云 はれ たれ ども、 予 今年 W 

雲より 福 山に 越 ゆと て 布 野と 云 ふ 地に 一 夜 宿りて 見 たれ ども、 更に 祌 代の 由有る 祌迹 とも 思え ざれば 其說の 別に 成る 

に 至れり、 又 同書に 冬 衣 を、 明宮段 歌に 波 加勢 流 多 知、 母 登 都 流藝、 須惠布 由、 布 由 紀能須 の 布 由紀を 取られ たれ ど 

も 如何、) 此祌 娶，； 刺 國大神 之 女 名刺 國若 比寶， 生 子大國 主神 は、 右に 謂 ゆる 天 之 冬 衣 神の 五十猛 命なる 上 は大國 主神 

の 御 兄に 坐 せれば 其 御子と 一 K ふべき 謂れ 無く、 又 其 五十猛 祌の 后祌は 第五 一 書に 妹 大屋 津姬命 次 抓津姬 命と 有れば、 

此の 刺國若 比賣に 更に 由 無ければ 決めて 誤傳 なる にこ そ 有らめ、 若て 剌國 は建國 にて 大祌は 大之祌 に は 非す、 若比寶 

の 若に 對 へたる 大 にて、 常に 崇め 云 ふ 某 大祌の 例な り、 佐 須と多 都と 通 ふ 事は此 正書なる 御 歌の 夜 句 茂多菟 伊都 毛、 古 

事 記 日代宮 段に は 夜 都 米佐須 伊豆 毛と 有り、 叉 萬 葉 三 (四十 八丁) に は 八 雲 刺 出 雲と 見え、 叉 古事記 日 代宮段 歌に 佐 泥 

佐斯、 佐 賀牟能 袁怒邇 と 有る は. 眞嶺立 相 模之小 野 邇と云 ふ 事なる を 佐 漏 佐 斯とは 云へ るな り、 又戶憲 などに 多 都と 

云 ひ 佐 須と云 ひ、 矛 矢な どに 立と も 刺と も 云 ふ 事 常な り、 此を 以て 刺國 の建國 なる を 知り、 叉 此に大 神と 稱し 奉る 許 

りの 尊き 祌は誰 祌か御 在し 坐 さむ、 素 戔嗚大 神に て 渡らせ 給 ふ 可き 事 *. し 奉る も 更なり、 其 は 傳廿ー にも 引ける 欽明 

天皇 十六 年御紀 百濟國 王に 仰せ 下さる i 語の 終に、 原 夫 建 レ邦神 者 天地 割判 之 代、 草木 首 語 之 時、 自っ rK 降來造 TT 立國 

家， 之祌 也と 有る を、 鈴屋 大人の 素斐 嗚大祌 なる 由 云 はれた る 實に其 如く 御 在し 坐す と、 此の 刺 國大祌 は 建 國大祌 な 

る 時 は 右の 建 邦 神に 正しく 相 叶 へれば 此說に 及べ る 者な り、 叉其大 神に 對 へ て 若 比寶と 申す 祌は 決めて 大國 主神の 后 

神と 成り 給へ る須勢 理昆賣 命の 御 事な りけ む を、 其 御 祖とは 偉へ 誤れる にこ そ 有りけ め、 如此く 悉くに 始 より 訂し HK 


るに、 何れも 疑 を容る 可き 所の み 有りて、 此 より 彼、 彼より 此と 校合 すれば、 素 戔嗚大 神より 大國 主神に 至る 迄 中間 

五世の 祌名は 右の 二 柱 神の 亦， 名の 轉り 訛りて 出で たる Q み 多 在れば、 其 極み 盡る所 は 唯に 素 戔嗚大 神の 御 兒大國 主神 

に 御 在し 坐して、 六 世 孫と 云 ふ 說は皆 がらに 消え失せて、 終. に 正書の 趣な む甚 正しき 所 を 得たり ける、 (叉 私に 改め 

て 四 世 孫な ど 云 ふ は、 殊に 古書 を讀む 事の 委しから すして 一向なる 速り 心に 出 来れる 者 なれば 誰か は從 はむ、 但予が 

古事記の 六 世 を 悉くに 論ら ひて 削り 去る 事 はも 叉 私に 似たり と雖 も然ら ざる 可し、 其 は 直に 其 御 兒と云 ふと 六せ 孫と 

云 ふと 唯一 一 Q みなり、 御 兒と云 ふ說を 立つ る 時 は 六 世と 云 ふ を 取る ベから す、 六 世と 云 ふ を 立つ るに は 御兒と 云ふ說 

を廢 るに 非 ざれば 說を 成す 可から ざる を 以て、 予が 此擧は 一 家の 私 言と は 思 はすな む、) 〇 大國 主祌、 此 御名 はし も 

國々 の國 主神 を總 括りて 其 君 長と 御 在し 坐せ る 由、 偉 二十 七に 委しく 註し 奉れる が、 此に は其大 國主大 神と 成らせ 御 

在し 坐け る 其 次第 を 明らめ 奉る 可し、 借 此大國 主神と 稱へ 奉る 御 事 は 天下 を經營 らし 坐して 國土を 主領き 給 ふ 由の 御 

名なる が 故に、 第 六 一 書 及 古事記お に大國 主神 亦 名 云々 と 書され て此 御名 を 以て 主と 立つ る 事なる に は 深き 所以 有る 

者な りけ り、 正書に は 大己貴 神と 記された る、 此は其 大祌の 御 生み 坐せ るよりの 御名に て摁 てに 亙れる を、 此大國 主 

祌と 申し 奉る は、 御 父 素 斐鳴大 神の 御 事 依の 御言 を 載せ 奉り 給 ひて 終に 其 功業 を 成就し 給へ る 御名に し 有りければ、 

其 數多御 在し 坐す 御名の 中には 斯く 許り 重く 尊き 御名 は 非 ざり けり、 然は 有れ ども 其大國 主神と 御名に 食し 給へ る 迄 

の 御 辛苦の 程 は譬へ て も 云 はむ 方 無き 甚 じき 御 事に てな む 御 在し 坐し ける、 故に 今 玆に其 千が 1 も 注し 奉りて 天下に 

大功 を 立てむ 人の 种習 ひに 習 はし 奉る 便宜に 充てむ とす、 古事記に 云 はく、 故 此大國 主神 之 兄弟 八十 神 坐、 然皆國 者 避， 一 
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於大國 主神？ 所？ T 以避， 者 其 八十 祌各有 T 欲レ婚 >1 稻羽之 八 上 比賣， 之 心 共 行，， 稻羽， 時、 於 大穴 牟遲神 食 i 帒 爲，, 從者， 1. 

往と 有る、 此始 に大國 主神と ^ でた る は 其 功 成し 坐せ る 末に 係る が 故な り、 下 文に 始作， 國 也と 有る を 照し 見る 可し.' 

次に 大穴 牟遲 神の 御名の W でた る は、 其 有りし 時の 稱呼を 用 ひたる 者な り、 此 にて 其 差異 有る を 知るべく なむ 有りけ 

る、 偖 此大神 はし も 正書に 所見た るが 如く 稻田宮 を 吾 宮と爲 て 其 外祖父 母 神に 持 傅かれ させ 御 在し 坐し，. -か ども、 御 父 

大 神の 故 有りて 伦 に物爲 させ 給 ひし 後 は御祖 命と 二 注の み 御 在し 坐し ける からに、 庶 兄弟の 神 等に 甚く 貶しめ 賤 しめ 

られ させ 給 ひて、 如此 く食囊 者に は 使 はれさせ 給 ひける ぞ かし、 然れ ども 此御 事に 依りて 終に 大國 主神と しも 1K 下に 

. 齋 かれさせ 御 在し 坐す に 至れり ければ、 始 より 大 神と 成らせ 給 ふ 程の 大器に て 渡らせ 給へ る 御 事を此 にて 明らめ 奉る 

可き 所に なむ 有りけ る、 (記 傳從 者の 下に 「同じき 兄弟の 中に 此祌 しも 如 此く賤 しき 狀に役 はれ 給へ る 所 由 は、 凡て 

大 なる 功業 を 立てむ と 爲る人 は 細事に は 抱 はらぬ から 中々 に 人の 云 ふ 任に 從ふ者 なれば なる 可し」 と 云 はれた るは然 

る 言ながら、 本より 此大神 は 天下に 大 なる 功業 を 立てさせ 給 ふ 可き 器と 見えさせ 給へ る 以て 悉くに 忌 妬み 奉りし から 

斯る 事に も 及べる を、 此祌 にしても 未だ 其 を妨ぐ 程の 御 力 は 未だ 御 在し 坐 さ りし 者と ぞ 所見たり ける、) 於是 到，： 氣 

多 之 前， 時、 裸蒐伏 也、 爾 八十 祌 謂，， 其蒐， 云、 汝 將レ爲 者、 浴- 1 此 海鹽， 當 -1 風 吹， 而 伏，， 高山 尾 上？ 故其蒐 從，， 八十 祌 之敎， 

而伏 雨、 其 鹽隨， 乾、 其 身皮悉 風見，， 吹拆 f 故 痛苦 泣 伏 者、 最後 之來 大穴 牟遲神 見，, 其蒐， 言、 何 由汝泣 伏、 宽答ー 百、 僕 

在- 淤岐島 「 雖， 欲 fen 此地？ 無，， 度 因 T 故 欺，, 海 和邇， 言、 吾與， 汝競 欲， 計，， 族 之 多 小、 故汝者 隨，； 其 族 在， 悉 11. 來、 自，， 此 

A- 至 11 于氣多 前， 皆 列 伏 度 雨、 吾蹈 n 其 上， 走乍讀 度、 於是 知，. 與， 1 吾 族-孰 多 h 如， 此言 者" 見 1 欺 而列伏 之 時、 吾蹈， 1 其 


上， 讀 度來、 今将， 下， 地 時、 吾一 K 汝者我 見レ欺 首竟、 卽 伏- 1 最端， 和邇、 捕， 我悉 釗，, 我 衣服つ 因, 此泣 患者、 先行 八十 神 

之 命以、 誨, 吿浴 -1 海鹽， 當 -1 風 吹， 伏 h 故爲 i 如レ敎 者、 我身悉 傷、 於是 大穴 牟遲 神、 敎 n 吿其 蒐； 今急往 此 水門？ 以 V 水 

洗- 汝身 f 卽 取-其 水鬥之 蒲黃？ 敷 散而辗 n 轉其 上-者、 汝身如 M 本膚， 必差、 故爲， 如， 敎、 其 身 如， 本 也、 此稻羽 之素菟 

者 也、 於， 今 者 謂， ー薬祌 一也と 有る、 是 八十 神の 惡を 以て 亡び 此大 神の 善 を 以て 興り 給 ふ 所以に して、 八十 神の 徒に 物 

の 命 を 斷ち給 ふは國 土に 主宰と 有る ベから す、 此大 神の 大國 主と 成り 給 ふ 萌牙先 づ此に 在り、 若て 如 此く稚 く 御 在し 

坐し ける 程より 療 病の 事に 勝れ させ 給 ふ祌隨 なる 德 性の 御 在し 坐せ るが 故に、 後に 少彥名 命と 相 共に 天下に 大 なる 恩 

賴を蒙 ふら 令め 給 ふ 其 基本な む 此に御 在し 坐し 初めさせ 給へ りけ る、 此第六 一書に、 夫 大己貴 命與， 一 少彥名 命， 戮， 力 

1 レ心經 51 營 天下？ 復爲， 1 顯見 蒼生 及 畜産 1- 則定， I 其 療病之 方 T 叉爲， 攘，, 鳥 獸昆蟲 之 災異ハ 則定 n 其 禁厭之 法？ 是以 百姓 至 

レ今咸 蒙 n 恩賴， と 有りて、 一 K 下 を經營 給へ るは國 土人 民の 爲 なれば、 其 民 命 を 重みし 給 ひて 傍醫 事に も 及ばせ 給へ る 

なり、 是卽此 大祌の 天神より 裏陚 させ 給へ る 神 隨の德 性と 云 ふ 者な り、 (此德 性と 云 ふ は海宮 遊行 章に 謂 ゆる 海幸彥 

山 幸彥の 佐知是 なり、 凡て 祌は 更なり 世 中に 生と し 活ける 人に は 各 天 禀の德 性 を 具へ たる 者に して、 武事に 堪 へたる 

人 有り、 農作に 長け たる 人 有り、 工匠に 巧みなる 人 有り、 商賈に 秀でた る 人 有り、 各 其神隨 にして 得る 所なる を 以て 

佐 知と は 云 ふなり、 然 れば此 素養の 痛 を 癒し 给 へる は、 右の 畜産の 病 を 療し給 ふ所緣 とも 云 はぐ 云 ひつ 可き 狀 なりけ 

り、) 故 其 養 白，， 大牟 穴遲神 T 此 八十 神 者心不 k:n 八 上比賣 T 雖 係 汝命獲 王、 於是八 上比賣 答-入 十 神 > 言、 吾者不 

レ聞ニ 汝等之 言 I 將レ嫁 二 大穴 牟遲神 一と 有る、 此は素 蓬の 大己貴 神 を 相し 申せるな り、 次 は 其 八 上比賫 命の 夫と して 其 
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逢 ひ 奉る 可き 神 を 八十 祌の 中より 鑒定て 其對を 奉られし なり、 本より 八十 祌に耻 か しめられ 給 ひて 負囊 者に 吏 はれ 給 

ひ、 全く 從 者の 狀 にて 御 在し 坐し i かば、 八十 神の 如き 美麗し き 御 装束な ど は 無くて、 如何. にも 甚く ャ iS; しき 御狀に 

は 御 在し 坐し けめ ども、 下 文に 成， ー麗壯 夫， 而 W 遊行と 見え、 其 次なる 須勢理 S 賣命見 愛て 御父大 神に 申し 給へ る 御言 

にも 甚麗神 來と& し 給へ る 程の 御 事な りければ、 往 V 大下を 造らして 大國 主神と 成らせ 給 ふ 可き 御 形勢 は 見 奉り 知ら 

れ させ 給 ひけむ かし、 (此は 其中卷 伊豆 志袁 登賣祌 段に、 故 八十 神雖, 欲， 得 一一 是 伊豆 志袁登 賣； 皆不, 得， 婚、 於是 有， 一二 

神？ 兄號 n 秋 山 之 下 氷壯夫 "弟 名 二 春 山 之 霞壯夫 T 故 其 兄 謂 n 其 弟 f 吾 雖レ乞 一一 伊豆 志袁 登賣， 不， 得， 婚、 汝 得，, 此嬢 子， 乎、 

答 曰、 易ん t 也、 云々、 卽其母 取，， 布遲 葛， 而、 一宿 之 間 織 n 縫衣襌 及碟沓 f 亦 作，， 弓矢 T 令， 服，， 其 衣撺等 r 令 A 取，， 其 弓 

矢 T 遣- 1 其 孃子之 家， 者 云々 と 有る に 似た る 事なる が、 其 妻 問に は 如 此く裝 を 成して 行く 古 も 今 も 常 なれば、 t に大 It- 

牟遲 祌の從 者と して 帒を負 ひ 給へ る 事 を 云 ひて、 其 主と 有りし 八十 祌の裝 の 善 かりけ む 事 を 推し量られたり、 偖記傳 

に 「其 薬の 白し つる 此の 首の 如く、 果して 八 上比賣 をば 大穴 牟遲 神の 得 給へ る は、 此 薬の 靈幸 ひけるな る 可ければ 

實に 神な りけ り」 と 云 はれた る、 然る 意味 も 無き に は 非 ざれ ども、 此は 將來の 遠大 を 未然に 察し 云 ふ 事に て 少緣の 由 

に は 非す、) 故爾 八十 神 怒 欲， 殺， 大穴 牟遲 神， 共 議而、 至，， 伯 伎國之 手間 山 本， 云、 赤 q 猪-在 此山； 故 和 禮共追 下 者、 汝 

待 取、 若 不，， 待 取， 者 必將， 殺， 汝 云而、 以, 火 燒，， 似， 猪大 石， 而轉 落、 爾追 下、 取 時、 卽 於，， 其 石， 所，， 燒著， 而死、 爾其御 

祖命哭 患而、 參 IT 上 于天， 請，， 祌產奥 日 之 命， 時、 乃 遣， -, K 貝比賣 與，, 給 貝 比賣， 令，, 作活 f 爾 K 貝比賣 伎佐宜 焦而、 ：g 貝 比 

寶持 レ水而 塗， 1 母乳 汁， 者、 成 n 麗壯 夫, 而出 遊行と 有る、 此は 今まで 其 大己貴 命を從 者と 爲 計り 貶しめ て i- て 行きし を、 


此に其 素菟の 言と 云 ひ、 八 上比賣 命の 答へ と 云 ひ、 伦 より 見る 所の 此上 無き を 見て 更に 妬 忌の 心 を 起し、 終に 謀略 ュ丫 

設けて 一 度は此 にて 殺せ 奉れり しなり、 此に 於て 御 祖奇稻 田姬命 此を訴 へて 上 IK に 參り神 皇產靈 神に 白し k かば， 二 

柱の 女祌を 天降し 坐せ て 令- 1 作活， 給へ る は、 天下の 大國 主神と 成りて 世の 巾に 大功 を 立て 給 ふ 可き 神に 御 在し 坐す に 

依りて なり、 叉斯 る御惱 みの 事の 度々 に 御 在し 坐して 救 はせ させ 給へ る を 以て- 其療 病の 御 事に は 決めて 功 有る 大神 

と は 契らせ 給へ るな りけ らし、 偖此 後に 至りて 下に 見えた るが 如く 御 父 大祌の 大己責 神に 御 命を赐 ひて 八十 神 を 追 伏 

せ 追 撥へ と 詔 ひ 給へ る は、 天下 國 土に 害と 成るべき 神なる を 以てな り、 其 反對の 道理 を此 にて 明らむ 可し、 (此は 神. 

武 天皇 御紀誅 -I 丹 敷 戶畔， 時の 文に、 時祌吐 n 毒氣？ 人物 皆瘁、 由 レ是、 皇軍 不レ 能， 1 復振， と 有る は、 其瘁 たる 任に して は 

崩御す 程の 御 事に も 至る 可き 所な り、 此時天 照 太 神武 甕 雷神 をして 御. 靈を 天降し 奉らせ 給 ひける を、 高 倉 下命の 卽取 

以進 VK1、 于ぃ時 天皇 適寐、 忽然 而寤之 曰、 予何長 眠 若， 此乎、 尋中レ 毒 士卒 悉復醒 起と 有る、 此は 天神 御子に 御 在し 坐 

せば 格別なる 御 事に て 御 在し 坐せ ども、 其 外に も 大功 を 立て 世に 起る 可き 人に は、 一 度 は 生死の 界に 入りて 後に は復 

りて 其 威 靈を增 す 事の 有る は、 必す 1K 上より 御靈を 降して 令 作 活給ふ 事 有る に 依れり、) 於是 八十 祌見且 欺 ih 入 山- 

而 切？^ 伏 大樹 f 茹， 矢 打 n 立 其 木？ 令， 入-一 其 中 r 卽打 n 離 其 氷 目 矢， 而拷殺 也、 爾亦其 御 祖命哭 乍 求 者 見、 卽 拆，， 其 木， 

而取 出活、 吿，， 其 子？ 言汝 有，， 此間， 者 遂爲， ュ 八十 神， 所， 滅、 乃 速 JT 遣 於 木國之 大屋 見 古神 之 御所 r 雨 八十 神竟追 臻而矢 

刺 之 時、 自， 一木 保， 漏逃而 去と 有る、 此 にて 巳に 殺され 給 ふ 事 二度、 又 殺されむ と 爲給ふ 事 一度な り、 偖斯 る淺. - しき 

謀略 を 知ら さに るに は 非 めれ ど、 未だ 稚く御 在し 坐し ける 程に て 其 勢の 得 勝 させ 給 ふま じきに 依りて、 知りつ &此に 
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て 殺され 給へ るなる 可し、 此 下に 至りて 御 父 大祌の 生 大刀 生 弓矢 を 授かり 奉らせ 給 ひて より ぞ其御 威勢の 反様に 成り 

て 終に 八十 神 をば 打ち 亡ぼさせ 給へ りけ る、 偖此 大屋 田 比 古 命 は 記 偉に 「五十猛 神と 一 なる 可し」 と 云 はれた る 如く、 

此も 同じ 素 斐嗚大 神の 御兒 にて 大己貴 神に は 御 兄な り、 此は已 に 天上に て 生長ら せ 給へ る 神に 御 在し 坐せば、 左 も 右 

も 其 御所 置に 任せ 奉らせ 給 はむ と屮  1 し 遣し 給へ るに て、 其御祖 命の 御 心に は 御 父 大祌の 御 許に 奉らせ 給 は 將く思 ほし 

ての 御 事と 所見たり、 (然るに 此 事に 就きて 其 大屋 毘 古神 を 禍津日 神と して 罪 を 其 本に 返す 事の 如く 云 ふ說も 有る は 非 

なり、 偖此神 を御祖 命より 御父大 神の 御 許に 直に 指し 付けて 赴かし め 給 はざる は 故 有る 事に て、 此 御子 を 生み 給 ひて 

後 は 其 生 立 を 試みさせ 給 ふな どに こそ は 有りけ らし、 大神は 巳に SS 雲 を 去りて 佗に 物爲 させ 給 へれば なり、 其 由已に 

傳廿ー 卷に考 へ 云へ るが 如し、) 御 a 命吿， 子 云 可， 參 n 向 須佐能 男 命 所， 坐 之 根 堅洲國 r 必其 大神議 也、 故隨， 一詔 命， 而 

參 n 到 須佐之 男 命 之 御所， 者、 其 女 須勢理 爲賣出 見、 爲 M 目 合， 而 相婚、 還 入 白，， 其 父， 貢、 甚麗 祌來、 爾其大 神 出 見 而吿、 

此者謂 n 之 葦原 色 許 男 T 卽喚入 而令レ |さ 其蛇窒 f 於是其 妻須勢 理爲賣 命以， 1 蛇 比禮， 授， 1 其 夫， 云、 其蛇將 A 昨、 以，， 此比 

禮 ニー ー擧打 撥、 故 如 X 敎者、 I 站自靜 故平寢 ffi 之、 亦來 日夜 者 入，, 吳 公與レ 峰窒？ 且授 = 吳公降 之 比禮， 敎， 如レ 先、 故 平 W 之 

と 有る、 御祖命 吿レ子 云の 六 字 疑 ふ 可し、 此は 大屋 3 比 古神の 御所に 巳に 行 到らせ 給へ る 後の 事なる 可ければ 決めて 誤な 

ども や 有らむ と 思 ゆる、 叉其大 神の 御在所 を 根 堅 洲國と 云 ふ は 誤なる 由- 傳 十三、 十四、 廿ー に 一 K へり、 此は 未だ 顯 

國に御 在し 坐し-間の 御 事なる を、 例の 六 世 孫と 云 ふ 事に 引かれて 其 始終の 打 合 はざる を 强て合 はせ たるより 出来れ 

る 杜撰な めり、 其 女須勢 理爲寶 命と 申す は、 天 照 太 神と 御 誓 Q 御 時に 生み出し 給へ る 三女 神 を 一 柱に 合せ 奉る 御名な 


る 事、 傳 十三より 始めて 巳に 注せる が 如し、 然れば 大己貴 祌とは 御兄弟の 如く 渡らせ 給 ふと 雖も 別なる 所以 在し 坐す 

神に 坐せば 相 婚せ給 ひて 天孫 を 助け 奉り 國土を 主領き 給 ふ 可き 御 幽契なる 事 亦 巳に 云 へ り、 女神 は此 時まで 見知り 給 

はぬ を、 大神 は此を 謂，, 之 葦原 色 許 男 一と 詔 ひ 給へ る は、 其 色 許 男と 云 ふ は 葦原 中國 にて 拉ぶ方 無き 英武の 神なる 由 を 

以て 答へ 給へ るに て、 此 より 叉 甚く 事 苦め 奉らせ 給へ りと 雖も 1 此 は大祌 にも 大に矜 り 給へ る 意 以て 詔 ひ 給へ るに て 

下に 於, 心思レ 愛と 有る に對 へる 所な り、 若て 其內に 喚び 入れさせ 給へ る は、 其 幼稚く 御 在し 坐し- - 間に 御 外祖父 母 神に 

令レ 傅て 久しく 見 行 はさに りしに 依りて 其稜 威の 可否 を 見 給 ふ 御 心 御 在し 坐す が爲 なる にて、 然葦 原色 許 男と 御言に 顯 

はして 矜らせ 給 ひつ X も 猶思束 無く こそ 所思したり けらし、 蛇窒 と吳公 與蜂窒 とに 入れ 耠 ひて 御 父に 坐し 御子に 坐し 

ながら 殺さむ と 爲給ふ 事此に 二度な り き、 然るに 其 御 妻須勢 理昆賣 命 K 比 禮 又 吳公與 蜂 比 禮とを 二度 共に 授けて 令 

レ撥 奉らせ 給へ り、 此卽ち 第六ノ 書に 爲レ攘 n 鳥 獸昆蟲 之 災異- 則 定-ー 其 禁厭之 法-と 其る 禁 厭の 起原 此に 在り、 如 此く種 

々 Q 困苦に 選 ひ 給 ひつ X も 亦 其 事に 就きて 大いに 祌 威を增 させ 給 ひて、 果して 大國 主祌と 依され させ 奉り 給 ふ 御 事の 

近く 成らせ させ 給へ るに ぞ 有りけ る、 (記 偉に 「御祖 命 吿レ子 云、 舊 印本 延佳本 共に 此六字 を脫 せり、 今 は 一本に 依れ 

り、 舊事紀 にも 此事 有り 云々、 諸 本に 右の 六 字 無き に 就きて 師は 大屋 昆 古神 吿 曰な ど 云 ふ 言 有る ベ きなりと 云 はれき 

云々」 と 云 はれた る、 此縣居 翁の 說 なむ 實に 然る 言.. る、 叉 同書 須勢 理昆賣 命の 傳に、 一. 此は 被に 合 はせ 說 くべき 由 

有り、 大被詞 に 根國底 之國爾 坐 速佐須 良比咩 登- 云 神 持 佐 須良比 失ド. 1 牟 と 有る は 卽ち此 比賣祌 にて、 須勢理 は 佐 須良比 

なる 可し 云々」 と 云 はれ たれ ども、 其 は 巳に 古史 徵に說 有る に 亞て予 委しく 明らむ る 所有り て 傳六卷 八卷に 注せる 如 
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く なれば 取り 難 かり、 叉 同書に 「大屋 爲 古神と 申す は 書 紀御驗 段の 大絞津 日 神に 當り、 其 は 卽ち大 禍津日 神に 常れ k 

ば木國 大屋 昆 古神 も 叉 被 除に 由有る 御名な り」 と 云 はれた るも强 事な り、) 亦 鳴鏑射 JT 入 大野 之 中 T 令レ 採， 一 其 矢 T 故 

入 二 其 野， 時、 以， 火 燒其野 T 於レ 是不レ 知， 所 レ出之 間、 鼠 來云內 者 富 良- <  外者須 夫々. -、 如， 此云 故、 蹈， 1 其處， 者 

落隱 i 入 之 間、 火者燒 過、 爾 其鼠咋 n 持 其鳴鎬 來而奉 也、 其 矢羽 者 其 鼠 子等 皆奭 也、 於是 其妻須 * 理 寶者 持-一 喪具- 

而 哭來、 其 父 大祌者 思， 一已 死訖 I Kir 立 其 野 f 爾 持-, 其 矢 一 以奉レ 之と 有る、 此 にて 大 神の 殺せ 給 はむ と 爲給ふ 事 三度に 及 

ベり き、 此は 殊に 辛き 事に て、 大野の 中に 入らし め 矢 を打彈 ちて 此を 採らし め、 其 上に 野火 を 著け て 唯 燒に燒 き 給へ 

りし かば、 天 に 升り 地 を 潜らば こそ 有らめ、 如何しても 逃る 可き 方 無き 事に し 有りければ、 后 神 は已に 喪具 を携 へて 

哭來 坐し、 御 父 大祌は 巳に 身 亡ぬ と 所思して W 立し 御 在し 坐し ける に、 彼の 鼠の 助かる 可き 道 を敎へ 奉りし に 救 はれ 

させ 給 ひて 其 矢 を 奉り 給へ る を、 其 事と は 色に も 出し 給 ひ 難 かりけ めど も、 大 神の 御 心 裡には 何 許り か悅 ばせ 御 在し 

坐し けむ、 吾等が 子 を 試す 親心に 准ら へ 申さむ は甚恐 こかれ ども 想像り 奉らる- - 事な りかし、 記 it 十 (四十 七 丁) に 

「此 段の 凡の 意 を 以て 思 ふに、 先づ 右の 如く 大穴 牟遲神 を 種， <<  苦しめ 給 ふ は 皆此祌 を驗給 ふなる に、 今如此 野火 盛に 

燃 度り て旣に 燒竟る 迄猶彼 神の ffi 来り 坐さぬ 故に、 如此 くて は旣く 所燒て 死ぬ る 物なら むと 御 心の 內には 愛 ほしく 心 

元な く 思 ほして 其 爲の終 を 尋ね 給 はむ とて ぞ K で 立ち 給 ひつら む」 と 云 はれた る は 然る 事な り、 若て 先に は 薬の 崇敬 

まひ 奉りて 八 上比賣 を？. £ させ 奉る と 一 K ひ、 此には 鼠の 来りて 其 急 を 救 ひ 寧る と 云 ひ、 其 御 威靈の に 殊に 勝れ させ 給 

へる が爲 にて、 次々 に此 如く 加 はる 御德に 就きても 愈大國 主神と 申し 奉る 可き 程 は 見え 初たり けらし、 (若て 此大神 


の顯 世に 御 在し 坐し &間は 養 鼠と 雖も言 語して 仕へ 奉れる より 始めて、 其國作 段なる 供奉の 中に も 谷具久 Q 名 有り、 

若て 大 神の 神事 所 知 看し 初めて 幽と顯 と界を 異に 爲 るに 至りて、 六 畜の外 凡て 其 死體を 見ざる 鳥獸蟲 魚は顯 明に 在り 

ながら 幽冥に 屬 ける 事と 成りぬ る も， 亦 右の 如く 次々 に大 神に 屬き 奉りし 緣に 因れるな る を、 人 は 其 始終 を 得し も 知 

ら ざり ける こそ 更に 其說の 無き なりけ め、) 時 ih 入 家- 而 喚つ 入 八 田 間大窒 一而 令レ 取，： 其 頭 之 虱 r 故闞 見， 一 其 頭， 者吳公 

多 在、 於 是其妻 以，， ， 牟久木 實與- 赤土， 授，， 其 夫 ハ故咋 破 其 木實- 含，， 赤土， 唾 w 者、 其大 神以， 爲昨 n 破吳 公-唾.. 出 而於レ 心 

思レ愛 而寢と 有る、 於， 心 思 レ愛は 上に 謂 一一 之 葦原 色 許 男， と 詔り 給へ るに 對 見る 可き 所な り、 然る は 此時は 未だ 稚く御 

在し 坐し けれども、 本より 荒 芒び たる 國神を 和 順へ 磐石 草木に 至る 迄 も 咸能强 暴る を 推し 伏せて 天下 を理む 可き 神と 

大祌の 豫に所 知 看ての 御 事に て、 然る 大器に 御 在し 坐す を 以て 其 御 女神の 嫁ぎ 坐せ る 事 は 其に して 彌御 試の 御 事は始 

まれり けるな り、 記傳十 (五十 丁) に 「於レ 心 思， 愛 は、 此は 大穴 牟遲 神の 多 在る 吳公 を少 かも 懼れ すて 咋 破り 給 ふと 

思 ひて 其 勇 を 愛で 給 ふなり、 然れど 其 は 御 心裡に 含て 色に も 出し 給 はぬ と 云 ふ 事 を 懐に 知ら さむ 爲に 於レ 心と は 云 へ 

るな り、 偖 上 件 蛇窒吳 公蜂窒 などに 令寢給 ひしに 事故 無く 平くて 出で 坐し X 時 も、 叉 野を燒 廻らした るに 無恙 くて 矢 

を 持て 獻り給 ひし 時 も、 度 毎に 御 心 裡には 思， 愛ながら 其 御 心 を 表に 顯 はし 給 はぬ 故に、 彼處. <  に は此語 を 略き て 今 

終の 一事に 如此く 云へ る 古文の 妙なる 處 なり、 心 を 著け て 味 ふ 可し、」 (下略) と 云 はれた る は、 此 文の 贖 を 探り 幽深 

き 致 を 明らめら れ たる 者に て、 實 に鈴屋 大人の 賜物な りかし、 此に猶 1 歷其上 を 云 ふ 時 は、 始 より 其 時々 に 御 妻 神の 

後より 輔相 奉らせ 給 ふ 事を爭 でか は 大祌の 其 色 にても 曉 知らせ 給 は ざら む、 然れ ば此に 至りて は 愈 其 夫妻 二 注： t 相 並 
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ばして 大國 主として 顯國に 御 靈威を 幸へ させ 給 へらむ 者と 思 ほし 成らせ 給へ りけ む 事、 次に 意 禮爲， 一大 國主祌 r 亦爲， 字 

都志國 玉祌， 而-其 我 之女須 世理爲 賣爲， 一 嫡妻， (下略) と 有る 御 印 可の 御 語に て 著明くな む 有りけ る、 此に 至りて 其 后 神 

の 力 を 得て 大己貴 神の 御 威勢 愈 以て 御 盛に 御 在し 坐し 成らせ 給へ る 御 事 を 見 奉り 知るべく なむ、 (記 傳卽以 レ火廻 5T 燒 

其 野 T 於 是不レ 知い 所, 出の 下に、 「此は 四面より 燒き 廻らす 故に 遁れ 出づ べき 方 無き なり、 抑 蛇と 云 ひ、 吳公 蜂と 云 ひ、 

此 事と 云 ひ、 種- _< に 苦 惱め給 ふ 所以 は、 彼の 八十 神の 如く 實に害 はむ の 御 心に は 非す、 如此く 爲て此 神の 勇 怯 叉智愚 

なる を驗給 はむ となる 可し、 下 文に 於レ心 思レ愛 而寢と 有る にて 其 意顯れ たり、 云々，！ と 殊に 此赛に は 力を入れて 注さ 

れ たり、 思 を 深めて 味 はふ 可し) 爾 握，， 其大神 之髮？ 其窒毎 レ椽結 著而、 五 百 引 石 取； y 塞 其 窒戶； 食， 一 其妻須 世理昆 寶， 

卽取, 持 其 大神之 生 大刀 與， 生 弓矢， 及 其 天 沼 琴 i 而逃 ffi 之 時、 其 天 沼 琴拂， 樹而地 動 鳴、 故 其 所： ，寢 大祌聞 驚而， 引 仆，, 

其窒 T 然解 >1 結レ椽 髪， 之 間遠 逃 は、 此 にて は 大神は 於， 心 思レ愛 而寢と 有りて、 御 心に 大いに 安く 所 す 所有り て御寢 

坐せ る 計り 弛み 給 ふ 所有る を、 大 己貴祌 はし も 上 件の 如く 毎度に 大いに 辛苦. られ させ 奉り 給 ひ、 叉 其 后 神の 御 德をも 

併せて 其 御稜 威な む甚 勝らせ 給 ひければ、 今度 は 其 反様に 大祌 Q 御寢 坐せ る 間 を 伺 ひて 生 大刀、 生 弓矢 及 天 沼 琴を竊 

に 賜りて 逃 退 坐 さむと 爲 させ 給 ひし かど も、 大 神の 追及て ffi で 坐 さむ 事 を 思 ほして 種々 其 防ぎ を 成し 給 ひけるな り、 • 

其 生 大刀、 生 弓矢の 生 は 足に 對 へる 例のと は少か 異にて、 此は其 大刀に も 弓矢に も祌隨 にして 生て 活く 如き 神德 有る 

を 稱へ云 ふなり、 次に 意禮爲 n 大國 主神， と 詔り 給へ る 御 事 依に 合せて 思 ふに、 指し 向 ひたる 八十 祌は此 大刀 弓 を 以て 

追 伏せ 追 撥 はせ 給 ふ 可く、 其餘の 天下に 在ら ゆる 諸 神 はし も 坐ながら にして 和 順 ひ 奉る 可き 此其 大刀 弓の 生活け る 神 


/ 


威の 壓す所 なれば 、大國 主神と して 國土  Q 主宰と 御 在し 坐す 所以 此に 在る 事なる を 思 ふ 可し、 叉 其 天 沼 琴 は 其 后 神に 爵 

けて H< より 傳へ 給へ る寶 器な り けれ こそ 一 人と は 云 ひけめ、 所以に 下 文に 其 大刀 弓の 用 を 云 ひて 琴の 事 をば 御 女の 御 事 

に附 けて 殊更に は 詔り 給 はざる なる 可し、 記傳十 (五十 四 丁) に 彼の 黄泉 戶 段なる 度， 一事 戶, の 事 を 引かれた るは强 事な 

れ共、 「今 此琴を 取り持ちて ffi で 給 ふ は 須世理 爲賣を 妻と 爲る表 物と 爲 るなる 可し • 上代に は 夫婦の 結 を 成す に必す 

女の 親の 方より 奪に 琴を與 へて 其 を 永く 夫婦の 中の 契と 爲し 事に ぞ 有りけ む、 其詳 なる 據は見 ざれ ども 吾妻と 云 ふ 名 

の 有る も此 故なる 可く 所思 ゆ、」 (取 意 採 要) と 云 はれた る は實に 然る 一一 一一 II と 所見たり、 其 は 下に 其 我 之 女須世 理見寶 爲，, 

嫡妻 一而と 詔 ひ 給へ るが 如く、 此 女神 は 天より 降り 坐し & より 以來大 神の 御 許に て 長なら せ させ 給 へれば、 此 神と 御 

夫婦の 御 契 御 在し 坐して 其 御德を 合せて 大國 主祌と 成り 給 ふ 可き 所 緣の御 在し 坐す が 爲に先 づ其表 物 を 取りて 持ち ffi 

で 給 ひ、 大神は 其 表 物を授 くる 爲に 本より 夫妻 神と 成れる 御中なる に、 猶叉其 御 首 を 詔ら して 定め 奉らせ 給へ る 者と 

こそ は 所思え たれ、 (其 古事記の 度， 一事 戶， は 此四神 出生 章 第 六 一 書に 絕妻 之誓此 云，， 許 等 度， と 注して、 其 は 夫婦 相 分 

れて 別處を 立て 相 離る X 由、 已に傳 八卷に 委しく 辨 へたる が 如し、 侑 又 記 偉に 「生 大刀、 生 弓矢の 生 は 十 種 神 寶に生 

玉、 足 玉 有り、 神祇官 坐 八 神の 中に 生 魂、 足 魂と 申す 祌 有り、 叉 生 島. 足 島、 生國、 足國、 叉 出 雲 神 賀詞に 生 日 能 足 

日 S など も 有る 生に て、 皆 命 長く 生る 意な り、 此は執 持主の 命 長く 生くべき 擦 有る 弓矢な り」 と 云 はれ たれ ども、 其 

は 持主 Q 方に 靄け て 云 ふ 生に て、 予が 右に 云へ る は 其 大刀 弓の 物に 附 けて 云 ふなれば、 此を 以て 大に 意味の 差 有る 事 

なり、) 故爾追 n 至 黄泉 比 良 坂 T 遙望呼 n 謂 大穴 牟遲 神， 曰、 其 汝所レ 持 之 生 大刀 生 弓矢 以而 汝庶 兄弟 者 追 n 伏 坂 之 御 尾 f 
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亦 追 撥 河 之瀨， 而、 意禮 爲，, 大國 主神 T 亦爲， 一字 都 志國玉 神， 而、 其 我 之 女須世 理毘賣 爲，, 嫡妻， 而、 於，， 宇迦 能 山 之 山 本 7 

於，, 底津石 根， 宮柱布 刀 斯理、 於-一高 IK 原， 冰椽 多，^ 斯理而 居是奴 也と 有る- 此黃泉 比 良 坂 は 偉の 誤なる 事、 上に 云へ る 

根 堅 洲國の 所に 其辨 有る が 如し、 遙望呼 n 謂 大穴 牟遲 神-曰 云 と 有る にて、 今迄 は大 神の 御 心に 含めさせ 御 在し 坐し 

て 萬に 强 面く 持ち 成させ 給へ りし かど も、 此に 至りて 其 御 本心の 御 程 は顯れ させ 給へ り、 其は此 正書に、 生， 一 兒大已 

貴 命？ 因 勅 之 曰、 吾 兒宮首 者卽脚 摩？；^ 手 摩？！ 3^ 也、 故 賜， ー號於 ニ祌, 曰， 一 稻田宮 主神， と 有る は、 本より 其 珍 子と して 愛く 

しみ 奉らせ 給 ふが 故に 其 傅 の 神 を 奉らせ 給へ るなる を、 此に 至りて は 其と は 格別なる 御 持 成に て 其 長 り を 試させ 

給 ふと は 申し 乍ら、 剩に將 殺と 爲 させ 給 ふ 事 此に三 座に 及ばせ 給へ る、 是其 最愛く しみの 深き 所なる にて、 如何にも 

して 大國 主神と 成し 奉らせ 給は將 欲しく 所思す からの 御 事に て 渡らせ 給 ふが 故な り、 然る を 大己貴 命 Q 一 一  に 其 事に 

堪 へて、 然 計り 厳しく 物 爲給ふ 八 田 間大窒 より 出で させ 給 ひ、 大祌 の豫て 授け 奉る 可く 物爲 させ 給へ る 生 大刀、. 生 弓 

矢 及 天 沼 琴 を 取 持し、 其 妻 神を携 へて 出で させ 給へ るから に、 愈大 神の 御 心に 愛しく 所思して 終に 此御事 依 は 御 在し 

坐し ける になむ 有りけ る、 偖 叉、 事 を 成す 始に 先づ 夫婦 相 嫁ぐ 例 は 二 柱御祖 神に 始まり、 素 斐嗚大 神の 奇稻 田姬 命に 

成り、 叉 宮殿 を營み 造る 事 は 彼の 八 尋殿稻 田宮の 故事 を 立て 其 如く 物 爲給ふ 可く 事 任し 給へ るに て、 卽 ち大國 主神と 

成り 給 ふ 可き 儀容 を 示し 給へ る 御 事な り、 借此に 爲，, 大國 主神， 亦爲， 一字 都 志國玉 神， は、 記傳十 (五十八 丁) に 「此ニ 名 

は此處 にて は 未だ 此祌の 御名に は 非す、 然る 祌と爲 れと詔 ふなり、 借 後 遂に 功業 を 成して 此，？ i の 如くに 爲 給へ る 故に 

御名と は 成れるな り」 と 云 はれた るが 如くに て、. 俗に 天下の 主と 成， れ、 國 土に 德澤を 布く 者と 成れと 云 ふ 意な り、 0 


廿 七に 注し 奉る を 合せ 見る 可し、 偖 其 宇迦 能 山本宮 は、 風土記に、 W 雲 御崎 山、 郡 家 正北 二十 七 里 三百 六十 歩、 高コー 

百 六十 丈 周 九十 六 里 一 百 六十 五 歩、 西 下所レ 造， 1 天下， 大神之 社 坐 也え 有る 是 にて、 謂 ゆる 日 御前なる 事傳廿 一に 注せ 

り、 此 時までの 御在所 は 彼の 淸 地なる 稻田宮 なりし を、 此處に 移して 天下 を 主領き 坐せ となり、 是奴也 は 記傳に 「上 

に 意 禮と詔 ひ此に 如此く 詔へ る、 共に 裡には 甚く 賞美た る 御 心 以て 殊更に 表に 賤 しめ 詈り給 ふなり、 今 世に も 然る 事 

多き を 思 ひ 合せて 其 味 を 知れ」 と 云 はれた るが 如く、 御 愛く しみの 餘 りに 深く 御 在し 坐す が爲に 態と 强 面き 狀 に會釋 

はせ 奉り 給へ るな り、 (但此 宇迦 宮を今 出 雲 人は杵 築 大社の 事な り、 其 證には 謂 ゆる 其 八 雲 山の 奥に 口 宇 加， 奥 宇 加 

と 云 ふ 地名の 有る を 引く 事 なれ ども、 凡て 其 山 續きは 風土記に 云 へ る 宇賀 鄕 にし 有りければ、 然る 地名 も 何 どて か は 

無から ざら む、 然り とて 称 築 大社 は國 避の 御 時に、 其 御 靈を鎭 め 奉る 爲に仕 奉れる 天日 隅宮 にして、 現 御身に て 住ま 

せ 給へ るに は 非ざる 事、 天孫 降臨 章に 見えた るが 如し. 然れば 土人の 傳 ふる 所 は漫 りに 信な ひ 難き 者に なむ、) 故 持， 1 

其 大刀 弓 一 追つ 避 其 八十 神 一之 時、 毎，， 坂 御 尾 一 追 伏 毎， 一河 瀬， 追 撥 而始， 作レ國 也と 有る、 此は 彼の 八十 神 はし も 大己貴 神 

の御爲 には甚 じき 御 敵と 有り、 然れ ども、 一 には大 神の 御子と 坐し、 一 に は 共に 御兄弟に て 坐せば、 私に 討ち取る ベ 

からす、 御父大 神の 御 許 を 受け 奉らせ 給へ るに 非す て は 行 はせ 給 ひ 難き 御 事なる を、 右に 生 大刀、 生 弓矢 を 賜 ふ 由 Q 

御 命 はし も、 軍 防 令に 謂 ゆる 征伐の 時に 常り て將 帥の 人に 節 刀 を 賜 ふと 同じ 意味なる 事なる に、 又 右に 汝庶 兄弟 者 追 n 

伏 坂 之 御 尾 f 亦 追 n 撥 河 之 瀨-と 有る は、 其 兵略 を大 神の 示教へ させ 給へ る 所な り、 故に 此も其 如く 物爲 させ 給 ひける 

故に 其 御 勢の 殊に 勝れ させ 御 在し 坐して 遂に 打 勝せ させ 給 へ るな り、 其 間の 御 事 は 大凡 は e に傳廿 1 に 云 へ る を 思 ひ 
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合す 可し、 始， 作 レ國也 は、 此大 八洲 國は しも 二 柱御祖 神の 生み 成し 給 ふ 所に して、 御父大 神の 彼 國引坐 神と 坐して 縫 

足 はし 坐せ る を、 此大己 貴 神の 更に 作り 給 ひ、 後に は 少彥名 神と 共に 常世の 戎の國 の 八十 國 島の 八十 島 を も 巡り 造ら 

せ 給へ りければ、 大國 主と 申し 奉るな む 天下 千萬國 の大國 主神に は 渡らせ 給へ りけ る、 此始 に、 故 此大國 主祌之 兄弟 

八十 神 坐、 然皆國 者 避 U 於大國 主神， と 有る が 如く、 本より 此大 八洲 國を 主領き 居たり し 八十 神の 國を避 奉れる 上 は、 

主張て 此國 土の 主宰と 坐す は此大 神に 渡らせ 給へ る 故に、 巳に 註せ る 如く、 此 一書に 八島篠 神と 申す は 八 島 知 主神と 

云 ふ 事な り、 八 島 手 命と 申す は 八 島 造 命と 云ふ義 なり、 八 島 野 命と 申す は 八 島主 命と 云 ふ 言な り、 叉 彼の 記に 謂 ゆる 

八 島 士奴美 祌は八 島 知 主 身 神と 申す に 異なら ざれば、 此 に大國 主神と 申す 意味に 共に 等しき 者な りけ り、 然れ ば、 此 

大國 主神と 申し 奉れる は.， 右に 始， 作, 國 也と 有る より 後の 御 事に なむ 渡らせ 給へ りけ る、 (然れ ば、 此大國 主 祌と申 

し 奉る 御名の 意 は、 右に 引ける 古事記の 文の 章句 を 逐ひ佗 書に 徵 して 說き 明らめ 奉る に 非す して は 得 知る まじき 事に 

なむ 有りければ、 唯 其 字の 如く 大國を 主領き 坐す 義 とのみ 容易く 思 ふ 可から す、 上 件に 云へ るが 如く、 此は甚 々深 致 

有る 事な りけ り、) 

安政 五 年 十二月 十七 日始 之、 自同廿 三日 至廿 九日 成。 
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アル フ？ Ml ィ ハク  コノ トキ ス サノ ヲノ  ：- コ トク ヅリ ツキ タマ ヒ  ヤス ギノ ク ニノ  ェ  / カハ 力 £ニ キ  ゾ n ユア リヶリ 力-, * ナヲ 

一 書 曰。 是時素 秦嗚 尊下， 1 到 於 安藝 國 可愛 之 川上， 也。 彼處 有. 神 名 

ィヒ マシ .厂 ヅ  一 了 ナ.； ：，■ ト  ゾノ ヅ マノ ナヲバ ィフ イナ なノ ミヤ ス. ン ス サノ ャ ^  ト  コノ 力； * マサニ ハ ラ メリ  カレ マ トメ ト 

曰， 脚 摩 手 摩 マ 其 妻 名 曰， 稻田 宮主簀 狹八箇 耳； 此神 正在姙 身。 夫妻 

トモ 二 ウレ 匕 テ マヲシ ス サノ ヲ/  £コ トニ ケー フク  ヮガ ゥ メル コ ドモサ ハナ レ ゴ トニ ゥ ムタビ スナ ハチア リテャ マタ ヲ &  f キ？ リ /ミ ザリキ ェェ ヒ トリ 

共 愁 乃 告，， 素 0 嗚 尊， 曰。 我生兒 雖. 多 每. 生。 輙 有，， 八 岐 大蛇， 來 . 呑 不. 得，， 一 

モマ タキ n トヲ イマ ァレ スルニ マサ 1 一 n ゥマ ムト ヲゾ リマ タ ナムコ.^ヲ/マレ ココヲ モティ タム トマ ヲス トキ 二 ス サノ ヲ Z ミ n.i スナ ハチ ヲ. ンへ クマ ハク  イマ シ べシ 

存 I 今 吾且. 產。 恐， 赤 見， 呑 是以 哀傷。 素 戔嗚尊 乃敎之 曰。 汝可， 

モテ モロ モ a  ノコ ノミヲ カム サケ ャ ハラ ヲ  ァレ /- リタ マヒキ タメ-一 イマ シノ  n  口 シ テム ト ヲロ^l■ヲ ココニ フタ ハジ ラゾ. R£ マユ マユ ：、 コ *-/ マケッ サケヲ  イタ" テソ / コゥム トキ 二 

以， 1 衆 菓， 釀翻 八 ま。 吾 當，， 爲. 汝 殺-, 蛇。 二 神 隨. 敎 設. 酒。 至，， 產 時， 

カナ ラス カノ ヲ a チ アタリ テトニ シタ リノ マ ムトソ ノコ ヲキ  カレス サノヲ ノミコ トミコ トノ リシ テ ヲ 口 チニ  Z リタ マ ハク イマ- ン； n レ r シ コ キ 力 .-.k リ ァへ テラ メャ モト 

必彼 大蛇 當. 戶將. 呑. 兒焉。 素 If 嗚尊 勅. 蛇 曰。 汝是可 畏之祌 敢 不， 

マへ セザ ノリ タマ 匕  スナ ハチ モ テ ャ ハラ/ サケ ゴ トニ クキ ゾゾ ギィレ タマへ バ ゾノ ヲロチ ノ：、 サケヲ テ ネブ： ：- キ ココ ニス サノ ヲノ ミコ. "ヌ十 テツ ルギヲ キリ タマへ バ 

饗乎。 乃 以， 入 甕 酒-毎 b 沃 入。 其 蛇 飮. 酒 而 睡。 素 t{ 嗚 尊 拔 JS 斬 之。 

ィ タリ-テキ リタ マフ ゾノ ヲヲ トキ 二 ツル ギ ハ スコシ カケ午  スナ " ^^■ サキテ ミゾナ ハ シシカバ  r ルギ. ，ァリ ヲノ ナカ ニコレ クサ ナ ギノづルギナ^?'  コ" イマ マス 

至， 1 斬. 尾 時, 蘇 M 少 缺。 割 而視之 則。 蘇 在，； 尾 中， 是 號草雍 蘇。 此 今 在，， 
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ヲ 7/ クニ ァ ュ チ/ ムラ 二  スナ ハチア ヅ タノ ハフ リガ ッカ サド リマ ヅ ル 力 ••- コレ ナリ  ゾノキ "タマへ ヲ n-: ヲ ル 7- ルギ / ナハ ィフ It-a チ / 

尾 張 國吾湯 市 村- 卽熱 0 祝 部所 掌 之 神 是 也。 其 靳. 蛇 之劎號 曰，， 蛇 之 

プラ マサト  rK イマ マス イソ ノカ ミニ 十リ 

籙正； 此今 在，， 石 上， 也。 

素戔嗚 大祌の 天上より 天降り 御 在し 坐し 著 かせさせ 給へ る 地の 事、 正書 又 第 1 1 書に は 降 n 到 於 W 雲簸之 川上-と 見え 

古事記に は 降 rffi 雲 國之肥 河 上 在 鳥髮地 一と 有る、 此は其 所 を 委しく 云へ る 者な り、 第 四 一書に は 右と 同じく 束 渡 

到- Iffi 雲國簸 川上 所， 在 鳥 上 之 峰 一と 有り、 然れ ども 其 は 巳に 新羅 國 に先づ 降り 着かせ 給 ひて、 其より 東方 此 地に 渡り 

給へ る 趣に て 卽ちー の異說 なり、 若し 此傳 はし も 下 IT 到 於 安藝 國 可愛 之 川上-也と 有りて、 出 雲 は 謂 ゆる 山陰 道な り、 

安藝 は卽ち 山陽 道な り、 地理に 大 なる 違 有れば 是 なむ 實に大 なる 異說に は 有りけ る、 然れ ども、 已に傳 二十 一 に 論ら 

ひ辨 へたる が 如く、 鳥 上 二 水 考證と 云 ふ 書に、 夫 安藝 國者 非- 1 國名， 也、 w 雲 風土記 所 レ載意 宇 郡 安 來鄕、 而今 iln 能義 

郡？ 而 作，， 八 杉鄕， 者是 也、 先輩 泥，， 文字， 而混 山陽 安藝 フ誤訓 -1 之 阿 伎能 久邇？ 遂 失-其 正- 矣、 宜， 改訓 M 野珠魏 能欢邇 > 

也、 以， 鄕稱， 國 者奮證 多矣、 可愛 之 河則經 つ 流 於 安 來鄕？ 伯誉 大川是 也、 其 源 於 W 雲 國仁多 郡 能 義郡之 辦葛野 山？ 

而 上流 謂，， 之 伊志 尾 川 T 北 過，， 母 理安來 等 之鄕， 而 入- 于伯香 國？ 經> 一舟 上 及 米 子等 之 地- 而入レ 海 突、 謂，， 之 日 根 川， 也、 

以 =1 其 流-伯 耆， 總 名，， 之 伯誉大 川-也、 W 雲 風土記 曰、 伯 耆大川 源 出，， ， 仁 多 與，， 意 宇 二 郡 缚葛野 山つ 流 n 經母 理循鏠 安來三 

郡， 入， 海 (割-一意 宇 郡， 爲 ，1 能義郡 f 故 葛 野 川 今 在 T 仁 多郡與 n 能義 郡， 之 場 0 其 葛 野 山 之 在 t 一郡 之 場-也、 東南與  =  ひ^t, 

峰-麓 相 近矣、 然 則可レ 知-一伊 志 尾 川 之 源 不<^|ー-- 于鳥上 之 峰- 焉、 故其以 -1 眞髮觸 奇稻田 媛- 遷 n 置於簸 河 之 上 1 而 e 養 者、 


以，， ， 近接，, 其， 也、 (案 谷 重 遠 曰、 令訪， 一安 藝國： 不， 聞レ有 n 可愛 川， 者 當矣、 予友祝 利 萬呂者 安藝 國之人 而盡- 一心 於 日本 

書紀- 久矣、 雖， 求- 1 可愛 之河于 安藝 國 T 卒不レ 得 n 其蹤？ 叉 求 T 有， 1 雲 藝ニ國 接堺之 地， 否ハ 亦 無 1 得 レ之矣 云、 予信 n 其說 f 

故不， n 復 求-一 諸藝州 T 專 求-一 諸 雲 州 一而 得-一 其舊 跡-也) と 有る は此傳 Q 異說 ならす、 却り て 正しき 傳 なる 事 を 確に 見 認め 

たる 說 なれば、 實に 謂れた る 一 百に て、 殊に 當國の 人に して 地理に 明るくて 云へ る說 なり、 必す此 を諾な ふに 足れる 者 

なりけ り、 (平 田 翁の 此說 を良考 として 取られた る は大に 佳し、 且 下に 引ける 風土記 安 來鄕の 文 を 引かれた る も實に 

然り、 然れ ども 其 安 來鄕に 天降り 坐せ る 事 を 新羅 國 より 渡り 來坐 せる 御 事に 合せた る は、 此第四 一 書 をのみ 一 向に 立 

てた る說 にして 此大祌 の 御 天降の 先 後に 就て 心す 可き 事の 有る に 思の 及ば ざり し 者に て、 全く は 難 取くな む 有りけ 

る、) 然るに、 此に地 神本紀 に、 到 =lw 雲 國簸之 河 上與， 一安 藝國 可愛 之 河 上 在 鳥 上 峰, 矣、 素 斐鳴尊 到 二 於 W 雲 國簸之 河 

上 名鳥髮 地, と 所見たり、 此は 共に 紀記ニ 典に^で たる 事なる を、 此をも 捨てす 彼 を も 捨て じと 勉めて 一に 合せた る 

者に して、 右の 文の 如くに て は 何れ を 其と も捉ふ 可き 處無 きに 似たり と雖 も、 又 此に味 はふ 可き 所な む 有りけ る、 其 

は 右の 出 雲 國簸之 河 上は此 正書 第一 一書 を 取る 者な り、 次なる 安藝 國 可愛 之 河 上 所在 鳥 上 峰は此 第二 一書と 第 四 一 

書と を 合せて 續 けたる 者な り、 終の W 雲 國錢之 河 上 名 鳥 髮地は 古事記より 抄出した る 事 云 ふ も 更なり、 然るに 右の 鳥 

上 峰 を 安藝 國 可愛 之 河 上と 云 ふ 事 は、 殊に 大 なる 異說と 云 ふ 者ながら に、 又 其 謂れ 無 しと は 決めて 云 ふべ か らすな む 

有りけ る、 其 可愛 之 河と 云 ふ は、 出 雲 風土記に 意 宇 郡長 江山、 郡 家 東南 五十里 (有 二 水精，) と 有る 是 山に 雇き て 

流る X 川な りと 聞え たり、 然して 其 下流 卽ち伯 太 川なる 可く や、 同 記に、 伯 太 川 源 仁 多 與-： 意 宇-二 郡 搏葛野 山 h 
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流，, 經母 理循縫 安来 三鄕, 入，, 于海, (有 二 年魚 伊久 比，) と 見え たれば、 其 水源 異なる が 如しと 雖も、 大河 は 衆 流の 會ひ 

て 成れる 者な りければ 何れより と 云 はむ も 難 無き を、 其 葛 野山最 奥まりた る 所なる を 以て 此を 水源と 立つ るに こそ 有 

り けれ、 長江 山 を 巡り 流る- 1 が 故に 右の 伯 太 川に 可愛 之 河と 云 ふ 一 名 も 有りけ む 事 を 知るべし、 若て 其 長江 山 を 郡 家 

東南 五十里と 有れば、 意 宇 郡の 極 際にて 伯 脊國と 相 接け る 地なる 事 論 を 待た す、 叉 仁 多 郡 鳥 上 山、 郡 家 東南 三十 五 

里、 (伯 香 與， 雲, 之搏、 有- 1 鹽味 葛， 一) と 有る、 其 仁 多 郡 は 意 宇 郡より は 南西に 當れ X ば 鳥 上 山と 長江 山と は 共に 並び 

て兩 國の堺 なる 事 云 ふ も 更なり、 右の 二 水考證 に、 其 葛 野 山 之 在，, 二 郡 之堺， 也、 東南 與，， 鳥 上 峰， 麓 相 近矣、 然則可 

レ知， 一伊 志 尾 川 之 源 不,， 遠， 1 鳥 上 之 峰- 焉と 有る にも 合 へれば、 鳥 髮之峰 を 可愛 之 河 上と 云 ふ も 謂れざる 事に は す、 風土 

記 は當國 にて 書せ るが 故に 事 實を過 またざる を、 京に て 記せる 書に は 其 許の 差 は 有る ベ き 事ながら、 右の 地 神 本紀も 

然る 善 本の 有る を 取れるな る 可ければ、 其 安藝 國 可愛 之 河 は 正しく W 雲國 なる 事 を徵す 文と 成りて 却て 異說に は 非 

す、 又此 1 書 を 正す 明文と も 成れるな む實に 神祇の 恩賜に は 有りけ る、 (簸字 歎に 作れ る を 今 改めて 引けり、 伹 右の 

意 宇と 仁 多と 二 郡 缀と云 へ る も、 一 一水 考證に 云 へ るが 如く 今 は 能 義と意 宇の 場と 成れ i ば、 右の 可愛 之 河も卽 ち能義 

郡なる 事 云 ふ も 更なり、) 若て 是に彼 處有レ 神、 名 曰，, 脚 摩 手 摩； 其 妻 名 曰， 1 稻田宮 主簀狹 之八箇 耳， と 有る は、 殊に 甚 

じき 異說 にて 有りけ り、 正書に 上に 有 一一 一一 老公 與ニ 老婆， と 有りて、 下に 吾是國 神、 號脚摩 乳、 妻 號手摩 乳と 見え、 古 

事 記 も 右と 同じく 老 夫與， 一老 女 一二 人在而 (中略) 故 其 老夫答 言 (中略) 僕 名 謂 一, 足 名椎ハ 妻 名 謂，, 手名椎 一と 見えて 正しく 

夫妻の 名なる を、 脚 摩 手 摩 を 合せて 一 神の 名と 爲る 事甚其 謂れ 無き 者な り、 叉 其 妻 名 曰， 一 稻田宮 主贅狹 之八箇 i^, と 有 


る も 愈 以て 心得ぬ 事に て、 正書に、 乃 相 與遘合 而生兒 大已責 神、 因 勅 之 曰、 吾 兒宮首 者 卽脚摩 乳 手 摩 乳 也、 故 賜，， 號 

於 二 神 f 曰 二 稻田宫 主祌， と 有りて、 此 後に 素斐嗚 大神奇 稻田姬 命と 稻田宮 に 住ませ 給 ひ、 御 兒大己 貴 神 を 令， 生 給へ 

る 後に 其 御兒を 傅き 參ら する 事に 就きて 賜 ふ 所に して、 其 老夫婦 ニ祌に 互る 稱 なる を、 此 より は遙に 後に 賜へ る號を 

前に 廻らして 妻 神 一 神の 名と 爲る は、 殊に 有る まじき 僻傳 なる 者な り、 (但 右の 二 神に 亙る 稻田宫 主神と 此とは 別な 

りと 云 はむか、 然れ ども 上の 第一 一 書に も ニ祌に 係け て 稻田宮 主 簀狹之 八箇耳 女子と 見え、 傅の 趣 は 少< ^異なりと 雖 

も 、古事記に.， 於是喚 其 足 名 椎祌, 吿言、 汝者 任，， 我 宮之首 r 且食 n 名 號稻田 宮主須 賀之八 耳祌， と 有る に 妻 神の 名 は 

35 されすな がらに、 其 夫妻 二 神の 稱 なる 事 は 此の 正書に 合せて 自然 著明き 者なる を や、) 次に、 此 神正姙 身、 夫妻 共 

愁乃 吿，, 素 f ^鳴 尊， 曰、 我 生 兒雖, 多、 毎 レ生輙 有，, 八岐 大蛇， 來呑、 不レ 得，, 一存つ 今 吾且， 産、 恐 亦 見， 吞、 是以 哀傷と 有 

る 中に も異說 有り、 此 祌正姙 身と 云 ひ、 吾且， 産と 云 ひ、 又此 後に 至 ニ產時 一と 云 ふ 事の 見えた る は、 共に 疑 はしき 事 

なり、 正書に、 置， 一 一， 少女， 撫而哭 之 (中略) 今 此少童 且臨レ 被 レ吞、 無レ由 ニ脫免 f 故以 哀傷と 有りて、 巳に 長と 成れる 趣 

なる に甚も 異なる 傳說 にて 有りけ り、 、の 第三 一書に は 素斐嗚 尊欲レ 幸， 一 奇稻田 媛， 而乞レ 之と 有る は、 巳に 嫁ぐ 可き 頃 

ほひに も 至れる 如き 書され 狀 にて、 其は餘 りに 過ぎたり とも 云 ふべ からむ を、 此には 未だ 生れ 出で ざる 以前より 老夫 

婦の其 心 遣 ひ 爲る趣 なれ ど、 決めて 然は 有る まじき 事 誰も 知れる が 如し、 右の 如くに て は 其 脚 摩 乳、 手 摩 乳と 云 ふ も 

今 正に \； ^まれな むと 爲 るが 愛 ほしくて 頭より 後より 其 少女 を搔 撫で 傅 づき 居た るに 因れる 名な りけ むに も 合 はすて な 

む、 (古事記 も 正書と 同じければ、 右の 此 一 書に 限りた る 一 傳 なり つらむ を、 此をも 彼 を も 皆 がらに 撰 拾 てられす c， 
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此には 載せられ たる 者と こそ、，) 素 斐嗚尊 乃敎之 曰、 汝可，.以，,衆菓ー釀，酒八甕.^と有るは希らしき傳なり、 此 事に 合せ 

て 第三 一 書に 素 妻 鳴 尊 乃 計 醸-一 毒酒， と 云 ふ 事の 有る に 依りて、 私記に 衆 菓是取 n 集惡 味毒菓 一而 醸レ 之な ど 云 ふ說も 有る 

事 なれ ども、 此には 論 も 有る 事に て、 始 より 大蛇 を醉ひ 伏せし めて 斬らせ 給 はむ 祌 策の 御 在し 坐し ける なれば、 毒な 

ら ざる 酒の 毒に 成れるな り、 然れ ば、 毒 字 を 止めて 唯 此の 本文の 如く 衆菓を 以て 酒を釀 すと 云 ふ 事、 甚々 床しき 傳 

なる 者な り、 唯此 一. 書の 愛た き 事 は、 草 難^の 事 を此今 在， 一尾 張 國吾湯 市 村： 卽熱田 祝 部所 掌 之祌是 也と 書され、 次に 

其 斷レ蛇 劍號曰 X 蛇 之麁正 T 此今在 n 石 上， 也と 有る 二と、 上なる 安藝 國 可愛 之 川上の 事に 衆菓を 以て 酒 を釀る 事に 合せ 

て 此四條 なむ 伦には 無き 事に て實に 賜物に は 有りけ る、 (但其 草 薙^の 事と 斷レ 蛇^の 事 は 第三 一 書に も 有りて、 互に 

精し きと 麁 きと は 有れ ども 相 照し 合せて 大いに？ 付る 所有る 者な り、 麁忽に 見る 事 無 かれ、) 〇 安藝 國は 夜須岐 能久邇 

と訓 むべき 事、 上に 引ける 鳥 上 ニ水考 證の說 にて 明らかなる 者な り、 ffi 雲 風土記に、 意 宇 郡 安 來鄕、 郡 家 東南 二十 七 

里 一 百 八十 歩、 神 須佐乃 烏 命、 天 壁 立 廻 坐 之、 爾時來 n 坐 此處， 而詔、 吾 御 心 者 安平 成 詔 >  故 云，， 安來， 也と 有る 是 なり、 

此 文に 天 壁 立と 有る は、 皇太 神宮 祈 年月 次 等祭詞 に、 皇神乃 見 霽志坐 四方 國者、 天 乃 壁 立 極、 國乃退 立 限と 所見た る 

是 にて、 謂 ゆる 上天の 遠 涯を云 ふ 事、 巳に 祝詞 講義に 注し、 叉 姓氏 錄に 所見た る 天 壁 立命の 御名に 就きて 云 ふべき 事 

有りて. 一  、  二に 委しく 注せる が 如し、 然れば 此は其 素 戔嗚大 神の 高天原より 天降り 御 在し 坐し 著 かせ 給へ る 御 時の 

事なる を、 此第四 一 書に、 降つ 到 於 新羅 國， (中略) 東 渡 到， 1 出 雲國簸 川上 所 レ在鳥 上 之 峰， と 有る と 一 に浪 せて、 先づ新 

羅國に 天降り 給 ひ 其より 此 地に 渡り 來坐 せる 者と 思 ふ は 甚く 誤れる 者な り、 此大祌 の 御 天降の 事 一 一度なる を.. 其 先な 


る は 謂 ゆる 八 百 萬 神に 被い 逐て 天降り 給へ るな り、 此 時に 其 五十猛 命 等 を 率る 又樹 種を將 下らせ 給 ひて 大 八洲 國を靑 

山と 成し 給へ るに て- 其 は 新羅より 渡り 給へ るな り、 次 度に は皇太 神の 御 許に 先の 御 過 を悔て 辭 見 に參 上らせ 給へ 

るに て、 此 度に は 三女 神 を も 御 伴に て 天降らせ 給へ るなる が、 五十猛 神 も 其 同列に は 御 在し 坐す ベから む を、 然るに 

て も此は 天上より 天翔り 國 翔りして 此安來 鄕には 御 在し 坐し 著 かせ 給へ りけ む 事、 右の 一 K 壁 立雖坐 No 文に て 明らか 

なる 者な り、 (其兩 度の 御 天降の 御 事 を先づ 能く 明らめ ざれば、 此竊 川の 故事 を說 くに は 滞る 所有り て說き 得ざる 者 

多から むかし、 其由傳 二十 卷に 始めて 云 ひ、 叉 二十 ー卷の 首に も 委しく 云へ り、 披き 見て 其 味 を 知るべし) 此 時の 御 

詔に 吾 御 心安 平成 詔と 有る は、 其 安く 平らかに 成らせ 給 ふ 可き 所以 有りて 詔 ひ 給 ふ 所に して、 唯 土地 山川の 形勝 を 愛 

で 給 ふと 云 ふに も 非す、 又豫て 所思 看す 大業 を 悉くに 果 させ 御 在し 坐せ ると 云 ふに も 非す、 叉遙々 に 上天より 天降り 

著 かせ 給 ひて 御 心の 落 居させ 給 ふと 云 ふに も 非す、 其 安平 成 詔と 云 ふに は 何れ か 其に 當る 事の 無くて は 必す詔 ふま じ 

き 御 一 百なる 者な り、 故 倩 其 由来 を ふるに、 上 章 第三 一書に 見えた る 其 時の 御辭 見に、 請 姉 照？ 1 臨 天 國ー自 可-; 平安 ハ 

且吾 以ニ淸 心， 所 レ生兒 等 亦 奉-一 於 姉？ 巳 而復還 降焉と 有る、 此御 時に 五男 祌を 奉らせ 給 ひ、 其に 就きて 三女 神 を 賜りて 

率て 降り 坐し、 此國 に留り 住ませ 御 在し 坐して 謂 ゆる 御 妻 問の 御 事な ど 御 在し 坐して 其 御 兒祌を 令 レ生給 ひ、 二 柱 御 

祖 神の 事 依し 奉らせ 給へ る 御 契 違へ させ 給 はす 治め 給 ふ 可き 時運に 至らせ 給へ りければ、 何と無く 御 心の 安く 平らけ 

く 御 在し 坐し 初めた る を 以て 其御霄 を宣 まひ 擧げ させ 給へ るが 故に 此の 地名と は 成れり ける 者な り、 (此 より 後に 吾 

御心淸 えしと 詔へ る は、 其八岐 大蛇 を 退治 させ 給 ひ、 彼の 草 難 御劎を 得させ 御 在し 坐して 天神の 御 許に 奉らせ 給 ひ、 
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其奇 稻田姬 命と 御 合 ひ 坐す ベ く 御 心 の隈々 しき 所の 涂 こり 盡 させ 給へ る 御 首なる に 合せ 思 ふ 可し、) 〇 可愛 之 川上 は > 

八洲 起 元 章 第一 一書に 可愛 此云 レ哀と 有る 哀の訓 にて、 江 之 川と 云 ふ 事なる 可し、 其 は 風土記に 意 序 郡長 江山- 郡 家 

東南 五十里 (有 二 水精，) と 有る は、 江山と 云 ふに 長の 一 百 を 冠せ たる 者に て、 其 江 之 川 は 長江 之 川の 長 字の 省かり たる 

と 聞 ゆれば、 同じ 地名なる 事 曉られ たり、. 悟 上に も 引ける 伯 太 川、 源 as, 仁 多 與，， 意 宇一 一一 郡 辦葛野 山〕 流 經母 理裙縫 

安 來三鄕 一入-一 于 海- (有， 一年 魚 伊久 比，) と 有る、 此伯太 川 を 二 水 考證に 伯耆太 川に 作りて 可愛 之川是 なる 由に 云へ る 

は 然る 言に て、 此 水流の 母 理鄕を 經と云 ふに 思 ひ 合せら る、 事 は、 母 理鄕、 郡 家 東南 三十 九 里 一 百 九十 歩、 所， 造，， H< 

下， 大神 大穴 持 命、 越 八 國平賜 而還坐 時、 來 TT 坐 長江 山， 而詔、 我 造 坐 而令國 者、 皇御孫 命 平 f 所， 知 依 奉、 伹八雲 立 出 

雲國 者我靜 坐國、 靑垣山 麵賜而 玉 珍 置 賜而守 詔、 故 云，， 文理， (神龜 三年 改= 字母 理，) と 有る、 長江 山 はおに 見えた る 

郡 家 東南 五十里と 有れば、 其 地より 母 理鄕は 西北に 常り て 凡 十 里程の 麓と 聞 ゆ、 然れば 伯 太 川の 水源 を 山と 云 ふ 

も、 其 長江 山 も 近き 地なら む を、 其 長江 山よりの 水 も 共に 流れ 入る を 以て 其方 を 主として 今の 安 來鄉迄 を 係け て 其 河 

名 を 江 之 川と は 云 ひけむ を、 其 全體に 取りて 云 ふ 時 は 伯 太 川に て、 其 上流 を 後に 伊志 尾 川と 云 ひ、 凡て を 伯誉大 川と 

云 ふ 事と 成りて、 古に 可愛 之 川と 云 ひし 舊名は 亡せ たりけ る 者なる にこ そ、 (伹 祌武 天皇 甲 寅年 御紀 に、 十 有 二月 丙 

ヤス ヰ/クニ H  ノ 力 C 

辰 朔壬午 至 二 安藝 國， 居二于 埃宮， と 有る と、 此の 安藝 國 可愛 之 川と は 相似た る 首な りと て、 古より 人の 混ぶ る 事なる が 

彼の地 は 古事記に 於， 一 阿岐 國之 多祁理 宮， 七 年 坐と 有りて、 祌名 式に 安藝 國 安藝 郡 多 家 神社 名 神大と 有る 處 にて、 今府 

中と 云へ る地是 なれば、 右の 安 來鄉と は 南北 凡 五十里 餘 も隔れ \ ば 更に 由 無し.， 又 通證に 一 說を錄 して 一 K はく.' 山 縣 


都 戶河內 村有，， 十 方 山 f 攝二雲 石 二 州- 甚峻 高、 有 二 石窟； 相傳、 太古 大蛇 居 yN、 至， <lr 雲霧 朦， -、 風雨 不， 時、 同 ^有-, 

可愛 淵， 而源 出， 一十 方 山； 多， ー奇石 袵巖？ 疑此と 有れ ども、 然る 大蛇の 居處 にて は 有りけ めど も、 此 可愛 之 川に て は 非 

ざる 者な り、) 〇 彼處 有， 祌 の彼處 は、 右に 謂 ゆる 可愛 之 川上なる 地 を 指せる にて、 上に 引ける 地 祌本紀 に 安藝 國 可愛 

之 河 上 在 鳥 上 峰と 云へ る是 なり、 巳に 論め 云へ るが 如く、 此 老夫婦 二 神の 所在 はし も 正書 第一. 一書に W 雲 國簸之 川上 

と 有り、 古事記に も w 雲 國之肥 河 上 在鳥髮 地と 見え、 叉 此第四 一書に は W 雲國簸 川上 所在 鳥 上 之 峰と 有る • 其 鳥 上 

地 はし も 風土記に 仁 多 郡 鳥 上 山、 郡 家 東南 三十 五 里 I 伯耆與 U 出 雲， 之驟、 有-一 鹽味 葛-) と 有りて、 其 ffi 雲郡條 に、 

W 雲大 川、 源自 T 伯耆與 -ー出 雲-二 國塽鳥 上 山 H 流、 仁 多 郡 横 田 村 r 卽 經-, 橫田三 處三澤 布 勢 等四鄉 大原郡 堺引沼 

村 T 卽 經，， 來次斐 伊 屋代神 原 等 四鄕- 出- 1 出 雲 郡 場 多義 村 T 經 -1 河內 W 雲 ニ鄕； 北流更 折、 西 流卽經 n 伊 努杵築 ニ鄕- 入- 1 神 

鬥水 海？ 此則 所謂 斐伊河 下 也、 (中略) 自-; 河口-至- 1 河 上橫田 村-之 間 五 郡、 百姓 便 レ河而 居と 見えた る、 如 レ此く 斐伊河 

の 水源なる 者から 仁 多と 意 字と は 相 接け る 地に し 有りければ、 其 鳥 上 山の 片方 は 意 宇 郡に 係りた る 可き 地の 狀 なる を 

以て、 安藝 國 可愛 之 河 上鳥髮 地と も 云 はれざる に は 非 ざめ り、 然 れば此 時の 事實を 今媳云 はむ に は、 素 妾 嗚大祌 天よ 

り 先 づ安來 に 降り 坐し、 其より 可愛 之 川 謂 ゆる 伯 太 川 を 水の 任に 上り 給 ひ、 鳥髮 地なる 其 老夫婦 二 神の 許に 至り 坐し、 

其より 彼 Q 大蛇 を 凝 之 川上に て 退治 させ 給へ る 蓮び となむ 見えたり ける、 (樋 河 上天 淵 記に、 經- 一大 原 郡 福 武莊- 到-一八 

頭 坂 麓 長者 原？ 但有 n 老翁 嫗- 云々 と 有る 事なる が、 其に 就きて 少か云 ふべき 事の 有りて、 已に傳 二十 一 卷に 云へ り、 

見合す 可し、) 〇g; 摩、 手 摩 は、 正書に 國神號 脚 摩？ FT 妻 號手摩 乳と 有る が 如く 夫妻 二. 神の 名なる を • 其？ 子 を 略 
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き續 けて 夫 神 一 柱の 名と 爲るは 誤なる 事、 上に 巳に 云へ るが 如し、 但 此は舊 讀に從 ひて 阿志那 豆氐那 豆と 訓 みて 有る 

べし、 〇 其 妻 名 曰， 一 稻田宮 主贅狹 之八箇 耳， を 此妻祌 一 柱の 名と 爲るは 異なる 說 なる 事 上に 巳に 云 ひ、 其 名義の 委しき 

事は傳 二十  一 . 二十 二に 說 きたりき 1 〇 在 姙身は 波 良 米 理と訓 めり、 此 言に 當て 書かれた る 所， <<  は、 1K 孫 降臨 章に、 

"ラミス  ハラ メル  /  ひフ ヌ 

卽 一 夜 而有娠 (中略) 雖， 1 復 IK 神， 何 能 一 夜 之 間 令-一人 有娠， 乎、 汝 所懐 者必 非，， 我 子， 歟、 其 第二 一  書に、 則 一 夜 有 身 (中 

ハラ メリ  /  ハラ-.、 ヌ  -ンム  バラ マ  ノ  ハラ メリ 

略) 妾 孕-一 天 孫 之 子 r 第五 一 書に、 卽 一 夜 有 身 (中略) 天神 能 令， 1 一 夜有娠 r 第 六 一 書に、 一 夜而有 身、 又海宮 遊行 章 第 

ズ  C ラ ノリ  ハラに マセリ  ハラ マレ 

七 一 書に、 妾 已有娠 也、 仲哀 天皇 八 年御紀 に、 唯今 皇后 始之 有胎、 其 子 有， 獲焉、 應神： 大 皇御紀 に、 初 天皇 在 孕而天 

ヤス キク フ ；、  ハラ ミス 

神 地祇 授， 三韓？ 雄 略 1K 皇 元年 御 紀に、 臣聞 易，， 産 腹， 者、 以レ 襌觸， 體卽 便懷娠 など 所見た る、 同 首にして 字 遣の 異な 

る Q みなり、 I 叉 胎字を 波良牟 とも 波 良 碁 母 流と も訓 める も 右に 同じ、 詩 格 注に 孕而 未， 生 曰 レ胎と 有り 、言 義 は腹聚 

ハラ ゴ モル  シ  ハラム 

なる 可し、 今一 は腹隱 なるな り、 但通證 に、 波 羅牟は 腹 生 也、 韻端娠 通作レ 身、 詩 大任 有レ 身と 云へ る、 腹 生の 方 勝れ 

り や.. (源氏 竹 川に 「七月より 孕み 給 ひに けり 云. <  J と 見え、 又稻 芒な どの 穗を 含む 事に も 云へ り、 蛤 日記 中 上に、 

「數多 若 苗の 生 ひたりし を 云々」 「植 させし かば 孕みて 水引 かせな ど爲 しか ど 云々」 夫 木 九に つ K 深し 孕みに けりな 德 

芒、 下 這 纏 ふ 葛の 帶 して」 十一 に 「秋風に孕む薄の有る野^|1-は、 移しの 露 や 色に 惑へ る」 など 有な り、 )〇 夫妻 は、 八 

洲起元 章に 爲， 一 夫婦 一と 有る も、 共に 袁登 賣と訓 める は、 已に俾 四に 注せる が 如く、 夫人、 婦人と 云 ふ 言の 約れ るに て、 

俗に 此を 賣袁 登と 云 ふは婦 夫人なる に 異ならす、 長寬勘 文の 一 本に 此文を 引ける に は 妻 字 を婦に 作れる は 誤な り、 右 

に 其 妻と 有る にて 著る し、 〇 共愁 は、， 下なる 是以 哀傷に 對ふ 所な り、 一正 書に、 有 =1 一 老公 與ニ 老婆 T 中 ム 一  少女つ 


撫而哭 之と 有る に 當れる 所な り、 〇 我 兒雖レ 多 は、 四祌 W 生 章に 吾息雖 i 多と 有る に 同じ、 此は 正書に 往時 吾兒有 n 八 

箇 少女， と 有る を 大凡に 云へ るな り、 チ、 に不, 得， 二存， と 有る に 合せて 曉る 可し、 雖， 多と 云 ふ 言の 例 は、 萬 葉 三 (三十 

八丁) に、 高山 者、 左 波爾雖 有と 有り、 〇 毎レ生 は、 宇 牟多見 碁 登 爾と訓 める に 依るべし、 卽ち生 度 毎爾の 意な り、 

正書に は、 毎レ 年爲， 一八 岐 大蛇 一所 レ吞と 有る は，' 已に 長と 成れる 少女の 有る を 毎年に まる &を、 此には 其 妻 神の 開胎 

を 知りて 其 産 生す 度 毎に と 云 ふ 意なる 故に 右の 毎 生の 字 を 被， 用た るな り、 (斯る 所 は 宇 牟碁登 雨と 云 ひて 古 一一 目の 狀な 

り けれども、 私記に 宇 牟太比 期 止 雨と 有れば、 已 くより 然訓み 来れる 者な りけ り、) 〇 不レ 得， ニ存 一の 存字、 官 板に 

は伊祁 流と 訓 めれ ども、 金澤 本に は 麻 多 伎と 訓 めり、 其方 や 然る 可から む、 天孫 臨 章 第二 一書に、 假使 ^大 孫不， 斥レ妾 

而 御者、 生 兒永レ 壽有レ 如， 一 磐石 之 常存， と 有る 常存 を、 官 本に 麻 多 加 良 麻 志、 金澤 本に 麻 多 加 良 牟と訓 み、 次に.' 吾 所 

サキ カラジ  マ タク ィキ タマへ  /  / 

レ娠是 若 佗 神 之 子者必 不幸 矣是實 天孫 之 子 者 必當全 生 と 有りて、 此には 不幸 字 を 其 反に 用 ひて 全 生 字に 對へ、 

麻 多 久と伊 伎 多 麻 幣の言 を 重ねたり、 叉此と 同じ 事 を 其 第五 一書に、 妾 所 A 娠若 非， 一天 神 之 胤， 者必 亡、 是若 天神 之 風 

者 無 レ所レ 害と 作れて、 右の 不幸 を 亡 字に、 全 生 を 無 レ所レ 害に 換 へて 書され たる も、 其 義の歸 むく 所 相 異なら ざるが 

故な り、 又景行 天皇 十七 年 御 紀思邦 歌に、 異能 知能、 摩曾祁 務比苫 破、 多々 彌 許莽、 弊 遇 利 能 夜 摩 能、 志邏 伽之娥 

延塢、 于受珥 左 勢 許 能 固と 有る、 此大御 歌 を 古事記 同 段に は 倭 建 命の 御 歌と して、 麻 曾 祁務を 麻 多祁牟 に、 志 邏加之 

. マゾ ケ ム  マ タケ ム 

餓延塢 を 久麻加 志 賀波袁 に、 許 能 固 を 曾 能 古に 換へ たるが、 其 摩 曾祁務 は將眞 幸な り、 麻多祁 牟は將 全に て、 其義相 

通 ふが 故な り.. 萬 葉 四 (三十 1 丁) に、 吾 命 之、 將全幸 限、 忘 目 八、 彌 日毎 者、 念 益 十 方， 十二 (六 丁) に、 荒 玉 之、 ill 
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緖長、 如此戀 者、 信 吾 命、 全 有 目 八方、 十五 (三十 三 丁) に、 伊能 知 乎 之、 麻 多久之 安良 婆、 安 SI 伎 奴 能、 安里 nil 能知爾 

毛、 安波 射 良 米 也 母、 ( 一 云 安里 能 乃 知 毛) など も 有り、 (右 等 を 以て 麻 多 久は麻 佐 伎久に 大凡 相 近き を 知るべし、 

存字を も 全 字 を も 作る、 何れも そ Q 意なる なり、) 〇 且， 産 は、 古 宇 麻牟登 須と訓 めり、 海宮 遊行 章 第一 一 1 一 書に、 妾 

今夜 當産、 請 勿 A 臨， 之， 第 七 一 書に、 天孫 之 胤豈可 i 產， 1 於 海中， 乎、 故當産 時、 必 就，： 君處 f 第 八.' 一 書に、 先， 是豐玉 

姬 出來當 產 時、 請， 一 皇孫, 曰 云々 など、 當產と 作れた る 字 も訓も 共に 等しき 者な り、 叉 其 正書 及 古事記 同 段に は此と 

同じく 産の 一 字 を も fn 宇 牟と訓 めり、 仁德 天皇 五十 年御紀 於， 一 茨田 堤， 鷹 産 之と 有る、 其 事 を 問 はせ る 大御 歌に、 阿 

秋津 awl 木  0  gsffi  KK-ra  秋津島 a 本 H  E 

耆豆 辭莽、 椰莽 等能展 珥々、 箇利 古武 等、 儺 波 企 箇輸揶 と 有る に、 其 答 歌に も、 阿 企菟辭 摩、 椰莽 等能俱 珥々、 筒 利 

古武 等、 和 例 破枳箇 儒と 有る、 この 二の 古武 は 子 生に て、 卽ち產 字に 當れる ものな り、 (右の 且字 は、 此 にて は當 

字と 同じ 意に 用 ひられた るな り、 詩 雞鳴曰 會且， 歸矣と 有り、 呂氏 春秋 音律 篇 注に 且將 也と 云へ り) 〇 恐 二 亦 見ク呑 は、 

亦 呑 禮那牟 袁淤徐 理と訓 むべ し、 諸 本 共に 恐 字 を 始に讀 みて 淤會 良久 波 云々 と 云 ふ は、 漢籍 風に し て 古に 例 無き 事 

なり、 此は其 子の 亦 呑まれむ 事 を悚懼 る&義 なれば、 恐 字 後に 廻して 訓む ベ くこ そ、 雄 略 天皇 五 年 御紀、 繼體 H<皇 

前紀 などに、 失 色 を 淤會理 阿 夜 麻 流と 訓 めり、 此霄の 例な り、 (其 漢文 訓の恐 字 を も 伊勢贞 丈說 に淤會 良久 波と 訓む 

は 誤な り、 宇多 賀布 良久 波と 訓む べし、 字彙 に、 欺 用 切、 疑 也、 盧也、 臆 度 也と 有りと 云へ り、 然れ ども 將來 を危 

ぶむ 意 なれば、 訓み 來れる 任に 翁 有りな む、) 〇 是以 哀傷 は、 正書に、 今此 少童且 臨， 被レ 呑、 無， 由-, 脫免 T 故以 哀傷 

と 有る と 同意な り、 傳 二十 一に 云へ りき、 〇 可.， 以 M 衆 菓ー釀 * 酒 八 甕た は、 正書に 釀ー 一八 醞酒 一と 有る 事實を 委しく 云へ 


るな り t 次なる 第三 一書に 醸-一 毒酒-と 云 ふ は、 其 衆菓を 以て 八 醞酒を 醸れ る、 其に 飮み醉 ひて 大蛇 0 殺され 奉れる 謂 

に 依りて 毒 ッ字を 冠たる 者 にして 皆 共に 一 物 を 云 ふなり、 偖 此衆菓 は、 第五 一 書に 夫須瞰 八十 木 種 皆能播 生と 有る 是 

にて、 素 斐鳴大 神の 初 度 天降り 御 在し 坐し ける 時に、 五十猛 命と 共に 國內 悉く 殖 生し 置し i を 始めて 此に用 ひさせ 給 

へ るなる 由、 已に傳 二十 1 に 註せ るが 如し、 菓字、 古事記 八 田 間大窒 段に 牟久 木實と 有る を 叉 唯に 木實と 書され、 

玉垣 宮 段に 登 岐士欢 能.^ 玖 能 木實と 有るな ど は， 此の 言の 任に 目 易く 書かれた りし 者な り、 應神 天皇 十九 年 御紀に 取-一 

山菓， 食と 有る を も然訓 めり、 和名 抄に、 菓ー砜 唐 韻 云、 說文木 上 曰 レ果、 (字 或 作， 菓. 日本 紀 私記 云 古 乃 美、 俗 云久太 

毛 乃) 地上 曰レ蔵 (カ果 和名 久佐久 太 毛 乃) 漢書 注張晏 曰、 有レ. 核 曰：， 菓、 無， 核 曰： i 蔵、. (核 見 n 菓具， ) 應劭 曰、 木實曰 

レ菓 >  草 實曰レ 蔵と 見えたり、 (此 は、 之 字 を 中に 置ければ、 伎能 美と 云 ふ ベ きを 轉 じて 許 能 美と 云 ふ 例な り、 久太 

母 能 は木津 物と 云ふ義 なる にや、 偖 說文を 見合す るに、 木 上 曰レ果 地上 曰い 蔵 を、 在 レ木曰 レ果、 在：， 地 曰 レ廣と 作き て、 

下に 叉 有：. 殼曰 レ果、 無レ 殼曰レ 蔵の 八 字 有りて 今 本と 異なり、) 以 -1 衆菓 ー醸レ 酒と 云 ふ 事 を、 私記に、 問 何故 必用 レ菓釀 

レ酒 乎、 答是衆 菓是取 JI 集惡味 毒菓， 而釀， 之、 以， 一 其醉， 人 尤甚之 故 一也と 云へ るを始 として、 纂疏 にも 其說に 依らせ 給 

ひて、 採， ー惡毒 之菓， 而爲， 酒 也と 注させ 給 へれ ども、 强に惡 味の 毒菓 なる まじ かりけ めど も、 其 を 以て 八醞 酒に 醸し 

たるが 其嚴 酷し きに 依りて 八岐 大蛇の 甚く \ ^み 醉て 殺され 奉れる にこ そ 有り けれ、 其 酒毒 を 以て 殺させ 給 ふ 可き 本よ 

りの 祌策 にて は 御 在し 坐 さ ざり ければ、 右 等 は 次の 1 書なる 醸-一 毒酒 一と 有る に 泥み たる 說には 有らめ ども、 彼 も 一 の 

傳 なりけ る 事 を 得 知らざる にて 甚味氣 無し、 渚傳 二十 一 に 引ける 記 傳に八 鹽折之 酒、 書紀 に八醞 酒と 書け り、 醞は隨 
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レ酒 也と も久釀 也と も 字書に 注せり、 叉 和名 抄に、 說文 云、 射 三重 釀滔 也、 (漢語 抄云 S 久利加 倍 世 流 佐 介) 西 京雜記 

云. - 正且 作， 酒、 八月 成、 名 曰，, 酎 酒 T 一  名 九醞と 有り、 偖 此を夜 志 本 袁理と 云 ふ 所 由 は、 私記に、 或說、 一 度釀 熟、 

絞 n 取 其 汁？ 棄， 1 其糟？ 更 用，， 其 酒， 爲， 汗、 亦 更釀， 之、 如， 此八 度、 是 爲，！ 純 酷 之 酒： 也、 謂，， 之 堕， 者、 以 -1 其 汁， 八 度 絞 

返 故 也， 今 世 示 謂， 二度, 便爲， ニ鹽， 也、 謂，, 之 折， 者 以，； 其 八 度 折返， 故 也、 是 古老 之說 也と 有る が 如く、 正書 Q 八醞酒 

は數度 折返せ る 酒なる に 就きて 思 寄れら く は. - 薩摩 人に 聞く に 彼の 國は 暖地に て菓實 多き 事 穀物に 亞 げり、 是を 以て 

カム タ モャ -ン  カラ ナケ 

桃 にても 杏 にても 何に 在れ 菓實を 以て 麵 蘖 と 成して 常の 酒の 如く. ii り、 其より 燒酎を 取りて 用に 備 ふる 事 常な りと 

云へば、 此 時の 八 醞酒も 衆菓を 以て 其 如く 折返し 醸れ る 故に 毒酒と も 云 ふ 計りなる 嚴酷 しき 酒 出来れ りし 者と こそ、 

(右 は予 去年 七月 彼の 國に 到りて 親しく 閜き自 も 其 酎 酒 を 試みた る 事なる が、 猶廿薯 を 以て も釀る 由な り、 此は 外國ょ 

り 俥へ たる 事なら めど も、 此大祌 の 天下 を 悉くに 廻り 坐して 大 九州の 悉を 作らせ 給へ；^ ば、 此に 始まれる 事の 彼に 汁 t 

はり 遺れ る は、 皇大御 國は瑞 穗國と 云 ひて 萬國 に比顏 無き 稻穀の 美しき 國な るに 依りて 其 法の 亡た るに こ そ 有りけ 

め、 然れ ば此は 大蛇 を 退治 させ 給 はむ 爲に 設け 給へ るなら めど も，" 上古と 雖も 常の 事に は 非す けむ、) 〇 酒 八 f.- は、 

佐 祁夜波 良と 訓 めり、 山城 風土記に、 造 一一 八 尋屋？ 堅 二八 戶扉； 釀 二八 腹 酒， と 有り、 此は 正書に 作， ー假錢 八 問？ 各 置-二 

ロ槽 一と 有る に當 りて、 建 八 口に 酒を釀 せる を 云 ふなり、 熱田緣 起に、 作，： 假薛八 問 f 一  面 開， 一八 戶 r 各 置.， 槽、 盛レ酒 

待レ之 (中略) 有 n 大蛇 f 頭 尾 各 有， 1 八岐- (中略) 及， 7 至 得，： 酒氣 f 八戶分 A 頭、 飮醉 而陲と 有る 如く、 其 八 頭 を 八戶に 分れ 

て 令-一 荐醉 一む 料なる にて、 此八 は彌の 意なら す、 數の 八なる 事 云 ふ も 更なり、 甕に 腹と 云 ふ は、 祈年祭 詞に、 楚閘高 


知、 赛腹滿 並 氏、 汁！ S 母親 爾 母 稱辭竟 奉牟、 春 日祭詞 に、 御酒 者 甕 上 高 知、 甕 腹滿並 s、 大忌祭 山 口 神 叉 風神 祭詞 に、 

御酒 者 a 能 W 高 知、 楚能 腹滿雙 s、 平野 祭 叉 久度古 開 及遷却 崇神詞 に、 御酒 波？^ 戶高 知、 ^腹滿 並 ほ- 鎮火 祭 道饗祭 

鎭 御魂齋 戶祭詞 に、 御酒 者 琵邊高 知、 琵 腹滿雙 S など 見えた る、 楚戶" 琵邊と作る共に？！^-^！^閘と訓みて、 意 は 

甕 上の 字の 如くに て、 其 は 酒 を 盛る 壅の 高く して 外へ も 著明く 見 ゆる 計りなる を 高 知と 云 ひ、 叉此 楚腹滿 並と は 横へ 

太く 腹の 廣ご りたる 酒を滿 せて 並備 ふる を 云 ふ 古 一一 目に て、 此 なる も 酒 八 腹の 義 なるな り、 和名 抄瓦器 類に、 楚 本朝 式 

云楚 (美 加、 今 案 音 長、 一音 伏、 見 M 唐 韻，) 辨色立 成 云大甕 (和名 同 t 上) と 見え、 叉 ま-楊 雄 方言 云 自レ關 而東璺 謂，， 之 

甕， (烏 貢 反、 字 亦作レ 愛、 璺音烏 室 反、 亦作レ 暨、 和名 毛 太 非) と 有り、 (萬 葉 三 卷大宰 帥大伴 卿讃， 酒 歌 十三， 首の 中 

に、 中 ±1、 人跡 不有 者、 壺ニ、 成而師 鴨、 酒 二 染嘗と 有る 酒壺 も、 右の 甕 を 云 はれた る 者な めり、) 〇 吾 當；： 爲 

レ汝 殺,， 蛇 は、 海宫 遊行 章に、 鹽土 老翁 問 曰、 何故 在， 此愁 乎、 對以， 一事 之 本末 T 老翁 曰、 勿 n 復憂 r 吾當， 1 爲， 汝計 之と 

有る を、 古事記に も爾 鹽椎祌 云、 我爲， ー汝命 一作， 一善 議， と 有る に 事 趣 も 語勢 も 相 類た る 所に て、 此は 彼の 八岐 大蛇 はし 

も 素 嗚大祌 に は 御 仇と 申す に は 非 ざれ ども、 其 老夫婦 二 神を憐 まして 其 爲に其 大蛇 を 殺して むと 詔 ひ 給へ るな り、 

下 文に 其 斷レ蛇 劎號曰 二 蛇之麁 正， と 有る を、 ロ訣に 危正を 阿羅 正 哉 也と 云へ るが 如く、 此 時の 御言 違 はせ 給 はすして、 

彼の 大蛇 を 事 も |( く 退治せ させ 給へ る驗の 見えけ る 由の 稱 なる を も 思 ひ 合す 可し. •) 〇 一 一 神 隨レ敎 設レ酒 は、 右に 素斐 

嗚尊 乃敎之 曰、 汝可 T 以，： 衆菓, 釀 * 酒 八 甕.. と 有る に應く 所なる が 故に 設" 酒と は 書せ るに こそ 有り けれ、 此は 甚く 事 略 

れて 記された る 所に し 有りければ、 此設 字に 力 有りて 凡てに 係れる にて、 正書に、 乃 醜-一八 覼酒 f 幷 作，， 假薛八 間； 
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各 置-二  ロ槽 f 盛 ビ酒以 待レ之 也と 有る 此 等の 事共の 整ひ備 はれる を 云 ふなり、 古事記に も 其 文 有りて、 結句に 故隨， 吿 

而如 A 此 設備 待之時 云々 と 有る 此 設備に 同じき を、 此 時の 事 謀の 主たる 者 は 酒な りし 故に 其 を 主として 設レ 酒と は 有る 

にて、 其餘の 事共 は 此に屬 けて 聞くべき 者な りけ り- (是 我が 古文 を讀 むの 法な り、 唯 一 途 に設レ 酒の 二字に のみ 心 を 

委 ぬる 時 は、 其 時の 凡ての 形逐 を隨ら むに 更に 手 著 無から む 者 ぞ、) 〇 至，， 產時， は、 古 宇牟時 爾至理 S と訓 めり、 偖 

金澤 本に は 中に 之 字 有りて 産 之 時と 有り、 然れ ども 海宮 遊行 章に、 逮， 一 臨產時 r 請 曰妾產 時、 幸 勿， ー以 看,， 之、 其 第 

七 一 書に 孕 月 已滿、 産 期 方 急 (中略) 妾 方 レ產、 請 勿 レ臨レ 之、 第 八 一書に、 當ニ産 時 T 請 二 皇孫， 曰 云々 と 見え、 古事記 二 

女 段に 今 臨 n 産 時？ 是 天神 之 子 私不， 可， 產、 故 請 (中略) 以， 土 塗 塞、 而 方-一産 時； 以， 火 著 n 其 殿， 而產 也、 其海宮 段に、 

凡 佗 國人者 臨， 1 産 時， 以，, 本國之 形, 産 生と 所見た る 如く、 孕 月 巳に 滿 ちて 其 産 期に 臨める を 云 ふなり、 (右の 例 何れも 

之 字 無ければ、 金澤 本に 有る は 却り て 衍れる に て、 唯に 産 時と 有るな む 然る 可 かりけ る、 故に 今 は 本の 任に 改めす) 

〇必 彼 大蛇 當 i 戶將， 吞 A 兒焉、 口 訣に不 レ違レ 先 也と 注せる は必 字に 就て 云へ るな り、 延佳說 に 大蛇 産む 度 毎に 子 を 

呑みし かば、 此 度も必 として 來る 意な りと 云へ る は 然る 雷に て、 上なる 二 祌の霄 に、 我 生兒雖 多、 輙有ー 1 八岐 大蛇 ー來 

吞、 不レ 得， ニ存， と 申せる 如く、 此 迄の 八箇 少女 はし も 其 產時を 伺 ひて 必す 大蛇の \1 ^盡す 事に て 有りし が、 此度も 其 

如く 生 兒を吞 まむ として 産屋の 戶を 指して 来れる となり、 偖 當とは 其 標的と 成る 所に 直に 指し 來るを 云 ふ 言に て、 彼 

の景行 天皇 四十 年御紀 に、 至， ー膽吹 山； 山 神化， 一大 蛇， 當， 道と 有る 當字是 なり、 猶 古事記 八十 祌 段に、 汝將， 爲者 浴， ー此 

海 摩 1 當 i 吹 1 而伏ニ 高山 尾 上, と 有る 當 の 類 も 右に 同じく、 風 に 當る火 に當 ると 云 ふ も、 風に 向 ひ 火 こ-向 ふ 事に て 適 


當の義 なり、 萬 葉 八 (十九 丁〕 に、 春 野爾、 安佐 留條 乃、 妻 戀爾、 巳我當 乎、 人 爾令知 管、 九 (十二 丁に、 妹當、 ？ 

rm、 十 (二十 七 丁) に、 夜 不去將 見、 妹當 者、 十一 (六 丁) に、 妹當、 遠見 者. 叉 (二十 三 丁) 我 妹 子 我、 家常 乎、 不止振 

四 二、 叉 (四十 八丁) 妹之當 乃、 瀬 社 因 目、 十 一( 二十  一丁) に、 君 之當、 見 乍母將 居、 十八 (十五 丁) に、 伎 美 我 安多 里 

乎、 敝太？ 多 里家禮 など 有る は、 人の 居所 を 標的と して 云 ふに て 本 同一 百な り、 此を 以て 此の 當レ戶 の 義をも 解くべき 

者な り、 (凡て 物に 當 ると 云 ひ、 目 當と云 ひ、 揣 がふと 云 ひ、 引 當と云 ひ、 充行 ふと 云 ひ、 凡て 當某叉 は 某 當と云 ふ 

語の 頃 は皆此 一 類な り、) 〇 將レ 吞レ兒 は、 其 大蛇 来りて 産屋に て兒の 生れ W づるを 待ち 著け て然爲 むと 爲る なり、 是 

卽ち素 戔鳴大 神の 密策を 施し 行 ひ 給 ふの 期に して、 云 はぐ 此を 餌に して 此 にて は 引出し 給へ るに 當る 所な り、 然れど 

も 實には 正書に 所見た るが 如く 奇稻 田姬命 は已に 生長ら せ 御 在し 坐し けるな る を、 此に 産屋の 事と 爲るは 甚く 異なる 

條 なる 者から、 何れにしても 然る 物 を 受け合 ひて 殺し 給 はむ と爲 させ 給ふ大 神の 御稜 威な む 恐し とも 何とも 云 へ ば 

更 なる 御 事な りけ る、 〇 素 妾嗚尊 勅：^ 蛇 曰の 勅レ蛇 を、 私記に 遠 呂知爾 加 太 利 er 叉 倍 美. 爾加太 利 SI と訓 めり、 此所は 

其 大蛇の 産屋に て 生れ 出で たる 兒を吞 まむ として 戶 外に 来り 伺へ るに 御言 詔して、 其 一 途 なる 念 を 外へ 移し 給へ る祌 

策に なむ 御 在し 坐し ける、 然る 巨 塊なる 妖 物の 見入りた る 其 邪念 を令レ 去ざる 時 は、 假使 大蛇 をば 殺したり とも 永く 

執念の 留 りて 其 兒に害 有らむ 事を豫 めに 所 知 看ての 御 計ら ひなる 者な りけ らし. (今 S ひ 出づる 任に 書き著く 熊澤 

淡 庵が 武將 感狀 記に、 「妖蛇 慕- 1 女子-事、 筑 前の 博 多に 富榮 えたる 商家の 女子 殊色 有り、 十四 五 歳の 頃より 三尺 許の 蛇 

來て其 傍 を 離れす、 之 を 殺し 捨 つれば 其 者の 歸ら ざる 以前に 蛇又來 る、 坐す る 時 は 前に 輪作り て 女の 方 を 見て 舌 を 出 
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し 身 を 動かす 事無し、 行く 時 は 一 尺 許 後より 這 ひて 遲速は 女の 歩む に從 へり、 父母 深く 之 を 愛 ふれ ども 爲む方 無し、 

女 は 之 を 苦しみて 靑み瘦 せぬ，' 十七 八に 成れ ども 嫁す 可き 樣 無し、 時に 道元 和尙 入唐の 志に て 博 多に 到りて 風 待す る 

間に、 彼の 商家 崇き 僧な りと 聞きて 其 旅亭に， 行きて、 爾々 の 事の 候、 阿波 禮御覽 ぜられ て 法力 を 以て 止ら る、 道 も 候 

はぐ 御 慈悲 を 仰せ 候へ と 云へ ば、 道元 法力 を 以て 止むべき 覺は 無し、 然れ ども 希有の 事なる 問 見 置かば やと 思 ふは奈 

何と 問 はれけ るに、 元より 望む 所な りと 云 ひて 頓て其 母 彼女と 共に 来る、 聞きし に 違 はす、 道元 倩 見て、 畏坐は 入 

ら ざる 事た リ、 此 僧が 前の 梱を 越えて 歸られ よ、 子細 有りと 云 はれければ、 其 母 承りぬ とて 先に 立てば、 其 女 其の 次 

に 歩み、 蛇 女に 隨 ひて 行く、 蛇梱を 越す 時 道元 扇の 要 を 以て 蛇の 尾 を 痛む 程 强く押 へら るれば、 首に て 尾 を 押へ たる 

要 を 喰む と 戾る所 を、 黑 衣の 下より 髮剃を 以て 蛇の 首 を 斬りて 之 を 殺す、 母 も 女 も 驚きければ 按の 如く 蛇 終に 復來ら 

す、 蛇の 念 を 別物に 移して 女に 著く 心 を轉ぜ しが 故な り」 と 云へ り、 此 一 小 蛇の 引 を 此に譬 ふる は 如何なる 事ながら、 

然る 意味 も此に 無き に は 非す てな む) 〇汝 是可畏 之祌、 私記に、 可畏 之祌、 加 之 古 支 加美奈 利と 有り、 此は此 素斐嗚 

大祌 はし も 二 柱御祖 神の 珍 子と 御 在し 坐し、 天照太祌の御^1-に渡らせ給へれば， 掛ま くも 甚も可 長き 大祌 14 渡らせ 給 

へど も、 其 夫婦 二 祌の爲 に 彼の 八岐 大蛇 を 斬り 殺し 給 はむ として は、 衆菓を 以て 醸れ る 八 醖酒を 進めて 平げ させ 給 は 

む 御 謀の 御 在し 坐す が 故に、 尋常の 國祌の 如く 卑下ら せ 給 ひて 此 御言 を 詔 ひ 給 ひ、 姑く 彼 小 女 を Hi まむ と 指し 来れる 

念 を 外に 移さし め、 其 醉ひ陲 らむ處 を 伺 ひて 謀 伐た せ 給 はむ 御 結構に こそ は 御 在し 坐し けらし、 第三 一書に 見えた る 

其 老夫婦の 言に、 彼 大蛇 每レ頭 各 有 二 石 松つ 西 脇有レ 山、 甚可 長矣と 申せる に 因りて、 更に 御言に 發 はし 給へ る 御 事と 


なむ 見えたり ける、 二十 一 に 云へ るが 如く、 此は厳 f_ おき 妖 蛇の 巨 塊 なれば 格^なる 事に は 有れ ども、 其 余に も 例 有 

り、 欽明 天 皇前紀 に 秦大津 父が 一 百 を 載せて、 臣 向-; 伊勢-商 價來 還， 山 逢- il 一狼-相 鬪汚レ 血， 乃 下」 馬 洗 T1 漱ロチ 祈請 曰、 

汝是 貴神而 行， ー麁行 T 儻逢， 一 獵士？ 見 レ禽尤 速、 乃 抑 「： 止 相鬪； 拭つ 洗 血 毛 f 遂遣 n 放 之？ 俱令， 全 X 叩と 有る は、 狼 を 指 

して 汝是貴 神と 云へ るな り， 其 六 年 御紀に 膳臣巴 提慢が 小兒の 亡け る 時に、 天曉 始求レ 有- 1 萁連跡 T 臣 乃帶レ 刀環レ 甲、 

導 至，， 巖岫； 拔， 刀 曰、 敬 受，， 絲 輪； 勞 陸海？ 櫛レ 風沐， 雨、 籍， 艸班， 荆者、 爲，. 愛二 其 子， 令 父 業-也、 惟汝 威祌， 

愛， 子 一也、 今夜. 兒亡、 追， 蹤覓 至， 不 k 严 亡命？ 欲， 報 故來、 旣而其 虎 進 前 開 レロ欲 レ疏、 巴 提樓忽 左手 T 執- 1 其 虎 

イマ シ ハカ シ コ キカミ 

舌 f 右手 刺殺、 剝っ取 其 皮， 還と 有る、 此は 虎に 對 ひて、 汝成祌 と 云へ るに て、 萬 葉 十六 (三十 丁) に、 韓國 乃， 虎 

云 神 乎、 生 取爾、 八 頭取 持來、 其 皮 乎、 多々 彌！ i 刺と 詠みて 有が 如く、 人に 其 皮 を釗ぎ 取らる，^ 程の 物ながら 其 可 長 

き 威 有る を 以て 祌とは 云へ るな り、 (此の 可 長 之 神 は、 常に 神と 皇 との 御 事に 掛麻久 毛 恐 伎 云々 と 申し 奉り、 叉 古 

事 記 朝倉宮 段に 天皇 於是惶 長而白 恐我大 神と 一 事 主神に 申し 給へ る 類 は 更なり、 欽命 天皇 九 年御紀 百) t 國 より 突贯に 

伏 願 可 長 天皇と 有る 本 注に、 西 蕃皆稱 二日 本 天皇 一 爲ニ可 長 一 人皇-と 有るな ど は、 實に 尊く 貴 こき 御上に 申し 奉れる なれ 

ば、 此は 其と は 異にて、 可 長み 崇敬 ふ 可から ざる 者に 其 時に 當 りて 然詔ひ 給 ひて 其 心 を 傲らし め、 此方 を 卑下ら せ 給へ 

る 狀に持 成させ 給へ る 大祌の 神 策に なむ 有りけ る、 此の 可 長の 字 は 通證に 引ける 春秋 傳， 君子 在， 位 可 レ長、 叉 後漢耿 

恭傳、 漢兵眞 可, 長 也な ど 有る を 用 ひさせ 給へ る 也、〕 傻 右の 蛇 叉 は 狼 或は 虎 をし も 可 長 之 神と 一 K ふ は 本よりの 事に て 

記傳三 (七 丁) に 「人なら ぬ 物に は 雷 は 常に 鳴祌祌 鳴な ど 云 へ ば 更に も 云 はす、 龍樹靈 狐な どの 類 も 勝れて 靈 しき 物に 
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て可畏 ければ 神な り」 と 云 はれた るが 如くに て、 神武 天皇 戊 午年 御 紀に進 至，， 熊 野 荒 坂津， (亦 名 丹 敷 浦) 因 誅，， 丹 敷 

戶畔者 一時、 神 吐 M 毒氣" 人物 咸瘁と 有る を、 古事記に は 到 二 熊 野 村 一之 時、 大熊 旁-露 》 人卽 失と 見え、 其 序に 化， 熊と 有 

れば、 其 丹 激戶畔 の 化れ るながら 其 熊 を 神と は 云へ るな り、 叉景行 天皇 二十 七 年御紀 に、 日本 武 尊の 到-一吉 備ー以 渡-一 

穴 海 f 其處 有， ー惡 神； 則 殺， 之、 亦 比， 至， 一難 波， 殺，， 柏 濟之惡 神， と 有る は、 水 獸叉は 蛇蝎 Q 類 を 祌とは 云へ るな り、 其 

四十 年の 下に、 然 日本 武 尊披， 烟凌レ 霧、 遙經 n 大山 T 旣逮 n 于峰 1 而飢 之、 食，， 於 山中 T 山祌 令， 苦， 王、 以化， 一白 鹿， 立，， 

於 王 前 T 王異 k 之、 以-ー 一箇 蒜， 彈 -1 白 鹿 T 則 中， 眼而殺 vK 一、 (中略) 至- 膽吹 山？ 山 神化- 1 大蛇， 當， 道、 愛 日本 武尊 不レ知 

一一 主 祌化レ 蛇 之 謂， 是 大蛇 必 荒神 之 使 也、 旣得， 殺 二 主祌？ 其 使者 豈 足， 求 乎 (下略) と 有るな ど、 古事記と は少 異同 も 有 

りと 雖も、 その 主神 は主祌 として 其 化れ る 眼前の 狀を 以て 鹿 を も 蛇 を も 神と は爲る なり、 又 推 古 天皇 一 一十 六 年 御紀に 

是年 遣- 1 河 邊臣於 安藝 國， 令レ造 レ舶、 至， 山覓- 一山 材： 便 得，， 好材以 名， 將レ伐 時、 有レ人 曰、 霹靈木 也、 不， 可， 河邊 

臣曰、 其 雖，， 雷神 T 豈逆 n 皇命， 耶、 多 祭，， 幣帛， 遣 n 人夫， 令， 伐、 則 大雨 雷電 之、 愛 河 邊臣案 ％ "曰、 雷神 無， 犯 n 人夫， 常 

レ 傷-一 我 身 T 而仰 待， 之、 雖 二十 餘 霹靂 ー不 ぃ得レ 犯， 一河 邊臣？ 卽 化，， 少魚， 以挾， 一樹 枝； 卽取 A 魚 焚， 之と 一 K ふ 事 も 見 ゆ、 如此 

く 上古に は 眞の祌 に は 非す と雖も 然る 祌々 しく 可 長き 威の 有る 物 をば 皆 神と は 云 ひけら し、 (但皇 極 H< 皇七 年御紀 に、 

東 國不盡 河邊人 大生 部 多、 勸， 祭レ蟲 M 於 村里 之 人， 曰、 此者 常世 祌也、 祭，， 此神， 者 致 M 富 與壽？ 巫 扱 等遂詐 託，， 於 神 語， 

日、 祭- 1 常世 祌， 者、 貧 人致レ 富、 老人 還 レ少、 由， 是加勤 1 捨 -1 民家 財 寶陳酒 陳茱六 畜於路 側  >而 使， 呼 曰、 新 富 入來、 都 

鄱之人 取，； 常世 蟲， 置，， 於淸座 f 歌舞 求， 福、 棄 n 捨珍財 T 都 無， 所 レ签、 損费 極甚、 於 是葛野 秦造河 勝 悪-民 所 t< 惑、 打- 1,K 


生 部 多？ 其 巫 残 等 恐 休 n 其 勸祭？ 時人 便 作レ歌 曰、 禹都麻 佐 波、 柯微騰 柯 微騰、 枳 臺曳俱 厘、 騰擧預 能柯微 乎、 宇智 

岐 多麻須 母、 此蟲者 常 生， 橘樹 T 或 生 ニ曼椒 T 其 長 四 寸餘、 其大 如-一頭 指 許 T 其 色綠而 有， 1 黑點 T 其貌全 似-養 蠶， と 有る 

は、 巫^の 妖ー 一目 を 設けて 尋常の 小蟲の 人の 知らざる を 幸に 常. 世 神と 號 けたる なれば、 押し 竝 めての 例に は 非す、) 〇 

敢不， 饗乎 は、 敢氏阿 SE 世 邪 良 米 夜 登 詔 給 比 と 訓み附 くべ し、 變の義 は 已に傳 十二に 云へ り、 此は 大蛇に 汝は可 長き 

神に 在れば 惲り多 けれども 饗を 進めて 持 賞 さむと 詔り 給へ るな り、 此敢 字に 甚く 力を入れて 見る 可し、 (敢字 は傳十 

三 卷に說 ける. が 如く、 字書に 進爲 也と 注して、 憚ら す^て 物事 を 成す 一一 一一 II なれば、 此も其 如くに て 憚る 可き を 犯す 義な 

り、) 〇以< 一八 甕 酒 r 金澤 本に は 八 字を脫 せり、 若始 より 然 書き 来れるなら むに は 美 加 能 佐 祁叉は 母 多 比 能佐祁 など 此 

は訓 むべ くや、 然れ ども 上に 已に八 字 有り、 正書に 及；！ 至 得.， 酒、 頭 各 一 槽飮と 作 かれ、 熱田緣 起に 八戶 分， 頭 飮と有 

れば、 猶八甕 酒と 有るな む甚 勝れり ける、 〇 毎レロ は、 正書に 其 大蛇の 狀を 云へ るに 頭 尾 各 有-一八 岐， と 記され、 古事 

記に 身 一 有-一八 頭 八 尾-と 書せ る、 其 八 頭の 爲に八 鹿 酒 を釀し 給へ る を、 各 彼の 八 戸の 假薛に 各 一 頭 を 入れし め 其 口 毎 

に 一 甕 酒 を充し 給へ る を 云 ふなり、 〇 沃入、 ロ訣 に沃灌 也と 注せれば、 舊 きに 從 ひて 會々 岐入給 布と 訓む べし、 然る 

に 私記に 毎 レロ沃 入と 有る 下に 久知期 止爾以 伊留と 書し、 金澤 本に も沃 入を以 伊禮 給 布と 訓 める は 射 入の 義 なる 可し、 

偖 萬 葉 三 (二十 七 丁) に、 白雲 母、 伊 去 波 伐 加 利な ど 云ふ發 言の 伊 を 助 字の 如く 思 ふ 人 も 有れ ども、 其 は 射 字の 義 にし 

て、 弓 を 射るな ど 云 ふ 射に 等しく 其 適當と 成る 所有り て 一途に 往くを 云 ふなる に 同じく、 此 なる も 其 大蛇の 咽喉に 通 

徹し 入れ 給へ る義を 以て 以伊留 と訓む 習の 有るな る 可し、 (其餘 にも 古書 中に 多く 伊 立す 伊 隱る伊 添 ふな ど 多く 云 へ 
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る も 射 立す 射 隱る射 添 ふの 義 なる にて、 何れも 右に 云へ る 如く なれば- 此も射 入の 一一 目に ぞ 有りぬべき) 叉 曾々 岐伊流 

と 云 ふ 時 は 水に て 物 を 濯ぐ が 如く 沃ぎ 懸けて 口中に 送る を 云 ふなり、 今 もロ漱 など 云 ふ も 右に 同じ、 萬 葉 五 (三十 七 

丁) に、 鹹鹽 遠、 灌知布 何 其 等久と 有る 灌是 にて、 須 々久叉 曾々 久な ど同霄 なる 事、 巳に 傳 八に 云へ るが 如し、 〇 飮 

酒而 は、 佐 祁袁能 美 氏な り、 萬 葉 三 (三十 一 丁) に、 賢 跡、 物言 從者、 酒 飮而、 醉哭 爲師、 益 有 良 之、 叉、 夜光、 玉 跡 

一一 一一 n 十 方、 飲酒 而、 情 乎 遺爾、 豈若目 八 目、 ( 一 云 八方) 叉、 默然 居而、 賢良爲 者、 飮 酒而、 醉泣 爲爾、 尙不 如来な ど 

有りて、 古に 酒 を 久牟と は 云 は ざり し 事 巳に 先師の 説の 如し、 〇 拔， 鈕は、 正書 及 熱 田緣起 共に 乃拔， 一所， 帶十 握^, と 

有る^ 是 なり、 此 下に 其斷， 蛇劍號 曰， 蛇 之麁正 一と 有る は此 時の 御 事に 依りて 其號と 成れるな り.' 又 第三 一 書に 蛇韓鋤 

之 9- と 有る は 其 形容 を 以て 云 ひ、 第 四 一 書に 天 蠅斫之 叙と 有る は、 古語 拾遺に 大蛇 謂， 一之^ 羽， と 有る と 等しく して、 

一は 其^の 長 を 云 ひ、 一は 其德を 以て 號け、 一は 其 形に 就きて 云 ひ、 一は 此 大蛇 を 斬り 給へ る 由に 依れる 稱 なる を、 

此は 下に 其 事 を 委=^ に 記さる- - 故に 此には 唯に 拔, 劍とは 書かれた るら し、 〇 至，， 斬 As ，は、 第三 一書の 如く 斬， 頭 

斬 レ腹其 斬 レ尾之 時な ど. ふべ きを、 此は其 至 字 を 以て 頭より 腹に 漸々 に 斬り 下せる 事 を 知らせた る 者な り、 正書に 

n  、口 シラヒ  / 

寸斬  其 蛇 一至 レ 尾と 云 ふ も 其 有意 は 同じきながら、 其 は 頭と も 腹と も 云 はす 上より 寸 斬る 由なる に、 此は 第三 一書 

に 合 ひて 委しき 書し 樣と云 ふべ し、 (凡て 物 は 委曲し く 書しても 意の 足 はざる 所有る 物なる を、 此 文は麁 きに 過ぎた 

る 如くに して 其 事 を 中. -< に 詳に爲 り、) 〇 少缺の 缺ノ， 子、 加祁 伎と 訓む 事傳 二十 一 に 云へ るが 如し、 此 字金澤 本に は 許 

煩 流と 訓み、 又 正書なる も 加 久と讀 みて 其 左に 許 煩 流と 有れば、 .ft.: の 第三 1 書なる に は 其訓を 注さす と雖も 右と じ 


かる 可ければ 此は許 煩 流と 訓 みつ、 此は今 も 俗に 遍く云 ふ 事ながら 古 一一 目と 通 ひて 壤字 Q 義 なり、 仁德 天皇 四 年 御紀に * 
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宮垣 崩而不 A 造、 茅 茨 壌 以不， 蒈， 萬 葉 八 (三十 九 丁) に、 秋 田 一 刈、 借 廬毛未 壌 者、 十一 ニー 十七 丁) に、 小懇田 之、 板 田 

乃 橋 乃. 壞者 など 見え、 花の 散る を も 水の 覆る を も 許 煩 流と 云 ふな どに 同じ、 (其 は 自然の 方より 云 ふなる を、 人爲 

にして は 許 煩多 牟、 許 煩 知、 許 煩 都、 許 煩 氏な ど 活く事 誰も 知れる が 如し、) 〇 割 而視之 は、 佐 志 佐 伎 氏 美 曾 那波須 

禮 婆と 訓 むべ し、 事は傳 二十 一 に 注せり、 〇 劍在ニ 尾 中 一は、 正書に 故 割つ 裂 其 尾 一視 之. 中 有， 二  P と 有る と 同じ 事に 

て 文章の 異れ るの み、 此は第 四 一 書に も 尾 中 有， 一一 祌^ 一と 見えたり、 〇 是 號，, 草 薙^? 正書に 此 所謂 草 薙^ 也と 有る 

は 其 下に 至 一-, 日本 武 皇子？ 改， 名 曰， 一草 雜^ 一と 云 ふ 本 注 も 有りて 其 は 世に 聞え たる 草 難^と 云 ふ 事なる を、 此 にて は 其 

時 巳に 草 薙％, と號 けられた る 如くして、 日本 武 尊の 御 時に 至りて W 来れる 後名 を始. に 擧げて 書され たる 事と も 聞え ざ 

る は 如何に ぞゃ、 然れば 此の 號字甚 謂れ 無き 窨樣 なり、 ロ訣 に號 n 草 薙劍， 者、 日本 武 皇子 東征 之 時、 詣， 1 伊勢 f 大倭 

姬 命授， ー祌^ f 至-一駿 河國； 賊徒 野 放， 火、 劎自拔 出、 草薙 n 伏 四方？ 故 皇子 遁 n 火災， 以名， 之と 有る は、 紀 記の 趣 を 切 

め 云へ るに て、 實に 此說の 如くな む 有りけ る、 此草薙 切， と 云 ふ 事に 就きて 己が 云は將 欲き 限 は 傳廿ー に 委しく 注せれ 

ば 其 所に 就きて 曉る 可し、 第 四 一書に 此今 所謂 草 雜劍矣 と 有る、 此 今の 二字 は 殊に 心 を 用 ひられた る 者と 見えて 甚目 

易 かりけ る を- 此と 第三 一 書に 名爲， 一草 薙劎， と 書され たると に は、 然る 1 偉 もや 有る と 人の 惑 ひつ 可き 事共な り、 (已 

く駿河 風土記 烏 渡 f 早雞 祌社條 に， 香具 山 日記と 云 ふ を 引. t るに、 叢雲 劍或 稱- 一草 薙； 依 M 雲氣- 有 n 一人 叢雲 名？ 草雞別 

名 也、 草 者 生，， 無， 主 之 地  一 * 此 葦原 自，， 天孫 降臨， 無 ョ草難 之祌專 = 其國 T 輝 然焉如 T 繁草 逢，， 利 鎌， 拂， 其 枝葉 h 故 一 K 孫 降臨 
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之 後 有，， 草薙 之號， など 云ふ據 無き 說 有れば 心爲 べき 事に なむ、 )〇 此今在 は、 第三 一 書に 此％< 昔 在，， 素 f{ 嗚尊 許？ 今 在，， 

於 尾 張國, 也と 有る と 同じ 事なる を、 片方 を 略 かれた る 者に して、 右の 昔 在 字に 對 へて 書れ たる 如く 有意して 續む 

可き 所なる なり、 〇 尾 張國大 八洲 記に 風土記 殘編國 尾張國 者經， 世 穗曾積 古 之 所， 1 領行， 也、 祌 日本 磐余彥 天皇 東征 之 

時、 討？！ 伏 湯 貴 首 人 T 歸化之 場、 海 部佩窒 臣奉， 射 nfK 皇； 天 種子 命 以，, 三角 石弓 及 玉 太 羽 矢， 射 n 殺 佩 窒臣？ 討 n 終 於 海 

部 氏 姓？ 因レ 此號， 一 其國， 謂， 一 於 波 里 乃國？ 謂， 一尾 張， 者 音 之 訛 也と 見えた る、 是尾 張の 名義 を 注せる 古炼 なる 可き が、 此 

佗に 見合す 可き 事 は 古書に 且ても 載せす と雖 も、 强て 此を說 きたらむ に は 穗會積 古 以下の 人名 は祌武 天皇 御 紀に謂 ゆ 

る邑 有：' 君、 村有， 長、 各自 分 レ疆用 相 凌 礫と 有る 類 を 云 ふなる 可し、 此 天皇 東征 之 時と 云 ふ は、 彼の 甲 黄 年の 東征と 

は 別にて、 此 天皇の 御宇に 猶東國 の 地 は 未だ 王 澤に霑 ほ は ざり しかば、 更に 御 親征. Q 御 政 御 在し 坐し けむ を、 却り て 

正史に は 漏れて 其國に 傅へ たりと 爲む、 湯 貴 首 人 は、 天孫 本紀 に、 饒速日 命 孫 宇 摩 志 麻 治 命 子 彥湯支 命 (亦 名木 開 足 

尼) 此命葛 城 高丘宮 御宇 天皇 御世、 元爲， 1 足 尼？  、寵爲 T 申，； 食國， 大夫ハ 奉, 齋， 一大 神， と 有る 此 人に て， 其 父 宇 摩 志 麻 

治 命 は 旣く歸 伏 ひ 奉り しか ども、 此奄湯 支 命 は 伦國に 在りつ る 故に 後の 東征の 時に 歸伏ひ 巾され しなる 可し、 海 部 W 

窒臣は 其 紊湯支 命の 從者 なりけ むが、 迷 圖 を 守りて 改意無 かりし 故に IK 皇を射 奉りけ む を、 天 種子 命此を 射殺して 

其 骨 族 を 悉くに 退 治られし なる 可く や、 三角 石弓 は 謂 ゆる 石弩 なり、 善 相 公の 意見 封 事に、 見， 一本 朝戎器 T 强弩爲 レ祌、 

其 爲レ用 也、 短，： 於逐 撃？ 長 二 於 守禦？ 古語 相傳 云、 此器神 功 皇后 奇 巧妙 思、 別 所，， 製作 一也と 有る は、 已く其 製の 有り 

ける に 猶巧を 加へ させ 給 ふなる 可き か、 玉 太 羽 矢 は 鳴箭の 事と 聞 ゆ、 於 波 里は大 張に て 其 石 弩を强 く 張りて 射殺し 


たるが 目覺 しき 武功に て 、當昔 世に 其 聞え 高 かりし かば、 終に 大張國 と 云 ふ 事に 成れり し 者と 所見たり、 然るに 上に 討 

終と 有る に 見合す る 故に、 其 於 波 里 を 終の 事と 思 ふめれ 共、 終 は 袁波理 にて 假名 違 へれば 諾ひ 難し、 弓に 張と 云 ふ は 

常の 事 なれば. 大張 とも 何 どか は 云 はれざる 可き、 謂， 尾 張， 者 音 之 訛 也と 云 へ る を 以て 大の 於の 小の 袁に 易れ る 事 を 

なむ 知る ベ かりけ る、 然 れば此 說其國 名の 本據と 聞え たり、 (猶思 ひ 合す 可き は 神 名 式に 上野 國群馬 郡 椿 名 神社、 本 

國祌名 帳に 正 一 位榛 名大 明 神と 書し、 今も榛 名山と 云 へれば、 椿 は 榛字を 誤れる 事 論 を 待た す、 榛 名山 驗殿寺 緣起を 

見る に、 中 殿 彥湯支 命 亦 名 元湯彥 命、 東 相 殿 饒速日 命、 西 相 殿宇 摩 志 麻 治 命と 有る は僞 にも 非ざる 可し、 然るに、 祌 

名 式に 尾張國 愛市 郡 針 名 神社、 本 國祌名 帳に 從 三位 針 名 天祌と 有る 是 なり、 天孫 本紀を 見る に、 火 明 命 十三 I 孫 尾 綱 

根 命 子 尾 張 針 名 根 連と 云 ふ 有る を、 姓氏 錄左京 祌別下 一 K 孫に、 檜 前舍人 連.^ 明 命 十四 世 孫 波 利 那乃連 公之 後 也と 有り 

て 世數合 へれば 同人に て 尾 張 連の 同族たり、 若て 右の 1K 火 明 命と 申す は 饒速日 命に て、 天 香 語 山 命の 流 は 尾 張 連なり、 

宇 摩 志 麻 治 命の 流 は 物 部 氏に て 其 末 異な リと雖 も、 同じ 燒速日 命の 裔 にて 親しく 骨 族 なれば 其 彥湯支 命に 所 由無きに 

は 非ざる 也、 叉 神 名 式に 備前國 御 野 郡 尾 針 神社 尾 治 針 名眞若 比女祌 社、 此は其 尾張國 より 出で たるな り、 拾芥 抄に延 

曆 十二 年 備前國 造，， 陽 明 門 T 若 犬 甘 氏と 有る を， 姓氏 錄河內 國祌別 1K 孫に 若 犬 養 宿 禰火明 命 十六 世 孫 尻 調 根 命 之 後 也 

と 有る 調 を 一 本 綱に 作れり、 右に 引ける 天 孫 本紀に 十三 世 孫 尾 綱 根 命 妹 尾綱眞 若刀婢 命と 有れば、 右 は 三 を 六に 誤り 

尾 鋼 を 尻 調に 偽れる 者な りけ り、 猶此綱 根 命の 事 は 下なる 尾 張 祝 部の 所に 云 ふべ し、) 又 通證に 引ける 松 下見 林說 に、 

尾 張 國草雍 レ自 -1 大蛇 一而 留二 此國？ 故 名と 云 へ る は 尾 針と 云 ふ 事と にや、 然れ ども 大蛇の 尾より 出で たるの みこ そ 
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有り けれ、 其 實は此 御 9- はし も 本より 天 照 太 神の 御物に て、 巳に -大 石 窟隱の 御 時に 天 目 一箇 命の 鍛冶し 仕 奉られし M 

の 御 叙なる 事、 已に傳 十七、 二十 一 に 注せる が 如く なれば 協 はす、 叉 近頃 其說を 非と して 彼の 尾羽 張の 切りて 尾 張と 

成れろ 由に 云 へれ ども 其 も 僻事な り、 寛 平熱 田緣 起に、 倭武尊 促， 駕還 n 著 宮酢姬 宅 『于レ 時獻， 一大 撰 f 宮酢 姬手捧 ，， 玉 謹， 

冒.！ S 曹  M  山  5 ヒち  I  ^< 

以獻、 彼姬 所， 著 衣 裾 染，， 於 月 水； 倭武 尊覽， 之、 卽歌 曰- ^蘇 義、 乎 波" i 乃 夜 麻 等、 許 知 其 l:i 能、 夜，. 麻 乃， f 比 由、 (下 

略) と 有る は、 此時 日本 武尊其 3- を携 へて 歸來給 ふと 申す 迄にて、 未だ 鎭り 奉らざる 以前に 巳く 圃 名に は 如何 は 成り 

ぬ 可き、 又 此景行 天皇 四十 年御紀 に、 日本 武尊 向， 束 之歲、 停, 尾 津濱， 而進 食、 是時 解，， 一 劍， 置，， 於 松 下 r 遂忘而 去、 至，， 

於 此-劍 猶存、 故 歌 曰 云々 と 有る、 此事 古事記に も- 到つ 坐 尾津前 一 松 之 許； -先御 貪 之 時、 所， 忘，， 其 地， 御 刀不， 失猶 有- 

. ■  ,  .^  直. a-  ^  ^  1  松  吾 兄 

爾 御 歌 曰、 袁波 现邇、 多陀邇 牟迦幣 流、 袁都能 佐岐那 流、 比 登 都 麻 都、 阿 勢袁、 (下略) と 有る は、 已に袁 波 理と云 ふ 

地の 有る に 就きて 歌 はせ るな り、 彼の 宮簀 媛の 許に 御劍を 置きて は來 坐し つれ ども、 其 は 御 別の 御 時に 殘し 留め 給へ る 

のみこ そ 有り けれ、 未だ 幾許 も 非 ざれば、 其 を 以て 國 名と は 如何 は號く 可き、 然れば 尾 張と 云 ふ 名 巳に 在りて、 其 草 難 

^に 由らざる 事此を 以て 知るべし、 又 神 名 式に 山 田 郡 尾 張 神社、 本 國祌名 帳に 從 三位 尾 張 天 神 一本 尾 張 田に 作り、 又. 

一本に 針に 作れり、 天 野信景 が集說 に、 八 「在，： 春 日 井 郡 味 岡 莊小針 村 f 此社 祭， 一天 香 語 山 命 T 本州 中央 之 地 也、 蓋國名 

起 於 此處， 歟、 尾 張 其 實小懇 也と 云へ る は、 續紀 に、 祌護 景雲 二 年 十二月 甲子、 尾 張 國山田 郡 人從六 位下 小ュ E 田連藥 

等 八 人、 賜，： 姓 尾 張 宿 漏-と 見え、 萬 葉 十コー (十  一 丁) に、 小 治 田 之、 年魚 道 之 水 乎な ども 有る 此に 因れる 說 にて 甚尤な 

る 事な り、 叉 秦鼎も 尾 張 蓋邑村 名、 都 小 治 田義、 今 有， 一高；！ i ノ fg、 小お 等 村， と 云 へれば 其 小懇と 云へ るな む甚 宜し 


かりけ る、 (右に 云へ る 風土記の 說とは 異なりと 雖も 此方 近き にや、 後人 其 佳し きを 取るべし、 叉 通 證に玉 木 某說を 

載せた るに. 或 謂 一 國之 地形、 智多郡 張 IT 出 南海， 而爲， 一圃 尾 f 故 名、 蓋此 劍而留 在，, 尾 張國； 亦 自然 之 妙 契 也と 有り、 

國 尾の 張 出た る說奇 らし、 此に 就きて 神武 天皇 御 紀に高 尾 張， 邑と云 ふ 有り、 此は 大和 國葛上 郡の 地名なる が、 其 は 謂 

ゆる 高 天 山の 山 尾の 張 出で たるに 因れる 名と 聞え たり、 天孫 本 紀に葛 城 尾 治 置 姬と云 ふ 人名 有る も 其 地な り. - 然れば 

國 尾の 張出づ るに 取りて 尾 張と 號 たらむ も 知る ベから す、 右に 擧 げたる 袁波 理邇 多陀邇 牟迦幣 流の 御 歌に も 合へ る 心 

ちす、 其 は 尾 張 を 知 多 郡と 見る 時 は、 尾津は 其に 向へ る 伊勢 國桑名 郡な りければ 此を尾 出と 云 ひ、 彼 を 尾 張と 云 ふに 

て 同義なる にこ そ、) 〇 吾 湯 市 村 は、 景行 天皇 五十 一 年 御紀に 年魚 巿 郡と 有り、 但當昔 未だ 郡 名の 御 定は非 ざれ ども、 

後に 云 ふ 所 を始に 及ぼして 例の 書され たる 者な り、 熱田緣 起に、 倭武尊 於，： 甲斐 酒 折宮っ あ， 戀，， 宮酢姬 ；卽歌 曰、 

潟 火 上姊チ  來  床 去  13 愛姊チ 

知 何 多 比 加 彌阿禰 古 波、 和 例許牟 止、 止 古 佐 留良牟 也、 阿波 禮阿禰 古 乎と 有る 是 なり、 萬 葉 三 (十九 丁) に、 撄田 

部、 鶴 鳴 渡、 年魚 市 方、 鹽干ニ 家 良 進、 鶴 鳴 渡、 七 C 十四 丁) に、 年魚 市 方、 鹽干家 良 思、 知 多 乃 浦爾、 朝榜舟 毛、 奥 

雨 依 所見、 十三 (十 一 丁) に 小 治 田 之- 年魚 道 之 水 乎、 間 無 曾、 人 者 挹云、 時自久 曾、 人 者飮云 (下略) など 有る が 如く 

古く は 阿由知と 云 ひけるな り、 和名 抄郡 名に 尾 張 國愛智 (阿 伊知) と 有る は音慢 なり、 (同抄 近 江國郡 名に 愛 智を衣 知 

と 有る は 阿由知の 霄の 切れる に は 非ざる か、 名義 は 今更に 考 ふるに 由 無し、) 〇 熱田は .、 祌名 式に 尾 張 國愛智 郡 熱 田 

祌社 (名 神大) 本 國神名 帳に 正 一位 勳 一等 熟 田 大神宮 (一本 作，， 大名 祌，) と 有る 是 なり、 此 神宮の 御 事 は 巳に 傳ニ 十一 

に 註し 奉れる を、 猶其 委しき 事 は 二十 四に 云 ふべ し、 寬平緣 起に、 已 而倭武 尊奄忽 遷化 之 後、 宮 酢姬不 J 追，. 平日 之 約つ 
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獨守 n 御床， 安 n 置神劍 f 光彩 亞， 日、 靈驗著 聞、 若 有，， 禱請之 人 ハ 則應感 同，， 於 影響 r 於， 是宮 酢姬會 T1 集 新售， 相議 曰、 

我 身 衰耄、 昏曉 難， 期、 事須 T 未， 瞑 之 前 占 1 社 奉 や 遷，, 祌劍 T 衆議 感レ 之、 定，， 其 社 之 地 f 有 = 枫樹 一 株； 自然 炎燒 倒，， 水田 

中 r 光 焰不レ 消 水田 尙熱、 仍號， 一 熱 田 社 一と 所見た る、 是其熱 田と 云ふ鄕 名の 起原な り、 然るに 尾 張 風土記に、 熱 田 社 

者 昔日 本武命 (中略) 卽謂， 一宮 酢姬， 曰、 此 劍神氣 宜，， 一 奉， 齋レ 之、 爲， 1 吾 形影 T 因以 立， 一社 熱 田 T 鄉爲， 名 也と 有る は 本末 違 

へる に 似たり、 右の 枫樹 の燒 けて 水田に 仆れ たる 事に 因りて 熱 田と 云 ふ 地名と も 成り 社號 とも 成り、 終に 廣 ごり て鄉 

名と は 成れり ける にこ そ、 此 事に 就きて 說 有り、 傳 十九 を 見るべし、 和名 抄鄕 名に は 愛智郡 厚田に 作れり、 (此熱 田 

を 字に 就きて 後に 設けた る 者の 如く 思 ふ は 非な り、 凡て 地名な ど は唯假 初の 事より 起れ る 者 なれば 右の 緣 起の 說は難 

レ捨 かり、 其 上 厚田の 厚の 何の 義 とか 爲る、 膏 映の 地 を 然云ふ 例 を も 見す、 又 薄 田と 云 ふ 事， も 聞か ざれば なり、 又 春の 

深山 路弘 安三 年 十 一 月 十八 日の 下に、 「熱 田宮は 昔日 本 武尊東 を 平げ 給 ひし 時、 夷 野に 火 を 掛けて 尊 を燒き 殺さむ と 

爲 ける 時、 大 なる 桂木燒 けて 仆 たりけ るに、 田 中の 水 熱く 成りたり しょり 熱 田と 云 ふ 也、 其 時 天 速 切 之^に て 草を雍 

て 遁れ給 ひし かば 其 劎を草 薙^と 申しき、 其 劍を此 御社に 祀 ひて 侍れば 一 速き 神に て 御 坐し 坐すな り 云々」 と 有りて 

此 にて は 熱 田の 號を 彼の 野火に 遇 ひ 給 ひし 時の 御 事と なり、 然れ ども 此は其 二 を 一 に 合せ 傳へ たりし 者に て 誤なる 事 

論 を 待た す) 〇 祝 部 は 侍 在の 義 にて 神社に 侍ら ふ 人 を 云ふ稱 なり、 此は甚 古くより 有る 職と 聞え て 神武 天皇 己 未年 御 

紀に、 和 珥坂下 有， 一居 勢 祝 者 f 臍 見 長柄 丘 岬 有，， 猪 祝 者， と 有る は、 巨 勢 神 叉 猪 は 借 字に て 井 神に 仕 ふる 祌 部な りしな 

る 可し、 仲哀 天皇 八 年 御 紀崗浦 神 祟 有る 所に、 天皇 則禱 n 祈 之 f 以 M 挾抄者 俊 國蒐田 人 伊賀 彥， 爲， 祝、 令， 祭 則 船 得レ進 


と 有る も- 御 禱翁は 外に 在りて 御 親しく 此を爲 給 ひ、 其 神に は 近く 祝を附 置かせ 給 ひて 其 祭祀 を 主 らしめ 給へ る 

此を 以て 波布 理の I リ 在なる 事 を 知るべし、 神 功 皇后 元年 御紀 に、 小 竹祝與 nlK 野 祝-共 爲 -1 善 友？ 履 仲 天皇 五 年御紀 に、 

天皇 狩，， 于 淡路島- (中略) 居レ 島、 伊 * 諾 神託 レ 祝日 云云、 欽明 天皇 十七 年御紀 に、 昔 在 天皇 大泊瀬 之， (中略) 命-一 神 

祇 伯- 受， 一策 於 神祇 T 祝者廼 託-, 神 語-報 曰 云云と 有る を 始めと して 猶此彼 有り、 叉 古事記 伊 邪河宮 段に、 近 淡 海 之 御上 

祝以 伊都 久天之 御影 祌、 叉 玉垣 宮 段に、 若 坐，： 出 雲 之 石 綱 之 曾宮- 葦原 色 許 男 大神以 伊都 玖 祝大廷 乎と 有る、 此ニ はお 

都久 祝と 續 けるな り、 萬 葉 四 (四十 八丁) に、 味 酒、 三輪 之 祝 我、 忌 杉、 手觸之 罪歟、 君 二 遇 難寸、 十 (五十八 丁) に、 

祝 部 等 之、 齋經社 之、 黄葉 毛、 標繩 越而、 落 云 物 乎、 十九 (三十 六 丁) に、 住 吉爾、 伊都 久祝 之、 神 言 等、 行 得 毛來等 

毛、 舶波早 家 無な ど 見えたり、 此等を 4„f めて 思 ふに、 先づ 祌を粛 奉る を 職と して 其 神託 を も 受け 奉り、 人に 神の 御 心 

を傳 へて 誡 しむる を 以て 任と 爲る 事と 所見たり、 職員 令 神祇官 祝部義 解に、 謂爲 一一 祭主 一 贊辭者 也、 其 祝 者 國司於 一】 神 

戶中， 簡定、 卽 申-一太 政官 T 若 無 =戶 人-者 通 n 取庶 人-也と 所見たり、 然れ ども 上古より 有 来る 止 事 無き 御社の 祝 者 はし 

も、 然る可き 由緒 有りて 仕へ 奉れる なれば 祌戶を 取れる に は 非す、 (此祝 >i ^は、 神祇 令 神祇官 中 臣宣- 一 祝詞-の 義 解に 

謂 宣者布 也、 祝 者贊辭 也、 首 以，， 吿， 祌 祝詞 in 聞 百官？ 故 曰， 宣- 祝詞， 也と 有る を 用 ひられた る 者な り、 欽明 天皇 二 

十三 年 御 紀に馬 飼 首 歌 依が 罪 有りけ る 時、 其 子 を 母の 請に 依りて 付-一 祝 人-使 レ 作- 祌权ー 乃 依 n 母 請， 許 n 沒神 奴-と 有 

る、 其 神 奴 は 其 祝 人に 屬 く賤 しき 者 を 云 ふ、) 偖 神より 其 祝 を 乞 ひ 給 ふ 事 は、 其 御 許に 令レ 侍て 令 レ祭給 はむ との 御 事 

にて、 崇神 天皇 七 年御紀 に、 是夜夢 有， 二 貴人？ 對 TI 立殿戶 T 自稱， 1 大物 主神-曰、 天皇 勿，. 復爲 * 愁- 一圃 之不. ^治、 是吾意 
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也、 若 以= 吾 兒大田 田 根子， 令， 祭， 吾 者、 則 立平矣 (中略) 卽以， 一大 田 田 根子， 爲 T 祭-一大 物 主大； t- 之 主 1 と 有る、 是卽ち 右 

に 引ける 萬 葉に 謂 ゆる 三輪 之 祝の 始祖な り、 叉 尾 張 風土記に、 丹 羽 郡 吾 綠鄉、 卷向 珠城宮 御宇 天皇、 品津別 皇子 生 七 

歲 而不， 語、 乃 後 皇后 夢 有, 祌吿 曰、 吾 多 具 國之神 名 曰，, 阿 麻 乃 彌加都 比 女？ 吾 未 レ得ビ 祝、 若爲， 吾充  >1 祝 人 f 皇子 能 一一 目、 

亦 是壽考 に (下略) と 有る も、 其 祭 を 主る 祝 人 を 請 はせ 給へ るな り、 叉 肥 前 風土記 基 肆郡姬 社鄉條 に、 昔 者 此川之 西 有：， 

荒祌 f 行路 之 人 多 被-, 殺害-半 凌 半 殺 于, 時ト JI 求 祟 由？ 兆 云、 令，， ，筑 前 國宗像 郡 人 珂是古 祭，, 吾 社 T 若 合， 願 者不レ 起，， 荒 

心； 覓，, 珂是 古, 令， 祭， ー祌 社， と 見えた る も 右に 同じ、 此等を 以て も 波布 理は侍 在に て 君側に 在る 人 を 侍者と 云 ふ 意味 

に 同じき 事を曉 りつ 可き 者な りかし、 (但、 祝詞 式に 神主 祝 部と 並べ 云 ひて 猶其 上に 神主の 職 有り、 其； t 主と 云 ふ は 上 

古に 政事 を 取る 程の 人 を 云 ひて 國造縣 主の 類是 なる 由、 巳に 祝詞 講義に 注せる が 如し、 祝 部 は 其國務 には拘 はらす、 

唯 祭祀 禱 請の 事 Q みに 預る、 故に 神に 親眤 しき 謂 を 以て 云 ふ稱と 見えたり、 右に 引ける 文 共 を 以て 味 ふ 可し、) 〇 熱 

田 祝 部と 云 ふ は、 寬平緣 起に、 凡 奉， 祀， 一 神 於此國 T 總緣. -宮酢 姬與， 1 建稻種 公， 也、 宮酢姬 下 世 之 後、 建， 祠 祟； I 祭 之？ 

號， i 火 上姊子 H< 神； 其祠 在-愛 智郡火 上邑ハ 以，， 海 部 氏， 爲， 祝、 海 部 是尾張 氏 之 別 姓 也、 稻種公 者 火 明 命 十二 代 之 孫、 尾 

張 國造乎 止 與命之 子、 母 尾 張 大印岐 之 女眞敷 刀婢命 也、 (参考 云 一 本 無.， 自， 1 尾 張 二 芋 入 叩 也， 二十 四 字 0 實尾張 氏之祖 

也、 因， 玆明祌 爲，： 尾 張 氏神？ 懷以， ： 尾 張 氏人， 補，, 祌主祝 部 等 職， 也と 見えた る是 なり、 右の 氷 上姊子 IK 神 は、 已に 引け 

る緣 起に、 倭武尊 於，, 甲斐 酒 折宮？ 有 レ戀， 一宮 酢姬？ 卽歌 曰、 阿由知 何 多、 比 加 彌阿禰 古 波と 有る にて 其 宮酢姬 命なる 

事 は 知られたり、 神 名 式に 愛 智郡火 上 姊子祌 社と 有る El なり、 本 國神名 帳に は 正 二位 火 上姊子 明祌と 有り、 此御 神の 


事又傳 二十 四に も 注すべし、 舊 記に は 仲哀 天皇 四 乙 亥 年始 御 鎮座と 見え、 鎭座 記に も、 氷 上 宮ニ座 宮簀嫒 命 豐浦宮 御 

宇 祭. 之、 至 •， 廣野姬 天皇 御宇-奉 ヒ遷 -1 火 高 f 此時 合祭 神 日本 武尊 也、 二 座 御靈形 御宫而 一箇 坐と 有り、 舊 記に 持 統-大 

皇四庚 寅年 水上 宮元遷 ニ今宮 地-と 有り、 此 にて は 日本 武尊 はし も 後に 合せ 祭れる 如し、 然れ ども 御 夫婦の 御 神 Q 片方 

を祀ら ざる 由無きに 就きて 思 ふに、 其今宮 地なる 火 高に 本より 日本 武 尊の 御 在し 坐す を、 女神 を 氷 上より 此に 移し 奉 

りて、 日本 武 尊と 1 所に 置き 奉る を 云 ふなる 可し、 以， 一海 部 氏， 爲レ祝 は、 天孫 本紀の 天火 明 命 六 世 孫 建 田 背 命の 下に、 

神 服 連 海 部 直 丹 波 國造伹 馬國造 等祖と 有れば、 此 命より 海 部 氏 は 支 別た るな り、 是を 以て 海 部 是尾張 氏 之 別 姓 也と は 

云へ り、 (叉 十六せ 孫 尾 治 多 與志連 大海 部 直 等 祖と云 ふ も 有れ ども 其に て は 非ざる なり、 偖 右の 火 上 姊子は 丹 波國に 

由有るに は 非ざる か、 和名 抄郡 名に 丹 波 國氷上 比 加 三と 見え、 祌名 式に 1K 田 郡 一人 照 玉 神社 御 在し 坐す は 饒速日 命に 渡 

らせ 給へ るな ど、 思 ひ 合す 事 有りて 巳に 傳 十九 卷に 云へ りき) 火 明 命 十二 代 之 孫 は、 天孫 本紀に 十二 世 孫 建稻種 命と 

有る に 合へ り、 但秦 鼎が 參考に 引ける 千秋 家譜に 依る に、 ® 張 氏 大祖神 天 照國彥 天火 明 櫛 玉 饒速日 命 此初祖 なり， 次 

に 天 香 語 山 命  一 S り、 次に 天 忍 男 命 二  t なり、 一 X 孫本紀 には此 問に- 大村雪 命の 名 出て 此 にて 一 世の 差 有り、 次に 建 

額 赤 命 三世な り、 次に 建 筒 草 命 四 世な り、 ，fr 、に 建 田 背 命 五世な り、 矛、 に 建 諸 醉命六 世な り、 次に 倭 得 玉 命 七 世な り、 

次に 彥與曾 命 八 世な り、 次に 小 縫 命 九せ なり、 次に 乎 止 與命十 ぼな り、 次に 建 稻隅命 妹 小 止 女 命 (叉 名 宮酢媛 命) 十一 

^なりと 雖も、 此は 古の 一大 村 雲 命 を 除きて 初 祖饒速 日 命より 數 ふる 故に 建 稻種命 迄 凡て 十二 代と 成るな り、 尾 張國造 

乎 止與命 は、 國 逸本 紀に尾 張國造 志賀高 穴穗朝 以ュ天 別； K 火 明 命 十 世 孫 小止與 命， 定； T 赐國 造-と 有りて、 天孫 本 紀に+ 
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1 世と 有る と は 同じ 舊事紀 の 中に て 一 せの 差 有る は、 右に 云 へ る 千秋 家譜の 如き 傳の 異に 在りけ るなる 可し、 若て 其 

子 建 稻種命 は、 同 紀に此 命 邇波縣 君 祖大荒 田 女子 玉姬爲 t 妻 生，， 二 男 一女， と 有りて、 尾 綱 根 命 は 其 子に て 十三 世の 孫 

なり、 然るに、 緣紀 に、 倭 武尊還 TI 向 尾 張？ 到， 一徳 城 T 進 食 之 間、 稻種 公傲從 ( 一 本 作， 仗) 策，， 駿馬， 馳來、 啓 曰、 稻 

種 公 入レ海 亡沒、 倭 武尊乍 聞悲泣 曰 >  現 哉 現 哉 (下略) と 有れば、 小止與 命の 國 造に 任れ 奉る より 以前に 已く 亡せ 給 ひ 

ぬる 故に、 小止與 命より 尾 綱 根 命へ 謂 ゆる 嫡孫 承祖と 云ふ狀 にて、 其國造 職を繼 ぎて 大 神に 世々 仕へ 奉る 事に は 成り 

ける 者な り、 (所以に 緣起 にも、 稻種 公に は 尾 張國 造と は 書 さすして、 其 父 を 尾 張國造 乎止與 命と 記された りき、 但其 

尾張國 造に 任れ 奉れる は、 成務 IK 皇五年 御紀に 令，； 諸國， 以， ー國 郡-立， 一造 長； 縣邑 置，， 稻置， と 有る 時の 事に て、 此 より 

は 二十 四 五 年後の 事 なれ ども、 其 以前に も 然る 名目 こそ は 非 ざ めれ、 其 地の 豪族に て 巳に 國 造の 狀 にて 有りけ む * 云 

ふ も 更なり、) 因 レ兹明 祌爲， 一尾 張 氏神， は、 上に 凡 奉， 祀， 一神^ 於 此國； 總緣 =, 宮酢 姬與， 一 建稻種 公-也と 有る に應 へ、 中 

に 稻種公 者 火 明 命 十一 一代 之 孫 (中略) 實尾張 氏之祖 也と 有る を 承け て其總 括の 文な り、 尾 張 氏神と は 民 部 省 式に 謂 ゆる 

定ュ氏 社-と 云ふ是 にて、 其祌に 由緒 ある 氏人 を 以て 奉仕る 神と 云 ふ 事に て 其 祖祌の 謂に は 非.^、  IK 孫本紀 に、 饒速日 

命 六 世 孫 伊香 色 雄 命 (中略) 遷， 建 布 都 大祌社 於 大倭國 山邊郡 石上邑 r 則 天祖 授，， 饒速日 命 f 自， R< 受來天 璽瑞寶 同共藏 

齋、 號 曰-; 石 上 大祌？ 以爲，，國家，亦爲，ー氏神，崇祠爲レ鎭と有 る T^i、 其 祖宇摩 志 麻 治 命の 事 を 云へ るに、 凡 厥 奉， 齋， ー瑞 

寶， 而祈 TI 鎭壽 r^? 兼 崇ニ靈 罗而治 n 護國家 f 如 レ此之 事裔孫 相承、 奉レ齋 n 大 神-と 有る に對 へて 氏神と 云へ る を 合せ 考 

ふ 可し、 以， 1 尾 張 氏人， 補，， 神主 祝， 等 職， 也 は、 千秋 家譜に、 成務 天皇 六 年始 置，， 諸 國郡縣 邑造長 首， 以，： 小止與 命， 定，， 


尾張國 造？ 專主 = 於當 國祌祇 -矣、 國造國 作 國司之 初 亦 曰-. 祌 主-と 有る 是な るが、 此 中に 甚 愛た き 事な む 有りけ る、 其 

國 造の 當國の 神祇 を 主 どると 云 ふ 事 は國務 の 第一 にして、 祌 事と 公事と 相 別た す 仕へ 奉れる 古の 狀 にて、 朝 貴の 大臣 

と 雖も然 り、 天孫 本 紀宇摩 志 麻 治 命 其 子 彥由支 命の 條々 に、 爲，. 申，： 食國 政， 大夫， 奉 レ齋， 一大 祌， と 有りて、 天下の 政務 

を も 執り 申す 程の 人 は 悉に 然 有りし なりけ り、 、に國 造を國 作の 義と爲 る は 如何 なれ ども、 亦 曰：： 神主， と 云 ふ 事甚々 

愛た し、 然る は續紀 に、 大寶ニ 年 二月 戊戌 湖 庚 戌、 是 日爲レ 班， 一大 l„J: 馳レ驛 追，， 諸 國阈造 等 一入 レ京と 有る、 大將と は 四 

時 祭式に 謂 ゆる 二月 祈年祭 を 云 ふなり、 其 詞に集 侍 祌主祝 部 等 諸と 有る を 以て 其國 造に 當る事 を 見る 可く、 叉 靈龜ー 一 

年 二月 丁 巳 W 雲 國國造 外 正 七 位 上 W 雲臣果 安齋 畢奏， ー祌 賀詞， (中略) 從，， 果安， 至，， 祝 部 一 百 一 十餘 人， 進， 位 賜， 錄各有 

差と 有る、 此を 以て 國造果 安 は 神主に 當る事 自餘の 祝 部に 對へ 見ても 知らる \ なり、 延歷 十七 年 三月の 太 政 官符國 造 

兼； V 帶 神主， と 有る は 正しく 此を云 ふなり、 承 和 十四 年 三月 七日 太 政官符 に、 §nl 請 依， 一太 政 官去弘 仁 二 年 九月 二十 三日 

同 三年 五月 三日 兩度符 旨； 永 停 n 止 公役-尊 勤， 一； t 事， 者 也と 有りて、 此 より 以來は 神主 祝 部 は 國務の 公役に 預ら す唯祌 

社の 祭祀に のみ 仕へ 奉る 事と 成りて、 漸次に 祌 i の 古儀 は廢絕 したる 者に なむ 有りけ る、 (然して 上に も 引ける 職員 

令 神祇官 祝部義 解に、 其 祝 者國司 於， ー祌戶 中， 簡定、 卽巾， 太 政官？ 若 無， 一戸 人， 者、 通つ 取庶 人， 也と 云 ひ、 民 部 省 式に、 

凡 諸 社 神主 禰宜祝 者 擇> 一八 位 以上 及 六十 以上 堪， 事 者， 補 ヒヱ、 雖 -1 元 來定氏 之 社 拉神戶 百姓； 而盡， 1 八 位 及 六十 以上， 然 

後 及， 一 壯年白 丁, 卽 免，, 課役， と 有る が 如く、 祌主祝 部と 雖も 公事に は預ら ざるが 故に 祌戶の 百姓 を 以て 定め 申さる.^ 事 

と は 成れるな り、 右に 定，, 氏 社, と 有る は 上に 謂 ゆる 尾 張 氏人の 熱 田 神宮に 仕へ 奉り、 物 部 氏人の 石 上祌宮 を齋き 奉る は 
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更なり、 又大神 大物 主神 社 を 其 御 末の 大祌 朝臣 を 以て 祭らし め、 春 日 祭神 社 を 其 天 兒屋 命の 裔 なる 中臣 朝臣 をして 齋 

か しめらる 、類 を 云 ふなり、) 〇 所 掌 は、 都 加 佐 杼理麻 都 流と 訓む べし I 卽ち 祭神の 主と 爲 りて 仕へ 奉る を 云 ふは然 

る 物に て、 常に は 所 祭 と 云 ふ を、 其 は 唯 祌靈を 祭祀る 方の みに 云 ひて、 此にズ I ド liT と 云 ふ は 神寳の 事に 係る 所に 

置かる， -御紀 Q 文法な り、 垂仁 天皇 二十 六 年御紀 に、 勅，， 物 部 十 市根大 連-曰 (中略) 汝親 行，， 于出雲 一宜， 挽つ 校，. 定其國 之 

神寶； 則 十 市 根 大連校 n 定祌 寳， 而 分明 奏 之； 仍， 掌-一 祌寶， 也と 有る 是 なり、 叉 三十 九 年 十月 五十 瓊敷命 居-於 茅 停 蒐 

砥 川上 宮 f 作 ％ 二 千 口； 因 名- 1 其劍， 謂，， 川上 部 一， 亦 名 曰，， 裸 伴； 蔵，， 于石上 祌宮， 也、 是後命 n 五十 a 敷 命， mislirt 上 神 

宮之 神寶， と 見えた る、 俾， 主 は令レ 掌なる 事前後に 引ける 文に 見合せ て 知るべし、 叉 八十 七 年 春 二月 丁亥 朔辛 卯、 五 

十蒦敷 命 謂，， 妹大 中姬， 曰、 我老 也、 不， 能， 掌-一 祌寳 T 自， 今 以後 汝主 焉、 大中姬 命辭曰 (中略) 然遂大 中姬命 授，， 物 部 十 

千根大 速， 而令， 治、 故 物 部 連 等 至， ー于 今， 治， 一石 上祌寶 f 是其緣 也と 有る も 上に 同じ. (其 あ 字 を IK 孫 降臨 章 第二 書に 

叉常レ 主-一 汝 祭， 祀， 者 天 穗日 命是 也と 有る は、 祭祀の 事 を 掌れ るに て 其 は 祌寳の 事に は 非ざる なり、 叉 右に 掌， 字に 對へ 

て 治 字 を 書かれた る は、 古事記 國作 段に、 是時 有， 一光， 诲依來 之 神 T 其祌言 、 能 da 我 前， 者 云々、 爾大 國主祌 曰、 然者 

治 奉之狀 奈何、 答 言、 吾 者 伊 n 都- 岐-奉 于倭之 靑垣東 山上 f 此者坐 二 御 諸 山上-神 也と 有る が 如く、 神 を 齋く事 を 治と + 

云へ るな り、 此治を 掌に 換 へて 記された る を 合せて 其 神寳を 主る； t 主と 爲て齋 き 奉る 事 を 云 ふ 事 知るべき なり、) 〇 

蛇之危 正、 私記に 麁匡 阿良 未 左と 有り、 ロ訣 に、 斷レ蛇 以貴而 云， 一 阿羅 正 哉， 也と 注し、 纂疏に は、 蛇 之 麁正者 斬， 蛇 十 

握^ 之 名、 一一 目 5g 氣麁 也と 說 かせ 給へ るに 就て 今 思 ふに、 蛇 之 は、 第三 ノ 書なる 蛇 韓鋤之 など も 同じく、 此霄の 上に 


a ける は其斷 蛇の 事に 就きて 後より 置け るずに して 本よりの 稱には 非す V 其 十 握^の 鋭利に 依りて 麁正 劍と號 け、 其 

形容に就きて韓鋤^^こ云ふなむ始ょりの稱なる可き、 偖麁 正の 言 義は 右の ロ訣 の說甚 なむ 善 かりけ る、 其 は 阿良 は 阿 

那と 同じく 歎辭 なる 事、 傳 十七に 云へ るに て 心得べ し、 古語 拾 遣に 事 之 甚切皆 稱，, 阿那, と 有る 此と同 首な り、 麻 佐 は 

正 哉に て、 端珠 盟約 章 第三 一書に、 素 斐嗚尊 其 誓言 驗 有りて 男 御子 を 生み 坐せ る 所に、 則稱之 曰， 正 哉 吾 勝， と 有る 御 

言 を 揚げさせ 給へ るに 實に此 は 同じく 有りけ り、 先に 吾當， 一 爲レ汝 殺,， 蛇と 御言 擧げ爲 させ 給へ るに 違 はせ 給 はす、 然 

計り 可 長き 大蛇 を 事 も 無く 退治 させ 御 在し 坐して、 其 尾 中より 祌々 しき 御劎を さへ に 得させ 給 へれば、 阿良 正 哉と 己 

尊 も 揚言 給 ふ 可く、 叉 其 二 神よりも 阿良 正 哉と 指 歎き 感け 奉りけ むが、 卽ち其 功 成り 坐せ る 十 握^の 名と は 自然に 成 

りて 愤 はる 可き 勢なる も 亦 自然の 事なる 可し、 (然れ ば 危は借 字に て 有りけ り、 右の 纂疏 に劎 氣危 也との 御說も 然る 

事ながら、 其に て は 荒 勝の 意と 成りて 却り て 慷慨の 意 薄き に 似たり、 斯 るに 古史に 此を 蛇之麁 玉と 文 を 成して、 其徵 

に、 「元 書に 正と 有る を 玉と 作る は 二十 二 社 注 式に 引ける に 依れり、 」 と 云 はれ たれ ども、 其 は 決めて 誤寫 なり、 今 諸 

本 共に 御紀と 同じく 麁 正と 有る から は從ひ 難し、 且其 大蛇 を 斬らむ と爲 させ 給 ふ 此方に 屬 きて こそ 荒 玉と は 云 ふべ か 

り けれ、 上に 蛇 之と 有れば、 其 斬られ 奉る 御 劍に荒 魂の 靨き たりと 云 ふ 事に や、 返々 も 疑が はし、 其 上に 私記に は麁 

匡に 作れ i ば 然る 本 も 有りけ る 者 を や、) 〇 今 在 n 石 上， 也 は、 古語 拾 遣に も 其 天 十 握 9- を 其 名 一 K 羽 羽 斬 今 在 n 石 上 神 

宮， と 有り、 第三 一 書に、 其 素戔嗚 尊斷蛇 之劍、 今 在， 一吉 備神部 許 一也と 有る と 全く 一  事と は 聞え す、 然るに、 ロ訣に 

石 上 大和 國山邊 郡 石 上. 坐 布 都 御 魂 神社、 一 說備前 國赤坂 郡 石 上布 都 魂 神社と 書して 二 說を載 せ る に 必す 所以 有る ベ 

日本 醫紀傳 二十 三之卷 資级 5-1 現 章  七 九 


日本書紀 傳 二十 三之卷 現 章  八 〇 

し、 此 大和 國石上 は、 天孫 本紀 に、 宇 摩 志 麻 治 命、 先 獻，, 天 瑞寶， 亦竪 祌榍以 齋矣、 謂 五十 櫛 亦 云， 1 今 木 T 刺 n 繞於布 都 

主^ 大祌， 奉, 齋，， 殿內： 卽藏， I 天 璽 瑞寶， 以爲， 一 天皇， 鎭祭 (下略) と 見えた る、 其 は 神武 天皇 御 事な り、 其 伊香 色 雄 

命條 に、 磯城 瑞籬宮 御宇 天皇 御世 (中略) 遷， 一 建 布 都 大祌社 於 大倭國 山 邊郡石 上邑？ 則 天祖 授，, 饒速日 命； 自っ rK 受來 天 

璽 瑞寳同 共藏、 號， 一石 上大神 一と 有る、 是れ 其の 石 上 神宮に 謂 ゆる 籂靈祌 と 十 種神寶 とを祀 祭らる i 始 なり、 其 後 も 

御世. <  ス の 天皇 等 天下に 止 事 無き 祌寶 とだに 云 へ ば 先 づ此石 上 神宮に 齋ひ， 置かせ 奉 給 ふ 事、 世々 の 御史を 以て 見 奉り 

知る 可し、 斯れば 此蛇之 麁正も 其 始草雜 御 と共に 天上に 奉らせ 給へ る を、 天神 御子の 御 天降の 御 時に 天 璽と 共に- rK 

降らせ 給へ るか、 叉 は 饒速日 命の 十 種 神 寳を將 下らせ 給 ひける 中に 蛇比禮 などの 有る を 以て 思 ふに、 其 時に 携へ御 在 

し 坐し けむ を、 彼の 天 璽の 如く 主々 しき 祌寶 なら ざり しかば、 其 二 町に 置け る 故に 自然に 其 傳說は 亡な ひたりし かど 

も、 石 上に て は 往古より 其 十 種祌寶 と共に 合せて 祭り 来れる か、 叉 は 左の 細 書に 云へ るが 如く 往古より 出 雲に 傳 はれ 

る を崇神 天皇 御世に 京に 召 上られて より 其 神宮に て祀 来れる にも 有らむ か、 然思ひ 合せら る i 事 は 神 名 式に 大和 國山 

邊郡出 雲 建 雄 神社と 云 ふ 有りて、 右の 石 上 坐 布 留御魂 神社 (竝名 神大" 月， 相嘗 新嘗〕 に は 第一 攝神 なり、 若て 其 W 

雲 は 此大祌 の 御 在し 坐し ける 本 國の稱 を 取れる にて、 其 建 雄 神と. & すなむ 亦の 御名に て 御 在し 坐し ければ、 此领， を納 

め 祭られし 以來稱 へ 奉り 来る 事と 所思たり、 其は傳 二十 一 に 云へ る 尾 張 國本國 神 名 帳に、 知 多郡從 三位 武雄祌 社を此 

大 神と 申す 說 有り、 叉 三代 實錄 貞觀 三年に 備後國 天 照 麻 良 建 雄祌、 同 八 年に 播磨國 速 風武雄 神と W でた るな ど、 皆此 

素戔 嗚大祌 なる 可き に 思 ひ 合せて 曉る 可し、 記傳九 (三十 四 丁) に、 「石 上 は 一 書に 吉備神 部 許と も 有る から 備. W 國ー 1^ 


坂 郡 石 上布 都 之魂祌 社是な りと 云へ り、 實に 一 應は 誰も 然思 はるれ ど、 熟思へば 然に 非す、 其 故 は 然し も 名高き 倭な 

る を 置きて、 吉備 なる を 唯に 石 上と は 云 ひて む や、 若し 吉備 のなら ば必す 吉備石 上な ど i こそ 云 ふべ けれ 然 れば猶 

倭の 石 上なる 可し、 偖 書 紀に崇 神 天皇 六十 年に W 雲 大神宮に 蔵れ る 神寶を 召し上げて 見 給 ふ 事 有り、 垂仁 天皇 二十 六 

年に 物 部 十 市根大 連に 詔り て 》 雲の 神 寶を檢 校し め、 仍て 神寳を 掌ら しむ、 叉 は 十七 年の 文に 同人 石 上の 祌寳を 掌る 

事 見 ゆ、 然れば 須佐之 男 命の 御^ 出 雲 神宮に 蔵れ りし を、 右の 崇祌， 垂仁 天皇の 御 時な ど餘 の神寶 と共に 京に 召 上げ 

耠 ひて 其 時より や 石 上に は 納められ けむ、 偖 後に 所以 有りて 備前國 へ遷し 奉りし なるべし、 其 時 倭の 本官の 名 を 取り 

て 彼方に も 石 上布 都 之 魂 神社と は 申すな ら む、 斯れば 書 紀叉拾 遣な どに 在，, 石 上， と 云へ る は 初め 俊に 在りし 時の 傳 

へ、 在， 一吉 備, と 云へ る は 遷し給 ひて 後の 偉なる 可し」 (採 要) と 有る は實に 然る 一一 一一 II なり、 (故に 思 ふに、 其 出 雲と 冠 ぶら 

せた る は、 崇神 天皇 六十 年御紀 に、 詔，， 群臣， 曰、 武 日照 命 一 云 武夷鳥 一 云 天 夷 鳥從， 天將 來神寳 藏，， 于出雲 大神宮 T 是 

欲レ 見焉、 則 遣， 1 矢 田 部 遠祖 武諸 隅， 而使， 獻と 有れば、 是の時 迄 w 雲 國に傳 はれり し を 奉れる にや、 此人は IK 孫 本紀に 

鏡 速 日 命 八 世 孫 物 部 武諸隅 連 公と 有りて 右の 事 を 載せ、 奏， 一 復命， 之 時、 乃爲， 一大 連 f 奉 レ齋， 一 神宮 一と 見えた る、 此祌宮 

と 申す は卽ち 石上大 神に 御 在し 坐せば、 此 時に 右の 蛇 之 麁正を も 出 雲より 上せて 此 神宮に は 牧られ けむ 事 決く こそ、) 

然る を.、 第三 ノ 書に 今 在， 一吉 備神部 許， 也と 有る は 大和 國石 上より 後に 遷 された るに て、 祌名 式に 備前國 赤 坂 郡 石 上布 

都 之 魂 神社と 有る 是. なる が、 此 時の 斷蛇 の^はし も 蛇 之麁正 又は 蛇 之 韓鋤劍 又は 天 蠅听之 劎と云 ふ 名 こそ は 有り けれ、 

本より ーま 靈と云 ふ稱の 有るべく も 非 ざり ける を、 後に 此御^ を此に 移し 鎮められ たれば、 其 本 宮の號 を 用 ひたりけ む 
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事 右に 引ける 記 傳の說 Q 如し、 借此を素戔嗚大神の御名を以て其社に稱へ^^さる可きに、 然らぬ は 其 大和なる 本宮の 

名 を 其 任に 移された ろに て、 此 にても 布 都 之 魂 神社と こそ は 申せり けれ、 此は 祭神の 稱 にも 叉劎號 にも 非ざる 者な り、 

倦 此に今 在，, 石 上-と 云 ふ は 大和の 方の 事なる が、 其 级を故 有りて 其 吉備國 に は 移された りしより 唯 其御劎 のみ を 留め 

祭られて、 別に ffi 雲 建 雄 神社 は祀 はれたり し 者と こそ 所思 ゆる 事な り けれ、 然るに 記傳に 載せられ たる 備 前の 石 上 社 

傳に、 「祌劎 は 昔 大和の 石 上へ 遷し 奉りて 此 社に は 座し 坐 さす， 一 と 云へ りと 有る を 以て 思 ふに、 其始出 雲より 京に 召 

し 上させ 御 在し 坐して 彼の 石 上 神宮に 納め 給へ る を、 其 後に 吉備神 部の 許に 遷し 奉れる より 本 宮には 唯御靈 のみ を留 

祭られけ るに、 叉 故 有りて 再び 石 上に 還し 奉れる を 以て、 此 にも 今 在， 一石 上， と 書され、 此 より 後に 来る 古語 拾遺に 

も 今 在， 一石 上 神宮, とは傳 へたり し 者な ろ 可 からむ を、 猶 委しき 事 は 記 傳の說 を 引きて 傳廿 四に 至りて 其 事 を 云 ふべ 

し、 (右の 出 雲 建 雄 神社 は 石 上 神宮の 南門 內に 在り、 然るに 世人 此崇神 天皇 六十 年御紀 歌に 見えた る 伊頭 毛多鷄 流が 

事と 思 ふ は 甚く 誤れり、 彼 は 古事記 日代宮 段に w 雲 建と 有りて、 建 は多祁 流な り、 此に建 雄と 有る と は 一一 目 異にて 別な 

る 者 を や、) 

コ /  /チ モテ イナ タノ ミヤ ヌ シス サ / ャ ヴ ミ カウ メル コ  マ * 力，.、 フル クシ ナ ダ ヒメ ヲ  ゥヅ シ スヱ ィヅモ / 

是 後 以，， 稻 田 宮 主 資狹之 八箇耳 生兒。 眞髮觸 奇稻田 姆； 遷 i 於 出 雲 

國凝 川よ 而長 養焉。 然後素1^1-嗚.ま以爲きト^^ 1^ ぎ 六 \g， 

マラス ォ ホア ナム キ.， 'ミコ ト  コしヲ イマ 1 ホ  一， h ム 冬ト 

曰 矢 巳 貴 命； 大 巳貴此 云， 於 褒 婀娜武 智； 


ヒ， 件 は 彼の 大蛇 を 退治 させ 御 在し 坐して 草 雜^ を？ i させ 給へ る 事の 較略 なり >  此に是 後と 有る は 其事竟 りて 後 Q 御！ W 

置 を 云ふ處 なる が、 亦 意 を 加へ て 聞く 可き 事な む 有りけ る、 然る は 正書に を 得させ 給へ る 後の 所に、 素 斐嗚尊 曰、 

是祌 也、 吾 何 敢私以 安 乎、 乃 上 71 獻於 天神， 也と 見え、 第 四 一 書に も、 素 戔嗚尊 曰、 此不， 可 ュ以吾 私用， 也、 乃 遣，， 五 

世 孫 天 之 -w 根祌 1 上 r, 奉 於 天 1 と 有る、 此御政 は 其 大蛇 を 退治 させ 御 在し 坐し ける 卽の 事に て、 其處に 於て 直に 行 はせ 

給へ る 由、 已に傳 二十 一 に 註せ る 如く なれば、 此に是 後と 有るな む 其 御 時の 事に 係りた る 事な りけ る、 (右の 1K 之蒈 

根 神 を 五世 孫と 云 ふ は 誤なる 由、 傳 二十 ニ卷に 注せり き、 此御事 を遙に 後なる 如く 云 ふめる 說は、 凡て 此 時の 事に 暗 

きが 故な り、) 若て 其奇 稻田嫒 命を遷 n 置 於 出 雲國簸 川上- 而長 養焉と 有る は、 上に 下 11 到 於 安藝 國 可愛 之 川上， 也と 有 

る 謂 ゆる 其鳥髮 地に て 其女祌 をば 生める が、 其より 稻田宮 に 移せる 事 を 云 ふと 所見たり、 正書に、 然後行 覓，, 將レ婚 之 

處 f 途到 雲 之淸地 ー焉、 乃 一一 一一 II 曰、 吾心 淸淸 之、 於，, 彼處, 建 レ宮と 有る 此に當 る 可し、 然る は 右の 淸地は 風土記に 謂 

ゆる 大原 郡須我 山に て、 郡 家 東北 一 十九 里 一 百 八十 歩と 有れ ども、 簸川も 當郡斐 伊 鄕を經 るに 就きて 名る 所 なれば、 

唯 大凡に 云 ふ 時 は 川上と 云 ひて 違へ る 地理に 非 ざれば なり、 (同 記に、 斐 伊川、 郡 家 正西 五十 七 歩、 西 流入， 一 K 雲 郡 多. 

義村， と 見え、 叉 》 雲 郡 出 雲大川 源自. > 伯誉 與，, 出 雲， ニ國現 上 山 4 出， 仁 多 郡 横 田 村 T 卽經 M 横 田、 三處、 三澤. 

布 勢 等 四鄕， 出，， 大原郡 場 引 沼 村？ 卽經， 來次、 斐伊、 屋代、 祌原等 四 鄕，. 雲郡搏 多義 村 T 經， 1 河內、 出 雲 ニ瑯； 北 

流 更折西 流、 卽經， 1 伊努、 件 築 ニ鄕， 入，, 神 鬥水海 T 此則 所謂 斐伊河 下 也， 云々、 自， 1 河口， 至- 1 河 上 横 田 村-之 閒五郡 百姓 

便 レ河而 居と 有る、 此を 以て 見る 時 は 其お 雲 郡に 至りて 斐伊河 下 なれば、 其に 對 へて 大原郡 以上 は 河 上に て、 獨り横 
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田 村の み を 云 ふに は 非 ざれ ども、 其 水源に 就きて 其 地 を 云 へ れ ども、 出 雲 郡より 上方 は 何れも 河 上なる 事 云 ふ も更な 

りかし、) 〇 眞髮觸 奇稻田 媛 は、 蓽； 疏に眞 髮觸者 梳之發 語、 奇櫛 同， 訓と 有る が 如し、 冠 辭考に 「3 呉 は 此は髮 を IK, た 

る 言、 奇は奇 日、 伊都 久志、 米 具 志な ど 云 ふに 同じく 愛で 憐 くしむ 語なる を 櫛の 方に 云ひ轉 じたるな り、 此は 櫛は髮 

に 觸る物 なれば 然 冠ら しむるな り」 (取 意) と 有り、 萬 葉 十  一 (二十 丁) に、 朝 宿髮、 吾 者 不梳、 愛、 君 之 手枕、 觸義之 

鬼 尾と 有る は、 手 杭の 髮に當 れる事 を 云 ふなれ ども、 其 梳る事 を 觸と云 ひけむ 故に 其 事に 係け て 觸とは 云へ るな り、 . 

叉空穗 物語に 「其 昔に » にし 物を改 むる、 是 こそ 黄楊の 小 櫛と は 知れ」 と 有る も、 觸を 奮に 云 ひ 係け たりし 者な り、 

傳ニ 十一に 已に云 へ る 如く、 正書に 故 素 戔鳴尊 立 化 一，， 奇稻田 姬爲， 一 湯 津爪梅 一而 挿，， 於御髻 一と 書され- 古事記に も爾 

速 須佐之 男 命、 乃 於レ湯 n 津爪 櫛-取-成 其 童女， 而刺， 一 御 美 豆 良， と 有る、 此 等の 御 事に 就きて 食 ひ 坐せ る 御名に て、 奇 

稻田媛 命と 申す も、 祌名 式に 能 登 國能登 郡久志 伊奈 太 伎 比賫祌 社と 有る 其れ 卽ち御 本名に て、 i;iD,i.;l てと &す義 なる 

が 故に、 自然に 眞髮觸 の 發語を て稱へ 奉り 來る 事に こそ は 有る ベ けれ、 (冠 辭考に 「彼 薦枕高 御產栖 日祌、 天 疎 向 

津姬 命な どの 如く 祌名 にも 冠辭を 置く は 上代の 文の 狀 なり、 古事記、 日本 紀に斯 る 類の 語 共 多き は、 甚 古代の 文の 有 

りつる を 取りて 書し 故と 所見たり、 此に 依りても 甚 上代の 語の 維び かなりし を 知る ベ し」 と 云 はれた る は實に 然る 言 

になむ 有りけ る、) 〇遷っ 置 於 出 雲國簸 川上， 而は、 上に 云 へ るが 如く 安藝 國 可愛 之 川上な ろ鳥髮 地より 稻田 宮に遷 し 

置け る を 云 ふなり、 其 稻田宮 と 云 ふ は 古事記に 謂 ゆる 須賀宮 にて、 大原郡 須我山 御室 山の 問に 在り つらむ 事 傅 一 一十一 一 

に 註せ るが 如し、 遷置 は、 宇都 志 須惠& と訓 みて 移 居の 字の 義. なり、 須 宇と は 人 をして 其處 に令レ 在る を 云 ふなり- 


萬 葉 六 (十四 丁) に、 野 上 者、 跡 見 居 置而、 御山 者、 射 目立 渡と 有る 是 なり、 (但此 事 を 山陽 道の 安藝 國 より W 雲國の 

凝 川上に 遷し 置け る 由に 云へ る は甚妄 なる 事、 上に 委しく 辨 へたる 條々 を 以て 明らむ 可し、) 〇 長 養 は 日足す 謂なる 

事、 傳 十三に 注せる が 如し、 〇 爲レ妃 は、 妃字を 美 賣と訓 める 御 妻の 義 にて、 正 妃を牟 加 比 賣と訓 める 對 なり、 私記 

に は 女 止 之 3- と訓 めり、 爲 A 妻の 意に て理は 然る 事ながら 外の 例に 違へ り、 偖 此妃の 例 は、 天孫 降臨 章 第 1 一書に、 

以，， 思 兼祌妹 幡幡豐 秋津姬 命， 配， 1 正 哉 吾 勝々 速 日 天 忍穗耳 尊， 爲， 妃 (下略) 第二 一  書に、 以 =, 高 皇產靈 尊 之 女 號，： 萬幡 姬- 

配-一天 忍 穗耳尊 I 爲 A 妃 (下略) 第 七 一書に、 高 皇產靈 尊兒萬 幡姬兒 玉依姬 命、 此 神爲， 一天 忍 骨 命妃， と 有る、 此三は 同じ 

事に して 書され 狀の少 か 異なる のみなる が、 古事記 を 見る に、 御 TT 合 高木 祌之女 萬 幡豐秋 律師 比賣 命-と 有れば 正 妃の例 

なり、 祌皇承 運 章に、 彥波激 武鷗曙 草蒈不 合 尊、 以，： 其姨玉 依姬， 爲レ妃 と 有る、 此は 海神の 御 女に 渡らせ 給 へれば、 正 

妃に 渡らせ 給 ふ 可くな む 有りければ、 神代の 御 事 は 後の 例と も 全く は 合せ 難き 故に 其より 以來を 推す に、 祌武 天皇 前 

御紀 に、 娶 n 日向 國 吾田 邑 吾平 津緩， 爲， 妃と 有る に、 己 未年 九月 壬午朔 己巳 納-ー 嫒踏篛 五十鈴 嫒 命- 以爲 = 正妃？ 辛 酉年 

春 正月 庚辰朔 (中略) 尊 二 正妃, 爲ニ 皇后 一と 有りて 正 妃と妃 と を 別 たれたり、 孝 靈 天皇 二 年御紀 に、 立-一 細 媛 命 ー爲ニ 皇后- 

(中略 y 妃接國 香 媛 (下略) 孝 元 天皇 七 年御紀 に、 立-！ 攀色譴 命- 爲 >1 皇后- (中略) 妃 伊香 色譴命 (中略) 次 妃河內 靑玉繋 女 

坡安媛 (下略) 開化 天皇 六 年御紀 に、 立 n 伊香 色 謹 命- 爲 n 皇后 i  (中略) 先， 是 天皇 約-一 丹 波 竹 野 媛， 爲レ妃 (中略) fi- 妃和珥 

臣 遠祖 姥津命 之 妹 姥津媛 (下略) 崇神 天皇 元年 御紀 に、 立，： 御 間 城姬， 爲 n 皇后 一 (中略) 叉妃紀 伊國荒 河戶畔 女遠津 年魚 眼 

眼 妙 媛 (中略)， 妃尾張 大海 媛 (下略) と 有りて、 何れも 如此く なれば 悉く 擧 ぐるに 遑 す、 若 は 皇后 は 其 正妃を 以て 立 
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てらる \ 事、 前後に 引ける に 合せ 見るべし、 官： 化 天皇 元年 御紀 に、 立， 一前 正 妃億計 天皇 女 橘 仲 皇女， 爲， 一 皇后， (中略) 

サ キノ- 1  メ 

前庶妃 大河 內稚 子嫒 (下略) 天武 天皇 元年 御紀 に、 納， へ 大命 開 別 天皇 女蒐野 皇女， 爲， 一正 妃， と 有りて、 同 二 年に、 立，： 正 

妃， 爲， 一 皇后， (中略) 先納ニ 皇后 姉 大田皇 女， 爲レ妃 と 有る も 正妃と 妃を對 へたる に 殊に 庶妃 とさへ 書かれたり、 履 仲 IK 

皇 元年 御 紀に、 立 一一 葦田 宿 画 之女黑 媛ー爲 一一 皇妃 一と 有る は、 美 寶と訓 みたれば 正妃の 例に は 非ざる と 見 ゆ、 然れば 右の 

皇字は 天皇に 係れる にて 其 も 唯の 妃 なるな りけ らし、 雄 略 皇七 年御紀 に、 便 欲 K. 自 求- 1 稚嫒， 爲か 女御， と 見え、 叉 履 

仲 天皇 六 年御紀 に、 喚， 1 鯽魚磯 別 王 之 女 太 姬郞姬 高 鶴 郞姬， 納，, 於 后宮？ 並爲， 嬪、 用 明 天皇 元年 御紀 に、 立，, 蘇 我 大臣 稻 

目宿禰 女石寸 名， 爲レ嬪 など 有りて、 妃をも 庶妃を も 女御 を も 姨をも 皆 美 賣に用 ひて 正妃 又は 皇后に 別 たれた る 御紀の 

文法な り、 (後宮 職員 令 を 見る に、 妃ニ員 右 四 品 以上、 夫人 三 員 右一 一一 位 以上、 姨四員 右 五位 以上と 有り、 古の 啗は皆 

美寶 なれ ども 字 を 以て 書き 別け たる 者な り、) 然. れ ども 此に奇 稻田媛 命の 御 事 を素戔 嗚尊以 爲レ妃 と 有り たれば とて 

後の 妃 夫人の 倫に て は 如何 は 御 在し 坐 さむ、 巳に 正書に、 乃相與 遘合而 生，： 兒大己 貴 神 r 因 勅 之 曰、 吾 兒{ ほ 首 者 其 脚 

摩 乳 手 摩^ 也、 故 赐ニ號 於 二 神 f 曰，； 稻田宮 主神 一と 有りて、 此女祌 の 御 父母 二 神 を 以て 其 御 兒大己 貴祌の 傅に 參らせ 

られ たる 事 は すも更 なる が、 其 食せ 給へ るに 稻田宮 の 名 を 以て 寄せ 給へ る は、 其 奇稻田 媛 命に 起れ る宮號 なる が 上 

に、 第一 一書に 乃 於- 奇御戶 一起 而と 有る 奇御 戶は隱 處の義 にして、 古に 夫婦 相隱 りて 妹跌の 語ら ひ を 爲す身 屋の稱 に 

て、 並ての 事に は 有りけ めど も、 此はニ 柱 御 祖祌に 始まりて 此大祌 に 起れ る 御 事に し 御 在し 坐し ければ、 殊に 止 事 無 

き 御 契な む 御 在し 坐し けらし、 此情 地に 到らせ 御 在し 坐して 吾心 淸淸之 の 御 首. を舉げ させ 御 在し 坐して、 御子に は 天 


下 を 所 造 給 ふ大國 主祌を 生み 奉らせ 給へ る 程の 御 事に し 御 在し 坐せば、 此大 神に 幸れ 奉れる 女神 も 猶此餘 にも 御 在し 

坐 せれ ども、 實の嫡 后と 申し 奉れる は 此奇稻 田 媛 命に 渡らせ 給 ふ 御 事 申す も 更なり かし、 若て 傳 二十 一 にも 云へ るが 

サキ/ 力-に ノ ヤシ a 

如く、 神 名 式に 》 雲 國意宇 郡 熊 野 坐 神社 (名 神大) と 有る は此大 神に て 御 在し 坐す を、 其 並びに 前 神社と て 御 在し 坐 

すなむ 此 女神に 渡らせ 給 ふ 可くな む 有りければ、 後の 事 を 以て 申さむ に は 謂 ゆる 正妃と 坐し 叉 皇后に て 渡らせ 給 ふ 御 

事、 今更に 申さむ も事舊 にたる 心ち ぞ爲 める、 (此大 神に は已に 天上より 伴 ひ 給へ る后祌 坐して、 其 は 五十猛 命な ど 

の 御 母に て 渡らせ 給 ふ 大夜女 命に て、 同 郡山狹 神社 同社 坐久志 美氣濃 神社に 坐せ る是 なり、 又 古事記に 見えた る 大山 

津 見神の 御 女神 大市 比賣 命に 御 合 ひ 坐せ る は稻荷 神社に 並び 坐せ り、 右の 奇稻田 媛 命 を 正妃と マ、 一つる 時 は其餘 は妃孃 

かと 思へ ども 然に非 ざれば、 後の 定め を 以て 强 ふべき に は 非ざる ぞ かし、) 〇 所 レ生兒 は、 It 二， 一書に、 乃 於， 一 奇御戶 一 

爲起而 生 兒號淸 之 湯 山 主 三 名 狹漏彥 八島篠 (下略) と 有る 是 なり、 古事記に は、 故 其 摘 名 田 比 賣以久 美 度 邇起而 所レ生 

神、 名 謂 M 八 島 士奴美 神， と 有りて、 其より 六 世 孫の 名を署 せり、 其事委 しく は 傳 二十 ニ卷に 注せれば 今 云 ふ 限に 非 

す、 〇 兒之六 世 孫 は、 其 八島篠 神より 數 ふるに て、 第一 一書に 五世 孫と 有る は、 其を涂 きて 數 ふる なれば 共に 同じ 事 

る 由、 且 右の 五世 も 此六世 も 共に 傅の 誤なる にて、 實には 大已責 命 は 素 妾 鳴 大神奇 稻田鑀 命 二 柱の 奇御戶 に 起て 令レ生 

給へ る 所に して、 其 八 島 德祌と 申す は此亦 名に 御 在し 坐す 由、 共に 傳ニ 十二に 已に 論ら ひ 注せる を 見て 曉る 可き 者な 

り、 〇 大 巳貴此 云-一 於 褒婀娜 武智, は、 傳 二十 一 に已に 注せり、 巳 字 は 音 志な り、 巳 說文已 也、 四月 陽氣巳 出、 陰氣已 

藏、 萬 物 皆 成 U 文章 T 故巳爲 M 蛇 象形， と 有る 是 なり、 己に も 非す 叉已 にも 非す、 書き 僻む る 事 勿れ、 
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アル フミ- i ィ ハク  ス サノ ヲノ  £コ トォ モホ シメサ マウ クシ ナ ダ ヒメ ヲテ  コ匕 タマへ バァシ ナ ヅ チ テ ナヅチ  一一  n タへ マツ ラ クマ -^ 

一 書 曰。 素 議 嗚镎欲 .幸，， 奇稻田 緩， 而。 乞，， 之 脚 摩 乳 手 摩 乳； 對曰請 先 

コ ロシテ ウノ ラロー ヲサテ ノ. f  二  メサ バ エア ムト マラ- ンキ  力/ ヲ a チ ハモ ゴ トニ 力 シラ オノで ォ /モア リイ ハホ マツ  フ タツノ カタ ハラ 二 ァリ ャマ イト カシ コ シ 

殺，， 彼 蛇， 然 後 幸者宜 也。 彼 大蛇 毎. 頭 各 有，， 石 松； 兩脇 有. 山甚可 畏 矣。 

マサニ イカ ニシ テカモ n  ロシ タマ ハム トマ ヲシキ  コ ユニス サノ ヲノ： -コ トス ナ ハチ ハカ ラヒテ カミ ァシ キサケ _K テ /マ- ンメ タマへ パ ヲ U チ H ヒ テネ ブリキ  カレス サノ 

將何以 殺 之。 素 #{嗚 尊 乃 計 釀，， 毒酒， 以飮 之。 蛇醉 而睡。 素 

ヲ / ミコ トス ナハ チェ- テヲ Q チノ カラ サビ ノ ツル ギ  キ リカシ ラヲ キリ ハラ ヲ ゾノ キリ マヲ タ マフ トキ 二 ツル ギ /ハイ ササ カコ. ホレキ  カレ サキ ヲヲ テ 

嗚尊乃 以，， 蛇 韓鋤之 與 斬. 頭 斬 fe 其 斬. 尾 之 時 藤 及 少缺。 故 裂. 尾 而 

-t ソナ ハシシ カバ スナ ハチ n トニ アリア ヤシ キ ツル ギキ  ナハ ィフ クサ ナギノ ツル ギト コ， "ルギ ムカシ プリ ス サノ ヲ/： -n トノ： 、モト 二  イマ マセ ヲ 

看。 卽 別 有 J 夢焉 U 名 爲章雍 攀此劍 昔 在，， 素 #f 嗚尊許 一 今 在，， 於 

ハ リズ クニ 二 リ  ソ ノス サノ ヲ /  -.、コ トノ キリ ヲロ キラ タマ ヘルツル ギ イマ マシ マシキ ビノ カム トモ ノヲ /モト 二 キ  ソノ キリ ヲロ チヲ タマ ヘル トコ ロハ 

尾 張國， 也。 其 素秦嗚 尊 断. 蛇 之劍今 在，， 吉備神 部 許， 也。 其 斬お 之 地 

スナ ハチ ィヅ モノ ヒ ノ カハ 力 ミノ ャマ コレ ナリ 

則 出 雲簸之 川上 山 是 也。 

是素妾 嗚大神 出 雲 國に御 在し 坐して 彼の 八岐 大蛇 を 退治 させ 御 在し 坐し ける 御 事の 異說 のみに して、 其 得させ 給へ る 
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祌劍の 所在と 斬り 給へ る 御劎の 行方と を 記して 佗 事 無き 者 なれば、 正書 及 佗 一 書の 闕を補 ひ 其 考據に は備ふ 可し、 共 

1 條を 以て 全し と 爲す者 は 本より 非ざる なり、 然れば 前に 事 を 加へ 後に 意 を 補 ひて 全篇の 32! 趣 をな む隨る 可 かりけ 

る、 此 中に 大蛇の 象形 を 書され たるに、 毎 レ頭各 有， 一石 松ー兩 脇有レ 山と 有る 一章 は、 伦には 且ても 云 はざる 赛 にして、 

正書に、 頭 尾 各 有，, 八岐 T 眼 如 n 赤酸醬 r 松栢 生，： 於 背 上 f 而薆 n. 延於八 丘 八 谷 之 問， と 有る に 合せ 讀 みて 其妖 蛇の 狀を 

も實に 想像り 識らる 可ければ、 甚奇 らしき 傳 にて は 有りけ り、 此 1 ぞ此傳 の 殊に 勝れた る 所な りけ る、 其 次に 乃 計 酸，, 

毒酒 f 以飮 之と 有る は、 正書に 八醖 酒と 云 ふ は 其 酒 を 製 熟する の 事に 依りて 號る所 なれば 其 委しき 狀は 知る ベから ざ 

る を、 第二 一 書に 至りて 可下以 TI 衆 菓ー釀 * 酒 八 鹿， の 文 有りて、 此 時の 酒 は 尋常のと は 別にて、 衆菓を 集めて 酎 酒と 成 

し 給 ひ 其 を 折り返して 八醖 酒と 成せる 事な む 甚詳に は 見えたり ける、 然るに 此に 毒酒と 有る は、 其 能 を 云 ふに 似て 實 

に 協へ るに 似たり と雖 も、 此は 唯八醖 酒に 醉ひ 伏しめ て 其 所 を 斬らせ 給 はむ との 神 策に て- 大 神の 御名に 負せ る 健く 

速き 御所 爲 なむ 此に 在る 所な りけ る、 若始 より 其 酒 を 毒物に 仕立て 兵^の 威 を 用 ひさせ 給 はすして 殺させ 給 ふとなら 

ば、 斯 許り 可 長き 大 神に 御 在し 坐す 物 を、 如何なる 毒 惡の酒 を も物爲 させ 給 ひて 居ながら に 其 仆れむ 期 を 待たせ 給 ふ 

可 かりけ めど も、 然る 女々 しく  ましき 御 計ら ひの 心 御 在し 坐すべき 祌性 にて は 御 在し 坐 さ りし かば、 此は 巳に も 

云へ る 如く 此酎 酒の 厳酷なる が爲に 大蛇 は 其 所に 伏せて 斬られ 奉れり しかば、 毒なら ぬ 物の 毒と なりたる 意味 こそ は 

有り けれ、 始 より 設けさせ 給 は ざり し 御 事な めれば、 此 毒と 云 ふ 字な む甚心 憂き 思ひぞ する や、 (此 時に 酒 を 進めて 其 

大蛇 を 斬り 給へ りし 祌策 はし も、 祌武 天皇 戊 午年 御紀 に、 旣 而餘黨 猶繁、 其 情 難， 測- 乃 顧 n 勅道臣 命？ 汝 宜、. 帥，， 大來 


目 部？ 作，, 大窒於 忍 坂邑" 盛^-, 宴饗 f 誘 レ虜而 取.， 之、 道臣命 於， 是 奉，， 密 Bar 掘 害 於 忍 坂？ 而 選，， 我 猛卒； 與， 虜雜 居、^ 

期レ之 曰、 酒 酣之後 吾 則 起 歌、 汝等 聞：， 我歌聲 一則 一 時 刺 レ虜， 已而 坐定， 酒 行、 虜不ぁ ，，， 我 之 有，： 陰謀？ 任レ 情徑醉 云々， • 

倶 拔，， 其 頭 椎^ f 一  時 殺 レ虜、 無， ー復鳴 類， と 有る と 事の 狀の 似た る 事に て、 饗を 設けて 虜の心 を 怠らし め 謀り 伐た むと 

爲 させ 給へ る なれば 毒酒に は 非 ざり けり、) 叉 蛇韓鋤 之^の 名 も 愛た し、 此 外に は 蛇之麁 正と 云 ひ、 天 蠅斫之 と 

云 ひ、 古語 拾遺に 天 羽，^ 斬 と 云 ふ 類 は、 共に 其 蛇 を 斬らせ 給へ る 由に 依りて 號る 所な り、 正書に 十 握 と 有る は 其 

^の 長大なる 事に 係りて 例の 名に は 非す、 此に韓 鋤と 云 ふ は 其 劍の兩 R< にして 尖れる 形に 因れる 稱 にて. 上古の 製樣 

を 想 ふに 足れり と 謂つ 可くな む 有りけ る、 又此 末に、 其 素 斐鳴尊 斷レ蛇 之 ％<、 今 在 一 一吉 備神部 許， 也と 有る は 殊に 奇ら 

し、 巳に 第三 一書に は此今 在， 一石 上， 也と 書され、 古語 拾 遣に も 今 在 n 石 上 神宮 一と は傳 へたる、 其 は 神 名 式に 大和 國山 

邊郡石 上 坐 布 留御魂 神社 (名 祌大 月次 相嘗 新嘗) と 有る 是 にて、 右の 石 上 は 大和なる にこ そ 有り けれ、 若 此傳の 無 か 

らまし かば 彼の 備前國 赤 坂 郡 石 上布 都 之 魂 神社に 此御 の其始 納まれる 由 は 知られ ざら まし を.， 然るにても 甚も 愛た 

き 事な りかし- (但 右の 今 在， 一石 上， と 云 ふに は 論 も 有る 事に て、 傳廿 三卷に 巳に 云へ るが 如く 其 實は祌 名 式に 山邊郡 

W 雲 建 雄 神 社是な り、 卽ち石 上 神宮の 門 內に御 在し 坐す 神な り、) 右は此 一書の 大較 なり、 傻此素 妻嗚大 神の 御兒神 

等の 御 事、 御 紀には 天より 帥て 降り 給へ る 五十猛 命、 大屋 津姬 命、 抓 津姬姬 命と 三 柱と 此顯國 にて 令レ生 給へ る は、 大已 

貴 神 亦 名 淸之湯 山 主 三 名 狹漏彥 八 島 篠祌唯 一 祌を 載せられ たるの みに て、 其 餘の神 等の 御 事 は 皆 がら 略 かれた る は、 

御紀は 凡て 其緯の 方は沱 書に 委任て 敢て其 事 を 云 はす、 唯 皇統の 天津 日 繼の御 方の 經 なる 方 を 主と 爲らる i に 就きて 
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は、 其 大已貴 神の 御 事な ども 其 因に 依りて 記された る 程の 御 有意な りければ 此には 物 爲られ ざり ける 者と 所見たり、 

然る を 幸に 古事記に 伦 御兒祌 等の 傳存る は實に 神祇の 恩賜と 云 ふ 者な りけ り、 故に 今 も 其 記に 委任て 有りぬ 可き 事に 

て 有れ ども、 予此御 紀の傳 を 仕へ 奉る に 就きて は 此方に Q み 力 を盡す 事事 ふも更 なれば、 後世に 我迹を 踏む 者の 有り 

なむに、 彼の 記 を 取り も 見ざる 如き 徒の w で來 りて 予が志 を 失 はむ 事、 正に 今 世に 古事記 を讀む 輩の 御紀を 屑と も爲 

すして、 鈴屋 大人の 心に 遠へ るが 如くなる 可き を 懼れて 時 々に 彼の 記 を 抄録して 偉す る 事な む 多 在る を- 其 中に 甚止 

事 無き なむ 已に傳 二十 一 にも 引ける 彼の 記に、 叉娶， 一大 山津 見神 之 女 名 祌大市 比賣， 生子大 年祌、 次 宇迦 之 御 魂 神 (二 

柱) と 見えた る、 此ニ 柱の 御 事 は條々 に 云へ る を、 叉 其 御子神 等の 傳は、 其 下に 上 件 大年神 之 子、 自 n 大國御 魂 神ー以 

下大 土神 以前 幷 十六 神と 有る と、 其 次に 上 件 羽 山 戶祌之 子、 自，， 若 山 咋神ー 以下 若 窒葛极 神 以前 幷八 神と 有る、 此ニ件 

二十 四 神の 御 事 を も 事の 因に 注し 奉る 可き なり、 叉此紀 記に 漏れ 給 ひて W 雲 風土記に 遺れ る 御 兒神猶 有り、 意 宇、 大 

原 二 郡に 靑幡佐 久佐日 古 命、 島根 郡に 都留伎 日子 命、 國忍 別命、 秋 鹿 郡に 磐 坂 日子 命 衝杵等 乎 而留比 古 命、 楣縫 郡に 

宇 乃 治 比 古 命、 祌門 郡に 八 野 若 日 女 命、 和 加須世 理比寳 命な どの 御名 出で たる は、 何れも 御 父 素 斐嗚大 神の 御 功業 を. 

助け 奉らせ 給へ る 甚少緣 なる まじき 列の 祌に 渡らせ 給へ る狀 なれば、 其 も 併せて 此 下に 抹り 拾ひ說 きて むと す、 (^ 

出 雲 郡 伊 努鄕の 下に、 國引坐 意 美 豆努命 御子 赤 衾 伊 努意保 須美比 古 佐倭氣 命と 申す も 其 御子に 御 在し 坐して、 其 は 

瑞珠 盟約 章 第三 一 書に 謂 ゆる 熊 野大隅 命に 渡らせ 給 ひ、 其に 就きて 其 父 意 美豆努 命と t す は卽ち 素斐嗚 尊の 御 事に 渡 

らせ給 ふ 由 * 已に傳 十三 卷、 十六 卷に云 へれば 此には 除きつ、 叉循縫 郡、 大原 郡に 出で たる 宇 之 治 比 古 命 も 其 御子な 


る 可き 事、 其 御 祖須我 禰 命は卽 ち 此の 奇稻 田姬 命と 聞 ゆる を 以て 知られたり、 其 事傳ー 一十 一 卷叉ー 一十 二 卷に云 へ れば 

涂 きつ 0 〇 欲レ 幸-一 奇稻田 媛， の 欲 幸 は、 私記に は 米 左 牟止之 と 有れ ども 欲 字に 力を入れて 此は米 佐 麻 久淤毛 富 志 

と 調むべし、 幸 字 を 米 須と訓 む 例 は、 傳ニ 十九 デ、 孫 降臨 章に 鹿 葦津 姬の事 を 皇孫 因而幸 之、 一 夜 而有娠 と 有り、 此を 

ノ  ズ.. 'サ  ミト ァタへ マス 

其 第二 一書に、 皇孫 謂姊爲 A 醜不， 御 而罷、 妹 有 ニ國色 「 引而 幸 之 と 有りて、 御 を 米 須と訓 み、 幸 之 を 美 登 阿多 幣麻 

須と訓 める、 卽ち共 レ身與 坐なる 由 已に傳 四に 云 へ るが 如く、 叉此 下に 引ける に は 與字を 阿多 波 須と訓 める に 合せ 思 ふ 

可き なり、 海宮 遊行 章に、 彥火々 出 見 尊、 因 姿 n 海神 女豐 玉姬， と 有る、 此 には娶 字を訓 めり、 垂仁 天皇 十五 年 御紀に 

喚， 一 丹 波 五 女， 納， 一 於 被 庭， と 有る、 此には 喚 は米須 なり、 納は米 志 伊 流な り、 景行 天皇 四 年御紀 に、 兹國 有，： 佳人 r 曰，, 

弟 媛- (中略) fK 皇則留 而通レ 之 (中略) 今不レ 勝，, 皇命之 威 f 暫 納， 一 帷幕 之 中， と 有る は、 此には 通 は 米須、 納は 米佐禮 

麻韋 流な り、 應剥 天皇 御紀十 一 年に、 日向 國 有-嬢 子 T 名 髮長媛 云々、 是國 色之秀 者、 天 皇悅 之、 心 裏 欲 レ覓、 其 十三 

年に 天皇 遣，， 專使 r 以徵， ー髮長 媛， 云.<、 是以 IK 皇宴 n 于 後宮, 之 日、 始喚， 1 髮 長姬， 云々 と 有る、 此には 覓をも 徵をも 米 

須と P めり、 又仁德 天皇 二十 二 年御紀 に、 天皇 語， 一 皇后， 曰、 納， 一八 田 皇女 T 將， 爲， 妃云. r 其 三十 年に、 天皇 伺，， 皇后 

不在- 而、 娶， 一八 田 皇女， 納， 一 於 宮中？ 時 皇后 到 n 難波濟 T 聞，， ，1K 皇. 合： 一八 田 皇女, 而大恨 之と 有る に は、 娶をも 合 X- も 米 志 

、、、、、、  ァタ C シテ  メ -ノキ 

都と P みたり、 叉 雄 略 天皇 元年 御紀 に、 然 朕與， ニ霄， 而娠、 產， 女殊レ 常、 由， 是生， 疑、 大連 曰、 然則 一 霄喚， 一 幾 廻， 乎、 

fK 皇曰七 廻 喚 之、 大連 曰、 此娘子 以ニ身 意, 奉 レ與， 二 霄 f 安輙 生. 疑 (下略) と 有る、 此與は 右に 幸 之と 有る に 同じく、 

叉 米須 に 喚 字 を 書かれた るな ど を 推し 亘 して 知る ベ き な り、 侑 此ー百 はし も 常に 女に 婚ふ 事 を與婆 布と 云 ふ を、 其方 を 
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卑下め て 米 須と云 ふなり、 萬 葉 二 (二十 五 丁) 天皇 崩 之 時 太后 御作 歌に、 八 隅 知 之、 我 大王 之、 暮去 者、 召赐良 之、 明 

來者、 問 賜 良 志、 祌岳 乃、 山 之 黄葉 乎、 今日 毛 鴨、 問 給 麻 思、 明日 毛 鴨、 召 賜 萬 旨、 其 山 乎、 振 放 見 乍、 暮去 者、 緣 

哀、 明來 者、 裘佐 備晚、 荒 妙 乃、 衣 之 袖 者、 乾 時文 無と 有る、 此御 歌の 召 賜 も 右なる と 同じく iSi の 中に 納れ 奉る 事 

を 云 ひ、 問 賜 は 御 許に 侍ら はせ 給 ひて 御言 語 御 在し 坐し.. 1 御 事 を 黄葉に 寄せて 詠ませ 給へ るに て、 御 夫婦の 御 愛情 を 

盡 させ 给へ る 者に て感け 奉る も猶餘 有りて なむ、 (但右 Q 召 も 問 も 已に御 夫婦の 御 語ら ひ 御 在し 坐す 上の 常を宣 へる 

なれば • 右に 舉 げたる 例 共の 始めて 嫁ぐ を 云 ふと ii 異なる が 如しと 雖も、 始めて 召さる \ も 常に 喚 さる、 も 寧に 於て 

同じければ、 同一 一 n にして 同義なる 事 云 ふ も 更なり かし、 通證 にも 幸 召 也. 蔡邑云 御 之 親愛 者 曰， 幸と 有り、) 〇 乞 之 は 

許 比 多 麻 比 伎と 訓む べし、 正書に、 素斐 嗚尊勒 曰、 若然者 汝當， 一 以；， 女 奉.， 吾耶、 古事記に、 爾速須 佐 之 Sf; 命 詔，， 其老 

夫 T 是汝之 女 者、 奉-, 於 吾-哉と 有る に當 りて、 乞 之 は卽ち 求め 給ふ義 なり、 古事記 日向 宮 段に、 爾詔吾 欲レ目 TI 合汝， 奈 

何、 答 白 僕不， 一得 白 f 僕 父 大山 津見 祌將， 白- 故 乞つ 遣 其 父 大山 津 見神， と 有る 乞此に 同じ、 此 は其婚 はむ と爲る 女に 

戀 ふると は 異にて、 其 父の 許に 乞 はせ 給へ る なれば 乞と 戀と本 同 言に して 其 活用の 狀 同じから ざる 事、 巳に 先達 Q 

說 定まれる が 如し、 (求む る 意の 乞 字 は 詞八衢 にて、 四段活 にて 許 波布、 許 比、 許 布、 許 SE と活ら き、 人 を 戀の戀 は 

中二 段活 にて 許 比、 許 布、 許 布 流、 許 布禮と 活用け る ものな り、) 〇 脚 摩 乳 手 摩乳對 曰、 請 先 殺，： 彼 蛇， 然後幸 者宜也 

は、 此 にて は 彼 一 ー祌 より 大蛇 を 退治 させ 給 へらむ こと を 請 ひ 李れ る 趣に て、 第一 一 1 書に 吾 常，, 爲， 汝 殺ーレ 蛇と 有りて、 大 

祌の御 方より 進め 詔り 給へ るに 異なり、 今 何れ か宜 けむと 考 ふるに、 正書なる ニ祌の 言に、 所 n 以哭, 者、 往時 吾兒 有-一 


八箇 少女， 毎年 爲，， 八岐 大蛇 一所 レ吞、 令 此少童 且臨レ 被， 吞 V 無， 由，  一^免 ハ 故以 哀傷と 有りて、 其 大蛇に は及絕 たる 事 

として 手を束ねて 唯 泣に 哭き 居た るな めり、 .^^、に、素戔嗚尊勅曰、 若然者 當以， 女 奉， 吾耶と 有る は. 此女を だに 吾に 

奉らば 其 因 を 以て 大蛇 を 退治 させ 給 はむ と 云 ふ 意 を 含め 給へ る 御言な り、 次に 對 曰.， 隨レ勅 奉矣と 見えた る、 此 所の 

文事の 略き に 過ぎた る 可し、 古事記に、 恐 亦不， 覺 = 御名 f 闞答 詔、 吾 者 天 照 太 御 神 之 伊 呂勢者 也、 故今自 AfK 降 坐 也、 

雨足 名椎手 名椎种 白、 然坐者 恐 立 奉と 有る、 此は唯 其 女神 を 奉る のみの 御 對には 非ざる 可し、 其 故 は、 第二 一 書に 見 

えたる 如く. - 汝の爲 に 蛇 を 殺して むと は 詔り 給へ る 物の 其 老夫婦の 心に は 如何 危ぶみ 奉ら ざら む、 其 女神 を 乞 ひ 給 ふ 

に 就きて 御名 を 問 ひ 奉れる に、 掛ま くも 甚も可 長き 此大 神に 御 在し 坐せば 必定 其 大蛇 を 退治 させ 給 ふ 可き 御 事 を 心に 

知りて 應へ 奉れる 者な りけ らし、 (然れ ば此は 其と は實に 異なる 傳の 如しと 雖も、 甚く 事 を 約め たる 者と 見 ゆれば 然 

のみ 難と は 云 ふま じきに や、) 〇 幸 者 は、 此 にて は 已に 嫁ぎ 給 ふ 可き 程に 長なら せ 給へ る 趣な り、 第二 一書 は 此とは 

異にて 其 大蛇の 事 を 語り 申せる 頃 間に は 有 身せ る 時の 事なる は餘 りなる を、 此 にて は 叉 其 長なる に 過ぎたり、 正書に 

は少 童と 有りて 大 神の 往 々后 祌と爲 させ 給 はむ 御 心 坐す に 依りて こそ は 其 父母に 乞 ひ 給へ り けれ、 未婚の 御 事な ど は 

此 にて は 思 ほし 寄せ 給 は ざり つる 者 なれば 甚正實 に 協 へ る 者な り、 此も其 有意 は 有りな がらに 文を簡 古に 物 爲られ た 

る 故に 然る 細かなる 事までに は 行き 亘ら ぬが 如くな む 見 ゆめる、 〇宜 也 は、 私記に 與介牟 と 有り、 然る 事な り、 古事 

記國生 段に、 伊邪那岐 命 云云、 而 以，， 爲 生つ 成 國土， 奈何、 伊邪那美 命 答 曰、 然 善と 有る に 語勢の 相似た る 所な り、 記 

傳四 三 十三 丁) に、 「然善 は 斯訶余 牟と訓 むべ し、 男 神の 詔り 給へ る 事を諾 ひたる 御 答な り、 (中略) 余-; W 牟は善 加 良 
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牟と云 ふに 同じ 古言な り、 天智 天皇 御 紀の童 謠に多 拖尼之 曳鷄武 と 有り」 と 云 はれたり * 傻此は 上に 欲レ 幸，, 奇稻田 緩， 

而乞 之と 有る を諾ひ 奉りて 答へ 申せる 一一 目に て、 正書に 隨, 勅 奉矣と 見え、 古事記に も爾足 名椎乎 名椎神 白、 然坐. 者 恐 

立 奉と 有と 同 旨なる 所な り、 (但此 所の 訓與介 牟と讀 み 切りて は ー百續 かす、 右の 古事記に 傲 ひて、 其 下に 麻袁志 伎の 

一一 一一 a をな む 添 ふべ かりけ る、) 〇 每レ頭 各 は、 正書に 頭 尾 各 有 M 八岐， と 有る 其八岐 なる を 云へ るな り、 巳に 口 訣に毎 頭 八 

岐之 謂と 云へ り、 此に毎 頭に 各 石 松 有りと 云 ひ、 兩 脇に 山 有りと 云 ひて、 其 尾の 事 を 云 ふなる は、 尾 方に も 頭と 等し 

く 石 松の 有りけ るに や、 下に、 斬レ頭 斬レ腹 其斬レ 尾と 三 段に 云へ る を 照し 考ふ 可くな む 有りけ る、 是卽ち 古文の 餘韻 

を識 るの 法な り、 〇 有 二 石 松 一は、 下に 有, 山と 句 を 分けて 書され たれ ども、 石 松 は 共に 山に 在る 者な り、 山 は 其 石 松 

を 載せて 聳え 立る 者に し 有れば 別事に は 非ざる 可し、 正書に 松栢 生， 一 於 背 上， と 書され、 古事記に も 身 一 有， 一八 頭 八 尾 f 

亦 其 身 生-一 藤 及 檜榲， と 云へ る 類、 共に 山 無くして 何れの 處 にか 松 栢は生 ひ W でむ • 其 大蛇の 皮 を 割きて 檜榲 などの 深 

山 木 はし も 如何して かも 生 ひ 出 づる理 の 有らむ、 然る 大蛇の 巨魁なる が 故に 頭 中 尾 共に 山 を 戴き 載せて a き 歩きし 形 

狀を云 ふなる 事、 次なる 兩脇 有, 山の 下に 云 ふ を 合せて 知るべし、 (又 先に 思 寄らく は、 右の 石 松と 云 ふ は、 古事記に 謂 

ゆる 塞 類に て、 本草 和名に、 卷柏、 和名 伊波 久美、 一名 以波古 介、 石韋、 和名 以波乃 加 波、 一名 以波 之、 一 名 以波久 

佐な ど 云 ふ 類に て、 西國邊 にて 石 松と 云 ふ物是 なりと 思 ひし かど も、 其に て は 下に 兩脇 有レ 山と 云 ふに 事 打 合 はすて 

なむ 有りければ 其 說は今 捨てき、) 石 松の 石 は、 諸 本 共に 伊波 富と 訓 みて、 和名 抄に巌 和名 伊八 保と 見え、 字 鏡に 儡 

大 伊波 保と 有る 是 にて 甚く 深山の 狀 なり、 松 も 里に 多き 物 なれ ども 深山 は 殊更なる 物に て 右に 同じ、 寓葉 十四 (二十 


五 丁) に、 伊波 保呂 乃、 蘇 比 能 和 可 麻 都と 詠める、 呂は 助辭、 巌之傍 之 若松に て、 是石松 を竝び 云へ る 例な り、 十二 

(三 丁) に、 磯上、 生 小 松 を、 或 本 歌 曰、 巖 上爾、 立 小 松、 叉、 (二十 二 丁) 祌左 備而， 巖爾 生、 松 根 之と 有る 類 は其嶷 

上に 立つ る を 云 ふ あれば 此石 松と は 異なり、 猶三 (四十 六 丁) に、 高山 乃、 石穗乃 上爾、 伊座 都 流 香 物、 又、 高山 之、 

石穗乃 上爾、 君 之 臥 有、 六 (二十 八丁) に、 巖成、 常磐爾 座、 叉、 (四十 四 丁) 春 去 者， 岡邊裳 繁爾、 巖者、 花 開 乎 呼理、 

又、 巖者、 山 下耀、 錦 成、 花 乎 呼理、 九 (十二 丁) に、 御 食 向、 南 淵 山 之、 巖者、 十一 (十一 丁) に、 見渡、 三窒 山、 

石 穗菅、 十九 (三十 三 丁) に、 奈泥之 故 波、 秋疾物 乎、 君 宅 之、 雪 巖爾、 左 家 理家流 可 母、 叉、 雪 島、 巖爾殖 有， 奈泥 

之 故 波、 二十 (四十 七 丁) に、 高山 乃、 伊波 保 爾於布 流、 須我乃 根 能と 有りて、 何れも 崔 鬼く 險蛆 しき 狀にー K へる を以 

て、 此の 石 字 を巖の 如く 訓め るに 古人の 深く 意 を 用 ひられた る を 知るべし、 (猶 和名 抄に、 磐大石 也、 音盤、 和名 以 

波と 有る、 此に秀 W るの 義を 以て 富の 言の 从 へるな り、 雨 雅に山 厓之高 曰 レ巖と 見えた る卽ち 此義に 近し) 〇兩 脇 は、 

カタ ハラ ノホネ 

布 多 都 能 加 多 波 良 爾と訓 めり、 古 一 百な り、 垂仁 天皇 七 年御紀 に、 則蹶 n 折 當麻厥 速 之 脇 骨？ 亦蹈 n 折 其 腰 一而 殺レ 之と 

見え、 和名 抄に、 脇 肋 (和名、 加 太 波 良 保 踊) 身 傍 之 間 也、 肋 (和名、 太 須介乃 保禱) と 有りて 共に 加 多 波 良と 有る 

卽ち傍 腹の 義 なり、 叉 和 伎と も訓 むべ し、 同抄 に、 腋 (和名， 和 伎) 肘 腋也脇 (亦 作 レ肤叉 與レ脅 同) 腋下 也と 有る 此 

肘腋 にて、 其より は 上方 なれ ども 其 下方に 係け て 和 伎と 云 ふ も 常な り、 凡て 和 伎と 云 ふ は 物の 片邊 なる 所 を 云 ふ稱に 

し 有りければ 右の 傍 も 同義に 歸 めり、 (俗に 片腹痛と 云 ふ 事の 有る も 脇 痛と 云 ふ 事な り、 萬 葉ニ卷 に、 鳥穗自 物、 

腋挾 持と 有る を、 或 本 歌 曰の 方に は、 男自 物、 脇 挿 持と 作れる、 是れ卽 ち 脇 字 を も 和 伎と 訓 むべき 證 なり >) 〇 有レ山 
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は、 其 大蛇の 背 上より 兩 脇へ、 叉 八 頭より 八 尾へ 係け て大 なる 山 を 戴き 持てる を 云 ふなり、 卽ち 正書に 松栢 生，, 於 背 

上, と 有る に 此兩脇 有 レ山を 合せて 知るべく、 又 右に 松栢と 有る を此に 毎, 頭 各 有 二 石 松-と 有る を 合せて、 其 有-一石 松-と 

有る は 有， 山の 義 なる を曉る 可く、 若して 其 八 頭に 各 山 有り 背 上に 山 有り 兩 脇に 山 有る 上 は、 其 八 尾に 瓦， りて 悉く 山 

有りて、 上 は 厳 石 有り 松栢 立ち 檜榲 茂り 苔蘿 生して 實に 深山幽谷 とも 謂つ 可き 狀 なりけ む 事 を 知る ベ し、 正書に 蔓； 1 

延於八 丘 八 谷 之 間， と 書され、 古事記に も 其 長 度， 一 谿八谷 峽八尾 一と 有る を 以て 其 長さ を 度る 可く、 此に兩 脇有レ 山と 有 

る を 以て 其 幅 さ を 思 ふ 可く、 叉 此にニ 神の 其狀を 語りて 甚可 長と 中し、 素 斐嗚大 神の 其 大蛇に 對 はせ 給 ひて 汝是 可畏 

之 神と 勅 給へ る を 以て， 實に 非 常 なる 妖蛇 なりけ む 事 を 思 ふ 可くな む 有りけ る、 (叉 其 古事記に 謂 ゆる 蘿は、 和名 

抄に、 苔. 和名 古 介、 水 衣 也と 云 ひ、 蘿 日本 紀 私記 云、 蘿比加 介女蘿 也、 叉 松蘿、 一 名 女羅、 和名 萬 豆 乃 古 介、 一 云 

佐 流 乎 加 世と 有りて、 何れも 深山 幽邃の 地に 生える 物な り、 是亦 右の 松 栢檜榲 の 幾年 か 年 序を經 つらむ 事 を 知る 可き 

爲に 然る 物 名 は せりと 所見たり、) 〇 甚可畏 也 は、 其甚 じき 狀を云 ふなり、 第一 一 一 書に 素 戔嗚大 神の 大蛇に 勅り 給 

へ る 御言 を 載せた るに、 汝是可 長 之祌と 詔り 給へ る 御 一 百 は、 此に 老夫婦 二 神の 如 此く& せる を 御 心に 持して 詔り 給へ 

る 事、 巳に 傳ニ 十三に 云へ ろが 如し、 此ー 百の 例 共 は 雄 略 天皇 御紀五 年に、 天皇 技 n 獵于葛 城 山- (中略) 俄而見 レ逐噴 猪、 

g  ？ ^  恐  我 逃 卜- 

從， 一草 中， 暴 ar 逐， 人、 一.？ 3 徒緣 I 樹大懼 と 有る 其 歌に、 斯， 能、 宇多 枳舸斯 固涵、 倭 我 尼 毋能裒 利 志と 有りて 古事記 も 

右に 同じく、 叉 其 七 年 三 諸 岳 神の 形 を 見 行 さむと 詔り 給 ふ 所に、 蝶臝答 曰、 試 柱捉レ 之、 乃 登-一三 諸 岳？ 捉； i 取 大蛇" 奉 

レ 示，： 天皇 f 天皇 不-ー 齋戒？ 其 雷虺， -目精 赫々、 天皇 長蔽レ 目不， 見、 却 n 入 殿中？ 使， 放； 於 岳 A と 見えた る、 一 は 喂猪を 


長み、 一 は 大蛇 を 可 長み 坐せ るな り V 凡て 可 長み 敬 ひ 奉る！！ 上に-弔す は 常 なれば 除きて、 仁 德天白 111 十六 年 御^歌に 

以播區 娜輸. - 伽 之 古俱等 母と 有る、 此は發 語なる が、 釋に巖 石 自レ嶺 下， 澗之 時、 人 何 不-ー 恐懼？ 仍欲 J 戸一 恐悚 f 之發 

語 引-一 此辭- 乎と 有る が 如し、 叉 萬 葉 七 (四十 丁) に、 山邊 庭、 薩雄 乃禰良 比、 恐 跡、 小 牡鹿 鳴 成、 十 (三十 丁) に、 雲 

隱、 小島 神 之、 恐 者， 叉、 (三十 二 丁) 磐疊、 恐 山 常、 知 乍 毛、 _ 叉、 奥山 之、 於石蘿 生、 恐 常、 十一 (十四 丁) に、 匿 口 

乃、 豐泊瀨 道 者、 常 滑 乃、 恐 道 曾、 十三 (三十 一 丁) に、 惶八、 祌之渡 者、 吹 風 母、 和者不 吹、 立浪 母、 練不立 跡、 十 

五 (二十 五 丁) に、 和 多 都 美 能、 可 之 故 伎 美 知 乎、 也 須家ロ 母、 奈久奈 夜 美 伎 氏、 伊 麻太爾 母、 毛奈久 由可牟 登、 二十 

(三十 七 丁) に、 海原 乃、 可 之 古 伎 美 知 乎な ど 有る、 何れも 恐懼の 意に 云へ る 者に て 皆 上 Q 例な り、 (偖 此にニ 神其大 

蛇の 事 を 委曲に 語り 申して、 結句に 甚可長 也と 申せる 語勢、 恰も 古事記 海 神宮 段に 其婢 等天祌 御子の 御 有狀を 其大神 

に 申して、 結句に 益 二 我 主 一而 甚 貴と 申せる に 相似たり、) 〇 何 以殺之 は、 私記に 以加爾 之 底 加 己 呂之太 萬 波牟と 有り、 

猶上を 以加爾 之 底 加 毛と 訓 むべき なり、 萬 葉 三 (四十 二 丁) に、 朝爾 貪爾、 欲 見 其 玉 乎、 如何 爲鴨、 從手 不離 有牟、 十 

1( 三十 六 丁) に、 大船 乃、 絕多經 海爾、 重石 下、 何如爲 鴨、 吾戀將 止と 有る、 共に 其 疑 ふ 所 由 を 人に 問 ひ 係く る辭な 

れば、 加と 云 ふ も 加 毛と 云 ふ も 同義ながら、 毛の嘆息の首を加ふる時は大ぃに其語にカ有りて^5なればなり、 (同じ 

事ながら 五卷 貧窮 問答 歌に、 此時 者、 何 可爾之 都々 可、 汝代者 和 多 流と 有る は爲乍 哉の 義 にて、 此 にて は必 加と 云 ひ 

て 加 毛と は 云 はれざる 所なる なり、) 〇 計 は 波 加 良 比 a と訓 むは、 此は寳 鏡 開始 章に 計-: 其 可：， 禱之 方-と 有る 計と 同 

じこと にて、 凡そ 事の 設を 成し 置きて その 度に 當る 可く 備 ふる を 云 ふなり、 海宮 遊行 章に、 老翁 曰、 勿- 1 復憂？ 吾 當-: 
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爲レ汝 計 之と 見え、 古事記に も 我 爲ニ汝 命！ 作 二善議 一と 有る 善議 を、 餘伎許 登 婆 加 理世武 と 記 俺に 訓 まれた る是 なり、 

武烈 天皇 前紀 に、 太子 甫知ョ 鮪 曾 得- 1 影嫒 T 悉覺 -1 父子 不敬 之狀？ 赫然大 怒、 此夜速 向- 1 大伴金 村 連 宅 T 會：， 兵 計 策 の 

計 策 は 更なり、 猶事機 を も 方便 を も 盧をも 許 登 婆 加 利と 訓 まれた る 所々 有り、 萬 葉 四 (五十 四 丁) に、 吾妹 子 乎、 次 相 

見 六、 事 許爲與 ■ 十二 (七 丁) に、 玉 手 次、 不懸將 忘、 一一 目 量 欲、 又、 (八丁) 暫毛、 心安 目 六、 事 許 爲與、 叉、 (十二 丁) 

事 計、 吉爲吾 兄 子、 十コー (三 丁) に、 事 計、 夢. 爾令見 社と 有るな ども 此 計の 上に 事と 言との 言の 加 はれる 者な り、 (叉 

御紀に 制度の 字 を 波 加理許 登に 用 ひられ、 叉 文選に 程 字 を 波 加 理と訓 み、 和名 抄に權 衡に波 加 利の 名 有る も 右に 同じ、 

偖 波 加 良 比 は 波 加理の 意の 緩やかなる なり、) 〇 毒酒 は、 阿 志 伎 佐 „m と訓 めり、 毒 字 を然訓 める は、 神武 天皇 戊 午年 

アジ 千 ィキヲ 

御紀 に、 進 至，， 熊 野 荒 坂津， (亦 名 丹 敷 浦) 因誅， 一 丹 敷戶畔 者， 時、 祌 吐，， 毒氣 T 人物 咸瘁、 仁德 天皇 五十 五 年御紀 に、 

ヲロ チノ ァシ キイ キヲ 

是後 蝦夷 亦襲レ 之、 略， 一人 民 T 因以 掘，， 田 道 墓； 則 有 n 大蛇？ 發 n 赋 目- 自レ墓 W 以咋 M 蝦夷？ 悉 被-一 蛇 毒- 而多 死亡" 唯 一 

一 一人 得， 免 耳と 所見た る是 なり、 大同 類聚 方に も 阿 志 介 毛 能 叉 阿 志 阿 治 母 能と 云 ふ 事 有り、 卽ち毒 氣物叉 毒味 物の 義 

なり、 借此 毒酒 はし も傳 二十 三に 云へ るが 如く、 第二 一 書に 謂 ゆる 衆菓を 以て 酒 を 醸し 給 ふ 事 を、 私記に、 問 何故 必 

用 レ菓釀 い 酒 哉、 答是取 n 集惡 味毒菓 一而 讓レ 之、 以， ー其醉 义尤甚 一之 故 也と 見えた る 惡味毒 菓と云 ふ は、 後人の 此 一書に 

合せ 云へ る 推量に して、 始 より 然る 毒物 を 以て 製ら せ 給 ふに は 非ら すと 雖も、 其 酒 を 以て 度々 に 造り 返せる が 故に 右 

に 其醉レ 人 尤甚と 云 ふ 八 醞の酎 酒と こそ は 成れるな りけ め、 本より 其 毒に 中り て 自ら # 死る \を 待たせ 給 ふに は 非す、 

其 醉て睡 れるを 伺 ひて 屠殺 させ 給 はむ との 神 策に て 御 在し 坐す 事、 諸の 傅 力 を參考 ふ れば甚 著明 かりけ る 由、 已に此 


卷 首に 委しく 論定め たるが 如し、 (然れ ば 此に阿 志 伎 佐！ W と 云へ る は、 彼の 大同 類聚 方に 謂 ゆる 阿 志 阿 治の 類に て、 

唯 其 酎 10 と 成りて 味の 嚴 酷し きを 云 ふ 事なる を、 更に win 子 を此に 當られ たるが 爲に 大いに 眞を失 ふ 事な り、 心 爲て讀 

む 可く こそ J 〇飮 之 は、 ，<fsii の 如く 訓む べし >  正書なる 飮醉 而睦は 大蛇の 自ら 飮 みて 醉 へるな り、 第二 一書に 

毎， ロ沃 入と 有る は、 此と 同じく 其 大蛇に 飲まし むる 所なる 是 なり、 〇 酵而睡 は 正書に 同じ、 偉 二十 1 に 注せり、 素 

妾 鳴 尊此四 字金澤 本に は 無し、 〇 蛇韓鋤 之^ は、 蛇 は 第二 一書に 謂 ゆる 蛇之麁 正の 蛇 之に 同じく、 此 大蛇 を 斬り 屠ら 

せ 給/る 故事に 因りて 上に 冠せ 云へ るに て、 韓锄と 云 ふなむ 形容に 依りて 著け たる 名な りけ らし、 偖 私記に 韓鋤^ を 

加 良 左 支 乃津美 乎と 有る は 今 加 良 佐 比と 訓 むに 違へ り、 左 支 は 鋤の 音轉 なる 可き が、 ^を 都 美と 云 ふ 事 心得難し、 釋 

に、 私記 曰、 問 韓鋤之 意 如何、 答 其 形 似， 鋤 故 名， 之、 今 世 之須岐 也、 先師 說云、 加 良 須岐歟 と 有り、 須妓は 和名 抄農 

耕具に 鋤 (和名、 須岐) 去， 稜助 4 田 也と 見え、 加 良 須岐は 整. (和名、 加 良 須岐) 墾レ田 器 也と 有る 是 なり、 纂疏 にも 

スキ  力 ラスキ 

此を 以て 韓鋤猶 ヒー 一一 尸擎 也、 劍形 類， 整. 而斬レ 蛇、 故 曰 n 蛇韓 鋤-と 注させ 給へ り、 今 思 ふに 鎩に 似た る も 舉 に 類た る も 

加 良須皎 とこ そ は 云 ふべ かり けれ、 然るに 加 良 佐 比と 云 ふに 故 由の 無くて や はと 猶考 ふるに、 其擎の 下に (耒鎮 佐 伎 

下 字 見-一造 作 具，) と 有りて、 此は謂 ゆる 其？ 鋒 を 云 ふなり、 此 より 及ぼして 其 造作 具 を 見る に、 鐘 (漢語 抄云、 

加 奈ぉ入 之) 笨鎮叉 土 具 也と 有りて、 此鎮穗 串と 云 ふ 事に て 其 if 鋒 を 以て 名る 所な り、 若て 叉 農耕 具に 縛 (漢語 抄云、 

佐 比 都惠) 鋤羼 也、 釋名 云、 錄迫， 地 去， 草 也と 有る は 鋤 杖と 云 ふ 事な り、 是卽ち 右の 掣 にも 鋤に も 佐 比と 云 ふ S グー 有 

るき-^：^り、 (然れ ば 私記に 加 良 左 支と 有る は 右に 出せろ. 采鐘を 佐 伎と 云 ふ 其 を 取れるな りけ り、 又 a を 加 奈布久 之と 
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云 ふ も 右の S 牛 又 鋤の 尖 鋒の 狀を 云へ る なれば 叉 此に相 協へ り、) 借 古事記 海 神宮 段に、 其 知 邇將レ 返 之 時、 解-一所 レ佩之 

,t ト 小刀-著 二 其 頸 一而 返、 故 其 一尋 和邇者 於い 今 謂-一佐 比持祌 一也と 有る を 見れば、 小刀 を 佐 比と 云 ふに 似たり と雖 も、 大 

刀に 吳の眞 鋤と 云 へれば 其のみ にも 限ら ざり けり、 叉祌武 天皇 戊 午年 御 紀に稻 飯 命の 御 事 を乃拔 レ^ 入 レ海化 TI 爲鋤持 

祌， と 見えた る：^ にも 播磨 風土記に、 捭保郡 佐 比 岡. 所， ル_ 名， 一佐 比， 者、 W 雲 之大祌 在- 1 於 神 尾 山 T 此种出 雲 國人經 IT 過 

此處； 十 人.！; J 中留， 一 五人ハ 五 人 之 中留, 三人； 故 出 雲國人 作， 一佐 比, 祭 n 於此 岡？ 遂不 n 和受； 所 n 以然- 者、 比 古神 先來、 

rsli-A: か來、 ii3 祌不レ 能 レ鎭而 行 去 之、 所^ 女神 怨怒 也、 然後 河內國 茨田 郡 枚 方里、 漢人 來至 居， 1 此 山邊， 而敬 n 祭 之 T 

僅 !！：； 和鎭？ 因， 一 此祌在 r 名 曰-; 祌尾山 f 叉 作， 一佐 比， 祭處、 卽號， ： 佐 比 岡， など 見えて、 此は唯 0 を 佐 比と 云 ふが 如し、 

大刀  ^  0  .^ 

推 古 天皇 二十 年 御 紀の大 御 歌に、 多 知 n 奈羅 磨、 句 禮能摩 差 比 は 吳之眞 鋤な り、 私記に 良 il 之 名 也と 云へ る は 此の 韓鋤 

に その 意 同じ、 然れ ども その 佐 比と 云 ふ は 如何なる 義 な.^ とも 猶詳 なら ざり けり、 故に 思 ふに、 右の 傅 を 佐 比 都惠と 

八 S 立 出 m  S 師  佩-大刀、 - 

云 ひて 鋤屬 也と 有る を 合すれば、 佐 比 は、 崇神 天皇 六十 年御紀 歌に、 椰句毛 多蒐、 伊頭 毛 多難 流戰. 波 多 知 蒐 

I！ 邏佐波 磨枳、 佐微 那辭珥 阿波 禮と 有る 佐 微は眞 身に て、 尋常の 3^, 身 を 云 ふ 如く なれ ども 然ら す、 佐 微も佐 比 も 共に 

眞 がなる が、 其片 匁なる に 別ちて 兩 なる を 云ふ稱 なりけ り、 其兩 おなる M 鋒と I 牛义 鋤と 相似た る を 以て 0 の 佐 比よ 

り 及ぼして 却り て. 魏" などの 名に は 成れるな りけ り、 然るに 上古より 漸. h, 、に 其兩 匁なる は 魔れ て片 匁なる のみ 多く 成 

り 以て 柱つ るから、 何時と 無く 0 の 佐 比 は 云 はすして、 1  牛 叉 鋤の 稱 のみの 如く 成れる に こ そ は 有 めれ、 然して 此に 

韓 鋤と しも 號 けたる は .* 尋 の劍 より は兩 R?s ハに 殊に 左右へ 廣 がりて 實の犁 にも 見紛ふ 可く 其 形の 似た る爲 なる 事 一 K 


ふ も 更なり、 口 訣に蛇 韓鋤者 it 狀似 韓鋤鋒 一と 有る を も 合せて 熟思 ふ 可く こそ， (借 叉、 右の 耒錄を 佐 伎と 云 ふも^ 

鋒の 兩 p?^ なる が 如き を 以て 云 ひ、 饞を加 奈布久 之と 云 ふ も 俗に 富 具 骨と 云 ふ 物なる が、 竹 篦の狀 したる 物に て、 其 

も劍 鋒に も 鋤 鋒に も 似た る 物なる を も考へ 合す 可し、 然る を 新 井 君 美 說に佐 比 を 小刀の 名な りと 云 へ る は. 唯 古事記 

をのみ 見て 廣く考 へざる なり.，) 〇 斬： 頭 斬 レ腹其 斬レ尾 は、 右に 每レ頭 各 有：： 石 松 T 兩 脇有レ 山と 有る に 見合す 可き 事 上 

に 云へ るが 如し、 偖 叉 此に意 を 補 ひて 見る 可き 事な む 有りけ る、 彼の 石 松 有り 山 有りと 云へ る 其 物 を 共に 斬らせ 給へ 

るに は 非 じかし" 何れへ か顯 離ち 遣り 給 ひけめ ども 今 其傳を 亡な ひたろ 者なる 可く や、 已に 天孫 降臨 章に 所見た る 味 

親 高彥根 神の 彼の 喪 屋を斫 仆し， lli "へる だに 此卽落 而爲」 山と 有る 物 を >  況てゃ 背 上に 巖石 有り 松栢 有り 檜榲 茂り 苔 藤 

生 ふる 程の 山な りけ る 物 を、 何れに か碎き 散りて 別に 数箇の 山岳と 成りけ む 事 更に 疑を容 るべ からすな む 有りけ る、 

(1+ 其 所在 を 知る ベから すと 雖も、 若く は 仁 多 郡 鳥 上 山の 邊に 在る 大山 小山 Q 中の 何れに か 有る ベから む を 更に 求 

むる に 由 無し、 其鳥髮 地に 場 を 接へ たる 伯 誉備後 安藝 國 などに 土人の 傳は非 じか、 纂疏に 下なる 簸之 川上 山是 也と 有 

るに 就きて 所 レ斬之 蛇 化レ之 也、 上 云-: 蛇兩脇 有-, -山、 蓋 卽此山 乎と 云 ふ 御說の 有る も尤々 しき 事なる を 思 ふ 可くな む、) 

〇 別 有，,  一 ％1 の 別 は 右の 蛇 韓鋤之 劍に對 へて 置け る 字 也、 一 31 を 阿 夜 志 伎都留 岐と訓 める 事、 正書に 比 登 都 能 都留岐 

コ ハ アヤ. ンキ ツル ギナリ 

と訓 める と は 異なる は、 此に 限りて 然る^ 有る 事と 所思たり、 然る は 正書に は 上に 1 叙と 一 K ひて 下に 是 祌 劎 也、 

/  ァリ t トツ ノア ヤシ キヴ ルギ 

吾 何 敢私以 安 乎と 有る を 以て 一 劍 をば 字の 如く 訓み、 第 四 一 書に は 有 二 1 祌 ^-と 有る も 一 の 下に 神^ 也の 言 有る に 

依りて 比 登 都なる を、 此は 字 は 右 等の 一 字に 常る 故に 一 劍を 神^と 同じく 訓み來 る 者と 所見たり、 〇 昔 在 一一 素妾嗚 
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尊 許-は， 正書に、 素 斐嗚尊 曰、 是神 也、 吾 何 敢私以 安 乎、 乃 上 r ー獻於 天神-也と 有る が 如く、  S£ させ 給へ る卽 天 上 

に 奉らせ 給へ る 趣 なれ ども- 暫 間にても 御 許に 置せ させ 給へ る 事 は、 第 四 一 書に 此不， 可， ー以 私用， 也、 乃 遣，， 五世 孫 1K 

之薈 根祌ー 上； T 奉 於 天， と 有る 用字と 此安 字に て 所， 知たり、 然れ共 此の 文の 狀を思 ふに、 右に 天 之 菁根祌 を 遣し 給 ふと 有 

る 其 神 を 五世 孫と 云 ふ 僻傳の 有る 爲に、 此大祌 より 四 世の 間 は 御 許に 置かせ 給へ る 者と 中古の 誰 やし 人 か 然思ひ 寄せ 

て窨 せる 傳 なり けめ ども、 傳ニ 十四に 論 云へ るが 如く、 實には 其祌は fK より 帥て 降り 坐し つる 五十猛 神の 御 事に て 御 

在し 坐せば. 其 御 許に 在りし 程 は 決めて 暫時の 事に て 有りけ り、 (此を 四 世 迄 も 長く 御 許に 留めさせ 給 ふとして は、 

此大祌 の 天 照 太 神の 御 爲に露 も 私の 御行 狀御 在し 坐さ^る 赤心 を 覆 ひ 奉る 事に て甚可 長し、 然れ ども 此大 神の； 5 させ 

給へ る 御^ なれば、 本より 昔 在， 一 素 戔嗚尊 許， と は 云 ひつ 可き 事な り、) 〇 今 在， 一 於 尾 張 國-也 は、 第 if 一  書に、 此今 在， 一 

尾 張 國吾湯 市 村 f 卽熱田 祝 部所 i 掌 之神是 也と 有りて、 卽ち祌 名 式に 尾張國 愛市 郡 熱 田 神社 (名 祌大) と 見えた る是な 

り、 此 所に 御 遷幸の 御 事 は 正書に W でた る草薙 95。 の 御 事 を說き 奉る 因に 傳ニ 十一 に 註し つれ ども、 其御鎭 座の 較略を 

今 註し 奉らむ に は、 景行 fK 皇 四十 年御紀 に、 日本 武尊更 還，， 於 尾 張 f 卽 娶，， 尾 張 氏 之 女宮簀 媛， 而淹 留臉， 月、 於， 是 

近 江 膽吹山 有，， 荒神？ 卽 解レ劎 置， 於 宮簀媛 家， 而 徒行 之と 有る 是始 なり、 古事記に も、 故 雨 御 合 而以， 一 其 御 刀 之 草那藝 

劎， 置，， 其 美 夜 受比賣 之 許 1 而 取，， 伊 服 岐能山 之祌， 幸 行と 所見たり、 其 委しき 事は寬 平熱 田緣 起に、 诿武尊 淹留之 間、 

夜中 入レ 厠、 厠邊 有， ニ桑樹 f 解， 一所 レ帶 掛 一一 於 桑 枝； ffi, 厠、 忘レ 還 n 入寢 殿？ 到レ曉 驚寤、 欲， 取 二掛, 桑 之^; 滿樹 

照耀. 光 采射レ 人、 然不レ 憚，， 祌光， 取， ％J ^歸、 吿， -, 姬以 n 桑樹 放， 光之 狀 f 答 曰、 此樹舊 無，， 拖異 f 自知， 1 劎光ハ 默然寢 息、 


其 後 ？,. 宮 酢姬， 日、 我歸ニ 京華？ 必迎 -1 汝身； 卽解， ％,挖 曰、 寳 ri 持 此％,- 爲， 1 我 床 守 T 時 近習 之 人 大伴建 日臣諫 曰、 此不 

レ可， 留、 何者 承 n 聞 前 程 氣吹山 有-； 暴惡神 T 若 非-ー劍氣； 何 除 n 毒害； 倭武尊 高言？ 縱 有，, 彼 暴祌； 擧， 足蹴 殺 h 留レ劍 上 

レ 道と 有り、 風土記に も、 熱 田 社 者、 昔日 本武命 巡つ 歷東國 一 還 時、 娶- 一尾 張 連 等 遠祖 宮酢媛 命？ 宿，, 於 其 家 一夜 頃向レ 厠、 

以，： 隨レ 身， 掛，： 於 桑 木； 遣， 之入レ 殿、 乃 驚 更往取 1 之 有， 光如， 神、 不， 把 II 得 之？ 卽 謂，， {呂 簀姬， 曰、 此 劎祌氣 宜，， ， 奉レ齋 

レ之爲 1, 吾 形影； 因以 立， 一社 熱 田鄕， 爲レ名 也と 有り、 然れ ば、 此神劎 を此に 留めさせ 御 在し 坐し ける は、 日本 武尊 京華 

に歸 赴かせ 給 ふとして 其 御 形影と して 賜 ひ 置かし，. - なりけ り、 鎭座 記に 此年を 四十 1 年の 事と 爲る は實に 然る 可し、 

御紀の 結め に是歲 天皇 踐祚 四十 三年 焉と 有る は、 其 御 葬の 御 事な ど竟 たる 所に 云 へ る なれば、 其 も 四十 一 年に 當る可 

からむ 事 云 ふ も 更なり、 (但鎭 座 記に、 四十 一 年、 王 入； T 坐 尾 張 姓 家， 時、 天神 敎曰、 汝還， 都而 可， 途 n 吾^ 者 復此國 f 

思 此地者 神風 伊勢 國之內 玉垣 國也 云云、 此以ニ 此^, 者 宜レ留 二 此國； 若 此訓有 二 疑 者？ 懸ニ m 於 木， 明 二 實證 f 而當レ 知る 有 T 

神 光照，， 滿 人， 者 i 驗 * 矣、 或 果知レ 有， 光 初 驚 賜と 有る は 右 Q 緣起 風土記 等に 異なり、 此に 天神 Q 御 敎甚疑 はし、 

若此訓 有， 一 疑 者， 云々 は 殊に 疑 はし、 此は 日本 武 尊の 厠に 入り 坐す とて 桑 枝に 掛けさせ 給 ひて 忘れ 置かし- -に こそ は 有 

り けれ、 天神の 御訓の 是非 を 試み 給 ふならぬ 證は、 忘 レ^ 還 75 入寢殿 T 到レ曉 驚寤と 有る にて 著ければ、 此は其 事 を 神 

に爲 むと 巧みて 作り 設けたり し 者な りけ り、 叉 鎮座 記に、 一 曰 王 曰、 ？、 ーデ 都迎， 一 汝小止 女 f 答 曰、 必哉、 未レ 知， 一虚 實っ 

王仍 解， 劎授 曰、 持，， 此 i^l 爲，, 吾 床 之 守， 以可レ 待， 之、 時吉 備武彥 曰、 是不， 可， 留、 何 乎 徧伏而 還レ都 後送，, 神劍？ 宜，， 敬 

祭つ 王不レ 用と 有る は此 時の 狀然ぞ 有りけ むかし、 但還レ 都 後送， 一 祌劎， 宜， 一敬 祭， の 文 は、 上なる 汝還レ 都 而可レ 送， 一吾^ 
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者 復此國 一と 有る に 合せり し 者ながら、 此に 御劍を 留めさせ^ へる は、 其 宮酢嫒 命 を迎へ 取り 給 ふ 迄の 御 形見 ひ 意な 

れば、 然 計り 深く 道理 を まふ 所に は 非す、) 其より 氣吹 山に 御 在し 坐して 神 氣に瘁 給へ りければ、 御 病み 坐せ る 所の 

古事記に 到，， 能 煩 野， 之 時、 思， 國以歌 曰 (中略) 此時御 病甚急 爾御歌 曰、 袁登賣 能、 登 許 能辨. 爾、 和贺淤 岐斯、 都 流 

大刀  K, 、大刀 

岐能 多. 曾 能 多 知 波 夜、 歌竟卽 崩と 有る、 此 事を緣 起に も 載せて、 渡， 一 鈴 鹿 河 中 瀬 一 隨ニ逝 水？ (下略) と 所見たり * 

此御歌 は、 先に 我歸ノ 京華 一 必迎， ー汝身 f 卽解， 劎授 曰、 寶 75 持 此ぎ爲 ，： 我 床 守 一と 宮酢嫒 命に 宣ひ 授けさせ 御 在し^ し- 

御 事 を e 心 ぼし ffi させ 給 ひて、 甚く 其 御 の 事に 就きて 叉 其 媛の 御名 殘を も惜 ませ 給へ る 由の 御詠 霄 になむ 御 在し 坐し 

ける、 秦 鼎が 參考 本に 載せた る 或 本に、 宮簀媛 命 後 續，， 御 歌 之 末， 曰、 登 許 能倍爾 (於，， 床上， 也) 和 賀於保 岐美能 (我 大君 

之 也) 許 能 多 知 乎 (此 大刀 也) 於 岐多麻 倍禮婆 (置 給 有 則 也) 岐美能 (君 之 也) 美 古 止 乃麻爾 (隨， 命 也) 志 多 比 (慕 

也) 麻 毛 利 阿加 米武 (守崇 也) 登 古 止波爾 (常 石 也) 夜 須久志 津加爾 (安靜 也) 於 波瀨波 (御 在可恰 也) 許. <爾 麻 都 

禮波 (於： 此處： 祭 則 也) 岐美毛 (君 亦 也) 美 古 止 乃 麻 爾 ( 隨レ命 也、 止 下 脫，： 乃 字； 今 補) 多 加 倍 奈麻志 曾 (違 勿レ坐 

也) 麻 毛 利 於 波勢與 、守 可， 一 御 在 一也) と 有る. 此 歌の 句法 明らかなら ざるが 故に 誰も 取 も 見 ざり しは^ 可惜し き な 

る を 以て、 釋紀の 例に 擬ひ句 毎に 譯文を 加へ て 今 引けり. - 此は其 日本 武 尊の 御 歌に 應へ 參ら する 意 を 以て、 "休 上に 我 

大君の 此 大刀 を 置き 給 へれば、 大君の 御 首 の 隨に慕 ひ 守り 崇め 奉らむ、 常 石に 安く 靜 まり 御 在し 坐せ ，阿波 禮 此 處に齋 

き 奉れ，. -ば 大君 も 御 命の 隨に勿 違へ 坐し そ、 此 床上に 守り 御 在し 坐すべし と 云 ふ 意に て- 此次に 引ける 文に、 巳而倭 

武 尊奄忽 遷化 之 後、 宮酢 姬不レ 違， 1 平日 之 釣 f 獨 守：； 御床， 安 「置 神劍， と 有る に 合 ひて、 哀れと も憐 しと も 夫婦の 眞 を 


ば盡し 究めた る 歌に なむ 有りけ る、 倍 御 歌に も 嫁の 歌に も 登 許 能辨と 有る は、 上に 引ける 緣 起に 謂 ゆる 寢殿を 一 K ひて、 

床と は 御 妹 跌の御 語ら ひ 御 在し 坐し ける 夜 床の 事な り、 先レ是 倭武尊 於-: 甲斐 酒折宮 r 有 レ戀- 一宮 酢姬？ 卽歌 曰、 阿由知 

何 多、 比 加 彌阿翻 古 波、 和 例許牟 止、 止 許 佐 留良牟 也.'， 阿波 禮阿誦 古 乎、 と 有る 登許是 なり、 萬 葉 十八 (二十 三 丁) に、 

波 之吉餘 之、 都 麻 乃 美 許 登 能、 許 呂毛泥 乃、 和 可禮之 等吉欲 >  奴 婆 玉 乃、 夜 床 加 多 左 里 (下略) とも 有る が 如く， 古 夫 

の 旅立す る 時 は必す 夫婦 相寢 たる 床を片 去りて 傍に 守り 乍 も 其 歸るを 待つ 習な りし を 詠めるな り、 其 四 ニニ 十七 丁) に 

幾許、 思異目 鴨、 敷 和 之、 枕片去 • 夢 所見 來 之と 有る に對 へて.， 余 衣、 形見 爾 奉.， 布 細 之、 枕 不離、 卷而左 宿 座と 有 

る は， 床と 云 はすして 共に 其義 なり、 又 十七 (十五 丁) に、 久 佐麻久 良、 多妣由 久吉美 乎、 佐 伎 久安禮 等、 伊波 比倍須 

惠都、 安 我 登 許 能 弊爾、 二十 (十八 丁) に、 都. C 麻 波受、 可 弊 理伎麻 勢 登、 伊波 比 倍 乎、 等 許 弊 爾須惠 Br 之 路多倍 能、 

蘇 田 遠 利 加 弊 之、 奴 婆 多 麻 乃、 久 路加 美 之 伎 er 奈 我伎氣 遠、 麻 知 可 母 戀牟、 波 之 伎 都 麻 良 波と 有る も 皆 床上 を 守り 

て齋 へる 狀 なり、 況て此 は 甚も止 事 無き 天 神の 御璽の 大御 を齋ひ 置かせ させ 御 在し 坐し ければ • 此は 殊更なる 御 事 

に 御 在し 坐し ける ぞ かし、 (其 十五 卷雪 連宅滿 死去 之 時 歌に、 須賣呂 伎能、 等 保 能 朝廷 等、 可 良 國爾- 和 多 流 和 我 世 

波、 伊 敝妣等 能、 5^ 波 比 麻多禰 可、 多 太 未 可 母、 安 夜 麻 知 之 家牟、 安吉 佐 良 婆、 可敝里 麻佐牟 等、 多 良知 禰能， U ぶ 

爾麻于 之 nrr 等 伎毛須 疑、 都奇母 倍奴禮 婆， 今日 可 許牟、 明日 可 蒙許武 登、 伊 敝比等 波、 麻 知 故 布 良 牟. 爾、 等 保能久 

爾、 伊 庥太毛 都 可受、 也 庥等乎 毛、 登 保 久左可 里 伊波 我禱 乃、 安良 伎 之 麻 禰爾、 夜 杼里須 流 君と 有る、 家人 Q 齋 

ひ 待ね かと 云 ひ、 結句に 宿り 爲る 君と 有る を 以て、 右 Q 二 歌の 如く 床上に 忌 愛 を 居え て 祭る 事 を 云 ふなり、 此等を も 
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傍 證に備 へて 思 ふ 可く こそ、 侍 右の 比 加 彌阿禰 古 は 神 名 式に 愛 智郡火 上姊子 神社と 有る 是 なる 由、 傳 二十 三卷に 注せ 

るが 如し >  鎮座 記に、 氷 上 宮ニ座 宮簀嫒 命 豐浦宮 御宇 祭， 之、 至， 一廣 野姬 天皇， 奉， 遷，， 火 高 f 此時 合祭 神 日本 武尊 也、 

二 座 御靈形 御宮 一箇 坐と 有り、 奮 記に は仲哀 fK 皇四乙 亥年 始御鎭 座と 見 ゆ) 叉緣 起に、 已 而倭武 尊奄忽 遷化 之 後、 宮 

酢 姬不レ 違，， 平日 之 約； 獨守， 1 御床 f 安 「： 置祌^ r 光彩 亞， 日、 靈驗著 聞、 若 有，， 禱請之 人 r 則應感 同，， 於 影響 r 於 是宮酢 

姬會 TI 集新舊 f 相議 曰、 我身衰 耄昏曉 難， 期、 事 須，. 未レ P 、之 前 奉 .Kl,, 祌 衆議 感， 之 定，， 其 社 之 地 f 有 n 楓樹ー 株 T 自 

然 炎燒、 倒，, 水田 中， 光 焰不， 銷、 水田 尙熱、 仍號， 一 熱 田 社， と 所見た る、 不， 違 二 平日 之 約， は、 上に 引ける 文に、 卽解レ 3- 

投曰、 寳 TI 持此劍 -爲， 一 我 床 守， と 有る 是 なり、 若て 此は宮 酢 媛 命 其 床上 を 放ち 奉りて 祌宮 を營み 造り 祌^ を 奉り 遷る始 

なる が、 右に 我身衰 耄昏曉 難, 期と 有る は 甚く 年老た る狀 なれ ども、 此は其 日本 武 尊の 崩り 坐し X より 心勞れ 身，； おら 

れ たりけ るなら めど も 未だ 壯 年の 時な りけ らし、 鎮座 記に、 四十 三年 (二 K 四十 九 年 己 未) 至レ經 營大 i ほ r 叉嫒 曰、 

合 7J 祭 素 戔嗚神 i 分 己一 種寶 物； 宜レ 奉， 藏，， 土 之 御莒木 之御莒 f 叉 卜つ 定宮 地， 者、 以，， 大祌之 勅， 造， 宮之制 者、 せ；： 柱 太 立、 

高天原 榑風高 知、 奉レ 遷，, 熱 田皇大 神-也と 所見た る是 にて、 日本武尊の升、退は景行天皇四十三年癸；^^なれば、 年已 

に 此祌宮 を 取り 建つべき に 非 ざれば 一 云 Q 方正 說 にて 其 四十 九 年 己 未に ぞ 有るべき、 然れ ば、 其 媛の 日本 武靠 に納れ 

奉れる 四十 一 年 を 十六 七の 頃と 見ても 其 四十 九 年に は 僅に 二十 四 歳な りし 時に こそ、 右に 謂 ゆる 熱 田の 名義 は 巳に 倚 

1 1 十三に 註せ りき、 (偖 成務 天皇 四十 九 年 も 同じく 己 未 なれば 右に 我身衰 耄昏曉 難」 期と 云 ふに 合へ る 如く、 其に て は 

十餘の 老女 なれば 其 一一 目 實に 相應へ る 心ち なむ 爲る を、 猶其 日本 武 尊の 御 在し 坐 さ るに， 可 時 迄 も 床上に 置きて 守る 可 


きに. p ざれば、 神社 は 已く景 行 天皇 御世に 始まりけ む 事 申す も 更なり、) 右に 二種 寳 物と 云へ る は 古事記に 故 

レ命罷 行 之 時、 參っ入 伊勢 太 御 神宮 T 拜 U 神 朝廷- (中略) 時、 倭 比賣命 賜-二 早那藝 i ^一  亦 賜-一 御 囊-而 詔、 若 有- 1 急 事-解-一 

兹囊 口， と 有る 是 にて、 緣起 にも、 倭姬命 感-其 心- 授ニ 神劎- 曰、 努. < 力. < 莫レ 離-一 於 i 又 賜-二 囊< 曰、 若 有 あ 事 一 

解 一一 斯囊 口？ 倭 武尊拜 n 領鈕囊 一行と 見えたり、 故に 此 一 神劍と 1 囊と 合せて 二種の 神 寳の御 事な り、 其 を 鎮座 記に 大 

足 彥忍代 別 天皇 四十 年令 T 詔 n 皇子， 降 * 東國， 時、 天神 語-皇女-曰、 神 在- 1 高天原-窺 之、 東不に 女.' 故 有-一 令い 平 者 ^ 必可 

レ來、 以，， 吾 ％1 可， 與、 無，， 所， 向虜， 矣、 果詣， 王、 皇女 取，， 51 與 P 囊授 曰、 愼莫レ 怠 也、 ( 一 云此燧 後天 火徹 燧名レ 之、 俗 

號，， 淫 袋？ 付， 一大 小刀-其 緣也) と 書せ る此祌 託の 事 はし も、 先に は予も 信な は ざり しか ども. 熟思 ふに 實に 愛た き傳 

にて 有りけ り、 其 は 草雜劎 はし も 甚も可 長き 天 璽に て 御 在し 坐し、 叉 其御燧 はし も 彼の 八^ 鏡の 御缺 にて 御 在し 坐す 

事傳 十九に 註せ る 如くに て、 共に 伊勢 太 神宮の 御 許 を 放ち 奉る 可から ざる 由緣の 御物な り、 然れば 右に 天神と 有る は 

皇太 神の 御 事に 御 在し 坐して、 當昔東 國に背 叛く者 多 かりければ 征伐の 御 使と して 皇子 尊 を 遣 はし 給 へらむ に、 授け 

賜 ふ 可き 神託の 如 此く御 在し 坐せ る 上なら では 其 御 姨の御 心に も 任せ 給 はざる 可き は 然る 物に て、 其 若 急 事 有らば 斯 

響 開かせ 51 由 を 仰せ 含めさ 霧へ るな ど は、 必 る 神 S 御 在し 坐せ るに 本著 かせ 給へ るなる 可き 事 何 

か は 疑 ひ 奉らむ、 然れば 此は紀 記に も 補は將 欲き 程の 事に こそ は 有り けれ、 傳廿 一 にも 註せ るが 如く、 後世と 成りて 

良 も 爲れば fi ひ 朝廷に 背く 輩 QW 來るは 多 4 東國 なる に、 此： SIQ 此 S 在し 坐して 然る 防 f 成して 靜め 

御 在し 坐すな む 實に天 照 太 神の 御 心なり ける、 然る 時は此 天神の 御 論 はし も 彼 神武 天皇 戊 午年 御紀 に、 天 照 太 祌謂ュ 
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武甕 雷神， 曰， 夫 葦原 中國猶 聞， 一 喧擾之 響， 焉、 宜更往 而征， 之、 武甕 雷神 對曰、 雖，， 予不 P 行、 而 下，， 予平， 國 之劍？ 則國 

將，， 自平， 矣、 天 照 太 神 日諾、 時武甕 雷神 登 謂，， 高 倉， 曰、 予劍號 曰，， ，1 靈， (下略) と 見え • 古事記に も、 IK 照太祌 高木 

祌ニ柱 神 之 命以、 召 n 建 御 雷神， 而詔 >  葦原 中 國者伊 多 玖 佐 夜藝帝 阿， 理 祁理、 我 之 御子 等 不平 坐 良 志、 其 葦原 中！： 者專 

汝 所ー畲 向, 之國、 . 故 汝建御 雷神 可レ 降と 有る 其 時の 俤 なる 者な り、 今より 後 も デ、 地と 日！ と共に 常 在なる 御^の 問に 

は 然る 禍々 しき 事 も必す K 來 まじ と は 云 ふ 可から ざ れ ども、 熱田大 神の 此に 若て 御 在し 坐す 限 は 唯 天神 御子 の 大 御稜 

威な む衰へ させ 御 在し まじ かりけ る、 (若る 所以に や 依れり けむ、 ，の 甚く 亂れ たりけ る 程に は IK 神 御子の 大 御稜 威 

を 以て も 治めさせ 給 ふ 可き 御 力なむ 及ばせ 給 は ざり ける を、 然る 時には 名将 勇士 を W し 給へ るに、 織 田、 豐臣 Q 二 氏 

は 其 尾張國 より 起り、 家康の 參河國 より 出 でた る は 更なり、 常 今 諸圃の 大名な ど 多く 其ニ國 より 起り W て、 1K 下の 亂 

を靜め 武德を 輝かして 朝廷の 藩 祥と爲 て 仕へ 奉る 事 皆 偶然に 非す、 此大； t の 御 靈に憑 れる事 右に W せる 鎮座 記の 文 を 

以て 知る ベ し.' 此 神宮の 東國の 首と 有る 尾 張 國に鎭 り 坐す 幽契の 委しき 事 は 巳に 傳ー 一十 一 卷に 註せ るが 如し、) 祭神 

の 御 事 は 右 Q  二種 神 寶を熱 田大祌 と稱へ 奉りて、 卽ち H< 照 太祌に 渡らせ 給 ふ 事 今更に 申し 奉る 限に 非す と雖 も、 緣起 

に 正 二位 熱 田大神 者以， 神劍， 爲， 主、 本名 叢雲 劍、 後改， 一名 草難劍 f 其祠 立，， 於 S 張 國愛智 郡， と 有りて、 下に 彼の 竊川 

上の 御 事 を 書して、 此 正書の 如く 素 斐鳴尊 曰、 是祌 也、 何敢 私； ま 藏乎、 獻 一一 於 IK 照 太 神， 也と 有る にて 明らかな り、 

故に 鎭座 記に も 熱 田 皇太神 一 座 I 在，， 尾 張 國吾湯 布 郡 江 崎 松 妮島千 竈 鄉，) 伊 #諾 尊 御子 謂， 一大 日雾 貴、 鎭 つ 坐于 伊勢 國， 

之 名、 號 U 天 照坐皇 太祌？ 鎭 n 坐于尾 張國， 之 名、 號，； 熱 田 皇太祌 r  土用 殿 坐 御正 體者虔 矛 (a 者 玉 也、 矛 者草薙 0 也) 


于- 一正 殿-坐 神璽 者御莒 也と 有る が 如く、 祭 祌はー K 照 太 神に て 一座に 渡らせ 給 へれ ども、 土用 殿の 方に 草 難 锪を鎭 め 奉 

りて 御 靈形は 離ち て 別に 正殿に 御 在し 坐す 由な り、 但其虔 者 玉 也、 矛 者 草薙劍 也と 云へ る は 心得す、 瓊 矛と 字 を續く 

る 時 は 彼の 天 凄 戈な どの 如く 一  種の 物 名な り、 然して 矛と 级とは 同 物に 非ざる を 一 に 云 へ る 事 も 如何、 故に 思 ふ 

右の a は 其 草 薙御劍 の 御 装束の 玉な りけ むが 相 副 ひて 一 に 在る を 以て 然る 物と 必？ t て瓊 矛と は 記し 傳へ たるなる 可 

し、 太 神宮 式神寶 二十 一種の 中に 玉 纏 橫刀ー 柄 {抦 長 七寸、 鞘 長 二 尺 六寸) 柄頭 橫著， 銅 塗， 金、 長 三寸 八 分 (片端 廣 

一 寸 五分， 片端 廣 一 寸) 頭頂 著，， 仆鍰 一 句， (徑 一 寸 五分、 玉 纏 十三 町 四面、 有，， 五色 玉，) 著，， 五色 組 T 長 一 丈、 阿 志 

須惠組 四 尺、 柄 著，， 句 金、 長 二 尺 (著，， 鈴 八ロ琥 碧玉 二 枚し 金 鮒 形 一隻 (長 各 六寸、 廣ニ寸 五分) 著 レ緖紫 組長 六尺、 

袋  一 口  (表大 暈 1； 綿 裏 緋綾帛 各 長 七 尺) と 有る、 此は甚 上代の なら ざれ ども 其 形 狀を思 ふ 可き 料に 抄き w たるな り、 

然して 正殿に 坐す 御璽と 云 ふ は 其 二種 寳 物の 一 なる 御 嫁 袋に て 謂 ゆる 天火 徹是な る 事、 上に も 引ける 鎮座 記に 皇女 

取 與, 囊授と 有る にて 著明き を、 叉 云 はく、 四十 三年 ( 一 云 四十 九 年 己 未) 至， 經 n 營大宫 f 叉嫒曰 合つ 祭 素 斐嗚神 T 

分， 一一 一種 寳 物" 宜レ 奉レ藏 n 土 之 御 莒木之 御 笞， と 所見た る、 此 時に 天 照 太 神に 素 戔鳴尊 を 合せ 祭られし は、 其 草 難^に 

抱り て少緣 ならぬ 御 幽契の 御 在し 坐す に 依れる 事、 傳ニ 十一 に 註せ るが 如し、 此土之 御 莒と云 ふ は 後代に 朽ち 損 はれ 

ィレ  T- チ ムヶ / ト 

ざる 爲に 陶器 を 作りて 其 草 薙^ を 盛 奉れる にて、 後世に 土用 殿と 申す も 其に 依る 事に ぞ有 るべ かりけ る、 叉木 之御莒 

と 云 ふ は 尋常の 御 箱なら めど も、 右に 土 之と 云 ふが 故に 殊更に 木 之と 並べ 稱 なりけ り、 若て 此は于 n 正殿 一 坐 神璽 者 御 

莒 也と 有る 其に て御囊 になむ 渡らせ 給 ふ 可 かりけ る、 其 は 下に 云へ るが 如く 八^ 神社 はし も 常 宮の別 社に 渡らせ 給へ 
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るに、 其攝 社に 徹祌社 皇太神 御靈形 御宮 而 坐と 有る は 1K 火 徹に由 有り、 霧 神社 素 戔嗚尊 御靈形 御宫而 坐と 有る、 霧 は 

1K 叢雲の 謂に 近くして 草 薙劍に 由 有り、 此 一 一 を 以て 愈 思を定 むる に 至れり、 鴨 長 明が 海道 記に 熱 田宮は 素戔鳴 尊なる 

由 云へ る も、 當 昔草雞 御^の 御 事に 就 を 人 皆 其大祌 の宮と 思へ るな めり、 抑此 天 火徹 の御燧 はし も、 傳 十九に 註せ る 

が 如く 寶鏡 開始 章 第二 一書に、 是 時以， 鏡 入，， 其 石窟， 者、 觸， 戶小 瑕、 其 瑕 於， 今 猶存、 此卽 伊勢 崇祕 之太祌 也と 見え 

たる、 其御缺 にて 謂 ゆる 八 頭 花 崎の 一 片に御 在し 坐せば、 殊に 天 照 太 神の 御靈 として 正殿に 持ち 齋き 奉る 事 實に其 謂 

れ 有る 御 事に なむ 渡らせ 給へ りけ る、 (然る は 草 難 はし も 皇太祌 の 御 靈とは 申しながら 素 斐嗚大 神に も 係れる を、 

此御遂 はし も 右の 由来に 依れ -I ば 皇太祌 のみの 御 靈に御 在し 坐す 御 事 を 思 ふ 可し、 偖 鎮座 記 日 割 御子神 社の 下に 一 云 

健而 坐と 云へ るは此 1K 火徹 なる に 似たり、 然れ ども 上 件に 云 へ る 如く、 一 一種 祌寶 として 草 難 と 並ばせ 給へ る 上 無き 神 

寶の 本宫を 離れて 然る 別 社に 御 在し 坐す と 云ふ理 無ければ、 其 は 嫁 石な どに て、 同じく 倭姬 命より 賜 はれる 物ながら 

顯國の 物 なれば 別に 社 を 定めて 祀り 給へ りけ む 事、 傳 十九 卷に 註せ るが 如し、 偖 右の 土用 殿 を 本に 都 知牟！ t 能 美 阿 

可と 訓 める は 土 御笥之 御殿と 申す 事に て、 謂 ゆる 土 之 御莒を 納め 寧れ る 謂なる 可し、 然る を 神道 者 流の 言に 土 金 相 生 

の義 なりな どと 附會の 僻說を 立る は 云 ふに も 足らざる 者な りけ り、 叉秦 鼎が 頭書に 應永ー 一十 六 年 遷宮 記 作，, 渡 用 殿へ 船 

レ是と 云へ れ共、 其 は 土用 を 渡 用に 同音 を 以て 通 はし 書け る なれば 其說も 如何、) 然れば 熱田大 神と 齋き 奉らせ 給へ る 

カム ギネ 

主神 はし も 天 照皇太 神に 御 在し 坐して、 素 f{ 嗚大神 を も 合せ 祭り 奉れる 事 著し、 故に 鎮座 記に 一 御前 神社 二 座と 有り 

て 皇太祌 荒 魂、 天 照 坐 大日 雲 尊 合祭 神 素斐嗚 尊と 有りて 共に 二 大祌の 荒 魂 を拉べ れる 由な り、 叉 八 劍祌社 を 集 說に素 


^_戈嗚尊和魂也と云へるに、 鎭座 記に 西 皇太神 素 嗚 尊と 有れば、 此 もニ大 神の 和 魂 を拉べ 祭らる. ^な りけ り、 故に 此 

本宮は 其ニ大 神の 御 靈の全 體を祀 り 奉れる にて、 彼の 草 薙祌^ はし も、 此ニ大 祌の祌 實に御 在し 坐す 中に も其祌 3- に 

は ニ大祌 共に 係りて、 其大御 正統に 渡らせ 給へ る 天津 日繼の 御璽に て 御 在し 坐す 御 事 申す も更 なる が、 彼の 天火 徹は 

しも 專ら皇 太 神の みに ぞ 係れり ける、 故に 鎮座 記に 熱 田 皇太神 一座 (中略) 合祭 祌 一座 素 戔鳴尊 (御靈 形 御宮 而坐) 相 

殿 神 三 座 (御 靈形各 御宫而 坐) 日本 武尊、 宮簀嫒 命、 建 稻種命 凡 有，， 五神 f 次第 如， 上、 同， 床 設，， 別 高座：. 以， 西爲 

レ上、 于， 東 次第 焉、 元 是ニ座 也、 至，, 于淨 御原 朝-加，， 一一 一座： 伹相 殿之內 一機 床 別 界矣と 有る が 如く- 宮簀嫒 命の 始め 

て齋き 奉られし は 二 座に 御 在し 坐して、 其 餘の三 座 は天武 天皇の 大 世より 祭り 加 へられし 趣な り、 故に 思 ふに 此草薙 

劍は しも、 日本 武 尊の 吾 形影と して 宮簀嫒 命に 賜 ふ 所 なれば、 本より 其 御靈も 副へ て 御 在し 坐すべき 御 事 申す も更な 

りと 雖も、 其 本體の 御靈を 申す 時 は ニ大祌 の御靈 にして、 日本 武尊は 唯 其 を 授け 坐し i のみこ そ 有り けれ、 其 御靈と 

は 申し 難き 事な り、 然 らば 鎮座 記に、 氷 上 宮ニ座 宮簀嫒 命 豐浦宮 御宇 祭； > 之 、此時 合祭 祌 日本 武尊 也と 有れば、 此ニ神 

は 其より 移し 祭られし なる 可し、 又 建 稻種命 は 別 社に 今彥 神社 建稻種 命と 有る 其より 移し 祀 へるな どに こそ、 但其曰 

本 武尊を 氷 上宮に 合せ 祭れる は 持統 天皇 御世と も 云 へれば- 元は 別 社な りつる を 一 に 合せた る を 云 ふなる 可ければ 此 

所に 妨げ 無し、 參考 に、 承 和 十四 年 三月 七日 太 政 官符、 亦 有， 一 神 體五體 語 T 蓋 是其ー 牀卑者 蓋 稻種命 所 レ座歟 と 云へ る 

は 然る 言に なむ、 叉鎭座 記に、 前件 神體 崇，， 正殿 r 正體 鎭，， 土用 殿 T 是以示 レ無レ 開 n 御 扉； 設， 1 別殿， 渡 n 天 浮 橋： 奉， 移，， 五 

神 r 獻ニ 四時 祭？ 故 名 二 其 所 一 曰 二 渡 殿 f 五 座 御前 各 有，： 神璽 之 御 飾 ー矣と 有る、 祌體と 云 ふ は 右の 五神の 御 靈形御 宫而坐 
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と 有る にて 謂 ゆる 木 之 御莒是 なり、 正 體鎭ニ 土用 殿 一と 有る は 彼の 草 難 に 御 在し 坐して 卽ち土 之 御莒是 なり、 是以示 

レ無， 開， 1 御難， と 云 ふ は、 彼の 御正 體は 殊に 重く 貴き B< 璽に 御 在し 坐す が、 御 扉 を 開き 奉る こと を 禁止て^ 殿 を 設け 渡 

殿 を 架して 別に 安置し 奉る 由に て、 其 別殿 卽ち 右に 謂 ゆる 正殿 是 なり、 如此く 正殿と 土用 殿と を 別にして 祌體 と正體 

と Q 御座所 を 異に 爲られ たる は淨 御原 朝よりの 御定 なる 可き 事、 下に 云へ る を 見て 知るべき なり、 (然る は >  上に 引 

ける 鎭座 記に、 至レ經 71 營大宮 f 叉媛曰合^^祭素斐嗚祌？ 分-二種 寶物 f 宜レ 奉：. 藏， 1 土 之 御笞木 之御莒 一と 有りて、 其藏奉 

る 御莒を こそ は 別に 物 爲られ たり けれ、 御殿 を 二に. 造られた る 趣に て は 無き を 思 ふ 可し、 緣 起の 趣 にても 漸く 此時其 

嫒の 守れる 御床 を 放ちて 別に 社 を 定められ たるの みの 事と 見えた る 者 を や、 借 此祭祌 を 頭注に、 大宫 日本 武尊、 東 素 

妻 鳴 尊、 西 宮簀媛 命 今 水上 明神是 也、 西 伊 弊 並 尊、 北倉稻 命、 中央天照太祌以上六座と云へるは^_^說にて更に合は 

す、) 天智 天皇 七 年御紀 に、 是歲 沙門 道行 盜， 一草 薙劍， 逃 di 新羅 f 而中路 風雨 芒 迷歸と 見えた る、 此 事を緣 起に は •  fK 

命 開 別 天皇 七 年 戊辰、 新羅 沙門 道行、 盜，， 此神 ％1 將レ 移，， 本國 f 竊祈 入，， 于 祌祠； 取 装 裟-逃 去、 伊勢！： 一お 之 

閒、 祌劍自 脫，， 袈裟， 還つ 著 本社 T 道行 更還到 練禪禱 請、 叉裹 n 架裟， 逃 n 到 攝津國 T 自， 1 難 波津， 解， 欖歸 レ國、 海中 失， 度 

更亦漂 11 著 難 波津， (中略) 于時吏 民 驚拖， 東西 認求、 道行 中心 作レ 念、 若棄 n 去 此劍， 則將， 免， 1 捉 搦之責 f 乃 抛 n 棄祌^ T 

劍不レ 離， 身、 道行 術盡 カ窮、 拜首 自首、 遂當ニ 斬 刑 一と 有る は、 當昔佛 法の 盛な りし 頃なる が 故に 僧尼と 雖も輙 く祌社 

に詣て 擅に 練禪禱 請の 事 を も物爲 たりけ むから 然る 妖 僧に 盗まれ 奉りし 者な りけ り、 其 初 度に は 伊勢より 自ら 脫て歸 

らせ 給へ る を、 ，f^、度にも然爲させ給ふ可きを• 其 にても 吏 民の 心 著 かま じかり ける を、 今度 は 其 祌劍の 御 方より 其 身 


を 離れさせ 給 はすして 妖賊 を捉搦 しめ 後の 鑒誡 とは爲 させ 給へ るな りけ らし. 鎮座 記に、 1K 命 開^ 1K 皇七年 十一 月 * 

外賊 逃， 一宮 地 山， 到， ー筑 紫, 時、 大 祌靈驗 賜，, 國司 女？ 於レ是 奉， 遷 n 大神， 因 都 坐 (中略) と 所見た る を 合せて 思 ふに、 其 海 

中失レ 度と 云 ふ は 己に 筑紫迄 も 到りけ るなる 可し" 古語 拾 遣に、 外賊偸 逃不レ 能， 出， 境. 祌物靈 驗以, 此可 レ觀と 見えた 

れば、 其筑 紫より 難 波 津には 漂 著した るな りけ り、 于時吏 民 驚 惟 東西 認 求と 有る は.' 妖 僧の， 礙を 解く 頃 間に も 猶3£ 知 

ら ざり ける を * 此に祌 3- の 御 在し 坐 さ る を 以て 始めて 東西に 認 求る にも 未だ 彼の 外 賊の所 爲とは 思 は ざり つるに、 

ミづ カラマ ラ " 

其 漂 ひ 著く に 至りて 已に術 盡き事 窮まりて 自 首せ るなる は， 此は 右に 云へ るが 如く 實に大 神の 御 心と して 甚く 苦し 

め惱 ませた まへ るな りけ り、 此 より 其 近 江 大津宮 に 留まらせ 御 在し 坐す 御 事に なむ 渡らせた まへ りけ る、 (右の 大神 

靈驗 賜- 國司女 一と 有る は 其盜み 去れる 事 を 託した まへ るかと 思 ふに、 緣 起に 吏 民驚拖 東西 認 求と 有る に 合 は ざれば 此 

時 京に 留まり 奉る 可き 御託なる にや、 借 右の 初 度の 伊勢より 還らせた まふ 事 を 天 淵 記に 俄黑 雲從， 空來奪 之と 有る は 

偽な り、 然る 著明き 事の 御 在し 坐したら むに は 人 も 心 著き て 其外賊 をば 疾く にも 追 ひ 却 ふ 可き に 然らぬ を 思 ふ 可し、 

叉 同 記に、 叉 取：.^ 而到， 1 近 江 蒲 生 郡 f 黑雲下 奪取 如レ先 云々、 到，， 筑紫ー 欲 レ歸ニ 本國ー 云々 と 有りて、 初 中 後 三度と 爲れ 

ども、 猶緣 起の 方な む其國 の記錄 なれば 正しく 有るべき、 偖 右に 引ける 緣 起に、 更亦漂 著 難 波 浦， の 下に、 乃 或 託宣 

曰、 吾是 熱田祌 M 也、 然被レ 欺， 妖僧 「 殆 著，， 新羅？ 初 裹，， 七條 袈裟？ 脫出 還， 社、 後裹， 一九 條 装裟； 甚 難，， 解脫， の 四十 一 

字 有り、 參考 に、 此事 拖妄、 蓋妖 僧託說 也、 可レ 削と 云へ る は 然る 事な り、 鎮座 記に、 靈驗赐 一, 國司女 一と 有る も 右 Q 

僞 託に は 非 じか、 惜此時 Q こと を 思 ふに、 彼の 妖傲 一人の 巧に て 容易く 出来べき ことに は あらす、 內 にも その外 賊に 
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黨 する 者の 有りて 然る 惡事を や 成せり けむ、 近年 墨 夷の 通信 交易の ことに 託けて 皇國を 窺へ るに、 奸吏俗 民の 私欲に 

耽り 自家の 富 を 希 ふに 至りて は、 彼に 長 怖れて 國を 估り、 其 傲 言 を 信と して 勅に 背き 淺 ましき 事の み 多 在り、 然れば 

古 とても 然る 妖賊を 導きて 食氣 無き 事共 を 成せる 賊徒の 有りけ るに こそ、 然は 有れ ども 後 終に 天譴の 至る 事 を 知ら ざ 

る は 本より 意 愚なる 爲 なり、) 若て 天武 天皇 朱 鳥 元年 御紀 に、 六月 己巳 朔戊 寅、 ト，, 天皇 病 f 祟， 一草 雍^ f 卽日 551^11 置于尾 

張國， と 有り、 緣起 にも、 天淳 中原 慮眞人 天皇 朱 鳥 元年 戌 夏 六月 己巳 朔戊 寅、 ト，, 天皇 御 病； 祟-一草 雞劎 T 卽 勅，, 有司 r 

遷 71 置 于尾張 國熱田 社？ 自レ爾 以來始 置， 一社 守 七 員， (一 人爲， 長、 六 人爲， 列) 並 免，, 係 役， と 有りて、 天智 天皇 七 年 戊辰 

より 此朱鳥 元年 巧 戌 迄 凡 十九 年の 間 は 大津宮 より 淨 御原 宮に遷 し 奉りて 皇宮に 御 在し 坐し ける 也、 鎮座 記に は 朱 鳥 元 

年 五月 庚 子、 賜， -可， 奉レ 還-一神^ 於 尾 張國： 勅， 焉. 甲 辰 有 n 祌與， 帝 神 約， 矣、 六月 戊 寅 卜，.， 帝 御 病 f 復爲， 祟，， 神 故卽 

日 勅 而奉レ 還 n 熱 田宮, 焉、 此時 更改 經 7T 營大宮 及 別宮諸 神社, 矣、 十二月 辛已奉 レ遷， 一新 宮， と 見えた る、 此新宮 と 云 ふ は、 

此時迄 正殿に 謂 ゆる 土 之 御莒木 之御宫 共に 奉齋 来れる を、 更に 土用 殿 を 別に. 造りて 其 草 薙％, の 土 之 御 笞を藏 め 別ら れ 

たりし 事と 見 ゆ、 此に 依る 時 は 已に此 より 以前に 五月 朔 日に 其 勅の 御 在し 坐し ける を、 五日に 至りて 愈 廢社を 起して 

更に 安置し 奉らる 可き 勅 約の 御 在し 坐し ける を猶豫 はせ 給へ りければ、 六月に 至りて 御 病し 給へ るな りけ り、 然るに 

其 御 祟に 因りて 卽 日に 還し 奉る と 云 ふ は然速 かに は出來 まじき 事 なれ 共、 其 趣 を 以て 先に 巳に 還し 奉る 可き 豫て Q 

事無くば 如何 は此. 所に は 至る 可き、 右の 如く 十五 年 都に 留まらせ 給 ふと 雖も、 其 は 草薙祌 5- のみの 御 事に て. 外の 御 

正 體は外 賊の心 懸け 奉る 可き に 非 ざれば 元より 神宮 を 動かせ 給 は ざれば、 常の 如く 祭り 奉りけ む を、 此に其 神^の 還 


幸ら せ 給 ふに 就きての 用心と 見えて、 緣起に社守七員を置かる^由！！^兄たるは、 先に 彼の 妖 僧が 盗み 奉る と 云 ふ も 其 

守衛 無き が爲に 》 来れる 禍 事なる に 依りて 其分番 宿直に 充て 給へ る 者な り、 叉鎭座 記に、 吾 神宮 異麁 也- 故 有，， 賊難， 

と 有る を 見る に、 其より 以前に は 唯 尾 張 氏の 氏 祌の狀 にて 有りければ、 宮 造な ども 甚々 事 略れ たる 事な りけ むから- 

此 事に 懲りて 其大宮 造の 狀も 何も 改 りて 正殿と 土用 殿と を 別け 置かる X 事に も 成り、 叉 同 記に、 凡 有，, 五神つ 元是ニ 

座 也、 至， ー于淨 御原 朝 一 加，, 三 座， と 有る も 必す此 御 時に 有りし 御 政に ぞ 有るべき、 (右に 引ける 如く、 御 紀と緣 起と は 

本よりに て、 鎮座 記に も 年月日に 合へ る を、 扶桑 略記に は、 天 武 天皇 朱 鳥 元年 八月、 以 n 草 難^ 一途 二 尾 張 熱田祌 社， と 

有り、 御 紀を稽 ふるに、 八月 己巳 朔丁 丑、 爲ニ 天皇 體 不豫， 祈，： 于 神祇， と 所見た る、 其 事と 混 ひたる にや、 叉 鎮座 記に 

五月 己 酉 於 n 磐 戸前， 庭燎、 會， 一宮 人 r 汲- 1 神酒 f 嚷 樂而祌 祭、 故擧レ聲扇§^、 其 感應ぃ 天、 果還座 焉と云 ふ 事 有り、 己 酉 

は 四日な り、 右に 擧げ たるが 如く、 已に還 座の 勅 有りし 故に 本國 にても 其 祭 を 行へ るな り、 但 彼の 妖 僧が 神劍を 持ち 

去りて より 以來 十五 年 都に 留り 坐し， >- 程に は已に 神宮 も絕 えたる が 如くな りしに や、 同 記 一 御前 神社の 下に 一 云淸御 

原 御宇、 姑 安- 祌％八 因， 此號， 二 御前 神社？ 宮中 第 一 攝神 也と 云へ る を 以て 考ふ 可し- 伹此社 を 其 日本 武 尊の 供奉に 

仕へ 奉られし 大伴武 日 命な りと 云へ ども、 鎮座 記に て は 皇太神 素斐嗚 尊ニ大 神の 荒魂祌 にて 御 在し 坐す 由 なれば、 後 

に 合せ 祭りて 三 座と 成されし ならむ か、) 此 より 後 も 朝廷の 御會釋 なむ 猶 正しき 事 を 得 ざり けらし、 古語 拾遺 所 レ遺十 

1 條を陳 ねられた る其最 第一 に、 至， 一大 寶 年中， 初 有，， 記 文？ 祌祇 之簿猶 無， 一明 案 f 望秩 之禮、 未， 制， 1 其 式： 至， 一天 平年 

中？ 勘 n. 造 神 帳 T 中 臣專， 權 取捨、 有 レ由者 小祀皆 列、 無， 緣者 大社 猶廢- 敷奏 施行、 當時獨 歩 諸 社 封稅總 入-一 一 門； 起 
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レ 自，， 天降， 洎-: 乎 東征？ 屋從群 神名顯 -I 國史？ 或 承， 皇： 大之嚴 命？ 爲=寶 器 之鎭衞 n ^遇-一昌 遝之洪 啓， 助 = 神器 之 大造， 然則 

至，； 於錄 レ功酬  庸須應 H 同 預-: 祀典， 或 未レ入 U 班 幣之例 f 猶懷， 1 祕介推 之 恨？ 況復草 雞神劍 者、 尤是 天 璽 自-, 日本 武尊 凱旋 

之 年， 留在 M 尾 張 熱 田 社 T 外賊 偷逃不 レ能レ ffi レ境、 神 物靈驗 以レ此 可. 觀、 然則奉 レ幣之 日、 可， 1 同 致 1, 敬 而久代 闕如不 レ脩こ 

其禮 T 所レ遺 一也と 有る は 上文に、 至， 於！ i 向日 代 朝？ 令，， 一日 本 武尊征 n 討 東夷 r 仍抂， 道詣， 一 伊勢神宮 T 辭 n 見 倭姬命 f 

以，； 草 雜劎， 授， 一日 本武 尊， 而敎 曰、 愼無， 怠 也、 日本 武尊旣 平 n 東虜； 還 至，, 尾 張國， (中略) 其 草 薙劍今 在，： 尾 張 國熱田 社？ 

未 レ叙ー 1 禮典 一也と 書され たる 其に 應 へたる 者な り、 彼の 御 天降の 初 天 璽と して 共に 天降らせ 給 ひ、 瑞藤 朝に 至る 迄 天 

皇の大 殿の 內に齋 はれさせ 御 在し 坐し ける を、 其 神威 を 長 ませ 給 ひて 彼の 八 鏡と 共に 出し 奉らせ 給 ひ、 垂仁 天皇 二 

十五 年に 伊勢 國 五十鈴 宮に鎭 り 坐して より 以降 景行 天皇 四十 年 迄 凡百 十五 年 一 所に 御 在し 坐し ける を 放ち 奉られし か 

ば、 共に 掛ま くも 甚も 可畏 く、 云 はまく も 綾に 尊貴き 天 璽に 渡らせ 給 ひて、 天皇の 御 爲には 無上き 祌寶に 渡らせ 給へ 

る 事 申す も更 なれば、 伊勢神宮 に 亜ぎ て は 天下に 此 神宮 を こそ は 崇め 敬 ひ 奉らる 可き に、 伊勢の 御 事に 於て は 形の 如 

く 禮典を 修め 奉られ 給 へれ ども、 熱 田祌宮 の 御 事 は 謂れ 無 き諸國 の 神社に も 後れ させ 給へ るな む皇威 の 振 はせ 給 は ざ 

ろ 所以に して、 祌武 天， M より 以 降景行 天皇 の 御 i 頃 迄 は 謂 ゆ る ： 大壓祌 とも. S 'し 奉る 程の 御 事に て 御 在し 坐し &か ども 

次々 に 神 氣の衰 へさせ 給 ふが 如くして、 終に は 武臣に 皇威を 奪 はれさせ 御 在し 坐して、 唯 天神 御子と 中し 奉る のみに 

て 天下の 御 事に 於て は少 かも 御 心に 任させ 御 在し 坐 さ る 常 今の 形勢に 成ぬ るな む 尊ら 此大 神に 係る 可き 事、 已に傅 

二十 1 にも 一一 一一 a 舉げ爲 つる を 猫 叉 此に述 ぶる 者な り、 今にも 此事を 所 知 食し 別 させ 給 ふ： 大祌 御子の 御 在し 坐して、 其禮 


典 を 脩め させ 給 ふ 御 力 は 及ばせ 給 はすと も、 宫號を も 進ら せ 給 ひて 其 御 崇敬 を 殊に 爲 させ 袷 ひて、 萬に 伊勢に 准ら へ 

此 神宮の 祭祀 を國 家の 重 事に 爲 させ 給 ひ、 內々 にても 神 宫內侍 所と 共に 且暮 怠らせ 給 はす 其祌 、俄 を 仰ぎ奉らせ 給 へら 

むに は、 皇 成も久 代の 狀に復 りて、 一 神と 申し 奉る 古に は 彌增ら せ 御 在し 坐して、 天下に 君臣の 大義 行 はれ、 武夫 

猛 將と雖 も其皇 命の 威き に壓れ 奉りて、 磐 根 木立 草の 片葉も 一 百 止て 應 伏し 仰ぎ 從ひ 奉る 可き 事、 鏡に 懸 付て 見る が 如 

し、 若 其 上に も 其 大義 を 亂り小 民 を 懷け敷 慮に 背き 奉る 輩の 有らむ に は、 御名に 負せ る草薙 叙の 御 勢 も 加 はりて、 木 

根 草 村 摄き拂 ひて 天下 を 掃き 淸 めさせ 給 はむ 事 何 か は 難き 事の 御 在し 坐 さむ、 て ゃ外蕃 の强虜 なりと も此皇 太御國 

をば 窺 ひな どして 寄 も 近著く まじき 事なる を や、 右の 如くに て 古より 以降 世々 に 朝憲の 衰 へさせ 御 在し 坐して、 上に 

聰明の 君主 御 在し 坐しても 下に 酷吏 有りて 朝 典 を 用 ひす、 俗士小 民を懷 けて 仁義の 名を盜 み、 國を異 賊に沽 りて 朝 命 

に 悖り、 天下の 忠臣 は駕に 網して 獄 舍に繁 がれ、 犬.^ の 賊虜は 馬に 跨りて 市中 を 東に し 西に し、 君臣の 大義 倒 返り、 

中外の 名義 遂に 武人の 爲に亂 られ給 ひける ぞ かし、 世の 學者 復古と 云へば 唯 中 昔の 弊風 を逐 ふの みに 心 を 用 ふるから 

IK 津神隨 なる 大 御手 振に は 似て しも 有らぬ 者に て、 其 も 五十歩百歩の 定め なれば 害 有りて 益 無くなむ 有りけ る、 萬に 

古の 迹を 尋ねて 神代の 古義に 復し給 はざる に は、 心 一 T 可れ のみして 志 を 天下に 立つ る 吾輩 も 亦；. i かに 介 推の 恨を懷 かざ 

る 事 を 得すて なむ、 (此は 深く 心 有りて 言擧 奉る 事ぞ、 今にも 天神 御子 を輕 蔑し め 奉り、 欲しき 任に 傲 を 究め、 唯 一 

家 Q 爲にー K 下の 大事 を も 忘る X 程の 俗吏 Q 所 置 は 云 ふに も 足らざる 事ながら、 其甚 しきに 至る 迄 は 天神 も 姑く 縦し 置 

かせ 給 ふと 雖も、 鎌 倉の 三代に て 亡び、 北 條の九 代に て 絶え、 足 利の 十三 代に て衰 へたるな む 宜き誡 なりけ る、 鎌 倉 • 
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足 利の 驕 偕に 於て は 古の 蘇 我 氏な どに は 幾許 も 劣ら ざり けり、 (上に 舉 げたる 鎭座 記に、 大足 彥忍代 別 天 皇 四十 年令 T 

詔 二 皇子， 降 * 東國 i 時、 1K 祌語ニ 皇女 一 曰、 神 在 二 高 天 原 ー窺レ 之、 東不レ 安、 故 有 一一 令レ平 者ー必 可， 來、 以 -1 吾 M 一可 レ與 無-一所 

レ 向虜, 矣と 有る 神託の 趣 を も 思 ふ 可し、) 右の 如くに て 伊勢と 熱 田と. は 同 神 同體に 渡らせ 給 へれ ども、 宮號 など は 奉 

らせ御 坐し 坐 さすして 諸 社と 共に 已く神 階の 沙汰 有りけ り、 後紀 に、 弘仁 十三 年 六月 庚 辰、 尾張國 熱田祌 奉, 授 -1 從四 

位下， と 有る、 此事紀 略に も W でたり、 此 程の 神 階 は 其 階級に 應が ひて 位田 を 進ら る &御定 にて、 祌 位の 甲乙 を 朝廷 

より 定めさせ 給 ふに は 非す と雖 も.、 然は 云へ 遺憾し き 御 事な り、 右の 所 レ遣十 一 條を錄 して 進ら れ たる 大同 二 年より 此 

に 至りて 十六 年 なれ ども、 其 建議の 行 はれ ざり し 事如此 し、 如何に ましき 事なら す や は、 續後紀 に、 天 長 十 年 六月 

壬 午 詔、 奉， 授下坐 一一 尾 張 國ー從 三位 熱 田大神 正三位 h 納，， 封 十五 戶， と 有りて 此に 至りて 始めて 大 神と 奉レ稱 られ たり、 

然れ ども 此は祌 階の 三位に 及ばせ 給へ る を 以ての 事と 聞 ゆれば、 猶禮典 を 未だ 能く 脩め 給へ る 者と も 見えす、 秦鼎說 

に、 從 三位 當レ 作.. 從四 位： 正三位 當レ 作， ー從 三位； 蓋 傳寫之 誤、 承 和 十四 年 三月 七日 及嘉祥 三年 三月 十一 日 太 政 官符拜 

云，, 從 三位 熱田大 神-と 云 へ る は 然も 有りぬ 可き 事な り、 文德 IK 皇實錄 に嘉祥 三年 十月 乙巳朔 辛亥 尾 張 國熱田 神 正三位 

と 有り、 此に 就きて 或說 に、 天 長 十 年 正三位 を 進め 給 ひし 時に 位記 を 奉られす して 此 年に 至りて 奉られし 故に 正三位 

の 重複れ るなら むかと 云 へれ 共、 神 階 を 授けて 位記 を 奉らせ 給 はすと 云 ふ 事 や は 有るべき、 參 考の說 5§ なる據 有りて 

宜しき を 得たり と 云 ふべ し、 淸和 1K 皇實錄 に、 貞観 元年 己 卯 正月 二十 七日 甲 申 奉 レ投ニ 尾張國 正三位 熱 田祌從 二位-と 

見え、 引續 きて、 二月 十七 日 癸 卯授， 1 尾 張國從 二位 熱 田祌正 二位 T 同 十九 日 乙 巳 遣- 1 正 五位 下 守 右中辨 兼行 式部 少輔大 


枝 朝臣 音 人， 奉 二 神 位記 財 寶-と 有り、 此緣起 は 其より 後に 字 多 1K 皇 一寛 平 1 一年に 奏 進れ る 故に. 其 首に 正 二位 熱 田 大きと 

は 書せ るな り、 大倭祌 社 注進 狀に、 新國史 曰、 寛 平 九 年 冬 十二月 壬 寅朔甲 辰、 奉， 授， 1 五畿 七道 諸 神 三百 四十 座 各位 一 

階, と 有る 其 中に 加 はり 給 へらむ に は、 此時從 一位に 進 奉られし なりけ り、 叉紀 略に、 村 上天 皇康保 三年 三月 二十 二 

日 丁亥 軒廊 御ト、 尾張國 言、 正 一 位 熱 田大明 神自- 今月 一 日， 三箇日 幷十 二日 亥 時、 社中 鳴 如， 一大 鼓亂聲 T 同 五日 夜 振 

動 如 n 大鈴， 拖異 也と 有りて、 此に 至りて 正 一 位の 御 事 見えたり、 參考に 引ける 園 大曆貞 和 三年 文に.' 朱 雀 天皇 天 慶  一二 

年 正月 六日 壬 申 進， 一天 下名 祌位 一 階， 鑲， 一 東西 賊 一と 見え たれば、 其 時 正 一 位に 進ませ 給へ るな りけ り、 然 らば 其 天 慶三 

年の 事 は 天下 15^ ての 事 なれば、 別に 記さる 可き に 非 ざれ ども、 紀略は 其 を 取りて 正 一 位 熱 田 大明祌 と は 書せ る 者な り 

けり、 如 此く其 神 階 の 次第 打 合 ひて 外に 疑を容 るべき 所 無き を 以て も 實に新 國史の 賜物に て 有け り、 ( 但參考 に 右の 

文 を 載せて、 下に 正 一 位 進 階按， 一 園 大曆， 在， 一天 慶 三年， 如何、 則 貞觀中 授，， 正 二位， 至，， 1K 慶， 進，,  一 iJ, 爲， 一正 一 位， 可レ知 

也、 或證 -1 神祇 寳典， 爲- 一康 保 三年， 恐 非 也と 云 へれ ども 然る 可から す、 其 頭書に、 從 一位 祌階 諸書不 レ載レ 之、 見 尊命 

記-と 云 へれば、 隨 なる 據 有りて 云へ るに や、 予 未だ 其 書 を 見ざる 故に 今 は 正史の 上 を 以て 論め て 云へ るの み、 本國 

神 名 帳に は 正 一 位勳 一 等 熱 田 大神宮、 一 本に は 大名 神と 見えたり、 動 位の 御 事 は 外に 見當ら すと 雖も實 に 賜物な り、) 

若て 神 名 式に は 熱 田 神社 (名 神大) と 載せられ、 其 名 神 祭式に は 熱 田 神社 一 座と 有り、 然 りと 雖も、 其宫 簀嫒 命の 祀り 

初めた る景行 天皇 四十 九 年 己 未より 天武 fK 皇 御世まで 所， 祭 二 座な り、 叉 其 御世より 三 座 を 祭り 加 へられて 凡て 五神 

なる 事、 參考に 引ける 承 和 十四 年 三月 七日 太 政 官符に 神 體五體 と 有る と 云 へ るから は 本より 朝廷に 所 知 看させ 御 在し 
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坐す に、 名 神 祭式の 如く は 其 中より 唯 一 祌 のみ 鱧 典に 預からせ 給 ふ 如く 見 ゆめれ、 然れ ども 此は 五神 を 合せて 一 座と 

爲らる \ にて、 其 例 大和 國大神 大物 主神 社 (名 神大 月次 相嘗 新嘗) は 式 文に て は 一 座 なれ ども、 注進 次第 記に 依る に 

所 レ祭三 座なる が 如くして 神に 拘 はらす 幣数を 一 前の 分の み 奉らる る 事な めれ ども、 餘社 こそ は 有りけ め、 此祌宮 の 御 

事に は似氣 無き 御會釋 なり、 古語 拾 遣に 久代 闕如不 A 修，； 其 禮-と 有る、 其 禮典を 修めざる に は 非 ざれ ども 事 略れ たる 

御 事に て、 右の 如く 名 神 大社と 申す のみに して、 稍く に 祈 年 國幣に 預り給 ふ 外 は 月次 相 嘗新嘗 等の 重大なる 祌 事に は 

預らせ 給 はす、 朝廷の 御 會釋に 於て は 甚其意 を 得ざる 事な む 多 在け る は、 其 事に 係 列へ る 神祇官 人の 緩怠 實に 神慮の 

御 程 も甚可 長く、 天朝の 御爲 にも 甚惡 在る 御 事に て忠々 しからざる 所 置 共な り、 鎮座 記に、 天武 天皇 朱 鳥 元年 十一月 

辛 巳 奉：， 遷，, 新宮- 以前 下 之永宜 31 諸祭始 勤行， 之、 故 今 有 一： 四時 祭 f 祈年祭 新 嘗會之 班レ幣 時、 奉-, 大宮及 別 宮幷諸 社- 將 

者^ レ 自，, 官庫； 奉.. 國內 大小 神祇- 幣者自 -ー國 司-進：， 之、 叉 相 嘗會祌 約 祭 者 以，, 禰宜， 定，； 勅使 代 T 賜 n 直 廣贰位 f 以 ぅ水宣 

ib, 令 T  二人 宛 一年 爲 M 大使 小 使 T 竝掌 * 月 fr 、相嘗 大小 祭よ 也と 有る 如く." 四時 祭 は 形の 如く 行 ふ 事に て、 本より 朝！^ の 

御祭な りと 雖も、 式 文に 見えた る 如く 止 事 無き 列の 諸 社に は 祈 年月 次 相 嘗新嘗 等の 幣帛 を官 より 頒ち 進ら る- - 事なる 

に、 右の 如く は 自餘の 國幣と 云 ふ 物な り、 叉 右の 永宣 旨と 云 ふ も 心？. £ す、 若 尋常の 國幣 をし も永宣 s«3 と 云 は 其餘の 

諸國 なる を も永宣 旨と 云 ひて 可から む や、 此は國 人の 伦を 知らざる 故に 其 を だに 此上も 無き 事に 思へ るに 出で たる 霄 

にて、 實に其 正しき を 云む に は 式の 熱 田 祌社を 熱 田 神宮 五 座に 成され、 竝 名神大 月次 相嘗新 嘗の將 例に も 預らせ 御 在 

し 坐 さしめ 奉る とも、 其 四時 祭の 度， <<  に は 伊勢神宮 と共に 御 使 を 以て 奉らせ 給 ふ 御 政 を 今し. ^ 起し 給 ふに 御 在し 坐 さ 


すして は、 掛ま くも 可 長き 天 璽の 御 崇敬 相 立た す、 且崇神 天皇 御世に 鏡^の 二種 共に 改め 造られて 朝廷に 留め 奉らせ 

給 ひて 護身 御璽と 爲て 持ち 齋き 奉らせ 給 ひ、 祌 璽と 申して 彼の 八 坂 凄 曲玉と 共に 須臾 も 御 許 を 放た せ 給 はす、 譲國の 

御 時に も 此^ 璽 授受の 御 事 御 在し 坐して、 先帝な り 後 帝な り 此寶器 を 傳へ給 ひて 正統な り、 其 事 御 在し 坐 さす レて私 

に 立た せ 給 はむ に は、 縱令天 照 太 神、 素戔鳴 尊ニ大 神の 御 末に 御 在し 坐して 正しく 天祌 御子に は 粉 無き 御 血脉の 中た 

りと も僞 帝な り、 s!- ，銃なら ざる 事 を 得す、 此は御 模造の 御^なる すら 然り、 況て此 熱 田 神官に 御 在し 坐す は眞の 御物 

なり、 重き 事 如何許り か 勝らせ 給 はむ、 是今 神皇の 御爲に 赤心 を 吐露し 奉らで は 得 有る まじき 所以な り、 甚切可 長、 (臨 

時 祭式に 云 はく、 凡 熟 田 社！： 稅穀者 社用 之 外不， 得レ 用、 雖レ 充，； 社用； 申，, 辨官， 待レ 報と 有りて、 此 にて は 朝廷より 萬に 

取 賄 はせ 給 ふ 如くして 甚愛 たし， 然れ ども、 其 次に、 凡 尾 張 熟 田 社 毎年 春秋 二 節、 節 別 屈，, 僧 六十 四 口 T 轉 n 讀金 剛般 

若經 一 千卷 T 其 布施 供養 以，： 神 封 物 一充 レ 之と 有りて、 其 神 物 を 以て 春秋の 祭祀に は 用 ひすして 然る 禍々 しき 事に 用 ひら 

る i 神慮の 程 如何 有らむ、 甚可 長き 御 事な り、 抑 伊勢神宮の 御定 はし も 巳に 齋宮寮 式に 忌詞 有りて、 其 內七貢 と 云 ふ 

に、 佛稱ュ 中子 T 經稱， ー染紙 f 塔 稱-ー 阿良. <岐？ 寺稱 1 ー瓦葺 f 儈稱 M 髮長？ 尼稱， 女髮長 1- 齋稱， 一片 瞎， と 見え、 又 別 忌詞 堂 

稱， 一香 燃 f 優 婆 塞稱， 一角 害, と 見えた る 如く、 皇 太祌宮 にて は 言に 云 ふ を だに 忌ませ 給 ふ御定 なりければ. 佛事を 行 ひ 

て 祌罰を 得たり し 人 多く、 叉 見 任 を 解かれた るも甚 多なる 事、 國 史家 牒に 載せて 人の 能く 知る 所な り、 上に も 云へ る 

が 如く 此熱 田大祌 はし も 其同祌 にて 渡らせ 給 へれば、 伊勢に て 嫌 はせ 給 ふ 事 を 熱 田に て 好ませ 給 ふと 云 ふ 謂れ 更に 無 

き 事な り、 僧 六十 口を入れて 宮中 を穢， p、 佛 經を讀 ましめ て 祌慮を 怒らせ 奉り、 神稅を 以て 其 事に 供 ふるな ど-" 1 と 
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して 祌祇の 御 心に 房り 奉る 業の みなれば、 祌の御 守護 も 漸次に 薄く 成るべき 自然の 理 なり かし、 斯る 事共の 行 はろ V 

から 彼の 外 賊の爲 に 此祌殿 を 窺 はれ 甚 じき 祌物を 奪 ひ 去られけ るぞ かし、 却々 も 古語 拾遺に 云 はれた るな む實に 然る 

理には 有りけ る、) 〇 熱 田 大祌屬 社の 御 事 は、 繽後紀 に、 承知 二 年 十二月 辛 未朔壬 午、 尾 張 阈日割 御子神、 孫 若 御子 祌、 

高座 結 御子 祌總三 前擧預 一一 名祌 f 竝熱 E 大神 御兒神 也と 有り、 抑 熱 田 大祌と 申し 奉る は掛 まく も 可 長き 天 璽に 御 在し 

坐して、 其 御 魂 は 天 照 太 神に 渡らせ 給 ひて、 其 合祭 祌は 素戔嗚 尊に 御 在し 坐せば、 餘の三 座 は 謂 ゆる 相 殿御 なれば > 

其御兒 神と 申し 奉る 時 は 天 統の御 方に 取りて、 卽ち天 忍 穗耳尊 次に は瓊々 杵 尊な どをこ そ は 申し 奉る 可き 御 事な りけ 

れ、 然れ ども 此に 御兒 神と 申す は、 其 熱田大 神と 申し 奉る 神宮に 就きての 御 事に し 有れば、 全く 枝 社の 御 事と 聞 ゆ、 

釋紀 に、 熱 田 社 者 日本 武尊留 >ー 其 形影 天 叢雲 劍- 爲-此 祌體？ 可， 謂 n 日本 武尊垂 跡， 也と 有る に 依れば、 祌名帳 頭註に 日 

割 御子 祌を其 第五 男武穀 王に、 孫 若 御子神 を 第 七 男 稚武彥 王に、 高座 結 御子 祌を 第二 子仲哀 fK41 に當 てて 遠 はざる に 

似たり と雖 も、 其 は 本末 を 知らざる 定と云 ふ 者な りけ り、 其 は 上に 云へ るが 如く、 風土記に、 卽謂 二宮 簀姬ー 曰、 此 91 

神氣宜 一-一 奉 レ齋レ 之 爲ニ吾 形影 一と 有りて、 其 は 日本 武 尊の 御 形見と して 留め置 かせさせ 給へ るに こそ 有り けれ、 其 尊の 持. 

ち齋き 仕へ 奉らせ 給へ る 神 幼， に 御 在し 坐して、 本よりの 御靈は 天 照 太 神 素斐嗚 尊に 御 在し 坐 せれば、 日本 武 尊の 御 靈 

も 相 ひ 副へ て 御 在し 坐さぬ と 云 ふに は 非 ざれ ども、 其に 主客の 違 有る 事に し 有りければ、 熱 田 大祌を 以て 日本 武 尊と 

Q みは 打 任せて 云 ふべ からざる なり、 斯れば 右の 御 兒祌等 一一 一前の 御 事 も 外に 求む 可き 道 有る 事 申す も 更なり か し、 (卽 

ち 熱 田 大神宮 は 右の ニ大 神と 後に 祭り 加 へられた る 日本 武尊宮 簀媛命 建稻種 命と を 合せて 五祌 なる 事、 鎮座 記 を 引て 


註せ るが 如し、 然るに 或說 に、 今 正殿 二 宇 相つ 幷 東西 r 東 殿 曰-土用 御殿 T 奉， 安，， 草 薙^? 爲， 日本 武尊和 魂 表，. 也-.. 西 

殿 曰， 一正 御殿？ 配つ 享 五神？ 中座 日本 武尊、 西 二 座 素戔鳴 尊、 奇 稻田姬 命、 東 二 座 宮簀嫒 命、 健 稻種命 也、 古 一座 也、 

後 以ニ四 祌ー爲 二相 殿-と 有る は 鎮座 記の 旨に 合 はす、 草 雍％< を 日本 武尊和 魂 表 也と は 何 を 以て 云へ るに や、 此は天 照 太 

神より 天 璽と して 天降し 給へ る 御物なる 事 申す も更 なれば、. 其御靈 として 齋き 奉らす と 云 ふ 事 や は 有るべき、 中座 日 

本武 尊と 云へ り、 鎮座 記に、 熱 田大神 一座 合祭 祌 一座 素斐鳴 尊、 相 殿 神 三 座 日本 武尊  >  宮簀緩 命、 建稻種 命、 凡 有 一 

五神？ 次第 如， 上、 同狀 設，， 別 高座， 以レ 西爲， 上、 于：， 東 次第 焉と 有りて、 一 に 天 照 太 神、 二に 素 斐鳴尊 ニー 一に 日本 武尊、 

四に 宮簀媛 命、 五に 建 稻種命 なれば、 中座に は當れ ども 主神と 申す に は 非ざる なり、 然して 西 二 座 素斐鳴 尊、 奇稻田 

姬 命と 有りて 天 照 太祌を 漏らせる 事 本より 誤な り、 且素戔 鳴 尊と 女神と 二 座に 爲る事 實に然 有るべき 事ながら、 凡彥 

祌には 女神の 相 配 ひ 坐す 例 なれば 其 合祭 神 一 座 素 戔嗚祌 と 云 ふに 屬 けて 御 在し 坐せ るに て" に 一座に は 非ぬ を、 一 

座と 立つ る 故に 天 照 太 神の 御名 を 失 ひて、 日本 武尊を 主神の 如く 思 ひ 誤れる 傳 なる 可し、) 祌名 式に 云 はく 尾 張國愛 

智郡日 割 御子神 社 (名 神大) 本 國神名 帳に は 正 二位 日 割 名 神と 有り、 鎮座 記に は 日 割 御 子宮 四 座と 有りて、 下に 日前饒 

穗命、 栗彥命 以上 御靈形 御莒而 坐、 一 云嫁而 坐、 秋津島 御宇 祭 i 之と 有る にも 心得ぬ 事 多し、 右の 如く は 日 前と 饒穗 

命と 栗彥 命と 嫁と 四 座と 云 ふに や、 其 日 前 は 比 佐 伎なる 可き が、 其 は 下に 嫁而 坐と 有る と同體 にして、 上に 云へ る 如 

く、 八 鏡の 御 缺の謂 ゆる 天 火徹嫁 はし も 木 之 御 宫に藏 め 奉りて、 正 御殿に 御 在し 坐す 天 照 太 神の 御靈に 渡らせ 給へ 

れば、 此 御社に 嫁と 云 ふ は 若く は 爆 石 か、 又は 天 火徹 嫁の 御 模造に 御 在し 坐す を 日 割 神と 稱へ 奉れる にて、 此 神社の 

m 本書 紀傳 二十 四之卷 寳叙 出現 摩  ニー 五 


_日本 書紀傳 二十 四之卷 愛^ 出現 章  一二 六 

主神に 御 在し 坐す 故に 御 兒祌と 申し 奉る 事 其 謂れ 有る 由、 已に傳 十九に 注せる が 如し、. 次に 饒穗 命と す は、 R< 孫 本 

紀饒速 日 命の 下に 亦 名 膽杵礎 丹件穗 命と 見え、 栗 *H 叩 は、 其兒： 大香語 山 命の 下に 1K 降 名手 栗彥 命と 有る 其祌 にして、 

共に 尾 張 連の 遠祖な り、 秋津島 御宇 祭レ 之と 有る は、 孝 安 天皇の 御世に 其祖 神と して 持ち 齋 ける 社の 有りけ る に、 

景行 天皇 御世に 熱 田祌宮 を祀り 奉れる 後 其 爆 を此に 合せ 祭れ るから 此に 主神と 成りて、 右の 二 祌は相 殿 神の 如く 成 

りぬ る 者なる 可し、 已く傳 十八、 十九に 注せ る が 如く、 其 饒速日 命 は 天 糠 戶祌に 坐し、 天 香 語 山 命 は 石凝姥 神に 坐 

して、 共に 彼の 八 鏡 を 造り 奉れる 神に 御 在し 坐せば、 此に 並び 坐す 事甚 謂れ 有りと 思 ゆる はや、 (頭注に 日 割 御子 

祌社 日本 武尊 五男 武殼王 也、 母吉 備穴戶 武姬、 吉 備武彥 女と 有れ ども、 其 は 釋に此 神宮 を 日本 武尊垂 跡と 有る に 木 著 

て 其 御 兒祌と 有る を 便りに 推し 當て たるに は 非 じか、 叉 は 然る 社説の 有る を 取れる か、) 又は 同 式に 孫 若 御子神 社 (名 

神大) 本 國祌名 帳に 從 三位 上 孫 若 御子 天神と 所見たり、 鎮座 記に 火玉 杵尊 御靈 御宮 而 坐と 有り、 火玉 件 は 富 能 多 麻 伎 

と訓 むなる 可し、 釋に 引ける； 大書に 是後以 1 ヘ大杵 尊- 爲- 一中 國 王-と 有る も此に 近く、 又祌宮の古^^に豐受大神の相殿に 

御 在し 坐す a 々杵 尊の 荒 魂の 御名 を- rK 上玉 杵 尊と 書き、 其瓊を 玉と 云ひ換 へたる のみに て、 瓊々 杵と玉 件と は 同じ 意 

なりければ、 此は 決く 其 亦 御名に て 渡らせ 給 ひけり、 此 下に 云 へ る 八 3? 神社 十 座の 第 一 を大 耳、 なと 巾して 天 忍 穩环@ の 

御 事なる にも 相 協 ひ. て甚 愛た し、 若て 其 孫 若 御子神 社と 申し 奉る 孫 は、 天 照 太 神、 素斐嗚 尊の 御子 天 忍穗， 斗 尊に 御 在 

し 坐し 其 御子 瓊々 杵 尊に 渡らせ 給 へれば、 卽ち其 二 大祌の 御 孫に て 渡らせ 給 ふ謂是 なり、 若 御子と 中し 幸る は 熱田大 

祌の 御藏 种に御 在し 坐す に對 へて 若 御兒祌 なる 由な り、 (偖 叉 同 例 を 今一 つ 取り出 ださむ に は、 祌名 式に 謂 ゆる 避 後 


國蕭原 郡 伊 夜 比 古神 社名 祌大、 一宮 記に 一人 香 山 命と 有り、 其 御 父 翳 速 日 命 は 右 ひ 杵尊 0 御 兄に 渡らせ 給 へれば 其 

ニ大 神の 御 爲には 御 孫な り、 其 御子 天 香 山 命 は御會 孫に 坐す 故に 彌彥 の義を 以て 稱へ 奉れる と、 此の 孫 若 御子 神社の 

例と 等しき を 思 ふ 可し、 頭注に は 日本 武尊七 男 稚武彦 王 也、 母：， お 橘 緩、 穗積 氏、 忍 山宿禰 女と 見え たれ ども 如何 有ら 

む、：) 叉 同 式に 高座 結 御子神 社、 本 國神名 帳に は 正 二位 高 藏名祌 と 作り、 鎮座 記に 高 藏結御 子宮 三 座と 有りて、 下に 

國常立 尊 天 照 地 照 神 天 御 柱 國御柱 神 以上 御靈形 御莒而 坐、 日代宮 御宇 祭， 之と 有れ ども、 國常立 尊 更に 由 無し、 iK 御 

柱 國御柱 神 は 風神な り、 何の 故 有る を 知らす、 天 照 地 照 神 は 天孫 本 紀に天 照 國照彥 天火 明 櫛 玉 饒速日 命 坐と 云 へ ども、 

其 は 上なる 日 割 御子神 社に 坐せば 此三祌 共に 心得す、 叉 一 云、 熱 田 大神與 ，1 素 斐鳴 神， 立， 誓 生， 子、 其 三女 者是 素戔嗚 

尊 之 御子 也と 云 へれ ども 叶へ りと も 思えす、 故に 思 ふに 傳 十九に 注せる が 如く- 神 名 式に 河 內國高 安 郡 天 照 太 神 高座 

祌社ニ 座 (並大 、月次 新嘗、 元號 <1 春 日 戶祌， ) 丹 波 國氷上 郡 高座 神社、 何 鹿 郡 高 藏祌社 は 共に 高 倉 下命に 御 在し 坐して 

謂 ゆる 天 香 語 山 命に 御 在し 坐す 事、 一. 一へ 孫 本紀に 見えた るが 如し、 然るに 高座 結と 申す 結. I 子 を 牟須昆 と 訓み來 る 事に は 

有れ ども、 凡て 某 產靈と 申す 御名 は 各 其 産み 生す 料の 物 有りて 其 を 産み 生す 御 德の御 在し 坐す に 因れる 事に て、 火產 

靈祌津 速產靈 神な どの 如く 火 を 産み 生し 津液を 産み 坐せ る謂是 なり、 然るに 此の 高座 は 謂 ゆる 倉庫の 事 なれば、 其 を 

ムス ブ  ノ  ジ / 

産 靈と云 ふ 事理に 於て 有るべからざる 者な り、 故に 思 ふに 結 字 は 高 倉 下の 下 字の 如く 訓 むべき にや、 然る 例外に は 見 

當ら ざれ ども、 續紀 第一 詔に、 務 結而、 第三 詔に、 彌務爾 彌 fg 爾- 第三 十二 詔に、 勤 結理と 有る を、 鈴屋 大人の 解に、 

類史 詔に 務宋志 麻理、 三代 實錄 詔に 務志萬 利と 有る 例證を 引きて 志 麻 理と訓 まれた るに 依りて 強て 思 寄れら く は、 i 
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字の 本 訓志牟 なり、 其 略訓志 なれば 高 倉 結 は 高 倉 下と 同訓な り、 其 御子と 申す は IK 孫 本紀に 出で たる-穴 香 語 山 命 Q 兒 

天 村 雲 命 か、 又は 千秋 家譜に ffi でた る 一 K 香 語 山 命の 兒ー K 忍 男 命な どに もや 有らむ、 其 は 右に 引ける IK 照 太 神 高 倉 神社 

の 下に 元 號-, 春 日 戶祌- と 有る に 同 郡 春 曰 戶社坐 御子神 社 式に 見 えたれ ば、 其 にても 高座 御子神と 云 ふ 名 は W づる事 

なる を 合せ 思 ふ 可くな む、 鎭座 記の 趣に て は 三 座 也、 天 孫 本紀に 三世 孫 天 忍 人命、 天 忍 男 命、 忍 日 女 命 三 柱 有り、 若 

く は 其 か、 然れば 此も尾 張 連の 祖 神ながら 其 神宮に 取りて 御兒 神と も稱 へつ 可き 御 事な りかし， (天 孫本紀 にて は、 

fK 香 語 山 命、 其 子 天 村 雲 命、 其 子 IK 忍 男 命と 三世 なれ ども、 千秋 家譜に は 天 村 雲 命 は 無くして 二世なる 者な む 正し か 

る 可き、 右の 如く 考へ 合せ 見る に、 此三 社の 中に 1 は虔々 杵 尊に 渡らせ 給 ひ、 一 は 饒速日 命、 天 香 語 山 命に 坐し、 一 

は 其 天 香 語 山 命の 御子神に して、 此ニ社 は 尾 張 連の 祖神 等な り、 本 國に春 日 部 郡 有り、 河 內國に 春 日戶社 有りて 其 事 

の 打 合へ る を 以て 予が强 たるに は 非ざる 事 を曉る 可し、 頭注に は 日本 武尊 第二 子仲哀 天 皇と書 せれ ども、 此 -大 皇 をし 

も 高座 結 御子神と 申し 奉る 可き 所 由 は 更に 且ても 無き 事 也、) 〇 熟 田大御 祌兒神 右の 三 社の 外に 殊に ® き は祌名 式に 

w でた る 八叙祌 社是な り、 本 國神名 帳に 正 一 位 八^ 名 神と 有りて 古に 神 階の 事 は 見 及ばす と雖 も、 當 郡の 內 にて 極 位 

に 進ませ 御 在し 坐す は唯當 社と 本宮 との 二 所の み 御 在し 坐し き、 是 にて 殊に 勝れて 貴き 御 事 をな む 思 ふ 可 かりけ る、 

熱 田 尊命 記に 「祈 年 新嘗の 外の 諸 祭 は 皆 此社を 先と し、 後に 大宮 諸祌を 祭る」 と 云へ る は、 伊勢に て 度 會宮を 先に 皇 

太 神宮 を 後に 被 i 祭る と 等しき 事に て、 殊に 少緣 ならぬ 所以 有る 事と 見えたり、 天 野信景 が集說 に、 熱 田 大宮南 或稱， 一 

吕？ 和 銅 元年 九月 鎮座、 素 妾 嗚尊和 魂 也、 按書紀 蛇 頭 尾 各 有， 一八 岐ー云 力、 靳至レ 尾 有， 二  i-, (名，， 草薙 之^,) 神 名 


式 w 雲 國大原 郡 八 口 神社 (風土記 八 作， 矢) 件 築 社 記 大原郡 斐伊鄕 中 凝 川邊有 11 杉 八本？ 祭 n 蛇 頭？ 仁 田 郡 (田作， 多) 

尾 原 村 祭 M 蛇 尾 f 乃 石 壺大明 祌是也 (風土記 未官知 社石壺 云々) 由， 是見， 之、 則 八ロ稱 ，，， 頭 有 ：1 八岐， 也、 八 稱，， 尾 有- 1 

八岐： 也、 神劍 於 K 雲國； 奉，： 尾張國 T 謂 M 此熱田 上宮？ 和 銅 帝 建，： 別宮 f 稱 n 下宮， 者、 盖有レ 故 敷、 又當社 所レ攝 有，， 

八 子 神社 T 子與レ ロ倭訓 通、 疑 移 n 祭 》 雲國 八ロ祌 r 以爲， 一頭 尾 配合， 乎、 其 實共崇 二 素 斐鳴尊 靈德， 者 也 (下略) と 云へ 

り、 此御祌 をし も 素 I 戈嗚 尊の 和 魂と 申し、 和 銅 帝 別宮を 建て 下 宮と稱 けさせ 給へ る 由に 云へ る、 此ニ條 の 古記な どに 

有る を 取りて 云へ る說 にて、 必す受 くる 所な む 有る ベ かりけ る、 其 は 鎮座 記 一 御前 神社 二 座と 有る 下に、 皇太神 荒 魂， 

天 照 坐 大日 霎貴 尊、 合祭 祌神 素戔嗚 尊、 以上 御靈形 御莒而 坐.' 記 曰、 日代宮 御宇 荒 魂宮建 之、 別；： 祭 荒 祭祌ハ 一 云、 淸 

御原 御宇 姑 安，, 神劍ハ 因レ 此號， 一一 御前 神社； 宮中 第一 攝神 也と 有る、 此ー 御前 を 阿良 美 佐 伎と 訓 みて、 ニ大 神の 荒 魂 

に 御 在し 坐す 由な り、 然 らば 本 宮は總 ての 御靈に 坐し、 一 御前 神社と 八 ^神社と は 其 荒 魂、 和 魂に 坐して 共に ニ大祌 

に 係れる 御 事なる 可く や、 但 八ロ祌 社は實 に八岐 大蛇 を祀れ るに も 有るべし、 此の 八 子 神社 を 一 に 爲るは 信け 難く や 

侍らむ、 思 ふに 八^ は彌劍 にて 眞の草 薙劍の 御 在し 坐す が 上に 其 御 模造の 御劍を 作られて 更に 別宮 に被レ 祭る 稱 にて、 

0 入口の 謂に は 非ざる 可くな む、 (ト部 兼 邦 記に 「日本 武尊還 御の 時に 奇瑞 有る に 依りて 尾 張國に 大社 を 令 レ造給 ふ、 

今の 熱 田 明祌是 なり、 八 劍宮是 なり、 其 以後 新羅 國の僧 日 羅と云 ふ 者 此劍を 欲しがり、 彼の 宮に參 籠 日 久し、 可然き 

便宜 を 以て 御殿 を 破り、 巳に 盗み取り 逃げ 行く と 思へば 宮中 を 一 夜 程 巡る 許な り、 夜の 明け たれば 不 叶して を 返し 

捨て，^ 逃げぬ、 此に 依りて 同じ 寸 尺に 大刀 を 七 振 打た せて 同 殿に 置 給 ふ 以上 八 振な り I と 云 へ る、 此は 彼の 神劍の 
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外に 作り 添へ たる を も 合せ 八 劍と云 ふ 由と 聞 ゆ、 然れ ども 右 Q 日 羅は推 古 天皇 御世の 人に て 僧に 非す、 其 は 道行 を 誤 

れる なり、 叉 天 淵 記に は 道行が 初 度 盗める 時には 俄黑 雲從， 空來 奪， 之と 云 ひ、 二度に は 到 n 近 江 蒲 生 郡-也、 黑雲下 奪 

取如レ 先と 云 ひて、 其 三度の 所に 叉 還 1; 熱 田 T 作， ー劍八 枚， 奉， 代、 今 末社 八劍宮 也と 云 へれ ども、 然る 妖 僧の 作れる 物 

を 以て 此下宮 の 神 體に爲 ベく も 非す と雖 も、 右の 二つ共に 其 事の 有りし に 就きて 御 模造の 出来れ る 事 は 知ら る.， -な 

り、) 叉鎭座 記に は 八 劍宮十 座と 有りて、 下に • 大 八洲 之 安國知 食大耳 尊、 西 皇太祌 素斐嗚 尊、 東 佐 曾 良 比 坐 神姬大 

神 以上 御靈形 御莒而 坐、 右淸 御原 朝 立， 1 神 約， 而有レ 祈 •， 百 王 鎮護 f 是以至 二 和 銅 元年， 始 祭- 1 此宮， 也と 有り、 此說 實に然 

る 可から む、 其大耳 尊と 申す は >  天孫 降臨 章 第 七 一書に 勝 速 日 命 兒天大 耳 尊と 有りて、 卽ち天 忍穗耳 尊の 御 事に 渡ら 

せ 給 ひ、 次に 皇太 神、 素 妾 嗚尊ニ 大神は 其 御 親 神に 御 在し 坐し、 叉 上に 云へ る 孫 若 御子神と は 御 父子の 御 問に て 渡ら 

せ 給へ るな ど 旁 由有る 御 事な り、 .f^、に佐曾良比坐祌と申すは大被詞に謂ゅる速佐須良比^祌の御事と聞ゅ、 此 は素戔 

嗚 尊の 和 魂 神に 御 在し 坐す 由、 傳六、 八に 注せる 如く なれば、 集 說に當 社 を 素 斐嗚尊 和 魂 也と 云 へ るに も 暗に 合へ り、 

此大神 は 彼の 神 劍の御 事に 取りて は 主. <  し き大 神に 渡らせ 給 ふが 故に、 同 記 は 御前 神社 二 座 を 皇太祌 、素 戔嗚 尊と し、 

又內之 遙拜七 社の 中に も 素妾嗚 神社 坐せ り、 祌社錄 に 西 六 社と 有りて、 從 一 位 素斐嗚 神社と 見えた る是 なり、 本國神 

名 帳に は從 一位 素 妾 鳴 名 神と W でたり、 此 下に 云へ る 如く、 此八劎 神社の 攝神 にも 此大祌 の 御 在し 坐すな ど甚 深き 故 

有る 御 事と 見えたり、 但當社 十 座の 數を 以て 合する に、 拔戶祌 四 柱 共に 竝び 坐す と 見えたり、 如何に 爲てか 此四祌 の 

御 在し 坐す ぞと云 ふに、 天武 天皇 御世に 草 雜劍の 御 祟 坐し i 頃に、 其 罪 を 謝 申さる- -に 常り て 解除の 御 事な ど Q 御 在 


し 坐し ける 故に も 有るべし、 次に 姬大 神と 申し 奉る は 謂 ゆる 三女 祌に御 在し 坐して、 天 照 太 神、 素戔鳴 尊ニ大 神の 御 

誓に 成り 坐せ る祌 なる 由. 俾 十三、 十六に 云へ る 如く なれば、 此 にも 祭らる 可き 御 事な りかし、 斯れ ば大耳 尊、 天 照 

太 神、 素戔嗚 尊、 城 戶祌四 柱 三女 神 等 合せて 十 座なる 者な り、 和 銅 元 年始 祭 n 此宫， と 有る 事 は、 其 書 入に、 和 銅 元年 

九月 九日 戊 丑、 多 治 比眞人 池守爲 n 勅使 r 初 奉， 稱- 一八 劎宮 一と 見えた る是 なり、 (細 川玄旨 法 印の 東 國陳道 記に 日本 武尊 

なる 由 云へ り、 然れ ども、 傳 二十 ー卷に 注せる が 如く 本 國神名 帳に 知 多郡從 三位 須男名 神 有り、 天 野 信 景が集 說に須 

佐 村 八^宮 歟と云 ふ は 謂れた る 言に て、 其 須男名 祌は素 戔嗚大 神に 坐す が 故に 後に 八劍 宮と號 けたるなら むが、 其に 

ても此 神社の 主神 を其大 神と 專ら 古に 云 ひける 事 を 知るべし、 悟 八劍祌 社の 攝神三 所 坐せ り、 一は 八 子 神社、 一は 徹 

神社、 一 は 霧 神社な り 、鎮座 記に 八 子祌社 五男 三女 祌御靈 形 御宫而 坐と 有り、 其 五男の 第 一大 耳 尊と 三女 神と は 本社に 

坐 せれば 重複す るに 似 たれ ども、 自餘の 神 を 祭る に 就きて 合せ 祀 へるな めり、 徹祌社 皇太祌 御靈形 御宫而 坐と 有る は、 

上に 云へ るが 如く 正 御殿に 御 在し 坐す 皇太祌 の 御體、 謂 ゆる 木 之御宫 はし も 彼の 御 囊を藏 め 奉れる にて. - 天火 徹嫁其 

中に 御 在し 坐せば、 此 にも 徹祌 社と 祟め 奉りて 本 宮の遙 社と は爲 つるな めり、 次に 霧 神社 素 妾嗚尊 御靈形 御宮 而 坐と 

有る 霧 は、 此 正書に 草 薙劎の 御 事 を 本名 天 叢雲^ 蓋 大蛇 所， 居 之 上、 常 有 n 雲氣？ 故以名 敷と 有る 謂に て、 此は本 {呂 

に 御 在し 坐す 素 妾嗚大 祌の遙 社に て 御 在し 坐すな る 可く 思 ゆ、 然れ ば、 上に 云へ るが 如く 此八^ 祌社 はニ大 神の 和 魂 

に 坐す 事 著明し、) 〇 其 素 妾嗚 尊 斷レ蛇 之劍、 第二 一書に 斷， 蛇劍と 有る に 之 字の 加 はれる のみに して 其訓に 異なる 所 

無し. 釋紀 述義に 引ける に は斷字 斬に 作れり、 然る 本 も 有りけ るに こそ、 〇 吉備 は、 釋に或 本 作， 一寸 錢， 義同 也と 有 
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り、 偖 吉備は 和名 抄に備 前 (岐比 乃 美 知乃久 知) 備中 (吉備 乃 美 知乃奈 加) 備後 (吉備 乃 美 知 乃 之 利) と 有りて 三國 

に 別れ たれ ども、 本 は 吉備の ー國 なりし 事 云 ふも更 なる が、 叉然 別れたり しも 甚古 かりけ り、 仁德 天皇 六十 七 年御紀 

に吉備 中国と 書され、 安閑 IK 皇ニ 年御紀 に、 備後國 後 城 屯 倉、 多- S 屯 倉、 來履屯 倉、 葉稚屯 食、 河 昔 屯 倉 • 婀娜圃 

殖屯 倉、 膽年部 屯 倉、 1K 武 1K 皇ニ年 御紀に 備後國 司と 云 ふ 事 見え. 欽明 天皇 十七 年 御 紀には 備前兒 島 郡と も 有れば 「し 

く 前 中 後と 三 國には 別れたり し 者な り、 但此は 御 紀の上 を 以て 云 ふなり、 美作國 は猶備 前の W 嵐な りし 故に、 其 十六 

年に 使，， 于吉備 五 郡 一 置， 白 猪 屯 倉， と 有る、 通證 に、 倭 名 抄備前 備中備 後 無，, 白 猪郡鄕 r 鑌 日本 紀曰、 美 作 國大庭 郡 人 

白 猪臣證 人と 云 へれば、 其 五 郡と 云 ふや 後に 美 作 國とは 成れり けむ、 (元 明 天皇 御紀 に、 和 銅 六 年 夏 四月 乙 未 割 ニ備前 

國六 郡， 始置， 一美 作國 一と 見えたり、 其 は 此御紀 の 撰 成りて 奏上せられ たる 養老 四 年より は 八 年 以前の 事な り、 此を以 

て 見る 時 は 御 紀は其 以前に 書せ る 任に 書 取られた りし 者なる にて 當 昔の 稱の 任なる 者な り、 或說 に、 「右の 安閑 1|<皇 御 

紀の備 後 は備中 の 誤な る ベ し、 備後は 婀娜國 品 治 國と言 へれば 审： ね 云 ふ ベ きに 非す、 右 の 結 城 は 備中國 後月 郡 後月 谷 

に 在り、 多 禰は同 郡 種村是 なり、 來履は 同 郡 W 部 村 九 履に 在り、 今古 宇 豆と 云 ふ、 紫 稚は小 田 大 江村に 在り. 今 波. 

良 加と 云 ふ、 河 音 は 後月 郡 江 原 村に 在り、 今 加 夫 登と 云 ふ、 婀 娜は國 造本 紀に吉 備穴國 造と 有れば 別に 一 1： なり、 膽 

殖は 備後國 安那 郡大 江村 今 伊 夜と 云 ふ 地名 有る 是 なり、 膽年部 は 備中國 小 田 郡 出 部村是 なり、 婀娜國 は 備後國 安那 郡 

にて 備中國 後月 郡 小 田 郡に 境 を 接へ たる 地 なれば 古 は 其 中に ぞ 有りげ む、 此 郡に 三 宅 姓の 人 多し と 云へ り、) 化此八 

洲起元 章に 生 n 吉備 子洲， と 有る は、 右に 謂 ゆる 備莉兒 島郡是 なり" 神武 天皇 乙 卯年 御紀 に、 徙入ぁ 口 備國， 起，： 行宮- 2^ 


居レ 之. 是ョ， 一高 島宮， と 有る は、 神 名 式に 謂 ゆる 備中國 小 田 郡 神 島 神 社是な りと 云へ り、 古事記 黑 K 廬戶宮 段に、 大 

吉備津 日子 命、 與-, 若 建 吉備津 日子 命 ニー 柱 相副而 於- -針間 氷河 之 前-居-忌 愛ハ 針 間爲- %」 口" 以ー 百つ 向-和 吉 備國- 也と 

は、 後の 三備 と美 作 を 合せて 云 ふかと 思 ふに、 崇神 天皇 十 年 御紀四 道將軍 を被レ 遣る" 所に 吉備 津彥 遣-一 西 道 一と 見えた 

ルば、 其 は 山陽 道の 總てを 言 向し め 給へ るが、 備前は 京より 到る 始の 地なる を 以て 大凡に 云へ るに て然 のみ 限れる に 

は 非す、 景行 天皇 二十 七 年 御紀に 到-一吉 備-以 渡-穴 海-と 有る は、 和名 抄郡 名に 備後國 安那 (夜 須那) と 有る 是 にて、 夜 

須奈は 字に 就きた る 後の 喝 にて 舊號 阿那 なり、 應神 天皇 二十 二 年御紀 に、 天皇 便自 n 淡路 -轉以 幸- 吉備- 遊- >于 小豆 島- 

庚 寅 亦 移；， 居 葉 m  (葉 田此云 r, 凝 娜-) 葺 守宮 r 時 御友 別 參赴之 (中略) 因以割 n 吉備 國- 封-其 子等-也、 則 分- 1 河 島縣- 封- 

長子 稻速別 r 是 下道 臣之 始祖 也、 次 以，， 上 道縣- 封-中子 仲彥- 是上 道臣香 屋臣之 始祖 也、 次以 ヒー 一野 縣-封 U 弟紊： 是三 

野臣之 始祖 也、 復以 n 波區 藝縣- 封-御友 別 弟 鴨 別 一 是笠臣 之 始祖 也、 卽以ニ 苑縣- 封- > 兄 浦 凝 別： 是苑臣 之 始祖 也、 卽 

以， 一 織 部縣， 賜 n 兄嫒？ 是以其 子孫 於， 今 在 n 于吉 備國 r 是其緣 也と 有る、 始の 幸， 一吉 備， は 其 大名 を 指して 云 ふなり、 ^ 

豆 島 は 續紀に 備前國 兒島郡 小豆 島と 有り、 葉 田 著. 守宮 は 和名 抄鄉 名に 備後國 上 道郡幡 多、 備中國 賀夜郡 足 守 (安之 毛 

利) と 有る 是 なり、 河 島 縣は通 證に疑 卽卞道 郡と 云 ひ.、 下道 は 同 抄郡名 備中國 下道 (之 毛 豆 美 知) と 有る 是 なり、 上 

道 縣は郡 名 備前國 上 道 (加 無 豆 美 知) 香 屋臣は 郡名備 中國賀 夜と 有る 是 なり、 三 野 縣は郡 名 備前國 御 野 (美 乃) 有り 

波 展藝縣 今 未詳、 笠臣 も郡鄕 名に 見えす、 若く は 備中國 小 田 郡に 笠 岡の 地名 有り、 其れ か、 苑縣 は鄉名 備前國 下道 郡 

曾 能是. なり、 織 部 縣は鄕 名 同 國邑久 郡 服 部 (波 止 利) 備中國 賀夜郡 服 部 (波 止 利) と 有る 此中 何れ か 其なる 可し、 若て 其 結 
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句に 於， 今 在 M 于吉 備國， 也と 有る は、 上件備 前、 備中を 合せて 然云 へるな り、 天武 天皇 元年 御紀 に、 遣，, 樟 使臣 磐 手 於 

吉備國 f 又 其 十一 年 七月に、 是日信 濃國吉 備國竝 言、 霜 降 大風と 有る、 此ニは 前と も 中と も 後と も 知られ ざれ ども、 

多く は 打 任せて 吉備國 と 云 ふぞ備 前なる が 如く 見えたり け る、 然れば 此に今 在，， 吉備神 部 許, 也と 有る は 備前國 を 云 

ふと 聞え たり、、 (故に 上 件に 舉げ たるが 如く 古より 凡て を 吉備と 云 ひたりけ るに、 應神 IK 皇 御世 頃 迄 は 11 ー國を 合せて 

吉備と 云 ひける 中に も、 備後は 巳く 婀那國 とも 品治國 とも 云 へ りければ 大名より 外に は 云 は ざり けらし、 仁 德-大 tii! 御 

世に 吉備中 國と云 へれば 其 程より 三 國とは 成れり けめ ども、 國 造本 紀に、 吉備中 縣國造 瑞籬朝 御世 祌魂命 十 世 孫 明 石 

彥定 っ赐國 造， と 所見 たれば， 其 頃より 其 吉備國 にて 大凡の 差別 は已に 出来れ りしなる を、 此仁德 天皇 御世に ぞ 正しく 

備前 備中備 後と は國 名の 定まりけ めど も、 猶其 中に も 凡てに 係 はらぬ 事に は 上 道國、 下道 國な ども 云 ひ、 又 吉備上 道 

國、 吉備 下道 國 とも 云 ひ、 廣くは 唯に 吉備國 と 云 ひて、 後せ の 如くに 細かなる 事に て は 非 ざり ける と 所見たり、) 〇 

祌部 は、 迦牟登 母 能 袁と訓 めり、 卽ち神 伴 男の 義 なり、 其 伴 男 は 伴 長に て 其 部の 長々 しき 人 を 云 ふ、 此事 天孫 降臨 

章 第二 1 書 五部 神の 下に 傳 三十に 云 ふべ し、 倍此祌 部の 例 は、 推 古 天皇 十 年御紀 に、 來目 皇子 爲.. 撃，： 新羅， 將軍 h  . 

授 -ー諸 祌部及 國造伴 造 等 幷軍衆 二 萬 五 千 人- (下略) と 有る、， 此には 諸と 有れば 總 ての 神祇官の 人 を 云へ る 事なる が、 

肥 前 風土記に、 三 根 郡 物部鄕 (在 U 郡 西，) 此鄉中 有 ，1 神社 一名 曰， 1 物 部 經津主 之 神， 也、 義者小 懇田宮 御宇 豐御食 炊屋她 

天皇、 令，. 來目 皇子 爲，， 將 軍-遣.， 征 n 伐 新羅？ 于時 皇子 奉， 勅 到，， 於筑紫 f 乃 遣，， 物 部 若宮 部； 立， 社 於此村 r 鎭 祭 其 神？ 

S 曰 一； 物 部鄕， と 有る 物 部、 若宮 部此に 引合へ り、 其 物 部 は神號 なり、 若宮 部ぞ 其に 仕へ 奉れる 神 部に て、 諸と 有る 其 


中の 一 部と は 聞え たる、 其諸祌 部の 事 は 下に 云ぶべし、 若て 持 統天統 五 年御紀 に、 十 1 月 戊辰 大嘗、 神祇 伯中臣 朝臣 

大島讀 nlK 神 壽詞， (中略) 丁酉 饗 --, 神祇官 長上 以下-至 二 神 部 等-と 有る 神 部 は、 次に 引ける 職員 令 神祇官なる 是 なり、 

(其 若宮 部に 就きて 思 出け らく は、 姓氏 錄 山城 國神別 天神に、 神宮 部 造 葛 城 猪 石 岡 天降 神 天 破 命 之 後 也、 六 世孫吉 

足 日 命 磯城 瑞籬宮 御宇 天皇 御世、 天下 有， 災、 因 遣， 吉足日 命， 令， 齋 ：，. 祭 大物 主神,， 災異卽 止、 天皇 詔 曰、 消- へ大 下災； 

百姓 得， 福、 自， 今 以後 可， 爲， 一宮 能賣神 f 仍？ in 姓 宮能賣 公 f 然後庚 午年 籍 註，, 神宮 部 造， 也と 有る は、 大物 主神 を齋き 

奉れる に 因て 姓 祌宮部 造と 賜 ひける 由な り、 此を 以て 見る に、 若宮 部 も 其 物 部 神社 を齋き 祭れる 部なる を 知り、 其 を 

以て 此神 部の 職掌 を も 知るべく なむ、) 職員 令 神祇官に 祌部 三十 人と 有り、 然れ ども、 其 職掌 を 注されす と雖 も、 ト 

部 二十 人 使 部 三十 人の 上に 在り、 祝詞 式の 首に、 凡 祭祀 祝詞 者 御殿 御門 等 祭 齋部氏 祝詞、 以外 諸 祭 中臣氏 祝詞と 有り 

て、 次に、 凡 四時 諸 祭不レ 云- 1 祝詞 一 者、 祌部皆 依， 一 常例 一宣， 之 (下略〕 と 見えた る を 合せ 考 ふるに、 此神部 は 中臣の 氏人 

を 云 ふなり、 叉 儀式 祈年祭 儀に、 供 神の 調度の 事 を、 神祇官 忌部官 一人 監造、 若 官內無 n 忌部官 人つ 及 神 部 之 中 忌 部 

不レ 足， 一八 人， 者、 兼 T! 取 諸 司 氏人 一充， 之と 有る • 此は忌 部の 氏人 を 云 ふなり 、神祇 令 神祇官 中臣宣 -r„ ^詞： 忌 部 班 n 幣帛- 

の 義 解に、  其 中 臣忌部 者 當司及 諸 司 中 取 「： 用 之, と 有る 是 なり、 然れ ども 上世に は 其餘の 諸氏の 中よりも 仕へ 奉れる と 

見えて、 古語 拾 遣に、 凡 造， 一大 幣， 者 亦須， 依，， 神代 之 職 T 齋部 之官 率-供 作 諸氏？ 准， 例 造備、 然則 神祇官 神 部 可レ有 n 

中 臣齋部 猿 女 鏡 作 玉 作 盾 作 祌服倭 文 麻 績等氏 T 而今 唯 有，， 中 臣齋部 等 二三 氏？ 自餘 諸氏 不， 預 ：1 考選 T 祌裔亡 散 其葉將 

レ絕- 所 レ遣十 也と 見えた る、 此は其 天石窟 段なる 高 皇產靈 神の 祌議 に、 宜レ令 T 太 玉 神 率 二 諸 部 神， 造 * 幣帛.. と 有る に 本 
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著き て、 其 御 天降 段なる 天 照 太 神の 御 命に、 宜 T 太 玉 命 率 n 諸 部 神-供 奉 其 職， 如 *lf< 上 儀 h 仍 令-一 諸 神亦與 陪從， と 有る 

を 承け、 神武 天皇 段に、 令 TIK 富 命 率，, 供 作 諸氏， 造 f 作 大幣. < と 書せ る 所 を 述べて、 神代 以来の 故 實を云 はれた る 者な 

り、 然る 時 は祌部 は中臣 などの 祭祀に 預り 仕へ 奉る 氏人 は 更なり、 忌 部 以下 祌 事に 就き 供 作る 氏々 を も 廣く沄 ふ稱な 

る を、 令の 御定 ffi 来りて は 神祇の 被 官に神 部 三十 人と 被レ定 てより、 叉 其 供 作る 諸氏の 人 を も 其 部に 猶 任れ 奉る 事な り 

し を、 已に 大同の 頃に は 中 臣忌部 等の 二三 氏に 成り、 貞覜、 延 喜の 頃と 成りて は 僅に 中臣、 忌 部の 二 氏と 限る 事と は 

成りに たる 者な りけ り-, 然れば 募 疏に祌 部 者 掌， 一 神事 一而 有， 一 其黨， 也と 註され たる 御說 は、 猶宣 ひ； らぬ 心ち ぞ爲 る、 

(大抵 祌 部と 祝 部と は 似た る 者に して、 同じく 神祇に 供奉す る 者ながら 其に 差別 有る 事な り、 神 部 は 神祇の 官人 にして 

朝廷に 在りて 諸 社の 事 を 行 ふ 者な り、 祝 部 は 諸 社に 在りて 朝廷の 祌事を 行 ふ 者な り、 儀式 祈年祭 儀に、 忌 部 二人、 率，, 

神 部 二人？ 進夾 k 案 立 監-: 頒レ幣 事； 史以， 次唱ニ 御巫 及 諸 神 祝 T 各稱 唯、 祌 部執レ IB 頒， 之と 見え， 又 祝 部の 事 は、 職員 

令 神祇官 祝部義 解に 謂爲， 一 祭主， 贊辭者 也、 其 祝 者國司 於，, 神 戸中， 簡定 云，^ と 有りて、 職掌 異なる 者な り、 思 ひ 浪ふ可 か 

ら す) 〇 吉備神 部 は、 右に 註せ る 神 伴 與と訓 む 常のと は 異にて 迦牟 倍と 訓 むべ くして.. 此は必 すし も 姓な りけ り、 其 

は 地 祌本紀 に、 素 斐鳴尊 十一 世 孫 大鴨積 命、 此命 磯城 瑞籬朝 御世、 賜 =賀 茂 君 姓 T 次大友 主命、 此命问 朝 御 ゆ、 賜，， 大 

神 君 姓 f 次 田田彥 命、 此命同 朝 御世、 脇，, 祌部直 大神部 直 姓， と 有る 是 にて、 鴨 部と 同じ 意なる なり、 其 鴨と 云 ふも祌 

なる 義は、 已に傳 十三に 注せる が 如し、 姓氏 錄 (攝津 國神別 地 紙) に、 鴨 部 祝、 賀茂 朝臣 同祖 大國 主命 之 後 也と 有り 

て、 其賀茂 朝臣の 部な りけ り、 然るに、 同錄 (大和 國祌別 地祇) に賀茂 朝臣 大神 朝臣 同祖 大國 主神 之 後 也、 大田田 根 


チ命孫 大賀茂 都 美 命 (一 名大 賀茂足 尼) 奉 i 齋- 一賀 茂 神社， 也と 見えた る を、 大 三輪 祌 三座鎭 座 次第に、 葛 城 賀茂神 1^ 

(中略) 大賀茂 祇侖承 A 勅 立 n 社 於 葛 城 邑賀茂 地； 奉 レ齋- 一事 代 主命 T 仍 賜-: 賀茂君 氏 一と 有りて、 卽ち神 名 式に 謂 ゆる 大和 

國葛上 郡 鴨 都 波 八重 事 代 主命 神社 二 座 (拉 名神大 月次 相嘗 新嘗) 是 なり、 然る を 和名 抄鄕 名に 備前國 赤 坂 郡 葛 木と 有 

り、 神 名 式に 同 郡 鴨 神社 三 座と 有り、 是鴨 部の 人の 大和より 移りて 吉備祌 部た る 所以な り- 猶傳 二十 八に 云 ふべ し、 

叉祌名 式に 同 郡 石 上布 都 之 魂 神社 御 在し 坐して、 此劍 の鎭り 坐す 由なる に、 鄕名は 其 隣なる 邑久郡 石 上 (伊 曾 乃 加 美) 

叉 同 郡 美 和 神社、 赤 坂 郡宗形 神社な ど 御 在し 坐すな ど、 共に 鴨 部の 祖祌 にして 愈 吉備神 部の 所在 を 知る 便此に 在る 者 

なりけ り、 (若て 神 功 皇后 元年 御 紀に吉 備臣祖 鴨 別と 云 ふ 人名 見えたり、 國 造本 紀に、 笠 臣國. 造 輕島豐 明朝 御世、 元 

封 n 鴨 別命 T 八 世 孫 三 枝 臣定ツ 賜國造 一と 有る と 同じ 人なる 可し、 此鴨 別の 名 も 右の 鴨 神社の 鴨より 出で たろ 事 論 を 待 

たす、 然る 時 は、 崇祌 天皇より は 後、 神 功 皇后より は 以前に、 已く其 氏人の 此 地に 移り 住 ひぬ るた t めり. •) 〇 今 在，, 

吉備神 部 許 一也、 傳ニ 十四に 已に 注せる が 如く  • 第二 一書に、 其斷レ 蛇^, 號曰 一一 蛇之危 正？ 此今在 二 石 上， 也と 書 さ 

れ、 古語 拾 遣に も 今 在：， 石 上 神宮， と 所見た るに、 此の 如く は 其 所在 相違へ るに 似たり、 此に說 有り、 記傳九 (三十 四 

丁〕 に 「右上 は 在，， 吉備神 部 許， 也と 有る から は 備前國 赤 坂 郡 石 上布 都 之 魂 神 社是な り」 と 云へ り、 ー應は 誰も 然思は 

るれ ども 熟思へ ば然に 非す、 其 故 は 然し も 名高き 倭なる を 除きて 吉備 なる を 唯に 石 上と は 云 ひて む や、 若し 吉備 のな 

らば 必す 吉備石 上な ど \ こそ 一 K ふべ けれ、 然 れば猶 倭の 石 上なる 可し、 借 推し 度り て 云 はぐ、 書 紀崇神 天 皇御卷 六十 

年に 矢 田 部 造 遠祖 武諸隅 を 御 使と して W 雲 大神宮に 藏れ る. 祌寶を 召 上て 見 給 ふ 事 有り、 矢 田 部 造 は 姓氏 錄に 依る に 物 
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部 氏の 別な り、 偖垂仁 天皇 御卷 二十 六 年に 物 部 十 市根大 連に 詔して W 雲 Q 神 寶を撿 校し め仍て 神寶を 掌ら しむ、 叉 八 

十七 年の 文に 同人 石 上の 神寶を 掌る 事 見 ゆ、 然れば 此須佐 之 男 命の 御 i-w 雲 神宮に 藏れし を、 右の 崇祌 天皇、 垂仁 天 

皇の御 時な ど餘 の祌寳 と共に 京に 召し上げ 給 ひて 其 時より や 石 上に は 納められたり けむ、 此：； ： 上に は猶 種. の 神寶を 

納められし 事垂仁 天皇 御卷に 所見たり、 偖 後に 所以 有りて 備前國 へ遷し 奉りし なる 可し、 其 時 倭の 本 宮の名 を 取りて 

彼の 處をも 石 上布 都 之 魂 神社と は.^ すなら む、 如何に 在れ 右の 神 名 は必す 倭より 出で たる 事 明き を や、 斯れば 書紀又 

拾遺に 在，, 石 上 一と 云 へ る は 初め 倭に 坐し \ 時の 偉へ、 在， 一吉 備， と 云 へ る は 遷り給 ひて 後の 傅なる 可し、 然るに 備 前の！；： 

上 社 傳說に は 「祌 は 昔 大和の 石 上へ 遷し 奉りて 此 社に は 座し 坐 さす、 (下略)」 と 云 はれた るな む 目覺る 心ち して 甚 

委しき 說 なりけ る、 (私記に、 問 是何神 許 哉、 答 未. 知 k 爲-ー 何 神， 也、 問 下 文 云 U 出 雲 凝 之 川上 山， 是也、 今 如， 此文， 

者、 寸簸祌 部 者 是可レ 在， 出 雲 川上-也、 案吉 備與， ffi 雲， 其 國名異 也、 今 何 得，， 之 相 近-哉、 答 未， 通 者 也と 有る は、 古人 

とも 思 えす 甚 々危 き說 なる ものな り、 但 此の 石 上布 都 之 魂 神社 に 今神劍 の傳 はらざる に 就きて、 今 備中國 吉備津 社に 

十 握^と 云 ふ 有りて、 素せ 戈 鳴 尊の 斬 蛇の 祌顿， なる 由 云ひ傳 ふる は、 吉備神 部 許に 御 在し 坐す と 云 ふに 就きて 伦の古 a- 

を 其 事に 取り成せる 者に て 疑 はし、) 偖此神 g の 御 事 上に 云 はれた るが 如く、 神代より 以降 W 雲 大神宮に 御 在し 坐し 

し 祌寳の 一 種に ぞ 渡らせ 給 ひけむ を、 崇 祌大皇 六十 年に 京に 令， 獻給 ひて 大和の 石 上 神宮に は祀り 奉らせ 御 在し 坐し 

けらし、 其より 吉備祌 部 許に 御 在し 坐し k 由來 は、 右に 云へ るが 如く 共 御世に 葛 城賀茂 神社 を 始めて 祀 はせ 給 ひ、 其 

に 就きて 賀茂 君の 氏 は W 來、 叉 其賀茂 君に 就きて 鴨 部な む W 来れり ける を、 其 は 素 鳴大 神の 御裔 にし 有れば、 其 氏 


.< ^に 就きて 令， 祭 給 はむ 事 を 請 ひ 給 ふ 由 Q 神託な どぞ御 在し 坐し けむ、 其 田田彥 命に 神 部 直 大神部 直の 姓 を 賜 はせ た 

る も 其 御 時の 事な りければ、 彼の 赤 坂 郡 鴨 神社 三 座 は 其 神 を 奉して 氏人の 移り 住 ふに 就きての 事に て、 此の 斷蛇之 31 

はし も 謂 ゆる；；： 上布 都 之 魂 神社に は遷し 奉れり けらし、 其 時. お 上 神宮に は 出 雲 建 雄 神社に 御靈を 留め 祭られけ む 事、 

俾ニ 十三に 注せる が 如し、 然る を， 其 石 上 社傳に 云へ るが 如く- 神 劍は昔 大和の 石 上へ 遷し 奉りて 此 社に は 座し 坐 さ 

すと 雖 も、. 猶其 神社 を 氏人の 奉仕れ る事猶 古の 如くな りし 故に、 此 にも 今 在 一吉 備祌部 許， 也と 云 ふ傳說 有り、 叉 地名 

にも 邑久郡 石 上鄕は 遣れる 者な りけ り、 然る 故に、 第二 一書に 此今 在， 一石 上， 也と 有る は傳の 異なる が 如く なれ ども、 

御紀の 奏上 有りし 養老 四 年より は 八十 八 年後の 大同 一 一 ( 一 作 J 二) 年に W 來る 古語 拾遺に 今 在，, 石 上 神宮 一と 有る から は 

後に 大和に 還り 鎭り 坐し & こと 著明き 者な り、 記 傳に云 はれた るが 如く、 然し も 名高き 大和なる を 除きて 吉備 なる を 

唯に 石 上 神宮と は 書され まじき 事なる を や、 此 時の 御 事に 因れる に は 非 じか、 祌名 式に 備後國 安那 郡多祁 伊奈 太 伎 佐 

耶布都 神社と 有る も、 其 供奉り て 還 御の 問に 暫時 にても 留め 奉れり し御迹 などに や、 臨時 祭式に 凡 石 上 社備前 國封租 

穀者牧 1 一社 家 -充- 一 夏 冬 祭 料 一と 見えた る も、 斯ろ 所以の 無くば 然る 神 封の 御 在し 坐すべく も 非ぬ を E 心 ふに、 其多祁 伊奈 

太 伎 は， 傳 一 一十 一 に 註せ る 如く 奇稻 田姬命 を久志 伊奈 太 伎 比 哗祌と 申す が 本名に 御 在し 半： せば、 多 伊奈 太 伎 比 神と 

も 申せる にて、 此 大蛇 を 退治 させ 給へ るに 由有る 祌に 坐せ り、 佐 耶布都 神と 中 は淸， 1 祌 にて、 佐 夜は劍 の 変 利に し 

て 其 光の 甚 能く 淸亮 たる を 以て 稱 へたる にて、 此斷蛇 之 31 の 一名に ぞ御 在し 坐す らし， 其深津 郡に 須佐： 袁能神 Iki 御 

在し 坐せ る、 其 は 三代 實錄に 校，, 備後國 正 六 位 上天 照 麻 良 建 雄. 從五 位下, と 有る 卽ち此 神なる 事、 傳ニ 十一 に 注せる が 
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如し、 斯れ ば、. 其 大和の 石 上 神宮に Si 雲 建 雄 神社 坐せ る も、 此大祌 の 神 劍の御 靈を祀 れる事 更に 疑 ふ 可から すなむ 有 

りけ る、 然らす は 石 上 社に 備後國 に 御 封 有る 可き 所 由 更に 無 かる 可き 御 事に なむ、 (但此 に 今 在-一吉 備祌部 許 一也と 有 

る は、 右の 赤 坂 郡なる 石 上布 都 之 魂 神社なる 事 上に 云へ る 如く なれば、 此 備後國 はし も 京に 上る 道なら すと 雖も、 右 

の 備前國 の 石 上に 御 在し 坐す まじき 由 有りて 大和へ 遷し 奉る にも 猶其近 國に鎭 り 奉る 宮所 求めたり けむが、 此に 暫く 

にても 其 祌劍を 留め 奉れり しから、 大和に 還し 奉れる 後 も此に 神社 を 定められて 其 御靈を 祭られ、 先に 常 社に て 封 田 

なりし 所 を も 大和の 本 宮に隸 て 其 石 上 神宮の 御 封と は 被， 定け るに こそ、) 〇 其 斬， 一大 蛇， 之 地 則の 此七字 諸 本 共に 無く 

して 文 を 成さ  > る を- 通 證に或 曰 春 日所藏 古本、 出 雲上 有.， 其 斬 一一 大蛇， 之 地 則 七 字， と 云 へ るは甚 愛た き赐 物と 思 ひし 

を、 頃日 一 本 を 3^ たるに 御 校正 本と 云 ふに も 此七字 有りと 云 へ れば、 然る 全 本の 世に 1 1 一有る 事 を 知りて 今 補 ひつ， 

否らざる 時 は、 上に 今 在， 一吉 備祌部 許， 也と 有る を 承け て W 雲簸之 川上 山 曰严 也と 註す が 如く 聞え て其義 明らか ならざる 

故に、 W 雲 以下 九 字 衍文と 云ふ說 などの 起れ ると 云 ふ も 其實は 右の 七 字 Q 此に脫 けたる が爲 なり、 偖此は 正書に、 是 

時 素斐嗚 尊自」 大 而降 71 到 於 ffi 雲 國凝之 川上， 時、 聞，， ， 川上 有， 啼哭 之聲- { 下略) と先づ 首め に 云 ひて 老夫婦 二 神の 所在 

と 其 神の 爲に 大蛇 を 退治 させ 御 在し 坐し ける 所在 を 明せ る 故に、 後に 此の 如く 斬 蛇の 地を舉 ぐるに 及ば ざり ける を、 

此 一 書 は 上に 直に 素 斐嗚尊 欲， 幸，； 奇稻 田嫒， 而乞， 一之 脚 摩 乳 手 摩 乳？ 對曰 云々 と 書き出せる 故に. 何 地に て 有りつ る 故 

事と も 知られ ざり ければ、 其爲に 大蛇 を 斬り 給へ る此 終に 至りて 出 雲簸之 川上 山是 也と 云 ひて 文 を 結ぶ 所な り、 然り 

と雖 も、 正しく 春 日本、 御 校正 本の 如くに て 右の 七 字 非ざる 時 は に 其 趣な む 通り 難き 所な りけ る、 (次の 第 四 一 書 


にも、 到-： 出 雲國凝 川上 所在 鳥 上 之 峰 f 彼處 有-一^ レ人 大蛇 T 素 戔嗚尊 乃 以-ー IK 蠅研 之^, 斬 n 彼 大蛇， と 書され、 古事記 

にも、 爾速須 佐 之 男命拔 T 其 所， 一 御 佩 一之 十 拳^.. 切； 一 散 其 蛇-者 I 肥河變 レ血而 流と 有るな ど を 合せても、 右の 七 字 無く 

て 叶 はぬ 所な り、) 〇 出 雲簸之 川上 山是也 は、 ロ訣に 殺， 一大 蛇， 地 也と 云へ る は、 上に 七 字の 脫 けたる を 知らざる 故に 

意 を 補へ つる 說 なり、 纂疏 に、 所 レ斬之 蛇 化レ之 也、 上 云 r, 蛇 兩脇有 U 山、 蓋 卽此山 乎と 宣 へる 御 說は、 文 を 活せ句 を 機 

ら かせ 給へ る 者に して 實に 千古の 卓說 なり、 予亦此 御說に 就きて 大いに 得る 所有り て 上に 已に 明らめ 註 せれば 其 所 を 

なむ 考へ 合す 可 かりけ る、 (但予 が 說は其 大蛇の 背 上なる 山の 謂 ゆる 錢 川上なる 鳥 髮 峰と 化れ りと 云 ふに は 非す、 其 

鳥髮は 本より 有りけ る 山な り 峰な りければ、 其 外に 在る 何れ か 山な りけ む を、 其傳は 無き かと 云へ るな り、) 
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附  錄 

古事記 曰、 須佐之 男 命又娶 n 大山 津 見神 之 女、 名神大 市比寶 r 生 子大年 神、 次 宇. i 之 御魂祌 (二 注 宇迦 二字 以 0 背) 故 

其大年 神、 娶， 一 神活須 显祌之 女、 伊努 (作， 怒 非) 比寶？ 生 子 大國御 魂 神、 ，h, 、韓 神、 次 曾 富理！ T ォ、 向 (作レ 由 非) =. 

神、 次聖祌 (五神) 叉 娶，， 香 用 比賣， (此祌 名以』 曰) 生 子大香 山戶臣 神、 次 御年祌 (二 柱) 叉 娶，， 1K 知 迦流美 豆 比寶， 

(訓レ 天 如 レ天、 亦自：^^下六字以レ音) 生 子奧津 日子 神， ，fT 、奥 津比賣 命、 亦 名大 戶比賣 神、 此者 諸人 以拜， ； 竈神， 者 也、 

次 大山 (上) 咋祌、 亦 名山 末之大 主祌、 此神者 坐 近 ，1 淡 海 國之日 枝 山 T 亦 坐，， 葛 野 之 松 尾； 用-一鳴 鎬， 祌^ 也、 次 庭津 日祌、 

次 阿須 波 神 (此神 名以， 音) . ^、波 比岐神 (此祌 名以， 音) 次 香 山戶臣 神， 次 羽 山 戶祌、 次 庭 高津日 神、 ォへ大 土神、 亦 名 

土 之 御祖祌 (九 祌) 上 件 大年祌 之 子、 自 n 大國御 魂 神-以下 大 土神 以前 幷 十六 神、 

此は甚 止 事 無き 祌 等の 傳 なる を、 御 紀には 記し 漏らされて なむ 有りけ る を、 然るにても 心行き 難き 事な む 多 か. -め 

れば此 に 註して、 此素 斐鳴大 神の 1K 下國 土に は 比類 無き 大御功 御 在し 坐す 大 神に 渡らせ 給へ る 御 事 は. ^^ぷ<  に說き 

明らめ 奉れる を、 其 最大なる は、 傳廿ー に 注せる が 如く、 此大祌 をし も W 雲 風土記に 國引坐 八^ 水 臣津野 命と 稱 

へ 奉り、 欽明 天 皇御紀 に は 建 邦 之 祌と稱 へ 奉れる 事傳廿 二に 說き 奉る が 如し、 伹し其 は 二 注御祖 祌の滄 海原 潮 之 

八 百 重 を 所 知せ と 事 依し 授け 奉らせ 給へ る 御 命の 任に 從ひ 奉らせ 給へ る是 なり、 斯 るに 此大 祌其始 天 津罪を 犯さ 

せ 御 在し 坐し ける 故に 天 照 太 神の 石 戶隱の 御 事 有り、 其 罪に 依りて 諸 神に 解除 を 徵られ 奉られ させ 給 ひて 國 土に 


逐 はれ 給へ る 以來、 吾心 平け く 安し と 詔り 給 ひ 吾心 淸々 しと 言 出 給 ふ 許に 御 心 平らぎ 御 在し 坐して、 唯國 土人 民 

に 幸き 給 ふ 可き 衣食住の 事 を 大いに 弘め 起させ 給 ふとして 御子神 を餘 多に 生み 奉らし め 給へ り、 故に 其 后 神を娶 

り玲 へる 事 合せて 三 柱な りき、 其始 IK 上に て 娶らせ 給へ る は 卽ち大 夜 之 女 命に して、 五十猛 命 等の 御祖 なりき、 

次に W 雲に て 娶らせ 給べ るは奇 稻田姬 命に して、 大己貴 神の 御祖に 坐して、 終に 娶らせ 給へ るな む 祌大市 比寶命 

に 坐して、 卽ち 此の 大年 神の 御祖 神に て 坐々 しける、 (然るに、 古事記に は 其 櫛 名 田比賣 命と 神大 市比賣 命と 二 

柱の 后 神の 御 事は詳 なれ ども、 五十猛 命の 御 事に 於て は 唯 木國之 大屋 鹿 古神と 一 所 出で たるの みに して 御 紙 神の 

御 事 も 何も 傳 はらぬ を、 御 紀には 五十猛 命の 御 事は詳 かに 傳 はりて 甚愛 たく は 有れ ども、 其 御祖を 漏らされ たる 故 

に 長 寬勘文 を 以て 此を補 ふ 可し、 然 りと 雖も、 此神大 市比賣 命の 御 事 及 其 御子神 等の 御子 は 皆 がらに 古事記に 委 

ねて 載せられざる なむ 事闕 けたり と 云 ふべ かりけ る、 此予 此の 附錄を 著す 所以な り、) 然る は、 先 づ其大 夜 之 女 

命に 御 合 ひ 坐し \ は 其 御子 をして 大 八 島 國內悉 青山と 成し 給 ひ て 家居 を 建つ る 事 を 起させ 給 はむ となり、 是卽 ち 

大 八 島 國內悉 に 人民の 家居 を陳べ 列ね しめ 給 は む 神 策 にして、 空しく 青山 に繁 木の 生 ひ 立 つ 事に のみ 係け て 云 ふ 

ベ き 所に は 非ざる なり、 次に 奇 稻田姬 命に 御 合 ひ 坐し.^ は、 其 御子 をして 天下 を經營 らしめ 給ひ國 土人 民 を 令 治 

給 は む 神 策 にして、 其 も 唯に 國土を 作り 固む るの み ならす 人民 を 生 し蕃 息し 給 ふ 可 き 御 政 是 なり、 次に 此神大 市 

比賣命 に 御 合 ひ 坐し ける は、 其 御子 をして 稻穀を 作らし め 農作 の 方 を 開き 給 ひ 天下 に 火食 の 道を弘 めて 蒼生 を 養 

育 させ 御 在し 坐 さむと て、 唯 其 生み 坐せ る 神に 自然に 其 德の備 はり 坐せ るに は 非す、 其德の 正に 御 在し 坐すべき 神 
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を 令 生 給へ るに て、 實に 素戔 鳴大祌 の 恩賴に 出で たる 事 申す も更 なる 御 事な りかし、 (然れ ば、 此三 柱の 后祌等 Q 

御子神 等 は 何れ を、 一 柱と 雖も涂 き 奉る 可 き な ら ぬ 甚止事 無き 神に 渡らせ 給へ れぱ、 予此に 於て 例の 說 奉らむ と 

す、 然れ ども 其 總てを 申す 時 は 素斐嗚 大祌ー 柱の 御德を 分けて 諸の 御子神 等と 成り 別り 坐し、 又 諸の 御子神 等の 

御德を 合せて 素 妾嗚大 神の 御 德に歸 まる 者な り、 力を入れて 說き 奉らす ば 得 有る ま じくな む 有りけ る、) 〇 娶， 一 

大山 津 見神 之 女神 大市 比賣， は 巳に 傳廿 一に 注せり、 偖此大 神と 女神と 相 並び 御 在し 坐す は、 神 名 式に 山城 國紀 

伊 郡 稻荷祌 社 三 座 (並 名祌大 月， 、新 嘗) と 有る、 其 社 記に、 中 倉 稻魂命 (卽素 斐嗚尊 子、 母 山 祇女大 市姬、 伊 弊 

諸 尊 子 同名 云云) 上進 雄 尊、 下大 市姬、 以上 三座祌 是尤祕 中深祕 也と 有る 是 なり、 此 御社の 御事傳 八に 已に 註せ 

る を、 此は其 妹跌神 共に 相 並ばせ 御 在し 坐す 事 を 明し 奉る 爲に此 にも 又 更に 舉 げたるな り、 叉 神 名 式に 近 江！： 野 

洲 郡小津 神社 頭注に 宇賀 魂 命と 有り、 祌社 啓蒙、 諸 社ー覽 等に 玉津正 一位 小津社 宇賀 魂 命 也、 社家 註 進： K、 大 

宮本緣 同上、 二宮 素妾嗚 尊、 三宮大 市姬命 也と 有りて 祭る 所 右の 稻荷 神社に 同じ、 叉 式 外ながら 遠 江國小 笠郡橫 

須賀祌 社と 申す 有り、 高 松 社、 小 笠 社、 横 須賀社 以上 三 社な り、 神社 啓蒙に 社家 注進 云、 文武 天 皇大寶 元年 秋 九 

月奉レ 遷，， 此所， 也、 高 松 社 者 大市姬 命 (大山 祇命女 也) 小 笠 社 者 素 斐嗚尊 也、 横 須賀社 者 熊 野 機 槔日命 也、 (素戔 

嗚尊 子) と 有り、 此小笠 社と 申す は社號 ながらに 此大 神の 亦の 御名に 御 在し 坐すな る 可し >  其 は 傳廿に 注せる が 

如く 寶鏡 開始 章 第一 一 fl 書に、 乃 共逐降 去、 于時霖 也、 素 戔嗚尊 結 n 束 青草， 以 爲，， 笠 簑 T 而 乞，， 宿 於 衆 神， (下略) 

と る此 故事に 依りて 大雲彥 神と 申し 奉る に 並びて 小 笠 と 申し 奉るな む 實に似 著 はしき 御名に は 御 在し 坐せ 


ける、 叉 此に熊 野 機 樟曰命 Q 並び 坐せ る甚其 謂れ 有り、 古事記に 故 其大年 神娶， 一 祌活須 見神 之 女 伊 努比賣 一と 有る に 

合へ り、 是亦大 年 神 宇迦 之 御 魂 神 は 同 神なる 徵 なり、 傳 十三 見合す 可し、 (又祌 名 式に 伊勢 國 安濃 郡 大市祌 社 有 

る は 此女祌 にて 渡らせ 給へ るに や、 今 其傳詳 ならざる なり、 右 等の 傳々 を 合せて 古事記に 謂 ゆる 宇迦 之 御 魂 神と 

申す 御子神の 御 在し 坐す 御 事 を先づ 明らめ 置きて、 、に 云へ る 事共 を考へ 合す 可し、) 〇 大年神 は、 次に W で 給 

へる 宇迦 之 御 魂 神と は 本 ー祌の 御名なる を >  二 柱に 分れ 傳 はれるな り、 其 由 は 巳に 傳八、 廿 一 に 委しく 辨 へたる 

が、 今 も 目 易から む 爲に少 か 云 はむ に は、 先づ 第一 に、 皇太 神宮 儀式 帳に 葭原 神社 大歲 神兒 佐， „<津 比 古 命、 形 石 

坐、 叉 宇 加 乃 御玉 御祖 命、 形 無と 有りて、 其 佐. <津 比 古 命 を大歳 神 子と 云へ るに、 次に 出で たる 御 祖命は 其 后 神 

なる 可き に、 宇 加 乃 御玉と 申せる は 正しく 同 神た る證 なる 事、 下に は大 歲御祖 命と も 申せる を 以て 知るべし、 又 

右に 云へ る 横須賀 神社の 注進に て， 同 神の 事 は甚々 明るき を 思 ふべ し、 次に 又 倭 姬命世 記に 土 御 祖祌ニ 座、 宇 加 

之 御 魂 神 土 乃御祖 神と 有る を" 上代 本 記に は 素 斐鳴尊 孫大土 御祖神 一座、 太 田 命 一座、 宇賀 御 魂 大年祌 一座と 有 

りて、 此 にて は 三 座 なれ ども、 太 田 命 一座 は 其從祀 などな りけ むが 一に 混れ たるに て、 其 實はニ 座な りけ るに、 

此には 世 記の 宇 加 之 御 魂 神 を 宇賀 御 魂 大年祌 として 二 名 を 重ねて 一 神の 御名なる 是同 神の 證 なり、 猪 古事記に 大 

年 神の 御子 大土祌 亦 名 土 之 御 祖祌と 有る を， 上代 本 記に 宇賀 大土 御祖祌 (素 斐嗚尊 子 也) と 云へ り、 土 御 祖祌は 

素戔嗚 尊の 御 孫なる を、 御子と 云 へ る は 其 御 父に 係れる 事なる が 上に、 宇賀と 冠 ふらせ 奉れる は 宇賀 御 魂 神の 子 

大 土御祖 神なる 由に て、 此を 古事記に 合する 時は大 年祌卽 宇迦 之 御 魂 神に 御 在し 坐せ る證 なり、 又 古事記に 大年 
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神と 宇迦 之 御 魂 神と 二 柱 を 並べ 擧 げられ たるに、 其大年 神に は 后 神 も 御子 祌も許 多 御 在し 坐す に、 宇. i 之 御魂祌 

に は 后 神 も 御子 祌もー 注 だに 見えさせ 給 はざる は 不審 かしき 事な り、 此を 以て 誰し も 其 疑の W 來 るが 故に、 四祌 

W 生 章 第 六 一書に、 又 飢時生 兒號， 一倉 稻魂 命， と 有る に片 著け て、 此大市 比賣命 をして 令 生 給へ る 宇迦 之 御 魂 神 を 

錯 w とさへ 思 ふ 事と 成りぬ る は甚. << 可惜し き 事な り、 抑此大 年祌と 申し 奉る は 其 農作の 方に 取りて 御名に 食 ひ 坐 

し、 叉 宇迦 之 御 魂 神と 申し 奉る は其穀 種の 方に 就きて 御名に 食 ひ 分り 坐せ るに こそ 有り けれ、 元 一 神に 御 在し 坐 

す を 以て 宇賀 御 魂大年 神と も 御名 を 重 ねても 稱へ 奉れるな りけ り， ( 伹神 名祕抄 に は 土宮三 座と して 大年神 一 座、 

宇迦 魂 神 一座、 土 御祖祌 一座と 有りで、 此 にて は 二 神の 如くな り、 然れ ども、 一 祌を亦 名に て 二 祌に祀 る 例 は、 

三輪に て 大物 主神と 大己貴 命 を 別 座と し、 大和に て 大國魂 命と 八 千 矛 神と を 別 座に， 祀 るが 如くして、 予が 常に 云 

ふ 事なる が、 凡て 神の 御上に 亦 名と 云 ふ 事の 御 在し 坐す は、 別なる 御 功 用の 御 在し 坐す を 以て 稱 へる W にて、 人 

ならば 已に 別人と も 云 ふ 程の 差別 有る 事なる が 故な り、 所以に 同じ 祌には 渡らせ 給 へれ ども、 上に 云へ る 稻荷神 

社小津 神社の 如き は 宇迦 之 御 魂祌と 申し 奉ろ 方の 御 靈を祀 り、 叉諸國 にて 大歲 神社に て 祭る は 本より 大年 神の 方 

にて、 巳に 別 神の 如く 見えさせ 給へ る は、 全く 御 功 用の 差異 有る に 依れる 事な り、) 名義 は 記傳九 (五十一 丁) に 

一大 は 例の 稱名、 年 は 田 寄な り、 然云ふ 故 は、 先づ登 志と は 穀 の 事なる、 其は祌 Q 御靈 以て 田に 成して 天皇に 

寄せ 奉り 給 ふ 故に 云へ り、 田より 寄す と 云ふ義 にて 穀を登 志と は 云 ふなり、 祈年祭 詞に、 皇神等 能 依 左 志 奉牟奥 

津御年 乎， 手肱爾 水沫 畫垂， 向胶爾 泥畫寄 S 取作牟 奥 津御年 乎、 八 束穗能 伊加 志穗爾 皇神等 能 依 左 志 奉 者と 有る を 


以て 知るべし. 天下に 成と し 成ろ 穀は 悉く IK 皇に祌 の 依し 奉り 給 ふなる を 云へ り" 惜、 穀を 一度 取り 敉るを 一年 

と は 云 ふなり、 然れば 登 志と 云 ふ 名 は穀を 本に て. 年 の 登 志 は 末な り、」 (採 要) と 云 はれた るぞ、 實に盡 され 

たる 說 なりけ ろ、 (右の 田 寄の 說に 就きて 思 ひ W けらく は • 天孫 本紀に 天火 明 命 十六 世 孫に 尾 治 多 與志連 大海 部 

直 等 祖と云 ふ 事 有り、 其 尾 治 は 尾張阔 なる が、 傳 二十 三卷尾 張の 名義 を說 ける ー說 に、 尾 張 は小墾 なり、 鑌紀 に、 

尾 張 國山田 郡 人從六 位下 小 治 田 速 藥等八 人 赐ニ姓 尾 張 宿 画一と 見え、 萬 葉 十三 卷に， 小 治 田 之， 年魚 道 之 水 乎と 有 

るな ど- 尾 張 は 小 治 田の i 字 を 略け るな り、 然して 多與 志と 云へ る は 田 寄の 義 にて 其 墾田の 事に 因れり、 此は然 

しも 此に 引く ベ き 事なら ざれ ども、 鈴屋 大人の 年 を 田 寄な りと 云 はれた ろ 事、 實に 神の 如くして 深く 感け思 ふが 

故に 云 ふなり、) 故 其 詞に御 年 皇神等 能 前 ® 白久、 皇神等 能 依 左 志奉ホ と 有る 等 字 を 以て 考 ふるに、 此大年 神と 御 

子 御 年祌、 御 孫 若年 祌と三 神 を 合せ 祀れ るに て、 各同德 の御祌 等に 渡らせ 給 ふ 事 申す も 更なり、 若て 大倭 神社 

注進狀に御歲祌者守コ護禾穀-祌也と有るも右の三神に瓦1れる御15^-にて、 其の 證に は、 下に も 引ける 古語 拾 遣に、 

昔 在 神代 大地 主神 營， 田 之 日、 以， 一 牛宍， 食 n 田 人 f 于時御 歲祌之 子、 至-, 於 其 田； 唾 レ饗而 還、 以 吿レ 父、 御歲神 

發レ 怒、 以， 蝗放 11 其 田 f 苗 葉忽枯 掠， 似 n 篠竹？ 於， 是 大地 主神 令 =1 片巫 (志 止 や： i") 肱 巫 (今 俗 竈 輪 及 米い ：！ 也) 占 n 

求 其 由； 御 ti 祌爲 祟、 宜 T 獻，， 白 猪、 aBr 白 鶏， 以解 * 其お h 依， 敎奉， 謝-一 御歲神 f 答 曰 實吾意 也 (中略) 仍從- 一 其 

敎 T 苗葉復 茂、 年 穀豐稔 (下略) と 有りて. 其 御子神の 其 事に 預らせ 給へ る を 以て 御 父 大年神 は 殊更なる 御 事に 渡 

らせ給 ふ を 見 奉り 知るべく なむ 有りけ る 、右の 如く 蝗の爲 に 苗 葉 の枯 損へ る も年穀 の 豐稔 な る も 皆 此神等 の 御 心 
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に 因れる を 以て、 登 志の 義を釋 て 田 寄と は 云 はれた るな む、 實に 尤なる 說とは 云 ふなり けろ、 (此を 以て 見ろ に、 

右 Q 三 柱 坐せ る 中に 其 主と 御 在し 坐す は 御 年 祌に御 在し 坐し て、 大年祌 は 御 父に 御 在し 坐す を 以て 大と稱 へ 奉 

り、 若年 神 は 御子に 坐す 故に 若と 稱へ 中せ るに て、 其 御 父 羽 山 戶祌は 卽ち御 年 祌に御 在し 坐せ る 所 由 は 下に 云 ふ. 

を 思 ひ 合せ 曉る 可き なり、) 又 倭 姬命世 + 記に、 垂仁 天皇 二十 七 年 戊 午 秋 九月、 鳥 嗚聲高 聞 S 晝 夜不， 息 撒、 此 異止宣 

r,1、 大幡 主命 舍人紀 麻 良 止 差, 使 遺 令， 見，, 彼 鳥 鳴處， 罷行見 波 島 國伊雜 方 上 萆原中 在， ー稻 一 基, 生、 本 波 一 基 y 爲 a 

末 千穗茂 也、 彼 稻白眞 名 鶴 咋持廻 乍 鳴 支、 此見顯 世 波 其 鳥 鳴 聲止支 止 返事 申 支、 雨 時 倭姬命 宣久、 恐 志 事不. 問 奴 鳥須良 

田作 皇太祌 奉 物 乎 止 詔- „:T 物 忌始給 r.- 彼稻 伊佐 波 登 美祌乎 爲 「な 拔穗 S 令レ拔 な、 皇太神 御前 懸久 眞爾 懸奉始 支、 則 其 

穗大幡 主 女子 乙 姬爾淸 酒 令， 作、 御饗奉 始ま、 千 稅奉始 事 因， 玆也、 彼處稻 生地 千 田 止 號支、 在，， 島 國伊雜 方 上 f 其 

處 伊佐 波 登 美 之 神宮 造 奉、 皇太 祌爲， ー攝宮 7 伊 雜宮是 也、 彼鶴眞 鳥乎號 稱，， 大歲神 f 同 處祝比 奉 也-叉 其 神皇太 

神 之 坐-一朝 熊 河 後 之 葦原 中， 石 S な 坐、 彼 神 小 朝 熊 山顛 社 造 奉ビ祝 令， 坐、 大歲 祌稱是 也と 見えた る、 是謂 ゆる 神嘗祭 

の 本なる が、 志 摩國の 伊雜の 上方なる 人跡 絕 えたる 所に 稻を 生して 皇太 神に 寄せ 奉らむ として 其 鶴の， び 廻り 鳴. 

きつる に 意 を 得て 令，, 見覚， 給 ひし かば、 其聲 止みたり ければ、 此に其 伊佐 波 登 美 神 をして 伊雜宮 とて 皇太 神の 遙 

宮を 仕へ 奉らし め、 叉 其 鳥 を大歲 神と 號 けて 同處に 令， 祀給 へりと なり、 此處も 例の 田 寄の 義 にて 唯 其 鳥に 然る 

名 を 令 レ稱^ ふが 如しと 雖も、 祌 代に 名高き 大年 神の 御 在し 坐す 上 は 外に 號 けさせ 給 ふ 方 も 有らむ を、 然大歲 ；& 

と稱 へさせ 給へ る は 其 鶴に 云 ふ 事なら す、 其 千 穗の稻 田 を 皇太祌 に 寄せ 奉る 卽ち 神代 Q 大年神 Q 御 事と 爲て 其滔 


を g りて 神嘗に 令レ奉 給へ る 者な り V 斯る 例猶多 在り * 左 ひ 細 注に 云 ふべ し、 其 鳥 を 同 處祿比 奉 也 は、 神 名 式に 

志摩國 粟島 坐 祌乎多 乃 御子神 社と 有る 是 なり、 又 其 小 朝 熊に 社 造 奉レ祝 令， 坐と 有る は、 同 式に 伊勢 國度會 郡 朝 熊 

祌 社と 見えて、 卽ち皇 太祌宮 儀式 帳に、 小 朝 熊 祌社ー 處稱， 一 神 構 玉 命 兒大歲 兒樱大 刀自： 形 石 坐、 又 苔 蟲祌、 

形 石 坐、 又 大山 罪 命 子 朝 熊 水神、 形 石 坐と 有る、 此大歲 神 を 祌櫛玉 命の 兒と云 ふこ そ 信ら れね、 此 社に 大歲神 

の 御 在し 坐す 證是 なり、 然る を傳 記本緣 などに 保 於 止 志 神と 書せ る は、 右の 世 記の 故事 を 悪しく 見て 後人の 唱 

ナ ルイ ナヅマ  ナル 

へ 潔れ る 者 なれば 愈 以て 取る ベから ざ る なり、 叉 式に 湯 田 神社 儀式 帳に 稱 _,鳴{ 辰電 r 叉大 歲御祖 命と 有る も 生 

稻 女と 一 K ふ 事に て 后 神の 御 事と 聞 ゆ、 又 式， の朽羅 神社 を 久麻良 比 神社 一 處稱， 一大 歲神兒 千 依比寶 命， と 有る、 久麻 

は稻、 良 は 助辭、 比 は 飯なる 可き 事、 右に 謂 ゆる 懸久眞 の 事に 合 ひ、 又 千 依は稅 寄なる 可き 事、 傳 十二に 注せ 

るが 如し、 又 儀式 帳に、 葭原 祌社大 歲神兒 佐々 津比古 命， 形 石 坐、 叉 宇 加 乃 御玉 御祖 命、 形 無、 又 伊加利 比 女、 

形 無と 有る、 佐 々は 下に 云 ふ 若 沙那賣 神の 沙 にして 稻苗を 云 ふ なる 可し" 、なる 伊加利 は 太祌宮 行事 記 二月 例 

に 鍬 山 伊賀 利 神事と 云 ふ 有る は、 鍬 山 は 其 年 田 を 作る 料の 鍬 柄 を 採る^ 就きた る祌 事な り、 伊賀 利 は 西牧の 事に 

就た る祌 事に て 卽ち稻 ^なる に 合せて 知る ベ し、 此伊 加里 姬 命の 御名 丹 後 風土記に 見えたり、 偉 二十 八に 注せ 

り、 偖 右に 大歳御 祖命此 に 宇 加 乃 御玉 御祖 命と 有る 二の 御 祖命は 其 后 神に 坐す を 御子に 對 へて 申す 稱 なり、 又 加 

努彌祌 社 大歲祌 子 稻依比 女 命、 形 石 坐と 有る 稻依は 字 の 如くして、 右に 注せる 千 依は稅 寄の 義 なる にて、 先師 

の 登 志 は 田 寄な りと 云 はれた るに 其 意 同じき なり、 然れば 右の I 記に 云 へ る も 鶴 をし も大歲 神と 稱へ 給へ るに 非 

ftl 本書 紀傳 二十 四之卷 附錄  ，  一四 九 


日本書紀 傳 二十 S 之卷 附錄  一 五 〇 

す、 神 田 を 寄せ 奉れる 祌の御 事なる が、 其も祌 代の 大年神 を？^ らせ 給へ る 事 右の 如く 后 神 叉 御 兒神等 を も. ま々 に 

令レ祀 給へ ろ を 以て 知るべき なり." (但. in 眞名鶴 は 大年祌 に 使 はれ 奉る 者と 見えたり、 二十 二 社 注 式稻荷 神社 條に 

引けろ 山城 風土記に， 稱， 1 伊奈 利， 者、 秦中家 忌寸等 遠祖 伊 呂俱秦 公 積， 1 稻梁？ 有， 1 富祐 T 乃用レ 餅爲. 的 者 化 r, 成 白鳥， 

飛翔 居， 一山 峰， 生， 子、 遂爲， 1 社名； 至 n 其 苗裔， 悔， 一先 過 一而 拔， 一社 之 木： 殖， 家 禱っ祭 之， と 有ろ 是 なり、 豐後 風土記に 

も此と 同じき 趣 有り. 倦倭姬 命の 其 稻穗を 白眞名 鶴の 導に 依り 見 W させ 給へ る、 卽ち大 歲祌の 御所 爲 として 令レ祀 

給へ る是 上代の 意に て" 高 橋 氏 文に 磐 鹿 六 雁 命の 景行 _4<皇 に御贄 奉れる 時の 大御 命に、 此者磐 鹿 六 雁 命獨我 行. 波 

非矣、 斯天坐 神 乃 行 赐倍ほ 物 也と 詔り 給 ひて 受けさせ 御 在し ける と 一 にて. 大年祌 は 田 を 寄せ 給 ふ 神に 坐す を以 

て 其 祌の行 ひ 給へ る 御 事と して 受けさせ 給へ る 者な り、.) 神 名 式に 山城 國乙訓 郡 大歲祌 社 (大 月次 新嘗) 向 神社 

相 竝び御 在し 坐す は • 其 御 父子の 御 由緒なる 事 下に 合せ 說き 奉る を 見て 知るべし、 大和 國高市 郡 大歲祌 社 二 座 御 

歲 神社 (鍬 靱) 二 所 坐せ ろ、 此 一 座 は 后 神に 御 在し 坐すな ろ 可し， 古事記に 大年神 又 娶-香 用 比寶， 生 子 御 年 神と 有 

る是 なり、 叉式に和泉國大鳥郡大歲种社(鐵)和^2心に， 余按 -1 國內神 名^ ハ草部 菱木荒 田 下 大鳥高 志 取 石大庭 山， 

田 蜂 田 九處有 1 一大 歳 神社 r 不， 知， 1 何式內 神社 i と 有りて • 常 郡に 数 社 御 在し 坐す は 故 有るべし- 當郡大 鳥 美 波 比 神 

社、 本 國祌名 帳に 正 一 位 大鳥雨 波比祌 社と 有る は卽ち 庭津日 神に 坐す 事 下に 云 ふべ く、 叉 和 泉 郡 積 川 祌社五 座 は 

社 記 を 見ろ に 阿須 波 祌波比 岐神其 五 座 Q 中に 御 在し 坐し.' 叉 同郡聖 神社 も 御子 祌 なる 事、 此 記に 所見た る 趣を以 

て.^るべきなり、攝津國住吉郡草津大歲神社(鍬靱)攝津志に在，ー^^田村，と云 ふ も 田に 由 i!? るの みならす、 神 須牟地 


神社 (敏靱 ) と竝び 坐せ るに 就きて 由 有り、 下、 香 用 比賣の 所に 云ぶべし、 叉 參河國 神 名 帳に 從 五位 上大歲 1K 祌坐渥 

美 郡と も 有り、 遠江國 長上 郡大歲 神社 邑勢 神社 竝び 座せ る は、 古事記に 天 菩比命 之 子 建 比 良 鳥 命 遠 江國造 等之祖 

也と 有れば、 邑勢は 大背飯 三 熊 之 大人に て大年 神の 后 伊 努比賣 命の 御兄弟に 坐して 由 有り、 駭河國 安倍 郡大 歲御祖 

神社、 此は 上に 云へ る 伊勢の 湯 田 神社の 例に て 其 后 神た る 事" 風土記に、 大 歲御祖 神社 或 雷祌號 -1 玉 依姬？ 賀茂健 

角 見 命 之 女 也と 云へ る は 誤れ る ながら 其 女神に 御 在し 坐す 事 を 明らむ る に 足る と 云 ふ ベ し、 此事傳 一 一十 八に も 云 

ふべ し、 伊豆 國那賀 郡 仲大歲 神社 は 其 賀茂郡 伊豆 三島祌 (名 祌大、 月チ、 新嘗) に 坐す、 大山 祇神は 大年祌 の 外 

祖父に 坐す 由緣 なり、 但馬國 二方 郡大歳 神社、 國 造本 紀を見 るに、 二方 國造は 出 雲國造 同祖 なれば 1K 穗日 命は大 

年 神の 婦 翁に 坐せ り、 然る 所以な どに こそ、 叉 石 見 國那賀 郡 大歲祌 社、 三代 實錄 に貞觀 十三 年 四月 三日 己 卯 授-, 

石 見國從 五位 下大 歲神從 五位 上； 大飯彥 神社、 同 錄に同 十一 年 十二月 甲 申朔石 見國從 五位 下 大飯祌 授-從 五位 上- 

と 有りて 同 郡に：！？ r  ひ 坐せ るに、  和名 抄郡 名邑知 (於 保 知) は 御 祖神大 市比賣 命の 御名に 同じく、 鄕名邑 知郡祌 

稻 (久末 志呂) は 此祌に 就きて 所以 有る 地方なる 事、 傳 十二、 廿ー に 云へ る 事共 を考へ 合す 可き 者な り、 (右の 大 

飯彥 神と 申す も 亦 名に 御 在し 坐すなら じか、 祌名 式に 若 狹國大 飯 郡 大飯祌 社 坐せ る、 大 鈑は大 炊に 同じく 供御の 

御 貪 を 云 ふなり、 其 由は傳 一 一十 卷多米 連の 下に 注せる を 見て 知る ベ し、 右の 如く 諸國に 大歲祌 社數多 坐せ る は 神 

代の 故 由に 依れる も、 叉 其 農の 事に 就きて 祭れる も 有る ベ き 也、 其 外に も 式 外にて 大歲祌 社と 申す 多く 有る を 悉く 

に擧 ぐるに 遑非 す、) 惜大年 神 はし も 禾穀を 守護ら せ 給 ふ 甚止事 無き 神に 御 在し 坐す 由 は 右に 明らめ 奉る が 如く 
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なる が、 抑 も 其 禾穀の 本 はし も 保 食 神の 御 靈 物な り、 然れ ども 此を 田に 蒔き 種て 培 かひ 養 ふ 事 はし も專ら 此大祌 

の 御 功 用に 係る 故に. 其 生長 牧藏の 事の 始終 有る 閒を登 志と 云 ひて 卽ち田 寄の 義 なり、 叉 其 1 年 を 四に 分けて、 

春と 云 ひ 夏と 云 ひ 秋と 云 ひ 冬と 一 K ふ も 又 其 稻穀の 事に 係れる 稱 なり、 叉 其 四季 を 各 三に 分けて 一 年 十二月の 名 も 

亦 稻穀の 事に 就きて 成れる 稱 にて、 何れも： 大照太 神の 是物者 則顯見 蒼生 可， 一食 而活 一之 也と 詔り 給へ る 稻穀の 御 事 

にして、 後に 其 太 祌の以 ，1 吾 高天原 所， 御齋 庭之穗 f 亦 當っ御 於 吾兒， と 詔り 給 ひて 事 依し 奉り 給へ る IK 津日繼 の 御 

爲に、 御 父 素 斐嗚大 祌の大 年 祌を令 レ生給 ひて 此 農耕の 事に 功 用 を 令， 立 給へ るなる に、 其 天津 日繼と 申し 奉る は 

四方 國の 公民の 獻る H< 津御 食の 瑞穗を 聞 貪す 御 職號に 渡らせ 給 ふが 故に、 皇御孫 尊の 大 御世 繼の 初年に W 来る 新 

穀を 天神に 奉らせ 給 ひ、 御 親 も 聞 貪し 臣民に も 賜 ひて 大嘗の 大御政 を 相承て 行 はせ 給 ひ、 此年を 以て 大 御世の 初 

めと 爲 させ 給へ る を 以て 大歲 元年と 申す 古の 定格なる は 專ら此 大年祌 に預る 事、 大嘗 祭式 悠紀、 主 基兩國 の齋郡 

にて 其 齋院に 令， 祭 給 ふ 神 八 座の 中の 第一 は 御 年 神に 御 在し 坐す を 以て 明らめ 奉る 可し、 其 事 は 別に 中臣 壽詞講 

義を著 はして 巳に 述べたり き、 叉 古の 書 典に は 載せられ すと 雖も、 今し も諸國 一同に 年始に は 家 毎に 棚 を 架て 年. 

神と も 大年祌 とも 神 名を稱 へて 何れの 神よりも 重く 祭祀り 奉る は此大 神に 坐す と 見えて、 年中の 事 を 祈り 年穀の 

事 を 願 ふ爲に 古より 有來る 祌國の 風儀 甚愛 たき 事な り、 今せ ひに 物 知れる 輩な ど は、 古書に 見えざる を 許 かり 

て甚端 無き 事に 思 ふめれ ども、 凡て 古より 傳 はりて R< 下 一般 Q 風と 成れる 事 は 記さに る 者な り、 飢て 食ひ渴 きて 

飮む 事の 如き は 人 毎に 日毎に 在る 事なる が 故に 物に 書 さに るに 等しく、 却り て 書 典に 載せざる は 事 を 外國に 求め 


中して 神國ひ 自然なる 太禮 なる に、，》 著かざる なむ 甚々 愚なる、 4" 惑 ひと 云 ふ！ <? なりけ る， (但 中古 以來 西戎 Q 曆策 

を も ST はる & 故に 已に 箦簋 など 云 ふ 偽書の 出来り て歲德 神八將 神な どの 妄說 せに 廣く 成りて、 今 は 神 世の 故實を 

中々 に 疑 ふに 至れる は味氣 無き 事な り、 然る 歲 德大歲 などの 事 を附會 ると 云 ふ も、 元より 皇國に 上古より 傳は 

りて 年始に 大年祌 を祀る 事な ど を 取りて 種と 爲 るに 非す して は、 如何にして か は 然る 强說. の 出来る 事の 有らむ、 

凡て 世人 は 賄 を 借して 母屋 を 取られた りと 云 ふ 俗語の 如く こそ、) 〇 宇. i 之 御 魂 神 は 大年祌 と 同 神なる 事 上に 注 

せる が 如し、 傳 八に 注せる が 如く、 四祌 出生 章 第 六 ご 書に 又飢時 生兒號 = 倉稻魂 命 一と 有りて、 下に 倉稻魂 此云ユ 

宇介 能美拖 磨-と 有る 事 なれ ども • 此は伊 # 諾大 神の 御子に は 非す、 古事記に 謂 ゆる 和 久產巢 日祌、 此神之 子 謂- 1 

豐字 氣毘寶 神, と 有る にて、 卽ち其 第 十一 一書に 出で たる 保 食 神の 御 事なる が、 其 神 を 倉稻魂 命と 申す 事 古より 

混れ たる 傳と 見えたり、 大殿 祭詞に 屋船豐 宇氣姬 命と 有る 下に、 是稻靈 也， 俗詞 宇賀 能 美 多 麻と 所見た る、 其 

神 を稻靈 也と 云へ る は 然る 事ながら.' 其 神 を 宇賀 能 美 多 麻と 注せる は 上の 稻靈の 字に 泥み たる 注の 相違な り、 然 

る は， 其 御 神の 御 事 はし も傳 十二に 注し 奉る が 如く 右に 出で たる 二 の 御名の 外に 大氣 津比賣 神と 申す 御名 古事記 

に 見え、 豐宇 可乃賣 神の 御名 攝津 風土記に W で、 叉 四時 祭式 鎭魂祭 條に御 膳 魂 神、 祈年祭 詞に大 御 膳 都 神、 大忌 

祭 詞に御 膳 持 若 宇 加 能賣能 命、 祌名 式に 大字 加 神、 外宮 儀式 帳に 等 由氣大 神な ど 見えて、 此 御名の 下に 御 魂の 

言 を 添へ て 申す は 別にて、 此に謂 ゆる 素 妾嗚大 神の 御子 宇迦 之 御 魂神是 なり、 然る は、 凡て 神の 御上に 某 神と 申 

すと 某 魂 神と 申す と は 長官と 次官との 狀に 似た る體 用の 差別 有る 事に て- 天 照 太 神と 天 照 御 魂 神との 如く、 大國 
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主神と 大國魂 神との 如くして、 記傳 (九 五十二 丁) に 「御 魂と は 恩 賴叉は 神 靈又靈 を 美 多 麻 能 布 由と 訓み、 萬 葉 五 

(二十 六 丁) に， 阿 我農斯 能、 美 多 麻 多 麻 比 nr- など 在る 意に て、 其 功 德を稱 へたる 名な り」 と 云 はれた る は 然る 一 百 

にて、 此は其 本 神の 御 功 用 を幽贊 奉りて 其 御 恩賴を 受け 奉り 弘 むろ 謂なる 事-' 已に傳 八、 十九に 注せる が 如し、 

(但 和名 抄に、 稻魂， 和名 宇介 乃 美 太 萬、 俗 云 一一 宇 加 乃 美 太 萬 >  と 有る に 就きて 宇介と 宇 加との 差別 有る を 知れり、 

宇介と は 生 毛と 云 ふ 事に て 草木の 全に 瓦れ. -ば • 豐受大 神に 宇介 乃 美 太 萬と 申す 方の 御名 御 在し 坐すべき 由 巳に 

云へ る を- 此に宇 加 乃 美 太 萬と. eM? は稻穀 にの み^りて 狹き 心ち す i 然 れば唱 の 異にして 字の 一 なる 混れ とも 云 

ひつ 可し、) 然して 二十 二 社 注 式 稻荷祌 社 條に中 社倉稻 魂命播 -1 百 谷， 神 也 (下略) と 有る は 然る 事に て、 右に 引け 

る 大殿祭 詞に豐 宇 氣姬命 を 是稻靈 也と ：I;Ji し ■ 叉 和名 抄に 日本 紀云 保食祌 (和名" 宇介 毛 知 之 加 美) 保 猶，， 保持， 也、 

宇氣者 食之義 也、 一一 一一 C 是 保，, 持 食物， 之祌 也と も： はせ るが 如く. - 其 大神は 其 宇氣を 保持せ 給 ふ 神に 御 在し 坐せば、 其 

御靈と 申し 奉る のみに して 外に 御 事業 は 御 在し 坐 さ る を、 別に 倉稻 魂神此 におで 給 ひて 百穀 を播殖 させ 給 ふ 事 

なる 故に 體と 用との 差別 有る 事 を 右に 云 へ るな り、 猶其大 神 はし も 衣食住の 資と 成す 可き 草木 共に 保持せ 給ふ祌 

にて 渡らせ 給へ る を、 其 木 〇 方に は 五十猛 命と 云 ふ 神 別に 御 在し 坐して、 大 八島國 悉播殖 して 靑 山と 成させ 給へ 

るに 同じ 御 事な り、 愤此御 神の 御 事 は 上に も 書せ る 稻荷祌 社 記に、 倉 稻魂命 を 卽ち素 戔鳴尊 子 母 大山 祗 女と 云 ひ 

て， 其 上 社、 下 社に 進 雄 尊大 市姬命 i せて 三 座に て 御 在し 坐し、 又 近 江 國小津 神社 注進に、 大宮 宇賀 魂 命、 二宮 

舞ハ 姜嗚 尊、 三宮ナ 市姬命 也と 有るな ど 共に 正しき 傳共 にて. in 事 記の 此 Q 古 說を徵 せる 者と ぞ云 ふべ かりけ る、 


叉 神 名 式に 近 江 國滋賀 郡 那波加 神社 俗に 苗 鹿 社と 申す 是 なり、 社 偉に 那波加 社 者 宇賀 御玉 神と 申す も 保 食 神 Q 方 

に は 坐 さすて 此 神なる 可し、 其 那波加 は 苗 許と 云 ふ 事に て、 詞に 何處を 許と 云々、 叉 は 其 許と 無くな ど 云 ふ 波 加 

にて、 其 地 を 云 ふなれば、 本 は 苗代な どの 事に 起れ るな どに や、 同 郡に 神 田 神社と 申す も 見え たれば、 右に 播 -1 

. 百 谷ー祌 也と 云 へ る を 思 ふ 可く こそ. 偖此祌 を稻荷 神社に 齋き 奉りて、 其 最も 尊き は傳 十三に 云へ る 東京 宗像大 

神の 相 殿に 御 在し 坐せ る、 此を始 として 國 々處々 の 律 浦々 の 境 迄 も 移し 奉りて 其遙 社の 多く 御 在し 坐す 事 何千 

萬 處か御 在し 坐 すらむ、 天下に 至れる 御 惠の廣 く 遠く 御 在し 坐す 御 事な む 仰ぎ奉 る にも 猶餘り 有りて 所思 ゆな 

る、 (又 山城 國 愛宕 郡 江 文 神社と. す 式 外にて 舊社御 在し 坐せ る を祌祗 正宗と 云 ふに 倉 稻魂命 神 也と 云 へ る も 同 

神と 恩し きなり- 古史 第 十一 段 徵に此 古事記の 宇迦 之 御 魂祌を 誤と して 削られ、 叉其稻 荷の 御 祌を豐 宇 氣虽賣 命 

と 一 祌 として 說を 立てられた ろに 惑 はされ て 世の 愚 盲の 輩な ど 伊勢 外宮と 御 同 體と思 ふ は、 古く も 然る 混れ の 有 

りし 事に は 有れ ども 今更に 甚其意 を 得ざる 事な り、 巳に 注 式に 引ける 或 記に 此 神の 老翁と 化て 類れ 給へ る 事 を 記 

せり、 右は妖 僧の 妄ー 一目なら めど も 巳に 男 神に て 坐す 事 を へたれば こそ 然 云へ るに は 有りけ め、 其 保 食 神 は 女神 

にて 坐す 物 を 如何で か 老翁と 形を變 へて 顯れ 坐す と 云 ふ 事 Q 有る ベ き、 叉參河 國祌名 帳に 從四 位下 宇 加 御玉 明 

神 坐- 設樂 郡-と 有る に、 和名 抄碧海 郡 大市鄉 有ろ も 由有る 事に や、) 〇 祌活 須爲祌 は、 大同 類聚 方 五十六 卷に美 

頭 猪 某 云々、 - 元 者 祌活須 見 命 之 神 方と 有り、 偖此は fi 珠 盟約 章に 謂 ゆる 熊 野 機樟日 命に 御 在し 坐して 五男 祌 Q 1 

に 坐せ るが、 其 五男と 申す も 二 神 は 亦 名の 軍： 複れ るに て 其實は 三男なる 中の 天穗 日命是 なる 由、 傳 十三に 委しく 
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論定め たるが 如し.' 然る を 其 第 一 一 書に 熊 野忍蹈 命、 第 三 一 書に 熊 野 忍 隅 命、 寶鏡 開始 章 第三 一 書に 熊 歸大隅 命 

と 申す 亦 名 も 御 在し 坐すな るに、 記傳 にも 引かれた る W 雲 風土記に、 出 雲 郡 伊 努鄕郡 家 正北 八 里 七十 二 歩、 

國引坐 意 美 豆努命 御子 赤 衾 伊 努意保 須美比 古 佐 倭 氣命之 社、 卽坐， ー鄕中 r 故 云 n 伊 農， (神龜 三年 改， 1 字 伊 努，) と 

有る、 此意美 豆努命 はし も 素斐嗚 尊の 御 事なる 由條. <<  に 明らめた るが 如く なれば、 其 御子に 此 神の 御 在し 坐す 事 

實に相 叶へ る を 見るべし、 故に 其 赤 衾 は 伊努に 係れる 發 語に て寢 なり、 意 保 須美は 右の 熊 野大隅 命の 大隅 にて、 

此は出 雲 郡 伊努の 地名に 係け て 云 ひて、 彼 は 意 宇 郡 熊 野の 地名 を 添へ て 申せる にて、 各 其 住ませ 給へ りし 處. < に 

依りて 稱 別け たりし 者な り、 比 古 佐倭氣 は彥眞 別にて 男 神の 稱 なり、 悟 古事記に 神 活須爲 祌之女 伊 怒 比賣と 有る 

伊 怒 を 記 傳に伊 努と訓 まれた る は 然る 一一 m にて、 實に 誤字なる 事此に 知られ、 叉 活須爲 と楙樟 日と 同じく、 意保須 

美と 大 隅と 同一 一目なる 上 は 其 同 神に 御 在し 坐す 事 更に 論 を 待たざる 者な りかし、 (叉 上に 引ける 横 須賀祌 社 注進に 

見えた る 如く 素斐嗚 尊、 大市姬 命、 熊 野 微樟日 命 三 神 御 在し 坐せ るに も、 其祌 はし も 大年祌 の 后 神 伊 努比賣 命 Q 

御 父に 坐す を 以てな り、 又 上に 云へ る 伊勢 國小朝 熊 社に て 櫛 玉 命 大歲祌 相 粒び 坐せ る も、 其 櫛 玉 命 は 天 穂 日 命 Q 

孫に 當る 由、 傳 十三 卷に 云へ るが 如く なれば 由 有り、) 〇 伊 努比賣 の 努字を 本に 怒に 作れる は 誤な り、 故に 改め 

つ、. 記傳 十二  (三十  一 丁) に 右に 舉 げたる 風土記 を 引きて 「神 名 帳に W 雲 國出雲 郡 伊努祌 社、 同社 神 魂 伊豆 乃寶 

神社， 同社 祌魂祌 社、 同社 比 古 佐和氣 神社 有り、 此伊 努鄕に 由れ る 御名なる 可し、 右の 祌魂祌 社 は 祌活須 Hu:!: に 

は 非ぬ か、 偖 伊 怒比賣 は伊努 神社 にても や 有らむ、 又 帳に 尾 張 國山田 郡に も 伊 奴 神社 有り」 と 云 はれき、 これに 


就きて 考 ふるに 風土記に は 伊 農 社 同社 同社、 伊努社 同社 同社と 有りて 六 社なる に、 式に は 右の 如く 四 社の み 引き 

合 ひて 餘のニ 社 は 今考ふ 可から すと 雖も、 其 中には 必す此 伊 努比賣 祌社も 御 在し 坐すべき が、 記 偉に 右の 神魂祌 

社 を 神活須 見神に 當 てられた る は 違へ り、 其 神 は 謂 ゆる 熊 野躜樟 日 命 亦 名 熊 野大隅 命に 坐して. •， 風土記に 伊努鄉 

國引坐 意 美 豆努命 御子 赤 衾 伊 努意保 須美比 古 佐 倭 氣能命 社、 卽 坐-一 鄕中 r 故 云-伊 農， と 有ろ から は 右の 伊努 神社 

是 なり、 又 其 比 古 佐和氣 神社 は 其 別 社な り、 若て 其 神 魂 伊豆 乃 賣祌社 は 其 御藤 段に 謂 ゆる 伊豆 能賣 神の 御 事に し 

て 其 后 神に て 渡らせ 給 ひ、 又 此を祌 魂祌の 御子と 爲る は、 實には 伊 # 諾大 神の 成し 給 ふ 御子に は 坐せ ども、 其 御 

魂 を產靈 ばせ 御 在し 坐す 本に 係け て 申す 事、 已に傳 八、 十三に 注せる が 如し、 若て 同 記に、 秋 鹿 郡 伊 農鄕、 郡 家 

正西 一十 四 里 二百 歩、 ffi 雲 郡 伊 農 鄕坐赤 衾 伊 農 意 保 須美比 古 佐 和 氣能命 之 后 天 赛津日 女命國 巡行 坐 時、 至 TT 坐此 

處 一而 詔、 伊 農 波 夜 詔、 故 云- 1 伊努- (神龜 三年 改 n 字 伊 農，) と 有る、 W 雲 郡 伊 農 鄕坐は 其 后 神に 係りて 天 蕴津日 

女 命 は 其伊努 神社 神 魂 伊豆 乃 賣祌社 同 神た る 事 を 知る 便なる 文な り、 然して 伊 農 波 夜と 詔り 給へ る は 其 夫 神の 御 

在し 生す W 雲 郡 伊 努の地 を 戀ひ慕 はせ 給へ る 御詠 一一 一一 II にて、 景行 天皇 四十 年 御紀に 所見た る 吾孀者 邪の 御 歎の 御詞 

に 等しき 者な り、 若て 其祌魂 伊豆 乃 賣神亦 名 天 壅 津日女 命 はし も 卽ち此 大年祌 の 后祌と 成らせ 給へ る 伊 努比賫 命 

の御祖 にて 渡らせ 給へ る 者な り、 (風土記 秋 鹿 郡 未官知 社の 中に 伊努 社と 見えた る は 右の 女祌の 御社に 御 在し 坐 

す 事 申す も 更なり、 此に 就きて 思 ひ 寄れら く は、 尾 張 風土記に、 丹 羽 郡 吾 縵鄕、 品津別 皇子、 生 七歲而 不レ語 

皇后 夢 有：， 神、 吿曰、 吾 多 具 國之神 名 曰，， 阿 麻 乃 彌加都 比 女 T 吾 未 t 得レ 祝、 若 爲ヒ昔 充，, 祝人ハ 皇子 能 一 百、 亦 是壽考 
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と 有る は、 祌名 式に 謂 ゆる 阿 豆良祌 社是な り、 山 S 郡 伊 奴 神社 坐す も 由 有り、 右の 多 具 國と云 ふ は 出 雲 風土記に 

島根 郡未官 知に 外久社 見え、 多 久川源 W, 一郡 家 西北 二十 四 里 小 倉 山？ 西 流入-秋 鹿 郡 佐 太 水 海， と 有り、 又 祌名式 

に榍縫 郡多久 神社、 風土記に も多久 社と 書し、 又 神 名 極 山、 郡 家 東北 六 里 一 百 六十 歩、 高 一 百 二十 丈 五 尺 周 二十 

1 里 一 百 八十 歩、 鬼 西 有，, 石神； 高 一 丈 周 一 丈 許、 側 有，, 小石 神 r 百餘 許、 古老 偉 云、 阿 遲須枳 高 日子 命 之 后： 大御 

梶日 女命來 n 坐 多久村 r 產 7? 給 伎 都 比 古 命， 云々、 叉 多 久川源 郡 家 東北 神 名 樋 山！ - 西南 流入 U 于海， と 見え たれば 

此方に や 有らむ、 秋 鹿 郡より 右 は 島根 郡 左 は抵縫 郡に て 相 隣れ- -ば 其多久 と共に 由有るなる 可し、) 依 此伊努 比 

賣 命の 伊 努は、 御 父 神の 伊 農 共に 稻 生の 言の 約れ るに や 有らむ、 右 QaS 張 國山田 郡 伊 奴 神社 を 本 國祌名 帳に は從 

三位 上 伊 奴 天神と 有り、 此を 集說に 在，， 山 田 莊稻生 村？ 按 伊勢 國奄藝 郡 伊奈 富祌 社、 稻生、 祭神 保食祌 也、 與. 此 

同 神と 云へ る、 保 貪 神の 說は此 と は 異なる 事 なれ ども、 伊 奴を稻 生と ふる 甚 謂れ 有る 事に て， 殊に 大年 神の 后 

祌には 實に良 はしき 御名な りけ り、 又 其 御 父祌の 御名に も 食 ひ 坐る も 所以 有る 事に て、 傳 十一 一に はせ るが 如く 此 

神の 本 御名 を H<穗 日 命と 申す、 穗 日は穗 飯の 義 なり、 其 御子 大背飯 熊 之 大人 Q 三 熊 は 例の 眞稻 の義 なる にて、 

四 神 出生 章 第 十 一 一 書に 見えた る 保 貪 神 許に 遣し 給へ る 天 熊 人な む 其 神に 坐せば， 此御 父子 共に 稻穀の 事に は 止 

事 無き 御 功 坐せ る祌 等な り、 然れば 其 伊 農 於保須 美と. &し 奉る 伊 農 も 共に 稻 生なる 事. &すも 更なり、 斯る 時は此 

伊 努比賫 命 はし も 其 大背飯 三 熊 之 大人に も 御兄弟に 御 在し 坐して、 本より 然る 御 功 用を備 へさせ 給 ふ 可き 其 謂れ 

有る 事に て、 此に大 年 神の 后 神と 定まらせ 給へ るな ど 奇異し き 迄に 契合へ る 者な りけ り，" 偖此 神の 生み 坐せ る 御 


子 五神の 中に 向日 祌御 在し 坐す を、 向日 祌社 にて 御 年 神同體 異名と 傳 へて、 社 記に 向日 祌社神 須佐男 命 子大歲 

祌、 娶ニ活 須日神 之 女 祌須治 曜抛命 一生 子 也と 云 ひ、 祌名帳 古本 書 入に も 素 妻 鳴 孫大歲 也、 母 須治比 女と 有る を， 

此に 合する に此伊 努比賣 命の 外に、 叉 用 n 香 用 比賣， 生 子大香 山戶臣 神、 次 御年祌 (二 柱) と 有る も、 向日 祌御 年祌 

同祌 たろ 上 は 伊 努比寶 命、 香 用比賣 命名 神なる 事 も 亦此を 以て 知るべき なり. 傻 山城 名跡 志と 云 ふ 物に、 乙訓郡 

栢杜 在，， 灰 方 人家 南 平 林 中； 或 書 云、 灰 方 栢社者 所， 祭 向日 祌尊母 也、 仍 向日 社 例祭 前日、 彼 社 司 來= 於 栢社， 爲， 1 禮 

典， 也と 所見た る、 是卽ち 其 伊 努比賣 命 亦 名香 用比寶 命に ぞ御 在し 坐すな る 可き • 貫 之 家集に 「蔭との み 賴む詮 

有りて 露霜に 色 變り爲 ぬ 相の 社 か」 と 詠める に、 牟加比 を 二 句に 藏 したる も 其 向日 祌に 所緣 有る を 以てな り、 偖 

右の 栢社は 香 用 社 を 訛れるな ろ 可き 事、" 向日 祌尊母 也と 有る を 以て 知る ベ き 者な り." (如 此く大 年 神の 后 祌の御 

事な む甚 懐に 在りて 諸 書に 合 ふ 所有る を， 古史七十四段徵に祌活須^^神、 伊 努比寶 命 を 「此ニ 名甚思 無し」 と 

云 へ る は、 自ら 其の 見解の 及ばざる なり、 其の 及ばざる を 以て 然 許りなる 祌名を 削り 去る と 云 ふは甚 謂れ 無くな 

む、) 〇 生 子 は、 此に大 國御魂 神、 次 韓祌、 ，h 、曾 富 理祌、 次 向日 神、 ォ、 聖 神の 五神 有れ ども、 其 中に 大國御 魂 神 

は 此第六 一書に 亦 曰， 一大 國玉 神， と 有りて 亦 名 なれば 此には 除く 可く、 韓祌、 次 曾 富 理神 は、 大倭祌 社 注進 狀に 

傳聞、 國神者 大己貴 命 之 和 魂 大物 主神 也、 韓神者 大己贵 命 少彥名 命 也と 有る 如くに て 大年祌 の 御子に 非 ざれば、 

此も必 す 除く 可き 者な り、 然れば 此に殘 る 所 は 唯 向日 神聖 神 二 柱の みなる が、 向日 は 向 飯なる 可く 聖は飯 知に し 

て 同德の 神と 聞 ゆれば、 此に大 年 神の 令レ生 給へ るな む 唯一 祌 のみ 御 在し 坐し ける、 〇 大國御 魂 祌の御 事 は、 此 
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第 六 一 書に 出で たる 大國玉 神の 下に 傳ニ 十七に 委しく 注し 奉る 可し、 記傳十 (三十  一丁) に、 「何 神に 在れ 國を經 

營り 坐し &功德 有る を、 其國. ^にて 國魂 とも 大國 魂と も 申して 拜ー祀 るな り、 故に 諸國に 某大國 御玉 神社と 云 ふ 

多し、 然るに 此 は何國 とも 無き は 倭の 大國御 魂 神な り、 此祌は 大穴 牟遲神 を 助けて 倭國を 經營り 坐し X 功德ぞ 有 

りけ む、 若て 倭國は 天皇 命の 靜 まり 坐す 御國と 成りて 佗と 異なれば、 國名 をば 申さす して 唯に 大國御 魂 神と し、 

又 大倭大 神と も 申して 皇 朝の 尊び 崇み 坐す 事 も 殊に 直 かりし なりけ り、」 (採 要) と 有り、 然れ ども、 傳ニ 十七に 

倭の 事 を 云へ る 因に 引ける 大和 風土記に、 山 跡國者 往昔 山岳 多而 平地 少、 所， 治，, 天下， 大穴 持 命 與，, 少彥名 命， 巡 

行此國 T  山 開 レ谷爲 -1 平 夷； 故 云， 1 山 跡-也と 有る 糙 なる 傳も 有りて、 別に 國魂神 有りて 經營り 給へ るに 非すな 

む 有りければ、 其說 は難レ 立き 事に て、 已に此 記に も 御 父大祌 より 意 禮爲， 一大 國 主神 f 亦 爲，, 宇都 志國玉 神， と 授け 

給へ る 御名なる が 上に、 大倭 神社 註進狀 に、 舊記 曰、 大倭 神社、 在 n 大和 國 山邊郡 大倭邑 f 蓋お 雲 梓 築 大社 之 別 

宮也、 ，傳 聞、 接 大國魂 神 者 大己貴 祌之荒 魂、 與， 1 和 魂， 戮， カフ 心、 經 n 營 天下 之 地 T 建 n 得大 造之縝 f 在-, 大倭豐 

秋津國 f 守-! 國家 f 因以號 曰- -倭 大國魂 神； 亦 曰，, 大地 主神 f 以 n 八 尺 a, 爲-, 神體， 奉， 齋焉と 書し、 又 別 社 條に狹 井 

神社 (在， 一大 和 國城上 郡，) 傳聞、 狹井神 者 大己貴 命 之 荒 魂大國 魂祌、 卽當社 別 社 也と 有る が 如く、 大國御 魂 神と 

申す は別祌 にて 御 在し 坐 さ れば、 全く 此に 在る は 誤れる 者なる こと 著明るな む 有りけ る、 f 古史 第 七十 四段徵 

に 云 はく、 「大國 御 魂 神と 云 ふ は大國 主神の 荒 魂の 名なる を、 大年神 Q 子と 紛らした るな り • 其 は 神代 紀に 大國 

主神の 亦 名を舉 げた to 所に， K 國玉祌 と 見え、 古語 拾 遣に も 其 亦 名を擧 げて大 K 魂 神と 有る に、 古 辜 記に は 其 亦 名 


を擧 げたる 所に 幷有， 1 五名， と 云 ひて 此 御名の 無き は、 紛れて 殊に 一 神と 傳へ たるが 故な り、 云々」 と 1K はれた る 

は實に 然る 說 なり、 猶傳 二十 七 卷に云 ふ を 見て 曉り てよ、) 〇 韓神は 常に 圍韓 神と 鼓べ 申す 其 一 神に て 御 在し 坐 

せり、 大倭祌 社 注進 狀に、 韓神者 大己貴 命 少彥名 命 也、 兩神經 つ 營 天下 f 爲， 一類 見 蒼生， 則定， 一 其療， 病 之 方， と 有る 

は 正しき 古傳と 聞え たり、 攝津 風土記に 有 馬 郡 新羅 神社、 所， 祭 少彥名 園韓祌 也と 云 へ る、 新羅 は 此第四 一 書に 謂 

ゆる 韓地 なり、 其韓 神と 御 在し 坐す 少彥名 命 を祀れ るが 上に 大物 主神、 大己貴 神 を も祀り 奉れり との 義 なり、 其 注 

進狀 に、 或 抄云大 己 貴 命、 少彥名 命祌記 曰、 昔 造 n 葦原 中國， 訖去 n 往東 海つ 今爲 P 濟レ民 更亦來 歸>  因以號 =兩 神， 

一 K-1 韓 神-敷、 古語 外國 云レ韓 也と 注せる は、 文德 天皇 實錄に 依りて 後人の 注せる 所なる が、 此御紀 の 撰 有りし 元 

明 天皇 御世より は 百 五十 年 許り も 後なる 事 を 知りて 前に 韓 神と は稱へ 申さる 可き に 非す、 叉 外國を 凡て 韓と云 ふ 

も 委しから ざる 事ながら、 其 は 各 云 取りの 足らざる にこ そ 有り けれ、 事の 違へ るに は 非ざる なり. 偖 此の 第 六 一 

書に 其 後 少彥名 命 行 n 至 熊 野 之 御碚； 遂適， i 於 常世 鄕， 矣と 有りて、 少彥名 命の 外國に 渡り 坐し X 事 は 誰し も 能く 

知れる 事ながら、 大己貴 命の 御 事 は 諸 書に 考 ふる 所 無き を、 右の 註進狀 に、 神代 卷曰、 大己貴 命 卽以， 1 平 レ國時 所 

レ 杖之廣 矛， 獻- 皇孫, 曰、 吾 以，, 此矛, 有，, 治 功； 皇孫 若 用， 1 此 矛， 治レ國 者、 必 當-, 平安？ 今我當 =1 於 百不. 足 之 八十 隈 

將ニ隱 去， 突、 霄訖卽 躬披， 1 瑞之八 坂 凄， 而長 隱，, 常世 鄕， 者矣と 有る、 是今 本と は 異にて 常世 鄕 の 三 字 有れば， 此國 

土 を 天神 御子に 避け 奉らせ 給 ひて 外國に 渡り 御 在し 坐し，^ 正しき 證 なる 者な り、 叉 注進 狀を 見る に、 式に 大和 國 

添 上 郡荦川 坐大神 御子神 社 有りて、 其 別 社に 三 枝 御子 社 一 座と 此園韓 神社 三 座と なる に、 新 井 君 美が 樂考 に體原 
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抄を 引きて 「道 調の 散 手 破陣樂 一名 王 皇破陣 樂を大 神統秋 云、 古より 傳へ云 ふ、 昔 率 川 祌海を 渡りて 新羅 國を破 

らせ給 ひし 形 を 象 どり しなり、 其 面 元 興 寺に 在りて 珍ら しき 寶な りしが、 文治 年中に 燒 失す、 山 階 寺 其 額 を寫せ 

し 物 有りて 今 又 其を寫 したる を 世に 殘 せりと 云 ふ」 と 云へ り、 此 f. 川 神と 申す は、 其大祌 氏家牒 に大祌 御子神 

(姬 踏篛 五十鈴 命) 子守 (御 母 三 島 溝橛耳 之 女 玉 櫛姬) 狹井神 (大己 貴 命 荒 魂 大！： 魂 命) と 有る を、 大 三輪 神 三 

社 鎮座. fs^ 第に、 奉， 齋 n 嫒踏魏 五十鈴 媛 命 大物 主命， 也と 所見 たれば、 大物 主神 も 大國魂 神 も 共に 渡らせ 御 在し 坐 

しなり けり、 此に 幽契 有り、 次に 云 ふべ し、 (此に 就きて 平 田 翁の 三 五本 國考と 云 ふ を 著して、 其 三 皇と云 ふ は 

天皇 氏、 地 皇氏は 我が 伊摔諾 尊、 伊弗掛 尊に 坐し、 人皇 氏 は 素戔鳴 尊に 坐す と 云 はれ、 五 帝の 伏義氏 は大國 主神 

に 坐して、 其 女 鍋 氏 は后祌 にて 須世 理毘賣 命に 當 てられて、 其 餘の四 帝 も 我が 祌眞 なる 由に 云 はれ、 又 彼に 泰 1 

小 子 叉 東 華 大祌靑 童 君と 云 ふ は 我が 少彥名 命に 當 てられた る、 悉く 確 論 にて、 此 翁の 生涯の 著述に 此 許り 愛た き 

は 非すな む 有りけ る、 然れ ども 中には 道士の 妖 一一 一一 C を 信じて 人 を 惑 はす 事少 から ざれば 其 有意して 見る 可き なり、 

必す 大いに 取 も 捨も爲 つ 可き 者な り.') 傳 十七に も 引ける 神樂 歌の 韓 神に 本、 「三 島 木綿-肩に 取 掛け、 我 韓祌の 加 

良 袁岐爲 む や、 加 良 袁岐」 末、 「八 拍手 を、 手に 取 持ちて、 我韓 神の 加 良 袁岐爲 む や-加 良 袁岐」 と 有る を、 記傳 

に 「加 良 袁岐は 韓招禱 か、 辨內侍 日記に 建 長 三年 十月 十六 日 新 大納言 實房 夜番に 參 りて 云 々、何と 無き 狀に 韓祌を 

宜き 程に 謠ひ 捨て 出で 給 ひしと 少將の 許より 申し 遣 はして 侍りければ、 辨內 侍、 『聞かば やな 倭に は 非ぬ 枯获 Q、 

身に 染む風 は 秋なら すと も、』 返し、 少將內 侍、 『倭に は 非ぬ 物から 枯 荻の、 返す々 も猶ぞ 忘れぬ』 と えたる 


加 良袁岐 は、 實に 其ニ种 はし も 外 國迄も 悉に 巡り 作らして、 白 HI 御 孫 尊の i: 奴隨と 寄せ 奉り 給 ふ 神に 御 在し 坐せ る を 

以て、 韓祌の 韓招爲 し 給 ふと 云 ふ 古語の 有る を 取りて、 神樂 には謠 へりし 者な り、 其證 は崇祌 天皇 七 年 御 紀に國 

〇 不レ 治る 事 を愁へ 坐して、 於是 天皇 乃 幸，, 于祌淺 茅 原， 而會- 入 十 萬 神 f 以トつ 問 之？ 是時 神明 憑， 一 倭迹々 曰 百襲姬 命， 

曰、 天皇 何 憂，, 國之不 1, 治 也， 若 能 敬 IT 祭 我, 者、 必當， 1 自平， 矣、 天皇 問 曰.. 敎， 如レ此 者誰祌 也、 答 曰 • 我 是倭國 域 

內所レ 居祌名 爲，， 大物 主神 f 時 得-! 祌語 f 隨 A 敎 祭祀、 然 於， 事 無， 験、 天皇 乃 沐浴 齋戒潔 n 淨殿 内， 而祈 t 之 (中略) 是夜 

夢 有-二 貴人 r 對 II 立 殿戶？ 自 稱 大物 主神， 曰 (中略) 令レ 祭， 吾 者 則 立 平矣、 亦 有， 一海 外 之國？ 自當， 1 歸伏， と 有る、 

此 事に 合せて 垂仁 天皇 一 一年 御 紀の細 書に、 御 間 城 天皇 之 世、 額 有， 角 人乘， 1 一 船， 泊， 1 于越國 笥飯浦 f 故號， 一 其處， 曰，1 

角 鹿， 也， 問， 之 曰、 何國人 也、 對曰、 意富 加 羅國王 之 子 (中略) 傳 聞，， , 日本 國有， ー聖皇 f 以歸； T 化 之， (下略) と 

有りて、 韓招爲 し 給 ふ 其驗の 同じ 御世の 內に 在りし を 以て、 外國を 寄せ 奉り 給へ る は、 卽ち韓 神の 名の 起る 所以 

にして、 其韓 招の 御所 爲 なる 事 を曉る 可き なり、 但 右の 大物 主 祌の御 事に し 有れば 殊 異なりと 思 ふ 人 も 有るな め 

共、 大三輪祌ーー；社鎭座f^、第に、 奥 津磐座 大物 主命、 中 津磐座 大己貴 命、 邊津磐 座 少名彥 命と 所見 たれば、 其大己 

貴少^^名ニ神の御心たらざる事を得すなむ、 (記錄 に、 體源抄 に 私 云、 加 良 袁岐は 枯れた る 荻 を 云 ふに や、 淸 

暑 堂 御 祌樂の 試 樂執抦 家に て 行 はる i 時、 人 長 枯れた る 荻の 枝 を 持つ 事 有り、 是；. i 事な りと 云 ひ、 叉 內侍所 御 

神樂 式に、 韓神之 事、 素 斐雄尊 子 也、 有 n 帝 基 安泰 之 誓 f 故 宮中 祭 "之 云々、 加 良 於 幾 座 置 也と 云へ り、 枯荻座 

置の 說皆 僻事な り、， 1 と 云 はれた る實に 然る 事な り、 但其 枯れた る 荻 を 持つ は、 其 歌に 加 良 袁岐の 言 有る に 就き 
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て 執 物の 如く 爲 るなる 可し、 源氏 若菜 下 卷に、 「甚 白く 枯れた る 荻 を 高 やかに 挿 頭して 唯一 返り 舞て 入りぬ る 云 

力、」 若て 古史 第 七十 四 段徵に 大宗； ぼ府 略記に、 韓祌 者、 伊猛命 號，， 韓祌曾 保 利祌， と 有る 由に て、 五十猛 命の 亦 

名と 被レ定 たる、 信に 神 名 式に 意 宇 郡に 韓國 伊太 S 神社 三 所、 55 雲 郡に 三 社 有り、 其 上 此第四 一 書に も韓 地より 

渡り 坐せ る 趣 見え たれ ども、 正しく 注進 狀に 然る 傳の 有りて 伦 書に 合 へれば、 予は 取らざる なり、) 傻加. 凡と 

云 ふ 稱は祌 代に 已に韓 地 又 韓鄕之 島の 名 有り、 又此に 意富 加羅 國の稱 有りて、 大抵 は 今の 朝鮮 は 古 三韓の 地な り 

しょり、 弘 りて 後に は 海外なる 諸國 はし も 匹 夷 八蠻の 差別 を 立てす 該羅 めて 云 ふ稱と 成れる は、 自然に 此皇大 御 

國の物 國に充 實滿足 ひたる に對 へて 空國 なる 稱に は甚似 著しき 事な りければ、 外國の 總號と 成れる ie^ 中外 を 分け 

たる 稱呼 となむ 云 ふべ かりけ る、 其 は傳ー 一十 五に 注る を 見るべし、 故に 文德 天皇 實錄 に、 齊衡 三年 十二月 庚 午朔戊 

戌、 常 陸 國上ー 百、 鹿 島 郡大洗 磯前 有 レ祌新 降、 初 郡 民有-煮 X 海 爲レ鹽 者； 夜半 望， 海、 光 耀屬レ 天. - 明日 有，， 兩^ お f 

見 n 在 水 次？ 高 各 尺 許、 體-於 神 造 f 非-人間 石 f 鹽翁 私異レ 之、 去 後一 日、 亦 有 ヒー 十餘 小石； 在 M 向 右左 右 r 似 

レ 若-侍 坐 T 色彩 非レ 常、 或 形- 1 沙門 T 唯 無- 15nr 時 神 憑义 云、 我 是大奈 母 知少比 古奈 命 也、 昔 造，， 此國， 訖、 去往- 

東海？ 今爲, 濟レ 民更亦 來歸と 有りて， 祌 I に 此ニ神 共に 常世 鄕に 渡り 坐し- -は、 韓 地より 始めて 赤縣 など 西蕃の 

方に 往き 坐せ りけ るに、 今此に 東海より 歸り給 ふ は、 謂 ゆる 此大 地球 を 悉くに 巡り 作り 坐し i 御 1e$ は 申す も更な 

るが、 其に 就きても 其 外 蕃の諸 部 を臣屬 せしめ、 其方 物 を貢來 らしめ 給 はむ 祌事 にして、 云 ひ 以て 行けば 凡て 皇 

御 孫 尊の 御 許に 萬 國の全 を 寄 奉らせ 給 ふとの 御 事に て、 國々 の然 開く るに 隨 ひて は 其韓招 Q 御 事 も 年に 月に 大に 


成る 事に て、 皆 此韓祌 Q 御 心なる 事 をな む 知る ベ かりけ る、 故に 其其 大己貴 神 を 生 島 足島祌 とも 奉稱 りて、 其 

年月. ft- 等 祭詞に 皇祌能 敷 坐 島 能 八十 島 者、 谷漠能 狹度 極、 鹽沬能 留限、 狹國者 廣久、 峻國者 平久、 島 能 八十 島墜事 

無、 皇神等 能 依 左 志 奉と 見えた る は此に 在る 事 也. 是を 以て 韓祌 とこ そ は 申し 奉 るれ、 韓國の 神と 申す 義には 非 

す、 韓 地の 全 をも國 形に 作り 固めさせ 給 ひ 各 土 Q 方 物 を貢來 らしめ 給 ひて、 皇大御 國を足 國と爲 させ 給 ふなむ 其 

韓 招の 由な りけ る、 然れば 今より 後に も 千 萬と 多き 中より は 皇大御 國を慕 ひ 參り來 る も 有るべく、 叉 其 本末 を辨 

へざる は 唯 等 同に 思 ひて 通信 交易の 事に のみ 渡り 来る も 有るべく， 其彌甚 しく 蠢 愚なる は 海中の 一 島と 慢 りて 窺 

ひ 来る も 有るべき が、 各 其 狀に隨 ひて 皇 朝より 馭め給 はむ 道 有る 可き を、 其 道に 疎く して 彼が 長た る 所の 炮统に 

長 怖れ 其 巧みなる 奇器淫 巧に 目眩み、 外 夷 を 仰ぐ こと 天の 如く、 犬.^ を 敬 ふ 事 神の 如くして、 ヂ、 皇の叙 慮に 悻り 

神祇の 所 置に 背く 輩の 世に出 来れら むに は、 其韓 祌の韓 招の 爲に等 族 遺さす 枯 荻の 散 ぼひ 亡る 基なる 可き、 (神 功 

皇后 御紀に 見えた る 如く、 神の 御敎 有りて 韓國を 伐て 令 レ取給 ひ、 屯 家之國 として 其 國に府 を 置かれ、 八十 船の 

貢 をし も 船腹 乾す 奉らし め 給へ る は、 1 々に 神の 御 心なり し を 以て、 外 夷 をして 其 儒 傲 を 恣に爲 しむる 事 は 決め 

て 神の 御 心に 違 ひ 奉る 事 遠き 者な り、 見よ/ \、 然る 俗士の 身の 成る 果は 終に 國賊の 名 を 受けて 史籍に 記され、 

天地と 共に 其 罪の 遁れ盡 る 世 は 有る まじき ぞ、 僅に 半生の 富を大 にして 1K 地に 容 るべ からぬ 罪人と 成り 竟るは 

ましき 事なら す や、) 〇 曾 富 理神 は、 記傳 十二 (三十 三 丁) に 「地名な どに や 有らむ、 書紀 神代 卷に、 日向 襲 之 高 

千 穗峰添 山、 此云 ニ曾褒 里能耶 麻， と 見え、 叉 神武 天皇 御卷に 大和 國に層 富縣 有り、 但此は 添 上下 二 郡と 成れる 處 
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と 聞 ゆれば 曾 布なる 可し、 和名 抄に添 上 . (曾不 乃 加 美) 添 下 (曾 不乃之 毛) と 有れば なり、 借 常に 園韓： t と 一 に 

連ねて 申し 習へ る 故に、 此の 曾富理 祌を卽 ち園祌 ならむ と 誰も 思 ふ 事に て 信に 然も 有りぬ 可し」 (採 要) と 云 はれ 

たる 實に然 り、 抑 其 添 山と 云 ふ 事 は 其 一 名 を 日向 襲 之 高 干 穗槐日 二 上 峰と 云 へ る 二 上 峰と 云 ふが 如くして、 其 1 1 

上と は 夫婦の 如く 兩山相 重る を 云 ひて、 曾 褒里も 亦 相 副ふ義 なり、 若て 右の 大和 國の添 上 添 下 は 古に 會富縣 と 云 

ひて、 御 縣神詞 に 高 市 葛 木 十 巿志責 山瘦曾 布と 有りて 古 六縣の 一 なり、 故 其 名義 を按 ふに、 其 大和 國は會 布より 

は 南方 高 市 十 市の 邊は しも 謂 ゆる 國の奥 展と云 ふべき 地に して、 此は唯 其に 添 ふ 意なる を 以て 元は 曾富理 とも 一 K 

ひけるな る 可し、 如 此く考 へ 定めて 大诿祌 社 注進 狀を 見る に、 上に も 引ける 添 上 郡 1. 川 坐大神 御子神 社 三 座と 有 

る 其 別 社に 三 枝 御子 社 一 座と 有りて、 、に 園 韓祌社 三 座、 傳聞、 阛祌者 大己貴 命 之 和 魂 大物 主神 也 (下略) と 見え 

て、 世に 名高き 園韓祌 社是な り、 此は神 名 帳に は 漏 させ 給 へれ ども * 巳に 神祇 令に も 孟夏 三 枝祭義 解に 謂，, i 卞川 

社 祭 一也と 有る 程の 事な りければ、 古に は 其 三 社共に 殊に 隆ぇ御 在し 坐して、 中に も 件 園 韓祌社 は 諸 國に多 在る も 

當社を 以て 本と 爲る 故に f に 名高くて、 其 添の 地名 を 以て 稱 奉れり けむが 混れ て 此に大 年 神の 御子と は傳 はれる 

なりけ り、 但同 神に て 坐せ ども 園 神と 申す は其義 異なり、 次に 云 ふ を 見て 知るべし、 (記傳 に 「曾 富 理神と 園 神 

と は別祌 にても 有らむ か、 其 故 は 若し 此曾富 理神なら ば 韓祌の 御 弟に 坐せば 韓 園と 序次べき 事なる に、 園 韓と序 

て 其 祭 禮も園 を 先と 爲 たる、 A 彼 は 園との み 何れの 書に も 見えて 會富理 と 云 へ る 事無く. - 又 曾 能と 曾 富理と 一一 一一 ：！ 

の 通 ふ 由 も 無ければ なり、」 云々 と 云 はれた る は、 上に 曾 富理を 地名な どに や 有らむ と 云 ふ 迄は考 へられ たれ ど 


も、 未だ 園の 義を 得られ ざり しと 見 ゆる 說 なれば、 此 1 事に 於て は盡 されすな む、) 上件會 富理は 地名 を 以て 神 

に稱 奉れるな り、 若て 園 神の 御 事は傳 十に も 粗 注せる が、 右に 引ける 注進 狀、 傳聞、 園 神 者 大己貴 命 之 和 魂 大物 

主神 也と 有る 下に、 此神園 華 飛散 之 時、 發， 一 疫病； 守つ 護 之、 鎭 n 止 之 f 仍 云-一 園 神， 歟、 園 殖，， 草木， 之處 也、 集 解 

所謂、 三 枝 和靈祭 云， 一 當社之 事， と 注せる は、 神祇 令 鎭華祭 義解を 取りて 一 百 を換 へたる のみに て、 注 者の 意 かと も 

見 ゆれ ども 亦據 有りて 云へ る 者な りけ り、 古事記 水 垣 宮殿に、 此 天皇 之 御世、 疫病 多 起、 人民 死爲， 盡、 爾 天皇 

愁歎 而 坐- 1 祌牀， 之 夜、 大物 主 大祌顯 n 於 御 夢， 曰、 是者我 之 御 心 故、 以， 1 意富 多多 泥 古， 而令 i 祭， 1 我 御前， 者、 祌氣 

不レ起 • 國 安平 (中略) 卽以， 1 意富 多. <  泥 古 命， 爲 n 祌主， 而、 於，， 御 諸 山， 拜 n 祭 意富 美 和之大 神前- (中略) 因い 此而 疫氣 

悉止、 國家 安平 也と 有る、 此事を 御 紀には 七 年 春 二月と 書され たれば、 其より 始まりて 季春に 亙れる 事なる に， 

祌祇 令に 季春 鎭華祭 有り、 四時 祭式に も 三月 祭 鎭華祭 二 座、 大祌社 一座、 狹井社 一座と 有りて 共に 相 合へ る を、 

大 祌と狹 井と 兩社 にて 被， 祭る 由な り、 若て 其鎭 華祭義 解に、 謂， 一大 祌狹 井二 祭， 也、 在， 一春 華 飛散 之 時 T 疫神 分散 

而行 レ癘、 爲-, 其 鎭遏， 必 有-一 此祭？ 故 曰二鎭 華， と 有りて、 此には 率 川 は 無くして 狹 井と 出で たる は、 其 狭 井 神 を 率 

川 社に 合祀れ る 事 上に 云へ る 如く なれば、 大 神と 荦 川と 兩 社に 就きて 其 鎭華祭 は 被， 行るな り、 集 解に、 釋云、 

大神狹 井二 處 祭- 1 大祌， 者、 祝 部 請 n 取 神祇官 幣帛， 祭レ 之、 狹井者 大神之 麁御靈 也、 此祭レ 之、 華 散 之 時、 二 神 共 散 

而行， 疫、 已爲レ 止 二 此疫， 祭， 之 也と 有る、 此に 合せて 孟夏 三 枝祭義 解に 謂 二 1. 川 社 祭 一也と 有る を、 集 解に 此云麁 

靈和魂 祭と 注せれば、 i. 川 社に も大祌 大和の 二 神 Q 御 在し 坐す 事 知るべし.' 然れば 右の 義 解に 春 華 飛散 之 時と 有 
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る を、 注進 狀に園 華 飛散 之 時と 換 へたる も、 此園韓 神の 御 在し 坐す 本社に 坐す 神に 然る 由緒の 御 在し 坐す に 就き 

て 注せる 者 なれば、 大物 主神 をし も 園 神と 申し 奉るな む 然る 謂れに 依れる 事と 所見たり ける、 (其 は i. 川 祌社を 

三 枝 華 を 以て 祀ら る、 故に、 三 枝 神と 申す 神 名と 成れる が 如し、 其 委しき 事 は傳ー 一十 八卷に 注す る を 見るべし、 

但右集 解に 華 散 之 時、 二 神 共 散而行 レ疫、 巳爲， 止- 此疫， と 云 ふ 文 は 混ら はしくて、 二 祌の疫 を 行 ひ 給 ふが 如くな 

れ ども 此は然 に 非す、 春 華の 飛び散る 頃 間に は疫 神の 分散して 疫癘 を 行 ふ 事 有る を、 大神狹 井の ニ祌 共に 分 散 

れて、 其疫の 行る i を 悉くに 止む る 事 を 成し 給 ふと 云ふ義 なり、 心 を 著け て 見る 可し、) 〇 園韓 神の 御 事 は何處 

にても 合せ 祭る 事に て 其 一 神 を 異に 別 たれざる 事な り、 其大倭 神社 注進 狀に、 S 祌は大 己 貴 命 之 和 魂 大物 主神 也 

と 見え、 韓神は 大己貴 命 少彥名 命 也と 有りて 總て三 柱に 坐せ るが、 此三祌 を 合せて 大祌 神社に 祭る 所と 等しき は 

右に 云へ りし 如く 崇祌 天皇 御世に 始まりて 其祌 社に 起れ る 事と 所見たり- 大 三輪 神 三 社鎭座 次第に 奥 津磐座 大物 

主命、 中 津磐座 大己貴 命、 邊津磐 座 少彥名 命と 有る と 圜韓神 三 座と 其 所 祭 等しく 相 合へ る を 見て 其 然る 所以 をな 

む 曉る可 かりけ る、 故に 此神 を國々 にて 齋き 奉れる 社の 多き 中に、 最も 名高き は 其 祀れる は 養老の 頃より ながら. 

右の 大和 國添上 郡 1. 川祌 社の 別 社に 御 在し 坐せ る是 にて、 諸國に 在ら ゆる 園韓祌 社の 本社なる 事 其 地名 を さ へ に 

御名に 負せ 奉る を 以て 著き 事な り、 然るに 昔より 官帳 にも 收め給 はす、 祌 階の 沙汰に も 及ばれた る 事 無き は、 鎭 

華 三 枝の 二 祭 共に 其 本と 有る 大祌狹 井の 二 社に て 被， 行る， -が爲 なる 可く、 又は 準 川 社 にても 其 大物 主神の 御靈 

を 主と 祀られ て 有る 上に、 不比等 公に 至りて 其 園 韓祌と 云 ふ 方の 御靈 をば 疫癘の 爲に 別に 祭 別た るに こそ 有りけ 


か V 本 は 同じ i- 川の 一 社の 神に て 有りし，^ ば、 殊更なる 祀 * ひ 事 は 朝廷より 沙汰に は 及ばれ ざり しに も 有るべし， 

仏 注進 狀に は、 大神 氏家牒 曰、 養老 年中 藤史亦 建-一 園韓 神. 社-奉： 箫焉と 有れば 其始 なる 如く 見 ゆれ ども、 其 は 其 本 

社に 坐す を 別に 祭り 別け たるに て、 始 より 無き 事の 此に 始まれる ならぬ 證は、 その 以前に 書され たる 古事記に 曾 

富 理神と 有る は 添 を 地名なる を 以て 考ふ べし、 然れ ば別處 より 此に 移し 奉れり と 見む も强 事に は 非ざる 可くな む 

有りけ る、) 祌名 式に 云 はく、 宮內省 坐 祌三座 (並 名祌大 月次 新嘗) 園 神社 韓 神社 二 座、 文德 天皇 實錄に 齊衡元 

年 三月 癸 亥、 園 韓神並 加- 1 從 三位-と 有れば、 其より 以前に 已く祌 階の 御 事 有りし なりけ り、 淸和 天皇 實錄 に、 貞 

觀 元年 正月 二十 七日 甲 申、 奉， 授- 一宮 內省從 三位 園 神 韓神並 正三位， と 有り、 臨時 祭式に、 凡 園 韓神兩 社、 讃岐國 

封土 調 庸租米 者 送 Ti 納此官 一充- 1 修レ社 料-と 有る を 以て  >  當昔 甚く 隆ぇ 坐し &御事 を 見 奉る 可し、 四時 祭式 二月 祭 

に、 園 並 韓祌三 座 祭 (園 一 座 韓神ニ 座) 云々、 右 春 二月 冬 十 一 月 S 日祭レ 之、 春 用-一春 日 祭 後 丑、 冬 新 嘗祭前 丑 1 

參議 以上 一 人 就-, 祭 所-行， 之- 其內侍 到来、 乃 始祭レ 之と 有り、 記傳 十二  (三十 四 丁) に、 「儀式に 園 神 在 "南、 韓 

神 在, 北、 其. 立 k 先， 南後レ 北と 有りて、 年毎の 二月と 十一月との 丑 日 園韓神 祭と て 行 はせ 給 ふ、 叉 神 樂に韓 神 歌 

有り、 後 拾遺 集に 資良 職臣藏 人に て 侍りけ る 時、 園韓 神の 祭の 內 侍に 催 ほす とて， 驟 すれ ど 此 世の 祌は驗 無 けれ 

ば 園 韓祌に 祈らむ と 云 ひて 侍け る 返事に 詠める、 少將內 侍、 一 近き だに 聞かぬ 禊 を 何 か 其、 韓祌迄 は 遠く 祈らむ』 

抑 此ニ祌 を 如此く 崇め 祭り 給 ふ由緣 は、 江 次第 頭書に、 園韓 神ロ傳 云、 件 神延曆 以前 坐 レ此、 遷都 之 時、 造宮使 

欲レ奉 J^,, 佗 所 T 祌 託宣 云、 猶 座-一 此處- 奉 一 帝王-云云、 仍鎭 n 座宮內 省-と 見 ゆ、 此由 古事 談 にも 有り、 百練抄 

日本書紀 傳 二十 四之卷 附錄  一六 ナ 


日本書紀 傳 二十 四之卷 附錄  一七 〇 

に、 大治ニ 年 二月 十四日 園 韓祌社 神祇官 八 神殿 幷內 外院門 垣等燒 亡、 園 神韓祌 御正 體奉， 取 之？ 但 後日 兼 俊 宿 

禰云、 八 祌園韓 神自」 兀無， 1 御正 體 T 伹園韓 神 有， 1 神 寳劎样 一 云云と 見え、 叉 長 秋 記に、 大治四 年 三月 二十 一 日已亥 

參院、 仰 曰、 去 夜 本院 御 夢想 有，， 老人 f 稱， 1 宮內省 住人， 申 云、 近日 居住 雑人 等 亂入甚 難レ堪 也、 此事 可， 令，, 訪給， 

也、 今朝 被， 尋レ 之處、 彼 園 幷韓祌 二 社 入， 夢 驚 申歟、 件 社 燒亡後 未， 突，, 四面 垣？ 仍雜 人等亂 入な ども 有り」 (採耍 

補 意) と 云 はれた るが 如く、 祌威甚 神々 しき 御社に なむ 御 在し 坐し ける、 其 後に は 園大曆 に、 文 和 四 年 十 一 n:: 十 

九日 _大 陰、 園 韓神祭 社壇顚 倒、 其 後 無-沙汰 f 五節 同日 無，， 沙汰？ 中原 康富 記に 應永廿 六 年 二月 五日 大風、 園韓祌 

御社 顚 倒と 見 ゆ、 抑 園韓神 はし も 右の 如く 帝王 を奉レ 護ら せ 給 ふ 可き 御託， の 御 在し 坐して 鎭り 給へ るに、 燒 亡の 

御事顚 倒の 御 事な どの 然御 在し 坐し ける は、 卽ち帝 基の 衰 へさせ 御 在し 坐て 天下 は亂れ に亂れ 行きて、 終に は 其 御 

社 は 跡 だに 知られす 成り 給へ るな む甚々 歎 か はしき 御 事な りけ る、 韓 神の 韓 招に 依りて 古 は 蕃國を 召し 給 ひて 我 

朝廷より 敏め 給へ る 外 夷に も 頸 根 突く 世と 降り たる を 見る にも 装 低ば しき は 古昔に なむ、 (然 許り 神の 御 守 は 

御 在し 坐 さ るに や、 近年 墨 夷の 押して 參り 渡り 來 しょり 以降、 天 行 不正の 神氣ゃ 世に 行 はるら む-年 に疫 l^Q 

流行りて 有りけ る を、 去年の 秋 は 急 劇しき 痢 病の 行 はれて 凡 東 は 江戸より 西 は 長 崎より 四方に 弘ご りて、 其爲に 

不平み 亡る 人 幾許と 云 ふ數を 知らす 甚 痛ましき 事な りけ るに、 此 安政 六 年と 成りて は春始 より 時疫の 行る，^ を、 

去年と 云 ひ 今年と 云 ひ 未だ 皇阈に は 聞 も 知らぬ. M 共の 渡 P -來 りて 可惜 公民 を惱 ませる こそ 甚ロ惜 き 事な り けれ、 

此は 彼の 犬 戎の禮 無き を 罰め 亡ぼし 給 ふ I に當 りて、 其 神風に て 吹き 拂 ふに 非 ざれば 世に 盡く まじき 事と ぞ、 心 


有る 輩 は；. i かに 云 ひ 合へ りけ る、) 此に亞 ぎて は 山城 國 愛宕 郡今宫 有り、 其 事は傳 十に 註せ り、 其 外園韓 神の 御 

在し 坐す 社は數 知れす 多 在る に、 民 部省圖 帳に、 攝津國 石井莊 廣田大 神、 神 貢 二百 五十 束、 神 靈少彥 名 命 蛭兒、 

以 -1 右兩 神， 爲 = 二 座 T 相 殿 大己貴 命 園韓祌 也と 有る： 此は神 名 式に 謂 ゆる 武庫 郡廣田 神社 (名 神大、 月. f^; 相嘗新 

嘗) と 有る 此 御社の 御 事に して、 天 照 太 神の 荒 魂 を 荒夷 神と 申し 奉りて 其 主神に 御 在し 坐す 事に て、 少彥名 命 蛭 

兒 など 云 ふ は 僻事 なれ ども、 此ぉ神 功 皇后 御紀に 所見た るが 如く 其征韓 Q 御 時に 顯れ W させ 御 在し 坐し ける 御祌 

に 坐せば、 此相 殿に 御 在し 坐す 事 其 謂れ 有り、 但ニ 十二 社 注 式に は 住 吉廣田 八幡 南 宮八祖 神と 有て、 園 韓祌の 御 

名 を 載せざる は 本よりの 地主な どなりけ む を 後に 祭り 加 へられた るに や、 叉 伊勢 風土記に、 員辨郡 井上 神社、 孝 

謙 天皇 四 年 所， 祭 園 韓祌少 彥名神 也、 土地 有， 1 疾疫， 則 云々、 又 遠 江 風土記に、 濱名 郡菅沼 神社、 仁德 天皇 二 年 甲 戌 

三月 所 レ祭園 韓神少 彥名命 也 云え、 又 磐 田 郡 香園祌 社、 欽明 天皇 三年 壬 戌、 自， 官園韓 神事 代 主兩神 所， 祭 也 云々、 

叉駿河 風土記に、 烏 渡 郡 加 美 島 (或祌 島) 加 美 志 麻 之祠、 稚足彥 天皇 五 年 乙 亥 五月 被レ 奉， 1 官幣 r 少彥園 韓神之 二 神 

祭 也と 見え、 又 安 辨郡靱 神社、 廣野姬 一 K 皇 三年 戊 ft 所， 祭 少彥名 園韓神 也と も 見え、 又武藏 風土記に、 荏 原 郡 tst 

田 神社 所い 祭 園 韓祌少 彥名命 也、 任，， 雄 略 天皇 十 一 年 之 勅， 而始 行-, 神禮 ^ 有- 1 神 家巫戶 r 祈， 一 病災， 莫， 不 レ驗、 祈. 田 

莫レ不 に 莨、 叉 磐 井 神社、 敏達 天皇 癸 巳 八月 所 祭 大己貴 命 也 云々 と 有りて 兩社相 並び、 叉 赤 阪莊に 六 天 祌所レ 祭大己 

貴與， ー少彥 名， 韓神 也と 云へ り、 叉上總 風土記に、 長柄 郡 足 岡 神社、 所 祭 少彥名 神 園 韓神等 也、 齋明 天皇 丙 辰 二月 

始 奉，, 圭田， 始， 一 祌禮, と 見 ゆ、 當昔已 に 諸 國に園 韓祌を 被 祀る事 は 有りし なりけ り、 (偖 神 名 式に 謂 ゆる 上野 國勢 
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多 郡 赤城祌 社名 祌大 を- 上野 國 志と 云 ふ 物に 所 祭 大己貴 命と 誌せ るに、 夫 木 集、 鎌 倉 右大臣、 「上野の 勢 多の 赤 

城の 韓社、 日本に 何で 跡 を 垂れけ む」 と 有る は韓 神社 を 略き て韓 社と 詠めるな りけ り、 今 赤 城 三 所 明 神と 申す は 

園韓 神の 三 神 を 合せ 祀る 物と 見えたり、 傳 廿七卷 二十 八卷 にも 云 ふべ し、) 〇 向日 神 は 古事記に 白日に 作れり-" 

記傳 十二  (三十 五 丁) に、 「白 字 は 向の 誤に て牟加 比なる 可し- 其 故 は 式に 山城 國乙訓 郡 向 神社 大歲 神社と 幷び 

載れり、 此向 神社 は 大年祌 御子 向日 祌を祀 ると 云 ふ 何れの 說も 同じければ なり、 其 大年神 Q 御子に 向日 神と 云 ふ 

は 何れの 古書に も 見えぬ 事なる に、 然云は 中 々に 古き 炼 なる 事 著明し、 偖此 社に 神 位 を 授け 奉られし 事、 三代 實 

錄に、 貞觀 元年 正月 廿 七日 甲 申 奉 レ授ニ 山城 國正六 位 上向 神從 五位 下 一と 見 ゆ、 今 も 向日 明 神と 中し 其處を 向日 神 

と 云 ふ、 今 は牟加 布と 唱 ふれ ども 古 は牟加 比な りし 事、 日 字 を 添へ て 書け る にても 知るべし、 中務內 侍が 日 r.^ に 

『向日 明祌 近き 程に て 常に 參 ると 一 K ひしが 馴 かしくて- 馴 かしむ 心 を 知らば 行 先 を、 牟加 比の 神の 如何 見 るら む』 

と 有り、 其 頃 迄 も牟加 比と 唱へ しなり、 此內 侍は弘 安正 應の 頃の 人な り」 と 有る にて 白 は 向 字の 誤た る 事 著明け 

れば今 改めつ、 然る は當 社に 揭^ たる 古 額に 正 一位 向日 大明祌 と 書し， 太秦廣 隆寺緣 起に も 山城 國乙訓 郡 有， 二 

宇 社殿； 號 -1 乙訓 社- (今 向日 明祌 也) と 見え、 神 名 帳 頭注 叉 古本 書 入に 素 戔嗚孫 大歲子 也、 母須ュ S 比 女と 有り、 

又 上 伊 努比賣 命の 下に 引ける 栢 社の 社 傅に 所， 祭 向日 神 尊 母 也と 有るな ど 共に 向日 神なる 可き 證 なり、 (伹し 其 額 

を相傳 へて 小 野道 風 朝臣の 筆と 云へ り、 如何にも 古筆に て 然もと 思 ゆる 物から、 朝臣の 世に 在りし に は 未だ 從 

五位 下な りし 御 事 なれば 其 後の 御 紀には 漏らされ たるに や. 園 大曆に 所見た る 天下 諸 神^ 1 階 Q 例 を 以て 推す に I 


天慶 三年 從 五位 上な り、 永 保 元年 正 五位 下な り、 永 治 元年 正 五位 上な り、 治 承 四 年從四 位下な り、 元 暦 二 年從四 

位 上な り、 建 仁 元年 正 四 位下な り、 弘長 元年 正 四 位 上な り、 建 治 元年 從 三位な り、 永德 元年 正三位 なれば 其より 

後に 正 一 位に 進ませ 給へ るなる 可し、 大倭祌 社 注進 狀に 引ける 新國史 に、 寬平九 年 冬 十二月 壬 申 朔甲辰 奉， 授，, 五 

畿 七道 諸 神 三百 四十 座 各位 一階 一と 有る、 若 其 中なら むに は此 時に 從 二位な り、 然れ共 其 書體甚 古雅なる を 以て 

思 ふに、 右の 貞觀 より 後 直に 進 階の 御 事 御 在し 坐し けむ を傳へ 漏らされた りしな めり、) 借 向日 神社 記に 向日 神 

者 神 須佐之 男 命 子 大歲神 娶，， 活須日 祌之女 祌須治 曜姬. 命， 生 子 也、 此祌國 作 堅 之 後、 可-鎮座， 國覓之 時、 登 n 此峰 r 

謂， 一八 尋矛長 尾 岬 哉、 朝日 之 直 刺 地、 夕日 之 日照 地、 天 離 向津日 山、 吾 覓地也 永鎭坐 T 於 是國祌 名 加 豆 野戶邊 (葛 

野 連 等 遠祖 也) 進 n 御田？ 卽 於，， 此山下 之 下津石 根， 宮柱太 敷、 於，, 高天原-比 木 高 知、 殿 奉， 仕而 朝夕 奉 レ仕焉 と 所見 

たる、 是 甚く 古き 傳と 所思し くて 奇 珍ら かなる 事な む 有りけ る、 其活須 日祌は 上に 注せる が 此く此 記に 謂 ゆる 祌 

活須昆 神に して 卽ち御 紀の熊 野機樟 日命是 なり、 祌須治 曜姬命 は 右に 引ける 頭注 及 古本 書 入に、 母 須治比 女と 云 

へる 是 なり、 祌名 式に 山城 國綴喜 郡 朱 智祌社  >  丹 波 國船井 郡 酒 治 志 神社、 和名 抄鄕名 船 井郡須 知と 有る と 思 ふ 

と 有る に、 右 は 酒 治 比 女神 社 を 誤れるな る 可し、 曜姬， 命は此 下に 叉娶 n 香 用 比賣, 生 子 大香山 戶臣祌 、次 御 年 神 (一 一 

柱) 此 女神の 御 事なる 由 下に 云 ふ を 見て 知るべし、 此を 以て 伊 努比賣 命 香 用 比賣命 は^ 神に 非ざる 事 を 知り、 社 

偉に 向日 神 御 年 神 は 同 神と 云 ふ 說の信 有る を曉 るに 足れり、 此祌國 作 堅 之 後と は此 向日 神 も大國 主神と 共に 國作 

り 給 ひな ど爲 させけ む を 以て 云 ふなる 可し. 八尋矛 長 尾 岬 哉は此 向日の 山 續きは 今 も 西 岡と 云 ひて 長き 岡の 南の 
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端 方に て 其 尾 岬なる 地の 謂是 なり、 朝日 之 直 刺國、 夕日 之 日照 國と は、 此長尾 はし も 北より 南に 細く 張りて 東 

西 は 平坦に して 打開け 山甚 遠き を 以てな り、 天 離 向 津日山 は 上の 二 句の 意 を. 承け て 天日に 親しく 常に 向 ふ 山と 稱 

美で 給へ る 也、 加 豆 野戶邊 (葛 野 連 等 遠祖 也) は 未だ 考へ？ £ す、 (姓氏 錄左 京； t 別 天神に 葛 野 連 饒速日 命 六 世 孫 

伊香 我 色 乎 命 之 後 也と 見え， 天 孫本紀 にも 燒速日 命 十五 世 孫 物 部 奈西連 公 葛 野 連 等 祖柙甲 大連之 子と 有り、 依此 

向日 神の 國 作り 堅め 坐して 其 住む ベ き國を 求め 給へ るは祌 代の 昔なる 事 申す も 更なり、 其祌 代より 祌武 1K 皇 御世 

に 係け て 御 在し 坐し \ は 饒速日 命 宇 摩 志 麻 治 命 一 一 注より 外に 御 在し 坐 さぐれば 別 神と 聞 ゆ、 猶 外に 必す 求む る 道 

有る にや、) 故に 此 向日 神と 申し 奉る 名義 は 向 飯に て 食 向 を 倒 反して 云 ふ 語と 聞 ゆめり、 其 例 は 先 づ大倭 本 記に、 

1 鏡 及 子 鈴 者 天皇 御 食津神 朝夕 之 食 向、 夜 護 日 護 齋寧大 神、 今卷向 穴師宮 所坐拜 奉大祌 也と 有る 食向是 なり、 が 

雲 風土記に、 島根 郡. 朝 酌鄕、 郡 家 正南 一十 八 里 八十 四 歩、 熊 野 大神命 詔、 朝 御 館 勘 養 夕 御 掇勘養 五贄組 之處定 給， 

故 云 二 朝 酌， と 見え、 祈 年 水分 祌詞に 皇祌等 能 依 志 奉牟 奥 津御年 乎.. 八 束 稼 能 伊加 志穗爾 寄 志 奉 者 云云、 皇御孫 命 

. 能 朝 御 食 夕 御 食 能 加 牟加比 S 長 御 食 能 遠 御 食 登 赤 丹穂爾 聞 食と 有る を、 鈴屋 大人 說に 「加牟 加 比の 加 は 宇 加 Q 宇 

ケ  スル 

を 省け るに て 食な り、 牟加比 は 萬 葉の 歌に 御 食 向と 詠める 向に て、 祌に物 を 手 向と 云 も 同 言な り 牟久流 はんで 

レ向 にて 奉る 方より 云 ふ詞、 牟加布 は 其 を 受け 給 ふ 方より 云ふ詞 なれば、 加 牟加比 は 食 向に て 御 勝に 著き 給 ふ を 

云 ふなり、」 と 注されき、 萬 葉 二 (三十 二 丁) に、 御 食 向、 木 脑之宮 乎、 六 (十八 丁) に、 御 食 向、 淡路 乃， 3lS 二、 又、 

(四十 六 丁) 御 食 向、 味原宮 者、 九 (十二 丁) に、 御 食 向. 南 淵 山 之と 有る は 向 字より 瓮 とも 粟と も 味と も條 とも 緩 


けるな り、 此を 以て 向日 神 は 向飯祌 なる 事 を曉る 可し、 偖 飯 は 伊比なる を 切め て 比との み 云 ふ は、 神 功 皇后 十三 

年 御 紀に角 鹿笥飯 大祌の 御名 W でた る、 其 を 古事記に は 故亦稱 n 其 御名， 號， 一 御 食津大 神， と 書され、 其 社 記に は 保 

食祌と 云へ る是 なり、 若て 飯と 云 ふ 時 は 巳に 炊ぎ たる を 云ふ稱 のみの 如く 見 ゆれ ども、 和名 抄鄕 名に 相 模國足 柄 

下 郡 飯 田、 讃岐國 香 川 郡 飯 田 (育 多) と 有る は稻 田と 云 はむ が 如くして、 ffi 雲 風土記に、 楣鏠郡 玖 潭鄕、 郡 家 正西 

五 里 二百 歩.， 所， 造，， 天 下， 大神命 天 御 釵田之 御倉 將， 一造 給 f 並覓 巡行 耠、 爾時波 夜 佐 雨 久多美 乃 山 詔 給 之、 故 云 n 

忽 美- (祌龜 三年 改 -1 字 1^ 潭-) と 有る 天 御飯 田是 なり、 此等を 合せ 恩 ふに、 向日 神 はし も 御 年の 事 を 掌り 御 在し 

坐して 其 禾穀を 守護し 給 ひ、 天下の 蒼生 をして 食に 著 かしめ 給 ふ 御 功 坐せ る謂是 なり、 然れば 同じ ー祌 にて は 渡 

らせ給 へれ ども、 御 年 神と 申し 奉る は 禾穀に 就き、 向日 祌と稱 し 奉る は 食物の 事に 依りて 食 ひ 給へ る 御名に して 

傳ニ 十一 に說き 奉れり し 其 御 祖父 素 斐嗚大 神 をし も 櫛 御氣野 命と 稱し 奉りて、 奇御氣 主と 申す 御 功 を 食 ひ 持た し 

て 天下に 幸へ 給 ひ 百姓 を 惠み給 ふ 神に 坐 せれば 少 緣 ならぬ 御 事に こそ、 (古史 第 七十 四 段徵に 「白日 神聖 祌、 此 

名 も 何とか ゃ韓 めきて 上なる 大國御 魂 祌韓祌 曾 富 理神 を 大年祌 の 御子と 申す 事の 信け 難き に 思 ひ 合せて 疑 はし 一 

と 云 はれ たれで も、 其 韓神曾 富 理祌を 五十猛 神 Q 亦 名と 定められ たる 事の 僻事なる に 合せて は、 予は此 二 神の 御 

爲に甚 憤らざる 事 を 得す、) 〇 聖祌 は飯領 神の 義 なり、 記傳 十二 (三十 六 丁) に 「聖は 借 字に て是も 地名に もや 有 

らむ、 式に 和 泉國和 泉郡聖 神社 有り、 此祌 を祀れ るなる 可し、 此社を 三代 實錄 に貞觀 元年 五月七日 壬 戌 和 泉國聖 

祌 列，, 於官 社： 同 八月 十三 日 丙 申授， 一 和 泉國從 五位 下 聖祌從 四 位下， と 見 ゆ， 一 と 云 はれたり、 偖 此聖字 を 比 自理と 
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訓む 事に て、 神武 天皇 前紀に 皇祖 皇考、 乃 神 乃聖と 有りて 神と 聖と を對 へ、 其 己 未年に 夫 大人 立， 制、 義 必隨， 時- 

苟有 レ利レ 民、 何妨， 一聖 造， と 有りて、 此に 大人 を訓 みて 聖 字に 對へ、 垂仁 一 人皇 九十 九 年 御 紀に是 常世 之國、 則福リ  1 

祕區と 有りて、 下に 然 賴，, 聖 帝 之 神靈， と 書して 神仙と 聖 帝と 相 對 へたり、 此等は 唯 尊み 崇 まへ 云 ふに て 虚辭の 

類なる を、 仁德 天皇 十 年 御紀に 故於レ 今稱， 一聖 帝-也と 有る は、 西蕃 にて 王者の 德 を稱贊 して 云 ふに て 古義に 非す、 

仁 明 天皇 御紀に 四十の 寳算を 奉 レ賀る 長歌 有り、 其 句 中に 瓢葛 乃、 天照國 乃、 日宮 乃、 聖之 御子 と 有る は、 右 等と 

は 等しから すして 天 照國は 上天の 事な り、 日 宮 は 其 御在所 を 申すな り、 聖之 御子 は 日 神の 御子と 申し 奉る 御 事に 

て 天神 御子と 申さむ が 如し、 斯れ ば、 日 知と は 天日 を 所 知 看と 申す 御 事に て、 天 照 太 神に 限り 奉れる 御名なる 事 

已に傳 六に 云へ り、 若て 萬 葉 一 (十六 丁) に、 玉 手 次、 畝 火 之 山 乃、 檁原 乃、 日 知 之 御世 從と 有る は 神武； 大皇の 御 

事 を 申し 奉れる が、 此は 右の 故於レ 今稱， 一聖 帝, 也と は 別にて、 御世々 々の 天皇 等 は 日祌の 御子に 御 在し 坐す が 故 

に 日 之 御子と 稱し 奉る と 同じ 意 操なる 中に も、 殊に 祟め 敬 ひ 奉りて 實の IK 日 神の 如く &し 成し 奉れるな り、 然る 

に 彼に て 聖賢と 云 ふ 者の 有りし と 云 ふ 事 を 所 知 看て より 以降 其に 正しく 當っ ベ き 語 は 無き 故に、 此方に て 崇詞に 

常 一 K ふ 日 知の 言と 長惶の 語と を 假に當 て 文字 を訓む 目標に は 爲られ たれ ども 甚 迂遠き 事な かりし、 偖 此の 聖神は 

其 訓を假 りて 書かれた るに こそ 有り けれ、 祌皇の 御 事に 申し 奉る 日 知の 意に も 非す、 又 其 語 を 借り 用 ひて 崇め 云 

ふ聖 にも 非す、 右の 大年 神の 御子と 申し 向日 神の 次に 井び 坐す に 心 を 用 ふる 時 は、 此自理 は 飯 知 又 飯 領の義 にて 

禾穀を 主り 田地 を 領し給 ふ 神なる 事 更に 疑 無 かる 可き 者な り、 领は出 雲 風土記に、 ffi 雲 郡、 郡 家 西北 九 里 二百 四 


十 歩、 所， 造-一一 K 下， 大神 御子 和 加 布 都努志 命、 天地 初 判 之 後天 御領田 之 長 供奉 坐 之、 卽彼祌 坐- 鄕中 T 故 云- 1 三 太 

1チ (神龜 三年 改 -1 字 美談，) と 所見た る領是 なり、 偖此聖 神社、 本 國祌名 帳に は 正 一位 信 田 聖宮と 有りて、 に 

名高き 信 太森是 なり、 和名 抄鄕 名に 和 泉 郡 信 太 (臣 多) と 見 ゆ、 (信 太は德 田なる 可し、 古語 拾遺に 大地 主神の 田 

を 營らせ 給 ひける 時、 御 歲祌の 御子 其 田に 至りて 御饗に 唾して 還り 給 ひ、 御 父御 歲祌に 申し 給 ひければ、 御 怒り 

坐して 蝗を 放た せ 給 ひける に、 苗 葉 忽枯損 似- 1 德 竹-と 云へ る、 此 故事 は 下に 注せる が 如く 大和に ての 御 事なら め 

ども、 其 事の 此 にも 傳 はりて、 後に 號 けたる 地名なる に は 非 じか、 俗に 信 田の 稻荷 社と 申して 山城 國な るに 異な 

ら ざる 由なる も 一 の所緣 なる に、 上に 云へ るが 如く 神 名 式に 大鳥郡 大歲祌 社 坐せ るに、 同 郡 大鳥美 波 比 神社 は 庭 

火 神に て 此に謂 ゆる 庭 津日神 庭高津 日祌是 なり、 叉 和 泉 郡 積 川 神社 五 座の 中に 阿須 波 神 波 比岐祌 坐すな ど、 此聖 

神社 を 合せて 共に 此の 大年 神の 御子神 等なる に 思 ひ 合す 可き 者な りかし、 偖此聖 神社の 信 田に 正 一 位聖大 明祌と 

云 ふ 額 有りと 或 人 云へ り、 和 泉 志に 信 太 大明神 信 太 森、 余按此 森應ー 1 明 祌鎭座 記 r 夫 本朝 稱， 森 藥此祌 と 云り、〕 〇 

香 用 比賣は 上に 引ける 向日 神社 記に、 向日 神 者、 祌須佐 男命大 歲祌、 娶， ー活須 日祌之 女神 須治 曜姬 命-生 子 也と 有 

る を、 此 記に 引合せ 見る に、 故其大 年祌、 娶 -1 神活須 見神 之 女 伊 努比賣 i 生 子 向日 神と 有り、 又 頭注 及 祌名式 書 

入 向 祌社條 に、 素 戔嗚命 大歲子 也、 母 須治比 女と 有りて 大年祌 大歲神 同じく、 祌活須 昆神活 須日祌 同じく、 神須 

治 曜姬命 須治比 女と 同じく 有る 中に、 其 向日 祌を 古事記に は 伊 努比賣 命の 生み 給へ る 由なる を、 社 說には 祌須治 

曜姬 命と 云へ る 違 有り、 然れ ども 其 生み 給へ る 御子 向日 神に 異 無き は 伊 努比賣 命、 香 用 比賣命 一 神に 御 在し 坐す 
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が 故な り、 此に叉 娶とは 有れ ども、 伊 努比賣 命に 其 御 父 を 書して 此に何 神の 御子と も 無き は、 全く 一 祌 なろ を 

其 亦 名 を 以て 別 祌と傳 はり 混れ たるが 故な ュ めり、 記傳 十二  (三十 六 丁) に 「香 用 比 賣の香 は 加 賀と訓 むべ し、 舊 

事 紀に加 用姬と 書け る は 非な り、 若く は 後に 加 字を脫 せる にても 有る ベ し- 香 字 を此ニ 昔の 假 字に 用 ひたる 例 

は、 孝 元 IK 皇御卷 の 伊香 色 謎 命を此 記に は 伊迦， 賀 色許賣 命と 有り、 崇神 天皇 御卷の 伊香 色 雄 命を此 記に は 伊迦賀 

色 許 男 命と 有り、 叉 香 山 香 坂 王な どの 香 字 も 音 を 用 ひたる にて、 加 具 加 碁の 假 字と 爲る是 等な り、 名義 は 容貌 

の 美麗し きを 稱 美て 光 權 くと 云 ふ 意 か、 萬 葉 六 (二十 丁) に、 石 隱、 加 我欲 而珠 乎、 十  一 (二十 六 丁) に、 燈之、 陰 

爾蚊蛾 欲 布、 虚蟬 之、 妹 娥咬狀 E.r 面影 雨 所見、 此等權 やく を 香 用 布と 詠めり」 (採 要) と 云 はれた る は 然る 事に 

て、 殊に 社 記に 曜姬 命と 書せ る は猶更 なる にて、 竹 取の 香具 夜姬 Q 事、 又は 源 語 桐壺卷 に、 「世に 類 ひ 無しと 見 

奉り 給 ひ、 名高う 御 在す る宮 の御貌 にも、 猶句 はしき は譬 へむ 方 無く 美く しげなる を、 歡の人 光 君と 聞 ゆ、 藤^ 

竝び給 ひて 御 思 ひも 取， << なれば、 曜 やく 日の 宮と聞 ゆ、」 と 有るな ど 同じ 意味なる 御名なる にこ そ、 (字 鏡に、 曜 

耀同、 羊 反、 去 照 也、 光明 也、 爾也、 豆 久己毛 利、 又 加 久須、 叉 S 良須と 有りて 其 初の 訓詳 ならす、 爾也 は、 

八洲 起 元 章 第二 一 書に 妍哉此 云-, 阿 那而惠 夜， と 有る 妍 字の 義 なる 可し、 豆久 は、 宇禮 S 玖な ど 云 ふ豆久 なり、 

己 毛 利 は、 其妍 なる 所の 隱れ る義 にて、 容貌の 美麗し きを 云へ るなる にや、) 侍 此に香 用 比賣と 有る を 社 記に は 

上に 祌須 治と 冠 ぶら せ 奉り、 叉 別に 須治比 女と 申す を 以て 見れば 其 も 亦 名の 例なる なりけ り、 然るに 須 治の 義詳 

ならす、 故に 强て St ふに、 須治は 其 御 祖父 素 戔嗚大 神の 御名 を 由 有りて 蒙ぶ り 食 ひ 給へ るに は 非ざる にや- 其 は 


； t 名 式に 攝津國 住 吉郡草 律 大歲祌 社 (敏靱 ) 祌須牟 地 神社 (鈸輒 ) 相 拉び御 在し 坐せ るに • 其 祌須牟 地 神社 は， 傳ニ 

十一に 注. せる が 如く 所：， 祭 素 斐嗚大 神に 御 在し 坐せ る を、 其鄉 名の 住 道も此 神社に 就きて 起れ るに て， 須牟地 は 

ススム \k  *5 ムス スムヂ  ス 

進 貴- 祌須牟 地 は种進 貴の 義 なる を • 其須牟 地の 一一 一一 n の 約り て須 治と 云へ るなる 可き 事、 此に其 夫 祌大歲 神社の 草 

津に御 在し 坐す を 以て 曉る 可し、 此に 隣れ る 和 泉 國に大 歲祌を 始めと して 其 御子神 等の 數處に 鎮まり 御 在し 坐す 

にも 思 ひ 合す 可くな む、 偖 上に も 引ける 祌名 式に 山城 國綴喜 郡 朱 智祌社 坐す は 此神須 治 曜姬. 命なる にや、. 叉 丹 波 

國船井 郡 酒 治 志 神社 を 今 本に 佐 加 知 志と 訓 めれ ども 義を 成さす、 和名 抄鄉 名に 同郡須 知と 見え、 祌名帳 書 入に 須 

治 比 女と 有る を 合せて 思 ふに、 右の 志 字 は 比 女の 二字 を 一字に 誤れる に て、 酒 治 比 女神 社なる 可く こそ 所思 

ゆれ、 (叉 和名 抄に 伊賀 國名張 郡 周知 有り、 但此は 古事記 浮穴宮 段に 師木津 日子 命 之 子 二王 坐、 一 子孫 者 伊賀 之 

須知 之稻置 之祖と 有れば、 此 神に は 由無き 地名なる にや、 偖 上に も 引ける 山城 名跡 志に、 乙 訓郡栢 社 を 所， 祭 向 

日 祌尊母 也と 所見 たれば 此祌を 祀れる 事 著し、 但栢は 加 SE なれ ども 本 は 香 用 社な りけ む を、 終に 其 唱を失 ひて 本 

名と は 思 ひなり ぬるに こそ、 但貫之 集に、 「蔭との み 賴む詮 有りて 露霜に、 色 變り爲 ぬ 相の 社 か」 と 有る を 以て 

見れば 甚 古き 時よりの 事な りけ り、 此に E..) ひ 出した る 事 有り、 山城 風土記に、 賀茂建 角 身命、 娶 n 丹 波 國祌野 神 

伊 可 古 夜 日 女， 云々 と 有る 伊 可 古 夜 も 此の 香 用に 言 近き を、 其种野 は祌名 式に 丹波國 桑田 郡 神野祌 社， 氷 上 郡 神 

野 神社 有る を、 讃岐國 二十 四 社 考に那 珂郡家 村 神 野 神社， 社傳 云、 天 穗日命 也、 稱， 1 祌野 神， と 有る を 以て、 其 

伊 可 古 夜 日 女 命 は 天穩日 命の 女なら むかと 思 ひし かど も、 此は猶 饒速日 命に 係れるな りけ り、 其 由 は 下に 云 ふべ 
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し、 然る 時 は 香 用比賣 命と 伊 可 古 夜 日 女 命と 名義 は 同じ かりけ り、) 〇 生子大 香山戶 臣祌， 次 御年祌 (二 拄) と 有 

る、 此大香 山戶臣 祌は此 次に 香 山 戶臣祌 と 申す 異腹に 在り、 異腹に て 同名なる 可き 謂れ 無ければ 此に 相. 累 なれる 

なり、 其 次に 羽 山 戶祌と 申す 有れ ども、 其 は 此御年 神に 御 在し 坐すべし、 其 御子に 若年 祌と 申す 有る を 以て 證と 

爲 べきな り、 此を 以て 見る 時 は、 次に 叉娶 n 天 知 迦流美 豆 比寶： と 有る 其の 后 神の 傳の 誤なる 事 知らる，^ なり、 大 

年 神の 后 神 古事記に 載す る 所 凡て 三祌 なれ ども、 上 件 伊 努比賫 命、 香 用 比 賣命は 同 神 異名な りければ 唯 此ー柱 御 

在し 坐す のみな り、 叉 此の 御子 等に も 各論 有れば 二 柱と も 云 ひ 難き 事な り、 心 3：： て 有りな む、 〇大 香 山 戶臣神 は 

、に 娶， 一 天 知迦 流. 美 豆比賣 T 生 子 香 山戶臣 神、 次 羽 山 戸神と 有る、 此ニ神 も 共に 同 神な りつら む を 別 神の 如く 

はれる は、 其 后 神に 異なる 傅の 有りて 其よりの 混れ と 聞え て甚疑 はしき 事な り、 其 上 御腹の 異なる に 同じ 功 用の 

祌 等の 成り 坐せ ると 云 ふ 理は絕 えて 無き 害の 事なる に- 心 を 著け て考 ふるに、 右の 三 神 は 共に 一 柱に て 御 在し 坐 

せる 者な りけ り、 其大, k.- 山戶臣 神と 申す 大は 美稱 なり、 香 は 御祖香 用比寶 命の 曜 にて. 次なる 羽山戶 神の 羽 は 映 

に 同じ、 山戶は 山區の 切れる にて 國の秀 なる 地 を 云 ふ、 臣は 大身な にて、 命の 御德の 殊に 大いに 御 在し 坐す 謂な 

るに、 君臣の 臣字 を惜. りて 書かれた るに こそ 有り けれ、 本より 其 意なる に 非ざる 事 云 ふ も 更なり、 然れ ども 山 

戶と續 けて 山 E の義 なりと 云 ふ は 予が說 に は 非す、 先師の 恩賜な り 其 國號考 に 夜 麻 S と 云 ふ 名義 を 三に 說 かれ 

たる 其 一 に 「夜 麻の 山なる 事 は 論 無し、 登 は 都 富の 約り たるに て 山 都 富なる 可し、 都 は 例の 助辭、 富の 字 は假字 

杧て、 總て 物に 包まれ 隱 りたる 處をー K へる 古 一 百な り、 然、 d ば是又 山の 巡れる を 4 て负へ る 名な り、 其 由 を 委しく 


云 はむ に は、 應神 天皇の 葛 野 を 望み 坐して 詠ませ 給へ る大御 歌に、 知 婆 能、 加 豆 怒 袁美禮 婆、 毛々 知陀 流、 夜邇 

波 I 美 由； 久爾能 富 母 美 由と 有る は、 葛 野の 邊は 今の 平安京の 地 なれば、 山の 周りて 包みた る 中に 在りて 山代國 

の奥藏 なる を 以て 國の 富と 宣 へるな り、 港 此に倭 建 命の 御 歌に.： 仪麻登 波， 久爾能 麻本呂 波、 云云 • 阿 袁加岐 夜 麻 

碁^ 禮 流.. • 麻 登 云云と 有る 御 歌 を 合せて 昆る べし、 麻本呂 波の 麻 は 助 字に て 此も國 の 富な り、 叉 書紀に は此御 

歌 を景行 天皇の 大御 歌と し、 麻 本 呂波を 摩保邏 摩と 有りて、 釋紀 に、 私記 曰、 師說、 謂-一 鳥 之 和ま 乃 之 太 乃 毛 乎- 

爲， -保邏 磨， 也、 摩 謂- 1 眞實- 也、 1 百 鳥 腋羽乃 古 止久掩 藏之國 也、 案奥蓖 也、 今 俗 謂- 1 保呂 羽-訛 也、 云云、 今 案 ■ 大 

和 國者奧 E 之 由 褒美 也と 云 へ る、 此も 山の 周 廻れる 中に 包まれ 隱 りたる 由な り、： 一 (下略) と 云 はれた る、 大和の 事 

は 此に用 無き が 右の 夜 麻 登 は 夜 麻 都 富の 說 此の 山 戶に當 りて 實に 妙な り、 其 は 此三祌 共に 山 神と 坐す に は 非す、 

其 山 IeM なる 平坦の 地の 祌に 坐して 其 を 田と 爲し 畑と 成して 農作 を 起し 弘 めさせ 給 ふ 御 功 用 を 以て 食せ 奉れる 御名 

なりけ り、 猶下羽 山 戶祌の 所に 注し 奉らむ を 合せ 讀む べし、 (記 偉に は 「山戶 は 山なる 民の 居所に て 謂 ゆる 山里 

なり、. 戶は借 字に て處の 意な り、 然れば 此神は 山里 を 開きて 民 Q 居るべき 處を 成し 給へ るに や 有らむ 一 と 云 はれ 

たる は 然る 事ながら、 山 字に 甚く 力を入れて 見られた る 故に 山里に 限りた る 事と 爲られ たるに て予が 心と は 表 

裡 なり、 予が思 ふ 所 は 彼 山 區の說 にて、 國の 富なる 地 は 田園 も廣く 禾穀も 多き 者に し 有れば、 其 を 本と して 其 山 

里と 云 ふ 迄も廣 めて 同じく 國の 富と 成し 給 ふ 御 功 用の 御 在し 坐す 神と 見 奉る 事 なれば、 愈 以て 其 國號考 の 說の宜 

しき を曉れ るな り、) 〇 御 年祌は 名義 大年祌 に 同じく 御 在し 坐す 御 事 申す も 更なり、 偖 御は充 實の義 にて 唯崇詞 
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なる 例のと は 異なる 可し、 御 父 は大年 神に 坐し 御子に 若年 神 御 在し 坐す を、 此神 はし も 其 中間に 御 在して、 御 父 

祌 よりも 御子神よりも 殊に 專らと 其 稻穀の 事に 御 靈を幸 給 ふと 見えて、 祈年祭 詞に御 年 皇祌等 能 前 S 白久 皇神等 

症 依 左 志奉牟 と 有る 等 字は大 年、 若年 二 神に 係け て 申せるな り、 大嘗 祭儀 叉大嘗 祭式に 所見た る齋 部の 於， 一 齋院ー 祭 

祌八 座の 其 第一 に 御 歲种と W でたり、 此大嘗 祭 をし も 行 はる i 其 年 をば H<皇 の 御世の 初と 立つ る 事なる 故に、 其 

天津 日 繼を所 知 看す 謂に 依りて、 是年也 大蔵 云云と 書 さる X 御紀の 文法なる を 以て も、 大年神 を こそ は 祭らせ 給 ふ 

可 かり けれ、 然るに 其 同名 同德に 坐す 大年祌 ，若年 神の 事は擧 げすて 此祌の 御名の みを舉 げらる，^ は、 何處 に祀ら 

る X も 御 年 神に は 其 ニ祌も 共に 副へ 御 在し 坐して、 謂 ゆる 御 力 を 合せ 御 心 を 一 に 爲て御 在し 坐す を以 てなる 可 

し、 其 中に も大年 神に は 別に 宇迦 之 御 魂 神と 申し 奉りて 稻穀の 御靈と 坐し、 若年 神 は 其 稻穀の 生長に 係る 事 有り 

て、 三祌 共に 登 志と 食 ひ 坐せ る義に 於て は 異ならざる ながら、 主と 其 年 を 主宰り 坐す は 殊に 此祌に 坐す を 以て 御 

年 神と は 申し 奉るな りけ り、 (其 若年 祌は 下に 羽山戶 神の 子と 有る を此 神に 係け て 云 ふ は、 其 羽山戶 神と 申す は 

全く 亦 名なる を 別 神と 錄 はれる 也- 御 父 大年祌 より 承け て此 御年祌 坐し • 此御年 神より 繼て 若年 神なる 事 更に 疑 

を容 るべ からざる 所な り、 記 傳には 「御 年 皇祌等 能 前 S 白久と 有る は 祈年祭に 預り給 ふ 諸 社 を 都て 云 ひ、 下に 御 

年 皇神能 前 S 云々 と 有る は 御 年； t 一  社 を 云 ふなり、」 と 云 はれ たれ 共 委しから す、 餘 社に 祀れる 迄 を 掛けて 申べ 

き 事 か は、 此には 右の 三祌 共に 御 心 を 合せて 鎭り 坐す を 以て 也、) 倭祌社 註進狀 に、 倭大國 魂祌亦 曰- 1 大地 主神？ 

2^- 入 尺 爲 >1 神體， 奉， 齋焉と 有りて、 相 殿 神 二 座、 八 干戈 神 御歲祌 (中略) 御 歲祌者 itn 護 禾穀- 神 也、 是以八 握 


嚴稻 爲，， 神體， と 有る 是 にて、 大地 主神 は 大地の 神な り、 御 年 祌は其 地上に 作る 未穀を 守護し 給 ふ 神なる と 其 差異 

を 正に 知る ベ き 文なる 者な り、 猶大忌 祭 詞に皇 御 孫 命 能 長 御 膳 能 遠 御 膳 止 赤 丹 能 穗爾 聞 食 皇神能 御 刀 代 * 始 e 親 

王 王臣等 天下 公民 能 取 作 奥 都 御 歲者手 肱爾水 沬畫垂 向股爾 泥畫寄 S 取 將作奥 都御歲 * 八 朿穂爾 皇神能 成 幸 賜 者と 有 

る、 此は其 禾穀の 本 神に 御 在し 坐す 廣瀨 神に 申す 詞 なれ 共、 事の 一 なる を 以て 御 年 神の 御 事に も 大いに 拘 はれる 

者な り、 右に 皇神能 御 刀 代 は 其大忌 社の 神 田 を 云 ふが 如しと 雖も、 然るに 非す して、 IK 皇の 御田の 稻 をば 申せる 

也、 故に 其 御 刀 代と 云 ふ は、 鈴屋 大人の 云れ たるが 如く、 御 年 は稻， にて 代 は 其 御稻を 作る 田の 事 なれば、 次に 云 

ふ 奥 都 御 歳に 同じ 事に して、 風 祌祭詞 に、 皇御孫 命 乃 遠 御醉乃 長 御 勝 止 赤丹穗 S 聞貪須 五穀 物 乎 始 S 天下 乃 公民 

乃 作物 》• 云云と 有る と 言の 續 きの 同. g きを 合せ 讀 みて 曉る 可し、 然れば 右に 皇神能 御 刀 代と 云 ふは皇 神の 御 年 を 

作る 田と 云 ふ 事なる を、 先づ 天皇の 御田 を 云 ひて、 次に 王臣 以下 天下 公民の 作る 稻の 事に も 及べる 者な り、 此に 

て 其 禾穀と 田地と を 別ち 云 へ る を曉る 可し、 (若て 天下に 在ら ゆる 稻穀 は、 天皇の 長 御 食の 遠 御 膳と して 聞 貪す 

料に て、 悉くに 皇 神の 御 年と 云ふ義 にして、 神と 皇 との 御 事 を 鼓べ 擧 げたる 一一 一一 n 狀 にして、 古文の 妙なる 處 なむ 此 

に 在て 聞 ゆなる、 委くは 祝詞 講義に 就きて 見るべし、 偖崇神 天皇 七 年 御 紀に定 ，1 祌地 神戶， と 書され、 神 功 皇后 元 

年御紀 に定， 一 神田而 個， と 有る 神 地、 祌田 は、 共に 其 御 刀 代の 事な り、 持統 天皇 四 年御紀 に神戶 田地 Q 四 字 を 美 登 

志 呂と訓 めり、 凡て 神の 封 田に 限りて 然云ふ は 御 年 田と 云 事に て 神の 御稻 なる 由 を 以て 崇め 云 ふなれ 共、 其 本 は 

大忌 祭詞の 如く 天皇の 御 を も 申し、 又 禾穀は 御 年祌の 寄し 奉り IK 下の 人に も 賜 ふ 意 を 以て 其 祌に屬 きて 敬 まひ 申 
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す 也-) 故に 此御 年祌の 主と 禾穀を 護り 給 ふ其證 は、 古語 拾遺に 昔 在 神代 大地 主神 營， 田 之 日、 以，， 牛宍， 貪，， 田 人 T 

于時御 歲神之 子 唾 レ饗而 還、 以レ 狀吿， 父、 御歲 神發レ 怒、 以レ蝗 放，， 其 田？ 苗 葉忽枯 担、 似， 1 篠 竹？ 於， 是 大地 主神 

令 ミ片巫 (志 止， _< 鳥) 肱 巫 (今 俗 竈 輪 及 米お 也) 占 7i 求 其 田 f 御 歳 祌爲』 r 宜.. 獻， 1 白 猪 白馬 白 難， 以解 * 其怒ハ 依レ敎 

奉レ 謝- 1 御歲祌 S 曰、 實吾意 也、 宜 以，， 麻 柄， 作 h 持 A 之、 乃以， 1 其 葉， 掃 i 之、 以，， 天柙 草， 柙， 之、 以，， 烏 扇， 扇 ^N、 

若 如レ此 不，， 出 去， 者、 宜，. 以，， 牛宍， 置 n 溝 口； 作- 1 男莖 形， 以加， 之 (是 所ョ以 厭-其 意-也) 以 n 意 子 蜀椒吳 桃 葉. 及鹽， 

班 S 置其畔 h  (古語 以レ薏 曰- 1 都 須，) 仍從- 一 其敎- 苗葉復 茂、 年穀 豐稔、 是今 神祇官 以 -1 白 猪 白馬 白 鶴， 祭- 1 御 歲祌- 之 

緣 也と 有る 此文を 解きて 知らる-事 なり、 右に 謂 ゆる 御 歲神之 子 は 若年 神 以下の 祌 等に 御 在し 坐す ベから む 事 下 

に說 るが 如し、 至 二 於 其 田， と は 巳に 嫁穡の 神と して 當 昔より 此御歲 神 を 祭祀ら せ 給へ るな り、 皇太 神宮 儀式 帳 二 

月例に 先 始來子 日 太 祌宮、 朝御饌 夕御饌 供奉 田 種 蒔 下始、 禰宜內 人 等 一 K 云、 山 口 神 祭 云云， 卽 木本 祭 (祀物 員 

如，， 山 口 祭 一) 然其 木本 チ 山 向 物忌爾 令 以忌錄 a 切 始，. -、 然卽顧 宜内人 等 加 戶 人夫 等 仁 令レ 切な、 湯敏仁 造 持.."、 00 

宜內人 等 波 眞佐岐 護爲 「な 下來、 太祌乃 御 饌所乃 御田 仁 敎立酒 作 乃 物 忌 乃 父 仁 忌 鍬 令 レ採， な- 太祌乃 御 刀 代 田耕始 (下 

略) と 有りて、 其 式の 厳重なる 事如此 し、 此 を建久 行事 記に は 鍬 山 伊賀 利 神事と 題せ る 其 式の 中に、 當年歲 德祌所 

在方 山 入、 各以， 一 堅木， 鍬 作、 以レ葛 笠 作 御 歲木採 w 時 云云と 有る、 鍬 山 は 右の 忌 鍬の 柄 を 伐り、 伊賀利は稻^^に 

て田殖 るより 稻_ ^に 至る 迄の 所作 を 成して 神事 を 行 ふ 事と ぞ、 偖 右の 歲德祌 所在 方 は、 上に 云へ るが 如く 已く此 

神 等 を 然る 事に 申し 掠めた る 說に從 へる にて、 古に は 且ても 無き 事 なれ 共、 等 由氣宮 儀式 帳 忌 鍛冶 內人 職掌 條に 


i: 歲 木と 一 K ふ 事 有る は 更なり、 中古の 歌に 歲木 伐る と 云 ふ 事 有る を， 人 は 春 始の薪 を 取 入る \ 事と 田，" - めれ ども 

然ら す、 右 Q 如く 兩 神宮の 御 事 は 申し 奉る も 更なり、 年始に 此祌を 祭る と 云 ふ 天下一 般の 風儀な りし こと を 知る 

べし、 袖中抄 十六 (二十 九 丁) に 「春 田 佃ら むと 爲る 時に 萬に 物吉き 人の 障 無き を， 何人と も 員 を 定め 家に 呼び 

集めて、 給る に隨 ひて 物 を 食せ 饗應 して、 年 木と 一 K ふ 物 を 伐ら せて 家の 後 園に 立るな り、 其 木 は 細長な り、 木つ 

、、*、、％ ゝ、 サ午、 ゝゝ カメ、、、、 ゝ、 **、、、、 ゝ ヽ、、 、、、 、、ゝ 、、ゝ 、ゝ >  , ， 

枝 も 無き を 伐り て、 末に 小き 愛に 水 を 入れて、 於 杼呂と 云へ る 物 を 具して 末に 結び付けて 家の 後方に 立て、 其 年 

の 秋作り たる 田 を 始めて 莉 りて 春 伐り し贄の 人々 を 集めて 鬥を刺 固めて、 障のお 來ぬ 前に！： 膳に して 食ひ詈 るな 

、  ゝ、、 、、、、、、、、 ァ t*n ト 、、、、 、、ゝ ゝゝ、 *、、、、、、、、、、、  、、、、、、>、 ， 

り、 其 程に まる 人 は 如何にも 共 一 百 を だに も爲さ るな り、 譬 へば 年久しく 田舍 などに 在りつ る 親の 珍ら しく、 上 

り P 是開 よと て 叩 立つ る を も 入れぬな り、 云々、 私 云、 年 木 は 加 茂の 小屋 共に ぞ家 毎に 立て 侍る、 松の 細くて 二 

丈 許が 枝 も 椀ぎて、 末 ii に 葉 付た るに てぞ 侍る、 愛な ど 著け たりと は 見えす， 一 と 有れば、 御 年 木の 狀 一様なら ざ 

. ^しと 見 ゆ、 荒木 田 光穂に 聞け る は、 御 歲木は 御 歲神を 祭る 本な り、 神の 御 坐と 爲る 可し、 今惠 方に て此 木の 上 

に祌 供を備 へて 神 を 祭り、 1 殿に 持ち 来りて 樓宮の 西 面に 立て 置きて 行事 有るな り、 此歲 木の 事 外宮に は 古に 在 

りて 今 結え、 內宮に は 書に 記さに る を 今 健に 在り」 と 云へ る は 然る 事な り、 但御歲 木 は 神の 御 坐と 一 K ふ は、 大殿 

祭 詞の本 注に 謂 ゆる 辟 木 Q 事に して、 此 なる は 御 年 神の 祌籠 にて 次に 五十 櫛なる 者な り、 辟 木の 事は傳 十七に 云 

へり、 考へ 合す 可し、 (今 諸國に 年始に 棚 を 架り て此 を歲德 神と 稱し、 其 神 體は謂 ゆる 辟 木 を 以て 紀る事 は此大 

年 御 年若 年の 三 神 を 祭れるな るが、 其 を 今 佐 伊木と 云 ふ は 辟 木の 伎 を 伊に 轉 じたる に は 有れ ども、 歲 木の 字音に 
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も 合へ る 者な り.， 偖 予が本 生の 國 にて は、 其年德 神と 云 ふ 外に 正月 Q 九日に や 有りけ む、 辟 木 を 編みて 其 中に 槿 

葉な ど を 挿して 地 神 祭と 云 ふ 事 を 行へ る も 右の 銥山 祭に 等し、 偖祌宮 にて 此^に 祀るは 謂 ゆる 小 朝 熊 神に して、 

其 神事の 爲に遙 拜所を 設けた る を 今 櫻宮と 申すな り、 此小朝 熊 神社 は大歲 神なる 由 儀式 帳に 見えた るに 本 著き て 

予が說 は 上に 云へ りき、 但夫木 (十八) に、 「高 島の 杣 山川の 筏 師は、 急ぐ 年 木 を 積 や 添 ふらむ.」 と 有る は、 

設の薪 を 云 ふに て、 右の 御歲 木と は 別な り、) 偖 右 は 伊勢神宮 の 御 刀 代なる が 故に 然嚴 重な る 神事 を被レ 行る \ に 

こそ は 有り けれ、 押し 並べ てせ に 然には 非 じと 思 ふめれ ども、 其 は 市中に 住みて 農作の 事な ど を も 知らざる 學者 

の 了見と 云 ふ 者に して、 予諸國 を 巡り 見る に、 國に 依り 處に 依りて 少 かの 差 は 有れ ども、 種 蒔 田殖の 時には 必す 

神 祭 を 行 ひ、 事竟 りて 苗 上と 云 ひて 饗を爲 るな ど は 皆 神代の 遣 風なる 者な り、 萬 葉 七 (八丁) に、 湯 種 薛、， 荒木 之 

小 田矣、 求 跡、 足 結 w 所沾、 此水之 湍爾、 十五 (七 丁) に 安 乎 楊 疑 能、 延太伎 呂於呂 之、 湯 種 蒔、 忌々 伎美爾 • 故 

非 和 多 流 香 母と 有りて、 此に湯 種と 云 ふ は、 右の 儀式 帳に 忌 斧忌緻 など 云 ふ 忌に 同じく して、 祌 田なら ぬ 田に も 

齋き淸 ま はりて 種 を 下す 事に て、 其 は 御 年 神を祀 るが 故なる 事 云 ふ も 更なり、 曾 丹 集に 「御 生 引く 賀 茂の 御 年代 

引植 て、 今將 年の 神 を 祈らむ」 未 木 集に は 「上句 御 阿 禮川賀 茂の 御 年代 引替て」 と換れ り、 堀 河 百 首に、 「谷水 を 

塞ぐ 水口に 伊具 志 立、 五 百 代 小 田の 種蒔き てけ り」 叉 初 苗に 「髻 華の 玉 を 取り 副へ て、 五十 串 祭らむ 年 作り 江 

に」 又 夫 木 集 五に 「丈夫が こなでの 道に 五十 串 立、 水口 祭る 程は來 にけ り， 一 と 有りて、 田 神に 幣を 奉る 事 を 水口 

祭と £ 云 ふなり、 其幣を 伊具 志と 云 ふ、 其 伊具 志 は寶鏡 開始 章 第二 一書に 謂 ゆる 八十 玉 籤の 類に して、 謂-一 五十 


櫛 T 亦 云- 1 今 木？ 刺つ 繞於布 都 主劍大 神-と 見え、 萬 葉 十三 (四 丁) に、 五十 串 立、 祌酒座 奉、 神主 部 之、 雲聚玉 

蔭、 見者 乏 友と 有る 此 五十 櫛なる が、 其 を 今 木と 云 ふ 今 は 借 字に して 齋 木の 義 なり、 此は祓 にも 用 ふる 物に て • 

堀 河 百 首 荒 和 城 を、 「六月の 淸き 川原に 五十 串 立、 被 ふ 事 をぞ祌 受けつ らし、. 一 夫 木 集 九に は、 「被 ふる 事 を 神 は 

受 くらむ」 と 有りて、 此は 共に 謂 ゆる 被 串の 事な り、 建久 行事 記に 辦麻 木綿 付と 有る 是 なり、 傳 十九 を 見る 可き 

なり、 若て 此齋 木卽ち 上に 謂 ゆる 御歲 木に 當 りて、 此 にて は 御 年 神 を 祭る 神 簾なる 事 云 ふ も 更なり、 上古に 大地 

主神の 祀き 給へ りし 遣 風の 如此 くな む傳 はれる は甚. _< 愛た き 鱧 典に て此に 勝れる 美事 は 無き を、 今し も 天下 一 粒 

に 行 はる \ なむ、 實に祌 の御國 がらなる 事な りけ る *  (今 思 ひ » しけらく は、 予が 淡路國 などに て は、 正月 九 

日に 山 年 様と 申して 神籬を 立て 地 神 を 祭り、 十五 日に 丸き 木 を 一尺 餘の 杭に 作り、 其 上 を 四に 割きて 白紙 を 挾み 

種 を 蒔く 時に 至りて 其 串 を 苗代の 中に 立て 梁 盛 を 田 畦に 備 へて 祭る 事な り、 田植 ゑる 時 は 然る 串 は 無くして、 煎 

S を 水に 浸した るに 洗米 を 合 はせ 大 なる 木 葉に 盛りて 水口に 置く 事に て、 其 田 を 殖ゑ竟 へたる 後に 佐 能 煩 理と云 

ひて 祌を 祭り、 家內 に て 祝 を 成し 親類な ど を 招き て 互 ひ に 饗を爲 る 事 にして， 凡て 年中 田 を 作る に 物事に 神事な 

らぬは 無き 事なる にて、 我國 のみや 然ると 思 ひて i に 國の事 を も 聞 合する に、 其 狀に少 かの 差 は 無き にし も 非 ざれ 

ど 其 意味 は 大抵 同じき なり、) 若て 御歲 神發， 怒、 以レ蝗 放-一 其 田 T 苗 葉 忽枯損 似， 1 篠竹 一と 云 ふ は、 此 御年祌 はし 

も 禾穀を 守護り 給 ふ 祌に御 在し 坐す を， 却ら まに 其 苗 稼 を 枯れ 損ねし め 給へ る は... 其 牛宍を 以て 田 人に 令 レ食給 

へる 事に 就て 御 怒 坐せ るな り、 然れ ども 此御 事の 御 在し 坐し ける に 依て 其 禾穀を 守護ら せ 給 ふ狀も 知られ、 且此 
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神に 祈りて 年 穀の豐 登る 幸 を 致し， 其に 反 りて 彼の 蝗を拂 ひて 其 苗 稼の 枯れ 損ねた る を 活し復 す 法の W 来れる 

は、 卽ち 後世の 幸に して、 彼の 石戶 段なる 大禍事 は 天壤と 無窮き 大吉 事と 成れる と專ら 同じ 理 なる 是 なり、 然し 

て 其 神の 實吾意 也と 詔り 給へ る は、 天下の 禾穀の 成否 はし も 卽ち此 神の 御意に 由る 事なる 故に、 仁德 天皇 御紀十 

二 年に 堀- 1 大溝於 栗 隈縣ー 以潤レ 田、 是以 百姓 毎豐年 也、 叉 其 十四 年に 故其處 百姓 寬饒之 無， 一 凶年 之 患 也， と 有る が 

如く、 豐年を 年 得と 云 ひ 凶年 を年不 獲と 云 へ る、 是御年 神の 御 靈物を 得る と 得 ざ ると に 係れる 事なる を 以てな 

り、 顯宗 天皇 二 年御紀 に" 歲 比 登稔 百姓 殷富と 有る、 登 稔をも 登志延 氏と 訓み、 傍に 那理波 比 阿理と も 云 ふ 

■  ナリか ヒア リ 

訓を 添へ て 其 義を相 明せ る 者な り、 仁德 天皇 八 年 御 紀に是 歳 五穀 登 衍 と 有る、 此には 本 訓意比 由 多 加と 有る 

ト シ ェ 

は 生 燒の義 なる が、 傍に 登 志 延の言 を も 副へ て 其 義を詳 に爲る 者な り、 古今 六帖 に、 「刈りて 乾す 山 田の 稻を計 

へつ-、 多くの 年 を 積みて ける 哉」 續拾 遺集に、 「璞の 年 有る 御世の 秋 係け て、， 採る や 早苗に 今日 も 暮れつ > 一 

寶治御 百 首に、 「足 曳の山 田の 早苗 數々 に、 年 有る 民の 程ぞ 知らる > 一 又 「風 渡る 民の 草葉 も 年 有れば、 君に ぞ 

靡く 千代の 秋 迄」 など を 始めと して、 古歌に 此稻を 登 志と 詠める は、 數 知れす 多き 事な り、 但 祈年祭 詞に皇 神 等 

能 依 左 志 奉 牟奥津 御 年 乎と 有りて、 H< 下の 稻穀は 皇御孫 尊に 此祌の 依し 奉り 給へ るな り、 謂 ゆる 天 津日繼 と 申し 

奉れる は 其 神の 寄せ 奉る 稻穀を 天 下の 百姓に 佃ら しめて、 其 日 繼の御 貢 を 所 知 看す 御 職に 渡らせ 給へ る 由な り、 

傳 三十 寶酢 Q 所に 引ける 新 千載 集に、 「遲く 速き 民の 早苗に 御 貢物、 絕 えぬ 日繼の 程ぞ 知らる  > 一 寳治御 百 首に、 

「道 邊の山 田の 御 注 連 引延て、 長き 日繼に 早苗 採るな り」 と 有るな ど は、 道の 意 を 得た る 歌と 謂 ひつ 可き 者な り 


かし、 (然れ ば、 天下に 在りと 有らゆる 人民に して 此稻穀 を 貪 ひて 其 生命 を續ぐ 人に して 此御祌 の 御 靈を蒙 ふら 

ぬ は 無く、 叉 天皇 尊の 御蔭に 寄らざる 者 は 一人と して 有る 事 無き を. 然る 祌の御 在し 坐して 斯る御 事 を 行 ひ 御 在 

し 坐す と は 本より 知らす して、 年の 豐凶は 偶然の 如く 思 ひ 成して 神 を 蔑 如に し 奉り、 叉 其稻穀 はし も 地上に w 來 

. 成れる 限 は、 悉くに 天皇 尊の 天津 日繼 なる を、 然る 事と は 知らす 己 等が 領地に 成る 所の 物 を 分ち 進ら する 如く 心 

得て 永く 傲りに 傲り 僑ぶ りて、 今し は 五月 蠅 成す 荒ぶ る惡 しき 祌に 勝れる 士. 人の 多く 在る が 胡 俗と 共に 成りて 犬 

の 心なる を 以て 皇 神の 罰め させ 給へ りけ. らし、 頃 年 は 大風に 地震に 打續 きて 年 を 得 ざれ ども、 然る 神 皇の御 罰 

めと は 知る 人 更に 無 かりけ り、) 其 神 Q 御敎 に、 宜 ，以- 一麻 柄， 作レ 持， 之、 乃 以，， 其 葉， 掃， 之、 以， ヘ大柙 草， 柙， 之、 

以ニ烏 扇, 扇 と 有る、 以下 は 謂 ゆる 禁 厭の 術なる 中に、 此は城 除の 狀 なるな りけ り、 其 麻 柄 を 以て 作レ 持と 云 ふ 

i£ 字 は、 加 *t 比と 訓む べし、 太 祌宮式 神寳の 中に 多々 利 叉麻笥 などに 並べて 金 銅 賀世比 二 枚 (長 各 九寸六 分、. 乎 

長 五寸八 分) 銀 銅 賀世比 一 枚 (長 九寸六 分、 手長 五寸八 分) と 見え、 風神 祭詞 にも 比 賣神爾 御 服備、 金 能 麻 金 

能榴金 能^と も 有る を、 神宮 古記に、 掉 三枚、 懸， 一 五色 絲 一之 體 也と 有りと 言 餘抄に 云 ひ、 又 萬 葉 六 (四十 五 丁) に 

媳蠕等 之、 續麻繁 云、 鹿 背 之 山と 詠める も 絲を掛 くる 具なる を 以てな り、 和名 抄 行旅 具に 横 首 杖、 唐 韻 云^  (他 

禮反、 與レ體 同、 漢語 抄 云、 ^加 # 都惠、 一 一 K 鹿 杖) 横 首 杖 也と 見え、 叉 僧房 具に 鹿 杖、 漢語 杖 (加勢 都惠) とも 

カセゾ M  /  カセ. ホコ  ホコ 

見え， 字書に 拐 杖 老人 柱 杖 也と 注して 丁字の 形お る 杖と 見え、 叉？ 5- 架 を擊ー 一角 鷹-之 格 也と 云へ る も 同じ^ をね 

. て號 けたる 可く、 叉 穀の殼 を 去る 爲に 磑 を 廻らす 柄 を 加 世と 云 ひ、 右に 云へ る 加 世 比 も其橫 首と 云ふ狀 にて、 
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上下に 横た はりた る 木 有りて、 絲の懸 る 可き 所有る を 以てな り、 人の 業に 力 を 盡す事 を 稼ぐ と 云 ふな ども 物に 係 

列 ふ 謂に て 皆 同 首な り、 然る 時は此 作， 掉 は 右 等の 具の 如く 稻の 末に 掛 くる 料に 作る 事な りけ り、 持 レ之は 其 加 世 

比より 承け て 加 世 具と 云 ふ 事 次に 其緣語 以て 云へ る例是 なり、 此 字續紀 天平 七 年に 柃レ 槍と 有る に は、 弄， 字の 如く 

訓 める を、 名義 抄に 摆 持の 三 字 を 擧げて 下に 俗 あ 字と 注し、 母 \K 阿曾 夫と も、 比佐久 流と も、 佐豆久 とも、 

那具 流と も、 S 宇 知 麻布 叉 a 宇都 叉 S 須流 とも、 美自加 志と も、 久陀久 とも 訓 みて、 此に 其の 訓 無しと 雖も 加毋具 

は其の蝗を^^！-以て掛けて取り散らすを云ふたりけり、 以，， 其 葉-掃， 之 は、 後 拾遺 集に、 六月 跋を 詠める 和 泉 式部、 

「思 ふこと 皆盡 きね とて 麻 葉 を、 切に 切りても 1^ ひつる かな-一 と 有りて、 解除に 麻 葉 を 用 ふると 事 は 別にして 姊 

ふ 意 は 同じき なり、 以，， 天 押 草， 押， 之 は、 本草 和名 又 和名 抄に 玄參 一名 重臺 (和名 於之久 佐) と 有る 是 なり. 以-ー 

烏 扇， 扇， 之 は、 右 同書に 射 干 一 名 烏 扇 云云、 和名 加 良須阿 布岐と 見えたり、 右 Q 如くに て 一 は 掛け 一は 掃 ひ 一は 

押し 一は 扇ぎて 其 蝗を出 去らし むる にて、 此は 同じく 禁 厭の 一種なる 事、 後に 傳ニ 十七に 注せる を 以て 明らむ 可 

き 者な り、 (故に 今 も 然物爲 たらむ に は 決めて 其驗 なむ 有る ベ かりけ る を、 人心 狡 意に 成り 竟 てければ、 此 にて 

も 其蝗の 亡る や 亡ざる や 疑 有りて 物爲 たらむ に は、 如何なる 祌方 奇術たり とも 其 應驗無 かる 可き を、 唯邊 僻の 老 

農な どならで は 出来 まじき 事な り、 今 骨に も 此傳の 遺れ る國 有る や、 甚 床しき 事な り、) 如 此不- 一 出 去-者と W 

上なる 四の 事 を 成して 必す 正に 徵驗 有る に究 まりた る 事なる 故に 若 字 を 上に 置け るな り、 然して. 以-ー 牛宍- 置-一 

溝 口-と 云 ふ は、 稻 室に 已に喰 ひ 入りた る は 打ちても 掃 ひても 押しても 扇ぎても 盡す 可から ざるな り、 此を以 マ 


此神策 を 設けさせ 給へ るに て、 牛宍を 以て 溝 口に 置く は、 其膏を 水と 共に 流し 入れて 蝗を 殺し 盡 させ 給 はむ とひ 

御 事と 聞 ゆ、 今 は蝗の 時に 當 りて は 鯨油 を少か 濯ぎ 入れて 其 油氣の 水に 浮ぶ 時 は必す 其氣の 稻莖， へ も 深 10^- りて 死 

盡 ると 云 へる に 思 ひ 合す 可し、 然れば 此事も 術に して 上なる 例なる にこ そ 有らめ、 次に 作， 一男 莖形ー 加し N と 有る 

は、 牛宍は 全く 蝗を 殺す 事なる を、 此は 下に 是所， ョ以厭 一一 其 意， 也と 注せる を 以て 思 ふに、 其の 心と 云 ふ は 御歲祌 

の 御 心なる 可し、 元 來此蝗 はし も 其の 御 怒に 由り て 起れ る ものな りければ、 其 を 治め 給 ふ 神 も 御年祌 より 外に 在 

ならむ を、 其 神 をし も 和ます る 所作に て、 天鈿女 命の 掛 Tiw 胸 乳 ハ裳緒 忍 57 垂於富 登 一也と 云 ふと 其 意必す 相似た 

る 可し、 然れば 此は上 件 煌 を拂ひ 殺す と は 異にて、 今 も 其 放てる 神の 有る を 笑 ひ 和ませ 奉りて 除き 去らし むる を 

云 ふ 事 右の 注文 を 以て 知るべし、 以， 一意 子 蜀椒吳 桃 葉 及鹽， 班 n 置 其 畔-と 有る は、 此物共 は 甚く 蝗には 害 有りて 年 

穀の爲 に大に 利用 を 成す 物なる 可き 事、 下 文に 見合せ て曉る 可し、 意 子 を 古語 以レ董 曰-1 都須 1 は、 本草 和名に 意 

is^ 子、 和名 都 之 太 末と 見え、 和名 抄に は薏苡 一名 芋珠 (和名 豆 之 太 萬) と 有る 是 なり、 然れ ば都須 とも 都 之と 

も 云 ひけるな り、 蜀椒は 本草 和名に 蜀桝、 和名 布 佐 波 之 加 美と 有る 是な るが、 其 を 那流波 之 加 美と 云へ る、 共に 

草根の 生薑に 別けて 房薑又 生薑と も 云 ひて 其實を 以て 云ふ稱 なり、 吳桃葉 は 同書に 胡桃、 和名 久留 美と 有る 是な 

り、 班つ 置 其畔， は、 上なる 牛 宍には 男 楚形を 加へ て 一 に 溝 口に 置くべし、 此 なる 四稱物 は處々 に 班ち て 其 畔に置 

くべ しとな り、 如此く 大地 主神の 御田 を營 らし k 時、 一度 過 またせ 給 ひて 田 人に 牛宍を 令レ食 給へ るより、 御 歳 

祌其御 怒 を 成し 給 ひ、 其 御 怒に 依りて は 奉 謝る 道 定まり、 其に 就きて は 其蝗を 除きて 全稔を 得べき 神 敎を此 に 得 
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させ 給 ひて、 天下に 示し 後世に 傳 へさせ 給へ るな む甚 も々. <<  辱く 尊き 御 事な りけ る、 (借 右に 作-男 楚形， 加, 之と 

云 ふ 事に 就きて 國 に 然る 事 もや 有る と 尋ね 見る に、 今 も 出 羽國莊 內の邊 にて は 男 室 形 を 石に て 造れる を 田畔に 

立て 置く 所此彼 見たり き、 土俗に 問 ふに 其 故 を 知らす して 唯 梵天 を 云 ひて 祭る めり、 其 は 印度に て此 天を祀 るに 

男 宽形を 造り 立て 神 體と爲 る 由 佛祖統 記な どに 見えたり、 其 を 取りて 僧徒の 號 けたる 者に して 云 ふに も 足ら ざれ 

ども、 土俗の 其 を 田畔に 立. て 祭り 来れる は 此の 故事に 由 有りて 最尙ぶ 可き 事な り、 又 其 國には 大物 忌 神社 御 在し 

坐す、 是 豐受大 神に 渡らせ 給 ふ事傳 十二 卷に 注せる が 如し、 然るに 例年 二月 九日に 其 神の 石 破 を 降らせ 給 ふとて 

人 皆 山に 入る 事 を 憚，^ て物爲 ざる 事なる が、 山に も 限らす 人家 にても 其の 蜀椒 木に 多く 立て 有る 事なる は 此に由 

有りげ なる 事 なれ ども、 未だ 思 得すと 雖も此 山頂に 蝗 穴と 云 ふ 有りて 大 なる 巖窟の 有る に、 其 所在 は 四時 共に 雪 

の 中なる に 其蝗の 集き 居る 事甚奇 しき を、 六月 七月に は 人 も 登る 事なる に、 其 穴に 蝗の多 かる 年 は 里に 少 くて 全 

稔を 得る を、 山に 少き時 は 決めて e: 土に は蝗 多くて 凶年な りと 云へ り、 所以に 近國の 百姓 共 多く 詣て 年穀を 祈り、 

其蝗 穴に て は 紙 を 小さく 割て 唾に て 粘付 くれば 大いに 其禁 厭と 成る 事な りと 誰も 知りて 爲る 事なる は、 必す 其大. 

神と 此祌と は 御 力 を 合せ させ 御 在し 坐す 由緣 有りての 御 事なる にこ そ，) 是今祌 祇官以 -1 白 猪 白馬 白 幾， 祭-一 御歲 神- 

之緣 也と 有る は、 祈年祭の 起源 此に 始まれる 事 を 明せ る 文な り、 其 は 四時 祭式に、 神祇 祭神 七 百 三十 七 座 (中略) 

右 神祇官 所， 祭 幣帛 一 依-, 前件， 云 々 、 太 神宮 度 會宮各 加 >1 馬 一 疋， (籠 頭 料庸布 一 段) 御歲社 加， 一. R 馬 白 猪 白 幾 各 一 - 

(下略) と 有りて、 伊勢神宮に 亞ては 神 名 式に 謂 ゆる 大和 國葛上 郡 葛 木御歲 神社 (名 神大、 月次 新嘗) と 有る" 此社 


の 幣帛の 事 を 沙汰し 申させ 給 ひ、 祝詞 式に は 其 祈年祭 詞 有りて、 此神に^.す1^^をしも皇祖-大神の甚止事無く御在 

し 坐す より は 其 先に 柚き 出て 擧 げられ たる も、 其 祈 年の 年 は 此の 大年、 御 年、 若年 三 神の 皇御孫 尊に 依し 奉り 給 

ふ 年 を 祈 はせ 給へ る 由 なれば、 此 神に 就きて 起れ る 祭なる 事 申す も 更なり.. 故に 其始 はし も此に 大地 主神の 定め 

させ 給 ふ 所なる が、 國 避の 御 時に こそ は 皇祖 天神の 御！^ に 聞え 上させ 御 在し 坐したり けらし， 其！！ に、 高天原お 

祌留 坐、 皇睦祌 漏 伎 命 祌漏彌 命以、 1K 社國社 S 稱辭竟 奉、 皇神等 能 前爾 白久、 今年 二月 爾 御 年初 將賜 S 爲而 云云 

と 有る を、 其辭 別の 中に、 故皇 吾睦、 祌漏伎 命 祌漏彌 命 S 皇御孫 命 能 宇 豆 乃 幣帛 乎 稱辭竟 奉 久登宣 と 有りて. * 此に 

て は 高天原より 行 ひ 定めて 事 依し 奉らせ 給へ る 趣な り、 故に 思 ふに 祟 神 天皇 六 年御紀 に、 先， 是 天 照太祌 倭大國 

魂 一 ー祌幷 n 祭 於 天皇 同 殿之內 一と 所見た る は. • 傳ニ 十七に 注せる 如く、 右の 注進 狀に以 二八 握 嚴稻ー 爲，, 祌 體 一と 有る 

祌體 も、 共に 天上より 天降らせ 給へ る 任に 天皇の 御 許に 御 在し 坐し ける を- 其 主神の 御名 をのみ 鬼. げられ て從祀 

の 方 は 漏らされたり けむ 事、 右に 天 照 太 神と す も 八 鏡 、草 難^に て 御 在し 坐す に 等しく， 此大 倭大祌 も國避 

の時に奉らせ給へる謂ゅる瑞八坂fJ^と廣矛とのニ種なるに、 大地 主神の 當昔 御田 を 營らせ 給 ひし 時に、 彼の 御歲 

祌を奉 謝らせ 給へ る 其 田に 得させ 給へ りし 八 握 餒稻を 神體と 定め、 叉 其 祭の 式 を も 其 故事 を 述べて 奏させ 給へ り 

けむ を、 皇祖 天神の 御 許より 天 璽の 三種 神寶に 取り 副へ て 天降し 奉らせ 給へ りけ むと、 其 有りつ る 事實を 約て 然 

なむ 田 心 ひ 取らる，^ なる、 祌名 式に 大和 國山邊 郡 大和 坐 大國魂 神社 三 座 (並名祌大、月.f^、相嘗新嘗)と有る是なり、 

然れ ども、 此 にて は 御 年 神 は 相殿祌 にて 渡らせ 給 ふが 故に、 此 大地 主神の 定めさせ 給 ふ 所の 神 祭 其 外 凡ての 事共 
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は 葛 木に 御 在し 坐す 方に て 上古より 執り行 はせ させ 給 ひけり、 (先に は 天孫 降臨 章 第二 一書に、 IK 照 太祌勅 曰、 

以， 1 吾 高天原 所 レ御齋 庭 之穗； 亦當 JT 御 於吾兒 一と 有る 穗 ならむ とほ 心 ひし かど も、 其 は 天上より 持ち 降らせ 御 在し 坐 

して 始めて 此 天津神 種 をし も播殖 せしめ 給 ひ、 大 八洲の 國內 悉に 瑞穗國 と 成し 給へ る なれば.， 今 fK 下に 在ら ゆる 

稻 穗の祖 穂な りと 思しければ、 右の 御 年 神の 神體 なると は 異なる 可し、 農 人 袋と 云 ふ 物に 「昔 二 柱の 御 神に 1K 兒 

屋根 命 附添ひ 給 ひて、 三 祌-大 より 日向 國高千 穂の 女 岳 男 岳に 降らせ 耠ひ田 を 開き 稻を 植始給 ふ、 男 神の 開かせ 給 

ふ稻田 をば 神 田と 云 ひ、 女神の 開かせ 給 ふ 田 を 新田と 云 ひ、 天兒 屋根 命の 開かせ 給 ふ 田を眞 田と 云 ふ、 此地は 水 

甚遠 かりし かば 三 神 御 §1 にて 岩角 を 突き 給へば、 淸水 涌き W て 井と 成れる、 其 水 を 引きて 植ゑ 始め 給 ふに 依りて 

三 田 井村と 云 ふ、 日向 國臼杵 郡 高 千穗に 在り、 云々」 と 有る. 此ニ神 を 二 柱御祖 神の 御 事に 云へ る は 本より 誤な 

る 事 論 を 待た す、 此 男女 二 祌は瓊 々梓 尊、 木 華 開 耶姬命 二 神の 御 事に て 御 在し 坐すべし、 本 宮は謂 ゆる 諸縣^ の 

高 干穗宮 なれ ども、 此處に 行幸して 御田 を 個 始めさせ 御 在し 坐し ける 古 傳の此 に 在りて 一 K へ るなる 可ければ、 お 

件 は 唯 土人 Q 傳 ふる 所と 雖も據 有る 事に て甚譜 かりければ 因に 云 ふの み、) 祌名 式に 大和 國葛上 郡 葛 木 御歲祌 社. 

(名 神大、 月， h 、新 嘗) と 有 は、 右に 引ける 四時 祭式に 謂 ゆる 御 歳 社是な り、 名 祌祭條 に 葛 木御歲 神社 一座と 有れ ど 

も、 大年 神、 若年 神な ども 同じ 御 功 用に 御 在し 坐す と 云 ひ、 御 父子 Q 御 問に て 御 在し 坐せば 共に 鎖り 坐す 御 事と 

見えて、 其 祈年祭 詞に御 年 皇神等 能 前蹈 白久、 皇神等 能 依 左 志 奉 一. 奧津御 年 乎、 手 fes 水沬 畫垂、 向 股 S 泥畫寄 s、 

取 作牟- 奥 津御年 乎 • 八 束穗能 伊加 志穗爾 • 皇 神 等 能 依 左 志 奉 者、 初 穗チ波 千 穎 八 Itii 穎 S 奉 置 s、  閘高知 腹滿雙 s、 


汁爾 母親 爾母 稱辭竟 奉牟- 大野 原 SI 生物 者 甘茱辛 菜、 青海原 住 物 者- 00 廣物鰭 能 狭 物、 奧津 藻茱邊 津藻茱 S 至 salv 

御 服 者、 明 妙 照 妙 和 妙 荒 妙 S 稱辭竟 奉牟、 御 年 皇神能 前爾 ^11馬白猪白幾- 種々 色物 乎 備 奉氐、 皇御孫 命 能 宇 豆 乃 幣 

帛乎、 稱辭竟 奉 久登宣 と 所見た る、. 是を 以て 幾 座 も； r ひ 御 在し 坐す 事 を 明らめ 奉る 可し、 記傳 十一 一 (三十 八丁) に 「上 

文に 御 年 皇祌等 能 前 爾白久 と 有る は、 祈年祭に 預り給 ふ 諸 社 を 都て 云 ひ、 下 文に 御年皇 神前 S と 云 ふ は、 御 年 神 

一社 を 云 ふなり 一 と 云 はれ たれ ども 然ら す、 伦處に 祀れる をも此 社に 於て 祭らせ 給 ふと 云 ふ 事 は 例 無き 事 也、 故 

に此 上文に 皇神 等と 有る は、 其の 大年、 御 年、 若年 等の 三 神に 年 を 祈り 給 ふが 故に 此を 合せて 申し， 下 文に 御 年 

皇 神と 云 ふ は 右に 引ける 古語 拾遺の 故事 は 唯 1 神に 係れる を 以て 皇神 等と は. &さ るな り、 文 を讀み 下して 辨ふ 

べし、 祌 階の 御 事 は文德 天皇 實錄 に、 仁 壽ニ年 夏 四月 丁酉 庚申、 加， 一大 和國御 歲祌從 二位 一と 有る を 見れば、 其以 

前に 已に其 御 事の 御 在し 坐し つる を 略き 載せられ ざるな. - めり、 同年 冬 十月 癸亥朔 甲子、 加，, 大和 國御 歲祌正 二位 一 

と 見え、 淸和 天皇 實錄 に、 貞觀 元年 正月 二十 七 曰 甲 申、 奉， 授，, 大和 國正 二位 葛 木 御 歲祌從 一位， と 有り、 大倭祌 

社 注進 狀に、 新國史 曰、 寬平九 年 冬 十二月 干； 寅朔甲 辰、 奉レ授 ，1 五畿 七道 諸 神 三百 四十 社 各位 一階， と 有る、 此員 

に 加 はらせ 給 へらむ に は 此時正 一 位の 極 位に は 進ませ 給へ るな り、 其 貞觀八 年 二月 十二 日 己 未 神祇官 奏ー 百、 大和 

國三歳 神由レ 無二 神主 一而 新 置レ. 之、 致 二 祟 咎-實 由， 之、 仍更 停止 焉と云 ふ 事 所見たり • 此に說 有り、 傳 二十 八三歲 

祝の 下に 云 ふべ し、 叉祌名 式に 同 國高市 郡 御 歲祌社 (献敏 ) と 見えた る、 此は其 別 社な どに こそ" (猪 右の 葛 木 御 

歲祌社 は 大和 志に 在 二 持 田 村 東 一と 云へ り、 或は 森 脇 村な りと も 云 へれ ども、 其 地に 御 在し 坐す は 謂 ゆる 葛 木 坐 一 

日本書紀 傳 二十 四之卷 附錄  一九 五 


日本 # 紀傳 二十 四之卷 附錄  一九 六 

首 主祌社 にて 別な り、 予三 四度詣 奉りて 見 奉る に、 實に持 田 村 東に 立た せ 給へ る ぞ今も 御歲大 明； t と稱へ 奉りて 

御社 は 北 向に や 有らむ、 後に は 山 有りて 樹木 祌 さび. I 前に は 小川 流れて 水 甚淸ら かにして 祌境 とも 謂 ひつ 可き 宮 

處の狀 なり、 叉 村 名 を 持 田と 云 ふ は 大地 主神の 御田 營 らし &由 などに 依りて 貴 田と 云 ふ 義には 非ざる か、 其 は 地 

神 本 紀大己 貴 祌兒味 鈕高彥 根 神の 下に  >  坐  >1 倭國葛 上 郡 高 鴨 社 f 云 n 捨篠社 一と 有る、 捨徳は 彼の 德竹 如る を 松て 

給へ るかと も 思 ゆれば なり、 上に 注せる 和 泉國和 泉郡聖 神社 は此 神と 同 神と 思しき を、 信 太 社に 坐す も德 田と 聞 

ゆるな ど考へ 合す 可し、 如何にしても 此の 葛 木 御 歲祌社 は 中古より 祀 へる 者と も 見えす、 正しく 祌代 Q 御迹 にて 

大地 主神の 始めて 祭らせ 給へ りけ る 御社と こそ t^a:  く 可 長く 所思 ゆる 御 事な り けれ、 叉 記 傅に 云 はく、 「问紀 に 

妹 高 照 光 姬大祌 命 坐，， 倭 國葛上 郡 御 歲祌社 一と 云へ る は、 式に 鴨 都 波 八^ 事 代 主命 神社， 次に 葛 木 御歲祌 社と； j 組べ 

る 故に、 事 代 主命の 御 妹祌を 推し 當 てに 當 てた る 者に て 例の 妄事 なり >  努. „< 迷 はさる， -事 勿れ J と 一 K はれた ろ は 

實に 然る 事な りと 雖も、 其 神 を 御 歲祌と 申す に は 非す、 其御歲 神社に も從祀 として 御 在し 坐す となる 可ければ ^ 

必す 見るべき 心 s£ 有るべき 事な りかし、 ，^、を見ょ、) 叉. 神 名 式に、 飛驟阈 大野 郡 水無祌 社、 大同 類聚 方に， 飛 太. 

藥、 大野 郡 水 無 祌社御 歲祝之 所， 傳 云云、 大己貴 命 所レ授 也と 所見た る、 是其 祭神 御 歲祌に 御 在し 坐す 證 なり、 且^^ 

二十 八に 注せる が 如く， 姓氏 錄 (未定 雜姓 大和 國) に，. 三 歲祝、 大物 主祌 五世 孫、 意富 太 多 根子 命 之 後者と 有れ 

ば、 おの 御 歲祝も 本より 同族な りければ、 大己貴 神の 神な を俾 へけ むは 然も 有りぬべき 事なる にこ そ *  ^水 無 を 

ば 本に 美 豆那 志と 訓み附 けたれ ども、 美那 志に て實 生と 云へ る社號 にや 有らむ、 飛驟は 山中 幽 僻の 地に して 今 だ 


に 稻穀は 少き國 にし 有りければ. 上古に 大己貴 神と 相 共に 御 在し 坐して 稼穡を 其國に 始め 給へ るな どに は 非 じ 

か、 二呂 記に 大己貴 命 兒御歲 神 也と 有れ ども、 此祌 は大年 神の 御子に こそ は 御 在し 坐し けれ、 右の 飛太藥 などの 

傳 記を惡 しく 思 ひ 違へ たりけ るに こそ- 祌名帳 頭注に は • 大己貴 命 女 高 照光姬 命、 母 高 津姬、 大和 國葛上 郡御歲 

神社 同， 之と 云 へ れ ども、 其 は 地 神 本紀に 依りて 誤れる 者な り、 但 下照姬 命に 亦 名飯豐 命と 申す 御名 御 在し 坐す 

は， 二十 八に 注せる が 如く 飯 田を饒 かに 爲 させ 給へ るに て國 作の 謂 なれば、 必 す御歲 神に 從ひ 奉らせ 御 在し 坐 

して、 何方 にても 其 從祀と 成り 給 ふ 御 事なる が 故に、 右の 如き 混れ 共 は 有るな りけ らし、 抑 此御歲 神 はし も 上に 

古語 拾 遣 を 引きて 注せる が 如く 大地 主神の 祭らせ 給へ りし 祌に こそ 御 在し 坐し けれ、 其 神の 御子 とれす は 甚當ら 

ざる 事な り、 淸和 天皇 實錄 に、 貞觀九 年 十月 五日 授，, 飛 驛國正 六 位上大 歲神從 五位 下, と 有る も 由 有りて 聞 ゆる を 

ば 如何に 爲む、 但大己 貴祌も 此國に 由有る 事 は、 和名 抄鄕 名に 大野 郡 三 枝 (佐 以久 佐) 阿拜 (阿波) と 有る は、 祌名 

式に 大和 國添上 郡 率 川 坐大祌 御子神 社 三 座 率 川 阿波 祌社 見えた る を、 大 三輪 祌三社 鎮座 次第に f「 川 社 を 春 日 三 枝 

神社と 書し、 大倭 神社 注進 狀には 阿波 社 を 三 枝 御子 社と 有る を も 思 ひ 合す 可し、 叉 其举川 社に は 狹井祌 (大己 貴 

命 荒 魂 大國魂 命) も 御 在し 坐す 由、 上 韓祌の 下に 已に 註せ る を、 同書に 倭 大國魂 神 亦 曰う K 地主 神-と 有れば、 愈 

其 水無祌 社に 坐す は 大年祌 の 御子 御 年 神に 御 在し 坐せ る 證とは 成れる 者な りかし、 叉 三代 實錄 に、 貞觀 十五 年 八月 

四日 丙 申授， 1 飛 驛國從 六 位 上氣多 若宮 神從 五位 下、 同 十七 年 十二月 五日 授 n 飛 驛國正 六 位 上 木 母國津 神劍緖 神幷從 

五位 下？ 元 慶五年 十月 九日 甲 申授， 一飛 驛國從 五位 下氣多 若宮 祌從 五位 上、 正 六 位 上賀茂 若宮 神從 五位 下-と 有りて， 
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此度は 水 無 神と 共に 預り 給へ る は 其從祀 などに や 有らむ、 若て 此氣多 神 は 大己貴 神に 坐し、 國津神 も 決めて 同 神 

に 渡らせ 命 ふ 可き 事傳ニ + 七に 云へ るが 如く、 叉 其 賀茂祌 は 事 代 主神に 坐すな ど、 上 件 云へ る 事共に 思 ひ 合す 可 

くな む、 若て 水 無 神の 祌階は 三代 實錄 に、 貞覜九 年 十月 五日 授， 一飛 驟國從 五位 下水 無祌從 五位 上 T 同 十 年 七月 二 

十七 日 戊 午 授，, 飛 驟國從 五位 上水 無祌正 五位 下？ 同 十三 年 十一 月 十日 投，， 飛 驟國正 五位 下水 無 神 正 五位 上 T 同 十五 

年 四月 五日 己 卯授， 一飛 騾國正 五位 上水 無 神從四 位下 T 元 慶五年 十月 九日 甲 申 校-, 飛 驟 國從四 位下 水 無 神 從四位 上 一 

と 所見たり、 斯れば 御 年 神 を齋き 奉る 神社の 中には、 右の 葛 木御歲 神社に 次ぎて 尊き は 此水無 神社に なむ 御 在し 

坐し ける、 (斯 れば此 御年祌 をし も 地 神 本 紀に謂 ゆる 高 照光姬 命と 思 ひ 誤る 事 は、 上古より 率川种 阿波 神 等の 御 

在し 座せ る 因に 其 女 祌も御 在し 坐せ る を 以て、 女 を 刀自と 云 ふ を 一 に 混ら して 卽ち其 神と 傳へ たりし 者な ン めり、 

此 御社 今 も 大野 郡 位 山の 麓に 立た せ 御 在し 坐せ る、 其 地を宮 村と 云 ひ 其 川 を 水無瀨 川と 云 ふ を叉宮 川と も 云へ る、 

其 川邊に 御社 有りて 位 山に 向へ りと 云へ り、 借國 造本 紀に、 斐伦國 造 志賀高 穴穗朝 御世 尾 張 連 祖瀛津 世襲 命 孫大八 

埼命定 っ賜國 造， と 有る に、 續紀 に、 ：大 平感寳 元年 閥 五月 癸丑 飛驟國 大野 郡 大領外 正 七 位下 飛 驟國造 高 市麻呂 校-一外. 

從五 位下 一と 有りて、 此 郡に 土 著せる 人なる に、 天 孫 本 紀に玉 勝 山 代 根 古 命 山 代 水 主 雀 部祖と 有り： て、 其 大八埯 

命の 父 彥與曾 命の 兄な り、 和名 抄鄕 名に 山城 國久 世邯水 主と 有る を、 今 は乙訓 郡に 入りて 水 無 瀬と 一 K へ る是 なり、 

此を 以て 見る 時 は、 其國 造の 初めて 任阈に 赴かれし 時に 山城 國の 地名 を 移せ りと も 云 は  >云 はる 可き 狀 なれ ど 

も、 其 は 水 主と 水 無と 似た る 事 Q 一  に 集れる にこ. そ 有り けれ、 此は必 す 御 年 神の 御 在し 坐す に 因れる 地名と 聞 ゆ 


れば然 は 云 はる まじき 狀 なり、) 〇IK 知 迦流美 豆 比 賣は必 す 大年祌 の 后 神に は 御 在し 坐 さすして 外より 事の 混れ 

たりし 者と 所見たり、 其 故 は 大年祌 Q 御子に 御 年 神 坐せ.^、 下に 所見た る 若年 神 も 其 德を亞 ぐ 時 は 必す御 年 神の 

御子に 御 在し 坐す は S£ 有る まじき 理な るに 沱 神の 御子と 有り、 又 上に 引ける 古語 拾 遣に 御 歲神之 子と 云 ふ 文 有る 

に、 古事記 は更 な.^ 地 祌本紀 にも 共に 其 神の 后祌を 載せられす、 叉 其 御子神 を皋 げられ ざる 事甚， ^不審し きに 就 

きて 思 ふに、 下に 羽 山 戸神 娶，， 大氣都 比 賣祌， 生 子 若山咋 神、 次 若年 祌、 次妹若沙那賣神.f^、彌豆麻岐神、 次高津 

日 神、 亦 名 夏 之 賣祌、 次 秋虽 賣祌、 次 久  <<<  年 神、 、久々 紀若窒 葛 根 神と 見えた る • 此羽山 戸神の 御子 等 Q 御名 を 

說き 見る に、 御 年祌の 一年 を 所 知 看ず 御 功 用 を 春夏秋冬の 四に 割み て 各 持ち 別け. させ 御 在し 坐す 狀 にして、 如何 

に 見ても 御 年 神なら ぬ 神の 御子と して は 甚似著 はしからざる 事な り、 故 其 若 山 咋神は 大山 咋祌 に對 へる にて、 大 

國 魂祌、 稚國玉 神の 例 も 有れば 此は 大山 咋祌の 御子なる 可し、 若年 祌は 本より 此御年 祌に對 へる 神に して、 チ、， <c 

の 例 を 以て 云 ふ 時 は 后 若 沙那賣 神と 共に 春 を 司る 神な り、 .？^、に彌豆麻岐神は田に水を引する神にて、 后 神 夏之賣 

神と 共に 夏 を 司る 神な り、 秋 昆賣神 は稻の 熟ら める 事 を 知りて 秋 を 司る 神な り. 久々 年 神 は 地 神 本 紀には 冬 年 神 

と 有る に 依らば 晚稻は 冬に 至りて 成熟る 者 なれば 其 事 を 司る 神と 聞え、 久々 紀若窒 葛 根 神 は 家 を 結ぶ 葛藤の 神な 

り、 此は 冬に 至りて 取り 收 めて 年中に 用 ふる 者 なれば、 此ニ神 を 合せて 冬 を る 神と 云 ふと も 强說に は 非 じかし、 

如此く 稻穀の 成り 始まる より 成り 終る 間の 季節に 當 りたる 神 をし も 佗 神の 御子と は 思 はれざる 事なる に、 心 を定 

めて 此を考 ふるに、 羽 山 戶祌の 山戶は 上の 大香 山戶臣 神の 下に 注せる が 如く 山區 にて、 靑垣山 隱れる 國秀を 云 ふ 
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稱 にして、 其 國秀と は 田地の 多くて 稼 稿の 繁き處 の 事な りければ 自然に 御 年 神 Q 義 にも 適へ る を 以て 見る 時 は、 

羽山戶 神は此 御年祌 にして 右の 羽山戶 神の 御子神 等 は 古語 拾遺に 謂 ゆる 御 歲神之 子と 云ふ是 なりけ り、 (又 其の 

羽 山戶神 Q 后 神に 大氣都 比賣祌 と. W. す、 其 は 保食祌 Q 亦の 御名に も 有りて、 謂 ゆる 大御饌 都 神に 坐す が、 其と 御 

同名の 神に 娶給 へる も 御 年 神に して 甚祥 はしき 事な り、 此に 就きて 思 ひ 出け らく は、 予が 本生國 にて 正月に 常に 

祀る御 年 様と 云 ふ は、 元日より 十五 日 迄 棚 上 に て 祀れ るに て、 其 九日 に 祌籬を 立 て 祀るを 殊更 に 山 年 樣と云 ふ 事 

なる に 合せて、 越後、 W 羽の 國 にて 春 二日の 頃 田 神 祭と 云 ふ を 物して 家 毎に 祝 ふ 事なる が、 土人の 云へ る は、 山 

神と 田 祌とは 一 にて 春に 至れば 山 神 は 田祌と 成り 給 ふと 云 ひ、 叉 冬に 至りて 田地 を^り 畢れば 十月の 頃 又 其 祭 を 

爲 して 祝 ふ 事 春に 同じき を、 今度 は 田 神が 山 神に 成り 給 ふと 云 ひて 春 は 迎へ冬 は 送る 事なる 中に、 田 祌と山 神と 

は 一 神に て 時節 を 以て 其 所在 を 易へ 命 ふ 由なる も、 此に叉 少か思 ひ 合されて なむ 所思 ゆる、) 偖 1K 知 迦流美 豆 比 

賣祌は 其 羽 山 戶祌に 御 母なら ざる 上 は 大年祌 にも 后祌 ならぬ を、 何れよりか 混れ 來 つらむ と 倩 思 ふに、 此に 生み 

坐す と 云 ふ 大山 咋神 はし も 下に 論め 定む るが 如く 大己 貴祌の 御子 事 代 主神の 御 事なる が、 此の 第 六 一書に 謂 ゆる 

三 島 溝 昨姬と 申す は 大山 祇； t© 御 女に して、 其 御 母 は 大山 罪 御祖. 命 亦 名高 靄 神に 御 在し 坐す 事、 已に傳 八、 九、 

^ 一  に 註せ るが 如し、 依 此の 天 知 は 記 傳の訓 の 如く 阿 米 志 流なる は 然る 事に て 此は雨 知の 義 なり、 迦流美 豆は驅 

水に て 宇宙の 水 を 驅り聚 めて 雲と 成し 雨と 降らせ 給 ふ 由な り、 此言 を說き 得て 見る 時 は、 四祌 出生 章 第 六 一書に 

覿此 云-於 箇美， と 有る は大驅 水の 義 にて、 萬 葉 二 (十二 丁) に 天皇の 吾里爾 大雪 落 有、 大原 乃、 古爾之 鄕爾、 落卷 


^後と 詠ませ 給へ る大御 歌に 和へ 進ら せられて、 夫人の 吾崗 之、 於 可美爾 一一 一一 口 而、 令 落、 雪 之摧之 V 彼 所 爾 塵家武 

と 詠ませ 給へ る 如く、 此神は 雨 を 掌る 神に て 御 在し 坐す 義に 大いに 合へ る 者な り、 此を 以て 此の 女神 をし も此に 

取らざる 事な り、 此 彼と 引合へ る 事共に 思 ひ 合さば 思 ひ 半に 過ぎな むかし、 (記傳 に 「天 知 は 彼の 天 飛 雁と 云 ふ 

意 以て 地名の 輕の 枕詞に 天 飛 やと 置け ると 同意に て、 1^ は 大和 國高市 郡輕に 因れる 名に や、 然 らば 美 豆は稱 名に 

て 美 豆々々 しき 意なる 可し 云- <<」 と 云 はれつれ ども、 此に 甚く 混れ 有る に 未だ 思 ひ 及ばれ ざり し說 にて 叶 はす、 

凡て 上古の 神 等 は 其 行事 を 以て こそ 御名に は 食 はし 給へ り けれ、 地名 を 以て 御名と 爲るは 大物 主 祌の疫 氣を鎭 め 

給 ふ 御靈を 大和 國添上 郡に 祀 りて 世に 名高き 故に 曾 富 理神と 申せる 如き は、 後に 云 ふ 伊勢 祌、 出 雲 神の 如くに て、 

其 は 御名に 非す して 其 所在 を 指して 申せる 者な り) 〇 奥津 日子 神 奥 津比賣 命の 奥 は宅內 の奥是 なり、 津は 例の 之 

に 通ふ是 なる が、 予が 常に 一 K ふ 處の義 なり、 家に も 奥と 邊とを 云 ふ は、 海宮 遊行 章 第 八 一 書に、 乃設 二三 床， 請 入、 

於レ是 天孫 於， ー邊 床， 則 拭 M 其 雨足 T 於， 一中 床， 則據， 1 其兩 手？ 於， ー內 床， 則 寛つ 坐 於 眞床覆 衾 之 上， と 見えた る、 此內床 

卽奧 床の 事なる は、 萬 葉 十三 (二十 五 丁) に、 奥 床 仁、 母者陲 有、 外 床 丹、 父者寢 有と 有る を 以て 知るべし、 偖 竈 

神に 宅の 奥 を 云 ふ は 古 も 今 も 然る 事に て、 人の 出入す る 南面の 端 方に 置く 物なら ざれば なり、 四 神 W 生 章 第 六 1 

書に 吾 已後泉 之 鼉矣と 申し 給へ る 事 有る も、 其 奥まり 處に竈 は 有る 物 なれば なり、 推 古 天皇の 大 御名 を 豐御食 炊 

屋姬 倉と 巾し 奉れる も 御 食 を 炊ぐ 處を 以て 稱へ 奉れる が、 其 も 奥深き 處の稱 ならす は 女帝の 御名に は似氣 無き を 

思 ふ 可し、 次に 此者 諸人 以拜 竈神 者 也と 有る 竈神と 申す は、 其 物 を 直に 指し 附 けて 云ふ稱 なる を、 此は其 竈 を 宅 
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內に 居え 置く 所 を 以て 御名に 食 はせ 奉れるな りけ り、 神 名 式に 能 登 國鳳至 郡 奥 津比哮 神社 邊津比 哗祌社 有れ ども、 

其 は 謂 ゆる 瀛津 島姬 命、 邊 津島姬 命の 御 事に して、 海の 瀛と邊 と 其相對 へたる 御名に して、 此とは 別 祌に御 在し 

坐す 事傳 十三に 云 へ る 如く なれば、 此に 竈祌を 宅の 奥 を 以て 稱へ 奉れる と は 本より 同じから ざる 者な り、 (又 記 

傅に、 「奧津 は 地名 か、 古今 集に、 貫 之が 和 泉國に 侍りけ る 時に 倭より 越 詣で來 て 詠みて 遣し ける、 藤原忠 房、 

君 を 思 ひ 沖 津の濱 に 鳴く 鶴の 云. << 沖津 濱、 或 書に 和 泉 郡に 在りと も 日 根 郡に 在りと も 云へ り、 是か、 和名 抄に彼 

の 國和泉 郡 輕部鄉 有る も 御 母の 名に 由 有り、 云々」 と 云 はれた る 事 なれ ども、 此 程の 神 名 は 行事 を 以て こそ は 負 

はせ 奉れ、 地名 を 用 ふる 例 無ければ 然は云 ふべ からざる なり、 予 先に 思へ らく は、 古今 集 物 名 於 伎 比 を、 「流れ 

gr つる 方 だに 見えぬ 泪川、 沖 干む 時 や I4f は 知られむ」 と 詠める 於 伎 比は煨 火と 云 ふ 事なる が、 說 文に 煨盆 中火 也 

と 注せる 如くに て 燥 を 主り 給 ふ 由なら むかと も 思へ りし かど も、 竈 は 柴薪を 以て 燒く こそ は 常な り けれ、 餵火を 用 

ふる 事 無ければ 甚く 强說 にて 有りけ りと 今な む 恥づる 事な りけ る、) 〇 大 戶比賣 神 女神に のみ 此 御名 を 負 ひ 給 ふ 

可き 由 無ければ 男 神に も大戶 日子 祌と. &す 御名 も 御 在し けむが 脫 けたる 可き 事、 右に 奥津 日子 神 次 奥 津比寶 命と 

相幷 びて 同じ 御名なる を 唯 日子 比賣を 以て^て るに 思 ひ 合す 可し、 記傳 十二 (三 十九 丁) に 「戶は 濁音に 幣と訓 む 

ベ し、 幣は 竈の 事な り、 和名 抄河內 國河內 郡に 大戶鄕 有り、 姓氏 錄 (河 內國皇 別) 大戶 首の 下に 河 內國日 下大戶 村と 

有る は 此鄕の 事なら む」 と 云 はれた る は、 大戶を 意富 幣と訓 むべき 證例 なり、 叉 其 六 (七 丁〕 黄泉 戶樊の 下に 「書 

紀に後 泉 之竈此 云， 1* 母 都 俳 遇 比, と 有り、 sra と は卽ち 竈の 事な り、 戶字を 書く は 籠 を 本に て 民 戶をも 然云ふ 故な 


り」 と 云 はれた る、 是戶は 竈なる 證據 なるな り、 播磨 風土記に 宍栗郡 飯 戶阜大 神 占い 國之 時、 炊 n 於此處 f 故 曰，， 飯 

In, 阜 r 阜形亦 似， 一 糟箕竈 等 一と 有る 戶も 竈なる 事、 次に 炊，, 此處ー の 文に て 知らる、 惜 其より 轉 りて 物 を 煮 炊ぐ 器 を も 

EE と 云 へる にや、 祌武 天皇 己 未 御紀に 天皇 嘗ニ 其嚴愛 之粮 一と 有る も、 嚴#? にて 齋ひ 炊ぎ たる 粮を聞 4 おし X 由なる 

事、 出 雲 神 賀詞に、. 伊豆 能 眞屋爾 麁草乎 伊豆 能 席 S  ^敷 支 天 伊都 W 黑益之 と 有る は、 淸淨 なる 兩 阿に 麁草を 敷き 

て 忌み 隱り 居て 嚴 愛の 尻の 焦げ 黑み 勝る 迄 日數を 重ぬ る 由なる に 思 合す 可し、 後釋に 「奈閘は魚茱#^也、 古へ 

を も茱を も奈と 云へ る、 其 を 煮る 器 を 云へ り、」 と 云 はれた る 如くに て、 播磨 風土記 揖 保郡條 に、 厨 人以レ 初荷， 一 

食 具 等 物； 於， 是初折 荷 落、 所以 奈 W 落處、 卽號， 一 黑戶津 前, 云. < と 見え、 和名 抄金器 類に 鼎 和名 阿 之賀奈 m と 有 

ァシ カナへ  カナへ マル カナへ 

る は 足金瓮 なり、 釜 和名 加 奈£、 1 云 末路 賀奈 倍と 有る は 金 瓮叉丸 金 愛なる にて、 上古 は 多く は 土器な りしに^ 

,  ヒラ カナへ  マル カナへ 

ち 云 n なり、 鑊子 和名 比 良賀奈 倍と 有る も 平金瓮 にて 丸 金 愛の 對 なり、 叉仲哀 1K 皇御紀 に 御 一 g 此云， 一弘 那陪， と 有 

るは街魚菜#^にて、 此は金 器に も 土器に も拘 はらす して 其 用 を 云 ふなり、 同 抄に銑 子 和名 佐 之 奈閘、 鎗 和名 阿 之 

奈倍、 鍋 和名 賀奈々 m と 有る は 何れも 魚 菜 なる 由な り、 (此に 就きて 思 ふに、 天孫 降臨 章 第 六 一書に 若，, II 

火， 而喧響 之と 有る、 同じ 事 を 出 雲 神 賀詞に 夜 波 如，, 火瓮 一光 神 在 利と 有る を、 祝詞 考に 「火瓮 は 愛の 內 にて 燒く 

猛火の 光 を 云 ふ」 と 云 はれき、 然れ ども •《 えの 內 にて 猛火 を 古 何に 用に 燒るぞ や、 此說 恐らく は 常らざる 可し、 今 

考 ふるに 古物 を 煮る に 金 器 を 用 ひざり しかば、 皆 土器に て 謂 ゆる 素 燒の瓮 なりし かば、 物 を 煮 炊ぐ 毎に 赤く 燒け 

光りて 見 ゆる を譬 にして、 謂 ゆる 邪神 姦 鬼の 妖を 成せる 狀 右の 火に て 燒く瓮 の 如く 丸く 光 を 放ちて 空中 を 飛び 巡 
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れ りし を 云 ふなる 可し、 然れ ば^ 火の 字 は 常ら すと 見 ゆ) 种 名 式に 大膳職 坐 神 三 座 (幷 小〕 と 有る 中に 高 倍 神社 御 

在し 坐せ る を、 大勝 職 式に 醤院高 倍 神 一 座 竈祌四 座と 有る は、 高 倍 神 は 高 愛と 云 ふ 事に て 是叉竈 を 倍と 一 K へる 上 

の 例な り、 此事 委しく は f;- に 云 ふ ベ し、 傻 古本 神 樂歌竈 殿 遊 歌 本に、 止 與戶川 比、 美 安 所 比須良 之、 

能、 安 萬 能 可 波 渡 良 耳、 比 左 乃古蓝 須留、 比 左 能古惠 須留、 比 佐 能 古 惠須留 、末に 比 左 可 太 乃、 安 iil^^i^{l、 

止 與へ津 比、 美 安 曾 比 須良之 毛、 比 左 能古惠 須留、 比 左 乃 古 惠須留 など 有りて、 竈 殿を閘 都比抒 能と 云 ひて 酒 殿 

と 相； j§I ベり、 又 籠 を W 都 比と 云へ る 事 常な り、 下に 注せる 西宮 記に、 內 御 竈 奉， 遷ニ伦 所， 事 (中略) 納首 一人 辨 

外記史 以下 歩行 供奉と 見え、 禁 祕御抄 に、 竈神 行 Tf 幸忙 所-之 時、 中 li: 一一 一：： 以下 供奉 (中略) と 有る 、此は 天皇の 行幸 

にも 限らす 后宮の 行^に も必す 供奉 せらる k 事と 見えて、 淸少納 首 枕 草紙に 「后の 晝の 行啓、 御 産屋 宮始の 騒が 

しく 拍大 障子な ど 持ち 參 りて 御 帳の 上に 補 理らひ 居 ゑ、 內勝御 閘都比 渡し 奉りな ど爲 たる (下略)」 と 有り、 右の 

御 鼈 を sra 都 比と は. & せる 也、 木工 頭爲忠 朝臣 家 百 首に、 神 祭 を 親隆、 播柏其 八 平 乎 を 手 折りつ 宿の ra 都 比に 

備へ つる 哉」 但しお の 都 比 は 本 K とのみ 云へ りけ む を 都 比の 一一 K の M はれるな り、 今 も 俗に は 都 比と も 火處と 

も 云 へ れば、 唯 の みぞ 竈の 本名なる にて 竈 之 方と 云 ふ 事に や 有 るら む、 (若 レ此 く雅霄 に は 中々 に 其 正格 を 亡な 

ひて、 俗語の 方に は 右の の 任に 云ひ條 ふる は 如何と 云 ふに、 凡て 書 典に 記す 事 は 我 も 人も然 にて、 各 其 心に 川む 

たる 所を是 として 書く 物なる 故に 却り て 人の 惑と 成る 事 多し、 殊に 我が 皇舉 など は猶更 なる 事に て、 諸國の 風俗 

を 知り 方言に 傳 ふる 所 を も 取り合せ て考へ ざれば 古 を 熟ら に 見る 事 能 はざる 者な り、 右に 云 ふ 籠 處を火 處と云 ふ 


は 我が 淡路國 0 方 一一 目に して、 祌 代に 火 處燒 など 云 ふに も 思 ひ 合され 侍り、 因に 云 ふ 今 俗に 納屋 又 部屋の 稱 有り、 

老牛餘 喘と 云 ふ 物に 「納屋 は 魚 を も 茱をも 皆那と 云へ る、 其 類を畜 ふる 所なる 故に 稱け、 部屋 は 落 窪 物語、 宇治 

拾 遣 等に ffi でたり、 嚴 愛、 火 愛、 釣 愛、 魚 愛の 愛な り、 此を本として諸の什器を收むる屋なるを以て#^屋と云へ 

るな り」 と 云へ る は 然る 一一 一一 n なり、 落 窪 物語 一 に、 「此 所， Q 部屋に 籠りて よ 云々、. 1 「柩戶 の 庇 二 問 有る 部屋の 酌 酒 

魚な ど 正 無く 爲 たる 部屋 Q 疊 一枚、 口の 許に 打ち 敷きて 云々」 空穗祭 使に、 1 光 劣つ る 夕 は 草 村の 螢を聚 め、 冬 

は 雪 を 集へ 云々 と 部屋に 集へ たる 事 年 S りぬ. 一 宇治 拾 遣 二に、 ー瞎 部なる 男が 云 ふやう、 已に 部屋に 入り 居て 聞 

きつれば 一 K,„<」 と 有り、 今 も 人の 局 を 部屋と 云 ふは邊 屋の義 なる が 如しと 雖も、 元は 家 傍に 贄を 入る.. -屋を 作り 

添へ て、 爾 S£ 屋と云 ひつる 爾を 省き 問屋と 云へ る を、 位の 事に も 用 ふるなる 可し、 好忠 集、 一 W 作が 垣根の 雪 を 

伦所人 は、 鶴の 上 毛と 思 ふらむ ゃぞ j 叉 「w 作に 知らせす もがな 難 波 江の、 葦 間 を 分けて 遊ぶ 鶴の 子」 と 有る w 

作 は 決く 贄 作の 略な り、 其 贄と云 ふ は 煮 a にて 物 を 作り 煮る に 依れる 稱 なりけ り、) 叉 右に 引ける 記 偉の -戶字 

を 書く は 竈 を 本に て 民 戶をも 然云ふ 故な り. 一 と 有る 細 書に、 「漢國 にて 民家 を 戶と云 ふ 故に 此方 にても 民家 を sra 

イク カマド 

と 云 ふに 此の 字 を 用 ふるな り、 偖 竈 を 以て 民家 を 呼ぶ 事 今 世の 一 百に も 幾 竈と も 竈 数と も 云 ひ、 又 竈が 絕 ゆるな ど 

も 云 ふめり、 叉 民戶幾 畑と 云 ふ も 此の 意な り」 と 云 はれた る は 實に其 如くに て、 下に a 神 をし も 家 神と 稱へ 祭れ 

るに も 思 ひ 合す 可き 事な りけ り、 崇神 天皇 七 年 御紀に 仍定- 一天 社 國社及 神 地 祌戶, と 有る 神戶 の戶是 なり、 仁 賢 天 

ォホミ タカ ラマス マス ゥ マハル  ォ. I で.、 タカ ラ 

皇八年 御紀戶 口 滋 殖 焉 Q 戶ロ は戶數 ロ數の 事なる が、 此 をば 百 姓 と訓を 同じく し、 繼體 天皇 三年 御紀 百姓 
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タエへ ヲ  へ  ヅ ラヌク へフム ダニ  へ/カズ ナナ 

浮 逃 絶， 貫と 有る 貫を戶 也と 傍注し、 欽明 天皇 御 紀元 年に、 諸 蕃投化 者、 安 II 置國郡 r 徧 1^ 貫戶 籍 r 秦人戶 數總七 

千 五十 三戶、 同 三十 年に、 依， 詔定， 籍、 菜 成 n 田戶 T 又孝德 天皇 御 紀大化 元年に、 宜 T 造， 1 戶籍， 幷校 * 田 畝， (謂，, 

檢覆 墾田 頃 畝 及 民 戶ロ年 紀，) 二 年に、 初 造， 一 戶籍計 帳 班田 牧授之 法 f 凡 五十 戶爲， 里、 毎：， 里 置，, 長 一 人？ 其白雜 

三年に、 凡戶主 皆以， 一家 長， 爲.， 之、 凡戶者 五家 相 保、 一 人爲ぃ 長、 持統 天 皇五 年御紀 に、 隨，, 其戶 口， 其上戶 一 町、 

中戶半 町、 下戶四 分の 一 など 猶其餘 にも 多く 在り、 如， 此く 西せ より 未だ 往来 ひ 參り來 ざり し 以前に も 以後に も 

竈 を 以て 戶數を 計へ させ 給 ふ 古法 を 易へ させ 給 はざる にて、 皆 此の 祌 代の 故事に 依らせ 給へ る 者な り、 叉 上に 引 

ける 姓氏 錄 (河 內國皇 別) に、 大戶首 (中略) 謚 安閑 御 1、 河 內國日 下大戶 村、 造； T 立 御宅 マ爲， 首 仕 奉行、 仍赐， 1 

大戶首 姓， と 有る を 解き 見る に、 其 日 下の 地に 御 屯 倉 を 造れる に、 其 御 屯 倉の 民の 戶數 多く 殖 たりし 故 を 以て 大 

戶首と 姓を赐 へる にて、 大戶 村と 云 ふ も 其 戶數の 多き に 因りて 後に 出来れ る 名な り けり、 此を 以て 考ふ る に、 

故此大 戶比賣 神と 申す は、 其 日子 神と 共に、 遍 ねく 天下の 人の 戶を 掌ら せ 御 在し 坐す 謂 を 以て 號け 奉れるな り 

けり、 人家 を 計 ふるに 此戶を て 云ひ來 るな ど、 凡て 火 貪の 事に 就きて は少緣 ならぬ 神に 坐せ り、 ，h 、に此 者 諸人 

以拜 竈神 者 也と 有る に 係て 其 大戶と 申す 故 を も 心？. r へく こそ、 (上 件大年 神より 以下の 神々 の 御 功 用 を 今迄 說き 

奉れる 如く、 先づ其 大年祌 はし も 亦 名 を 宇迦 之 御魂祌 とも 申し 寧り て、 總 ての 御 魂 神に 御 在し 坐せば、 其 は 別に 

して 其 后 伊 努比賣 命 は 稻生姬 命の 義 なり、 其 御子 向日 神 は 向 飯な り、 聖， 神 は飯領 なり、 大香山 戶臣命 は 山 面なる 國 

秀 なる 地 を 定めて 禾 稼を廣 むる 方に 御 功 坐し、 御 年祌は 御足祌 にて 禾穀を 司り 給 ひ、 奥津 日子 奥 津比寶 二 神 は 竈； t 


なり、 亦 名 を 大戶と 申し 奉る は 一穴 下の 戶を 普ね く 守りて 人民 を滋 からしめ 給 ふ 御 功 坐す # と 聞え て、 何れも 甚止 

事 無き 大祌 等に は 御 在し 坐し けらし、) 〇 諸人 は、 萬 葉 一 一 (三十 四 丁) に、 諸人 之、 協 流 麻 低 雨 ( 一 云 聞 惑 麻 低) 

五 (十六 丁) に、 母 呂比得 波、 家 布 能 阿比 太 波、 叉 (十八 丁) 毛 呂比登 能、 阿蘇 夫 遠美禮 婆、 十八 ニー 十 丁) に、 毛呂 

比 登 乎、 伊 射 奈比多 麻 比と 有り、 御 紀に諸 神 叉 衆 祌叉群 神 を 母呂迦 微と訓 める に 同じ、 〇 以拜 は、 記傳 十二  (三 

十九 丁) に 「母 知 伊都 久. と訓 むべ し、 上に 阿曇 連 等 之 祖祌以 伊都 久神 也、 叉 胸 形 君 等之以 伊都 久三前 大祌者 也、 

中卷伊 邪河宮 段に 近 淡 海 之 御上 祝 伊都 欢天之 御影 祌云. r 玉垣 宮 段に 若 坐- Iffi 雲 之 石 綱 之 曾宮- 葦原 色 許 男 大祌以 

伊都 玖 之 祝大廷 乎な ど 有る と 同じ 狀 なれば なり、 叉 御 天降 段の 拜； 一 祭 佐 久久 斯侶 伊須 受能宮 一 を も 伊都 伎 麻 都 流と 

訓 むべき なり」 『補 意) と 有る が 如し、 猶拜字 を 伊都 久と訓 める 例 は、 明文 抄に 載す る 大倭本 記に， 今 伊勢 國礎宮 

崇敬 拜大祌 也、 叉 今 卷向穴 師社宮 所 坐 拜 祭 大神 也と 有る 是 なり、 (但し 右の 崇敬 拜も拜 祭 も 外に 訓 むべ き 一 百 有 

るが 如しと 雖も、 今 一 の 朝夕 之 食 向 夜 護 日 護 齋奉大 神と 有る 齋奉 は^ 都 伎 麻 都 流と 訓 むより 外 無き を 以て 擬らへ 

知るべし、) 〇 竈神 は 禁秘御 抄に謂 ゆる 竈神の 御 事な り、 此に 諸人 以拜 竈神 者 也と 有る は、 右に 舉 げたる 阿曇 連 

等 之 祖祌以 伊都 久祌 也、 胸 形 君 等之以 伊都 久三前 大祌者 也と 有る 如き は、 其 志 加 海 神社 叉宗像 神社な ど 社の 有り 

て 氏人の 仕へ 奉れる なれば 事 は 限りて 有るな る を、 此に 諸人 以拜と 云 ふ は、 上 は 朝廷より 始め 奉り 下庶 人に 至る 

迄 家 毎に 此を齋 き 奉れる を 以て 廣く 諸人と は 云 ふなり、 朝廷の 御 事 は 申し 奉る も 更なり、 江， 第なる 關白家 正月 

元且の 四方 拜 にも 此 祌を拜 まる X 由 見え、 其庶人 儀に も 竈神 を拜む 事の 有る を 以て 此に合 へ る を 知るべき 者な 
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り、 記傳 十二 (四十 丁) に 一 竈 は 加 麻と 訓む べし、 和名抄燈火器に竈(^^"附)四聲字苑云竈 (則 到 反、 與， 躁同、 和 

名 加 萬) 炊養處 也、 文字 集 略 云 (七經 反、 和名 久度) 竈 後 穿 也、 人 居 宅 具に 唐 韻 云 窯 (音 遙、 楊 氏 漢語 抄云 

加 波 良 加 萬) 燒瓦竈 也 * 字 鏡に は 窯 (羊 招 反、. 平 燒瓦竈 也、 又 作， 陶、 須惠加 萬) と 有れば なリ、 叉 加 麻 度と も 

云 ふ は竈處 なり、 寓葉五 (三十 丁) に、 可 麻 度 柔播、 火 氣布伎 多 3i 受と 有り、 叉 ra 都 比と 云 ふ も 古し、 祌樂籠 殿 遊 

歌に 止 與戶川 比と 見え、 枕 草紙に 御 SE 都 比と 有り、 叉 竈を久 度と 一 K ふ は 誤な り、 和名 抄 にべ 免 竈 後 穿 也と 見え、 竹 

取 物語に 「竈 を 三重に 爲隱て 云云、 久 を 穿て」 と 有り、 然れば 古 Q 竈 は 後に 穴を開けて 其を久 度と は- -ム ひしな 

り、 偖 子 は 字書に 見えす、 若く は {MQ 誤 か、 宽は窗 と 同じ 竈 突 也と 注せり、 叉 大膳職 式に 窖祌と 云 ふ 有れば 其 

と 同じくて 窖の誤 か」 (採 要) と 云 はれたり、 下久度 神の 事を說 ける を 見合すべし、 (又 云 はく 「今 俗に 签をも 加 

麻と 云 ふ 故に 竈 を 加 麻と 云 ふ は 釜より 出で たる 名と 思 ふ 人 有れ ど然に 非す、 古签を 加 麻と 云 へ る 事無し、 签は賀 

奈 SE 叉 末路 賀奈 倍と 有り、 思 ひ 混 ふ 可から す」 と 云 はれた る、 實に 然る 一 百な り、 伹し 同書に 「式に 筑前國 御笠 邯 

竈 門 神社 名 神大、 藤 原 m 衡 歌の 端詞に 竈 門の 明 神と 有り 新續 古今 集に 見 ゆ、 百 練抄に は宰" 时竈 門宮と 有り、 籠鬥 

山の 歌 拾遺 集に 見 ゆ、 又 紀伊國 名 草 郡に 竈 山 有りて 竈 山 祌社も 式に 見 ゆ、 此祌 なる にや， 一 と 云 はれ たれ ども.' 此 

二 社共に 然ら す、 右の 竈 門 神社 は、 傳 十三 卷に 注せる が 如く 其 祭神 は 玉依姬 命に 渡らせ 給 へれば 由 無く、 叉紀伊 

國 なる も五瀨 命に 御 在し 坐す と 所思し ければ、 更に 此 神に 故 有る に は 非す して 竈 門 竈 山 共に 唯 地名な. 一め り、) 叉 

記傳 にも 引かれた る鑌紀 に、 天平 三年 春 正月 庚 戌朔乙 亥、 神祇官 樊、 庭 火 御 a 四時 祭， 祀 永爲， 一 常例 r と 有る 庭 A 


御 竈 二 神 は大炊 寮內膳 司に 坐す 神々 なり、 文德 天皇 實錄 に、 齊衡ニ 年 十二月 丙 子朔、 大炊寮 大八島 竈神 齋火武 主 

比 神、 庭火皇 神、 拉授 一, 從五 位下， と 有りて、 卽ち 齋火祌 と共に 御 在し 坐すな る を、 庭 火 神 は內膳 司の 祌 なれば 上 

に 三 字 有りけ むが 脫 けたる 可し、 此は 1K 智 天皇 十 年 御 紀に大 炊 寮 有，, 八 鼎， と 有る 是 にて、 竹 取 物語に 「大炊 寮の 

飯 炊く 屋の 云云、 八 島の 鼎 は」 と 有れば、 右の 御 竈神と 申す は 足 鼎に て 御 在し 坐すな りけ り、 同錄 に、 天 安元 年 

夏 四月 戊辰 朔癸 酉、 有， 勅、 大炊寮 大八島 竈神、 內膳司 忌 火 庭 火 神、 竝 授，, 從五 位下， と 有る 此の 祌階 二度 共に 同 

じきと、 忌 火 祌を內 膳 司に 屬 けたる と は 疑 ひ 有れ ども、 此 にて 庭 火 祌を內 膳 司に も 其 神 を 祭れる 事 は 知られた 

り、 淸和 天皇 實錄 に、 貞觀 元年 正月 二十 七日 甲 申、 奉， 授- 一大 膳職從 五位 下火 雷神、 大 炊寮從 五位 下 大八島 竈神 

八 前 齋火武 主 比 神、 內 膳司從 五位 下 庭 火 皇祌、 從 五位 上 一と 見え、 同 九 年 正月 廿 六日 丁 卯， 授， ー內 膳司從 五位 上 庭 

火 皇神從 四 位下 7 陽 成 天皇 實錄 に、 元 慶ニ年 七月 八日 辛せ、 授，， 內膳 司從四 位下 庭 火 祌從四 位 上 一と 有り、 然るに 

下に 引ける 中 右 記に 內膳司 御 竈神 三 所 也と 有れば、 其 庭 火 皇祌と 申す も 御 竈に 御 在し 坐せ る を、 此は足 鼎に て は 

御 在し 坐 さす 尋常の 御 竈と 聞え たり、 然れば 同じ 御 竈神に て は 御 在し 坐せ ども、 大炊 寮に 御 在し 坐す 御名 を大八 

島 竈神と 稱へ 奉り、 內膳 司に 御 在し 坐す 御名 を 庭火皇 神と 稱へ 奉りて、 兩所 共に 忌 火 神と 相拉 び鎭り 坐せ るに ぞ 

有りけ る、 但し 右 は 何れも 式 外な り、 叉 大瞎職 式に、 御 膳 祌八座 (中略) 醬院高 部 神 一 座 (中略) 竈神 四 座 (中略) 菓 

餅 所 火 雷神 一座 (中略) 窖神四 座 (下略) 右 四 祭 春 料 依-, 前件 T 秋 亦 准 レ此、 但 御膳祌 二月 十 一 月 上 酉 日祭レ 之と 有る、 

此は神 名 式に 大膳職 坐 神 三 座 (Isl 小) 御食津 神社、 火 雷神 社、 高 倍 神社と 見えた るが、 此 にても 竈神 四 座 窖祌四 座 
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は 式 外にて 其 職に て 被, 祭る Q みに て 神祇官より は 預らぬ 事なる 可し、 此の 高 倍祌と 申す は 上に 注せる が 如く 高 

愛 神と 申す 事に て、 ^^、なる竈祌、 窖祌の 尋常なる より は 高き 御 竈 を 申すな る 可し、 借 下に 委しく 云 ひて む を、 此 

の 窖祌は 右に 引ける 記傳に 「和名 抄 に！^ (和名 久度) 竈 後 穿 也と 有る 繁は窖 の 誤 か」 と 云 はれた るが 如く 實に然 に 

て、 久度 神と 訓み 奉る 可き 所な り、 中 右記內 膳 司 御 鼉祌三 所 也の 下に 一 所 平野 件 癸 御祭 奉仕 之 神 也と 有る を、 式 

に 謂 ゆる 山城 國葛野 郡 平野 祭神 社 四 座 (拉名 祌大、 月次 新嘗) と 有る を、 注 式に 今 木祌、 久度； w、 古 開 神、 比寶神 

と 有れば 其 第二 殿に 此の 神 を 祭れる 事 知るべし、 然る 時 は、 此も 尋常の 御 竈ながら 其 後に 穴を開け たる を 名と し 

て 久度祌 と は稱へ 奉れるな り、 其 事 委しく は 祝詞 講義に 巳に 注せり き、 (其の 高 倍 神の 御 事 は 下の 庭 高 律 日 神の 

所に 又も 注し 奉る 可し、 偖 右の 窖字は 類聚 名義 抄に 窖寤 昔敎、 下 俗 地窒、 都知久 良と 有れば 二字 共に 同じく 敎音 

なる に、 下なる 寤字は 地窒と 云ふ義 なる 由な り、 字鏡集には窖^！-同と有りて牟須加牟又都知久^：^と有る、 牟須加 

牟は 蒸： ffi と 云 ふ 事と 聞 ゆれば、 此は謂 ゆる 麵窒 にて 醬院の 料なる 可ければ、 都知牟 呂と訓 みて 久 度と は 別なる に 

や、 然れ ども 御 竈に 久度 神と 申す 御名の 御 在し 坐す 事 は、 右に 云へ るが 如く 違 ひ 無き 事に て、 今 も 淡 路！： などに. 

て は 床上なる を 閑 都 比と も比杼 古と も 云へ る 事 上に 注せる が 如く、 庭 中に 在る を久 度と 云 ふ 事 常なる は、 後の 穴 

に 依る は 然る者から、 久度は 叉 凹處な るら む も 知るべからざる なり、 然れ ども、 庭 中に 地 を 堀り て 築た る 久度は 

地 室と も 云 ひつ 可き 狀 なりければ、 其窖字 をば 银-" と 同じく 久 度と 訓 まむ も强 ひたりと は 云 はれ じかし、) 叉記傳 

に、 「臨時 祭式に 御 竈 祭 云云、 御井 幷御竈 祭 云云、 中宮 御 竈 祭 (東宮 准， 此) 云云、 鎭， 1 竈 鳴， 祭 云云な どち 有り、 


此等は 大勝 職 式 等に 所見た ると は 異なり、 偖 竈神 は 如此く 公家に も 祭り 給 ひ、 又 古より 諸 民 迄 も 各 祭りし 事此， 忍 

文 にても 知るべく、 江 家 次第 正月 元 M 四方 拜條庶 人 儀に 竈神 を も 拜む事 見 ゆ， 一 と 云 はれき、 偖此 より 立ち返りて 

右の 天智 天皇 御 紀に大 炊 寮 八 島 鼎と 書され、 其 を 後の 御紀 共に 大八島 竈神と 稱へ 奉らせ 給へ る 神 名の 御 在し 坐し 

て、 掛ま くも 恐き 天神 御子の 大御食 國と所 知 \^ す 此の 大 八洲 國の號 を 冠 ふらせ 奉る 事 は、 高 橋 氏 文に 豐日連 乎 令， 一 

火 天 此乎 忌 火 止 爲天 伊波 比 由 麻 w 天 供， 1 御 食 r 幷大 八洲 爾 像 天、 八 乎 止 古 八 乎 止" 定天、 神 齋大嘗 等 仕 奉始支 と 

有る 意味に て甚々 深き 所緣 有る 御 事と 所見たり、 倍 古の 大 御世に は 御 竈神の 御祭 をば 甚止事 無き 御 政と 爲 させ 給 

へ る は、 天下の 貧 福に 就きて 其の 著明き も Q は炊烟 なる を 以て、 其の 炊烟の 高く 立ち 升る こと をな む 無上き 愛き 

例と は 成せり ける、 故に 此の 天御饗 段に、 是我 所， 嫁 火 者、 於， 一 高天原， 者祌產 m 日 御 祖命之 登 陀流天 之 新 巢之凝 

烟之八 拳垂摩 nri 燒擧、 地下 者 於， 一 底津石 根， 燒凝而 と 有る 是 にて、 卽ち皆 竈に 係れる 事な り、 故に 仁德 天皇 御紀四 

年に、 朕 登- 1 高臺， 以遠 望レ 之、 烟 氣不， 起，, 於 域 中？ 以爲 百姓 巳 貧而家 無，， 炊 者 i 同 七 年に、 天皇 居- 薹上， 而 遠望 之、 

烟氣多 起 (中略) 百姓 自富 敷と 有る 一 一度の 詔勅 も、 炊烟の 多少 を 以てお 戶の 貧富 を 所 知 看させ 給へ る 趣に て、 古， Q 

天皇 等 は 時々 に 巡狩の 御 事 御 在し 坐して、 其御迹 をぞ學 ばせ 御 在し 坐し けらし、 萬 葉 一 (七 丁) に、 天皇 登，, 香具 

山， 望 レ國之 時 御製 歌、 山 常 庭、 村 山 有 等、 取與呂 布、 天 乃 香具 山、 騰立、 國 見乎爲 者、 國原 波、 煙 立籠、 海原 波、 

加 萬 目立 多 都、 國會、 蟥島、 八 間 跡能國 者と 有る も、 上なる 仁德 天皇と 同じ 御 心 拉の大 御 政に 御 在し 坐す 御 

事 をな む 見 奉り 知る ベ かりけ る、 其 五なる 貧窮 問答 歌に、 可 麻 度 柔播、 火 氣布伎 多 nrl 受、 許 之伎爾 波、 久 毛能須 
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可 伎 er 飯 炊、 事 毛 和 須禮提 と 有る は、 甚々 貧しき 事の 極みなる を 以て、 竈神の 御 恩 賴の大 なる 事 を 知るべし、 

(此に 就きて 叉 思 ふに、 景行 fK 皇 十二 年御紀 に、 熊 襲 反 之不- 朝貢？ 八月 乙 未 朔己酉 幸， ー筑紫 f 九月 甲子 朔 戊辰 到，, 

周芳婆 磨， 時、 天皇 南 望 之、 詔 = 群 卿， 曰、 於 南方 烟氣多 起、 必賊將 A 在、 則留之 先遣-! 云云， 令.. 察-其 狀， と 有る は、 

其烟を tsl- ませ 御 在し 坐して 人家 此に 在らむ と 詔り 給へ るなら む を、 其 を 賊と云 ふ は 前文に 不- 一朝 貢 一と 有る に對へ 

て 書れ たる 物な り、 其 朝貢せ ざるに は 國の贫 しき 由な ど を 申し 掠めたり けむ を、 此に 於て 其 烟氣の 多に 起れ る を 

以て 其 事 を 判斷せ させ 給へ るに て、 事 こそ は 異なり けれ 烟を見 行 はして 國の 貧富 を 御 心中に 定めさせ 給へ る 事 は 

右の 例 共に 同じ、) 偖 又 朝廷に て 此の 御 竈神 を 祭らせ 給 ふ a 例の 御 政 は、 四時 祭式 六月 十二月 祭に 忌 火 庭 火 祭 (中 

宮准 レ此) 云云、 右大殿 祭维、 宮主 於， 一 內膳司 一行， 事と 有る、 此の 神 今 食に 就きて 被 行る るな り、 十 一 月 祭に、 忌 

火 炊 殿 祭 (中略) 右 新嘗祭 時、 先 新造 n 炊 殿 f 依 レ件鎭 祭 (下略)、 次に、 供-新 嘗， 料 (中略) 右 依 n 前件， 其 御 喷大殿 忌 

火 庭 火 等 祭 料、 竝 准- 1 神 今 食 >  と 有る、 其 忌 火 炊 殿 は 次なる 齋宮 なる に 忌 火 庭火祌 有る に 合せて 彼 Q 大八島 籠 神 思 

ふ 可し、 又 毎月 朔日忌 火 庭 火 祭 (中宮 束 宮庭 火 准， 此伹忌 火不， 祭) 右宮主 於， ー內瞎 司， 行事、 伹 東宮 於，， 主 膀監， 行. 

レ 之と 有る、 右 等の 庭 火 神 も卽ち 竈神に 御 在し 坐す 事 巳に 上に 注せり き、 叉 齋宮寮 式に、 忌 火 庭 火 御 竈 井祌祭 (遷 n 

入^^宮，之初所レ祭、 毎月 朔日祭 n  二 竈， 料准レ 之) 云云、 叉 朔日庭 火 祭 (野 宫齋宮 准， 此) 云云、 又 新造 炊 殿 忌 火 庭 

火 祭 (中略) 卜-一戸 座 一人 (取- 1 山城 國 愛宕 郡 鴨 縣主氏 童子，) 火炬 二人， (取 n 同 國葛野 郡秦氏 童女，) と 見えて 大抵 

は 朝廷の 御 式に 同じく、 齋院司 式に も 忌 火 竈神 祭 料 (中略) 右 神祇官 直 移， 一所 請 取、 令，， 宮主 祭： y ど 有る、 此を 


以て 此に Is 人以拜 竈神 者 也と 云 ふ は 上 朝廷より 始め 奉りて 下 萬 民に 係る 事 を 明らむ 可し、 日吉 神道 秘密 記に >  大 

宮竈 殿奥津 彥神是 也、 大年 祌御兒 也、 諸人 家々 竈 殿祌是 也と 有る も 右の 事 を 云 ふなり、 若て 叉 明月 記 建 久十年 四 

月 卅日條 に、 今夜 家祌祭 (中略) 件 竈 祌日來 座 防 門、 去 二十 七日 渡二此 宿所 坤 方-と 見 ゆ、 上に 家 神 祭と 云 ふ 其 を 承 

けて 件 竈神と 云へ るな り、 此を 以て 當昔其 竈神 を 指して 家 神と 云 ふ を 知るべし、 然る は上大 戶比賣 神の 下に 注せ 

るが 如く、 民戶を W と 云 ひ 戶數を 鼉數と 云へ る 如き、 皆 此の 竈 を 以て 人家の 稱と爲 る 事 なれば、 實 に竈祌 をし 

も 家 神と は 謂つ 可き 者な りかし、 貴嶺 問答に は 宅祌と 書きて 夜 加 都 祌と訓 める、 卽 ち家津 神の 義 なり、 土 御 門院 

御 集に、 一 柏木の 森の 下葉 を 折り敷きて、 宅 神 をば 祭る 頃 哉」 と 詠ませ 給へ る は 決く 右の 竈神 祭な り、 木工 頭爲 

忠 朝臣 家 百 首に、 祌祭 を、 親隆、 「樁柏 其の 八 平手 を 手 折りつ.^、 宿の W 都 比に 供へ つる 哉」 と 詠み、 忠見 集に、 

四月 家の 神 祭る、 「年毎に 祭らむ 數は 伎禰ぞ 見む、 戴く 髮の 白く る 迄に」 と 有れば 其の 宅 神に て、 謂 ゆる 竈神 を 

祭る は必す 四日の 中に 吉日 を 取りて 行 ふ 定まりと 見えたり、 (拾 芥抄に 祭- 1 宅 神-吉日と 有れ ども 何月と 云 ふ 事 を 

書 さす、 但し 右の 證 共有り て 懐なる 事に し 有れば 四月なる 事 論 を 待た す、 又 古歌に 四月 を祌 祭る 月と 云 ひて 卯 花 

叉 は新樹 など を 詠み 合せたり、 思 ふに 四時 祭式 四月 祭に 大忌 祭、 風神 祭 以下の 諸 祭 有りて、 實に諸 社の 祭事 は此 

の 月に 在る 事 なれ ども 其 は 限 Q 有りて 狹 きを、 宅 神 祭 はし も 天下 擧 りての 事なる 可ければ、 其の 事に 就きての 稱 

な るら む も 亦 知る 可から ざるな り、 猶 下なる 庭津日 神、 阿須 波 神、 波 比 岐祌の 下に も 注す 可から む を考へ 合す 可 

し、) 〇 大山 咋神、 此祌の 御 事 此に大 年 神の 御子と 爲るは 全く 傳の 誤な り、 已に傳 十、 十三に 注せる が 如く 大己 
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責祌の 御子 事 代 主神の 御 事に して， 御 祖は謂 ゆる 胸 形 中 都 大祌に 御 在し 坐して 松 尾 日 吉賀茂 三 處に鎭 り 御 在し 坐 

すが、 此の 松 尾の 御 事 は 二十 二 社： は 式に 一 座 大山 昨祌 (本社 也) 一 座 胸 形 中 都大神 (市 杵島姬 也、 素戔鳴 御子) 

と 有る 是 なり、 日吉 にて は 小比數 神と 申し 奉りて、 御 父 大己貴 神 を 大比教 神と 稱 へて 其 は 大宮に 坐し、 此の 神 は 

二宮に 御 在し、 御藏 は 三宫に 渡らせ 給 ふ、 賀茂 にて は 神 名 式に 謂 ゆる 山城 國 愛宕 郡 賀茂別 雷神 社 (亦 名 若 雷、 名祌 

大、 月 、相嘗 新嘗) に 御 在し 坐して、 其賀 茂御祖 神社 二 座 (幷名 祌大、 月次 相嘗 新嘗) に 御祖玉 依姬命 (卽胸 形 神) 

御 父 大己貴 神と 共に 御 在し 坐して、 右の 如く 松 尾、 日吉、 賀 茂の 三 社に 御 在し 坐せ るが、 松 尾に て は 大山 昨 神、 

日吉 にて は 山 末之大 主神、 賀茂 にて は 別 雷神と 申し 奉り 来る 故に 皆 別なる 祌の 如く 思 ひ 誤り 來 る を 以 て、 此の 

三 社の 御 事に 於て は 古より 一 人と して 正しき 說を なむ 得 ざり ける、 先づ別 雷神 大山 昨 神 は同祌 なる 事より 明らめ 

て 後 其說に 及ぶ 可し、 先 づ注式 賀茂條 に 鴨 (號， 1 下 社，) 御祖神 (玉 依 日 哮別雷 御 母、 大己貴 祌別雷 御 父) 賀茂 

(號ニ 上 社し 別雷祌 一座と して、 次に 素 嗚 尊大 己貴祌 大山 咋祌と 云ふ祌 系の 事に 及べり、 其 は 此の 古事記、 舊事 

紀を 知らざる に 非す、 叉 山城 風土記 を 下に 擧げ ながら 打ち 替 りて 別 雷神 大山 昨 祌を大 己 貴 神の 御子と 爲る 事、 必. 

す 承く る 所 無くて は 全に 云 はれざる 事共 なれば 中々 に 古 偉なる 證 なり、 二十 二 社 注 (考信 閣本) に、 賀茂下 社 御風 

命 (別 雷祌御 父) 上 社 大山 昨 祌松尾 日 吉同體 と 有る も 右に 同じ、 紹； _ は錄に 大山 咋祌 (別 雷祌) 八 百 萬 神 系 阖 に大 

山 咋神別 雷神 松 尾 神 也、 叉 神 系圖に 大山 昨 神 (別 雷神 山 王 二宮 山城 松尾大 明祌) と 見え、 叉 神社 考詳 節に 松 S 大 

賓 元年 秦 都理始 立-一松 尾 神殿？ 號 曰-一大 山 昨 神； 是比數 山日吉 之同體 也と 有る を. 一 宮 記に 賀茂別 雷 祌社を 大山^ 


神 也と 有る を も 參考ふ 可し、 神 名 式なる 上野 國山田 郡賀茂 神社 を 頭注に 大山 咋 神と 有る も 社 偉の 古說 なる 可き 事 

云 ふ も 更なり、 是 右に 云へ る 三 社 同體の 據是れ なり、 然して 和漢 三才 圖會に 山城 國松尾 大山 咋神 (大己 貴 命 之 子) 

と 有る、 是胸形 中都大 神と 相 幷ぴ御 在し 坐す に 合 ひ、 ； w 社 啓蒙に 引ける 神 茶園に 素 斐嗚尊 孫 大國御 魂命兒 大山 咋 

神 (松 尾大 明祌是 也) と 見え、 神 佛冥應 編に 大己貴 命 及 其 子 大山 昨 命幷祭 也と 有るな ど、 何れも 古記の 趣と は 相 

違 ひて、 此の 大山 咋祌 はし も 正しく 大年 神の 御子と 有る を 知りながら 大己貴 神の 御子と 書せ るに は必す 然る可き 

所 由 無から む や、 必す 其の 受 くる 所な む 正に 有るべき 事な りけ る、 (但し 氏 成 私記と 云 ふ 物に 松 尾 大神別 雷 苗裔 

神 也と 有る は 誤れり、 偖 此の 別 雷神の 御 事に 就きて は 山城 風土記に 甚 粉ら はしき 事な む 有りけ る、 然る は. 建 角 身 

命 丹 波國神 伊賀 夜 比 賣に娶 て 生み 給へ る 御子 二 柱 坐せ る、 兄 を 玉 依 日 古、 fi. 、を 玉 依 日賣と 云へ る、 其 玉 依 日賣命 

石 河 瀬 見 小川に 遊びけ る 時、 丹 塗 矢 川上より 流れ 下れる、 其 を 床邊に 置きたり しかば 美男子と 成れる に娶て 生み 

給へ る 御子 坐せ り、 其 御子 屋の甍 を 穿ちて 一穴に 上り 御 在し 坐し i を 以て 別 雷神と 書せ る 事に は 有れ ども、 其は舊 

記に 山 本 坐 天神 御子と 申せる にて、 祌名 帳に 謂 ゆる 片山 御子神 社是なる を、 古より 上 社の 別 雷神の 御 事と 誤り 來 

れる なり、 此 Q 大山 咋祌を 別 雷神と 申す は 其 雷 字な どと は 似て しも 著かぬ 別の 事な り、 思 ひ 混 ふ 可から すなむ、 j 

若て 其の 大山 咋神、 別 雷神 共に 事 代 主神に 御 在し 坐す 證は、 神社 本 記、 (四條 殿御 本) に 「松 尾 大山 昨 神事 代 主命 

社家 傳曰 一 座と 云 ひて 事 代 主命 を 合祭す る 事 極；. i 也， 一 と 云 へれ ども、 極；. i に は 有る ベから す、 其の 所 由の 知られ 

ざるに こそ は 有りけ め、 右の 二 神 は 同 神に 御 在し 坐るな がら、 其 Q 大山 咋祌と 申す 御 靈と事 代 主命と 申す 御靈と 
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御 功 用の 上に 異なる 所 御 在し 坐す を 以て 二 柱に 幷び 祭れる なれ ど、 其 神に 異り 無き が 故に 一 座と は祀 へる 由な り 

けり- 是れ松 尾 は 事 代 主神に 御 在し 坐す 證 なり、 日吉 は洞院 公定 公の 尊卑 分脈に 事 代 主命 近 江 國日吉 二宮、 號 -1 

小 比 数 大明祌 一と 有る は、 右に 引ける 神 系圖に 大山 咋神 (別 雷神 山 王 二宮 云 .<o と 有る に 合 ひて、 卽ち日 吉は事 

代 主神に 御 在し 坐して 松 尾と 同じき 證 なり、 賀茂 は元曆 奏上 記に、 自-! 神代-所 レ鎭、 上 社 事 代 主命、 下 社 大己貴 

命而 巳、 故 有， 一別 嚴土山 之 名-也 (中略) 顯ー百 則 上 社 事 代 主命、 下 社 大已貴 命而已 (中略) 風土記 載- 1 丹 塗 矢 r 是皆大 

己 貴 命 之 故事 而巳、 以，, 松 尾 社， 共預， 1 酉 祭-者、 大山 咋祌而 大國御 魂 命 之 子 (下略) と 見え、 異本 舊事紀 に 味 組高彥 

根 命 (針 間 窒祌社 山 代 鴨上宮 同祌) と 見え、 ffi 雲 大社 小緣 起に 山城 國賀 茂大明 祌當社 第一 王子 阿 式 大明神 也と 有 

る、 當社は 大己貴 命に 坐し、 阿 式 大明神 は 味 耜高彥 根 神の 御 事な り、 叉 若 狹國神 名 帳に 遠 敷 郡 正 一 位 賀茂大 明 神 

と 有りて 此の 賀茂社 司より 祀る 社なる を、 社 記に 事 代 主命と 云へ り、 是賀 茂に 事 代 主神と も 味 組 高彥根 神と も 申 

し傳 へたる にて、 上 件 松 尾 日吉と 異ならざる 確證是 なり、 如， 此く 彼此 其の 事 實の打 合 ひて 少 かも 違 ふ 所 無き 上 

は、 大山 咋祌 はし も 愈 事 代 主神の 御 事に して、 御 父 は大己 貴祌、 御 祖は胸 形 中 都大祌 にして、 卽ち市 件島姬 命に 

御 在し 坐す 事實に 正しき 者な りけ り、 (叉 祌怫冥 應徧に 一 說を擧 げたる に 上 賀茂宮 味 組高彥 根祌、 中宮 大己貴 神、 

下 賀茂宮 宗像姬 神 也と も 云 ひて 右に 舉 げたる 傳に合 ひ、 叉 攝津國 比 賣許曾 神社 記に 雀宮 神社 祭神 二 座、 別 雷 命 飯 

豐命下 照 媛別稱 也、 勸 n 請 奥州 白 河 郡 仙 谷 鄕-矣 と 有る、 此の 下 照 媛 命と 相 並べる 別 雷 命 も 味 報 高 彥根神 か 事 代 主 

命に て 坐 さす は 叶 はざる を 田 ひふ 可し、 此の 御 神の 御 事は傳 八卷、 十三 卷に 注せる が 如く 御 本名 は 味 耜高彥 根 神と 


申し 奉り 1 事 代 主神 hw 主神と す は 其 和 魂 荒 魂 神に 御 在し 坐せば、 此の 大山 昨 神 亦名刖 雷神 をし も味雜 高彥极 

神と 申さむ も 事 代 主神と 申さむ も 共に 違へ るに は 非す、) 猪 別 雷神 又 大山 咋祌と 聞 ゆる 其 別 雷 は、 山城 志に 賀茂 

山 一名 分 土 山 叉 神 山と 云 ひ、 叉 松 尾 山 一名 別 雷 山と 云 ひ、 又 或 書に 別 雷 峰 云 本殿 戊 亥十 町 計 山上、 此 所有」 巖、 此 

卽當社 神 降臨 所 也と も 有りて、 此は 次に 云 へ る 如く 此の 祌の山 を 分け 水 を 通して 丹 波國を 作り 給 ひし 御 功 用に 依 

れる 御名な り、 大山 咋の咋 は景行 天皇 五十 五 年 御 紀に謂 ゆる 春 日 穴咋邑 の咋も 穴の 通れる を 云 ふと 聞え、 叉橡字 

を久 比と 訓むも 地 を 穿ちて 水 を 通す 意、 叉 物 を 食 ふと 云 ふ も 喉內に 通し 入る i を 云へ り、 傳ニ 十八 溝 橛耳祌 の 所 

に 此義を 委しく 說 くべ き 者な り、 然れば 此も其 時に 龜 山嵐 山 を 割 分けて 水理を 通し 給 へ りし 御所 爲に 因れる 御名 

なる 者な り、 傳廿 八に 至って 委しく 注すべし、 丹 波國請 田社傳 記に、 逮 古世 丹 波國湖 也、 大山 咋神 決-一 其 水 T 涸 

而後 爲， 1 家鄕及 田地-於 レ. 是尊 71 崇 此神德 T 祠， 之以稱 -1 桑田 浮 田明祌 T 以レ鋤 爲-ー 祌體- と 云 ひ、 山城 名勝 志に 以ぃ鋤 爲- 

神體ハ 社 坐， 1 丹波國 保津邑 r 浮 田 明 神と 有る は 正しき 傳 にして、 卽ち祌 名 式に、 丹波國 桑田 郡 松 尾 神社、 今保津 

村に 御 在し 坐せ る此 Q 浮 田 社の 御 事なる なり、 祌代系 圖傳に 大山 咋祌 決-一 丹波國 湖水- 掘 而成レ 土矣、 以 レ鋤爲 -ー祌 

體， 者、 山城 國松 尾大祌 也と 見え、 又 一 本に 丹 波 國浮田 明 神 者 大山 咋祌 也、 邃 古世 丹 波 國皆湖 也、 其 水 赤、 故 云- 

丹 波？ 大山 昨 神 鋤- 1 其 湖水 r 水 涸成， 國矣、 是以 用- 1 其 鋤- 爲 -1 彼 神 之靈體 T 此 神者卽 松尾大 神同體 也と 見え、 羅山 

文集に も 叉 有-一 浮 田 明 神祠？  f 傳、 邃古之 世、 丹 波 國皆湖 也、 其 水 赤、 故 曰 n 丹波ハ 大山 咋神 穿-一 浮 田-決 = 其 湖り 於 

レ是丹 波 水 枯成レ 土、 乃 建レ祠 而祀レ 之、 以， 鋤 爲二祌 之 主 T 此神 卽是松 尾大神 也と も 記せる、 其 水 赤 故 云-一 丹 波-こふ 
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は 字に 就きて 設けた る 言に て 信ら れね、 凡て は甚 愛た き古傳 なり、 叉 同 郡 鍬 山 神社の 社傳、 W 雲 洲大己 貴 神 巡行 

始到， ー此洲 r 爲此洲 也、 鴻 水懷， 山獨 レ浪排 A さ、 故 祌領， 入神 T 南方 到，， 黑 柄嶽， 視，， 水脈， 地勢 逆流 西 下矣、 今水戶 

峠是也 、東方 見，， 山狹 可， 通， 水、 而 鑿， 山勞， 磐 順， 流 決， 之、 神始 取， 鋤、 成 n 此洲 S, 給、 依 vN 崇奉 號，， 銀山 大神， 

と 有る も然 り、 予友 小泉康 敬、 其兩 社の 古 傳及松 尾 社 記と 桑田 郡の 土俗に 傳 ふる 所の 古 說を纂 めて 文 を 成して 昔 

大 己貴祌 領，， 大山 咋祌 及諸 神， 而、 到 IT 行 丹波國 T 此 阈者鴻 水懷， 山、 濁 浪排， 空、 故 大己貴 神 及 大山 昨 神、 南方 登，， 

黑柄嶽 f 視，， 水脈？ 地勢 逆 水 西 下矣、 今 水 戶峠是 也、 大山 咋祌又 東方 見，, 山 狹可, 通、 藝， 山 劈， 磐、 顺， 流 決， 之、 亦 

穿，， 浮 田， 爲，， 家鄕？ 於， 是水 枯爲， 土、 田地 始豐饒 也、 是時此 祌等自 取 n 鋤欽， 以成 U 此功， 給、 依， 之 崇奉號 M 鍬山大 

祌？ 又 以レ鋤 爲，, 祌之主 f 祠， 一大 山 咋祌， 而 稱，, 桑田 睛田祌 一. 故 其 所， 鑿 山 者 葛 野 之 荒 子 山 松尾是 也、 叉 其 片端 者卽龜 

尾山是 也、 叉 其 所， 通 之 水 者卽大 堰川是 也、 叉 其 松 尾山刖 稱，, 分 土 山； 此之緣 也、 故 其 大山 咋祌 者卽 坐，, 松 尾 山， 也 

と 書せ り、 其傳 ふる 任に 此彼 參考 へて 書き取り たる 故に 文 こそ は 拙 かり けれ、 其 事實に 於て は甚目 易くて 立し、 

右 等の 傳々 の 如く 實に古 は 湖水に て 有りし 故に、 船 井 郡に 八 「も 水戶 峠と 云 ふ 有りて、 今の 如く 山城 國には 流れす 

して 天 田 郡 を 經て丹 後 國由良 川に 落ちたり し 也、 其 黑抦嶽 は 今 水上 郡に 黑 井と 云 ひて 神 名 式に 謂 ゆる 兵 主神 社此 

に 立た せ 給へ る を、 俗に 薬師の 神社と 申して 甚祌々 しくて 御 在し 坐せ る是 なる 可し、 若て 山城と 丹 波の 現に 在る 

山 を 穿ちて 水 を 通し 給へ る、 是 卽ち大 井川に して、 其 水源なる 桑田 郡に 大井 神社 御 在し 坐す も 其 松 尾 神な りと 云 

へり、 此 より 始めて 丹 波國は 出來、 叉 山城 河 內攝津 も 其に 就きて 水 理相通 ひて 大いに 田園の 懇 開けむ 事 申す も更 


なれば、 大山 咋祌と 申し 奉る 名義 は、 右に 注せる が 如く 山 を 割き 分けて 水 を 通 はし 給へ る 御 功 を 以て 稱へ 奉れる 

者な りけ り、 (叉敏 を神體 として 敏山大 神と 稱へ 奉れる を も 思 ひ 合す 可き 者ぞ かし、 但し 此は 近き 丹波國 なる 故に 

然る 古事 も傳 はり 祌社も 尊く 祭られ 給 ふに こそ は 有り けれ、 其 外に も諸國 にても 斯る 類の 御 事 は 何千 萬 か 御 在し 

坐し けむ、 此の 一事に 限りた る 御 事と 努々 思 ふ 可から す、 此の 神の 水理の 事に 就きて 功 を 成し 給 ふ 所 由 已に傳 九 

卷 末に 云へ りき、) 〇 山 末之大 主神、 記傳 十二 (四十 二 丁) に、 「山に 末と 云 ふ は 麓 を 山 本と 云 ふに 對 ひて 上方の 事 

なり、 大政 詞に、 國津神 波 高山 之 末 短 山末爾 上 坐 S 高山 之 伊 穗理. 短 山 之 伊 穗理乎 搔別 S 所 聞 食武、 云云、 高山 之 

末 短 山 之 末 與理佐 久那太 理爾落 多 支 都、 速 川 能 云云、 萬 葉 十三 (二 丁) に、 三 諸 者、 人 之 守 山、 本邊 者、 虑醉木 花 

開、 末邊 者、 棒 花 開、 浦 妙 山 曾 泣兒守 山、 濱 松中納 一一 目 物語に、 何 を賴み 所に て か は 甚如此 便宜 無う 佗しき 山の 末 

に は 過す 可 からむ と 云云な ど 有り、 但し 此の 山 末 は 地名 にても 有らむ かし、 式に 伊勢 國度會 郡 山 末 神社 有り」 

(補 意) と 云 はれき、 但し 地名に は 非す、 山麓 を 萬 葉 九 (廿ー 丁) に、 射 行 相 乃、 坂 上 之 踏 本ぎ と 有る、 其 踏 本と 作 

る 卽ち其 正字に して、 或は 山 本と 云 ひ 叉 は 坂 本と 云へ る、 其 本に 對 ひて 其 峰 を 云 ひて 此の. 神の 敷 坐す 所と 宮 定め 

御 在し 坐す 日 枝 山の 峰 卽ち是 なり、 日吉 神道 秘密 記に 山 末 琴 御館 宇志 丸 神位是 也、 上古 大宮 廻廊 內 御殿 東 建レ社 

と 云 ひ、 又 宇志 丸 御 遷宮、 依-神 感ー 御詠 哥、 「吾妻より 琴 御館に 誘 はれて 此の 山 末に 留る 松風、」 依-一 御詠 哥-琴 御 

館祌位 號，, 山 末 大明祌 T 社 壇 大宮東 脇 建 A 之な ど 有る は、 此山 末社 は 二宮に 御 在し 坐す 大山 咋祌の 亦 名に 渡らせ 給 

へる が、 此は大 宮に鎭 り 御 在し 坐す、 大己貴 神の 御社の 傍に も 其 御霊 を 別に 祀 祭れるなら むが、 此に 一 の 論 有り， 
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右に 琴 御館 宇志 丸 神位是 也と 有る 此人 は、 其 始に當 社氏始 也と 書して 初めて 當社を 祀れる 事に 時-" < 云 へる 其 事よ 

り 及て 誤れる にぞ 有るべき、 此の 山 末之大 主神 はし も祌 代より 御 在し 坐して 實に當 社の 始 なる を、 社 氏の 始めて 

取り 遠へ て 終に 此の 山 末社 をし も 氏人の 靈 社と は 成しけ る 者と 所見たり、 其の；. i 密 記に 七 社の 祌階を 云へ る 次に 

山 末社 正 一 位と 有る を 以て も少緣 ならぬ 神なる を 知るべし、 然れば 此の 山 末之大 主神の 御 在し 坐す；. i 區は此 山頂 

に 在りて 其 御 靈は卽 ち 此の 山 末社に てこ そ 有りけ らし、 (猶思 ひ 合す 可き は 其 山 末社の 事 を 云へ る 矛、 に、 廣田社 東 

向 西方 立：， 之、 山 末 神前々 天 &之字 掌 內書之 祈念 事 云々、 本社 建立 之 初、 祭 禮之始 、當社 與利起 也と 云へ るは廣 

田 社の 事 なれ 共、 其 社 を 本社 建立の 祌 とも 祭禮の 始は是 より 起れ りと 云 はむ 事甚其 謂れ 無き 事なる は、 右の 山 

末 神の 事に 就きて 云 ふ 事なる を、 其 山 末社の 傳を失 ひて 終に 其 隣れ る廣田 社に 附 きたるなら めど、 此も 却り て 山 

末 神の 此に其 始めて 鎭り 坐せ る 證には 成りぬ 可き 事な り、 但し 一 一十一 一社 注 式廣田 神社 條に住 吉廣田 八幡 南 宮八祖 

祌と 有る、 其 南宮の 下に 松 尾 大山 咋神南 宮嚴島 明 祌宗像 明 神と 書して、 此の 大山 咋祌の 其 社に 御 在し 坐す を 思へ 

ば、 此 にも 山 末社に 近き 由緒 無き にし は 非 ざれ ども、 建立 祭禮の 始を此 にて 廣田 社に 係け て 云 ふ は、 右の 山 末社 

の 事 を 僻心 得爲 たりし 者と こそ、) 大 主神と 申す は 字の 如くに て 日 枝 山の 大 主神と 申し 奉る 義 なる 可し、 其 はおの 

祕密 記に 二宮の 御 事 を 地主 大明祌 H< 神 第 一 尊 神 1K 地 初 之神是 也と も、 叉 一 一宮 天祌第 一 國常立 尊 地主 權現小 比數大 

明 神 天地開闢 之 神 諸 神總大 祖神是 也と 有る、 地主 大明祌 は 大宮は 御 父祌に 坐せ ども 後に 鎭り 坐せ るに て、 祌 代よ 

り此 山に 御 在し 坐して 此 地に 地主と 申せる は、 唯此 大山 咋神 のみ 御 在し 坐す を 以て 然稱へ 奉れるな り、 但し 天神 


第一 尊 神 云々、 天地 開 藺之神 云々 と 云 ひ、 國常立 尊と 申す 妄說 は此 地主と 云 ふに 就きて 起れ る 者 なれば、 却り て 

此地 主神 は 大山 昨 神なる 事 を徵す 種と は 成れり けり、 日吉 行幸 記に  一二 宮權 現と 申す は 云々、 荒 金の 地 を 領じ給 

ひて 萬 物 を 生育し、 神代の 當 昔より 此宮に 住み 給 ひて 波 母 山の 主と 成り 給 ふ、 故に 地主 權 現と は 申す 也」 と 有る 

も、 國常立 尊に して 書かれた るながら、 此も 上と 同じく 大山 咋祌 の此に 地主た る證 とも 成るべき 也、 平家物語に 山 

僧が 神輿 を 振り 奉る 時の 一一 目に、 醫王山 王と 云へ る 醫王は 犬宮の 神に 坐し、 山 王 は此山 末之大 主神に 當 るべ からむ 

を、 此は 地主 神の 御 事なる 故に 其 山 王と 云 ひて、 凡て 日吉 神社の 事に 成れるな. 一め り、 又 日本 風土記と 云 ふ 或 書 

に、 貴 船 奥 御前 所レ 祭事 代 主命 也、 本朝 地主 神と 有る は甚 謂れ 有る 事に て、 諸 神 鎮座 記に、 日 枝 神社 在 = 近 江國滋 

賀郡坂 本 村？ 日 枝 神社 者 大國主 大神也 (大己 貴大神 別名 也) 自 M 神代， 兒 大山 昨 大祌化 n 遊此處 f 以 n 此山， 爲， H ハ合 

本 柱； 至 二 豐浦宮 天皇 時 f 大 神辭， 之、 返， ー父大 神？ 替栖以 > 一 葛 野， 爲， ー鎭祠 7 山城 國松尾 神祠是 也と 有る は、 祌 代よ 

り 此處に 御 在し 坐して、 此山を 以て 國 中の 鎮めと 成させ 御 在し 坐せ る 由に て、 卽ち 本朝 地主 祌と 申す 所以 此に在 

り、 叉 山 末之大 主神と 申し 奉る 所以 も此に 在る 事な り、 神 名 秘抄に 山 末 御玉 命 一 名大 山 咋命叉 山末大 主祌是 也と 

有り、 然れば 別に 山 末 御玉 命と 申す 御名 も 亦 御 在し 坐し ける にこ そ、 (但し 山 末 之 大主种 と 申し たれば とて 其 山 

神と 申す に は 非す、 山 末に 御 在し 坐して 其處 より 及ぼして 地上の 事 を 主宰ら せ 給 ふ 由な り、 又 山 末 御玉 命と 申す 

も 其 山靈と 申す に は 非す、 其 山 末に 御 在し 坐して 四方に 御 靈を幸 はせ 給 ふ 神に 坐す 謂な り、 偖 或 說に山 末と は 山 

の 尾の 垂れた る狀 したる 地 を 云 ひて、 尾 崎な ど 云 ふに 同じ かるべ しと 云 へ る は、 古の 大被詞 などの 語の 續 きを だ 
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に 味 は ひ 知らざる なれば、 其 は 云 ふに も 足らす、) 〇 近 淡 海國、 記傳 十二 (四 十三 丁) に 「和名 抄に近 江 知 加 律 阿 

不 三と 有り、 遠 江に 對 へて 近 淡 海と 云へ ども、 古 も 今 も 常に は 阿 布 美との み 云 へ り、 故に 師は此 記に 近 字 有る 

は 後人の 加へ たる かと 云 はれたり. 一 と 見 ゆ、 然れ ども 唯に 阿 布 美との み 云 ふ は 其 土人の 唱 ふる 所に して、 其 遠 江 

止 保 太阿不 三と 云 ふな ども、 伦國 よりこ そ は 其 遠近の 言 を 加へ ざれば 分き 難 かりけ れ、 此も其 11 にて は 遠 字 を 

ば 加へ ざり つと 見えて、 祌名 式に 遠 江 國磐田 郡 淡 海 國玉祌 社と 有りて 遠 淡 海と 書かざる は、 其國 にて 云 ふと 位よ 

り 云 ふとの 差別 は必す 有りつ る 者と 所見たり、 故に 伦國 よりして 其國々 を 指して は、 必す知 加 都、 登 富 都と 云 ひ 

別くべき 事ながら、 近 江の 海 は 外に 並 無くして 甚 大 かりし かば、 打 任せて 阿 布 美と 云へば 其國の 事と 人 皆 心得 

る 事と は 成れる なれば、 此 記の 近 字 は 後人の 加へ たる 者と は 得な む 云 ふま じかり ける、 〇 坐， 一日 枝山， は、 地 神 本 

紀には 坐， 1 比 敷 山， に 作れり、 神 名 式に 近 江 國滋賀 郡日吉 神社 (名 祌大) と 有る 是 なり、 臨時 祭式に は日吉 神社 一座 

(比 數祌 同) と 所見て 官 より 祭らせ 給 ふ は 一座 なれ ども、 記傻 にも 引かれた る 三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月 二十 七日 

甲 申 奉， 授，， 近 江國從 二位 動 一 等比 敦神正 二位、 從五 位下 小 比 數祌從 五位 上？ 叉 元 慶四年 五月 十九 日 干： &奉レ 授，， 正 

二位 勳 一等 大比 数祌正 一 位、 從 五位 上 小 比 數神從 四 位 上， と 有れば、 古より 祭る 所 は 如 此くニ 神に て 御 在し 卒： せ 

ども- 其 祭り を 一座と じて 行 ひ 給へ るに て 佗に 例 多き 事な り、 惜大比 数と 云 ふ は 世に 一 K ふ 比 數山是 なり、 小比數 

と 云 ふ は 釋書便 蒙に、 或 云 小 比 數者謂 二 曲 塔 橫川之 中！？， 也と 云へ る是 なり、 猪 日 枝 は懷風 藻に 稗 数に 作り、 小 右 

記に も 比 敷 御社と 有りて 其 唱比數 なる 事、 伊勢 物語に 「比 数の 山 を 二十 許り Sa- 〔ねたら む樣 にて 云々、」 大和 物語 


に 「何 許り 深く も 非す、 尋常の 比 數を外 山と 見る 許な り、， 一 古今 六帖に 「昔 吾が 一一 目 出に 爲 てし 比 敷の 山、 心 5;^- く 

も 歸る物 か は」 曾 丹 集に 「大比 敷 や 小 比 数の 山 も 秋 暮れて、 遠目 も 見えす 霧の 色に」 躬恒 集に 「比 数の 山 苗なら 

ぬ 草 取 返し， 植 ゑし 田に 比延の 止ます も 生に ける 哉」 と 有る を始 として 猶此彼 有り、 記傳 十二 (四十 三 丁) に 「拾 

遣 集に 『比 敷 社に て 詠 侍け る、 願ぎ 掛 くる 日 枝の 社の 木綿 鏹、 草の 片葉も 一 百 止めて 聞け』 借 後世に は比觳 山と 云へば 

延曆 寺の 事と 心得、 日吉 をば 比 余 志と 唱 へ て 別なる が 如くに 成れり、 古 は 日吉と 書け る も比數 にて 比 余 志と 云 ふ 

事 は 更に 無し、 住吉も 古は須 美能延 にて 須美余 志と 云 ふ 事 は 無 かりし と 同じ 事な り、 叉最 澄僧此 山に 佛寺を 建て、 

此神を も 其 寺の 守 神の 如くに 成して 山 王と 云 ふ 名 を さへ 食せ 奉り つれば * 今 世に 至りて は 其 比 余 志と 云 ふ 名 さへ 

隱れて 唯 山 王との み 申す めり、」 と 甚く 慷慨み て 歎息の 意 を 述べられ たる は實に 然る 言な り、 或 書に 引ける 山門 

堂舍 記に 載せた る延喜 十二 年 五月 五日 牒， 一延 曆寺， 符に、 右爲， 一地 主 山 王 一 切 神祇， と 見え、 百 練 抄長和 元年 六月 條 

に 山 王 御 祟と 云 ふ 事 も 有りて 古き 事なる が、 此稱 はし も此山 末之大 主神 はし も 神代より 以降 此の 日 枝 山の 地主に 

御 在し 坐す を 以て、 本 は 山 主な ど 中け む を、 字を換 へて 山 王と は 申し 来れるな. - めり、 注 式に 山 王號之 事、 五十 

二 代嵯峨 天皇 弘仁十 年始 崇 n 敬 之， と 云 へれ ども、 恐らく は 杜撰なる 可き 者な り、 平家物語なる 山 僧が 言に 醫王山 

王と 云へ る を 恩 ふに、 大宮大 己貴祌 はし も 藥師祌 に 渡らせ 給 へれば 醫 王と 申し 奉り、 二宮 大山 咋祌 はし も 亦 名 を 

山末之大主祌と申し奉れ，^ば山王とは&し刑^:ひけむを- 何時しかと 此地 主神の 御 事より 廣ご りて、 大宮を も 併せ 

て 山 王と は へ來る 事と は 成れり けむ かし、 (叉 或 書に、 釋最澄 入唐 歸朝、 創 n 建 延曆寺 於比教 山； 擬ニ 異邦 之 H< 
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台 山 r  fa 因日吉 神社 稱，， 山 王-と 云 ひ、 又 日 裏 記に 山 王者 ー禱名 

ュ來七 rrr ま 名！せ 奉りながら、 其 本據を 忘れて 斯る說 にも 及べる にて 笑 ふ 可き 事な 参、 

り 以來此 山 王と， £ きても 忌 t き 邪， おで 来りて、 此に 記す に I へ 

勿 2i と f  i、fi 重 匿 f  i は」 f  ？;  ふ ^ 

る 程の f りければ、 il 昔より 以降 欺かれざる 人 S き g 憤 g しき 事 なりけ る、 f に U と を 曰 t 

m 子に て 字 il 基なる を、 比-一 震-の 管 以て 比 S と號 くな ど 2 て S 山 を f 物に 申し 掠 

^  fsils4li、i、fsslfi、 下靈ニ 荒山は 式 

U も 有りて 布 貪と 訓 みて 男 體女體 二 山の 相 5 る S 暴なる を、 二 荒 を 曰 光と 書け 暴 も 有りし より 日- 

て 云 ふ f 足ら ざる 神 怪奇 事 裏け ると 同じ 奮て. g 比 f 曰 光と は 同 曰 § にて、 i 

來 ff  I なり、 又 曰吉神 i 證 S 寶 f り 第 十代 崇神 1塑直鎭座 ず、 主上 加護 

祌， と 有るな ど I 々しき 杜撰に て、 数に 比するな ど云 ま は 更に 無き 事なる なり、 又、 g に、 山王號 事/画 

補 行羅、 傳敎 |法歸 朝之實 遇，， 暴風 i ？、 一人 童子 化 現 5、 吾美 直 守 明 IJ、 , 

1  如何 霊耶、 攀答 曰、 下-き 一 點き横 一 點テ橫 三 點-加 il 點- 云々、 斯時 恭敬 合掌、 寫，， 文字， 見レ 之、 

山 王 二字 也、 と 云へ るな ど は藝說 i しき 者に して、 gQSI ふ奸策 £ で たる 者 t、) 故に 右の 如く 


三代 實錄に 比 敦神叉 大比截 神に 對 へて 小比敦 神と 申し 奉りて 二 神 Q 御名の みを顯 はされ ざるに、 其 仁 和 三年 三月 

十四日 戊 子 勅 加 TT 試 延曆寺 年分 度 僧 二人？ 其 一 人 大呲廬 遮那經 業、 爲，， 大比霰 神 分； 其 一人 一 字佛項 輪王經 業、 爲，, 

小 比 敷 神 分？ (中略) 當時 法主 大比教 小 比教兩 所明祌 陰陽 不測 造化 無爲 (中略) 山 祌臂， 慶、 偏 仰，, 常時 之鴻慈 f 伏 

望 蒙 加 rf 度 者 二人； 爲， 1 兩神之 分 f 解，, 地主 之 結 恨 T 增 1 幽國冥 威， (中略) 又 授戒 之 後、 每日讀 n 金剛 殺 若 經各ー 卷？ 

誓願 兩山 奉レ 護， 二 天, (下略) と 見 ゆ、 此事 類聚 三代 格に も 出で たるが、 是 山僧圓 珍と 云へ るが 表 文に 一」， 上代より 

御 在し 坐す 比 敷 神 はし も此 山の 地主に 渡らせ 給 へれば、 其 祭祀に 拘 はらす して は 其 寺 僧に 勢 無くして 落 著かざる 

が 故に、 佛樣に 會釋ひ 奉りて 佛 場の 如く 成し 奉りて、 果々 は 其 鎮守の 如く 爲て 我物に 爲む奸 策此に 成りて 終に 朝 

廷 にも 欺かれ させ 給へ るな り、 此事行 はれて より 以降 山 僧の！？ 傲甚 しく 成りて、 良 も 爲れば 此日吉 の 神輿 を 振り 

て 朝廷に 傲訴 し、 其 我慢 慊態云 ふべ からす 成れる 者に て、 惡む 可き の甚 しきな りと 雖も、 右 凡て 神社の 御 崇敬な 

む 殊に 厚く 御 在し 坐し i かば、 其 神に 憚り 奉ら せ 給 ひて 然して 佳き 事と 心得 山 僧の 所 置な む 止む ベ か らす 成れ り 

ける、 右に 兩祌と 云へ る は 大比數 神、 小 比 數神を 申し、 兩 山と 云 ふ は 其 敷き 坐せ る 大比数 山、 小 比 數山を 云 ひ、 

山 神と は 其 兩神は 元より 此山を 主領き 御 在し 坐し つれば なり、 • 偖 此に此 神 者 坐 二 近 淡 海 國之日 枝 山， と 云 ひ、 世々 

に大比 敦祌、 小比數 神と 申し 奉る を 思 ふに >  其 始は大 嶽と橫 川と 二 處に御 在し 坐し つらむ を、 袖中抄 九、 二十 丁) 

に 日吉明 神と 申す は 三輪 明 神 を傳敎 大師の 天台宗 守護神の 爲に勸 請し 奉り 給へ ると 申す は 大宮權 現な り、 大比敦 

と 申す 一 一宮 は 地主な り、 小 比 敷と 申す 云々 と 云 へ るに 就きて 考 ふるに 最 澄が 延曆寺 を 建つ とて 今の 坂 本に は 下し 
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奉れるな りけ り、 本より 彼の 徒の 預る 可き 神社なら ざれ ども、 其 因みに 彼の 徒 をして 作らし め 給 ひけむ より 自ら 

に 山 僧が 物の 如く 成れる を， 終に は圓 珍に 至りて 右の 如く 佛 場の 狀には 成り 竟へ たりけ る、 山家 要略 記に、 大比 

叙 大明神 奉 レ名ニ 大宮； 小 比 數大明 祌奉レ 名-一 二宮-と 有る、 其 二宮の 下に 雷神と 云 ふ 名の 有る は、 別 雷神の 御名 0 

略り たるに て 大山 咋祌の 御 事なる を- 此に 就きても 大宮は 其大嶽 より、 二宮 は橫 川より 移し 奉れる 證は、 右に 引 

ける 釋書便 蒙に、 小 比 數者謂 二 曲 塔 橫川之 中間, と 有る は 更なり、 山 王耀天 記と 云へ-る 貞應の 頃の 事 を 書け る 物に、 

二宮 三番 事 條と云 ふ 有りて、 ロ傳 云、 往昔 二宮 横 川 小 比 数に 御 在し 坐し ける 時、 天狗 群集して 法 會を修 したる 作 

法 を 移す 云々」 など 云 ふ を 以て も、 其橫 川の 地な む 小 比 敷なる にて、 大山 咋祌は 其 地に 御 在し 坐し けるな りけ り、 

(其 は 山門 堂舍 記に 仁 和 四 年 二月 比 數山横 川なる 根本 觀音 堂燒 亡、 材木 運上の 條に、 賀茂 禰宜相 TT 催社領 人夫， 多 

以 運上と 云 ふ 事 有る は 、其始 二宮の 御 神 はし も橫 川なる 謂 ゆる 小 比 敷に 御 在し 坐し ける 程に、 賀 茂の 氏人の 仕へ 

奉れり し 迹を逐 ひて 最 澄が 延曆 年中に 坂 本に 遷し 奉れる 後 も、 其 本 地 堂と か 何とか 云 ふに 欺かれて 其 役夫に 使 は 

れ たりし 者な りけ リ、 其 は 本朝 月 令に 引ける 秦氏本 系 帳に 鴨 下 上 松 尾の 事 を 云 ひて、 是以秦 氏奉レ 祭， 一三 所大明 神； 

而鴨 氏人 爲， 一 秦氏之 It, 也， 爲， 一 愛知 耳， 以， 一 鴨 祭, 讓 n 與之， と 云 ふ 事の 有りて、 古は賀 茂の 神事 も 松 尾の 秦 氏より 主 ど 

れ るが 如く、 此 小比歡 神の 神事 も賀茂 氏人より 仕へ 奉れり し 者なる 可し、 叉賀 茂に は 葵祭と 云 ふ 事 有りて 其 紋所 

葵なる を、 山 王 二宮の 祌奧 にて 葵 を紋に 著く るな ど、 皆 其の 由緒なる 可く 所思え たり、 猶 下なる 二宮の 所 考へ合 

す 可し、) 借 其大比 数祌と 申す は、 右に 引ける 諸 神 鎮座 記に、 日 枝 神社 者大國 主大祌 也、 (大巳 貴大神 別名 也) 自， 1 


神代， 兒 大山 咋大 神化 rl. 遊 此處？ 以-此 山- 爲 n 六合 本注ハ 至 M 豐浦宫 天皇 時？ 大 神辭レ 之、 返-一 父大 神- 替栖、 葛 

野- 爲-ー 鎭祠- と 有る を 思 ふに、 上代より 以降 大山 咋 神の 主領き 坐し \ 地なる を • 推 古 H< 皇 御世に 至りて 大山 咋神 

は 松 尾に 移り 給 ひ、 大國 主神 を 以て 此の 主神と 爲し 奉れる より、 大山 咋神を 其の 從祀と 成し 奉る 謂と 閜 えたり、 

然れば 大比數 神、 小 比 敷 神と 申し 奉る も 其より HS で 来れる 稱 にて、 此に山 主之大 主神. 此神者 坐-近 淡 海 國日枝 

山， と 云 ふ は、 其より 上れる 世の 傳 にて ぞ 有りぬ 可き、 山家 要略 記に 大比數 大明神 奉レ名 一一 大宮 一と 有る 是 にて、 二 

十二 社 注 式に 扶桑 明月 集 云、 大比數 明 神 (俗形 老翁 之體) 人皇 卅代 磯城 島 金 刺 宮欽明 天皇 卽位 元年 (庚申) 大和 國 

城 上郡大 三輪 神 天降、 第三 十九 代天智 天皇 大津 宮卽位 元年 (壬 戌) 大 比數大 明神顯 ri 御 曰吉： 與 n 三輪 大物 主神- 此 

國 地主 也と 云 ひ、 豐 葦原 ト定記 にも 先 大宮止 波 三 諸 乃 神 止 同奈利 と 書し、 日吉 神道 祕密 記に も、 大比數 大明祌 三輪 

與利御 臨幸 (中略) 早 知-一 小比數 社？ 爲レ 我可レ 建-一 寳 殿-と 有りて、 御 託宣の 趣なる を 上 件に 通 はして 思 ふに、 其欽 

明 IK 皇 元年に 大比歡 山に 遷らせ 給へ る を， 推 古 天皇 御世に 大山 咋祌は 松 尾の 主 祭と し、 此には 從祀と 爲られ て、 

大比 數祌、 小 比 数 祌と稱 へ 別く る 事と は 成れるな る を、 一 K 智 天皇 卽位 元年 顯 御と 云へ る は、 同 記に 大宮 建立、 此 

社頭 之 最初 也、 二宮 八 王子 早 介 禮共社 者無レ 之、 琴 御館 社頭 建立 之 初 也、 天智 天皇 御宇 是 也と s へ るが 如く、 社 壇 

を此に 定められ たる は、 其 御世に 大津に 都を遷 されて より 大宮近 き祌 にて 御 在し 坐す を 以て、 殊に 崇め 奉ら せ 給 

ひ、 賀茂縣 主 系 圖に建 角 身命 十三 世 孫 大伊乃 伎の 二 男 伊 多 足 尼 九 世 孫 宇志 丸、 大津朝 祝 仕 奉而、 庚 午年 籍 負- 1 祝 

部 姓, 爲，， 山 王 最初 社 司, と 有る のみの 事に して、 此に 初めて 祝 部 を も附け 奉らせ 給へ る 事なる を、 其に 就きて i 
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種の 妄說を 後より 作り 添へ たる 事共 多 かれ ども、 智 僧徒 Q 乎に 成れる 者に て 云 ふに も 足らざる 事共 なれば 今舉ザ 

す、 叉其耍 略記に 引ける 相 應和尙 藤 記に、 大比數 神殿 內納， 一大 坪 終 坪 T 叉高屛 風下 有，， 雙枕， と 一 K へる、 坪 は 結 

坪の 誤なら むが、 此に 依る 時 は 夫婦 二 柱 共に 御 在し 坐す 御 事と 所見たり、 又 其日吉 神道 祕密 記に、 大 宮大國 主神 

叉大 國作祌 (中略) 俗形 著， 冠但 非，, 普通 御冠， 如，, 寶冠 f 御 I 匆 持，， 左右 御手， 合 八お ISf 御 袍薄朱 衣、 表 袴、 御 鬚 面方撫 

給、 御 齢 四十 歲餘、 於 二 唐 崎 琴 御館 ー禮； T 拜 之-給、 御 形作 レ之 (下略) と 有る は、 如 此き御 形 を 逸りて 神體と 成し 奉 

れる 由に て、 天智 天皇の 當 昔の 貴 服の 狀と見 ゆ、 (右に 琴 御館と 云へ る は- 祝 部 字 志 丸が 亭 にて 初めて 大宮の 御 

祌を祀 へる 所 を 云 ふなり、 侍 其 宇志 丸 は 加 茂 縣主系 圖に建 玉 依 逢 命 十 一 世 孫 大伊乃 伎 命の 子 阿波 伎 命の 子 伊 多 足 

尼 命の 子 伊賀 多 足 尼の 子 鴨 縣主賀 と 云 ふ 人 有り、 其 下に 此人 五世 孫 鴨縣主 宇志、 大津 朝廷 祝 仕 奉而、 is^ 午年 籍 

e-n 祝 部 姓， と 云へ る此 人の 事な り、 叉 一本に は、 伊賀 多 足 尼 五せ 孫 宇志 丸、 大津朝 祝 仕 奉而庚 午年 籍 食，， 祝 姓 f 

爲， 一山 王 最初 社 司, とも 云へ り、 耀 -大 記に、 宇志 丸 御館 者 任 M 祝 職， 所 ゆ, 神事, 也、 抑 鴨 縣主與 n 祝 部 宿. 纏-同事 也 

とも、 天 智： 大皇 御宇 云々 仰 云、 汝姓 鴨縣主 改可レ 云， 一 祝 部 1- 子. <  孫々 可 二 召 仕， 也、 永爲 一一 氏人， 云 力と：： ムふ祌 ^ の 事 

、、  、、、》、  、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、  ^  、、、、、、、、<*、、、、、、、、、 

も 見えた るな ど、 鴨縣主 同流に して 仕へ 奉る 事、 全く 地主 二宮 祌は 大山 昨 神に 坐して 賀茂上 社 別 雷神と 同體 s!^ 名 

なる 事、 次に 注す が.^ き 所以 有る を 以てな り、 此大宮 の 御 事に 就きて；. g 密 記に 建 n 立資殿 f 翁 像 有 n 别彫 r 奉レ 成-一 

御 遷宮 f 其 時 御詠歌、 「東より 琴 御館に 誘 はれて、 此山 末に 留る 松風」 宇志 丸 承知 之、 重而 有，, 懇祈神 號御形 r 

其 時 於，： 闇夜， 空中 如，, 日輪， 光明 爲，， 照 而曰 輪之內 有，， 大文字 I 依， 之奉レ 稱，, 大宮： 就，， 日輪 之驗， 曰 吉大宮 權現崇 


レ之 給、 御 形 再拜懇 祈、 刻 大文字 現 レ形ハ 故 號ニ大 宮-と 書して 大宮を 加 多 知能 美 夜と 訓 めり、 是大 なる 僞 なり、 大 

宮とは 小比彀 祌に對 ひて 大比数 种と稱 し 奉れる と 等しく、 此は其 凡ての 本社なる 事伦 社の 例 にても 知るべし、 巳 

くより 僧徒の 爲に奪 はれた る 故に 斯る 妄說の みぞ 多 かりけ る、) 小 比 數神は 山家 要略 記に 小 比 餃大明 神奉レ 名， 一二 

宮， と 云 ひて、 其 下に 亦 雷神と 云 ふ 事の 見えた る は 卽ち賀 茂 松 尾に て、 大山 昨 祌を別 雷神と も稱へ 奉る、 其 御名 

を 心得 誤りて 雷神と 心得 僻めた るながら. 却り て 國常立 尊と 申し 掠めた るに は 勝れり-. 山 王權天 記に 「大宮 御 事 

大宮と 申す は卽ち 鳴鎬明 神と 申すな り、 是賀茂 社 下 宮の夫 神に て 坐し ますな り、 下賀 茂と 申す は 松 尾 明 祌の御 女 

也、 云 や 一 と 有る は 事 違 ひたれ ども、 山 王事 條に  一 二宮 を 鳴 镝明祌 とも 申す」 と 有る は、 彼 大山 昨祌亦 名山 末ラ. I 

大 主神、 此祌者 坐，, 近 淡 海 之 日 枝 山？ 亦 坐 n 葛 野 之 松 尾 T 用， 一鳴 ii, 神 者 也と 有る に甚 能く 符合へ る 者な りかし， 

叉賴天 記に 二宮 第三 王子 者惡 王子 也と 有る を、 秘密 記に 惡 王子 愛染明王 童 形と 有る は、 彼の 玉 依比咩 命の 丹 塗 矢 

に婚て 生み 坐し i 天祌 御子と 聞 ゆるな ど考へ 合す 可し、 注 式に 載せた る 扶桑 明月 集に、 大比敦 明 神の f^: に 小比殽 

明 神 (俗形) と 有る は此 一 一宮に 當り、 叉耀ー K 記に 大宮 をば 大比數 山 王と 申し、 一 ー宮をば小比^^山王とも申すなりと 

見え、 右の；. i 密記 にも 二宮 を 地主 權現小 比 數大明 神 天地開闢の 神 諸 祌惣大 祖神是 也と 云 ひ、 叉 地主 大明 神と 云へ 

る は、 上に も 云へ るが 如く、 山 末之大 主神、 此神者 坐 二 近 淡 海 國日枝 山， と 有る 是な るが、 其 天地開闢 之 神と 云へ 

る は、 此 大山 咋神は しも 御 父大國 主大祌 に從ひ 奉りて、 山 を 穿ち 水 を 通して 國土を 作り 給 ひし 御 事の 御 在し 坐す 

を 以て、 例の 國常立 尊と 偽る 種子と は 成れるな がら、 其據は 右の 事より » でた るな り、 同 記に 若宮 小比數 大明祌 
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勸請、 依 レ之號 二 比 敷 辻， と 云 ふ 事 有り、 阈常立 尊 をし も 若宮と 申すべき 謂 無ければ、 此も大 宮大國 主神に 對 へて 其 

御兒祌 なる 糙 なる. 證， にて、 神 名 を 偽る と は爲れ ども 如此く 覆ひ隱 されぬ 所有る は、 實に祌 の御靈 となむ 甚可 長く 

ぞ 所思え たる、 又 上に 考徵 せる 如く、 別 雷神 大山 昨 神 山 末之大 主神 共に 異名 同祌 にて、 松 尾 贺茂兩 社の 御 神と 等 

しく 御 在し 坐すな るに、 尊卑 分脈に、 事 代 主命， 近 江 國日吉 二宮、 號， 一 小 比 数大明 神， と 記され、 神 系圖に 大山 昨 

神の 御名 を舉げ て、 下に 別 雷神、 山 王 二宮、 山城 國松尾 大明祌 と 有りて 共に 符合 ひ、 又 白 河 故事 考と云 ふ 物に、 

八溝嶺 神社 黄金 神 也、 今 所， 祭 二 座 山 王 大已貴 命日 本 事 代 主命と 有る は、 混れ ざり し 以前の 說を傳 へたり し 者に 

て、 二宮 を 事 代 主 祌とー K ふ 傍 證には 成るべき 者な り、 叉 右に 引ける 諸 祌鎭坐 記に、 日 枝 神社 (上略) 自，， , 神 代兒大 

山 咋大祌 化 n 遊 此處？ 以， ー此 山， 爲， H ハ 合本 柱？ 至 n 豐浦宮 1K 皇時： 大 神辭レ 之、 返，， 父 大祌， 替栖、 以，！ 葛 野， 爲，， 鎭祠； 

山城 國松尾 神祠是 也と 有る も.， 其 地主 大明祌 と 聞 ゆる 此小比 敷 神の 御 事なる を 思 ふ 可き 者な り、 新 古今 集 賀茂祭 

の 午 日よ める、 「大和 かも 海に 嵐の 西 吹けば 何方の 浦に 御船 紫がん」 と 有る に、 其耀 天 記 を 見れば 大宮御 蔡條に 

三輪 明 神 かと 思 ゆる 也、 其故は大和國ょり滋賀浦に來^9事決定なり、 其 5a 見 一, 大宮 日記 f 其 上 御 歌と 巾して 御祭. 

時 於，, 寶殿 ii, 社 司詠哥 云、 「大和 は \ 海に 西より 風 吹かば 何れの 浦に 御舟 繁 がむ 云， „<」 と 見え • 祭日 儀式 事の T 

に 御 取 物事 云々、 大宮云 .<、 次 橋 祝、 此 問大津 村人 等參、 次讀定 文、 次 御哥三 返と 有りて、 右の 哥を唱 ふる も大 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、、、 、 

和 かもの 辭を 大和 はに と 喚び たるの みなる も 決めて 近き 由有るが 故 也、 叉 御戶開 御供 五 前進 内陣 事大 宮大祌 宵賀 

茂 上下 松 尾、 如此 子細 在 之 不委云 \ と 有る 大祌 は、 大 三輪 本社の 御靈を 祭りけ む を、 伊勢の 御 事に 混り たる ベ し、 


：6 にも 賀茂 尾 を 共に 祀る 事、 此 本文に 云る 所以 有る 爲 なりけ らし、) 又 公事 根源 賀茂 祭條 に、 今日 人々 葵 桂の 

鬉を懸 くるな り、 賀茂松 尾の 社 司 前日より 然る可き 處- へ 奉る」 と 有て 此を 葵祭と 云 ふ は 世に 名高き 事なる に、 

秘密 記に 大宮の 御 神の 事ながら、 尊 神 携持給 御杖 差- 1 此 地-給、 早生 付爲 -1 桂 木-青葉 萌 w と 云 ふ、 又 接木祌 木之隨 

1 也、 御杖 差 置 給御垂 跡之始 也、 故 祭 禮申日 內陣桂 進上、 則 社家 中 一 枚 宛 冠， 角 差 レ之" 禁裡 進獻 云々 と 有る に 合 

せて、 橘經亮 主の 香果 備忘に、 無名 古 寫本抄 W と 記された る 中に、 「卯月 中 申 日 比 敷の 祭に て 其 日 過 ぐれば 桂の 

枝を賀 茂へ 参らせ 給 ふ、 次 酉日賀 茂の 御 阿禮過 ぐれば 葵 を 日吉へ 参らせ 給 ふ、 桂の 枝參る 時には 葵と K にして 諸 

K とて 懸 くるな り、 比 数の 祭の 延引の 年 は 桂の 枝 参らす、 故に 諸鬉を 懸けぬな り、 六花 說夏 部に 見 ゆ」 と 有りと 

或 書に 云へ り、 (但し 躍 一 K 記に 村 上 天皇 御 時、 第二 禰宜從 六 位 上 安國、 康保ニ 年 正月 二十 二日 任レ 祝、 此御 時大宮 

ii^ili 有- 1 大橋； 依- 1 先例 1 祭 祠日取 n 件 桂 T 令レ 持- 1 下部？ 舂 連獻- 一松 尾 社 T 自 -1 彼 社- 獻 -1 鴨 ハ 往昔 例 如, 此、 雖 

レ然件 木 顚倒後 絕畢此 事禰宜 安國時 迄不, 絕云. << と 有れば、 中古より は 行 はれ ざり し 事に や、 何に 在れ 賀茂、 松 尾" 

日 吉と三 社に 分れ させ 給へ ども 其 本 一なる 由 を 知る に 足れり と 云 ふべ し、 叉 祭日の 儀式 を 云へ るに、 桂 御酒 進、 

^141勤ニ此役？  土瓶 御 土器に 桂 葉 一 葉 を 入れて 人別 呑レ 之と 云 ふ 事 も 見えたり、) 今 も賀茂 社の 紋と此 二宮の 紋と共 

に 葵なる など 共に 其 同 神に 御 在し 坐す を 以て 萬に 相 同じき 者な り、 又 上に も 引ける 山門 堂舍 記に、 仁 和 四 年 二月 

比 數山横 川なる 根本 觀音 堂燒亡 材木 運上の 條に、 賀茂 禰宜相 催社領 人夫-多 以 運上と 有りて、 其 Q 氏人の 然る 忌 

はしき 堂塔の 事に 係 はると 云 ふ も、 元來其 地に 小 比 敷 社 有りし 由緣に 因れる を も 思 ふ 可し、 傳 右に 云へ る 如く 此 

日本書紀 傳 二十 四之卷 附錄  二三 一 


日本書紀 傳 二 t. 四之卷 附錄  二三 二 

の 神 は 小比釵 神と 申して 祌 代より 其橫川 Q 地に 御 在し 坐し-事、 右に 云へ る 如くなる を、 祕密 記に、 大宮 建立、 

此 社頭 之 最初 也.. 二宮 八 王子 早 祁禮共 社 無， 之と 有れば， 上古より 其 小比數 山に 御 在し 坐し &か ども、 社 壇の 出 

来れる は遙に 後の 事なる を、 彼の 最 澄が 爲に山 下に 下され 給へ るなる 可し、 又 山 王 本社 建立 之 次第、 初 大宮、 次 

二宮 云々 と 有る 如くに て、 橫川 にても 其 御社の 定まれる は天智 1K 皇 御世の 事と 所見たり、 諸祌 記に 二宮 號，, 小 比 

數， と 有りて、 下に 二宮 正 一. 位壽永 三と 有る を、 或 書に 「其 は 百 練 抄に壽 永 三年 三月 二十 七日 日 吉幷北 野 神 位記 

請 印 云々、 日吉神 位記 行， 1 神祇官 1 畢と 有る 度の 事な り」 と 云へ り、 次に 云 ふ を 見合す 可き なり、 此事 を；. i 密記七 

社 位階 條には 二宮 正 一 位、 後白河 院 御宇 皆 同 勅裁と 有り、 (其の 小比數 神の 木 御 在し 坐し i 橫 川の 地 は 古 波 母 山 

と 云 ひける にや、 同 記に 「波 母 山 小 比 数 杣鎭座 御詠歌、 日本 開^ 以前 也、 波 母 山 や 小 比數の 杉の 獨居 は、 嵐 も 塞 

し 問 ふ 人 も 無し」 大比歆 大明祌 波 母 山 臨幸 御 歌 「何事 か 御 在し 坐 すらむ 瑞籬 の、 ク、 しく 成りぬ 見 奉らで」 此御返 

事 波 母 山 之 御 歌 也と 有る は 云 ふに も 足らぬ 事ながら、 當昔小 比 數祌は 其 山に 御 在し 坐し ける 御 事の 有りし に 依り 

て 然る 妄歌を も 作れるなら めど 叉 一 證 には備 ふべき ものな り、 日吉 行幸 記に 「二宮 權 現と 申す は 荒 金の 地を領 じ. 

給 ひて 萬 物 を 生育し、 祌 代の 當 昔より 此の 宮に住 給 ひて 波 母 山の 主と 成りた まふ、 故に 地主 權 現と は & せり」 と 

も 有り、 今 思 ふに 波 母 山と 云 ひて 義を 成さす、 元は 賀茂 山な りけ む を、 字 を 彼 母 山と 書け るが 彼 を 波と れ るな 

る 可し、 此祌の 御 在し 坐す 地を賀 茂と 云 ふ 事例 有りて 盡 しも 得難き 程の 事 なれば >  其 は 今一 K ふ 限に 非す と雖 も、 

右に 云へ る 如く 賀茂、 松 尾、 日 吉の三 社 は 相 共に 云 ふま じき 由 緣の御 在し 坐る 御 事 を 思 ひ 合す 可し、 此地 主神と 


事 は 傳廿七 大地 主神の 下に 云べ し、) 故 此日吉 神社 は 往古より 祭り 来る 所、 大比鼓 祌小比 截神ニ 神に 御 在し 

坐す を官 より は 一 座の 御會釋 なりし 事、 此條の 初に 云へ るが 如し、 秘密 記に 社頭 者 上下 兩祖之 祌威之 事、 兩祌輿 

初 者大宮 二宮 兩祌也 云云、 酉 日 神事 皆 以ニ兩 社 一計 也 云云と 有る は、 其 初 は 唯 大宮と 二宮と 二 社の み 世に 聞え 給へ 

る を、 其 二 社の 外に 又 五社 を 合せて 山 王 七 社と 云 ふ 事と は 成れり、 山家 要略 記 日 吉七社 降臨 垂跡 時代 事、 扶桑 明 

月 集 云 (大江 匡 房 記、 g 房 在世 之 時 號-ー 朧月 集 f 歿後 改- 一名 明月 集-) と 有る 此 書に、 大比薮 明祌、 小比數 明祌聖 

眞子八 王子 客人 十 禪師三 宮とチ 、第た る是 なり、 上の 二 社 は 上古よりの 本社なる にて、 次の 五社 は 各其兩 社に 屬き 

たる 攝社 なり つらむ を、 上し 奉りて 並べ 奉られし なりけ り.. 夫 木 集に 經信 卿、 「日 吉山七 坐す 神の 跡 垂れて、 曇 

らぬ影 は 世 を 照ら すらむ， 一 と 有るな ど >  中古より 以降 山 王 七 社と 普く 世に 申し 習へ る 事なる が 故な り、 又；. i 密記 

に、 山 王 本社 建立 之 次第- 初大宮 fiO 一宮 、聖眞 子 次 八 王子 (皆 宇志 丸 作始奈 利) 後 十 禪師又 三宮叉 客人と 有りて 

.h- に 御影 嚮初中 後 有. 初 二宮 小 比 敦大明 神、 日本 以前 與利波 母 山 來至耠 利、 次 八 王子 者 (中略) 第 十代 崇祌 天皇 御 

宇 也、 是迄者 社頭 建立 無レ 之， 第三 度 目大宫 建立 (中略) 天智 天皇 御宇 是也、 第 四聖 眞子大 宫與利 十 年後 也と 云へ 

る は、 右に 宇志 丸 作始と 云へ る是 也、 第五 十 禪師延 曆ニ年 御影 嚮第六 三宮、 同 三年 御影 嚮、 第 七 客人 宮天 安二 年 

建立と 有れば- 七 社と 云 ふ 稱は已 く 常 昔より 在りし 稱 なりけ り. 故に 此を上 七 社と 云へ るに、 其 後に 作り 加へ て 

中 七 社 有り、 後 又 作り 加へ て 下 七 社と 云 ひて、 都て を 俗に 山 王 二十 1 社と 云ふ是 なり、 同 記に 七 社 位階と 有る に、 

大宫正 一 位 最初 正三位、 チ、 二位、 二宮 正 一 位. 聖眞子 正 一 位、 八 王子 正 一 位、 客人 正 一 位、 十 禪師正 1 位、 三宮 
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正 一位、 以上 後白河 院 御宇 皆 勅裁と 有る は、 百練抄 に、 壽永ニ 年 九月 十五 日 上皇 御 JI 幸 日吉社 T 去 七月 二十四日 御 

登山 之 間 有，, 御 願 之 旨， 云 ーェ、 被， 奉， 增，, 祌位， と 有りて、 同 三年 三月 二十 七 曰に 曰吉祌 位記 行， 一 神祇官， 畢と 見えた 

る 是を云 ふなり、 (伹 し耀天 記に 二宮 を從 一位、 聖眞子 を 正 二位と して 承 安二 年 三月 二日に 進ら れ たるに、 或 記 

云 五月 二日 宣下と 有り、 八 王子 は 同時に 從 二位 壽永ー 一年 十月 九日、 正 二位 客人 は 承 安に 從 二位 壽 永に 正 二位 從 一 

位と 有り、 十 禪師も 右に 同じく、 三 宮は壽 永に 從 二位より 正 二位に 進ませ 給へ る 趣な り、 叉 注 式に は 大宮人 皇五 

十七 代 陽 成 院元慶 四 年 正 一位、 二宮 第 八十 一代 安德 天皇 壽永ニ 年 正 一位と 有りて 上 件に 合へ る を、 聖眞子 八 王子 

客人 十禪師 三宮第 八十 八 代 後深草 院建長 二 年 正 一 位と 有りて 右と 合 はす、 今 孰れ か是 なる 事 を 知らす、 此 より 以 

前に も 安貞 二 年 十月 二十四日 日 吉社聖 眞子八 王子 客人 十禪師 三宮等 可；. 奉, 授， 1 1 階， 之 由 被 n 宣下， と 云 ふ 事 有り、 

偖 右の；. i 密 記に 山 末社 正 一位と 有り、 此は謂 ゆる 下 七 社と 云 ふ 中なる に、 神 位の 然抽き >w させ 給へ る は 山 末 之 

大主祌 にして、 卽ち 二宮と は 同 神に 渡らせ 給 へれ ども、 上に 云へ るが 如く 此地 主神に 御 在し 坐す から、 大宮を 建 

立の 初より 其 傍に 勸 請る 程の 御 事に し 有りければ、 然る 佛 地と は 成れるな がらに 猶 古義の 遺り て、 殊に 此 社の 崇. 

敬 厚 かりし が 故な. - めり、) 若て 七 社の 第三 は聖 0; 子 也、 豐 葦原 ト定 記に、 聖眞子 波 吾 勝尊奈 利と 云へ る は 然る 一 百 

なり、 此の 字 は 上 聖祌の 下に 引ける 仁 明 天皇 御紀 に、 四十の 寶算を 奉賀る 長歌に、 瓢葛乃 天 照國乃 日宮乃 聖之御 

子 @ と 有る 聖之 御子の 意 を 以て 書きた る 可き が、 此は 二宮の 御 神に 由 有りて 此に御 在し 坐すな る 可し、 其 は元曆 

奏上 記に、 賀茂 別雷皇 大神宮 (上 社) 四 座中 所， 祭 正 哉 吾 勝々 速 日 天 忍穗耳 尊、 左 高 皇產靈 尊、 右 武祇命 後事 代 主命 


也 (中略) 欽明 IK 皇ー 一十 八 年 四月 (中 酉) 自 T 大和 葛 木 鴨 逢 日 村 社、 本 所 i 祭 三座兒 神皇兒 神以- 一味 高彥根 命， 陪之 

地 h 依， 一 祌宣， 遷，, 山 代 別 雷 山 T 遺 n 味 耜高彥 根 命？ 止- 1 葛 木 鴨 T 吾 勝 尊與ー 1 兒 神-至 祭 於 山 代？ 以 -1 皇兒 神- (忍穗 耳 

尊) 祭，, 上 社 7 以，, 兒神， (素 斐嗚 尊) 祭，, 下 社， と 見えた る、 意 は 其 間に 自， 1 神代-所， 鎭上社 事 代 主命、 下 社 大己貴 

命而 巳と 有る 其 上 社の 事なる が、 神宣 有りて 葛 木 鴨 社に して 味 耜高彥 根 命の 陪らせ 給 ふ 素 斐嗚尊 忍穗耳 尊を迎 へ 

奉りて. 素 戔嗚尊 を 下 社に. 忍 穗耳尊 を 上 社に 併せ 祭らし め 給へ りし 者な り、 其 所 由は傳 十三に 注せる が 如し. 

此 にても 二宮 は 事 代 主神に 御 在し 坐す から 迎へ 取り 奉りて、 上賀 茂の 狀に 成させ 奉り 給へ るなる 可し" ；ぼ密 記に 

も、 聖眞子 正 哉 吾 勝々 速 日 天忍穗 耳尊是 也、 天 照 太 神 第一 御子、 地 神 第 二番 尊 神 (中略) 第 四十 代 天武帝 御宇 白 鳳 

十 年 御影 向と 有り、 然るに 注 式に、 人皇 十六 代應祌 天皇 輕島 明宮 御代 天 降、 第三 十代 欽明 天皇 三十 二 年 (辛 卯) 鎮 

西 豐前國 宇佐 郡 八幡 顯 坐と 云 ふ 事 有る は 心得す、 神 名 式に 謂 ゆる 畳 前 國田川 郡 忍 骨 命 神社 卽ち彥 山の 御 事に 御 在 

し 坐せば、 其より 勸 請ら れし 事な どの 有り つらむ を、 然云ひ 誤りた る 者な りけ り、 然れ ども 此を 以て も 常 就 Q 吾 

勝 尊に て 渡らせ 給 ふと 云 ふ は、 僞 にて は 有る ベ からぬ 事 を 知る に 足れり と 云 ふべ くな む、 (但し 右に 引ける 注 式 

に鎭西 豐前國 宇佐 郡 八幡 顯 坐と 有る に 合せて、 秘密 記に も 第 十代 天 武 天皇 御宇 白 鳳 十 年 御影 向 尊 御お 生、 應祌 天 

皇後 八幡宮 現 形と 云へ る は 例の 慢 事ながら、 傳 十六 卷に 注せる が 如く、 宇佐に て比賣 神と 申す は 三女 神の 御 事に 

渡らせ 給 へれば、 此の 大比數 神に は 后 神に 御 在し 坐し. 小比數 神に は御祖 神に て 御 在し 坐せば、 此の 御 神 も 日 神 

と 素妻嗚 尊の 御子に 御 在し 坐す を 以て、 日和 之 御子と も 申す まじき に 非 ざれば、 然る 御 事に やと も 云 はる 可き 狀 

日本書紀 傳 二十 四之卷 附錄  二三 五 


日本書紀 傅 二十 四之卷 附錄  二三 六 

なれ ども、 其より 後に 祭られ させ 給へ るながら、 三宮は 正しく 三女 祌と聞 ゆれば、 此の 考は 捨てき、) 八 王子 Q 

御 事 は、 明月 集に IK 神 第二 國狹槌 尊、 第 十代 崇祌 1K 皇卽位 元年 (甲 申) 近 江 國滋賀 郡 小 比 數東山 金 大巖傍 天降、 八 

人皇 子 引率 天 降、 故 謂え 八 王子， (神 紙宣令 曰、 言 八 王子 者 1K 照 太 神 所， 生 之 五男 三女 等 八 王子 也) と 有れ 共、 國 

狹槌尊 は 二宮 を 國常立 尊と 申す 類に て 更に 由無き 事な り、 又 五男 三女 神と 云 ふ も 八 王子と 云 ふに 叶 ひて 尤と聞 ゆ 

る 物から 其 も 亦 推量の 說 なりけ り、 秘密 記に も 八 王子 者 八十 萬祌引 準 而 天つ 降 金 大巖？ 時代 第 十代 崇； tIK 皇 御宇 也、 

是迄者 社頭 無， 之、 大宮 建立、 此 社頭 之 最初 也、 二宮 八 王子 早 祁禮共 社 無 k 之と 有る は、 元より 御 在し 坐す 神な が 

ら、 其 御社 は大宮 と共に 天智 天皇 御世に 初めて 建てられし 趣な り，' 其 下 八 王 子宮の 所に も、 東方 石 有 號-ー 天 磐 船つ 

明 神 乘レ之 御 臨幸 也と 云 ひ、 叉 八 王子の 下に も、 諸國在 所々 御影 嚮悉號 一 1 八 王子？ 以 一一 御 神 力， 諸人 信 敬 事と 有り、 

右に IKn 降 金大巖 一と 云 ひ、 叉 天 磐 船と 一 K へる は、 其 社 を 建てす して 其 石 を神體 として 祭る 由なる が、 諸國 在々 所 

々御影 嚮と 云へ る は、 傳 十に 注せる 如く 岐祌の 御 事に なむ 御 在し 坐し ける、 志 陽 略 志と 云 ふ 物に、 彼の 志 摩國に 

八 皇子 社と 云へ る 四十 五所 有る 中に、 答 志 郡 鳥 羽縣八 皇子 神社 靈形船 座と 云 ふ も、 右の 天 磐 船と 同じく 岐 神に 坐. 

す， 故に 船 を 以て 祌體 と爲る 由な り、 祌名 式に 河內國 大縣郡 常世 岐姬祌 社 今稱， 一八 王子， と 志に 云へ る も 證と爲 ベ 

し、 今 も諸圃 Q 辻社に 石 を 建て 八 王子と 稱し 奉る は、 道 饗祭詞 に 謂 ゆる 八 衢比古 八衝比 賣久那 斗の 三 神に 御 在し 

坐す を、 伊勢な どに て 此を饗 土と 云へ る は卽ち 饗處の 事なる 其に て、 此の 比 数の 山道 を 守り 給 ふ 手 向： t にて 御 在 

し 坐し \ かば、 常 昔 社 を 建つ る 事 は 無くて、 右の 金 大厳叉 天 磐 船 を 以て 神 體と爲 て 往古より 祭り 來れる 者と B 一 ゆ、 


祕密 記に 金 大巌八 三兩社 御間是 也， 奥 長石 也、 巖上 叉靈石 有， 之と 有る も、 下 八 王子 Q 天 磐 船に 相似たり、 叉： < 

王子 伏 拜拜殿 有，, 靈石 f 則 八 王子 御 神と 有りて，. 伏拜 處と雖 も唯拜 殿の みに して 靈石を 以て 祌體 に祀 へるな ど- 

餘の六 社の 例と は 異なる にも 心 を 著け て考ふ 可き 事に なむ、 (然れ ば . 此の 三宮を 以て 國狹槌 尊に 常て たる は、 

我が 祌を强 て 尊く 爲 むと 爲る妖 僧の 妄 意に W でた る 可く， 八 王子 を 五男 三女と 云 ふ は、 何の 辨へも 無き 神人の 手 

に 出て 共に 誤なる 事 云 ふ も 更なり.' 秘密 記に 八 王子 俗形 束 帶赤袍 帶，, 大刀， と 云へ る は、 後に 作れる 祌體 にして 更 

に據に 足らす.， 係岐 神の 大國 主神に 由有る 事 は.. 天孫 降臨 章 第二 一書に. - 大己 貴祌云 .<、 乃 薦，, 祌於 ニ祌， 曰- 是 

常， 一代 レ我而 奉 r 從 也と 申させ 給へ る 事 有れ ども. 此は 然る 所以に 因れる に は 非す、 此の 地の 道祖神に 御 在し 坐し 

ける を 社 を 建て 祀 祭れるな り、) 客人 宮は 明月 集に、 客人 (女形) 第五 十代 桓武 天皇 卽 位延曆 元年、 天つ 降 八 王子 

麓 f 白山 菊 理比暉 神 也と 見え、 秘密 記に は、 客人 宮 女形、 日本 開 關祌伊 弊 掛尊是 也、 白山 妙 理大權 現 御影 向 有 我 

子 也、 栢木上 有 H 御影 嚮 T 但社壇 無， 之、 相 應和尙 於，, 横 川 坂， 御對 面. 依， 之 建， 社、 天 安二 年 六月 十八 日 有， ー御遷 

宮 f 小 白山 大己 貴兩神 有，, 同社, 後 建， 社と 一 K へり、 然れ ば、 延曆 元年 八 王子 麓に 勸 請れ る 栢木 を祌 木と して， 祀り、 

未だ 社 壇 は 有ら ざり ける を、 後に 天 安二 年に 初めて 社 を 定め 奉れるな り、 新 古今 集に- 日吉の 客人 宮に詣 でて 左 

京大 夫 顯輔、 「年經 とも 越の 白山 忘れす は 頭の 雪 を 哀とは 見よ」 鑌 古今 集に、 客人 かに 奉りけ る 後 京 極 攝政前 太 

政 大臣、 「此に 又 光 を 分けて 宿す 哉 越の 白嶺ゃ 雪の 故鄕」 と 云 ふ 歌 も 見え たれば、 此は 決く 菊 理嫒祌 にて 御 在し 

坐し けり、 此御祌 の 御 事 は 巳に 傳十 一 にも 說 ける 如く、 亦 名 を 泉 守 道 者と も 申して 岐 神の 御 事に て. 右の 八 王子 
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と 同體の 神に て 渡らせ 給 へれば、 其 地に 樹る栢 木 を 御座と して 別に 社 壇 を^け ざり しにて、 此も謂 ゆる 饗 土の 神 

に 御 在し 坐し つるな. - めり、 (客人 宮と云 ふ 事 は、 秘密 記に 北陸 白山 與利來 臨 所、 女體 登山 之砌、 於， 一 橫川坂 布袋 

0^ 相 應和尙 御 對談之 刻、 女體 登何不 n 審之 T 御 返答 客人 御名 乘故 也と 云 ふ は 例の 偽なる 可し、 抑 此祌は 黄泉 國 

に 成り 坐して 其 黄泉 神 を 壓へ耠 ふ 神に 渡らせ 給へ る 故に 此顯國 にも 御 在し 坐して、 辣び 荒び 來る物 を 防ぎ 給 ふ 神 

に は 坐せ ども、 元 來顯國 の 神に て 御 在し 坐 さ ざれば、 此國 祌に對 へて 客人 神と 申け む を 取り 掠めて 問答の 時の 御 

名 乘と僞 りたる 可し、) 十 禪師の 御 事 明月 集に 十禪子 (童子 形) 桓武 天皇 延曆ニ 年 (癸 亥) 正月 十六 日 天 つ 降 地主 宮 

前-と 云 へ り、 豐 葦原 ト定 記に、 十 禪師波 天津 彥彥火 a 々杵尊 也、 十 禪師. y 申 奉 &、、 十 止 波 七 代 天神 地 神 乃 三 8^ 々 

杵 合 之 天 十 也禪止 波 讓利 天 加護 乃 義 有利 と 云 へ る 是實に 然る 可し、 祕密 記に も 十 禪師御 齢 一 一十 有餘、 天津 彥 火 

虔々 杵尊 也、 地 神 第三 尊 祌延曆 二 年 御影 向と 有り、 一 說に賀 茂 別 雷神 社の 相 殿に 此瓊々 杵尊も 御 在し 坐す と 云へ 

れば、 中 昔に も 然る 說の 有りて、 此 二宮の 御 神に 就きて 祀れ るに も 有るべく や、 (但し 元曆奏 上記に は此御 神の 

御 事 見えす、 偖 又 秘密 記に • 延曆四 年 七月 二十四日、 於， 一山 上， 御兒形 而傳敎 大師 御拜 敬と 云へ る は 例の 妄ー 百な り、 

何ぞ 彼の 神 地 を據し 掠め 奉る 妖 僧に 見えさせ 給 ふ 事の 御 在し 坐 さむ、 叉 十 禪師と 云 ふ 事 も 然る 妖僧 共の 號け 奉れ 

るに て、 右の 天 七 地 三の 御 事 を 云へ るな ど は 非ぬ 私事ながら、 古くより 云 ひ 来れる を 如何に 爲 む、) 三宮の 御 事 

は、 明月 集に 桓武 天皇 延曆六 年 (丁 卯) 八 王子 金 大巖傍 天 降、 天 照 太 祌與， 一 素戔嗚 尊， 誓 給 所， 生 五男 三女 中 三女 也、 

故 名， 一三 宮， と 有り、 要略 記に、 撿封記 云、 女體 坐像、 御衣 唐 装束、 御髮 結，， 頂上， 金 天 冠、 兩方御 袖 持，， 唐 打 羽 f 


御齡 二十 餘と 云へ る は、 俗に 云 ふ辨財 11^ と 云 ふ 狀に御 體を其 時に^け 作りし 者なる 可し • 秘密 記に も三宮 女形 三 

體、 御 質 女 唐 女 持團子 依， 一三 女 之 形靜パ 奉レ稱 ヒー 一宮 T 乘 -1 紫雲， 自-ー 東方-来臨 給と 所見たり、 此三 女神 はし も傳十 

三より 始めて 委しく 注し 奉れる が 如く 三 柱に 別れて 成り 出で させ 御 在し 坐し，^ か 共、 御身 を 合せて 須勢理 爲賣命 

とも 玉依姬 命と も 由 良 比 女 命と も 申し 奉りて、 此大宮 に 御 在し 坐す 大國 主大 神に は 后 神に 御 在し 坐し、 二宮に 御 

在し 坐す 大山 咋大祌 に は 御 母 神に て 渡らせ 給へば、 松 尾に て も 大山 咋神胸 形 中 都大祌 共に 相 並ばせ 給 ひ、 賀茂 

にても 御祖 神社 は 其 別 雷神の 御母祌 たる を 以て、 此三前 大神を 立て 被 ヒ祀る 例に て、 此 にも. 必す右 © 兩 社に 擬ひ 

て 奉 齋らる 可き 御 事 申す も 更なり、 然るに 大宮の 御鎭座 は天智 1K 皇 元年な り、 此の 御 鎭座は 延曆六 年な り、 凡百 

二十 六 年 許り 後れさせれ g へり.， 故に 思 ふに、 山家 要略 記に 載せた る相應 和尙祕 記と 云 ふ 物に、 大比敷 祌殿内 納，, 

大坪 終坪ハ 叉高屛 風下 有， ー雙 枕, と 云 へる は事實 にて、 例のに て は 有る まじ かりければ、 此の 大宮 にこ そ は 彼の 頸 

懸 りして 今に 至る 迄 相 配 ひ 鎭り坐 すらめ と 思 ひ 成し 奉らる i 事に て、 此の 三 宮の御 方 は 後 に 其 御靈を 分けて 祀ら 

れし 者と こそ は 所思え たれ、 (故に 思 ふに、 此の 三宮は 彼の 八 王子 並ばせ 給 ひて 其 中間 謂 ゆる 金大巖 有る 事なる 

が、 上なる 八 王子に も此 にも 金大厳 傍に 天降らせ 御 在し 坐し ける 由 云へ るに 就きて、 八 王子 は 謂 ゆる 道饗 神なる 

可き 由 云へ り、 此も然 にて、 彼の 三 神を饗 土に 祭れる を 以て 三 宮と云 ひけむ を、 其 傻を失 ひて 八 王子 を 五男 三女 

神に、 此を 三女 祌に 當て傳 へたる から、 後に 三女 祌の宮 と實に 成れる 者なる 可し、 故に 此の 七 社の 中に て 八 王子 

三宮 客人 宮の三 所 共に 謂 ゆる 此の 比數 山の 變土祌 にして、 手 向 神に 御 在し 坐す に 始まりて、 後に 種， <<  の 神と は 成 
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れ るに てぞ有 ける、) 〇 葛 野 は 記 偉 十二 (四十 三 丁) に、 「加 豆 怒と 訓む べし、 中 卷明宮 段大御 歌に、 知 婆 能 加 豆 怒 

袁美禮 婆と 見 ゆ、 書 紀垂仁 天皇 御卷 に、 唯 竹 野 媛 者 因， 一形 姿 醜 T 返-一 於 本土 r 則羞 U 其 見&、 到，， 葛 野， 自墮， 輿而 

死 之、 故號ー 1 其 地 一 謂 一 1 墮國？ 今 謂， 一？ &國, 訛 也と 有る を 思へば、 古 は 乙 訓郡邊 迄 係け て泛く 葛 野と 云 ひしな り、 和 

名抄 に、 山城 國葛野 加 止 乃、 又 葛 野 鄕も見 ゆ、 加 豆に 葛 字 を 用 ひたる は 久豆を 加 豆と も 云 ひしな り、 字音 を 取れ 

るに は 非す、 後に 加杼 野と 云 ふ は 加 豆の 轉れ るな り、 下 總の葛 飾 は 音 を 取れる 例 異なり」 (補 意) と 見 ゆ、 此葛^ 

に 就きて 予 別に 說 有り， 傳 十二に 云へ りき、 〇 松 尾 は記傳 十二 (四十 四 丁) に、 「山城 國葛野 郡 松 尾 神社 二 座 (並 

名 神大、 月次 相嘗 新嘗) 是れ なり、 此 御社 は 古より 佛 沙汰の 混らぬ 故に 今に 至る 迄 大山 咋 神と 詳 かに 申せり」 と 云 

はれき、 此の 大 神の 御 事 は 上に 其 御名 を說き 奉れる 所に 委しく 注せる が 如く 賀茂 にて は 別 雷神と 申し、 日吉 にて 

は 山 末之大 主神と 申し 奉りて、 正 身 は 事 代 主祌に 渡らせ 給 ふ 御 事な り、 今一 座 は 注 式に 胸 形 中 都大神 (市 杵島姬 

也 素 突 鳴 御子) と 有る 是 なり、 玉 葉 建 久ニ年 十二月 七日 條に、 松 尾行 幸神寳 御覽、 寶殿ニ 所 云々、 一所 金銀 幣ー 

具、 無-一 御 鏡 T 是男體 之 故 也、 又 女 體之御 不， 附 n 平 緒， と 有る、 此男體 は 大山 咋祌女 體は巿 杵島姬 命 御 母子に て 

二 座に 渡らせ 給へ り、 東寺藏 古文書の 中に、 元久 元年 三月 五日、 左辨官 下， 一山 城 國松尾 社， (中略) 當社者 鴨御祖 

社 之 御 同體、 朝家 第 四 之 靈社也 (中略) 大史小 槻宿禰 と 有る を、 鴨 氏人 記に 御祖 神社 を 姬大祌 と 書し 神佛 N ハ應 編に 

下 賀茂宮 宗像姬 也 と 有る に 合へ り、 然る は 姬大 神と 申し 奉る は 八幡に て 三女 神 を 申す 御名に て 宗像姬 神と. & すに 

同じき 所 由、 已に傳 十三、 十六に 注せる が 如し、 本朝 月 令に 松 尾 社、 秦氏本 系 帳 云、 正 一 位 動 一 等 松尾大 祌御批 


者、 筑紫胸 形 坐 中都大 神、 戊辰 年 三月 三日 H<;t 下-坐 松椅日 尾， (叉 云 日 埼岑) 大寳 元年 川 邊腹男 秦忌寸 都理、 自_ 一 

日 埼岑， 更奉， 請，, 松 尾 f 又 田 口腹 女 秦忌寸 知麻留 女、 始 立，, 御阿禮 r 知 麻 留女之 子秦忌 寸都駕 布、 自，， 戊 午年， 爲 

レ， 祀、 子孫 相承 祈 T1 祭大神 f 自， 其 以降 至 二 于元慶 三年 ニー 百 三十 四 年と 有り、 此 にて 宗像大 神の 大山 昨 祌と御 母子 

共に 此に御 在し 坐す 御 事 明らかな り、 或 書に 引ける 筑前宗 像 社家の 藏 する 古文書に、 山城 國松尾 社 當時旣 神事 等 

及，， 退 轉-候 由、 被，， 歎 思 食， 者 也、 然者筑 前 國宗像 社 者、 爲， ー當社 ー體之 事， 候 間、 彼 社家 中 別 而勵， 一 興隆 之 志 r 相つ 

勸國 中； 奉加 等 令，， ，運途 於 本社， 者 可， 爲 n 祌妙， 候 由 可 T 令，， 下知， 給 i、 天氣 如， 此、 仍執達 如， 件、 天 正 五 年 十月 

二十四日、 謹 上 伯中將 殿、 左中辨 (花押) と 有る は、 後の 物ながら 證と爲 べき 者な り、 (但 筑前國 にて は 今 其傳を 

亡 ひて 宗像中 津宮の 方に は 更に 其 所 由 も 知られ ざり ける に、 邊津宮 に は 其 鳥居の 外に 松 尾 社と て a? 社の 立た せ P. 

在し 坐す は、 右の 天 正 度よりの 事に ゃ今詳 ならす、 或 人 右の 本 系 悵の年 紀を考 へて 云く、 自， 其 以降と 有る は秦 

忌 寸都駕 布 自ニ戊 午年, 爲, 祝と 有る 時より 以降と 云へ る 文に て、 其 戊 午 は大寳 元年より 後 十八 年、 養老 二 年なる 

可き を、 然ては 百 十一 一年 なれば 年數合 はす、 叉 本の 任に 二百 三十 四 年 を 推し 上せて 算 ふれば 大化ニ 年 丙午に 常り 

て、 大寳 元年と 有る より 五十 年 以前 なれば 此も叶 はす、 故に 熟考 ふるに、 三代 實錄に 元 慶五年 三月 二十 六日 甲 戌 

制令-一 五畿 七道 諸國 神社 祝 部 氏人 本 系 帳 三年 一進-と 見えた る 度に、 此の-本 系 帳 を 進れ る 者なる 可し、 然れ ば元慶 

三年と 有る 三 は 五の 誤寫 にて 五 年と 爲 すべし、 偖 養老 二 年 戊 午より 元 慶五年 迄の 年數百 六十 四 年なる を、 本に 二 

百 三十 四 年と 有る は 合 はす、 故に 考 ふるに 其 二百の 二字 は衍 なり、 其 衍れる 由は此 原本に 至，, 于元慶 三年, 二百 云 
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云 年と 書き たりし 助 假名 を 誤り て 本文の 百 字 Q 上へ 混へ 寫 したる 者な り、 叉 三十 四 年 Q 三 字 は 六の 誤な り、 如レ此 

く訂 して 至 二 于元慶 五 年， 百 六十 四 年と 爲る時 は總て 事實符 ひて 聞 ゆ、 叉 上文に 戊辰 年と 云 へ る は 其 大寶の 以前に 

は天智 天皇の 七 年に 在り、 此 年頃 を 云へ るなる 可し」. と 一 K へり" (偖 松 尾 神社 は 東 向に して 南北に 二 社 並び 給へ 

り、 其 北閒は 大山 昨 神に して 南 閒は胸 形 中 都 大祌に 坐す と 云へ り、 注 式 廣田社 五 座の 中の 第 四 を 南宮と 書して、 

細 書に 松 尾 大山 咋祌南 宮嚴島 明 祌宗像 明祌と 有れば、 松 尾 本社に 對 へて 南 宮と 申せるな りけ り、 但し 此文 本に 八 

祖祌の 下に 在る は 誤な り、 今 打して 引けり、 若て 右の 本 系 帳に 云 ふ 所 は 此南宮 の 御 事に して、 其 大山 咋神 はし も 

神代に 巳に 此國を 作り 給 ひしょり 以降 其 日 埼岑に 御 在し 坐し けるな りけ り、 或 書に 刖雷峰 云，, 松 尾 木 殿 戊 亥十 町 

許 山上 f 此 所有， 巖、 此卽常 社 神 降臨 所 也， 相 傳祌詠 云、 山城 乃 別 雷山爾 宮居 士亭、 天 降 古登 祌代與 利 佐 幾と 所見 

たれば、 上代より 此の 5i 「に 其 磐 座 を 御座と して 御 在し 坐し けるな り、 今 地理 を考 ふるに 正に 嵐 山此に 常る 可し， 其 

筑紫胸 形 中 都大神 戊辰 年 三月 三日 H< つ 下-坐 松椅日 尾， (叉 云 日 埼岑) と 有る 戊辰 は、 或 人天智 天皇 七 年に 常る 可し 

と 云へ る は 然る 說 にて、 上に 書せ るが 如く 日吉 神社の 御 鎮座 も 其 元年 なれば 必す其 前後に 在るべき 事な り、 IKn 

下 1 坐 松埯日 尾， と 云 ふ 地 は 其 嵐 山の 麓に て、 松 尾 七 社の 中なる 櫟谷、 宗像兩 社 御 在し 坐せ る 其 始を云 ふなる 可し、 

其櫟谷 社に は 大山 昨祌を 祀らる i、 其 祌體は 上に 云へ る 丹 波 國献山 神社より 移せり と 云 ふは此 時の 事と こそ 所思 

ゆれ、 拾芥略 耍抄に 有，, 行幸 幷勒 使， 起と 云 ふ 件に、 宗像 本社 筑前國 と 有る は當 社の 御 事なる を 思 ふに、 此時筑 紫 

より 勸請 りて 右の 櫟谷 社と 相竝び 坐せ る 此事を 右に 天下 坐と は 書せ るな り、 大寳 元年に 自 一一 日埼岑 一更 奉, 請，； 松 


a- と 云 ふ は、 右の 嵐 山麓なる 櫟谷 宗像兩 社より 今の 松 尾に 移し 奉れる を 云 ふ な り、 (若ても 其 地に 翁 御 靈を留 

めら れて祌 名 式に 葛 野 郡 楔 谷 神社 坐せ り、 .11 バ像祌 社 は 式 外にて 二 社 相；！ §1 び 給 ひて 渡 月 橋の 西 嵐 山の 麓に 立た せ 給 

へり、 此ニ 社の 御 事 下に 云 ふべ し、 御社 は 東..；：？ J にて 北方に 操 谷、 南方に 宗像兩 社 相； r ひ 給へ る 狀も松 尾 神社に 異 

ならざる なり、) 偖 其大寶 元年 御 鎮. 歴 Q 御 事 は 色 葉 字類抄 Q 松 尾社侥 に、 本朝 文桌 云、 大寶 元年 秦都理 始建コ 立 

神殿？ 立-一 阿 鱧-居 n 齋 子-供奉 天平 一 一年 預， 1 大社， と 云 ひ、 諸 神 記 注 式 共に 文武 一. K 皇大寳 元年 秦都理 奉 ，勸；1 請 松 尾 T 

始造 JI 立 神殿 f 聖武 天皇 一 一年 預 -1 大社， と 有りて 何れも 合 へ り、 然 らば 天 智 天皇 七 年 戊辰より 此年迄 凡 三十 四 年、 

右の 日 埼に御 在し 坐して 此に鎭 り 坐せ る大寶 元年より 三十 年の 後天 平 二 年初め て 大社の 列に は 預らせ 給 へ る な 

り、 但し 大中臣 定好松 尾 鎮座 記 云、 元 明 帝 和 銅 二 年 四月 十一 日、 山城 國山 田. 莊荒子 山 於 n 賀茂ー 初 奉， 傳云々 と 云 

へ る は、 秦 氏は賀 茂に 住居た るが 此に 始めて 移り 住めるな る 可き 事、 上に 引ける 文に 爲， 一守 護, 留矣と 有る にて 知 

るべ し、 偖 右の 本系提 に自， 一 戊 午年， 爲, 祝、 子孫 相承 祈 n 祭大 神-と 有る 戊 午 は 養老 二 年に 當れ. ^ば、 其 頃より 官 

にも 已に祀 らせ給 ふ 御 事なる 故に 始めて 祝 部 を此に 置かせ 給へ る 者な り、 但し 鎮座 記に は、 和 銅 二 年 四月 十一 日 

秦良兼 同 正 光、 荒 子 山 松 尾爲， 一 鎮護， 留矣と 有り、 其 立， 一 御阿禮 一と 云 ふ 事 は 本より 賀茂 社に て 執り行 ふ 祭事なる を、 

此 にても 仕へ 奉る 事と は 成れるな り、 然る は賀茂 祭の 事 も 秦氏本 系 帳に 鴨 下 上 松 尾の 奉, 祭， 一三 所大 明； 而鴨氏 

人 爲，, 秦氏 之每- 也、 秦 氏爲， 一 愛 以 -1 鴨 祭, 讓 n 與 之-と 有れば、 其れ も秦 氏に て 世 , に 掌り し 事 なれば、 此 にても 必 

す 行 ふ 可き 事なる が、 此に 由緒 有り、 下に 云 ふべ し、 其 御 阿 禮の事 は 色 葉 字類抄 に、 本朝 文集 云？ 御祖 多々 須玉 
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依 緩 命、 始 遊-, 川上， 時、 有，， 美箭， 流來 依， 身、 卽取， 之 挿，， 床下 f 夜 化，， 美男？ 相副旣 知，， 任 身？ 遂 生-, 男子； 不， 知，， 

其 父 T 於 i 爲レ 知，， 其 父 T 乃 造，， 宇氣比 酒， 令 T 子 持，， 坏酒， 供. -父、 此子持 振 n 上 於 天雲， 而云、 吾 天神 御子、 乃 

上つ 大也、 于時 御祖神 等， 慕哀 思、 夜 夢 天神 御子 云、 各將， 逢， 吾、 造-, 天 羽衣 一 K 羽 裳 炬火 祭 鉢， 待レ 之、 叉！！ 走 馬， 

取，， 奥山 賢 木， 立，, 阿禮？ 悉 種- -綠 色、 又 造，, 葵枫 寝， 嚴铹 待， 之、 云，, 吾 將.， 來、 御 祖神卽 隨，， 夢敎， 令， -, 彼 神 祭 用，， 走 馬 

幷葵 讓楓疆 f 此之緣 と 有る 此 故事 を 云へ る 也) 記傳 十二 (四十 四 丁) に 一 K はく、 「續紀 に延曆 三年 十 一 月 戊辰 朔丁 

巳、 遣-一兵 部 大輔從 五位 上 大中臣 朝臣 諸 魚 f 叙，， 松 尾乙訓 ニ神從 五位 下 r 以 ，1， 都 也と 有り、 此 遷都 は 長岡宮 に遷 

り 坐す を 云 ふ、 乙 S 遣 レ使修 n 理賀茂 下 上 二 社 及 松 尾乙訓 社-と 有る も 其 御 事に 因りて なり、 同 五 年 十二月 辛 巳 叙，； 

從五 位下 松 尾 神從四 位下， と 見 ゆ、 此事 日本 紀 略に は 同 十三 年 十月 鴨 松 尾 神 加 階、 以, 遷， 都 也と 有り、 此 遷都 は 

今 Q 平安 宮に 移り 坐す を 申せり、 續後紀 に 承 和 十二 年 五月 丁 未 朔庚午 奉， 授 n 從四 位上勳 二等 松 尾 神 正 四 位下？ 餘 

如レ 故、 同 十四 年 七月 甲子 朔己 S 奉レ授 -1 正 四 位下 勳 二等 松 尾 大神從 三位？ 餘如， 故と 有る は、 此 以前に 同年 六月 甲 

午 朔丙申 大風 發レ屋 折， 木、 雨 亦 降、 入， 夜 彌猛、 丁酉 遣， 使 奉，， 幣於 松尾大 神， 祈， 之、 甲 寅 霧雨 止 息、 先， 是左 相撲 

司 代- 1 葛 野 郡 家 前 機樹， 作 n 大鼓， 有， 祟、 由， 是 奉，， 幣及皴 於 松 尾 大祌； 以祈謝 (用，， 鈹 牛皮 十二 張 一面 六 張，) と 有 

りし 此御 事に 由れ る な る 可し、 嘉祥ニ 年 二月 丙 戌 朔壬辰 勅、 從 三位 松尾大 神社 禰宜祝 等、 預， 一把 笏之 例， と 有り 

て、 此 頃の 事に 松尾大 神と 書かれた るは此 程より 公家の 御 崇敬 愈 勝らせ 給へ るな り、 文德 天 皇實錄 に、 仁 壽ニ年 

五月 丁 卯 朔甲戌 加- 1 山城 國松尾 神 正 一 一位 f 淸和 天皇 實錄 に、 貞観 元年 正月 1 1 十七 日 甲 申 奉 レ授， 一山 城國正 二位 勳 一 一 


等 松 尾祌從 一 位， 同 八 年 十一月 三十日 進， 一山 城阈從 一位 勳 二等 松尾祌 階， 加， 一正 一位， と 見 ゆ、 後 拾遺 集に 一條 院御 

時 始めて 松 尾の 行幸 侍りけ るに、 謠ふ 可き 歌 仕う 奉りけ るに、 源 兼 澄、 千 石 破 松 尾 山の 陰 見れば、 今日 ぞ 千年 Q 

始 なりけ る」 (補 意) と 有り、 然して 此大 神は祌 代より 松 崎、 日 尾に 故 有りて 御靈を 留めさせ 御 在し 坐し ける に、 

文武 一 K 皇 御世より 宮柱仕 へ 奉られけ るに 後に、 平安 宮 同じ 域 內に as 来りて 其 近 守 祌と崇 かれさせ 御 在 し 坐す 御 

事、 實に 幽契 有りて 奇し とも 妙なる 御 事なる は、 皇御孫 尊の 御 尾 前と して 賀茂松 尾 日 吉の三 所より 守り 奉らせ 御 

在し 坐す 御 事に て、 天壤と 無窮き 寶祚の 御上に 於て 甚 なむ 賴 もしき 御 事な りけ る、 吉 記に 或 古記 一一 ム、 平安京 者 百 

王 不易 之 都 也、 東 有 n 嚴神？ 西 仰， 1 猛靈 r 嚴祌 者賀茂 大神宮、 猛靈者 松尾靈 社是 也、 依，, ニ祌之 鎮護 f 期，, 萬 代 之 平 

安， と 有る は、 實に其 謂 有る 御 事に なむ、 若て 其 秦忌寸 は 元 正； 大皇 養老 一 一年 戊 午に 祝と 爲て仕 へ ：.^4 れる を、 仁 明 天 

皇嘉祥 二 年に 至りて 把 I 幼の 例に 預り 奉れる 也、 借 此秦氏 は 本 系 帳の 一 說に叉 云、 初秦氏 女子 葛 野 河， 溝ョ灌 

衣裳？ 時 有 一二 矢？ 自レ 上流 下、 女子 取， 之 云々 と 云 ひて、 此の 玉 依 日賣の 故事 を 其 氏の 女子の 事と 爲り、 姓氏 錄 

(山城 國 諸蕃) に秦忌 寸太秦 公宿禰 同祖、 秦始 皇帝 之 後 也と 有りて、 此は應 神 天神 御世に 歸 化の 蕃 種なる を 知りな 

がら、 遠き 神代の 故事 を 其 氏人の 女子の 事に 一 K ひ 成せる は、 松 尾 社家の 秦忌寸 は 其と は 別種なる にて、 同錄 (山 

城酵； ^別 天神) に 秦忌寸 神 饒速日 命 之 後 也と 有る 是 なる にや、 然れ ども 其の 玉 依 日 賣命 は 賀茂建 角 身命 の 女に し 

て、 母 は 丹 波 神 野 神 伊 可 古 夜 日 女 命に 坐せば、 其 祌は饒 速 日 命の 御 女な どなりし、 其 由緒に 依りて 其 伊 可 古 夜 日 

女 命に 由有る 秦忌寸 と、 建 角 身命の 裔 なる 賀茂縣 主と 二 氏 其國に 在りし なり、 此 事に 就て 說 有り、 猶 下に 云 ふべ 
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し、 (夫 木 集 三十 四卷に 「久安 百 首 神祇 安藝、 千 石 破 君が 千年 を 松 尾に 掛 りて ゆ、 ける 藤 白の 祌」 と 有る、 此藤 白； 

更に 考 ふろ 便宜 無し、 紀伊國 在 田 郡 41 木 家系 を 見る に 櫛 玉 饒速命 藤. 21 王子 權現熊 野 一之 鳥居と 云 ふ 事 有り、 4- に 

て は 藤 白 王子 權現は 秦忌寸 にも 祖祌 にて 渡らせ 給 ふ 饒速日 命に 坐す を 以て、 右 歌 は 其 事 を 詠める にても 有るべく 

や、 如何にも 由 有りげ なる 事共な り、 又 神 名 式に 山城 國葛野 郡 木 島 坐 天 照 御 魂 神社、 名 神大、 月^^^新嘗、 此も其 

神に 御 在し 坐す 由 已に傳 十九 卷に云 へ るが 如し、 然れば 松 尾の 秦忌寸 は 正しき 祌 別にて 蕃 種に は 非 ざり けり、) 右 

に 引ける 仁 明 fK 皇御紀 の 御 祟の 御 事、 委しく は 本朝 月 令に、 國史 一一. r 承 和 十四 年 六月 霖雨止 息、 先， 是左 相撲 司 

伐- 1 葛 野 郡 々家 前 槻樹； 作-: 大鼓、 有レ祟 由 レ是、 奉，， 幣及鈹 於 松 尾大神 f 以祈 謝、 (用， 鼓 牛皮 十二 張 一 面 六 張) ロ傳 

云、 松 尾 社禰宜 秦眞足 祝秦與 主、 依， e, ご用 大鼓 輪鐵， 解；^ 却 見 任 f 與主男 一人 大膳 職掌、 一人 沙彌、 住，， 神官 寺， 

也、 S 足無レ 子、 初 深 草 天皇 之 御 時、 伐 1* 野 郡 家前槻 木， 作，, 相撲 司 之 大鈹； 明 神 忿怒、 託宣 云、 此樹者 我 時. -來遊 

之 木 也、 而伐 取不レ 可：， 然云， „r 其 伐， 木 國人多 死去 也、 行事 官人 墜， 馬 傷， 身 也、 時人 云、 嘉祥 元年 洪水 爲， 流"， 彼 

材， 所 Mm 來， 也、 祌明之 不， 止、 奉 s 公家， 數， -有， 現、 遂 牽，， 彼鈹， 進，， 神社 f 其 鼓經， 年 破損、 眞足 與主竊 取，， 

彼鐵輪 r 作，， 雜釘 馬お 宛 n 寶買料 f 于時祌 明示：， 祟、 公家 仍勘 發、 解 n 却 禰宜祝 之 職 f 叉 右大臣 源 多 卿 >  爲，， 奉， 

，參， ：祌社 f 見，， 此鼓管 無 k、 意" 得將張 ぁ鈹， 可 •、 後 曰 大臣 病患 之 時、 令 vw,, 祟 由 r 陰陽 寮吿曰 有，， 神明 之 

祟 T 心中 反覆 是尤鈹 事 也、 將， 張 無， 輪、 因以， 針 張， 之、 張 レ鈹之 後 音 樂之奏 百 n 倍 佗 時， 云云と 有り、 祌 威の 可 長 

く 御 在し 坐す 御 事 を 見 奉る 可し、 或說に 「公卿 補任 を考 ふるに、 從 二位 右大臣 源 多 公 は 仁 明 天皇 (卽深 草 天皇) 


の 御子に て、 仁 和 四 年 十月 十八 日 五十八の 齢に て薨じ 給へ り、 偖此 文を考 ふるに、 彼の 鈹は承 和 十四 年に 此御駄 

に 奉り、 其鼓經 一年 破損と 有る を、 其 本 系 帳 を 奉れる 元慶五 年の 頃と 見る 時 は、 多 公 五十 歳の 時な り、 右に 謂 ゆ 

る 秦眞足 秦興主 は 其 時の 人に して、 其 帳 を 進れ る 世に 在りし 人な り- と 云 へり、 (元 亨釋 書に、 建 久七年 七月、 

雷 折，， 松 尾 祠後大 杉 f 其 木 覆，, 神殿； 欲， 伐し T. 其材 大難. 制， 恐， 厭- 1 神殿？ 若不， 伐、 異時小 風雨、 人自壓 倒、 神 

官與， 1 儈 延朗， 議、 朗曰、 莫， IST 早 伐 又 杉 中 有 n 奇事， 耳、 已 而加レ 斧、 其 杉 如， 1 相 避， 仆 U 殿 側 T 於レ是 乎， 一杉 中， 忽逆 JT 

出 一 漆 塔？ 其 中 叉 有- 1 銅 塔？ 盛 M 舍利 f 神官 見り Z 益 信-一朗 一一 一一 A 便 於-一 祠之 南, 建， 1 三 層 塔， 安， 之と 云 ふ 事 を 書せ り、 

妖 僧の 愚人 を 誑かす 許り 世に 恐ろしき は 非 ざり けり、 其大 杉の 雷に 折らる i 程 なれば 年經 たりし 木に て 中 は 空 に 

成りけ む を 見附けて 其 塔 を 挿し 置け るな り、 莫レ盧 早 伐、 又 杉 中 有， 1 奇事, と 云 へ る は、 其 塔 を 早く 示せて 信 を 愚 巫 

愚 祝に 取り、 其 神 地 を 犯して 胡 神 を 祭らむ と 爲る奸 謀な り、 阿 々好なる 哉、 愚なる 哉、) 社說 に、 所 レ傳松 尾 七 座、 

名 松 尾 社 月 讀社鑠 谷 社 三 宮宗像 社 衣手 社四大 神と 祌社 啓蒙に 云へ り、 其 一 は 松 尾 本社な り、 其 二 は月讀 社な り、 

此御事 は 已に傳 八、 十二に 注し 奉れり き、 其 三は櫟 谷に て、 此は神 名 式に 葛 野 郡 襟 谷： t 社と 有る 是 なり、 頭注に 

樣谷松 尾 末社と 云へ り、 此地は 右に 引ける 本 系 帳に 謂 ゆる 松埼日 尾に して、 其始 大山 咋大神 Q 胸 形 中都大 神と 共 

に 始めて 鎭り 坐し ける 本宮 なる を、 大寶 元年に 今 Q 松 尾に 移し 奉られた る 後 も 猶其迹 を 遣して 擦 谷、 宗像兩 社共 

に 其遙宮 として 祀らる  > なる 可し、 此に 一 の考 有り、 上に 云る が 如く、 松 尾の 本社と 有る 丹 波國歙 山祌社 は、 其 

國 作の 御献を 以て 神體と 成し 奉り、 緻山大 神と 齋き 奉り、 浮 田 明 神 は 其 御 鋤 を 以て 祌馑と 成し 奉れる を、 其 御 鋤 
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を 移し 奉れる 卽ち 松尾大 神に 御 在し 坐せ るに 就きて 考 ふるに、 櫟谷 神社に は 其 鋤 柄 を祀れ るに は 非ざる にや、 然 

る は播磨 風土記に、 佐 容郡鍫 柄川祌 日子 命 之鍪柄 令， 採， ー此 山， 故 其 山 之 川號曰 n 秋 金 柄 川， と 有る 此神 日子 命 は、 卽 

ち 味 雜高彥 根 神の 御 事に て、 此 大山 咋 神に 御 在し 坐す が、 此に I 令 • 柄 を iK ふ 事 も 又 由 有りて 思 ゆるに、 太 神宮 式に 

凡 操，， 營， 一 神 田， 組 等 一 柄.. 者、 毎年 二月 先 祭， 一山 口 及 木 下？ 然後 採， 之と 有る、 此事 を皇太 神宮 儀式 帳に、 始禰 宜內人 

等 山 向 物 忌 子-湯 鍬 山 爾參登 時 波 云云、 山 口 神 祭、 然 到- 1 機 木本 ー卽 木本 祭然其 木本 * 山 向 物 忌 仁、 令 T 以， 1 忌 

錄ー a 切始 /な、 然卽禰 宜內人 等 加 戶 人夫 等 仁 令 切-.. - 湯 鍬 仁 造 持 a 云云と 有る、 此 櫟は檯 木の 種類に して 堅き 物な 

る を 以て、 鋤鈸 柄に 作る と 所見たり、 建久 行事 記 其 鍬 山 伊賀 利 神事 條に は各以 = 堅木 一 鍬 作と 有り、 此を 以て 考ふ 

るに 始め 其 鍬 を 納め 奉れる 所 を 鍬 山と 云 ひ 桑田と 云 へ る 准ら ひに、 今 又 其 鋤 柄を齋 きて 機 谷と は 云 ふに ぞ 有ら 

む、 續後紀 に、 嘉祥 元年 十一 月 丁 巳 朔戊午 奉， 授， 1 山城 國 無位 櫟 谷神從 五位 下？ 淸和 天皇 實錄 に、 貞觀 十年閏 十二 

月 十日 己 亥 授，, 山城 國從 五位 下 櫟谷神 正. 五位 下？ 同 十二 年 十月 十七 日 近- 1 松 葛 野 鑄錢所 一宗 像櫟谷 淸水堰 小社 五 年、 

奉-一 鑄 錢所新 鑄 錢-と 有りて、 此 時には 告文 有り、 百 練 抄に、 仁 治 二. 年 八月 七日 今.； 仅丑剠 機 谷宗像 兩社燒 亡、 御體 

同燒亡 了、 是松尾 末社 也と 云 ふ 事 も 所見たり、 宗像 社の 御 體の事 は 知られ 給 は ざれ ども、 此 社の 御體若 神代の 舊 

物なら むに は甚々 可惜し き. 御 事なる にこ そ、 (爲家 卿貞應 三年の 百 首に、 「大 井川 時雨る 秋の 操 谷， 山 や 猷の色 を 

借 すらむ」 と-ぼ/字 を 立 入りて 詠める は 此地嵐 山の 麓の 尾 崎に 在れば なり、 卽ち 右の 松 崎 日尾是 なリ、 此 御事傳 

二十 八卷に 委しく 注す 可し、 三 宮は其 第 四な り、 松 尾の 南に 在りと ぞ、 右に 云べ る 如く、 日吉 神社の 三宮の 例な 


らば 此 御社 も 亦 三， j ^神に 渡らせ 給 ふ 可し- 其 は 本殿に は 胸 形 中 i 大神と 申して 市 杵島姬 命 を 立て f» る 故に V 此は 

其 三女 神 を 合せて 別に 齋き 奉れるな ろ 可し、 其 第五 は 上に も 云へ る宗像 社に て櫟谷 社と 竝び 立た せる 是 なり、 秦 

氏 本 系 帳に、 筑紫胸 形 坐 中 都大神 戊辰 年 天 n 下-坐 松埼日 尾， (叉 云日埼 Ji「) 大寶 元年 川邊腹 男秦忌 寸都理 自-, 日椅 

岑， 更奉， 請，, 松 尾， と 有る は、 拾芥略 耍抄有 一一 行幸 幷 勅使， 起と 有る 條に、 宗像 本社 筑前國 と 有る は此に 引合 ふべき 

事なる にて、 筑 紫より 初めて 勸 請れ りし 宮處 なる を、 松 尾に 移し 祀 はれた る 後 も 其迹を 遺して 祭らる- -事、 上の 

樑谷 社と 同じ 例な りと 聞え たり、 右に 引ける 淸和 1K 皇實錄 に、 貞觀 十二 年 十月 十七 日鑄錢 所新錢 を被レ 奉る も宗 

像 櫟谷兩 社 相 丼ば し 給 ひ、 又 百 練抄に 見えた る 仁 治 二 年 八月 七日に も、 櫟谷、 宗像 兩社燒 亡と 有る も 同所に 相幷 

ばせ 給へ る を 以てな り、 叉 寬元ニ 年 云云、 松 尾 社 司 註 進、 去 正月 二十 七日 辰 時、 近 邊山類 T1 落大 井川？ 塞 消 之 間、 

末社 宗像社 鏡 石 翻 落と 云 ふ 事 も 見 ゆ、 第 六に は 衣手 社、 本社の 南に 東 向に 在り、 此御事 、に 云 ふべ し、 其 第 七に 

は 四 大祌社 在 二 本殿 郭對壁 外 北山 下， と 云り、 相考ふ 可き は稻荷 五社の 中に も 四 大祌と 申す 御 在し 坐し けり、 其 は 

神 名 式に 謂 ゆる 紀伊郡 御 諸 神 社是な り、 傅廿 五に 注すべし、 然れ ば此は 大和 國城上 郡大神 大物 主神 社 (名 神大、 月 ff; 

相嘗 新嘗) 此山を 御 諸 山と 云へ る 其と は 別 祌に御 在し 坐すな るに て、 大山 昨 神に は 御 伯父、 市 件島姬 命に は 御 兄 

弟に て 渡らせ 給 へれば 由 有りて 思 ゆかし、 若て 其 衣手 社 は 更に 傳無 きを、 上より 々に攻 て 云へ るが 如く、 月讀 

社 は 御 祖父に 渡らせ 給 ひ、 四 大神は 御 伯父 祌に御 在し 坐し、 三宮、 宗像兩 社 は 御 祖祌に 坐し、 櫟谷 社は大 神の 別 

社な り、 如 此く六 社共に 神 緣甚詳 かなる に、 此 衣手 社に 於て は 更に 考ふ 可ら すと 雖も、 今此を 推す 時 は 其 后 神に 
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て 渡らせ 給 ふ 可き 现 なり、 松 尾社說 に、 「此社 昔 は 本社の 東の 山 足に 在り、 衣手 森と 云 ふ も 有りし に、 洪水に 流 

されて 社 地 悉く 荒れた るに 依て、 本社の 南側の 同じ 山上なる 今の 地に 移し 祭れり」 と 云へ り、 後 拾 遣 集に 藤原顯 

輔.' 「秋 毎に 誰れ か染 むらむ 主 知らぬ、 韓 紅の 衣手の 森」 と 詠める も此 地な り、 (堀 河 後 百 首に、 「秋 も 未だ 立ち 

来ぬ 前に 衣 乎の 社の 下に は 彷彿に けり」 夫 木 集に、 「来て 見えむ 事を賴 まむ 身に し 有れば、 立ぞ伦 ぬる 衣 乎の 杜」 

叉 「衣手の 社の I 下に 立つ 鹿の、 心寂しき は曉 の聲」 叉 「春 は 花 秋 は 紅葉と 誘 はれて、 人 も 立 寄る 衣手の 森」 叉 「今 

も 亦 淚ゃ誘 ふ 時鳥、 我が 衣手の 杜に啼 くな り」 と 詠める も此 地に て 古に 名高き 名所な り、) 傻此松 尾 大神を 世に 

酒 神と 齋き 奉る は 所以 有る 御 事に て 有りけ り、 祌名 式に 謂 ゆる 丹波國 桑田 郡大井 神社 所, 祭 酒 彌豆男 命 酒 美 豆 女 

命の 由、 社 偉に 「上古に 松 尾の 御祌 鯉に 乘 りて 大 井川 を！^ り 来り 坐して 鎮まり 給 ふ、 所以に 此竝河 村の 民 鯉 を 喰 

はす、 若此を 犯す 時 は 現 罰 有りと 云へ り、 右 Q 二 神 は 造酒 司 坐 酒 殿 祌社ニ 座 (幷 小) 酒 彌豆男 祌酒彌 豆 女神と 式に 

所 E, たる を 松 尾 大祌と 云へ る 事 甚奇ら かなる に 就きて 聞く に、 松 尾 神社に も 松 尾 大日 尾の 捐を 以て 桶に 作り、 山 

田の 米 を 以て、 御手洗の 水に 浸して 酒 を 酸し 給 ふ」 と 云へ り、 抑 1 此酒 はし も俾 十七に 注せる 如く- rK にて は豐 宇 

加能賣 命に 始まり、 顯國 にて は 素斐鳴 大神ぞ 彼の 八 醞酒は 釀らせ 給へ る を、 大物 主神 を も 少彥名 祌をも 酒 神と 稱 

へ 奉れる を • 世に 此事を 專ら弘 めさせ 給へ る は此事 代主祌 にこ そ 御 在し 坐し けらし、 大和 志に、 高， 市 郡 飛鳥 酒 殿 

在-一岡 村 上方， 一 大石、 縱ー 丈 五 尺 横 五 尺、 石 面 彫 刻糟 七道 T 相 傳昔沃 n 缩 神酒 於， 此； と 有る も、 上 骨に 此地 にして 

此 神の 酒 を 酸し 給 ひし 跡處 なる 狀 なる を 思 ひ 合せ 考ふ 可き 御 事な りかし、 今 は 天下に 酒祌 とだに 云 へ ば此御 神の 


御 事と 誰し も然 心得、 叉 現に 其 御 守護の 著明く 御 在し 坐すな む 然る 神代の 故事に 起れ りけ る、 (右の 日 尾 は 本 系 

帳に 謂 ゆる 松埼日 尾に して、 上世に 此 神の 御 在し 坐し きと 云 ふ 別 雷 峰の 麓に て、 謂 ゆる 灤谷、 宗像兩 社の 立た せ 

給 ふ所是 なり、 山 田 は 大中臣 定好松 尾 鎮座 記に、 山城 國山田 莊荒子 山と 云へ る是 にて 今 嵐 山の 傍な り、 御手洗の 

所在 は 未だ 考 得すと 雖も、 必す其 近傍に て 有るべきな りかし、) 〇 鳴鎬 は、 .fr 〈に 引ける 山城 風土記に 丹 塗 矢に て 

下に 所謂 丹 塗 矢 者 乙 訓郡社 坐 火 雷 命 在と 有る 是 なり、 記傳十 (四十  一 丁) に 「字 鏡に 1- 奈利加 夫 良と 有る に 依りて 訓 

むべ し、 名義 は 鳴 祌夫理 夜な り、 天智 天皇 前紀に 有-一 細 響 T 如-一 嗚鏑- と 有る 如くに て、 射れば 空 を 鳴り 行く が 雷 

に 似 たれば なり、 蔓菁 根の 形に 似た る 故の 名と 云 ふ は 僻事な り、 其 は 返て 此鎬に 似た るから 彼 根 を も 加 夫 良と は 

云 ふなり、 借 此矢記 中に 往々 見えたり、 古 專ら用 ひし 物と 見 ゆ、 書 紀に八 目 鳴 摘と 云 ふ も 有リ、 八 目と は 其 銀に 

竅の何 許 も 有る を 云 ふ、 和名 抄に 日本 紀 私記 云 八 目鏑、 夜 豆 女 加 夫 良と 有り、 雷 を 唯 神と も 云へば 鳴 鏑をも 加 夫 

良との み も 云 ふべ し、 萬 葉 九 (九 丁) に 響 矢と も 詠めり、 此響矢 を 今 本の 訓には 加 夫 良と 有り、 袖 中 抄には 那流夜 

と 有り」 (取 意) と 云 はれき、 然れば 嗚祌夫 理.； 仅を 切て 鳴 鏑と云 ひ、 上 を 略き て 鏑矢と 云 ひ、 下 を 略き て 鳴 矢と は 

云へ るな りけ り、 (叉 記 傳に云 はく、 「鏑字 は； 1S1 ての 鏃の 事に て、 分けて 加 夫 良と 訓 むべき 義は 見えす、 此は 漢籍 

に 嗚鏑と 云 ふ 物 此方の 那理加 夫 良に 似た る 故に 此字 を當 てた る なれば、 摘の 一 字を訓 める も鳴鎬 より 轉れ るな 

り、 史記 匈奴 傳云、 冒 頓乃作 n 爲鳴鎬 T 注韋昭 曰、 矢 鏑飛則 鳴と 有り」 と 云 はれたり、) 〇 用 は 古史 第 七十 四段徵 

に 都 加 比 多 麻 多 比 志と 訓 める は實に 然る 可し、 仁德 天皇 六十 五 年御紀 に、 左右 佩，^、 四手 拉用ニ 弓矢， と 有りて、 
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用字 を 都 加 布と 訓め る 是 なり、 其 六十 二 年に も 如何 亦 奚用焉 とも 云へ り、 偖此に 用，, 鳴鏑， と 云 ふ 其 用 ひ 主 は、 

此に謂 ゆる 大山 咋 神に 御 在し 坐して、 其 矢 はし も 火 雷神 Q 御靈の 如何にして か 此に託 御 在し 坐し けるな る 事 次に 

云へ るが 如し、 其 は記傳 十二 (四十 五 丁) に 引かれた ろ山 城 風土記に、 賀茂建 角 身命、 娶 -1 丹 波 國神野 神 伊 可 古 夜 日 

女？ 生 子 名 曰，, 玉 依 日子？ 次 曰，, 玉 依 日： 賈； 玉 依日賣 於，, 石 川瀬 見 小川 之 逢， 爲, 遊 時、 丹 塗 矢 自，, 川上， 流 下、 .乃！5^.揷っ置 

床邊 T 途孕、 生- 1 男子 T 至- 1 成人 時？ 外祖父 建 角 身命、 造，， 八尋屋 T 堅-八 戶 扉？ 釀，， 八 腹 酒 T 而神 集， べ而、 七日 七 

夜樂 遊、 然與， 子 In、 汝 父將， 思 人 令， 飮，, 此酒 T 卽擧& 坏，. pfK 爲 ，祭、 分き 屋甍 -而 升- 1 於： 大； 乃 因， 1 外 a 父 之 

名- 號 -1 可 茂 別 雷 命 f 所謂 丹 塗 矢 者 乙 訓郡社 坐 火 雷祌、 在 可 茂 建 角 身命： p、 丹 波 神 伊 可 古矢 日寶 也， 三 柱 神 者 蒙 倉 

里 一一 一井 社 坐、 趺玉依 日子 者 今 賀茂縣 主 等 遠祖 也と 有る、 右の 文と 此の 次 大山 咋祌 (中略) 亦 坐， 1 葛 野 之 松 用 一 1 鳴 

鎮, 祌者 也と 有る と 正しく 合せ 說 きて 互み に 明かなる 事 多 かり、 (記傳 に 「用字 は 成 叉 化な ど Q 誤 か、 若然 らば 

鳴 鏑爾那 理坐流 祌那裡 と 調むべし、 叉 は 丹 字の 誤に て 阿加 伎鳴鏑 にや」 と 云 はれき、 其 は 右の 風土記の 文の 外に 

秦氏本 系 帳に、 又 云、 鴨 上社號 n 別 雷 社？ 下社號 n 御祖ハ 戶上矢 者 松尾大 明祌是 也と 有る に 依りて、 右の 丹 塗 矢， 

は 大山 昨祌の 化り 給へ る 者と 思 ひ 誤られた りし 者な りけ り、 此事を 書せ る 地 神 本紀は 更なり、 年中行事 秘抄に 其 

書 を 引ける にも 此と 同じく 用， 一鳴 鎮 一と 有る 者 を や、) 右の 賀茂建 角 身命の 娶り給 ひし 丹 波 國神野 神 伊 可 古 夜 女 

命の 祌野 は、 祌名 式に 丹波國 桑田 郡祌野 神社 氷 上 都 神 野 神社、 頭註に 建 角 身命 婦 伊賀 古 彌日寶 命 也と 有る 是な 

り、 伊 可 古 夜 は 伊 は發語 か、 叉 は 五十の 義か、 可 古 夜 は 謂 ゆる 鹿 古矢に て、 此の 鳴 銃の 事に 緣 有りて 聞え たり、 


其 は 右に 云へ る 秦氏本 系 帳の ー說 に、 此伊可 古 夜 日 女 命の 御 女 玉 依日賣 命の 御 事 を、 叉 云、 初秦氏 女子 一 葛 野 

河？ 溝 n 濯 衣裳 一時、 有-一 一 矢 T 自レ 上流 下、 女子 取レ 之、 還來 刺つ 置 於戶上 一と 云 ふ は 本より 誤りた る傳 ながら、 太 

秦 同祖の 秦忌寸 は蕃種 なれば、 神代の 事に 係て 云 ふべき に 非 ざれば、 松 尾の 秦氏は 姓氏 錄 (山城 國祌別 天神) に 

秦忌寸 神 饒速日 命 之 後 也と 有る 是 なる 可し、 如 此く考 へ 定め 置きて 其 緣を覓 むる に、 祌名 式に 天 田 郡 天 照玉祌 社、 

氷 上 郡 高座 祌社 有り、 饒速日 命な り、 高 倉 下命な り、 此を 以て 見れば 伊 可 古 夜 日 女 命 は 其 燒速日 命の 御 女な どな 

りけ む を、 其 兄弟な りけ る 人 卽ち秦 忌 寸の祖 なる 事、 彼の 玉 依 日子と 玉 依 日賣と 兄弟 有りて、 兄 は 賀茂縣 主の 祖 

と 成り、 次 は 丹 塗 矢の 化れ る 神に 娶られ 奉る と 事 は 同じ かる 可し、 偖 其 本 系 帳に 右の 故事 を 書して、 終に、 故 鴨 

上社號 -1 別 雷神 r 鴨 下社號 -1 御祖 神， 也、 戶上矢 者 松尾大 明祌是 也、 是以秦 氏 奉， 祭-三 所大 明祌， 而、 鴨 氏人 爲-, 秦 

氏 之 S 耳， 也、 秦氏爲 -ー 愛知 耳- 以= 鴨 祭- 讓 TT 與之 f 故 今 鴨氏爲 -1 禰宜 -奉レ 祭、 此其緣 也と 有りて、 此 文の 如く は 鴨 下 上 

松 尾 共に 秦 氏の 仕へ 奉る 所な り、 偖祌名 式に 葛 野 坐 一人 照 御 魂 神社 (名 神大、 月次 相嘗 新嘗) と 有る 此地を 本^と 云 

ひて、 賀 茂の 亂は此 より 移せる 由社傳 なり、 俗說 なり、 其傳 ふる 事 久しき を、 右の 玉 依日賣 命の 事 を 色 葉 字類抄 

に 本朝 文集 云、 御祖 多々 須玉依 媛 命 云々 と 云へ る も、 木 島の 礼の 事と 爲る 時は此 地に て 生み 坐せ るな りけ り、 其 

由緣に 由り て 叉秦忌 寸の祖 なりけ る 人 は 世々 に此 地に 住 ひて 有りけ るな り、 然れ ども 建 角 身命の 御 妻と 成り 給 ひ 

て は 其 女 祌は藝 倉 里に 住み 給 ふ 可き 事 申す も 更なり、 是本亂 と 今の 亂と 有る 所以な り、 若して 其 秦忌寸 は 元秦氏 

に は 非. ir 其國 の華胄 なりけ む を、 後に 其 地に 蕃 種の 太 秦 氏の 住み 著き てより、 終に 其 下風に 押れ て賀 茂の 地に 退 
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きて 其 三 所 大明祌 を 世々 に祀れ りけ む を、 大中臣 定好松 尾 鎮座 記に、 元 明 帝 和 銅 二 年 四月 十一 日、 山城 國山 田莊 

ヨリ  カシ.^キ 

荒 子 山、 於， 一賀 茂， 初 奉， 馎 云云と 有る、 是 彼の 松椅日 尾より 今 地に 松 尾 大祌を 移し 奉れる 程の 事に て， 右の 秦忌 

寸都 理が賀 茂より 松 尾に 住み 替 へて 祝と 成りて 傅 づき 奉る 時な り、 然れば 秦氏爲 -1 愛 奪ー以 一一 鴨 祭， 讓 n 與 之-と 云へ 

る は， 此 時に 相傳 へて 秦氏は 賀茂下 上の 神事に は 全に 拘 はらす 成れり し 者に なむ、 古に は秦 氏の 三 所 大明祌 の 祭 

事 を 主 どると 云 ひ、 後に も 右の 如く 松 尾 1 社 Q 禰宜 祝と 爲て 仕へ 奉る と 云 ひ、 豈 異類 蕃 種の 輩 を 以て 定 むる 事の 

有りな む や、 必す 神代の 故事に 本 著け る 可き 者な りかし、 然れば秦氏賀茂氏共に賀j^s5松尾の御祌等共に去るまじ 

き 所以 有る 氏人 共に なむ 有りけ る、 (猶叉 祌野祌 社の 燒速日 命に 渡らせ 給へ る證 は、 祌名 式に 越後 阈磐船 郡 磐 船 

神社 は 此饒速 日 命に 御 在し 坐す 事、 大同 類聚 方に 毛 乃々 倍藥、 物 部 臣等之 家 偉、 天 磐 船 神社 云. <  と 有る にて 知ら 

る、 然るに 予が 門人 小 泉 S 計が 越後 志に 云へ る は、 磐 船 神社 今 其 地 を 磐 船と 云 ふ 事 なれ ども、 其 は 木 舟 社と 云 ふ 

にて 眞の磐 船 神社の 舊地は 其より は 近在に て祌野 村と 一 K ふ地是 なりと 云 へり、 其 神 野と 丹 波の 祌 野と 同名に して 

共に 饒速日 命に 由有る を も 思 ひ 合す 可し、 中 右 記に 元 永 二 年 十二月 五日、 右中辨 惟兼來 云、 鴨 社 今度 遷{ お 件-、 御 

服装 束 事、 被， 問，, 本社 司， 之 所、 申 云、 以 n 丹 波 御厨， 年 一 度 所，, 調 供來， 也、 而自， 1 故 漏 宜惟季 時， 被レ 立，, 加 美 乃 御 

厨 一之 間、 ニ季調 n 進 之 一と 有る 加 美 乃 を 或 人 此祌野 也と 云へ り、 叉 下 鴨 古文書に 水上 郡 三 和 莊と云 ふ も 有り、 又 

和名 抄鄕 名に 賀茂も 有りて、 何れに して も賀 茂に は 大いに 由有る 事共な り、) 次に 玉 依日賣 於，, 石 川瀬 見 小川 之 

逢- 爲， 遊 時、 丹 塗矢自 -1 川上， 流 下と 云 へ る、 此地は 同 記に 建 角 身命の 葛 野 河與， 一 加 茂 河， 所， 會至 坐、 逾見， 一賀 茂 


川- 而言 V 到， 一 狹少, 然石 川淸川 在、 仍名 曰， 一石 川瀬 見 小川, と 有る 是 にて、 葛 野 河と 云 ふ は 謂 ゆる 大ヰ =^Qi<^ 二し 

て、 葛 野に て 葛 野 川と 云 ひ、 挂に 至りて 桂 川と 云 ふなり、 其 所， 會と云 ふ は 今? H 殿 村と 云 ひて 川 俣と 成れる 處是 

なり、 此 故事 は 右の 如く 賀茂 河の 末にて 有りし 事なる を、 秦氏本 系 帳に は 其 を 葛 野 河と も傳 へたり しなる は、 せ、 

地の 相 近き に 依りて 誤れるな り、 次に 爲， 遊 を賀茂 大神舊 記に 始遊ニ 川上， 時と 有り、 本 系 帳に は 溝 n 濯 衣裳， と 見 

ゆ、 次に 丹 塗 矢自- 川上， 流 下と 云へ る は、 舊 記に 有-, 美箭， 流來 依， 身と 有る は 殊に 委しき 者な り、 渚 此丹塗 矢と 

云 ひ 美 箭と云 へ る は 卽ち此 に 謂 ゆる 鳴鎮の 事に して、 松 尾大祌 大山 咋祌の 放た せ 給へ りし 御 矢なる に、 其 物に 火 

雷神の 御 靈の添 ひて 御 在し 坐す 物と も 何とも 思 ほ さすし て 放ち 菜 させ 給へ るが、 川上より 流れ 下らせ 給へ るな 

り、 右の 舊 記に 依 レ 身と 云 ふ 事 本朝 文集に も 同文に て 有り、 件の 丹 塗 矢 は 然る 靈物 なりし 故に、 素より 其 少女に 

娶ひ坐 さむと して 依し 来り 給へ る なれば、 其 川 遊す る 少女の 陰處に 立な ど爲 ける 事 を 云 ふに や、 古事記 白 檮原宮 

段の 故事 はし も 却り て此玉 依日賫 命の 事 を傳へ 誤れる 者なる が、 其に も 美 和 之 大物 主神 見 感而、 其 美人 爲， 一大 便, 

之 時、 化 二 丹 塗 矢- 自 T 其爲， 1 大便， 之 時 溝 下、 突 二 其 美人 之 富 登-と 有る と 依， 身と 云 ふと は 全 同じ 事なる を、 顯 

に 云 ふと 云 はざる との 違 有る のみなる 可く ぞ 所思え たる、 (古事記の 右の 故事 も 此傳に 同じき 由 傳十卷 に 云 へ る 

が 如し、 右に 美人の 厠に 入れる 由なる は、 上代に は 流 川に 木 を 架して 其 上に 屋を 作れ \ ば、 川上より 流 I 下りて 

陰 處には 立け るな り、 然れ ども 此は 右に 云 へ る 如く 流來 依， 身と 云 ふ 事 を 然も 傳 はりし 者な りけ り、 此は 卽ち此 

第 六 一 書に、 事 代 主祌化 爲八尋 熊 通-三 島 溝 櫬姬， と 有る、 下に 傳ニ 十八 卷に其 本文 を 擧げて 注せる に 互み 
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に 見合す 可き なり、) 乃取揷 n 置床邊 i 遂孕 生，, 男子， と 云 ふ は、 舊記 文集 共に 卽取， 之 挿，， 床下 f 夜 化，, 美男, 相 副、 

旣 知- 1 妊 身 f 遂生ニ 男子 一と 見え、 本 系 帳に は 女子 取, 之、 還來刺 置 於 戶上ハ 於是 女子 無, 夫 妊、 旣而 生，, 男子， 也と 

有り、 古事記な るに は乃將 n 來其 矢-置- 1 於床邊 T 忽 成-一 麗壯夫 T 卽娶 -1 其 美人， 生 子 云云と 有りて、 共に 同じき 有. リ 

異なる 有り、 精し きも 粗き も 有れ ども、 本より 相似たり ける 事なる 者 なれば 今 通 はして 說 くべき なり、 乃 取と 云 

ふ は 其美箭 の 流 れ 寄り て 身に 副へ るを奇 らしく 思 ひて 取れるな り、 其 嗚镝に 丹 土 を 以て 採 色れ る が 如何にも 美麗 

はしかり けむに、 愛でて 打も棄 てす、 人知れ す床邊 に； 1 し 置きたり しなる 可し、 偖 床と 一 K ふ は 其 臥 房 を 云 ひて 常 

に 神 床な ど 云 ふと は 異なり、 化-美男， と 云 ひ 成， ー麗壯 夫， と 云へ る は 其 丹 塗 矢に 託け 給へ りし 火 雷神の 御 靈の顯 身 

と 現 はれさせ 御 在し 坐して、 其 玉 依日賣 命を娶 りて 相 副し 給へ るな り、 然れ ども 外より 通 ひ 坐す と 云 ふに も 非す 

唯 其 矢の 化れ る なれば、 少女 は 其 夫 神の 御名 を だに 得 知り 奉らす >  固より 其 少女に 夫 有りと 一 K ふ 事 は 父母の 祌を 

始 として 絕 えて 知る 者 更に 無 かりけ るな り、 故に 自然に 姙 むと 思 ひ、 夫 無くして 子 持てり き、 人 皆 不審し み 思 ひ 

ける 事と 所見たり、 此 男子 は 卽ち舊 記 文集 等に 謂 ゆる 山 本 坐 天神 御子と 申す 是 にて、 祌名 式に 謂 ゆる 愛宕 郡片山 

御子神 社卽片 岡の 御 神の 御 事なる を、 下 文に も 右の 二 書に も 彼の 別 雷神と 爲るは 全く 傳の 誤なる 事、 巳に 上 大山 

昨 神 の 下に 注す 事共 を 見て 曉 る 可し- - ( 此事 昔より 誰も 思 ひ 誤る 事な り、 然る は 古今に 此 文の 正き に 至りて 深く 

心 を 用 ひざる が 故な. - めり、 或 人瀨見 小川と 題して 此 風土記の 事 を も 注したり しか ども、 其祌 系の 係る 根元より 

正し 辨 へざる 故に、 謂 ゆる 沓を 隔てた る 者に して 大いに 予が 意と は 異なり、 殊に 秦氏本 系 根に 戶上矢 者 松 尾. |<朋 


神是 也と 云 ふ は、 此に 取りて は 殊更に 甚 じき 僻傳 なる を 其に 泥み ける にや、 「此丹 塗 矢 は 大山 咋 神の 玉 依 日賣に 

逢 ひ 給 はむ 料に 御靈を 託けて 用 ひ 給へ る物實 なり」 と 云へ る は 笑 ふ 可し、 松 尾 も 賀茂も 同じ 山城に て 殊に 境 を 接 

へ たりと も 云 ふ 程の 事な り、 叉 其 女に 娶給 はむ に は 現 身 を こそ は 通 はし. 給 ひて め、 殊更に 丹 塗 矢な どに 化ら せ 給 

ふ は 何の 用ぞ や、 其 上に 生み 坐せ る 御子の 一 百に 天祌 御子と さへ に 名 乘らせ 給へ る を 何とか は 思 ふ、) 至， 一成 人時, 

は 其 御子の 老 すげ て 物の 心 を も 知り 給 ふ 程に 成らせ 給へ る 御 時 を 云 ふ な り、 舊記 文集 共に 遂生， 一男 子, 不， 知，, 其 

父， と 有る 如くに て、 其 父 を 知る 者 更に 無 かりし なり、 次に 外 組 父 建 角 身命. 造，, 八尋屋 r 堅-一八 戶 扉？ 醸-一八 腹 酒, 

而 七日 七夜 樂 遊と 有る は、 舊記 文集 共に 於 是爲， 知 n 其 父？ 乃 造-一宇 氣比酒 一と 有る 此 事の 委し きなるが、 右に 云 ふ 

宇 氣比酒 は甚奇 らしき 事な り、 此祌功 皇后 十三 年御紀 に釀， 一 待 酒 一と 云ふ稱 有る が 如く、 其 は 人 を 待 請く る 料なる 

に 依りて 號け、 此は誓 ひて 其 父 を 知らむ として 醸る 故に 宇氣比 酒と は 云 ふめり、 作，！ 八 尋屋, 堅 二八 戶扉 一と 云 ふ は 

其 集へ に 集 はする 神 等の 中に 其 父 神 は 御 在 さむ を、 其 宇 氣比酒 を 令 i 吞て 終に 其顯 はれ 出で 來 坐す 事の 有らむ を 

見て むと なり、 此地は 今の 御蔭 山な. 一め り、 或 書に 「御蔭 山 一名 御 生 山と 云 ひ、 花鳥 餘 情に 玉 依 姬の別 雷神 を 生 

み 給 ひし 所な り、 御 生と も 御 形と も，」 と 有る は 更なり、 小 右 記 寛仁 二 年 十 一 月 二十 五日 條に、 昨日 下 社 司久淸 進， 一 

解 文？ 尋 -1 舊 記つ 皇太神 初 天 n 降-給 小 野 鄕大原 御蔭 山-也と 有る は、 御 祖社を 其 玉 依 日 賣命を 取り 違へ たる 誤傳を 

承け たるに は 有れ ども、 其 初め 天降り 給と 云 ふは此 にて 其 玉 依日賣 命の 男 御子 を 生み 給へ りし 事 を事替 りたる 狀 

にて 傳へ たりし 者な りけ り、 偖 其 御蔭と 云 ふ は 推 古 天皇 二十 年 御， ほ 歌に 阿 摩 能椰蘇 訶礙と 有る は 天 之 八十 薩と云 
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ふ 事に て、 IK 之 八十 殿と 云 ふ 事なる を 以て 思 ふに、 此 地に 初 玉 依日寶 命の 産屋 を 建て 給 ひて 御子 生み 坐し i に 依 

りて 御 生 山の 稱 有り、 叉 其 後に 八 尋屋を 造りて 字氣比 酒を釀 し、 諸 神 を 集へ て 七日 七夜 害 樂を爲 し 給へ りし 故 を 

以て 御薩 山と は 云 へ るに て、 本 其 八 尋屋に 起り て 御蔭 山と は 云 ふなり けり、 (先に は 御蔭 山と 云 ふ は 賀茂御 m 神 

社の 荒 御 魂 を祀れ るなら む、 和名 抄祌靈 類に、 靈、 日本 紀云美 太 萬、 一 云 美 加 介と 有る に、 臨時 祭式に、 凡住吉 

社長 門國封 租穀者 令， 1 封 戶傜夫 蓮 送, 云々、 但豐浦 郡 封 戶係夫 者 便 留充， 1 御蔭 社, と 有る 御蔭 社 は、 神 名 式に 謂 ゆる 

住 吉荒魂 神社の 御 事なる 由、 傳八卷 に 注せる が 如し、 然る 時 は 此の 御蔭 社 も 然る 例に もやと W 心 ひし かど も、 已に 

御 生 山の 名 有る 上 は 然は云 ひ 難し、 正 治 百 首に、 「御 生 山 何 代の 雲 は霧隱 て、 知らぬ 昔の 今日 も 逢 ふらむ」 風 維 

集に、 「久方の 天 磐 船 漕 寄せし、 神代の 浦 や 今の 御 生 野」 夫 木 集に、 「御 生河賀 茂の 御 刀 代 引替へ て、 今將 年の 神 

を 祈らむ」 など 山 を も 野 を も 河 を も 云へ り、 此 社比數 山の 西 麓に 在り、 所 祭神 二 座 神祭祕 也と 云 へれ ども、 此故 

事に 依る 時 は 玉 依日賣 命と 御子神と 二 柱なる 可し、 夫 木 集に、 「葵 草 採る や 御蔭の 山邊に は、 月の 娃も 殊に 所見 

けり」 叉 「常 昔の 御蔭の 山の 諸 葉 草、 長き 代 係て 我ゃ賴 まむ」 此歌を 現存 六帖に 同じ 人の 詠める に、 上句 常 昔の 

日 藤の 山の 諸 葉 草 一 K 々と 有りて、 御藤と 日蔭と 相 通 はし 云へ り、〕 然與， 子 語 一 百、 汝父將 レ思人 令 レ飮， ー此 酒， は、 舊 

記 文集 共に 乃 造， 一宇 氣比 酒, 令 T 子 持， ー坏 酒, 供. - 父と 有る が 如く、 無心なる 兒に坏 酒 を 持た しめ、 其何氣 無き 子、.；； しに 

父と 思 ひ 指て 其飮 ましむ る祌を 以て 卽ち 其實の 父祌と 定め 給 はむ との 御設 なり、 播磨 風土記に も此と 類た る 故事 

有りて、 其 子の 父 を 知らむ 爲に釀 ，1 盟酒, と 云 ふ 事 有りて、 〈に 諸 神 を 集へ て 酒 を 捧げ しめたる it^E- えたり、 共に 


是其 酒の 宇氣比 酒なる 所以な り、 秦氏 本系幔 に於是 女子 無， 夫姙、 旣而生 n 男子， 也、 父母 拖， 之責問 1 爱 女子 答 曰 * 

不レ 知、 再三 詰問、 雖， 經，, 日月， 遂云， 不， 知、 父母 以謂、 雖, 然無， 夫而 無，, 生， 子 之理， 也， 我家 往來 近親 眷族 隣 里 

鄉黨之 中、 其 夫應， 在、 因， 玆辨 備大饗 f 招 n 集 諸人； 令，, 彼 兒執， 盃、 祖父母 命 云、 父 止 思人爾 可， 獻レ 之と 見 ゆ、 

此 時の 狀實 に如此 くなる 可し、 古事記 水垣宮 段に も此と 似た る 事の 有る に、 其 美人 姙身、 爾 父母 怪， 一 其 姙身之 

事 f 問 n 其 女， 曰、 汝者 自姙、 無， 夫 何 由姙身 乎、 答 曰、 有 „麗 美 壯夫ハ 不， 知，, 其 姓名； 毎 レ夕到 來供住 之 間 自然 懐 

姙、 是以其 父母 欲, 知， 1 其 人 T 誨-ー 其 女， 曰 云云と 有る が 如く、 此 にても 始は 父母 其 女 を 問ひ釓 し、 其 男子 を 生める 

後に 巳に 成人て は 其 母子共に 其 夫 を隱し 父を顯 はさ る 事と 恩 ひて 問も釓 しも 爲 たりけ めど も 愈 其實に 知らざる 

事 を 知り 得て、 今度 は 其 宇氣比 酒の 事に は 及びたり し 者な りけ り、 (但し 右に 引ける 古事記の 故事 も 此の 傳 より 

誤りて 其 白 權原宮 段なる と 二に 分れたり し 者な り、 其は傳 二十 口 卷に云 ひて む を、 其 所に 就て 辨ふ 可き 者な りか 

し、 世人 は 然る 正し も 何も 無き なむ 拙き 事な りけ る、) 卽擧ニ 酒坏， 向」. K 爲レ 祭.. 分 n 穿屋甍 一而 升 二 於 天 一と 有る 迄 

は 古文な， リ、 に 乃 因， 一外 祖父 之 名， 號， 一可 茂 別 雷 命， と 有る は大 いなる 譌 なり、 ，^ 〈に 云ぶべし、 舊記 文集 共に 此子 

持- 1 酒盃？ 振 n 上 於 天雲， 而云、 吾 天神 御子、 乃 上， 天 也と 見え、 系 帳に も 于時此 兒不， 指- 1 衆人？ 仰 観 行 指， 1 戸上 

之 矢 T 卽爲 n 雷 公 I 拆 n 破屋 棟， 升， 天而 去と 有りて 大抵 同じ、 今 此をー にして 云 はむ に は、 上に 言 T 汝 父將, 思 人 八 

飮ー， 此酒， と 有る に は、 本 系 帳の 于時此 兒不っ 指， 一 衆人； 仰觀行 指，， 戸上 之 矢， と 有る 文此 に. ぐべ し、 其 宇 氣比酒 を 

父と 思 ひて 飮 ましむ 可き 祌 なむ 非 ざり ければ、 其 美男と 化り て 逢 ひ 給へ りし 丹 塗 矢 を始は 雍邊に 置きたり し を、 
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後に は戶 上に 挿し 置け りし 其 矢 を 仰ぎ 觀て此 こそ 父と 指し 給へ るな り、 次に 向， 1K 爲レ祭 は 其 矢の 方 を 指して 祭 を 

爲し 給へ るに て、 豫ては 其御祖 より 彼の 矢 Q 化れ る 祌に逢 ひ 給へ りし 事 を 聞き §M けりし かば、 宇 氣比滔 は 其戶上 

の 矢に 向 ひて 奉り 給 ふ 可き 事な り、 公事 根源に 一 此矢を 取りて 我家の 屋根に 挿む」 と 有る を考ふ 可し、 若て 舊記 

又 文 袋に 此子 持，, 酒盃， 振 n 上 於 天雲， と 有る は 此事を 形容り て  一 K へるな り、 分 穿 屋甍， 而 升-一 於 天， は其戶 上の 矢に 

向 ひて 宇 氣比酒 を 捧げて 宇氣比 申させけ む を、 其 丹 塗 矢の 御 靈に御 在し 坐す 火 雷神 聞 食して、 其 御子の 父 不知に 

て 世に 漂よ はしく 御 在し 坐す を 御 心苦しく 所思して、 t 似の 火 産靈祌 Q 御 心 一 速く 荒び 坐す 御 靈をゃ 更に 添べ 給へ 

りけ む、 今迄 御子と 思 ひしに は 引き 替 へて 忽に大 なる 御稜 威の 加 はらせ 御 在し 坐して、 御父大 神の 神 積り 御 在し 

坐す 高天原の 方に 天雲の 五 百 重搔き 別けて 飛び 上り 去り 給へ るな りけ リ、 故に 注 式に 此文を 日本書紀 一 書 曰と て 

引ける に は、 兒云吾 父 有, 天 也、 穿，, 屋甍， 而卽 登， 天と 有る も、 今迄 其 御 父 を 知らせ 給 は ざり し 御子の、 俄に 吾 父 

有レ 天と 申し 給 ひて 事打替 りたる を 見るべし、 本 系 帳に は^ 爲， 一 雷 公， 拆 TI 破屋 楝， 升：； 大而 去と は 云へ り、 然れ ども 

其 雷 公 と 云 ふ は 其 屋甍を 分 穿ち 拆破 りて 上り 坐し & 御稜 威 の 一 速く 御 在し 坐す に 依りて 然. &し 成せる にこ そ は 有 

り けれ、 實の 雷に は 非ざる 事 申す も 更なり、 此に 就きて 別 雷神と &す 事に 心？ i たる は實に 古人の 附會 にて、. 此御 

子 卽ち片 山 御子神に て 渡らせ 給へ る 御 事 を 忘れ 菜た る 者に なむ、 (御 父大： t を 火 雷神と 申し 奉る 雷 も 右に 同じ、 

記 傳五卷 建 御 雷 之 男祌の 下に 「美， i は 伊 迦に通 ふ 言な り、 其 伊 迦は嚴 矛 重 日 伊賀 志 御世、 叉 伊 迦米志 伊，^ 志な ど 

の伊迦 なり、 其 美 迦と通 ふ 例 は 祝詞に 此神を 健 雷 命と 有り、 又嚴 きを 美迦と 云へ る 例 は 仁德ー K 皇御卷 の 歌に 彌筒 


始 報と 有る は嚴 めしき 潮な り- 叉 斑 1- 星は嚴 きを 云 ひ、 壅 栗も嚴 栗な り * 都 知は津 持な り」 と 云 はれた る是 にて" 

其實の 雷に は 非ざる を 思 ひ 合す 可し、 叉 右の 宇氣比 酒と 一 K ふ 事 は 外に も 有りて、 播 磨風士 記訖賀 郡の 文に、 賀負 

里 荒 田 村 云々、 此處 有， 祌、 名，, 道主 日 女 命？  レ父而 生 レ兒、 爲， 之讓 -ー盟 酒？ 作 n 田 七 町- 七日 七夜 之 間稻生 熱竟、 

乃 釀レ酒 集 一一 諸 神 f 遺 一, 其 子， 捧， 酒 而令レ 養 i 之、 ：^、 是 其， 子 向， 一天 目 一命 一而 奉， 之、 乃 知 二 御 父， 云， _< と 有る も此 故事と 

相似た る 事に て、 其に も盟 酒と 出で たる 是 なり、 猶 日本 靈異記 下に、 諾樂宮 廿五年 治， 一天 下, 勝 寶應眞 聖武太 上天 

皇、 召，, 於 大納言 藤 原 朝， 臣仲 麻呂， 而 御前 居 詔, 之、， 朕 子 阿部 內 親王 與，, 道祖 親王， 二人 以， 之 令， 治， 一天 下 T 欲 云 何、 是 

語宜， 受不 也、 仲 丸 答 白、 甚勝能 御語受 つ 白 之 時、 天皇 祈， 御酒， 令 レ飮 令 Jwff 詔、 若 朕 遠 ® 失， 之 者、 天地 相懷 被，， 大 

厲： 汝今 可， 誓、 時 仲 丸 誓； T 白 之、 若 我 後世 違，， 勅語 T 天神 地！ M 懷噴而 被 <1 大災？ 破， 身滅， 命、 如 i 令レ 誓、 酒 令レ飮 

禱 已訖、 然 而後 天皇 崩 之 後、 如， 一 彼 遠 勅， 以 二道 祖 親王， 爲- 一儲 君， 云- -と 有る を、 後に 此 誓に 違 はせ 給へ るに 依りて 

大 なる 災 有りし なり、 然して 祈 禱を有 介 比と 注せり、 偖 此の 祈 酒と 云 ふ は 右の 如く 祌祇を 祭祀り 誓言 を 云 ひて 盃 

結 を爲る 料な りと 見えたり、 猶播磨 風土記の 事は傳 二十 八 卷に云 ふべ し、) 乃 因， 一外 祖父 之 名， 號， 一可 茂 別 雷 命， は、 

上に 謂 ゆる 賀茂建 角 身命 はし も 玉 依日寶 命の 御 父に 坐せば、 卽ち 此片山 御子神の 御 爲には 外祖父に 御 在し 坐す が 

故に 其 御名に 冠 ぶら せ 申す る賀 茂の 一一 一一 n を 添へ て此 にも 可 茂 別 雷神と 申す 由なる が、 其賀 茂の 事 は 然も 有るべき 事 

ながら、 此に別 雷神 を 其 御子の 御名と 爲る は、 本 系 帳に 故 鴨 上 社 號ニ別 雷神 T 鴨 下社號 一一 御祖祌 一と 云へ る 共に 甚 

じき 誤な り、 其の 別 雷神と 申す は 上に 注せる が 如く 大山 咋 神と 同 神に 御 在し 坐して、 卽ち事 代 主神の 御 事なる が 

日本 誊紀傳 二十 四之卷 附錄  二 六 一 


日本書紀 傅 二十 四之卷 附錄  一 一六 二 

古丹 波國の 湖な りし 時 國體を 見 行 はし 御 坐し 坐して、 山 を き 土 を 分けて 大 井川 を 通じて 國 作り 爲し給 へりし 卸 

功 用に 依りて 食 ひ 坐せ る 御名に て、 卽ち分 土の 義. に 御 在し 坐せ る、 其嚴 しき 御 德を稱 へて 別 雷神と 申し： f り、 叉 

下 社 を 御 祖祌と 申し 奉れる も、 其 神の 御 父母 大已貴 命 玉 依姬命 同名 異祌 にして、 此 御子の 御 祖の玉 依日賣 命と は 

本より 與 なる を、 其 御子の 屋甍を 分 穿ち 拆 破りて 天に 上り 坐し \ を 以て 爲，, 雷 公, と 有る を 一 にして 上 社 は 其 神な 

りと 思 ひ 僻め、 其 御 祖の玉 依日賣 命と 事 代 主神の 御祖の 玉依姬 命と 御名の 同じき から、 下 社 を も 其 神と 思 ひ 違へ 

たりし 者な り、 故に 風土記の 下 文に、 可 茂 建 角 身命 也、 丹 波 祌伊可 古 夜日寶 也、 玉 依日資 也、 三 拄神者 蓼 倉虽三 

井 社 坐と 云 ふ ® なる 證文 有る 上 は 右の 本 系 帳の 說は 難， 立く、 又 風土記に 其 御子 を 可 茂 別 雷神と 云 ふ も 立つ ベ か 

ら ざる 者な り、 舊記又 文集 等に、 此子 持，， 酒盃， 振 ir 上 於 天雲 一而 一 K-1 吾 天神 御子 T 乃 上， 天 也と 有るな む 其 正しき を 

得たり ける、 又 其 結 文に 因：， 之 山 本 坐天祌 御子 稱，, ^雷 祌, と 有る 稱， 一別 雷祌， の 四 字 は、 佗 傅に 依りて 混れ たる， 才 

なり、 年中行事；. i 抄 一. 本に 引ける に は 右の 十三 字 を 分注と 爲 せり、 因レ 之と 云 ふ は 後人の 注せる 事に して 古 傅に 

非 ざれば、 右の 二 書に 其 天祌 御子 を稱， 一別 雷神 一 と 云 ふ 事 は 無 かりつ る 者な り、 然れ ども 其 山 木 坐 -大神 御子 と 巾せ 

るに て、 神 名 式に 謂 ゆる 愛宕 郡片山 御子神 社 (大、 月. 次相嘗 新嘗) の 御 神に 御 在し 坐す 御 事な む 知られたり ける、 

文德 天皇 實錄 に、 齊衡 三年 五月 丙午 „ 捌 戊辰 山城 國片 山祌 列，, 於官社 T 兼預， 一 相嘗祀 i 淸和 fK 皇實錄 に、 貞觀 元年 正 

月 二十 七日 奉 レ授， 一山 城國從 五位 下片 山祌從 五位 上 一と 有る 是 なり、 左經記 寛仁 元年 十二月 一日 條に、 太閤 云、 行 

幸 日 河 合 片洞貴 布 漏 三 坐 明 祌可レ 奉， 增，， 祌階， 云々、 同 三日 條に、 大外 記文義 云、 河 合 片山贵 布 翻 被 レ^レ，】 正 二 


位-と 有る、 是れ卽 ち片岡 神に 御 在し 坐す 證 なり、 偖 袖 中抄に 「中賀 茂と は片岡 社な り」 と 云 ひ. 詞 林採耍 にも 

「片岡 社 をば 中賀 茂と 申す 一と 云へ る は、 賀茂別 雷神 社 を上賀 茂と 申し、 賀 茂御祖 神社 をば 下賀 茂と 申し 奉る に 

並べた るに て、 實 に少緣 ならぬ 御 祌に御 在し 坐す を 以てな り、 (祌 祇靈應 記に、 上 賀茂波 別 雷神 止 申奈 利、 下 鴨 ® 母 

奈利、 中賀茂 ザ" 御子 翁と 云 ひて、 下 鴨の 御子と 云 ふ は 誤ながら 其 三 井 社に 坐す 玉 依日賣 命の 生み 坐せ る 神なる 由 

の傳と 有る を 云へ るに て 中々 に 面白き 事な り、 此 御社 上賀茂 社の 樓 門の 外に 七 川 有り、 其 橋 を片岡 橋と 云へ る、 

其 東に 山に 傍 ひて 南 向に 立た せ 御 在し 坐して 其 後 は 謂 ゆる 片岡 山な り、 上 社に 程 は 近 けれども 中賀 茂と は必す 

謂 ひつ 可き 事な りかし、 或 書に 千載 集 賀茂政 平 歌に、 「然 りと もと 賴 みぞ 係る 木綿 襁 我が 片 岡の 神」 と 有る に 依 

て 稱，， 吾片岡 神， 者、 可， 知-一賀 茂 縣主祖 神 玉依彥 命-也と 云る は、 別に 氏神 社 有る を 知らざる 推 度な り、 叉 神社 本 

記に 加 茂 別 宫片岡 大己貴 命と 云へ り、 右の 下 上の 中に 素斐嗚 尊大 神な どの 御 在し 坐せば こそ 其に 對 へて 御子と は 

申さめ、 甚々 當らぬ 事な りけ り、 叉祌名 式に 備前 國邑久 郡片山 日子 神社 有る を、 社 偉に 大山 咋神亦 名片山 日子 命 

と 云へ る は、 右の 別 雷神 大山 咋祌 同祌に 坐す を、 彼の 玉 依日賣 命の 生み 給へ る天祌 御子の 事と 心得た るから 其 別 

なる 事 を强て 一 に 成せる 者に て、 誤なる 事 論 を 待た すなむ、) 所謂 丹 塗 矢 者 乙 訓郡社 坐 火 雷神 在と 有る は 卽ち此 

の 鳴 i 摘是 にて、 其始 大山 咋祌の 射 放た せ 給へ りしが、 石 川瀨見 小川に 流れ 来る 時し も、 玉 依日賣 命の 川遊び 爲た 

りけ るに 其 身に 依り 副 へ たりければ 取り持ち 歸 りて 其 床邊に 置きたり ける を、 其 矢の 美男， に 化せら せ 御 在し 坐し 

てま、 女に 遇 ひ 給へ りけ る を、 女 も 其 矢の 化れ ると は 知ら ざり けむから に、 後に は 其 屋根に 挿み 置きたり つるに、 
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其 御子の 御 父 を 知らむ 爲に 宇氣比 酒の 事 を 行 はしめ ければ、 其 屋上の 矢の 方に 向 ひ 祭 を 成して 天 に 上り 去り 給へ 

る を 以て、 其より は 其 御 妻 玉 依日賣 命の 御 許に こそ は齋 ひ；. i し 置き 給へ りけ らし、 卽ち祌 名 式に 乙 訓郡乙 訓坐火 

雷祌社 (名 祌大、 月次 新嘗) と 有る 是 なり、 此 御社の 御 事 は 已に傳 十に 委しく 註し 奉れ &ば今 云 ふ 限に 非す、 (案 

氏 本 系 帳に、 戶上矢 者 松尾大 明神是 也、 是以秦 氏奉レ 祭， 一三 所大明 神， 云々 と 云 ひて 此の 丹 塗 矢 を 松 尾 神社の 祌體 

と 云 ふは大 なる 異說 なり、 其 矢 を 放ち 給 ひし こそ は 松尾大 神に 御 在し 坐し けれ、 其 矢の 所在 は 卽ち此 火 雷神 社な 

る 事、 其 御子 を天祌 御子と 申し 奉る にて 知るべし、 其 松尾大 神の 御子 を 天 祌 御子と は 何 を 以て 申し 奉らむ、 然れ 

ども 秦 氏の 三 所 大明神 を 奉る は甚 謂れ 有る 事な り、 上に 云へ る 事共 を 見て 知るべき なり、) 可 茂 建 角 身命 也、 丹 

波 伊 可 古 夜日寶 也、 玉 依 日 賣也， 三 柱 祌者藝 倉 里 三 井 社 坐と 有る、 此玉依 日 賣命は 彼の 火 雷神の 丹 塗 矢に 化り て 

逢 ひ 給 ひし 御 妻 神に 御 在し 坐す が 故に、 其天祌 御子と 申す 片山 御子神に は御祖 神に 坐せ り、 故に 本朝 文集に、 云，， 

吾 天神 御子， 乃 上 A 天 也と 有る 文に 續 きて、 于時御 祖祌等 戀慕哀 E 心、 夜 夢！ K 祌 御子 云、 各將， 逢， 吾、 造， 一天 羽衣 天 

羽 裳 炬火 祭鋅， 待 SM、 叉 耢>ー 走 馬， 取-奥山 賢 木， 立，， 阿禮 T 垂，, 種ガ！ It 色 r 叉 造-, 葵 枫讓， 嚴链 待， 之、 吾將， 來也、 御 

祖神 卽隨， 一夢 敎 T 令 一-一 彼 神神 祭 用 二 走馬幷 葵一 縵楓疆 f 此之緣 因 也と 有る 是 なり、 斯て 此の 三 祌の鎭 坐す 社と 賀茂御 

祖 神社 は、 其 賀茂別 雷神 社の 御祖に 坐す 故に 其と は殊 異なる 事に て、 釋紀に • 叉 山城 風土記 曰、 寨倉里 三 身 社、 

稱 ヒー 一身， 者 賀茂建 角 身命 也、 丹 波 伊 可 古 夜 日 女 也、 玉 依 日 女 也， 三 柱 祌身坐 故 號，， 三 身 社 T 今 訛 云，, 三 井 社， とも 

云へ り、 然れば 其片山 御子神の 御 祖は此 三 身 社の 御： t に 御 在し 坐す 事 論 を 待た す、 然るに 賀茂別 雷神 社、 片山御 


予 神社 相 隣り V 賀茂 御祖祌 社、 三 井 神社 相 近き を、 一方 は 共に 御子 祌に 坐し、 一方 は 共に 御祖 神に 坐す が 故に 古 

より 今に 至る 迄 人 皆 誤り 來れる 事な り、 偖 右に 引ける 文の 如く、 謂 ゆる 葵祭と 云 ふの も 此片岡 神に 始まりた る 御 

事なる を、 其 別 雷神 も 嗚鏑を 用 ひ 給 ひし 祌 にて 始終 共に 由緣 深き 神に 坐す を 以て 仕へ 奉れり し を、 終に は 其 別 

雷神 叉御祖 社の 祭との み 人 皆 思 ふ 事と は 成りに たり、 又 松 尾 社、 日吉 社に て 其 葵 を 以て 祭らる.^ も 皆 右の 准 ひな 

るに て、 夫木抄 に、 賀茂 祐擧， 「片 岡ゃ齋 垣の 端の 奏草、 今日 挿さで は 誰か 挿さむ」 と 詠める は 能く 古實を 知り 

たる 歌と 云 ふべき 者な りかし、 偖 叉賀茂 神宮に して 御 阿 禮と云 ふ 事 は、 其片山 御子神 Q 生み 坐せ る 由 緣に本 著き 

て 葵 桂の 藤 を 用 ふる 事なる を、 大同 類聚 方 六十 四卷催 生薬の 中に、 二葉 葵、 山城 之 加 茂 御山 之 阿 布 比 草 乎 水 一一 火 

太 之 天、 阿 禮介之 時 宇川 留毛能 能 波 也 女お 用 千 流 婆、 卒爾 字 末流々 止 其 神 乃 造奏レ 之と 有 も 事 打 合 ひて 甚奇 しき 御 事 

になむ、 若て 右の 藝倉里 は 和名 抄鄕 名に 愛宕 郡 蒙 倉 (多 天久 良) と 有る を、 山城 志に 已廢 有， 一 下 賀茂田 中二 村, 

と 云 ひ、 京都 古 圖に藝 倉 田 中 里と 有る 是を云 ふなり、 但し 鴨 脚 家系に、 味 耜高彥 根 命 十四 世 孫 田 主臣云 々、賜 二 

姓秀 久良縣 主？ 至 n 後世， 以， 一秀 倉 ー稱ニ 立藏， と 有れば、 古く は 其 神社に 依りて 富久 良と 云 ひし を、 後に 藤 倉の 地名 

に は 改まれる なりけ り、 其 三 身 社 は 神 名 式に 同 郡 三 井 神社 (名 祌大、 月次 新嘗) と 有る を、 臨時 祭式に 御井と 書 

せる を 以て 其唱を 知るべき 者な り、 下 鴨 社 元應ニ 年造替 遷宮の 古文書に 三 所 社 一 宇と 云 ひ、 延文ー 一年の 文書に 御 

結 神事 云， „< と 云 ふ 事の 有る は皆當 社の 御 事なる が、 三 身の 說は 右の 風土記の 如く 三 井 は 三 居に て 三 神 Q 竝び 坐す 

由な り、 三 所 社 は 社の 別. に 在る 由に 非す 三 柱 社の 謂な り、 御 結 神と 云 ふ は、 名勝 志に 河 合 社 南方 坐 三 座 北 向と 
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：、 ゾ -ゥ b 

有る 此三 井祌 社の 事 を、 三 塚 社 在-一河 合 社 門？ 前 北 向 一棟 所 祭 三坐祌 也と 云へ る 三 塚と 同じく 一一 一番に て、 三祌を 

一 に 合せ 祀れる 由なる 可し、 (但し 延 文の 古文書なる 三 所 社 は 此とは 別な りと 見 ゆ、 同書 御， ま 神社 條に三 所 社 在 

,1 本殿 園 外？ 南 向 一一 一社 雙 立と 有る 是 にて 三 井 神社と は 別な り、 社家 說に、 中 賀茂三 井 社 也、 元 坐，, 蓼 倉 里 ハ藝 倉 里 在 

-下賀 茂 束 北 之 地 高 野 川 之 西， と 云 へ り、 然れ ども 中 賀茂は 袖 中抄、 詞林采 要 共に 片岡 社と 云 へ れば 三井祌 社に て 

は 叶 はす、 傻此 御社 元は 其奠倉 里に 御 在し 坐し i を、 後に 御祖祌 社より 南に て 河 合 社の 前 方に 移し 祭れり と 云へ 

り、 此の 三 身 社 卽ち片 山 御子 祌の 御祖 神に 坐せば、 其 御祖祌 社と 一 に 心得べ からす I) 右の 如く 風土記に は 乃 因， 一外 

祖父 之 名， 號 M 可 茂 別 雷 命， と 云 ふ 混れ 有り、 本朝 文集、 賀茂大 祌舊記 等に も 因 レ之山 本 坐 太 神 御子 稱，, 別 雷神， と 云 

へる 後の 加筆 有り、 秦本系 帳に は 卽爲， 一 雷 公， 云々 と 云 ふ を 承け て、 故 鴨 上 社 號，, 別 雷神： 下社號 M 御 祖神， 也、 戶 

上 矢 者 松尾大 明神是 也と 云 ひて、 上 社の 別 雷神 下 社 Q 御 祖神を 其 iK 神 御子 片山 神と 其 御子の 御祖玉 依日賣 命と Q 

御 事に 混ら し、 其 矢 は 火雷祌 社に 坐す を 松 尾 神社の 御 事と 爲る など、 共に 正しき 傳に 非ざる は、 一 は賀茂 氏の 木 

系 帳な どより 混 ひ、 一 は 秦氏本 系 帳より 紛れて 家々 の 口 倚 異なる が 故に 合 はざる なり、 然 のみなら す此 記に も 其 

大山 咋神 をして 大年 神の 御子と 傳へ 誤れる が 故に、 此に 用，, 鳴鏑， 之 神 者 也と 有る も 其 古義 は 知られす 成り 以て 行 

きて、 終に は 大山 咋祌の 其 矢に 籠り 給へ る 御靈の 化して 玉 依日賣 命に 娶り 給へ る 事と さへ に 識者の 惑 ふに 至れる 

は甚 遺憾き 事なる を 以て、 此 記を說 くに 彼の 社 說をも 併せ 說 かす は 5£ 有 るべ からす、 故に 是を 以て 思 はす 長々 しき 

露ーー 一一 a をぞ爲 したりせ る、 (右に 擧 げたる 因の 文に 跌玉依 日子 者、 今 賀茂縣 主 等 遠祖 也と 云 ふ 事 有る 說にも 及ぶ 可 


き なれ ども、 此は用 二 嗚鏑, 之 神 者 也と 云 ふに 就きて 彼の 丹 塗 矢 卽ち是 なる 事 を 明らめむ とて Q 業に て 餘事は 云 ふ 

ベから ざる 所なる を、 右に 引ける 古記 共 を 正し 辨 ふるに 非す て は 終に 其 事 を 究む可 か らざ る が 故に 諄 言 は爲し 

たるに こそ 有り けれ、 此に用 無き 事 は、 神武 天皇 二 年， 紀叉頭 八^ 烏 又 入，, 賞 例， 其 苗裔 卽葛野 主殿縣 主部 是 也と 

有る 下に 云 ふべ し、) 〇 庭 津日祌 は、 下に 庭 高津日 神と 有る も 共に 一 神な り、 叉 は 庭 火 神と も 庭火皇 神と も 庭 高 

日 神と も 申して、 此は 上に 注し 奉る が 如く 此の 記に 奧津 日子 奥 津比賣 二 神 を 合せて 此者 諸人 以拜 竈神 者 也と 有る 

其 竈神 を稱へ 奉る 御名な り、 偖 庭は傳 十三、 十七に 注せる 平坦に して 凸 H 無き 處を 云ふ稱 にて、 廣くは 地上の 障 

無き を 云 ひ 海面の 和た る を も 云 ふ 事に て、 和名 抄居宅 具に 庭 (和名、 邇波) 屋前 也と 有る は、 垣墻の 中の 平 粗な 

る處を 云へ り、 萬 葉 四 (十八 丁) に、 庭 立、 麻 手 刈 千、 十三 (十九 丁) に、 爾波爾 多 都、 安佐 提古 夫須 麻と 有る を、 

其 九 (三十 二 丁) に、 小垣內 之、 麻矣引 干と 詠める 是 なり、 然るに 此庭津 日 神の 庭 は 其宅內 なる にて 謂 ゆる 土間 を 

云 ふなり、 萬 葉 二十 (一一 十二  丁) に、 爾波奈 加 能、 阿須 波 乃 可 美爾と 詠める 類是 なり、 诸今も 人家の 土間に 竈 を 築 

きて 淡路 などの 方 一一 目に 久 度と 云 へ る 者に て、 其 後に 穿てる 穴 を 以て 名と 爲る 事な り、 偖 竈と 云 ふ は 床上なる を も 

庭 中なる を も總云 ひて 廣 きを >  其久度 はし も 唯 土間に 居る のみなる 故に 庭 火と は 云 ふと 聞え たり、 續紀 に、 天平 

三年 春 正月 庚 戌朔乙 亥、 祌祇 官奏、 庭 火 御 竈 四時 祭祀 永爲ニ 常例， と 見えた る、 此御竈 は大炊 寮なる にて、 天智-大 

皇十年 御 紀に謂 ゆる 大炊寮 有 n 八 鼎-と 云へ る是 なる 由 上に 注せる が 如し、 然して 右の 庭 火は內 ii 司に 御 在し 坐す 

御 竈神に 渡らせ 給 ふ 事、 次に 注し 奉る が 如し、 (但し 同じ 御 竈神に は 御 在し 坐せ ども 如 此く稱 へ 別け させ 給へ る 
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は、 其 床上に 在る と 庭 中に 在る との 差別なる と、 叉 鼎と 録 との 事 異なる とのみ にて、 始 より 其 神の 主 どらせ 御 在 

し 坐す 御 事に 於て 由緒の 別なる に は 非ざる なり") 文德 天皇 實錄 に、 齊衡ニ 年 十二月 丙 子 朔大炊 寮 大八島 籠 神、 

齋火武 主 比祌、 庭火皇 神、 幷授， ー從 五位 下， 天 安元 年 夏 四月 戊辰 朔癸酉 有， 勅、 大 炊寮大 八島寵 神、 內膳司 忌 火 庭 

火 神、 幷 投，, 從五 位下， と 有る、 此ニ 共に 疑 有リ、 然る は 齊衡の 度 庭 火皇神 は內膳 司に 坐す 神な り，。 必す內 臉司庭 

火皇 神と 有りけ むが 脫 たる 可し、 然れど ふ； K 安度に も 共に 同じ 從五 位下なる は、 先に は 唯 勅 有る Q みに して 後に 

位記 を參ら せられけ るに も 有るべし、 故に 四時 祭式 六月 祭 (十二月 准， 此) 條に忌 火 庭 火 祭 (中宮 准， 此) 云云、 

右大殿 祭畢、 宮主 於， 1 內膳 司， 行， 事、 十一月 祭條 に、 供 n 新嘗， 料 云云、 右 依， 1 前件， 其 御 噴 大殿忌 火 庭 火：： # 祭 料、 

幷准 n 神 今 食 一と 有りて.' 祌今食 新嘗等 凡て 三度の 御祭に 就きて 忌 火 庭 火の 祌等を 令レ祭 給へ る は、 其 の內勝5- に 

渡らせ 給 ふ 御 神 等なる 者な り、 伹し此 司の 忌 火 神 も大炊 寮の 齋火武 主 比 神の 大八島 竈祌に 就きて 被， 祭 させ 給へ 

るに て、 此も庭 火 神に 就きて 共に 其 祭に 預らせ 給へ るな り、 故に 三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月 二十 七日 W- 申 奉， 授，, 

內 膳司從 五位 下 庭 火 皇神從 五位 上 T 同 九 年 正月 二十 六日 丁 卯 授，， 內 膳司從 /fi 位 上 庭 火 皇神從 四 位下 f 元 慶ニ年 七 

月 八日 辛 丑 授，, 內勝 司從四 位下 庭 火 祌從四 位 上 T 叉 記 略に、 村 上天 皇康保 三年 八月 二十 六日 戊 午 s: 膳 司 正 四 位下 

庭 火祌從 三位な ど 有て、 常に は 忌 火 庭 火と 申す 次第ながら、 此 三度の 祌階 共に 庭 火 神の み預ら せ； f;g ひて 却り て 忌 

火 神の 預らせ 給 はざる は、 大炊 寮に て は 竈神 を 主と し、 內瞎 司に て は 庭 火祌を 主として、 寮 司 共に 忌 火 神 は其從 

祀の 如くに て. 御 在し 坐す が 故な りけ り、 (但し 忌 火と 申す も 同じく 竈 を御體 として. 歸ひ 奉らせ 給へ るに て、 此は 


六月 十二月 Q 祌今 食、 十 一 月の 新嘗 等に 仕へ 奉る 由 2^ て稱へ 奉れるな り， 江 ，^、 第に 六月 一 日 供， 1 忌 穴 御飯， と 云 ふ 

事 有る を、 抄に 六月 一日、 十一月 一 日 內膳司 毎至祌 態、 簿 火炊费 謂，, 之 忌 火, と 云 ひ、 公事 根源に も 「內膳 司より 

奉れる を大床 子の 御座に て 供す るな り、 景行 天皇 御 時より 始まる、 忌 火と は 火 を 忌む 心なり、 祌事 などの 時には 

不淨の 火 を打替 ふる 事に や、 是月神 今 貪の 御 神事 を 今日より 始めら る.^ なる 可し」 と 有り、 但し i 行 天皇の 御世 

よりと 云 ふ 事 は、 高 橋 氏 文に 豐日連 乎 令 火レ鑽 天、 此乎忌 火 止爲天 伊波 は 由 麻 SE 天、 供， 一 御 貪， 云々 と 有る を始と 心 

得させ 給へ るなら めど 然に 非す、 神武 天皇 戊 午年 御 紀顯齋 の 所に 叉 火名爲 一一 嚴香來 雷， と 有る も 忌 火の 意味に て、 

神代より 行 はせ 給 ひ 來れ御 神事なる 事 申す も 更なり、 斯て此 忌 火 祌は火 產靈祌 を稱へ 奉りて 竈 祌に御 力 を 合せ 給 

ふ 御靈を 申し 奉る 是 なり、) 日本 紀 略に、 天 德四年 十 一 月 十九 日、 今夜 坐，， 內膳司 r 忌 火 庭 火 等 御 神 奉ヒ遷 >1 冷泉 院 

內膳ハ 仍權 大納言 師尹鄕 以下 奉， 遷， 之、 平野 謂 祭 ヒー 口， 也、 庭 火翳錡  一口 也、 各 有 M 臺長櫃 等？ 衞府 持， 之、 奉 

レ移 二院 乾 方 新屋？ 庭 火 平野 別別 屋也、 安 T1 置 之 一 後、 宮主 申-一 祝詞 一と 有りて、 總て御 竈 三 口なる 中に 其  一 口 は 庭 

火な り、 其の 二 口 を 平野と 申す、 中の 一は 忌 火に て 渡らせ 給 ふなり、 次に 引ける 中 右 記に、 內膳司 御 竈 祌三所 

也、 平野 件 癸 御祭 奉仕 神 也、 一 所 庭火是 尋常 御飯 奉仕 神 也、 一 所 忌 火三祌 也、 是則十 一 月新嘗 六月 十二月 祌今貪 

祭 奉仕 神 也と 有る にて、 紀 略に 平野 謂 祭，  一二  口， と 云へ る 其 一 口 は 忌 火なる 事 知らる，^ なり、 建曆御 記に、 竈祌 行？ T 

幸 他所-之 時、 中納言 以下 供奉、 尤可， 爲，, 靈物 i 女房 不レ 忌レ 之、 男 主上 之外不 -1 沐浴， 也、 四 五 破、 但指合 用 之、 不 

レ可， 說物 也と 有る、 階梯に 按自， 一 神代， 所， 傳錡 (有， 足 曰， 錡) 三 口、 一  稱，， 平野？ (陰陽師 奉， 仕， 一 癸 御祭，) 一 稱-, 齋 
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火 T  (六月 十二月 祌今 食、 十一月 新嘗祭 等奉レ 仕， 一 御飯-) 一 稱， 一 庭 火- (尋常 御飯 奉， 仕レ 之) と 注し 給へ るは增 鏡に 

依りて 注させ 給へ るな り、 百練抄 に、 後深草 天皇 寶治ニ 年 十月 二十 二日、 內 勝屋燒 亡、 御 竈神 燒损 給、 二十四日 

近日 御 竈神 燒投、 可-一 鑄改 一哉 否 事、 被， 問-一 諸 卿； 十一月 十九 日 軒 廊御ト 內勝竈 燒损事 也、 閏 十二月 二十 二日 被 

レ定 T 內勝御 竈 可-, 鑄改 一日 時 h 定ニ來 二十 八日， と 見えた る、 此 時の 事 を 增鏡四 (十四 丁) に、 「內 陪屋燒 けて 祌 代よ 

り傳 はれる 御 竈 も 燒け担 はれけ る を ぞ甚淺 ましき 事に は 申し 侍りし、 彼の 竈 は 昔 は 三つ 有りけ る、 一 をば 平野、 

1 をば 忌 火、 一 をば 庭 火と お-しける を、 圓融院 の 御代 永 観の 頃 二つ は 失せに けり、 今一 っ殘 りたる に斯る 事宜し 

からぬ 業な りと て 神祇官に 尋られ 古き 事共 考 へらる、 平野と 云 ひける を 陽 陰 寮に 居て 癸 祭と 云 ふ 事に 用 ひけれ ど 

中頃より 彼の 祭 は 結えぬ、 忌 火と 云 ふに て は 六月、 十二月の 御 神事 Q 御 膳 を 調 じけ り、 庭 火に て 一 の 御 は 仕う 

タイタイ 

奉れり、 斯 れば甚 戴， <<  しき 事に て、 始めて 鑄 物師に 仰せら る 可し とも 申し、 古き を 損ねた る 所ば かり を 直さる 可 

しと も 色 力 に 定め 難ら れ たり、 入道 太 政 大臣 猶古 きを 直さる 可し と 申さる とぞ 聞え ける」 とも 所見た リ、 右に 自， 一 

神代, 所 レ傳と 有る、 實に 神代の 奮 物に て 重き 神寳と 聞け り、 錡三 口の 下に 有, 足 云 レ錡と 注された る を 思 ふに、 大 

炊 寮の 鼎の 狀 したる 物に て 謂 ゆる 签を懸 くる 金輪と 云 ふ 物 か 叉 は 小 鼎の 事なる 可し、 建曆御 記に 四 五 破、 抬合用 

之、 不レ 可， 說物 也と 有る、 四 五 破 は 其 常 を 云 ふに て 破損ね たる 由に 非す、 本より 大 なる 物なる 可 かりければ 四 五に 

割て 別々 に 鑄 立た る 物なる 可し、 指 合 用 之 は 其 用 ふる 時に 臨みて 更に 組立つ る を 云 ふ、 不， 可， 說物也 は 上に 尤可 

, 爲， 一 靈物, と 有る に對 へさせ 給へ るに て、 に 在る 竈 類と は 甚く 異なる 御物に て 御 在し 坐す との 御 事と な む 伺 ひ 


奉られ 侍る、 (指 合と 云 ふ は 食 入る を 云 ふ、 和名 抄金器 類に 銑 辨色立 成 云、 姚子、 佐 之 奈閘、 俗 云 佐 須奈倍 云々 

と 有る も 指 鍋と 云へ るに て、 柄を抬 したる 謂な り、 右の 指 入も此 例に 等しく 四 五に 鑄 分ち たる を 一 に 寄せ 合する 

を 云 ふなる 可し、 借 右に 金輪と 云 ふ は 俗に 謂 ゆる 五 德と云 ふ 物の 事に て、 今 も 神社な どに 湯 立 を 行 ふ 時に 签を懸 

くる 具なる 是 なり、 叉 小 鼎なら むと 云へ る は、 同抄 に、 鎗亦作 レ鐺、 漢語 抄云阿 之 奈倍. 缻而 所， 炊 之 飯 謂-一之 鐺 

飯ハ 鎗小鼎 也、 鍾溫器 三 足 有, 柄 也と 有る 是 なり、 右の 四 五 破 は 三 足と 上の 釜と を 別にして 時に 當 りて 指し 入る 

るな り、 然 れば此 物に ャ當る 可から む) 偖 此錡三 口 Q 一  なる 平野と 云 ふ は、 祌名 式に 山城 國葛野 郡 平野 祭神 四 座 

(幷名 神大、 月次 新嘗) と 有る を、 今 木祌、 久度 神、 古 開 神、 比賣 神と 有る、 其 第二 久度 祌是 なり、 祝詞に、 天 

皇我 御 命 坐 世 久度古 開 二 所 能 宮爾 之. - 供奉 來流 皇御祌 能 廣前爾 白 給久、 皇御祌 能 乞 比 給 萬 比 之 任 ST 此所能 底津ぉ 

根爾 宮柱廣 敷 立、 高 天 能 原爾 千木 高 知 S 天 能， 御蔭 日 S 御蔭 止 定奉 S と 有る 此 本社 は、 神 名 式に 謂 ゆる 大和 國平群 

郡 久度神 社是な り、 其久 度と 云 ふ は 上に 引ける 和名 抄に、 竈 (和名、 加 萬) 炊赞處 也、 ^  (和名、 久度) 竈 後 穿 

也と 有りて、 竈 は 前面 火 を 燒くロ を 云 ひ 久度は 後に 堙を 漏す 穴 有る を 云 ひて、 一物に ニ稱 有る に 非ざる 事、 竹 

取 物語に 「竈 を 三重に 爲隱 めて (中略) 久度を 開きて」 と 有りて 久度は 本より 竈 名に は 非ざる なり、 然 りと 雖も a 

祌四座 窖神四 座と 有る 窖は 和名 抄の 和名 久 度と 有る 是 にて、 一 は 例の 竈神 一 は久度 神に て 此の 庭 火 祌に當 る 可 

からむ を 何 を 以て 竈と 云 ひ窖と 云ふぞ ならば 竈 は 鼎に て 今 俗に 云 ふ 風呂と 云 ふ 物 Q 如く、 窖は 金輪の 如き 物に て 

庭に 居て 火 を燒く 物なる 故に 庭 火と は 云 ふめり、 偖 此內瞎 司の 錡を 平野と 云 ふ は 其 久度祌 の 神 體の御 竈 を 模造 さ 
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れ たる 謂なる 可く、 古 開 神と 申す は 上古に 鑄替 へられた る舊物 を牧め 給へ る 御名に こそ 有りけ め、 偖 階梯 1 稱，, 

平野 一 Q 下に、 陰陽師 奉, 仕 二 癸 御祭-と 有る は、 篱簋內 偉と 云 ふ 物に 丙 丁 曰不レ 祭， 一 竈神, と 云 ふに 就きて 癸 曰 を 取 

りて 祭る 由なる 可し、 中 右 記 堀 河 天皇 寬治八 年 十 一 月 三日 Q 下に、 御 竈神 長德 三年 三月 十 一 日藏 人信經 私記 曰、 

今日 雨 降、 又 召，， 宫主， 令， 奉-, 御 被 T  (御厨 司 所 拉內瞎 司) 御詞 曰、 陰陽 寮 依， 例 奉， 仕，， 癸 御祭， 而、 日 來之間 奉仕 

之 勤不， 如， 法 也、 此由 所， 不 -1 知 食-也、 愛 日 來御膳 非， 例、 仍 令- 1 占 申-之 處、 御 竈神 祟 之 奉, 致 者、 此由 可， 一校 申， 者、 

兼任 奉-, 宣旨 r 向- 1 彼 司-奉 n 仕御鍥 T 還 令- 1 奏 問-云云、 內膳司 御 竈神 三 所 也、 一所 平野、 件 癸 御祭 奉仕 之 神 也、 一 

所 庭火是 尋常 御飯 奉仕 之 神 也、 一所 忌 火 三 神 也、 是則 十一月 新嘗 六月 十二月 祌今食 祭 奉仕 之 神 也、 而癸 御祭 不，， 

レ如レ 法 之 由、 欲- 1拔 申-之 處、 件 平野 神 無， 一所 在 T 仍召 n 問 司 宮人 T 申 云、 件 神 圓融院 御 時 爲レ人 所，, 盜取ズ 依，， 件 神 

DnJ 朝臣 被， 1 除籍-云 <<0 事改 以後 納 J1 置內 膳御戶 宅內？ 是有レ 事 危之上 依, 無-, 神殿， 也 者、 因， 之日來 於-, 庭 火 神 御 

前, 奉つ 仕 件 癸 御祭, 云々、 是尤 乖，, 舊規？ 則奏 r, 聞 事由 T 宣 3 曰 曰、 隨，, 兼 信 所， 申 之 旨 T 如，； 舊 跡-可， i 奉仕， 者、 仍召 一, 

修理 職官人 等？ 仰 T 造- 1 之 神殿-之 由： 一 召- 1 陰陽師 晴 明光榮 等， 令， 勘 n 申可レ 立- 1 神殿， 之 日時.. 畢、 昨日 依-, 左大臣 御？ 《ハ 

兼 信奉 IT 仕 御 被, と 有りて、 頻に癸 御祭の 事 を 沙汰せられ たる は、 此御 竈の 神代よりの 舊物は 平野 神社に 留まらせ 

御 在し 坐して、 內膳 司に 坐す は 其 御 模造な りつら む を、 其 も 巳く 陰陽師の 乎に 渡りて 癸 御祭の 御體と 成し 奉れる 

Q みなる が 故に 其 所在 さへ に 定まらせ 給 はざる にこ そ は 有りけ め、 朝 威の 衰 へさせ 御 在し 坐す 世 中と 成りて は總 

て淺 ましき 事の みなりし ぞ かし- 但し 右に 引ける 紀 略に、 平野 謂 祭，, 二  口？ 庭 火謂錡  一口 也と 有りて、 上に 坐，, 內 


膳 司， 忌 火 庭 火 等 御 神と 有る を對へ 見る に、 平野と 申すな む 二 共に 忌 火 神に て、 謂 ゆる 齋火武 主 比 神の 御 體には 

御 在し 坐し ける、 (叉 其 一  一 口  Q 中より 一 を 平野 一 を 忌 火と 號け別 けられたり けれども、 朝廷より 膳ら せ 給 ふに も 

唯 內瞎司 忌 火 庭 火 神と 申させ 給 ひて 別に 平野 をば 沙汰せられ ざるな り、 然る は 其 本社 平野 神社に 祀 はれさせ 給へ 

る 故に も 有るべく、 叉 二 共に 忌 火 神に 渡らせ 給へ る 中に、 一は 件の 癸 御祭に 齋ひ 祀らる k のみな り、 一は 忌火雜 

飯に 仕へ 奉る 料なる Q みこ そ 有り けれ、 其 差別 無き が爲 なる 可し、 叉 右に 引ける 增鏡 にも 一平 野と 云 ひける を 陰 

陽 寮に 居て 癸の 祭と 云 ふ 事に 用 ひけれ ど、 中頃より 彼の 祭は絕 えぬ」 とも 有りて、 後に は 司より 渡し 奉りて 陰陽 

寮の 物と さへ 成り 給へ るぞ淺 ましき、 右に 圓融院 御 時爲, 人 所，, 盜取， と 云 ふ は、 紀 略に 永觀 元年 十月 一 日 癸未 卯 

刻、 平野 庭 火 御竈签 被， ー盜 取， 了、 十二月 二十 五日 丙午 內膳司 平野 御 签如レ 元 置-一本 司 T 件签 先日 被， ー盜 取， 畢、 仍新 

所レ鑄 也と 有る 是 にて、 此は 天皇 を 咒詛り 奉る 者な どの 爲 せし 所爲 ならむ か、) 叉 其 一 を 忌 火と 申し 奉る は、 紀略 

に 謂 ゆる 平野 謂 祭 ヒー 口， と 有る 其 一 なる 事 右に 注せる が 如し、 是卽ち 中 右 記に 十 一 月新嘗 六月 十二月 祌今食 祭 奉 

仕 之 神 也と 有る が 如く、 其 時の 忌 火 御飯 を 仕へ 奉る 料なる にて、 此 平野 忌 火 は 共に 齋火武 主 比 神の 御に て、 平野 

神社の 古 開 神な む此御 神に は 渡らせ 給 ふ 可き、 、に 其 一 を 庭 火と 申し 奉る は、 同 記に 是 尋常 御飯 奉仕 之 神 也と 所 

見た る、 卽ち 日々 に 所 聞 食す 朝大御 食、 夕大御 食の 御料なる 可し、 所以に 伦所 行幸の 御 時には 必す 具し 奉らせ 給 

ふ 御 事な り、 紀 略に、 村 上天 皇應和 元年 十 一 月 二十日 庚 辰 節會也 云云、 先 置 巳 二 點內膳 司 御 竈神 三 所 自，, 彼院， 

(冷泉 院也) 奉， 渡， 之、 中 納ー百 兼 明 卿 供奉と 有る は、 去年 皇宮 炎上に 依りて 冷泉 院を 以て 皇居と 爲 させ 給へ る 間 
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は 彼の 院の內 膳に 置き 給へ る を、 此は 皇宮 巳に 成りて 還 幸 の 御 時なる なり、 建 曆御記 竈祌條 に、 行 n 幸伦 所， 之 時、 

中納言 以下 供奉と 有る、 階梯に 西宮記 (臨時 六) 一 內膳御 竈神 奉， 遷， ー伦 所， 事、 (以， 一生 組， 覆， 之、 衞士八 人 f 之、 

宮主先 解除、 納言 一 人辨 外記史 以下 歩 供奉、 覆 料 初 八 支、 宮內省 荷 料衞士 十六 人、 左右 衞門府 各 八 人) と 所見て 

如此く 供奉の 式甚嚴 重なる 御 事に て 令, 仕 奉り 給 ふの みならす、 後宮 東宮の 行啓 も然 なりけ らし、 紀 略に、 圓^ 

天皇 天 元 五 年 六月 一 一十 日 庚 辰、 今日 中宮 御 竈 祌自， 一太 政 大臣 四條 第, 奉， 渡，, 內膳 司, と 見え、 淸少納 言 枕 草紙に、 

「后の 晝の 行啓 御 産屋 宮 始めの 騒がしく、 拍犬大 障子な ど 持ち 參 りて 御 帳の 上に： らひ居 ゑ、 內瞎 御： ra 都 比 渡 

し 奉りな ど爲 たる.」 と 見 ゆ、 臨時 祭式 行幸 時 祭 (若不 レ經, 宿不， 祭) 條に、 御井 isi 御 竈神 祭 云々、 中宮 御 竈 祭 (東 

宮准： -此) 云.^ と 有る 是 なり、 此 等の 行幸 行啓 は 重き 御 神事と 中す にも 非 ざれば、 尋常の 御飯 を 聞 食す 御 事に 御 

在し 坐せば、 唯 庭 火の み を 供奉せ しめらる 可き に、 平野 忌 火 を も 合せ 奉りて 携 へさせ 給へ るな り、 抑.， 我 皇大御 

國は しも 1K 照國 の日宮 より 齋 庭の 瑞穗を 受け 賜 はり 傳 へさせ 御 在し 坐して、 萬 千秋の 長 五 百 秋の 瑞穗國 にし 有り 

ければ、 君 上の 御上に 於て は 平素と 雖も 其御愼 しみ 深く 御 在し 坐して、 朝夕の 大御 貪と 申せ ども 然る 忌 火 を 以て 

忌 炊かせて 聞 食す が 故に、 其內膳 司の 御 竈 を も 天津神 寳に亞 いで 齋 かせ 給 ふなむ、 實に 尊し とも 高し とも 云 ふ も 

得難に 愛た く 美 はしき 大 御手 振な りけ る、 (猶 下に、 阿須 波 神 波 比 岐祌の 傳に云 はん 事共 を考へ 合せて 大小 曉る 

所有るべし、 叉紀 略に、 村 上 天皇 天 德四年 十一月 廿日 丙 辰、 內勝御 竈神 鳴、 召，, 陰陽 寮， 有 M 御 占 f 又 應和ニ 年 正 

月 五日 甲子、 內膳司 御 竈 鳴と 有り、 臨時 祭式に 鎭竈鳴 祭 云 々と 云 ふ 事の 有りて 謝し 奉らる i など 甚可 長き 物に 爲 


したりし なり、 其 は天智 IK 皇十年 御 紀に大 炊 寮 有，, 八 鼎， 嗚、 或 一鼎 嗚、 或 二 或 三 俱嗚、 或八俱 鳴と 有りて、 天皇 

崩御し 給 ひ 壬 申の 亂と 成る 徵 なりし 惡 例なる 故に、 必す其 時 毎に 鎮め 謝せら る \ にぞ有 ける、) 此庭津 曰 祌は庭 

火皇 神と も 申し 奉りて 內膳 司に 御 在し 坐して、 大炊 寮なる 竈神と 同 神に 渡らせ 給 ひて、 上に 此者 諸人 以拜 竈神 者 

也と 有る は此祌 にも 係て 申す 可き 御 事なる を、 大炊 寮と 內膳 司と に 鼎と 錡と を祌體 として 祭り 別 けられた る 上に 

一 は 竈神と 申し 一 を 庭 火 神と 異々 に稱へ 分けさせ 給へ るが 故に 終に 別 神の 如く 傳 はれ， - ども、 右に 引ける 書 共に 

見えた る 狀に此 司 にても 或は 御 竈神と 申し、 叉 は 御： E 都 比と も 申して 別 神と は 見えざる が 上に、 大嘗 祭儀 叉大嘗 

祭式 を閱 るに、 悠紀、 主 基の 齋 郡に 於て 齋 院を搆 へられて 八 神殿 を 造り 奉られ、 左 京齋場 にても 祀らる \ が、 御 

膳 八祌と 申して 此に 祭る 神 は 御 歲神高 御 魂 祌庭高 津日神 大御貪 神 大宫賣 神事 代 主神 阿須 波 神 波 比 伎 神に 渡らせ 給 

ひて、 何れも 大嘗 の爲に 祭らし め 給へ る 神 等 なれば、 其 第一 に 竈神 をば 祭らる 可き に、 唯 庭 高 津日祌 のみ 御 在し 

坐す ぞ、 卽ち其 神 は 竈神に 坐す 故な りけ る、 叉此 文に 徵 して. fi- なる 庭 高津日 神も此 神の 異名に して 共に 上に 謂 ゆ 

る 竈神に て 渡らせ 給へ る 御 事 を 明らめ 奉り 知るべく なむ 有りけ る、 偖 神 名 式に 和 泉 國大鳥 郡 大鳥美 波 比 神社、 本 

國神名 帳に 正 一 位 大鳥爾 波 比 神社と 有り、 和 泉 志に、 社家 說、 天 照 太 神、 余 按流記 爲，， 爾波比 社 r 爾與， 美 同 韻 相 

通、 延喜 二十 年 四月 五日 職 事禰宜 神主 等 所 注進 帳 云、 正 一位 爾波比 社大鳥 社內坐 中宮 是也、 神 田 三 段 勅 施 11 入 葦 

田 正 里 三十 五坪 一 段、 布施 屋三 十六 坪、 水 合 里 1 坪、 郡 里 六 坪、 拉三箇 坪內ニ 段、 畠 地 二百 歩，、 赤 坂 里 二十 七 坪 

內, と 有りて、 美 波 比 を爾波 比と 有る に 就きて 或 人 此を庭 火 神なる 可き 由 云へ る は實に 然る 一 百な り、 當郡 大歲神 
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社 (鍬) 和 泉 郡 積 川 祌社五 座 (鍬) 聖 神社 (鍬) 式に 見えた る は、 此御 神の 御 爲に御 父と 坐し 御兄弟に 御 在し 坐す 上 は 

其由緣 有る 御 事共な りけ り、 (或 人 美と 雨と 通 ふ 例 を 擧げて 云 はく、 古事記 訶志比 段に 邇本 籽理と 有る を 明宮段 

に は 美本 杼理と 見え、 新撰 字 鏡に 哨を爾 加牟、 飼 を 牛 乃 爾 介 加 三、 酵 を波爾 加牟、 叉 久不隙 を波爾 加牟、 又久不 

籍 を波爾 加牟、 叉 伊女久 など 數多 有る を、 同書に^ を 牛 乃 美 加牟と 見え、 萬 葉の 爾伎多 豆 を 伊豫 風土記に 美枳多 

豆と 有り、 壬 生は爾 布なる 事 勿論なる を、 皇極 天 皇御紀 に 乳部此 云，, 美文， と 見え、 壬 生 氏の 建てけ る 御 1： を 美 福 

門と 云 ひ、 輔仁 本草に 爾加奈 と 有る を康賴 本草に 美 加奈と 有りと 云へ り、 是卽ち 此の 美 波 比 は爾波 比なる 可き 赏 

に 健なる 證 なり、) 〇 阿須 波 神、 波 比 岐神此 二 柱 神の 御子 は 合せて 此に 註し 奉る 可き が、 阿須 波 神 は大柴 神と 市 

す義、 波 比 岐神は 灰 木と 申す 義 にて 共に 竈 木 神に 御 在し 坐せ り、 祌名式 祌祇官 西院坐 御巫 等 祭 祌廿三 座の 中に 座 

摩 巫 祭神 五 座 (_ 竝大、 月次 新嘗) 生 井 神、 福 井 神、 綱 長 井 神、 波比祇 神、 阿須 波 神と 見えた る、 上の 三 神 は 大巳貴 

命の 御子 御井 神 を 別なる 御 功 用に 依りて 三 柱に 稱へ 別け させ 給へ る 御名なる 事、 巳に 祝詞 講義に 注せる が 如し、 

若て 此ニ柱 も 其 祭 木 を 主 どらせ 御 在し 坐す、 1 神 を柴と 木と に稱へ 別け させ 給へ るに て 決めて 別 神に 御 在し 坐す. 

まじき 事. ff.! に 云 ふ を 兄る 可し、 古語 拾遺 神武 天皇 段、 爱仰從 ，1皇"大 ニ祖之 詔？ 建？ T 樹神籠 I 云々、 坐 摩と 有る 下に、 

是大宮 地 之靈、 今 坐 摩 巫 所， 奉， 齋 也と 注せる、 是卽ち 高 千 穗宮以 來の奮 儀 を 中洲の 皇大宮 に 移させ 給へ る 御 政に 

御 在し 坐す 御 事 申し 奉る も 更なり、 其 祈 年月 次 等祭詞 に、 座 摩 乃 御巫 乃 稱辭竟 奉、 皇祌等 能前蹈 白 久>  生 井榮井 

津長井 阿須 波 婆 比 ま 登 御名 者 白 S 辭竟奉 者、 皇神能 敷 坐 下 都 磐根爾 宮柱太 知 立、 高天原 爾 千木 高 知 S 皇御孫 命 乃 


瑞 御舍^ 仕 奉 s 天 御薩日 御蔭 M 隱坐 S 四方 阈チ 安國 s„i 平久 知 食 故、 皇御孫 命 能 宇 豆,^ 幣帛 乎 稱辭竟 奉久登 宣と 

有る、 此詞を 讀み味 ふるに、 實 に大宮 地の 神と 申し 奉る 謂れ 正に 在る ことなり、 然る は此五 柱の 御祌等 はし も 井 

神と 薪 神との みに 御 在し 坐して、 土地 を 掌り 給 ふ 神に は 御 在し 坐さざる 故に、 祌名 式に 西 成 郡 坐 摩 神社 (^、月次 

新嘗) 坐す を 以て、 仁德 天皇の 難 波高 津宫 の大宮 敷し 給へ る 其 地の 祌に 坐す を、 後の 遷都に も 移し 祭られて 大宮地 

の 靈と祀 祭らる 上 拳に 心得、 叉 は 同 式に 越 前 國足羽 郡 足 羽 神社 有る を 以て、 繼體 天皇の 大宮 地の 神 を 京に 遷し奉 

られ たる 御 事と 人 皆 思へ る は、 古語 拾遺に、 爱仰從 二 皇天 ニ祖之 詔-と 有る を 如何に 見 つらむ か、 甚心 著き 無き 事 

共な り、 抑. - 上古に 皇太宮 を 建てさせ 給 ふに は 先 づ水理 を 選ばせ 給 ひ、 ，^ 、に 柴 薪の 便理を 選ばせ 給 ひて、 其 二 共 

に 其 地に 璺饒 なる 處を檢 察させ 御 在し 坐して、 然て なむ 皇太宮 は 造り 住み 給 ひけら し、 右の 詞に皇 神 能 敷 坐と 有 

る は、 生 井 も 有り 榮井も 有り 綱 長 井 も 有り 御 垣 を 遠く W です して、 柴 なり 薪な り 物 澤に滿 ち 足 ひて 其 用を爲 すな 

む • 卽ち其 神 等の 然る 物 を備へ 給へ る 神 地の 由に 申し 成して、 其 地に 皇太宮 を 定め 給へ る 由に て、 其 例 多き 事な 

りけ る、 (其 1 例 を 云 は f、 大忌祭 詞に皇 御 孫 命 能 長 御 膳 能 遠御瞎 止、 赤 丹 能穗爾 聞 食、 皇神能 御 刀 代 乎 始ほ 云々 

と 有りて、 天皇の 供御の 御田 を すら 祌の圭 田と さへ に 詔り 給へ りき、 此も右 等 は 本より 造宮 使の 選ぶ 事に て、 大 

宮地は 云 ふ 迄 も 無く 天皇の 御處 なる を、 其 神の 方に 係け て 申させ 給へ るに て" |€ に祌の 御所 爲を 今日の 現 事に 中 

し 成せる 者な り、 萬 葉 一 卷 幸，, 于吉野 宮-之 時、 姊本 朝臣 人麻呂 作歌に、 安見 知 之、 吾大 王、 祌 長柄、 祌佐 備世須 

登、 芳野 川、 多藝津 河內爾 高殿 乎、 高 知 座而、 上 立、 國 見乎爲 波、 疊有、 靑垣 山、 山 神 乃、 奉 御調 等、 春 部 者、 
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花 挿 頭 持、 秋 立 者、 黄葉 頭 剌理、 遊 副 川 之、 祌母大 御 食 爾、 仕 奉 等、 上 瀨爾、 鯓川乎 立、 下 瀬爾、 小 綱 刺 渡、 山 

川 母. - 依氐奉 流、 祌乃 御代 鴨、 反歌、 山川 毛、 因而奉 流、 祌 長柄、 多 藝津河 內爾、 船 W 爲加 毛、 と 詠める は、 歌 

ながらに 其 意味 能く 似た る 事に て 上代の 意 を 見る に 足れり、 故 因に 引出で つ、) 記傳 にも 己に 引かれた る 大嘗祭 

儀踐 酢大嘗 祭式 等に 此ニ祌 を祀ら る. -事 所見たり、 今 式 文 を 以て 云 ふべ し、 其齋郡 齋場條 に、 院內方 十六 丈、 以 

レ 柴爲， 籬、 編レ 木爲； V 扉、 卽 於- 齋院- 祭祌八 座、 (御 歳 神、 高 御 魂 神、 庭 高 日祌、 大御食 神、 大宮 女神、 事 代 主神、 

阿須 波祌、 波 比 伎 神) 其幣 云々、 凡齋郡 之齋院 祭祌八 前、 ト部 二人、 (兩國 各 給 n 明衣幷 被-) と 見えた る を、 在 

京 齋場條 に- 祖 御飯 稻造， 棚 別 置、 祭，， 御 膳 八祌於 內院- (其 幣准レ 上) と 見え、 解齋條 に、 凡大嘗 祭畢、 差 n 禰宜ト 

部 二人 f 遣ニ兩 齋國， 祭 二 御 膳 神？ 卽爲ニ 解齋？ 明日 燒 n 却齋 場-とも 有りて、 右の 祌等を 御 瞎八祌 と 申す に 就きて 推 

すに、 御歳祌 の御稻 神に 坐す が 故に 此に 主と 祭られ 給 ひ、 高 御 魂 神 は 天 照 太 神と 共に 齋庭之 穗を事 依し 奉ら ぜ給 

へる 神に 御 在し 坐し、 庭 高 日祌は 右に 謂 ゆる 庭火皇 神に て 御 竈神に 渡らせ 給 ひ、 大祌食 神 は 豐受大 神の 御 事 なれ 

ば 大御饌 祌に御 在し 坐す 事 申す も 更なり、 事 代主祌 は： 大孫 降臨 章に 以-ー 釣魚- 爲 レ樂、 或 曰 遊 レ鳥爲 レ樂と 所見た る 

如くに て 御贄に 就きて 祭られ 給 ふに て 有るべく して、 何れも 御 膳祌と 申し 奉る 事甚其 謂れ 有り、 然るに 記傳 十二 

(四十 八丁) に 右の 文 を 引きて、 「阿須 波 は 足場、 波 比 岐は波 比 入 君の 意と して、 拔穗 より 其 を 京に 運び 送る 迄の 種 

種の 事 を 行 ふ 足場 を 守り 坐す が爲に 祭らる & なる 可し」 と 云 はれた る、 理は 然る 事ながら 御 瞎祌と 云 ふに 叶 はす、 

卸 膳， と 申し 奉る から は、 其 御 膳に 就きた る祌 ならす は 得 有る まじければ、 倩考 ふるに 中 臣壽詞 に、 物 部 乃 人 等 


酒造 兒酒波 粉 走 灰 燒薪採 相 作 稻實公 等、 大嘗會 乃 齋場 y 持齋波 利參來 s、 恐 美 恐 美 母 淸麻波 利 J8 奉仕 利 と 有る、 此の 

灰燒薪 採に 就きて 考へ 有り、 式に トコ 定田及 齋場雜 色 人 等， と 有る 中に、 燒灰 一人 採 薪 四 人と 所見た る、 其燒 灰の 

職掌 は、 凡 造酒 司 酒 部 一 人、 率-, 燒灰 一人 駄使五 人， 入，， ト貪山 T 先 祭，， 山 神 T 燒 n 得藥灰 一 解， 云云と 見え、 儀式 鎭，， 

大嘗 宮齋殿 地， 條に、 于時燒 灰 率-, 造酒 童女 參進 童女， 始 讚，， 木 爆 T 次 稻實公 鐯！, W 入 f 次燒灰 吹， 火、 、子弟 以，， 松 

明， 炬， 火と 有れば、 灰 燒と云 ふ は 火 を 燒く物 部な り、 薪 採と 云 ふ は 本より 其 薪 を 伐る 物 部なる 事 論 を 待た す、 (其 

波 比 岐祌を 灰 木 神と 云 ふ は、 方 一 百に 婆 比 木と 云 ふに 同じく、 燒 きて 灰と 成す 木の 事 を 云へ る なれば- 多 伎 木と 云 

ふに も sf ならざる なり、 偖 新撰 字 鏡 木部に、 揮 徒 含 反、 木 名、 灰可，染波比乃木と有るは灰を取る爲の木名な-„:^、 

叉相悸 二字 波 比 乃 木と 有る も 右に 同じき が、 此の 波 比岐は 灰に 用 無く 物 を 煮 燒く爲 なれば、 其 意 は 異なれ ども 言 

は 相 同じき 者な りかし、) 此を 以て 見る 時 は 阿須 波 神、 波比岐 祌は柴 薪の 神に て 御 膳 を 炊ぐ に は 止 事 無き 祌 にて 

渡ら させ 給 ふが 故に、 其 御 膳 八 神の 中に 共に 祀 はれさせ 給へ るに ぞ 有りけ る、 故に 其の 阿須 波 は 右に 云へ る 如く 

大柴 なり、 波 比 岐は予 が 淡路の 方言に 竈に 焚く 辟 木 をし も 枚 木と 書て 婆 比岐と 云へ る是 なり、 又傳 二十 八に 注せ 

るが 如く、 出 雲 風土記に、 所 n 以號 -1 仁 多-者、 所レ 造- 1 天下， 大神 大穴 持 命 詔、 此國者 非， 大非， 小、 川上 者 木 穗刺加 

布、 川下 者 阿 志 婆 這 度 之、 是者爾 多 志 枳小國 在 詔 故 云 n 仁 多， と 有る、 阿 志 婆 は大柴 なり、 木 穗は灰 木に して 此事 

を 詔り 給へ る 者な り、 偖 御 薪 を 重み 爲るは 上古の 大禮 にて、 物に 見えた る は、 天武 天皇 四 年御紀 に、 正月 丙午 朔 

戊 申、 百 寮 諸人 初 位 以上 進， 薪と 有る は其始 なれ ども、 其は此 時より 百官 共に 奉る 事と 其 式の 定まりた るに 依り 
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て 書 さ A たるに こそ 有りけ め、 雜 令に、 凡 進， 薪 之 日、 辨官及 式部 兵 部宮內 省共撿 校、 貯っ納 主 殿 察， と 見え、 主 

殿 寮 式に 年中 所， 用 御 薪、 湯殿 料 一 百 八十 荷、 御 匣 殿御 洗 料 七十 一 一荷、 御沐料 一 百 八十 荷、 御 脚 水 料 二百 四十 荷、 

御 炊 料 七 百 八 荷、 儲 料 二百 荷、 (中宮 准， 此) 御 贄殿五 荷と 有りて、 年 料 Q 御 薪 を 積み 置かせ 給 ひ、 皇太 神宮 儀式 

帳 正月 例に、 以- 十五 日- 禰宜內 人 等 御 竈 木 六十 荷 奉， 進と 見え、 行事 記に 十五 日 御 竈 木 奉納 神事 有り、 古今 集大 

直 日 歌に、 「新しき 年の 始に斯 しこ そ 千年 を 兼ねて 樂し きを 積め」 と 有る も 此事を 係て 詠める 者な り、 年中行事 

^合に、 御 薪、 「百 敷の 百官の 御 竈 木に、 民の 竈 處も勝 ひに けり」 と 有るな ど 愛た き 例に 爲 させ 給 ふなむ- t の 

阿須 祌 波比岐 神の 御 事に 因る 可から む 事、 右に 引ける 儀式 文に 照らして 辨ふ可 かりけ る、 (漢籍 禮月 令に、 季 

冬 命-一四 監， 牧，， 秩薪柴 f 以 共-一 郊廟及 百， 蚍之 薪燎， と 有る を 取られた ると 勿 思 ひそ、 彼と 此と 似た る 事の 有る は > 

周禮に 司癯 掌， 一行 火 之 政令； 四時 變 -1 國火， 以 救，， 時疾， と 有る は、 皇國の 忌 火に 似た る 事な り、 隋書 王劭隊 に、 古 

有 こ 鏺燧改 火之義 r 近代 廢絕、 於， 是上， 表 請-, 變火； 臣謹 案，， 周官 r 四時 變， 火以 救，， 時疾； 明 火 不-, 數變， 時疾必 興、 聖人 

作 レ法豈 徒然 也、 在，， 晋時， 有 T 以，， 洛湯 火， 度， 江 者お 々 事レ 之、 相 續不， 滅、 火色 變， 靑. 昔 師曠 食レ釵 云、 是勞薪 所， 费 

也、 晋平 公使， 視， 之、 果然， -車竊 N 「溫酒 及 炙 肉、 用，， 石炭 柴火竹 火 草 火 麻 笑 火 f 氣味 各不， 同、 以， 此推， 之、 新 火 

舊 火應， 有 レ異、 伏 願 遠 遵，， 先聖 f 於，， 五 時-取，， 五木， 以變， 火、 用 功 甚少、 救 益 方大、 縱使 百姓 習久 未， 能，， 頓同， 尙食、 

內厨及 東宮 諸 主食 厨、 不， 可， 不， 依，， 古法- 上從， 之と 見え、 宋史趙 師民傳 にも 改 火の 事 を 云へ る は、 何、 d も 周 法 

を 立て 云へ るに て、 彼 にても 上代 火 を 忌みし 事 知らる、 又 晋書 荀聶傳 に、 嘗 在，， 帝 坐， 進， 飯 、謂，， 在 坐 人， 曰、 比 


勞レ 薪？ 炊、 咸 未-, 之 信 T 帝 遣 問 n 膳 夫， 乃云實 用，， 故 車 脚； 舉， 世 伏-其 明識， と 云へ り、 右の^く 舊火、 新 火の 事 

を 云 へれ ども、 淨火、 截 火の 事 を 知らざる が 故に 其齒 長た る 者の 厨 家に も 故 車 脚 を 焚く 事 如何に 汚穣き 事なら す 

や、 況して 其 下様に 於て は 糞土に 棄て たる 勞薪を 用 ふる 事 想像る 可し、 然るに 我皇 大御國 には祌 代より 其 薪 を 主 

るに 此ニ祌 御 在し 坐して、 御 神事の 御 時 は 申し 奉る も 更なり、 尋常の 御飯と 申せ ども 淸火を 用 ひさせ 給 ひ、 其 薪 

を さへ に 止 事 無き 物に 爲 させ 給 ふなむ 甚々 尊く 悅 こばし き 御 事に て、 末々 に 至る 迄 も 其 手 振 を 失 はざる は 然は云 

へ 神の 御 國の徵 なりけ る を、 却り て此を 嘲笑 ふ 者 も 有る は、 中々 に國賊 とも 亂民 とも 云 ふべき 者な り、) 記傳十 

二  (四十 九 丁〕 に、 「萬 葉 二十 (二十 二 丁) 上總國 防人 歌に、 爾波奈 加 能、 阿須 波 乃 可 美爾、 古志 波 佐 之、 阿禮波 

伊波々 牟、 加 倍 理久麻 但爾、 此 歌に 庭 中 之と 詠める を 以て、 當昔 民家の 庭に 竈神な どと 共に 此 阿須 波 神 を も 祭り 

し 事 知るべし、 偖 此祌を 祭る 上 は 庭 高 津日神 波 比岐祌 など を も 同じく 祭り つらむ」 (採 要) と 云 はれた る は實に 

然る 言に て、 其 庭 高 津日神 は 上に 謂 ゆる 此者 諸人 以拜 竈神 者 也と 有れば 本よりの 事に て * 波比岐 祌は此 阿須 波 神 

と 同 祌とは 聞え たれ ども、 柴と 薪と に 御 功 用 を 分けて 祭る が 故に 竈神と 祭る 所 は 正に 此三 座なる 可し、 俗に 竈神 

を三寶 荒神な ど拖 しき 御名 を. & す こそ は惡む 可.^ めれ、 三 寳は三 座の 謂なる 可く， 荒神 は內膀 司の 御 竈神 を 庭 火 

皇 神と 申す 上 を 去りて 下の皇 神 を 荒神と 字 昔に 換へ つる 者なる 可し、 攝津 志に、 攝津國 河邊郡 阿須 波 神祠在 n 米 

谷 村？ 今稱 n 荒神， と 云へ る を 以て も、 此の 御 神將に 右の 三 寳荒祌 の 中なる 事 を 知る に 足れり、 右の 三 句に 古志 波 

佐 之と 云へ る は. • 見 安に 签の 上に 松 杉の 葉な ど を 手 向く るな りと 云へ るが 如く、 今諸國 にて 庭 中なる 大 竈の 上に 
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花瓶 を 居 ゑて、 松 又は 賢 木 を揷し 入れて 常に 籠 神と て 祭る 風俗 Q 古くより 然 有りし なりけ り、 阿 例 波， 尹 波々 牟、 

加倍理久麻3^1爾は、 己が 家 Q 竈神に 小柴を 建て 齋ひ 奉り、 吾其齋 主と 成りて 此行前 を l^i く 事 無き を 祈り t し、 

其 旅路より 平け く 還り 來 其り 家の 竈に て 炊ぐ 飯 を 食 はむ と 云 ふ 事に て、 今と 雖も 人の 旅行に は 必す其 祭 を 成して 

發途べ き 故實を 知る ベ き 歌なる ぞ かし、 上に 注せる が 如く、 行幸、 行啓に は必す 竈神 を 供奉ら しめ 給 ふ 御 政の 御 在 

し 坐す に 思 ひ 准ら へて、 上代の 風儀 をな む 明らめ 知る ベ かりけ る、 然る を 袖 中 抄に上 總國に 阿須 波と. E. す ，^在 

すと 云へ る は、 國々 にも 然る 社の 有る 其 一 を 取りて 云へ る 者なる 可し. - 叉 事跡 雑纂と 云 ふ 物に、 阿須 波大明 神、 

鹿 島本緣 云、 阿須 波 大明祌 社 在，, 下 總國香 取 郡 r 是祭， 1 大巳 貴命兒 阿須 波 命， 也、 於-, 旅行， 者、 發駕時 就，， 此祌， 而 

禱- 一之 於 庭 上 小柴； 祝， 一首 途次 7 此 今俗稱 n 旅 出， 曰 n 鹿 島 立， と 有る は、 萬 葉の 歌に 依りて 後に 祀れ るか- 又は 木よ 

り 其 御社の 上代より 此に 立た せ 御 在し 坐す か、 何れにしても 面白き 事な り、 歌 林 良材に も 「上 總國 阿須 波の {呂 と 

.& す 社 は、 祌の 誓に て 小柴を 立て i 祈る 事 有る を 云々」 とも- ぶり、 但し 右 Q 禱ニ之 庭 上 小柴, と 一 K ふ は、 其 社の 庭 

上 を 云 ふに は 非す、 庭 中に 常に 揷し 置け る小柴 を祌體 として 祭る 由に て、 萬 葉の 歌の 趣に 異ならざる 者な り. - 名 

寄に も、 「今更に 妹 返さめ ゃ灼然 き- 阿須 波の 宮に 小柴揷 すと も」 又 「別 るれ ど 阿須 波の 祌は 返らな む、 手 向 を 

土産に 小柴 挿つ i」 など 有る も." 其 社に 就きて 詠める 狀 なるな り、 (和訓 衆に 「常 陸國鹿 島に 阿須 波 明 神の 社 有り、 

前 立 社と 云 ふ、 新 千載 集に、 「賴 むぞょ 阿須 波の 宮に 挿す 柴 のと 詠める は 萬 葉の 歌に 因れるな り、 首 途を鹿 島 立と 

云 ふも此 より W でた る 由 鹿 島 本緣に 見え たれ ど、 本社より 起れ る 護なる 可し」 と 云る は 云れ たり、 今 も 武藏國 跪, ：！ 


に 香 取 神社と 申す 有る は、 其 祌戶に 就きて 祭れるな る 可き が、 西 海神 村と 云 ふに 阿須 波祠 有る も、 其 本宮の 事に 

思 ひ 合す 可し、 此 等の 由緣に 就きて 思 ふに、 香 取、 鹿 島 兩大祌 は 上古より 軍將の 征戰に 出で立つ に は必す 忌瓮を 

居 ゑて 祭る 齊俗 なりし かば、 此 阿須 波 祌は其 家に て 祭る 事に は 有れ ども、 共に 發途の 時に 行 ふ 事な りし 故に、 終 

に 香 取に も 鹿 島に も 其 社を定 むる 事に 至れり し 者なる 可し、 偖 記傳に 「右の 歌 は 末 二 句 を 味 はふに. 彼の 阿須 波 

神 は 己が 家のに は 非で、 行 前の 宿々 の 家に 祭れる を 伊波 比つ \ 行かむ と 詠める なれば、 何國 にても 家 毎に 祭る 事 

知られたり」 と 云 はれ たれ ども 然に 非す、 此は歸 り來る 迄の 無事 を こそ は 家に て 祈り 奉る 事な り けれ、 大人 は 足 

場 神と 見られた るから、 岐 神の 事に 混れ て 此說の 立方 甚當ら すなむ、) 神 名 式に 山城 國 愛宕 郡大柴 神社、 古本に 

大、 月次 相 嘗新嘗 と 有り、 補 ふ 可し、 但し 相嘗 祭式に 載せられ ざれば 其 二字 は 省く 可し、 山城 志に、 今 在，, 下 小 

野？ 俗稱， 一 落葉 宮, 是 乎と 云へ る は 然る 首に て、 是 阿須 波祌 ならむ と 云 ふ は， 大の 意の 阿 は 出 雲 風土記の 神 名に 阿陀 

加 夜 努志多 伎 吉比寶 命と 有る は、 大高屋 主、 高城姬 命の 義 なる 是 なり、 須波は 志 波の 通 音に て數 葉の 義 なる 是な 

り、 越 前國郡 名鄉名 共に 足 羽 を 安須 波と 有ろ を ■ 記傳に 引かれた る 萬 葉 九 (十九 丁) 河 內國の 片足 羽 河 は 加 多 志 波 

川なる 是. にて、 須 波と 志 波と は 一 なる を 知るべし、 偖 上代 竈に 焚く 柴をも 甚く 忌み 淸め ける 事 は、 寓葉四 (十七 

丁) に、 大原 之、 此市柴 乃、 八 (五十 五 丁) に、 灼然、 此五 柴爾、 十 一( 四十 丁) に、 道邊 乃、 五柴原 能と 有る、 が 

五 は 嚴櫃之 本な ど 云 ふ 厳に 同じく して、 忌み 淸 めた る謂是 なり、 上古に 薪 木 を 忌み 淸め愼 しみて 其 神 をし も 竈神 

と共に 竝び 合せ 祭る 所せ 正に 此に 在る 事な りかし、 倦 後の 歌ながら 新續 古今 集に、 「深山 邊を 今日 越え 來れ ば椎 
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柴 の、 枯葉に 集 ふ 玉 霰^」 白 川 殿 七 百 首に 「吹 荒む 深山 嵐 も 麓なる、 椐の葉 柴に音 立てつな る」 堀川 院 t 八郞百 首に 

「何時と 無く 葉 易へ ぬ 山の 椎柴 に、 人の 心 は 成す 由 もがな」 叉 「生 ひ 立てば 推の 眞柴も 成りつな り、 譽 ふる 方 も 

無き 我 身 哉」 叉 「眞柴 刈る 狩 場の 小 野に 雪降りて、 妻 木に 泥む 遠の 里人」 又 「奥山の 習 ひと 成れば 穴 師氣の 雪よ 

タキ ギコ  ゃタ  力 タヤ マヅキ  トリ ク V 

り 先に 薪 採り 積め」 叉 「採り 積みし 搰無 かりせば 冬 深き、 片山 著に 如何で 住ま まし」 叉 「深山 柴 己が 竈に 取 焚て 

朝食 夕食の 堙 立つな り」 など 猶 有るべき が、 椎叉 根な ど を柴と 詠めり、 大嘗 祭式 大嘗 宮條 に、 將， 柴爲， お 一、 押，, 

梓 八重垣 末 T 柱 將ニ椎 枝， (古 謂 所謂 志 比 乃 和惠) と 有る を、 椎を 以て 柴と爲 るな り、 字 鏡に 柴を小 木 阿 和 良 木と 

有る も 一 にて、 椎之 Pi, 枝 叉大弱 木と 云へ る是 なり、 偖 右の 大柴 神社 を 今 落葉 宮と云 ひて、 其 落葉 を 布 志々 婆と 訓 

める は、 全く 右の 柴 薪に 因れる 事に て、 此 小野鄕 はし も 歌詞に 多く 炭 竈 を 詠み、 又は 椎柴の 事 を も 云 へれば、 其 

事に 就きて 此 阿須 波 祌は， 祀 はれさせ 御 在し 坐すな るに こそ、 (名迹 志に、 落葉 宮在， 一 小 野 下 村民 居 鳥居 南向拜 

殿 同社、 同所 レ祭社 記 未 レ考、 土人 傳云、 柏木 衞鬥督 の 心 を 寄せし 女 三 宮の靈 と 云 ふ、 是虚說 ならむ、 彼の 淑氏物 

語 は寓ー 百なる を、 不, 知 哉 云- と 云へ る は 然る 霄 なり、 其 は 此宮を 落葉 宮と 申し 来りて、 大柴祌 社なる 傻を失 ひ 

たるより £： で來る 妄説なる にて 取る に 足らす と雖 も、 其 柏木 衞門督 を 寓言せ る は、 神事の 槲は此 に令レ 採られし 

所緣に 由れ る 者なる 可ければ- 其據 有りと 云 ふべ し、 炭 竈の 歌に は、 續 古今 集に、 「小 野 山 や 燒く炭 竈に 採り 埋 

む、 妻 木と 共に 積る 年 哉」 風雅 集に、 「炭 竈の 烟に春 を 立ち 隱て、 伦目 霞める 小 野の 山 本」 新 拾遺 集に- 「雪 は猶 

埋みも 果ぬ炭 竈 Q- 烟吹 しく 小 野の 山風」 など 多し、 叉 稚柴を 詠める は、 堀川 院次郞 百 首に、 「降る 霉もを 止め， - 


-と小 野 山に、 稚柴 刈る は 暫時 許り ぞ I と 有る は 更なり、 右に 引ける 眞柴 刈る 狩 場の 小 野に 云々 も、 =^地こ、係 

けて 詠めるな り、 但し 此小 野の 地 今 は 葛 野 郡に 牧れ り、 岩屋の 北 二十 餘 町に 在りて、 上 小 野、 下 小 野、 束 河内、 

西 河內、 上 村、 中 村、 下 村、 眞弓、 細 河、 杉 坂 等の 十 村 を 合せて 小 野莊內 なりと 云へ り、 又 伊勢 物語 第 八十 三 段 

に、 一. 小 野に 詣で たるに、 比 敷の 山の 麓 なれば 霉甚 高し 云々」 と 有る は、 大 原の 傍と 閒ゅ、 然れ ども、 今 其 地に 

小 野の 名 無くして 此に 小野莊 有る 上 は、 廣 きに 讓 りて 此處 と定む 可し、 和名 抄鄕 名に 愛宕 郡 小 野 (乎 乃) と 云へ る 

は、 猶比敎 山の 西 麓な りしなる 可く や、 如何、) 其餘 にも 此祌等 を 祀れる 神社 は、 神 名 式に 攝津國 西 成 郡 坐 摩 神 

社 (大、 月次 新嘗) と 有りて 幾 座と は 無 けれども、 上に 引ける 座 摩 巫 祭神 五 座 (竝大 、月次 新嘗) 生 井祌輻 井祌綱 

長 井祌波 比祇祌 阿須 波 神と 有る に 祭神 等し かる 可き 事、 扶木集 公朝 卿 歌に、 「渡邊 や 橋の 上 乎を始 にて、 多 在る 

岸の 妻 社 哉 J と 有る を 以て 思 ふ 可し、 其 は 臨時 祭式に、 凡 座 摩 巫 取，, 都下 國造氏 童女 七歲 以上 者， 充, 之、 若 及， 一 嫁 

時, 申 n 辨官, 充替と 有る は、 京 住の 國造 氏の 事なる が、 姓氏 錄 (攝津 國神別 天孫) に、 國造 IK 津彥根 命 男 天 戶間 

見 命 之 後 也と 有りて 攝津國 造なる が、 此 童女 をして 座 摩 巫と 被， 定るを 以て 知らる、 三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月 

廿 七日 甲 申 奉, 授， ー攝 津國從 五位 上座 摩 祌從四 位下， と 有る 是な り、 百練抄 に、 元 仁 元年 四月 十三 日 有， 一軒 廊御ト T 

住吉 末社 座 摩 社 鬥幷荒 垣 等、 去年 十二月 二十 七日 燒亡 事と 有りて、 住吉 末社と 申す 事 其 來由詳 ならす、 若く は 頭 

註に、 應神 天皇 三年 十一 月； 百 濟辰斯 王 遣， 一紀 角宿禰 羽田 矢 代 宿禰， 令， 伐， 之、 卽日 於， 一難 波 沼 中， f^, 之、 依爲， 一 住 

吉第 一 攝 神-と 有る 傅の 如くなる にや、 攝津 志に、 在， i 石 町， 時、 其 北 曰，， 樓岸 r 舊 有- 1 數十 小祠？ 皆 屬，, 城內 T 天 正 
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中遷 7T 置 圓江側 f 因-一公 朝 卿， 曰 ニ渡邊 町， と 見 ゆ、 今 社 說に豊 受大祌 と 云へ る は、 頭注に 坐 摩祌功 皇后 也、 凱旋 之 

日 於-一 此 所-飲食 也、 依 名と 有る に 因りて 推 度に 云へ る 者な り、 飮 食の 御 事に 就きて は 御井 神 御 薪 神 を 祭られたり 

と 爲むも 何 か は、 叉 式に 和 泉 國和泉 郡 積 川 神社 (敏) 社 記に 云 はく、 積 川 大明祌 者 生 井福 井綱 長 井波 比岐 阿須 波祌 

也と 有り、 上の 三 祌も此 國に由 有りげ なる 事共に て、 和名 抄に、 國名和 泉 (以都 三 ：>  郡 名 和 泉 (國分 置， 一泉 南 郡，) 

鄉名上^^- (加 美 都以都 美) 下 泉な ど 見え、 式に 和 泉 神社 泉 井上 神社 泉穴師 神社 二 座と 有る、 此ニ座 は 別 かと も 思 

ゆれ ども， 上の 二 社 は 共に 正しく 御井 神に こそ 御 在し 坐 すらめ、 然れば 此積川 神社 五 座と 有る は、 此ニ 神に 御井 

神 を 其より 合せ 祀 りて 座 摩 神の 本社な りしに も 有るべく や、 後紀 に、 弘仁十四年秋七月丙辰舉，ー和泉國^^川社幣^ 

祈レ雨 也、 續後紀 に 承 和 九 年 十月 辛 酉 朔乙巳 奉， 授， 一 和泉國 無位 積 川神從 五位 下 ニー 一代 實錄 に、 貞觀六 年 n 一月 一 一十三 

日 己 酉授， 一 和 泉國從 五位 下 積 川 祌從四 位下" 同 十五 年 四月 五日 己 亥 校， 一 和 泉 國從四 位下 積 川 神 從四位 上， と 所見た 

り， 此 御社 今 も 積 川 村と 云 ふに 立た せ 給 ふと 云へ り、 (因 云、 古事記 八十 神 段の 終に. 故 其 八 上比賣 者-如， 一先 期， 美 

刀 阿多 波 志 都、 故 其 八 上比賣 者、 雖，， 率來 T 長 n 其 摘 妻 須世理 而、 其 所， 生 子 者、 刺つ 挾 木仅， 而返、 故 名，， 其 

子， 云，， 木俣祌 f 亦 名 謂，, 御井 祌， 也と 有る、 此 時の 事 を 御 父 須佐之 男 大祌の 根 之 堅 洲國に 御 在し 坐し ける 由に 窨さ 

れ たる は 記の 誤なる にて、 其 實は紀 伊 國の須 佐に 御 在し 坐し けむと 所思る 由、 已に傳 二十 一 卷、 二十 ニ卷に 委し 

く 注せる が 如し、 其 大穴 牟遲神 后 祌を携 へさせ 給 ひて 紀伊國 より 出 雲國に 還らせ 給 ふ 時、 此國 にも 留り 坐し つる 

由な どに 依りて、 後に 御井 祌を遣 はされ て、 其大年 神の 御子に も 阿須 波 神 波 比岐祌 此阔に 生まれ 出で させ 御 在し 


坐せ ると 共に 铜カを 合せ 給 ふ 御 事と 成りし より、 此 Q 積 川 神社より 始めて 上 件 座 摩 巫 祭神 社に も 坐 摩 神せ にも 相 

等しく 五座祌 共に 竝び御 在し 坐す 御 事と 所見たり、 此御 事に 就きて 云 ふ 事 有り、 傳 二十 七卷 見るべし、) 叉 神 名 

式に 越 前 國足羽 郡 足 羽 神社、 和名 抄に郡 名 足 羽 (安須 波) 鄕名足 羽 (安須 波) と 有る 是 なり、 記傳 十二  (五十一 

丁」 に、 「越 前足 羽 社 記 曰、 古 者 男太迹 B< 皇居，， 於 坂 井 郡 三 國之地 f 於 是鎭, f 祭大宮 地之靈 f 故 呼，， 足 羽， 以 爲，， 地 

名-也と 云へ る、 此說 古き 傳と聞 ゆ、 大宮地 之 靈を鎭 祭と は 此の 阿須 波 神 を 祭り 給 ふ を 云 ふなり」 と 云 はれた る- 

實に 然る 一一 目な り、 右の 男太迹 天皇と 申し 奉る は繼體 天皇の 御 事 にして、 應神 天皇より 五世の 御 孫に 度ら せ 袷へ 

り、 其 三國の 地に 御世 を累 ねて 御 在し 坐す 間に、 其 宮中 にても 朝 庭の 如く 座 摩祌を 本より 持ち 齋き 奉らせ 給ひ來 

りし を、 此の 天皇に 至りて 京に 上らせ 御 在し 坐し ける 時に、 其故鄕 なる を 以て 其 地に 遣し 祭らせ 置かし けむと ぞ 

想像り 奉らるな る、 但し 右に 引ける 萬 葉の 歌に 依る 時 は、 此御時 は實に 愛た き 御 出立に 御 在し 坐し け.^ ぶ、 殊に 

其 中より 阿須 波 祌を抽 き 出して 齋き 奉らせ 給 ひけむ を、 京に て 直ちに 天緖 を承繼 がせ 給 ひて 愛き 御 例に 御 在し 坐 

しける 故に 終に 一 の 神社と は 成れる にこ そ、 然れば 右に 大宮地 之靈と 有る から は、 其 阿須 波 神 を 主として 例の 五 

柱祌 共に 合せて 此に 祭らせ 給 ひけむ 事 申す も 更なり かし、 大同 類聚 方に、 阿須 波藥、 大巳貴 命 方、 古志 臣 阿須 波 

丸 之古傳 方と 云 ふ 事 有り、 上に 引ける 鹿 島本緣 に、 大巳 貴命兒 阿須 波 命と も 有れば、 大年祌 の 御子なる 事 を 取り 

違へ たりし 說も 中頃に 在りけ るなる 可き が、 大巳貴 祌も其 相 殿に 祀 はれ 御 在し 坐すな どに 因れる 事なら むか、 又 

和名 抄に 越後 國沼垂 郡 足 羽 (安須 波) 鄕有 も、 此の 阿須 波 神に 就きた る所緣 有る 地名なる 可から し、 (又 記 傳に云 
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はれた るが 如く、 其 五 座の 中に 福 井 神 御 在し 坐せ る を、 神 名 式に 坂 井 郡 坂 名 井 神社 見え、 今 叉 福 井と 一 K ふ 地名 有 

り、 叉 綱 長 井 祌は同 郡 都 那高志 神社と 其 名 相似 たれば、 阿須 波、 波 比 岐ニ祌 は 右の 足 羽 神社に 祭らせて，， 餘の三 

神 を 離ち て 別々 に 祭られたり けむ を、 生 井 祌に當 る 可き 神社 も 御 在 さめ ども 今 知られ 給 はぬな. - めり、 又 足 羽 郡 

御門 神社 御 在し 坐す も、 宮中 祭神 二十 三 座の 中に、 座 摩 巫 祭神 五 坐 御門 巫 祭神 八 座と 有りて 竝び給 へれば、 彼此 

大いに 由有る 事共な り、 此を 以て 其 社 記の 妄 ならざる 事 は 知らる めり) 〇 香 山戶臣 神 は、 上に 注せる が 如く 先に 

は 娶，, 香 用比賣 T 生 子大香 山戶臣 神と 有り、 此は叉 娶-ー IK 知 迦流美 豆 比賣ー 生 子 香 山戶臣 神と 有り、 異腹に して 

其 兄弟に 同 功の 神 御 在し 坐すべき 理 無ければ、 疑 はしき に 就きて 正し 見る に、 天 知 迦流美 豆比賣 命と &す は、 霞 

神の 御 事に して 大年 神の 后 神なる まじき 事、 已に辨 へたる 如く なれば、 此香戶 山 臣神も 共に 香 用比寶 命の 御子に 

坐せば、 彼の 大香 山戶臣 祌に對 へて 然. & せるなら むかと 見る に、 猶ー祌 にして 大は唯 上に 冠せ て 申せる のみに 

て、 別 祌には 御 在し 坐す まじく 見えたり、 次なる 羽 山戶祌 に考へ 合す 可き なり、 〇 羽 山 戶祌、 山戶は 上に： 托せる 

が 如く、 山戶 は山區 にて 國の 奧區 なる 平坦なる 田地 を 云 ふなり、 偖 上 件 大香山 戶臣神 香山戶 神と 申す^ は、 御 紙. 

香 用 比賣命 亦神須 治曜姬 命の 御名の 香 用 を 上に 冠 ふらせ 奉れるな り、 此の 羽も然 り、 羽 山と 續 きて 四 祌 W 生 章 第 

八 一書に 謂 ゆる 麓 山 足曰レ 麓、 此云 一一 簸耶磨 一と 有る 其 例なる と は 異にて、 山 戶と鑌 きて 羽に 別意 有るな り 、故に 

思 ふに、 瑞珠 盟約 章、 素妾嗚 尊に 瑞八 坂瓊之 曲玉 を 進れ る 祌に羽 明 玉 神と 申す 御 在し 坐す は 映 用 玉 神なる、 此 

の 波延を 切め て 羽と は 冠 ふらせ 奉れる にて、 此も 右の 香 用 叉曜と 同じ 義 なりと 聞 ゆめり、 如 此く三 神 共に 御名^ 


意 皆 がらに 1 に 歸るを 見れば、 共に 別 神に は 御 在し 坐 さすして、 御 年 神の 別名に て 御 在し 坐す めり、 然思 ひ定む 

る 事 は、 次に 此を 承け たるに、 羽 山 戸神 娶， 一大 氣都 比賣祌 f 生 子 若 山 咋祌、 次 若年 神、 .ff 、妹 若 沙那賨 神 *  .^、彌豆 

麻岐 神、 次 夏 高津日 神、 亦 名 夏之賣 神、 次 秋 見 賨祌、 .fi^ 久久 年 神、 次 久久 紀若窒 葛 根祌と 有る、 此 御子神 等八祌 

の 中に、 若 山 昨 神 久久 紀若窒 葛 根 神 を 除きて は 何れも 田 を營る 事に 御 功 御 在し 坐す 神なる に、 麓 山 を 守る 神の 御 

子と 爲て は似氣 無から す や、 且大氣 都比賣 神と 申す は、 豐受大 祌を大 御 膳 神と 申し 奉る と 御 功の 同じき 神 なれば 

御 年 神の 御 妻な どに こそ は 似 著 はしから め、 山 神の 后 神に は 如何、 叉 此段は 大年神 御 年 神と 同 功 を 以て 受け 繼が 

せ 給 ふ 次第なる に、 此御年 神に 御子神の 御 事 見えす、 古語 拾 遣に 御 歲神之 子と 云 ふ 事 有る に 合 はす、 羽 山 戶祌の 

御子に 若年 祌御 在し 坐す 事 疑 ふ 可し、 此に此 三の 疑 有る を 以て 此を思 ひ 彼 を 思 ふに、 羽 山 戶神を 御 年 神の 別名と 見 

る 時 は、 上より 大年 神、 御 年 神、 若年 神と 績 きて 上下 相 貫き 條理 相徹 りて、 此 一 段の 趣意 實に 明かに して 滞る 所 

無き 者なる ぞ かし、 (然して 上より，^ 論 ひ 定めた るが 如く、 向日 神聖 神と 申す は 向 飯祌飯 知祌と 申す 意に て、 

御 年 神の 火食 を 天下の 人に 幸 ひ 給 ふ 亦の， 御名. なり、 叉大 香山戶 臣祌、 香 山戶臣 神、 羽山戶 神と 申す は 御 年 神の 山 

區 にて、 謂 ゆる 國の 眞秀 なる 田地 を 守らせ 給へ る 別名に 御 在し 坐す を、 各 別 神の 如くに 傳 はり^れ たる 者と なむ 

所見たり ける、) 〇 庭 高 津日祌 は 上に 庭津日 神の 御名 御 在し 坐せ る 其と ー祌 なる 證は、 右に 注せる が 如く， 常に 

內膳 司に 齋き 奉らせ 給へ るに は 庭 火 神と も 庭火皇 神と も 申し 奉れる に、 大嘗 祭儀に は此と 同じく 庭 高津日 神と 見 

え、 式に は 庭 高 日 神と も 有りて、 同じ 御 神なる 事 知られたり、 記傳 十二 (五十 一 丁) に 「御 兄に 同名 有り、， 彼の 神 

日本書紀 傳 二十 四 之 卷附錄  二八 九 


日本書紀 傳 二十 四之卷 附錄  二 九 〇 

と 同じ 功德の 御名な り、 然るに 此は其 功の 殊に 勝り 給へ りし 故に、 御； なれ ども 高と. & すなる 可し」 と 云 はれた 

れ ども、 其 は 式 文の 正し 無くて 本の 任に 別祌と 見られた る 故に 此說は 甘な ひ 難し、 (予 先に 思 ひけら く は、 大 

職 式に、 醬院高 倍 神 一座 云々、 竈神 四 座 云々、 菓餅所 火 雷神 一 座 云々、 窖神四 座 云々 と 見えた る、 高 倍 神 は 高 竈 

神に て、 尋常の 庭 火に 別け 稱 へられた る 者と 見 ゆれば、 庭 高 竈神なら むかと 思 ひし かど も、 常に 忌 火 庭 火と 竝べ 

申して 火に 依れる 御名と 聞 ゆれば、 此考 は甚惡 かりけ り、 庭津日 神に 高の 一一 一一 E を 加へ て、 稱へ 奉れる と 見て むぞ穩 

に は 有るべき、) 〇大 土神 亦 名 土 之 御祖祌 は、 皇太 神宮 儀式 帳 管 度會郡 神社 合 四十 處の 中に 大土祌 社 ー處と 有る 

を、 祌名 式に は大土 御祖； 3 と 有る に 本名 亦 名 共に 合へ り、 記傳 十二 (五十一 丁) に 「此は 殊に 民の 佃る 田地な ど 

の 土の 事に 功德 有りし 神な り、 然れ ば大は 土に 係る に は 非す 此祌に 係る 美稱 なり、 萬 葉 十一 (八丁) に • 大土、 採 

雖盡、 と 有る、 此は 土に 就きた る大 なれば 此れと は 異なり」 (採 要) と 云 はれた る は、 實に 能く も 如 此く云 ひ 別け 

られ たりけ りと 奇 しき 迄にな む、 偖 大年祌 はし も稻穀 Q 神な り、 其 御子に 土 を 以て 稱し 奉る 神の 御 在し 坐す は、 

必 右の 如く 有るべき 事なる に 就きて 熟. -思 ふに、 上代 本 記に 字 賀乃大 土 御 祖祌と 申す 御名の 御 在し 坐せ る ぞ甚愛 

たき、 其 は 上に 云へ るが 如く、 此は 宇迦 之 御 魂 神の 御子 大土 御祖 神と 申す 義に W で たれ ども、 如 此く續 け 云 ふ 時 

は 宇賀 は稻穀 なり、 大土は 其 を 個る 田 土の なり，' 甚 謂れ 有りて 聞 ゆめり， 然れば 此宇贺 乃 大土御 祖祌と e. す も 

亦 名に 例に 立つ ベから む 事 申す も 更なり、 叉 度會宮 別宮の 中に 土宮と 申し 奉れる 有り、 此も 右の 大土 神社と 同 神 

にて 渡らせ 給 ふらむ を、 長 秋 記に 外宮 地主 神 也と 書し、 傳 記に は 山 田 原 地主 大土御 祖祌と 云 ひ、 神 名： ぼ 書に は宮 


川 堤 爲-ー 守護神-と 云へ る を 以て 考へ 合する に、 田地 Q  土 は 云 ふ も 更なり、 屋敷 にても 堤 にても、 土 を 動かして 物 

爲る 事に は 悉に 係らせ 給ふ祌 にて 渡らせ 給へ る を、 其 中に 殊に 廣く 遠く 遍き物 は 田地なる が 故に、 殊更に 宇賀 乃 

大土御 祖祌と は稱へ 奉る にぞ 有るべき、 (但し 然云ふ 時 は大國 主神の 天下 を 主領き 給 ひ、 又 大國魂 神の 大地 宮を 

掌り 治め 給 ふ 事と 一 に 成れる が 如しと 雖も然 に 非す、 其 大祌の は 全體の 大地 を 治め 給 ふに て、 田に も 何にも 拘は 

らせ給 はす、 其總 てに 渡る 御 事なる を、 此の 大土祌 の は然ら す、 田と か 堤と か 土 功を盡 して 成す 所 を 主り 給へ る 

にて、 人の 屋敷 を 守り 給 ふと 云 ふ も 其 土 功に 依れるな り- 偖 今諸國 にて 稻荷神 を屋所 神と 爲る事 は、 上 社 を 猿 田 

彥神 とも 叉 土御祖 神と も 云へ る 一 說有 るに 依りて なり、 其稻荷 神社 はし も 此祌の 御 父 大年祌 の 亦 名 宇迦 之 御魂祌 

と 申す 御名 を 以て 齋 かれさせ 給へ る を. - 此神 にも 其 御名 を 負 ひ 持た して 字 賀大土 御 a 神と. &し 奉る 御名 御 在し 坐 

せば、 屋所 神と して 祀 はれさせ 給へ る 事 は 大いに 其 謂れ 有る 事共な り) 然るに 儀式 帳に は、 大土祌 社 ー處、 稱， 1 

國生神 兒大國 玉 命、 fj- 水 佐々 良比賫 命、 佐々 良 比 古 命？ 形 石 坐、 倭姬內 親王 定 祝と 見えて 此の 大 土神と は 異なる 

狀 なり、 其 國生祌 と 申す は、 祌名 式に 度 會郡狹 田圃 生 神社、 坂 手國生 神社、 川原 坐國生 神社、 大間 國生祌 社と 

有りて、 久邇那 理と訓 む 事な り、 同 帳に、 國津御 神社 ー處、 稱 -1 國生 祌兒字 治比賣 命？ 形 石 坐、 叉 田 村比賣 命、 

形 無， 之、 神前 神社 ー處、 稱， 1 國生神 兒荒前 比賣命 r 形 石 坐、 叉 荒前祌 社、 國生 祌兒荒 前比賣 命、 形 石 坐と 有り、 

今 姑く 其 神前 神社に 就きて 考 ふるに、 祌名 式に 讃岐國 寒 川 郡 神前 神社、 今 遊 良 山と 云 ふに 御 在し 坐して、 祭神 八 

幡宮と 申せる に 意 を 得て 三女 神に 渡らせ 給 ふ 由、 已に傳 十三に 注せる が 如し、 叉 右の 田 村比賣 命に 就きて 同國香 
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川 郡 田 村 神社 (名 神大) 一 宮 記に 猿 田彥神 也と 有る も 右の 狹田國 生 神社に 由 有り、 叉、 式の 川原 坐國生 神社 を、 帳 

に 川原 神社 一 處、 稱 二月 讀祌 御玉 T 形 無、 同內 親王 定 祝と 有りて、 此には 國生祌 を 月讀祌 御玉と 見え たれば、 i 

生 神と 申す は 素 ^！戈 嗚 尊に 御 在す 事、 傳ニ 十八に 注せる が 如くな. 一め り、 然る 時 は >  右に 大國玉 命と 申す は 別 神に 

非す、 卽 ち大國 主神の 御 事に 渡らせ 給 ふなり、 古語 拾 遣に 大地 主神 Q 御名 御 在し 坐し、 垂仁 天皇 二十 五 年 御紀倭 

大 神の 御 一一 目に、 我 親 治-, 大地 官- 者と 有る を、 私記に 大地 官於保 津知津 加 左と 訓 める を 見れば、 右の 御名 は 大土主 

の 如く 訓 むべ き なれば 此大 土神 社に 由 有り、 神 鳳抄に 三重 郡 大土國 玉 神 田と 有 を も 證と爲 べき 者な リ、 又 水 佐々 

良 比 古 命、 佐々 良 比賫命 は、 傳 記に 亦 洗， 鼻 因以生 神、 號，, 速 佐須良 比賣神 f 與， 1 素斐鳴 尊， 合， 力 座 給 也と 有りて、 

此神は 大駿詞 に 根 國底之 國爾 坐と 見え、 尾 崎 神社 說に 土藏靈 貴と 有れば、 地下 根底より 顯國を 持たせ 給 ふ 意なる 

可し、 然して 御 祖祌と 申す は 位の 例 何れも 女神なる 例 なれば、 大 土神 は 大國玉 命に 當り、 大土御 祖祌は 右の 佐. < 

良 比賣命 に當れ i ば、 亦 名に は 非す て 力 を 合せて 御 在 し 坐す 祌 なりけ り、 伊勢 風土記に H< 日 別命の 竟國の 事 を 

書せ るに、 愛 大國玉 神 資，, 彌豆 佐， -良 比賣命 r 參來迎 IT 相 土橋 鄕岡本 村 T  (中略) 自レ爾 度 會焉、 因 以爲, 名 也と 有り 

て、 此邊 Q 地主 神なる 事 申す も更 なれば、 此に 合す 時 は 右の 二 祌は大 土神と 大土御 組 神と に 當れ、 ば、 傅 二十 七 

大地 主神の 下に 注せむ が 如く、 若く は 此に大 年 神の 御子と 有る は誤傳 などに も 有らむ かし、 (此は 儀式 帳の 趣 を 

立て 云へ るな り、 此次に 外宮 土 宮の御 事 を 注し 奉る に 合せ 考ふ 可し、 右の 世 記の 文に 照し 見る に、 儀式 帳の 水 佐 

佐 良 比 古 命は衍 にて 佐え 良 比賣命 1 柱の みなる 可く 所思え たり、 但し 右の 國生 神の 御 事に 就きて 少か 異なる 見解 


有りて 其由傳 二十 七 卷に云 ふべ し、 考へ 合す 可し) 叉 璺受宮 別宮に 土宮と 申す 御 在し 坐し けり、 儀式 帳 六月 例に 

十七 日卽ち 更地 神 S 神酒 一 缶 供奉と 有る 地神是 なる 可し、 倭 姬命世 記に 土 御 祖神ニ 座と 有りて- 細 書に 宇迦 之 御 

魂 祌土乃 御 祖祌、 形 鏡 座寳瓶 座と 所見たり、 傳 記に は 大土御 祖祌ニ 座 宇賀 之 御 魂 神 土 乃 御 祖神亦 衢神大 田 命と 有 

る、 此 一座 は 猿 田彥祌 を大田 命の 事と 爲る 後人の 說に 依れる なれば、 此も世 記の 偉に 異ならす >  上代 本 記に は 宇 

賀乃大 土 御祖神 (素 戔嗚尊 子 也、 度 會山田 原 地 護祌) 叉 本 緣には 宇賀 乃大土 御祖祌 (宇賀 之 御 魂 祌是素 戔鳴尊 之 

子 也、 大土御 祖神是 素 斐嗚尊 之 子 大年神 之 子 也、 號， 一度 會山田 原 地 護 祌ー是 也) と此 く樣. < に 云 へれ 共、 正しく は 

宇迦 之 御 魂 神 土 之 御 祖神ニ 柱の みなり、 神 名 秘書に、 崇德 天皇 大治 三年 六月 五日 官符、 改，， 社號， 爲, 宮、 預，, 祈 年 

月次 神嘗祭 幣， 也、 是宮 川堤爲 -1 守護神， 也、 保延 元年 遷宮 之 時、 造 宮使親 章 造？ T 進 之 一と 有りて、 此 御世に 宮號の 

宣旨を 進ら せ 給へ り、 長 秋 記 同 天皇 長 承 二 年に、 土宮 准， 一七 別宮 一可， 預ニ 官幣， 云々、 同 三年 六月 二十 一 曰 按察使 

來談 云、 明日 可 A 在， 1 仗議， 事、 朝家 大事 必可： 豐受 大神宮 土宮 r 彼外宫 地主 祌也、 然而 lif 來 無レ預 n 官幣； 而今 

度 准 n 七 別宮， 可， 預， 1 官幣， 之 曰、 自ユ 本宮， 依，， 申請 f 巳 蒙， 一 裁許 T 仍重 申請 云、 御殿 元高 五 許 尺 也、 而准， 一七 所 別 

宮， 者、 毎年 荷 前 幣物 可， 納，， 御殿 內， 也、 幣物 二十 年 遷宮 外 無，, 取 ffi 事， 者、 不-大 造， 於 n 御殿？ 件 物 無- 1 可， 置 之處， 

者、 准- 1 內宮荒 祭 外宮 高宮， 可レ 被， 造、 此 御殿 一 丈 許 有，， 何 難， 哉 云々、 同 宮自, 本 東 向 也、 而太 神宮 幷七所 神宮 皆 

南 向 也、 今度 准，， 位 社， 可， 造，， 南 向， 歟云. <、 土宫 地主 神 也、 無，. 知，， 造， 社 本緣， 之 人 h 自， 昔 東 向 奉&、 何 定改乎 

と 所見、 叉 弘安九 年 参詣 記に、 「土 宮大治 三年 六月 五日 防 河の 功に 依りて 宮號 の宣旨 を 下され、 長 承 二 年 八月 一二 
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日 諸 刖宮の 例に 任せて 幣を 5;$! り 奉る 可き 也」 と 云へ り、 此 土御祖 神社 はし も 右に 注せる 祌名 式の 大土 御祖祌 社と 

祭る 所 等しから す、 如何、 (但し 右に 引ける 上代 本 記 叉御鎭 座本緣 等の 宇賀 乃大土 御祖祌 は、 世 記傳記 等に 土 御 

祖祌ニ 座と 有りて、 宇迦 之 御 魂祌、 土 乃 御祖祌 と竝べ 云へ る を 一 に 合せた るか、 叉 は 宇賀 乃の 下に 御 魂 祌の三 字 

を脫 せる か 共 思 ゆれ 共、 外に も 宇賀 魂 大年祌 叉 は 宇賀 之 御魂稻 女神と 申す 神 名の 例 有り、 神 名 式 W 雲國 W 雲 郡に 

神 魂 伊能 知 奴 志 神社、 神 魂 伊豆 乃賫 神社 叉 は 大穴 持 伊那 西 波伎祌 社、 大穴 持 海 代 比 古神 社、 大穴 持 海 代 日 女祌社 

などの 如く、 其 由有る 神の 御名 を 上に 冠 ふらせ 奉る 古の 常な りければ、 此 宇賀 乃 大土御 祖祌と 申す 御名に 限りて 

誤と は 云 ふべ からす、) 〇 右 件大年 神の 御子神 等 合せて 五 柱な り、 本の 如く は 后 神 三 柱 御 在し 半： して 伊 努比寶 命 

の 御腹に 五祌、 香 用比賫 命の 御腹に 二 神、 天 知 逸 流 美 豆比賣 命の 御腹に 九 神、 合せて 十六 柱の 御子 祌 坐せ る狀な 

れ ども、 伊 努比賣 命 香 用 比賣命 は同祌 なり、 天 知 迦流美 豆 比 賣命は 偉の 誤と 聞 ゆれば 后 神 も 唯一 柱に 過ぎす、 叉 

御子神 等の 御 事 も 大國御 魂 神、 韓祌、 曾 富 理神、 大山 昨 神の 四 神 は 外より 混雜 りたる なれば 除く 可く、 然して 大 

年祌 より 其德を 承け 給 ふ 所 を 以て、 御 年 神 其 正嫡に 御 在し 坐す 事 申す も更 なれば、 此を 本と して 向日 祌、 神 は 

向 飯な り餒 知な り、 其 事 を 掌り 給 ふ 亦 名な り， 大 香山戶 臣祌、 香 山戶臣 神、 羽 山戶神 は、 其 神の 山 展 を 田地と 成 

し 給 ふ 御 功 を 以て 稱へ 奉れる にて、 皆 其 別名な りければ、 是迄皆 唯 御 年祌ー 柱 坐せ るの みなりき、 、に 奥津 R 子 

神 奥 津比賣 命 は、 祌世七 代 章に 謂 ゆる 男女 耦生之 祌の狀 なる 故に、 此 にも 二 柱 を 合せて 一 祌と爲 り、 次に W でた 

る庭津 日祌、 庭 高 津日神 も、 各 其 二 柱 を總べ 申せる 亦 名 なれば 此迄も 唯一 神の みなり、 其 次に 阿須 波 神、 波比岐 


神 二 注 坐せ ると 大土祌 と 併せて 五 柱の 御子神 ぞ御 在し 坐し ける、 (但し 其 中に 阿須 波 神と 波比岐 神と は 同 神なる 

可く 所思し き 事 も 有れ ども、 大嘗 祭式 御 膳 神 八 座の 中に 別々 に 御名 を擧 げられ たる を據 として 二 神と 見れば、 一 

は 薪祌ー は 燒火神 かと も 思 ゆる を 以てな り) 

羽 山 戸神、 娶ニ大 氣都比 賣祌， (自レ 氣下四 字以レ 音) 生 子 若山咋 神、 次 若年 神、 f^.: 妹 若 沙那賫 神、 (自， 沙下三 字以レ 音) 

次彌豆 麻岐神 (自 彌下 四字以 J 曰) 次 夏 高津日 神、 亦 名 夏之賣 神、 次 秋 鹿 寶祌、 .h- 久久 年祌 (久久 二字 以， 音) 丈久 

久紀若 窒葛根 神 (久久 紀三 字以， 音) 上 件 羽 山 戶祌之 子、 自，， 若山咋 神， 以下 若 窒葛根 神 以前 幷八祌 

記傳 十二 (五十 四 丁) に、 「若年 神より 下 五神の 御名 共 を 連ねて 說 くべき 考へ 有り、 其 は先づ 若年 は稻の 苗の 始め 

て 生 ひたる を 云 ふ、 沙那賣 は沙之 女に て沙 は田植 うる 事な り、 彌豆 麻岐は 田に 水 を 引す るな り" 夏 は 成立に て此. 

も稻の 事な り、 秋 は 阿加 理 にて 是も稻 の 赤らむ を 云 ふ、 此に 夏と 秋との 御名 有りて 春 冬と 云 ふ は 無き を 以て 思 ふ 

にも 稻の 事と 聞 ゆるな り-.」 (採 要) と 云 はれた る は、 實に 然る 說な るに 就きて 考 ふるに. 此 若年 神より 以下 久久 

年 神 迄 六 神 共に 稻穀の 神に 御 在し 坐し けり、 然る は 上に 大年神 御 年 祌も御 在し 坐す 上 は、 悉くに 其 二 神に てこ そ 掌 

り 御 在し 坐 すらめ、 如何で か 其 上に はと 思 ふ 事 なれ ども、 大年神 は 亦 名 を 宇迦 之 御魂祌 とも 申し 奉りて、 總 ての 

稻穀の 御 靈の祌 に 在し 坐す が 故に 大とは 冠 ふらせ 奉れる にて、 其 全 體の御 功 用 は 御 年 神に 御 在し 坐せ る を 以て 

年 神と は稱へ 奉れるな り、 然 りと 雖も、 春夏秋冬の 季節に 隨ひ 生長 收藏 Q 政 をし も 持ち 別けて 各 預り掌 どらせ 給 

ふ祌 等の 御 在し 坐 さすして は、 其の 全稔を 得る 事 難き が 故に、 此を 以て 右の 御子神 等 は 成し W させ 給 へり けら 
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し、 然れば 御 年 神 一 神の 御 功 を 持ち 別けて 右の 御子神 等 は 御 在し 坐し、 又 其 御子神 等の 各 も 掌り 別け 坐す 御 功 用 

を 合せて、 御 年 神 一 柱の 御德と 申し 奉る 可き が 如くな む 有りけ る- (記 傳に云 はれた る 右の 說は實 に 謂れたり、 

然れ ども、 其 次に 「右の 六祌必 すし も 各々 に 其 名の 如き 功德 坐す に は 非す、 此祌等 何れも 穀の 事に 功 有りし 故に 

稻の 上の 事共 を 以て 其 御名に 分ち 充て 食せ 奉りし 者なる 可し」 と 云れ たる は然 計り 說を 立てられながら、 此 一事 

に 於て は 甚味氣 無き 事共な り、 彼の 大倭國 者以， 1 行事, 負 レ名國 也と 云 ふに は 背かれたり、) 然るに 此の 羽 山 神 を 佗 

神と 見る 時 は、 此 御子 祌等を 以て 稻穀の 事 を 持ち 別けて 掌 どらせ 給 ふと 云 ひて 叶 はす、 此 御子の 中に 若年 神 も 御 

在し 坐すな る， に、 本の 如く は 御 年 神 は 其 御 伯父に 當らせ 給へ る を、 伯父の 御 年 神より 甥の 若年 神に 其の 御 德を承 

け繼 がせ 給 ふとして は、 上より 大 年祌、 御 年祌と 次々 に 相承け させた まふに 符合 はす.. - 叉 常に も 大年祌 、御 年祌、 

若年 神と 相 連ね 申せる も、 其統 ならぬ 外よりの 合せ 物なら むに は、 事甚 浮きて 聞 ゆめり、 叉 其 羽 山 戶祌の 后 神に 

大御食 神と 云 ふ も 似 著 はしから ざり ければ 、巳に 論 ひ 定めた るが 如く、 羽 山 戸神と 巾すな む 御 年 神に は 御 在し 坐け 

る、 然る を 御 年 神と 申す は、 唯 禾穀祌 と 申す 意なる が、 羽山戶 神と 申す 山 戶は山 にて、 謂 ゆる 國の 眞秀 なる » 

地を弘 むる 處 なる を 以て、 其 農作 を 天 下に 弘 めさせ 給 ふとして は、 春夏秋冬に 持ち 別けて 生長 牧藏の 事 を 掌 どら 

せ 給 はむ 爲に后 神 を 娶らせ 給 ひ、 御子神 等 を 令， 生 給 ひける を 以て、 其 御 父に 係け て 羽山戶 神と は 傅 はれる にこ 

そ 有りけ め、 其 實は御 年 神の 御子 祌等 なり、 古語 拾 遣に 昔 在祌代 大地 主神 營， 田 之 日 (中略) 于時御 歲祌之 子 至，， 於 其 

田- (下略) と 有る 是 なり、 此を 以て 天下に 在ら ゆる 個 田に は 此御年 神の 御子神 等の 御 在し 坐し、 其 季節に 分ち て 


禾穀を 守り i: 在し 坐す 御 事なる にて、 合せて 此を御 年 神の 御 功 用なる 由 をな む 見 奉り 知る ベ かりけ る、 (如此 

く 持ち 別けて 守り 耠 ふ例猶 有り、 此記を 以て 云 はむ に、 此 速秋津 日子 速 秋 津比賣 1 1 神 因，, 河 海， 持 別 而生神 名 云 

々、 又此 大山 津見 祌野椎 神ニ祌 因-一山 野-持 別 而生神 名 云々 と 有る は 更なり、 叉 上に 大山 津 見神 有りて、 下に 正 鹿 

山 津見祌 以下 八 注の 山津 見神 坐せ るな ど 其 一 祌 にて は 御 功 用の 行き届き 難き 程の 事に は、 各 其 持ち 別けて 掌る 祌 

を 生み 給 ふ 事に て、 物に 體 用の 差別 有る が 如くして 事の 成就 ふ 者な かりし、 然れ ば此は 全く 御 年 神の 御 功 用を涯 

別けて 知り 給 ふ 事 決くな むじ 〇 大氣 都比賣 は、 其 祌夜良 比 段に、 又 食物 乞，， 大氣津 比賣神 T 爾大氣 都 比賣自 M 鼻 

口 及 尻， 種." <  味 物 ffi 而， 種々 作 具而進 時、 速 須佐之 男 命 立 TT 伺 其 態 T 爲-, 镜汚而 奉 進 f 乃 殺 n 其 大宜津 比賣祌 T 故 所 

レ殺神 於レ身 生物 者、 於 レ頭生 レ蠶、 於 一一 二目， 生ニ稻 種？ 於 ニニ 耳， 生レ 粟、 於, 鼻 生 二 小豆 T 於 レ陰生 レ麥、 於レ尻 生，, 大豆 T 

故是 祌產巢 日御祖 命令 i 取 i 兹成レ 種と 所見た る" 此 は四祌 W 生 章 第 十 一 一書に 所見た る 保 食 神の 御 事に て、 其神遂 

の 御 事より は遙に 以前の 御 事なる が、 保 食 神、 大氣都 比 賣神同 神なる 由 は、 已に 先達の 定められ たるが 如し、 卽ち此 

神 はし も 豐受大 神の 御 事に して、 右の 素戔嗚 尊の 御 事 御 在し 坐し ける 後に、 天上に 參 上らせ 御 在し 坐す 御 事に て、 

其 御 靈實の 天降らせ 耠 へる は、 彼の 齋庭 之穗 と共になる 事 は 申す も更 なれ ども- 瑞珠 盟約 章 第 「一 書 日 神の 三女 

神を天降し給へ る時の御言に、汝三神宜ァ降11居道中，奉レ助，ー天孫,而爲，ー天孫，所^4-也と詔り給ひて、已に顯國にて 

其 三女 神の 持ち 齋 かせ 御 在し 坐し， - かば、 此に御 年 神の 農作 を 起させ 給 ふに は、 其 御 神と 御 力 を 合せ 給 はすて は 全 

く 成就 ふ 事 は 難くな む 有りければ、 其大 神の 御 食 を 所 知 食し 御 在し 坐す 御靈を 分けて 顯 身と 現出 させ 給 ひ、 羽 山 
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戶 神と 御 妹 妹の 御 契 御 在し 坐して、 稻穀を 司る 御子神 等 は 生み ffi させ 給 ひけら し、 記傳 十一 一 (五十一 一一 丁) に 「其 御 

を 鎮め 祭る 社の 神の 現 女に 化り て 嫁ぎ 給 ひしなる 可し」 と 云 はれた る は 然る 事に て、 總て は此大 神の 亦の 御名 を大 

氣 都比賣 神と 申し 奉れる を、 此大氣 都 比 賣は其 一 社に 留り 坐せ る御靈 にて- 全體の 璺受大 神に は 御 在し 坐 さに る 

事、 火 を 幾許に 分けても 全 體の火 は 火に て 燃え、 別け たる 火 は 火に て 燃 ゆる 譬の 如くな む 有りけ る、 借此 神を娶 

り 給へ る は、 天下に 禾穀を 作る 道 定まり、 人類の 火食 を爲 せる 始 なりけ る 故に、 此祌の 御 弟に 籠 神 御 在し 坐し、 

叉 薪 神 さへ 御 在し 坐し ける 御 事 なれば、. 此御年 神 は禾穀 神なる 故に 御 食 神と 御 力 を 合せ 給 はむ 事、 實に其 謂れ 有 

る 事共な り、 然して 此祌に 向日 祌聖祌 と 申し 奉る 亦 名の 渡らせ 給へ るな ど 少緣の 由 緣には 非 ざり けり、 (叉此 御子 

神 等に 春夏秋冬に 配り 分けた る 御名の 御 在し 坐す にも 必す 由緣 Q 有る ベ き は、 抑、、 火産靈 神と 塘山姬 命との 御子 

稚産靈 神の 御子に 御 在し 坐せば、 其 御 功 用 を 持ち 別け し め^ふ 由なる 可し、 偖 羽山戶 神の 此神を 娶り給 ひし は、 

事 代 主祌の 溝檝姬 命に 娶ぎ 給へ りし も 水理の 事に 御 力 を 合せ 給 はむ 御 心なり しと 全く 同じ 意味な りけ るに こそ。) 

〇 若 山 咋神は 上なる 大年祌 の 御子 Q 大山 昨 祌に對 へる 若な り； 然れ ども 上に 論 ひ 云へ る 如く 大山 昨！： を 大年祌 Q. 

御子と 申す は、 此 傳の甚 じき 混れ なる 者に て、 實は其 祌は大 巳 貴 神の 御子 事 代 主神に なむ 渡らせ 給へ る を、 此記 

の傳の 如く 見たら むに も、 大山 昨 神、 若山咋 神と 鼓ぶ から は 御 父子と 云 ふか 御兄弟と 申す かに 非す して、 伯父と 

甥と 然 相承くべき 由無き 事、 此の 御 年祌、 若年 祌の 例に 於け るが 如し、 春 日 社 記 杉 本社 條に 引る、 伊勢 祌系 記に 

若 山咋祌 比數幷 松尾祌 也と 有グて • 日吉、 松 尾の 祭神 を 若 山 咋祌と 申す ー說も 有りけ るなる 可き が、 比に 就ても 


羽 山 戶祌の 御 事と 申して は 叶 はすな む、 (此 混れ は 上に 大山 昨 神の 御名の 混れ 入れる より 引きて、 羽山戶 神と 申す 

も 麓 山な ど を 知らす 神の 如く 巳く 思 ひ 違へ たりし 人の 情 進に ぞ W でた る 可き、) 〇 若年 祌は御 祖父 大年 神、 御 父 

御 年 神より 承け たる 若な り、 筑後國 神 名 帳に 山門 郡 初年 神と 有る は此 神に は 御 在し 坐 さじ か、 似 著 はしく 食 ひ 給 

へる 御名な りけ り、 偖 若年 祌は 四時に 分ち て 泰を主 どる 神と 聞え たり、 飛 驟國益 田 郡 森 村 八幡宮， 正月 十四日 田 

1: 祭の 行 詞と云 ふに、 「春 来と は 先 づ花米 を 打 蒔きて， • 皆人宜 かれと 祝 ひこ そ 爲れ、 叉 若年 替れば 若水 替る、 世間 

も豐 かに 成りて 侍 ふ 云- •<、 若年 替り 神の 御 祌田も 云々」 と 有る、 若年 は 正しく 初春の 事に て 田舍に 古言の 遺れ るな 

り、 偖 又 御 妹に 若 沙那賣 神 御 在し 坐す は >  其に IS! ばして 若年 神と 申せば 生 田 寄の 義 にして、 其 苗代 を 主る 御 功 用 

ハルナ  ヮ カナ  C ル クサ ワカ クサ 

を 以て 稱へ 奉れる 御名なる 可し、 然る は 春茱を 若菜と 云 ひ、 春 草 を 若草と 云へ る 若に て、 物の 生 ひ 立ち 芽 初む る 

を 以て 若 某と 云へ る なれば、 禾穀 にも 若年と 云 ふ 稱も何 どか は 無から ざら む. - 其の 若菜 を、 萬 葉 八 (十四 丁) に、 

春 菜 採、 妹 之 白 紐、 叉 (十五 丁)、 從 明日 者、 舂茱將 採 跡、 叉 (十八 丁)、 後 居而、 春 茱採兒 乎、 十 (十六 丁) に、 國 

栖等 之、 春菜將 採、 十七 (二十 七 丁) に、 乎 登良賣 我、 春 菜 都麻須 等と 有るな ど、 此等は 和 加 那を義 を 以て 春 菜と 

作るな り、 又 若草 を、 一 (十七 丁) に、 春 草 之、 茂 生 有、 十 一( 十七 丁) に、 青草、 髮 爾多久 澄と 有る、 此 i:I を水府 

本 春に 作れり と 云へ り、 是亦 和加久 佐に 春 草の 字を當 てたり し 者な り、 上件大 年、 御 年、 若年と 云 ふ fi< 第の 神 名 

なれば、 一年に 15^ 一る 年に こそ は 有る ベ かり けれ、 春に 當 ると 思 ふ は 如何と 思 ふ 人 も 有るな めど も、 春 時に 田を墾 

り 苗代と 成し、 湯 種 を 下して 其 生 W るな む 一 年の 稔穀の 本な りければ、 若年 祌と 申して 其 始終に 亙る 御名なる 
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事 を 明らめ 奉る 可し、 (祈年祭 詞に、 今年 二月 S 御 年初 將賜！ W 爲而と 有る 初 字と、 此の 若年の 若の 字 を 照し 見て 

も、 其 意を曉 りつ 可き 者な りかし、 然れ ば此神 をして 春に 當る事 は 然る 物に て、 三代 實錄 九卷に 河内 國若江 郡 春 

江 宿 翻と 云 ふ 有り、 是又若 江 を 春 江と 一 K へる にて， 上 件. に 云へ る 事共 獨り 我が 强 るに は 非ざる 可し、) 〇 若沙那 

賣神 は沙之 女神と 云ふ義 なり、 其沙は 記傳七 (二十 三 丁) に 「田植 うる 農業 を 凡て 佐と 云 ふ、 其 を 佐 苗、 植 うる 

女 を 佐 少女、 植始 むる を 佐 開、 植 終る を 佐 登な ど 云 ふが 如し、 偖 其 業す る 月 を. 佐 月と 云 ひ、 其 頃の 雨 を 佐 亂と云 

ふなり、 叉 和名 抄に • 麥李、 麥秀時 熟、 故以名 之、 漢語 抄云佐 毛. < と 有る 此佐も 同じ」 (採 要) と 云 はれた る佐是 

なり、 若て 此佐は 俗に 田を植 うる を 爲附と 云 ひ、 其 時節 を爲附 時と 云へ る類是 にて、 孝德 天皇 二 年 御 紀に謂 ゆる 

, 農 月 叉 は 農作 月と 作る も 皆 同じ 意なる に 合せて 思 ふ 可き 者な り、 播磨 風土記 楫保 郡の 下に、 佐 岡、 所, 1 以名 n 佐 岡 1 

者 難 波高 津宮 天皇 之 世、 召 一一 筑紫田 部, 令， 墾二此 地, 之 時、 常以ニ 五月 一 集 n 聚此岡 1 飮レ酒 -、 故 曰-一佐 岡 一と 見え、 讃 

用 郡の 文に、 一 夜 之 間生レ 苗、 卽令， 1 取殖； - 爾大 神勅 云、 汝妹者 五月 夜殖 哉、 卽 去-, 伦虡； 號-ー 五月 夜 郡 一と 有る にて 

は、 苗の 事 を 佐と 云 ふなり、 故に 思 ふに 此神若 田 を 植ゑ給 ふ 由なら ば沙之 女神なる 可し、 若 又 苗 を 掌り 給 ふ 神に 

坐 さば 若 佐 苗 女神なる 可し、 次の夏之賣祌秋31^赍も稻の生長に因りて^^^せ奉る御名なるを思へ ば猶後の方ゃ然る 

可から む、 借 其 苗と 云 ふ は、 萬 葉 三 (四十 五 丁) に、 殖子水 s、 苗 有 跡 云師、 枝 者指爾 家牟、 十一 (四十 八丁) に、 

三 島菅、 未 苗 在、 六帖、 夏 田 を、 「時 過ぎば 佐 苗 も 甚く 老いぬ 可し、 雨に も 田 子 は 障ら ざり けり」 後 拾 遣 集に、 御 

田屋 守、 一. 今日は 五月に 成りに けり、 急げ や 佐苗老 もこ そ 爲れ」 白 川 殿 七 百 首に、 「今日の みと 急ぐ や 田 子の 手 も 


弛く、 千 町の 佐 苗 節 立たぬ 間に」 など 有る が 如く、 漸に 生り W でた る 任 にして 未だ 枝 も 葉 も 指さぬ 程 を まふな 

り、 然れば 若年 祌は 春に 在りて 苗代に 專ら 係り 給 ひ、 沙那 賣祌は 春より 夏に X りて 其 苗の 生り 立つ 時 を 守り 給 

ふ 神に なむ 御 在し 坐し ける.， (記傳 に、 「手 力 男 神 者 坐， 一佐 那縣， 也と 有る 此は、 伊勢 國多氣 郡佐那 神社 二 座是な 

り、 或 說に其 二 座の 一座 を此若 沙那賫 神な りと 云へ る は、 若に 依りての 推 常に は 非ぬ か、 叉 三代 實錄 に貞覜 十六 

年 七月 二日 戊 子 授，, 伯 脊國正 六 位 上天 乃佐奈 哮祌從 五位 下， と 云へ る 事 有り」 と 書され たり、 此の 天 乃 佐奈咩 神と 

云 ふ は 若く は此祌 にて は 非ざる か、) 〇 彌豆 麻岐神 は、 記傳に 「田に 水 を 引す るな り」 と 云 はれた るが 如く 水引 

祌 にて、 苗を植 うるより 始終 共に 水 を 引かせて 苗 稼 を 善く 成し 助け 給 ふ 神と 聞 ゆ、 祌功 皇后 元年 御紀 に- 愛 定，, 

祌田， 而個レ 之 時、 引- 1 儺 河水-欲， 潤 n 神 田， 而掘， 溝、 及 二 于迹驚 岡 T 大磐 塞レ 之不レ 得， 穿レ 溝、 皇后 召- 1 武 內宿翩 r 捧 n 

劍 鏡-令 乙 in 祈 神祇， 而 求&レ 溝、 則當時 雷電 霹震蹴 r 一 裂 其 磐？ 令レ 通， 水、 故 時人 號，， 其 溝， 曰，， 裂 田灕， 也と 有る、 

引 n 儺 河水， を、 私記に 奈加々 波 乃 美 豆 乎 末 加 ltd, と 有る 是 なり、 仁德 天皇 十一 年御紀 に、 掘， 一宮 北之郊 原, 引， 一 南 

水- 以 入-一 西 海？ 因 以號， 一 其 水, 曰，, 堀江, と 有る 引の 字 も 右に 同じ か る 可し、 又 安閑 天皇 元年 御 紀に此 田 者 天旱難 

マカセ ミヅヲ  、、、 、、ゝ ゝ、 、、、、、  、、、、 ゝ、、 

レ漑， 水と 有る 漑の字 も 麻加須 にて 叉 右に 同じき なり、 雜 令に、 凡 取, 水 溉レ田 (謂 溉灌注 也) 皆從, 下始、 依， 次 用 

云々 と 有る 是 なり- 千載 夏に、 「邊 さへ 凉 しかりけ り水窒 山、 引せ し 水の 氷る のみ か は」 風雅 春 下に.' 「眞菅 生る 

荒 田に 水 を 弓 すれば、 嬉し 貌 にも 鳴く 蛙 かな」 新 千載 集に、 「小山 田の 苗代 水 も 塞 別て、 寬 かなる 世に 任せて ぞ 

見る」 堀川 院百 首に、 「苗代に 細く 引す る 水 なれば、 注 連の 外に は 漏らさ ら なむ」 又 「小山 田に 種 蒔 捨て- 1 苗 
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代の、 水の 心に 任せつ る 哉」 千 五百番 歌合に、 「山川 を 引せ てけ りな 小山 田の、 苗代 水に 花の 浪 寄る」 など 有る 

は 苗代に 云へ るな り、 鑌 古今 集に、 「小山田に引する水の^^みこそ、 袖は遗 つらめ 佐 苗 取る とて」 と 是る是 にて 

春より 夏に 亙る 事な り、 (斯れ ば 麻 加 須と云 ふ は 溝 を 通じて 水 を 引く 事 を 云へ る 者な りけ り、 今 も 夏 Qs^ 田に 水 

-ン ヅヒキ  、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 

を 配り 分ち て 入る \ 者 を 水引と 云 ふ は、 水 を 任す る 由 Q 稱な り、 枕 草紙に 裾 を 引く 事 を 後に 麻 加^ まと IK へり、 

記傳に 「祌 鳳抄に 安西 郡 水 卷神田 一 町と 見 ゆ^々」 と 云 はれ たれ ども- 其 は 地名なる ベければ 此に由 無し、 然れ 

ば 此神は 春より 夏に 係け て 用水の 事 を 掌り 給 ふ 神な りけ り、) 〇 夏 高津日 神、 夏の 義ば， h 、なる X 之寶 神の 下に 云 

ふべ し、 偖此は 右の 彌豆 麻岐祌 水引 神なる に對 ひて 晴 H< を 主る 神の 謂なる 可し、 抑 苗 稼 は 水 を 引せ て 以ひ植 し 立 

つる 物な りと 雖も、 天日の 大御光 を 受け 奉らす て は 全 稔を 獲る 事 難くな む 有りけ る を、 然り とて： 大日の 御 光の み 

にて 雨水 を 得 ざれば、 叉 成就べ からざる 自然の 理 なりければ、 彌豆麻 岐神は 雨水 を 掌り、 夏 高 津日神 は 晴天 を 掌 

り 御 在し 坐して、 相 共に 御 力 を 合せ 給 ひ 苗 稼 を 全から 令むる 祌に御 在し 坐すな る 可し、 (但し 彌豆 麻岐祌 は雨祌 

に 非す、 雨に て 降りた る 水 を 引かす る祌 なり.' 夏 高 津日神 は 日 神に は 坐 さす、 唯此苗 稼に 就きて 夏日の 問 を 主り 

次な. る 秋 賣 神に 致し 給 ふ義の 御名な り) 〇 夏 之賣神 は記傳 十二 (： 六十 四 丁) に  >  . 夏 は 成立に て 此も稻 の 事な り」 

と 云 はれた るに 力 を 得て 考 ふるに、 古に 人の 産業 を 那理と 云 ひ 那理波 比と 云 ふ は 農事より 外に 非 ざり ける を、 其 

那理と 云 ふ ぞ此苗 稼 を 生し 作る 事な りけ る、 崇祌 天皇 六十 二 年御紀 に、 詔 曰、 農 天下 之 大本 也、 民 所， ー恃以 生, 

ナリハ 匕 ノコ トニ  タミ. S ナリハ t_K 

也 (中略) 其國 百姓 怠 二 於 農 事 T 其 多 開 一一 池 溝 f 以寛ニ 民 業, と 見えた る を、 私記に 農 を 奈利波 比と 訓 める 是. なり、 


俊 夏 は 春 種 を 下した る稻の 秋に 至りて 熟ら む 迄の 中間に 在りて、 其 苗 稼の 立つ 時に し 有りければ- 霧雨に て 叶 は 

す早魃 にて 宜しから す、 此水 早の 事に 就きて 年の 豐凶を 期す る 事に し 有りければ. 甚 々大切 じき 時なる が 故に、 

其 を 守り 坐す 祌に 此の 夏 之賣神 はし も 御 在し 坐す になむ 有りけ る、 (然は 有れ ども、 其 夏 高津日 神と 申し 奉る と 

夏之賣 神と 稱へ 申す とに 御名の 等しから すして，， 一 は 其の 彌豆 麻岐 祌に對 ひて、 夏日の 田地に 照り 入りて 稻の能 

く 成り立 を 守らせ 給 ひ、 一 は 唯 其 夏 を 經て稻 の 成立つ 事に 依て 御名に 負し 給へ るな り、 一 に 思 ふ 可から すなむ、) 

〇 秋 SiJ 賣神、 記傳 十二 (五十 四 丁) に、 「秋 は 阿加 理 にて 稻 の 赤らむ を 云 ふ，」 と 云 はれた るが 如し- 四祌 出生 章 第 

十一 一書に、 其 秋垂穎 八握莫 々然 也と 有る も 其 熟ら める 垂穎を 云 ふなり、 皇極 天皇 一て 年 御紀に 五月 乙 卯 朔丁丑 熟 

稻 見と 有る 熟 字 を、 阿加 米 流と も 阿加 良 米 流と も訓 み、 一 K 智 天皇 三年 御紀 に、 栗 太 郡 人、 磐 城 村 主殷之 新婦 床 

席 頭 端、 一 宿 之 間稻生 而穗、 其且 垂穎而 熟と 有る 熟 字 を 阿加 良 米 理と訓 める 是 なり、 萬 葉 二十 (十二 丁：) に， 安 

可 良 我 之 波 波、 等 伎 波 安 禮騰、 十一 (十一 丁  i に、 秋 柏、 潤 和 川邊、 十七 (三十 四 丁) に、 安吉 乃 葉 乃、 爾保弊 流 等 

伎爾 など 有る は 赤らむ を 云 ふなり、 叉 八 (四十 丁) に、 秋 付 者. 尾花 我 上爾、 十 (四十  一 丁) に、 蟋蟀 之， 鳴 音 聞 者、 

秋 付爾家 里、 叉 (五十 四 丁)、 秋 就 者、 水萆花 乃、 阿耍奴 蟹， 十一 一一 (十三 丁) に、 秋 付 者、 丹 之穗爾 黄色， 十五 (十 

八丁) に、 伊 麻 欲 里 波、 安 伎 豆 伎 奴 良 之、 十八 (二十 八丁) に、 秋豆氣 婆、 之 具 禮能雨 零、 十九 (十  一 丁) に、 秋附 

婆、 芽 子 開爾保 布、 叉 (十三 丁)、 秋都氣 婆、 露霜 食而、 風 交、 毛 美 知 落 家 里、 叉、 秋都氣 波、 毛 美知遲 良久 波な 

ど 有る は、 季節の 秋に 移る 事 を 云へ る なれ ども、 秋 は 木 葉の 赤らむ 時なる を 以て 其 語の 本より 云へ るな り、 然れ 
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ば此 秋爲賣 神と 申し 奉る は、 夏 を 經て稻 の 漸く 實 りて 熟ら む 時 を 主り 御 在し 坐す 義の 御名と 聞え たり、 (古今 集 

以下の 歌に、 春の 神 を 佐保姬 とし、 秋の 祌を立 田 娘と して、 其 季節の 中に 在る 事 を 右の 祌 等に 係け て 詠める は、 

佐 保 は 平 城より 東に 在り、 立 田 は 平 城より 西に 在る を 以て 春と 秋と に 配りた る、 其は實 事なら ね ども 似た る 事な 

り、 但し 此に實 に 其の 主ら せ 給へ る 神の 御 在し 坐して 然爲し 給へ る なれば 別な り、) 〇 久久 年 神 は、 久々 は 室に 

て 稻莖の 事な り、 後拾戀 一 に、 「鴨の 伏す 別 田に 立てる 稻 室の、 否と は 人の 云 はす も 有らな む」 i は isIi-rK お 

なれ ども 其 物 同き なり、 和名 抄木 具に、 室 和名 久木、 枝 之 也と 有り、 叉 大枝 曰， 幹- 和名 加 良と 所見た る是 なり、 

0  田  稻莖  , i^H 

古事記 日代宮 段に、 那豆岐 能 多能， 伊那 賀良 爾、 那賀良 爾 云々 と 歌 ひ 給へ る 伊那 賀良 も稻 幹と 云ふ赛 なれば、 

其 同 物なる 事 知らる、 此賀 良の 事傳 二十 七 粟 室の 下に 云 ふべ し、 若て 久久 年と t す 御名 は 室 年と 云 ふ 事に て 冬に 

當る 可き は、 秋 節に 熟ら みたる 稻實を 取り 牧 めて 其稻 塞の 用 を爲す は專ら 冬の 所爲 なれば、 上 件 若年 神の 種 を 蒔 

くより 始まりて 全く 事の 終れる は 粟と 藁と を 離つ 冬の 時なる を 以て 云 ふなり、 次に 久久 紀若窒 葛 根 神の 御名 御 在 

し 坐せ る は 葛藤の 祌 なり-' 此祌と 粒び 給へ る は、 此稻宽 は 卽ち其 若 窒の屋 を葺く 料な り、 是れ卽 ち 久久 年： t の 

り 所 知 食す 御 事な りけ り、 (記傳 に、 「舊事 紀に久 々二字 を 冬と 作る は 上に 夏 秋と 云 ふ 名の f: 、なれば 必す 冬なら む 

と 心得て 情 進に 改めつ る 者に て 中々 に 非な り、 久々 二字 以， 音と 云 ふ 注 有れば 動かす、」 と 云 はれた る は實に 然る 

言な り、 己 も 冬 年と 有る や 然る 可から むと 思 ひし かど も、 久久 年 神と 申して 其 御 功 用 は 冬の 事と 成る 者 を や) 〇 

久久 紀若窒 葛 根 神の 久久 紀は莖 木な り、 記傳 十二 (五十 五 丁) 忙 「久々 は 上なる 久々 能智 神の 久々 と 伺 じく 杧て 


紀は 木な り、 是は窒 に 造る 材木 Q 長く 立ち 延びた る を 云 ふ、 若 窒は書 紀に宮 を 美て R 之 少宮と 云へ る少と 同じく 

て、 窒を も美稱 へて 若と 云へ るせ ■ 葛 根 は都那 泥と 訓む べし、 冠 辭考に 古 は 都 奴と 都 那と都 多と 通 はし 云へ り、 

ィ " ヅ ナノ  マタワ 力-力 へ リ 

故に 都 奴 佐 波布 伊波と 云 ふ は蘿這 石な り、 石 綱 乃 • 又變若 反と 訓 める は、 石 綱の 這 別れて は 又 這 返る 意の 續 けな 

り」 と 有り、 偖 今 思 ふに、 物 を 結 ひ 縛ぐ 綱に も 古 は 多く 葛藤の 類 を 用 ひし 故に 都 那とは 云 ふなり. 然れば 本 は 羅 

と 云 ふと 同じければ 葛と は 書け るな り、 顯宗 天皇 御 紀窒壽 御 詞に築 立 稚窒葛 根 云々 と 有る は此に 同じ、 又 大殿祭 

詞に、 此乃敷 坐大宮 地底 津磐根 乃 極 美 下 津綱根 波 府蟲能 禍無久 云々、 注に 古語 番繩之 類 謂 二 之 綱 根， と 見え- 又 彼 

の窒 壽御詞 に、 取 結總葛 者、 此 家長 御 壽之堅 也な ども 有る は、 甚々 上代の 家 造 は何處 も々 ^  . -繩葛 を 以て 結 ひ 固 

めし 者な り、 東大寺 伹馬 國正稅 帳に 番 K を 都 我 布と 有り、 此を 以て 番繩 とは番 匠の 家 を 造る に 用 ふる 繩 なる 事 を 

知るべし、 故に 宮室 を賀 にも 先づ 右の 如く 葛 類 を 云 ひたり、 萬 葉 十九 (四十 四 丁) に、 天爾波 母、 五 百 都 綱 波布、 

萬 代爾、 國 所知牟 等、 五 百 都々 奈 波布、 又續紀 十九に 「聖武 天 皇御 母の 謚を 千尋 葛藤 高 知 天 宮姬 尊と 奉り 耠ふ、 

是も 葛藤 は 天宮に 依れる 事な り、」 (取 意 採 要) と 云 はれた るが 如し、 (但し 書 紀に宫 を 美め て 日 之少宮 と 云 ふと 有 

る 下の 細 書に、 「檜 之 若宮な り、 眞木割 檜 之 板 戶檜之 御門な どの 類な り」 と 云 はれた る は、 此瑞珠 盟約 章なる 是後伊 

莽諾尊 云々、 於是 登い 天 報 命 仍留っ 宅 於 日 之少宮 ー矣と 有る を 云 はれた る 可 けれども >  其 は 甚く 別なる 意 有りて、 傳 

十三 卷に 云へ るが 如く なれば 此の 例に は 非す、 唯 若 窒は新 室と 心得て 有るべき なり" 但し 此葛 根に 就きて 云 ふ 事 

有り、 傳ニ 十六 卷奥津 棄戶の 下に 注す 可し、) 惜久々 年 神と 此祌と を； 15 一せ 說 べき 子細 有り、 其 は大殿 祭詞に • 以ニ 
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天津 御 量. 一 s、 事 問 之、 磐 根 木 根 立 知 草 能 可 岐葉乎 毛 一一 一一 n 止 S と 有る は、 家宅の 用に 爲 べき 磐石 草木の 歸伏 奉る 始を云 ふ 

なり、. 次に 今 奥山 乃 大 峽小峽 立 S 木 乎、 齋部能 齋斧乎 以 伐採 e、 本末 乎 波 山神爾 祭 s、 中 問 * 持 出來5、 齋組 * 以 

齋注立 S 、皇御 孫 之 命 乃 天 之 御 翳 日 之 御 翁 止 造 奉仕 禮流瑞 之 御殿、 汝屋船 命 云々 と 有る は、 磐石 草木 共に 悉く 人の 

有と 成りて 地盤 を 掘り 柱 を 立て 草 を 覆 ひ 蔭と 爲す にて 是れ卽 ち 御殿な り、 御殿 直に 屋船 命の 御正 體 なる 由な り- 

此乃 敷 坐大宮 地、 底 津磐根 乃 極 美， 下 津綱根 云々、 掘 堅 多 留柱桁 梁 戶輔乃 錯比 動 鳴 事 無久、 引 結 *s 葛 目 能 緩 比 取蒈 

S 草 乃 噪無久 云々 は、 其屋船 命の 御 體と齋 き 奉る 御殿の 磐石 草木に 就きて 各 其 承くべき 災異の 有る を 防ぎ 遏む 

るな り、 次に 屋船 久久 遲命 (是 木靈 也) 屋船璺 字 氣見賫 命 S  (是 稻靈也 云々) 御名 乎 波 奉稱利 S と 有る は、 上に 屋 

船 命と 申せる 神の 正 身 を 分ち て 木 祌と稻 神との 御名 を擧 げたる にて、 其 木 靈祌の 主り 給 ふ 所 は 柱 桁 梁戶牖 の類是 

なり、 稻靈祌 の預り 知り 給 ふ 物 は 宅內を 結び 縛る 葛 根と 屋上 を 菁覆ふ 草葉と を 申せるな り， 叉 此も然 り、 久久 年 

は 屋を蒈 く 草葉の 祌に御 在し 坐す が、 其 主と 爲る所 は稻楚 なり、 叉 久久 紀若窒 葛 根 神 も久々 紀は楚 木な り、 若窒 

は新窒 なり. 此は 其の 若 窒を結 固む る 葛藤の 事 を 幸 ひ 給 ふ 意の 御名なる 事 • 其 御祖は 大氣都 比賣祌 にて 渡らせ 給. 

へる を 以て 思 ふ 可き 者な りかし、 (但し 此大 殿祭詞 には甚 々幽 深き 致 有りて、 容易く は 中中に 云 ひ 解く ベから ざ 

る を、 今 取り 德て云 ふの みなり、 右の 二 祌の御 事 を 合せ 思 はに 大いに 意 を i£ る 所有り なむ 者な りかし、) 〇幷 八 

祌は右 件に 云へ るが 如く、 若 山咋祌 はし も 大山 咋 神に 對 へる 御名に して、 其 御 父子と 聞え て 此の 例と は 見え ざれ 

ば涂 きて 幷 せて 七 祌 なる 者な り、 


w 雲 風土記 曰 意 字郡大 草鄉， 郡 家 南西 二 里 一 百 二十 歩- 須佐乃 乎 命 御子 靑幡佐 久佐日 古 命 坐、 故 云，， 大草 r 

又 大原郡 高 麻 山、 郡 家 正北 一 十 里 二百 歩、 高 一 百 丈、 周 五 里、 北方 有，， 樓棒等 類 7 東南 西 三方 竝野、 古老 傳云、 

祌須佐 能袁命 御子 靑幡佐 草 貼 命、 此 山上 麻薛 初- 故 云， 一高 麻 山 T 卽此 山上 坐 其 御 魂 也、 〇 靑幡佐 久佐日 古 命 >  其 

御 詳 ならす と雖 も. 右に 擧 ぐる 大原郡 高 麻 山 を 郡 家 正北 一十 里 二百 歩と 有る に考へ 合する に、 同郡屋 弋鄉- ^ 

家 正北 一十 里 一 百 一十 六 歩、 所， 造，， ：大 下， 大神之 築 立 射處、 故 云，， 矢 代， (祌龜 一三 年 改，， 字屋 代，) 卽 有，， 正 倉， と 有 

る此 地と 僅に 八十 四 歩の 差な り、 然れば 右の 高 麻 山 は 屋代鄕 の 中なる 事 著明き 者な り、 若て 同 郡 須我山 又 御室 山 

を 家 東北 一十 九 里 一 百 八十 歩と 有る、 此は此 正書に 謂 ゆる w 雲之淸 地と 云へ る是 にて- 素 戔鳴大 神 Q 奇稻 田， 

命 を 娶り給 ふとして 宮を 建て 御 在し 坐し ける 地に て. 高 麻 山と は 其 間合甚 近くな む 有りけ- L ば. 己 こま 鄭、 

漏され たれ ども、 此靑幡 佐 久佐日 古 命 はし も、 卽ち大 國主大 神の 御 同胞に 御 在し 坐すべき 御 事 を曉る 可くな む 有 

りけ る、 (今 大社の 上官と 云 ふに 佐 草 氏と 云 ふ 有り、 相傳 へて 此靑幡 佐 久佐日 古 命の 子孫な りと 云へ る は 然も & 

るに や" 又は 其 地より 出で たる 氏なる 故に 慢 りに 其 稱を用 ふるに や-) 靑幡は 字の 如く 佐 久佐は 麻 草な り、 萬 葉 

三 (四十 九 丁) に 加 麻皤夜 能と 有る は 風 早 之の 言なる が，' 此には 麻 ^i. を 佐の 假 字に 用 ひたり- 偖 如， 此く錢 ける 

意 は 靑幡は 麻布 を 染めすな がら 用 ひたりけ む 事、 古語 拾遺に . 令， 長 白羽 神 種， 麻 以爲， 靑 和幣， と 有る を 以て 麻の 

本色 靑 なる を 明らめて 知るべし、 其より 種々 の色幡 出来れ りし 故に、 甚 古くより 色に 染めても 用 ひたりけ らし、 

常 陸 風土記に、 信 太 郡、 黑 坂命征 n 罰 陸 奥 蝦夷， 事 了 凱旋、 及，， 多 歌 之 郡 角枯之 山， 黑坂命 遇，， 病身 r 故 爱改， 一角 枯， 
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號，, 黑 前山 f 黑坂命 之輸轜 車、 發 ぃ自， 一 黑前之 山， 到， 一日 高 之國？ 葬具 儀 赤旗 靑幡 交雜飄 腿、 雲 飛 虹張瑩 レ野耀 VKr- 

時人 謂 n 之幡 垂國？ 後世 言 便稱， 1 信 太國， と 有りて、 赤旗 靑幡相 鼓べ 云へ る是 なり、 萬 葉 二 (二十 三 丁) に、 靑 乃、 

木 旗 能 上 乎と 續 けたる は、 靑 色の 濃き 幅と 云 ふ 事に て、 其 染めた る 濃 色に 係け たるな り、 十三 (三十  一 丁) に、 隱 

來之、 長 谷 之 山、 靑幡 之、 忍 坂 山 者と 有る を、 冠 辭考に 「靑 旗の 襲と 續け たるに や」 と 云 はれた るが 如し.' 欽明 

H< 白 IA 十四 年御紀 に、 通夜 固守 凌晨起 見， 一^ 野 之 中 T 覆 如-一青 山- 旌旗 充滿と 見えた る、 此は 佗國の 事に て 有れ ども、 旌 

旗の 充滿 める を 如， 1 青山, と譬 へたる も 靑旗を 襲 ひ 立てた る狀 なりけ り、 此を 以て も 神の 御名に も 食 はせ 奉る 計り 

上代に は 其 靑幡の 世に 名高 かりし を躂る 可くな む 有りけ る、 (先に は 靑幡の 幡は借 字に て 畑な どに もや 有りけ む、 

靑山叉 は 靑野叉 は 靑海叉 は 青田な ど 云 ふ 事 古今の 常 なれば I 此も靑 畑と 云 ひて 麻 草の 璺饒に 繁茂れ る 形狀を 以て 

云 ふに は 非ざる か、 麻 を 蒔 生した る 畑 は 實に靑 畑と 云 ひつ 可き 狀 なれば 此に 因れる かと 思 ひし かど も" 猶靑幡 の 

アサ クサ 

方に て や 有らむ、，) 佐 久佐は 麻 草の 略な り、 抑く 麻 はし も 謂 ゆる 靑和幣 の 事に して、 彼の 一人 石 窟隱の 御 時に 出來 

初 まりて 其 元 天上に 成れる 物なる を、 寶鏡 開始 章 第一 一 一 書 素斐嗚 尊の 被 具に、 以， 唾爲 n 白 和幣？ 以， 澳爲， 一青 和幣， 

と 有る 爲字は 化 字の 義 にして-' 其大祌の御^.^ょりも成り出でた りける狀なる由、 己に 傳 十七、 十九に 云へ るが 

如し、 然るに 此大祌 の 御子 五十猛 命、 天上より 多に 樹種 を將て 1K 降り 御 在し 坐し ければ、 麻 種 も 其 中に 在 つらむ 

を、 此の 靑幡佐 久佐日 古 命な む顯國 にて は 蒔き 生し 殖え 始めさせ 給へ るが 故に 然る 御名 は 食 ひ 給 ひけるな り けら 

し、 右に 引ける 風土記に、 大原郡 高 麻 山 (中略) 古老 云、 祌須佐 能袁命 御子 靑幡佐 草. g 命、 是 山上 麻 蒔 初、 & 


云 二 高 麻 山 T 卽此山 峰 坐 其 御 魂 也と 所見た る * 此に麻 薛 初と 有る にて 全く 顯國 にて Q 初なる 事 著明き 者な り" i ぼ 

此大原 郡 意 宇 郡は甚 近く 相 連接け る 地なる が、 其 始此高 麻 山に 御 在し 坐して 麻 蒔の 功業 を 初めさせ 給 ひ、 後に 大 

草鄉に 移ろ はし 御 在し 坐して 萬 世の常 宮はト 給へ る 者な" めり、 上に 擧 げたる 同じ 記に、 靑幡佐 久佐日 古 命 坐 故 

. 1K, 一大 草 一と 有る 文 は、 故 云， 一佐 草， など 有るべき 所なる を、 如此く 有る は、 麻 はし も 畑に 孩る 草の 中に て は 最高く 

大きく して、 林の 如く 立ち 延びる 物なる が 故に 大 草と は 稱へ 云 へ る 者なる 可し， 右に 所見た る 高 麻 山の 名 有り、 

叉駿河 風土記に は豐 麻と 云ふ猇 有る を も 思 ひ 准ら へ隨る 可くな む、 風土記に 意 宇 郡 佐久佐 社、 神 名 式に 佐久. 佐祌 

社と 有る 是 なり、 (斯 れば大 草と 云 ふ は 麻の 異名の 如くなる 者な りけ り、 高 麻、 豐麻は 高 も豐も 共に 例の 稱辭 にし 

て、 高 は 其 室の 長大なる を 云 ひ、 豊は 枝葉の 繁茂れ る を 云 ふ 言な りけ り、 駿河 風土記に、 富 士郡豐 麻 神社 二 坐， 

所 レ祭大 巳 貴 命與， 1 少彥名 命 一也と 有る は、 此靑幡 佐 久佐日 古 命の 麻 を 蒔き 初め 給へ る 後に、 此ニ 神の 國 土經營 Q 

御 時な む弘 めさせ 給へ りけ らし、 豐 麻と 云 ふ 社號に 就きて 思 ふ 可き 者な リ、 若て 遍く 世に 弘り 行き 足ら ひたる 事 

は、 神武 天皇 Q 大御代に 太 玉 命の 孫 天 富 命の 御 功なる 由 は、 古語 拾 遣に 所見た る是 なり、) 

同 記 曰、 島根 郡 山 ロ鄕、 郡 家 正南 四 里 二百 九十 八 歩、 須佐能 烏 命 御子 都 留ま 日子 命 詔、 吾 敷 坐 山 ロ處在 詔而、 故山 口 

食 給、 .  • 

都留支 日子 命 所見 無し、 故に 强て思 ふに、 此の 第 四 一書に、 素妾嗚 尊、 乃 以-! 天蠅斫 之劎- 斬- 1 彼 大蛇-時、 斬 M 蛇 

尾， 而^ 缺、 卽劈 而視ぃ 之.， 尾 中 有， 二 祌劍？ 素 卖鳴尊 曰、 此不， 可- 1 以吾 私用-也、 乃 遣- 1 五世 孫 一人 之蒈根 神-上-奉 
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於！ KT 此今 所謂 草 薙劍矣 と 有る 此の 天 之曹根 神の 御 事な ろ 可し、 其は傳 二十  一、 二十 二に 委しく 辨 へたる が 如く 

祌名 祕抄に 此祌を 五十猛 命の 一 名と 爲 せる は 謂れ 有る 事に て、 實 に同祌 にて 御 在し 坐し けり、 其 は 天 之 fjT 根 神と 

ァメ / フ ユキ ネノ 力-、  ァメノ フ ユキ ヌシ ノカミ 

■ 申す は 天 之 殖木根 神と 申す 義、 又此を 古事記に 天 之. 冬 衣祌と 作る は 天 之殖木 主神と 申す 義 にて、 五十猛 命の 大八 

洲國內 悉に 樹種 を播殖 させ 御 在し 坐て 靑 山と 成し 給へ る 御 功 用に 依れる 御名なる 事 灼然き 者な りかし、 又 此に吾 

敷 坐 山 ロ處在 詔と 有る も、 己 命の 樹種を 殖え 生して 青山と 成し 給 ふ 時の 御 一一 一 曰に て、 其 山 は、 同 記に 布 自枳美 高山、 

郡 家 正南 七 里 二百 一十 歩、 高 二百 七十 丈、 周 一十 里 (有レ 峰) と 有る 是 なり、 次に 女 岳 山、 郡 家 正南 二百 三十 歩と 

有る は、 其 布 自伎美 高山 を 男 岳 山と して、 其に 相 對へ云 ふ 稱と聞 ゆ、 此御 事に 就きて 說 有り、 傳廿 八に 云 ふべ し、 

偖 此都留 支 日子 命と 申す は、 彼の 草 難劍を 天神の 御 許に 高天原に 上り 奉らせ 給 ふ 御 使と して 仕へ 奉らせ 給へ る 行 

事に 依りて 食 ひ 給へ る 御名なる が、 若く は 御父大 神に 復命し 給へ る 始め 此國に 天降らせ 御 在し 坐し 著き 給へ るか 

ら、 此には 其 都留支 日子 命の 御名に て傳 はれる 者に てぞ 有るべき、 神 名 式に 島根 郡 布 自伎美 神社 多氣 神社^せる、 

共に 此神 を祀れ るに こそ、 (故に 思 ふに 布 自伎美 祌社は 其 山 口に 御 在し 坐して、 多氣 神社 は 山上に 御 坐し すに 

や、 叉 式に 仁 多 郡 伊 我多氣 神社 坐す を、 件 築 社 記に 五十猛 命 曰，, 伊賀 多 氣大明 神, と 有る を も 思 ひ 合す 可くな む、) 

同 記 曰、 島根 郡 方 結鄕、 郡 家 正東 二十 里 八十 歩、 須佐能 命 御子 國忍 別命 li、 吾 敷 坐 地 者 國形宜 者、 故 云，： 方 結 f 

國忍 別命の 御 祖今考 ふる 所 無し、 忍 別の 例 は、 祌武 天皇 戊 午年 御 紀に、 是後 IK 皇欲レ 省 n 吉野之 地 r 乃 從，, 養 田 穿 

tsr 親 輕 兵-巡幸 焉 (中略」 更少 進、 亦 有， 尾、 而 披，， 磐石， 而 W 者、 天皇 問 之 曰、 汝 何人、 對 曰- 臣是磐 排別之 


子 (排 別此 云-, 飫時和 句 一) と 有る、 其 を 古事記に も卽 入- 1 其 山 一之 亦 遇-一生 レ尾 人？ 此人 押つ 分巖？ 而 出来. 爾問汝 者 

誰 也、 答 曰、 僕者國 神， 名 謂，, 石 押 分 之 子 一と 有る 例に 依りて、 此の 忍 別 も 其 行事に 因れる 御名なる を曉 るべ し， 

(但し 巖 など こそ は 柙 分と 云 ふべ かり けれ、 國を忍 別と 云 はむ 事 似 著 はしからざる 事と 危ぶみ 思 ふめれ ども、 此 

に は 大に所 由有る 者な り、 下に 云 ふ を 見るべし、 然れ ども 忍 別は舊 訓に從 ひて 於 志 和氣と 劉むべし、 神 名 式に 和 

泉 國大鳥 郡 柙别祌 社 有る は此 神なる 可し、 下に 云 ふ を考へ 合す 可し) 故に 此の 國忍 別命 はし も 御 父 素 斐鳴大 神の 

亦の 御名 八 束 水 臣津野 命の 國 引き 坐せ る 御 功業 を輔 相け 奉らせ 給へ る 行事に 依れる 御名なる 可く 所思え たり、 風 

土 記國引 文に、 所， d 以號- 一意 宇 _ 者、 國， 引 坐 八 朿水臣 津野命 詔、 八 雲 立 w 雲 國者狹 布 之 稚國在 哉、 初國小 所， 作、 故 

將 -1 作 縫-詔 而、 拷衾志 羅紀乃 三 椅矣國 之餘々 有耶 見者、 國之餘 有 詔而" 童女 眢鈕 所， 取而， 大魚之 ま太衝 別而、 

波 多須々 ま穗振 別而、 三 身 之 網 打 挂而、 霜黑葛 闇々 耶 V 爾、 河 船 之 毛， << 曾々 呂. < 雨、 國々 來， << 引 來縫國 者 自こ去 

豆， 打 絕而、 八 百 米 ま 豆 ま 之 御埼也 (以下 同文 略， 之) と 所見た る、 此 國の餘 有る 地 を 屠 別 させ 給へ りし 御 功に 依り 

て、 國忍 別命と は 御名に 負 ひ 坐るな どに もや 有る ベから む、 若て 此 神の 屠 W させ 給へ る國を 御父大 神の 國 引に 引 

き 給へ る 故 を 以て 國引坐 神と は稱 へ. & せろ にて、 御 功業の 相 別れ 給へ る 狀此に 因りて 知られたり、 (故に 其國引 

Q 始に其 取るべき 國の餘 有る 處を截 り 斷ち屠 別け 給へ る 御 政 は甚， _< 難き 事なる を、 容易く 物爲 させ 御 在し 坐し け 

る は、； TSH  Q 祌には 御 在し 坐 さに りけ り、) 若て 此祌の 吾 敷 坐 地 者、 國形宜 者、， 故 云 一一 方 結, と 詔 ひ 給へ る 其 敷 坐 

キタド ヌ ナ ミノ 

地と 云 ふ は 島根 郡の 地方 を 云 ふなり、 國引 文に 亦 北門 良 波 乃 國矣、 國之 餘有耶 見者 • 國之餘 有詔而 (中略) 國. <來 
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.<< 引 來縫國 者 自，, 手染， 打 絕而、 闇 見 之國是 也、 亦 高 志 之 都々 乃 三 椅矣、 國之 餘有耶 見者、 國之餘 有 詔而， (中略) 

國々 來々 引 來鏠國 者 三 穗之埼 也と 有る、 手染 は、 同 記に： 手染鄉 >  郡 家 正東 一 十 里 二百 六十 四 歩， と 有りて、 方結鄕 

より 凡 一 十 里 許り 正西に 在り、 三穗 は、 美 保鄉、 郡 家 正東 二十 七 里 一 百 六十 四 歩と 見えて、 方結鄕 より は 凡 七 里 

許り 正東に 在りて 共に 島根 郡の 內 なり、 又此郡 名の 事 を、 所， 以 號，, 島根, 者、 國引坐 八 束 水 臣津野 命 之 詔而負 n 給 

名 一 故 云， 一島 根 一と 有りて、 御父大 神の 號け させた まへ る 地な りければ、 其 共に 引き寄せて 縫 ひ 給へ る此 地に 御 在 

し 坐して、 吾 敷地と は 詔 ひ 給へ るな り、 若て 國形宜 者の 御言 はし も、 其國 引に 引きて 國 形と 成し 給 ひ、 其 鎖 

めと して 御 在し 坐す 此 神の 詔り 給へ るに は、 此縫足 はし 給へ る國 Qw 來 上り を稱讃 させ 給へ るに て、 其 も 此も大 

いに 所 由有る 御 事共に なむ 有りけ る、 斯 して 方 結 は 加 多 由 比と 訓む べし、 國形 宜しと 詔 給へ る は、 島根の 形大な 

らす 小なら す、 宜しき 程に 堅く 結 ひ 給へ る 由に て、 其 由 布と 云へ る は、 國引 文に 故將 n 作 縫, 詔而、 叉 は 引來縫 

國 者と 有る 縫 字の 義に 當れる 所な り、 風土記 不， 在 n 神祇官 一と 有る 中に 方 結社と 有る は、 此御祌 にこ そ 渡らせ 給 

ひけめ、 (偖 此の 國形宜 者の 宜 字に 見合せ て、 方 結 を 加 多 • 延と訓 める は、 是 に似て 非なる 可し、 國 形の 宜しき に. 

依りて 然訓 むなら ば、 全く 唯に 形 善と 云ふ義 となる なれ ども、 此 は然ら す、 國形宜 者と 詔へ る は、 堅く 結 ひ 給 

へる を こそ は 詔 ふ 可き 事な り けれ、 其 上 結 字 を 宜しき 義に用 ひたる 例、 伦に 見當ら ざれば 從ひ 難し、 萬 葉 二十 卷 

に、 伊 射 子等 毛、 多 波 和射奈 f 曾、 天地 能、 加 多 米 之久爾 曾、 夜 麻 登 之麻禰 波と 有る に 同じく、 此も 堅め 立て 給 

へ る 事に 就きた る 由な りけ る 者に て 有る を や、) 


同 記 日、 秋 鹿郡惠 曇鄕， 郡 家 東北 九 里 三十 歩、 須佐能 乎 命 御子 磐 坂 日子 命、 國 巡行 坐 時、 至 n 坐此 處-而 詔、 此 處者國 

稚美 好、 有，， ，國 形 如- 畫辆， 哉， 吾 之 宮者是 處造事 者 詔， 故 云 n 惠伴； (祌龜 三年 改 -1 字惠 曇，) 

磐 坂 日子 命の 御祖 此も詳 ならす、 偖此 御名に 食 はせ る 磐 坂 は 地名に も 非す、 又 字の 如くに て 山 坂の 磐お を 知らす 

神なる かと 思 ふに 其 も然ら す、 叉 天 孫 降臨 章 第一 「一書に 謂 ゆる 天津 磐 境に 因れる 神 名に も 非ざる なり- 故に 此に 

國 巡行 坐と 有に 力 を 得て 考 ふるに、 此は御 父 素 妻 鳴大祌 と共に 天下 を 周 巡らし 御 在し 坐して i 國土 を經營 らし 御 

在し 坐せ る 神に. てな む 渡らせ 給へ りけ め、 其 は甚々 上代の 神 名 •  に 唯 何と 無き 地名 を 以て 食せ 奉る は 無き 事に て、 

彼 の 大倭國 者以ニ 行事 一 f 名國奈 利と 詔 ひ 給へ り し 大御貢 の 如く" 其 地 名 を 食せ 奉 る 中に も 其 行事 をな む 兼ね て 

稱へ 奉る 事 常の 定格に て 有りければ、 此も其 如く 見 奉り 說 くべき なり、 然れば 此磐坂 日子 命 はし も 素 斐嗚大 神の 

高天原より 天降り 御 在し 坐し 著き 給へ る 始の頃 はし も、 山川 原野の 差別 も 何も 無くして 唯 一 面の 島山に て 有りし 

かば. 平坦の 地 こそ は且々 も 開け 初めたり けめ ども、 山岳の 如き は 唯に 磐石 を 以て 圍 める のみに して" 草木な 

どの 生 ひ 立つべき 签閑も 非 ざり けむ を.' 此 神の 磐石 を 底に し 土砂 を 表に し 形の 如く 物爲 させ 給へ りけ るに、 五十 

猛 命の 樹 種を殖 生して 青山と 成させ 給へ りけ むと 所思 ゆれば、 其靑 山と 成す 可き 地 磐 を 善く 成させ 御 在し 坐し 

ける に 因りて 磐 坂 日子 命と 申す 御名 は 御 在し 坐すな る 可き 者な り、 次に 國稚の 語 有る に 心 を 得て 思 ふ 可き 者な り 

かし、 (生 島 神 祈年祭 詞に、 皇神能 敷 坐 島 能 八十 島 者、 谷 漠能狹 度 極、 鹽 沫能留 限、 狭國者 廣久、 峻國者 平久と 

有る 峻國 者平久 の 語に 心 を 著け て考へ 合す 可し) 〇 國 巡行 坐 は 右に 云 へ るが 如く 磐 坂 を 平坦して 山岳の 形勢 を 
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善く 成し 給 ふとして 巡り 坐せ るなる 可し- 此處者 國稚美 好と 有る 國稚 は、 傳 二に 註せ る祌 f 七 代 章 第一 一 一 書に、 古 

國稚 地稚之 時と 有る 稚と 同じく 初. しき 意な り、 其 は國引 文に 所見た る 如く、 島根、 秋 鹿、 榍縫、 ffi 雲の 四 郡 は 

しも 本 は 無 かりけ る 地なる を、 素 鳴大 神の 亦 Q 御名 八^ 水 臣津野 命の 處，" <  の 國餘を 割 取して 引き 來り縫 ひ 給へ 

る國 なりければ、 當昔は 未だ 初々 しき 事に て 有りけ むから、 山な ども 甚凝. „< しから ざ めれば、 況て 水の 流れ も 利か 

ら すして 處々 に 溜れる は、 然 ながら 畫る辆 の 如くな りつら む を 見 行 はし 御 在し 坐して、 有，， ,國 形 如，, 畫 辆, 哉と は 

詔 ひ 給へ りし 者なる 可し、 已に炼 十三、 十五に 注せる が 如く、 端珠 盟約 章 第二 一書に、 堀，， 天 眞名井 三處， と 有る 

は、 彼の 天 安河 の 水の 停れ る處を 三處に 堀り たる にて、 謂 ゆ る 巴 字 の 形なる を辆 にも く 事なる 故に 畫辆と は 云 

へる 者な り、 風土記に 惠 曇鄕、 郡 家 東北 九 里 一一 一十 歩と 有る を 本と して 其 地理 を考 ふるに、 祌名 火山、 郡 家 東北 

九 里 三十 歩、 高 二百 三十 丈、 周 一 十四 里 (下略) 又 足 日 山、 郡 家 東北 七 里、 高 一 百 七十 丈、 周 一 十 里 二百 歩と 所見 

たれば、 惠曇鄕 は 神 名 火山と 足 日 山と に拘 まれた る M き 地 と^ゅ、 若て 長江 川 源 》,】 郡 家 東北 九 里 三十 歩 祌名火 

山 f 南 流入， ー于 海, と 有れば、 其 鄕中を 流る \ 川な り、 .ff- に 惠曇池 (本字 惠伴、 改ニ惠 曇 字 ー奏) 陂周六 里 (下略) と 

有る も、 竝々 ならぬ 大 池なる が、 其鄕 中に 湛 へたる 水なる 事 云 ふ も 更なり、 右 は 此記を 奉れる 天 平の 頃の 地理な 

るが、 況て禮 に 久遠なる 祌代 にして 未だ 國稚と 云 ひける 間に は、 其 池の 猶大に 在りて、 長江 川の 委 蛇ら ふ狀 なむ 

實に ffi ける 辆の 如く 有りけ む 事 何 か は 此を疑 はむ、 神 名 式に 秋 鹿 郡惠曇 神社 所見た る是 なり、 fiS は 登 毛に て iM 

音なる 事 云 ふも更 なる を. 畫 鞭と 鑌 くる 時 は 濁りて 云 ふなる にや .1 右の 惠曇 神社 を 風土記に は 惠杼毛 社と 有る を 


以て 知るべし、 叉 其不， 在-一 神祇官 一と 云 ふ 中に、 惠曇 海邊社 同诲邊 社と 有る は • 此別 社なる に は 非 じか、) 

同 記 曰 >  同 郡 多 太鄕. 郡 家 正北 五 里 一 百 二十 歩、 須佐能 乎 命 御子 衝件等 乎 而留比 古 命、 國巡. 行 坐 時， 至つ 坐 此處， 而 

詔、 吾 御 心 照明 正眞 哉、 吾 者此處 靜將， 坐 詔而靜 坐、 故 云-多 太； 

此も秋 鹿 郡に て、 右に 擧 ぐる 惠曇鄉 の 古事に 丼び w でたり、 偖 衝件等 乎 而留比 古 命 は 御祖此 も今考 ふる 所 無し、 

衝杵は 和 泉 風土記に 此 御名 でた るに 衝样と 作れば、 都 伎 富 許と 訓 むべき なり、 若て 此は等 乎と 云 はむ 料に 置 

ける 發 語の 類に して 神の 御名ながら、 古事記 天御饗 段に 打 竹 之^ 遠々 登 遠々 邇と 有る 打は拆 字なる 可き 事記傳 Q 

說の 如く、 叉 萬 葉 二 (四十 丁) に、 奈用竹 乃、 騰遠 依子 等、 三 (四十 五 丁) に、 名湯 竹 乃、 十緣 皇子な ど 有る 拆竹 

叉 名湯 竹より 撓の義 の 登 遠に 續け るに 同じく して、 样を 以て 衝く時 は 其 鋒の 重きと 抦の輕 きとの 權衡に 依りて 自 

然に撓 む 物なる が 故に 此は都 伎 富 許なる なり、 (若て 此は 姓氏 錄に富 己都久 命と 云 ふ祌名 有り， 叉 神 名 式に 伊豆 

國賀茂 郡 多 祁富許 都久和 氣命祌 社、 甲斐 國八代 郡件衝 神社-と 云 ふ も 見えた る、 其 を 倒に 爲 して 云へ るな り ■ 伹 

し杵字 は伎禰 なれ ども 样 字より 誤れる 事喻^.,ーければ、 今 云 ふ 限に 非す) 等 乎 而留比 古 命 は 和 泉 風土記なる も 共 

に 同じき を、 等 乎 は 右に 云 へ る 如く 接の 義と 見ても 而留の 二字 更に 訓む ベから ざるな り、 而字入 之 反 音 志 なれば 

志 流な り、 叉御紀 には邇 の， 假 字に 被 レ用 たれば 邇流 なり、 叉而 字の 訓に 依る 時 は S 流な りと 雖も、 等 乎 志 流に 

て も 等 乎邇流 に て も 等乎氐 流に ても猶 心行かざる なり 故に 思 ふに 風土記に 而 字を假 字に 用 ひたる 例外に 見 常ら 

ざれば、 若く は與の 草書 us と而 の草體 と 相似 たれば、 それより 寫し 誤れる ものに て、 等 乎與留 にこ そ は 有りつ 
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らめ、 右に 云へ る 萬 葉に 騰遠 依子 等 者、 叉十緣 皇子な ど 云 ふ は、 名湯 竹より 係け たれば 云 ふも更 なる を" 其 七 

(二十 九 丁) に、 安治 村， 十 依 海と 詠める は、 味 鴨の 多く 群がり 寄る 事 を 等 乎 與留と 云へ るな り、 然 れば此 御名 

も 御父大 祌の國 引の 御 功業 を 扶助け 奉らせ 給へ る 神に 御 在し 坐て、 共に 其 御德を 成し 給へ る義の 御名な どに や 御 

在し 坐 すらむ かし、 (然る を梅舍 Q 訂正 本に 而字 を衍 として 衝杵を 都 伎々 と訓 める は甚々 無識 なる 事なる を、 平 

田史 にも 衝杵等 乎 留比古 命と 作る は 等 乎 留を通 徹の義 なりと 爲る にや、 其 意 を 得す) 但し 而 字に 就きて 三義有 

り、 一 に は 此而を 志と 訓む時 は 等 乎 志 流なる が、 然る 時 は 等 乎 は數の 十に 同じく して 足 知の 義 なり、 年中行事； i 

抄に 載す る 鎮魂 歌に 八 九十 を 夜 許々 能 多理と 有る 多 理は數 0 十に 當れ， -ば、 御父大 神と 共に 國 土の 事 を 足 知る 

謂な り、 然る 時 は 衝样は 全く 等 乎へ 係る 發 語と 成るな り、 二に は 而字を 邇と訓 む 時 は 等乎邇 流に て、 等 乎は撓 

なり、 邇 流は瓊 有な り、 样 鋒の 撓む 計りに 漥を 著け たる 謂に て， 彼の 天 瓊 戈の 狀是 なり、 此 にて は 唯に 瓊を著 

けたる 样を 主り 給 ふ祌の 如く なれ ども、 是 なむ 國土經 營の表 物な りければ 其 御 功に 於て は 右の 例に 同じ、 三に は 

ノ  ァガミ n 、口 テリア カリ タゾ ンクナ リス 

而字 を&と 訓に讀 みて 等 乎 氏 流な り、 等 乎 は 足な り、 S 流 は 此に吾 御 心 照明 正眞 成と 詔り 給へ るに 等しく、 御 

ホガ 

心の 朗らかに 照り 足 はし 坐せ る 謂なる 可く や、 如 此く三 義に說 く 事 なれ ども， 猶始に 註せ る 等 乎 與留の 方 や 勝り 

たる 可から む を、 後人の 定め 床しくて なむ、 風土記に 秋 鹿 郡不レ 在， 一 神祇官， と 有る 中に、 多 太 社 同 多 太 社と 有る は 

此御 父子 二 柱 を祀れ るに こそ、 (其 外 神 名 式に、 大和 國葛上 郡 多 太 神社、 攝津國 河邊郡 多太祌 社、 近江國 伊香 郡 

多 太 神社、 若 狹國遠 敷 郡 多 太 神社、 加 賀國能 美 郡 多 太 神社 有る は >  此 神を祀 へるな るに や、 但馬國 七 美 郡 多伦神 


社 有りて、 次に 小 代 神社 二 座 御 在し 坐せ る、 小 代 は 等 乎 而留に 言 近ければ 故 有るべし.， 和名 抄都 名に 小 代 (乎 之 

呂) と 有る 是 なり、 傳ニ 十五 卷の細 書に 云 へ るが 如く、 ， 此祌と 五十猛 神と は 同 神と 見 ゆるに 就きて 猶考 ふるに、 

式に 伊會布 神社 有り、 同 抄に射 添 伊 曾 布と 云 ふ鄕名 有る も 思 ひ 合せられ 侍り， 叉 佐 渡 國羽茂 郡度津 神社 は 五十猛 

命に 坐す に、 同抄 駄太鄕 有る も 此に由 有りげ なる 事共な り、) 〇 和 泉 風土記に、 大鳥 郡、 古老 傳云、 昔 素 妾 鳴 尊 

御子 衝样等 乎 而留比 古 命、 巡 7! 行此國 一詔、 吾 御 體衰坐 詔而靜 坐、 故 云， 1 於 登 利； 今 謂ュ大 鳥， 者 訛 也と 云 ふ 事 有り > 

巡 Ti 行 此國， と 云 ふ は 右の w 雲 風土記に も國 巡行 坐 時 云-" <  と 有る に 同じく して、 此 神- rK 下 を 遍く往 き 巡らせ 御 在し 

坐し けるな り. - 然れ ども 御父大 神と 共に 國土を 經營し 御 在し 坐 さむと して 幸 行る 國； りなる 可き 事 は- 右に 註せ 

るが 如く 決き 者な り、 此吾 御體衰 坐と 詔り 給へ る 御 一 百 を 以て、 其 御 功業に 深く 遠く 苦勞 かせ 給へ る 御 事 を 見 奉り 

知るべき なり、 斯る御 功績の 御 在し 坐す 神に は 渡らせ 給 へれ ども >  紀 記に は 漏れ 給へ るに 依りて 世に 知られ 給 は 

ざる こそ 遺憾き 事な り けれ、 傳ニ 十五に 思 ふ 旨 有りて 注し 幸 るが 如く、 若く は 五十猛 神に 御 在し 坐すな る 可し、 

巡？ I 行 此國， と 有る も" 彼の 樹種殖 させ 御 在し 坐し ける 御 時な どの 御 事に こそ、 祌名 式に 和 泉 國大鳥 郡大鳥 神社、， 名 

神大、 月 チ1 新嘗) 大鳥 神社 (鍬 靱) と 二 社 井び 坐せ るに、 先なる を 一 宮 記に 日本 武 尊と 書し、 後なる を 社 說に吉 

備穴戶 媛と 云 ふ は 然も 有るべき 事 なれ 共、 和 泉 志に 大鳥大 明 神、 在， 一大 鳥 村？ 大鳥社 流 記 云、 大鳥 大神宮 五社と 

云 へれば、 其 五社の 中に 一社 は 神代より 此に鎭 り 御 在し 坐せ る 衝样等 乎 而留比 古 命に 御 在し 坐すな る 可し、 然所 

恩る 由 は、 後 紀に弘 仁 十四 年 秋 七月 丙 辰 奉， 1 和 泉 國大鳥 社幣？ 祈， 雨 也、 鑌後紀 に 承 和 九 年 十月 辛 酉 朔乙巳 奉 レ授， 一 
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和 泉國從 五位 下大 鳥祌從 五位 上； 三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月 二十 七日 甲 申 奉, 授，, 和 泉國正 五位 下 大鳥神 從四位 

下？ 同 九月 八日 庚申 和 泉 國大鳥 神 遣， 使 奉， IT 爲，, 風雨 祈， 焉、 同 三年 七月 二日 申 戌授， 一 和 泉 國從四 位下 勳八 等大 

鳥神從 三位， と 所見た る、 此 中に 一 は 祈 雨 一 は 風雨 祈の 御爲 なる に、 臨時 祭式 祈 雨种祭 八十 五 座の 中に も 大烏社 

一座 (和 泉國) として 牧給 へる も I 日本 武尊 にて は 似 著 はしから ざれば、 何れにしても 國土 經營の 神なら すて は 

得 有る ベから ぬ を 以てな り， 且 式に 載れる 當郡 美多彌 神社 は 出雲國 w 雲 郡 美談 神社 有り. 押 別 神社 は、 上に 載る 

K 雲 風土記に • 島根 郡 方結鄕 (中略) 須佐 能-,^ 命 御子 國忍 別命 詔、 吾 敷 坐 地 者 國形宜 者、 故 云 n 方 結， と 有る と同祌 

と 聞え、 叉生國 神社 (鍬 靱) は 大國魂 命に 渡らせ 給 ふ 事 本より なれば、 ffi 雲の 神 等に は 大いに 由有る 事共な り. (猶 

祌名 式に 和 泉 郡 山 直 神社 有る を、 風土記に、 山直鄕 有， 祌號， 1 直 明 神 r 大足 彥忍代 別 一 人皇 御宇 所， 祭神 須佐能 雄 尊 

也と 有る は 更なり、 上に 註せ るが 如く 大年祌 の 御 親族の 祌等も 其 國に數 處鎭り 御 在し 坐せ るな ど 少緣の 所 由に は 

非ざる なり 0 

同 記 曰、 循縫郡 沼田 鄕、 郡 家 正西 八 里 六十 歩、 宇 乃 治 比 古 命 以，, 雨 多 水， 而御 乾飯 爾多爾 食 坐 詔而、 爾 多食 給 之.， 然 則. 

レ 謂，， 爾多鄕 r 與今 二人， 猶云， 1 努多， 耳、 (祌龜 三年 改 -1 字 沼田，) 

故 此宇乃 治 比 古 命 はし も 決く 素 妾 鳴 尊の 御子に して 御 祖は奇 稻田姬 命に 御 在し 坐すべき 事、 已に俾 二十 一 に委く 

注せる が 如し、 其 は 同 記に，， 大原郡 海 潮鄕、 郡 家 正東 一十 六 里 三十 三 步， 古老 镇云、 乎 能 治 比 古 命 恨，, 御 祖須我 

禰命 _ 而、 北方 出 雲海 潮 押 上 漂-御 祖之 神？ 此海潮 至.， 故 云-海 鹽， (神 趣 三年 改，， 字 海 潮，) 卽 東北 須我 小川 之 湯 淵 


け 川 中溫泉 f 不， 用， 號) 同 毛 間 村 川 中溫泉 》  (不， 用， 號) と 所見た る、 須我禰 命 は 須我姊 命と 申す 義と 聞え- 其 

須我 は、 此正、 書に 素 戔嗚尊 (中略) 然後 行覚， ー將， 婚 之處？ 遂 到，, 出 雲之淸 地, 焉， 乃 一一 目 曰、 吾心 淸々 之， 於 r 彼處， 建 

レ宮と 有る、 此を 古事記に は 須賀宮 と 有りて、 其宮は 大后奇 稻田姬 命の 爲に 建てさせ 給ふ處 にして、 其 父母 ニ祌 

に 稻田宮 主 須賀之 八 耳 神と 云 ふ號を 食せ 給へ る 程の 事に し 有りければ- 其 地名に 依りて 須我誦 命と 申す は 何れ Q 

祌か御 在し 坐 さむ、 奇 稻田姬 命に 渡らせ 給 ふ 可き 事 申す も 更なり、 故に 此姬神 を 御 祖と爲 る 時 は 其 御 父 は 素戔鳴 

大祌 にて 御 在し 坐す 事 著明き 者な りかし. (故に 其 須賀宮 の 所在と 聞 ゆる 淸地 は、 風土記に. - 須我 山、 郡 家 東北 

1 十九 里 一 百 八十 歩、 有， 一 檜扮, と 有りて、 卽ち此 海 潮鄕の 中に てゎづ かに 二 里 許りの 路程なる を も 思 ふ 可き 者な 

り、) 〇 宇 乃 治 比 古 命、 名義 は 海路なる 可く ャ 侍らむ、 右に 引ける 诲潮鄉 の 文に 北方 》 雲海 潮 押 上 漂，, 御祖之 神, 

と 有る は、 一時 御 母 神 を 恨み 奉る 事の 御 在し 坐して 物爲 給へ る 事ながら、 斯る 山中に 海 潮 を 押 上せて 漂 はすと 云 

ふ 事 はし も、 陸地 を 主る 神の W 來 まじき 事な りければ、 然 なむ 思 ひ 定めたり ける. 然る は傳六 及び 八に 注せる が 

如く、 此素斐 嗚大祌 の 荒 魂 はし も 海 童 祌に御 在し 坐せば， 其 御靈を 承け て 生み 坐し ける 御子な りけ む 故に、 其 荒 

魂の 進に 依りて は 御 母祌を すらに 窘め 奉らむ とは爲 させ 給 ひけるな る 可く や、 此 狀海宮 遊行 章 第 四 一書に、 故 弟 

潮 溢 a, 則潮大 溢、 而兄 自沒溺 (中略」 兄改- 一前 言， 曰， 吾是汝 兄、 如何 爲，, 人 兄， 而事レ 弟耶、 弟 時 w= 潮 溢 凄？ 兄 

見レ之 走？ f 登高 山-則 潮 亦沒レ 山、 兄緣， 1 高樹, 則 潮 亦沒， 樹 (下略) と 有る は、 事 は 違 ひて 有れ ども 其狀の 似た る 事な 

る は、 此宇乃 治 比 古 命 は 其 海神の 御靈を 得て 海路 を 主り など 爲し給 ふ 神に 御 在し 坐すな る 可し、 (但し 海上 を 守 
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り 給 ふ住吉 神な ど- -は 同じから す、 思 ひ 混 ふ 可から す、 偖傳 二十 一 卷に 云へ るが 如く * 此宇乃 治 比 古 命 はし も 其 

始大已 貴 命と 其 爭ひ給 ひし 八十 祌の 中の 一 柱に 御 在し 坐して、 後に 大巳貴 命に 歸順ひ 給 ひけむ と 所思し き 所 由 有 

れ ども、 其 は甚可 長き 事に し 有りければ 此には 注さす、) 御 乾飯 は 美加禮 比と 訓む べし、 允恭 天皇 七 年 御紀に 

li 字 を加禮 比と 訓 めり、 和名 抄飯餅 類に は、 耩、 和名 保之以 比、 乾飯 也と 有りて、 次に 餉訓， 一 加 禮比於 久留； 俗 云 

加禮 比と 書して、 保之以 比と 加禮 比と 字 を 別け たれ ども、 共に 乾干した る 飯の 謂 なれば 同じ 事な. 一め り、 爾多爾 

食 坐の 爾多 は、 水分 神 祈年祭 詞に、 朝 御 食 タ御貪 能 加 牟加比 *s、 長 御 食 能 遠 御 食 登、 赤丹穗 _® 聞 食と 有る を 始めと 

して、 凡ての 祝詞に 多く 赤 丹穗と 云へ る 丹に 同じく、 食物 を 聞 食して 御 面の 照り 明らみ 坐す 由の 首と 聞 ゆ、 但し 

同 記 伊 多 郡の 所に、 所 r, 以 號，， 仁 多， 者、 所， 造， 二 K 下， 大祌 大穴 持 命 詔、 此國者 非， 大非， 小、 川上 者 木 穗刺加 布、 川 

下 者 河 志 婆 這 度 之、 是者爾 多 志 枳小國 在 詔、 故 云 一一 爾多， と 有る 爾多志 枳と同 語と 聞 ゆるが、 此者 神武 天皇 三十 有 

1 年御紀 に、 廻 TI 望 國狀， 曰、 妍哉 乎國之 獲矣と 有る 下に、 妍哉此 云 一一 鞅奈珥 夜， と 注させ 給へ ると 同じ 義の言 にて 

萬 葉 一 (七 丁〕 に 何恰國 曾と 詠ませ 給へ る 意味な りければ、 赤 丹穗と 同じ 首に は ffi でながら、 爾多爾 食 坐 は 美ら に. 

聞 食し 坐す と 云ふ義 にや 有る ベ かるらむ、 (顯宗 IK 皇御 紀窒壽 御詞に • 美飮樊 哉、 此 云，， 于 魔羅 儸 烏野羅 甫屢柯 

佞, 也と 有る を考へ 合す 可し. - 妍 哉と 可 美と 一一 目 相 近き 證は、 八洲 起 元 章に 憙哉 遇， 一可 美少 男， 焉と 有る を、 其 第一 

1 書に 妍哉 可愛 少男歟 と 有る、 此等を 見合せ て曉 りつべく なむ、.)  . 

同 記 曰， 祌鬥 II 八 野鄕、 郡 家 正北 三 里 二百 一 十步、 須佐 能袁命 御子 八 野 若 日 女 命 坐 之、 爾時 所， 造-一天 下 -大 神 大穴 巷 


命、 將 -1 娶給， 爲而 令， 造レ屋 給、 故 云 n 八 野 r 

此の 八 野 若 日 女 命と 申し 奉る 八 野は屋 主と 云 ふ 事に て、 允恭 天皇 一 一年 御紀に 戶母此 云，, 覩自 一と 有る に 同じき を、 

後に 地名と 成りて、 若 日 女 命と 申し 奉るな む 其 御名なる にて、 寶鏡 開始 章 第一 一書に 謂 ゆる 稚日 女尊に 御 在し 坐 

して、 卽ち 三女 神の 御 事に 渡らせ 給 ふ 可き 由、 已に傳 十 1 一一、 十八に 委しく 註し 奉る が 如し、 偖 叉此に 令, 造， 屋給， 

故 一 K,i 八 野， と 有る 其 屋は謂 ゆる 妻屋の 事に して、 二 注御祖 神の 八 尋殿は 申す も 更なり、 素 妾嗚大 神の 奇稻 田姬命 

に 婚給ふ 料の 須賀宮 など 此 例なる 事、 巳に 傳ニ 十一に 注せる が 如し- 若て 此は 古事記に 、大國 主神 亦 娶，, 祌屋榍 

比賣命 f 生， 一子 事 代 主神， と 有る を、 地 神 本紀に は、 次娶 T 坐-一 邊津 宮, 高 津姬祌 h 生 n 1 男 一 女 f 兒 都味齒 八重 事 代 

主神 (下略) と 有りて 同 神に 坐す が、 右の 祌屋榍 は祌屋 建に て、 此に 令レ造 レ屋と 有る 其屋 の崇大 なりし に 依れる 事- 

此に八 野 を 以て 御名に 食 はせ 奉る を 以て 曉る 可き ものな り •* 神 名 式に 神 門 郡 八 野 神社、 風土記に 矢 野 社と 有る 此 

にて、 今 も屋野 村と 云 ふに 立た せ 御 在し 坐す と 云へ る是 なり、 (叉 同 記に 朝 山鄕、 郡 家 東南 五 里 五十六 歩、 祌魂 

命 御子 眞玉著 玉 之 邑日女 命 坐 之、 爾時 所， 造， 1 天下， 大神 大穴 持 命 娶給而 毎朝 通 坐、 故 云，, 朝 山， と 有る， 此 女神 を 

しも 神 魂 命の 御子と 申す は 故 有る 事に て. 其 實は同 神なる 由 此も傳 十三 卷に 云へ りき、) 故に 此矢野 社に 就きて 思 

ひ 寄れら く は、 伊勢 國壹志 郡 加良洲 社と 云 ふ 有り、 今 矢 野 村に 御 在し 坐して、 神 名 式に 謂 ゆる 須 氏神 社是な りと 

云へ り、 祠官今 井 氏の 舊 記に.' 「祭神 稚日 女尊、 欽明 天皇の 御 時、 壹志直 青木と 云 ふ 人に 託して 攝 津國活 田長峽 

國 より 打 摩 志 暉流可 美國須 S の 地に 遷り 給へ り」 と 云 へる は、 神 名 式に 攝津國 八 部 郡 生 田 神社 (名 祌大、 月次 相 
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嘗 新嘗) と 有る、 此は卽 ち 神 功 皇后 御紀 に、 稚日 女尊 誨之 曰、 吾 欲， 居- 1 活田 長峽國 r 因以 -1 海上 五十 狹 茅-令 レ祭 

と 有る 是 なり、 此 社より 伊勢に 勸 請れ る 其 地名 を 矢 野 村と 云 ふに 就きても 右の 八 野 若 日 女 命な む 思 ひ 合す 可 かり 

ける. 叉傳 十八に 注し 徵せ るが 如く、 祌名 式に 阿波 國名方 郡 H< 石 鬥別豐 玉比賣 神社、 此は寶 鏡 開始 章 第二 一書に 

謂 ゆる 玉 作 部 遠祖 豐玉 者. 造， 玉と 有る とは^ 祌 にて、 卽ち 右の 稚日 女尊の 本社な りけ る を， 今 も 矢 野 村と 云 ふに 立 

たせ 御 在し 坐す と 云へ り、 萬 葉 十 (四十 三 丁) に、 妻隱、 矢野祌 山、 露霜 爾、 爾寶 比始、 散 卷惜、 又 玉 葉 集に 、「梓 

弓 春 立つ らし も 物 部の 矢 野の 神 山 霞 棚 曳くー  など 詠める 矢 野 祌山は 何國な るら む、 唯 尋常の 山なら むに は祌 山と 

は 云 はじ を、 W 雲の 八 野 は 里 中の 地と 聞 ゆれば 山と は 云 ふべき に 非す と雖 も.. 何方に 在れ 矢野祌 山と 云 ふから は 

此の 八 野 若 日 女 命の 御在處 なる 可き 事 云 ふ も 更なり、 和名 抄鄕 名に、 播磨國 赤 穗郡八 野、 備後國 2. 奴 郡 矢 野、 伊 

豫國喜 太 郡. 矢 野な ど 見 ゆ、 (夫 木 集に、 俊賴、 「妻 隱す矢 野の 山なる 柏木の 强 面き 戀に 我が 年は經 ぬ」 爲家、 「梓 

弓 春と 云 ふより 引替へ て 早く ぞ祝ふ 矢 野の 里人」 同、 「梓弓 春と 云 ふより 物 部の 矢 野の 松原 時 を 知る らし」 と 詠 

めるな ど、 唯に 矢 野と 云 ふ 地名の 有る に 依りて 詠める のみに して、 其 所在の 證には 成らす てな む、) 

同 記 曰、； Ts: 郡 滑 狹鄕、 郡 家 南西 八 里、 須佐 能袁命 御子 和 加 須世理 比 賫命坐 之、 爾 時所レ 造-天下， 大祌 命、 娶而通 坐 

時、 彼 社 之 前 有-磐石？ 其 上甚滑 也、 卽詔滑 磐石 哉 詔、 故 云，， 南 佐， (祌龜 三年 改 -1 字 滑 狭，) 

此和加 須世理 比賣命 は、 上なる 八 野 若 日 女 命に 同じく、 共に 彼の 謂 ゆる 三女 神に て 渡らせ 給 ふ 由、 已に傳 十三、 

十五に 委しく 注せれば 今 云 ふ 限に あらす、. 右に 彼 社と 云へ る は、 同社に 謂 ゆる 奈賣佐 社、 奈賣佐 社と て 二 所 立た 


せ 御 在し 坐す 舊地 是. なり、 此 御社 今 は 高 倉 山と 云 ふに 移し 奉れ- - ども、 其 舊地を 見る に、 彼の 社 は 其 高 倉 山の Hi 

崎と も 云 ふべき 地に て、 上より 帶の 如く 流れ！ 1 る 小川の 有りて、 其 落 口の K は 一面なる 大 磐石なる が、 其 面に 大 

き 小き 岩 坪と 唱る物 凡 口許り 有る に 因りて 其 山 を 岩 坪 山と 云 ひ、 其 社 を 岩 坪 明 神と 申し、 其 地 を 神 妻 村 (訓 曰，， 加 

牟都 麻，) と 云 ひける を、 近頃 字音に 唱へ來 りて 終に 祌西 村と 云 ふ 事に は 成れり と？；^、 若て 其 岩 坪の 大 磐石 は 四 

時 共に 水底に 在る 事 なれば、 常に 水 t 台の 爲に甚 滑らかなる 事に し 有りければ、 今 其 地に 臨み 見る にも 滑 磐石 哉と 

詔り 給 ひし 神代の 較略も 心に 浮びて、 奇し とも 尊と も 一一 一 曰 に 絶えた る祌 跡に て 有りけ り、 萬 葉 一 (十九 丁) に、 雖， 見 

飽奴、 吉野乃 河 之、 常 滑 乃、 絕事 無久、 復還 見牟、 十 一 (十四 丁) に、 隱ロ 乃、 豐泊瀬 道 者、 常 滑 乃、 恐 道 曾、 戀 

由 眼な ど 有る 常滑是 なり、 大同 類聚 方に、 須西利 薬、 出 雲 國祌門 郡 從八位 上 祌門臣 等 之家傳 方、 其 元 者 和 加須西 

利 比賣命 所レ授 也と 有る も、 此 社に 就きた る ことなり.， 神 名 式に， 祌 門郡那 寶佐祌 社， 同社 坐 和 加 須西利 比賣神 

社と 所見た る、 此那賣 佐 神社 は 右の 岩 坪 明 神に して、 高 倉明祌 と. & すなむ 和 加須西 利比賣 神社なる を、 今 は 共に 

合せ 祀 りて 兩社を 一 に 成し 奉れり き、 (但し 此は 已に傳 十三 卷に 此祌 社の 御 事に 就きて 引ける 其 社 記に、 所謂 磐 

石 者 在， 一 祌西村 岩 坪 山 r 岩 坪 明 神 高 倉 明祌、 是則 祭，， ，大 巳 貴 命與， 1 須世理 賈命？ 式內那 寶佐兩 社是 也と 有る によ 

りて 云 ふ 事なる が、 後に 安政 五 年 五月 十八 日 件 築 大社より 出で立ちて、 備 後に 越 ゆと て 飯 石郡須 佐に 赴く 時、 佐 

々鎮 之丞 に案內 せられて 此 御社に 詣で 奉り、 神主 武田 氏に 逢 ひて 問 ひ 聞き、 自ら も 其 神 跡 を 見 奉り 巡りて 其 消息 

を 今 注せるな り. 伹し 神主の 云へ らく は、 「高 倉 社 は 式 外にて 伊 #諾 尊 を 祀れる を 後に 岩 坪 明 祌ニ柱 を 合せ 奉り 

rn 本書 紀傳 二十 四之卷 附錄  三 二三 ，  . 
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て 今 は 三 社と 成れり」 と 云へ る は、 右の 社 記と は少か 異なれ ども 此方 正しく 問 ゆ、 又 云 ひけら く は、 「此岩 坪 Q 

小川 にても 龍 蛇 ©ffi づる事 有りて、 杵築 大社に 十月に 海中より 上る に 其 形狀は 凡て 異ならす、 其 家に も 二 尾を藏 

め 侍れり」 と 云へ り、 叉 右の 岩 坪の 中に 何時と 無く 美き 小石の 多く 聚 まり 有り、 國人 産の 時には 必す賜 はり 持ち 

て 生む に少 かも 難産の 愁 無き 事な りと ぞ、 此ニ大 神の 天下に 萬 國に恩 賴を幸 はへ 御 在し 坐す 中には、 此 程の 靈威 

は 何 許りの 御 事に も 御 在し 坐 さ^らめ ども、 餘 りに 奇 しき 御 事なる 故に 今 記し 置く 者な り、) 

右 安政 六 年 正月 元日 始焉、 至，， 二月 九日， 二百 五十 七 紙 稿 成矣、 同 十日 有 n 鹿 島 香 取詣之 事？ 十七 日歸、 同 二十 

五日 發， 途 行，, 于 遠江國 T 三月 五日 地 鎮祌社 遷座 也、 因， 一嘉 永 七 年 十一月 四日 震災 之 事 T 余所， 始創 一也 • 去年 十 

1 月 二十 三日 假 遷宮、 而今 年奏， 一功 乎玆， 也、 同 十三 日 還、 復糧， 之-, 同 二十 二日 終焉、 嚴擾本 主人 于時 四十 有 

八歲。 
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, V  7  :rl*7 に ナ， ヲ/  づ卜ノ シ ヮ f ァヂキ ナシ  カレ モロ モロ ノカミ タチォ ホセ チ クラ ノ ォキ トヲ テ タで 一.？ フ ヴリ コ/  .^1 一一 

一， 銜曰。 素^f1-嗚尊所lれ無狀。 故 諸 神 科 _1 以千 座置戶 一而 遂逐 之。 是時 

I-  ，  ^  mff  ..^  ^  B  i、  * 經 1 茂 ^  ト奥 乃 興 言 

ノリ タマ ハク n /クニ 一一  ハァ レズ ト ゾリ タマ ヒ やセヲ ラマ ク ッヒニ モー、, ハ， -ー. T;r フ；； .；. ミリ テ ヒム； 力.." 一 ヮ パ,. "。マ ヒキ ィ. マスお P  ^ や.； 

曰 此地 吾不. 欲 J5。 遂以， 1 墙土 一作. 舟 乘之束 渡 到，， 出 雲國簸 ：：^ 上 

トレ ト— 力.、 ， タケ 二 トキ 一一  ゾコニ ァリ ノム ヒト IK ヲロチ  カレス サ，' ヲ /£コ トス ナ ハチ モテ マ マノ ハへギ つ ズ タチ  > ヲキ リタ 5： フ 

島 上 之峯， 時。 彼處 有，， 呑. 人 大蛇 一 素 tli- 嗚尊 乃以ヘ 大蠅研 之颜- 斬， 1 

ュル クサ ナギゾ ツル ギ ナリ 

謂 草 菊 劍矣。 

：斐嗚 尊大 神の 天降り 御 在し 坐した る 事前後 二度な りき、 其 先なる 度 は 彼 諸 神に 逐 はれ 給 ひて 天降らせ 給 ひ、 後の 度 
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マ カリマ ヲシ 

は 日 神に 辭 見 に參 上らせ 御 在し 坐して なむ 天降らせ 給へ りけ る、 然して 其 御子 五十猛 神 を 帥て 天降らせ 御 在し 坐し 

ける をば、 其 初の 事と ゃ爲 む、 叉 後の 時と ゃ爲 む、 今な む 定め 云 ひ 難 かりけ る を、 此彼考 合する に 此に段 々の， 第 有 

ろ 事共な りけ り、 故 此に素 姜鳴尊 所行 無狀、 故 諸 神 科つ 以千座 置戶， 而、 遂逐， 之、 是， 時 素 §{嗚 尊 帥，， 其 子 五十猛 祌 T 降 n 

到 於 新羅 國？ 居- 1 曾 尸 茂 梨之處 f 乃 興 言 曰、 此地 吾不， 欲レ 居、 遂以 n 坡土， 作， 舟、 乘， 之柬 渡、 と 云 ふ 迄 は 其 前の 度の 

事に して、 次に 到， 1 出 雲國凝 川上 所 レ在鳥 上 之 峰？ と 有る は此 後の 事に し 有る を、 東 渡 到， Iffi 雲國， と續 きて 一 に 混同た 

る 者な りけ り.' (此 訂正し 無くして 見る 時 は、 前後の 事に 就て 打 合 はざる 事な む 多く ffi 來 める を、 然條理 を 分別ち 見 

る 時 は、 少 かも 疑 ふ 可き 所 無く 甚 鮮明に 見 ゆる 者な りかし、) 然る は此 正書に 八岐 大蛇の 形狀を 云へ るに、 松栢 生，, 於 

背 上, と 有る 栢は卽 ち 檜なる 事傳 二十 一 に 注せる が 如くなる に、 古事記に も、 亦 其 身 生，, 蘿及 檜榲, と 見えた る、 其 檜 

榲は此 に 第五 一書に 素斐嗚 尊、 (中略) 乃拔 n 鬚髯， 散， 之 卽成レ 杉、 又拔 T1 散 胸毛， 是成レ 檜、 と 有る 是 にて、 此 下に 初 五 

十猛神 天降 之 時、 多將 n 樹種， 而下、 然不， 殖， ー韓 地； 盡以 持歸、 遂始， 自-筑 紫 T 凡大 八洲 國之 內莫， 不，， ， 播殖而 成，, 青山， 

焉と 有る は 其 同時の 事に して、 松 相の 生 始め 檜榲 の茂榮 ゆる 初にし 有りければ、 若 五十猛 神の 御 天降 其簸 川の 時なら 

むに は、 右の 第五 一書の 故事 はし も 皆 がらに 徒 事と なむ 成竟 める に 就て、 有る 樣 有る 可し と 深く 遠く 此 彼に 115^ 一り て、 

文 義を考 見 以て 行く に、 此は必 しも 先の 神遂 はれの 御 時に、 帥て 天 降り 御 在し 坐し ける にこ そ究 まりたり けれ、 其 は 

彼 大蛇の 背 上に 松 相の 生た るな む恰 かも 靑山 成せる 狀 なる-を、 其は大 八洲 國內盡 くに 靑山 成せる 後なら では、 然る 形 

貌は 成す 可から ざる 理な るが 上に、 元より 檜 榲の樹 種な どの 無き 以前なる に、 然る 物の 生 ふべ くも 非 ざり ければ、 此 


に は 前後 Q 事 を 甚く 事 略て 一 に 合せ 傳 はれる が、 中古に 至りて は 其 差別 も 何も 知られ や 成行きて * 其と 此 とは^ 物 Q 

如く 成竞 たるに こそ 有らし、 (凡て 上古の 事實に 於て は 異なる 一 傳も 有る なれ ども.. 其 中には 首尾 相 貫きて 一 に圜在 

る 可き 事も必 有る は、 其 因りて ar つる 所 Q 源 相 同じければ なり、 此意 忘る 可から す、) 然 れば此 に、 故 諸祌科 以千座 

置戶， 而、 遂逐レ 之  >  是時素 姜嗚尊 帥-一 其 子 五十猛 神 f 降 TT 到 於. 新羅 國？ と 有る は 甚く 事 を 約め たる 者に して、 其 始大八 

洲國に 天降り 御 在し 坐し 著て， * 其より 新羅 國に 流離ら へ 御 在し 坐し けるな めり、 神 名 式に 謂 ゆる 對馬國 上縣郡 島大國 

魂 神社の 傳 にも、 「素 戔嗚尊 新羅 國會尸 茂 梨の 地に 到り 給 ふ 時、 先づ此 島に 鎭り給 ふ」 と 有る 是 なり， 然る は傳 二十、 

二十 一 に 巳に 明らめ 註し 奉 るが 如く、 寳鏡 開始 章 第三 一 書に 初 度の 御 天降の 事 を 書せ るに • 旣而 諸神嘖 -1 素斐嗚 尊- 

曰、 汝 所行 甚無 i 賴、 故不 レ可レ 住- 1 於 天上？ 亦 不：， 可レ居 M 於 葦原 中國？ 宜， 急 適， 1 於 底 根 之國？ 乃 共逐降 去， 于；， 時霖 也、 

素 妻 嗚尊結 n 束 青草， 以 爲，, 笠簑， 而>  乞，, 宿 於 衆 神？ 衆祌 曰、 汝是 躬行 燭惡而 見， 1 逐謫， 者、 如何 乞-宿 於 我？ 遂 同距レ 之、 

是以 風雨 雖， 甚、 不， 得- 1 留休， 而 辛苦 降矣、 自， 爾 以来、 世 諱，. 著，, 笠簑， 以入 * 伦 人屋 內 h 叉諱 T 負， 1 束 草， 以 入お 人家 內 わ 

有レ 犯, 此者、 必 債，, 解除 T 此 太古 之 遺 法 也、 と 有る、 此 時に 五十猛 神 を も 帥て 天降らせ 御 在し 坐し けるな りけ り、 

然る は 此素斐 鳴大祌 はし も、 此に 天上より 祌逐 はれさせ 給 ひける 御 時に、 亦不, 可， 居-一 於 葦原 中國， と 禁制し め 奉られ 

給 ひし 葦原 中 國と云 ふ は、 傳 十二に 注せる が 如く、 高天原に 對 へて 此 大地の 全體を 云ふ稱 なる 物から、 此 程に は我大 

八洲 國を 除きて は、 外 蕃諸國 は 未 地形 も 調ら ざり しかば、 當昔は 押 立て 此大 八洲 國の 總稱の 如くな りし 故に、 右 は 亦 

不 レ可レ 居-一 於大 八洲 國 I と 云 ふ 意味なる 文な り、 此を 以て 衆祌の 共に 距て留 休め 寧ら すして、 終に 未 形 生なる 新羅 國へ 
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は 追放ち 奉られた る 者と 所見たり、 其 證は降 n 到 於 新羅 國， と 有りながら、 下に 初 五十猛 神 天降 之 時、 多將- 一樹 種- 而 

下、 然 不レ殖 -ー韓 地？ 盡以 持歸、 (下略) と 有る、 此持歸 字 は 此方より 往 渡らせ 給へ るに 非す して は 云 ふま じき 言なる 

が 上に、 彼 曾 尸 茂 梨と 云へ る 樂の狀 も、 笠簑を 著た る容 なるな どに、 眼 を 著て 見 以て 行く 時 は、 實に隈 無き 事に なむ 

有りけ る、 (然れ ば 右の 前章 第三， 一書の 結に.. 是以 風雨 雖， 甚、 不， 得， ー留 休， 而、 辛苦 降矣、 と 有る は 中 H< の 事に は 非 

t 天 上より 此大 八洲 園に 天 降り 御 在し 坐し- - 程に、 處々 に 流浪 ひ给 ひし 間の 御 辛苦に て、 其 降と 云 ふ は 此に降 11 到 

於 新羅 國 一と 有る に 等しくて、 彼國に 到り 著せ させ 給 ふ 御 事を然 申せる にて * 大凡 は罷 字に 近き 所な めり、) 然して 次 

に、 乃 興 一 百 曰、 此地 吾不レ 欲， 居、 途 以，, 壇 土， 作， 舟、 乘， 之 東 渡と 有る は、 素 t{ 鳴 大祌其 御子 五十猛 神 を 帥て、 彼 土に 

御 在し 坐し 著 かせさせ 給 へれ ども、 御 心 落 居させ 給 は ざり けらし、 更に 御 鼠 國に歸 渡らせ 給 は將く 所思し 成りて 發愤 

らせ給 ひけるな り、 若て 此東 渡と 有る は 下に 明らめ 奉る が 如く、 此度は 決めて w 雲 國には 御 在し 坐 さじ かし、 下に 遂 

始レ自 n 筑紫？ 凡大 八洲 國之 內、 莫, 不一，, 播生而 成， 一青 山， 焉、 と 有る、 此御 功業 はし も 御 父子 相 共.^ に 成させ 御 在し 坐し 

ける 事、 次の 一書に 著明 かりければ、 此御功 を 千 名 Q 五 百 名に 食 持た し 御 在し 坐して、 再 H< 上に は參 上らせ 給 ひける 

なりけ り、 此 卽四祌 w 生 章に 謂 ゆる、 故 令， ー國內 人民 多以 夭折： 復 使， 一青 山變枯 i と 有りし 御所 行に は 引替させ 御 在し 

坐して、 國土 人民に 廣き 厚き 御 恩 賴を幸 はへ 給 ふ 御大 業に 御 在し 坐して、 實に日 神の 大御 心に 協 はせ 奉り 給 ふ 御所 行 

になむ 有りければ、 今 こそ 天 に參向 はせ 給 ふ 可き 自然の 勢に は 渡らせ 給 ふ 可き 御 事な り けれ. 上 章 第三 一書に、 是後 

素 戔嗚尊 曰、 諸 神遂， 我、 我 今當- 一永 去 T 如何 不 T 與 >1 我姊， 相 見 A 而擅 自徑 去歟、 廼復扇 扇， 國 上；.， 詣于 天- (下略」 と 


有る は、 先に 天降らせ 御 在し 坐し 來る 引繞ひ 事の 如く 見 ゆる 物から >  右 Q 大八 珊國內 盡 に 青山と 瑞々 しく 成させ 御 在 

し 坐し ける 間に は、 何千 萬 年 をば 重ねさせ 給 ひけむ、 (其 は 上に も 云へ るが 如く、 正書に 大蛇の 事 を 云へ るに 松栢 生，, 

於 背 上， と 云 ひ、 古事記に も 亦 其 身 生 n 蘿及 檜榲， と 有る も、 久しき 年 序 を經る 任に 然る 事に て， 一朝 一 夕の 較略 なり 

とも 見えざる に 心 を 潜めて 辨ふ 可し、) 若て 到 nffi 雲國凝 川上 所， 在 鳥 上 之 峰 一と 有る は、 後 度の 御 1K 降の 御 時に 其 到り 

著せ 給へ る 所 を 記されし 者なる にて、 其實は 第二 一  書に 是時 素斐鳴 尊下 TT 到 於 安藝 國 可愛 之 川上-也と 所見た る是 なる 

が、 其 も 此度は 新羅 國 より 渡り 來 坐せ るに は 非 じかし、 出 雲 風土記に、 意 宇 郡 安 來鄕、 郡 家 東南 二十 七 里 一 百 八十 歩、 

神 須佐乃 烏 命 天 壁 立 廻 坐 之、 爾時來 T1 坐此處 一而 詔、 吾 御 心 者 安平 成 詔、 故 云 n 安來 f と 所見た る • 是卽 直に 天上より 

此處に 天降り 御 在し 坐した る證 なる 事、 已に傳 二十  一 、 二十 三に 委しく 注せる が 如し • 若て 此度は 日 神の 授けさせ 給 

へりし 三女 祌は 申す も 更なり、 供奉に て參 上らせ 給へ りけ る 五十猛 神 以下の 御子神 等 を も 共に 帥ゐて 天 降らせ 御 在し 

ク ダリ/^ 

坐し ける 故に、 出雲國 にても 其 御 事跡な む 多 在りけ る， 其 は 下に 註し 明らめ 仕 奉て むかし、 右の 如く 章句 を逐 ひて 佗 

力」 ザ 

に 比 校 ふる 時 は、 此 一書 はし も、 素斐嗚 大祌其 御子 五十猛 祌 共に 天降らせ 御 在し 坐し ける 前後の 御 事の 混同に 成れる 

から、 其 差異の 所見 難き なめり、 (叉 事の 略に 過ぎた る 事も少 から ざれ ども、 御 紀の例 凡て は 一 の 委しき 方に 讓 りて 

省きし 事 なれば、 此は 然し も 尤も 可き 事なら ざるな り、) 〇 所行 無狀 は、 寶鏡 開始 章の 首に、 是後素 妻 鳴 尊 之 所行 也 

無 レ狀、 何 則 云云、 と 有りて 上に 先 づ此事 を 云 ひて 下に 其條 目を擧 げられ、 其 第二 一  書に て 素 斐嗚尊 云々 と 初に 其 犯罪 

の 事 を ig ベ 載せられて、 終に 凡此 諸事 盡是無 狀と云 ひ 結め られ、 第三 一 書に は旣而 諸神嘖 n 素斐嗚 尊， 曰、 汝 所行 甚無 
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レ頼、 故不， 可， 住， 一 於 天上う 亦不レ 可， 居-於 肇 原中國 T と 有りて、 右に は 無 頓のー 百に 換 へて 祌逐の 時の 語と 爲る も、 此 

の 所行 無狀と 有る に 趣 異ならざる なり、 傑 十七、 十九に 已に 註せ りき、 〇 千 座置戶 は、 寶鏡 開始 章に、 諸 祌歸， 一 罪過 

於 素 妾 嗚尊？ 而科， 之以- 一千 座置戶 T 遂促徵 突、 其の 第三 一書に、 卽 科-素 斐嗚尊 千 座 置戶之 解除？ 以-手 爪， 爲- 吉爪棄 

物？ 以， 一足 爪， 爲，, 足 爪棄物 T 乃 使 TIK 兒屋命 掌 n 其 解除 之 太 諄辭， 而官 VN 焉、 と 所見た る此を 約め 云へ る 者な り、 傳十 

七、 二十に 委しく 云へ り、 〇 遂逐之 は、 遂之 二字 古事記に 神 夜 良 比 夜良此 岐と訓 べし、 寳鏡 開始 章に 已而竟 逐降焉 と 

見え、 その 第二 一書に は、 已而 科-一 罪 於 素斐嗚 尊， 而 責，， 其 狭 具 T  (中略) 用レ此 解除 竟、 途以 n 祌逐 之理， 逐， 之と 書し、 

第三 一書に は 其よりも 委しく、 旣而諸 神 嘖，， 素斐嗚 尊， 曰、 汝 所行 甚無， 賴、 故不， 可， 住，： 於 天上 r 亦不， 可， 居 n 於 葦原 

中國 r 宜， -, 急 適 n 於 底 根 之國， 乃 共遂降 去， と 有る を 此には 事 略 がれた る 者な り、 傳六、 十七、 十九、 二十 見る 可し、 

〇 其 子と 有る 御祖 はし も 決く 神 皇產靈 尊の 御 女に て 渡らせ 給 ひけり、 其は俾 十七、 二十 1 に 巳に 明らめ 註し 奉れる が 

如く、 舊事紀 異本に、 服狹 雄尊娶 -1 萬 魂 分姬， • 神 皇産靈 尊 女) 生兒 五十猛 命、 妹 大屋 媛 命、 次^ 渾絵 命と 有る は 異な 

る傳 にて は 有れ ども 1 萬 魂分姬 命と 申す； t 名甚 珍ら しきに 就て 長 寬勘文 を 放 ふるに、 初 天地 本紀 云、 伊 謝那ま 尊娶， 一 

惠乃女 命 T 生- 1 兒大夜 乃 女 命？ 矛、 足 夜 乃 女 命、 次 若 夜 女 命？ 三 祌云是 (此大 夜 女 命、 熊 野 大御祌 后 坐) 陸上 立 時、 身體 

左 肩 忍 奈豆流 時 成 ffi 來神、 名 加 己 川 比 古 命、 叉 右 肩 忍 奈豆流 時 成 W 來祌， 名 熊 野 大御祌 加 夫 里 支 名 久志彌 居 怒 命、 自ニ 

髻中， 成 ffi 來神， 名 須佐乃 乎 命 三 注 大王 等是 也， 此時金 國之八 熊 野 之 波 比 降 n 來 伊豆 毛國 T 致-一 熊 野 村， 宮柱太 知 奉而加 

夫 里 支 熊 野大御 神， 地祇 祌皇又 御兒后 名大 夜 女 命、 山 狹村宮 柱 太 知 奉 而靜坐 大御神 云, 是 也と 有る、 此く 甚く 以 離れ 


て 異なる 傳 ながら 隨分受 くる 所有るな る 可き が、 此始に 伊 謝那ま 命娶， 一惠 乃 女 命， と 云 ふ は 信ら れぬ 事な り、 此は佗 神 

の 事なる 可から む を、 其 神 名 を 失 ひつるな る 可し、 若て 惠乃女 命の 惠は殖 之 女 命と 云 ふ 一一 一一 HQ 約れ るなる 可き 事、 其 御 

女 三 神 共に 夜 乃 女 命と 負 坐せ る 御名 は 屋之女 命なる に 先づ心 を留む 可し、 次に 陸上 立 時より 以下 三 柱 大王 等是 也と 云 

ふ 以上 は 彼 御 喫の 事 を誤傳 へたる にて、 久志彌 居 怒 命と 須佐乃 乎 命と を 別 祌と爲 るな り、 其 加 己 川の 川 字 は 都 音の 假 

字なる にて、 其 時に 生 坐せ るなら ぬ 1： 遇突智 命の 御名 を 訛りた る 者な どに や 有らむ、 金 國之八 熊 野 波 比 は 心得す.， 金 

國は 若く は 紀伊國 ならむ を， 八 熊 野と 云 ふ は今牟 郡 熊 野の 地 を 總て云 か、 波 比 は 八 熊 野 波 比 か、 今訓 むべ からざる 

なり、 (又 思 ふに、 金國は 新羅の 事 を 神 功 皇后 元年 御紀に 金銀 之國 とも， 叉 は財國 とも 見え * 顯宗 天皇 元年 御 紀に金 

銀 蕃國と 書され、 武烈 天皇 前紀 に銀鄕 とも 有れば、 彼國の 事に やと も 所思 ゆれ ども、 彼 八 熊 野 波 比に 至りて 殆ど 其說 

究 まれり、 叉 右文の 伊豆 毛 國を群 書 類聚 本に は 伊豆 國と 有り、 姑く 此を 立て 見る に、 神 名 式に 賀茂郡 伊太 S 和 氣命祌 

社 有る、 其は必 五十猛 命に 坐す 事 申す も 更なり、 然る は 下に 注せる が 如く 同 郡杉样 別命 神社 坐せ る、 此 を今來 宮大明 

神と 申して 五十猛 命に 坐せ る を、 猶此 神を祀 りて 外に も木宮 と 年す 此彼 有る を、 那賀郡 走 湯 山 緣起を 見る に、 根本 地 

主 有-一二 神？ 一  者 白 道 明 神 云， <<、 二者 早 追 權現也 云々 と 有る を  >  其略緣 起に、 「白 道 明 神 は 楠 森に 鎭 鹿し 給 ふ 五十猛 命 

是 なり、 世人 來宫明 神と 稱し 奉る、 今 熱 海鄕の 鎭守是 なり、 一 曰木宮 又曰紀 伊宮、 乃是素 斐嗚尊 御子な り 云- <<」 と 云 

ひて、 五十猛 命の 彼國に 由有る を 見れば. 金國 をば 伎能 久爾 と訓 むべ く 所 S 心 ゆ、 然れ ども 猶伊豆 と 有る 本 は 誤に て、 

伊豆 毛國と 有るな む 正し かる 可 かりけ る を.' 後人の 考ふ 可き 便宜と も爲ば やと、 我ながら だに 異在 ると 思 ふ說を 書し 
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置く 事に なむ、) 降 來 伊豆 毛國， と 一 K ふ は、 此 一書な どに、 是時素 戔嗚尊 帥 n 其 子 五十猛 神-降？！ 到 於 新羅 國？ (中略) 

到， 一 ffi 雲國簸 川上 所 レ在鳥 上 之 峰-と 有る を 云 ふなり、 致-一 熊 野 村， 宮柱太 知 奉 而加夫 里 支 熊 野 大御祌 と 有る は、 此 第五 

1 書に 然後素 斐嗚尊 居， 1 熊 成 峰， 而途入 n 於 根國， 矣と 有る、 此 時に 幽宮を 定め 奉れる にて、 神 名 式に 意 宇 郡 熊 野 坐 神社 

(名 神大) と 有る 是 なる 由、 傳ニ 十一 に 巳に 注し 奉れる が 如し、 次に 地祇 は 謂 ゆる 天社國 社の 國 社と 申す 事なる にや、 

姓氏 錄に 素戔嗚 尊の 御統を 地祇 部に 牧られ たるに 考 合す 可し、 神皇叉 御兒と 有る、 此に 決めて 脫字 有りて 神 皇產靈 尊 

叉 御兒と 有りけ む 事、 右に 引ける 異本 舊事紀 に 萬 魂 分 姬命を 神 皇產靈 尊 女と 有る に 照し 合せて 其說を 得る 事な り、 然 

る 時 は 上に 伊 謝那支 尊娶， 一惠 乃 女 命， と 有る は此 に相應 はざる 事に て、 祌 皇産靈 尊の 御子に 右の 惠乃女 命と 申す が 御 在 

し 坐せ る、 其 叉 御子に 當らせ 給へ る を 以て 御子神の 又 御 兒と云 ふ 事に て、 近く 云 はぐ 御 孫と 云 はむ が 如し、 后 名大 夜 

女 命と 有る は 上に 此大夜 女 命 熊 野 大御祌 后 坐と 申せる 是 なり、 若て 第五 一 書に 五十猛 命 妹 大屋 津姬 命と 有る を 以て 見 

るに、 五十猛 命に 大屋 津彥 命と 申 奉る 御名 御 在し 坐すべき 害なる に、 地 神 本紀に 五十猛 祌 (亦 云-一大 屋彦 神-) 次 大屋 

姬祌と 載し、 叉 古事記に は 其 神に 當て 正しく 木國之 大屋 爲 古神と 有りて、 此を 以て 其 御風の 大夜乃 女 命と 申す も 同じ 

御 德の祌 なる にて、 大屋 之 女 命なる 事灼然 かりければ、 萬 魂 分 姬と此 祌とは 同じ 御 神に なむ 渡らせ 給 ふ 可 かりけ る， 

山 狹村宮 柱 太 知 奉 而靜坐 大御神 云， 是 也と は、 祌名 式に 意 宇 郡 山 狹祌社 同社 坐 久志美 氣濃祌 社と 有る 此御 事に て、 卽 

五十猛 神の 御祖祌 になむ 御 在し 坐し ける、 (叉 其 大夜乃 女 命に 幷 びて 足 夜 乃 女 命 若 夜 女 命 も 御 在し 坐して、 右の 山狹 

神社に は 凡て 三 柱 神 共に 鎭り御 在し 坐す 御 事と 所見たり、 同社 坐 久志美 濃 神社 は 熊 野本宮 にも 本より 御 在し 坐せ る 


を、 此 にても 其 后 大夜乃 女 命と 相 共に 鎭り御 在し 坐せ るな りけ り、 風土記に は 夜 麻 佐 社と て 二 所に ffi でた るが、 久志 

美氣濃 神の 御名 を 漏らせり、 抄に今 云， 一山 佐 村？ 屬， 一能 義郡， 而熊野 村 東南 也と 云 へれば、 母 理鄕に 在るな りけ らし、) 

〇 五十猛 神の 五十 は 伊と 訓 むべき なり、 例 は 此第六 一書なる 五十 狹々 之 小 汀、 叉 H 八 孫 降臨 章の 五十田 狹之小 汀 を、 古 

事 記國平 段に は 伊那 佐 之小濱 (伊那 佐 三字以 A 音) と 有り、. 祌功 皇后 元年 御紀に 五十鈴 宮と 書され たる を、 古事記 御 

天降 段に は 伊須 受能宮 と 有り、 人名に は 此第六 一 書の H ゅ稻騸 五十鈴 姬命を 白 檮原宮 段に は 富 登 多 々良 伊須々 岐比賣 命 

と 有り、 開化 天皇 六 年 御紀の 御間城入彦五十瓊殖 天皇 を、 古事記に は 御眞木 入日 子 印惠命 (印惠 二字 以」 昔) と 作れ • 

祟 神 天皇 元年 御 紀に活 目入彥 五十 狹茅 天皇.， 彥 五十 狹茅 命、 五十 日鶴彥 命と 三 御名 御 在し 坐す 中に、 古事記に は 伊久 

米 入日 子伊沙 知命 (伊久 米 伊 沙知六 字以， 音) と 所見たり、 叉垂仁 天皇 十五 年 御紀に 五十 遭 敷入彥 命、 三十 四 年に 五 

十日 足彥 命な ど 云 ふ 御名 有る を.' 古事記に は 印 色 之 入日 子 命、 (印 色 二字 以， 音) 叉 伊賀 帶 日子 命と 有り、 景行 天皇 四 

年 御紀に 五十 狹城彥 皇子、 五十河 媛と 有る を始 として 外に も 五十 某と 有る 五十 は、 何れも 伊の 一一 一目に 訓む 古書の 定格 

なる 事 知るべし、 叉 萬 葉 一 (二十 二 丁) に 百 不足、 五十 日太爾 作、 四 (四十 三 丁) に眞玉 付， 彼此 兼 手、 ー百齒 五十 戶常、 

相 而後 社、 悔ニ破 有 跡 五十 戶、 六 (十五 丁) に 四 良 名 美 乃、 五十 開 同 有、 住吉 能濱、 九 (三十 丁) に 五十 母不宿 二、 吾齒 

會戀 流、 十二 (七 丁) に 五十殿 寸天、 薄 眉 根 乎、 叉 (八丁) 名 草 漏、 心 四 無 者、 五十 寸手有 目 八面、 又 (十二 丁) 爲便乎 無 

美、 吾 者 五十 日 手寸、 十三 (四 丁) に 五十 串 立、 神酒 座 奉、 叉 (五 丁) 山邊 乃、 五十 師原 雨、 叉山邊 乃、 五十 師乃 御井 

者、 又 (二十 丁) 留吾 者、 五十 羽 日手將 待な ど 有る も 皆 がらに 五十 を 伊の 假 字に 借用 ひたりへ (又 十三 卷ニ 丁に 百 不足、 
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三十 機 枝 丹と 有る を、 元曆 本に 三十 を i 字に 作れ i ども、 共に 誤なる にて、 此は 冠辭考 に、 「今 木に 美 曾 都 伎と 訓み 

たれ ど I 三 は 五の 草の 手より 誤れる 者 明ら. かなれば， 改めて 伊都 伎我延 陀と訓 むべ し、 百 不足より 二十 三十 四十と 續 

けし 例 も 無く 理も 無ければ なり」 と 云 はれた る 説に て甚 明らかなる 事 なれば.' 此 五十 槻も 右に 舉 げたる 例 共と 等しく 

有りな む者ぞ かし、) 傻中臣 被 注に 引ける 大宗 祕府 略記に- 韓祌 者、 伊猛命 號，， 韓神曾 保 利祌， と 見えた る、 其 韓祌の 

說は しも 伦に！ § なる證 有りて、 傳ニ 十四に 注せろ， 5 く なれば、 其 は^の 事に して、 右に 伊猛 命と 有るな む、 此 五十猛 

神と 書され たる 其訓を 知る に 足れり、 佑此 五十 は 彌の義 なる 可く， 猛は此 正書に 御父大 神を武 素戔嗚 尊と 書され たる 

武に 同じく して、 瑞珠 盟約 章に 其 御 本性の 御 事 を此則 神性 雄 健 使， 一之 然， 也と 見え、 又 其 第一 一書に 有， 一武 健 陵 物 之 意， 

と 有る に 似た る 意味なる 可し、 神武 1K 皇戊 午年 御紀に 八十 臭 帥と 云 ふ此彼 有りて、 棄帥此 云，， 多稽愿 一と 注され、 祟 神 

A  S 立 出 S  M 帥 

H< 皇 六十 年御紀 歌に 椰句毛 多蒐、 伊頭 毛 多 戴 流餓、 (下略) と 有る を、 古事記に は 日代宮 段に 在りて W 雲 建と 云 ふ 人名 

と爲 り、 其景行 天皇 二十 八 年御紀 に、 於是 日本 武尊 抽，, 捆中之 91, 刺，, 川上 桌帥之 胸； 未， 及 n 之 死？ 川上 梟 帥 叩頭 曰、 

且待, 之 • 吾有レ 所, 霄、 時日 本武 尊留， 劍待, 之、 川上 梟 帥 啓レ之 曰、 汝尊誰 人 也、 對 曰， 吾是 大足 彥： 大皇之 子 也、 名 01 

本 童 男 也、 川上 枭帥亦 啓， 之 曰、 吾 是國中 之 强カ者 也、 是以 常時 諸人 不， 勝-我 之 威力 T 而無， 1 不レ從 者 f 吾 多 遇 n 武力， 

矣、 未レ 有，. 若 二 皇子 一 者 h 是以賤 躬陋ロ 以奉ニ 尊號， 若聽 乎、 曰聽レ 之、 卽啓 曰、 自， 今 以後 號ニ 皇子， 應レ稱 二 m 本武 皇子； 

言訖乃 通レ胸 而殺レ 之、 故 至-一 于今， 稱コ曰 日本 武尊， 是其緣 也と 有る、 此事 古事記に も 見えて 其 終に、 爾其熊 曾 建白 I 信 

然也， 於，， 西方； 除，, 吾 二人， 無，， 建 强人； 然 於，， 大 倭國？ 益，， 吾 二人， 而建男 者 坐 祁理、 是以 吾獻， 1 御名 f 自， 今 以後 應， 稱，， 


倭 建 御子, (下略) と 有る 卽多祁 流と 云 ふ 事の 所 由な り， 右 等の 例 共 を 引て 考 ふるに、 此 五十猛 神と 申す は、 御父大 it 

に 相 亜て 武く强 き 御稜 威. なむ 御 在し 坐す 大祌に は 渡らせ 給 ひける、 然る は國 土の 初 はし も 道 速 振る 荒振祌 なむ 多 在り 

ぬ 可き 世 中なる 可 かめれば、 然 計の 御 威力の 太 高く 御 在し 坐す に 非す して は大 八洲 國を盡 くに 青山と 成し 給 ひ、 又^ 

名 を韓國 伊太 S 神と も 申 奉る 御 有功な ど は. 並々 の 神に して は 得物 爲 させ 給 ふま じき 御 事なる を 想像り 奉る 可くな む 

有りけ る、 巳に 古事記に 見えた るが 如く、 大穴 牟遲 神の 八十 神の 爲に 窘められ させ 給へ る 所に、 爾亦 其御祖 命、 (中 

略) 吿-其 子， 一一 目， 汝有， 1 此間， 者、 遂爲， 1 八十 祌， 所， 滅、 乃 速 n 遣 於 木國之 大屋 昆 古神 之 御所， と 有る も、 此大 神の 武勇 

を 賴み參 らせ給 ふ 御所 爲 なる 御 事なる を 恩 合す 可くな む 有りけ る、 (已く 淸原宣 賢卿說 にも、 此神も 父 尊に 似 給 ひて 

性猛く 坐ます なり」 と宣 へりき、 偖 右に 引ける 神武 天皇 御紀の 臭帥此 云，, 多稽屢 一と 有る、 此字は 通 證に李 少卿與 二 蘇 

武， 書、 斬-其 梟 帥； 註 梟 帥賊之 勇將と 有る、 此を 以て 書かれた る なれ ども， 川上 梟 帥が 日本 武尊 を然稱 奉れろ を 以て 

も、 何れに も 互り て 唯武く 勇み 有る 謂に て. 其 言の 別なる に は 非す てな む、) 但 右に 擧 げたる 御 紀の例 何れも 五十と 

伊と 訓來る 事ながら、 唯此 御名に のみ 限りて 伊 曾と 訓む 習なる は必受 くる 所有る が 故な めり、 此に 就て 考 ふるに、 記 

傳十 (二十 八丁) に、 「祌名 帳に 紀伊國 名 草 郡 伊太 祁曾 神社 (名 神大、 月次 相嘗 新嘗) 此は 五十猛 有功 神と 云 ふなり、， 

佐 乎 を 切れば 曾と 成るな り」 (採 要) と 云 はれた る實に 然る 說 にて、 此の 五十 を 伊 曾と 訓むも 其 有功の 霄に當 ろ 可し、 

仲哀 天皇 八 年 御紀に 天皇 卽美， 一 五十 迹手， 曰-一伊 蘇 志， 故 時人 號-ー 五十 迹手之 本土， 曰， 一伊 蘇國ハ と 有る 伊蘇是 なり、 斯れ 

ィサヲ タケル ゾ 力-./ 

ば 此に伊 曾多祁 流と 讀 める は 有功 猛 神と 申 奉る 意なる なり、 上に 有功の 言 有りて 下に 猛と云 ひて は 著 無き が 如く なれ 
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タケル 

ども、 此 にて は 多 祁流は 高 在の 義と 見て 明らかなる 可し、 大凡 高 も 武も本 同 言なる にて、 共に 其 群を抽 W たる 意の實 

なれば、 此 二方に 何れに 心得む も 更に 違 ひ 無 かる 可き 者なら むかし、 然れば 伊多祁 流と 一 K ふ も 一義、 伊 曾多祁 流と 云 

ふ も 亦 一義に て、 其 言 は 相 近 かる 物から、 其 意 は 共に 別な からむ かし、 (凡て 御 紀の訓 と 云 ふ 物 は、 何れも 古より. 食々 

の 先達の 家々 に傳 ふる 所の 古訓 を 以て 訓 める 者な りければ、 容易く 捨 つべ からざる 事 多し、 縦 や 此說の 僻事なら むに， 

も、 五十 を 伊 會と訓 みて、 五十 神の 猛き 勇み を 合せたら む 意に 見る とも 可 かる 可き は、 嫁 十七 卷に 注せる が 如く、 彼 

八 意思 兼 神の 八 意は彌 意なる が、 其 意 は 萬 葉 十三 卷に、 物 部 乃、 八十 乃 心 呼、 天 地 二、 念 足 僑、 と 有る 八十 Q 心 を 合 

せた る 如きと 同じ 意味なる を 思 ふ 可し、) 〇 帥 は 天 孫 降臨 章 第二 一書に， 大物 主神 及 事 代 主神 乃 合 n 八十 萬祌於 天 高 

市 r 帥以 昇， 天、 陳， 1 其 誠款之 至， 時、 (中略) 宜，. 領 n 八十 萬 神， 永爲- 皇孫， 奉. &r 乃 使， 1 還 降， 之、 祌武 天 皇御紀 に 天皇 

ヒ キホテ  、  ヒ キキテ  ヒ キキテ  ヒキ. ^テ 

親 帥 二 諸 皇子 舟師ー 東征と も、 天皇 獨與 一一 皇子 手 研 耳 命, 帥， 軍而 進と も、 親 帥 一一 輕兵， 巡幸 焉 とも、 汝宜 帥， 一大 來目部 一と 

も、 帥 一 1 其 衆 一而 歸順焉 とも 有る、 何れも 比伎韋 氏と 訓 ませて 引 1 「の義 なるな り、 (叉 は韋 S と訓む も、 海宮 遊行 章 第 

七 ^ 書の 御 歌に、 和 我謂禰 志、 伊 茂 播和素 邏珥、 孝德 天皇 大化五 年御紀 歌に、 陀虞陛 崖 伊 慕 乎、 多 例柯威 爾雞武 など 

多く 歌に 詠める 是り、 然れ ども 此は 古より 皆 比伎韋 氏と 訓來れ \ ば 今 も從ふ 可く こそ J 〇 新羅 國は 仲哀 天皇 八 年 御 

紀 Q 神託に； 響 如- 1 美女 之碌 T 有- 1 向 津國？ (錄此 云-, 麻 用 弭枳， ) 眼 炎 之 金銀 彩色 多 在- 1 其國 T  (是 謂- 栲衾 新羅 國， 焉と 

有る 是な fs、  ffi 雲 風土記 國引 文に、 栲衾志 羅紀乃 三 琦矣、 國 之餘， -有耶 見者、 國之餘 有 詔而、 童女 胷組 所" 取而、 大 

魚 之 支太衝 別而、 波 多須々 支穗振 別而、 三 身 之 綱 打掛而 (下略.) と 見え • 萬 葉 三 (五十 四 丁) に t: 角 乃、 新羅 國從、 十五 


(五 丁) に 多 久夫須 麻、 薪 羅邊伊 麻須、 叉 (二十 六 丁  ，：  ：  r,  ：  f 加 反 流、 など 所見 たれば 囊紀 字？ 

訓 むべき なり、 祌名 式に 越 前 國敦賀 郡 白 城 神社、 信 露 貴 彥祌社 能 登 國能登 郡 白 比 古神 社な ど 云 ふ 御 在し 坐す も M、,„ ^の 

神なる 可き にや、 下に 注せる 伊豆 國加茂 郡志理 太乎宜 神社 を、 素戔鳴 尊に 坐して 新羅 擁護 神 也と 云へ る は、 新羅 SP と 

云 ふ 事に て、 彼韓 招と 似た る 一一 目なる が、 右 Q 志 理太は 新羅の 二方に て、 .g タ方 などなる 可く" 皇國を 表に して 其 膂宍な 

る國の 謂な り、 若て 神代に 八 束 水臣津 命の 御言に 詔 給 ひ、 仲哀 天皇 御世の 神託に 然詔 給へ る 御 事の 御 在し 坐す を 以て、 

當昔已 に其稱 有りし 事 知らる、 偖 叉 右の 如く 栲 衾の 發語を 係て 宣ひ、 栲 綱の 一一 一一 E を 置て 云 習へ る を 以て、 志羅紀 又志理 

太の 言の 韓 語に は 非ざる を曉る 可し、 太古 は 天地 一枚の 神代に し 有りければ、 我が 古言 を 以て 祌の號 けさせ 給へ る 事 

灼然 くな む 有りけ る- 故是を 以て 考 ふるに、 志 羅紀は 退 城の 言な りけ り、 然る は此卷 首に 已に 云へ るが 如く、 素 突 鳴 

大 神其始 高天原より 諸 神に 神逐 させ 御 在し 坐して. 此大 八洲 國に 天降らせ 御 在し 坐し けれども- 國內の 諸 神 同じく 共 

に距 ぎて 留 休め 奉ら ざり しかば、 後 竟に韓 地の 方へ 流離ら へ往 渡らせ 給へ る 趣なる 事、 此 一書の 末に 歸\ 子 有る を 以て 

推察ら れ たり、 叉 此大神 を 建 邦 之 神と 申し、 五十猛 神に 韓國 伊太 a 神と 申す 御 在し 坐す 上 は、 彼 土に 都し 給へ る 其 間 

なむ、 此も甚 久しき 事と 聞 ゆ、 欽明 天皇 十六 年 御 紀に神 語 を 以て 百濟 王に 仰 下されし 語に. 原 夫 建邦祌 者、 天地 割判 

之 代、 草木 言語 之 時、 自， 天降 來、 造 n 立國 家-之 神 也、 と 有る を 以て 知るべし、 斯 りければ 志 羅紀は i& にて、 此大 

祌の i 曰此に 潜み 御 在し 坐し ける に 起れ る國 名な りけ らし、 若て 叉 此擬ら ひに ク百_1 は 2^i、  E^はig5^^^どの首なる 

らむ を、 何れも lt 語 以て 唱へ 僻める にこ そ 有りけ め、 此 下に 韓 地と 云 ふ 語 見え、. fj- の 一 書に 素 #{ 鳴 尊 韓鄕之 島 云云 
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と 有る を 以て、 此 一 一 神の 事跡 三韓に 共に 亙る 事 を 明らむ る 時 は 自然に 著明 かりなむ、 纂蔬に 新羅 國者 三韓 之 地と 注さ 

せ 給へ る も 其 御 心なめ り、 叉ロ訣 に、 素戔 嗚尊始 開，, 新羅 國 T  (圓珍 入唐 時、 現， 船祌以 三井勸 請、 新羅 明 神 素 斐鳴尊 

也) と 見 ゆ、 (祌 社考詳 節に 淸瀧赤 山に 幷 ベて、 新羅 明祌三 井寺 鎮守 也、 僧圓 珍自， 唐 還 時、 老翁 現- 于舟 中-曰、 我是 

新羅 國之神 也. 珍 歸朝以 爲-, 三 井寺 鎮守-と 云 ふ 文 を 載せて、 次に 今按、 佛家者 託コ言 神明- 以誣 國俗 f 然ト部 家 不レ察 

レ之、 途附會 謂、 右三 祌者 皆是素 戔嗚尊 所レ變 也、 不， 可， 不 レ正焉 とも 云へ り、 伹 上に 引きた る 白 城 神社 叉 信 露 責彥神 

社な ど 共に 新羅 明祌と 同じく 素戔嗚 尊と 所思し ければ、 右め 圓 珍が 事 は 別にして、 此大祌 を 新羅 神と も 申し- - なりけ 

り、 若て 右の 三韓 は 東 國通鑑 に 馬韓ハ 百濟、 辰韓ハ 新羅、 辨韓ハ 高麗と 云 へ る是 にて 其卽韓 語な り、 此を 以て 右に 注せる 志 

羅紀久 陀良古 麻の 一 百の 我が 古 一一 一一 n なる を 知るべし、 通證 に、 北史 曰. 新羅 者 其 先 本 辰 韓種也 • 辰 韓始有 d ハ國 f 後 稍 分 

爲 -1 十二  T 新羅 則 其 一也、 叉 曰、 文字 甲 具 同- 1 於中國 f 風俗 刑 政 衣服 與- 高麗 百濟- 同、 毎- 1 月 1, 相賀、 王設 -1 窨會 r 其 日 

拜= 日月 神？ 南史 曰、 無-一文字？ 刻 レ木爲 信、 待-百 濟與， 後 通焉と 有り、) 〇 降 到 は、 此 正書 第一 一書なる も 共に 久陀 

理多 麻布と 訓み、 叉 天孫 降臨 章に 二 神於是 降， 到 出雲國 五十田 狹之小 其 第 一 一書に、 二 神 降づ到 W 雲？ 第二 一書に 

も旣而 ニ祌降 n 到 出 雲 五十田 狹之小 汀-と 有るな ど、 降 到 を 阿 麻 久陀理 麻 志 氏と 訓 めり、 右に て は 到 字 を 書かれた る 所 

ク ダリ ヅキテ  クタ リツ キテ 

無き に 似たり、 然る を 古事記 御 天降 段に 於 是^< 若 日子 降 TT 到 其 園-とも、 故 雨 鳴 女自っ 大 降 到、 居， 天 若 日子 之 鬥湯津 

楓上, とも、 是以ニ 神 降つ 到 am 雲國 伊那 佐 之 小濱- とも 有る を、 記 傅に 久陀理 都 伎 氏と 訓 まれた る は、 實に a 字に 力 を 

人れ て然 なむ 讀附 けられた るに て 尤もと 所思 ゆれば、 此も其 意 を 得べき 所なる なり、 此降到 ナを 離ち て 見る 時 は、 四 


祌 w 生 章 第 十一 一書に、 月夜 見尊受 レ勅而 降、 巳 到-一 于保食 神 許 t と 有る 如くして、 此 なる も 降 字 は 上に 故 諸 神 科 以 

千 座 置戶, 而遂逐 之と 有る より 承け て、 一人 上より 降り 御 在し 坐せ る 御 事 を 申し、 到 字 は 下に 東 渡 到 二 出 雲國簸 川上 云云- 

と 有る に 等しく して 其 到り 著せ させ 給 ふ 御行 方 を 申せる にて、  其は傳 二十、 二十 一 に 明らめ 奉れる 如く， 其始 天上よ 

り先づ 葦原 中國に IK 降らせ 給 ひ、 其より 新羅 國に 到り 著 かかさせ 給へ る義 なれば、 此も久 陀理都 伎 多 麻 比と 訓 みて 其 

意 を 深く 味 はふ 可き 所なる ぞ かし、 (且又 此 正書 第一 一書に 降 TT 到 於 ffi 雲 國簸之 川上-と 云 ひ、 第一 一書に 下 n 到 於 安藝 

國 可愛 之 川上-也 など 有る も、 凡て 天降り 坐す 事と 其 降り 坐して 後に 到 著せ させ 給 ふ 御 事と を 合せ 云へ る 者な り、) 〇 

曾 尸 茂 梨之處 は、 ロ訣 に、 荒 芒 地、 猶レ云 一 1 膂宍 之签國 一と 云 ひ、 纂蔬に は 在-新羅-之 地名と 注させ 給 ひ、 或 說には 新 

羅 國之邑 名と 云 へれ ども 今詳 ならざる なり、 故 思 ふに、 曾 尸 は此大 神の 御名の 素戔の 一一 目なる を、 韓 語に 例の 訛れる に 

こそ は 有りけ め、 ffi 雲 風土記に、 飯 石郡須 佐鄕、 郡 家 正西 一 十九 里、 神須佐 能袁命 詔、 此 國者雖 n 小國？ .<處 在、 故 

我 御名 者 非， 著-一木 石-詔 而、 卽己命 之 御 魂 鎭置給 之處、 故 卽大須 佐 田小須 佐田定 給、 故 云-一 須佐 T 卽 有-一正 倉？ と 云 ふ 

事迹し も 有りければ、 此大祌 彼 新羅 國に 到り 給 ひ、 其宮 敷て 御 在し 坐し ける 虞なる に 依り-て、 其 地に 號 けて 大 御名 を 

遣し 傳 へさせ 給へ りけ むと 所思 ゆ、 若て 此茂利 は 森に て、 此大 神の 帥て 御 在し 坐し ける 五十猛 神の 天上より 持 下らせ 

給へ りし 樹種を 暫間此 地に 殖 させ 給 ひて、 一 ー祌 共に 此 にも 其 御 靈を留 させ 給へ りけ む 故に 然云 ふに ぞ有 るべ かるらし、 

天武 天皇 元年 御 紀に高 市 杜所レ 居 名 事 代 主神、 萬 葉 二 (三十 六 丁) に、 哭澤 之、 神社 爾 三輪 須惠、 七 (三十 三 丁) に、 眞 

鳥 住、 卯名手之；^^之、 九 (十六 丁) に、 山 科 乃、 石 田 社爾、 又 (二十 一 丁) 名 二食 有 社爾、 風 祭 爲奈、 十 (八丁) に、 0 
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之、 來 居而應 鳴、 森爾早 奈禮、 十二 (三 丁) に、 山 代、 石 田杜又 (二十 八丁) 眞鳥 住、 卯 名手 之 杜之" 祌思將 御 知、 十三 

(六 丁) に、 山 科 之、 石 田 之 森 之、 須賣 祌爾、 奴 左 取 向而、 など 神社と も 社と も杜 とも 森と も 書け る是 なり、 古今 俳諧 

に 「願 言を然 のみ 聞きけ む 社 こそ、 竟は 歎きの 社と 成 るら め 」 風雅 雜 中に、 「年. 深き 杉の 梢 も 神 iM 藤て、 .^B^ き杜は 

宮居な" けり」 など、 神 は 多く 叢樹の 中に 宮居 を 定めて 鎭 坐す 者 なれば、 卽ち 神社 叉 又 社の 字 を 茂 梨と は訓 ませた る 

者な，：^、 叉 古書に 多く 神 名 備と云 ふ も 神 並に て杜を 云へ るな り、 (戰國 策と 云へ る 漢籍に、 亦 聞 恒有ニ 神 叢， 與と 有る 注 

に、 灌木 中 有-一 神 靈-托 ，之、 索隱 云、 高 誘 注 云、 神 祠叢樹 也、 と 云へ る は 我が 茂 梨 を 云へ るな リ、 伹右 Q 十卷 なるな 

ど は，' 說 文に 森 本 多 貌と云 ふに 同じく、 木の 多く 生 茂りて 林の 如く 成れる を 云 へ るな り、 和名 抄に、 說文 云、 平地 有， 一 

叢 木-曰, 林.' 和名 八 也 之と 有る 是 なり、 大凡 林 も 森 も 平地に 叢 木 有る を 云 ふなる が、 神の 坐す を 茂 梨と 云へ り、 其 御 

在し 坐さざる を 林と 云 ふ 事 古今 共に 異ならす-) 故 此曾尸 茂 梨の 事に 就て 度會 延佳說 に、 按 和名 抄 高麗 樂曲 有， 一 蘇 志 摩 

利 T 疑 其 地 風俗 之 歌曲 乎、 と 云 ひ、 通證 に、 見 林 曰、 高麗 曲 有，, 蘇 志 摩 利 f 或 云，， 廻庭樂 f 蓄素戔 嗚尊所 レ作樂 也、 遺 

音 載 在-仁智 耍錄 T 今按 曾閲， - 其舞圖 T 著， 一 蓑 笠， 以 屈折- 蓋 摸， 1 素 尊 流離 辛苦 之體， 也、 と 云へ る は 然る 說 にて、 西大寺 ■ 

資財 流 記帳 高麗 樂 具の 中に 蘇 志 摩 利 縣笠ニ 蓋 (各 息羅 衣) と 有る、 縣 1  子 は 通用に て g|| ならむ と 先に は 思 ひし かど も- 

猶 字の 任に 縣笠 にて、 田舍 人の 用 ふる 下品の 笠と 云 ふ 意なる 可く、 息 羅 衣と 一 K ふ も 甚く 襤 しき 御 有 狀を漠 し 象れ 

る 者と 所見たり、 此 等の 事 を 思 ふに も- 此大 神の 五十猛 祌を 帥て 此大 八洲 國に 降り 給 ひ、 後に 彼 土に 到らせ させ 給へ 

る 違 ひ 有る まじき 者な りけ り、 上 章 第三 一書に、 乃 共逐降 去、 于， 時霖 也、 素 虔嗚尊 結, 束 青草， 以 爲，， 笠 蓑 r 而 乞，， 宿 


於衆祌 T 衆祌 曰、 汝是 躬行 濁惡而 見，， 逐謫， 者 V 如何 乞，, 宿 於 我 f 遂 同距， 之、 是以 風雨 雖， 甚-' 不， 得，, 留休^ 辛苦 降矣 

と 有る 時の 御 事なる を辨ふ 可くな む 有け る、 叉 和名 抄 高麗 樂 曲の 中に、 拍鉢 (古 萬 保 古) 堪破 (波爾 和 利) と 云 ふ 有る も 

我が 昔 所思 ゆる 稱な るに、 柏 鉢 をば 體源抄 に、 「俗名 執样 舞- 古より 偉 云、 高麗 人 舟に 乘 りて 來 りし. に、 其 中に 棹 を 

以て 舞 ひし 者 有り、 其 形 を 象りて 作りし なり」 と. 云へ る は、 此 に以， ー墙 土， 作, 舟乘, 之 東 渡と 有る を 摸せ る にても 有る 

ベく、 堪破は 其 舟 材の堪 を 取らせ 給へ る狀を 象れる にも 有るべき を £ 心 ふ 可くな む、 借 此の 曾 尸 茂 梨 を 樂に蘇 志 摩 利と 

云へ る は 音の 轉れ るな り、 若て 和名 抄に志 岐傳と 云 ふ 有る を >  體 源抄. に 一 說此曲 又 名， ：陋 庭樂， と 所見た る は 蘇 志 摩 利 

シ キデ 

の 一名なる にて、 志 岐傳は 醜 手に て大 神の 辛苦み 給へ る狀を 以て 云ふ稱 なるな どに や、 (又傳 二十 四卷に 注せる が 如 

く、 體源抄 に 道 調 曲の 散 手 破陣樂 一名 王皇 破陣樂 を、 「昔 學川神 海 を 渡りて 新羅 國を 破らせ 給 ひし 形 を 象りし なり 」 と 

有る、 1, 川祌 は素盞 鳴大 神の 御子 大物 主神に 御 在し 坐せば、 後に 彼 國を言 向 させ 給へ る 形の 樂 家に 傳 はれるな りけ り、 

斯れ ば此ー 二に 限らす 祌 代の 遺 音の 猶 彼に 嫁 はる 物少 からすと 見 ゆ、) 〇 興 一一 II 曰 は、 巳に 四 神 出生 章 第 六， 一 書に 見え 

て傳 八に 注せる が 如く、 事に 當 りて 慷慨の 御 一一 目を宣 ひ擧げ させ 給へ る を 一 K ふなり、 然る は 此大祌 天 上に て 諸 神に 千 座 

置 戸の； « 具 を 徵られ させ 給 ひ、 巳に 神逐 ひに 遂 はれて 天降し 御 在し 坐し ける に、 國內の 衆祌共 に距 ぎて 留 休め 奉ら ざ 

りし かば、 新羅 國に 流離 ひ 御 在し 坐し 著せ 給 ひて、 曾 尸 茂 梨の 地に 假 にても 御殿 を. 定め 御 在し 坐し つらむ を、 其 解除 

に 依りて 此 時の 御 心なむ 甚善 はしく 物爲給 ひて、 傳 二十、 二十 1 に 巳に 注せる が 如く、 此大祌 の然善 はしき 御 心に 立 

復らせ 御 在し 坐して は、 御 父母 二 注 神に 事 依され 奉り 給へ る 此國土 を 建てさせ 御 在し 坐して、 其 日 神と 共に 誓約の 御 
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問に 成し 奉らせ 給へ る 天神 御子の 所 知 看む 此大 八洲 國を善 成し 奉らせ 耠は むと 思 ぼし 成らせ させ 給 ひ、 且 は御祖 神の 

御國 なる から 還 渡らせ 給は將 欲く 所思し 坐す に、 更に 此の 御 興 言 は 御 在し 坐し けるな り、 (猶 此の 興 一 百の 事は傳 十六 

卷、 二十 一 卷 にも 注せり き、 各 其 言 は 同じきながら、 其 上下の 語に 就て 心 を 得べき 者な りかし、) 〇此 地 吾不, 欲, 居 

の此地 は、 上に 降 71 到 於 新羅 國， と 有る を 承け たるな り、 ITH 小：， 欲, 居 は、 彼國を 建てさせ 給 へれ ども 居 給 ふ 事 を 願 はし 

からす 所思せ るに て、 此は其 住 給 ふ 可き 地 を 更に 覓 させ は 給む となり、 此は上 章 第三 一書なる 諸 神の 神逐の 語に.. 汝 

所行 甚無 賴、 故 不レ可 レ住ニ 於 天上？ 亦 不レ可 レ居ニ 於 葦原 中國？ と 申せり し不 レ可レ 居の 語に 對 へたる 御 興 言な， めり、 然る は 

ァ ヂキナ 

先に は 其 御行 狀の 無狀 かりし が 故に、 1K 上に は 住む ベから す、 葦原 中 國には 居る ベから すと 投定ら れしを 以て、 天上 

より 天降らせ 給 ひても 葦原 中 國には 居らせ 給 はすして、 新羅 國には 流離 はれさせ 御 在し 坐して、 彼 地に 住 著せ 給へ り 

しか ども- 彼 解除に 依りて 其 御 心の 淸く 明らかに 御 在し 坐し 成らせ 給へ る 上 は、 其逐ひ 奉れる 天上の 諸祌 にも、 其距 

ぎ 奉れる 國 土の 衆 神に も、 何の 惲らせ 給 ふ 御 事 か は 御 在し 坐 さむ、 是を 以て 葦原 中 國には 還り 住 はせ 御 在し 坐 さむと 

所思し 成らせ 給へ る 御 ー百擧 なる 可き 御 事、 卽 上に 興 一一 目 曰と 有る を 以て 伺 ひ 知る ベ き 者な りかし、 (然れ ば此は 吾不レ 欲. 

レ居ニ 於 此地ー 欲レ 居， 一 於 葦原 中國, と 云 ふ 意味の 文に 見る 可き 事、 云 ふ も 更なり、 叉 彼 上 章 第三 一 書なる 不レ可 レ居ニ 於 葦 

原 中國, と 有りし 事の 照應 なる 事 を 忘る 可らざる なり、) 傻此地 吾 不：， 欲レ 居と 有る に 就て 叉 思 ふ 可き 事な む 有りけ る、 

然る は 此大祌 をし も、 欽明 天皇 十六 年 御 紀百濟 王に 仰 下されし 語に 建 邦 之 神と 見え、 五十猛 祌 をし も祌名 式に は韓國 

伊太 氐 神と 有りて、 共に 彼國 より 始めて 外 蕃諸國 を 造 立 させ 御 在し 坐し \ 祌 等なる を、 此地 吾不， 欲， 居と 詔 給 ひて 還 


住 給 は將く 所思し 成らせ させ 給 ひて、 已に此 御 事 御 在し 坐す より 始め 奉りて 大巳貴 少彥名 一 一 神の 如き も 彼 外國に 渡り 

御 在し 坐し \ かど も、 文德 天皇 實錄 に、 我 是大奈 母 知 少奈比 古 命 也、 昔 造- 1 此國ー 訖去往 -1 東海 T 今 爲レ濟 い 民更亦 來歸と 

有る 如く、 大地の 皆 がら 共に 我が 皇神 等此 大御國 より 渡り 御 在し 坐して 盡 くに 造り 立て 給 ふと 雖も、 彼 地に 御身 を留 

め 給 はすして 還來 坐せ る は、 實 に此皇 大御國 はし も皇 神の愛く しき 國と齋 ひ 給へ る御國 なる が 故な り、 古事記に 所見 

たる 阿加 流比賣 神の 將レ行 二 吾 鼠之國 r 卽竊乘 -1 小船 一 逃 渡来 留ニ于 難 波 f と 有りて、 吾 祖之國 として 慕 ひ 還り 坐すな ど、 

此 1 二の 迹を 以て も、 此皇 大御國 はし も 高天原に. 亞て は、 八 百 萬 千 萬 祌の祌 積り 御 在し 坐せ る 神域なる 事 を 知るべし、， 

神 功 皇后 御紀 なる 新羅 王の 言に、 吾 聞 東 有 n 神國； 謂，, 日本？ と 云 ひ.. 三代 實錄 なる 告文に 我 朝 乃 祌國止 揮 良 K 來 g 故 

實と 有るな ど- 皆 彼より 稱擧 たる 稱號 なる は 實に諾 なる 事に なむ 有りけ る、 (古微 書に 載せた る 河 圖括地 象、 又淮南 

子 地形 訓 等に、 九州 0 事 を 云へ る 中に 東南 神州 曰 一 1 晨 土-と 云 ひ、 正東 楊 州 曰， 1 申 土， と 云へ る， 申 土 は 神 土に して、 神 

國と云 ふに 異ならざる は 共に 皇大御 國の事 を 云へ るに て、 彼より 祌州又 神 土と 尊稱 るな り、 是卽 大地 萬 國を造 立 させ 

給へ りし 皇神 等の 本土なる を 以てな り、 然る を 近頃 僻々 しき 漢梵 蘭の 學者共 出来り、 彼が 美 を 唱へ我 醜 を 語りて、 妄 

に 良民 を 過つ 輩の 多く 出て、 彼 を 羨み 仰ぎて 父母の 如くに 慕 ふめる は、 我皇祌 等の 御所 置に は 甚く 乖 きて 其罪甚 しき 

者な り、 終に は神皇 0 御 譴を得 奉りて、 國を失 ひ 家 を 亡ぼす 媒と 成る 事と も 得 知らざる は、 憐む 可く 又惡む 可き 者な 

りかし、) 〇 不レ欲 A 居 は 袁良麻 久富理 世 受登詔 給 比 まと 訓む べし、 神 功 皇后 元年 御紀 に、 於 是天照 太 神誨之 曰、 我 之 

荒 魂不レ 可&, 一 皇后？ 當. 居-一 御 心 廣田國 T  (中略) 亦稚日 女尊 謹 之 曰、 吾 欲， 居- 1 活田長 峽國： (中略) 亦 表 筒 男 中 筒 男 
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底 筒 男 三 神誨之 曰、 吾 和 魂宜レ 居， 1 大萍 停 中 倉 之 長峽？ 便 因 看， 一往 來船？ 於是 隨-, 祌敎？ 以鎭 坐焉、 と 有りて 此 三の 居.， 字 

を 合せて 下に 鎭 坐と 書かれた る是 例な り、 次に 欲 字 は 富 理須又 富斯と 常に 訓む 事に て、 希求る 義 なり、 齊明 1K 皇七年 

1 J  ：  君  目  i 一  欲 故  泊 居  如此將 ®  お  M  ^ 

御紀 皇太子 御 歌に、 枳瀰我 梅 能、 姑裒 之枳舸 羅彌、 婆 底々 威 底、 舸矩野 姑悲武 謀、 枳瀰我 梅 弘報 梨と 有りて、 姑裒之 

枳 姑悲武 謀と 云 ふ 言に 對 へて 報 梨と 置かせ 給へ る を 以て 其 意 を 味 はふ 可くな む、 萬 葉 一 (十一 丁) に、 吾 欲 之、 野 島 波 

見 世 追、 三 (三十  一 丁) に、 欲爲物 者、 酒 西 有 良師， 十ブ七 丁) に、 千 早 振、 神 持 在 命、 誰爲、 長 欲爲- 十二 (二十 九 丁) 

に、 相 見、 欲爲 者、 從君 毛、 吾 曾 益而、 十四 (九 丁) に、 可 久太爾 母、 久爾乃 登 保 可 婆、 奈我目 保 里 勢牟、 十六 (十四 

丁) に、 散 追 良 布、 君 爾依而 曾、 長欲爲 など 有る 是 なり、 (又 略き て は 欲 字 を 富 志と 訓む事 常な り、 然れば 此の 不レ欲 

レ居を 袁良麻 富 斯加良 受と訓 むも惡 しから じ、 然れ ども、 本に 袁良麻 富 世 自と訓 める は 富 理世自 の 略 なれば- 猶 右の 

訓に定 む 可き なり、 論語 子 罕篇に 子 欲， 居，, 九 夷， の 欲 居 を 古き 訓に袁 良 麻 久富理 世受と 有り つれば なり、) 〇 以，， 坡土， 

作レ 舟と 有る 墙 土の 事は傳 七. 八に 注せり、 偖 此墙土 を 以て 作らせ 給へ る は 謂 ゆる 磐 舟の 類と 所見たり、 和名 抄 高麗 

樂 曲の 中に 坡破 (波爾 和 利) と 云 ふ 有る は、 若く は此大 神の 墙舟を 作らせ 御 在し 坐し ける 形 を 摸せ るに は 非ざる にや.、 

其 名 床しき に 就て 體源抄 を 見る に、 「大 神統秋 云、 此を登 玉 翁と 云 ふ、 土に て 作りし 玉 五 を 持て 舞 ふ、 舞 人 額に □© 

時 膝の 上に 辆繪を 書きた る 玉 其 所に 在り. - 後に は 吹て 此を 破る と 云 ふ」 と 云へ る は、 舟 を 作るな どに は 似て しも 非ぬ 

事ながら、 此大祌 の 墙土を 破らせ 給 ひて 御舟 を 作らせ 御 在し 坐し ける 御 事の 御 在し 坐す から、 其堪 破と 一 K ふ 名のみ を 

取りて 文 どれる 樂 などに こそ は 有り つらめ" 然るに 或 書に 引ける 簸川 記に、 「素 戔嗚神 時々 新羅に 通 ひ 給 ひて、 我 倭 

一 


國に附 けよ とて 新羅の 埔 土を領 巾に 包み 持來 りて 此國ひ 島 一 を 築造り 給 ふ、 令の 佐 邊是な り，」 と 云へ る は V 此ひ 

以， ー堪 土-作 レ 舟と 云 ふ 事 をば 信が ひ 難て、 彼崇神 天皇 十 年御紀 に、 武堪安 彥之妻 吾田 嫒、 密來之 取-一 倭 香 山 土； 暴-一 領 

巾 頭； 祈 曰、 是倭國 之 物 實則反 之 (物 實此 云-一望 能 志 呂-) と 有る 此事を 取 掠めて 作れる 者な めり、 抑， -此大 神 はし も 

御父大 神に 搶 海原 潮 之 八 百 重 を 事 依され 奉り 給 ひし かば、 大地 萬國 Q 大君 主宰に て 渡らせ 給 へれば， 彼國を 建て.^ 我 

が 藩 屏國と は 成し 給 ひけめ ども、 後世に 謀反る 者の 如く > 彼を纂 はせ 給 ふ 如き 少 けき 事 を 如何 は物爲 させ 給 はむ、 其 

は 云 ふに も 足らぬ 事な りけ り、 然れ ども 彼 國の餘 有る 所の 土 を 取りて 一島 を 築かせ 給 ふ 如き 御 政 は 本より 御 在し 坐し 

つらむ 事、 國引坐 祌と稱 奉れる にても 著き 事な りければ、 右の 佐 伯 は 今 豐後國 海 部 郡なる にや、 且 下に 云へ るが 如 

く、 此 度の 東 渡 は 筑紫國 と 思 ぼしければ、 若く は 其 墙舟を 其 地に 居て 一島 を 築かせ 給 ふ 根基と も爲 させ^へ りけ む 古 

傳の 有りけ むが 亡て、 然る 頗 巾の 墙 土の 事に 訛りて 云 成しけ るな どに こそ、 通證に 引ける 後漢 南蠻傳 に、 廪 君乃乘 -1 

土 船 T 從 一一 夷 水， 至 一一 堕 陽 f と 有る は陶 物と 聞 ゆれば 此埴 舟に 近き にや、 然るに 谷 重 遠が 以- ー坡 土-作， 舟、 謂 T 以ニ藥 土- 

塗 舟 也、 と 云 ふ を 載せた る は甚々 心 狭く 固陋し き說 にて 云 ふに も 足 はすな む、 ロ訣 にも 以 = 墙土, 作， 舟 者 神異と 有 

るが 如く、 凡庸の 臆 見 を 以て 如何 は 測 知り 奉る 事の 有らむ、 唯 古傳の 任に 心得む 外 は 無き 者ぞ かし、 又 土 金 包 和 Q 說 

を 成し 土克 水の 事 を 云 ふに 至りて は 愈 以て 取るべき に 非す、) 〇 菊， 之 東 渡より 直に 到 n  ffi 雲國簸 川上 所い 在 鳥 上 之 峰- 

へ 文の 續く所  なれ ども、  此卷 首に 巳に  論定め  たるが  如く、  必此 間に 其 頃の 事迹の 文の 有り つらむ を  亡 ひたりけ る 者な 

らし、 其は此 下に、 初 五十猛 祌 天降 之 時、 多將， 一樹 種- 而下、 然不， 殖 n 韓地？ 盡以 持歸、 遂 始レ自 -ー筑 紫 T 凡大 八洲 國 
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之內、 莫， 不一， 一 播殖而 成 二 青山, 焉と 有る に 引合せ 見ても 知らる、 事な り、 其 は 右に 始, 自 ニ紫筑 一と 云 ふと、 此に 到， 一 aw 

雲國, と 有る と必其 事の 打 合 はすして は s£ 有る まじ かりけ る 所な り、 此を强 て 助けて 云 ふ 時 は、 素戔嗚 大祌は 出雲國 

に 到らせ 給 ひ、 五十猛 神は筑 紫の 方に 渡らせ 給へ りと 爲 むか、 然れ ども 此 首に 素 突嗚尊 帥-一 其 子 五十猛 祌， と 見え" 第 

五 一 書に 凡 此三祌 云々 卽奉レ 渡， 1 於紀 伊國， 也と 有る に 叶 はざる 事 は 云 ふ も 更なり、 叉此， h, 、なる 乔， 人 大蛇の 事 も、 正書 

に松栢 生，, 於 背 上， と 云 ひ、 古事記に も 其 身 生， ー蘿及 檜榲， と 有る、 此物共 は 次の 一書に 所見た る 如く、 此素斐 嗚大祌 の 

毛髮 より 成 ffi でたり し 所の 物に て、 此に 五十猛 神の 盡に播 殖て大 八洲 國を靑 山と 成し 竟給 へる 後の 物なる を、 若此に 

直に w 雲國に 到り 坐す と 云 ふ 時 は、 彼 大蛇 を 退治 させ 給へ るより 以前の 事と 爲 むか、 以後の 事と 爲 むか、 事相 乖 へる 

を 如何にと か爲 む、 (若 其 以前の 事と 爲る時 は、 其 大蛇の 背 上さへ に、 靑山 成に 至る 迄 幾千 萬 年 をば 此に經 させ 給へ 

りけ ると か 云 はむ、 若 其 以後に 置く 時 は、 未 其毛髮 より 化 出で ざり し 以前に 然る 木 共の 有りけ る 謂れ 無き を 如何と か 

云 はむ、 古より 今に 至りて 人 皆 其 疑 無き こそ 氣 疎き 事に は 有り けれ、) 故是を 以て 云 ふ 時 は、 此東 渡と 云 ふ は 下 文に 

所見た る 如く、 韓 地より 筑 紫に 渡り 御 在し 坐して、 東方 紀伊國 に 初めて 到 著せ させ 御 在し 坐し ける 事、 巳に 偉 二十- - 

二十 一な どに 云へ るが 如くに て、 次 Q 一書に、 素 戔嗚尊 曰、 韓鄕之 島、 是有， 1 金銀 f 若 使 吾 兒所レ 御 之國、 不レ 有，， 浮寶， 

者、 未，， 是佳， 也、 乃拔 n 鬚髯， 散之卽 成， 杉、 叉拔 1^ 散 胸毛， 是成， 檜、 尻毛是 成， 被、 眉毛 是 成，, 機樟 ^ 已而 定，， 其 常,. 用、 

(中略) 夫須， 瞰 八十 木 種能播 生、 と 有る は、 此 に凡大 八洲 阈 之內" 莫， 不 H 播殖而 成 n 靑山 ー焉と 有る も 一時の 御 事に し 

て、 此ニ柱 神 共に 先に 天降らせ 御 在し 坐し ける 程の 御 政事 是 なり、 此に繼 ぐに 上 章 第三 一書に、 是後素 戔嗚尊 曰、 1^ 


神逐， 我、 我 今 當，, 永 去- 如何 不.. 與，， 我姊， 相 見.. 而 檀自徑 去歟， 迺復扇，天扇,國上^^詣于天，時、 (中略) 於是 素妻嗚 尊、 

白，， 日祌， 曰、 吾 所？！ 以更 畀來， 者、 衆神處 n 我以 根國？ 今當 -1 就 去？ 若 不，, 與レ姊 相 見 f 終不 A 能，, 忍 離 r 故實 以-淸 心， 復上 

來耳、 今 則 奉 fes 已訖、 當.. 隨 n 衆 神 之 意 T 自レ 此永歸 ^ 根 國.. 矣、 請姊 照； T 臨天國 f 自可， 1 平安 T 且吾以 ，1 淸心， 所 レ生兒 等、 

亦 奉，, 於姊？ 巳 而復還 降焉、 と 有る 此文 にて  >  先に 天上より 逐 はれて 葦原 中國に 天降り 給 ひ、 又 國內の 衆 神に 距 がれ 

て 新羅 國に到 著せ させ 給 ひ、 彼 曾 尸 茂 梨の 處に御 在し 坐して 彼 邦 を 建てさせ 御 在し 坐し.^ かど も. 本より 淸 心に 立 復 

らせ 給へ る 後に は 彼 土に 御 在し 坐すべき に 非 ざれば、 更に 御 興 言して 東方 筑 紫に 歸り 渡らせ 御 在し 坐して、 大 八洲 國 

を 盡に靑 山と 成し 給 ひ、 其顿ふ 可き 八十 木 種 を も殖耠 ひ、 殊に 吾 兒所レ 御 之 國と詔 給 ひて、 先に 日祌 と共に 生 奉らせ 

給へ りし 天神 御子の 御爲 に、 外國々 を も歸せ 奉り 給 ふ 可き 御 事共 を も 御 心 足 ひに 成し 拉 させ 給 ひて、 其 御 有功 をな む 

千 名の 五 百 名に 食 持たせさせ 御 在し 坐して >  今度 は實に 永き 御 辭見を 申させ 給 ひ， 先に 生 坐せ る 五男 神 をば 奉らせ 給 

ひ、 三女 祌 をば 賜りて ffi 雲國に 天降らせ 給へ る 前 度 後 度の 御 次序 甚 分明し き 御 事な りければ、 是を 以て 此に 乘, 之 東 

渡と 云 ふより 以下に 右 等の 事實を 約た る 傅の 有り つらむ を、 如何にして か脫 たりし 者な りと は 我心 を 定めて 云 ふ 事に 

て 有るな りけ り、 (此 前後 二度の 御 天降の 事に 深く 心 を 留めて 見 奉り 明らめざる 時 は、 此大 神の 比類 無き 御 有功の 御 

在し 坐し ける 御 事 も 何も 隱れ竟 るの みならす、 彼簸 川上に ての 御 事に も此 彼の 齟齬 ひ 有りて、 其 正實の 眞義を 明らめ 

得る 事な む甚難 かる を、 古より 皆 先達の 聲に 吠る 輩の み 多くして、 原文の 明ち め 無き は 如何に ぞゃ 所思る 事に なむ、) 

〇 到- Iffi 雲國簸 川上 所， 在 鳥 上 之 峰， と 有る 此御事 はし も、 已に傳 二十 r  二十 三な どに 辨へ、 叉 上 件に も 云へ るが 如 
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く此大 神の 後 度に 天降り 御 在し 坐し ける 時なる にて、 右に、 遂以 n 坡土， 作， 舟、 乘レ之 東 渡と 有る より 連接る 所なら す、 

若て 此度は 本より 御 伴 仕 奉 給へ る 五十猛 祌 以下の 祌等は 更なり、 日 神より 授け 奉らせ 給へ る 三女 神 を も 相 携へ御 在し 

坐して、 高天原より 直に ffi 雲の 方 を 指して 天降らせ 御 在し 坐し けるな りけ り.. 然れ ども 其 も 凝 川上に 始めて 天降り 著 

せ 給へ るに は 非す して、 此 第二 一書に 是時素 t{ 鳴 尊下 n 到 於 安藝 國 可愛 之 川上， 也と 有りて、 ffi 雲 風土記に、 意 宇 郡 安 

來鄕、 郡 家 東南 二十 七 里 一 百 八十 歩、 祌須佐 乃 烏 命 天 壁 立艱坐 之、 爾時來 坐 此處， 而詔、 吾 御 心 者 安平 成 詔、 故 云- 1 

安來 r と 有る 是 なり、 (但 右に 謂 ゆる 可愛 之 川 は、 風土記の 長江 山と 云 ふより 流る &伯太 川と 云へ る是 にて、 長江 山 

鳥 上 山 は 其 間合甚 しも 隔ら ざり ける と 見 ゆれば、 簸 川の 川上に も 相 近き 者と こそ 所思し かり けれ、) 〇 鳥 上 之 峰 は 古 

事 記に は鳥髮 地と 書け り、 記傳九 (十七 丁) に、 「地名 Q 下に 之 地と 云 ふ 例 は須賀 地、 叉 書 紀に曾 尸 茂 梨 之處と 有り、 

是登許 呂と訓 むべき 證 なり」 と 有る が 如し、 偖此. 峰 \ 子 を 多 氣と訓 む 事 は、 天 孫 降臨 章に 日向 襲 之 高千穗 峰、 其 第一 一 

書に 筑紫 日向 一-.^ 千 穗樜髑 之 峰、 第一 一 一 書に 日向 槐日高 千穗之 峰、 第 四 一 書に 日向 襲 之 高 千 穏榲日 二 上 峰、， 第 六 一 書に 

日向 襲 之 高 千 穗添山 峰と 有る、 峰， 字 何れも 多 氣と訓 める 事、 古事記に 筑紫 日向 之 高 千穗之 久士布 流多氣 (自， 久以丁 

六 字以レ 音) と 有る に 合 ひ、 應神 1K 皇ニ 十六 年 御 紀の峰 字 も其訓 にして、 美 漏と 訓 める は景行 天皇 十八 年 御 紀に其 山 

峰 岫重疊 と 有る 所の みなり、 皇極 天皇 三年 御 紀には 嶺字を も 多 氣と訓 めり き、 雄 略 天皇 四 年 御 紀大御 歌に、 I 磨 等 能、 

嗚武 羅能陀 該爾、 古事記 同 段に 美 延斯怒 能、 袁牟 漏賀多 氣爾、 叉 肥 前 風土記に、 阿羅 禮符 樓、 耆資麼 加多塏 場、 輕峨 

紫彌苫 (下略) と 有る、 此歌萬 葉 三 (三十 九 丁) に は、 霰 零、 吉志美 我 高嶺 乎、 險 跡と 有り、 五 (二十 五 丁. に、 許 能多氣 


仁、 比 列 布 利 家 良 之、 七 (五 丁) に、 卷目 之、 由槻我 高爾、 雲居 立 有 良 志、 又 弓 月 高、 雲 立 渡、 十三 (二十 丁) に、 三吉 

野 之、 御金 高爾 など 有り、 和名 抄に、 嶽 高山 名 也、 又作レ 岳、 訓與ぃ 丘 未 レ詳、 漢語 抄云美 太 介と 有り. 釋 名に.' 山大 

而 高曰レ 嵩、 嵩，. M 也、 亦高稱 也、 と 有る は 我が 多 氣と云 ふ は 髙の稱 なる に 合へ り、 又同抄 に、 峰 和名 三 禰" 又 用 一一 下 二 

字 T  at. 音尋 >  嶺 音領、 山 尖高處 也と 云へ り" 然れ ども 峰 又 嶺字を 多 氣に通 はし 用 ひたりし 事 上の 例の 如し. (元 享釋 

書 五 卷皇慶 偉に、 上， ー嶽 頂， 小 竹叢 兒復 問レ 之、 答 曰、 大嶽 也、 兒曰何 有-一 小 竹-乎と 有る >  兒は皇 慶爲， 1 兒董？ 初 上-: 数 

岳 一也と 云 ふ^ま 有りて 其 問答なる が、 嶽と 竹と 一一 一一 a 相 同じく 上 を 淸て唱 ふ 可き 證是 なり、) 鳥 上 之 峰の 事は傳 二十 一 、 

二十 三に も 巳に 注せる が、 先づ 其. 所在 を 此に簸 川上と 云 へ る は、 ffi 雲 風土記に、 出 雲 郡 出雲大 川、 源 自，. 伯 誉與， 一 ffi 雲- 

二 國搏鳥 上山ム 流 仁 多 郡 横 田 村？ 卽經 U 橫田三 處三澤 布 勢 等 四鄕？  ffi-, 大原郡 搏引沼 村 r 卽經， 1 來次斐 伊 屋代祌 原 等 ■ 

四鄕 T 出，， w 雲郡辦 多義 村 T 經 n 河內 ffi 雲 ニ鄕？ 北 流 更折西 流、 卽經- 伊 努杵築 ニ鄕？ 入 n 祌鬥水 海？ 此則 所謂 斐伊河 下 

也、 (中略) 自，, 河口， 至，， 河 上 横 田 村， 之 間、 五 郡 百姓 便， 河而 居、 (K 雲 祌門飯 石 仁 多大 原邯) 叉 仁 多 郡窒原 川、 源 出-一 

郡 家 東南 三十 五 里 鳥 上山ハ 北 流 所謂 斐伊 大河 上 也、 叉 同 郡 横 田 川、 源 出， 一郡 家 東南 三十 六 里 窒原山 T 北 流 此則斐 ％大 

河 上、 と 有りて 鳥 上 山 窒原山 を 水源と して 流 下る 大河 是 なり、 記傳九 (十七 丁) に、 「鳥 髮地は 彼 風土記に 仁 多 郡 鳥 上 

山、 郡 家 東南 三十 五 里と 有りて、 下に 伯香與 一一 ffi 雲-之 現有 n 塵 味 葛-と 云 ふ 細 書 有り、 此山今 俗に は 船 通 山と 云 ふ、 此 

山の 東に 窒原山 有り、 其 間 を 越 ゆれば 伯 耆國日 野 都に 至る とぞ」 (取 意) と 有り、 借 此國の 地 圖に據 りて 考 ふるに、 其 

き 上 山より 束 北方に 長江 山と 云 ふ 有りて 其間甚 しも 遠から ぬが、 謂 ゆる 伯 太 川の 水源に して 安藝 國 可愛 之 河 上と 云 " 
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る是 なれば、 此大 神の 御 天降 坐し、 地 は 其 烏 上 山と 長江 山との 問な りし 故に、 一に は簸- 川上と 俾 はり、 一に は 可愛 之 

川上と も 傅 はりし にて、 異處に は 非 ざり しに も 有るべし、 故 地 祌本紀 に は 安藝 國 可愛 之 河 上 在 鳥 上 峰と は 云へ るな め 

り、 (偖 鳥 上と 云へ る 地名 は此大 神の 大蛇 を 退治 させ 御 在し 坐し ける に 依れる にて、 捉神 山と 云 ふ 事なる にや、 此第 

if 一  書に 其 大蛇に 勅して 汝是可 長 之 神と 詔 給へ りし 御 事 見え、 叉 古書に 殺す 事 を 登 流と 云 ふ 事 も 有れば なり、 ^又傳 

二十 四卷に 云へ るが 如く、 纂 疏に此 第三 一書に 其 斬 レ蛇之 地 則 出 雲錢之 川上 是 也と 有る に 就て- 所 レ斬之 蛇 化レ之 世、 

上 云-一 蛇 兩脇有 1^ 山、 蓋 卽此山 乎、 と 注させ 給へ る は 實に尤 なりけ る御說 なる を も 思 合す 可くな む、〕 〇 吞レ人 大蛇 は、 

正書に、 往時 吾兒 有-八 箇 少女 T 毎， 年爲 n 八岐 大蛇-所， 吞、 今此 少童且 臨， 被い 吞、 第二 一書に、 我 生 兒雖ぃ 多、 毎レ生 

輙有 n 八岐 大蛇？ 來 呑不レ 得-二 存？ 今吾且 レ產、 恐-一 亦 見 荐と 有る 事 を • 切 めて 云 ふなり、 傳 二十 一 に 注せり、 〇天 蝇斫 

之劍 は、 私記に 安 萬 乃 波 倍 支 里 乃 津留支 と訓 めり、 此を 正書に 十 握劍と 有り、 第一 一 一 書に 其 斷レ蛇 之^ 號曰 n 蛇之麁 

正， と 見え、 第コ 「一書に は 蛇 韓鋤之 と 云 ひ、 古語 拾遺に は 天 十 握^ 其 名 天 羽 羽 斬と 有りて、 如 此く其 々に 依りて 

名の 別なる が 故に 各 別物の 如く 所思 ゆる 物から、 必然し も 非ざる 事、 已に傳 二十 一 に 注せる が、 今 も 此を總 云 ふ 時 は 

十 握 0 と 云 ふ は 其 度量 を 以て 云ふ稱 なり、 1K 十 握 g など 云 ふ 天 は 天上より 携へ御 在し 坐し ける 御物の 謂な り、 蛇 之.^ 

正と 云 ふ は、 然る 妖蛇を 正しく 退治 させ 給へ るに 依れる 稱 なり、 蛇 韓鋤之 m と は 其 形容 を 以て 號 けたる 者な り、 天 羽 

羽 斬の 事 は 次に 云 ふべ し、 天蠅 之 劎とは 其 利用 を 云 ふなり、 偖 此蠅は 和名 抄に、 蠅 和名 波 ra、 阻 和名 波 ra 乃 古、 蠅 

子 也、 と 有る 是 なり、 其 は 釋述義 に、 私記 曰、 問 蝇听之 號其義 如何、 答師 說此劍 尤利劍 也、 若 居-一 其 匁 上-者、 卽其蠅 
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自听、 此 鋭鋒 之 甚也、 と 有る は實に 然る 言なる にて、 天 孫 降臨 章に 蠅聲 邪祌、 其 第 六 一書に 晝者 如， 1 五月 蠅， 而 沸騰 

之、 允恭 天皇 十四 年御紀 に^ 起蠅散 と 見え、 肥 前 風土記に、 纏 向日 代宫 天皇 行幸 之 時、 御 n 宿 此鄕西 T 薦-, 御 膳， 

之 時、 蠅甚多 鳴、 其聲 大囂、 天皇 勅 云、 蠅聲 甚囂、 因 曰， 一 囂鄕？ と 云 ふ 事 も 有り、 叉 萬 葉 nK 五十 九 丁) に、 五月 蠅成、 

驟騒舍 人 者、 五 ニニ 十九 丁) に、 五月 蠅奈 周、 佐 和久兒 等な ど 有りて、 如此く 騒がしき 物の 譬に. 云 ふ 事 古の 常なる は、 

世に 飛蟲 はし も 多く 有れ ども、 蠅 許り 飛 交 ふ 事の 突 利に して 一 所に 落 著く 事無くして 手に も 掠 得る 事の 難き 物な りけ 

る を、 居ながら にして 研 斷っ利 幼， なる が 故に 蠅斫と は 云へ るな りけ り、 纂蔬 にも、 謂，. 蒼蠅 止， ー于 上 f 其 蠅自斬 1 而 

已、 吹 毛 之 類 也、 と 注させ 給へ る は 右の 私記の 古說に 據らせ 給へ る 者に なむ、 (然る を 口 訣に蠅 邪神 之稱と 云へ る は、 

右 Q 天孫 降臨 章の 譬に 就て 說を 成せる なれ ども 非な り、 叉 蠅は波 W なる を、 羽々 の轉 なりと 云 へ る 如き 說も未 其 委しき 

に 至らざる なり、 叉 天 速 切 之 とも 云 ふ も 別に 一 の 名なる にや、 春 Q 深山 路弘 安三 年 十 一 月 十八 日 下に、 「熱 田宫は 

昔日 本 武尊東 を 平げ 給 ひし 時、 夷 野に 火 を 掛けて 尊を燒 殺さむ と爲 ける 時、 大 なる 桂木燒 けて 倒れたり ける に、 田 中 

の 水 熱くな りたり しょり、 熱 田と 云 ふなり 其 時 天の 波 夜 切の 叙に て 草 を 薙て遁 給 ひし かば、 其 劎を草 薙劎と 申しき 云 

力」 と 有る は此天 蠅斫之 叙と 云 ふ 事の 轉れ るかと 思 ひし かど も、 m と 夜と 言の 通 ふ 可く も 非 ざれば、 猶天速 切 之 ％c と 

云 ふ 一 名の 別に 在りし なりけ り、) 偖 古語 拾遺に 天 十 握劍と 有りて 下に、 其 名 天 羽 羽 斬、 今 在， 一石 上 神宮 f 古語 大蛇 

謂 二 之 羽 羽 T 一 百 斷， 蛇 也、 と 書され たる は 右の 蠅斫と は 同じから ざるな り、 和名 抄に、 蛇 和名 倍 美、 1 云 久知奈 波、 日 

本紀 私記 云、 乎呂 知毒蟲 也、 と 云 ひ、 阮 蛇 加 良須倍 三， 叉蚺蛇 和名 仁 之 木 倍 三、 蛇 文 如，, 連錢， 也と 有る、 倍 美 は 這 i 
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と 云ふ義 なる 可く、 久知奈 波 は 口 蠅と云 ふ 事に て、 口 有りて 蠅の 如く 打延 たる 稱 なる 可し、 叉 通 證に河 內國跪 川 郡 有，, 

ハ グサ ムラ 

蛇 草 村？ 見 二 平氏 太子 傳， と 有る は 蛇に 波と 云 ふ 言の 本より 有り つらむ が、 右の 倍 美の 倍に 同じく して 波 も 倍 も 共に， 

這 字の 義 なる を、 大蛇 謂- 1 之 羽 羽-と 云へ る は、 小なる を 波と 云へ る 對に大 なる をば 波 波と は 云 ふなる にて、 小 蛇 は 其 

行く 事の 速なら ざる を. -大 なる は 其に 倍して 這 行く 事の 甚 しき 謂 を 以て 羽 羽と は 云 ひけるな る 可し、 或 人の 和名 抄書 

入 を 見る に、 同抄 に、 腹 蛇 一 名 嫫鰱、 一 名 反 鼻、 蝮 和名 波 美、 俗 或 呼 1 蛇爲 -1 反 鼻？ 其音片 尾、 と 有る 下に 又 其 太子 偉 

ハ グサ ムラ 

を 引て、 蛇 草 村、 今 現有 レ之、 蛇訓ぃ 波、 波 美 之 略 也、 波 美食 之義、 齧 レ人故 乎、 片尾疑 ra 美之轉 非- 1 反 鼻 f 甲斐 國巨麻 

郡 有-速 見？ (倍 見) 可， 訓，, 波 美 r 云，1 倍 見， 者 音 通 也、 亦 十二支 中 巳 蛇 也、 訓， 美 W 美 之 略 也、 と 云へ り、 右に て は 波 

美 は 食に- 倍 美 は 其 音 通なる 由なる が、 今 も 蛇と と 其 物 異にし 有りければ、 は 食の 義 にても 有るべし、 蛇 を 波と 

云 へ る は 這に て、 其 物の 作用 を 取れる 事 疑 ひ 無 かる 可き 者な りかし、 然れば 此天羽 羽 斬 は R< 大蛇 斬の 義 なる 事に て-, 

第 ifl 書 第 n「l 書に 謂 ゆる 斷蛇之 と 云 ふに 異ならざる 者な りけ り、 (記 傳十卷 三十 六 丁に 云 はく、 「弊 美と 云 ふ は 反 

鼻 字音より ffi でた るかの 疑 有りぬ 可 けれども、 其 條に俗 或 呼 レ蛇爲 二 反 鼻？ 其音片 尾と 云へ る は、 右の 和名 倍 美と 有. 

ると は 似 たれ ども 別な りと 聞 ゆ、 反 鼻 は 本より 正 名に 非す 一名なる を、 其 音 を 取りて 和名と 爲 すべきに 非す、 其 も 上 

代 此御國 に 無 かりし 者なら ば、 漢 一名な ど を も 取りて 名く る 例此彼 有れ ども、 蛇な ど は 神代より 有る 物 なれば 名 も 無 

かる 可き に 非す、 若 乎 呂知を 古名と 爲 むに も， 巳に 然る 名 有る 上 は、 更に 漢 一 名 を 借 求む 可き 由 無し、 其 上 弊 美と 云 

ふ 名 は 廣く云 習 はした る 狀に聞 ゆる を や、 然れば 此は反 鼻の 音と 自然 似た るの みなりけ り」 と 有り、) 〇 斬 一一 蛇 尾, と 


唯 尾の み を 斬らせ 給へ るなら す、 正書に 寸 n 斬 其 蛇-至 レ 尾と 云 ひ、 第二 一書に 至 一一 斬 レ尾時 1 と 見え、 第三 一書に 斬レ頭 

斬レ腹 其斬レ 尾と 有る に 合せて 其 文意 を曉る 可し、 〇 匁 缺は、 正書 及第 二 第三 一書 共に 劍 ノ缺と 有る を、 古事記に 御 

刀 之^ 毀と 有りて 此のみ は 少\ 子 無し、 其 訓に從 ひて 波， i 祁 伎と 訓 むべき 事 云 ふ も 更なり、 〇 擘而は 私記に 津牟左 まま 

と 有り、 字 鏡 集 名義 抄 共に 其 訓 有り、 又 同 抄に和 加 都と も： 久 とも 都牟 とも 比 良久と も 比 伎佐久 とも 有れば、 此都牟 

佐久は にて、 正書に 謂 ゆる 寸 斬 と 同じ 義 なめり、 〇 尾 中 は" 第二 一書に も劍在 一一 尾 中-と 見 ゆ、 傳ニ 十三に 云 

へり、 C 有-二 神 i-- を 「能 阿 夜 志 伎 叙と 訓 めり、 此は 正書に 故 割 n 裂 其 尾- 視之、 中 有-二 劍？ (中略) 素 姜鳴尊 曰、 是 

神^ 也、 と 有る を 切め て 書れ たる 者な り、 此神劍 と 云 ふ 事、 委しく は傳 二十 一 、二十 四に 注したり き、 〇 素 戔嗚尊 曰、 

此不, 可, 以 私用， 也、 は 下なる 上 コ奉於 天, へ 係る 所に して、 正書に 素 戔嗚尊 曰、 是祌劎 也、 吾 何 敢私以 安 乎、 乃 上 II 獻 

於 天神, お、 と 有る に 同じく、 此大 神の 今し は 天 照 太 神の 御爲 に、 少 かも 恣 なる 私曲の 御 心 御 在し 坐 さ f る 御 事 を 見 

奉り 明らめ 知るべき 所なる 事、 已に傳 二十、 二十 一 に 注し 奉る が 如し、 偖此 私用の 用字 は 所持 字の 義に 見る ベ きな 

り、 熱田緣 起に 何敢 私秘藏 乎と 有る 以て 考ふ 可き なり、 偖 用字の 例 は 天孫 降臨 章に、 乃以- 一平 レ a 時所レ 杖之廣 矛- 授 -1 

二 神-曰、 吾以， ー此矛 T 卒 有-一治 功？ 天孫 若 用 こ此矛 一治， 國者、 必當 一一 平安 T と 有る 是れ にて、 己が 物と 爲て自 由 に 使 

を 云 ふなり、 此は大 巳 貴 神の 御自 常に 用 ひさせ 御 在し 坐し ける 御 矛 を、 國 避の 御 時に 常り て 天孫に 奉らせ 給 ひける 

は、 此は 古事記に 在-一都 牟刘之 大刀？ 故 取-一 此 大刀-田 や 1 異物- 而白 n 上 於 天 照 太 御 神-也、 と 有る が 如く、 此 神^の 靈咸 

を神異 しく 所思し 坐して、 御自 私の 物にして 使用 はせ 給 はす 奉らせ 給 ひける にて、 豫め皇 太 神の 御 許に 置かせ 給 ひて 
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15 こ 天 璽と して 授け 賜 へらむ 御 所置 を 仰 奉らせ 給 ふ 御 心に 御 在し 坐し けむ 御 事、 上 豪 三 i に 心-所』 

兒等、 11^ と 申させ 給へ る御苜 Q 御 在し 坐す § せて 思量り 奉る 可き 御 事な りかし、 (若て 蒙らせ 給へ る 御 

S 皇 is 此舊を 事 依し 授け 奉 急 給 ふ 御璽と 成れる 所 由 S て幽深 Ig 有る を、 其 S 二十 一 卷に 委し 

く 注し 明らめ 奉 やば、 其 所に 就て 考ふ 可し、) oir は、 此 第一， i に 五せ 孫、 第二 一書に 六 S など 有る、 共 

に 伊都 用牟都 用と 創める、 其 も 惡くは 非 ざれ ども、 讓體 i 前紀に 五世 孫 七 S と 云 ふ 事の 有る を、 伊都.^ 岐那々 

都岐 とまる-」 可れ も從ふ 可き なり、 若て 都 具と は 父子 相承く る 事に 云 ひて、 今 も 俗に 嫡子 を用都岐 と 云へ I なり 

醫 -11 に 弘計王 億 計 王の 御名 乘爲 させ 給へ 暴 を 書して、 乃 I 師ー f0i 裏 天皇 聞 霞 歎曰、 . 

無レ子 也、 可，， 以&, レ IT と 有る、 是卽 嫡子 の事を 嗣と云 ふなり、 繼體 天皇 前紀 に、 一 P 男女 一 可き 繼 嗣ハ 壬 子 大$ 

1 大連 管、 i0t 天下 何 心、 と 有る 醫を 美都 岐と訓 み、 Xli0$k.im 

fa  I 第一 詔に、 高天原 爾事 始而、 囊皇御 f 今 至 麻 s、 天皇 御子 之 I 坐牟彌 繼々. 爾大 

^il と 有る を、 S 大人 S に、 「彌 繼； は叉繼 叉繼ぎ繼 行くな り」 と 云 はれ、 第二 詔に 始今而 次 i 

I 主と 有る を、 解に、 「次々 は 子孫 Q 嗣 さり」 と 有り、 藝ー (二十 九 丁) に、 藝神 乃、 嗣 S 流 >  吾莫勿 久爾、 

六 (四十 二 丁) こ、 阿 I 座、 御子 之 I、 天下、 所 知 I、 十八 (二十 三 丁) に、 此山 能、 伊 夜霧 J 爾、 可 久之許 

曾、 都 II 良 米、 伊 夜 I 奈 害、 十九 (一一 一十 九 丁) に、 千代 累、 観 警、 所 知 來流、 二十 St 

1 S に、 S 乃 1、 伊 也 謹 都舊、 など 見え、. 叉 I よりぎ たる は、 15 ハエに、 g 赛 I 稷„ 


木 乃、 彌繼々 爾、 天下、 所 知 食 之 乎、 (或 云 貪來) 三 (二十 九 丁) に" 都 賀乃樹 乃、 彌 繼 嗣爾、 玉 葛、 事 無 V 六 (十 丁) 

に、 刀 我乃樹 能、 彌繼 嗣爾、 萬 代、 如是 ニニ 知 三 三と 有る も 皆 上に 同じく 世 繼の事 を 云 ふなり、 仁 明 1K 皇承和 十二 年 

御紀 に、 濱 主本是 伶人 也、 時 年 一 百 十三、 自作 U 此舞 f 上表 請レ 舞， 一長 壽？ 表 中 載，， 和歌 f 其詞 曰、 那々 都義 乃、 美 與爾 萬 

和 倍留、 毛，. < 知 萬 利、 止 遠 乃 於ま奈 能、 萬 飛 多 天 萬 川 流、 と 有る は 七 世 を那々 都義と 云へ るに て、 卽ち 古言の 正格な 

る 者な り、 空穗 忠社卷 (十一 丁) にも 五 都 岐六都 岐と傳 はれる 蒂を 云々 とも 有り、 若て 此 五世 孫と 云 ふ、 孫 字 は 和名 抄 

に、 子 之 子爲レ 孫、 和名 無 萬 古、 一 云 比 古と 見え たれば 比 古と 訓む べし、 (無 萬 古の 無 は 宇の 音便な り、 若て 宇 萬 古 は 

可 美 子の 謂に て 最愛し む義 なり、 御紀の 右に 引ける 五世 孫、 七 世 孫な どの 孫 字 何方も 美 萬 古と 訓 める は 美 宇 萬 古の 略 

なる にて、 世に 子の 子 を 鼓て 萬 古と 云ふ是 なり、 比 古 は 同抄に 曾孫 を 比々 古と 云へ る、 共に 例の 亲 娘と 對 へる 其と は 

異にて、 比は歷 にて 子を歷 たる 子と 云 ふ 事、 比々 古 は 子 を 歷て叉 子を歷 たる 子と 云 ふ 事に て彌 遠き 謂な り、) 〇 天 之 

蒈根 神、 此 神の 御 事 古事記に 據 るに、 須佐之 男 大祌の 御子 八 島 士奴美 神 御 在し 坐して 此を 一 せと 立て、 二世 は 布 波 能 

母遲 久奴須 奴祌， 三世 は 深淵 之 水 夜禮花 神、 四 世 は 淤美豆 奴 神、 五世 は 天 之 冬 衣祌、 六 世は大 國主祌 にして、 此世數 

第一 一書に 八 島 篠祌を 首と して、 此祌 五世 孫大國 主神なる 時 は、 此も 右の 素 妾 嗚大祌 より 大國 主神まで 總て六 世な 

り、 第二 一書に も 素戔嗚 尊、 (中略) 六 世孫是 曰， 一大 巳 貴 命， と 見え、 姓氏 錄 にも 素 佐 能 雄 命 六 世 孫大國 主命と 誉 された 

れ. ば、 右の 世數に 於て 少 かも 疑 を容 る- -所 無くして、 實 に大國 主神の 御 父に 常ら せ 給 へれば、， 此に 五世 孫 天 之 蒈根祌 

と 有る に 符合へ りと 云ぶべし、 然れ ども 傳ニ 十一、 二十 二に 論定め たるが 如く、 此 正書に 素 妻 鳴 尊、 (中略) 乃 相與遠 
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合而 生， 1 兒大巳 貴祌 一と 書され、 古語 拾遺に も 素斐嗚 神娶， 1 國祌 女， 生， 一大 巳 貴祌， と 所見た る 是正 說 にして、 右 Q 六 *1 孫 

と 云 ふ は 決く 中古に 出来れ る 杜撰なる 者な りけ り、 若て 其 四 世 五世の 間に 就ても、 其淤美 豆奴祌 はし も 出 雲 風土記に 

謂 ゆる 八朿水 臣津野 命に して、 此素 斐嗚大 神の 御 事に なむ 渡らせ 給へ りければ、 其 五 牲天 之 冬 衣 神 はし も卽ち 此大祌 

の 御子なる 事 著明 かりければ、 必 由る 所有む と考 以て 行く に、 神 名 祕抄の 古本に 天 蒈根祌 (亦 名 五十猛 命) と 有る 確 

證を 得て 數 年の 大疑を 一時に 氷解に 至れり、 然る は 此神劍 を 得させ 給へ る 後の 御 消息 は 正書に..' 吾 何 敢私以 安 乎、 乃 

上 fi 獻於 天神 一也と 見え、 此 にも 此不， 可， ー以吾 私用， 也の 御言 御 在し 坐す も、 打 置かす して 直に 日 神の 御 許に 奉らせ 給 

へ る 語勢なる を 以て も、 五世 孫 を何ぞ 待たせ 給 ふ 事の 御 在し 坐 さむ、 然れ ば此ー K 之 蒈根神 亦 名 五十猛 祌を 以て 上 奉ら 

せ 給へ る 事 は實に 然る 物から、 其 五世 孫と 云 ふ 三 字 は 右の 六 世 孫と 云 ふ說の 起れ る 後に 攙 入たり けむ 事 一 K ふ も 更なり 

かし、 (此は 古より 以降 其 古事記の 說 有りて より 誰し も 泥む 事に は 有れ ども、 其 は 深く カを盡 して 見 ざり ける 故に 其 

正意 は 得 ざり けるな めり、、 若 此の 如く 五 f 孫 を 待たせ 給 ふ 事の 御 在し 坐 せらむ に は、 私 字 を 如何と か は见る 可き、 返 

力 も 此大神 の 私の 御 心 御 在し 坐さざる 至 公の 御 心 を 匿し 奉る 如く 甚僻 々しき 說を 立つ るに 至れ る 者な り、 甚切可 長、 

故記傳 九卷： 大之冬 衣祌の 下に 此 一 書 を 引て、 須佐之 男 命 彼 靈劍を 五世 孫に 至りて 天 に は 奉り 給 ふと 云 ふ 事 疑 はしき 由 

に 云 はれた るは然 すがに 大 偉人に て は 有りけ り、) 故此 天 之蒈根 神と 申 奉る は、 全く 五十猛 祌の亦 名に 御 在し 坐す ベ 

く 所 m 心る に 就て、 猶其 上を考 ふるに、 此 下に， 初 五十猛 祌 天降 之 時、 多將， 一樹 種， 而下、 然不， 殖 M 韓地 T  1^ 以 持歸、 遂 

始レ自 n 筑紫？ 凡大 八洲 國之 内、 莫， 不， 播殖而 成，, 青山， 焉、 所以 稱 n 五十猛 命， 爲，， 有功 之 神， と 有る、 此 御名の 五十猛 神 


は 唯 御 後 威 Q 猛く 高く 御 在し 坐す 意、 叉 有功 之 神と 申す は 其 御 功業 を稱 美へ 奉れる 義、 叉 古事記 地 神本紀 等に 大屋 毘 

古神と 申す 御名の 有る は、 其屋 作の 事に 御 功 坐せ る 由なる にこ そ 有り けれ、 右の 如く 樹種を 播殖し 給へ る 所 由 を 以て 

-負 給へ りし 御名の 御 在し 坐 さすと 云ふ理 やに 有るべき、 故此を 以て 思 ふに、 天 之 蒈根祌 と 申す は 天 之 殖木根 神と €■ 

す義 なる 可く、 天 之 冬 衣祌と 申す は！ K 之殖木 主神と 申す 義に こそ は 有る ベ かり けれ、 叉 下に 注せる が 如く、 此 祌を祌 

名 式に 鳳 至 比 古神と 有り、 其は殖 木知彥 神の 義 なるな り、 通證 に、 延佳 曰、 曹根祌 古事記 所謂 冬 衣祌、 祌名帳 山城 國 

相 樂郡和 伎 坐 天 乃 夫 ま 賣祌社 (大、 月次 新嘗) 是 也と 云へ り、 若此說 Q. 如くなら むに は 夫 まは殖 木に て、 賣 は女祌 Q 

謂に は 非す して、. 月夜 見 尊 又 海 童 神な どの 美 は 持に て 月夜 持海津 持なる に 同じく、 殖木 持の 義 なる 可き にや、 叉比賣 

は 若く は 女の 意なら ば 其 后 神に 坐す にや、 山 域 志に、 在， 一平 尾 村？ 今稱， 1 涌 W 宮， と 云へ る を、 紀伊國 名 草 郡 伊太 祁會 

神社の 別 社に 其 御前 社と 云 ふ 有りて、 土人 は 其 本社の 妻な りと 云へ るが、 今 平 尾 村と 云 ふに 立た せ 御 在し 坐して、 平 

尾 村の 地名 相 合へ る を 以て 試に 云 ふなり、 已に傳 二十 1 に 注せる が 如く、 式に 當郡綺 原 坐 健 伊那 太比賣 神社 御 在し 坐 

す も此に 由有る は 更なり、 綴 喜 郡 樺 井月 神社 (大、 月次 新嘗) Ic^ 郡 H 讀祌社 (大、 月次 新嘗) と 有る、 此ニ社 は 御 父 

大祌に 1： 在し 坐すな ど、 由 有りげ なる 御 事共な り、 淸和 天皇 實錄 に貞觀 元年 正月 二十 七日 甲 申 奉， 授>1 山城 國從 五位 下 

和 伎祌正 五位 下， と 見 ゆ、 (伹此 和 支 坐 天 乃 夫 ま賣祌 は別祌 なる かの 考 有り、 記 傳九卷 五十八 丁に、 「此は 喪と 有る は 

女祌 にても 有るべし、 此 記に 天 之 吹 男 神と 云 ふ も 上に 見えたり」 と 云 はれた る は實に 然る 言に. て、 若く は 其 1K 之 吹お 

it© 粒び に 天 之 吹 女祌と 申す も 御 在し 坐し つらむ を、 古事記に は 亡て 神 名 式に 遣れるな めり、 然して 其の 級畏/ 体齐 ：！ 命 
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級長 戶邊 命の 亦 名なる にや、 然思 ゆる 由 は、 同年 九月 八日 庚申 山城 國和 岐祌等 遺， 使 奉 レ幣、 爲， 一風 雨, 祈焉と 有る を始 

として、 臨時 祭式 祈 雨祌祭 八十 五 座 Q 中に も 和岐社 一座と 出 でたり、 斯れば 右の 五十猛 神の 亦 名なる 1K 之蒈根 神と は 

別 祌と見 ゆ、 猶 後人の 定を续 つ 者な り、) 叉傳 二十 四に 引て 注せる 出 雲 風土記に、 島根 郡 山 ロ鄕、 郡 家 正南 四 里 二百 

九十 八 歩、 須佐能 烏 命 御子 都留支 日子 命 詔、 吾 敷 坐 山 ロ處在 詔而、 故山 口 負 給と 有る、 此都 留ま 日子 命と 申す は此 1K 

之蒈根 神と 同 神に して、 卽ち 五十猛 神に 御 在し 坐すべく 所思 ゆ、 其 敷 坐 山と 云 ふ は 同 記に 謂 ゆる 布 自枳美 高山、 郡 家 

正南 七 里 二百 一十 步高 二百 七十 丈 周 一十 里 (有， 烽) と 見え、 f;- に 女 岳、 郡 家 正南 二百 三十 歩と 有る 是 なり、 此山を 

しも 敷 坐す と 云 ふ は、 例の 樹種 を殖 させ 御 在し 坐して 常宮の 地と ト 居らせ 給 ふ 由なる 可し、 若て 此 御名 はし も、 始五 

十猛神 はし も 御父大 神と 共に 高天原より 天降り 御 在し 坐し ける 祌 にて 渡らせ 給 ふが 故に、 彼 祌劍を 天神に 奉らせ 給 ふ 

御 使と 爲て奉 出し 給へ る 其 御 功に 依りて 食 持 坐せ る 意の 御名と こそ は 所見たり けれ、 又 神 名 式に、 越 前 國敦賀 郡^ 神 

社、 天 利^ 神社、 周 防 國佐波 郡劍祌 社な ど 坐す も 同 神 か、 考 合す 可し、 然れば 天之蒈 根 神 叉-穴 之 冬 衣 神と 申す は樹種 

を殖 させ 給へ る 由に 依りて 食 坐せ る 御名、 都 留伎比 古 命と 申す は 彼 神领， の 御 使と して 天上に 參 上らせ 御 在し 坐し ける. 

謂に て， 本より 同祌 になむ 渡らせ 給 へりけ る、 (但記 傳九卷 天 之 冬 衣 神の 下に、 「布 由 伎 は 明宮段 歌に、 波 加勢 流 多 

知、 母 登 都 流藝、 須惠布 由、 布 由 紀能須 と 有る 是 なり、 奴は稱 名に て 主な り、 偖 叉 黄泉 段に 十拳劎 於， 一 後手， 布 伎 都々 

と 有る にて 彼 一!w 根に 通 ふ 由 も 著し、 根 も 上に 一 K へる 如く 稱名 なれば 奴と 同じ 意味な り」 と 云 はれた る、 此 にて は予が 

右の 殖木主 叉殖木 根の 說は 立つべからざる に 似たり、 然れ ども 此は 神劍を 奉らせ 給 ふ 御 使と こそ は 御 在し 坐し けれ、 


御 自其神 劍を揮 はせ 給 ふ 事の 如何で か は 御 在し 坐 さむ、 且其六 世の中 にても- 右の 天 之 冬 衣祌は 唯？ M を 奉れる Q み Q 

御 功なら むに は、 大國 主神と 御 父子に 取りて 似 著 はしから ざれば、 記 傳の說 は 甘な ひ 難くて なむ、) 〇 遣 は 奉 出な り、 

上 章 第三 一書に 見 ゆ、 傳 二十に 云へ り、 〇 上 奉 於 天， は 私記に 安 米爾太 ntl, 萬津利 安久と 注せり、 正書に 上 II 獻於 天神， 

也と 有る 訓も此 に 同じき 事、 委しく は 二十 一 に 注せる が 如し、 借 此天は 右の 如く 天神に 上 奉 させ 給へ るに て、 古事 

記に は 故 取， ー此 大刀， 思，， 異物， 而、 白 i 於 天 照 太 御祌， 也と 見え、 寛平緣 起に も 素 妾嗚尊 曰、 是祌劍 也、 何敢 私； ま藏 乎、 

獻， 一 於 天 照 太 神， 也と 有る が 如し、 然る を 此に上 TI 奉 於 天 一と 書され たる は、 此には 天神の 御 事 をば 申さす して、 其 御 在 

し 坐す 天上の 事 を 以て 云へ るな り、 此 例 多き 事に て、 萬 葉 一 (十九 丁) に、 上に 山祌 乃、 奉 御調 等 云云、 遊 副 川 之祌母 

云云と 云 ひて、 下に 山川 母、 依 S 奉 流、 神 乃 御代 鴨と 結め、 叉 其 反歌に、 山川 毛、 因而寧 流、 祌 長柄、 云云と 云へ る 

は 共に 山祌 母川祌 母と 云 ふ 意なる なり、 又 其 (二十 二 丁/ 天地 毛、 緣而有 許 曾と 有る も 天 地 神 毛、 緣而有 許 曾と 云 ふ 

義 にて 古言の 例然 り、 一 今 も IK 皇 尊に 奏す 事 を 京師に 奏すと 云 ひ、 將軍 家に 訴 ふる 事 を 江戸に 1^ ふな どの 類、 不知. „< 

々も 人の 常に 云 ひて 異 しと 爲 ざる 是 なり、) 〇此 今 所謂 草 難 ％,矣 は、 正書に も此 所謂 草 薙^ 也と 有る を、 此には 今 字 

の 加 はれる のみな り、」 

(ジメ ィ ソ タケル ノ 力- 1 アマ クタ リ マス トキ 二  サハニ モチ コ タネ ヲテ クタ リマ シキ シ カレ ドモ ズゥヱ タマ C カラク ニニ コトゴ トク 二 モ *• 力へ" テ  ッ匕ニ ハジメ テ 

初 五十猛 神 天降 之 時。 多 將， 樹 種， 而 下。 然 不 fejs 地， 盡 以 持歸。 遂始 

ヨリ ック シ スべ テすホ ャ シ マ グニ  ノ ゥチ .1 'カリ-スト ィフコ トマ キゥヱ テ ナサ ァ ヲ ャ マト キ  コノュ ヱ 二 タタへ マツリ ティ ゾダケ ルノ： - コ トヲ マヲス 

自，， 筑 紫 ー凡大 八洲 國之 內。 莫. 不，， 1 播 殖 而 成， 靑 山ー焉 所 以 稱，， 五 十 猛 命 
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ィサヲ ノ 力-.、 ト  スナ ハチ キ ノ クニ  二 マ ス すホ 力-.、 n レ ナリ 

有功 之 祌_; 卽紀 伊國所 坐大神 是 也。 

此に初 五十猛 神 H< 降 之 時と 有る は 上文の 緯 にて、 卽ち 右に 是時素 妾嗚尊 帥， 1 其 子 五十猛 祌， 降 n 到 於 新羅 國 一と 有る 其 御 

時の 御 事に 渡らせ 給へ る 由、 巳に 此卷 首に 委しく 論め 云 へ るが 如し、 然 らば 此の 御 消息 を も 右に 列ね 書 させ 給 ふ 可 

かめる を異 事の 様に 別に 書 出された る は 如何と 云 ふに、 上に 其 御 H< 降の 初 後 を 混同に 爲られ たる 其 は 姑く 別の 事と し 

て 右に は 御 父 大祌の 彼八岐 大蛇 を 退治 させ 給 ひ、 草 難劍を 得させ 御 在し 坐して 天神に 奉らせ 給 ふ 御 事 を 書して、 謂 ゆる 

經 にし 有りければ、 此御事 を 書 さる 可き 序 無 かりし 故に、 其 初の 御 事 を 殊更に 書 W させ 給へ りし 者な りけ り、 故 軍； 疏 

に、 初 之 一一 目 謂， 前， 此、 進 雄 尊 天降 之 時、 相 n 挈其子 五十猛 神 一而 來至 也と は 注させ 給へ りけ り、 (或說 に、 「天降と は 雲 

際より 降り 給 ふに は 非す、 天神の 御 許より 新羅 國に 降らせ 給 ふと 云 ふ 事な り」 と 云 ひて、 上なる と 此とを 別事の 如く 

云へ るは甚 委しから ざる 見解な り、) 若て 此に、 多 將，, 樹種， 下、 然不， 殖 n 韓地； 盡以 持歸、 途始， 自 n 筑紫 T 凡大 八洲 

國之內 云云と 有る 下 字 は 上に 降 n 到 於 新羅 國 一と 有る 應き にて、 次に 謂 ゆる 大 八洲 國に 初めて 天降らせ 給へ る 御 事 を 申 

し、 叉其韓 地と 云 ふ は 後に 渡 到らせ 御 在し 坐し ける 其 新羅 國を云 ふなり、 右に 注せる が 如く、 其 降 到.. 字 は 降，， 於大八 

洲國 一而 到 二 於 新羅 國 一と 云 ふ 意なる 事、 此 に持歸 字に て 知られたり、 又 遂始レ 自ニ筑 紫 一と 有る にて、 其 初 渡り 御 在し 坐 

しける も、 筑 紫より 物爲 させ 御 在し 坐し ける 程 を 明らめ 奉り 知るべく なむ 有りけ る、 然して 此に、 凡大 八洲 國之. si 

莫 レ不ミ 播殖而 成，, 青山， 焉と 有る は、 § 一  書の 偉なる を も 合せて 共に 其 初 度に 天降り 御 在し 坐し ける 問の 御 事なる に 

て、 彼簸 川上の 御 事より は 貪に 以前に 在りつ る 故事なる 由、 上に 已に 論め 云へ る を 以て 知るべき 者な りかし、 故 上文 


に 東 渡と 云 ふ 字 は此に 持歸と 有る 1 事なる 所に て、 卽ち筑 紫に 歸 渡らせ 給へ る 御 事な りければ 續 きて は 有れ ども、 到- 

ffi 雲國凝 川上 所 i 在 鳥 上 之 峰-と 有る は、 上 章 第三 一 書に 所見た るが 如く.' 御父大 神の 御辭 見の 供奉り 再 天上に 參 上ら 

せ 給 ひて 還 降り 御 在し 坐し 来らせ 給へ る 御 時の 事な り、 此事傳 二十 卷 より 始めて 往々 に 云へ る 事に は 有れ ども 思 遠へ 

昆ふ 可から すなむ、 (若の 如く 上なる と 事 は 別な りと 見 ゆる 物から、 全く 同時の 御 事なる 者な り、 然れ ども 上 は經な 

り、 此は緯 なり 唯 其 差別の みは 有るな りけ り、) 初 五十猛 神 天 降 之 時と は、 右に 是時素 戔嗚尊 帥-一 其 子 五十猛 神 一と 有 

る 其 御 時な りければ、 御父大 神と 共に 物爲 させ 御 在し 坐し ける 事、 此 なる 初 字に て著朋 くな む 有りけ る、 借此御 天降 

はし も 上 章 第三， 一書に、 旣而諸 神 噴， 一 素斐嗚 尊， 曰、 汝 所行 甚無， 賴、 故不レ 可レ住 n 於 上？ 亦不， 可, 居 n 於 葦原 中國 T 

宜ミ急 適- 1 於 底 根 之國ー 乃 共逐降 去、 于 ぃ時霖 也、 素 斐嗚尊 結 TI 束 青草 T 以爲 -1 笠 蓑- 而、 乞 n 宿 於 衆 神 r 衆祌 曰、 汝是躬 

行 濁惡而 見- 1 逐謫- 者、 如何 乞-, 宿 於 我 T 遂同距 之、 是以 風雨 雖：. 甚、 不， 得- 1 留 休- 而、 辛苦 降矣と 有る、 此御 辛苦の 時 

に 共に 五十猛 神 も 此御國 に は 御 天降り 坐し けむ を、 御父大 神の 御 事に 連坐 させられ 御 在し 坐して、 共に 韓 地に は 渡ら 

せ 御 在し 坐し ける にこ そ は 有りけ め、 故此 にも 上に 其祌逐 はれの 御 事 を先づ 書して、 此 所に は 初 字 を 殊更に 加へ させ 

給 ひて、 其 御 事 思め かしく 記させ 給へ りけ り、 (暮疏 に 初 之 言 謂レ 前， 此 也と 注させ 給へ る 如く 立復 りて 此 より 以前 © 

事 を 云 はむ とて は 必此字 を 置かる- -事 にて、 巳に 瑞珠 盟約 章に も 此の 例 有る 事 傅 十三 卷に已 に 云へ りき、) 〇 樹種は 

次の 一書に は 夫 須レ瞰 八十 木 種と 有る は、 其 はロ訣 に、 八十 木 種 菓樹等 也と 有る が 如く、 其瞰ふ 可き 限の 衆 菜 を 云へ 

る を、 =K は 凡ての 樹種を 云へ るに て、 其 物に 依りて 或は 種なる 又は 苗なる を も 取 總て云 ふなる 可から む 事、 下 文に 凡 
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大 八洲 國 之內、 莫， 不 播殖而 成-一青 山, 焉と 有る を 以て 知るべき なり、 纂疏 に、 樹種 可， 一樹 藝， 草木 之 種子 也 t 諸 穀諸菜 

諸 菓實桑 麻 等 在， ー此 中？ 签備， 1 雜塞 衣食 之 用器 財 之 用 T 下 所謂 宮舍 等是 也と 注させ 給へ るな む實に 然る 御說 なる にて、 

巳に 傅 二十 四に 注せる が 如く、 出 雲 風土記に、 大原郡 高 麻 山、 (中略) 古老 傳云、 祌須佐 能袁命 御子 靑幡佐 草 日 古 命、 

是 山上 麻 蒔 初、 故 云-, 高 麻 山？ (下略) など 見えた る、 此 一事 を 以て も H 八 上の 諸種 を將 下らせ 御 在し 坐して 殖播 こらし 

給へ りし 御 事 著明く、 叉 此素戔 嗚大神 五十猛 神の 御 功業 を 持 別 させ 御 在し 坐して 繼弘 めさせ 御 在し 坐し けむ 御 事 を も 

見 奉り 知るべき 者に. なむ、 叉四祌 出生 章 第 十一 一書に 見えて、 已に 天上に て 桑を殖 させ 御 在し 坐して 養 蠶の御 事な む 

御 在し 坐し ければ、 此御 時に こそ は 共に 將 下らせ 御 在し 坐し けむ 事、 傳ニ 十六 一：？ -津姬 命の 御 事に 就て 合せ 說き てむか 

し >  (已 にも 傳 十二 卷に 注せる が 如く、 此祌の 御 在し 坐す 紀伊國 に 伊都 郡と 云 ふ 有る は絲 郡と 云 ふ義な るら む を、 同 

モ 4 'テク タル 

郡に 桑原と いふ 鄕 名の 有る を も 亦 由 有りて 通えたり、 傳ニ 十六 卷に 云へ る 事 有り 考 合す 可し、) 〇 將而 下は此 にて は 

五十猛 祌 一 柱の みの 御 事と 見 ゆる 物から、 御父大 神と 共に 將 下らせ 御 在し 坐し けるな り、 其 は 上に 是時素 妾嗚尊 帥-一 

其 子 五十猛 神-と 有る にて 著明き が 上に、 次の 一書に も 于時素 戔鳴尊 之 子、 號曰 n 五十猛 命 T 妹 大屋 津姬 命、 津姬 

命、 凡 此三神 亦 能 分 n 布 木 種-と 有る、 亦 字 は 素 斐嗚大 神 を 主と 爲て云 ふ文義 なる に 心 を 著け て考 ふれば 自然にして 隈 

無くなむ 有る ベ かりけ る、 〇 韓地 は、 上に 降 n 到 於 新羅 國？ 居-一 曾 尸 茂 梨 之 處-と 有る は、 先 づ其落 著せ 給 ふ 地なる が、 

此 所に 御 在し 坐して 彼 邦 を 建てさせ 御 在し 坐し ける 程の 御言に、 實に其 空虚なる 處の多 在け る を 見 行し 御 在し 卒： して 

然 なむ 詔 給 はし， - が卽其 地の 名と：^ 成れるな めり、 次 Q 一書に、 素 斐嗚尊 曰、 韓鄕之 島、 是有 -1 金銀-云云と 詔 給へ る 


も 此國に 御 在し 坐し i 間の 御言に し 有りければ、 當昔已 に 然る 稱 有りし 事 を も 知るべく、 叉此 五十猛 神 をば 韓國 伊太 

ま 神と 申し、 第三 一 誊に 見えた る 彼 大蛇 を 退治 させ 給へ る 御 の 名 を 蛇 韓鋤之 叙と 云 ふ 由 見え、 且 古事記に 韓 神と 申 

す 御名の 御 在し 坐す も祌 代よりの 御 事なる など を 思 合する に、 彼韓 字の 音より 取れる に は 非す て、 我が 神代より Q 古 

名なる 事 云 ふ も 更なり かし、 偖崇神 天皇 七 年 御紀に 所見た る祌 の御誨 に、 亦 有- 1 海 表 之國； 自當， ー歸 伏, と 有る 其 事に 

合せて 垂 仁" 大皇ニ 年 御 紀の細 書に、 御 間 城 1K 皇之 世、 額 有， 角 人乘， 二 船, 泊-, 于越國 筍 飯 浦 T 故號- 其處， 曰- 1 角 鹿, 也、 

問 曰、 何國人 也、 對曰、 意富 加 羅國王 之 子、 (中略) 傳聞 =1 日本 國 有-一聖 皇？ 以歸 化 之？ (中略) 是時 遇-一 IK 皇崩？ 便留之 

仕，, 活目 天皇 T 逮 -1 于 三年 r 一 人皇 召 n 問 都 怒 我 阿羅 斯 等-曰" 欲：. 歸 -1 汝國 > 耶、 對詻甚 望 也 、天皇 詔-一 阿羅 斯 等-曰、 (中略) 

是以改 -ー 汝本國 名 T 追 食 n 御 間 城 天皇 御名 ^ 便爲 -汝國 名？ (中略) 故號 n 其國, 謂，, 彌摩 那國？ 是 其之緣 也と 有る、 此彌 

摩那を 叉崇神 天皇 六十 五 年 御紀に 任那に 作りて 在-一 鷄林之 西南-と 書され たり、 偖 其 任 那の舊 名 意富 加羅國 なる 時 は 元 

其 一 隅の 名なる を、 始めて 歸 化の 國 なる に 依りて 其稱 を柙弘 めて 三韓に 瓦， り、 終に 外 蕃萬國 の 名と は 成れる 者と 一 應 

は 見 ゆめる 物から、 必其 然し も 非 ざり けり、 巳に 神代より 神 名 は 更に も 云 はす、 韓 地と 云 ひ 韓鄕之 島と 云 ふ 古名の 有 

るから は 其 事と も 委任ね 難 かる を、 猶 熟思 ふに 其 意富 加 羅國と 云 ふ 意富 は 本より 大字の 義 なれば、 佗に， 加 羅國と 云 ふ 

が 有る 其に 對へ て然云 成す 事 云 ふも更 なる を、 神 功 皇后 四十 九 年御紀 より 次- <C に 加 羅國と 云 ふ も 有れ ども、 其 も猶意 

富 加 羅國の 事と 聞 ゆれば、 猶今 朝鮮の 地方 を 總て韓 地と 云 ひける を、 右 は外國 より 歸伏 奉る 始 なりし が 故に、 殊更に 

富 意の 言 を當 昔に 稱 させ 給へ りし 者な りけ り、 故 其 皇后 元年 御紀に 三韓の 稱 有り、 其 五十 年に 海 西 諸 韓の言 有りて" 
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終に は 萬 國の稱 呼と は 成れる 者な りけ り、 (徂欽 明 1K 皇 二十 三年 御紀 に、 一本 云、 二十 一年 任那 滅焉、 總ー 百-一任 那 T 

別言-加 羅國安 羅國斯 ニ岐國 多羅 國卒麻 國古嵯 國子他 國散半 下國乞 後國稔 禮國？ 合 十國と 有る、 其 十國の 中に 加羅國 

と 云 ふ も 有る は、 右の 意富 加 羅國の 古名 亡せ て 僅に 一 國の 名に 遺れ る 事 右に 云 ふ を 以て 考ふ 可し、 叉 此安羅 國は彼 阿 

羅斯の 名に 因れる 國 名なら む を、 右 等の 事共 を 此に云 はむ は 由 無ければ 其處々 に物爲 べし、) 若て 韓地を 歌に 詠める 

韓^  如何 云 事  ， 

は、 繼體 天皇 二十 四 年御紀 に、 目 頻子初 到，, 任那， 時、 在：， 彼鄕家 等； 1? 歌 曰、 柯羅 S 倆 鳴、 以柯倆 輔居等 所、 (下略) と 

有る を、 釋に 韓國也 謂-一任 那， 也と 見え、 欽明 IK 皇 二十 三年 御紀 に、 坂 本臣、 (中略) 其 妻 大葉子 亦竝見 レ禽、 槍 然而歌 

曰、 柯 § 俱爾 能、 基 能 陪儸陀 致 底、 (下略) と 見え、 叉 或 有；， 和 曰と 云 ふ も 有る を、 釋 に韓國 也と 注された る、 此は新 

羅國を 云へ り、 萬 葉 十五 (十二 丁) に、 可 良久 爾々、 和 多 理由 加武 等、 又 (二十 三 丁)、 須寶呂 伎能、 等 保 能 朝廷 等、 可 

良 國爾、 和 多 流 和 我 世 波、 叉 (二十 六 丁)、 牟加之 欲 里、 伊比 祁流許 等 乃、 可 良久 爾能、 可 良久 毛 己 許爾、 和 可 禮須留 

可 聞、 十六 (三十 丁) に、 韓國 乃、 虎 云 神 乎な ど 有る は 何れも 謂 ゆる 三韓の 地 を 唯 大凡に 云へ るな り、 十九 (三十 五 丁) に 

春 日 祭， 祌之 日、 藤 県 太后 御作 歌 一首、 卽 賜-, 入唐 大使 藤 原 朝臣 淸河？ (參 議從四 位下 遣唐使) 大 舶爾、 眞捤繁 貫、 此 

吾子 乎、 韓國邊 遺、 伊波 敝神等 叉 (四十  一 丁)、 閏 三月 於- 衞鬥督 大伴古 慈悲 宿禰家 ^ 餞-一之 同 胡麻 呂宿禰 等-歌、 韓國 

爾、 由 伎 多 良 波 之 s、 可敝里 許牟、 麻 須良多 家 乎爾、 美 伎 多 a 麻 都 流と 有る、 此ニ 共に 韓國と は 書け る 物から、 其詞 

書 を 見る に 唐 國を指 P て 加 良久 邇とは 一 K へるな り、 傳 二十 四韓 神の 下に 引ける 大倭祌 社 注進 狀に 古語 ル國 云レ韓 也と 

云へ る は 然る 首に て、 其 加 良と 云 ふ稱は 右に 注せる が 如く、 彼 三韓の 地より 起り て 終に は 萬 國の全 を 云ふ受 張りた ろ 


總稱と は 成れる 者な りけ り、 其 は 神代に 素戔 嗚大祌 五十猛 祌彼 地に 渡り 御 在し 坐し. - より 始めて 萬國を 建てさせ 給 ひ 

叉 後に 大已貴 少彥名 二 神 を 韓祌と 申して、 彼 地より 始めて 萬 國を巡 歷らせ 御 在し 坐して 悉くに 經營ら せ 御 在し 坐し、 

かば、 自然に 其 名 を 及ぼして 四 夷 八蠻の 總稱と 成れり けむ は、 實に 謂れ 有る 事と こそ は 所思え たり けれ、 (中古より 

以降 和漢と 書きて 加 良夜 麻 登と 云 ふ、 加 良 は 彼 唐 國を云 ふに て 今 も 天下一 同の 通 一 百なる 是 なり、 叉 神 功 皇后 四十 九 年 

御紀に 屠， 一 南蠻， と 有る は韓 地の 內の 南方 を 云 ふに て、 凡ての 南 地 を 云 ふに 非 ざれ ども、 蠻字を 用 ひて 加 良久 邇と訓 め 

る も.' 其 廣く外 國の皆 がら を 加 良と 云 ふが 故な り、) 名義 は 签虚の 謂なる にや、 其 は 天 孫 降臨 章に 脊宍 之さ國 自，， 頓 

丘 一 竟レ國 行 去と 有る を" 古事記に は、 於是詔 之、 此地者 向， 1 韓國， 眞？ 來，. 通 笠沙之 御前 一而、 朝日 之 直 刺國、 夕日 之 日 

照國 也、 故此地 甚吉地 詔而と 有りて 签 國を韓 國と換 へて 吉 地の 反と 爲られ たる 是 なり、 又此 に、 不, 殖 n 韓地 T 盡以持 

歸、 途始， 自 n 筑紫 T 凡大 八洲 國之 內、 莫， 不，， ， 播殖而 成 n 青山， 焉と 有る も、 彼 を 空虚に 爲て此 を 豊饒に 成し 給 へ る な 

り、 ，h 〈の 一書に、 韓鄕之 島是有 n 金銀； 若 使 吾 兒所. ノ御 之國、 不レ 有， 一 浮寳， 者、 未，, 是佳， 也と 有る も、 彼 を 虛に爲 て 我 

を 實に爲 させ 給 ふ 可き 神 策に て 御 在し 坐すな り、 其 天下に 在りと 有らゆる 萬 國に御 恩頓を 令， 蒙 給 ふ大神 等の 御上に 

於て、 然る 勝 劣の 差異 無く 同じ 狀に こそ 治めさせ 給 ふ 可き 御 事と 誰も 然思 ひつ 可き 物なる から、 其 は 祌の御 定を得 知 

ら ざる 僻心なる 者な り、 然る は此大 八洲 國は しも、 皇御孫 尊の 長 御せ の 遠 御世に 所 知 食す 大御 貪國 になむ 有りければ 

海 表なる 萬國は 事物 器械 共に 我が 利用と 成る 可き 事 を 作 出て、 自國の 用 を 後に して 必先づ 貢 奉る 可く 皇神 等の 投 させ 

御 在し 坐し ける 御 事な りければ、 自然にして 签虚と 云 ふ 一一 目の 意な む 見 ゆめる はや、 (海宮 遊行 章 第一 1 書に、 故 兄 持， 1 
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？ 之 幸 弓； 入 A 山覔 レ獸、 終 不レ見 ニ獸之 乾迹？ と 有る 乾 迹を加 良 登と 訓 める も 空しき 迹だ にも 見ざる 巾に て甚幸 無き を 

云 ふなり、 又枯 山と 云 ふ も 木の 瑞々 しき 所 無くして 空しき 由に て 加 良の 意 一 なり、 又 或說に 韓國は 寳國の 略な りと 云 

へ る は祌功 皇后 御紀に 依りて 云 へ る なれ ども、 其 は 別に 稱 美る 物 有りて 云 ふ 意 なれば、 常の 名と は 云 ふべ から ざれば 

叶 はす、 叉 其に は 反て 通證 に、 今按、 古事記 延喜式 作， 1 辛國 T 萬 葉 集 云、 可 良久 爾能、 可 良久 毛、 首，, 渡海 辛苦 方 可.， 到 

也と 云へ るも國 名に は 由 無げ なり や、 然れ ば皇國 の璺饒 なる に 反て 空虚と 見る 我說ゃ 勝る 可から む、) 〇 不， 殖は樹 種 

を將 下らせ 御 在し 坐して 彼 地に 渡らせ 御 在し 坐し，， -か ども、 先づ此 地より 殖 させ 御 在し 坐 さむと て 未 其 事 を 始めさせ 

給 はざる なり、 但上 (二十 丁) に 云へ るが 如く、 其 曾 尸 茂 梨の 茂 梨 は 謂 ゆる 森の 事と 聞 ゆれば、 當時 姑く は 其 地に 移し 

置せ させ 給 ひけめ ども、 其 は 唯 樹種を 養 はせ 給 ふの みに して、 幷て は其韓 地に 少 かも 殖 させ 給 は ざり し 御 事、 .fr 、なる 

盡以 持歸の 語に て 知らる，^ なり、 佬 此不， 殖， ー韓 地つ 盡以持 歸と云 ふに 心幽 深き 致 有るべし、 此大神 等の 御 量 以て 屋材 

と 成る ベ き 良 木 は 云 ふ も 更なり、 漆 1： などの 如く 一  日も缺 くべ からざる 有用の 樹 をば 盡 くに皇 圃に殖 させ 給 はむ 御 心 

坐す が 故に、 先づ 此方に 殖 させ 給 ひ、 其 餘を外 國に殖 生し 給 はむ との 御所 置に 渡らせ 給 ふ 御 事な りかし、 此殖の 首 は 

傳 十二に 注し 又 下に も 云へ り、 〇 盡以は 二字 を 合せて 許 登 碁 等 久と訓 むべ し、 卽四祌 出生 章 第 十一 一書 保 食 神の 御身 

より 種々 の稱 子の 成れる 所に、 天 熊 人悉取 持去而 奉；^ 進 之, と 有る 悉 字に 同じく して、 其 有らゆる 數を盡 して、 皆な が 

ら なる 事 云 ふ も 更なり、 然る を 此の 字 上に 廳て不 T 殖，, 韓地ー 盡.. と續 けて 都久 須と訓 むは 非な り、 通證に 淸原宣 賢卿說 

を 引て 盡 字當， 讀 n 古登 語 等久？ 今 按不， 殖 -ー韓 地- 1 句、 盡 以持歸 一 句、 舊讀不 レ是と 云 はれ たる は 實に 然る 一一 目な りけ 


り、 (若 舊讀の 如くなら むに は、 韓 地に 殖盡 さすして 其餘を 此方に 持 歸らせ 給 ふ 事と 成りて、 の 一書 ひ 趣に も大に 

乖 ける 者な り、 金 澤本亦 右の 如く、 鴨祐之 主の 大 八洲 記に 引かれた るも然 なりければ、 巳く 心 著 かれし 人 は 有りけ 

り、) 〇 持歸 は、 其始 天上より 此大 八洲 國に 天降らせ 給 ひけれ ども、 上 章 第三 一書に 所見た るが 如く、 國內の 衆 神 共 

に 同じく 距ぎ 奉りて 此處に 留め 奉ら ざり しかば、 彼 地に 流離 はれて 渡り 往坐 しければ、 其 混れ に 其 天上の 樹種 など を 

如何 は播殖 させ 給 ふ 御 暇の 御 在し 坐 さむ、 故 其樹種 をも携 へて 持往 かせ 給 ひける 故に 此に持 歸とは 有るな り、 下に 始 

レ自 二筑紫 ー凡大 八洲 國と 有る を 以て、 此大 八洲 國 より 往 渡らせ 御 在し 坐し ける 御 事迹 をな む 知る ベ かりけ る、 然れば 

此持歸 の 字な む此 一 書中に 於て は甚 眼と 有る 字なる にて、 此 字より 活用して 大 神の 御 天降に 初 後 有る を 知り、 其事實 

を詳 かに 爲には 至れる 者な りかし、 輕く 見過す 事 勿れ、 (凡て 往を 見て 來を 知り、 行 を 以て 歸を 知り、 其より 自：^ に考 

合せて こそ は祌 典の 幽事を も 伺 測り 奉らる. -事 なり けれ、 世人 此心用 ひ 無き は 如何に、) 〇 始 レ自， ー筑 紫， は韓 地より 直 

に筑 紫に 歸 渡らせ 給 ひ、 打 置かす して 其 地より 始めて 物爲 させ 給へ る 由な り、 ロ訣に 肥前國 西南 沖 有-一 五十猛 島-と 云 

へ る是 なむ 其 始めて 歸り渡 著 かせさせ 御 在し 坐し ける 地なる からに 1 自然 其 神の 御名 を 負 奉れるな る 可 かりけ る、 谷 

重 遠が 蓋 彼 神 始下レ 手 之 地 敷と 云へ る は 然も 有りぬ 可き 御 事な りかし、 故筑 紫より 始めて 東に 往 巡らせ 給へ る 趣なる 

に 意 を 得て 考 ふるに、 肥 前 風土記に、 杵島郡 縣南ニ 里 有-一一 孤山？ 從, 坤指, 三 峰 相 連、 是名 曰-一件 島？ 坤者 曰-一 比 

古神つ 中 者 曰， 一 比 賣祌； 見者 曰，, 御子 祌 T  ( 一  名 軍 祌動則 兵 興矣) と 有る、 此杵島 や 木 島と 云 ふ 事に て、 始レ自 -ー筑 紫-云 

-5< と物爲 させ 給 ひ 初めけ る 地に て 有りけ む、 其 御子神の 下に 一 名 軍神 動 則 兵 興矣と 有るな む 五十猛 祌の 御名に 似 著き 
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て閜 ゆれば、 姑く 其 事と 定めて 思 及ぼす に、 其 比 古神 比賣神 はし も 御 父 櫛 御 氣野祌 御 母 大夜乃 女 命なる 可し、 若て W 

雲 風土記に、 飯 石郡來 島鄕、 郡 家 正南 三十 六 里 伎 自麻都 美 命 坐 故 云- 1 支 自眞- (神龜 三年 改， 1 字來 島，) 卽 有，， 正 倉， と 有 

る、 此 御名 も杵 島より W でた るに て、 木 島 津持 命と 云 ふ 事な めれば、 必此 五十猛 神に 御 在し 坐すべき 御 事 申す も更な 

りかし、 和名 抄郡 名に 肥 前 國杵島 (岐志 萬) 鄕 名に 同 郡杵島 (木 之 萬) と 有る 是 なり、 叉 □□ に 基肆郡 基肆鄕 有る を 

木 伊と 注せる も 紀伊國 の 名に 等しく、 彼杵郡 彼件鄉 有る を 曾 乃岐と 注せる も 由 有りげ なる 事共な り や、 (但 右の 風土 

記 は 仙 覺が萬 葉抄に 引ける にて、 今傳 はる 肥 前 風土記と は 異なり、 其 書に 云 はく、 杵島 郡、 昔 者 纏 向日 代宮 御宇 1K 皇 

巡幸 之 時、 御船 泊，, 此郡磐 田 杵之村 f 于， 時 從，， 船 样戎之 穴， 冷水 自出、 一 云 船 泊 之家自 成，，  一 ,M 天皇 御覧 語，, 群臣 等, 

曰、 此郡可 レ謂ニ 徉歌島 郡 一 今 謂， 一件 島 郡, 訛， 之 也と 有り、 然れ ども 其景行 天皇 十八 年 御 紀に杵 島山と 見えた る、 其 は 

後名 を始に 巡らしたり とも 云 は iiK ふべ けれども、 神代に 巳に 五十猛 神の 故事に 由有る 上 は彼样 せの 事 も 一 說と爲 む 

か、 叉 同 記に、 基肆 郡、 昔日 纏 向日 代宮 天皇 巡狩 之 時、 御, 筑 紫蘭 御井 郡 高羅之 行宮 T 遊つ 覽國內 T 霧 sn 基肆之 山； 

天皇 勅 曰、 彼 國可レ 謂 ニ霧國 一之、 因號 -1 基肆國 f 今 以爲， 一郡 名 f と 有る は霧國 より 基 肆國と 訛れる 狀 なれ ども、 元より 

木國 なりし 地なる に 右の 霧國の 御言の 添 ひて 一 に 成れる にや、 又 彼： It 郡、 昔日 纏 向日 代宮 御宇 天 皇誅 n 滅球磨 嚇^, 之 

時 云 ."<、 神代 直捧 n 此 三色 之 玉？ 還獻 n 于 御り 于， 時 天皇 勅 曰、 此國 可， 謂， 一具 足玉國 f 今 謂 n 彼杵 郡， 訛， 之 也と 有る は、 

實に 有りし 古事なる は 本より 論 無き 事ながら 餘 りに 迂遠なる 事な り、 若く は 此も園 木な どに も 有りし にや、) 叉筑後 

風土記に、 筑後國 者本與 -1 筑 前國， 合爲， ニ國， 昔 此兩國 之 間 山 有，, 峻狹坂 f 往来 之 人所レ 篤鞍賴 被， 一摩 盡 T  土人 曰，， 鞍賴盡 


之 坂 I 三 云、 昔 此驟上 有，， 麁猛 神； 往来 之 人 半生 半死， 其數極 多、 目 曰- 1 人命 盡祌： 于， 時 筑紫君 肥 君 占， 之 今 筑紫君 等 

之 祖壅依 姬爲， 祝祭， 之、 自， 爾 以降 行路 之 人不レ 被- -祌害 ^ 是以曰 n 筑紫 祌？ 四 云、 爲レ 葬- 1 其 死者 r 伐 M 此山 木？ 造 n 作棺 

與？ 因， 此山木 欲，. 盡、 因 曰-一 筑紫國 T 後 分， 兩爲- 一前 後-と 有りて、 此 に三說 有る 共に 一時の 事な りけ り、 私記に 一 云、 

此 地形 如， 一木 鬼 之體， と 有りて、 二 は 右の 鞍韈 盡の說 なり、 故 其 鞍 籟盡の 說は此 に 神代より 以来 麁猛 神の 御 在し 坐し け 

る 故に、 馬ながら 往来 ふ 人 有れば 必其 無 禮 きを 咎めさせ 給 ひて 命 を も 取らせ 給へ るな り、 次に 半. 生 半死と 有る は 其 事 

，を i せる 如くして 或は 落 又は 死も爲 ける を 云 ふなり、 後の 說は其 亡に し 人を此 山の 材を 以て 棺 輿に 造り、 此 ながら 埋 

めけ る 由に て、 其 死者の 夥しき を 云へ り、 然れば 其 中に 云へ る 人命 盡 神と 云へ る是筑 紫の 本說 にて、 鞍 鞲盡之 坂 叉 山 

木 欲， 盡の說 は 其に 就て W 来れる 者に して、 此彼 別なる 故事の 有りし に は 非 ざめ り、 偖 右の 麁猛种 は 上に 引ける 肥 

前 風土記に 軍神と 有る 類に て、 五十猛 神と 申 奉る 意に 應に 合へ る 者な り、 記 傅 五 (十 丁) に 右の 文 を 引て、 「筑 紫祌は 

神 名 式に 筑前國 御笠 郡筑紫 神社 (名 神大) 有り、 是 なる 可し」 と 云 はれき、 貝 原 氏の 和爾雅 に筑紫 在- 1 御笠 郡 原 田村ハ 五 

十 猛命相 殿 寶滿明 神と 有り、 其筑紫 神社 立た せ 給 ふ 隣 村に 筑紫 村と 云 ふ 有りと 土人 云へ り、 (右の 相 殿 寶滿明 神と 云 

ふ は、 式に 同 郡 竈 門 神社 名 神大と 有る 是 なり、 今 其 山の 一名 寶滿 山と 云 へれば、 其 祌を故 有りて 此 にも？^ れ るなる 可 

し、 偖此 御社の 祭神 を 玉依姬 命と 申傳 へたる を、 諸 書に 海神の 御 女な りと 云 ふ は 非に て、 謂 ゆる 三女 神に 渡らせ 給 ふ 

由、 傳 十三 卷に已 に 注せる が 如し、 故 其 三女 祌は しも、 後 度に 御父大 神と 共に 出 雲國簸 川上に 天降り 御 在し 坐し ける を 

五十猛 神 も 再 上りて 共に 天降らせ 給 へれば、 其 御 事に 就ても： 1S1 び 御 在し 坐す 事大に 由 有りと 所見たり、) 斯る所 由に 
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ゃ緣 りけ む、 大 隅國喊 郡 韓國宇 豆 峰 神社、 式に 見えた る は 五十猛 神なる 可き 事、 下 丹波國 桑田 郡 伊達 神社 Q 下に 云 

ふ を 見る 可し、 故 上世に は 筑紫洲 に 名高き 大樹 多な り、 景行 天皇 十八 年御紀 に、 到， ー筑 紫後國 7 居-一 於 高 田 行宮, 時、 

®  霜  卸 木 5*^1  臣  £ 渡 

有，, 僵樹 T 長 九 百 七十 丈焉、 百寮蹈 ，1 其樹， 往来、 時人 歌 曰、 阿佐 志 毛 能、 彌概能 佐烏麼 志、 魔幣蒐 耆彌、 伊和 咳羅秀 

暮、 彌開能 佐烏麽 志、 爱 天皇 問 之 曰、 是何樹 也、 有，， 一 老夫， 曰、 是樹 者歷木 也、 嘗未， 僵之 先、 常，, 朝日 晦， 則 隱，， 杵島 

山 i 當， 1 夕日 暉, 覆，, 阿蘇山, 也、 天皇 曰、 是樹者 神木、 故是 國宜, 號，, 御木 國, と 見えた る、 此歷樹 の 事 を 古老に 問 はせ 

給へ る を 以て 其僵れ たりし は甚 上代な りし 事 知らる X を， 時人 も 彌概能 佐烏麼 志と 云 へ る を 以て も 古くより 御木と 云 

ひ 来れる を， 知り、 神木と 詔 給へ る大 御言に 依りて 祌 代の 遺 木なる 事 を 思 ふ 可し、 叉此 木の 事に 就て 私記に、 案、 筑後 

國 風土記 云、 三毛 郡 云云、 昔 者 棟木 一 株 生，, 於 郡 家 南？ 其 高 九 百 七十 丈、 朝日 之 影蔽， 1 肥 前 國藤津 浦 多 良 之 峰； 暮日之 

影蔽 n 肥 後 國山鹿 之 郡 荒 爪 之 山 T 因 曰，， 御木 國； 後人 訛 曰 n 三毛 f 今以爲 n 郡 名 T 操 木與， 一 棟木， 名稱 各異、 故 記， 之と 有 

りて、 其 木 は 別なる 物から 其 高の 同じき は 右の 一 偉なる 可し、 肥 前 國の杵 島 藤 津ニ郡 相 隣り、 肥 後國の 阿蘇山 鹿兩郡 

相 近き が 上に、 日の 長短に 依りて 蔽ふ蔭 も 異なる 物な りければ、 事の 別なる に は 非 ざ ■ めり、 本 國祌名 帳に 三毛 郡 正 六 

位 上 大城祌 と 有る や、 其樹靈 を祀れ りしに て 大樹 神の 意に は 有るべき、 叉 肥 前 風土記に、 佐嘉 郡、 昔 者 樟樹ー 株 生， 一 

於此 村？ 幹 枝 秀高室 繁茂、 朝日 之 影 蔽，， 梓 島 郡 蒲 川 山？ 暮日之 影 蔽，, 養父 郡 草 横 山， 也、 日本 武尊 巡幸 之 時、 御 Ty 覺樟茂 

榮， 曰、 此國 可, 謂，， 榮國？ 因 曰-一榮 郡？ 後 改號， 1 佐嘉 郡？ 一  云 郡 西 有， 川、 名 曰， 一佐 嘉川 T  (中略) 山川 上 有，， 荒祌 r 往來 

之 人 半生 半. 殺、 (中略) 云 取，， 下田 村 之 土 T 作，， 人形 及 馬 形 T 祭 n 祀此神 T 必有， 1 應和 r  (下略) と 有る、 荒神の 事 又往來 


Q 人の 半生 半 殺 も 上に 云へ る筑紫 神の 故事に 似た る も、 若く は 同 神に て 渡らせ 給 ふが 故に 然祟 はしく 御 在し 坐す にや t 

又景行 天皇 十二 年 御紀に 御木 (木此 云， 開) 川上と 云 ふ 地名 有る は 和名 抄郡 名に 豐前國 上 毛 (加 牟豆美 介) 下 毛と 有る 

是 なり、 其鄕 名に 下 毛 郡 小 楠と 有る は、 古に 大 楠の 有りけ むに 對 へて 云へ とりこ そ 聞 ゆれ、 叉豐後 風土記に も球珠 郡、 

ク スノ  ォホ ダス  キリ カブ ャマ 

昔者此 村有， ー洪 樟樹ハ 因 云，, 球珠 郡， と 有る を、 唐 橋 世 濟が箋 釋に郡 南 有， 山、 名 U 洪椁 f 一  名， 一 斷株山 T 高 一 里 許、 周 11! 

二 里餘、 上 平 如， 臺、 相傳、 古昔 有，， 一 大樟樹 T 樹 高不， 知， 一 幾千 尺？ 其 樹自僵 倒、 土人 伐レ 之斷， 株、 蟠根 化爲， 石、 卽 

此山 也と 云 へ るが 今 も 其 僵樹の 横た はれる 山 續き凡 五 里 許に も 有らむ と 云 へ り、 右 等の 大樹 共は必 しも 五十猛 神の 

殖 させ 給へ りと に は 非 ざれ ども、 此大 神の 筑紫洲 に 御 在し 坐し ける 昔 思め かしきに 就て 今 引出て 少云 ふの み、 (但此 

は 物に 所見た る Q みこ そ 有り けれ、 然る 類の 大木 共 古に は甚 なむ 多 かりけ るげ なる を、 正しく 書に 載せす して 土人 © 

口 傅に のみ 遣れる も、 此彼 聞た る 事 も 有 なれ ども 煩 はしければ 書 さすて なむ、 塵 添 墙囊抄 に 日向 國韓榜 生 村、 昔 一可 一可 

達武 別と 云 ひける 人 韓國へ 渡りて 此栗を 取り 歸 りて 殖 たり、 此 故に 德生 村と は 云 ふ、 風土記に、 俗語 謂， 栗 爲，， 威兒？ 然則 

云，， 韓 生 村 r 蓋 云-一 韓栗 林， 歟と云 ふ 事の 有る も 恐らく は此御 時の 御 事を傳 へたり し 者な りけ むかし、) 〇 凡大八 洲國 

之. 內は、 右に 始レ自 -1 筑紫， と 有りて、 韓 地より 初めて 其 地に 渡 著 かせ 御 在し 坐して、 其より 大 八洲 國を往 巡らせ 御 在 

し 坐して 樹種 を播殖 させ 給へ るな り、 故此大 神の 御 父子 共に 其 御 時に 宮居 を 定めさせ 給へ る は 紀伊國 なる 事 云 ふも更 

なれ ども、 此時筑 紫より 御 在し 坐して 此大 八洲 國を 右より や^ 坐し けむ、 左より ゃ經 給へ りけ む、 傳 無ければ 今 知る 

ベ からざる 事 云 ふ も 更なり、 然れ ども 物に 見えた る 事跡 を 以て 云 はむ も 包まし き 心ち の爲れ ば、 今 は 右に 巡らせ 給へ 
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りし 御 事と 見 奉りて 記し 仕 奉りて む、 祌名 式に、 伊豫 國 新居 郡 伊 會乃祌 社 (名 神大) 伊豫 郡 伊 曾 能 神社 二 所 御 在し 坐 

す、 伊 曾 は 伊佐 乎の 切れる にて 全く 此 五十猛 神と 聞 ゆめり、 風土記に、 野 間 郡 熊 野 峰所レ 名-一 熊 野？ 由 者、 昔時 熊， 勤 止 

云 船設， 此至レ 今 石 成 在、 因 謂 n 熊 野， 本 也と 有る、 熊 野 は^ 雲紀 伊の 地名に て 御 父 大祌の 由緒と 云 ひ、 且"大 石 船の iEi^ に 

Bp 合す 可し、 叉 風土記に、 上古 溫湯谷 上 有 n 大樹 I ー曰椋 木、 一 曰 臣木、 其 樹高聲 -1 碧 落？ 其 枝葉 如- 1 垂ー K 之 雲， 云々 

と 有る、 此を萬 葉 三 (二十 八丁)、 山 部 宿 麵赤人 至-一伊 豫溫 泉-作歌に、 三 湯 之 上 乃、 樹村乎 見者、 臣木 毛、 生 繼爾家 里 

と 見え たれば、 此も甚 々上代に 在りし 事な りけ り、 又 臣木も 大身 木と 云 ふ 事に て、 素 斐鳴大 神より 化 W でた る， S か" 

此御祌 等の 御 事に 就て 誰も 知れら む 事ながら、 此國に 名高 かる 扶桑 木の 有りけ るに 思 合せられす も 非 じかし、 國人僧 

明月が 著せる 扶桑 樹 俺と 云 ふ 物 有る、 其に 我鄕 有-一 扶桑 樹？ 而^ 僻 人質、 I 々未：， 倚， 之、 豈不， 一 遣憾- 乎、 客 歲余南 遊 

登- 1 海上 諸祖？ 以粲コ 見 扶桑 之舊蹤 T 其 山海 之 間巨巖 細石盡 有- 1 美質？ 色 則 玄黄 紫 赭靑白 純雜無 レ軌、 余 熟視 レ之、 〈欢是 木 

之 化, 石 者 也、 故 縦横 木理 備存 焉、 其焦而埋者今見在-l伊豫喜多ニ郡山海數十里T其海潮之中往.„<有>l爲レ碟者^^上潮勢 

極惡、 判然 不， 可, 由焉- 海舶之 所，， 長惲， 也、 其最邇 者、 暮春 之 初、 海 潮 大落則 掛厲、 就レ之 用- 1 獨頭 斧-剖 判取レ 之、 余 

亦 得， 之而 還、 其 質 如， 炭堅實 純粹， 研レ 之則黑 M 於 漆-光 溢澤 流焉、 得者珍^5;、 古 稱，， 扶桑 樹 f 余觀レ 之、 匪， 一間 斯傅， 之 

也と 云へ る、 此 大樹の 石と 化て 伊豫 喜 多 二 郡に 在る 伊 曾乃祌 社の 御 事に 由 有りて 聞 ゆ、 然る を 日向 風土記に、 卷 向日 

代宮 御宇 大足 彥 天皇 之せ、 幸- 1 兒湯之 郡 f 遊- 1 於 丹 裳 之 小 野 T 謂 n 左右-曰、 此國 地形 直 向-! 扶桑 i 宜 に琥， 一日 向-也と 有 

る、 此は 其景行 天皇 十七 年 御紀に 幸- 1 子 湯縣？ 遊- 1 于丹裳 小 野-時、 東 望 之 謂- 1 左右-曰、 是國也 直 向 於 日 m 方 I 故 號-- 


其國, 日， 1 日向 一也と 有る 同じ 事なる が、 直 向， 一 於 日 W 方？ と 有る に 依りて 日向と 號 けさせ：；. g へ る 由なる は 聞え たる を > 

右に 直 向，, 扶桑， と 云 ふ を 以て 日向と 云 はむ 事甚 謂れ 無き を 以て 案 ふに、 當昔猶 伊豫 國の 扶桑 樹 有りつ るが fK を 覆 ひて 

立榮 えたり し 程に て、 天日 Q 御影 も 此樹抄 より 句 ひ 》 でさせ 給へ る は 然る 物に て、 其 扶桑と 云へ るな む 卽ち謂 ゆる 檜 

なりけ むが、 事 打 向 ひて 同じ 一一 一一 E なる 故に 日向の 國 名と は 成れる にて、 向， 1 於 日 出 方, と 云 ふ も 向 二 扶桑, と 云 ふ も 右 Q 1 

偉な りしな りけ り、 猶神名 式に 越智郡 大須伎 神社 槔本祌 社な ど、 木 名 を 以て 稱 奉る も 由 有りげ なる 事共な り.. (平 田 翁 

の大 扶桑 國考に 右の 文 を 引て 云く、 「此埋 木 を 扶桑 木と 決めた る は 信ら れぬ說 なり、 國人は 扶桑 木と 云 ふ も 由有る 趣 

なれ ど、 多く は 桂と 云傳 ふると ぞ、 己 も 其 木 を 得て 藏 たるに 其 質 は 石炭の 如くに て堅實 なる が、 漆よりも 黑く 木理 は 

詳 ならね ど 實も桂 木に やと 思 ふ 質の 無き にし も 非す、 叉 質 Q 然し も堅黑 ならぬ 所 は 櫻に は 非ざる かと E 心 はる，^ も 多 か 

り」 と 云 ひて、 良 も 爲れば 扶桑 を 櫻な りと 云 ふ 方 人に 爲る事 なれ ども、 彼 日向 風土記 を讀 得る 上 は、 疑 を 遺す 可き に 

非 じかし、 且 扶桑と 山 名の 富 士とを 一 に 混ら して 云へ る 說共は 有る ベ かしく も 非ぬ 强說 なれば、 今 云 ふ 限に 非すな 

む、) 偖筑 紫より 伊豫 を 經て其 落 著 かせ 御 在し 坐し \ 地は卽 紀伊國 なる 可き は、 下に 卽紀 伊國所 レ坐大 神是. ^と 結め、 

〈の 一書に、 凡 此三祌 亦 能 分 「一布 木 種 T 卽奉， 渡 n 於紀 伊國， 也と 有る、 卽祌名 式に、 紀伊國 名 草 郡 伊太 祁曾 神社 (名 神 

大、 月， h. 、相嘗 新嘗) 大屋 都比寶 神社 (名 神大、 月次 新嘗) 都 麻 都 比 賣祌社 (名 祌大、 月次 新嘗) と 有る 是 なり、 此 御社. 

Q 御 事 下及卷 二十 六に 注し 奉る 可し、 又 同 式に 同 郡 伊達 神社 (名 神大) 社傳に 祭神 一 座 五十猛 命と 云へ る實に 然る 說 

f、 同 郡 志 磨祌社 (名 祌大) 御在し坐すを、此は謂ゅる三女神に渡らせ給へ るに、神階の御事など何時も等しく^?5共 
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に 預り給 ふな ど、 然 有りぬ 可き 祌 等の 御由緣 になむ 渡らせ 給へ りけ ろ、 仁 明 天皇 御紀 に、 承 和 十 一 年 十 一 月 己酉朔 辛 

亥、 奉：， 授， 1 紀 伊國從 五位 下 志摩祌 伊達 祌靜火 祌拉正 五位 下 T 文德天皇實錄に嘉祥三年十月乙巳朔乙？^^ 紀伊國 伊達 神 

志 摩 祌靜火 神、 拉加， 從四 位下； 淸和 天皇 實錄 に、 貞覜 元年 正月 二十 七日 甲 申、 奉， 授， 一紀 伊 國從四 位下 伊達 神 志摩祌 

靜火祌 鼓 正 四 位 上？ と 有りて 諸國に 在ら ゆる 伊達 神社に て は此に 勝らせ 給へ るな む 無 かりけ る、 (右の 靜火祌 社の 事 

は此に 然し も拘 はらざる ながら、 右の 三時 共に 竝 ばせ 給へ るに 依りて、 • 有 やう 有りな むと て 今 は 本の 任に 引きつ、 此 

御社 今 は 若 山の 小 野 町と 云 ふに 立た せ 御 在し 坐す と ぞ、) 和名 抄郡 名に 山城 國紀伊 (岐) と 有り、 鄕 名に も紀伊 郡紀伊 

と 有る は此 五十猛 神の 御 事に や 因れり けむ、 上に 引ける 祌名 式に 相 樂郡和 伎 坐 天 乃 夫支賣 神社 (大、 月次 新嘗) と 有 

り、 此御祌 と 思しき を- 叉紀伊 郡稻荷 神社 三 座 (竝名 祌大、 月次 新嘗) 此 御社の 御 事は傳 八叉廿 四に 注せる が 如く、 

中 社 は 素 斐嗚大 神の 御子 宇迦 之 御 魂 神に 渡らせ 給 ひ、 上 社 は 御 父 素斐嗚 尊、 下 社 は 御 母 神 大市姬 命に なむ 渡らせ 給へ 

ば然 せる 事 も 無き を、 其 社 記に、 神祇 拾 遣 云、 龜 山院弘 S 六 年、 加-一田 中 四 大祌， 爲， 1 五 座-也、 田 中 神 者 三 峰 地主 乎 

(一 說云大 巳 貴 命) 四 大神者 四 柱兒祌 也、 五十猛 大屋 姬抓 津姬事 八十 祌 也と 云へ る を、 田 中 社 は祌名 式に 謂 ゆる 飛鳥. 

田 神社 ( 一 名秭 本社) 四 大祌は 御 諸 神社の 御 事な りと 云へ り、 若て 同書に 舊傳 云、 當社素 斐鳴尊 鎮座 其 一也、 然則捐 

此神 愛木 勿論 歟と 有りて、 右より 稻荷 山の； t 木と して 持齋 くめる 捐を しも 素 斐嗚大 神の 御 事に 係りて 申せる も、 此第 

五 一 書に 乃拔 4sf, 散， 之卽 成， 杉に も 合へ り、 歌に は 千載 集に 「稻 荷山標 Q 杉 Q 年舊 りて、 三の 御社 神 佐 備にけ り」 

夫 木 集に、 「二月 や 今日 初 午の 印と て、 稻荷 Q 杉 は 本つ 葉 も 無し」 又、 「稻荷 山 杉の 靑葉を 挿しつ i、 歸るは 著き 今 S 


Q 諸人」 と 有りて 其 古き 事 知られたり、 偖四大 神の 御 事 は 神祇 拾遺に でた る も 右と 同說 にて、 松 尾 七 座の 中に も 四 

大祌と 申す 御 在し 坐せ る、 共に 五十猛 祌 以下の 御 神に 渡らせ 給 へれば、 御父大 神の 御 由緣と 申し 紀 伊と 云 ふ 郡 名鄉名 

に 就ても、 神代の 御 事迹なる 可き 事 申す も 更なり かし、 (但稻 荷 五社の 事 は 右に 引ける 社 記の 趣に て は 龜山院 天皇 弘 

長 三年よりの 事 なれ ども、 宇治 左， K 臣賴長 公の 台 記に、 久 安四 年 四月 二十 六日 宿衣詣 M 稻 荷-と 有る 下の 自注に、 田 中 

四 大神兩 社幣加 TI 奉 之 T 中 社 下 社同以 参詣、 田 中幣於 n 下 社-奉幣 之 時 取つ 加 四大神 之幣？ 於-一中 社-奉幣 之 時、 取 加歸洛 

用，, 歸坂 一と 有る、 此 本文 は 上 社に 詣給 へるな るが、 中 社 下 社に 詣で 給へ る 時に 田 中 四 大祌の 幣をも 共に 奉らせ 給へ る 

由に て、 當昔已 に 五社の 氣は ひなる を 見 奉る 可し、 其 後の 物に は 東 寺に 傳 はる 寬正 年中の 古文書に 稻荷 五社 大明祌 と 

見え、 神祇 伯 忠富王 記の 永 正 二 年 三月 七日 稻荷祭 禮服裁 案に 稻荷 五社と 見えたり、 此 四大祌 はし も 右の 如く 此 地に 就 

て は 甚止事 無き 神に なむ 渡らせ 給へ りけ る、 叉此 近傍に て 大和 國葛上 郡、 攝津國 能 勢 郡、 近江國 伊香 郡 多 太 神社 坐す 

は、 W 雲 風土記に 謂 ゆる 衝样等 乎 而留比 古 命に して 五十猛 神の 御 事なる 由、 fi- 々に 云 明らむ る を 以て 知るべし、) 又 

神 名 式に 伊豆 國賀茂 郡 伊太 S 和氣命 神社 坐せ り、 此 五十猛 祌を 伊達 神 ども 韓國 伊太 氐神 とも 申 奉る 御名 御 在し 坐せ る 

上に、 例の 和 氣の言 を 添へ て稱 奉れるな り、 文德 天皇 實錄 に、 嘉祥 三年 六月 戊 申朔庚 戌、 伊豆 國 伊太 豆 和氣命 授-從 

五位 下 i 仁 壽ニ年 十二月 癸 亥朔丙 子、 駿河國 伊太 豆 和 氣命神 加- 1 從 五位 上 T 齊衡 元年 六月 甲 寅朔己 卯、 伊豆 國 伊太 豆 

和氣命 神授，, 從 五位 上， と 有る、 此 二度 共に 同 階なる 事 疑 はし、 右の 仁壽の 度なる は 國名も 違 へれば 草案な どの？ ほ 入た 

るに て、 其 一 は 衍れる 者なる 可し、 叉 伊太 氏 和 氣命を 伊太 豆和氣 命と 爲るは S と 豆と 音 Q 通へ るに て、 奇珍 らしき 事な 
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り、 然も 通 はし 申 習へ るに こそ、 又 式に 同 郡杉样 別命 祌社 坐せ り、 伊豆 志と 云 ふ 物に 云へ らく、 「當郡 田 中 村に 來宮 

有り、 五十猛 命を祀 る杉样 別命に て川津 十七 村の 惣鎭 守な り、 慶 長の 札に 木 野 大明祌 と 有り、 祠 傍の 古樟樹 十三 抱 

許、 叉膽 八の 大樹 二 株 有り、 末社に 小 烏と 云 ふ 有り、 叉當郡 佐々 原比哮 神社の 坐す 篠原 村に 蔭山 明 神 有り、 慶 長の 札 

に 當所鎭 守木宫 大明祌 部類 眷屬百 廿社內 也と 有り、 又 同 郡 八幡 村に 木 宫明祌 有り、 大見 十六 村 Q 惣鎭 守な り、 相 偉へ 

て 式 內杉梓 別命な りと 云へ り」 (採 要) と 有り、 上に も 注せる 如く 那賀郡 走 湯に も 來宮明 神と. & して 熱 海 鄕の惣 鎮守 

にて 渡らせ 給 ふな ど、 彼國 にて は 所 狹き祌 に 御 在し 坐すな るは祌 代よりの 御 事なる も 著く、 同 郡 志 理太乎 宜祌社 坐せ 

る を、 同書に、 「賀茂 郡 白 田 村に 坐す 素斐嗚 尊を祀 り、 後 八幡 を 配す、 貞和 三年の 楝 札に 白 田 t 且濱 神社 新羅 擁護 祌也 

と 有り、 野 州 岩 船 山と 同 神な り」 (下略) と 有り、 此神名 は 志 理太は 上に 巳に 設ける 後方に て皇太 御國の 膂宍に 在る 國 

の 謂な り、 乎 I 且は 招に て彼韓 招に 等しく、 彼國は 更に も 云 はす、 遠き 國々 を も 八十 綱 打 掛けて 引 寄す るが 如くして、 

皇御孫 尊の 大 朝廷に 令 仕 奉 給 ふ 由な り、 次 Q 一書に、 素 戔嗚尊 曰、 韓鄕之 島、 是 有-金銀； 若 使吾兒 所， 御 之國不 

レ 有-一 浮 寶- 者、 未 ニ是佳 一也と 詔 給 ひて 事 議らせ 給へ る此 御言 を 以て 想像り 奉り 知るべく なむ 有りけ る、 然れ ば此ー 一大 

祌の大 八洲 國を 巡りて 木 共を殖 度し 御 在し 坐す 時、 柬國 に物爲 給へ る 間の 御座 は此國 にて こそ は 有りけ らし、 (右 Q 

杉 梓と 云 ふ は 萬 葉三卷 十六 丁に、 何時 問 毛， 祌左 備祁留 鹿、 香 山 之、 鉢捐之 本爾、 薜生 左右 二と 有る 鉢捐に 同じく、 

捐 木の 末 尖りて 矛の 如く 厳めしく 立てる を 云 ふなり、 或 人 W 雲 風土記に 謂 ゆる 衝样等 乎 而留比 右 命 同 神 かと 云へ り、 

此祌の 御 事は傳 二十 四 卷に說 き 奉れる が、 其 或 說實に 謂れた る 可し、 其 は、 「衝样 は 都 伎 富 許 なれ ども、 ^4^ど須仪な 


ど 云 ふ 音轉の 例に て杉样 ならむ も 知る ベから す、 若然る時は祌名式に譖4る称泉國大鳥#社鍬粒と^1?る是なり、 偖此 

國 に古甚 じき 大樹の 有りけ る も 若く は 然る 由緣 なるな どに や、 古事記 高津宮 段に 此之 御世 鬼 寸河之 西 有， 一 一 高樹； 其 

樹 之影當 一一 且日ー 者 逮，, 淡 道 島 f 當，, 夕日 一 者 越， 一高 安山， と 有る、 兎寸河 は其國 人中 氏の 苞宜獨 語に 鬼 寸は登 能岐と 訓 む 

べし、 和名 抄鄕 名に 大鳥郡 常 凌、 今 爲ニ深 井， 不加 井と 有る 曰疋 なり、 神 名 式に 等 乃 伎 神社 敏靱と 見え、 姓氏 錄和 泉國神 

別天祌 に殿來 連と 一 K ふ 有る も是 より 出で たる 姓氏な り、 今 も 富 木 村と は 云 ふ を當昔 伐て 鹽に燒 ける も 著く、 其 所に 伽 

羅樯千 貫 橋と 云 ふ 地名 今 も 遣れり、 凡て 年久しく 經 たる 木 は 名香の 薰り 有る 物 なれば、 然る * の 故に こそ は 右の 橋 名 

と は 成りたり けめ」 と 云へ り、 借 右の 大木 共 を 以て 祌 代の 五十猛 命の 御 事の 證には 立つ まじき 物から- 其大鳥 神社 Q 

由緣も 著々 しきが 上に、 兎 寸は 元より 鳥 木と 云 ふ 事に て、 船に 天 鳥 船な ど 云 ふに 同じき を、 大 鳥と 一 百の 本 は 別にして 

一にん 口へ るが 珍ら しければ 今 云 ふの み、) 神 名 式に 常 陸 國那賀 郡 青山 神社 坐す を、 二十 八社鎭 座と 云 ふ 物に、 今 屬， 一 

茨城 郡 T 在， 1 靑 山村 T 祭祌 五十猛 命 一名 大屋 彥命、 素 妾 鳴 尊 子 也と 有る は、 此 に始， 自， ー筑紫 T 凡大 八洲 國之 內、 莫レ不 ：，， 

播殖而 成 二 青山， 焉、 所以 稱ニ 五十猛 命， 爲，！ 有功 之祌， と 有る に 取りて 後人の 推當 たる 者なら むかと も 田 心 ゆれ ども、 傳ニ 

十一 に 注せる が 如く、. 當國に は 素 妾 嗚尊奇 稻田姬 命 は 更なり、 御子神 等の 社々 數 多に 御 在し 坐せば、 強たり と は定む 

可から すなむ 有りけ る、 和名 抄鄕 名に 鹿 島 郡 大屋と 云 ふ 有る も 紀伊國 名 草 郡 大屋 郡の 有る に 思 合 せらる 上 拳な りか 

し、 叉 東 山道の 國々 に は 神 名 式に、 近 江 國蒲生 郡 大屋 祌社、 今日 野の 南半 里 許 十禪寺 村に 在りと 云へ り、 此に 就て 綿 

向 社 記に、 「必佐 鄕上迫 村に 杉 山 明 神と 申す 有り、 所レ祭 大山 祇命、 古此 山中に て 宮材を 引ける 時 其 本末 を 伐て 祭りけ 
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る 神な り、 上古に 宮材を 引かせら る \ に 紀伊國 三木鄕 より 番匠 移れり 云々」 と 有る も 近き 傍 なれば 由有るに 似たり、 

叉 伊香 郡に 多 太 神社 兵 主神 社相拉 び、 叉 今昔 物語に 見えた る 栗 太 郡に、 「大 なる 杵木生 ひたりけ り、 其圍 五百尋 なり、 

然れば 其 木の 高さ 枝 を 指した る 程 を 想像る 可し、 其 影 朝に は 丹 波國に 差し、 夕に は 伊勢 國に 差す、 然る 間に 其 國の志 

賀栗田 甲賀三 郡の 百姓 此 木蔭に 覆 はれて 日當ら ざる 故に 田 島 を 作 得る 事無し- 此に 依りて 三 郡の 百姓 等 天皇に 此由を 

奏す 云-^」 と 有る も 思 ふ 可し、 偖 天下に 比 無き 良材 を ffi す 信 濃 國の木 曾 山 は 全く 此大祌 の 御名に 由れ り、 紀伊國 Q 伊 

太 祁曾祌 社 を 鑌紀に 伊太 祈 會祌と 見え、 和名 抄に 伊太 梓 曾 祌戶と 有り、 今唱ふ る にも 然 なる を 思 合す 可き 者な りか 

し、 叉 神 名 式に 陸 奥 國磐城 郡 佐 麻 久嶺祌 社 有る を、 磐 城 志に 在，， 城 巽廿餘 町中 山村 f 祭神 五十猛 命、 例祭 四月 八 H と 

見えたり、 又 色 麻 郡 伊達 神社 (名 神大) と 見 ゆ、 和名 抄郡 名に 色 麻 を 志 加 萬と 有る を、 播磨國 の 郡名鍩 磨と 其訓ー なる 

に鄕 名に！^ 磨 郡题達 (印 多 知) と 有る も 右の 伊逹に 同じき を、 祌名 式に 、筋 磨 郡射榍 兵キ； 神社、 择保郡 中 臣印達 神社 (名 

祌大) など 御 在し 坐せ る 共に 由緣 有る 御 事な ろ 可し、 叉 右の 色 麻 郡に 鼓び て 玉 造 郡溫泉 神社 御 在し 坐せ るに、 ffi 雲國 

意 宇 郡 玉 作 湯 神社 同 神 坐韓國 伊太 S 祌 社相竝 ばせ 給へ る も、 此御 事に 就て は 叉 差 無から じャ は、 依 和名 抄郡名 信 夫ぬ 

下に 志 乃不國 分爲， 一伊 達 郡, と 有りな がらに、 其 信 太 郡に も 伊達 郡に も 其に 嵐る 鄕名を 載せざる は、 其 近傍 共に 國 造本 紀 

に 謂 ゆる 信夫國 にて 一 國 なりし 故に、 鄕 名な どは伦 郡に 收 たる 任に 改め ざり しに や、 然れ ども 神 名 式に は 信 夫 郡 五 座 

と W て祌 社の 名 を 載せられ、 今 も 信 夫 伊達と 云 ひて、 共に 各々 一 國 とも 云 ひつ 可き 程の 大郡 にて、 色 麻 郡な ど 云 ふ は 

e に 亡て、 觀 跡聞老 志に、 按色麻 郡 不レ詳 M 其 地 T 加 美 郡 有， 四 竈， 者、 是古之 色 麻 地而、 (下略) と 云へ るが 如く 成れり 


ィ タテ  ン 

しなり * 又 和名 抄鄕 名に 安達 郡 伊達 柴田郡 新羅な ど 云 ふ 有る も 決めて 此 神に 就る 神 跡な めりかし、 (又 安達 を 下に 安 

多 知と 注せる、 其 安達 伊達 共に 言の 相 近き は、 若く は 安達 は大 伊達に て 其に 對 へたる 名に や、 然れ ども 萬 葉七卷 三十 

二 丁に、 陸 奥 之、 吾田 多良眞 弓、 十四 卷 十五 丁陸奧 歌に 安太 多 良 乃、 禰爾布 須思之 能、 十六 丁に、 美 知乃久 能、 安太 

多 良 末 由 美と 有る を、 祌樂 歌に 安太 知と 換 へたれば、 元は 安太 多 良な りしが 切れるな り、 然れ ども 達 を 多々 良と 云 ふ 

ベければ 別の 事に は 非 ざめ り、 猶傳 二十 七 卷に說 くべ ければ 考へ 合す 可し、) 又 式に、 若狭國 i 返 敷 郡、 加 賀國能 美 

郡に 多 太 神社 坐せ る、 其 由 は 下に 云 ふべ し、 叉 和名 抄鄕 名に 越 前 國今立 郡 大屋 有り、 此に 就て 其 由緣を 索る に、 祌名 

式に 同 郡 敷 山 神社 坐せ り、 伹其は 四 神 出生 章 第 八 一書に 謂 ゆる 翁 山祇祌 (雜此 云-一之 伎，) かと も 思 ゆれ ども， 此を i 

山と 見る 時 は 其 青山 成せる 御 事に 通 ふ を、 上に も 注せる 敦賀郡 白 城 神社 信 露 貴彥祌 社共に 御 父 素斐鳴 大祌と 思しき に 

就て、 敷 山 祌社は 五十猛 祌 にて は 坐 さじ かと 云 ふなり * 同 郡^ 神社、 又 天 利^ 神社 坐す は、 此神を 都留伎 日子 命と. & 

す 御名に 通へ る を も 思 ふ 可し、 加 賀國江 沼 郡 御木 神社 有り、 又 能 登 國鳳至 郡 鳳 至 比 古神 社、 同抄郡 名に 鳳 至 (不布 志) 

と 註 せれ ども、 式に は 郡 名祌名 共に 布宜 志と 訓 める 其に 從ふ 可し、 彼國 名勝 志に、 「天 冬 衣 神に て大汝 命同體 なり、 

n トム ケ  ヮシ クラ ノ、. ャ  ヂ ウギ ゥ ダウ 

大祌の 退治 給 ひし 鷲の 骸を牧 めた るより 鷲 藏宮と 云 ひし を、 字音に 重 藏宫と 云 ふと 云へ り」 と 有り、 其大汝 命と 同體 

なりと 云 ふ は 非ぬ 事 なれ ども、 此 神社 を 天 冬 衣 神と 傳 ふる 事 決めて 古傳 なり、 偖 此鳳至 比 古神と 申 奉る 御名 は 殖木知 

彥 神と 申す 義 にて、 彼樹 種を大 八洲 國に 播殖 して 青山と 成させ 給へ る 御 功 を 以て 稱 奉れる 御名に て、 上に 已に 注せる 

が 如く、 古事記の 天 之 冬 衣 神 は 天 之殖木 主神の 義 なり、 此に 天之蒈 根 神と 有る は 一. K 之殖木 根祌と 申す 義 なる にて、 冬 
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衣 も 寄 根 も 鳳 至 も 其 意 終に 一 に歸 めりかし、 惜此鳳 至の 字 を 當られ たるに 意 有る 可し、 名勝 志に、 「能 登國は 往古 羽 

咋の 潟より 能 登 郡 海道 を 經て內 浦 田 鶴濱石 崎な ど 云 ふ 所海續 きに て島國 なりし 時 は、 人 も 住ます 有りし に 依りて 怪鳥 

大蛇の 栖處 にて 有りし を、 氣 多大 祌此を 退治 有りし より 人家 出来て 一 國と 成れる 由、 山 田の 龍大明 祌鷲宮 八幡宮の 社 

傳に 遺れ り」 と 云へ る、 此氣 多大 神 は 本殿 は 大穴 持 命、 奥 社 は 素 妾嗚尊 稻田姬 命に 渡らせ 給へ るが、 此時未 大穴 持 命 

の 生れ 坐さぬ 以前の 事に し 有りければ、 素 f{ 嗚大 神の 五十猛 神の 其怪鳥 大蛇 を 退治 させ 給 ひて、 横 種を殖 させ 給 ひ、 

後に 大巳貴 命の 此國を 造らせ 給へ る 事と を 一 に爲 て、 1K 冬 衣 祌大汝 命同體 なりと 云傳 へたる にや、 然れ ども 此鳳至 比 

古神 社 を 鷲藏宮 と 云 来れる は 更なり、 次に 云 へ る 佐 渡國に 度津と 申せる は必此 より 物爲 させ 給へ るなる 可く 思 ゆる を 

以て、 其 以前なる 事 は 知らる めり、 (又 常 郡 白 比 古 神社 坐す も、 右に 謂 ゆる 白 城 神社 信 露 貴彥祌 社と 同じく 素 斐鳴大 

祌に 渡らせ 給 ふ 可し >  又久志 伊奈 太 伎比咋 神社 も 別に 坐すな ど 少緣の 由緒に は 非 じかし、 又羽咋 郡羽咋 神社 坐す も 右 

の大 鷲の 故事に 依れるな る 可し、 借 又 出 雲 風土記 國引 文に、 高 志 之 都々 乃 三 埼矣、 國之 餘有耶 見者と 有る も常國 珠洲， 

郡なる 可く、 須々 祌 社と 云 ふ も 式に 見 ゆ、) 叉 神 名 式に 佐 渡 國羽茂 郡度津 神社、 古本 書 入、 叉 一 苕記神 名 帳 頭注 等に 

五十猛 祌 也と 有る 實に 然る 言な り、 此度津 の 事は傳 二十 六に 云 ふべ し、 欽明 天皇 四 年御紀 に、 越國言 於， 一佐 波 島 北 御 

名 部之硫 岸？ 有，， 肅愼入 T 乘， 二 船舶， 而 淹留、 春 夏 浦， 魚充， 食、 (中略) 於 是肅愼 人 移 n 就瀨河 浦？ 浦神嚴 忌， 人不 -1 敢 

近？ 渴飮ニ 其 水 r 死者 且半、 骨 積 二 於巖岫 f 俗 呼 二 肅愼隈 1 也、 と 有る を， 釋 に浦祌 若度津 神社 敷と 云へ る 實に其 如くに 

て、 浦祌厳 忌と 云 ひ 死者 且 半と 云 ふな ど、 上に 注せろ 筑紫 神の 御 事に 似た る も、 實に 五十猛と 御名に 負せ 御 在し 坐す 


如く 麁く猛 き 神に 御 在し 坐す が 故に 其 御 祟も甚 じく 渡らせ 給へ るな り、 叉 雜太郡 御 食 神社 釵持 神社 有る は、 御木 神社 

木持祌 社の 意なら むかと も 所思 ゆ、 此に吾 黨大瀧 光賢 云 はく、 一  去し 弘化四 未年 五月の 事 かとよ、 越後 國磐船 郡の 海 

邊に 逍遙せ むと、 其 頃 宿れる w 羽の 國 境なる 大 川と 云 ふ 村より 出立て 行かむ と爲 るに、 其邊の 海岸に は 巖峙ち 磯！ i し 

く爲 て、 歩より は 一 足 も 進む 可から すなむ 有りければ、 船路より 行く に畫に 書け る 知らぬ 國の 山水の 圖思 をえ て、 峰 

續は唯 1 枚の 木 化石に して 土は朽 木より 化れ る 赤土の 少か 有る Q みなる を、 所 狭く 松 木の 生 立てり ける を浪 風に 荒る 

X げ にや、 若ても 千代 は經 にけ るかと 思 ゆ 許り 痩髓 ひたる 老木な りけ り、 四 里 許 有りて 寒 川と 云 ふに 著く、 其 見渡し 

たる 向 55t に 松 藤と 云 ふ 有りけ り、 船人の 問 はす 語 を 聞く に、 「古昔 弘法 大師 来りて 板 貝と 云ふ邊 より 松の 種 を 蒔 初め 
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て 此處に 至りけ る 頃 其 木 種の 盡竟 にければ、 蒔 納めけ るより 松 限と 號 けたる を、 後に 訛りて 松 蔭と は 云 ふなり.」 と 云 

へ るに 心留 りて 思へ らく は、 其 弘法と 云 ふや 彼 は 紀伊國 Q 高野山 を 開きて 住みけ る 法師に て、 世に 奇異し き 事と し 云 

へば 神代の 事と 雖も 彼が 名 を 以て 傳 ふめる 俗の 習 はしな りければ、 然僻傳 は物爲 けれども 其 故 無き に は 非す- 此 五十 

猛祌 をば 御 紀に卽 ち 紀伊國 所 坐 大祌是 也と 見えたり ければ、 神代に 大 八洲 國を 巡らせ 御 在し 坐して、 此邊迄 も 樹種を 

播殖 させ 御 在し 坐し ける 傳の 有りて、 紀伊 國の大 神の 御所 爲 なる 事 を且々 知りて 云 来れる を、 後に 其大 神なる 事 を 忘 

れて紀 伊國の 大師と 云 ふ 事に 思 違へ 言 誤れる 者なる 可く して、 斯る 傳說は 猶諸國 にも 必有 るべ かしき 事な りけ り」 と 

云へ る は 事實を 踏みて K なる 云 事に なむ 有りけ る、 傳ニ 十六に 注せる が 如く、 其 高野山 を 主領き 在す 高 野 御子 祌 はし 

も 五十猛 神の 亦 名と 所思し ければ、 此御祌 の 御 事 を 法師に 託て 偉へ たるに て、 右の 光賢の 說實に 謂れたり、 其 山中に 
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神 名 式の 漆 山 神社 御 在し 坐せ る を、 主計 寮 式に 越後 國 漆と 云 ふ 有りて 此 近傍に は 殊に 其 木の 多 在る を、 皇國 Q 巾に て 

も 佳き 漆なる など を 思 ふに、 此 に不, 殖, 韓地 f 盡以 持歸と 有る に は皇祌 等の 深く 御 心 を 用 ひさせ 御 在し 坐し ける にて 

總て皇 大御國 の 物 はし も、 萬國 にい  1_.れ て 美た き 中に 漆の 強くて 光澤 有る と、 紙の 白くて 堅實 なると は、 祌 代に 用 ふる 

事無くして 後世の 大 なる 利用と 成り、 我 其 美 を 知らす して 夷狄より 實に 乏しみ 欲する 物な む 此ニ稱 なりけ る、 皇祌等 

の 遠き 世 を 見 徹し 坐せ る 御所 置な む、 仰ぎ奉る に も猶心 足らす 思 ゆるなる、 (伹漆 山 神社 を 五 十 猛祌 なり と 指定 め て 

今 云へ る は 非 ざれ ども、 世人 此皇大 御 國の美 を 一 K ふとて は 稻穀の 味き 事な ど をのみ 常に 云 ふ 事 なれ ども、 漆と 紙との 

天下 萬國に 勝りて 美た きを 云 はす、 近頃 外國 より 頻に乞 望む に 依りて、 漸くに 我が 卓絶た る 事 を 知るな む 連き 心なり 

ける、 然る を 世に は猶許 多の 辭者 有りて、 我が 漆と 紙 を 外 夷の 乞 ふに 隨 ひて 渡し、 彼より 其 代に ヌ め ふる 性 脆き 漆器 を 

玩び、 用に も 立たざる 紙を悅 ぶな む實に 淡め 惡む 可き 事な りけ る、) 祌名 式に 丹波國 桑田 郡 伊達 神社、 今龜 山より 北 

西の方に 宇津 根 村と 云 ふ 有りて 其 地に 御 在し 坐す と 云へ り、 此 地名 上に 引ける 式に 大隅 國赠^ 郡 韓國宇 豆 峯祌社 坐せ 

る 其 名と 似通 ひたれば、 決めて 故 有るべき 事なる 可し、 和名 抄鄕 名に 但馬國 養父 郡 大屋 有り、 式に は 同 郡 夜 伎 村 坐 山 

神社、 此は鄕 名に も養耆 (也 木) と 有り て^なれ ども、 今 地理 を 見る に 大屋 鄕と相 接ければ、 若く は 夜 伎は屋 木の 義に 

て 此もー の祌迹 なる 可く や、 叉 七 美 郡多伦 神社 小 代 神社 二 座 伊 曾 布 神社 見えた る も、 傳ニ 十四に 注せる が 如く 出 雲 風 

土 記に、 秋 鹿 郡 多 太鄕、 (中略) 須佐能 乎 命 御子 衝样等 乎 而留比 古命國 巡行 坐 時、 (中略) 録坐、 故 云う 多 太， と 有りて 其 

未官 知の 中に 多 太 社 同 多 太 社 有り、 倦 此神は 伊豆 國賀茂 郡杉样 別命 祌社同 神なる 可き 由 上に 注せれば、 右の 多 太 神社 


小 代 神社 は 共に 此 神に 坐し、 伊會布 神社 は 有功 之祌の 訛れる にて、 共に 五十猛 神に なむ 渡らせ 給 ふ 可 かりけ る V 又 同 

式に 因幡 國邑美 郡 中 臣崇健 社 有る、 此は 下に 云 ふ播磨 國賀茂 郡崇健 神社と 同じく 共に 五十猛 神に 御 在し 坐す が、 因 

幡 志と 云 ふ 物に、 「今 三戶古 保久末 村に 在り、 岡 森 天 王と 稱す、 土人 云、 此 祌形甚 太し、 神託に 云 はく 我 形體林 梢 

と 等し、 尋常の 小祠に 居る 事 を 得す、 社 宇 を 作る 可から す 云，" <」 と 有る 祌託 は、 此岡 森の 林 梢 を 以て 祌體と 爲て御 在 

し 坐す 事 を 詔へ るに 一 百 を 加へ たりし 者に て、 其 も 木を殖 給へ る 神に 坐せば なる 可し、 (偖此 に 中臣と 冠ら せ 奉れる は、 

播磨 國揖保 郡中臣 印達祌 社名 神大と 有る、 其 中 臣は鄕 名なる にて、 謂 ゆる 中臣 神中臣 氏な どの 中 臣には 非す、 此崇健 

祌を 五十猛 命と 爲て 見る に、 神 名 式に 隱岐國 穩地郡 天 健 金 草 神社 は此 神なる 可し、 扶桑 略記に、 延喜六 年 七月 十三 日 

隱岐國 言、 從， 1 坤方， 猛風高 吹、 天 健 金 草 命 託宣、 新羅 賊船 數艘浮 n 居 北海 r 我爲， 退- 1 彼賊？ 令， 吹- 1 大風-者 如- 1 帆柱-木 

等 流 著、 是 新羅 賊船 帆柱 木 者、 神明 所い 吿其徵 如 レ此と 有る、 此 新羅 國に 神威 を 示し 給へ る は全此 五十猛 命なる 可し、 

天 健 は 五十猛に 同じく、 金 草の 事 は 未 思 得すと 雖も、 木 種を殖 給へ る 御 事に 似 著て 聞 ゆめり、 和名 抄鄕 名に 當郡都 麻 

と 有り、 紀伊國 名 草 郡 都 麻 祌戶に 思 合す 可し、) 叉祌名 式に、 お 雲 國意宇 郡 玉 作 湯 神社、 同社 坐韓國 伊太 S 神社、 捭 

夜 神社、 同社 坐韓國 伊太 is 神社、 佐 久多祌 社、 同社 坐韓國 伊太 氐祌 社、 ^雲 郡 阿須 伎 神社、 同社 祌韓國 伊太 氏神 社、 

W 雲 神社、 同社 韓國 伊太 氏神 社、 會只能 夜 神社、 同社 韓國 伊太 氏神 社と 有りて 何れも 柙 立て 一 柱に て 御 在し 坐 さす、 

右の 六 社に 坐せ る 共に 從祀 にて 御 在し 坐せ る狀 なる に必 由有るべ き 事な. り、 然 る は 此大祌 はし も 素 戔嗚大 神 の 御爲に 

は 長子に 御 在し 坐して、 其 初 高天原より 天 降り 御 在し 坐し ける 時、 御 伴 神と 爲て從 ひ 奉らせ 給 ひ、 諸の 樹種を 播殖さ 
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せ 御 在し 坐して 大 八洲 國を 悉くに 青山と 成させ 給 ひて、 有功 之 神と 稱 奉る 許の 大 なる 御德御 在し 坐し ける は 然る 物に 

て、 韓國 伊太 S 神と も 申せば 外 國をも 造 立てさせ 給へ る 御 功な む 渡らせ 給 へれ ども、 天下 經營の 御 事に 就て は 御父大 

神より 直に 大國 主神へ 授け 受 させ 給へ る 御 次序 なれば、 此 五十猛 神の 御 功 は 其 上 を 輔相給 ふ 御 事に 當 りて、 表立ちて 

は大國 主神の 御 業なる から、 五十猛 祌ー 神の 御社 は 格別に して、 右の 六 所の 如き は必 共に 相拉 ばせ 給 ふと 雖も、 正祀 

に は 立た せ 御 在し 坐さざる 御 事と なむ 伺 奉られたり ける、 猶當國 に は 此大祌 の 御社に て 別 御名なる も 多 在り、 偉 二十 

四に 注せる 風土記に、 島根 郡 山 ロ鄕、 郡 家 正南 四 里 二百 九十 八 歩、 須佐能 烏 命 御子 都留支 日子 命 詔、 吾 敷 坐 山 ロ處在 

詔而、 故山 口 食 給と 有る は、 彼 神 劍を奉 上る 天に 參 上らせ 給へ る 御 功に 就て 食 坐せ る 御名に て、 神 名 式に 謂 ゆる 當郡 

布 自伎美 神社 多氣神 社是な り、 叉 其に 注せる 同 記 秋 鹿 郡 多 太鄕、 郡 家 西北 五 En 一  百 二十 歩、 須佐能 乎 命 御子 衝杵等 乎 

而留比 古 命、 國 巡行 坐 時 至 TI 坐此處 一而 詔、 吾 御 心 正 照明 正眞 成、 吾 者 此處靜 將レ坐 詔而靜 坐、 故 云，， 多 太， と 有る、 此 

も 五十猛 神に 御 在し 坐す めり、 其 未官知 社の 中に 多 太 社 同 多 太 社と 有る 是 なり、 叉 上に 注せる 同 記に、 飯 石 郡來島 

鄕、 郡 家 正南 三十 六 里、 伎 自麻都 美 命 坐、 故 云， 一 支 自眞， (神鼯 三年 改， 一字 來 島，) と 有る 故 は 其 新羅より 始めて 肥前國 

杵 島山に 著 かせ 給へ る 時の 御名に て、 同じ 神に 御 在し 坐すべき 御 事 申す も 更なり、 ^此 一書の 始に、 新羅 國 より 此國 

に 御 在し 坐し 著 かせ 給へ る 趣なる は 事の 混れ たる 僻事と 思し けれども、 後の 御 IK 降の 時には 御父大 神の 御 伴に 凝 川上 

に 天降り 御 在し 坐して、 御 父子 共に 此國に 御 在し 坐し ける 事、 傅 一 一十 一 卷 より 以下 條々 に 論め 云 へ る 如くな りければ、 

餘國に は 勝りて 此 御社な む 多 かりけ る、 同 記に 鳥 上 山の 所在 は 仁 多 郡なる に、 今 船 通 山と 云 ふ は、 天 磐 船に 乘 りて 天 


降らせ 給へ る跡處 なる が 故な めり、 神 名 式に 仁 多 郡 伊 我多氣 神社、 杵築社 記に 五十猛 命 曰，, 伊賀 多 氣大明 神， 是 也と 所 

見た る も、 同 郡 內と云 ひ 然る 由緣 なむ 御 在し 坐す 御 事な りけ らし、 (偖 右の 曾 只 能 夜 神社の 御 事に 就て 考 有り、 曾 只 

は 退に て 夜は宮 なる 可し、 若て 若 は 素 戔嗚大 神の 1K より 御 在し 坐して、 彼 曾 尸 茂 梨の 處に御 在し 坐し、 など、 天神に 

憚り 奉らせ 給 ひて 退き 住ませ 給へ りし 程の 御 事に 因りて 然稱 奉れるな る 可し、 風土記に、 神 名 火山、 邯家 東南 三 里 一 

百 五十 歩、 高 一 百 七十 五 丈、 周 一 十五 里 六十 歩、 曾 支 能 夜 社 坐 伎 比 佐 加 美 高 日子 命 社、 卽在 n 此 山嶺 T 故 云，， 神 名 火山， 

と 有る、 此 御名 古事記 玉垣 宮 段に 謂 ゆる » 雲 國造之 祖名岐 比 佐 都 美と 見えた る 其 人 を祀れ るなら むと は 誰も 思 ふ 事な 

れ ども 然ら す、 此祌 名の 伎 比 佐 は木總 にて、 萬 葉八卷 三十 七 丁に、 餐麥、 花總手 折、 十七 卷 十七 丁に、 布 佐 多 乎 里 家 

流、 乎 美 奈敝之 香 物と 云へ る 布佐是 なり、 若て 伎 比 佐 加 美と 云 ふ 時 は木總 神と 申す 事に て、 此に 莫レ不 3 播殖而 成ニ靑 

山 ー焉と 有る 其 御成 業 を 以て 稱 奉る 御名な めり、 若て 高 日子 命と 申す は 天孫 降臨 章に 出で たる 大巳貴 神の 長子 を味耜 

高紊根 神と 申 奉る 高彥 根と 同じく、 此も 長子の 謂なる 可し、 偖 此素斐 嗚大祌 の 御子に は 三女 神 も 御 在し 坐せ ども、 其 

は 別なる 由緒 有りて 此 列に は 坐 さすして、 唯 五十猛 神 はし も 打 任せて 長子と 申 奉る 狀に御 在し 坐せば、 然 申せる にこ 

そ は 有る ベ かり けれ、 若て 其 岐比佐 都 美と 云 ふ 名 も 其と 同じ 義 にて、 古事記に 铹， 一青 葉 山， 而立-一 其 河 下 f 將 レ獻- 一大 御 

食, 之 時、 御子 詔 一 百、 是 於-一河 下 一如-一 青葉 山-者 云， „< と 有る、 其 勤勞を 以て 赐 へる 名に て、 木總 Q 意 は 等しく は 有れ ど 

も、 彼 は 神 名此は 人名に て、 其 言の 同じく こそ は 有り けれ、 其と 此とは 打 混ら すま じき 事に なむ 有りけ る、 此事傳 二 

十七 卷 にも 云へ り、) 神 名 式に、 播磨國 鍩磨郡 射楣兵 主神 社 二 座、 和名 抄鄕 名に il 達 (伊 多 知) と 有る は 全く 此 神に 因 
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れる 事と 所見たり、) 上に 注せる が 如く 陸 奧國色 麻 郡 伊達 神社 (名 祌大) と 有る に、 郡 名鄕名 共に 相等しき 事故 有る ベ 

し、 播磨 風土記 飭磨郡 伊和 里條 に、 昔 大汝命 之 子 心行 甚强、 是以火 神 患， 之、 乃 到，： 因逮神 山, 遣， 一 其 子 汲" ^ 云- „c と 有 

る 因 途祌山 決く 此地 なり、 又、 因 建 里、 右 稱，， 因 達者 f 息長帶比賣命欲，平，，韓國，渡坐之時、御船之前か太代之；4^1,於 

此處 T 故 因， 一 神 名, 以 爲，, 里 名， と 有る、 是 f 遂鄕 名の 起る 所以に て、 鎮座 は 神代より Q 事なる は、 大 巳貴祌 Q 古に 已に 

因 達 神 山の 名 有る を 以て 知るべし、 傻同 國假字 風土記と 云 ふ 物に、 「射 楣兵主 神社、 古 は 鍩西郡 矢 落 村と 云 ふに 有り 

し を、 今 は 辻 中 村に 移す、 大巳貴 命 五十猛 命 二 座な り」 と 云へ ろ は 然る 事に て、 實に射 栀神は 五十猛 祌に御 在し 坐 

し、 兵 主 祌は大 巳 貴 神に 渡らせ 給へ り、 叉 同 郡白國 神社、 陽 成 天皇 實錄に 元 慶ニ年 六月 十七 日 辛 巳、 授，， 播 臍 國從五 

位下 白 國神正 五位 下-と 有る、 是卽廣 峰 山の 東の 山 足に 今 も， E 國 村と 云 ふ 地に 御 在し 坐す 神なる 可き が、 白國は 若く 

は 新羅 國の 略と 聞 ゆ、 傳 二十 一 に 注せる が 如く、 其廣峰 山の 祌をも 牛 頭 天 王と 申 習 ひて 世に 素戔嗚 尊と 申 奉り、 山城 

國 祇園 祌 社の 本社た る 由なる が、 一 一十 二 社 注 式に 始めて 北お 河に 移し 奉る 箏 所見たり、 然れば 其 お 國： t 社 は 右の 廣峰 

なる にて、 都の 白 河と 云 ふ も 其 祌の御 在し^ しける 事に 就て^ 來れる 名なる にや 有らむ、 何れにしても 右の 射 桐 兵 主 

神社に は 大に因 有る 御 事に なむ 有りけ る、 又 式に 揖保郡 中 臣印達 神社 (名 祌大 )、 和名 抄に同 郡 中 臣鄉. 有れば、 其 地に 

御 在し 坐す 例の 伊達 神な りけ り、 或說 に、 今 龍^と 云へ る 地名 有る 是 なる 可し と 云へ り、 如何にも 其 地に 就て 御社の 

所在 を 求む 可き 事な りけ り、 又賀茂 郡崇健 神社、 上に 引ける 因幡 國邑美 郡中臣 崇健祌 社と 合せて 思 ふに、 中 ini はおに 

タカ タケ ル 

云へ る鄕 名なる にて、 崇健を 多 加 多 祁と訓 むは 高 猛と云 ふ 事に て、 全く 五十猛 神 Q 謂と 聞 ゆれば、 右の 捭保 郡に 渡ら 


せ 給へ るな む此 本社なる にて、 決く 五十猛 祌 Q 亦 名と こそ は 所見たり けれ *  (播磨 風土記に、 明 石 驛家駒 手 御井 者、 

難 波高 津宮 天皇 之 御世、 楠 生-一 於 井， 笑、 只 朝日 蔭-一 淡路島？ 夕日 藤， 一大 倭 島根？ 乃 伐-一 其 楠， 造 i 舟 云々 と 云 ふ 事 有り、 

此 木の 事傳 二十 六卷に 注す 可し、 叉 今 も 三 木と 云 ふ 地名の 有るな ど、 此國 にも 上世 は甚々 大 なる 木 共の 多 在りけ むと 

所思え たり、 決めて 神 世の 遺 木なる 可き 事 云 ふ も 更なり、 叉 神 名 式 宍栗郡 伊和 坐 大名 持 御魂祌 社名 神 大を、 其 國の續 

風土記と 云 ふに、 中 九 所 神秘、 東 五十猛 命、 西 大巳貴 命と 有り、 故 有る 御 事なる 可し、 播磨 風土記に 謂 ゆる 宇 頭河此 

に 由有る か、 傳ニ 十七 卷考 合す 可し、) 右の 如く 大 八洲 國內に 在ら ゆる 祌社を 擧げ、 地名 を標 して 云 ふ 中には、 神代 

よりの 事の みに て は 有る まじき も、 夥多に 有りぬ 可き 事に て は 有れ ども、 大凡 は此大 神の 國 巡り 御 在し 坐し けむ 御 道 

次 を 以て 唯如此 もや 御 在し 坐し けむと、 當 昔の 御 消息 を 想像り 奉る 可き 種 は ひに とて 然 なむ 注し 奉れる を、 僅に 書 典 

に 見 當れる だに 如此 こそ 有り けれ、 翁 遍く尋 奉らむ に は、 社 傳の舊 記 古老の ロ傳に 遣れる 故事な む 多 在りぬ 可き 御 事 

なり かし、 偖此皇 大御國 はし も、 皇祌の 愛く しき 國 と美た く 麗 はしく 作 固めさせ 御 在し 坐 さむ 御 心 御 在し 坐す が 故に、 

此素妾 鳴大神 五十猛 神 共に 天上より： 大降り 御 在し 坐した る 後に、 韓 地に は 流離ら はれ 御 在し 坐しながら も、 猶此大 御 

國を靑 垣 山と 端々 しく 装 ほし 立てさせ 給 はむ と爲 て、 其 携へ御 在し 坐し ける 1K 津樹 種の 盡は彼 地に 留めさせ 給 はす 持 

歸らせ 御 在し 坐して 青山と 成させ 御 在し 坐し ける が 故に、 山水の 淸く秀 たる 事 天下 萬 國に又 比類 無き なむ、 然は 云へ 

此ニ 大祌の 尊き 高き 廣き 厚き 御 靈の幸 ひに は 有りけ る、 (然る を斯 く皇祌 等の 大御心 を 用 ひさせ 御 在し 坐し ける 大御 

心 を 趿りも 見ざる 輩 多くして、 現在に 常 見る 靑垣 山の 魔 はしき を 愛 づる心 は 無く、 却ら まに 知らぬ 境の 遠き 國 なる 山 
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水に 心 を 奪 はれて、 靑 山より は 枯山を 美た がり、 1  円 河より は 濁流 を 好む める こそ 甚無狀 き 事な り けれ、 然る 狂 心の 募 

りに や 有らむ、 皇祌 等の 萬 國の美 を 引 寄せ 給 ふ 御 心 をば 知らす、 日. <  に 人の 利用と 成す 米 に^こ， 綿に 紙に、 國 土人 

の 爲に備 へ 給 ふ 珍寶を 渡して 無用なる 奇玩に 易へ て 犬せ に 窘められ、 帝王に 違き 國體を 損ね 國格を 亡 ひても、 食け じ 

魂に 國を 富まし 兵 を 强く爲 と IK ひて 小 民 を 欺き 俗士に 街ふ奸 吏、 五月 蠅の 如く 群がり 競 ふこ そ 心痛き 事な り けれ、 )〇 

播殖而 は、 上に 注せる が 如く、 此 五十猛 祌の御 祖を大 夜 乃 女 命と 申す 其 御 弟に 惠乃女 命と 申す 有る は殖之 女の 義 なし 

ば、 此も其 を 得て 殖字 を訓 むべき なり、 然るに 本に 麻 伎 意富 志 S と訓習 ひたれ ども、 其 は 次の 一 書なる 播 生の 訓にぞ 

當る 可き、 私記に 播殖を 萬 ま宇惠 mi と 有る は實に 然る 言に て、 上に 不， 殖， ー韓 地， と 有りし 不殖 \ 子 を 宇惠受 と 云 ふから 

は、 其に 應 へて 然 なむ 有るべき 所な りけ る、 萬 葉 三 0 一十 五 丁 } に、 S ま ^キル、 コ木タ O^JtT 右、 八 0 一十三 丁  £  、吾 屋戶 

爾、 殖之 藤浪、 九 (十二 丁) に、 殖木實 生 時、 十 (十九 丁) に、 木 高 者 曾、 木 下殖、 十一 (十一 丁) に、 我 二人、 直八ム 木、 

十四 (二十 二 丁) に、 宇 惠多氣 能、 毛 登 左 倍登與 美、 十七 (十 丁) に、 珠爾奴 久、 安 布 知 乎 宅爾、 宇 惠多良 婆、 十九 (十 

七 丁) に、 花 橘 乎、 屋戶爾 波、 不 殖而、 叉 (二十 五 丁)、 吾屋戶 能、 殖木 橘、 二十 (五十 五 丁) に、 安之 比奇 能、 夜 都 乎 

乃 都 婆吉、 都 良々々 爾" 美 等 母 安 加 米 也、 宇惠 豆 家 流 伎 美、 叉 (五十 九 丁)、 宇 具比須 波、 宇惠木 之樹間 乎な ど 有り、 

偖 此の 文に 就て 古語 拾遺 神武 天皇 段に >  仍令 T 天 富 命、 ihi 日 鷲 命 之 孫， 求，， 肥饒地 f 遣，， 阿波 國， 殖 i 鈸麻 種， (中略) お 

以郡 名爲- 一麻 殖 -之緣 也、 天 富命更 求， 一 沃壤， 分， 一 阿波 齋部， iKi 住 東 土 f 播 n 殖麻穀 T  (下略) と 有る も 同格な り、 上に は 

唯 殖字を 置きて 下に 播殖と 云 ふ 事 此の 文 格に 彷彿たり、 若 は 播は樹 種 をな り、 殖は其 苗 をな り、 概ては 唯 字々 とのみ 


云 ふ 事 なれ ども、 ち 云 ふ 時 は 右の 如き 差別 有る 事に なむ 有りけ る、 (右に 引ける 拾 遣なる も然 り、 麻 は 種子 なれば 

播 なり、 穀は苗 なれば 殖 なり、 猶傳 二十 六卷考 合す 可し、 因に 云 ふ、 此文地 祌本紀 に は 倒 反して 殖播の 字に 作れり、) 

文選 東 廣微補 亡 詩に 無二 高 不,， 播、 無，, 下 不.， 値と 有る を考ふ 可し、 通證 にも 獨斷 に播 n 殖百穀 一と 見 ゆ、 〇 靑山 は、 古事 

靑山  つお  « 野鳥 • 雄  動  山 曰 S 

記 八 千 矛 神の 御 歌に、 阿 遠 夜 麻邇、 奴 延波那 伎、 佐 怒 都 登理、 岐藝斯 波 登 與牟、 沼 河 比賣の 歌に 阿 遠 夜 麻 逸、 比 賀迦久 

ISI 玉  夜將出 

良 婆、 奴 婆 多 麻 能、 用 波 伊 傳那牟 など 見え、 萬 葉 三 (三十 七 丁) に、 靑山 之、 嶺乃 白雲、 四 (四十 四 丁) に、 靑山 乎、 横 

ゅ赫 5、 六 (十八 丁) に 、青山 乃、 曾 許 十方不 見、 白雲 毛、 千 重 爾成來 沼、 七 (二十 八丁) に、 靑山、 葉 茂 山邊、 十一 (三 

ヅ、 ジバナ ニホ ヘル ヲ ト メ 

十三 丁) に、 靑山 之、 石垣 沼 間 乃、 十三 (二十 三 丁) に、 靑山 乎、 振 放 見者、 茵花、 香 未通女、 櫻 花、 盛 未通女、 叉 

(二十 四 丁)、 靑山 乎、 振 酒 見者 云ズ など も 有りて、 木の 繁 りたる 山 を 云 ふなり、 又 七 (九 丁) に、 三芳野 之、 靑根我 峰 

之、 籮席、 誰 將織、 經緯 無二と 有る も 地名に は 非す て 木の 繁合 たる 峰 を 云 ふめり、 十四 (二 十七 丁) に、 安乎禰 呂爾、 

多 奈婢久 君 母 能、 伊佐 欲 比爾、 又 安乎禰 呂爾、 伊佐 欲 布久母 能、 餘曾里 都 麻 波 母と 有る、 安乎禰 呂の呂 は助辭 にて、 

靑峰は 青山と 云 ふに 同じき を 以て 曉る 可し、 叉 山 名に 靑 某と 冠ら せ 云 ふ 例 は 一 (二十 三 丁) 藤原宮 御井 歌に、 日本 乃、 

靑 香具 山 者、 日經 乃、 大 御門 爾、 春 山 跡， 之 美 佐 i 立 有、 畝 火 乃、 此美豆 山 者、 日緯 能、 大 御門 爾、 彌豆山 跡、 山 佐 

備 伊座、 耳爲 之、 靑菅山 者、 背 友乃大 御門 爾、 宜名 倍、 祌佐備 立 有と 有る 靑 香具 山 Q 靑是 なり、 此に對 へて 耳 梨を靑 

菅 山と 云 へ る は靑淸 山の 義 にて、 木立の 繁茂る 山 色 は 靑く淸 々しき 物なる 謂な り、 其 中間に 畝 火 を 美 豆 山と 云 ふ は、 

右の U の 青に 並べて 瑞々 しく 美 はしき を 云 ふに 思 合す 可し， (冠 辭考 に、 「美 豆て ふ 語 は 先に 草木の 若く 美く しく 榮 ゆ 
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る を 云 ふより、 萬の 物 を讃稱 へて 美 豆 云. < と は 云 ひけら し、 萬 葉 十三 卷に槻 の 木に 水 枝 指と 詠み、 世に も 若木 を 美 豆 

木、 若枝 を 美 豆 枝、 若く 健よ かなる 人 を 美 豆々 々しな ど 云 ふ を 思へ」 と 云 はれた る を も、 此に 引合せ 思 ふ 可き 者な り 

かし、) 〇 莫レ不 3 播殖而 成， 1 青山， 焉 の莫不 は、 上に 不， 殖 n 韓地， 盡以持 歸の盡 字より 應 きて 大にカ 有る 所な り、 此事 次 

に 云 ふべ し、 侍募疏 に、 進 雄 尊 之 暴行、 觀使， 一青.^ 變枯； 於是 得，， 靑山， 也と 注させ 給へ る は、 事足 はすと 雖も 實に然 

る 可から む 御 說と感 奉らる- -御 事な りかし、 其は傳 十二、 十七、 二十 一 に 注せる が 如く、 素 嗚大祌 彼 祌逐の 以前に 

は 種々 の 御 罪 御 在し 坐し ける を • 此 度の 御 天降より 以後に は、 總 ての 御所 業 悉くに iK 下 蒼生に 御 恩賴を 令， 蒙 給 ふ 御 

事の みに して、 自然に 先の 御 過失 を 補 はせ 給 ふ 御 事に 常り て、 此に樹 種 を 御 父子 共に 播殖 させ 給へ るな む、 其 中 一 

にして 有る が 中に も甚 じき 御大 業に 渡らせ 御 在し 坐し ける、 然る は四祌 W 生 章に、 此御 神の 御 事を復 使，, 靑山 變枯； 

叉 第二 一書に 靑山 爲レ枯 など 見え、 古事記に も靑山 如， ー枯 山， 泣 枯、 河 海 者 悉：！ は 乾と 有り- 此大 神の 御 暴行の 始 とも 申 

す 可き は此 事なる 故に、 彼祌遂 はれて 此に デ、 降り 御 在し 坐し 著き て は、 先 づ此御 政 をな む 最初に は物爲 させ 給 ひけら 

し、 又 其 御子 五十猛 神と 申す も、 一 速く 雄 健く 御 在し 坐す 神と 聞 ゆる を、 有功 之祌 とも 稱 奉る 許なる を 以て も、 共々. 

に 和やかに 御 在し 坐して 以前に は打替 りた る 御有狀 をな む 見 奉り 知 る ベ きなる、 偖 此に韓 地に 殖や して 盡 に 持 歸らせ 

御 在し 坐し ける は、 其 青山 を枯 山と 成し 給へ りし 程 は唯大 八洲 國 有る のみに して、 韓 地より 始めて 外國. <  は 悉くに 漸 

く 鹽沫の 凝 以て 成れる 頃 ほひな りし かば、 爭 でか は 其の 泣枯す 山の 有らむ、 此の 大 神の 御 天降の 程に は 巳に 彼 地形 は 

且. <  に 傭 はりけ めど も、 其 始の事 を 所思して、 先づ大 八洲 國を靑 山と 成させ 給 ふ 可き 御 心 をな む 掘 起させ 御 在し 坐し 


けらし、 此を 以て 韓 地に 渡り 御 在し 坐し &か ども、 其 天の 樹種 をば 此大 八洲 國に持 歸らせ 御 在し 坐して、 國內 悉に 靑 

山と 成し 給 ひて、 天神 御子の 所 知 看む 玉 牆內國 と 靑垣山 周ら して、 美た く 厘 はしく 固 置せ させ 給へ る 事、 傳ニ 十四に 

櫛 御氣野 命と 申 奉 る に就 て 靑垣山 の |5^を注 せ る に就 て 見る 可 し、 神武 デ、 皇御紀 の 大御詔 に も 東 有， 一美 地, 青山 四 周と 有 

るが 如く、 凡て 國 土に 美 地と 云 ふ は 青山の 四方に 周れ る 地の 事な りければ、 此 に莫, 不，， 一 播殖而 成，, 青山, 焉と 有る は、 

又此大 八洲 國を美 地と 爲 させ 給へ る 御 事に 聞 ゆる はや、 若て 此大 八洲 國を盡 に 青山と 爲し美 地と 成し 給へ る 上 は、 又 

其韓國 より 始めて 萬國 にも 行 足 はし 坐して、 各 其方 域に 隨 ひて 其 土に 相應 へる 樹種 を播殖 させ 御 在し 坐し けむ 御 事、 

此大神 を 建 邦 之 神と 稱へ、 五十猛 神 を韓國 伊太 神と 申 奉る を 以て、 天下に 遍く 流布ら し 給へ る 御靈を 想像り 奉る 可 

くな む、 (其韓 地と 一 K へ る は 上に 云 へ るが 如く、 本 は 三韓の 地 を 云 ふに 起り て 後に は 萬 國を總 て 加 羅國と 云 ふ 事 常な 

り、 此素 戔嗚大 神、 豈韓地 をのみ 造 立 させ 給 ふ 祌に御 在し 坐 さむ や、 叉 五十猛 神、 唯 韓地を 建て 給へ る 御 功に 限り 奉 

る 御 事の 御 在し 坐 さむ や、 又 同じ 萬國の 中に 此大 八洲 國を 先に 爲 させ 給へ る は、 皇御孫 尊の 大御 食國 なる を 以てな 

り、 此 後に は 外 國に御 靈威を 及ぼし 給 ふ 可き 事、 誰か は 此を思 は ざら む、) 〇 所以 は海宮 遊行 章 第三 一 書に 所以 兒名 

稱 一一 彥波 激武薦 1^ 草薈不 合 尊， と 有る を始 として、 紀中皆 許 能 由 惠爾. と訓 めり、 此之 故の 義 なり、 伹由惠 を 由 w と 有る 

は 誤な り、 雄 略 天皇 十三 年御紀 歌に、 耶麼能 謎 能、 故 思麼古 衞爾、 萬 葉 十一 (三 丁) に、 大舟 之、 由 多爾將 有、 人兒 

由 惠爾、 十四 (十四 丁) に、 由惠波 奈家杼 母、 兒良爾 與里氏 曾、 又 (二十 九 丁)、 漏 奈敝古 由 惠爾、 波 伴！ i 許呂 波耍、 叉 

(三十 三 丁)、 於 登 太 可 思 母奈、 宿 莫蔽兒 由 惠爾、 十五 (五 丁) に、 秋風 乃、 布 可 武會能 都奇、 安波 牟母能 由惠、 又 (111 
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十一 丁)、 和禮由 惠爾、 於 毛 比 和 夫 良牟、 叉 (三十 三 丁)、 和 我 由 惠爾、 波 太 奈於毛 比 曾、 など 所見たり、 (又お 雲 風土 

記に、 所 ョ以號 nffi 雲 一 者、 叉 所 ョ以號 一一 意 宇一 者と 有る を始 として 風土記に 多く 此格 有る は、 所以 は由惠 なり、 然る を漢 

文 訓には 音便に 由 惠牟と 云 へ るは猶 宜しき を、 近頃 は 所 一，， 以號- 一 云々 -と訓 みて 以氐 云々 爲流 所と 云 ふ は、 僻 儒の 定め 

にして 古語の 例に 違へ り、) 〇稱 二 五十猛 命？ 上に は 五十猛 祌と 有る. を此に 命と 有る は、 次に 有功 之 神と 有る と 神 字 重 

復れる 故に 換 へられた る 耳に こそ 有り けれ、 別に 意 有る に 非 じかと 思 ふに 然ら す、 次の 一書に、 于時素 斐鳴尊 之 子、 

號 曰，, 五十猛 命， 云々 と 有る、 其 文に 夫須， 瞰 八十 木 種 皆能播 生と 有る は 素斐嗚 尊の 御 事なる に、 次に 凡 此三神 亦 能 分 JT 

布 木 種， と 有りて、 皆 能と 亦 能との 差 を 別 けられた るに て、 其 命令 を 奉り 行 はせ 給 ふ 義を令 知 給へ る 者なる 事、 傳廿 

六、 廿 七に 此文を 引て 注せる が 如し、 偖 此稱字 本に は 那豆祁 S と訓 めれ ども、 記傳に 引かれた るに は 多々 間 S と訓ま 

れ たる 赏に 然る 事な り、 此例 天孫 降臨 章 第 六 一 書に、 乃 用，. 眞床覆 衾， 桑 n 皇孫 天津 彥根火 遣々 件 根 尊 f 排 IT 披 IK 八重雲 f 

以奉レ 降、 故 稱ニ此 神 一 曰-一天 國饒 石彥火 杵尊 一と 有る、 此も 本に は 麻袁志 氐と訓 める は 常ら す、 叉 神武 fK 皇 元年 御 

紀に、 天皇 卽，； 帝位 於 植原宮 T  (中略) 故 古語 稱 之 曰 於 n. 畝 火之模 原-也、 太 ョ立宮 つ 柱 於 底 磐 之 根？ 唆 ョ峙榑 TT 風 於 高 

1K 之 原， 而、 始馭 天下 之 一人 皇號 曰，, 祌 日本 磐 余 彥火火 出 見 1K 皇， 焉、 崇祌 ^<皇 十一 一年 御紀 に是以 天神地祇、 . 共和 享而、 

風雨 順， 時， 百穀用 成、 家 給 人足、 天下 太平 突、 故稱 JS 御肇國 天 皇 I 也と 有る、 此稱之 叉 稱謂を 本に 富 米 麻袁志 氏と 

訓 めれ ども 其れ も 叶 はす、 古事記に 其 同じ 事 を 故 稱-ー 其 御せ-謂-一所 知 初國之 御眞木 天皇-也と 有 る、 此稱字 を 記傳に 

多々 W 麻都理 &と訓 まれた るに 從 ひて 右 等の 訓をも 共に 改む 可き ものな り、 ffi 雲 神 賀詞に、 乃 大穴 持 命 乃 申 給久、 皇 


i; 孫 命 乃 靜坐牟 大倭國 申 天、 己 命 和 魂 1^ 八 鏡 ® 取 託 天、 诿 大物 主 榔？！ 6- 玉 命 登 名 乎 稱天、 大御和 乃 神 奈備爾 坐と も 有り 

て、 凡て 御名 を稱 奉る と 一 K ふ は 其 本の 御名 御 在し 坐， すが 上に、 猶 殊更なる 御 事 御 在し 坐す 時に 當 りて、 其 御 功 用の 狀 

を 言を盡 して 稱讃 奉る を 云 ふなり、 此事は 已に傳 二十、 廣厚 稱辭祈 啓矣と 有る 下に 注せる を 合せ 護み て曉る 可き 者な 

り、 (然る を 此には 唯に 稱字を 那豆祁 S と訓 める、 然る 事 も 無き に は 非 ざれ ども、 其 は 尋常の 時 こそ 有り けれ、 斯る 

ホメ マヲス .1 

1 節 有る 時の は 殊に 其 御德を ー百擧 して 稱 奉れるな るに 如何で か は然云 はむ、 右に 引ける 稱 之叉稱 謂を褒 申と 訓め るに 

意 を 得て ぞ 古語 は 求む 可き 事なる、) 〇 有功 之 神 は、 記 傳に此 文 を 引て 伊佐 乎 能 祌と訓 まれた るに 從ふ 可し、 纂蔬に 

有功 謂 二 經營之 功一と 注させ 給へ る は 然る 一 百に て、 上に も 云へ るが 如く、 凡大 八洲 國之 內、 莫レ 不一-一 播殖而 成- 1 靑 山- 焉と 

有る は、 唯樹 種を播 殖て靑 山と 爲 させ 給へ る Q みならす >  此國土 を 美 地と 成し 給へ る なれば 自然に 經營 0 御 事と なむ 

成れり ける、 倦此 有功の 字 は顯宗 天皇 三年 御紀 に、 月 神 著 レ人謂 之 曰." 我 祖高皇 產靈尊 有，. 預 n 鎔-造 天地-之 功.. と 有る 

是 なり、 此には 功 if 伊佐 乎と 訓 める を、 垂仁 天皇 三十 二 年御紀 に、 1K 皇厚 賞-一野 見 宿 漏 之 功 T 亦赐 -ー鍛 地？ 卽 任-一 土 部 

職, と 有る に は 伊佐 乎 志と 訓み、 景行 天皇 五十 三年 御 紀に故 美-一六 臈臣之 功- 而 賜-一膳 大伴部 一と 有 るに は 伊佐美と 訓め 

り、 仁德 天皇 十 一 年 御 紀に幹 \ 子 伊佐美と 訓 める を、 其 五十 三年に 猛幹 を猛久 伊佐 乎 志と 有る を 以て、 其 同義に SI でた 

ィサヲ ナ リ 

る 一 百なる を 知るべし、 言 意 は景行 天皇 十二 年御紀 に、 熊 襲 梟 帥の 事 を 是兩人 熊 襲 之 渠帥者 也、 (中略) 其 鉢 不レ可 レ當焉 

ィサ ヲシヲ 

と 有る 1： 太 帥 は 勇 雄の 義 なり、 叉天武 天皇 元年 御紀 に、 大伴連 馬 來田弟 吹 食、 (中略) 卽招 一二  二 族 及 諸 豪傑-と 有る、 

傑 は Ir 雄 人に て、 此志 は辭の 志久志 伎と 活 くと は 異にて、 伊佐 乎と 云 ふ は 勇みた る 壯士を 云 ふに 起り て、 伊佐 乎 志 
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伊佐 乎 志 伎と 云 ひ 切て、 伊 蘇 志 伊 蘇 志 伎と 云 ふ は 男女 を 本と 爲て袁 々志賣 々志と 云 ふ 語 QSS でた ると 全 同じ 事に て 有 

りけ り、 又 上に 注せる 祌名式 伊豫 國 新居 郡 伊 貧乃祌 社、 (名 祌大) 伊豫 郡 伊 曾 能 神社 は此 有功 之 神の 御 事と M ゆるに 就 

て 思へ らく は、 此 Q 稱， 一 五十猛 神， 爲，： 有功 之 神， と 有る に 等しき 意 Q 文 は、 仲哀天 iiilK 年御紀 に、 天皇 卽 美-一 五十 迹手， 

曰 二 伊 蘇 志 f 故 時人 號-, 五十 迹手之 本土， 曰，， 伊蘇國 f 今 謂，； 伊覩， 者 訛 也と 見え、 叉敏達 天皇 元年 御 紀に船 史祖王 辰 爾 が 

高麗の 表疏 を讀釋 ける 所に、 由， 是 天皇 與，, 大臣， 俱爲， 一 讃美， 曰、 勤 乎 辰爾、 懿^！は辰爾、 (下略) と 有る、 勤 字 伊 蘇 志 伎 

又 伊佐 乎 志 伎と 二に 訓み、 又 姓氏 錄 (大和 國祌別 天神) なる 伊 蘇 志 臣© 事 を、 綾紀 に、 天平 勝 寳ニ年 三月 戊戌、 駿河 

同守從 五位 下 榴原造 東 人 等部內 於，， 廬原郡 多 胡 浦濱， 獲，, 黄金， 歡， 之、 於 是東人 等 賜，， 勤臣 姓， と 有る 是 なり、 又 同紀第 

1 詔に、 故 如 此之狀 乎 聞 食 悟而、 款將， 一 仕 奉 一人者、 其 仕 奉 SS 牛 狀隨， 一品 品， 讃賜、 上赐 治將， 賜物 普 止 詔と 有る、 解に 

款は此 字 注に 志 純 1 也と も 忠誠 也と も 云 へれば、 麻 米に と訓 むべ く 思 はるれ ども、 五十 1 詔に 款美 明美と 有る は 美 字 

は 然は訓 み 難し、 故 伊 蘇 志 久と訓 むべ し、 第 七 詔に 其 人 乃 宇 牟何志 伎 事款事 * 遂 不一 一得 忘 一と 有る と、 十三 詔に 伊 蘇 之 美 

宇 牟賀斯 美 忘不給 止. un- と 有る と を 合せて 然訓 むべき 事 を 知る ベ し、 五十二 詔に 累世 而仕奉 麻 佐 部 流 事 乎 奈母加 多 自氣奈 美 

伊 蘇 志 美 思 坐と も 有り、 「伊 蘇 志 は 常に は 勤 字 を 書きて 古書に 多き 一 百な り、 伊 蘇 は 伊佐 乎の 切れる にて 伊 蘇 志 は 伊佐 

乎 志に 同じ」 と 注されたり、 叉 推 古 天皇 十二 年 御紀に 無， 忠， 一 於 君？ 叉孝德 1K 皇前紀 に懷二 全忠之 誠， と 有る 忠を も至忠 

を も 伊佐 乎 志と 訓 ませたり、 叉 伊佐 乎と も訓 むべ し、 然 れば此 有功 之 神 を 切め て 伊 曾 乃 神と も. & しけむ 事 何 か は 疑 は 

む、 (此に 就て 思 ひ W けらく は、 神 名 式に 攝津國 河 邊郡多 太 神社 は 衝杵等 乎 而留比 古 命に 御 在し 坐して、 卽ち此 五十 


猛祌に 渡らせ 給へ る 由 上に 注せる が 如し、 叉 有 馬 郡 公智 神社 緻靱と 有る 此 御社の 事、 風土記に 有 馬 郡 又 有- 1 鹽之原 山- 

云々、 叉 有，, 久牟知 川 T 因レ 山爲， 名、 山 本名 二 功 地 山？ 昔 難 波長 樂豊 前宮 御宇 天皇 世、 爲 一一 一車 駕 幸-一 湯 泉？ 作-行宮 於 湯 

泉-之、 于， 時 採 n 材木 於 久牟知 山； 其 材木 美麗、 於是勅 云、 此山 有功 之 山、 因號， 1 功 地山ハ 俗人 彌誤 曰，， 久牟知 山-と 見 

えたる、 此文は 古 傳には 有功 之 山 は 有功 之 神 山と 云 ふ 事なる 可く、 功 地 は久々 智 にて 木祌を 句々 廼智と 申す に 同じ か 

る 可く、 久牟智 は 木 貴に て 木 祌を稱 奉れる 御名な りけ む を、 古傳と 記者の 意と 相 遠へ る 者に て、 字 昔に 取 成した るな 

る 可し、 若予 が此說 當れら むに は 一 の 祌名を 此に拾 w でた るな り、 偖此 有功 之 山 は 伊佐 乎の 山と 云 ふ 事に て、 五十猛 

神 を 有功 之 神と 稱 奉れる 事 を 思 寄せさせ 給へ りし 者と こそ、) 〇爲 字 は、 此 にて は 麻袁 須と訓 むべ し、 右 稱，； 五十猛 

命， の 下に 引ける 御紀 に、 稱， ー此 神, 曰，！ 云々？ 又 故 古語 稱之 曰- 1 云々 T 叉故稱 n 謂 云々, など 有る 曰 字 叉 謂 字と 同じ 義に 

用 ひられた る 所な り、 〇 紀伊國 は、 四 神 W 生 章 第五 一 書寶鏡 開始 章 第 一 一 書及此 第五 一 書 を 始と爲 て 何 處も然 書され 

たる を、 仁德 天皇 一一 一十 年御紀 安閑 天皇 一 一 年御紀 に は 韻の 伊 を 略き て 唱の任 に 紀國と 有り、 姓な る は紀中 悉に 紀叉 紀臣 

と 書かれた る を、 孝德 天皇 五 年 御紀に 木臣と 作ろ 唯 一 所の み 有り、 古事記に は 何れも 木國と 有り、 萬 葉に は 一 (十八 

丁) に、 木 路爾有 云、 名 二食 勢 能 山、 叉 (二十 四 丁)、 朝 毛吉、 木人乏 母、 赤 打 山、 行 來跡見 良武、 樹 人友師 母、 四 (二 

十三 丁) に、 木國 乃、 妹 背 乃 山爾、 七 (十七 丁) に、 木國 之、 狹日鹿 乃 浦爾、 叉 (十八 丁)、 木國 之、 妹 背 之 山 二、 麻 蒔 

吾妹、 叉 (二十 丁)、 木國 之、 湯 等 乃三埼 二、 九 (九 丁) に、 木國 之、 弓 雄 之 響 矢、 十一 (四十 二 丁) に、 木國 之、 飽等濱 

之な ど其餘 にも 木 某と 云 ふ 事 多 在る は 皆 紀伊國 を 云 .4 なり、 紀傳十 (二十 八丁)、 木國之 大屋 显古祌 の 下に." 「木國 名 
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義此 字の 如し、 大屋 昆 古神 は 五十猛 神と 丁なる 可し、 其 故 は 書 紀に、 初 五十猛 神 天降 之 時、 多將， 一樹 種， 而下、 然不 

レ殖 ニ韓地 T 盡以 持歸、 途始， 自，， 筑紫 T 凡大 八洲 國之 內、 莫レ 不，， ， 播殖而 成，， 青山， 焉、 所以 稱，， 五十猛 命， 爲，， 有功 之 神 f 

卽紀伊 國所坐 大神是 也、 又 素 妻 嗚尊之 子" 號 曰 五十猛 命 r 妹 大屋 津姬 命、 ffO 枇津姬 命、 凡 三 祌亦能 分つ 布 木 種 T 卽奉 

レ 渡，， 於 紀伊國 一也と 有る、 右の 如く 木 種 を 分 播給ふ 神の 坐す 故に 木國 とは號 けしな り」 (取 意) と 有る 此 にて 通えたり、 

但傳 二十 六に 注せる が 如く、 此は 御父大 神の 御髮 鬚を拔 散して 木 共 を 生し 立て  させ 給へ りし 由に 緣 りて 起れ る 名な り 

けり、 古語 拾 遣 神武 天皇 段に、 仍 令た 大富命 (太 玉 命 之 孫) 攀，， 手 置 帆 負、 彥狹知 ニ祌之 孫； 以 n 齋斧 齋鈕？ 始 採，， 山材？ 

構 S 立 正殿 ハ (中略) 故 其裔今 在，， 紀伊國 名 草 郡、 御木 麁香 ニ鄕 f  (古語 正殿 謂， 一之 麁 香，) 採， 材齋 部所， 居、 謂，， 之 御木う 

造 レ殿齋 部所 レ居、 謂-一之 麁香？ 是其證 也と 見えた る 如く、 初 國所知 看し \ 大 御世より 宮材 を此に 令, 採 給 ひて、：； 3^ 採レ材 

齋部造 レ殿齋 部 を 此國に 置かせ 給へ る も、 實に 木を殖 給へ る 祌の御 在し 坐す 木國 なる を 以ての 由緣に 依る 事な りかし、 

(因 云、 或 書に 紀伊國 名 草 郡に 鷲 森と 云 ふ 有り、 宇治 鄕の總 名な り、 土人の 口碑に 云へ らく、 「甚々 上代に 比 地に 榔の 

大樹 有りけ るが、 圍 三百 尊に 及べり、 其 高き 事 叉 枝葉の 滋蔓 りたる 事 は 何 許 か 有らむ 想像る 可し、 所以に 天日 を 障 翳 

して 朝に は 淡路島 を 覆 ひ、 夕に は那賀 伊都 吉 野の 郡 迄 も 覆へば 百姓の 憂 大凡なら す、 此に 於て 名 草 海 部那賀 伊都の 四 

郡より 此を 朝廷に 奏して 嘆きし 程に、 卽ち當 國の國 造 宇治 彥に 勅して 令， 伐 給へ りと ぞ、 今に 宇治 鄕の地 を 穿つ に朽 

木の 如き 物 を 掘 つる 事 有り、 土人 彼 木の 根 株の 遺れ るな り と 云 ふ、 偖 其 木の 立てり し 頃 は 常に 梢に 白 驚の 栖 みし 

が、 遠く 望めば 深雪に 埋る& 山の 如く 見えし かば 其 社の 名 を然號 く」 と 云へ り、 此 宇治 彥と云 ふ は 紀國造 家譜に： K る 


に 神 皇產靈 尊 六 世 孫 宇遲. 彥 命と 有る 人に て、 古事記 輕之 場原宮 段に 木 國造之 祖宇豆 比 古と 有る 是 なれば、 其 御世 頃に 

令 レ伐給 ひしなる 可し、 偖 此木を 以て 木 國の證 に 引く に は 非 ざれ ども、 彼 國には 古に 然る 大樹 も 有りし なりけ り、 圍 

三百 尋と 云へば 徑百尋 許に て、 彼 御木の 僵 木の 長 九 百 七十 丈に も 及ぶ 程なる 高さに こそ •) 〇 所 坐 大祌是 也 は、 古事 

記に 木國之 大屋 爲 古神と 有る 如くに て、 紀伊大 神と 申さむ が 如し、 故 地 神 本 紀に此 次の 一書の 文 を 載せた るに、 凡此 

三 神 亦 能 分 TT 布 八十 木 種 T 則奉レ 渡- 1 於 紀伊國 f 卽此國 所レ祭 之神是 也と 書し、 叉 其 三 神の 御名 を 連 著して 已上 三柱竝 坐，, 

紀伊國 f 則紀伊 國造齋 祠神是 也と 云へ る も 同じ 意な り、 祌名 式に、 紀伊國 名 草 郡 伊太 祁曾 神社 (名 祌大、 月 相嘗新 

嘗) 大屋 都比賣 神社 (名 神大、 月.f^、新嘗) 都 麻 都比賣 神社 (名 神大、 月次 新 嘗)、 此ニ 社の 御 事は傳 二十 六に 注し 奉 

る 可し、 偖 持 銃 天皇 六 年御紀 に、 五月 乙 丑朔庚 寅、 遣， 一 使者， 奉 r, 幣于四 所 T 伊勢 大倭 住吉 紀伊大 神、 吿 以，, 新宮， と 有 

る は 木 種 を播殖 させ 給へ る 神に 御 在し 坐せば なり、 叉 十二月 辛 酉朔甲 申、 遺， 一大 夫 等， 奉， 1 新羅 調 於 五社； 伊勢 住吉紀 

伊 大倭蒐 名 足と 有る も、 其始 御父大 神と 共に 彼 國に御 在し 坐して 國を 建てさせ 給へ りし 由緣を 以てな り、 此を 以て 紀 

伊 大祌と 申す は 固號の 所以と 云ひ此 神に 御 在し 坐す 御 事 を 明らめ 奉る 可し、 若て 續紀 に、 大寳ニ 年 二月 戊戌 朔己 未是 

日 分 n 遷 伊太 祁曾 大屋 都 比 賣都麻 都 比賣三 神社， と 所見 たれば、 此程迄 一 所に 御 在し 坐して 御紀に 紀伊大 神と 書され た 

る是 なれば、 如 此く三 所に 分れ させ 御 在し 坐しても 共に 紀伊大 神に なむ 渡らせ 給へ りけ る、 (然る を- rK 武 天皇 朱 鳥 元 

年 御紀に 天皇 大御病 御 在し 坐す に 就て、 七月 乙 亥 朔庚子 奉 T 幣於 居， 一紀 伊國， 國懸祌 飛鳥 四 社住吉 大祌. 一と 有る に 引合せ 

其 御 事と 恩 ふ は 非な り、 其 國懸神 は寶鏡 開始 章 第 1 一書に 是卽紀 伊 國所坐 日 前 神 也と-も 所見た るが 如く、 日 前 又は 國 
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懸 0 御名 を 以て 書し 分 たれた る を、 此には 唯に 卽紀 伊國 所， 坐 大神是 也と 有る から は、 打 任せて 紀伊大 神と 申 奉る は 

此三 神の 御社に 限れる 稱 なる 事 を 明らむ 可き なり、 諸家の 說 何れも 其 意 を 得す、) 和名 抄鄕 名に 名 草 郡 伊太 件 會神戶 

と 有る に竝 びて 須佐祌 戸と 云 ふ 有り、 本 國祌名 帳に 謂 ゆる 正三位 須佐大 神と 申す も、 今 口須佐 村と 云 ふに 御 在し 坐し 

て此 伊太 杵 曾に 隣れ り、 又傳 二十、 二十 一 に 注し 奉る が 如く、 同 國在田 郡須佐 神社 (名 神大、 月次 新嘗) はし も 御 父 

大祌の 大宮處 に 御 在し 坐すな ど、 必 深き 由緒 御 在し 坐す 御 事なる 可し、 或 書に 其 社の 寬永 記と 云 ふに、 「天 正の 頃 迄 

は 毎年 九月 寅 卯 日祌馬 十二 騎山 東莊 伊太 杵 曾より 來 りて 神事 を 勤めし と 云 ふ、 是等皆 父子の 大祌の 親しみ 給へ る緣故 

にして 古の 遺制に こそ は 有りけ め」 と 云 へ る は實に 然る 言に て、 紀國祌 社 錄に須 佐 社 正 保 三年 十 一 月の 神威の 御 事 を 

載せた るに、 隣 里 辻堂 村、 池 尻 孫三郞 俄然 而眼 直視、 乎 足 麻 木而、 編體 流汗、 親族 大驚、 少焉語 曰、 我 是須佐 大明神 

也、 此般 爲，， 祟於祌 官之婦 f 汝 會從， 命遷 ニ呂、 余 甚悅、 汝鞏素 レ我、 如， 古作 n 走 馬場？ 又 常，. 以，： 九月 十四日， 爲 ^ 祭神.' 

也、 今以 n 正月 十四日； 是非， 一 吾 意， 也、 九月 十四日 者 我 子 山 東 伊 駄祁曾 祭日、 而我 祭本是 一 日 者 也、 且祌職 無官 而奉？ T 

仕于 余？ 以，, 祌扉之 開闔， 如，, 俗 民 之 閨房 f 叉務 n 名利， 而忽 々遇，, 于我， 矣、 早 可， 脫 ，1 名 禅 利覊- 也、 伊太 祁曾嘗 曰、 何不 

レ罰， 彼 乎、 然余以 レ爲， 1 此 社家 累世 奉レ我 者, 也 故 赦焉と 見えた る、 是れ此 伊太 祁曾神 Q 須佐大 神に 仕 奉らせ 御 在し 坐す 

證 なり、 其の 御 罰の 御 事 を 厳重に 沙汰 爲 させ 給へ る、 是れ實 に 五十猛 神と 御名に せ 〈せる 祌 威の 猛く 渡らせ 給 ふに 因れ 

り、 或 書に、 「伊太 祁曾宮 御 屋根 大破に 及びたり しかば、 去年 紀伊 殿より 葺替の 事 を 命ぜら る、 御社 三 所の 內ニ社 は 

葺替 へ、 1 社は然 のみ 損 はれ ざり し 故に、 前方の み を 替て後 は 又 破れたら む 時に こそと て殘 したりつ るに、 其 程 其 事 


に 預かる 役人 共 城下より 行 通 はむ 事 は 道 遠くて 中々 に 煩 さければ、 何れも 其拜殿 をな む假に 宿所と は 定めたり ける、 

事訖 てければ 明日な む 若 山にば 出立た むと 爲て 事共 認めて 寢 たりけ る 程 こそ 有り けれ、 其 夜 山中 震動め きて 彼 蒈殘し 

たりつる 古き 屋根 を 引 放ちて、 其拜 殿に 臥たり し 人 共の 上へ 打附 たりければ、 皆 魂 を 失 ひつ、 屈ま ひ 居たり ける に、 

明 離る，^ 頃 濒に其 震動 も 止まりければ、 見る に 屋根の 殘 る 所 は 1 枚 も 無く 皆 がら 打 刹し 給へ り、 此に 因りて 去年 二月 

江戸へ も 注進し 紀伊 殿へ も 申達し ければ、 早く 修理り 仕 奉る 可き 仰 事 有りき、 先に 其 事に 係りつ る 役人 共 は 命 辛- <c に 

て歸り 甚く 祌威を 恐惶み 侍り」 と 有るな ど、 斯る 神々 しき 事の 御 在し 坐す は 五十猛 祌の 五十猛 神た る 所なる に、 大八 

洲國を 悉くに 靑 山と 成させ 御 在し 坐して 有功 之 神と 稱 奉られ させ 給へ るな む、 甚も々 々尊く 辱き 御 事な りけ る、 (右 

の 或 書 は 新 井 君 美と 安積 澹 泊との 新 安 手簡に 載せた る 紀藩佐 治理平 治と 云 ふが 手簡なる を、 今 其 意を少 かも 違へ す此 

方の 語に 直して 引けるな り、 情 上に 引ける 肥 前 風土記に、 杵 島山に 三祌御 在し 坐す 中の 御子神と 申す は此 五十猛 神と 

聞え たるに、 一名 軍神 動 則 兵 興矣と 有るな ども 右 等の 事共と 等しく、 御父大 神の 健く 速き 神性 を 受け 奉らせ 給へ るが 

故に こそ は 有る ベ かり けれ、) 祌 階の 御 事 は文德 天皇 實錄 に、 嘉祥 三年 冬 十月 乙 巳朔壬 子、 授， 一紀 伊國 伊太？ i 曾 神從五 

位下 f 甲子 遣， 一 左 馬助從 五位 下紀 朝臣 貞守 T 向， 一紀 伊國 伊太 祁曾 神社 1 策 命 曰、 天皇 我 詔 ihrL 申 給久、 御冠 授奉牟 止 祈 申 

賜 比 之 S 依 天、 從五 位下 乃 御冠 爾 上 奉 利 崇奉 狀乎、 御 位記 令 持 天 奉 此狀乎 聞 食 天、 天皇 朝廷 乎 常 磐 堅 磐 s、 護 幸 奉 

賜 倍 止 申給久 止 申と 見え、 三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月 一 一十 七日 甲 申、 奉レ 授，, 紀 伊國從 五位 下 勳八等 伊太 祁曾 神從四 位下 

元 慶七年 十二月 二十 八日 庚申、 授，！ 紀伊 國從四 位下 伊太 祁會祌 從四位 上， と 有り、 然るに 紀 略に は 延喜六 年 二月 七日、 
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授，, 紀 伊國從 五位 下 伊太 祁曾 明神從 五位 上-と 有る は 心得ぬ 事な り、 巳に 元 慶に從 四 位 上に て 御 在し 坐す 者 を、 其より 

卑き御 位に 下し 奉る 可き 謂 無ければ 誤なる 事 論 を 侍た す、 本 國祌名 帳に は 正 一 位勳 一等 伊太 祁曾大 神と 有る は 代々 を 

經て增 加 奉れる 御 位の 積り なり、 社傳 に、 「 一 條院 天皇 永 酢 元年 八月 三日、 三箇の 日幷び 》 て 後 叉 一 箇と 成り、 问十 

三日より 芝 捲と 云 へ る 大風 起り て 人畜 草木 を 損 ふ 事 夥し かりければ、 卽ち此 伊太 祁曾 神社に 勅使 を 立てられ 風鎮の 御 

ャブサ メ 

祈 有りし かば、 大風 立 所に 止みて 人民の 愁無 かりし 程に、 六十 六箇國 より 國 毎に 一騎 宛 都て 六十 六騎の 流鏑馬 を 奉ら 

れ、 此 よりして 歲ズ 怠る 事無し、 今 も 九月 十六 日の 神事に 六十 六騎の 流鏑馬 有る は永祚 元年の 風 祭の 遣 風な り」 と 云 

へり、 予嘉永 六 丑年 二月に 詣て見 奉る に、 本社 は 五十猛 命に して、 左右に 大屋 都 比 賣祌都 麻 都 比 賣祌の 二 社 御 在し 坐 

して、 神 境も甚 廣く大 にして、 御山の 甚々 神 々しきと 木立の 物 古り たると は然 すがに 紀 伊大祌 の宮處 なれば なり、 然 

れ ども 御社の 御 隆ぇは 古に は 甚く 劣らせ 御 在し 坐 しげなる ぞ 心苦しき や、 其 は 右に 引ける 地 神本紀 にも 則紀伊 國造齋 

祠神 也と 有り て 、 當國 にて は 日 前 國懸兩 太 神宮 に亞て は甚々 止 事 無 き 大祌 に な む 渡らせ 給へ りけ る を、 今 は 僅に 此邊 

山 東 莊と云 ふ 1 鄕の 産土神に て 御 在し 坐して、 天下に は 比 無き 有功 之 神に て 渡らせ 給 ふ 御 事な ど は 係ても 知る 人 無き 

こそ、 此御 神の 御 爲に憤 ほろ しかり けれ、 此 天下に 在ら ゆる 人 は 皇華外 夷の 差別 無く 家內に 住と 住む 限り は此大 神の 

御靈に 漏れ 奉れる 誰か は 有るべき、)  . 

右 安政 六 年 三月 二十四日 始、 同 至，, 四月 十八 日 一功 成。 
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マル フ： ニー  ィ ハク  ス サズ ヲノ  ：- コトノ /リタ マ ハク カラ クニ ゾ  シマ ハ ァリ コづ， ネシ ロザ ネ  タト t ァガ -.、 コノ サム -ンラ ク ニ  ニ  ズ 

一書 曰。 素 1t{ 嗚尊 曰。 韓鄕 之島是 有，， 金銀； 若 使吾兒 所. 御 之國。 不 

ァラ ゥキ ダ カラ ハ ジト ョ カラ ノリ タマ ヒテ スナ ハチ ヌキテ -•- ヒ. ゲーブ マ チタ マへ バス ナ ハチ ナリ スギト  マタ ヌキマ * 力 や タマへ バ ミム ナ ーケヲ n レ ナリ ヒト 

. 有&: 寶， 者 未， 1 是佳 1 也。 乃拔， 鬚髯， 散之卽 成. 杉。 又拔 >1 散 胸毛 1 是成 J5。 

ン リー ケハ n レ ナリ マ キト  ミ マユ ゲハ コレ ナ レリ キク スト  スヂニ  -ンテ サタ， テ ソノ ベ キ サ マヲ^" カフ スナ、 S チ n トマ ゲ-ン タマ ハク  ス ギトト ク  ス 

尻毛是 成. 彼。 眉毛 是 成，， 様樟； 已而定 ，1 其當， 用。 乃稱之 曰。 杉 及，， 樣樟， 

コノ フ タツ/午 、-  V シ  r クル ゥ午 一 タカ ラニ ヒハ スべシ  サ クル ミ ヤヲ キ ト  マキ ハベ シト ノリ タマ ヒス -っッ -ンキ マ ヲヒト クサ ノォキ 

此兩樹 者。 可，， 1 以 爲，： 浮 寳： 0 可 K 以 爲， 1 瑞 宮 1 之 材：； 彼 可  > -- 以 爲， 1 顯 見 蒼生 奧 

プ スタ ゝニ ム フサ ゾ ナヘ ト  マ タソ, ペキ ケ ラフ ャゾコ ダネ IT モ ミナ ョプ マキ オフ- ン タマ ヒキ  コノ トキ ス サゾ ラノ ミコト ノ  £n ノ 

， 津棄 戶將. 臥 之 具- 夫 須，. 瞰 八十 木 種 皆能播 生。 于時素 裘嗚尊 之 子 

：: 一， ヲ マ 11 ノス ィ ソ タケ； ゾミ コトト  ィ ロト ォホ ヤ ッ ヒメ ノ  -. -コト  T  - キニ ツマ ッ ヒ, /  コト  スべテ n  ノ  ；/? ンラノ ヵミモ マタ ョク マキホ ド n シ タマ ヒキ 

號曰， 五十猛 命"； 妹 大屋 津姬 命。 次 抓津姬 命"； 凡 此三神 亦 能 分- 1 布 

n 一 タネ ヲ  スナ ハチ マ V- リヮ タシ  キ ノ クニ  二 タマ ヒキ 

木 種； 卽 奉. 渡，， 於 紀 伊 國， 也。 

素 妾 嗚大神 其 御子 五十猛 祌 以下 三 柱 神 を 寧て 天降り 御 在し 坐し けろ 御 事 は、 先の 一書に、 素 #! 嗚尊 所行 無狀、 故諸祌 
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科；！ 以千座 置戶， 而遂逐 之、 是時素 戔嗚尊 帥- 1 其 子 五十猛 祌-降 TI 到 於 新羅 國っ 居-一曹 尸 茂 梨 之 處-と 有る 是 なり、 然して 

此大 八洲 國に歸 赴かせ 御 在し 坐し ける 事 は、 其 下に 初 五十猛 祌 天降 之 時、 多將 -1 樹 種- 而下、 然不， 殖- >韓 地 T 盡以 持歸、 

遂始， 自 n 筑紫ー 凡大 八洲 國之 內、 莫レ不 S 播殖而 成 J 円 山- 焉と 有る 是 にて、 此時は 其 上文に 乃 興 一 百 曰、 此 地吾不 レ欲レ 居、 

.遂 以，， 壞土， 作， 舟、 乘， 之 東 渡と 有り、 是卽ち 先の 祌遂 はれの 御 時に 天降り 御 在し 坐し ける 御 問の 較略 なり、 叉 右 〇 文 

に盡以 持歸と 有る は、 盡 以持往 かせ 給 ひし 御 事の 御 在し 坐し ける 文 を 略 かれし 證 にて、 其 W 立て 往 渡らせ 給へ りし 本 

土は卽 ち此大 八洲 國な りければ 也、 此を 以て 寶鏡 開始 章 第三 一書に、 旣 而諸祌 噴" 素戔嗚 尊-曰、 汝 所行 甚無 レ賴、 故 

不レ 可い 住-, 於 天上？ 亦不， 可， 居 M 於 葦原 中國 T 宜， n 急 適 n 於 底 根 之國？ 乃 共逐降 去、 于 レ時霖 也、 素 戔嗚尊 結 コ束靑 草- 以 

爲，， 笠簑？ 而 乞-, 宿 於 衆祌？ 衆祌 曰汝是 躬行 濁 惡而見 n 逐謫- 者、 如何 乞 11 宿 於 我？ 遂同距 之、 是以 風雨 雖レ 甚、 不レ 留 

ケ？ 而 辛苦 降 矣と 有る は、 天上より 此大 八洲 國に 天降らせ 給 ひ、 國內の 衆 神に 距られ させ 給 ひて 韓 地に 渡往 坐し." にて、 

皮 土に 直に 降 到らせ 御 在し 坐し ける になむ 有る ベ から ざり ける と は 予思を 定めて 常に 一 K ふ 事な り、 (右に 引ける 文に 

遂以， ：墙 土， 作：， 舟、 乘， 之 東 渡に て 句 を 切りて、 f;- に 到-, K 雲國凝 川上 所 レ在鳥 上 之 峰-云々 に 鑌け讀 まざる は 其お 雲阈 

に 天降らせ 給へ る は 後 度の 事に て、 此に東 渡と 有る は 下に 盡以 持歸、 始レ 自-筑 紫-云々 と 有る に 相應く 所な りけ る 事 

著 かりければ、 其 問に 在りし 事迹の 傳を亡 ひて 然 なむ 續 ける 者と 所思し きを 以て、 彼此 見合す るに、 此 にて 直に 出 雲 

國 に物爲 させ 給 ふとして は 事 齟齬 ひて 事實を 貫か ざれば なり、) 故 此に素 斐嗚尊 曰、 韓鄕之 島、 是 有-一 金銀 f 若 使吾兒 

所レ御 之國、 不， 有- 1 浮寳- 者、 未， 1 是 佳-也 (下略) Q 御 首 はし も、 此地 にて 詔 W させ 給へ るか、 韓 地に 坐す 間 Q 御言 舉な 


一 ひか、 先 づ其實 地 を 定めて 後に 其說に 及ぶ 可き なり、 若 彼 地に 御 在し 坐して 此 御ず を擧げ させ 御 在し 坐 せらむ に は、 

居- 1 於 韓鄕之 島 一 曰、 此 國則是 有-一 金銀 二 K 云と 書 さる 可き 所なる に、 此に 韓鄕之 島の 下に 者の 辭を 添へ て讀 習へ る は、 

此大 八洲 國に御 在し 坐して 古 此國に は 未 金銀の 出で ざり つる 其に 對 へて 詔 給 はせ る 御言なる 事、 次に 吾 兒所レ 御之國 

不レ 有-一 浮寶ー 者、 未. A 是佳 一也と 有りて、 彼に 渡す 可き 船の 事 を 沙汰 爲 させ 給へ るに て、 更に 論 ひ 無くなむ 有りければ、 

此大 八洲 國に歸 渡らせ 御 在し 坐し つ- -も、 其始 新羅 國に降 到 給 ひ 曾 戸茂 梨の 地に 御 在し 坐し \ 間に、 愤に已 く 金銀 有 

る 事 を見認 させ 御 在し 坐し ける 御 事 を 所思し w させ 給 ひて、 更に 吾兒 所, 御 之 國に召 上させ 御 在し 坐 さむとの 御 結構 

なる 事 申 奉る も 更なり、 仲 哀ー人 皇八年 御 紀熊襲 を 討ち 給 ふ 時の 神託に、 愈， 一 玆國， 而有， 1 寳國 f 譬如， 1 美女 之 ii, 有-一向 津 

國， 0^ 此云， 1 麻 用 弭枳， ) 眼 炎 之 金銀 彩色 多 在 M 其國 r 是謂 -It: 衾 新羅 國， 焉、 若 能 祭し 晋者、 則 會不， 血， 其 國必自 

服矣と 有る、 此 神託の W づる 基本 此に 在る 事な り、 但 神代 を 去りて 此御 せに 至りて 漸に 此の 結 有りて 始めて 金銀 を 寄 

奉り 給へ るに は 有る ベから す、 吾兒 所， 御 之 國不， 有， 一 浮寶, 者、 未ニ是 佳, 也と 詔 給へ る を 以て 見れば、 打 置かす して 直 

に 其 浮寳に 載て 彼國の 金銀 を此に 令, 取 給 ひしな りしけ り、 傳 十三、 十五に 注せる が 如く、 謂 ゆる 三女 神の 金銀 を 掌 

どらせ 御 在し 坐す 謂れと 申し、 叉 出 雲 風土記に、 島根 郡 加 賀鄉、 郡 家 北西 二十 四 里 一 百 六十 歩、 佐 太大神 所， 坐 也、 

御 祖祌魂 命 御子 支 佐 加 比 比 賣命闇 岩屋 哉 詔、 金 弓 以射時 光 加々 明 也 故 云 n 加々， と 有る は 更なり、 祌武 天皇 戊 午年 御紀 

に、 乃 有， 一 金色 靈藉ハ 飛来 止ニ于 皇弓弭 T 其 藉光曄 er 狀如， 一流 電 一と 有る は仲哀 H<皇 より 以前の 事なる に、 當昔黃 金と 

云 物 有りければ なり、 若 已く其 黄金 無から まし かば、 何 を 以て 然 物の 譬 として 傳 ふる 事 を 得て まし、 然れば 彼 土に も 
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齒長 などの 出来り てより 此に 貢ぎ 奉る 事の 絕 えたり しょり、 更に 祌託 有りて 彼 を 令レ伐 給へ りし 者に て、 其 は 素戔嗚 

大 神の 御 心より 出で たりと 申さむ も 强說に は 非ざる 可し、 (叉 ffi 雲 風土記 國引 文に も、 所 ，11 以號， 1 意 宇， 者、 國引坐 八^ 

水 臣津野 命 詔、 八 雲 立 ffi 雲 國者狹 布 之稚國 哉、 初國小 所， 作、 故將， 1 作 縫， 詔而、 t: 衾 志 羅紀乃 三 埼矣、 國 之餘. <<  有耶 

見者、 國之餘 有 詔而、 童女 胸 組 所 レ取而 、大魚 之 支 太 衝別而 、波 多須， „< 支穗振 別而、 三 身 綱 打 挂而， 霜黑葛 闇々 耶々 

爾、 河船之毛々會-*^呂々爾、 國々 來々 引 來縫國 者、 自 n 去 豆  >  打 絕而八 穗米支 S ま 乃 御埼也 云々 と 有る が 如く." 此素戔 

嗚大神 はし も 如. 此く 彼國を すらに 引來 給へ りけ る 物 を- 船 を 渡して 金銀 を 令, 採 給へ るな ど は 何 許の 御 事に も 御 在し 

坐 さじ かし、 然る を 此に浮 寶の御 事 を 詔 給へ るに、 仲哀 ^<皇 御世に 至りて 其 信の 始て 見えた る 如く 云 ふめる 說共 は、 

神代の 事實に 明るく も 非ぬ 言 立に なむ、) 倍叉此 に、 乃 拔，, 鬚髯， 散 之、 卽成， 杉、 叉 拔；！ 散 胸毛？ 是成， 檜、 尻 毛是成 

レ被、 眉毛 是 成，, 機樟 T 巳而 定，， 其 當，， 用、 (中略) 夫 須っ瞰 八十 木 種 >  皆能播 生、 于， 時 素 戔嗚尊 之 子 號っ曰 五十猛 命？ 妹 

大屋 津姬 命、. 次^ 津姬 命、 凡 此三神 亦 能 分 n 布 木 種， と 見えた る、 此 神業 を爲 させ 給へ りし 地 を先づ 明らめ 奉らす して 

は 心に 浮た る 所有り て其說 定まり 難 かり、 故此大 神の 其 三 神 を 帥て 新羅 阈 より 歸 渡らせ 御 在し 坐して 其 初て 著 かせ 給 

ひける 地 は、 卽ち祌 名 式に 謂 ゆる 紀伊國 在 田 郡須佐 神社 (名 神大、 月， fl- 新嘗) なる 可き に 就て、 其 謂れ を此に 求む 可 

き 事、 俾 二十、 二十  一、 二十 五に 注せる が 如し、 然るに 紀國 祌社錄 に、 此祌在 昔 住-大和 國芳野 郡 西 川 峰 地 f 移 n 于此 

國， 出つ 現 祌立种 光谷 之 三 神 山； 始 而祀， 之創レ 社と 誌せ る、 此事を 社 說に元 明； 大皇和 銅 六 年 十月 初 亥 日の 事と 爲り、 然 

れ ども 須 佐と 云ふ鄕 名の 來由 少緣の 事なら ざる を 以て 思 ふに、 其 始は實 に芳野 郡に 住ませ 給 ひ、 後に は 御子 祌等 を： g 


て 紀伊國 に 移ろ はし 御 在し 坐し けむ を、 芳野 にも 翁 其名殘 有りて 和 銅 Q 頃 迄 も 御社 は 立てり けむ を、 全く 引 移し 奉り 

けむ は必其 時に こそ は 有る ベ かり けれ、 偖 吉野郡 は 大和 國 にて は 有れ ども、 名 草那賀 伊都 在 田 日 高牟婁 郡に 圍 まれて 

謂 ゆる 木 川上に して、 本國 より は 殊に 連接て 全く 紀伊國 とも 謂 ひつ 可き 地理な り、 其 西 川 峰の 事 は 下に 委しく 注す 可 

し、 然して 右に 木 種 を 始めて 物爲 させ 給へ る 御 事の 見えて、 其 分布し 給 ふ 三 神を卽 奉， 渡，, 於紀 伊國， 也と 有る、 此奉 

渡 は 御父大 神の 伴 はせ 給へ る 御 事 を 申せるな り、 叉 先の 一書に 凡大 八洲 國之 內、 莫， 不，， 一 播殖而 成， ー靑山 ー焉と 有る、 樹 

種 は 本より 天より 將 下り 給 ふ 所な り、 然れ ども 杉 槍^ 驟樟は 素 斐嗚大 祌の此 に 始めて 其 種 を 製ら せ 給へ る なれば、 併 

て 其 播殖給 へれば こそ 靑 山と は 成りたり けらし、 其 五十猛 神 をし も卽 紀伊國 所， 坐 大祌是 也と 有る から は、 御 父大神 

Q 所在 も 本より 紀伊國 たる 可き 事 論 を 待た す、 斯れば 其 樹種を 製ら せ 給へ りし 御 業 は 紀伊國 にて 有りし 故事に して、 

彼吾兒 所, 御 之 國不， 有，, 浮寶 T 未， ー是 佳， 也と 詔 給ひ拉 させ 給へ りし 御 政 も、 紀伊國 に 住ませ 御 在し 坐 初めたり し 間の 

御 政に なむ 御 在し 坐し けらし、 (然れ ば吉野 郡なる 西 川 峰 地 は 更なり、 在 田 郡 須佐鄕 名 草郡須 佐祌戶 など は 何れも 祌 

代の 御迹 なる 事 申す も 更なり、 古事記に 木國之 大屋 爲古祌 と 有る は 五十猛 神に 御 在し 坐すな るに、 大穴 牟遲祌 を 御 父 

大 神の 御 許に 奉らる X に、 先 づ其祌 を 指して 遣 はされ たる を 以て、 同じ 域 內に御 在し 坐し ける 御 事 を 明らめ 奉り 知る 

べき 者な りかし、) 偖傳 二十 五に 注せる が 如く 紀伊國 と 云 ふ 號は謂 ゆる 五十猛 神 を 紀伊大 祌と申 奉る 其 祌の樹 種を播 

殖 させれ g へる に 因る 事なる が、 此素妾 鳴 大祌の 然る 樹種 を始 て物爲 させ 給へ るに 起り たる 可し、 偖其髮 鬚を拔 散し 給 

へ る 御 故事 をば 紀伊國 を 本に 爲て 此邊を 探索る に、 謂 ゆる 金 峰 山の 中に 朝鮮 嶽と云 ふが 有る も、 韓國 より 渡り 御 在し 
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坐し、 間の 所 由有る 地なる にて、 元は 韓國嶽 など こそ は 云 ひけら し、 然して 其 杉の 始めて. 生 立てり しは吉 野なる 可し、 

此 山の 材を吉 野 杉と 云 ひて 世に 名高き さへ 有る に、 束に 隣り て 伊勢 國度會 郡の 川上に 大杉 山の 名 有る も 由 有りげ な 

り、 檜 は垂仁 天皇 二 年御紀 に、 更都 n 於 纏 向； 是 謂ニ珠 城宮， 也、 景行 ^<皇 四 年御紀 に、 更都ニ 於 纏 向？ 是謂， 一日 代宮 一と 

見え、 萬 葉 十 (五 丁) に 卷向之 檜 原を訓 める に 就て 思 ふに、 珠城は 玉 木に て 玉 松 玉 棒な どの 例に 檜 を 美た る 言な り、 日 

代 は 檜 代に て奋 代な どの 代是 なり、 若て 此 地の 纏 向は假 字に て 蒔 茂と 云 ふ 事に て、 右の； g に 古人の 殖兼杉 枝と 訓み、 

佐 豆 人 之、 弓 月 我 高 荷と も 有る、 其 を 七 (五 丁) に卷向 之、 由 槻我高 仁と 有りて 共に 同所なる が、 弓 月 は 五百槻 なる 可 

くして、 此趣 にて は 古に 竝 無き 山林に て 有りけ るな り、 祌名 式に 大和 國城上 郡 穴 師坐兵 主神 社 (名 神大、 月 、相嘗 新 

嘗) は 大巳貴 神に 渡らせ 給へ るに 對 ひて、 穴師 大兵 主 祌社は 御父大 神に 御 在し 坐すべき 事 申す も 更なり、 若て 蒔 茂の 

モク  モク シゲク  モク ユタカ 二  モ クサ カリ 

茂 は應祌 天皇 二十 一 一年 御紀に 芳草 蒼蔚、 三代 實錄 十三 (八丁) に 五穀 茂 豐、 四十 九 (一 一十 六 丁) に 五 穀 茂 盛 仁 など 有 

る を 以て 見る に、 纏 向の 名の 此 時の 古事に 依れり けむ 事 を 明らむ 可く、 叉 卷向坐 若 御 魂 神社 (大、 月次 相嘗 新嘗) 御 

在し 坐す は 後の 事なら めど も、 叉 得 去る まじき 由緣 なむ 所見たり ける、 此三 社の 事傳廿 七に 云 ふべ し、 枝 は 紀伊國 伊 

都 郡 高野山 此始 なる 可し、 祌名 式に 謂 ゆる 丹 都 比 女祌社 (名 祌大、 月 、新 嘗) 此 御社の 事 は 七に 注し 奉る が、 一 宮. 

正 一 位 勳八等 丹 生 律比賣 大祌、 二宮 正 一 位高 野 御子 大神、 三 宮氣比 大祌、 四 宫嚴島 大祌に 坐せ り、 其 二宮 は卽ち 

神に して 高野山の 地主 神に 坐す が 故に、 山 僧 此御祌 を 崇敬 ひ 奉らざる 時 は 大に御 祟を受 くと なむ、 、傳其 高野山 深 林 中 

忙千本 横と 云 ひて 一 根に して 千 株 も 叢り 生 ひたる が 有る を、 弘法. K 師が求 聞 持 法 を 行へ りし 時の 瓶 花 を 其 任に 地に 挿 


たりつる に 根 を 生じて 繁茂せ り、 凡て 滿山稹 の 一種 殊に 所 を 得て 枝葉 美 はしければ 世人 此を 「高 野 横と 云 ふ」 と 云へ 

り、 上古の 神異を 多く は 彼 法師に 託る 事傳 二十 五に 云へ る 例 も 有れば、 右の 千 本 横の 事 も此大 神の 此に 始めて 拔を生 

し 給へ りな ど Q 古傳 有りて 云 出で たりし 者に こそ、 若て 高 野 御子神 は 其 五十猛 祌にぞ 御 在し 坐す ベ かりけ る、 式に 山 

城國 愛宕 郡 出 雲高 野 神社と 有りて 出 雲と 冠 奉る は W 雲祌 子と 申す 謂なる 可く、 叉 御 祟の 一 速く 御 在し 坐せ る も 似 著 は 

しく、 叉此 神の 猛と高 野の 高と 相 近き を も 思 ふ 可く、 叉此 山の 地主と 申す は 謂 ゆる 紀伊大 神に て 渡らせ 給 ふ 可き など 

考 合す 可し、 偖 叉當社 正應六 年の 太 政官符 に、 乾 道 七 世 之 胤 子爲， 入 荒 鎭將之 武神, と 云 ひ、 稱，, 常世 宮， と 有る は 二 柱 

御 祖祌の 1 子と 云 ふ 事 なれば、 素戔嗚 尊の 御子 にても 違 はす、 八荒 鎭將之 武神と 云 ふ 事 も 五十猛 神と 申す に 由 有り、 

常世 宮と云 ふ は韓國 伊太 S 祌 とも 申して、 外國を 造り 立て 給 ふ 神の 謂なる を 思 ふ 可し、 次に 社 者 豐受大 神 開闢 之瑞籠 

也と 云 ふ 事の 有る は 初めて 樹 種の 成 hT つる 時に し 有りければ、 其 祌の祐 奉らせ 給 ひけむ 事、 右の 卷向 社の 御 事に 合せ 

て曉る 可し、 樟は 別に 田 や 寄る 事 も 無 けれども、 神 名 式に ffi でた る 和 泉 國和泉 郡 楠 本 神社 坐せ り、 大鳥郡 石 津太社 神 

社の 傳に、 「蛭 子 神 天 磐機樟 船に 乘 りて 順風に 放 たれ、 此 船飄， <<  として 石津 浦に 著く， 故に 石 津と云 ふ、 其 船の 著き 

し 所 は石津 岩山と 云 ふ」 と 有る、 蛭 兒の事 は 更に 此に 由無き 事ながら 此 にて 彼 浮寶に 造らせ 給 ひな ど爲 けむ 古 傳の片 

端な ど 有りて 云へ るに こそ、 (但石 津太社 神社 は傳 二十 卷に 注せろ が 如く、 姓氏 錄和泉 國神別 天孫に、 石津連 天穗日 

命 十四 世 孫 野 見 宿 禰 之 後 也と 有る 是 なり、 俗に 石 津の戎 社と 申す から 蛭兒 神の 事と 爲て傳 へたるな る 可し、 其 天穗日 

命の 御子 を 一 K 夷 鳥 命と 申す、 夷 字を延 S 須と訓 み、 其より 轉 じて 蛭 兒祌と 云へ るに て、 其 は 云 ふに も 足らぬ 事ながら 
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右の 一 K 磐櫞樟 船の 事 は 楠 本 神社に 由 有り、 又 神 名 式に 出 で た る 淡 路國津 名 郡 石屋 神社 今 岩屋 浦と 云 ふに 御 在し 坐す 

事、 傳 十三 卷に 注せる 如き を、 今 俗に 磐 機 樟大明 神と 申せる、 其 南西に 隣り て 楠 本 村と 云 ふ 有る 事、 右の 和 泉 郡 楠 本 

神社 有る に 並び 淡 路祌社 御 在し 坐す も 由 有りげ なり や、 借此和泉國には素^！戈嗚大神の御子大年神以下の神等多く輒 

在し 坐せ る 事、 傳 二十 四卷 附録に 書せ る を、 猶和泉 風土記に、 和 泉 郡 山直鄕 有：， 祌、 號 n 山 直 明 神？ 大足 彥忍代 別 天皇 

御宇 所， 祭、 神 須佐能 雄 尊 也と 有る は、 "式に 謂 ゆる 山 直 神 社是な り、 叉 其卷及 二十 五 卷の細 書に 云へ る 大鳥郡 大鳥祌 

社鍬靱 は、 風土記に、 古老 傳云、 昔 素 妻嗚尊 御子 衝样等 乎 而留比 古 命、 巡 n 行此國 > 詔、 吾 御 體衰坐 詔而靜 坐、 故 云- 1 

於 登 利？ 今 謂 二 大鳥ー 者 訛 也と 云へ る、 此は 五十猛 神と 所思し き 由 有りて 注せるな ど考 合す 可く、 又 古事記 高津宮 段に 

鬼 寸河之 西 有， 1 一 高樹， と 有る は 和名 抄鄕 名に 大鳥郡 常 凌なる など を も 思 ふ 可き 者な り、) 右の 如く 素 #f 鳴大 神の 杉 檜 

枝^ 樟を 始めて 生し 給へ る は隣國 にも 亙る 事 なれ ども、 然 所思し 立た せ させ 御 在し 坐し ける 地な む其國 にし 有り けれ 

ば、 卽紀伊 國と云 ふ號は W 来れり し 者な りけ る、 若て 其 樹種を 分布 こらし 給へ りし 三 神の 本 域 叉其國 なる が 故に、 紀 

伊大 祌と稱 奉る 上 は猶更 なる 御 事な りかし、 偖 此に大 祌の樹 種 を 始め 給 ふ 御 政 有りて 下に 凡 此三神 亦 能 分 n 布 木 種-と 

有る は、 御 父大祌 より 其 種子 を受 賜り 奉らせ 給 ひて 播殖 させ 給へ るに て、 第 四 一書に、 初 五十猛 神 天降 之 時、 多將- 一樹 

種， 而下、 然不， 殖， ー韓地 f 盡以 持歸、 始， f 筑紫？ 凡大 八洲 國之 內、 莫， 不一，， 播殖而 成 n 靑山， 焉と 有る 如く、 其 天上よ 

り將 下らせ 給へ る を も、 國土 にて 御父大 神の 化 ffi 給へ る 樹種を も 併せて 共に 播殖 て大 八洲 國を靑 山と は 成し 給へ りし 

事 申す も 更なり かし、 其 は 已に傳 二十 五に 引ける 纂蔬に 右の 樹 種の 事 を、 樹種 可， 1 樹藝， 草木 之 種子 也、 諸穀諸 茱諸菓 


實桑麻 等 在-一 此中 f 蓥備-11^寒衣貪之用器財之用〈 下 所謂 官舍 等是 也と 有る が 如くに て * 中に も 桑 寐等は 一 K 上 Q 御物な 

る を、 此 紀伊國 にて 始殖 させ 給へ りと 見えて、 和名 抄郡名 紀伊國 伊都、 鄕 名に 伊都 郡 桑原と 有る は 養 蠶の事 を 三祌此 

に 起して 國 土に 傳 へさせ 給へ るな りけ り、 萬 葉 七 (十九 丁) に 足代！! 而、 絲鹿乃 山 之と 有る、 此は在 田 郡 なれ ども 由 有 

るか、 中 昔の 歌に 此山を 詠める も 多 在る を、 皆 絲と云 ふ 緣語を 引きた る Q みに して 更に 古 を考ふ 可き 便 無き を、 夫 木 

抄仲 正の 歌に、 一 五月雨 は 糸 鹿 Q 里の 曳蟹 も、 絕ぇ むと 爲れゃ 爆す 日 も 無き」 と 詠める、 當 昔猶此 にて 養 蠶の事 は 物 

爲 つる 狀 なり、 叉那賀 郡に 今 有る 鄉 名に 麻 生 津鄕と 云 ふ 有る も、 若 古よりの 名なら むに は 得 去る まじき 故 有る 事に こ 

そ、 (但 麻の 事は傳 二十 四卷に 云 へる が 如く、  W 雲 風土記に、 大原郡 高 麻 山、 郡 家 正北 一十 里 二百 歩、 高 一 百 丈 周 五 

里 云， _r 古老 傳云、 神須佐 能袁命 御子 靑幡 佐草站 命、 是ゅ上 麻 蒔 初、 故 云， 1 高 麻 山 f 卽此山 峰 坐 其 御 魂 也と 云 ふ 健な 

る 事 有れば、 此麻 生津の 地名な ど は 引 w づ べきに 非 ざれ ども、 右の 募 疏の御 說の甚 床しき に 就て 然も やと 思 ふ 心遣り 

に 試に 云 ふの み、 偖 和名 抄郡 名に、 伊豫 國桑村 久波牟 良、 大隅國 桑原 久波々 良と 有るな ども、 若く は筑 紫より 紀 伊に 

到り 給へ りし 御 道 次 なれば 此と 同じ 所以な どの 有る にか、) 偖 此に鬚 髮を拔 かして 諸の 樹種を 化 W 給へ りし 其 御 事 Q 

起 はし も、 巳く 天上に て 芽し 初めてな む 有りけ る、 其は傳 十七、 十九、 二十に 注せる がお-く、 寶鏡 開始 章なる 神逐 Q 

以前に 其 威 具 を徵り 申されし 事 を 云へ る 中に、 至レ使 レ拔ぁ 《以噴 一一 其 罪 f 亦曰拔 二手 足 之 爪 ー贖レ 之、 其 第二 一書に、 是 

以 有-一手 端吉棄 物、 足 端凶棄 物？ 亦以. N 唾爲， r 曰和幣 f 以 レ澳爲 --靑 和幣？ 第三 一書に、 以，， 手 爪， 爲，， 吉爪棄 物？ 以 n 足 爪- 

爲， 1 凶 爪棄物 一と 見え、 古事記に も 亦 切つ 鬚 及 手足 爪 令：. 拔而神 夜 良 比 夜 良 比岐と 有る 右の 以レ 唾爲ニ 白和幣 r 以， 湊 爲ニ靑 
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和幣 一と 有る 爲字は 化 字の 義 にて、 穀 麻の 更に 此に化 W でた る 准ら ひに 手足 爪よりも 各 化 95 でたり し 物 有るべく、 又 

髮 鬚より は 其 千 座 置 戶に用 ふる 被 柱の 化 SS でた るに て、 此に謂 ゆる 杉 檜 等の 木 共 成 w でたり し 事の 有る に 依りて、 此 

大祌 の祌逐 はれて 天降り 御 在し 坐し ける 後に、 其 以前に 天上に て 然る 事共の 御 在し 坐し ける 御手 心 を 思えて、 此に至 

りて 物爲 させ 給へ るに ぞ御 在し 坐すべき、 倦 大祌の 如 此く樹 種 を 製 ffi で 給 ひ、 御子 五十猛 祌 をして 播殖 しめ 給 ひ、 大 

八洲 國を靑 山と 成させ 給 ひし 御 消息 は傳 二十 五に 巳に 委しく 注し 奉る が 如く、  »疏 に、 進 雄 尊 之 暴行、 嚮 使，， 靑山變 

枯 r 於是5^1靑山1也と有る其の意にして、 先に 天津 罪 を 天上に て 犯させ 給へ る を、 今此に 至りて 其 過 を 補 はせ 給へ る 

なれば、 唯 樹種を 分布ら して 青山と 成し 給へ るの みと 思 成し 奉る 可から す、 此 1 事 を 以て も 萬の 御行の 有功し き 御 有 

狀を なむ 見 寧り 知る ベ かりけ る、 (其 は 四 神 W 生 章 第 十一 一書に 就て 傳 十二 卷 より 次々 注し 奉る が 如く、 此大祌 の 初 

に 保 食 神に 事 御 在し 坐して より 以降、 彼 衣食住の 物 實を損 はせ 給 ふの みなりし を、 右の 天上の 解^より 事 起して、 其 

より は 保 食 祌の御 功を幽 贊て國 土人 民に 衣食住の 事 を 幸 ひ 給 ふより 外の 御 事 御 在し 坐さざる^ は、 櫛 御氣野 命と 稱奉 

る 御名 を 以て も 著明き 御 事な り、 俾 二十 一 卷に 云へ りき、) 復 云ふ此 一 書中の 御較略 はし も、 第 四 一 書なる 簸 川上 以. 

前の 御 事に 並びて 共に 此大祌 の 先度の 御 天降の 故事な りと 云ふ糙 なる 據は已 に條々 に 云へ る を、 此に吾 兒所レ 御之國 

と 詔 給へ る は 上 章 第三 一書に 所見た る 後の 御辭 見の 所に、 請姊照 n 臨天國 f 自可， 一平 安 f 且吾以 M 淸心， 所い 生兒 等、 亦 

奉， 一 於姊, と 申 奉らせ 給へ る御兒 にて、 卽ち 後に 皇御孫 尊 を 天 降し 奉らせ 給 はむ 御 事 を 量り 豫 しに 詔 ひ 出させ 給へ る 御 

一 百な り、 後 度の 御 天 降に こそ は W 雲 届に 往著 かせ 御 在し 坐して、 后 祌をも 娶給ひ 御 兒大巳 貴 神 を も 令 A 生 給へ り 付れ、 


此 時には- 大 より 帥て 天降り 給 ふ 五十猛 神 等の 三祌御 在し けれども、 其 御 兒等を 指して 吾兒 所, 御 之 國とは 詔 ふま じき 

御 事 なれば、 皇御孫 尊 を 指させ 給へ るな り、 是卽ち 御 天降に 先 後 有りて 此御政 は 其 先度なる 一 證 なり、 叉 此に髮 鬚 を 

拔散 させ 給 ひて 杉 檜 枝機樟 等の 木 種 世に 始めて w 来れる 事 云 ふ も 更なり、 然るに 傳 二十、 二十 一 に 云へ る簸 川上なる 

彼 大蛇の 件に 正書に は松栢 生， 一 於 背 上， と 有る、 栢は 檜の 一 名な. り、 古事記に 亦 其 身 生， 1 蘿及 檜榲， と 有りて 其 趣 相 同じ 

きなり、 然れ ども 簸 川上に 天降り 御 在し 坐して 直に 大蛇 を 退治 させ 給 ふ 御 事の 御 在し 坐せば、 何時の 程に か は 其 木 種 

を 化 出させ 給 ふ 御 暇の 御 在し 坐 さむ、 縱ゃ此 時に 其 御 事 を 行 ひ 御 在し 坐す とも、 其樹 大蛇の 背 上に 生 立つ 迄に は 如何 

は 行渡る 可き、 彼 莫レ不 一 播殖而 成-一青 山, 焉と 有りて 後なら すして は 然る 事の 有る ベ かしく も 非ぬ 者 を や、 然れば 木 種 

を播殖 給へ る 事 は 先度に 在りて、 錢 川上に 御 天降 は 後 度なる 事 著明き 者な りけ り、 (予 常に 御 天降の 前後 を 如 此く叢 

腔し く 云 ふ を 如何と 思 ふ 人 も 有りな めど も、 此前度 後 度の 事 を 委しく 明らめ 知らざる 時 は、 此大祌 の 御 事跡 を^に 見 

認 奉る 事 能 はざる が 故に、 恩 を 深めて 考得 たる 說なリ 、猶 下に 後 度の 御 天降の 御 事 を 記し 續ぐを 合せ 見て よかし、 )〇 

韓鄕之 島 は、 私記に 加 良久 爾乃之 萬と 有り、 卽第四 一 書に 謂 ゆる 韓地是 なり、 偖 此韓地 はし も 唐土 天竺と 接け る 荒 西 

の 東 頭に 在りて 別に 孤島に は 非 ざり けれども、 此の 御言に 韓鄉之 島と 詔 給へ るに 就て 考ふ 可き 旨な む 有りけ る、 其 は 

傳四、 五に 注せる が 如く、 八洲 起 元 章 第一 一書に 謂 ゆる 蛭 兒淡洲 と 二 有る、 其蛭兒 はし も 東北の 大荒 外に 在る 諸 部の 

始 なり、 淡洲は 西南に 在る 諸 戎を云 ひて 韓地も 其部內 Q 一  域なる 物ながら、 其 正書に、 處々 小島 皆 潮 沫凝成 者 突、 亦 

曰 水 沬凝而 成 也と 有る、 潮 沬に凝 成れる 中に も、 當昔 漸くに 韓地 のみ 始めて 成れる Q みに して、 唐土な ど は 未 地形 を 
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も 成さ りけ る 程に て、 獨韓 地の み斷 離れた る 如くして 別に 1 島と も 謂 ひつ 可き 狀 なりし 故に 然詔 給へ りけ る 者と こ 

そ 所思え たれ、 (上代に は 秋津島 碳城 島な どの 如く、 水の，^！れる中ならすとも 一 涯の地 を 限りて 某 島と 云 ふ 事 常 なれ 

ども、 此は 其と は 別にて 未 荒 西に 地 脈 接 かすして 一 孤島な りし 時の 古傳 にし 有りければ、 押 並た る 例に は 等し かる ま 

じくな む、) 偖 十二 卷に 注せる が 如く、 葦原 中 國と云 ふ は 一人 上に 對 して 此 大地の 全 を 云へ る 古名なる 物から、 其 だに 

寶鏡 開始 章 迄なる は此大 八洲 國の 稱號 なる が 如し、 其 は 其 第三 一 書に素^1戈嗚尊を逐ひ奉らし.-1諸神©語に故不，可 

レ 住， 1 於 天上 T 亦不， 可， 居，, 於 葦原 中國？ 宜，， 一 急 適， 一 於 底 根 之國： 乃 共逐降 去と 有る も、 此時は 其韓地 さへ に 未 國形を 成 

さ ざり し 程の 事 なれば、 如此云 ひて 大地に 住み 給 ふ 事 を 禁止め 奉りて、 其 地下に 在る 黄泉に 逐ひ 奉れるな り、 然るに 

其續 きに 此大祌 の 天 降り 御 在し 坐し- -時、 衆 神の 同に 距 ぎて 留 休め 奉ら ざり しかば、 其 時な む韓 地に は 流離 はれ 御 在 

し 坐した る を、 其 地に は距ぎ 奉る 神 も 非 ざり しが 故に、 終に 曾 尸 茂 梨の 處に御 在し 坐し 著 かせ 給 ひけり、 此時 漸くに 

彼 地の W 來 初めたり し證 は、 此大神 を 建 邦 之 神と 申し 五十猛 神 を韓國 伊太 氏神と 申す にて 著明き 事な り、 若此 より 以 

前に 彼國の 全く 成 整 ひたらむ に は、 建， 邦と 云 ふ は 徒 事に 非す や、 欽明 天皇 十六 年 御 紀蘇我 卿して 百 濟國に 仰 下さし 

め 給へ る 言に、 昔 在 天皇 大泊瀕 之 世、 汝國 爲，, 高麗， 所 J 過、 危甚 n 累卵？ 於是 天皇 命，， 神祇 伯； 敬受， 1 策 於 神 紙； 祝者迺 

託- 1 神 語， 報 曰、 屈 ri 請 建， 邦 之 神？ 往救 n 將， 亡 之 主 f 必當 n 國家 謐靖、 人物 叉 安； 由， 是請 レ祌、 往救、 所以 社稷 安寧、 

原 夫 建 レ邦神 者、 天地 剖 判 之 代、 草木 言語 之 時、 自レ 天降 來、 造^1立國家，之神也、 頃 聞、 汝國 賴而不 ぃ祀、 方今 悛， 1 悔前 

過； 脩 n 理神 宫 r 奉レ祭 一一 祌靈； 國可， 一昌 盛； 汝當， 莫レ 忘と 有る を、 通 說に此 專指ニ 素 妾嗚尊 一也、 事 見 n 神代 紀， と 一 K はれ > 


玉 勝 間 列々 椿卷 にも 此文を 引て、 「云々、 此言 何れの 國 何れの 時に も りて 甚 尊き 諭しな り、 自， IK 降來、 造つ 立國 家, 

之 神と は 須佐之 男 命なる 可し、 祌代御 卷に彼 命 韓國に 天降 坐し-由 見えたり J と 云 はれた る實に 然る苜 なり、 傳 二十 

1 に 注せる が 如く、 此大 神の 此 後に 至りて 御 父母 二 柱 御祖祌 より 事 依し 奉らせ 給へ る 清 海原 潮 之 八 百 重 を 悉くに 造 立 

させ 御 在し 坐せ るな む、 少緣の 御 事に 御 在し 坐さざる を、 今 は 漸くに 韓地 のみ 萬國の 中に て 國形を 成せり ければ、 此 

程の 事に 未 萬 國の全 を 係け て 云 ふべき に は 非ざる なり、 然して 右の 文の 中に 由 A 是謂 レ神往 救、 所以 社稷 安寧と 有る、 

祌は此 大御國 の 內に御 在し 坐す 素 斐嗚大 神の 御 靈を此 より 勸 請れ るな り、 此を 以て 此皇 大御國 はし も 神祇の 本 域なる 

が 故に、 彼 土を始 として 諸蕃の 地に 功 成し 坐せ る祌 等と 雖も、 必此に 歸り御 在し 坐す 可き 謂れ 有る 事 を 知る ベ きな 

り、 巳に 第 ETl 書に、 乃 興 言 曰此地 吾不， 欲レ 居、 遂 以，， 坡土， 作， 舟、 乘レ之 東 渡と 有りて、 樹 種の 事に も不レ 殖，， 韓地， 

盡以 持歸と 有り、 今此 一書に は韓 地の 金銀 を 此に令 レ採給 はむ 祌 策の 御 在し 坐せ るな ど、 此 地に 其大神 Q 御 在し 坐し 

て、 彼 美 を 此に引 寄せ 御 在し 坐す にぞ 有りけ ろ、 (叉條 二十 四卷に 注せる 古事記に 謂 ゆる 韓祌 は大倭 神社 注進 狀に大 

巳 貴 命 少彥名 命に 坐す 由 云へ る を、 此第六 一書に、 其 後 少彥名 命 行 コ至熊 野 之 御 tl^ 遂 適- 1 於 常世 鄕- 突と 見え、 同 記 

に 引ける 此の 天孫 降臨 章の 文に 大巳貴 神の 國 避の 文に 長隱 -1 常世 鄕， 者 突と 有る、 此 S3 二 神 を 合せて 韓 神と 申 奉る 所以 

なる を、 其 も 彼 國には 留まり 竟 させ 給 はすして 彼齋衡 三年 實錄に 憑， 人 云、 我 是大奈 母 知少比 古奈 命 也、 昔 造，, 此國, 

訖去往 一一 東海 T 今爲 レ濟レ 民、 更亦 來歸と 有る が 如く、 如何なる 神と 申せ ども 事 有る 時 は 彼に 渡り 給 ひ、 事訖て は此に 

歸り御 在し 坐す を 以て、 此大 八洲 國は しも 諸 祌の本 域なる 事 を 知るべき 者な り、) 诸此に 韓鄉之 島と 有る 下に 者の 辭 
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を附 けて 讀來れ る は、 此大 八洲 國に已 に歸り 渡らせ 御 在し 坐して 後に、 其 以前に 彼 地へ 渡り 御 在し 坐したり し 間に 其 

國の 消息 を 見 行 はし 御 在し 坐して、 更に 語り 出で させ 給へ る 御言な り、 然して 此御言 をば 此 時に 誰に か は宣ひ W でさ 

せ 給 ふ、 此に W でた る 五十猛 命 以下の 三 神に吿 げ させ 給へ る 事 決くな む 有りけ る、 其 は 彼 金銀 を 皇御孫 尊の 所 知 坐 さ 

せ 御 在し 坐す 大御國 の 珍寶と 成し 奉らせ 給 ふとして、 先 づ浮寳 無くて は 佳から じと 宣言て、 卽ち髮 鬚を拔 散して 樹種 

を 成し W させ 御 在し 坐して、 其 樹種を 分布 こらし 給 ふ御筝 をば 右 Q 三 神に 委任 させ 給へ る 以て 知らる、 借金 銀 はし も 

此大 八洲 國に こそ は先づ 有りぬ 可き 事なる に、 I- りて 彼 地に 始めて でたり し 事 は、 其 程 彼 潮 沬の凝 以て 成れる 事 盛 

に 在りし かば、 自然に 金銀の 凝 成る 事 も 盛りな りしと 所見たり、 且 金銀の 國 土の 根幹に し 有りければ、 此を漫 りに 穿 

ち 取る 時 は、 國 土の 體其爲 に 勞れて 地勢の 弱 りと 成る 事に し 有りければ、 此大 八洲 國 なる は 地中に 收て此 を 採らし め 

す、 草木 は 大地の 毛髪な り、 此大 八洲 國 より は 僅に 毛髮を 以て 浮 寳に爲 り 渡して、 彼 土の 根幹 を 此に引 寄せ 奉り 給 ふ 

なむ、 必此に は 深く 思慮ら せ 給へ る 御 旨 有る 事と 測 奉り 知らる \ なる、 (其 金銀の 鹽氣に 凝 成れる 事 は、 或 書に、 「水 

土の 能く 其 質 を 調和す る 所に は 風 火の 氣も亦 能く 此に 含畜 りて 鹽氣湊 まり 土質 を 凝結す、 其最 堅固なる 物 は 硬 石に し 

て 地體の 骨幹な り、 若て 其巖石 中に 含む 所の 鹽氣數 多の 年 序を經 るの 間に 地中の 靈氣 を 醸成し、 其 精華 を發 する 所に 

至りて は 珠玉と 成り 寶 石と 成り、 叉 其 凝固の 極 堅なる は 金銀と 成り 銅鐵と 成り、 其 精 Q 流瀝 する は 鐘 乳と 成り-る 髓と 

成る」 と 云へ る は 謂 ゆる 窮理 家の 說 なれ ども、 此に相 協へ る 故に 引 w でつ、 倦 此大祌 の 御 事 を 彼垂加 流の 輩 共金氣 Q 

祌 なりと 云へ る は、 謂 ゆる 五行 配當 Q 妄說 にして 云 ふに も 足らざる 事 本より なり、 然るに 傅 十七 卷、 十九 卷に 注せる 


如く t 風 火 金 水 土  Q 五祌御 在し 坐して 萬 物 を 結成し 袷 ふ 中に、 風 火 二 神 は 伊 弊 諾大！ t に 腸て 天 照 太 神に 從ひ 奉り * 

金 水 土 三 祌は伊 弗 W 大 神に 屬て素 戔嗚 尊に 從ひ 奉りて、 互 ひに 其 御 治 を 仰ぎ奉る 甚々 奇 しく 妙なる 理 有る 事な り、 此 

意 を 得て 此の 文 を 味 ふる 時 は 大に其 味なむ 深 かりけ る、) 〇是 有- 1 金銀- の是 字訓む ベから す、 私記に 此四字 古々 爾波 

金銀 安留 志摩奈 里と 有り、 金澤 本の 訓も然 なれ ども、 上の 韓鄕之 島に 者の 辭 有れば 然は訓 むべ からざる を、 若 其 者の 

辭を 去りて 大に 意味の 違な む ffi 来め る、 偖 當昔彼 地に 金銀 有りし 事 は仲哀 天皇 八 年御紀 に、 詔， 1 群臣， 以議， 討-熊 襲？ 

時 有， 神託，, 皇后， 而誨 曰、 天皇 何 憂-, 熊 襲之不 服、 是膂 之空國 也、 豈 足，, 舉レ兵 伐， 乎、 愈，, 玆國， 而 有，, 寶國， 譬 如- 1 美女 

之 a- 有- 1 向 津國- (ほ此 云- 1 麻 用弭枳 -) 眼 炎 之 金銀 彩色 多 在 n 其國 T 是謂 nt: 衾 新羅 國- 焉、 若 能 祭し 舌 者、 則 曾 不レ血 

レ双其 國必自 服矣と 有る 是 なり、 巳に 素 戔嗚大 神の 此時 浮寶を 作らせ 給 ひて、 彼國の 金銀 を 運び 取らせ 給へ りし 事 神 

代に は當 なりけ む を、 人 代と 成りて より 以來 彼國の 通ひ絕 えたり し 故に、 此御諭 は 御 在し 坐し けるな めり、 此事 # 功 

皇后 元年 御紀 にも、 於是 神託， 一 皇后， 曰、 (中略) 則 如，, 美女 之 ほ， 而 金銀 多 之 眼 炎 國以授 -ー 御 孫 尊-と 見え、 新羅 國を得 

給へ る 事 を於是 皇后 曰、 初 承，, 神敎？ 將, 授 n 金銀 之國， と 有る は 更なり、 古事記に も、 西方 有， 國、 金銀 爲レ 本、 目 之 炎 

耀種々 珍寶多 n 在其國 f 吾 今 歸っ赐 其國， と 見え、 顯宗ー 人皇 元年 御紀に 金銀 蕃國、 武烈 天皇 前 紀に誕 受-ー 銀 鄉-と 有る 是 

なり、 貢 獻には 推 古 天皇 十三 年御紀 に、 是時 高麗 國大興 王、 聞， n 日本 國 天皇 造 n 怫像？ 貢 71 上黃金 三百 兩 T 皇極 天皇 元 

年御紀 に、 遣，， 諸 大夫於 難 k 館 T 檢， 一高 麗國 所， 貢 金銀 等 幷其獻 物？ 天 武 天皇 八 年御紀 に、 新羅 遣-, 阿 凌 金項那 沙翁薩 审1? 

生， 朝貢 也、 調 物 金銀 鐵鼎錦 布 皮 馬狗騾 酪駝之 類十餘 種、 亦別獻 -1 物 天皇， -后 太子 r 貢- i 金銀 刀 旗 之 類 T 各 有 レ數、 又 其 

日本書紀 傅 二十 六之卷 寳链 S 現 章  四 一 五 


IB 本 誉紀傳 二十 六之卷 寶劍 出現 章  四 一六 

十 年に、 新羅 遣，， 沙喙 一吉 後金 忠平 大奈末 金壹世 r 貢 TI 調 金銀 銅 鐵錦絹 鹿皮 細 布 之 類. f 各 有 レ數、 別 獻，， 天皇々 后 太子 金 

銀 錦 a 幡皮之 類？ 各 有 レ數、 叉 朱 鳥 元年に 新羅 進レ 調、 從， 1 筑紫， 貢 n 上 細 馬 一疋 驟 一頭 犬 二 狗鏤金 器 及 金銀 霞 錦 綾羅 虎 

夠皮及 薬物 之 類 幷百餘 種； 亦 智祥健 動 等 別獻， 物、 金銀 霞 錦 綾羅 金 器 屛風鞍 皮 絹布 薬物 之 類 各 六十 餘種、 (下略) と 有 

るな ど 皆 韓鄕之 島より 金銀 を 貢 上れる 迹是 なり、 叉 金銀と 云 はすしても 祌功 皇后 四十 六 年 御紀に 百濟國 王の 此の 大御 

使に 申せる 言に、 便 復開ニ 寶藏， 以 示，, 諸 珍異， 曰、 吾國多 有， 一 是珍寳 f 欲, 貢， 一貴 國： (下略) と 有り、 此珍寳 と 云へ る卽 

ち 金銀なる 事 右に 引ける 文 共 を 見て 明らむ 可し、 (叉 右の 金銀 之國叉 金銀 蕃國と 云 ふに 鼓び て仲哀 天皇 御紀に 寶國と 

云 ふ 神 語 見え、 叉祌功 皇后 元年 御 紀に以 5： 爲知， 一所, 祟 之 神, 欲.？ 求， 1 財 寶國， とも 祈 之 曰、 朕 西 欲い 求， 一 財國, と 有る は更な 

り、 右に 引ける 銀 鄕をも 多 加 良能 久邇 と訓 める、 共に 金銀 之 國と云 ふに 等しく して 其國を 寶と爲 るに は 非す、 其國に 

ffi づる 所の 金銀 を 以て 寳國と 一 K へる 事な り、 m 心 ひ 誤る 事 勿れ、) 〇 金 は 古 我 漏と 訓む べし、 本草 和名に、 金屑 (陶景 

注 云 作， 屑 謂，； 之 生 金，) 金沙 (陶景 注 云、 建晋亦 有- 1 金 沙，) 一 名大 眞 (仙 方 名， 之) 一 名 黄金 (陶 i 注 云、 古葡名 レ金爲 -1 

黄金，) 金屑 者 日 之 精 也 練 名 方，) 和名 古 加 細、 陸 奥國？ 和名 抄に 金、 雨雅 云、 黄金 謂，， 之 墨 f 其 美 者 謂-, 之錢？ 

卽紫磨 金 也、 說文云 銑 (和名 古 加禰) 金 之最有 n 光澤， 也と 見え、 叉 金屑、 陶隱居 曰 金屑 一 名 生 金 (和名 古 加 麵乃須 利 

久都) と 有る 是 なり、 萬 葉 十八 (二十 丁) に、 久我禰 可 毛、 多能 之氣久 安良 牟 登と 有る は、 却に 音の 轉 なる 可し、 孝德 

天皇 前 紀に練 金 を 古 麻 我 漏と 訓み、 釋秘訓 に は 古那我 顧と 有り、 續紀に 獲 二 黄金， 獻， 之、 綵金 一 分沙金 一 分と 竝べ 云 

へる、 其 練 金 は 熟 銅な ど 云 ふに 同じく 熟成た る 金 を 云 ふなれば、 右の 如く 古 那我禰 と は 云 ふなめ り、 若て 右の 古 麻 我 


禰 ま. ま、 沙金 なりし 時の 稱 にて、 其沙 金に 本より 粉 金と 云 ふ 名の 有りけ るに て、 是卽ち 古 我 禰と云 ふ 事の 本なる 可し. 

コ ガネ 

然して 五色の 黃も此 金色より w でた るに て、 此字昔 を 取れる に は 非ざる 事 云 ふ も 更なり かし、 (然れ ば 黄金 は沙 金よ 

り W で、 黄色 も 亦 其 色より K でた る稱 なる 事 著明き 者な り、 然るに 黄の 字音より 取れる と 思 ふ は 僻めり と 云 ふべ し、 

五色の 中に 靑赤 白黒の す 有りて、 黄色に 其 名 無くして 爭 でか は 物色 を辨 ふる 事 を 得て む、 甚，^ 稚 なき 僻心に なむ、) 若 

て 其 黄金と 云 ふ 物 はし も 天地 開 蘭の 初より 有りて 未 其 質を顯 はさ^り しなり けり、 本朝 事始 和琴條 に、 上古 天津神 樂 

奏 令，， 加 奈止美 乃 命， 制 也と 有る、 此 時の 事 を 神祇 本源に 書せ るに、 卽高幡 上 金. 顆居、 因以 象、 故 名-, 之 鵜 琴-也 (今 世 

號，, 和 琴ー是 也) と 所見た る、 卽金鵄 と は 照 晩き て 黄金の 色なる 鵄を云 ふが、 此 程に 物に 比へ 云 ふ を 以て 見れば 巳に 當 

昔 黄金と 云 ふ 物の 有りし 事 を 知るべし、 其は傳 十七に 云へ る を、 此は 天上に ての 御 事 なれば 別にして、 此顯國 にて 金 

銀 を 見 ffi 給へ るな む此素 斐嗚 尊に なむ 御 在し 坐： しける、 此時 浮寳を 作り物 爲 させ 給 へれば、 打 置かす して 直に 韓 地よ 

り此に 取らせ 給へ りけ らし、 出 雲 風土記に、 島根 郡. 加 賀鄕、 郡 家 北西 二十 四 里 一 百 六十 歩、 佐 太大祌 所レ坐 也、 御祖 

神 魂 命 御子 ま 佐 加 比比賣 命、 闇 岩屋 哉 詔、 金 弓 以射時 照 加々 明 也、 故 云 二 加 々一と 有る を、 鐵 弓と 見ても 濟む事 なれ ど 

も、 照 加々 明 也の 語 有る を 見れば、 猶金 弓なる 方 勝れり けり、 其 加 賀祌埼 の 下に 叉 金 弓箭 流 » 来と 有る、 此を 以て 素 

戔 嗚大祌 より 以降 此國 にても 韓 地より 渡りて 多に 此 物の 有りし 事 知らる、 叉 神武 天皇 戊 午年 御紀 に、 乃 有-一 金色 靈鵜ハ 

飛来 止 ニ于皇 弓弭ハ 其 藉光曄 狀如 二流 電, と 有る も 右 Q 金 湾と 同じく 其 色に 譬へ 傳られ たるな り、 其 御世に 此物を 所 

知 看 ざら むに は、 金色 靈藉と は 云 ふべ くも 非 ざり ける 者 を や、 當昔猶 神代に 渡来し 金銀の 世に 傳 はりて 物に も 比へ 云 
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ふ 許り 賞 1^ りし 程 を 見る 可し、 (其 は 銅 も 上 ihf に は 此國に 無 かりし 物なる を、 檨紀 に、 和 銅 元年 春 正月 乙 巳、 武藏國 

秩 父郡獻 -1 和 銅-と 有りて 年號を 改められ たる 程の 奇 らしき 事なる に、 其 神武 天皇 戊 午年 御 紀に高 尾張邑 有-一 赤銅 八十 

梟 帥， と 有る、 此已に 赤銅 を 以て 其 稱と爲 るに 非す や、 此事 下に 銅の 事 を 注す 所に 云へ り、 考 合す 可し、) 然れ ども 金 

銀 は 唯 美た き 寶と爲 て齋く Q みこ そ 有り けれ、 世に 遍 ねく 用 ふる 事に て は 非 ざり けむ を、 右に 舉 ぐるが 如く、 祌の御 

託に 因りて 彼 寳國を 授かり 御 在し 坐し- - より 以降、 御世々 々に 貢獻の 物と 成りて、 再 神代の 舊 儀に 復 りて 今度 は 此方 

より 浮寳を 渡して 令, 採 給ふ勞 無く、 彼より 八十 船の 貢と 共に 奉る 事と 成れる は、 神代に は 彼に 未 人種 無き 故に 此方 

より 令, 採め、 今は齒 S も； £ 來國 民の 蕃 息れ りし かば、 卽ち 貢ぎ 奉る 可き 自然の 道理なる ぞ かし、 秘 庫器錄 に、 秘府 

略 曰、 應神 天皇 十七 年 五月、 武 內宿禱 博士 和珥吉 師等議 曰、 自 n 先 朝-外 國所レ 貢 金銀 及 諸寶貨 已多充 TT 滿于 府庫 f 宜 T 

！ Sn 金銀， 造， 1 货幣， 罷. f 用，， 寳玉 I 許 レ之、 同 十八 年 詔、 用：， 玉莫レ 止と 有りて、 左に 謹 案、 所 藏銀幣 三十 枚、 穿內 外有レ 文、 

磨滅 不, 可， 辨、 伹金 幣闕レ 之と 有る、 卽神功 皇后 御世に 奉る 所の 寶を 以て 幣に 作り 用 ひさせ 給 ふ始是 なり、 此 より 以 

前に は 寶玉を 以て 幣と爲 させ 給 ひ 来る 事、 懿德 天皇 二 年よりの 例なる 由、 傳 十五に 注せる 如く なれば、 此御 *1 より ぞ 

拉べ用 ひられたり けらし、 宣化 天皇 二 年御紀 に、 詔 曰、 食 者 天下 之 本 也、 黄金 萬 貫不レ 可レ療 A 飢、 白玉 五 千 箱 何 能 救 

レ洽と 有る は、 右の金銀と珠玉.^Jの事を並詔へ るな り、 此程已 く寶货 を玩ぶ 等の 事の 大に 過ぎた る を 揉て 天下に 詔 言 

給へ る甚可 長き 大御 命に なむ 御 在し 坐し ける、 (然れ ども 其 用 ふる 所の 金銀 は 皆韓鄕 より 貢 奉れる を 用 ひさせ 給へ 

るな り、 已 に顯宗 天皇 二 年御紀 に、 歲比 登稔、 百姓 殷富、 稻 解銀錢 一 文と 有る を 見れば、 愈 常 昔貨 |B の 事 行 はれし な 


りけ り、 前 朝 安閑 天皇の 御世に 大に 農事 を 起させ 給へ るが 故に、 其の 大御心 を 御 心と 爲 させ 給 ひて 詔 ひ W でた る大御 

命に こそ、) 若くて 其の 祌功 皇后 御世より 以降、 彼の 三韓より 貢ぎ 奉る 金銀 を 以て 珍寶 となむ 爲 させ 御 在し 坐し ける 

を、 如何にして か 彼 國に絕 えて 此の 大御國 に、 其の 金銀 共に 出来る ことと は 成りに たり、 繽紀、 天平 勝寶 元年 夏 四月 

甲午朔 幸，, 東大寺 ^ 有る 其の 時の 詔に、 此 大倭國 者、 天地 開 闘 以來爾 黄金 波 人國用 理獻ー 一一 i、 在 i- 斯地者 無 物 止 念 部 

流 仁、 聞 看 食 國中能 東方 陸 奥 國守從 五位 上 百 濟王敬 福 伊、 部 內小田 郡 仁黃佥 w 在奏 a 獻と 有りて、 其の 寶國 として 召し 

給 ふ百濟 王の 子孫な りし 人の 始めて 見出で 幸れ るな む、 甚々 奇 しく 妙なる 神 量の 御 在し 坐せ る爲 めな りけ らし、 卽ち 

神 名 式に 見えた る 小 田郡黃 金山 神 社是な り、 傳 十三に 委しく 注せる を考へ 合す 可き ものな り、 鈴屋 大人の 解に、 「此 

黄金の 出で たる 事 は 天平 二十 一 年 二月 陸 奥國始 貢- 1 黄金 i 於是奉 レ幣以 吿-ー 畿内 七道 諸 社-と 有る 是. なり、 若くて 同年 四 

月 丁 未に 天平 感寶と 改元 有りし も、 此の 黄金の でた るに 因りて なり、 依 同月 乙 卯 陸 奥 守從三 I 百 濟王敬 福 、貢-一黄 金 

九 百 兩ハと 有る は 始めて 貢り たる 後に 又 貢り たるに や、 此は 此の 詔より 後の ことなり、 萬 葉 十八 (二十 丁) に、 大伴家 持 

宿 禰の賀 -1 陸 奥 國出レ 金 詔書-長歌 有る 此 度の 事な り、 其 歌に 之 伎 麻 世 流、 四方 國爾 波、 山河 乎、 比 呂美安 都 美 等、 多 

mi 麻 豆 流、 御調 寳河、 可 蘇 倍 衣受、 都久之 毛可禰 都、 之 加禮騰 母、 吾大 王 能、 毛 呂比登 乎、 伊 射 奈比多 麻 比、 善事 乎、 

波 自米多 麻 比 IITT 久我禰 可 毛、 多能 之氣久 安良 牟登、 於 母 保 之 nrr 之 多 奈夜麻 須爾、 鷄鳴、 東國 能、 美 知能 久乃、 小 

田 在 山爾、 金 有 等、 麻 宇 之 多 麻 敝禮、 御 心 乎、 安吉 良 米 多 麻 比、 天地 乃、 祌 安比 宇豆奈 比、 皇御祖 乃、 御靈 多須氣 3,1、 

遠 代 雨、 可々 里 之 許 登 乎、 朕 御世 爾、 安良 波 之 豆安禮 婆、 御食阈 波、 左 可 延牟物 能 等、 可牟奈 我. ur 於 毛 保 之 賣之旦 、 
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(下略) 其 反歌に、 須賣呂 伎能、 御代 佐 可延牟 等、 阿 頭麻奈 流、 美 知能 久夜 麻爾、 金 花 佐久と 有り、 抑 黄金の 事、 此ょ 

り 以前 文武 天皇 の 御世 大寶 元年に も 陸奥國 に 人 を 遣 はして 冶， 金し むる 事 見えたり しか ども 成ら ざり しなる 可し、 又 

同年 對 馬より w だせる 事 も 見え たれ ど、 詐欺な りし 由 所見たり、 偖此 * 大平ー 一十 一 年 Q 後は續 きて おでたり と 見えて、 

勝 寶四年 二月 陸 奥 國調庸 者、 多賀 以北 諸 郡 令， 輸， 1 黄金 T 其 法 正 丁 四 人 一 雨と 有り、」 (以上 補 意) と 有る にて 通えたり、 

(右の 金 花 佐 久と云 ふ は 謂 ゆる 金の 絞と 云 ふ 物 有る、 此を云 ふなる 可し、 凡て 山中 土塊の 時に 金氣 盛に 在る 時 は、 必 

其 韻 外に 發 ffi る を 花に 准ら へ 云 ふと 聞 ゆ、 此詞を 取りて 云へ るなる 可し、 宇治 拾遺 物語に、 「佐 渡國 にこ そ 金の 花 

サ， ノト  マ ヲ • サネ マ ヲ サネ 

疾 きたる 所 は 有りし か 云々」 と 云へ り、 萬 葉 十六 卷に吾 身 一 爾、 七重 花 佐久、 八重 花 生 跡、 白 賞 尼、 白 賞 尼と 有る が 

如く、 凡て 物に 榮 有りて ffi 來る 事に は 花 佐久と 云へ り、) 此 より 後に は 續紀に 天平 勝 寶ニ年 三月 戊戌、 從五 位下 櫓 原 

造 東 人 等、 於-一部 內廬原 郡 多 胡浦濱 一獲 n 黄金 f 獻レ 之、 於是東 人等赐 n 勤臣 姓， と 有れ ども、 餘國に W づるは 稀. <<  の 事に 

て、 當昔專 W づるは 陸奥國 なりし と 見えて、 本草 和名に 此 黄金の 事 を »n 陸 奥國， と 有る 是 なり、 續後紀 に、 承 和 二 年 

二月 丙子朔 戊戌、 下野 國武茂 神 奉， 授二從 五位 下 f 此神坐 下 探ニ沙 金， 之 山， と 有る を始 として、 處々 に沙 金の W づ ろ山 は. 

上 ぼより 多 かりげ なれ ども、 山 を 穿ちて 掘 取る 事 は^ 國 のみな りしと 見えて、 漢籍 宋史 にも 東 奥州 産，, 黄金， と 云 ふ 事 

タケ モノ カミ 

所見たり、 右の 武茂祌 は 神 名 式に 那須郡 建武山 神社と 有る 是 なり、 然るに 和名 抄鄕 名に 茂武に 作る は 倒 反せろ なり、 

タケ ブ ムラ 

式社考 に、 今武部 村と 云 ふに 御 在し 坐して 所， 祭 素斐嗚 尊なる 由 云へ る は 此の 傳に合 へれば 實に 然る 可し、 若て 同 式 

に 對馬島 上 縣郡那 須加美 乃 金子 祌駄 有る は 那須神 之 金子 祌と 申す 事に て、 俥 十五に 注せる 如く、 筑後 國祌名 帳に 御井 


郡從 五位 上宗形 金己呂 神と 申す 御名 も 御 在し 坐せば、 其 三女 祌を 金子 神と 申 奉れら む も 知る ベから す、 傻上件 注せる 

欣に 神代に 韓 地に 金銀 有る 事 を見認 させ 給 ひて、 其爲に 浮寳を 作りて 令 レ採給 ひ、 其 事 人 代と 成りて より 以来 已に絕 

えたり しかば、 韓地 を歸順 はしめ て 彼 地より 梳 鞭の 朝貢と 共に 運輸して 令, 獻給 ひ、 又 彼 地の 朝貢 濒絕 ゆる 頃 ほひに 

至りて は、 右の 如く 此皇大 御國に aa 始 りて 年に 月に 增 して 多くな む 成れり ければ、 其 程より 彼に は絕 えて 後に は此に 

餘 りて 彼に 渡す 許に 成りに たるな む、 此 には奇 しく 靈 しく 妙な りと も 妙な りけ る幽 深き 致 有る ベ き 御 事な りけ らし、 

(但祌 代に 此の 金銀 を 穿 取る 事 を 得しめ や、 遠く 韓 地に 浮賓を 渡して 令レ 採らる i 程の 祌量御 在し 坐す 御 事 なれば、 彼 

より 貢がす 成りし 後に、 此の 用に 備 ふるに は皇祌 等の 充給ふ 所なら めど も、 如何に 餘 有れば とて、 此の 金銀 を 渡す 事 

は 神慮の 程 も甚々 可 長き 御 事な りけ り、 小松內 大臣の 宋國に 黄金 三千 兩を 渡し 給 ひしな ど は 人 皆 彼 公の 德を稱 すめれ 

ども、 此 公に 於て は甚 しき 失策と 云 ふべ し、 近 來外國 の 交易 頻に行 はれし 以降 彼に 渡す 者 幾許 ぞ や、 俗士奸 商の 國カ 

を \„i ^す 事 歎く にも 飽 足る まじき 事に なむ、 下に 合せて 銅の 事 を も 注して 委しく 云 ひて む を 考 合す 可き 者な り、) 〇 銀 

は、 本草 和名に、 銀 屑 一 名 白銀 (陶景 注 云、 銀 名， r 曰 銀，) 黃銀 (蘇 敬 注 云、 叉 有- 1 黃銀 f 本草 不レ 載) 銀 屑 者 月 之 精 也、 

和名 之呂加 漏、 ffi-, 對馬 國-と 見え、 和名 抄に、 爾骓 云、 白金 謂- 1 之 銀 T 其 美 者 謂- 1 之錄ハ (和名 之 路加 禰) 又 銀 屑、 陶 

隱居 曰、 銀 屑 一名 銀 蘇、 (和名 銀 乃 須利久 都) と 有る 是 なり、 古事記 日代宮 段に 銀 王と 云 ふ 公 主の御名 も 見えた る は、 

三韓の 朝貢より 以前の 事なる に、 巳に 銀と 云 ふ 目の 有る は、 祌 代以來 彼より 取 寄せて 寶と爲 させ 給へ るが 爲 なめり 

萬 葉 五 (八丁) に 銀 母、 金 母、 玉 母、 奈爾世 武爾、 麻 佐 禮留多 可 良、 古 爾斯. t 米 夜 母、 と 有るな ど 何れも 志 良と は 云 は 
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す志呂 なりし 證是 なり、 若し 韓鄕を 金銀 之國叉 金銀 蕃國と 云 ひ、 叉 御世々 -<< に相竝 ベて 貢ぎ 奉れり し 事跡 は已 に擧げ 

たるが 如し、 但 武烈 1K 皇前紀 に 銀鄕 と 有る は、 右の 二 を 竝べ云 ふ 中に も、 主と 奉る は 銀に てこ そ 有りけ らし、 顯宗 

天皇 二 年御紀 に、 是時 天下 安平、 民 無-係 役 f 歲比 登稔、 百姓 殷富、 稻 斛銀錢 一文と 記されて 金. 幣を云 はれざる を以 

て、 金銀と 云 ふ 中に も 殊に 銀の 方 を 用 ひられた りし 狀 なり、 天武天 ，2H 一十 二 年御紀 に、 夏 四月 戊午朔 壬. &、 詔 曰、 S レ今 

以後、 必用， 一 銅錢， 莫， 用， ー銀錢 f 乙 亥 詔 曰、 用，, 銀錢， 莫 i とも 見 ゆ、 (但 金幣も 世に 無しと に は 非す、 上に 引ける 祕庫 

器錄 に、 應祌 天皇 十七 年に 金銀の 貨幣 を 造られて 世に 行 はせ 給 ふ 事 を 一 K へる 終に、 謹 案、 所 藏銀幣 ■ 三十 枚、 穿 n 圓孔； - 

有レ文 磨滅 不レ可 レ辨、 但 金幣闕 i 之と 有る を 以て 見れば、 中 昔に も 御 庫に 金幣は 一 枚と 雖も俾 はら ざり しなり けり、 此 

を 以て 銀幣の 多くして 金！^ はし も甚- <c 稀ら なりし 事 をな む 知る ベ きなる、) 若て 我皇大 御國に 白銀の K でたり し は、 

其の 御紀 三年に、 三月 庚 戌朔丙 辰、 對馬國 司 守 忍 海 造大國 言、 銀始 于 當國ハ 卽貢 上、 由い 是大 國授， 1 小 錦 下位 f 凡 

銀 有，， 倭國初 》, 于， ー此時 r 故悉奉 n 諸祌祇 f 亦 同 賜-一 小 錦 以上 大夫 等， と 有る 是始 なり、 祌名 式に 下縣郡 銀山 上 神社 山 

神社 見えた る是 なり、 三代 實錄 に、 對馬島 銀 穴 在，， 下縣郡 T 自， 一高 山 底， 穿 n 鑿 厳 堀 f 入 四十 許 丈、 白晝 執， 炬而得 i 入と. 

見え、 朝野 群 載に 載せた る 對馬貢 銀 記に て 其事詳 なり、 次に は持統 H<皇 五 年御紀 に、 秋 七月 庚 午朔壬 申、 是 日伊 豫國 

司 田 中 朝臣 法麻呂 等、 獻，， 宇 和 郡 御 間 山 白銀 三 斤八兩 HI tl? と 見えた る、 御 間 山 は 和名 抄鄕 名に 宇 和 郡 三 問 (美 萬) 

と 有る 是 なり、 巳に 俥 十六に 注せる 如く 景行 1K 皇四年 御 紀に國 乳 別 皇子 是水沼 別 之 始祖 也と 有る は、 瑞珠 盟約 章 第三 

1 書に 謂 ゆる 三女 神の 御 事に 就て 此筑紫 水 沼 君 祭祌是 也と 有りて、 筑後 國三瀕 郡の 事なる を、 天皇 本 紀に國 乳 別命 を 


伊 與宇和 別祖と 有る を 以て 見る に、 右の 御 間 山に 大に由 有れば 此に 白銀の ffi づ るな む傳 十三、 十五に 三女 祌の 金銀 を 

y ラ * カネ 

主り 坐す と 云 ふに 合 ひて 實に故 有る 事な りけ る、 傻 右に 11 と 有る は 私記 師說 未練 白銀 也と 有る 是 にて、 冠辭考 に、 

新撰 萬 葉 集に 荒 金 之 土 之 下 丹 乎、 古今 集 序に、 荒 金の 地に して は 云々 と 有る を 引かれて 頭書に、 「荒 金 は 生れる 任の 

金て ふ 意な り」 と 云 はれた る 其 如くに て 生れた る 任の 金 は 土塊の 如くなる 者なる を 云 ふなり、 但此荒 金は此 にて は 白 

銀の なれ ども、 凡てに 亙る 稱 なる 事 云 ふ も 更なり、 (偖 右に 引ける 如く、 本草 和名に 白銀 を w,l 對馬 國-と 有る を、 醫 

心 方に、 白銀 云々、 對 馬長鬥 i 騾國： と有りて後には.^、第に多く成れりしなり、 漢籍 宋史百 九十 九卷 に、 東 奥州， 

産，, 黄金 r 西 洲島出 M 白銀 r 以爲- 一貢 賦ハ と 有る を 以て 對 馬より 出づる 事の 古 盛な りし を 知るべし、) 〇 金銀に 亞 ぐに 銅 

鐵 有り、 鐵の事 は 已に傳 十八に 注せる を、 銅の 事 を 未 云 はざる に 因りて 今 注して む、 偖 銅 は 本草 和名に 赤銅 屑と 有り 

て訓を 漏せ る を、 醫心 方に 和名 安 加 々漏と 有る を 取りて 補 ふ 可し、 和名 抄に銅 說文云 銅 (和名 阿加々 禰) 赤金 也と 有 

り、 情 此銅は 古語 拾遺 1K 石窟 段に 取 = 天 香 山 銅- 以鑄 n 日 像 之 鏡 一と 有れ ども、 古事記に は 取-,; 大金 山之鐵 -而、 (中略) 令 

レ作レ 鏡、 と 有る 此正說 にて、 銅 は 唯 後世の 鏡 を 以て 當 てた， る こそ 有り けれ、 實 には此 時の 御 鏡 はし も鐵 なりければ、 

更に 據り 難き 事傳 十八に 注せる が 如し、 然れ ども 此に 素斐嗚 大祌の 浮寶を 造らせ 給へ る 後 は、 韓鄕 より 金銀に 亜ぎ て 

は此銅 をし も 召し 給 ひて、 祌 代より 以降 此 にも 豐 かなりけ る と 見えて、 祌武 天皇 戊 午年 御 紀に高 尾張邑 有- 1 赤銅 八 

十 梟 帥， と 有り、 其 物 無く は 何 を 以て 赤銅と は號く 可から む、 秘 庫 器錄に 祕府略 曰、 祟 神 天皇 六十 五 年 六月、 任那國 

遣レ使 貢- 1 漢珍六 億 萬 枚 T 請- 1 不老不死 薬草？ 謹 案、 今 所， 藏九百 八十 枚、 漢窒錢 也、 文 曰 半 兩、 或 曰 五銖、 皆 小 象 文と 
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有る、 是皇 華に 銅錢 有る の始 なり、 此御紀 に 同年 秋 七月、 任那國 遣-蘇 那易叱 知， 令， 一朝 貢， 也、 と 有る 此 時の 貢物なる 

可し、 同錄 に； ま府略 曰、 反 正 ^<皇 二 年 五月、 木 蒐宿禰 大前宿 麵議、 如，， 漢窒， 新造，， 銅 S 通-, 方孔， 著- 1 銘文？ 將， 施； 行 

天下？ 詔 許， 之、 至， 是始 作，, 此珍 T 止， 用，, 寶玉， 也、 用お 足，， 公私 便， 之、 謹 案、 所， 藏 五十 一 枚、 四 傍 有， 文、 如，： 卍 字， 

耳、 と 有る、 是 れ皇國 にて 銅錢を 鑄させ 給へ る始 なる が、 征韓以 來已に 金銀の 貢 絶え ざり ければ、 銅 を も 其と 共に 奉 

り 又 銅錢を 貢ぎ 奉れる からに、 其に 擬 はせ 御 在し 坐して 此 にも 鑄 錢の御 事 を 起させ 給へ る 也け り、 っ大武 天皇 十二 年 

御紀 に自， 今 以後、 必用， ー銅錢 f 莫， 用， 一 銀錢ー 云々 と 有りて、 此 程より 愈 盛に 成 以て 来に けらし、 秘 庫器錄 に、 鑄錢司 

記 曰、 持統 天皇 八 年 三月 直 廣肆大 宅 朝臣 麻 呂勤大 贰臺忌 寸八島 黄 文 連本實 等拜， 一 鑄錢司 長官？ 文武 -大皇 三年 十二月、 直 

大 肆中臣 朝臣 意 美 麻 呂拜， 一 鑄錢司 長官 T 令レ 鑄， 1 銅錢 T と 有る より 此頃鑄 錢司を 置かれし 由な り、) 借 銅の 皇大 御國に W 

初む る 事 は 元 明 fK 皇御紀 に、 和 銅 元年 舂 正月 乙 巳、 武藏 國秩父 郡獻， 1 和 銅， と 有る 是 なり、 其 時の 詔書に、 聞 看 食國中 

力 東方 武藏 國爾、 自然 作成 和 銅 W 在 止 奏而 獻焉、 此物者 天 坐 神 地 坐 紙 乃 相 宇 豆奈比 寧、 福 波 倍 奉事爾 依而、 顯久 寳 

0 在お 之 止 奈母祌 隨所念 行須、 是以 天地 之 神 乃 顯奉 瑞寶仁 依而、 御世 年 號改赐 換賜波 久止詔 命 * 衆 聞宣、 故改， 一慶 雲 五 年 一而 

和 銅 元年 爲而、 御世 年 號止定 賜と 所見たり、 鈴屋 大人の 解に、 「和 銅 は爾伎 阿加 賀禰 と訓 むべ し、 伎淸 音な り、 此は 

謂 ゆる 熟 銅なる 可し、 熟 字も爾 伎と 訓 めり、 偖此は 自然と 有れば 始 より 熟 銅に て K で たるに て、 其が 奇 珍ら しきな 

り」 と 有る にて 通えたり、 祌名 式に 武藏國 兒玉郡 金佐奈 神社 (名 神大) と 有る 是 にて、 和 銅の 當時は 未秩父 郡に て 有り 

しなり けり、 淸和 天皇 實錄 に、 貞觀四 年 六月 四日 辛 丑、 武藏國 正 六 位 上 金 佐奈祌 列- 1 於官社 f 同 八月 丁酉 朔 六日 壬 寅、 


控- 一武 藏國正 六 位 上 金 佐 奈神從 五位 下-と 有り、 今 も 中 山道なる 本 莊驛の 西 端に 金佐奈 村と 云 ふに 御 在し 坐して 金錢大 

明 神と 申すな り、 社 說祭祌 は 素戔鳴 大祌に 坐して、 社の 後に 金 華 山と 云 ふ 有りて、 大 なる 巖に銅 を 穿 取りた る 穴 今 現 

に存 す」 と 云へ り、 借 此の 社の 祭神 を 素 戔嗚大 神と 申す 事實に 謂れる 者に して、 此は 神代に 韓 地より 金銀 を 令， 採 給 

ふ 御事議 のみ 御 在し 坐し ける 狀 なれ ども、 右に 云へ るが 如く、 上せ 巳に 赤銅 を 以て 八十 梟 帥が 稱 とも 成せる を 思 ひて 

も 知らる， -事 なり、 叉 上に 引ける 御紀 に、 金銀 銅 共に 韓鄕 より 貢ぎ 奉れる 御世々々 の迹を 以て も 著明き 事な りかし、 

カナ サネ 

若て 金 佐奈と 申す は 金 實と云 ふ 事に て、 凡て 諸 金の 物實 なる 謂な り、 偖 黄金に は沙 金より W づる なむ 本 なれ ども、 鐵 

を 除きて は 白銀 以下 共に 赤銅 中に 含まれる を鞴 分て、 銀に も 錫に も紛 にも 品を定 むる 者 なれば、 右 等 を攝ね 合せて 金 

の本體 はし も 銅に し 有りければ、 其 謂れに 因りて ぞ金實 と は 云 ふなり ける、 (又 西洋人の 說に銅 中には 必金 有り、 此 

を鞴 別けて 取る 事な りと 云 へ る は、 例. Q 偽なる 由 人 皆 知れる 事 なれば 今 云 ふ 限に 非す と雖 も、 然る 法の 必 無しと も 云 

ひ 難き 者な り、 然る 時 は 銅 は 諸 金 を 相 兼た る 者に て、 金銀 以下 は 銅より 生る X 物と も 云 ふべ くな む 有りければ、 實に 

諸 金の 物實 とこ そ 云 ふべ けれ、) 偖此素 戔嗚大 神、 高天原より 天降り 御 在し 坐して より 以来、 天神 御子の 大御 貪國と 

所 知 貪む 此大 八洲 國を 可美國 Q 宜しき 御國と 齋ひ鎭 固めさせ 御 在し 坐 さむと 所思 ほし 成りて、 此に謂 ゆる 毛 髮を拔 散 

して 樹 種と 成し 給へ る は、 此 地の 毛髮を 生し 給へ るな り、 叉 金銀 を此に 令， 採 給 はすして、 外國 より 運び 令, 取 給 ふ 御 

事 量を爲 させ 給へ る は、 此 地の 骨幹 を强 くして 國カを 耗し給 ふま じき 御 心に 坐し、 後に 國引坐 祌と稱 奉りて、 彼に 有 

餘るを 取らして 國を縫 足 はし 作成して 海陸の 形勢 を 整へ させ 給へ る は、 此 地の 血肉 を 調和 させ 給 ふ 御政是 也、 然れば 
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金銀 銅 をし も此大 御國の 中に て 穿ち 取る 事 は 本より 御 心ならざる 故に、 祌功 皇后に 神託して 金銀 之 國と韓 鄕を事 し 

クニ/ クホザ ナ  ゥヅ リカ ハ 

奉らせ 給 ひて， 彼より 貢 獻る所 を 以て 國用を 利し 給 ひ 来れろ に、 f 沿革り て 漸く 其 貢を絕 つに 至りて は、 金銀 銅 共 

に 一 時に 夥しく w 來る 事と 成りて、 彼に は 其 物 已に盡 き 其國を 亡な ふに 至れるな む、 甚 々可 長き 天譴と は 所見たり け 

る、 斯 かる 由緣 有る 事なる が 故に、 其の 神慮 を 可 長み 奉らせ 御 在し 坐して、 遠 天 皇 神の 御骨々 々に は 金銀 銅 を 夷狄に 

渡して 國土 を空耗 しく 爲 させ 給 ふ 御 事は絕 えて 御 在し 坐さぬ 御國 格なる を、 武家に 政 申されし 以降、 彼に 臣と稱 して 

和親し、 王號を 以て 封せられ て 其 を 甘な ひ、 御 國體を 辱め 奉る 將軍 さへ に 有りけ る 程の 事な りければ、 其亂 末に 至り 

て は、 大內大 友な どの 輩 私に 船 を 渡して 交易 を物爲 つれば、 金銀 銅の 渡りて 再 役らざる 者 幾千 億と 云 ふ數を 知らすな 

む 有る ベ き、 慶長元 和の 頃より 世の 亂 治まりて 愛た く榮 えけ る 御世に も 其 弊風 を遂 ひて 猶 改めさせ 給 ふ 事 能 はす、 剩 

へ に蠻舶 Q 交易 年に 繁く奸 商の 賣買 日に 夥しく 成 以て 来りて、 奇器淫 巧の 玩物異 禽怪獸 の 諸種 能 毒 難 辨の藥 物の 類、 

古より 聖皇賢 君の 惡 ませ 給 ふ 所の 物にして、 害 有りて 益 無き 品に 易 へ て、 我が 骨幹と 有る 金銀 銅 を 渡して 國 カを衰 

ふる 事を然 のみ 歎愁 ふる 心無き は、 下 萬 世 Q 損益に は拘ら す、 自 一 家 を だに 豐饒 にして 僑 慠り上 を 押へ 下 を 愚に 

して、 其 世 其 時の 宜 しき を 是と 爲る奸 吏の 心より 起り て、 賊 商の 乎に 成る 事に て淺 ましと も 何とも 云 ふに 絶えた る 

禍 事な りかし、 彼 天平 勝寶 元年に、 陸 奥 國守同 百 濟王敬 福 は 僅に 黄金 九 百兩を 得て 獻れ るすら、 從五 位下より 直に 從 

三位に 任されき、 其 を 賞す る 御 政の 御 在し 坐 さば 此を 罰する 御 制 無き こそ 天下 Q 大 なる 缺 典と は 云 ふべ かり けれ、 (或 

書に 新 井 君美說 とて、 「後光明 天皇 正 保 四 年より 東 山 天皇 寶永四 年まで 凡 六十 四 年の 問に 長 崎 一 所より 外國に 出し. t 


金銀 銅の 大數を 積算す るに、 金 二百 三十 九 萬 七 千 六 百 兩餘銀 三十 七 萬 四千 二百 九十 貫目 餘銅 一億 1 萬 1 千 四百 四十 萬 

八 千 七 百 斤な り、 叉 右の 外に 後陽成 天皇 慶長六 年より 以. 來、 中 國西國 の 浦々 に蠻 舶来り、 自由に 商賣 せし 時に 取 行 ひ 

し 所 Q 数、. 叉 御朱印船 とて 我國の 商人 共 年々 外國に 至り 商寶 せし 時に 持 行きし 所の 数、 叉薩 摩より 琉 球に 出し- 1 所の 

數、 及對馬 より 朝鮮に 出し- -所 の數、 叉 長 崎を始 として 所々 の奸 商共拔 荷の 商寶 に^し i 所の 數等を 餘程引 入れた る 

算法 を 以て 其 概略 を 積る に、 金 七 百 十九 萬 二 千 八 百 兩餘銀 百 十三 萬 二 千 六 百 二十 七 貫目 餘銅ー 一億 一 一 萬 二 千 八 百 九十 九 

萬 七 千 四百 斤餘、 右 は 慶長六 年より 寶永五 年 迄 凡百 八 年の 間 我國の 金銀 銅外國 へ 流れ 入りて 再囘 ら ざる 所の 大数な 

り、 古より 以 來我國 にて 金銀 銅の W でし 事 は、 東 照 神 君の 御 時より 盛なる は 無し、 又萬國 にも 斯る例 を 聞かす、 其夥 

しき 金銀 銅 も 慶長六 年より 今 百年に 及びぬ るが、 年々 の 交易に 若干 を 失 ふ 事 なれば、 又 百年の 後 は我國 用の 金銀 銅 も 

乏しく 成るべし」 と 云へ りと 龜井道 載と 云 ふ 人の 十 策と 一 K ふに 載せた る を、 今 用 有る 所の み を 採 W せり、 其 寶永六 年 

己 丑-より 此 安政 六 年 己 未 迄 凡百 五十一 年の に、 外國へ 渡り 失 ふ 數は又 右に 何 倍な りと も 知るべからざる を、 今年よ 

り 許して 猶四夷 八蠻の 交易 を 始めら る X 事 なれば 此 後の 事 想像る 可し、 此 より 親 布 絲綿は 更なり、 紙蠟 漆器の 類の 上 

下 貴賤 共 に 日々 に 用 ゆ る 物 を 渡さ れて蠻 産の 毛織に 易へ、 無用の 玩 器に 易 ふる 事 誰か は 此を 快し と爲 む、 自後 の 困窮 

又 想像る 可し、 上 は 朝廷 を輕 蔑し め 奉 り 祌祇を 蔑 如し 奉りて 阈を胡 俗に 易 ふる 事豈痛 悼し から ざら む や、 天下 心有る 

人 誰か は 此を是 と 思ぶ 可き、) 〇 吾 兒所レ 御之网 は、 纂疏に 吾兒指 一一 吾 勝 尊當， 1 主 二 於 此國， 也と 有る が 如し、 其は傳 十三、 

二十に 注し 明らめ 奉る が 如く、 瑞珠 盟約 章に 此 尊の 日 祌に 申し 給へ る 誓約の 御言に、 如 吾 所 レ生是 女 者 則 可， 以，， 爲有， 
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燭心； 若 是男者 則 可， 以ョ爲 有， 1 淸心， と 申させ 給 ひて 成 生せ る 御子に 果して 男 御子 をな む 生み 奉らせ 給へ りけ る、 故 其 

第一 一書に 故素戔 嗚尊旣 得-, 勝驗 f 於 是日祌 方 知-: 素 戔鳴尊 固 無- 1 悪心-と 見え、 叉 其 第三 一書に 其 素妾嗚 尊所レ 生之兒 

皆已 男矣、 故 日 祌方知 ，，， 素 斐嗚尊 元 有-一 赤心-と 所見たり、 此に 正書に 是時天 照 太神勒 曰、 原-其 物 根-則 八 坂 叆之五 百 

箇御統 者 是吾物 也、 故 彼 五男 神悉是 吾兒、 乃 取而子 養焉、 叉 勅 曰、 其十握劍者是素^！戈嗚尊物也、 故此 一二 女神 是悉 是爾 

兒、 便授， 一之 素戔嗚 尊， と 見えた る、 此は 谷川 翁說 に、 夫 根 系統 脈 在, 父 而不， 在 A 母、 如-五男， 則 日 祌猶レ 父 也、 素尊猶 

レ母 也と 云 はれた るが 如くに て、 其始素 斐嗚大 神の 御子に は 御 在し 坐せ ども、 物极の 方より 推す 時 は、 猶天照 太 神の 

御 方な む 主と 御 在し 坐す 御 事なる が 故に、 主張り て 申す 時 は 何方 迄 も 日祌の 御子に て 渡らせ 給へ りけ り、 故是を 以て 

天孫 降臨 章に 天 照 太 神 之 子 正 哉 吾 勝々 速 日 一穴 忍穗耳 尊-と 見え、 其 第一 一書に も 天 照 太 神勅-天 稚彥- 曰、 璺ま原 中國是 

吾兒 可, 王之國 也、 (中略) 因 勅，, 皇孫,. 曰、 葦原 千 五 百 秋之瑞 穗國是 吾子 孫 可 A 王 之 地 也、 宜爾 皇孫 就而 治焉、 行 突、 寶 

祚之 隆當： ト與， ！天 壤， 無 や 窮者矣 と 有るな ど此御 心の 御 一一 一一 II なむ 數 知ら や 多 かりけ る、 (是は 天 照 太祌の 御子と 申 奉る 所以 

を 明し 奉れるな り、 偖 右に 引ける 物 根の 御 事 は 古事記に も 於 是天照 太 御 神 吿-ー 速 須佐之 siU 叩？ 是後 所, 生 五 柱 SJ^ 子 者 物 

實因， 1 我物， 所 A 成、 故自 吾子 也、 先 所 レ生之 三 柱 女子 者物實 因，, 汝物， 所, 成、 故 乃汝子 也、 如 此詔別 也と 見えたり、 但 

五男 三女 神の 物 根の 御 事 は紀記 共に 誤 有りて、 男 神を瓊 より 女神 を 叙より 化 W 坐せ る 趣なる は大に 遠へ る 事に て、 其 

第二 一 書に a より 三女 祌领， より 五男 祌の成 W させ 給へ るな む正說 なれば、 右に 引ける 正書なる 詔 別の 御言 を も 其 心し 

て 見 奉り 知り 辨ふ 可. かりけ る、) 然して 右の 物 根 を 以て 詔 別 させ 給へ る 御 事の 御 在し 坐し- - より 以降、 天 照 太 祌の御 


兒と爲 て璧男 f 雲し fs へ I き 有り けれ、 醒鳴養 ISS 共 御 在し 坐し ければ、 曰 神 i 怒 

坐して 天舊 に刺隱 ら^ 在し 坐け るに 就て、 I 此に 因て 祈 申され-ける isi 御 在し 坐し けり、 f 以て 諸 

神 罪過 を 震 SS て、 千 151 复 ¥ 神 si 降し 奉急給 ひけ.？、 其 御子 五十猛 祌 I てナ 

國を盡 こ 青山と 成し 給 ひ、 叉此 に韓鄕 之島是 有-一 金銀 ^ 若 使. 吾兒 所， 御 之 國不， 有 n 浮寶ー 者、 未- 是佳 一也と 詔 給 ひ 「 ， 

此度は 其御兒 S 爲 i に 利用と 成 暴 共 を 定め 48 て、 此度 2S 御 辭見に參 上らせ 給 ひけり、 f 上 章 望 

1 書こ是 議囊尊 曰、 II、  ？ f  S 如何 不 ksif 響 I 敷、. Ili まま 

(中略) 於是霞 S き 曰祌- 曰、 i0$k  iki 

I, 以，， fl 復上來 耳、 今 則奉レ 管訖、 當き 衆神之意： 自レ此 永 歸*根國ょ 矣、 請姊昭 i 天 國ハ 自可年 安一 且吾 

m  $1 已而靈 降焉と 有る、. 是 にて 此は 先に 曰 神 S 根の 御 事に 因りて 一 1 也と 詔 給へ る 

御 命き けて、 其 畏まり を 今玆に 至りて 申さ S へる にて、 其より 巳く 讓嗚大 神 s に 重 所 レ御之 國と詔 給へ る 

i れば、 天 照 太 神 Q 御子と 5 此置奚 降し 奉らせ 給 はむ5 復、 已 i 窘大 sss 來 始まりた る 御 

事 こて 有りけ り、 (I 中略と 奪る 所に、 璧 男 一一 一女 f 其 再 昇天 S 時に 14 給へ る 由 I されたり と雖も 

其 は 先 SS5 御 事 ssssf ぎ、 今 云 ふ 限に 非ざる なり、 然して 此に量 神を 曰祌に 奉らせ 給 ひ 

三女 神を 帥て 御 在し 坐して 、今度 は il 川上 P 、降らせ 給へ る、 f 予が 常に 謂 ゆる S. 御 天降 Qi: 時なる 者な 

り、) 借此 is 以下 is ヒ i 太 神 籠 S 二 注 g 御子と 御 在し 坐して、 此 天下 II す 御 事の 起原 

日本 醫紀傳 二十 六之卷 寶 1^ 出現 章  四 二-九 


ョぉ 二十 六之卷 變敦 出現 章  四 三 0 

少緣の 由緒に は 非ざる なり， 0； に四祌 W 生 章に、 旣而伊 ％諾 尊 伊拌掛 尊共議 曰、 吾 巳 生， 1大 八洲 國及 山川 草木 r 何不 

レ生， 1 天下 之 主 者， 歟、 於是 共生， ー曰祌 f 號， 1 大日 霞 貴： (中略) .fr 、生， 一 素妾嗚 尊， と 有りて、 此 時に 生 坐せ る 珍 御子 は此ニ 

大祌 にて 渡らせ 給へ るに、 天 照 太 神 は 日 神と 御 在し 坐して、 天上 を 所 知 看せ 給 ふ 可き 祌隨 なる 由緣 なむ 御 在し 坐し け 

れば、 唯素戔 嗚尊ぞ 一人 下の 主 者と 傅づ かれさせ 給 ふ 可き 事の 運に 成に たりし かば、 其 第 六 ノー  書に 素斐嗚 尊者 可， -, 以 治，， 

天下， 也と 有る 如きに は 至れり しか ども、 其始 に-穴 下の 主 者 を不レ 生め かも、 と 詔 一一 一一 II 給へ りし 御 事の 御 在し 坐し ける 御 

事に や 因れり けむ、 素 斐嗚 尊の 御上 にても、 天下 Q 主 者と 成らせ 御 在し 坐すべき 御 心なむ 御 在し 坐 さ ざり ければ、 後 

に 御 母國に 赴かせ 御 在し 坐 さむと 所思し 成て、 恆に啼 泣 給へ る を 以て 終に 御父大 神に 逐 はれさせ 御 在し^ しける、 卽 

マヲ 

日 神に 辭 して 罷ら むと 宣 ひて 天上に 參 上らせ 給 ひける 時 こそ 有 けれ、 日 神の 御 方 にても S£ 去 まじき 御 疑 共の 御 在し 坐 

しける が爲 に、 誓約の 御 事に 及ばせ 御 在し 坐し ければ、 日祌の 御物 根を赐 はりて ぞ男 御子 は 成し 奉らせ 給 ひける、 斯 

れば此 男 御子 は 一 K 照 太 神に も 素戔嗚 尊に も 御 兒に御 在し 坐す が 故に、 互み に 吾 兒と詔 給へ るな む 其 謂れ 有る 御 事な 

りけ る、 此 於て 其 初 二 注 御 祖祌の 何不， 生 一一 天 下 之 主 者， 敷と 詔 給 へ りし 御言 の 結び と は 成れ る 者に て、 實に 妙な りと 

も 妙な りけ る 事の 趣な りけ り、 (此御 事 は 祌代紀 中の 甚止事 無き 大節 にて、 總 てに 互る 要と 有る 說 なり、 予此 に大に 

發 くる 所有り て、 巳に 傳六卷 より 始めて.；，^、々 其 件々 に 就て 貢 痛き 迄 論ら ひ 云 へ る 事に て 有れ ども、 此 にても 更に 貢擧 

せす して は 意の 撒らざる 心ち 爲るを 以て 更に 云 ふ 事な り、) 借 右に 引ける 上 章 第三 一書なる 素妾嗚 奪の 御言に、 吾以， 一 

淸心， 所， 生 兒等亦 奉， 1 於姊， と 申 給へ る は、 卽ち吾 所 知む 天下 國土を も 奉 U 於姊， と 申させ 給へ る義 にて、 其 先に 眷約 Q 


i; 中に 成し 奉らせ 給へ る 男 御子 を 日 神に 奉らせ 給 ひて、 卽ち天 照 太 神の 御子と 爲て 此食國 天 下 を 授け 奉らせ 給 はらむ 

御 事 を 裏に 請 奉らせ 給へ るに て、 右に 引ける 1K 孫 降臨 章 第一 一書に 一 K 照 太 神の 大御 心と 璺 葦原 中國是 吾兒 可， 王 之 地 

也と 詔 給へ る 御言の 起な む此に 起れ る 事、 已に傳 二十 一 に 注し 奉る が 如し、 借此 に吾兒 所， 御 之 國と詔 給へ る は 其 初 

度に 天降り 御 在し 坐し ける 間の 御 事なる に、 往ぇ大 照 太祌の 太子と 爲て 天降し 所 知し 令， 坐 奉らせ 給 はむ と 所思す 下 

の 御 心 御 在し 坐す が 故に 大 八洲 國を靑 垣 山 美しく 作り 装 ほし 給 ひ、 外蕃は 地形 も 未だ 備ら ざる 時 なれば、 其 最前に 成 

れる 韓鄕之 島を皇 國に附 屬 給 ひな ど、 千 名の 五 百 名に 功し き 御 功績 を 成して 天上に 再參 上らせ 給 ひ、 右 Q 御言 を 懇切 

に 日 神に 聞え 奉らせ 給 ひ、 三女 祌を 賜りて W 雲國に 天降らせ 御 在し 坐して、 彼 吾 御 心 者 安平 成と 詔 給へ る 御言 も 其 御 

事 を 菜して 詔 ひ ffi でた る 物と 見え、 猶彼 大蛇 を 退治 給 ひて 神劍を 得させ 給へ る 時に も、 是祌^ 也、 吾 何 敢私以 安 乎、 

乃 上 n 獻於 天神 一也と 有りて、 是卽 素戔嗚 尊の 御璽と 爲て日 神より 令 レ賜給 はらむ 爲に 奉らせ 給へ るな り、 其 時に 奇稻 

田 姬命を 娶て大 巳 貴 命 を 令レ生 給へ る も、 其天祌 御子の 御 爲に國 土 を經營 奉らせ 給 はむ 御 心に て、 此 程より 亦 御名 を 

八 束 水 臣津野 命と 申して、 國 引の 御 事 を物爲 させ 給へ る は、 本より 天神 御子の 御爲に 外蕃を 取りて 皇國を 善 成し 給へ 

る 御所 爲 なり、 皇太 神宮 祈 年月 次 等祭訶 に、 遠國者 八十 綱打掛 S 引 寄 如， 事と 有る も、 其國 引の 故事 を 取らして 皇太 

祌の御 一一 目に W でた る 御 事 なれば、 右の 吾以， 一清 心， 所， 生 兒等亦 奉，, 於姊， と 申させ 給へ る 時に、 其 ^<祌 御子 を 降して H< 

下の 主 者と 成し 奉らせ 給 はむ 御 事 は、 豫て 此ニ大 神の 神議に 議定め させ 給へ るな りけ り、 故此 に吾兒 所， 御 之 國と詔 

給へ る 御言に は 究めて 幽 深き 致 有る かも、 (然れ ば 此始に 引ける が 如く、 纂疏 に吾兒 指， 一 吾 勝 尊當ニ H- 一 於此國 一也と 注 
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し 給へ る は實に 然る 御說 なり、 次に 一 云 指-一大 巳 貴 神-也と 有る は 甘な ひ 難し、 ロ訣 にも 吾兒者 一一 一一 ョ, 孰兒， 乎、 忍 穗耳尊 

已爲， iH< 照 太祌兒 T 是時大 巳 貴 尊 未， 生、 誰兒可 i 居 之 謂 乎と 云へ るな ど は 殊に 深く 思 はざる 者な りかし、 又 白 井宗因 

說に、 「此兒 と 云へ る は 五十猛 神なる 可し、 素 斐嗚尊 新羅に 降り 給 ひての 御詞と 所見たり、 金銀 は 有れ ども 木 無き 程 

に植 ゑて 用に 充てむ との 事な り、 日本に は 伊弊諾 尊の 治め 給 ふ 時に 句々 適智神 有る 時 は我國 のこと に は 非ざる なリ、 

所レ御 之國は 新羅な り」 と 云へ るな ど は 殊更に 幼き 說 にて 云 ふに も 足らざる 者な り、 凡て 神學 者と 云 ふ 輩の 文 義に暗 

き 事 如 レ此、 豈惡 まざる 可き や、) 〇 浮寶は 船を稱 美た る 御言に て、 浮 は 八洲 起 元 章に 謂 ゆる： 大浮 橋の 浮是 なり、 其 は 

空中に 浮べ る 物、 此は 海上に 浮べる 物なる が 故に 共に 此言 有り、 此第 六.' 一 書に、 以， 白菡 皮- 爲レ 舟、 以 -1 鹪鵪 羽- 爲レ 衣、 

隨ニ 潮水- 以浮 到と 見え、 應祌 天皇 九 年 御紀に は從， 船と 云 ふ 事に 浮 海の 字を當 てられ、 萬 葉 九 (二十 五 丁) に、 上 瀬 雨、 

珠橋渡 之、 下 瀨雨船 浮 居、 十五 (十三 丁) に、 布 禰等米 si、 宇 伎 禰乎詞 都 追、 十七 (三十 六 丁) に、 布 勢 能 宇 彌爾、 布禰 

宇 氣須惠 底、 於 伎 弊 許藝、 邊爾已 伎見禮 婆、 二十 (三十 四 丁) に、 由 布 之 保爾、 船 乎宇氣 須惠、 安佐 奈藝 爾、 倍 牟氣許 

我牟 等、 叉 (三十 八丁)、 奈爾波 都爾、 船 乎宇氣 須惠、 夜 蘇 加 奴 伎、 可 古登々 能 倍 氏、 安佐 婢良 伎、 和 波 己藝泥 奴等、 . 

伊 弊 爾都氣 己 曾と 有り、 又 船と は 云 は ざれ ども  一 (二十 二 丁) に、 眞木佐 苦、 檜 乃 蠕 手 乎、 物 乃 布 能、 八十 氏 河爾、 玉 

藻 成、 浮 倍 流禮、 其 乎 取 登、 散 和 久御民 毛、 家 忘、 身 毛多奈 不知、 鴨自 物、 水爾浮 居而、 と 有る 上の 浮 倍 は 筏 を 云 ひ、 

下の 浮 居 は 筏に 乘る人 を 云 ふなり、 七 (十六 丁) に、 鳥自 物、 海 二 浮 居而、 叉 (二十 二 丁)、 浪高 之、 奈何 梶取、 水 取 之.， 

浮 宿 也 應爲、 猶哉 可榜、 十五 (六 丁) に、 海原 爾、 宇 伎 薩世武 夜 者、 叉 (十七 丁)、 可 母自毛 能、 宇孩 禰乎須 t; 婆な ど は 


船の 事に iK へるな り、 (叉 十三 卷 長歌に 隱來 笑、 長 谷 之 河 者、 浦 無 蚊、 船 之 依 不來、 磯 無 蚊、 海 部 之 釣 不爲と 云 ひて 

反歌に、 邪沙 禮浪、 浮而 流、 長 谷 河、 可 依 磯之、 無 蚊不怜 也と 有る も、 一 首 を 味 ふるに 浮 而流は 船の 事 を 云 ふなり、 

其 外に も 水鳥な どに 寄せて 浮 宿と 云 ふ 事 を 詠める 此彼 有りと 雖も、 其 は 心の 落 著かぬ 由に 云へ る なれば、 此とは 別な 

りと 知るべし、) 寶は傳 十五 珍寳の 下に 注せる が 如く、 高 在に て 甚く 其 物 を 美て 尊み 愛く しむ 義 なり、 彼 珍 寳瑞資 の 

類 は 器財 を 云 ふなれ ども、 萬 葉 三 (二十 七 丁) 詠 不盡山 歌に、 日本 之、 山跡國 乃、 鎭十 方、 座 神 可 間、 寶十 方、 成 有 山 

タフト ミネ-カフ 

可 聞、 五 (八丁) に、 銀 母、 金 母 玉 母、 奈爾世 武爾、 麻 佐 禮留多 可 良、 古 爾斯迦 米 夜 母、 又 (三十 九 丁)、  # 人、 貴 慕、 

ナニ カセム ヮ ガ ナ カノ  ゥ マレ イデ タル  フル ヒ ハ 

七 種 之、 寶毛我 波、 何爲、 和 我 中 能、 產禮出 有、 白玉 之、 吾子 古 日 者、 十六 (八丁) に、 蟻 衣 之、 寶之 子等 蚊、 (十八) 

(二十 丁) に、 多 豆 麻 豆 流、 御調 寳波、 可 蘇 倍 衣受、 都久之 毛可禰 都な ど 有りて、 右の 如く 山 を も 人 を もまた 諸 物 を も 

云へ り、 偖 此に浮 寶と詔 給へ る も 其 意に て、 海上に 浮べ て 物 を 蓮 轉すを 以て 寶と爲 させ 給へ る 由に て、 實に 維び たる 

御 事な りかし、 祟 神 天皇 十七 年 御 紀に詔 曰、 船 者 天下 之 要用 也、 今 海邊之 民、 由， 無， 船甚 苦， ー步運 f 其 令- 1 諸國， 俾レ 造- 1 

船舶 一と 有る 大御命 も 此に甚 能 似た る 事な り、 私記に 要用 を 牟禰津 毛 乃と 有る は宗津 物の 謂に て、 此 に浮寶 と美 稱へ 

させ 給へ る 其 寶のー 百に 其義亦 同じき 者な り、 纂蔬 に、 浮 寶言レ 船 也、 舟 浮， 1 于水， 也と 見 ゆ、 通證 に、 今按、 專指， 船而 

一 百、 签韓國 有， 1 金銀； 則宜 H 常 往来 以資， 1 國用 t 故不， 可レ 無，： 船材， 之 意 也、 此神功 皇后 御 紀神敎 之 起 本而、 所, 謂 求- 1 財 

寶國, 者是 也と 云 へ る は 然る 一一 目な り、 但浮寶 を 唯に 船 材に當 て 云 へ る は 非らざる 可し、 其 杉 及 機樟を 以て 造りた る 船 

卽 ち浮寳 なる 事、 上に 已に 注せる が 如し、 (右の 誤說は 白井宗 因が 一 百に、 「浮 寶とは 木 を 云 ふ、 金銀の 類 をば 沈 喪と 云 
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ひ、 木 をば 浮 寳と云 ふ 事 古来の 詞 にして、 今の 鄕談 にも 良材 を 持つ をば 浮德を 持つ と 云 ふ 事な り」 と 云へ るに 欺かれ 

たりし 者な りけ り、 金銀 を 沈 寶と云 ふ 事 何れの 書に も 見ざる 事な り、 崇神 天皇 六十 年 御紀に 鏡の 事 を 底 寶御寶 主と 云 

ふ 事 有れ ども、 其 も 浮 寶の對 に は あらす、 至り 極めて 貴き を 底 寳御寶 主と は 云へ るな り、) 〇 不， 有 は 今迄 海 船の 制 無 

きが 故に 宣 へり、 其 は 八洲 起 元 章に 天 浮 撟と云 ふ 有り、 天 磐 船と 同 物にして 天上より 昇降ら せ 給 ふ皇祌 等の 御船な り 

と雖も 人間の 用に は 非す、 又 其 第 一 一書に 蛭 兒を便 載 二 葦 船， 而流レ 之と 云 ひ、 四 神 as 生 章に、 載，， 之 於 天 磐 機樟船 ハ順レ 

風流 棄と 見え、 其 第二 一書に、 .h 、生 二 鳥 磐 微樟船 T 輙以 =此 船 一 載 二 蛭兒？ 順 A 流 放棄と 云 ふ 事 有れ ども、 其 は 蛭 兒を人 

カタ ハ 

體 にして 不具なる 神な りと 巳く 思 誤れる に-： e でた る 事に て 更に 由無き 事、 儘 五、 六、 七に 注せる が 如し、 又 古事記に 

も 水 蛭 子 を 此子者 入，, 葦 船 一而 流 去と 云 ひて、 次に 旣生， 國竟、 更生， 神と 有る が 中に、 次 生 神 名 鳥 之 石 楠 船 神、 亦 名： 大 

鳥 船と 見え たれ ども、 其 機 樟は此 に 素 戔嗚大 神の 御 眉毛より 始めて 化れ る 物にして、 其より 上世に は 絶て 骨に 無き 事 

云 ふも更 なれば、 偉の 誤なる 事 論 を 待た す、 第 四 一 書に 是時素 妾 嗚尊師 ，1 其 子 五十猛 祌， 降 n 到 於 新羅 國？ 居-: 會尸茂 梨 

之 處：。 乃 興 一一 一一 II 曰、 此地 吾不， 欲, 居、 遂以， ：墙 土， 作， 舟乘， 之 東 渡と 見えた る は 今度の 御 事なる に、 未 木 船 を 作る 事 非 ざ 

りけ むが 故に、 墙舟を 以て 乘 渡らせ 給へ る 上 は、 其より 以前に 磐. 機樟 船と 云 ふ 物 本より 絶えて 世に 有る まじ かりけ る 

理 なる 者 をャ、 偖此 に不， 有 一一 浮寶， 者 未 一： 是佳， 也と 詔 給へ る は、 今墙 舟に 乘 渡らせ 給 ふと 雖も此 は 天地の を 御 心に 

任せて 往來給 ふ大神 等の 御上に こそ は 左 も 右も乘 渡らせ 給 ふ 可 かめれ、 更に 人 問の 用に 非ざる 事なる が 故に、 此に於 

て 浮 寶の事 をし も 如 此く思 ほし 寄せ 給 ふ 御 事な りけ り、 (故此 に不レ 有， 一 浮寳， の不 有の 一一 一一 I： に は 深き 意 有りて 詔 給へ る 御 


貧と こそ は 伺 奉らる 丄爭 なり けれ， 唯虚詞 とひみ 1! く 見る ベから す、) 〇 未 一， 是佳 1 也 は， 本に 余 訶良自 登 詔 給 比 氏と 

訓 めり、 記傳四 (三十  一 丁) に、 彼女 人 先 不， 良の 不良 を 余 訶良受 とも 訓 むべ くして、 其證に 引かれた る垂仁 天皇 二 

ョ カラ ズ 

十八 年 御 紀に非 良と 見え、 續紀第 七 詔に、 天下 君 坐 而年緒 長久 皇后 不レ坐 事 母  一 S 乃 善 有 良努行 a 在と 有る を、 鈴屋 大人 

の 解に、 「余 訶良奴 は余久 阿良 奴の 切りた るな り、 故 有 字 を 書け り」 と 云 はれた るが 如し、 诸此に 余 訶良自 と 詔 給へ 

ュクス ヱ  ノ  ジ 

る は 今 現に 不レ 佳と 云 ふに は 非す、 將來の 佳 かる まじき 事に 係け たる 御 一一 一 曰なる が 故に、 未 字 を 受と訓 ますして 自と唱 

3 キヨ カラ ヌ 

ふるな む 實に習 有る 訓 なりけ る、 然るに 此の 佳 は 常に 佳不 佳と 云 ふと は 別にて、 祌武 天皇 戊 午年 御紀に 利害 を 余 佐 阿 

志 佐と 訓 める 其に て、 推 古 天皇 二十 年御紀 に、 則爲， 國有， 利、 何 空之弃 „ 海 島， 耶、 孝德 天皇 元年 御紀に 其菌池 水陸 之 

ク ボナ 

利、 與， 1 百姓， 俱と 有る 久煩 佐の 事に て、 未， ー是佳 一也 は 未， ー是利 一也の 義 なる 事 知られたり、 上より 韓鄕 之島是 有， 一 金銀？ 

若 使 吾 兒所レ 御 之國、 不；. 有-浮 寶 1 者、 未， ー是 佳, 也と 云 下せる を 以て、 彼に W 来る 所の 財 寶を此 に 令， 採て 民 用に 充てさ 

せ 給 はむ 大御 心に て、 辱し とも 長し とも 云 知らす 甚も 尊き 御意 味なる 御言に なむ 御 在し 坐し ける、 輕忽に 見過し 奉る 

可き に 非す、 (纂疏 に、 初 進 雄 尊 有， 1 害， 物 之 意， 及 n 乎 斬， 蛇 之 後 f 大起， 一利， 民 之 情 I 也と 有る 御 說は實 に 然る 事な り、 

但 大蛇 を 斬り 給へ る 後の 事と 見させ 給へ る は、 此 1 書に は 前後の 序次 を 正して 見る ベ き 法 有る を 知らせ 給 はざる な 

り、 然れ ども 大起， 一利， 民 之 情, 也と 說 かせ 給へ る は 愛しと も 何とも 比しへ 無き 御說 にて、 此文を 實に能 こそ 讀 解かせ 

給へ り けれ、) 〇 乃拔， 1 鬚髯-より 以下の 御 事共 は傳 十七、 十九に 注せる が 如く、 高天原に て 解除 を 科せられ 給へ る 其 

解除の 驗に 依りて、 如此く 奇異に 神霊し き 御所 爲 なむ 事 成り 整 はせ 給へ るな りけ らし、 巳に 其 時に 御 髮を被 Z 拔させ 
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給 ひ 御 鬚 を も 被 切 させ 給へ る其髮 鬚の 二種 豈其 任に て ^具と 成るべき 害 は 絶えて 無き 事なる 可し、 其 は 上 章 第二 1 

書に 以， 唾 爲， 一白 和幣？ 以レ 湊爲， ー靑和 用, 此 解除と 有る、 唾澳 共に 猿 物な り、 此を 以て 解除の 器と 爲 べきに 非す、 

故 右の 二の 爲字は 化 字の 義 にて 唾 卽白 和幣と 化り、 澳卽靑 和幣と 化れ る 此物共 を 用 ひて 被 柱 と 成し 給へ る 事、 下に 

用レ此 解除と 有る にて 灼然 かり、 此 より 推す 時には、 右の 髮鬚 共に 謂 ゆる 置 座 木な どに 化して 用 ひさせ 給へ りけ む 事 申 

す も 更なりければ、 此に 至りて 素 戔嗚大 神 其 御 心 御 在し 坐して 此 に物爲 給へ りけ るに、 傳 十二、 十七、 二十 一 に ：-;d せ 

るが 如く、 保 食 神に 過 またせ 給 ひて、 衣食住の 物實を 悉に 損傷ら せ 給へ りし を、 國 土に 起し 給 ひ、 人民に 幸 ひ 坐 さむ 

ゾヒ テア ヒィ タス 

と 所思して、 其 御 補 ひ を物爲 させ 給 はむ 御 心の 外 御 在し 坐 さに りつれば、 彼預銘 造と 云 ふ皇産 靈祌の 御靈の 幽贊け 

給 ふ 所 御 在し 坐して、 此大. 造の 功績な む 立てさせ 御 在し 坐したり けらし、 傻斯る 謂れに や 依りけ む 木と 毛と 首の 相 同 

じき は、 傳八 唯以， 一 一 兒， の 下に 引ける 私記に、 古事記 及 日本 新抄； |§1 云 謂， 易， 一子 之 一 本， 乎 古 者 謂， 木爲， 介と はされ、 

古語 拾遺 神武 天皇 段に 採， 材齋 部所， 居 謂，, 之 御木， と 云 ひ、 景行ー K 皇 十二 年御紀 豐前國 地名に 御木 (木此 云， 開) と 有 

胡 霜  御木 iJSi  0 

り、 其 十八 年に 到 M 筑紫 後國 御木-と 有りて、 歌に 阿佐 志 毛 能、 漏 概能 佐烏麼 志、 と 有るな ど數 知らす 多 かり、 釋紀 に以， 一 

草木， 爲， 一地 毛， と 云へ る 同じ 意味に て、 令義 解に も 謂 土地 之 所， 生爲， 毛 也と 所見たり、 (漢籍 三 五曆紀 に、 整 古 氏 死後、 

目 爲，, 日月？ 骨爲， 一 金石？ 胎血爲 n 江河？ 毛髮 爲，, 草木-と 云 ふ 事 有る は、 此の 古事 を 訛り 錄 へたる 者なる 可し、 素 問に 

黃帝伯 高と 云 ふ 人に 天地と 人と 相應 する 事 を 聞かむ と 問 ひける に、 地 有， 一草 木？ 人 有 二 毛髮？ 應；" 之と 云へ る 由 見え、 

周禮地 宮司 徒 注に、 鄭司農 云、 不毛 者 謂， 不， 樹，， 桑 麻， 也と 云 ひ、 左^^に食，，土之毛，と有るを注に毛草也と云ひ、 康熙 


字典に 桑 麻 五穀 之屬 皆曰レ 毛と 云 ひ、 草木の 生 W でざる 地 を 不毛 地と 云 ひ、 窮髮 不毛と 云 ふ は 更なり、 其 外 田地に は 

植 うる を 毛 付と 云 ひ 生 » づるを 立 毛と 云 ひ、 田 を 畑に して 麥を も植 うる を兩毛 作と 云 ひ、 其 年の 豐凶を 見 別つ を 毛 見 

と 云 ひ、 又應神 天皇 十九 年 御 紀阈樸 の 土 毛 を 獣れ る 所に 其 土 毛 者 栗菌及 年魚 之 類 也と も 有り、 但此に は 土 毛 を 久邇都 

母 能と 訓 みたれ ども、 毛 字の 意味 は 右に 異ならす、) 〇 鬚髯 は 美 比 介と 訓む べし、 ロ訣に 噴， 罪 時拔， 髮、 故 此不レ 言 

レ髮と 云へ る は 然る 事と も 聞 ゆれ ども、 已に 古事記に 切レ 鬚と 有る から は、 髮鬚 共に 拔 かれ 給 ひけむ 事、 唾 演は更 な 

り 手足 爪 をも餘 さす 解除に 徵り 令, ffi たるに て灼然 きを、 地祌本 紀に此 文の 出で たるに は 拔，， 鬢髮， と 有りて 加 美と 訓 

ませ たれば、 此も鬚 奪と 云 ふ もー說 髮髮と 云 ふ もー說 なりし なる 可し、 偖 和名 抄毛髮 類に 髭 鬚、 說文 云、 髭 (和名 

加 美 豆 比 介) 口上 鬚 也、 鬚 奪 (和名 之 毛 豆 比 介) £4 下 毛 也と 有る は、 口 を 中に して 上津 毛下津 毛と 云 ふ 事な り、 又髮 

髮 (髮 根附) 說文 云、 鬢 0 髮也、 野 王按、 髮 (和名 加 美) 首 上長 毛 也、. 蘇 敬 本草 注 云、 髮 (和名 加 美 乃禰) 髮根 也と 

有り、 然して 漢書 注に 在レ 願曰レ 鬚、 在 i 頰曰 レ髯と 注し、 時 珍 說に鬢 耳 前 毛と 注せる を 以て 見る に、 地 神本紀 なる 鬢髮 

も 其頰髮 を 云 へ るに て、 ての 頭 髮を云 ふと も 聞え ざれば、 謂 ゆる 右の 口上 毛 口下 毛より 始めて 耳 前なる 御 髮をも 係 

て拔 散た せ 給へ るに て、 今度 は總 ての 御髮 迄に は 及ばせ 給 は ざ り しなめ り、 然れ ども 良 海 本に は 乃拔， 髮而散 レ之成 

レ杉、 叉拔， 鬢散, 之 而成レ 松と 有りて、 髮 より 杉 生 ひ 鬚より 松 生 ひたる 趣に て甚々 奇 らし、 然るに 下に 其 當用を 云へ る 

に、 杉 微樟檜 彼と 四 木 を 云 ひて 松 を 云 は ざれば 疑 はしければ、 後人の 杜撰 かと も 思 ゆれ ども、 然 りと て髮 と； 寫とを 分 

けて 云へ るが 委しければ、 猶捨 つべ からざる 可し、. 若て 舊く此 鬚髯 を 唯 比 介との み訓み 來れる も總て 面部に 在ら ゆる 
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御 毛の み を 云 ふなれ ども 心す 可き 所なる にこ そ、 萬 葉 五 (二十 九 丁) に、 志 可 登 阿良 農、 比 宜可拔 撫而、 安 禮乎於 伎&、 

人 者 安良 自等、 富 己 呂倍騰 云々、 十六 (十九 丁) に、 然ー百 君 之、 鬢無如 之、 叉 (二十 二 丁)、 法師 等 之、 髮 之制沉 など 有 

るに は 字 を 比 介と 訓 ませたり き、 (右の 五 卷の歌 を 取れるな る 可し、 枕 草紙に、 叉酒吞 みて 赤き 口 を 探り 鬆 有る 者 

は 其 を 撫でて 云々 と 云 へ る 卽僑慢 なる 狀 なり、 酒德頌 に套， 髯 ffii 踞と云 ふに 似たり、 此に要 無き 事ながら 因に 云 ふの 

ヌ キア * 力 チタ マへ バ 

み、 )〇 散 之 は、 舊 訓に從 ひて 阿賀 知 多麻閘 婆と 訓む べし、.^、 なる 拔 散 も然 り、 此を 古事記 石屋 戶 段に 如 レ屎醉 

而吐散 登 許 曾と 有る 訓に擬 ひて、 知 良 須と訓 む も 僻事に は 非 ざれ ども、 阿賀 都 は 別けて 其 所 を 定めて 置く を 云 ひて、 

知 良須は 行方 無く 亂らす を 云 ふなれば 此には 叶 はす や、 且 下に 夫須レ 喷. 八十 木 種 皆能播 生と 云 ひ、 叉 凡 此三神 亦 能 分 IT 

布 木 種， と 云 ひ、 - 上の 1 書に 莫， 不一，， 播殖而 成， ー靑 山， 焉と 有るな どに 合せ 讀 みても 必す 阿賀 都に 非す して は 得 有る まじ 

き听 にて 有りけ， y、 祌紙 令に、 中 臣宣， r 祝. 詞 f 忌 部 斑- 1 幣帛 r 古語 拾 遣に 神祇官 斑 レ幣之 日と 書し、 祈年祭 儀に 頒レ 幣、 

大被 儀に 頭-切 麻-など 有る、 共に 斑 をも頒 をも訓 めり、 萬 葉 六 (二十 五 丁) に、 山乃會 伎、 7 野 之 衣 寸見世 常、 伴 部 乎 斑 

遣 之と 有る、 何れも 和 加 都と 同じ 事なる が、 和 加 都 は廣く 阿賀 都は狹 くして 殊に 親しく 自物 爲る義 にて、 我と 一名との 

差別 有る に 似たり、 (此を 以て 古人の 訓詁に 深く 心 を 用 ひられた る 程 を 知りて、 惜 なる 據 有る に 非す して は 容易く 訓改 

むま じき を 知る 可し、 地 神 本 紀には 以下 三 所 共に 散 之と 有りて 此と 同じ、) 〇 杉は須 疑と 訓む べし、 本草 和名に 杉材 

(揚玄 操 音衫) 鼠査 (揚玄 操 音 側 加 反) 漆 姑 (蘇 敬 注 云、 鼠 查漆姑 別 出-下品-) 和名 須岐 乃岐と 見え、 和名 抄 木部に 

爾 碓昔義 云、 杉 (和名 須木、 見-日本 紀 私記； 今按、 俗用- 1 榲 字-非 也、 榲昔於 粉 反 、桂 也、 見-! 唐 韻-) 似レ 松、 生- 1 江 


南 f 可，， 一 以爲， 一松 材， 矣と 有り、 此字を 用 ひたる 例 を 見渡す に、 古事記 肥 河 段に 捐と 有る を、 古訓 本に は延佳 本に 據り 

て榲に 改められたり、 其 玉垣 宫 段なる 在， 一 於 尾 張 之相津 ニー 俣捐も 右に 同じ、 顯宗 天皇 御紀に 天皇 誥之 曰、 石 上 振 之 神 

榲 (榲此 云 =須 疑，) 伐レ木 截レ末 (伐レ 木截レ 末、 此 云，， 講登岐 利 須衞於 玆婆羅 比，) と 有る を釋に 引ける にも 榲字 なり、 

ffi; 雲 風土記 意 宇 郡 熊 野 山の 下に 有-一 檜 擅-也と 有る を、 次なる 諸 山野 所在 物の 中に 檜. (字 或 作に 梧) 杉 (字 或 作， 褐) と 

書せ る を 見れば 擅 は捐を 誤れるな りけ り、 祌名 式に は 多く は須 伎と 作 たれ ども、 伊豆 國賀茂 郡杉样 別命 神社、 武藏國 

都筑郡 杉山祌 社、 越 前 國足羽 都 杉 杜郡祌 社、 越 中 國婦食 郡 杉原祌 社、 丹 後 國與謝 郡 杉 末 神社な どの 如く 凡て 杉 字の み 

なり、 萬 葉 三 (十六 丁) に、 香 山 之、 鉢捐之 本爾、 薛生 左右 二、 叉 (四十 六 丁)、 石 上、 振 乃 山 有、 杉 村 乃、 四 (四十 八 

丁) に、 味 酒 呼、 三輪 之 祝 我、 忌 杉、 七 (四十 丁) に、 三 幣帛 取、 神 之 祝 我、 鎭齋杉 原、 九 (二十 六 丁) に、 神 南備、 神 

ィニシ ヘメ ヒトノ ゥ ヱケム スギ ガエ 二  力； トナル 

依 板爾、 爲杉 乃、 十 (五 丁) に、 古、 人之殖 兼、 杉 枝、 十 一 (七 丁) に、 石 上、 振 神 杉、 祌成、 十三 (三 丁) に、 神名備 能、 

カク レ タル スギシ ス ギメ ャ  n ケノ ムス マデ 

三 諸 之 山 丹、 隱藏、 杉 思將過 哉、 蘿生 左右、 十四 (六 丁) に、 安 思 我 良夜 麻 乃、 須疑乃 木 能 末 可、 十九 (十 丁) に、 捐野 

爾、 左 乎騰渡 雉と 有る、 此等は 杉 を も 捐をも 通 はし 書きたり、 記傳九 (二十 四 丁) に、 「漢籍 集 韻に 榲音溫 杉 也と 云へ 

り、 捐は榲 を 誤れる 者なる 可し、 偖 須岐は 進 木な り、 此木 傍へ は 滋蔓ら す、 直に 上へ 進み 上る 木 なれば なり 1 (採 耍) 

と 云 はれた る 進 木の 說は 然る 言ながら、 古書 中に 悉く 榲を捐 に 誤る 可き に 非 ざれば、 彼 榊な どの 如く 此も此 に W 来る 

字なる 可し、 和名 抄 序に、 或復有 T 俗人 知， 一 其 訛 謹？ 不レ 能， 1 改易-者 h 鮭 訛爲, 鮭、 褐讀如 i 杉、 (中略) 等是 也と 有りて、 

古人に も其說 有る と雖 も、 予が 心に は漢國 にも 皇國の 杉を稱 美へ たる 如く、 大凡 皇國內 にて 材に用 ふるに 杉 許り 昌な 
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る 物 無ければ、 此の 古人の 其 心 を 得て 謂 ゆる 會 意の 狀に 作れる 字なる 可く ぞ 所思え たる、 (通 證に杉 作レ执 俗字 合壁 事 

類 曰、 杉 倭國 -者尤 佳、 本草 綱目 曰、 杉 倭 國-者 謂-一之 倭 木-と 有り、 彼 土 にても 皇國の 杉の 名高き を 以て も 思 ふ 

可し、 傅 二十 六卷に 引ける 稻荷社 記に 舊傳 云、 當社素 妻 鳴 尊 鎭鹿其 一也、 然則 捐此神 愛木 勿論 事歟と 云へ り、 此 神の 

坐す， 地 は 山城 國紀伊 郡なる に 由有るに は 非 じか、 上に 云へ る 事共に 考 合す 可き 者な り、 偖 杉に は 榲字は 本よりに て捐 

字 を も 用 ひ 来れる を、 新撰 字 鏡 木部に 扮符分 反、 楡也、 須木、 又 屋乃衣 豆 利と も 溢 所 減反、 須木 とも、 键惟 二字 須木 

とも、 檁須支 乃 木、 棉同 とも、 須木 とも、 穏須 木と も 見えたり、 然れ ども 甚々 迂遠き 字に て、 古書に 用 ひたる 迹を 

未見す、) 〇 胸毛 は、 祌代正 語に 牟那 介と 訓 まれた る 上に 美の 言 を 冠て 唱ふ 可し 、天孫 降臨 章 第一 一書に 胸 乳 を牟那 

遲と訓 み、 次に 高胸此 云- 1 多 歌 武娜婆 歌-と 見え、 其 第二 一書なる 脊宍胸 副 國をも 其 訓牟那 曾 比と 有り、 和名 抄 筋骨 類 

に 鳩尾 骨 (和名 無奈 保禰) と 有るな どの 語 例 を 以て も、 必此 を牟那 介と 云 ふべき 事な り、 然れ ども 本の 任 語 を 緩めて 

美 牟禰能 介と 訓む も惡 から じかし、 (然る 時 は 次なる 眉毛 は 美 麻 由 能 介と 訓み、 尻 毛 は 美 志理能 介と 訓 みて、 麻 由 介 

志理 介と は訓 むべ からざる 事 本より なり、) 〇 拔散 は、 奴 伎 阿賀 知 多 麻 問 婆と 訓 みて S の 一 百 を 加 ふ 可から す、 上なる 

より は少意 急なる 狀 なり、 金澤 本に 散 字 無き は脫 たるに か、 地 神 本 紀には 復拔- 一 胸毛-散 之と 有る は、 然る 委しき 本の 

有りけ る を 取れるな る 可し、 〇 檜 は 比と 訓む べし、 新撰 字 鏡に 檜 (古 免 反、 又古活 反、 比) と 見え、 和名 抄 木部に 檜、 

爾雅云 檜 柏 葉 松 身 (和名 非) と 有り、 其 比なる 證は垂 仁 天皇 三年 御紀の 天日 检を 古語 拾 遣に は 海 栴搶と 有り、 地名に は 

檜 隙 又 檜 笠 岡な ど紀 中に 見え、 歌に は繼體 天皇 七 年御紀 皇太子 御 歌に、 莾紀 佐倶、 避 能伊陀 圖嗚、 萬 葉 101 十二 丁) 


にト 眞木佐 苦、 檜 乃 蠕 手 乎、 七 (五 丁) に 卷向之 V 檜 原 山 乎 >  叉 (六 丁)、 隱ロ 乃、 始瀨之 檜 原、 又 (八丁)、 佐 檜 乃隈、 

檜隈川 之、 叉 (九 丁)、 彌 和乃檢 原爾、 揷頭折 兼、 叉裏觸 立、 三 和 之 檜 原 者、 十 (五 丁) に卷向 之、 檜 原 丹 立 流、 春霞、 

叉 S 十九 丁)、 卷向 之、 檜 原毛 未、 雲居 者、 十二 (二十 八丁) に、 左 檜隈、 檜 隙 河 雨、 十三 (四 丁) に、 斧 取而、 Kfli 

山、 木 折 來而、 機爾 作、 十六 (十七 丁) に、 櫟津 乃、 檜橋從 來許武 など 有り、 偖 此檜を 美て は眞 木と 云 ふ 事 有り、 下に 

注す 可し、 叉此 正書に 謂 ゆる 松柏 は 松と 檜と なる 由、 傳ニ 十一 に 巳に 注したり き、 (偖 W 雲 風土記に 檜 字 或 作, 梧と 有 

り、 梧 は 梧桐と 熟する 字に て、 謂 ゆる 伎理 なり、 故 思 ふに、 字 鏡に 括古活 反、 箭進 也" 檜 也、 箭木 曰, S -、 會也、 布 

彌 太と 有る、 此括を 梧に 誤れる にや、 偖 布 彌太は 文 板に て 札な り、 檜 は 白き 木 なれば 其 用 を 以て 云 ふなる 可し、 叉 は 

杞 なる にか、 祀袪紀 反、 枸 植 也、 比 乃 木、 叉 一 比 乃 木と 有る 是 なり、 叉 一 比 乃 木と 云 ふ は櫟の 事な り、 然る 時 は 右の 

梧 字は此 なる 枯をか 祀をか を 誤れる 者なる 可し、) 〇 尻 毛 は、 神代 正 語に 據 りて 美 志理 介と 訓む べし、 本に 加 久禮能 

介と 訓 めれ ども、 其 は 御讀の 時に 揮り 奉る が 故なる 事、 傳 十に 注せる が 如し、 此所地 神 本 紀には 復拔， 一 尻 毛, 散 之と 有 

る は 委しき 書し 狀 なり、 然れ ども 此 より 以前に 復拔， 一 眉毛， 散 之、 是成， 一機 樟， 矣と 有る は、 此に 一 に 鬚髯 二に 胸毛 三に 

尻 毛 四に 眉毛と 有る. fi, 〈第に 異なる は、 情 進に 改め 換 へたる にか、 叉 は 然る 本の 世に 傳は りたる を 取れる か、 〇•  被 は、 

下に 被 此云ニ 磨紀, と 注されたり、 猪 古より 檜 を て眞 木と 云 ふ 事 も 有れ ども、 其は稱 名に て 別な り、 此の 被 も 其 意な 

れ ども、 已に此 に 正しく 當て云 ふ 主張た る 名な りけ り、 和名 抄 木部に、 彼 玉篇云 (音 彼、 日本 紀 私記 云、 末 木、 今 案.' 

叉 杉 一名 也、 見，， 爾雅 注，〕 木 名作：， 柱、 埋， 之 能不， 腐 者 也と 有る 是 なり、 神武 天皇 戊 午年 御紀 に、 吾今當 ァ以-1 嚴愛 1 沉- 一 
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于丹生 之 川； 如 魚 無，， 大小， 悉醉而 流、 譬 猶，， 被 葉 之 浮流， 者 (彼此 云，， 磨 紀，) 吾 必能定 ゆ 此國， と 有る は 其 紫の 靡き 流る 

&狀を 形容り て譬 へさせ 給へ るな り、 此木 決めて 深山幽谷の 中に 生 立つ る 物なる 故に、 萬 葉 一 (二十 一 丁) に、^ 口 乃、 

泊瀨山 者、 眞 木立、 荒 山道 乎、 二 (三十 四 丁) に 所 聞 見爲、 背 友乃國 之、 眞 木立、 不破山 越 而、. 三 (十三 丁) に皇 者、 祌 

マ キ タツヤ マユ  ミ ク ^- セ バ 

爾之坐 者、 眞木之 立、 荒 山中 爾、 海 成 可 聞、 六 (十  一 丁) に、 三芳野 之、 眞木 立山 湯、 見 降 者、 川之瀨 毎、. 十三 (十九 

ァヲ ミオ フル ャ マス ガノ ネ ノ 

丁) に、 三芳野 之、 3具 木立 山爾、 靑 生、 山 菅之根 乃と 有るな どの 眞木は 此の 枝 は 更なり、 檜 杉 迄に も 係け て IK ふな 

り、 叉 三 (二十 二 丁) に、 眞木葉 乃、 之 奈布勢 能 山、 之 奴 波 受而、 吾 超 去 者、 木 葉 知 家武、 叉 (四十 八丁  ，、 露 木 葉 哉、 

-ンー ケゥ アル ラム  マヅガ ネ ャ  トホク じ サシキ  ァタ へュク ヲステ ノヤ マ 

茂 有 良武、 松 之棂也 遠 久寸、 六 (三十 三 丁) に、 奥山 之、 眞木葉 凌、 零 雪 乃、 七 (十九 丁) に、 安 大部 去、 小 爲乎乃 山 

/  ヒサ シク ミネ バ  コ ケォヒ 二 ケ リ 

之、 眞木葉 毛、 久不 見者、 蘿生爾 家 里、 十 (四十 五 丁) に、 四 具禮能 雨、 無 間 之 零 者、 眞木葉 毛、 爭不 勝而、 色付 爾家 

里と 見え、 八 (五十八 丁) に、 S 妈木乃 於 上、 零 置 有 雪 乃と 有る も 葉 を 詠める にて、 此木 俗に 草 被と も 云 ひて 紫の 茂く 細 

やかなる 物 なれば なり、 十 (九 丁) に 打 靡、 春避來 之、 山際、 最 木末 之、 ^往 見者、 と 有る 最 木末 之 を、 八 (十四 丁) に 

も 同 歌 有る に 遠 木末 乃と 有る を、 六帖 に、 「打 靡き 春 去来ら し山邊 の、 K; 木の 棺の疾 行く 見れば」 と 見え たれば、 最. 

木 は 磨 紀と訓 むべき なりけ り、 最は 常に 母と 訓 めれば 磨と 相 通 ふ 事 云 ふ も 更なり、 玉 葉 集に、 - 軒 闇き 真 木 葉 萎れ 降 

雨の、 I 卞も 寂し 山陰の 庵」 と 詠めるな ど、 葉の 垂 ふる 事に 云 へ る は 此の！^ を 云 ふなり、 檜 を 稱て眞 木と も 云 へ れ ども、 

其 葉は垂 ふる 物に 非す、 猶 下に 此 木の 事に 就て 大に說 有り 考 合す 可し、 (右に 引ける 神武 天皇 御 紀の拔 など 何れも 草 

被の 事な り、 上に 住せる 高 野模と 云へ るな ども 其 一種に て、 同じく 草 被な り、 後の 歌に も六帖 に、 「千 ftl 啼く佐 保の 


川霧 立ぬ らし、 眞 木の 梢 も色附 にけ り」 後 拾遺 集に、 「奥山の 眞木葉 凌ぎ 降る 雪の、 何時 解くべし と 見えぬ 君 哉」 と 

有るな ど 多く 葉 を 詠めり、 又 右の 十卷 に疾往 見者と 有る は、 春に 至りて 白き 花疾 きて 少く實 を 結ぶ 物 なれば なり、 偖 

右に 引ける 和名 抄に叉 杉 一 名 也と 有り、 然れ ども 字 彙 に 被 木 似， 杉と 有れば、 然り とも 定め 難し、 又 本草 和名に 栖實 

1 名：， 汲 子、 一 名梭 杉、 和名 加 倍 乃 美と 有る、 榧 葉 は 被に 似た. る 物 なれば、 此に 因りて 被 杉と も 云 ふに や、 吾 黨小倉 藩 

士犬甘 知 言が 萬 葉 多識に 右の 和名 抄を 引て、 「杉 Q 一名 を も 磨 紀と云 ひて 木 名なる は、 此彼 一種に て 其 外 は 檜 を も 杉 

を も稱云 ふなり けり」 と 云へ るは甚 善き 說 なり、 偖 字 鏡に 橋 二 作 都 年 反、 萬 木と 有る、 二 作 は 二字に 眞木 にも 作る と 

にや、 然れ ば祺を 俗字と も 云 ひ 難し、 叉榭 素； S 反、 萬 木、 叉 己 曾 木と 有る、 己 曾 は 祌杜を 云 へれば 杜 木と 云 ふ 事なる 

可し、 叉檐萬 木と も 見 ゆ、 叉 今 俗に 檜皮模 皮の 模皮を 麻 伊波 陀と訓 むなる は 磨紀波 陀の轉 なり、) 〇 眉毛 は 今 も 世に 

唱 ふる 任に 麻 由 介と 云 へれば、 例の 美の 一 百 を 添へ て訓 むべ し、 本に は 麻 由 能 介と 訓 める 其 も 然る 事ながら、 何れも 切 

て 云 へれば 此に のみ 能の 辭を加 ふ 可き に 非す、 眉の 事は傳 十二に 注せり き、 偖 地 祌本紀 には此 も復拔 -1 眉毛- 復 之と 作 

て 尻 毛より 以前に 在り、 〇s- 樟は、 四 神 出生 章に 大 磐機樟 船、 其 第二 一書に 鳥 磐櫞樟 船と 有る、 此 二字 を 合せて 久須 

と訓 むべき 證 なり、 叉木 名なら ね ども 瑞珠 盟約 章、 叉 其 第二 一書 等に 熊 野 機樟日 命と 書され たる も 久須に 借用 ひられ 

たるな り、 叉豐後 風土記に、 球珠 郡、 昔者此 村有， 1 洪 樟樹？ 因 曰， 1 球 珠郡， と 有る は、 和名 抄郡 名に 豐後 國球珠 (久須 

と 有る 是 なり、 偖 本草 和名に 楠材 (楊 玄操音 南) 和名 久須 乃岐、 又 和名 抄 木部に、 楠 唐 韻 云 楠 (音 南 字 亦 作 1 格 和名 本) 

草 久須乃 木) 木 名 也、 ^樟 (豫章 二 音、 日本 紀續上 同) 木 名、 生而七 年始 知矣と 見えたり、 但 右の 小 注に 日本 紀讀上 
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同と 有る は 久須の 言に 訓むを 云 ふなる 可し、 久須能 紀は欽 明 天皇 十四 年 御 紀に樟 木と 有る が 如く 木，， 字 Q 添 はれる を訓 

みて、 木 字 無き は 唯久須 なる 可き 事 右に 引ける 例 共 を 見 度して 知る ベ し、 然るに 金澤 本に は 此の 木 共 を 杉 を 杉 之 木、 

檜 を檢之 木、 彼 を 被 之 木、 機樟を 摘樟之 木の 如く 訓調 へたり、 然る 時 は 格別なる 事ながら、 猶此は 何れも 木の 言 を訓 

添へ ざるな む 然る 可 かりけ る、 f 又 古本に は 杉と 檜との 二 を 杉 之 木 檜 之 木と 訓 みて、 被 を 磨紀、 機 樟を久 須と訓 みて、 

此 二に 之 木の 一一 目 を 添へ ざる は 如何、 同じ 四 並びた る 言 なれば、 添 ふ 可く は 皆が ら添訓 むべ く、 然爲 まじく は 悉に 略き 

云 ふべき 事なる を や、 偖 本草に、 機樟似 レ楠而 一類 二種 也と 云へ る は 種類 別なる にや、 和名 抄に、 石 楠 草、 和名 止 比 

良 乃 木、 俗 云 佐 久奈無 佐と 有る、 俗 云の 方 は 字音 なれば 論 無し、 止 比 良 乃 木 は 字 鏡に も 有りて 叉 志 麻 木と も訓 めり、 

扉 木 島 木と 云 ふ 事に て、 1 は 其 用 ふ 方 を 以て 號け、 1 は 木理 を 以て 云 ふなる 可し、 本草に 楠と 云へ るは是 か、 倚 又 字 

鏡に、 相 楠 二 同、 乃 欠 反、 平 木 有， 一 文理 f 香 亦 作， 械、 久須乃 木と 云 ひ、 掄カ屯 反、 似 二 樟橡？ 久須乃 木と 寄し、 字 鏡に 

樟諸良 反、 橡久須 乃 木と 見え、 根 徒 館 反、 櫪也、 似， 一白 楊， 也、 找也、 久須乃 木と 云 ひ、 . 樓久須 乃 木と 有れば、 何れ 

も 其 種類 を 合せて 久須乃 木と 一 K ふ狀 なり、」 〇 已而 は、 右に 謂 ゆる 杉 檜 被 機 樟の四 種 共に 此大 神の 御 毛より 成 出で た 

る は 其 苗木なら む を、 此 苗木の K 來 るに 就て、 其 御 兒神等 をして 大 八洲 國內 悉に 分布ら し 給 はむ 御 心 坐す が 故に、 各 

其 木の w 來 成立に 從 ひて 考 選め 物 爲 させ 給へ るな り、 御親然 成お 給へ ると！？^ より 召せ 給へ るとの 差別 は 有れ ども、 彼 

四祌 ffi 生 章 第 十一 一書 保 食祌の 御身より 化れ る 物 を 奉 進る 所に、 于時 天 照 太 神 喜 之 曰、 是物者 則顯見 蒼生 可， 一食 而活, 

之 也、 乃以， i 粟稗麥 豆， 爲ニ陸 田 種子 r 以， 稻爲 = 水田 種子 r 叉定， 一 H< 邑君？ (下略) と 有る 御 政と 事の 狀 相似た る 可し、 お 


IK 邑君は 其 を 播殖る 者の 長 なれば、 其 を 定めさせ 給へ る 事、 此に 五十猛 命 以下 三 神の 木 種 を 分布ら せ 給 ふ 神に 任し 給 

へる 御有狀 にて 御 在し 坐す に 事相 同じ かる 可し、 然る 時 は 此の 乃 而は其 木 種の 出 來 始まりた る 時 を 指して、 未 上の 一 

書に 凡大 八洲 國之 內、 莫 不，， 一 播殖而 成， 1 青山- 焉と 有る より は遙に 其の 以前な りし 御 事な む灼然 かりけ る、 (叉 本より 

其の 御 毛 を拔頒 たせ 給 ふ 時に、. 此は某 木と 成さむ、 其 は 某 種と 成さむ との 御 心， にて は 御 在し 坐 さ： りつる からに、 其 

の W 來 成れる 物に 就て 斯 かる 御用 心 は 有るな りけ り、) 〇 定， 一 其 當,， 用 は、 海宮 遊行 章 第 七 一 書に 仍敎， 1 用 レ瓊之 法 一と 

有る に 文意の 相似た る 所 なれば、 其 意 を 得て 當 用の 二字 をば 母 知 布 倍 伎 佐 麻と なむ 訓 むべき なる、 本に は 母 知 布 倍 伎 

袁 と訓附 けたれ ども 漢文 訓 なり、 記傳五 (五十二 丁) に此 一書 を 引かれた るに は 都 加 波牟佐 麻と 訓 まれた る、 卽 使用 之 

i なれば 其 も 然る 事な り、 但 次の 一書に 定 -1 其 療病之 方？ 又定 一-其 禁厭之 法-と 有る 其方 も 法 も 共に 能 理と訓 む 事、 傳 

廿 七に 注す が 如く なれば、 其に 例 を 取りて 都 加 布 倍 伎能 理と訓 むも惡 から じ、 後人 何れ か 其 宜しき に從ふ 可し、 ロ訣 

に定 n 其 當,， 用 者、 示-一 用, 材之法 一也と 注された る、 實に解 得られたり、 叉龍熙 近と 云 ひける 人の 說 にも 定 一一 其 當 1^ 用 皆 

有 -1 軌範 T 至レ 今不レ 違- 1 其 制度 f 不-ー 亦 妙-哉と も 云へ り、 我皇大 御國の 用材の 法 は 本よりの 御 事なる に、 外蕃 にて 用 ふ 

る 所 も 亦此に 異ならざる は、 此大 神の 謂 ゆる 邦 を 建てさせ 給へ る 御 時より 傳 はれる にて、 凡 天下に 在りと 有らゆる 諸 

木 を 其々 に 用 ひ 別く る 事 は 皆が ら此御 時に 定めさせ 給へ りけ む を、 其 中に も 殊に 專 要と 有る は 右の 四 種なる 故に、 殊 

に 其 用法の 善 こそ 傳 はれる に は 有る ベ かり けれ、 (其 は 右に 引ける 和名 抄に、 杉を爾 雅音義 云、 杉 似レ松 1 生- 1 江南ハ 

可ヨ 以爲, 船材ー 突と 云 ひ、 彼 を玉篇 云、 彼 木 名作 レ柱、 埋， 之 能不, 腐 者 也と 云へ る は 彼に 傳 ふる 所 を 取りて 書され たる 
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なり、 又 通證に 引ける 本草 陳藏器 曰、 江 東 銅 船 多用 n 椅木？ 縣名 機樟、 因 i 木 得 A 名と 有るな ど は 何れも 此方の 事と 符 

合へ る を 見て 知るべし、) 〇 稱之曰 は、 瑞珠 盟約 章 第三 一 書に も 此字を 用 ひられた る、 共に 言擧志 S 詔 給 久と訓 まれ 

たり、 條 十六、 二十 一 に 巳に 注せり き、 〇 杉 及 櫞樟と は、 及 字與の 如く 心得て 杉 登機槔 登と 訓む べし、 卽記傳 に 引か 

れた ろに 杉 及 一, 機樟, と訓 まれた るに 從 へり、 偖 此杉及 機樟を 以て 船材と 成し 給へ る 例 を 見る に、 杉 を 以て 船材と 成せ 

る は、 古事記 玉垣 宮 段に、 在， 1 於 尾 張 之 相津， 一 一 俣榲、 作， 一 一 1 俟 小舟， 而持 上來、 以浮 n 倭 之 市 師池輕 池- と 有る 是な るが、 

此 より 以前に 孝 元 天皇の 輕之搏 原 宮と云 ふ 有れ ども、 輕は 後名 を 前方に 及ぼせる にて、 此 時に 御舟 を 浮べ させ 給へ る 

が 珍ら しき 事に て、 此池 名と 成り 且 地名と も 成れる にや、 船に 輕と云 ふ は應神 天皇 三十 一 年御紀 に、 官船 名-一 枯 野-者、 

伊豆 國所， 貢 之 船 也、 是朽 之不， 堪， 用、 然久爲 ，1 官用， 功不， 可レ 忘、 何 其 船 名 勿 レ絕而 得：， 傳 -1 後葉- 焉、 群 卿 便.. 被；. 詔以 

令，, 有 一； H-; 取，, 其 船材： 爲， 薪 而燒. P 鹽、 (中略) 初枯 野船爲 n 鹽薪， 燒之日 有- 1 餘燼？ 則奇， 1 其 不！， 燼而 獻 レ之、 天皇 異以令 

レ 作い 琴、 其 音 鏗鏘而 遠聆、 (下略) と 有る、 卽ち祌 名 式に 伊豆 國田方 郡輕野 神社 見え、 和名 抄に同 郡 狩野鄕 有る 是な 

り、 然るに 伊豆 國 風土記に、 應祌 天皇 五 年 甲 午 冬 十月、 課， 一伊 豆國， 造 ：- 船長 十 丈、 船 成、 泛， 海而 輕如レ 葉馳、 傳 云、， 

此舟木 者 日 金山 麓 奥 野 之 楠 也、. 是 本朝 造， 一大 船ー始 也と 云 へれば、 楠なる 事 疑 無き 物から、 琴に 作られた る 事に 就て 考 

有り、 倦 叉 古事記に は 高津宮 段に、 此之御 寸河之 西 有， ニ高樹 f  (中略) 故 切-, 此樹， 以作， 船、 甚捷行 之 船 也、 時 

號-ー 其 船， 謂- 1 枯野？ (中略) 船破壞 以燒， 鹽、 取-, 其 燒遣木 一作 レ琴、 其 音響- 1 七 里？ (下略) と 有る を 以て 見れば、 枯野 

は^ 名に て 地名に は 非 ざり けり、 然れ ども 其燼を 二度 共に 琴に 作らる 可き に 非 ざれば、 一 は 誤に て、 其應神 天皇 御世 


Q 方正し かめる を、 其 琴 村と 成れる を 見れば、 右 Q  二の 中 何れなる にても 機樟 にて は 非 ざり けり、 ^葉 九 (二十 六 丁) 

に、 祌 南備、 神 依 板爾、 爲杉 乃、 念母不 過、 戀之 茂爾と 有る、 祌依 板と 云 ふ は 琴の 事なる を、 此を 以て 謂 ゆる 琴 御 占 

と 云 ふ 事 を 物爲る 故に 此稱を 用 ひたる が、 此を 以て 上古の 琴材の 杉なる 事 を 知る 時 は、 右の 枯野 船の 杉な りし 事此に 

て 明らかな り、 續歌林 良材に 引ける 相模 風土記に、 足 柄 山 は、 此 山の 杉 木 を 取りて 舟に 作る に、 足の 輕き事 伦の材 に 

て 作れる 舟に 異なり、 因て 足輕 山と 號 けたり と 云々 と 有り、 然る 時 は 和名 抄郡 名なる 足 柄 上 (足 辛 乃 加 美) 足抦下 (准 

レ上) と 有る は 右の 船材の 事に 因れる にて、 右の 輕 野に 同じ かる 可し、 萬 葉 三 (四十 丁) に、 鳥總 立、 足 柄 山爾、 船 木 

伐、 樹爾^^歸都、 安多 良船材 乎、 十四 (六 丁. に、 母 毛 豆 思 麻、 安之 我 良 乎 夫 漏、 安 流 吉於保 美、 目許 曾 可 流 良 米、 己 

許 呂波毛 倍抒、 叉 (十六 丁)、 阿 之 我 里 乃、 安 伎 奈乃夜 麻爾、 比 古布 翻 乃、 斯利比 可 志 母與、 許 己 波 故 賀多爾 など、 船 

の 事に 足 柄 を 詠める は 皆 杉材の 事な りけ る、 (若て 船に 足 柄と 云 ふ は、 俗に も 船に 物 を 積みた る 其 多少 を 云 ふに 船足 

の 重し 輕 しと 云へ る是 なり、 叉 船 を 遣る に、 其遲 速の 事に も 船足の 早し 遲し とも 云へ り、 若て 右に 引ける 古事記に、 

甚捷行 之 船 也、 時號 n 其 船， 謂 n 枯野， と 有る 野 は 借 字に て、 輕 往の義 にや、 叉 偉 二十 五卷に 注せる が 如く、 16- 寸は鳥 木 

にて、 行く 事 甚捷き 故の 名なる にて、 謂 ゆる 天 鳥 船 叉 は 速 鳥な ど 云 ふ稱の 類な りけ らし、) 猶叉杉 を 以て 船 材と爲 さ 

せ 給へ りし 糙 なる 據と爲 べき 文 有りけ り、 攝津 風土記に、 美奴寶 松原、 今稱  >ー 美 奴賣， 者 神 名、 其 神 本 居-一能 勢 郡 美 奴 

賣山 T 昔 息 長足 比寶 天皇 幸，, 于筑 紫國， 時、 集，， 諸 神祇 於 河 邊郡內 神前 松原 T 以求 ri 祈 福 i 于レ時 此神亦 同來集 曰、 吾 亦 

護 治、 仍諭， 之 曰、 吾 所， 住 之 山 有 = 須義乃 木， (木 名) 各宜- 伐採 爲レ吾 造&、 則 乘=此 船， 可， 1 行幸 I 當 in 幸 S 天皇 
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乃隨- 神敎， 遣レ 命作レ 船、 此神 船遂征 -1 新羅- (一 云于. 時 此船大 嗚響如 M 牛吼 T 自然 從 -1 對馬 海， 還；！ 到 此處？ 不：， 得枭、 仍 

ト n 占 之， 曰、 神 靈所レ 欲 乃 留置〕 還來之 時、 祠 っ祭此 神於斯 浦； 並留， 船以獻 レ祌、 亦 名，， 此地， 曰-美 奴 賣_ と 所見たり、 

古の 神前 松原 は 中古 以来 神 崎と 云へ る地是 なり、 偖 其 能 勢 郡 美 奴賣山 は、 神 名 式に 同 郡 野 間 神社 有り、 其 地 を 云 ふか-. 

叉 美 奴 賣と水 沼と 言の 相 近き は 謂 ゆる 三女 祌 などに こそ は 御 在し 坐 すらめ、 卽八田 郡 汶賫神 社是なる が、 今 は 蒐原郡 

岩屋 浦と 云 ふに 御 在し 坐す を、 俗に 三 社 明 神と 申す と 云へ り、 借 上代の 船 は 大木 を 其 任に 剜 りて 作れる 物にし 有りけ 

れば、 殊に 杉は輕 くて 便理 なりけ むから 多く 用 ひらる，. - なめり、 (今 も 船 を. 造る に は 專杉を 用 ふる 事なる が、 此材を 

以て 作れる に は 水垢と 云 ふ 物 入る 事 無き を、 材は 如何に 堅く 作成しても 漏らざる 事 能 はすと 云へ り、 和名 抄に、 雨 

雅音義 云、 杉似レ 松、 生- 1 江 南 f 可 n 以 爲，, 船材， 矣と云 へれば 西 戎の國 にても 然り、 其餘 の諸蠻 にも 然るに か、 尋ぬ可 

き 事な りかし、 偖 右の 汶寶 神社 は傳 二十 七卷に 注せる 如く、 萬 葉 十卷に 八千样 之、 神 之 御世 自、 百 船 之、 泊 停 跡 八 島 

國、 百 船 純乃定 而師、 三 犬 女 乃 浦 者 云々 と 有りて、 祌 代より 大に 由有る 事な りけ り、) 櫞樟を 以て 船 材と爲 る 事 は、 

四 神 出生 章に、 蛭兒を 載せて 流 棄て給 ふ 船 を； 大 磐機樟 船、 其 第二 一書に 鳥 磐襪樟 船と 云 ふ 見え、 古事記 神 名に 鳥 之お 

楠 船祌、 亦 名； 大鳥 船と 云 ふ も 見え たれ ども、 上に 已に辨 へたる が 如く、 其 機 樟は此 時に 始めて 世に 成 ffi でた る 物にし 

有りければ、 其 以前に 爭 でか 然る 物の 有るべき、 其 は傳の 誤なる 事 灼然き 物から、 此に素 戔嗚大 神の 御 眉毛より 始め 

て機樟 木の 成 ffi でて、 巳に 可ミ以 爲，, 浮寶， と 云 ふ 御 定の御 在し 坐し ければ、 此大祌 の 御船に 一 K 磐 機 樟船叉 鳥 磐 機樟船 

と 云 ふ 有りて、 其に 乘 廻らせ 給 ひける 御 事な どの 御 在し 坐し けむ を、 何に して 然し も 蛭兒の 事に は 混れ ぬらむ と E わ ふ 


に、 此大神 QIK より 流離 はれ 御 在し 坐し ける 御 時に、 右の 船に 乘 渡らせ 給 ひし 御 事な どの 御 在し 坐し けむ を、 蛭兒も 

二 柱御祖 神に 流離 はれ 奉りし かば、 其 事より 混れ て 彼 處には 入れる 者な りけ り、 若て 其 古事記に 次 生 祌名鳥 之 石 楠 船 

神、 亦 名 謂-一天 鳥 船, と 有る を、 記傳五 (五十二 丁) に、 「此 木は甚 堅くて 磐に も 成る 物 なれば、 石 楠と は 云へ るな り、 

將 此の 亦 名に 神と 云 はぬな ど を 以て 見れば、 是は 直に 船 を 指して 神と 申す か」 (採 要) と 云 はれた るが 如くに て、 此 

は 素 妾嗚大 神に 初めて 磐 機 樟船は 始まれる を、 其 船 を 直に 神と は稱 させ 給へ るに て、 宅 神 を 屋船祌 と 申す るに 等し か 

る 可し、 (但其 記の 御 天降 段なる 天 鳥 船 神 は 天 夷 鳥 神の 事に て、 此 なると は钊 なり、 此の 一 K 鳥 船 は 天孫 降 章 第二 一書 

に K でた る 其れより 混れ たる 可し、 此の 事 下に 至りて 注して む、 倦 古史 第 十一 段徵 に、 「蛭兒 を 載せて 放た る 船 を 天 磐 

機樟 船と も 鳥 磐機樟 船と も 云 へ る は、 樟 以て 船 を 造る 事 始まりて 後に 一 百 ひ W でた る 誤りの 傳 なり J と 云れ たる は 能 も 

心 著 かれたり、 然るに 其の 混れ たる 由来 を 云 ふ 時 は、 右に 注せる 如くに ぞ 有るべき、) 偖 右に 書せ るが 如く、 應祌 1K 

皇 三十 一 年 御紀に 所見た る 枯野船 は、 其燼 Z\A て 琴に 作らせ 給へ る を 見れば 杉と も 思しき を、 叉 伊豆 風土記に は 其 事 を 

應祌 天皇 五 年 甲 午 冬 十月、 課- 1 伊豆 國- 造レ 船、 長 十 丈、 船 成、 泛， 海輕 如， 葉馳、 傳云、 此舟木 者 日 金山 麓 奥 野 之 楠 也、 

.是 本朝 造- 1 大船- 始 也と 有り、 叉播磨 風土記に、 明 石 驛家駒 手 御井 者、 難 波高 津宮 天皇 之 御世、 楠 生- 1 於 井一 唯 朝日 一 陰- 1 

淡路島？ 夕日 藤-一大 倭 島根？ 仍 伐-其 楠， 造， 舟、 其迅如 i 飛、 ー檝去 n 越 七浪； 仍 號-, 速 鳥 一 • 於是 朝夕 乘 n 此舟； 爲， 供-御 

食， 汲，, 此 井水？ 一 且不， 堪， 1 御 食-之 時、 故 作レ歌 而止唱 曰、 住吉 之、 大倉 向而、 飛 者 許 曾、 速 鳥 云、 因 名- 1 速 鳥-と 有 

る、 此 歌の 結句に 何 速 鳥と 有りけ むが 脫 たる 可し、 其 は 續歌林 良材に 此記を 引ける に、 「ロロ天 皇 御宇 明日の 驛 家に 
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駒 手の 御井 有り、 井上に 桶 木 有り、 其 長 百 丈、 切て 船に 作りて 奉る、 其 船足の 速き 事 鳥の 飛ぶ が 如し、 一 且明 石の 演 

より 發 して 半時 を 以て 住吉 岸に 至れり、 時人 早 鳥と 號く、 歌に 住 吉の大 倉 向て 飛べば こそ、 早 鳥と 一 K へ 何れ 早 鳥」 と 

有る 是 なり、 偖 如 此く船 名 を 速 鳥と しも 云 へ る は 行く 事の 速き を 鳥に 比べ 云 へ るに て、 續紀孝 謙 天皇 天 平 勝 寶ロ 年に 

舶名播 磐 速鳥竝 叙- 1 從五 位下-と 有る も此 類なる 稱辭 たる 者な り、 叉 伊豫 風土記に、 野 間 郡 熊 野 峰、 所 名 M 熊 野 一由 者、 

昔時 熊 野 止 云 船設， 此、 至， 今 石 成 在、 因 謂， 一 熊 野， 本 也と 云 ふ 事 有り、 此に機 樟とは 書 さ る は、 上代 は 杉 を 除て は必 

其 木に て 作る 定の 如くな りし 故な り、 其 石と 化れ る を 以てな む 思 を 定む可 かりけ る、 叉 肥 前 風土記に、 彼杵郡 周賀鄉 

(在，， 郡 西南，) 昔 者 息 長足 姬尊 欲， 征 IT 伐 新羅， 行幸 之 時、 御船 繫， 1 此鄉 東北 之 海？ 艫舢之 祥械化 而爲， 磯、 高 一十 餘丈周 

十餘 丈、 相 去十餘 町、 高 而嵯峨 草木 不レ 生、 (下略) と 書し、 八幡 本 記に、 「筑 前國名 島の 海 濱に神 功 皇后の 御船の 檣な り 

しとて、 誠に 帆柱に 似て 折れた ろ 石 七 有り、 此を 帆柱 石と 云 ふ、 续權を 11 したる 跡に は纖色 猶殘れ り」 と 有るな ど、 

何れも 機樟を 以て 作られし 船な り、 船具な りし 故に 石と は 化れ るに は、 此類猶 世に 多 かりぬ 可き 事共な り、 强 に神異 

を 語る 心なら ざれ ども、 上古の 船材は 多く 機樟 なりし 事 を 明 さむと て 云 ふの み、 「右の 事 を 書した る， に 貝 原 翁 云 は 

く、 「此 帆柱 石に 化せし と 云 ふ事誣 ふるに 似 たれ ども、 寳圭 石に 化し 老樹の 石に 化し 魚 蛇 蝦 蟹 皆 能く 石と 成り 貞婦の 

石と 化り しな ど、 群 書に 載す る 所 疑 ふ 可き に 非す、 況ゃ祌 功 皇后の 御船の 帆柱：.；： と 化り ぬと 一 K ふ 事は怪 むに 足らざる 

事な り」 と 云へ り、 實に 然る 言な り、 予も嘉 永 ニ年閏 七月と 安政 五 年 八月と 宗 像に 詣 でたり し 序に 往見 たるに、 實に 

其說の 如くに て、 石は靑 くして 所- <<  に 白玉 Q 如き 物 を 孕みて、 其 質 玉の 如く、 鐵は 石と 成れる 所 叉 未 其 任なる 所 も 有 


りて 甚々 奇 しき 物なる が、 實に 帆柱なる 事 は 混 ふ 方 無き 神 物に ぞ 有りけ る、. )〇 兩樹 は、 布 多 都 能 紀と訓 めり、 借此. k 

祌の不 レ有ニ 浮寶， 者 未ニ是 佳， 也と 詔 給 ひ、 御 毛 を 散た せ 御 在し 坐し ける に、 此に 成る 樹共は 杉と 檜と 被と 棟樟と 凡て 四 

種な り、 然して 其 を 用 ふ 可き 法 を 定め 物爲 させ 給へ る始 に、 此 杉と 機 樺との 兩樹を 先づ抽 W させ 御 在し 坐して、 其考 

選の 御 事 御 在し 坐し ける は 如何と 云 ふに、 如此成 K たる 上に こそ は瑞宮 の材と 民屋の 村との 事に も 自然に 及ばせ 給 ふ 

御 事と は 成りに ためれ、 其始 に韓鄕 之島是 有， 1 金銀， と 詔 給へ る此御 事に 御 志 御 在し 坐して、 其 物 を 運輸す 爲に 浮寳無 

くて は 未ニ是 佳, 也と 思 ぼし 成りて、 右の 樹共を 生し 立てさせ 給へ るが 故に、 此 杉と 櫞樟と を 以て 浮 寳を爲 る 事 をな む 

最初に 御言， 擧 させ 給へ りけ る、 此卽其 金銀 を此に 運輸す る 御 心 御 在し 坐して、 唯 浮 寶を爲 らせ給 ふに のみ 思 ほし 入り 

て物爲 させ 給 ふが 故にて、 敢て宮 窒民屋 の 事 を 後に 爲 させ 給へ るに 非ざる なり、 (故 其 始めて 浮寳 有らす ば传 から じ 

と 詔 給へ りし 御言の 任に、 先づ其 浮寶を 作る 事 を 沙汰し 給 ひて、 外蕃の 貢物 を此に 御して、 皇御孫 尊の 萬 國を此 なが 

ら にして 所 知 看し め 奉らせ 給 はむ 御 量なる 者ぞ かし、 容易く 思 ふ 可き に 非す、) 〇 可， n 以爲， ー浮賓 ， 也 は、 上に 若 使吾兒 

所 レ御之 國不レ 有，, 浮寶ー 者、 未， 1 是佳， 也と 有る に對 へて 最初に 詔 給へ る 所な り、 纂疏 に、 此浮寳 一一 船 也、 舟 浮， 1 于水， 

ノ  r- クル. 

也と 有る が 如し、 此事 巳に 上に 注せり、 偖 此爲字 は 記 偉に 引かれた る訓に 依りて、 次なる 檢可ァ 以爲， 一 瑞宮， 之 村， と 有 

るに 同じく 作 字の 如く 訓む べし、 卽此に 此兩樹 者 可，. 以爲， 一 浮寶， 之材， と 云 ふべき 義 なれば なり、 (金澤 本 古本 共に 浮 

寳登須 倍 志と 訓 みたれ ども、 其に て は 唯に 此兩樹 は 船と 爲べ しと 云 ふに 等しく して、 此の 凡 Q 言 狀と 異なれば 必都久 

流と 云 ふべき 所なる なり、) 〇 檜 は、 此も 比と 訓む べし、 下に 可 T 以爲 一一 瑞宮, 之材. i と 有る 材 字に 應 かせた る 所 なれば、 
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比能紀 とは訓 むま じかり けり、 若 此をも 比 能 紀と訓 むべ く は、 上なる を も 杉 之 木 棟樟之 木と 訓む ベく、 下なる ほ を も 

被 之 木と 訓 むべき を、 然は 云れ ぬ Ifli 勢なる に 心 を 著け て 思 は i -、 自然に 隨られ なむ 物ぞ とよ、 檜 を 以て 瑞宮の 材と爲 

られ たる 事 は繼體 天皇 七 年御紀 皇太子 御 歌に、 莽紀 佐俱、 避， 能 f 陀^ 鳴と 有る 是 なり、 其 莽紀佐 俱を釋 に 彼 割 也、 私 

記 曰、 師說欲 A 讀， 一 檜 之 板戸-之 發語 也、 言 眞木乎 佐 介 利と 注された るが 如く、 物に 製る には必 割きて 物爲る 謂な り、 

此事 古事記 朝 倉 宮段ーーー重 嫁が 歌に、 麻ま牟 I 能、.：^ 志 代呂乃 i ヌ仪 波、 比日 能、 流 I) 仪、』 布 比日 能、：？ 賀  1m 流 I 夜、 

多氣能泥 能、 ss^^>  £0.  si 志、 $5^ 豆岐 能き 夜、 I 能 I4k 、(下き お 

比 故 流、 比 能 美 古、 許 登 能、 加 多 理碁登 母、 許袁 婆、 と 有る、 此は ^<皇 の大宮 は 檜 以て 作らせ 被る を、 一穴 宮の 事に 

けて 比 能 美 加 度と は 申せるな り、 其 時に 詠ませ 給へ る大御 歌に、 I 加 I 加 流、 I 能！. 夜 比 人 登、 と 有る を 以て 明らむ 可 

し、 (其 萬 葉五卷 三十  一 丁 好 去好來 歌に 高 光 日 御 朝廷と 有る が 如く." 上下に 材の事 を 云 はすして 比 能 美 加 登と 云 へ る 

は、 天宮に 擬らへ 申す 事な リ、 傳六卷 に 注せる を 見て 知るべし、 此 次に 出せる 一 卷なる 吾作 日 之 御門の 日 は 檜に も 係 

けたる にて、 右と は 異なり、 通證 に、 義 楚六帖 曰、 日本 國金峰 山 有-一松 檜 「 癸 卯雜識 曰、 倭人 所レ 居、 悉以， 一 其 所， 産 新 

羅松， 爲レ 之、 今羅木 也、 色白 而香、 仰 塵 地 板皆是 也、 今按、 趙宋南 渡 後、 得，， 日 木羅木 f 建，， 翠塞堂 f 見，， 南宋 宮殿 記 f 

典籍 便覽 曰、 欏木 色白 紋理菊 花紋 粗 可， 愛、 謂，， 之侵欏 此擬 指， 檜 一一 目 也と 云へ り、) 萬 葉 一 (二十 二 丁) 藤 原 宮之役 民. 

歌に、 衣手 能、 田 上 山 之、 眞木佐 苦、 檜 乃 蠕 手 乎、 物 乃 布 能、 八十 氏 河爾、 玉藻 成、 浮 倍 流禮、 (中略) 鴨自 物、 水 

爾浮 居而、 吾作、 日 之 御 鬥爾、 (中略) 新 代 登、 泉 乃 河爾、 持 越 流、 眞木乃 都 麻 手 乎、 百 不足、 五十 日太爾 作、 、听須 


良牟、 伊 蘇波久 見者、 神 隨爾有 之、 と 詠める は、 上に 眞木佐 苦 檜 乃 蠕 手 乎と 先づ霄 ひて、 中に 吾作 日 之 御門 雨の 句 を 

置きて、 其 檜 以て 皇大宮 を 令， 作 給 ふ 事 を 知らせ、 終に 持 越 流 眞木乃 都 麻 手 乎と 云 ひて、 其 檜を稱 美へ て眞 木と 云 ふ 

由 を 明らめた るに て、 其 用心な む甚奇 しき 迄 妙なる 語調に は 有りけ る、 右の 歌 共 を 引て 「冠 辭考 に、 眞木を 檜と 云 ふ 

は 多くの 木の 中に 勝れた る を 云 ふ 故に、 眞の 木と 稱云 ふなり」 と 云 はれたり、 倦 麻 紀は卽 ち 此に謂 ゆる 拔木 有り、 是 

物 名な り、 叉 檜を眞 木と 云 ひ、 叉 杉に も 云 ふ 事なる が、 此は 共に 美稱 なる 中に、 殊に 檜 は 宮材と 成す 者なる が 故に、 

打 任せた る 一名の 如く は 成れる にて、 萬 葉 二 (三十 丁) に、 眞木 柱、 太 心 者、 有 之 香杼、 六 (十四 丁) に、 鑌麻 成、 長柄 

之 宮爾、 眞木 柱、 太 高 敷而、 二十 (二十  一 丁) に 麻 氣波之 良、 寶米 el 豆久 禮 留、 等 乃 能 其 等、 など 有る 是 なり、 冠辭考 

に、 天孫 降臨 章 第二 一 書なる 其 造 レ宮之 制 者、 注 則 高 太、 板則廣 厚と 有る 文 を 引て、 眞木は 檜 を 云 ふと 注された る は 

實に 然る 一一 一一 E なり、 叉 萬 葉 七 (十五 丁) に、 斐太人 之 眞木流 云、 爾布乃 河、 と 有る は、 十三 (四 丁) に 斧 取而、 丹 生 檜 山 木、 

折 來而と 有る に 合せ 見れば、 此眞木 は 本より 檜 を 云 ふめり、 叉 其 十三 (七 丁) に 眞木積 泉 河 乃と 見えた るに、 右に 引け 

る ー卷の 歌と 照らし 合する 時 は、 此も 檜なる 事 云 ふも更 なる に、 十一 (二十 七 丁) に、 宮材 引、 泉 之 追 馬 喚 犬 二、 立 民 

之と 云 ふ 歌 有る も、 此に檜 可， 以爲 一, 瑞宮， 之材 i と 有る に 合 ひて、 實に右 等の 眞木は 槍なる 證 になむ 有りけ る、 (然れ 

ども 上に 注せる が 如く、 此 に梭此 云， 一麻 紀， と 注された る 卽麻紀 と 云 ふ 言 は、 其 被 木 有りて 卽號 くる 所 なれば、 其 彼 木 

に 打 任せた る 名なる を、 檜に は唯稱 美の 辭に 借れるな り、 叉 和名 抄被 木の下に、 日本 紀 私記 云、 末 木、 今按、 亦 杉 1 

名 也、 見， ー爾雅 注-と 有る は、 字の みに 非す して 杉 木 を も麻紀 とは稱 云へ りけ む 事、 巳に 犬 甘 知 一 百が 說を 引て 注せる が 
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如し、 然る を 冠辭考 に、 眞木柱 眞木戶 など 云 ふ は 皆 檜なる 由に 云 はれた る は 固陋な り、 其 は 宮室な どこ そ は 有り けれ、 

民家な どに 云へ る は 此拔の 事なる 由、 下に 注す を 見て 知るべし、 此 木を棺 などに 用 ふる 物と 心得 誤りた るから、 古よ 

り 一 人と して 其說を 得た る 者 を 聞かすな む 有りけ る、 然れ ども 同名に して 異物なる を 同事に 用 ふる 事なる 故に、 然混 

ら はしき も理 なり、) 〇 瑞宮は 美 豆 美 夜と 訓む べし、 中に 能の 言 を 置く ベから す、 此字 八洲 起 元 章 第 ri 書に 有， ー豐筆 

原 千 五 百 秋 瑞穗之 地 一と 有る に、 瑞之穗 と は 書され すして、 下に 瑞此 云-一彌 圖 一と 有る 是 なり、 天孫 本 紀に謂 ゆる 瑞寶 

を も 美 豆 多 加 良と 訓む べし、 祟祌 天皇の 都 瑞籠宮 を 古事記に は 水 垣宮と 作れ、 和名 抄 祭祀 具に、 日本 紀 私記 云、 端簸 

ti 衣 三 重 

俗 云 美 豆 加岐、 一 云 以賀岐 と 有りて、 此 にも 能の 辭を 添へ て 云 はす、 叉 其 朝 倉 宮段三 璽 嫁 歌に、 阿理 岐奴 能、 美幣能 

古賀、 佐 佐賀世 流、 美 豆 多 麻 宇岐 雨と 見え、 皇太 神宮 禰宜 譜圖 帳に、 彼 天 石 窟隱の 御 時の 事 を 書せ るに、 fK 香 山爾立 

流 彌津加 之 木 枝 * 曳折天 と 有る は 瑞檯木 枝と 一 K ふ 事な り、 此等 何れも 能の 辭を 加へ す、 美 豆 某と 引鑌 けて 云 ふ 例な り、 

.fr 、に？ e せる 瑞殿を 美 豆 能 美 阿良 可と 訓み、 古事記 玉垣 宮 段に、 汝所堅 之 美 豆 能 小 佩 者 誰 解 (美 豆 能 三 字 以レ音 也 ：- と 有 

る 如き は 殿の 上に 御の 一 百 有り、 佩の 上に 小の 一 百 有り、 此 等の 首の 中に 狭まる 時に 限りて 瑞之 某と 云 ふべ き 格と 見所た 

り、 (然れ ば 此の 瑞宮を 美 豆 美 夜と 引鑌 くる 如き も、 大宮 とか 小宮 とか 云 ふに 係け て は 瑞之大 宮瑞之 小宮. などと、 能 

の辭 より 承け て 下へ 緩く 可き 事な りと 知るべし、 若て 此に檜 可 T 以爲 一, 瑞宮 一之 材， と 有る と、 齊明 天皇 元年 御 紀に叉 於- 

深山 廣谷， 擬 T 造，： 宮殿， 之 材.. と 有る と 文法 相似たり、 爲字を 造 字の 如く 訓 むべき 證 なり、) 倍 此瑞宮 と 云 ふ は 瑞 殴 

と 云 ふに 等しき を、 殿 は 唯 殿 舍を云 ひて 狹 きを、 宮と云 ふ 時は總 ての 構 內を云 ひて 甚廣く 亙れる 者な り、 然れ ども 此 


は 口 訣に瑞 宮殿 也と 有る が 如くなる 可し、 古語 拾遺 天石窟 段に、 令 T 手 置 帆 食 彥狹知 ニ神以 -11K 御 量- (大小 斤雜器 等) 

伐-一大 峽小峽 之 材-而 造 41 殿 i  (古語 美 豆 能 美 阿良 可) と 有る に應 へて、 其 神武 天皇 段に、 仍 令た 大富命 (太 玉 命 之 孫) 

i ァ， 手 置 帆 食狹知 1 一 神 之 孫？ 以，， 齋斧齋 組， 始 採-山 材； 構 S 立 正殿 h 所謂 底 都 磐 根 宫柱布 都 之 利 立、 高 天 乃 原 爾榑風 高 之 利、 

我 皇孫 命 力 美 豆 乃 御殿 乎 造 奉レ仕 也と 見え、 祈 年月 次 山 ロ神詞 に、 遠山 近山爾 生 大木 小 木 乎、 本末 打 切 g 持參來 

皇御孫 命 能 瑞能 御 舍仕奉 s、 大 殿祭詞 に、 皇御孫 之 命 乃 御殿 チ、 今 奥山 乃 大峽 小峽爾 立留木 乎、 齋部能 齋斧乎 以伐 橾氐、 

本末 乎. W 山 神 ® 祭氐、 中 問 乎 持 出来 氏、 齋組乎 以齋柱 立 s、 皇御孫 之 命 力 天 之 御 霧 日 之 御騎止 造 奉仕 s» 瑞之 御殿 (古語 

云-一 阿良 可，) 大城詞 に、 下 津磐根 爾宮柱 太 敷 立、 高天原 爾 千木 高 知 R、 皇御孫 之 命 乃 美 頭 乃 御 舍仕奉 S など 有る 是な 

り、 偖此 瑞宮瑞 殿瑞籬 など Q 瑞は、 大凡 は 嚴と云 ふに 同じく して、 齋淸ま はりた る 由と 聞 ゆ、 其 は 右に 引ける 古語 拾 

遺、 大 殿祭詞 等に 齋斧齋 組 等 を 以て 作れる 運 を 云 ひて、 其 結句 は 端 殿な り、 また 彼 私記に，' 瑞籠を 俗 云 美 豆 加岐、 一 

云 伊賀 岐と 有る は 齋簸の 略なる を も 思 合す 可く、 叉此大 八洲 國を瑞 穗國と 云 ふ も、 天孫 降臨 章 第二 一書に、 天 照 太 神 

叉 勅 曰、 以， 一 吾 高天原 所 レ御齋 庭 之穗ハ 亦 當レ御 n 於 御兒， と 有る に 據れる 事 云 ふも更 なる が、 此瑞穗 國を齋 穗國と 心得 

む も 事 更に 違 はざる 可し、 其事傳 三十に 注す 可き なり、 ロ訣 に、 瑞 褒美 之稱と 有る より 始めて 古 來此を 愛た き義 なり 

と 云 ひ，' 物の 麗 はしき を稱 云ふ辭 なりと 云へ る、 何れも 其說の 非なる に は 非 ざれ ども、 傳 八に 注せる 如く、 物の 極め 

て淸 く成竟 たる を 伊豆と 云へ る、 卽神 名の 伊豆 能賣 神と 申し、 屋には 出 雲 神 賀詞に、 伊豆 能眞屋 ® 危 草 乎、 伊豆 能 席 

莉敷支 天、 伊豆 W 黑益 之な ど 云ふ是 なり、 其 伊豆に 美の 貢 を 上に 加 ふる 時 は、 猶其 上に も淸く 潔き 一一 一一 tr と 成る を、 切 
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て 美 豆と は 云へ るな り、 元 正 1K 皇の大 御名 を 日本 根子 高瑞 淨足她 皇と 申し 奉りて、 瑞淨 足と 續け 申す 首 意 を も辨ふ 

可き 者な りかし、 若て 世 中に 物の 淸 潔なる 許り 稱 美べき は 無く、 叉麗 美しき は 非 ざり ければ、 卽其 意に も 用 ひ 来れる 

にぞ 有りけ る、 (叉 水と 云 ふ 一 百 も滿に 同じと 雖も、 此も淸 潔き 義 にて 此美 豆に 等しく、 冠辭考 に、 「美 豆て ふ 語 は 先 は 

草木の 若く 美く しく 榮 ゆる を 云 ふより、 萬の 物 を讃稱 へて 美 豆 云々 と は 一 K ひけら し、 萬葉卷 十三に 槻 木に 水 枝 刺と 詠 

み、 f にも 若木 を 美 豆 木、 若枝 を 美 豆 枝、 若く 健 かなる 人 を 美 豆 美 豆し など 云 ひ、 遠 江 人 は 檯をも 今 俗の 賢 木て ふ 木 

を も 其 外に も 常 葉なる 若木の 靑々 と 爲 たる を 總て美 豆 木と 一 おへり、 古語の 殘れる 者な り」 と 云 はれた る は實に 然る 說 

なる に、 美 豆て ふ 語の ffi 自を 草木に 取られた る は 如何、 草木に 云 ふ も 宮殿に 云 ふ も 本 は 一 にて、 淸く 潔き 方より 取れ 

る 者と 心得む 何で ふ 事 か は 有らむ、 今 俗言に 物の 淸 きに 在れ 麗しき に 在れ、 其 勝れて 快き 事の 人に も 著明く 顯 はる- 

程の 事 を 美 豆 際立つ と 云 ふ も此瑞 にて 右と 同意な り、 叉 神武 ^<皇 戊 午年 御紀 に、 乃 有 二 金色 靈鵄？ 飛来 止 一一 于 皇弓弭 一と 

有りて、 下に 及， 皇軍 之 得，, 鵄瑞， 也と 有る、 此 にも 美 豆と 訓み、 仁德 天皇 元年 御紀に 有」 瑞是天 之 表 也と 有る を始 とし 

て 祥瑞の 事に 云 ふ 瑞字は 更なり、 天 武 天皇 十二 年 御紀に 1K 端 を 阿 麻 都 美 豆と 訓み、 萬 葉 十九 卷三 十九 丁に 從 古昔、 無. 

利 之 if 多婢末 禰久、 申 多 麻 比 奴と 有るな ど、 此を美 豆と 云へ る は其祥 瑞を顯 はし 給 ふ 神祇の 方に 係け て 一 K へる にて、 

此 休祥 を受 くる 方に 就ても：^ めて 麗 美しき 事、 善事の 極なる 義 なり、 歷 朝詔詞 解に、 右 等 を 美 豆と 訓むを 僻事と して 

何れも 志 流 斯と訓 むべ く 云 はれ たれ ども、 其瑞は 休祥と して 出す 物に 云 ひ、 志 流斯は 此方に て 其 事の 狀を 以て 何 Q 徵 

某の 表と 曉り 得る を 云 ふに て、 凡體 用の 差別なる 者ぞ かし、) 〇 材は紀 と 調むべし、 卽ち檜 を 宫材に 用 ゆる 法 をお め 


させ 給へ るな り >  右に 注せる 如く， 寓葉ー 三十 二 ，丁ビ」、 眞木佐苦、檜乃濡手乎と有る其を承けて、泉？^;^河爾持越流> 

眞木乃 都 麻 手 乎と 云へ るに、 其 十三 (七 丁) に眞木 積、 泉 河 乃と 詠みた るに、 十一 (二十 七 丁〕 に、 宫材 引、 泉 之 追 馬 喚 

犬 二、 立 民 乃、 息 時 無、 戀渡可 聞と 有る を 以て、 檜を宮 村と 云 ふ 事 を も 知るべきな り、 此歌 古今 六帖に は、 「宮 木曳く 

厚狭の 杣に 立つ 民 0、 止む 特も 無く 戀 渡る 哉.」 叉 「宮 木曳く 泉の 杣に 立つ 雲の、 止 時 も 無し 我戀 らく は， 一 と 二 首に 成 

ヒダラ シ  - 

りて 其意少 か異れ り、 古今 集 卷第十 物 名 寒 蟬を貫 之、 「杣人 は宫木 引く らし 足 曳0、 山の 山彥呼 動むな り」 など も 所 

スサ 

見たり、 其 外 諸 木 を も 召さる \ 事 なれ ども、 堀川 院百 首に、 基 俊、 「宮木 引 人 も 賞め ぬ 松 枝 は、 谷の 底に ぞ 年老に け 

る 一 と 詠める も、 松 を 宮材に は 引かれ ざるが 故な り、 斯れば 殿舍の 御料と 云 ひて 引かせら る \ 宫材と 云 ふ ぞ獨此 檜な 

りけ る、 通證 に、 玉 木 某 曰、 至レ今 皇居 神宮 不レ 用， ー異材 T 屋亦以 ，1 檜 皮， 葺， 之と 云へ り、 作物 語ながら 源氏 眞木 注卷に 

「常に 寄 居 給 ふ 東 表の 柱 を 人に 讓る 心ち し 給 ふも哀 にて、 姬君檜 皮 色の 紙の 重ね 只少 かなる に 書きて、 注の ひ 割れた 

る 挾 間に 竿の 鋒して 押入れ 給 ふ、 今 はとて 宿 離ぬ とて 馴來 つる、 眞 木の 柱よ 我 を 忘るな J 云々 と 有る、 檜 皮 色 を 細流 

に、 「古き 注の 色に 寄せたり」 と 有り、 此は宮 の 御 女の 住ませ 給 ふ 殿 なれば 此眞木 柱 は 檜 を 云へ り、. また 右に 檜 皮 を 

云 ふ 事、 其眞木 柱に 係け て 其 屋の事 を も 思 ひ 寄せた る 可し、 實に 上古より 以降 殿舍の 制に 於て は、 時世に 從 ひて 沿革 

れる事 も 有りと 雖も、 其宮材 に 於て は今猶 古昔の 如し、 一 度 神代に 法制 定まりて、 一 K 壤と 共に 改易 ふべ からざる なむ、 

實に可 長き 神 量に は 坐々 ける、 (今 も 神社 は格钊 にして、 俗 家の 注な どに 交 用 ふる は 難 無 けれども、 總 て を 檜 以て 作 

る 時 は 其 家 必衰へ 亡ぶ る 事なる 故に、 深く 忌憚る 事な りと 古老の 偉へ 云へ る、 實に其 驗有を 見る 事數 なりと、 予 幼く 
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して 母 Q 人に 物語り 爲ら る，^ を 聞たり き、 檜 はし も、 皇御孫 尊の 瑞宫 Q 御料と 素 斐嗚大 神の 然し も 定め 置かせ 給 ふ 所 

なる を、 漫 りに 屋材に 用 ふる 事 は 謂 ゆる 偕亂 の罪甚 じき 者な り、 朝廷に は 寛仁なる 大 御意 御 在し 坐す が 故に、 古より 

其 を 律 させ 給 ふ 御 制 も 立てさせ 給 はすと 雖も、 皇神 等の 御 政に 爭 でか は 其 を 許容 させ 給 はむ、 此を 以て 其 御 罰め に は 

遇 ひ 奉る 事と 所見たり、 況てゃ 朝廷の 禮 典を擬 取り、 朝 儀 を 天下に 掠 行 ひ、 其 舍屋を 皇宮よりも 麗 美しく 作り 擬へ、 

天子 を 行へ る 鎌 倉 足利兩 家の 僑敖 終に 其 祀を斷 つに 至りて は、 甚々 可 長き 御 事なる ぞ かし、) 〇 被 は 檜 を 可 T 以爲， ー瑞 

宮，之材1と有る.に5*.^ひて、 天 下 蒼生の 家宅 を 作る 料に 具へ させ 給へ るに て、 更に 棺槨の 善に 非ざる 事、 に 委しく 辨 

ふるが 如し、 借 右に 注せる が 如く、 瑞宮は 檜 以て 作らせ 給 ふ御定 なる が 故に、 其 檜を稱 美て 眞 木と 云 ふ を 以て、. 此枝 

を 以て、 屋に 作る 事 を 人 皆 知らざる なり、 萬 紫に も 二 (三十 丁) に、 眞木 柱、 太 心 者、 六 (十四 丁) に、 眞木 柱、 太 高 敷 

而、 二十 ニー 十一 丁) に、 麻氣波 之 良、 寶米豆 豆 久禮留 と 有るな ど は 謂 ゆる 殿舍の 事に して、 檜 柱を稱 美へ て眞木 柱と 

は 云へ るなる が、 必然 Q みに も 非 ざり けり、 其 は播磨 風土記に、 所々 の 産物 を擧 げたる 中に 生，, 檜 杉, と 有りて、 別に 

生-一 眞木栀 杉-と 有る 眞木は 此に謂 ゆる 枝なる は 然る 物に て、 萬 葉 七 (三十 四 丁) に、 木 柱、 住 蘇 麻 人、 ^左 佐 目 丹." • 

借 廬之爲 跡、 造 計 米 八方と 有る は 民 屋の狀 に 聞 ゆれば、 此 なむ 拔木を 以て 作れる 柱な りけ る、 猶 十一 (十五 丁) に、 奥 

山 之、 眞木 乃板戶 乎、 柙開、 思惠也 ffi 來根、 後者 何 將爲、 叉 (二十 四 丁)、 奥山 之、 眞木之 板戸 乎、 音速 見、 妹 之 常 乃、 

霜 上爾宿 奴、 十四 (二十 一 丁) に、 於 久夜麻 能、 眞 木乃伊 多 度 乎、 等 杼登之 s、 和 我 比 良 可 武爾、 伊利 伎 氐奈佐 織と 有 

るな ど は 甚く 伦び たる 狀 なれば、 此も亦 民 屋の板 lOjy て、 更に 皇宮に 預る 事なら ざれば、 此梭を 以て 作れる 家の 謂な 

. ■  r     .  n 


り、 後の 歌に は 殊に 多くて、 千載 集に 源定 信、 「音に さへ 袂を 濡らす 時雨 哉、 枝の 板屋の 夜 は Q 寢覺 に」 俊 成、 「疏離 

なる 被の 板戸の 音 はして、 漏れぬ 時雨 や 木 葉な るら む」 鑌後拾 遣 集に 後 法 性 寺 入道、 「彼の 屋に絕 えす 音す る 木 葉-」 

そ、 時雨ぬ 夜 はの 時雨な り けれ.」 大江廣 房、 「核の 屋に 時雨の 音の 絶えし より、 庭 も 籠も 積る 白雪」 堀 河院百 首に 顯 

仲 朝臣、 「故鄕 の 枝の 板屋の 妻 庇、 霰 走し る冬ぞ 寂しき」 千 五百番 歌合に 源 家長、 「山陰 や 木 葉 時雨る 枝の 屋に、 漏れ 

ぬ 窄は祌 にの みして， 一 定家百 首に、 「被の 屋に 霰の 音も絕 つ. -1、 風の 行方に 靡く 叢雲」 散 木 集 物 名 繼木乃 矢 立 を、 「三 

倉 山 枝の 屋 建て \ 住む 民 は、 年 を 積ても 朽ち じと ぞ思 ふ」 など 有る、 此等は 例の 詠 物 なれば、 物の 證には 立つ まじき 

物から、 甚く 物 哀れなる 事 を 云 はむ とて 被 屋又被 板屋 を 詠める なれば、 當 昔の 民屋は 多く 披 以て 作りて 甚物速 なげな 

りし 狀を 見る に 足れり と 云 ふべ く、 叉 散 木 集に 年 を 積む とも 朽ち じと ぞ思 ふ」 と 詠める は、 上に 已に此 被 を 注す 所に 

引ける 和名 抄に、 玉篇 云、 枝 木 名、 作レ 柱、 埋レ之 能 不レ腐 者 也と 有れば、 西蕃 にても 枝 以て 柱に は 作れるな めり、 況 

て 我 上古の 家 造 はし も 謂 ゆる 堀 立と 云ふ狀 にて、 柱 をば 土中に 埋め 物爲 たりけ むから、 其 埋めて 腐らざる を 甚く 賞て、 

伦の 良材より は 此被を 以て 民屋の 柱と は 成したり けらし、 京 浪華 を 除きて は 五 畿內叉 播磨淡 路の邊 僻の 地に は、 今よ 

り 百年 餘 以前に 建てた る 民家 を 見る に、 何れも 拔と樣 との ニ樹を 以て 作 れ る な む 多 在りけ る、 祌 代の 遺制と 云 ふべ 

し、 (此梭 に 謂 ゆる 高 野 横 吉野横 は 其 土地に 因りて 種類の 異なるな り、 叉津輕 横と 云 ふ も 一種に て、 彼 國には 殊に 多 

かりければ 民家 は 其 木 を 以て 作る 事と ぞ、 右 等 Q 中に 眞 横と 云 ふと 草 横と 云 ふと 二種 有りて、 眞模 は材に 宜しく、 草 

稹は 葉な む 麗し かりけ ると 云へ り、 惜叉樓 木 はし も 樅に 似て 被と は 良 短し と雖 も、 此 も-おの 一 種と 见 えたり、 萬 葉 一 
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卷 十六 丁に、 稷木 乃、 彌繼々 爾、 三卷 二十 九 丁に、 三 諸 乃、 祌名備 山爾、 五百枝 刺、 繁生 有、 都 賀乃樹 乃、 彌繼 3 爾、 

六卷十 丁に、 瀧 上 之、 御舟 乃 山爾、 水 枝 指、 四時 爾生 有、 刀 我乃樹 乃、 彌繼嗣 雨な ど 有りて、 都賀 とも 刀 我と も 云 ひ 

て 今 世俗に 云 ふ 所も然 り、 和名 抄郡 名に 下野 都 賀と云 ふ 有り、 叉、 鄕 名に 伹馬國 朝来 郡 東 河 土 加と 書せ る も、 此 木に 

因れる 地名に は 非ざる か、 祌名 式に 刀 我 石 部 神社 所見たり、， 冠辭考 に、 今人 栂〕， 子 を 用 ふる 木 を 山城に て は 刀 我と 云 ひ-" 

田舍 にて は 都賀と 云へ り、 栂は 樅の 類 なれば、 古 別に 名 有る 事無し、 和名 抄 にも 樅 は 有れ ども、 都 賀刀我 Q 名 は舉げ 

ざるな り、 萬 葉に 都賀と 詠める は黄揚 ならむ 云- << と 云 はれた るは甚 じき 僻事に て、 都 介 は 黄楊に て 別な り、 都 賀は樓 

叉栂の 事に て 然る 可し、 其 も 亦 慘と葉 相似た る 者なる が、 此を傳 二十 五卷に 引ける 伊豫 風土記に は臣 木と 云 ひて、 

卽 神武 天皇 戊 午年 御 紀に謂 ゆる 母 木な ろ を、 其 も有レ 人隱， 一 於 大樹， 而得レ 免， 難、 仍 指，, 其樹， 曰 恩 如, 母 云 々とま ふより 

起れ るに て、 本よりの 稱に 非ら ざれば、 右 Q 樅 も樓も 共に 其 本 は 被の 別種なる が 故に、 和名 抄字鏡 共に 別に 都贺 をば 

舉 ざるに こそ、) 〇 顯見 蒼生 は、 ロ訣に 人民 也と 有る が 如し、 借 右に 瑞宮と 詔 給へ る は、 上に 吾 兒所レ 御之國 云々 と 詔 

給へ る吾兒 にて、 卽ち皇 御 孫 尊の 大宮の 御 事 を先づ 沙汰し 給 ひて、 次に 天下 人民の 家宅の 事に 及ばせ 給へ るな り、 此. 

顯見 蒼生の 事 は 已に傳 十二に 注せり き、 〇 枝 可 ミ以爲 ，1 顯見 蒼生 奧津棄 戶將レ 臥 之 具， の此 一 段に 於て は、 中古 以来 正し 

き說を 得すして、 此に素 戔嗚大 神顯見 蒼生の 爲に 格槨を 作る 方 を 定めさせ 給へ る 者と 思へ り、 今 其說を 舉げて 此を辨 

へ、 然 後に 予が說 を 定めむ とす、 先 づ奧津 棄戶を 下に 棄戶此 云，, 須 多坏, と訓を 注された る を 見れば、 此字 はし も御紀 

の 御 撰 有る 其 時に 當リ て、 須多坏 の 一一 一一 II に 合せて 物 爲られ たるな りけ り、 然るに 古本 金澤本 共に 棄戶に 作り、 口 訣本纂 


蔬本及 舊事紀 に 載せた る 共に 棄 尸に 作れり、 唐 書に 謝レ 柁棄， 尸と 云 ふ 字 有りければ、 其 を 取りて 棄 尸と 書かれた るら 

むと 思 ふに、 必然し も 非 ざり けり、 其は棄 字に 須都須 多 流の 訓 有れ ども、 尸 字に 坏に 當る訓 はし も 古より 未見 聞か ざ 

る 所な り、 又此を 棄戶と 見る 時 は戶を 杯と 訓む 例少 からざる なり、 先づ 古事記に 大戶比 賣祌と 申す 有り、 其 事に 就て 

へ フムダ タノへ  タ ミズへ 

傳ニ 十四に 巳に 引ける 欽明 天皇 御 紀に戶 籍叉田 戶と云 ふ 事 始めて 見え、 孝德 天 皇御紀 に 民戸と 云 ふ 事 有り、 姓氏 錄 

(河 內國皇 別) に大戶 首と 云 ふ も 有る は、 正しく 戶を 杯と 訓 むべ き 的 例な り、 然る 時 は 古本 金澤本 共に 妻戸と 作るな む 

須多 杯の 言に 當れる を、 其 も 正字に は 非す して 唯假字 なれば、 此 字に 依りて 義を 求む 可き に 非ざる を、 遞 返に 唐 書に 

棄 尸と 云 ふ 字の 有る が 似た る 事故に、 終に 說者其 誤 を 承け て 叉 誤れる 說を引 W づる種 は ひとは 成りに たり、 (但 天孫 

降臨 章に、 則 知，, 天 稚彥己 死 f 乃 遣 二 疾風， 擧， 尸致レ 天、 便 造， ー喪屋 一而 寧に 之と 書され、 以， t:- 爲二尸 者， と 云 ふ 事 も 有れ 

ば、 此 等の 事に も 見合せ て、 棄 戶を棄 尸と 作れる も 亦 知る ベから す、 下に 委しく 云へ り、 考 合す 可し、) 其 奧津を 私 

記に 於久 津と訓 みたり、 此に 依りて ロ訣 に、 塚 謂， 一 於 枳蒐枳 一と 云ふ說 起れ り、 崇： ilK 皇前紀 に、 雙 n 起 墓 於 有眞香 

邑 T 葬 = 萬與 犬焉と 有りて、 葬 字 を 於 久と訓 ませ たれ ども、 上に 墓の 事 を 云へ るに 合せた る 者に て、 天智 天皇 □□ 御 

紀に丘 墓 を 於久都 枳と訓 める 於久 なれば、 此奥津 のみに て は 語 を 成さ るな り、 偖 其枳は 天孫 降臨 章に 山陵と 有る を、 

私記に 美 左々 岐と訓 める は 御 小 城と 云 ふ 事に て、 現 身の 御在所より は少 やかなる 義 なり、 E 京 行 天皇 四十 年御紀 日本 武 

尊 を 葬 奉れる 所に 棺 二字 有る を、 美枳 とも 比登枳 とも 訓 める は 身 城な り 人 城な り、 下に 引く 和名 抄を 見合す 可し.. 

天智 天皇 六 年 御紀に 石槨と 有る を、 萬 葉 十六 (十一 丁) に、 事 之 有 者、 小 泊瀨山 乃、 石城爾 母、 隱者 共爾、 莫思吾 背、 
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と 見え たれば 石城卽 正字な り、 然れば 於 久都枳 は置津 城に て、 屍 を 置く 城と 云 ふ 事な りけ り、 萬 葉 三 (四十 八丁) に、 

奧槨 乎、 此間登 波 聞杼、 叉 勝壯鹿 之、 問々 能 手兒名 之、 奧津 城處、 叉 (五，！' ヒ丁) に、 吾妹 子 之、 奥 槨常念 者、 波之吉 

佐寳 山、 九 (三十 三 丁) に、 奥 城矣、 吾 立 見者、 永せ 乃、 語爾爲 乍、 後人、 低 雨世武 等、 玉样 乃、 道邊 近、 iSI い"， lii 

矣、 叉 蒐會處 女 乃、 奥 城 叙此、 又 (三十 五 丁)、 浪昔 乃、 驟湊 之、 奥津城 雨、 妹 之 臥 勢 流、 叉 (三十 八丁 /■ 奧槨 乎、 往 

來跡 見者、 哭耳之 所 泣、 十九 (二十 七 丁) に、 奥 墓 乎、 此間 定而と 有るな ど、 奧槨奥 墓 奥 城奥津 城な ど 害け る、 何れも 

人の 家 墓 を 云 ふなり、 偖 和名 抄葬遠 具に、 棺四 字苑 云、 棺 音棺、 一 音 貫、 (和名 比 止岐) 所な 以 盛,， 屍 也、 屍 (音與 

レ尸 同、 訓或 通) 死人 形體 曰， 屍 也、 槨野 王曰槨 (古 博 反、 與， 郭同、 和名 於 保 止 古) 周 レ柁者 也と 有り、 其 於 保 止 古 

は大牀 なる 可し、 此は槨 に は 非 ざれ ども、 緩 靖-大 皇前紀 に 臥 M 于 大牀， と 云 ふ 語 有る は、 古に は臥棺 なりし 事に 思 寄ら 

れ 侍り、 若て 棺は人 を 盛る 內城 なり、 槨は其 城 を 周ら す 外郭なる を、 其 を 埋めて 家 墓と 爲る を奥津 城と は 云 へ るに て、 

其 於 久と云 ふ は 棺槨を 置きて 上に 土 を 築け る なれば、 此の 奥 津は縱 や 奥 墓の 事な りと も、 下に 都积の 一一 一一 n 無くして 奥 律 

のみなら むに は、 其 語 を 成す 可から すと は 云 ふなり、 (因 云、 其 十八 卷 二十 丁なる 長歌の 句に、 大伴 能、 遠津 神， ま 乃、 

其 名 乎 婆、 大來目 主 登、 於 比 母 知 Br 都 加 倍 之官、 海 行者、 美都久 屍、 山 行者、 草牟須 屍、 大皇 乃、 敝爾許 曾 死 米、 

可 弊 里 見 波、 勢 自等許 等 太 HTT 丈夫 乃、 伎 欲 吉彼名 乎、 伊 爾之敝 欲、 伊 麻 乃 乎 追 通 雨、 奈 我佐敝 流、 於 夜 能 子等 毛會 

と 有りて 其 反歌に、 大伴 能、 等 保 追 可 牟於夜 能、 於 久都奇 波、 之 流 久之米 多 1^ 一、 比 等 能 之 流 倍久、 と 有る 於 久都奇 は 

右に 謂 ゆる 家 墓と は 恩 はれす、 遠 津神祖 大來目 主命 を 祀る社 壇な ど を 云 ふなら む を、 美 都久屍 草牟須 屍と 有る に 就て 


其緣 にて 云へ るなら むかと 思 ふに、 已に傳 十七 卷に 引て 注せる 古本 祌樂 歌に 1 於幾津 支爾、 須女祌 多 知 乎 1 以波比 古 

志、 心 波 今 曾、 多 乃 志 加里 介留、 と 有る を 梁 塵 愚案 抄に、 「於 幾 津支は 人 を 葬む る 塚の 事 を 申 侍れ ど、 此には 神の 小 

祠を 於幾津 支と 見る か」 と 有る が 如くに て、 祌樂 は齋戒 して 行 ふ 者な り、 家 墓の 事 をば霄 にも 忌憚る 事なる を、 此に 

て は 神の 御座 を 申す と 聞 ゆれば、 右の 萬 落 十八 卷 なる も大 伴の 氏神の 御座 を 云 ふなり、 其 も 神體を 置て 神の 御座と は 

仕 奉れる にて、 事 は 各 別 なれ ども 其 心 用 ひに 於て は 一 なる 可し、) 棄戶此 云， ー須多 杯， は、 ffi 雲 風土記 意 宇 郡の 官 社に 

須多社 見 ゆ、 神 名 式に 謂 ゆる 須多神 社是な り、 又 未官知 社に 須多 SE 社 有りと 雖も、 山 代 鄕須田 谷と 云 ふ 地 有れば、 此 

の 棄戶の 引合と は 成ら ざめ り、 叉 萬 紫 五 ニニ 十九 丁) 亡た る 男子 を戀 ふる 長歌に、 漸々 爾、 可 多 知 久都保 里、 朝 々爾、 

伊 布 許 登 夜 美、 靈剠、 伊 乃 知 多延 奴禮、 と 有りて 反歌に、 和 可家禮 婆、 道行 之 良士、 末 比 波 世武、 之 多敝乃 使、 於 比 

登 保 良 世、 と 有る 四 句 は 下方 使と 云 ふ 事に て、 其 頃 死人の 靈は 黄泉に 行く 事と 心得た る 其 誤 を 受けて 詠める なれば 

本より 實 事に は 非ざる を、 此之 多敝は 黄泉の 事 を 云へ るに て、 此の 須多 杯と 1 に は 成る まじき 事 云 ふ も 更なり、 直 指 

と 云 ふ 物に、 「須多 杯 Q 須多 は棄 なり、 杯 は 尸な り、 尸を棄 つと 云ふ義 なり、 棄と云 ふ は 惡み厭 ひて 棄 つるに 非す、 

人の 尸 を 縦 ひ 棺槨衣 衾の 美 を 盡し翠 柳 明 器の 禮を 極む と 一 K ふと も、 土中に 埋む 上は棄 つる 理 なり、 若棄 つる 事 有る ベ 

からすと 云 は i -、 孝子 慈 孫の 身と して は 父祖の 死骸 を 永ぶ ろに、 同室に 於て 朝夕 生に 仕 ふるが 如くに して、 決して 土 

中に 埋む まじき 事な り、 然れ ども 異國 本朝 共に 古來 土中に 棄 てたり、 其棄 つる 中に 禮式儀 文 有る 事な り」 と 云へ. る、 

1 應は 然る 事と も 聞 ゆれ ども、 古より 屍 を 杯と 云 ふ 事 を 聞かす、 又 其 土中に 埋 むと 云 ふ も 納め 置く 意 なれば、 其 屍に 
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對 へて 棄と sill 事共な り、 (叉 白 井奮說 に、 「asf  5§、 津 S 助、 棄 5 須爹由 流と 云 

ふ Q 訓なれ ば、 尸 を 以て 襲つ る Q 管り、 或震議 5lst、  S は 土 深く 築 入る 事、 棄尸 S つ， る家 

と 云 ふ 事、 或 鐘つ る 肌と も 云 ふ」 と 云へ るな ど は 殊に 苦しげ なる 說 なり、 此 Q 須多杯 を棄絕 とし 霞と し棄 肌と し 

て 其 何れ を 本 說と爲 るに や、 此の 棄戶を 右に 引ける 唐 書の 斷レ 椅棄， 尸と 云 ふ 事に 見合せ て、 尸 を 以て 說を 成す 者は悉 

に 取る にも 足らす と 云 ふ 程の 事な り、) 將臥之 具の 將臥を 私記に 母徵布 須と訓 み、 諸 本 共に 母 知 布 佐 牟と訓 みて、 將 

字に 母 g 訓を當 つる は 下な If 器具 Q 如く 思へ る tQ 僻 S り、 此は布 佐 牟と訓 むべ し、 S 紀將 レ| 具 

Q 下に、 私 管、 問 是何用 哉、 答是 作レ棺 也、 死人 臥 化、 故 云， 將 臥-耳と 所見た る は、 當時 e く 此說に 暗 かりし なり 

けり、 此謬說 を 立て-^ 直 指に、 「上古に は 尸 を 葬る に棺 中に 令 レ^たり と 有る は是 にて 知られたり、 祌 代の 葬 尸 を 令 

レ 臥る 事此 文明 管り」 と 2 て、 i0assf. 上 S 議戶と 有 i 棺槨と f か气 

此の 將， 臥 も其棺 中に 臥す 事と 思へ る は 惑へ り、 凡て 說を 成す に は 其 章句 を逐 ひて 委曲に 明ら 1 たる 上なら では 云 は 

る まじき 事なる を、 棄戶 Q 戶を尸 II 立つ る は然は 有る まじき にも 非 ざれ ども、 杯眷を 尸 S と爲る 如き 拙き 

說を 吐きながら、 解 も 得ざる 事 を 闇 推に 定め 云へ る は、 古人と 雖も 如何し き 事に 非す や、 &管 も、 上古 坐 棺未レ 見-" 

其證； 今驗 多 翁棺、 a. 其 尸 南 首 伸，， 手， 而臥、 或， 藏 -鏡| 物- S 但今 世士庶 多用- 

坐棺ー 蓋 取-其 便-也、 叉 聞 省 中舊忌 k 不レ 用、 需- > 于此 r 爾雅极 I 梭 i、 囊曰、 I レ. 松、 可 三以？ 船 及 

棺 材； 作， 柱？ -不，腐、 又 人 響 用 作 n 桶 板？ 甚耐レ 水、 霊 文作レ i 曰 杉と 云へ り、 右 Q 坐 棺臥棺 QSIQg 


本 著て 云へ る 者に て、 此に由 無し、 叉 省 中造營 忌, 梭不， 用と 有る も、 棺槨 Q 說起 りて 以来の 事なる 可し、 然る 忌 はし 

き 木なら むに は、 神武 天皇 戊 午年 御 紀丹生 川上に 御 在し 坐して 天 祌 地祇 祭らせ 給 ふ 所に、 譬猶， 1 枝葉 之 浮流， 者 云々 と 

譬 にも 詔 ffi; で 給 ふま じき 御 事なる を や、 叉 站を船 及棺材 と爲る は、 水に 腐らざる 木なる 故に こそ 有り けれ、 其 主と し 

て 用 ふる 所 は 柱に 在る 事 上に 注せる が 如し、 偖 樹字は 新撰 字 鏡に 溢 所 減反 須 木と 所見たり、 何れ か是 なる を 知らす、) 

右 等の 說共を 悉に 僻事と 爲る 所以 はし も、 此素妻 鳴大神 高天原より 遂 はれさせ 給 ひて 天降り 御 在し 坐し ける 以降 は、 

皇御孫 尊の 御 爲顯見 蒼生の 爲 のみ を 計らせ 御 在し 坐して、 萬の 御所 爲唯此 御 事の み 力め させ 御 在し 坐して、 此 にて 御 

身 毛を拔 散た せ 給 ひて 種々 の樹 種と 化し 生し 給へ る も、 誰が 爲 にか は 御 在し 坐 さむ、 此は 浮寶を 始め 瑞宮を 作り 民家 

を蕃 息し め 給 はむ 大御 心なる 事 を 見 奉り 知る 上 は、 徒に 古人の 說 をのみ 守り 難き 大義な む此に 在りけ る、 然る は 右に 

檜可ァ 以爲， ー瑞 宮, 之材， 也 は 皇御孫 尊の 大宮 造の 御 事 を 定めさせ 給へ るな り、 右に 對 へて、 枝 可， 以爲 ，1 顯見 蒼生 奥津棄 

戶將レ 臥 之 具 一也と 有る 御言に 顯見 蒼生と 有る は、 現在の 人民と 云 ふ 事な り、 然る 時 は 其 生る 事 ゃは輕 き、 死る 事 や は 

重き、 天神の 天地 を 造化り 給へ る も 地祇の 國土を 經營ら せ 給へ る も、 生と し 活ける 人の 爲に こそ は物爲 させ 15； 在し 坐し 

けれ、 然して 生る は 人の 常な り、 死る は 人の 變， なり、 其 常 を 捨て 變を 取る と 云 ふ 事 は、 世 中の 理に 於て 絕 えて 有る ま 

じき 事な りけ- リ、 斯る時 は 此奥津 棄戶と 云 ふ は 民家に て、 將， 臥と 云 ふなむ 其に 寢 臥す 事 を 云 ふなり ける、 然る は皇 

宮を 始め 奉り 民 庶と雖 も 家居 を定 むる は、 其 所に 寢 起して 其 所業 を カ行 ふ 中に も、 皇御孫 尊 はし も 瑞宮の 內に御 在し 

坐して 天下 を 召し 給 ふ 御 職な り、 顯見 蒼生と 云 ふ 中には 朝臣 有り 民庶 有りと 雖も、 取 總て云 ふ 時 は、 朝臣 は 日毎に 御 
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前に 侍ら ひて 其 御 趣を受 賜り. 仕 奉る 可く、 民庶は 日々 に 農 桑に W 渡ら ひて 其 勤な む 暇 非 ざり ければ、 各 其 家宅 は 持ち 

ながら、 唯 夜毎に 家に 在りて 安寢 する のみ、 貴き も賤 きも 其 身の 常と 爲る 事なる が 故に、 將レ臥 之 具と 詔 給へ る 事に 

て、 此は 實に大 神の 深く 大御心 を 用 ひさせ 給へ る大 御言に は 有るな りけ り、 (其 事は猶 下に も 云 ふべ し、 但今は 男子 

の 常 を 以て 云 ふなり、 婦人 小兒の 如き は 本より 其 家に 在りて 伦に 物爲る 者に は 非す と雖 も、 然る 末々 の 事共 迄 を も 別 

て 詔 給 ふ 可き に 非 ざれば、 如此霄 の 簡易き 中に 大 なる 味 有る 事と 知るべし、 凡て 天地 神祇の 御所 爲に 悉く 經濟の 方よ 

り 外 は 無き 者ぞ とよ、) 倦皇 大御國 はし も、 神代より 始めて 葬禮の 事な ども 伦國 より は 貪に 勝りて 懇切な りし かば、 

棺槨の 事 其 fs^ なむ 甚 しかりければ、 孝德 天 皇ニ年 御紀の 詔に 引かせ 給へ る 魏文紀 に、 榕櫛 足， ー以朽 UH、 衣转 足， ー以朽 U 

宍而已 と 云 ふ 如き 薄情なる 事 は 無くして、 棺槨 0 制 衣^の 設な ども 甚 忠誠に 物 爲られ たりけ む 御 事 は、 山陵の 崇大な 

る 丘 墓の 高 重なる 狀、 却り て 物事の 甚 能くし も 開けて 事 整へ りけ る 今せ の 及ぶ 所に 非す、 叉禮榱 弓に は擇， 一 不食之 地， 

而 葬と 云 ふ 事 有れ ども、 此方に は 雄 略 天 皇九年 御紀、 紀小弓 宿 臃の薨 られし 所に、 其從 へる 采女 大海が 一 百に 妾不レ 知- 1 

葬 所 一 願 占， 一良 地， と 申せる に tw.; て、 於 是大連 奉， 勅、 使 一，， 土師連 小鳥 作，， 1^ 墓 於 田 身輪邑 一而 葬レ之 也と 有る が 如き、 彼 は 

不食之 地 を擇ぶ を、 此には 願 占， 一良 地, と 見えた るに て、 其 葬儀の 厚く して 誠 有る 事實に 天下 萬 國に拉 無き 大御國 風な 

れば、 此 にても 素 卖嗚大 祌の棺 槨の事 を 定めさせ 給へ る 者と 1 應は思 ふめる 事 なれ ども、 先づ其 家居 を 占て 此に 住み 

其 世 涯を盡 して 後に 死に 就く 事なる が、 身 亡て 後に は 其 祌靈の 方 を 主として 祀ら る.^ 我が 古風な りければ、 此 にても 

其顯見 蒼生 を 住まし む 可き 家宅の 御定を 忘れさせ 給 ふが 如くして、 意 表 なる 棺槨 Q 事 を 沙汰し 給 ふ 可き に 非ざる を 


0i  III 甚く 古人と 其 g 異なりけ る 所以な り、 s.sss^^lo^ 

奥讓 ss なりければ、 Ikii 本より I る 

0^0":^|此は下な|||都久流とは，^"から^:、)ほ5^^;- 

r ひて、 謂 ゆきき 警り、 裏 十三 (二十 五 丁) に、， 乃、 
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UI 律と は置かせ給 へるな り、 is 養 ノ實乃 I 床-請 入、 1111 於- 

中 床-則 據 I 手， 床 li 床靈 上-と 有る 內床 lil 合 i 可し、 (IMt 

奥方と 3、  liflkisi 此は予 が f 待， して 人 皆 知る^ IP 棄戶. - 
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偖義ま 和名 抄居宅 具に、 簀 (板敷附) 蔣 Is 簧 (雲、 切程 式 板敷、 擊須乃 古) 床 参 竹 名 也と 有りて、 床 

子な りしと 見えて、 大 I 儀に、 其 悠紀主基 一 ー院 の事 を 正殿 一 宇 (■ 丈廣 一 丈 六尺、 養 一 丈、 變ー 丈 三 尸 き 
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葛 野 席， 覆 n 其 上； 菁高四 尺、 以，， 北 三 問， 爲 i、 南戶 都， 席、 以，， 南 一一 間， 爲レ 堂、 甍置 n 五 尺 堅せ 一木 八 枝？ 著 n 榑風 -) 構 

以，， 黑木？ 曹 以，， 靑草 T 其 上 以-黑 木- 爲 -1 町 形 r 以 n 黑葛， 結， 之以 -1 檜 竿， 爲 -1 承 塵 骨？ 以， 1 黑 葛，， 之、 以 -1 小町 席- 爲 -1 承 

塵 r 壁 都以， 草、 表 用- 1 伊勢 斑 席 i 裡用 >1 小町 席 T 敷， 地 以，； 束 少 (所謂 阿 都 加 草) 以， 1 播 磨簀， 加 n 其 上 f 黉 上加レ 席、 旣 

而掃部 寮以ー 一白 端 御壓， 加，, 席上？ 以 一, 坂 枕 一 施， ー疊 上， と 有る、 此播磨 簀又簀 上 を 1 本に は播磨 竹簀 又 竹簀 上と 有り、 踐 

祚大嘗 祭式に も 上 加-一 竹簀？ 其窒簀 上加レ 席と 所見たり、 大抵 此大 嘗宮 の製樣 はし も 上古の 皇居 神宮の 狀を擬 作らる i 

事なる に、 其 翁 床上に は 竹黉を 編みて 架し 給へ り、 大 殿祭詞 に、 引 結 葛 目 能 緩 比 取菁計 ま 早 乃 喚 岐 無久、 御床 都 比 

能 佐 夜 伎 夜 女 能 伊須 須伎 伊豆 都 志 伎せ 無久 と 見えた る 葛 目 は、 次なる 御床に 相應 きて 竹簀 を 結 縛むな. リ、 其 上文に 此乃 

敷 坐大宫 地底 津磐根 乃 極 美 下 津綱根 波 府虫能 禍無久 と 有る、 下に 古語 番繩之 類 謂 二 之綱极 一と 注し、 其 下津綱 根と 云 ふ 

物 床に 非す して 何 を か 云 はむ、 伹傳 二十 四に せ 事 記なる 久，^ 紀若窒 葛 根 神の 御名 を 擧げ、 顯宗 天 皇 御紀室 壽御詞 に 築 

立稚室 葛 根 云々 と 有る を 引て 注せる が 如く、 上古の 家 造 はし も 葛藤 を 以て 結 ひ 固め 建てた る 物にし 有りければ、 其總 

てに 瓦， る は 然る 物から、 右の 下 津綱根 叉 引 結 葛 目と 云 へ る、 此には 主と 其 御床の 事に 云 ひて、 卽ち簀 子 を 編成す 事 

に 云 ふなり、 三代 實錄十 一( 九 丁) に、 太 政官下 n 知 云々 等國？ 禁 n 村 木 短狹？ 及定 n 載 車 法" 日歩 子簀 子榲搏 長短 厚薄、 

去 si 曆 十五 年初 立， 一 制 法， 云々、 蓮 載 之 法何應 n 一同 f 須榲搏 三十 二 枚、 歩 板 八 枚、 黉子十 枚、 以， 此 爲レ定 云， -と 見え 

たれば、 竹簀 を 改めて 板 を 用 ふる 世と は 成り ぬれ ども、 猶簀 子の 古名 を 用 ひられた る 者なら むかし、 空穗俊 蔭に、 「屋 

共も壞 ち 取り つれば 唯寐殿 1 のみ 贅子も 無くて 云々」 と 有る も 其 床の 無き を 云 ふなり、 又 源氏 帚 木 (1 一十三 丁) に、 「鬥 


近き 廊の 簀予 だつ 物に 尻 掛けて とば かり 月 を 見る」 叉 (三十 八丁 r 「醉 進みて 错人々 簀 子に 臥つ、 靜 まりぬ」 叉 (四 

十四 丁)、 「簀子 Q 中の 程に 立ちた るに、 障子の 上より 朗 かに 見え 給へ る」 未 摘 花 (十三 丁) に、 「其 荒れた る簀 子に N ィ 

すま 欲き なり」 叉 (十五 丁) に、 i 簀子 など は 便 無く ぞ侍 なむ」 榊 (五 丁) に、 「此方 は贅子 許り 許され は 侍 やとて 升 

居 給へ り 一 畫合 (十六 丁) に、 「後凉 殿の 簀 子に 备心 寄つ.^ 侍ら ふ，. 一 槿 (五 丁) に、 「簀子 は 傍 痛ければ 南の 厢に 入れ 奉 

る， 一 野 分 (五 丁) に、 「今 参る やうに 打聲 作りて 簀 子の 方に 歩 w 給 へれば」 若菜 上 (百 三 丁) に、 「ォ 〈々の 殿上人 は簀 子に 

圓座 召して」 若菜 下 (一一 十九 丁) に、 「横笛 を 吹かせて 簀子侍 はせ 給 ふ 內には 云々" 又 (百 五 丁) に、 其より 下 Q 上達 

部は黉 子に 態となら ぬ 日の 事に て. 一 柏木 (四十 二 丁) に、 「け ふは簀 子に 居 給へば 甚輕ら かなる 御 坐な りと て 云々. 一 夕 

霧 (四十 五 丁) に、 少將の 君 を 取 分けて 召 寄す、 簀 子の 程 も 無 けれど 奥に 人 や 有らむ と 影 護くて， 一 叉 (七十 六 丁)、 「南 

面の 簀 子に 圓座指 》 て 云々. 一 樯姬. (二十 丁) に、 「簀 子に 甚 塞げに 萎める 童 一 人 同じ 樣 なる 云. -」 など 多く 見えた るが、 

床に も 云 ひ 叉 竹 像に も 云へ り、 (新撰 字 鏡に 簀阻革 反、 梭也、 板 也 V と 有りて 此に當 る； 百の 無き は脫 たるな めり、 忙 

國の狀 も 然るに や 有らむ、 「我 淡路國 にて 今より 百年 許 以上の 家 造に は 如何なる 大家 にても 板 敷 は 唯 客室に 在る Q み 

にして" 其餘は 皆竹箦 子な り、 況て 尋常の 家に は 絶えて 板 敷と 云 ふ 物 は 更に 無 かりき、 予が本 生の 家 も 今より は 二百 

年餘も 巳く 建てた るに て、 宅 は 健かに 大き かりし かど も、 板 間なる 所 は 僅に 疊を 敷く 床の みに して、 自餘 は竹箦 子に 

て 上に は 席 を 敷く 事な り、 去年 母に 見えが てら 行た る は、 家 をば 建替 へて 今風の 板 敷に 爲 たり、 打 見に は 宜しく も 有 

れ ども、 何と無く 田舍 めかす 成りぬ る こそ、 著な からぬ 心ち 爲 たり けれ.' 偖 其 床に 竹簀 を 架す に は、 何れも 葛藤 を以 
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て 編著く る 事なる が、 如何なる 事に や、 床 を加久 とも 簧子 を加久 とも 云へ り、 懸 くに は 非す 編む と 云べき 狀 なり、 )〇 

將レ臥 は 布 佐 牟と訓 むべ し、 卽ち篑 子の 上に 寢 臥す 事 を 云 ふなり、 源氏 須磨 (十 丁) に、 - 西の 薹に 渡り 給 へれば 御 格子 

も 參らで 眺め あかし 給 ひければ、 若き 童 所. <  に 打 臥て 今ぞ起 騒ぐ」 と 見 ゆ、 伹 此の 御殿の €： なりければ、 常の 臥處に 

は 非 ざれ ども 端近く 臥た る 趣な り、 惜 上代に は 凡ての 民 居 は甚麁 かりし 物に て、 萬 葉 五 (三十 丁) 貧窮 問答 歌に、 布 勢 

伊保 能、 麻 t 且 伊保 乃內爾 、直 土 雨、 藁 解 敷而、 父母 者、 枕 乃 可 多爾、 妻子 等 母 波、 足 乃 方 雨、 ffl 居而、 憂 吟、 可 麻 

度 si-#、 ガ i 布 伎 多 ス、 許 之伎爾 波、 久毛能 須2« 氏、 飯 炊、 事 毛和須 禮提、 奴延鳥 乃、 能 杼與比 居爾、 伊 等 乃 伎提、 

短 物 乎、 端 伎 流 等、 云 之 如、 楚取、 五十 戶長 我許惠 波、 寢屋度 麻： HT 來立呼 比 奴と 有る、 此は 甚く 貧しき 民 居の 狀を 

云 ふに て、 鼓ての 事に 非す と雖 も、 大抵の 悌 なむ 如此く 有りけ らし、 佑 右の 布 勢 伊保 は 伏 庵、 麻宜 伊保 は 曲 庵に て、 

促く 枉 りたる 謂な り、 下に 寢屋 度と 有る は、 其庵窒 を臥處 とする 事なる 故に 寢屋と は 云 ふなり、 三 (四十 八丁) に、 廬 

屋立、 妻問爲 家武、 九 (三十 五 丁) に、 廬 八療、 須須師 競と 有る は 謂 ゆる 妻屋の 事に て 別 なれ ども、 臥屋 にて 右の 寢屋 

に 其 意 相 異ならす、 八 (四十 五 丁) に、 田 廬爾居 者、 京師 所 念、 十六 (十五 丁) に 可 流 羽 須波田 盧乃毛 等 雨と 有りて、 下. 

に 田 廬者多 夫 I 也と 有る は 田 を 守れる 者の 屋 にて、 廬 屋田廬 共に 人の 住ま ふ 所 なれ ども、 臥す 事 を 主と 立て 布 勢と は 

云 ふなり、 然るに 和名 抄には 庵窒、 唐 韻 云、 庵 (烏 含 反) 方 一一 一 曰 腰 云、 草庵 (和名 伊保) 草舍 也と 云 ひ、 廬、 毛 詩 云、 農 人 

作 レ廬以 便 二 田 事, (力 魚 反、 和名 伊保) と 有りて 多 夫， と 云 ふ 事の 無き を 以て 見れば、 伊保 は寢窒 にて 本稱 なる を、 

ffll の 事に 用 ふれば 田 廬とは 云 ふなり けり、 其 を 活かして 萬 葉 二 (四十 二 丁) に、 荒磯 面爾 廬作而 見者、 六 (十四 丁 )14、 


魔 爲而、 都 成 利、 叉 (三十 五 丁)、 何 野 邊爾、 廬將爲 子等、 叉 (三十 八丁)、 河口 之、 野邊爾 廬而、 十五 (六 丁) に、 伊都 

禮乃思 麻爾、 伊保 里 世 武和禮 など 一 K ふ は旅寢 する 事 を 云へ るな り、 又 大和 物語に、 「昔 大納ー 百の 女 云々、 陸 奥 國へ夜 

とも 云 はす 晝 とも 云 はす 逃て 往に けり、 云々 と 詠みて 木に 書附 けて 庵に 来て 死け り」 と 有る も 旅 宿 を 云 ふなり、 更科 

日記に、 「二 村の 山中に 泊り たる 夜に、 大 なる 柹 Q 木 Q 下に 廬を 作り たれば、 夜 一夜 廬の 上に 柹の 落懸 りたる を 人々 

拾 ひな どす」 と 云 ひ、 拾遺 集に 「旅人の 草 刈 覆 ひ 作る 間に、 予ゃは 人 を 思 ひ 忘る-ご と 詠める も 其廬を 作る 事 を 云 ふ 

なり、 斯の 如く 庵に も廬 にも 寢る事 を 以て 名と 爲るを 以て 見れば、 此に被 可 一， ー以爲 -1 顯見 蒼生 奥 津棄戶 將レ臥 之 具 一と 有 

る 奧津棄 戶を居 宅の 事と し、 將臥は 其に 寢 臥す 事なる 事 更に 疑 を容る 可から すなむ 有りけ る、 (然る は 上に も 注せる 

が 如く、 人に は 各所 業の 有れば、 常に は 外に 出て 其 勤 を 成し、 家 は唯寢 臥す 料に 設けた る 者な りければ、 此に 將レ臥 

之 具と 詔 給へ るな り、 今 も 俗に は 人家 を 建つ る を 寢所を 持 ふると 云 ふ も、 豈寢 臥す 爲 ならむ や、 貢 意 は 其 宅に 住ま ひ 

爲る 事に 云 へ ると 同じき 御 一 百の 狀 なり、 然れば 私記に 將臥 母徵布 須と訓 める は、 棺槨と 見られた るからの 僻訓 なる を 

も 知るべく、 叉將， 臥 は 榕槨に 臥す 事に て は 有る まじき 事 を 明らむ 可し、) 〇 具 は 私記に 曾 奈 部と 有り、 此は 天孫 降臨 

章 第二 一書に、 叉爲 T 汝往 II 来-遊 海， 之 具：； 高 橋 浮 樯及天 鳥 船 亦 將ニ供 造 T と 有る 具と 同じく 其 設と爲 させ 給へ る謂是 

なり、 俗に 物 を豫に 設備へ 置く こと を 字音に 用意と 云 ふに 同じ、 卽ち此 は宣化 天皇 元年 御紀 に、 夫 筑紫國 者、 (中略) 

自，， 胎中之 帝， 治- 于朕 身？ 牧 TI 藏穀 稼？ 蓄 n 積儲粮 T 遙設 -1 凶年-と 有りて、 其 下に 叉 其 筑紫肥 豐三國 、屯 倉 散在 縣隔、 運 

輸遙 阻、 儻 如須， 要、 難 n 以備, 卒、 亦宜 T 課，， 諸 都， 分移聚 n 建 那津之 口？ 以備 * 非常， と 書され たる、 此謂 ゆる 畜穀の 事 
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なる が、 一 に は設， 1 凶年, と 云 ひ 一 に は備， 1 非常, と 有る、 此を 以て 此 なる も 可 一一 ー以爲 一一 顯見 蒼生 奥津棄 戶將レ 臥之設 一と 心 

得む も、 其義に 於て 異なる 事 無き を 思 ふ 可し、 (此 會那 布の 一一 目は傳 十二 卷 十四 卷に已 に 注せる が 如く、 四 神 ffi 生 章 第 

十 r 一書に、 夫 品物 悉備、 ^, 一 之 百 机， 而饗 之、 瑞珠 盟約 章 第一 一 書に 乃設， 一大 夫 武備， など 有り、 但其は 物 を滿足 はし 

整 ふる 意、 此は豫 て 其 物 を 用意し 置く 事に て 其意少 か異れ り、) 偖 此の 具の 曾 はし も總 てに 係りて 其 意な む甚重 かり 

ける、 其 は 素 戔嗚大 神此に 於て 四 種の 樹種 をし も 成し ffi でさせ 御 在し 坐して、 其 用 ふ 可き 法 を 定めさせ 給 ひ、 彼凡大 

八洲 國之 內、 莫, 不 ，，, 播殖而 成 二 青山 ー焉、 と 有る が 如く、 靑垣山 美しく 成し 給 ひける 御 事 はし も 天下 後せ の 具と 成し 給 

へる にて、 右の 杉と 櫞樟と 此兩樹 にも 可 m 以爲二 浮寶之 具-と 云ふ義 有るべく、 檜に も 可 三 以爲ー 1 瑞宫之 具 一 の 意 有る ベ か 

らむ事 本よりの 事なる を、 此 被の 用 を 云 ふ 一 所に 具 字 を 置て 右の 二 所に も 相 照し 思 取るべく 物 爲られ たるに て、 此所 

何れも 實に云 知らす 妙なる 味 有る 文なる 者な り、 故 此大神 韓鄕之 島に 金銀 有る を 見 行 はし 御 在し 坐して は、 此に 運輸 

す爲 に浮寶 を 作らせ 給 はむ 御 事 を 起させ 給 ひ、 其 浮 寶の材 を物爲 させ 御 在し 坐 さむと 御 毛を頒 たせ 御 在し 坐し- - かば 

杉檜櫞 機の 四 種な む ffi 来れり ければ、 其に 就て 杉と 櫞樟と は 船材と 定めて 其 具に 播殖給 ひ、 檜 は 皇御孫 尊の 瑞宮を 造. 

らせ給 はむ 宮材と 定めて 其 具に 播 生し 給 ひ、 枝 は 天下 人民の 家宅 を 造り 牀 上に 臥せらむ 爲に其 屋材と 定めて 其 具に 殖 

竝べ給 ひ、 次に 夫 須レ， 免 八十 木 種 皆能播 生と 有る も、 其 八十 木 種 は顯見 蒼生の 瞰ふ 可き 具に 殖 置かせ 給へ るな りけ り、 

此時皇 御 孫 尊 は 未 天降り 御 在し 坐 さで る 以前な り、 叉顯見 蒼生 も未國 土に 蕃 息ざる 以前の 事なる に、 已く斯 る 物 共 を 

具へ 設 させ 御 在し 坐し けるな む、 「此大 祌は實 に 經濟の 方 を 始めさせ 給へ りし 祖祌 とも 稱 奉る 可き 程の 御 事に て、 仰 


ぎ 奉る にも 猶餘 有る 御所 業に て 渡らせ 給へ りけ る、 (是卽 此の 具 字 を訓む 法な り * 「世の 神道と か 古道と か唱 ふる 輩 は 

且て も斯る 事に 心 も 著 かすて、 互に 古人の 糟粕を 喰 ひ 自己の 僻心に 曲げて 說く 故に、 左右に 祌は 唯に 幸福 を 祈る 可き 

者との み 心得て 說 くから、 實 物の 祌を 大に虚 物に 成し 過つ 事な む 多 在りけ る、 斯る 故に 天下の 經濟の 事な ど をば 祌典 

に 求む る 者と も 知らす て、 徒なる 根無し 言 を 書に 緩り 著 はして、 可惜 良民 を 損 ふ者少 からざる なむ 甚心 憂き 事な りけ 

る、) 〇須 レ喷. は 私記に 久良布 倍 支と 有り、 應神 天皇 十九 年御紀 に、 夫國機 者其爲 レ人甚 淳朴 也、 每取二 山菓- 食と 有れ 

ば、 米穀に 乏しき 地に は 山 菓をも 常食に 爲 しなり けり、 此食 字久良 布と 訓み、 叉欽明 天皇 四 年 御 紀に採 拾椎 子- 爲 n 

欲 熟 喫-と 有る 樊字を 波麻牟 とも 久良 波牟 とも 二に 訓 ませたり、 猶 神武 天皇 戊 午年 御 紀顯齋 の 所に 粮名爲 一一 嚴稻魂 女- 

と 有る 粮，，  字 を も 私記に 久良比 毛 乃と 訓 ませたり、  字 鏡に 喫^ 啜嚙と 有りて、 下に 四 形 同、 五 結 反、 噬也 i< 也、 久良布 

叉 波牟と 有り、 ^を 下 施 反、 小 兒歐乳 也、 乳久良 i^- と 見 ゆ、 漢籍 大學 に、 心 不レ在 レ焉、 視而不 A 見、 聽 而不レ 聞、 食而 

不レ 知- 1 其 味？ と 有る 食 而を久 良 比 氐と訓 習 はせ たり、 今も崇 むる 方に は 結えて 云 はぬ 事なる を、 卑しむ る 方に は久良 

布と 云 ふ 事 常な り、 (欽明 天皇 二十 三年 御紀 に、 大號叫 曰、 日本 將齧ニ 我 "脆？ 卽號叫 曰、 新羅王咱ニ我！^脆と有る、 

此 Qg^ も 嚼も久 良 布と 訓 むべ くして 卑しめた る 言な り、 叉 t 〈を も 药をも 後 を も晡を も久良 布と 訓む なり、) 〇 八十 木 

種 は、 ロ訣に 菓樹等 也と 注し、 纂蔬 にも 謂 ニ衆菓 T 梨 臺柹栗 之 類 也と 注させ 給へ り、 此は上 Q 一書に、 初 五十猛 神 天降 

之 時、 多 將ニ樹 種 一而 下と 有る を、 其 上文に 素 斐嗚神 帥-一 其 子 五十猛 神 一と 有れば、 大祌の 共に 携へ持 降らせ 給へ るな り 

けジ、 巳に 伊 * 諾大 神の 御 時より 菓樹の 有りて、 四祌 出生 章 第 六 一 書に、 因 投ニ黑 K『 此則化 TI 成蒲陶 一と 見え、 第 九 
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一書に、 道邊 有， 一大 桃樹； 故 伊摔諾 尊隱二 其樹下 f 因 採， 1 其實， 擲， 雷、 と 所見 たれば、 本より 有 来る 物に 有り つらむ を、 

未 世に は遍 くも 非 ざり つらむ を、 其 1K 上より 携へ 給へ る も 共に 合せて 播殖 させ 給へ りけ むから に、 此に 皆能播 生と は 

書され たるな りけ り、 借 天 下に 喷ふ 可き 菓樹 の蕃 息れ る も、 專此大 神の 此に事 始めさせ 給へ るな りけ り、 然る 時は此 

第二 一書なる 八岐 大蛇 を 退治 させ 給へ る 所に、 素 斐嗚尊 乃敎之 曰、 汝 可， -以， 一 衆菓， 釀 * 酒 八！？ と 所見た る は、 已に此 

大 神の 先に 夫喷ふ 可き 八十 木 種を播 生し 置かせ させ 給へ る 後なら す は _i 出づ まじき 御 首なる を 以て も、 此 一 書中の 故 

事 はし も、 必 先度に 天 降らせ 御 在し 坐け る 時の 御 事なる を 思 明らむ 可くな む、 (叉 其八岐 大蛇の 事 を 正書に 松栢 生，, 於 

背 上， と 見え、 古事記に も 亦 其 身 生， 1 蘿及檜 榲， と 出で たる 其檜榲 共に 始めて 成れる 事 卽ち此 一 書の 趣なる を 思 ふに も、 

此 は必簸 川上より 以前な りし 事、 自然 灼然き 者な りかし、) 偖 此須瞰 八十 木 種の 事に 就て、 通證に 菓訓， 一久 多毛 乃： 木 

種物 也と 云 へ る は 然る 事に て、 此は其 須瞰を 立て 書され たれ ども、 其喷 はれざる も 木 實を播 て 生し 立つ るはル I 此 八十 

木 種の 部に 取摁 たる 可し、 其  一 二 を 云 はぐ 桑 は 四： 生 章 第 十 一 一 書に 所見た る 如く、 其始保 食祌の 御身より 成 出で、 

國土 にて 成れる 物 なれ ども、 巳に 天上に 召させ 給 へれば、 今此國 土に 在る は IK 上より 降し 給へ るな り、 上の 一書の 樹 

種の 事 を * 疏に、 可， 一樹 藝， 草木 之 極 子 也、 諸 穀諸茱 舉桑麻 等 在， 一 此中？ と 注された る實に 然る 事に て、 其 桑の 始めて 

此に 生れる も此 時なる 可き 事、 已に傳 二十 五 叉 上に 注せる が 如し、 叉 御 鎭座傳 記に、 樓 大刀 子 神 二 座 靈華木 坐 也、 大 

八洲 撄樹 始從. 天上， 降 居 也、 因 爲，, 華 開姬. 命， 也と 所見 たれば、 機の 此國 土に 有 初めた るも此 八十 木 の 中に て 降れる 

なる 可し、 木 華 開 耶她命 はし も其靈 にて 夭 降り 給へ る なれば、 播 生し 給へ る は 別 神の 御所 爲 なる 事 申す も更 なる を、 


此大祌 の 外に 何れの 祌 有りて 持 降り 給へ りと かは爲 む、 播磨 風土記に、 賀毛郡 端 鹿 里、 (土 下 上) 今 在- 1 其 神： 右號， 1 端 

鹿， 者、 昔祌 於，， 諸 村， 班，， 菓子 T 至，， 此村， 不レ 足、 故仍 云，， 問 有 哉 T 故號， 1 端 鹿， 此村至 n 于有今 f 山 木 無，， 菓子？ (生，， 眞木 

槐 杉，) と 有る、 此に は何祌 とも 其 名を傳 へす と雖 も、 正しく 此 時の 故事なる 事 云 ふ も 更なり、 叉 塵 添 磕囊抄 に、 日 

向 國韓樓 生 村、 昔哿？ is§ 武 別と 云 ひける 人 韓國に 渡りて 此栗 取りて 歸 りに 殖 ゑたり、 此 故に 穩生 村と は 云 ふ、 風土記 

に 俗語 謂 レ栗爲 一一 til 兒 T 然則云 二 韓挖生 村つ 蓋 云 二 韓栗村 一 敷 云々 と 有り、 此 苟澄武 別と 云 ふ 人の 韓國 より 取歸 ると 云へ 

る を 以て 見れば、 未 此國に は 無 かりし 狀 なり、 此^ 種武 別と 云 ふ は、 若く は素斐 鳴大祌 五十猛 神の 御 伴 神に て は 非る 

か、 偉 二十 五に 注せる が 如く、 祌名 式に 謂 は ゆる 喱淤郡 韓國宇 豆 峰 神社 は卽ち 五十猛 神に て 渡らせ 給へ りと 所思し き 

由有る をも考 合す 可き 者な り、 偖 橘な ど は垂仁 天皇 御世に 常世 國 より 初めて 求めさせ 給へ る 物に は 有れ ども、 皇國の 

地に 合 ひて 萬國に 比しへ 無く 豐饒 なる 木 種の 皆 は 本より 此 天神の 御靈 物なる 事、 申す も更 なる 御 事な りかし、 (叉 志 

摩國 風土記に、 昔 行 基 菩薩 請， 一 南 天竺 婆羅門 僧正 天竺 僧佛檐 T 殖 -1 三角 柏 T 爲 -1 太 神宮 御園？ と 云 ふ 事 有り、 大 なる 偽 

なり、 巳に 三角 柏 は仁德 天皇 三十 年御紀 に、 皇尸尸 遊つ 行 紀國； 到 = 熊 野 岬，？ 卽 取- 1 其處之 御 綱 葉- 而 還と 有りて 上代より 

有 来る 物なる に、 然る 妄說を 係け たる は、 此大祌 及 五十猛 祌の 天上より 持 下らせ 給へ る 事の 本の 傳を亡 ひて、 然る 妖 

僧の 事に は 係け たるな めり、 此外空 海な どに 係け て 草木の 種の 事 を 1K 竺 より 求めた る 由に 云へ る は、 何れも 此 神代の 

傳を取 掠めた る 者なる 事 云 ふ も 更なり、) 〇 皆能播 生の 皆 能 は、 下に 三 祌の御 事に 亦 能と 書され たる 對 にて、 此を主 

とし 彼 は 其 命 を 奉り 行 給 ふ を 以てな り、 播生を 私記に 萬 支 於 保 之 律と 有る に據 りて、 萬 支 於 保 之 給 比 伎と 訓む べし. - 
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萬 葉 十八 (二十 九 丁) に、 奈泥之 故 乎、 屋戶爾 末 枳於保 之と 有る 例是 なり、 偖 持 統-大 皇七年 御紀 に、 二月 庚申 朔 丙午、 

詔令 T 天下 勸 n 殖桑柠 梨 栗 燕菁等 草木- 以助 * 五穀 h と 云 ふ 御 命 も 有りて、 天下に 菓樹を 勸殖て 五穀の 助と 成し 給へ る 御 

政の 御 在し 坐す は、 其 時に 起し 給へ る 御 政の 如く 思しき 物から、 已に神 功 皇后 元年 御紀 に、 狭- <<浪 栗 林の 事 を至于 

今一 其 栗 林 之 菓不レ 進-一 御所-也と 云 ふ 事の 有る を 見れば、 其より 以前に 菓 樹を殖 ゑて 五穀の 助 を 成させ 給へ るな りけ 

り、 奥 儀； ii に 引ける 濱成 式に、 「活目 天皇 贈-, 八 坂 入 姬ー歌 云、 f! 座す る 岡に 蔭 爲る此 梨 を、 殖て 生して 蔭に 宜け 

ル 1J5 入 £5。- 一 活《^ 天皇-歌 云、 此 梨を植 ゑて 大君 恐け む」 と 有り、 伹八坂 入 她は景 行 天皇 Q 妃に 坐せば 傳の 異な 

る^^れども、 上古に 菓 樹を播 生し 給へ る 事 知られたり、 播磨 風土記に、 捭保 郡栗栖 里、 (土中)、 所ョ以|^ー栗栖-者、 

難 i 高津宮 天皇 勅 P, 刊栗子 若 子 T 卽將 退來殖 n 生此 村； 故號- ー栗栖 T 此栗子 由-, 本 刊-後 无& 廻-と 有るな ど 

も 生し 弘 めさせ 給へ りし 狀 にて、 古に 此御政 有りけ る 事 を 知るべき なり、 巳に 素 戔嗚大 祌此に 此御事 を 始めさせ 御 在 

し 坐して、 凶錢に 具へ させ 給へ る 御 事 量な む、 甚 恐し とも 辱し とも 更に 言に も 及び 絕 えたる 御仁 惠 なる ぞ かし、 (其 

皆と 云 ふ 一一 一一 II に 甚く 力の 入りた る 事、 巳に 上に 注せり き、 凡 天下に 在と 有らゆる 菓樹の 皆 は 此大神 Q 事 始めさせ 給へ る. 

御 事に て、 人民の 糧に備 へ 置かせ 給へ るに なむ 有りければ、 其 心して 戴 食 ふべき 者なる を、 徒に 食ひ捨 つる は祌の 

凶年に 備へ給 ふ 御 心 を 得 知らざる 虚心に てこ そ、 偖 此播生 を 古本に は 富 杼許志 宇 宇と 訓 めり、 卽ち布 播の義 なり、 然 

れ ども 下なる 分布 を 麻 伎 富杼許 須と訓 みたれば、 此は 私記の 訓に從 へり、 ，^ 、に 分布の 下に 注る を 見るべき なり、) 〇 

于レ時 素 斐鳴尊 之 子、 號 曰-一 五十猛 命 T 妹 大屋 潘姬 命、 次 抓 津姬命 r 凡 此三祌 亦 能 分 布 木 種-と 見えた る、 此は 素戔鳴 


大神 M 、三 柱の 御子神 等 を 御 伴に て 御 在し 坐し ける 御 事 を 明され たるに て、 第 四 一 書に 是時素 戔嗚尊 帥- 1 其 子 五十猛 神- 

降 到と 有る 事の 委しき なり、 若て 此三 神の 御祖神 は卽神 皇産靈 尊の 御 女に して 大夜乃 女 命と 申 奉る 由、 巳に 傳 十七、 

二十 一、 二十 五に 委しく 注し 明らめ 奉る が 如し、 斯 るに 此素 斐嗚大 神の 天より 帥て 降來 坐せ る 后 祌を大 夜 乃 女 命と 申 

し 奉る 卽ち 大屋 之 女 命の 義 にて、 其 御子 五十猛 神の 御 事 を 古事記に は 木國之 大屋 鹿 古神と 有り、 地 祌本紀 にも 五十猛 

神の 御名 を 舉げて 下に 亦 云- 1 大屋 彥 神-と 見え、 又 其 妹 を此に 大屋 津姬 命と 有る が 如く、 御 母子 三 柱 共に 大屋 を 以て 御 

名に 食せ させ 御 在し 坐す 事、 必此に 深き 所以な む 有る ベ かりけ る、 故 思 ふに 二 柱 御祖祌 の八尋 殿の 御設 は、 未 此に山 

川 草木 も 何も W 來ざ りし 以上の 御 事に し 有りければ、 甚々 奇異し き 御 事共の 御 在し 坐して 成就へ るなる 可 かりければ 

他の 例 共に は 引合せ 難 かる を、 其 後に は 古事記に 故 其 伊邪那岐 大祌者 坐- 1 淡 海 之 多賀- 也と 有り、 此瑞珠 盟約 章に 構- 1 

幽宮於 淡路之 洲-と 見えた る、 共に 國生 坐し \ 大 神の 御所 爲 なれば 尋常の 宫窒 などの 狀に 准ら ひ 云 ふべき に 非ざる 也、 

然れ ば此國 土に 於て 全く 宮室 を 作る 事 を 始め 定めさせ 給へ るな む、 此素 #1 嗚大 神に て 渡らせ 給へ りけ る、 然る は 上 

章 第三，' 一書に 此 度の 御 天降の 御 事 を、 于， 時霖 也、 素 斐嗚尊 結 n 束 青草- 以爲- ー笠簑 -而、 乞，： 宿 於 衆祌？ (下略) と 見えた 

オフ ナオ フナ  、一- --VTJ 

れば、 謂 ゆる 穴居 野處と 云ふ狀 などと は 甚だ 異なる 事に て、 隨分 家作の 事 も 有りけ る 趣に は 聞 ゆめれ ども ルに极 

樹種を 成し ffi でさせ 給へ るに、 已而定 -1 其 當！， 用 乃稱之 曰、 (中略) 檜 可 H 以爲- ー瑞宮 之材ハ 梭可 =1 以爲 -1 顯見 蒼生 奥津棄 

戶將レ 臥 之 具-と 有る、 此御命 を 以て も 正に 此に素 ^1戈 嗚大祌 の 此御事 を 起させ 給へ る 由 は 知らる. -を、 此卽 天上に て皇 

太 神の 衣食住の 御 事 を 始物爲 させ 給へ る を 損 ひ 奉らせ 給へ るに なむ 有りけ る、 傳 十二、 十七、 二十 一 に 注せる を 思 合 
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す 可き 者な り、 (祌武 天皇 己 未年 御紀 に、 而今 蓮屬， 1 此屯蒙 T 民心 朴素、 巣 棲 穴 住、 習俗 惟 常、 と 有る は 漢土 上古の 事 

を 移し 記された るに て、 所謂 潤色の 文なる 事 先達の 說の 如くなる 物から、 邂 返に 彼 磐 排別之 子 又 土 蜘蛛の 類の 如き も 

有りし なれ ども、 其 を 以て 常と は爲 べきに 非す、) 故此大 神の 韓 地より 還 渡らせ 御 在し 坐して、 其 始めて 大宮柱 太 高 

敷し 御 在し 坐し けむ は、 傳 二十、 二十 一 及 上に 巳に 注せる が 如くして、 神 名 式に 謂 ゆる 紀伊國 在 田 郡須佐 神社 (名 神 

大、 月次 新嘗) と 有る 此地. なめり、 但其も 社 說に此 神 在 昔 住， 一大 和 國芳野 郡 西 川 峰 地， 移，, 于 此國， と 云れば、 其 西 川 峰 

なむ 最初に 御 在し 坐し ける 地に て、 須佐は 後に 五十猛 祌 以下 三 神 を 名 草 郡に 住ませ 奉り 給 ひし 時に 別れ 住ませ 給へ る 

なりけ り、 惜西川 峰 は 大和 志に、 十 津川莊 六十 一 村の 名 を 誌せ る 中に 迫 西 川と 有る 是 にて、 其莊の 西南の 極に て、 南 

は牟婁 郡に 隣り 西 は 在 田 日 高 二 郡に 接け る 地な り、 其 峰 名 は 云 は ざれ ども 山川 を 記せる 中に 西 川と 云 ふ 有りて、 下に 

源自， 一迫 西 川 村， 經 n 過小 坪瀨 小山 手長 井瀬 尾 崎， 至，, 眞砂瀨 f 與，, 谷川， 合、 過，, 柳 本 渡， 至，, 桑畑， 入，， 十津川 f と 有りて、 

其十津 川の 流 を 本と して 其 西に 在る 川と 云 ふ 事に て、 其 水の 經 過る 問の 總號 なり、 若て 其 地に 然る 神 迹ゃ御 在し 坐す 

と覓 むる に、 同志 式 外 社の 中に 玉 坦內村 坐 神 祠と云 ふ 有りて、 下に 西 川 谷 十 村 共 二 祭祀, と 云 へれば、 正しく 此 なむ 其 

住，, 西 川 峰, と 有る 祌 地に は 有るべき、 若て 志に 玉垣 內 (屬邑 一) 長 井と 出で たる を、 今 地 圖に據 りて 見る に、 其 永 井と 

云へ る は本邑 にして 玉 お ー內は 其屬邑 なる 由 云へ り、 何れに か 其 土人に 正す 可し、 然して 十 津川は 謂 ゆる 熊 新宮 Q 川 

上に して、 若て 此の上 文に 夫須瞰 八十 木 種皆播 生と 有る は國 土の 凡てに 瓦 一る 事 なれ ど、 此十^ 川 Q 地 は 今 だに 米穀 少 

き 地 なれば、 其粮の 事に 就て 思し 寄らせ 給 へ りと 云 はば 云べ き狀 なり、 應神 天皇 十九 年御紀 に、 吉野國 檨の事 を 毎 取- 


山棄 一食 >  煮 二 蝦 蟆， 爲， 一 上 味， と 有る、 此とは 地理 違 へれ ども 深山 中 Q 狀思ふ 可し、 此も其 始西川 峰に 御 在し 坐し ける 

一 の證 なり かし、 其本宮 にも 餘 りに 程 も 遠から ざる 地なる にも 所 由 有り、 (借 叉 川上 莊 にも 東 川 西， 氣の地 有れ ども、 

其 は吉野 河の 川上に て 此西川 峰の 所在に 非す、 思 混 ふ 可から す、 十津 川と 云 ふ は 十 津川莊 の 西北に 十二 村 鄕莊と 云 ふ 

有りて、 二十 九 村有る 中に 中津 川と 云 ふ 村 名 有りて、 其十津 川の 流に 傍へ る 地な り、 若て 其 上流 は 謂 ゆる 天 川莊 にて 

其 水源 は 金 峰 山な り、 斯れば 天 川と 云 ふ は上津 川の 意、 十津 川と 云 ふ は外津 川と 云ふ義 なりけ り、 和名 抄鄉 名に 吉野 

賀美 那珂資 母と 云 へ るは此 水流に 緣れ るに て、 其は此 にや 當る 可から むかし、 偖 此迫西 川 村の 迫 は 川上 莊 にも 大 ぎと 

云 ふ 有り、 檜川莊 にも 檢川 迫と 云 ふ 有り、 宗川莊 に 迫と 云 ふ 有り、 叉 其 十二 村 莊の今 西 平 弓手 原 檜 木 侯 北 俣 等 を 凡て 

迫と 云 ひ、 十 津川莊 の 小川の 屬邑 にも 迫 村と 云 ふ 有り、 如 此く迫 字 を 勢と も 勢 伊と も 佐 古と も 云へ る は、 皇極 天皇 三 

年 御紀に 谷此云 n 波 佐 麻， と 同じ 義 なる にや、 先に は 迫 西 川の 迫は須 佐と 云 ふ を 訛れる にかと 思 ひし かど も 其 は 非 ざり 

けり、) 偖然 玉垣 內村 祌祠 を此大 神の 神宮と 定め 云 ふ 由 は、 傅 一 一十 一 此大 神の 熊 野 神宮の 御 事 を 注し 奉れる 所に 引け 

る 神 賀詞に、 W 雲國乃 靑垣 山內爾 下津 石根爾 宮柱太 敷 立 ほ、 高天原 千木 高 知坐须 と 有る 是 なり、 此に 就て 畿內 大和 

國の事 を祌武 天皇 御 紀に" 東 有， 一美 地 T 青山 四周、 と 詔 給へ る大 御言の 御 在し 坐すな るに、 景行 天皇 十七 年御紀 日向 

0  國  奧區  i*W 並 就  青 垣お 

國に幸 行る 所に 憶，, 京都, 而歌之 曰と 有る 三 首の 一 に、 夜摩苫 波、 展珥能 摩保邏 摩、 多多 儺 豆久、 阿 烏 翻枳夜 摩、 許 # 

接  ^ 

例 厘、 夜 摩苫之 于？. S 破 試と 有る は、 此域內 は 地平に して、 四方 は 靑山を 以て 包み 圍 める 狀 なる を 詠 一一 目爲 させ 給へ るな 

り、 然して 古事記 大巳貴 神の 幸魂奇 魂に 遇 ひ 奉り 給へ るに、 其宮 地の 御 事 を 吾 者 伊つ 都- 岐，. 奉 于接之 靑垣東 山上 一と 有 
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る、 此は ffi 雲に ての 御言に て、 云 ふ 意 は 靑垣山 隠れる 倭域內 なる 東 山上に 齋 奉れと 託し 敎へ 給へ るな り、 彼 東 有，, 美 

地 T 青山 四周と 有る 御言に 合へ る を、 神武 天皇 三十 一 年 御紀に 其國の 古事 を 載せられ たる 中に、 復大巳 貴 大神目 之 曰，, 

玉牆 內國， と 見えた る、 其 を 國號考 に、 「玉牆 を 造り 巡らし たらむ 如くに 山の 周れ る內 なる 國と 云ふ義 なり」 と 云 はれ 

き、 此に 就て 思 ふに 右の 玉垣 內神祠 と 申す も然 にて、 上の 一 書に 凡大 八洲 國之內 、莫レ 不一 一一 播殖而 成 一, 靑山, 焉と 有る も、 

此 にて は此大 神の 宮敷給 ふ 地より 始めて 靑 山と 成し 給 ふ 可き 御 事 なれば、 此靑垣 山 隱れる 玉垣 內神祠 こそ、 實 に此大 

神の 其 始めて 宮 都と 爲 させ 御 在し 坐し ける 久 代の 古 稱を傳 へたる に は 有る ベ かり けれ、 (伹 社說に は、 元 明 天皇 和 銅 

六 年 十月 初 亥 日 吉野郡 西 川 峰より 移し 奉る 由に 云へ り、 思 ふに 續紀 に、 文武 天 皇大寶 二 年 二月 戊戌 朔己 未、 是日 分な 

遷 伊太 祁曾 大屋 都 比 賣都麻 都 比賣三 神社， と 一 K ふ 事 有りて、 此の 時 迄 一 社に 御 在し 坐し. -を、 三 社に 分遷 されて 別に 

祀典を 加へ させ 給へ るに 等しく、 此 Q 和 銅より 須佐 神社に も 其 御 事の 御 在し 坐し ける を、 西 川 峰なる 本社に は宮 より 

幣帛の 沙汰 御 在し 坐 さ る を 以て、 此れに 其 時に 移し 奉れる 者と 思ひ傳 へたるな めり、 祌 代よりの 御 事なら すして 此 

大神を 後に 祀 祭らる.. 1 に須 佐と 云 ふ 地名に さへ 负む事 は m 心 も 寄らざる 事なる を や、 傻傳ー 丁丁 一  卷、 二十 ニ卷 にも 注せ 

るが 如く、 御 兒大巳 貴 神の 八十 祌に遂 はれて 御父大 神の 御 許に 至らせ 給へ りし も 全く 紀伊國 なる 趣 なれば、 如 此く御 

名に 食せ る須 佐の 地 を 除きて 此餘に 何れの 處 なりと 爲 む、) 〇 五十猛 命 は 卽祌名 式に 紀伊國 名 草 郡 伊太 鄙 曾 神社 (名 

神大、 月次 相嘗 新嘗) と 有る 是 なり、， 右に 引ける 文武 天皇 御紀 に、 大寶ニ 年 二月 戊戌 朔己 未、 是日分 n 遷 伊太 祁曾大 

屋都比 寶都麻 都 比 賣三祌 社， と 有り、 斯れば 其より 以前に 持統 天皇 六 年 御紀に 紀伊大 神と 有る は、 右の 三 神 を 合せて 


稱 奉れる 御名な りけ り、 此紀伊 大神を 日 前 國懸大 神な りと 云 ふ說も 有れ ども、 其 は 非 ざり けり、 地 神 本紀に 此三祌 Q 

御名 を 擧げて 以上 三柱拉 坐， 1 紀 伊國？ 則紀伊 國造齋 祠神是 也、 と 所見た る、 此紀伊 國造は 本より 神代より 以降 右の 日 

前國 懸兩大 神に 供奉り て 其 地に 土 著る 事 はし も、 彼 神武 天皇の 東征の 御 時よりの 事なる 由、 已に傳 十八に 注せる が 如 

し、 卽國 造本 紀に、 紀伊國 造、 檯原朝 御世、 祌皇 產靈尊 五世 孫 天道 根 命 定っ賜 國造？ と 有る 是 なり、 然るに 此三祌 は 

しも 此國を 木國と 云ふ始 より 此に御 在し 坐して、 卽木國 と 云 ふ も 此に此 三 神 亦 能 分 n 布 木 種 一と 有る 此御 事に 因れるな 

れば、 卽 紀伊大 神と 申 奉るな む 此三祌 にて 渡らせ 給へ りけ る、 斯て 天道 根 命 はし も 右の 日 前 國懸大 神の 御 神寶を 供奉 

りて 此 地に 住み 給 ひ 初て は、 此 國の大 神に 仕 奉らる 可き 理 になむ 有りけ る、 此 御社の 御 事は傳 二十 五に 注し 奉れり き、 

(然れ ば 地 神本紀 に、 以上 三柱竝 坐- 1 紀伊國 T 則 紀伊國 造齋祠 神是也 は、 其部內 にて 主々 しく 止 事無く 御 在し 坐す が 故 

に 供奉る 由に て、 日 前 國懸兩 大神を 放ちて 此に のみ 仕 奉る と 云 ふ 謂に は 非るな り、 偖 叉文德 天皇 御世に 分遷 されて 後 

に は、 本より 其 三 所 共に 祭祀の 御 事に 仕 奉る 事 云 ふ も 更なり、) 〇 妹 は 御兄弟の 謂 か、 又 彼 祌世七 代 章 第 九 一書に 謂 

ゆる 男女 耦生之 神の 由なら ば 后 神の 謂なる 可し、 金 澤本妹 を姊に 作りて 伊呂 杼と訓 ませ たれ ども、 此に 限りた る 事に 

て 伦に未 S なる 證を 見當ら す、 〇 大屋 津姬 命、 右に 云へ る 如く、 御 祖に大 夜 乃 女 命 御 在し 坐し、 叉 五十猛 祌を 大屋 彥 

神と 申せる に： g び 給へ るな り、 地 神木 紀には 大屋 姬祌と 見 ゆ、 偖此 大屋の 屋は宅 神 を屋船 命と 由す 屋是 なり、 記傳十 

(二十 九 丁) に、 「材の 用 は 舍宅を 作る を 主と 爲る 故に 大屋て ふ 御名 は 食 給 ひつら む」 と 云 はれた る實に 然る 言 なり、 

但 上に 木 種の 成 出で たるに 已 而定, 其 當,， 用と 有りて、 宮殿 民屋の 製樣を 定めさせ 御 在し 坐し ければ、 實に此 時に 始め 
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て 御 父大祌 の宮窒 成り、 此三祌 の御舍 なむ 定まらせ 給へ る は、 其 御 功 を 以て 御名に は稱 奉れる にて、 彼 天上に て 御 父 

大祌 の皇太 神の 新 宮を穢 し 奉らせ 給へ る御讀 なる 由、 石に 注し 奉る が 如し、 (卽祌 名 式に 名 草 郡 大屋 都 比 賫祌社 (名 

神大、 月次 新嘗) と 有る 是 なり、 和名 抄鄕 名に 名 草 郡 大屋と 有る は、 卽ち 此祌戶 なる 可き 事 申す も 更なり、 所 祭 三 座 

にして 本社 は此御 神を祀 り、 五十猛 命 抓 津姬命 は 左右の 社に 御 在し 坐せ り、 御社の 北方に 御 献納 山と 云 ふ 有り、 古老 

の傳 に、 「三 祌木種 を 持た して 此 所に 天降り 給 ひ、 其 後 伊太 祁曾都 麻 都 比寶ニ 所へ 分遷し 給へ り」 と 云へ り、 然れ共 

文德 天皇 御世に 分遷し 奉られし は、 伊太 祁曾 本社よりの 御 事なる 事 云 ふも更 なれば、 此は其 御 天降の 舊 地の 由なる 可 

きに や、 此&{ 方に 祌波 村と 云 ふ 有る は 謂 ゆる 祌奈 備にて、 凡て 神 地な りしと 見 ゆ、 社家に 森 氏と 云 ふ 有り、 大屋 彥祌 

より 今に 至りて 八十 餘代 血脈 相續 けりと 云へ り、 然も 有る 時 は 此妹字 は 妹跌の 妹に て 大屋 彥神 大屋 津姬神 は 御 ± ^婦の 

御中に て 渡らせ 給へ りけ り、 猶 系譜 等 を 以て 委しく 正す 可き 事な りと 雖も、 斯 許なる 大 神の 御 裔 として 世々 の 史籍に 

も 載せられざる 程の 賤民に て傳 はる 事且は 怪しむ 可き 事な り、 神 階 は淸和 天皇 實錄 に、 貞觀 元年 正月 二十 七日 甲. &、 

奉 レ授， 一紀 伊國從 五位 下 大屋 都 比 賣神從 四 位下， と 有る を、 本 國神名 帳に は從 一 位 大屋 大 神と 有り、 古の 大屋 鄕亡 せて. 

今 平田莊 宇田森と 云 ふに 鎭り御 在し 坐す と 云へ り、 (其 國の事 を 書け る 物に、 「古 は 上下 共に 崇敬 彌益 にして、 人皇 七 

十三 代 堀 河 天皇 寛 治 二 年 四月、 熊 野 三 山へ 御幸 有らせ 給 ひし 時、 當 社へ も 奉幣の 御 事 有り、 其 後長 治 元年 神 田 十八^ 

社 地 五町 四面 御 寄附 成させ 給 ひぬ、 斯 りしより 社頭の 莊嚴 美麗な りし を、 應 永の 大亂に 兵 繁 に li りて 殘らす 烏 有と 成 

る、 今 僅に 其の 十が 一 を存 す」 と 云へ り、 古の 御隆 なりし 事 は 里 を 離れて 別に 神 波の 地 有る にても 知らる、 甚々 可 長 


き 御 事な りかし、) 〇 枫津姬 命 ひ-抓 は >  屋を 造る 料の 材に备 木 取りた る を 云 ふなり、 萬 葉  一 (二十 二 丁) 藤 原 宮之役 民 

作歌に、 衣手 能、 田 上 山 之- 眞木佐 苦、 檜 乃孀手 乎、 物 乃 布 能、 八十 氏 河爾、 玉藻 成、 浮 倍 流禮、 (中略) 新 代 登、 泉 

乃 河爾、 持 越 流、 眞木乃 都 麻 手 乎、 百 不足、 五十 日太爾 作、 沂須 良牟と 有る i 都 麻 は 柳に て 短く 木 取た る を 云 ひ、 乎 

は 其 屋材に 使用 ふ義 なり、 偖 此都麻 は 衣 裔叉橋 端な ど 云 ふに 等しく、 物に I 緒 有る を 云 ふなり、 俗に も 物の 端 を 短 

カマギ  キドモ  タテ 

く 物爲る を都牟 流と 云 ひて、 菜 を 爪 木と 云 ふな ども 此頻 なり、 然る は 材木の 山に 樹るは 日々 に 生 延る物 なれば、 其 限 

無き が 如くなる を、 今 用材と 爲す 時には、 柱な り析 なり 梁な り 各 其 度 を 量りて 伐る が 故に 此を 抓と 云 ひ 叉 >枫 手と 云 ふ 

事な り、 此竝び 坐せ る 大屋 津姬 命の 御名に 合せ 奉りて なむ 躂り 明らめ 奉る 可き 御 事な りけ る、 借繼體 天皇 七 年 御 紀、 

眞木折 板 e- 押 SS  我 入 坐お 取  裔©  枕  取 

皇太子 御 歌の 中に. - 莾紀 佐俱、 避 能伊陀 圖嗚、 飮斯 羅积、 倭 例 以梨魔 志、 阿郫圖 刚、 都 磨 怒 1- 施 底、 魔俱曜 Kii 

都 磨 怒畔. 維 K、 と 有る は 衣 裙を 取へ る 事 なれ ども、 上に 莾紀佐 俱の御 句 有れば、 木に 云 ふ^に も 思 寄せ 給へ るなる 

可き 事、 右に 引ける 萬 葉 藤 原 宮之役 民の 歌に 考 合せて 曉る 可き 事な りかし、 又 萬 葉 七 (十八 丁) に碟 上爾、 爪 木 折燒と 

タキ ギシ ツマ ギス 

有る 爪 木 も 後世の 歌に も 多く 詠める 物に て、 詩 小骓に 以薪以 ^l&M と 有りて、 注に 粗 曰, 薪 細 曰, 蒸と 有る 是 なり、 右 は 

京都 邊の 古名なる が、 今 江戸に て 麻紀と 云へ る は 都 麻 木の 略な り、 其 も 山材を 短く 伐 il たる 謂に て、 此の-: に 同じき 

事 云 ふ も 更なり、 叉 十九 (十三 丁) に、 過， 二；！ 谷埼， 見， r 巖 上樹， 歌 一 首 (樹名 都 萬 麻) ！ I 上 之、 都 萬 麻 乎 見者、 极乎 延而、 

年 深 有 之、 神 佐 備雨家 里と 有る、 此は 越中國 にて Q 歌なる が、 都 萬 麻 を 一 種 Q 樹 名と 云へ る は 後人の 注に て、 礎巖に 

生 立る 木は浪 風の 爲に痿 けて、 年を：^^ても延立たざる物なれば都萬とま へ るにて、 麻 は 松の 略なら むかし、 其 十 (四 
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十四 丁) に、 妻 梨 木 乎 手 折 可 佐 寒、 叉 黄葉 爾來 毛、 妻 梨 之 木 者な ど 有る は、 妻 無と 云 ふ 事に 係け たるなら むが、 今 梨 

を殖 うる 者に 聞く に、 此木 上方に 擅に 生 伸る 時 は實ら ざるが 故に、 上 を 摘へ て 横へ 滋蔓ら する 事と ぞ、 若 其 如くなら 

むに は、 此の 妻の 一 百と 此の 一 枫と相 も異ら ざる を、 其 用 ひ 様の 別なる なりけ り、 (新撰 六帖 に、 都 萬 麻 を 衣笠 前 内大臣、 

「祌佐 夫る 磯の 都 萬 麻の 根を延 へて、 深く や 人 を 上 に^ばむ」 信實 朝臣、 「礎 上 は 心して 行け 眞沙路 や、 根 延ふ都 萬 麻 

に. 駒 ぞ躓づ く」 源 兼 氏、 「鶴の 居る 磯邊の 都 萬 麻 世 々係て" 何れ か久に 年の 經 ぬらむ」 と 有る は、 都 萬 麻と 云 ふ樹の 

有る 事と して 何れも 詠まれた る 物から、 唯 萬 葉に 有る に 因りて 云べ るに て、 證 とも 成し 難き 事な りかし、) 偖 此三神 

各 共に 木 種 を 分布ら し 給へ る 中に も、 五十猛 命 は 殊に 擢て其 御 事に 有功 を 成し 給 ひ、 大屋 津姬命 は 主と 屋. 造の 御 業 を 

物爲 させ 給 ひ、 一 4? 津， 命 は 其 木 を 伐り 木 取りて 材と 成す 事 を 專とは 勤めさせ 給へ る 御 神に なむ 渡らせ 給へ りけ る、 ^ 

記傳十 (二十 九 丁) に、 「1^ 字 は 四方 木 也と 字書に 見 ゆ J と 云 はれた る 實に其 意に て 用 ひられた る 物から、 其 梭-枫 を 取 

りて 四方 木に 成せる 横なる を こそ 云 へれ、 右に も 云 へ るが 如く 爪 木な どの 類 は 竪に木 取 を 云 へれば、 此に都 麻と 一 K ふ 

は 其 縦横 を 相 兼ねて 用材の 事に 云 へ る を 卽ち神 名に は稱 奉れる 者な りけ り、 祌名 式に、 紀伊國 名 草 郡 都 麻 都比賣 神社 . 

(名 神大、 月^^0^嘗) 和名 抄鄕 名に 名 草 郡 都 麻 祌戶と 有る 是 なり、 祭神 は 三 座に して 其 左右の 小社 は 五十猛 命 大屋 津 

姬 命に 渡らせ 給 ふと 云へ り、 淸和 天皇 實錄に y 貞觀 元年 正月 二十 七日 甲 申、 奉， 授， 一紀 伊國從 五位 下 都 麻 都 比 賫神從 四 

位下， と 見え、 本 國祌名 帳に は 都 麻 都 比賣大 神と 有り、 萬 葉 九 t; 九 丁) に、 城 國爾、 不止將 往来、 妻 社、 妻 依來西 尼、 

妻 常 云 長柄、 j 云 燸赐爾 毛燸云 長柄と 有る、 妻 社の 都 麻 能 母 理と訓 みて 此 御社の 御 事な りと 云へ り、 妻 依來西 尼と 有 


る も 孀 脇爾 毛と 有る も 共に 妻 社と 申す に 就て 希求る 意と w ゆれば， 實に然 こそ 有るべき 事な り けれ、 (但今 本に 都 麻 

母 許 曾と 訓 みたり、 如何にも 社 字 を 許 曾に 用 ひたる 其 例 多き 事ながら 此 は然ら ざるな り、 今 山 東 莊吉禮 村と 云 ふに 立 

たせ 給へ り、 古都 麻 祌戶と 云へ るは此 地なる 可し、) 〇 亦 能 分 n 布 木 種-の 亦 能 は、 上に 皆 能と 有る に對 へたる 卽ち命 

令 を 奉り 行 はせ 給 ふ 謂なる 由、 傳ニ 十五、 五十猛 神 命の 下に 注せる が 如し、 侍此 分布 を 麻 伎 富杼許 須と訓 来れり、 私 

記に 分布 麻 枳保止 己 志 豆と 有る 是 にて 舊訓 なり、 上なる 播生を も 古本に は 富 杼許志 宇 宇と 訓 める を、 此と 重複る が 故 

に、 私記に 據 りて 萬 支 於 保 之 給 比 伎と 訓 める 物から、 卽ち 此の 例 なれば 心得の 爲に 引く 事な り、 此言 は仁德 天 皇 六十 

七 年御紀 に、 布, 德施 レ惠、 以振， 1 困窮 T  (中略) 是以 政令 流 行い 天下 太平、 叉顯宗 天皇 前紀 に、 布レ德 施レ惠 、政令 流 

行と 有るな どの 施と 同じ 事に て、 遍く 世に 弘め行 ふ 由な り、 叉 文. 選に 澳をも 散 澳をも 流離 を も 富杼許 流と 訓み、 叉 布 
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護 をも訓 める に、 此には 猶波見 許 流と 訓 みて 蔓 叉 漫叉滔 叉彌又 流. 布の 訓と 等しく 爲るを 以て、 分 布 は播蔓 Q 

意に 近き 事 を 知るべき なり、 舊事紀 に 此を分 n 布 八十 木 種-と 作る を、 延佳 本に 分布 を 和 加 知 志 久と訓 める は、 . ^ふら 

く は 情 進なる 可き にこ そ、 (偖 富 杼許須 の 一 百に 就て 例 を 求む るに、 文選に 浮 騰を富 杼婆志 流と 訓み、 又 俗に 解 を富杼 

久と訓 めり、 此富杼 を 姑の 間の 言に 定めて 試る に、 浮 騰は問 走な り、 解 は 間 解な り、 然る 時 は 富 杼許須 は 問 越に て、 

此 間なる 境 を 超越て 其閒 外に 事 有る 意 なれば、 自然に 廣く 遠く 行 到り 及ぼす 一 百と は 成れるな り、) 借 此に凡 此三祌 亦 

能 分 IT 布 木 種, と 有る、 此亦字 は 御 父 大祌の 御 事に 皆能播 生と 有る 皆 字に 對 へて 其 を 主として 云 ふなり、 然して 此三神 

の 亦 能 分つ 布 木 種-と 有る 木 種 は 右に 御 父大祌 の物爲 させ 給へ る 四 種の 樹種は 更なり、 夫 須レ瞰 八十 木 種 を も 共- に 物 
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爲給ひ 猶第四 一 書に、 初 五十猛 神 天 降 之 時、 多將， 一樹 種 一而 下と 有る 右 等 を も 合せ、 總て此 に 木 種と は 云へ るな り、 若 

マキホ ドコ ラス 

て 其 分布と 云 ふ は 右に 不， 殖， ー韓 地？ 盡以 持歸、 遂始 A 自二筑 紫 f 凡大 八洲 國之 内、 莫レ不 三 播殖而 成， 1 靑山， 焉と 有る に 

當 りて、 此の 事の 委しき 者に して 別事に は 非 じかし、 但其 fK 上より 將 降らせ 御 在し 坐し ける は、 ^初めて 筑 紫に 歸渡 

らせ給 ふより 紀伊國 に 到 著 かせ 給 ふ 迄に、 次第に 殖 行せ 給へ りし 事 右の 文に て 著明き を、 其 御父大 神の 此に諸 稱の樹 

種 を 成し W でさせ 御 在し 坐して、 大 八洲 國內 悉に 分布ら せ 御 在し 坐す に は、 此三祌 を從へ 奉りて 分布 こし 行せ 給へ る 

が 故に、 亦 能 分 r 一布 木 種， と は此に はれる 者な り、 然れば 右の 莫, 不一：， 播殖而 成 二靑山 ー焉と 有る は 專御父 大祌を 本と し 

て 此三祌 に 及べる 事、 其 始に是 時 素 斐嗚尊 帥， 一 其 子 五十猛 神, と 有る にて 著明く、 叉此に 皆能播 生と 有る と 亦 能 分つ 布 

木 種と 所見た るに て甚. ^隈 々しからす なむ 有りけ る、 (然れ ば 此と第 四 一 書と は 本より 別なる 傳には 非ざる を、 其 事 

の狀に 依りて 此に 粗くて 彼に 精し き 有り、 彼に 約 かにして 此には 委しき も 有る を、 互に 見 技ぶ る 時 は 各 一なる 者な り 

けり、 卽ち 此の 分つ 布 木 極， を 彼に は 莫レ不 播殖而 成ニ靑 山， 焉と 有り、 彼に は 初 五十猛 神 天降 之 時と 有る を、 此には 三 

神の 御名 鼓 出で たる 是 なり、) 〇 卽奉レ 渡， ー於紀 ゅ國， 也の 寧 渡 は 渡 志 奉 給 比 伎と 訓む べし、 卽ち御 父 大祌の 伴な ひ 渡し 

給へ る 御 事 を 此方より 祟が へ. W. す 首 なれば なり、 ^此は 第 四 一 書に、 是時 素斐嗚 尊、 帥 n 其 子 五十猛 祌？ 降 n 到 於 新羅 

國 f 居，, 曾 尸 茂 梨之處 T 乃 興 言 曰、 此地 吾不， 欲レ！ HT 遂 以，， 墙土， 作， 舟、 乘レ之 東 渡と 有る、 其 御 時の 事 を此に 如此別 

に 記 載られた るな り、 此事 已に傳 二十 五に 委しく 窨 せりき、 叉 其卷の 下に 注せる が 如く、 祌名 式に 謂 ゆる 佐 渡 國羽茂 

郡 度津祌 社は此 五十猛 命に て 御 在し 坐す、 此 に度津 と. & すは卽 此奉レ 渡- 1 於紀 伊國- 也と 有る 事に 因れる にて、 卽和多 


志 大神叉 和 多須祌 などの 例是 なり、 其 は 神 名 帳 頭注に、 伊豫 國越智 郡 大山 積 神社 (名 神大) の 御 事 を 俗 稱，, 三 島 大明神 r 

伊豫 風土記 云 宇智郡 御座 神 御名 大山 積 神、 一 名 和 多 志大祌 也、 是神者 所 \ 顯 M 難 波高 津宮 御宇 天皇 (仁 德) 御世 T 此祌自 -1 

百 濟國, 渡來 坐而、 津國 御島 坐 云々、 謂 島 者津國 御島 名 也と 所見た る、 是卽 百濟國 より 歸 渡らせ 御 在し 坐して、 三 島 

の 地に 御 在し 坐す を 以て 和 多志大 神と は 申 奉れるな り、 叉 隱岐國 知 夫 郡 由 良 比 女祌社 (名 神大、 元 名 和多須 神) 頭注 

に 大巳貴 命 嫡后須 勢利姬 命、 元 名 和多須 神と 有る も、 此 地より 彼 島に 渡し 奉れる 由 を 以て、 祌 名は涂 きて 唯 和 多須神 

と は t 奉れるな り、 但侮 九に 注せる が 如く、 此は同 郡 海神 社の 下に 元 名和須 神と 有りけ む を入棍 ひたる 者な り、 然れ 

ども 何れにしても 事の 意 は 相異る 事無し、 偖此に 五十猛 命 を度津 神と 申す も、 韓 地より 紀伊國 に 渡し 奉れる 由なる 可 

からむ 事、 右 等の 例 を 以て 曉る 可き 者な りかし、 (本に 此の 奉 渡 を 和 多 志 麻 都 流と 訓 める を、 先師 等 も 何の 心 も 著 か 

れ ざり ける にや、 其 任に 引かれたり、 其訓の 如くに て は、 人間の 方より 其 三祌の 御靈を 何れの 地よりか 紀伊國 に 渡し 

奉りて 持齋く 意と 成れるな り、 然して は 第 四 一 書に は 素 妻 嗚尊帥 二 其 子 五十猛 神， と 有る にも^ はす、 又 卽紀伊 國所レ 坐 

大神 也と 有る は 本より 神代より 御 在し 坐す 趣なる に、 其と は 殊更に して 合 は ざれば 其訓を 僻事と は 云 ふなり、 此は卽 

何の 事 も 無く 素斐鳴 尊の 韓鄕 より 帥て 渡らせ 御 在し 坐して、 紀伊國 に 留まらせ 給 ふと 見て 有るべし 

シ カシテ / チニ ス サノ ヲノ  ：-n トマ シマ. ン クマ ナス ノ  ..： や 二 テ  ゥ t  ニイ リネ ノ クニ  二 タマ ヒキ  コ レヲィ フス タ べト 

然後素 #{嗚ー 尊 居， 無成峯 一而。 遂入， 1 於 根國， 者矣。 棄戶此 云，， 須多杯 一 彼 

n レティ フマ キト 

此 云，， 磨 紀； 
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此然 後と 云 ふ 事 を、 右の 御 事共 を訖 させ 御 在し 坐し ける より 績 けて 直に 其 後と 見て は、 大に 心得 誤る 事少 からすな む 

有りけ る、 然る は 上 件 はし も 素 斐嗚大 神の 謂 ゆる 初 度に 1K 降り 御 在し 坐し ける 問の 御 事に して、 彼簸 川より は 貪に 以 

前の 御 事な りき かし、 然る は 右の 御 政 はし も 吾 兒所レ 御 之 國と詔 給へ るが 如く、 高- 大 原より 逐 はれて IK 降り 御 在し 坐 

し， -か ども、 彼 解除の 驗に 依りて 始 より は 甚 勝らして 直く 正しき 大 神と 成らせ させ 御 在し 坐し ければ、 唯 其 1K 神 御子 

の御爲 のみ 所思して、 萬に 許 太の 御 功 をな む 立てせ さ 御 在し 坐し ける を、 此に 於て 其 御 功 をし も 千 名の 五 百 名に 食 持 

たせ させ 御 在し 坐して、 愈 其 根 國に御 在し 坐し 就せ させ 給 はむ と 所思 ほし 成りて、 其 1K 上に 實の 御辭 見の 御 爲に再 天 

上に 參 上らせ 御 在し 坐し けり、 卽上章 第三 一書に、 是後素 戔嗚尊 曰、 諸 祌逐， 我、 我今當 ，1 永 去？ 如， 何不 f 與， 一 我姊， 相 

見， 而、 擅 自徑去 敷、 廼復扇 aIK 扇 レ國上 TT 詣于 天？ 時 天 鈿女見 之 而吿； I 一一 一一 II 於 日祌， 也、 (中略) 於是素 妻嗚尊 白，, 日祌， 曰、 

吾 所 n 以更 昇來， 者、 衆 神 處，, 我 以根國 7 今 當，， 就 去 f 若不 n 與レ姊 相 見？ 終不ぃ 能，， 忍 離 f 故 實以， 1 淸心， 復上來 耳、 今 則 奉 

レ覲 巳訖、 當 K. 隨 n 衆 神 之 意 f 自ぃ 此永歸 * 根 國.. 矣、 請姊照 臨 天 國 f 自 可- 1 平安 r 且吾以 n 淸心， 所, 生兒 等、 亦 奉，, 於姊 T 

e 而復還 降焉と 有る 是 なり、 (然 究めて 云 ふ 所以 は 如何 ぞ ならば、 其 時の 神逐の 所に、 乃 共逐降 去、 于時霖 也、 素斐 

嗚尊結 n 束 青草， 以爲， ー笠簑 一而 乞，, 宿 於 衆 神， 云， „< と 有る と、 此第四 一 書に 降 n 到 於 新羅 國 f 居-一 曾 尸 茂 梨 之處, と 見えた 

ると 引合へ る を 以て、 此に大 八洲 國に木 種 を 分布ら し 給へ るな む此 時な りと は 知られたり ける、 此時は 紀伊國 に 初め 

て 御 在し 坐し ける 程の 御 事な りし かば、 其 后 神奇稻 田姬命 御兒大 巳貴祌 など も 未 御 在し 坐 さ る 以前なる 故に、 S 

國の 事と て は 且ても 見えざる を 以て、 其 前後 有る 事 を 知るべし、 但 右の 1 書に 五男 三女 祌の生 坐し \ 事 を此 度の 事と 


爲る は、 甚 じき 僻事なる 事 論 を 待たざる なり、 唯 此は其 御 功 を 千 名の 五 百 各に 負 持た して 淸 明き 御 心の 程 を 明らめき 

奉らせ 給 ひ、 終に 根國に 罷り 御 在し 坐 さむ 御 辭見を 申させ 給へ るの 外 無くなむ 有りけ らし、) 雨 時に 彼 三女 神 を も 伴 

な はせ 御 在し 坐して、 出 雲國に 天降り 御 在し 坐せ りき、 予 常に 後の！ ^天 降と 云へ る是 なり、 卽ち此 第二 一書に 是時素 

戔嗚 尊下 n 到 於 安藝 國 可愛 之 川上-也と 有る 是を云 ふなり、 正書に 是時 素妻嗚 尊自レ 天而 到 於 W 雲 國簸之 川上-と 有 

る は、 其より 遷行 坐して 彼八岐 大蛇 を 退治 させ 御 在し 坐し ける 地 を 云 ふなり、 卽ち 上に 乃拔 -1 鬚髯-散 之、 卽成レ 杉、 

叉拔 ^ 散 胸毛 f 是 成, 槍、 尻 毛是成 i 枝、 眉毛 是成， 一 樑樟？ (中略) 夫須， 嗽 八十 木 種 皆能播 生と 有る を、 此程は 悉くに 凡 

て大 八洲 國內は 青山と 成れり と 見えて、 彼 大蛇の 事 を 正書に 松柏 生-一 於 背 上-と 書され、 古事記に も 亦 其 身 生 一一 蘿及檜 

榲, と 有る 許り、 世に 遍 ねく 生弘ご りて 然も 大樹の 狀 なりけ るな り、 又 第二 一 書に は汝 可下以 -1 衆 菜-酸 * 酒 八 甕 上と 見え 

たる、 此を 以て も 其瞰ふ 可き 八十 木 種の 世に 廣く行 亙れる を 見る 可し、 右 等 は 何れも 此大 神の 御身より 化れ る 物な り、 

叉 天上より 將 下らせ 給へ る 者な り、 叉此大 神の 始めて 國 土に 分布ら し 生 ふ 立てさせ 給へ る 物なる に、 此 時に 初めて 出 

雲國に 天降り 御 在し 坐す と爲 ば、 如何なる 御 暇の 御 在し 坐して 然物爲 させ 給へ りと 爲む、 若 其 時に 御 毛を拔 散た せ 御 . 

在し 坐して 樹共を 生し 給 へらむ にも、 山の 限 を 盡に靑 山と 成し 竟て 後に 大蛇 Q 背 上に 迄に 生 ふる 程に や 幾千 萬 年 を や 

此錢 川上に て經 給へ ると 爲む、 叉 此大神 Q 然る 木 共 を此に 初めて 生し 立て 給へ る を 知りな がらに、 其 脚 摩 乳 手 摩乳祌 • 

の 珍奇ら しげに 語り 申す 可き に 非ざる をな む 明らめ 曉る可 かりけ る、 (然れ ば 其 初めて 天降り 御 在し 坐して、 其 五十 

猛神 以下の 三 神 を 帥て 木 種 を此に 分布ら し 給へ るより、 叉 其.？ に辭 見の 御爲に 天上に 參 升ら せ 御 在し 坐して W 雲國に 
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降り 御 在し 坐す 迄の 年數は 何千 萬 年 をか經 たりけ む、 測 も 知られざる 程の 事な めり、) 若て 其 脚 摩 乳 手 摩 乳 祌の爲 

に八岐 大蛇 を 退治 させ 給 ひ、 終に 其 尾 を 斬 屠りて 此に彼 草 薙劍を 得させ 御 在し 坐し X かば、 正書に 謂 ゆる 素 棄嗚尊 曰、 

是神^ 也、 吾 何 敢私以 安 乎、 乃 上 n 獻於 天神-也と 有る、 此は上 章 第三 一 書に 所見た る辭 見の 御 雷に、 吾以， 1 淸心， 所, 生 • 

兒等亦 奉， 一 於姊, と 申させ 給へ る 其 表 物 を 奉らせ 給へ るに て、 天 祌 御子と して H 八 降して 天下 を 所 知 坐し め 奉らせ 給 はむ 

御 靈實是 なり、 若て 其 二 神の 女奇 稻田姬 命を娶 させ 給 ふ 可き 事の 運びに は神隨 にして 至れり けり、 正書に 然 後行竟 -1 

將レ 婚之處 T 遂 到- Iffi 雲之淸 地- 焉、 乃 一 百 曰、 吾心 淸淸 之、 於， 1 彼處- 建に 呂、 乃相與 遘合而 生- 兒大巳 貴 神 T 因 勅 之 曰、 

吾 兒宮首 者卽脚 摩？ 手 摩 現 也、 故 賜-, 號於ニ 神-曰， 一 稻田宮 主神-と 見えた る是 なり、 此に 至りて 國土 經營の 大業 を其大 

巳 貴祌に し 給 はむ として、 御母奇 稻田姬 命に 託て 其淸宮 にて 生長し 奉らせ 給へ り、 其 傅に は 脚 摩 乳 手 摩 乳 祌を稻 

田宮 主神と 事 任し 給へ りき、 然れ ども 右に 續 きて 巳 而素斐 嗚尊遂 就-一 於 根 國-矣 と 有れ ども、 此は其 間の 御 事 をば 悉に 

漏らし 傳 へられざる にて、 其 間に 猶餘 多の 御 事業な む 御 在し 坐す ベ かりけ る、 此 よりして 素 戔嗚大 神 邦 を 建てさせ 御 

在し 坐し 初めたり、 W 雲 風土記に 謂 ゆる 國 引の 御 故事 はし も、 正に 此 程の 御 事業に て 渡らせ 給 ふ 可き 由、 傳ニ 十一に 

注し 明らめ 奉る が 如し、 伹此大 八洲 國 より 事 始めて 外蕃諸 部の 裔國迄 をも餘 さす 建てさせ. 御 在し 坐す 御 事に し 有りけ 

れば、 此 より 遙に 後に 彼 熊 成 峰に 御 在し 坐して、 根 國底國 に 到らせ 御 在し 坐す 迄の 間に、 專 要と 功績し み 給へ る 御 本 

業に て 渡らせ 給 へれば、 此 は此大 神の 此顯國 に 御 在し 坐し ける 限り は總 てに 亙る 御 事な りけ り、 若て 其 御 長子 五十猛 

命 を韓國 伊太 氏神と 申 奉， ば、 此大 神に 從 奉らせ 給 ひて、 共- <<  に 其 御 功 をな む 建てさせ 御 在し 坐け る 御 趣に は 聞え 


たる、 (此呈 には大 巳貴祌 はし も 未 幼く 御 在し 坐して 淸宮に 傅かれて 御 在し 坐す 問の 御 事な りければ、 彼 八十 神の 事 

なに？ a ひ 仏？/ りし は、 此 間にて 有りし 事と 知るべき なり、 此國引 坐 八 束 水 臣津野 命 卽素斐 鳴大祌 にて 渡らせ 給へ る 由 

は、 予大に 明らむ る 所有り て、 傳ー 一十 ニ卷 に大國 主神 を 此大祌 の 六 世 孫と 云 へ る 僻事 をし も悉 へに 正した る說 なり、) 

次に は 古事記に 此大 神の 又娶 -1 大山 津見祌 之 女 名祌大 市比賨 T 生 子大年 神、 次 宇迦 之 御魂祌 云々 と 有りて、 此外 にも 

諸の 御子 祌等を 生み 奉らせ 給へ る 事、 傅 二十 一 に 粗 注し 奉れる を、 其 二十 四に は 悉くに 明らめ 注し 奉れる 是 なり、 然 

して 此稻 穀祌を 生み 奉らせ 給へ る 所以 は • 上に 夫須， 瞰 八十 木 種 皆能播 生と 有り、 第二 一書に 以= 衆菓 1 釀ニ酒 八 幾-と 

有る 如くして、 此大祌 の 邦 を 建てさせ 御 在し 坐す より 以前 は >  木實を 以て 粮に 充てた る 程の 事に して、 古事記な ろ 肥 

河 上に 御 天 降の 所に、 此 時箸從  >1 其 河-流 下、 於是須佐之男命以^1爲人コ有其河上-而、 尋 覓上往 者、 老夫與 M 老女 ニー 人 

在と 有る が 如く、 本より 穀種も 有り 火食の 事 も 有りと 雖も、 其 は猶甚 稀々 の 事に し 有りければ、 此に 於て 其 稻穀祌 を 

生し めて 國 土に 幸 はへ 給 はむ と 所思して 物爲 させ 給へ るに て、 先に は四祌 ffi 生 章 第 十一 一書に 所見た るが 如く、 保 食 

神の 御 爲に甚 無 狀く御 在し 坐し ける より 延て， 《< 上 にても 天 照 太 神の 始て其 保 食 神の 御身より 成 W でたり し 穀物 を殖 

生し 立てさせ 給へ るに、 轉 有る 迄に 妨げ 担 はせ 給へ りし 卽ち謂 ゆる 天 津罪是 なり、 然を 此大祌 天上より 天降り 御 在し 

坐し ける 後に はノ天 照 太 神 Q 大御心 を 御 心と して 其 保 食 祌の御 功業 を資 け、 天下 蒼生に 專 衣食住の 事 を 幸へ 坐 さむと 

爲 させ 給 ふの みに 深く 遠く 功勞 かし 御 在し 坐し ければ、 此稻穀 の 事に 就ても、 保 食 神 は 其 御靈祌 にこ そ は 渡らせ 給へ 

り けれ、 其 種蒔き 培養 ふ 事 はし も 別に 其 祌の御 在し 坐して 物爲 させ 給 ふに 非す して は 如何で か は 成 W 来らむ、 此卽大 
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年 神 以下の 御子 祌等を 生み 寧ら しめ 給へ る所緣 なりけ る、 (委しく 事 を 別けて 云 ふ 時 は、 其 保 食 神より 成 ffi たる 衣 

食 住の 物實に 就て" 五十猛 命 等の 三祌は 家宅の 事 を 主り 給 ひ、 此大年 祌宇趣 御 魂 神 等 は 食物の 事に 御靈を 幸へ 給 ひ、 

又 衣服の 事に は 上に 云へ るが 如く、， 右 Q 三祌 巳に 天上より 桑 麻 等 を も 合せて 分布ら し 給へ る を、 5. ま 円 幡佐草 曰 古 命の 

麻 を 蒔 種 給 ひ、 叉 大巳貴 少彥名 祌を璺 麻 神と 申し、 彼 胸 肩に 御 在し 坐す 三女 神 をし も、 織幡祌 とも 八幡 神と も，. 棚 機 

姬祌 とも 申 奉る 類是 なり、) 然して 此大神 はし も 上に， 注せる が 如く、 先に IK 降り 御 在し 坐し X 時の 宮都 はし も、 五十 

猛祌 以下 三祌を 帥て 紀伊國 に 御 在し 坐し ける を、 此 度の 御 1K 降 以來， m 雲國淸 宮に奇 稻田姬 命と 共に 御 坐し 坐して、 御 

兒大巳 貴祌を 令：, 生 給へ る 後に は、 其 御 兒祌の 生 立 を 試みさせ 給 はむ 爲に 其淸宮 をし も讓り 聞え させ 給 ひて、 御自は 

猶紀伊 國に御 在し 坐した る狀 なりけ り、 其-穴 上より 携 へて 天降 坐し X 三女 祌をも 此に伴 はせ 御 在し 坐して、 共に 紀伊 

國に 懐に 御 在し 坐したり と 云ふ證 は、 傳ニ 十一、 二十 二に 已に 委曲に 辨 へたる が 如く、 古事記 八十 祌 段に 大穴 牟遲神 

其 兄弟、 八十 祌の爲 に 甚く 窘められ させ 給へ る 時に、 御祖 命の 御 心と して、 汝. 消，， 此間， 者 遂爲， 一八 十祌 一所, 減、 乃 速つ 遣 

於 木國之 大屋 昆 古神 之 御所， と 有る 御祖 命は奇 稻田姬 命に 御 在し 坐し、 大屋 昆古 祌は卽 五十猛 命の 御 事に して、 上 ひ 

一書に 卽 紀伊國 所， 坐 大祌是 也と 見え、 此に凡 此三祌 亦 能 分,^ 布 木種ハ 卽奉， 渡，， 於 紀伊國 一也と 有る 是 なり、 其 次に 御 

祖命 吿レ子 云、 可レ參 n 向 須佐能 男 命 所， 坐 之 根 堅洲國 f 必其 大祌議 也、 故 隨-, 詔 命， 而參 IT 到 須佐之 男 命 之 御所， 者、 其 女 

須勢 理昆賣 お 見 爲，, 目 合， 而 相婚、 と 見えた る 根 堅 洲國疑 ふ 可し、 其 は 木 國に御 在し 坐す 御 兄 五十猛 命の 御 許に 遣 はし 

て、 其 祌の御 議らひ 以て 御 父 大祌の 御所に 奉りて、 其 御所 置に 任せ 奉らむ との 御 事な り、 然して 此に 渡らせ 給へ る須 


世 理爲賣 命 はし も 謂 ゆる 三女 神の 御 事に して、 已 に瑞珠 盟約 章 第一 一書に、 汝三神 宜&: TI 居 道中-奉お- 夭 孫- 而爲 -1 

1K 孫-所 祭. - 也と 有る 如く、 甚く 止 事 無き 所以 有りて 天降し 給へ る 御 神に なむ 渡らせ 給へ りければ、 縱ゃ其 大神は 根 堅 

洲國に 御 在し 坐す とも、 此三 女神 をば 帥て 赴かせ 給 ふ 可き に 非す、 然る を其大 神の 御所に 此 三女 神の 御 在し 坐す と 云 

未 M 、國に 赴き 給 はざる 以前な りし 1 の證 なり、 叉 彼 天上より 天降り 御 在し 坐して 以來謂 ゆる 國引坐 神と 稱 奉り 

又 建 邦 之 神と も、 稱 申せる が 如く、 國土營 經の御 事 を 始めさせ 御 在し 坐しながら、 其 御 事業 をば 未大國 主神に 授け 聞 

えさ はす、 其 半途に して 根 國に就 坐す と 云 ふ 事 は、 且ても 御 在し 坐す まじき 御 事な り、 是 其ニ證 なり、 借 其 三女 

神の 御 事に 就て 其 由緣を 求む るに、 神 名 式に 紀伊國 名 草 郡 志 磨 神社 (名 祌大) 御 在し 坐す を、 和名 抄鄕 名に 同 郡 島神戶 

と 云 ふ 有れば、 少緣の 御 事と は 所見ざる に、 傳 十三に 注せる が 如く、 社說に 祭神 中 津島姬 命 相 殿 生國魂 命と 云へ る 其 

ま大國 主； g:Q 御 事に て 渡らせ 給 へれば、 右に 目 合 相婚と 有りし 奇御戶 なりけ む を、 後に 筑 紫に 本宮 定まらせ 御 在し 坐 

せる 御 靈を勸 請れ る 以て 志 磨 神社と は稱 申せるな め.^、 叉 式に 同 郡 朝椋祌 社、 此も 同じ 若 山の 邊 にて 其 間合甚 近き を、 

社說 に、 「祭神 一座 大巳貴 命な り、 御 祖命大 已貴命 を 助け 活けて 此木國 なる 大屋 毘 古神の 御 許に 令レ逃 給へ り、 故當 

時 比 地に 逃れ 來給 ひしに、 天色 猶明 渡らで 物色 さへ 辨へ ざれば、 卽此地 を 指して 朝 暗と は 號け給 ふ」 と 云 ひ、 其 末社 

に 八 雲 神 中津奥 神と 云 ふ 有る も 後の 事ながら、 其 由て 來る 所有るべく して 甚 床しければ、 此等を 以て も 此傳に 根堅洲 

國と云 ひ、 黄泉 比 良 坂と 云へ る は 行 越た る 誤なる 事 著明くな む 有りけ る、 (右の 八 雲 神 は 素 斐嗚大 神に 御 在し 坐す ベ 

く、 中津奥 神と 申す は 右の 中津島 * 命に 坐せ り、 奥と は 俗に 士 人の 妻 を 奥と 云 ふに 等しくて、 其 后祌の 謂なる 可し、 
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若て 當郡須 佐祌戶 有り、 式に 在 田 郡須佐 神社 名 祌大、 月次 新嘗と 有る、 是卽其 大祌の 御座所な るが、 其 始芳野 郡 西 川 

峰に 御 在し 坐し ける 由なる が、 其に しても 大和 志に 載た る 吉野郡 式 外に、 宗 像祌祠 在，, 坪內村 T 天川莊 二十 一村 相 共 

祭祀、 正殿 拜殿 御厨 所 十二 小祠、 四箇 怪石、 三所淸 泉、 域 內有レ 寺 云々、 祝 部 十八 家專 幹，， 神事， と 有りて、 ゆに 名高 

き 天川辨 財 天に て、 謂 ゆる 金 峰 山の 境 內に御 在し 坐せ り、 此は 殊に 山 深く 絕境 なれば、 祌 代の 神迹 などに もやと 思 ふ 

任に、 事の 因みに 云 ふなり、 必由 在りげ にぞ聞 ゆなる、) 然して 其 大穴 牟遲神 をし も 甚く 窘め 試みさせ 給へ る 御 事な む 

總ては 四 度な りけ る、 一 に は卽喚 入而令 レ寢， 1 其 蛇 iiSi,  ..J 有る 是 なり、 二に は亦來 日夜 者 入-一 吳公與 レ蜂窒 一と 有る 是 なり、 

三に は 亦 鳴 鏑射ョ 入 大野 之 中， 令レ採 = 其 矢？ 故人，， 其 野， 時、 卽以， 火 廻 TI 燒其 野， と 有る 是 なり、 四に は 率 n 入 家- 而喚 入 

八 田 間 大窒- 而令レ 取-; 其 頭 之 虱？ 爾 見，, 其 頭， 者 吳公多 在と 有る 是 なり、 然るに 其 后 神の 助に 依りて、 右の 御 窘め 共の 甚 

辛き にも 悉に？，^ 堪へ させ 給へ りければ、 實 に大國 主神と 御 在し 坐すべき 大器なる 事 を 所 知 看て、 今迄の 御 心 一 時に 開け 

させ 御 在し 坐し けらし、 於, 心 思, 愛 而寢と 有る 是 なり、 故 其大祌 Q 御寢 坐せ る 問に 其 后 祌を食 ひ 給 ひ、 卽其大 神の 生 

大刀と 生 弓矢と 天 沼 琴 をし も 取 持た して 逃^させ 御 在し 坐し ける に、 其 1K 沼 琴樹に 觸れて 地. 鳴動き しかば、 大 神の 聞 

驚かし 御 在し 坐して、 追 至らせ 給へ りけ ろに." 巳く 逃 延び 給 ひて けり、 故遙に 望み 御 在し 坐して-呼？ y 謂 大穴 牟遲 神， 曰、 

其 汝所レ 持 之 生 大刀 生 弓矢 以而 汝庶 兄^ 者 追 IT 伏 坂 之 御 亦 追 TT 撥 河 之 瀬， 而、 意禮 爲-, 大阔 主神？ 亦爲 -1 宇都 志 國玉祌 _ 

而、 其 我 之女須 # 理爲賣 爲，， 嫡妻， 而、 於，， 宇迦 能 山 之 山 本， 於 n 底津石 根， 宮柱布 刀 斯理、 於，， 高天原， 冰像 多迦斯 理而居 

是奴 也、 と 詔 給へ る、 此卽大 神の 御大 業を此 大穴 牟遲祌 に 譲り 聞え させ 御 在し 坐し ける にて、 此御事 任の 御 事 を竟し 


給 はすして は、 根國に 就り 赴かせ 御 在し 坐すべき に は 非すな む 有りけ る、 「但此 時より 直に 去らせ 給 ふと 見ても 枕 一る 

可き 狀 なる 物から、 此は 紀伊國 にての 御 事な り、 根國に 入らせ 給へ る は » 雲國 よりの 御 事な りければ、 此時若 其 大祌の 

實に根 國に御 在し 坐 せらむ に は、 其 入らせ 御 在し 坐し ける » 雲より こそ は物爲 させ 給 はめ、 何に よりて か は 殊に 紀伊 

より 入らせ 御 在し 坐 さむ、 且次に 云 • ふが 如く、 此 より 後に 其 ぼに 歸り御 在し 坐し ける 狀 なり、 此を 以て 右に 根 堅洲國 

と 云 ひ、 黄泉 比 良 坂と 有る を 偉の 誤な りと は 云 ふなり、) 借 此の 熊 成 峰 を 口 訣に在 一 雲國 一と 云 へ る は 然る 說 にて、 

其より 後に ffi 雲國に 還り 住ませ 御 在し 坐して、 悉に 天下の 事 を 大巳貴 神に 讓聞 えさせ 給 ひ、 卽根國 に 赴かせ 給 ふ も、 

此國 より 物爲 させ 御 在し 坐し けるな りけ り、 其 は ffi 雲. 風土記に、 飯 石 郡 須佐鄕 、郡 家 正西 一 十九 里、 祌須佐 能袁命 詔、 

此國 者雖， 1 小國 f 國處 在、 故 我 御名 者 非, 著- 1 木石-詔 而、 卽己命 之 御 靈鎭置 給 之處、 然卽 大須佐 田小須 佐田定 給， 故 云- 1 

須佐" 卽有 M 正 倉 f と 有る、 此は大 神の 根國に 籠らせ 御 坐す に 就て、 其 御名 を 御田に 食せ て號け 置かせ 給 ひ、 叉此に 

も 御靈を 留めさせ 御 在し 坐して.' 其 地に 須 佐の 名 を傳 へさせ 給へ る 由な り、 祌名 式に 須佐 神社 有る 是 なり、 此 御事傳 

二十 一 に已に 注せり き、 又 同 記に、 島根 郡 朝 酌鄕、 郡 家 正南 一 十 i 八十 四 歩、 熊 野 大神命 詔、 朝 御嶽 勘 養 夕 御 鎮勘養 

五贄組 之處定 給、 故 云 n 朝 酌， と 見えた る、 此熊野 大祌命 はし も此素 卖嗚大 神の 根國に 赴かせ 御 在し 坐す 時、 其 幽宮を 

此に 定めさせ 御 在し 坐して 鎭り給 ふ 御名 を稱 奉れるな りければ、 其 熊 野 神宮の 御 爲に御 贄を令 レ奉給 ふ處を 定めさせ 

御 在し 坐し ける にて、 此も其 根 國に御 在し 坐 さむと 爲 させ 給へ る御定 なりけ む 事 申す も 更なり、 同 郡 未 官知社 Q 中に 

朝 酌 上 社 同 下 社と 有る、 上 社 を 伊 弊^ 尊下 社 を 伊弊諾 尊と 熊野大 神と を 合せ 祭る と 云へ り、 偖傳 二十 1 に 引ける 同 記 
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に、 意 宇 郡 W 雲 神戶、 郡 家 南西 ニ里廿 歩、 伊 拌奈枳 乃 麻 奈子坐 熊 野 加 武呂乃 命 五 百 津鈕神 組 所-一 取 ク而、 所 k 造- 下， 

大穴 持 命 二 所 大神等 依 奉、 故 云-一 祌戶- (伦郡 等； 4 戶 且如レ 之) と 所見た る も此御 時の 御 事に て、 此ニ所 大祌と 有る は 

其 熊 野 加 武呂乃 命の 熊 野 神宮の 御料と 大巳 貴祌の 宇迦 山 本宮の 御料と を 此に充 させ 給へ るな りけ り、 若て 其 五 百津鈕 

祌組 所，, 取. 而は 所, 造，, 天 下， 大穴 持 命の 御上の みに 係れる にて、 右に 引ける 古事記に、 意 禮爲， 一大 國 主神 T 亦爲 -1 宇 

都 志 國玉祌 -と詔 給へ りし 其 表 物 を 後に 事 依し 授けさせ 給へ るな めり、 先に は 其 八十 祌を 一一 国 向 させ 給 ふ 御 事なる 故に、 

生 大刀 生 弓矢の 御 賜物な む 御 在し 坐し ける を、 此に 至りて は 全く 根國に 赴かせ 給 ふ 所なる を 以て、 其國引 坐せ る始ょ 

り 用 ひさせ 御 在し 坐し 来る 五 百津神 鈕を盡 くに 授 依し 給 ひて、 國土經 營の御 事 を 令レ成 給へ る 者な り、 右の 文に 五 百 

津祌組 所- 1 取， „<  -而所 造- 1 天下-と 續く 文意 を考 へて、 其 神 戶の祌 田 を 依 奉る 事と 此とは 別なる 事 を 知るべき 也、 偖 其 

神 組の 國土經 營の御 事に 於て 甚止事 無き 其  一二 を 云 はむ に は、 同 記國引 文に、 八 雲 立 w 雲 國者狹 布 之 稚國在 哉、 初 

國小所 A 作、 故將 n 作鏠， 詔而、 t: 衾 志 羅紀乃 三 埼矣、 國之餘 々有耶 見者、 國之餘 有 詔而、 童女 胸鈕所 取而、 大魚之 支 

太衝 別而、 波 多須々 支穗振 別而、 (下略) と 有る 是な り、 叉 大巳貴 神の 長子 を 味 招 高彥根 神と 申 奉る、 味 は稱辭 なり、 ■ 

雜は 此の 神 組に 同じく して、 御 父 太 巳 貴 神の 御 功業 を受 持たせ 御 在し 坐して 天下 を 經營ら せ 給 ふ 由な り、 然る 時は此 

に 熊野大 神より 其 大穴 持 神に 此五百 津神組 を 事 依し 授け 奉らせ 給へ るな む、 實に 所以 有る 御 事な りけ る、 (古史 第 九 

十一 段 徵に此 文 を 引きて、 熊 野 加 武呂乃 命より 大穴 持 少彥名 二 神に 事 依し 奉れる 由に 云へ る は、 恐らく は强說 なる 可 

し、 此は 熊野大 神の 根 國に就 去ます に 就て 己 尊の 神宮に も 神戶を 寄せ、 又 御子， K 巳貴祌 にも 神戶を 寄せ 給へ る 以て 二 


所大神 等と は 有る にて、 其 風土記の 官未官 知 社共に 合せて 三百 九十 九 所 御 在し 坐す 中に、 唯 熊 野 大社 杵築 大社 二 所の 

み を 大社と 申せる 是を云 ふなり、 然して 少彥名 神の W 来らせ 給へ る は、 大巳貴 神の 國土 經營の 半. にこ そ は 有り けれ、 

此大 神の 根國に 赴かせ 御 在し 坐す 其 以前に、 然る 御 事の 有るべく も 非すな む 有りければ、 信ら れぬ 心ち す、 叉 此を助 

けて は、 後に 熊 野 神宮に 坐す 御 靈の假 に 現 身と 顯 はれ ffi 給 ひて" 其 二 神に 授け 給へ りと 一 K はむか、 然れ ども W 雲神戶 

と 云 ふ 事、 少彥名 命に は少 かも 由無き 事なる を や.' 猶傳 廿七卷 にも 云 ふべ し、：) 〇 熊 成 峰 は 本に 和 邇那理 能 美 多氣と 

訓 めれ ども、 記傳十 (二十 八丁) に、 一 熊 成 峰 は卽熊 野なる 可し、 那須を 切 むれば 奴な.^、 此を 和邇那 理と訓 みて 鍔 淵 

山 Q 事と 爲るは 非な り， 一 と 云 はれた る實に 然る 說 にて、 此に 居， 一 熊 成 峰， と 云 ふ は此大 神の 御座所 を 申，， \ 而 入-一 於 根 

國-者 矣の而 字 は 而後の 義 なりければ、 其 熊 成 峰より 直に 根 國に御 在し 坐せ る 由に 非ざる 事 を先づ 明らむ 可し、 此を 

自 n 熊 野 峰， の 意に 見る から、 右の 和 適 那理の 如き 僻訓は ffi 来れるな り、 此居字 は 上の 一書に 居， 一 曾 尸 茂 梨之處 f 乃 興 

一一 一一 II 曰、 此地 吾不, 欲, 居と 有る 居に 同じく して、 麻 志 麻 須と訓 みて 卽 居住の 義 なり、 卽寶鏡 開始 章に 一, li 服 殿つ 其 第 

二 一 書に 廼居 n 子 天石窟 f 此第六 一書に、 吾 欲， 住-於 日本 國之三 諸 山 T 故 卽營， 一宮 彼處， 使-, 就而 "2^ マ， サ など 有る を 思 ふ 可 

し、 (猶紀 中に 居 字 を 其 例に 用 ひられた る所數 知らす 多 かる を、 今 は 一 ニを舉 ぐるの み、 叉斯る 所に は 在 字 を も 坐，， 字 

を も 書かれた りき、) 故此 居， 一 熊 成 峰-は ffi 雲 風土記に、 意 宇 郡 熊 野 山、 郡 家 正南 一十 八 里と 有りて、 細 書に 有，, 檜捐， 

也、 所謂 熊 野 大神之 社 坐と 有る 是 なり、 卽祌名 式に 謂 ゆる 意 宇 郡 熊 野 坐 神社 (名 神大) の 御 事なる 由、 傳 二十 一 に 委し 

く 明らめ 注し 奉る が 如し、 偖 熊 成の 熊 はし も 借 字に して、 天孫 降臨 章に 隄此 云，, 矩磨 望, と 有る 瞎，， 字の 意な り、 同 記に 
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飯 石 郡 熊 谷鄕、 郡 家 東北 廿六里 >  古老 傳云、 久志 伊奈 太 美 等 與麻奴 良比賣 命、 任 身 及，， 將， 產時 T 求 A 處， 生 之、 爾時到 

來此處 一詔、 甚久 々麻 々志 枳谷在 故 云， 一 熊 谷， 也と 有る も隈々 しき 義 なり、 海宮 遊行 章 第 四 一書に 雖 1 隔， 一八 重 之隈， と 有 

る は 遠き 境 を 云 ひ、 仁德 天皇 三十 年御紀 皇后 御 歌に 箇波西 莾珥と 有る を釋 に河隈 也と 有り、 叉 天皇 御 歌に 箇破能 E 莾 

愚 葬と 云 ふ 御 句 有る を、 釋に河 之 隙 也と 注し、 其 六十 二 年に 有， 一 大樹 r 自， 一大 井川， 流 之、 淳 一一 于河曲 一と 見え、 齊明 

天皇 三年 御 紀に薩 麻 之 曲 竹 島 之 門と 有るな ど、 曲 字を久 麻と 訓 めり、 地名に は 熊 野 熊 襲 は 更なり、 景行 IK 皇 十八 年 御 

紀に 熊縣、 仁德 天皇 十二 年 御紀に 山背 栗 隈縣、 雄 略 一 K 皇十 三年 御紀に 播磨國 御井 隈、 欽明 IK 皇四年 御紀に 肅愼隈 など 

斯る類 外に も 多く 有り、 萬 葉 一 (十三 丁) に、 山際、 伊隱萬 代、 道隈、 伊 積 流 萬 代爾、 又 (十五 丁)、 隈毛不 落、 思 乍 叙 

來、 其 山道 乎、 叉 (二十 九 丁)、 川 階 之、 八 千阿不 落、 二 (十五 丁) に、 道 之 阿 囘爾、 標結吾 勢、 又 (十九 丁)、 此道 乃、 

八十 隈 毎- 叉 (： 二十 九 丁)、 宮 出毛爲 鹿、 作 日 之隅囘 乎、 五 (二十 八丁) に、 玉样 乃、 道 乃 久麻尾 爾， 六 (十八 丁) に、 許 

伎多武 流、 浦 之盡、 往隱、 島 乃 埼々、 隅毛不 置、 十三 (七 丁) に、 道 前、 八十 阿 毎 二、 十： 二十 二 丁) に、 毛 母久麻 能、 

美 知 波 紀爾志 乎、 叉 (二十 四 丁： r 阿 之 可 伎能. 久麻刀 爾多知 Ilri など、 山に も 谷に も 海に も 河に も 道に も 垣に も 云へ る 

ク ボマ 

は、 何れも 四 間の 意に て、 顯 明に は 見え透き 難き 狀 なる を 云 ふなり、 源氏 箒木卷 に、 「甚隈 無げ なる も 床しく」 -V 有 

る を 始めて、 滞る 事無く 能く 物 一一 目 ひ 通る 事に 云へ る も 其 意 同じ 事な り、 (右の 如く 字 は樣々 に 書く 中に、 隄字 は說文 

に 水曲澳 也と 注し、 雨 維に 水 厓內爲 レ^、 厓外爲 レ隈と 云 ひ、 事 文 前 集に、 曲涯曰レs^曰,隈と注せれば、 ^を も久 麻と 

訓む なりけ り、 阿字 は釋 名に 曲阜 曰， 阿と 云 ひ、 叉 文選 注に 阿 曲 也と 注し、 毛 詩 生， ー于道 周， の 注に 周 曲 也と 有れば、 


阿と 曲と は 其 意に て 通 はし 用 ふる 也、 隅 字 は勻會 に簾稜 也と 注せり、 又 文選 注に 巴^ 山 曲 也と 見 ゆ、 偖 毛 群の 熊 も 曲 穴 

の 中に 棲へ る 由の 稱 にして、 右の 久 麻と 異ならす、.) 偖 久麻は 右の 如き 意なる が、 此に熊 成と 云 ふ は、 此大 神の 神 功 

旣に竟 させ 御 在し 坐して、 其始 より 志し 給へ る 根國に 入御 在し 坐 さむと 爲て、 顯國に 御靈を 留めさせ 給 ふ 宮殿 を 定め 

させ 御 在し 坐す 謂に して、 瑞珠 盟約 章に、 是後 伊弊諾 尊、； t 功 旣畢、 靈運 當遷、 是以 構，， 幽宮於 淡 路之洲 T 寂然 長隱 

者 笑、 と 有る 幽宫と 同じ 御 趣に て 渡らせ 給 ひけり、 然れば 記傳九 (四十 二 丁) に、 久麻 奴は隱 野の 義と說 かれ、 十二 一 

コ モリ ラス クマ ナス 

十八 丁：； に、 熊 成 を 切れば 久麻 奴と 成る 由に 注された る を 合せて 思 ふに、 此の 熊 成は實 隱 成叉隈 成の 義 にして、 其 

カク 

現 御身 を 幽し 成させ 給へ る 意な りければ、 久麻 奴と 切りた る 奴 も 山野の 野と は 別にして、 那 須の義 なる 事 云 ふ も更な 

り、 然れば 四 神 出 生 章 第五 一書に、 伊胖褂 尊の 御 事 を 故 葬， 1 於 紀伊國 熊 野 之 有 馬 村， 焉と 有る も、 其，^ に 土俗 祭-一 此祌 

之 魂, 者と 有る を 以て 見る 時 は、 葬 字 を 加 久志奉 流と 訓め もも 天 御蔭 日 御蔭と 隱し 奉れる 事に て、 此は其 地より 現 御 

身ながら 黄泉に 入御 在し 坐し ける 後に 御 魂 を齋き 奉れる にて、 上 件 伊 * 諾大神 素 斐嗚尊 等の は 御 自と其 幽宮を 構ら せ 

給へ るな り、 此は其 根 國に入 坐し- - 後に 其 祌宮を 供奉れ るに して、 其 自柁の 差別 は 有る 物から、 事の 意 相等しく なむ 

有りければ、 此紀伊 國の熊 野 も 野と 云 ふべき 地理に 非 ざれば、 其 も亦隱 成叉隈 成の 義 なりけ り、 叉 天孫 降臨 章に、 大 

巳 貴 神の 隱給 へる 御 事 を 今 我 當於百 不足 之 八十 隈將 隱去矣 (隈此 云-一矩 磨. m,) 一 百 訖遂隱 と 有る、 此を 第二 一書に、 高 

ヒソス :> 

皇産靈 尊の 叉汝應 i 住 天日 隅宮 者、 今當， 1 供 造 T と 見えた る、 日 隅 は 借 字に して 偕 住の 義 なれば、 此も幽 宮の義 なる に 

其 八十 隈と云 ふなむ 此の 熊 成の 言に 相 異ならざる 由、 右に 引ける 例 共に 考瓦 一して 知る ベ きなり、 叉傳廿 七に 注せる 古 
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事 記 玉垣 宮 段に、 坐 二 出 雲 之 石硐之 曾宮， 葦原 色 許男大 神と 有る も 其 天日 隅 宮の御 事な りけ り、 石硒 は、 伊曾久 麻と 右 

Q 八十 隈を 五十 隈 とも 云 ふべ し、 曾 は 偕 叉 は 退な どの 一 百と 同じき を 思 ふに、 必ー K 日隅宮 なる 事 灼然き 者な りヽ 此も顯 

世 を 去りて 幽冥に 入り 給へ る を 以て、 此の 天日 隅宮の 御設御 在し 坐し ける にて、 此も亦 右の 例 共に 異ならざる を 以て 

此熊成 峰に 居と 云 ふ は、 其 遠き 境に 赴かせ 御 在し 坐 さむと して、 此に 御靈を 留め 物爲 させ 耠 へりし 幽宮 なる 事 を 明ら 

め 奉る 可き 者な りかし、 然れば 彼 奇御戶 と 成し 給へ りし 以前の 須賀宫 と 此熊野 神宮と は、 已に傳 二十 一 に 注せる が 如 

く、 本より 別なる 事 論 を 待た すなむ、 (記 傅九卷 四十 二 丁に、 一， 出 雲 風土記に、 大原 郡須我 山、 郡 家 東北 一 十九 里 一 百 

八十 歩、 須我 小川 源 須我 山， と 見えて、 又 意 宇 郡 野 代 川， 源 郡 家 正南 一十 八 里須我 山， と 有る、 此須我 山 も卽ち 

右 Q 大原 郡なる を 云 ふなり、 須我 山は大 原意 宇 二 郡に 1«- りて 其 現に 在り， 诸意宇 郡 熊 野 山、 郡 家 正南 一十 八 里、 所謂 

熊 野 大神之 社 坐と 有る、 斯れば 須我山 熊 野 山 は相竝 ベる 處 にして、 共に 郡 家 正南 一 十八 里と 有れば、 熊 野 神宮 ぞ卽此 

須 賀宮處 なる 可き、 故 思 ふに 久麻 野は隱 野の 義 にして、 御 歌詞の 都 麻 碁微の 由なる 可し」 と 云 はれた る， 其久， 1 野 は 

隱 野なる 說は 上に も 引て 實に 然る 事ながら、 須我宮 は 御 妻 問の 御屋 にして、 其 最初の 御 事な り、 熊 野 祌宮は 根 國に入 

坐 さむと 爲 させ 給へ る 際に 至りて 物爲 させ 給へ るに て、 最後の 御 事 なれば、 此と 其と は 一 に爲 まじき 事なる が 上に、 

右の 野 代 川 は 郡 家 西南 一十 八 里に 在る を、 正南と 有る 本 を 取られた るが、 意 宇川 源 ffin 郡 家 正南 一十 八 里 熊 野 山 7 北 

流 東 折 入， ー于 海， と 有りて、 此を 今大草 川と も大庭 川と も 云る を、 野 代 川 は 今 忌 部 川と 云 ひて、 西と 柬に大 に 隔たりて 

別なる 事 を 思 漏らされたり けるな り、〕 〇遂 入， 1 於根國 ー者矣 は、 正書に 遂就， 1 於 根國, 矣と 見えた る是 なり、 此御事 e 


に傳 十三に 注せる が、 其に は 就 字 を 書かれて 唯に 幸 行る 趣なる を、 此には 殊更に 入 字 を 用 ひられた るに 深く 心 を 著く 

べき 所な り、 四祌 W 生 章 第 六 一書に、 然後伊 弊諾尊 追-一伊 弊 ffi 尊-入 n 於 黄泉-と 有る 入に 等く、 地下 根底に 在る 謂 ゆる 

黄泉に 物爲 させ 御 在し 坐し ける 御 事 を 明され たる 者な りけ り、 偖此 入御 在し 坐した るに、 其 入所 必 有るべき 事な りけ 

り、 此に居 n 熊 野 峰 一途 入 二 於 根國, 者矣と 見えた る は、 上に 注せる が 如く、 熊 野 峰 は 大祌の 入 坐 さむと 爲る 以前に 御 在 

し 坐し  > -宮處 にて、 其 入 坐し & は论處 よりなる を、 此の 居 字を虚 にして 自 又は 從 字の 意に 見る から 種. <<  に 怪しき 說は 

ffi 來る めれ ども、 居，, 熊 成 峰, を 放ちて 遂入字 を續け 見る 時 は、 其混雜 なむ 甚灼く 明らかなる 事な りけ る、 (白 井宗因 

說に、 「» 雲の 日 御崎の 邊に、 熊 淵 山と 云 ふ 有り、 彼 西 塔の 辨慶が 住みし 所な り、 俗に 熊 成 峰と も 云 ふと 里 謹に 相傳 

ふ」 と 云へ る は、 自， 1 熊 成 峰 一途 入と 見て 設けた る僞 なり、 土人に 訂 すに、 此に熊 成 峰の 號 有る を 知らす と 云へ り、 又 

其 神社 啓蒙に、 日 御崎 社の 祭神 を 上 社 八 束 水祌、 名祌記 曰、 八握髮 尊者 素斐嗚 尊別稱 也、 蓋 八 握 髯生之 緣矣、 相 殿 神 

三 座 田 心 姬命瑞 津姬命 市 寸島姬 命と 有り、 下 社 を 天 照 太 神 及 五男 祌と 云へ り、 此は傳 二十 一 卷に 注せる が 如く、 風土 

記 未官知 社に 御前 社と 有る は 后 神社の 謂な り、 次に 同御埼 社と 有る は 雲 御椅山 云々、 西 下 所謂 所レ 造-一天 下- 大祌之 社 

坐 也と 有る 此に當 りて、 其 下 社 卽大巳 貴 神に して 宇迦 之 山 本宮是 なり、 若て 啓蒙に、 問當宮 有- 1 紋石者 T 石 面 有-一 柏 葉 T 

如 in 彫刻， 而雖& ,1 數片 T 其 紋猶存 也、 相傳、 稱 -1 祌紋？ 是也 否、 云按 -1 名 神 記-出 雲 國曰崎 山 有- 1 栢葉紋 形 石 T 神代 

昔 平， 國而 後登 n 熊 成 峰- 爲 -1 栢ヒ ：！- 云、 吾欲レ 住- -於栢 葉 之 所ク止 也、 遂隨レ 風 止 n 於此地 T 故 至， 今 示- 1 其 幽契-と 云 ふ 事 有 

る、 熊 成 峰 は 本より 熊 野 神宮の 御 事 なれば、 其に て栢 葉の 御 占を爲 させ 給へ るに、 其 葉 彼 宇迦 能 山 本なる 六 巳 貴 神 后 
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神須勢 理毘寶 命の 御 在し 坐す 所に 落ちたり し 故に、 其 所に も 御靈を 留め置かせ 耠 へるな りけ り、 叉 飯 石 郡 須佐祌 社 Q 

山に も此 石の W づ る を 神 物と 爲て人 皆 恐み 怖れ、 叉筑前 國宗像 一一 一 所 の 內 邊津宮 の 傍より 其 栢葉紋 形お の W づ る を祌石 

なりと 爲て 甚く 崇 むる 事 も、 右の 由來 などに 由れ るなら じか、 此は唯 事の 因に 云 ふ のみ、) 故此大 神の 根 國に入 幸 行 

る 穴 はし も 決く W 雲 國の御 椅山是 なり、 然る は、 上に 居， 一 熊 成 峰, と 有る は 彼 意 宇 郡 熊 野 山の 事に して、 久麻奴 は久麻 

那須の 切 まれる にて、 更に 異論 無き 物から、 又 和 邇那理 と 訓み來 れるも 古き 事に て、 後に 其 御 埼山を 鰐 淵 山と 云 ふ を 

以て、 強て 熊 成の 字に 常て たる 物な ー0 が 故に、 言 は 甚當ら すと 雖も、 其 地より 入御 在し 坐し ける _ ^などの 有る を 以て 

の 所 爲と聞 ゆれば、 中- なる 賜物に て 有りけ り、 風土記に、 w 雲 御坊山、 郡 家 正北 廿七里 三百 六十 歩、 高 三百 六十 丈、 

周 九十 六 里 一 百 六十 五 歩、 西 下 所謂 所, 造， 一天 下， 大祌之 社 坐 也、 (下略) と 有る、 是今 俗に 鳗淵 山と 云 ふに て、 東方 宇 

賀鄕 より 始まりて 杵築鄉 を 中に し、 西方 は 謂 ゆる 日御綺 にて 終れろ が、 山 Q 全 體は其 宇賀 鄕 なり、 卽 古事記に 所見た 

る 宇 翻 能山是 なる 由、 俾ニ 十一 に 委しく 注せる が 如し、 若て 右の 風土記に、 宇賀 鄉、 都 家 正北 1 十七 里 二十 五 歩、 所 

レ 造-一天 下， 大祌 命、 譲 TT 坐 祌魂命 御子 綾門 日 女 命； 爾時 女祌不 A 肯逃隱 之 時、 大神伺 求 給 所是則 是鄕、 故 云，, 宇賀 T 卽 北. 

海濱 有， 磯、 名，， 腦 §パ 高 一 丈 許、 上 生，， 松 木？ 芸 至：， 磯、 邑人之 朝夕 如， 1 往来 T 叉木 枝 人 之 如 n 攀引 T 自レ碟 西方 有- 1® 戶 T 

高廣各 六尺 許、 窟內 有： d 八、 人不， 得レ 入、 不， 知 n 深 也、 夢 至， 1 此磯窟 之 邊>  者 必死、 故 俗人 自ぃ古 至 レ今號 TT 云 黄泉 之 

坂 黄泉 之 穴 一也と 所見た る、 此腦 磯の 窟戶 なむ 其 入らせ 御 在し 坐し ける 穴なる 可 かりけ る、 礎 名を腦 磯と 云へ る此 

字 は 和名 抄頭面 類に 腦 和名 奈豆岐 と 有る 言 Q み を 借れる にして、 右の 文意 を 以て 味 はふる に名盡 Q 義に此 は 用 ひたる 


なめり、 此大 神の IK 降り 御 在し 坐し ける 始 より、 顯國に 立てさせ 御 在し 坐し ける 御 功業の 行事 此に盡 きて、 根 國に入 

り 御 在し 坐し ける 所以 を 以て 此に號 けらむ 事、 右の 黄泉 之 坂 黄泉 之 穴と 云ふ稱 にも 思 合す 可し、 (此に 奈豆伎 を 終焉 

の義に 取て 說を 成す は、 古事記 日 代 宮段倭 建 命の 崩 坐せ る 所に、 爾貢 n 上驛 使？ 於是 坐， 倭 后 等 及 御子 等 諸 下到而 作-, 

御陵？ 卽匍 匐-廻 其 地 之 那豆岐 田， 而哭、 爲, 歌 曰、 那豆岐 能 多能、 伊那 賀良 邇、 伊那 賀良 繭、 波 比 母 登富呂 布、 登 許 

呂豆 良、. 於是 化， 一八 尋白智 鳥 T 翔 レ天而 向 1 濱 飛行と 有る、 那豆岐 田 は 退 田 を 云 ふかと も 思 ゆれ ども、 其 日本 武 尊の 御 

壽 此に盡 きさせ 御 在し 坐して 後に、 其 葬 事に 仕 奉る 地 Q 田なる 故に 那豆岐 田と は 云 ふなり、 但其は 崩 坐し. - なり、 此 

は 現 身ながら 入 坐せ るな りと 雖も、 其 終 を 焉に盡 す義を 以て 此に腦 磯の 名 は 有るな り、 叉 風土記 大前島 っ鷥濱 との 間 

に腦 島、 生-一 紫茱 海藻 T 有， 1 松柏, と 云へ る は、 此 海中に 在る を 以て 名 を 同じく 爲 るなる 可し、) 偖此 黄泉 之 穴 Q 事に 就 

て 玉 勝 問 山 菅卷に 云く、 「小篠 御 野、 去し 寬政六 年 三月の 頃 出雲大社に 詣 でたり し 時、 I お 淵 山 近邊の 山に 黄泉 Q 穴と 

云 ふが 有る 由 巳く 聞け る は 如何なる にかと 問 ひたりし に、 此邊 にも 行 見た る 人 は 無き 由杵築 人の 云 ふ を 聞きて、 切て 

行て 見 ま 欲しく 思 ひけれ ど、 年老い たれば 足弱くて 自は 得物 爲で、 弟子に 齋藤秀 滿と云 ふ を 率て 物爲 しに、 然ば汝 行 

て 見て 來と云 付けて 遣し ける、 其 間の 事 委しく 書記したり ける を、 此 にも 見せに 遣せ たりけ る、 其 有る 樣、 先 づ件築 

より 東 鰐 淵 山 を 越えて、 東北 方 海 近き 所 川下 村と 云 ふ を 過ぎて 奥 岡 村と 云 ふに 至る、 彼 黄泉の 穴は此 村の 山に 在るな 

り、 海邊 より 十八 町 登る 所な り、 若て 山は甚 しも 高から ね ど 道甚險 しく、 石 交りに 草 高く 生 茂り 莉 多くて 甚， _< 登， り 難 

し、 彼 穴 は 山腹に 草深き 中に 在りて 僅に 見えたり、 口 は 少し 狭くて、 下方 は S に 二 尺 四五寸 三尺 許 も 有るべし、 丸く 
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井の 狀 にて 底 見えす、 周 は 口より 下 皆 積 上げた る 如くなる 石に て、 其 石皆梭 有りて 凡て 破目 多く、 色 は 白く 叉 黄ばみ 

たる も 交れり、 然る を 南方 一 方 は 廣さニ 尺 許に て、 長さ は 1 丈 五六 尺が 程 板な ど を 立てたら む 様なる 1 の大 石に て、 

此 石の 下 狀穴少 か 北方へ 曲り て 見えたり、 凡て 口 近き 所 は 石に 苔な ども 生 ひたる を、 下方 は 甚く 乾きて 潤 無く 見 ゆ、 

此穴 里人 は 冥途の 穴と 云へ り、 其 邊の者 も 多く は 知らす、 此奥岡 村の 者 を 導に 率て 行きた る、 年 七十 許なる 翁に て 語 

りけ る は、 此穴來 て 見た る 者は甚 稀な り、 年若き は 里の 者 迄且て 知らす とぞ 語りけ る、 始 淵 寺に て 語ら ひ來 つる 翁 

は 年 六十 許な りけ る を、 若 かりし 程に 来て 見た る 事 は 有りし かど、 許 多の 年經 にければ 登る 道 も 能く も覺 えす とて、 

叉此奥 岡の 翁 をば 其が 語ら ひ來 たるに ぞ 有りけ る、 叉 彼 翁の 云 ひける は、 此 穴より 毒氣の 升る 事 有る に、 觸れ ぬれば 

忽 に息絕 ゆるな りと 云傳 へたり と 云 ふ を 聞く に、 暫時 现 きて 見る 程 も甚氣 恐ろし けれど、 能く 見て 歸ら すば 振 延て見 

に 来し 1^ 無から むと 甚 しく 念じて 猶 能く 見つ るな り、 翁 叉 語りけ る は、 昔は此 穴の 內へ石 を 落し 入る &に、 其 石 下り 

行く 任に 次々 周の 石に 觸れ 行く 音 暫時が 間遠く 聞え 来し を、 四十 年 許 彼方に 或 者の 大 なる 石 一 を 落し 遣る 事 有りし、 

其 後 は 石 を 落せ ども 音 久しく 聞え す 成りぬ る は、 彼大 石の 半に 滞りて、 其に 塞る- -故 なめり とぞ 語りけ る、 又 昔鮮淵 

寺 を 始めし 智證と 云 ふ僧此 穴に 入定し つる 由、 彼 寺の 緣起 にも 見えたり と 聞け りな ども 語る、 傅此 山の 凡ての 名 は 奥 

岡の 山と 云 ひて、 其 中に 此穴 有る 近邊 をば 雜賀 谷と 云 ふ、 此 山の 後 は 鰐 淵 山に 續 きて 遠から すと ぞ記 したりけ る、 倦 

叉 風土記に 宇賀 鄕の 所に 黄泉 之 穴と 一 K ふ 所の 見えた る は、 同 郡の 內には 有れ ども、 磯邊に て 窟の內 に 在る 由 なれば 異 

所なる 可し」 (採 要) と 有り、 故 其 奥 岡 村なる は 風土記に 云 へ ると は 本より 別なる が、 其腦 磯の 窟戶を 鈔に在 二 川下 村 


西 磯-と 云 へれば V 甚 遠から ぬ 所に て、 共に 御埼山 Q 裡面 なるな りけ り * 然るに 風土記に、 人不レ 得レ入 不 い，？ 一 深ま- 

也と 書 せれば、 當昔 にも 見た る 人 は 無き 由な り.、 今 は 其 窟戶の 事 だに 人の 知らす 成りぬ る は、 神の 御 心と して 何時と 

無く 幽し 亡 給へ るな， がり、 其 は 古事記に、 故 其 所謂 黄泉 比 良 坂 者、 今 謂 雲國之 伊陚夜 坂-也と 見え たれば、 伊 #諾 

大 神の ffi き/りし 穴 は 其 地に 有るな るに、 唯 神 名 式に 謂 ゆる 意 宇 郡捭夜 神社、 同社 坐韓國 伊太 氐 神社 御 在し 坐す のみ 

にして、 風土記の 頃 すら 其 穴 を 云 はざる は、 何時しか 地下に 隠れて 見えす 成りぬ るに て、 其卽 神の 御 心なる 事 申す も 

更 なる I になむ 有りけ る、 (何 を 以て s 御心ぞ と 云. £、 齊明 2 六 年御紀 に、 狗嚙％」 死人 手 臂善屋 社-と 有 

る 下に 天子 崩 兆と 云 ふ 事 有る に、 果して 翌年 天皇 崩御の 御 事 有り、 此頃は 其 穴 は 巳に 埋れて 無 かりけ めど も、 然る 著 

明き 露 有り、 叉此議 なる も、 藍-一 此菌 之邊-| 死と SS 可 f 事 有る が 故に、 年 序 を f 間に 養戶な 

る 所を隱 し f など I ひて、 人に 知らず 成し 給へ きて、 一 K 下人 民 を I み 給 ふ s 御 心 は此に I 事 なれば、 

今 は 强に此 なむ 其と 跡 を 見 K づる などの 情 進 は 決めて 爲 まじき 者な り、 因 云、 通證 に、 今按、 熊 訓-和 雨- 下 一書 f- 一 

熊驛， 是 也と 云り、 然れ ども 熊 成は久 麻那須 なり、 和 邇那理 と 云 ふ は、 其 根國に 入り 給へ る卽ち 後に 云 ふ 鰐 淵 山の 地 

なる 事 を 知りて、 中古 Q 人 QI たりし 者な り、 舊に然 ならむ に は、 居-御 埼 山-とか 居 n 御埼 峰-とか 書 意 可き 者 

なる を や、) 偖 此大神 Q 志して 其 人 立た せ 御 在し 坐し ける 雷 はし も、 卽此大 .s 胎內に 在る 謂 ゆる 黄泉 置る 事 申 

す も 更なり、 其 は 四 神 ffi 生 章 第ん 一 書に 吾欲レ 從-, 母 於 根 國-と 有る を、 其 御 母 神の 御 事 は 右の 上文に、 然後伊 #諾 尊 

追-, 伊 S 尊， 入，， 於 黄泉-と 見えた る、 卽曲穴 .Q 中 を 潜りて 入り 給へ る 1 なり、 然して 其 追及て 幸 行る 御 父大祌 S 

日本書紀 傳 二十 六之卷 寶级 出現 章  五 0 五 


日本 # 紀傳 二十 六之卷 齊 as 現 章  五 〇 六 

還らせ 給 ふ 所に、 伊摔 諾尊已 至-一泉 萍平坂 f 故 便以， 一千 人 所 引 磐石 T 塞-其 坂 路-と 所見た る、 卽ち其 黄泉の 穴 を 塞ぎ 埋 

め 給へ るな りけ り、 此を 以て 根 阔底國 と 云 ひ 根 堅 洲國と 云 ふ は、 此地胎 に 在る 一 域に して、 磐 穴 を經て 入る 處 なる を 

知るべき なり、 右 は 御 紀の趣 を 撮て 云 ふ 所な り、 祝詞の 傳說に 於ても 然り、 鎮火 祭 詞に、 國乃 八十 國、 岛ム "叱 八十 島 乎 

生 給 比、 八 百 萬 祌等乎 生 給 比、 麻奈 弟子 爾 火 結祌生 給氐、 美 保 止 被燒氏 石隱坐 s、 夜 七夜 晝 七日 吾 乎 奈見給 比 $3、 吾奈跌 

命 止 申 給 比 支、 此 七日 爾波 不足 S 隱坐 事奇止 S 見所 行須 時、 云-, -、 吾 名跌能 命 波 上 津阈乎 所 知 食 倍 志 吾波 下津國 * 所 知牟止 

白 S 石隱給 s、 與美津 枚坂爾 至 坐 S 所思 食久 云々 と 有りて、 此は始 に は 火祌を 生み 給 ひて 被レ燒 給へ る 其 火 i を 去らせ 

御 在し 坐して 石 隠れ 御 在し 坐し ける を、 其趺神 Q 見 行 はし 給へ るに 恥ら ひて、 終に 其 右隱の 穴より 穿ちて 與美津 枚 坂 

に 至り 坐せ る 趣な り、 此此顯 國を上 津國と 云 ふに 對 へて 黄泉 をば 下 津國と 云へ る も、 此地胎 に 在る 幽界の 狀 なむ 灼然 

かりけ る を、 其 道 饗祭詞 に、 大八衢 ® 湯 津磐村 之 如 久塞坐 皇神等 之 前 ® 申久、 云云、 根國 底國與 M 麁 備 來物爾 相 

相 口 會事無 S 下行 者 下 乎 守 ST 上 往者上 乎 守理、 夜 之 守 日 之守爾 守 舉齋奉 鵜 止と 有る は、 四祌 出生 章 第六ノ 書に、 其 於，, 

泉津平 坂， 所レ塞 磐石 是 謂，, 泉 門矣大 神， 也、 亦 名 道 坂 大祌矣 と 有る、 此の 御 功 依りて 根 國底國 の 物の 通 ふ 限の 衢々 を衞 

護ら せ 御 在し 坐す 謂な りければ、 上と 等しき 趣なる にて、 其國卽 地胎に 在る 證とは 成れり、 叉 大被詞 に、 商 山 之 末 短 

山 之末與 M 佐久那 太理爾 落 多 支 都 速 川 能 瀨坐 瀬 織 津比咩 化 云 神 大海原 爾 持 ffil<i、 如此持 Si 往波、 荒- M 乃 S 乃 八 百 道 力 

八鹽道 之鹽乃 八百會 g 坐 ® 速 開 都 比咩止 云祌持 可可吞 S 牛、 如此久 可 可 l!^s 波 氣吹戶 坐 氣吹戶 主 止 云 神 根國底 之國爾 

氣吹放 S 牛、 如 此久氣 吹 放 氏 波 根國底 之！： 蹈坐 速佐須 良比咩 S 云 神 持 佐 須良比 失 氏牟と 有りて、 山より 川、 川より 海と 持 


下りて、 其より 根國に 流離ら ひ 行く 次第 を 以て も、 今 も 地下 根底に 在る 國 なる 事、 甚. _< 隈無くな む 有りければ、 此大 

神の 入 坐し- 1 以降 は斷 離れて、 月國は 大虚に 巡り 初めたり たりな ど 云ふ說 は、 古文に 徵 して 少 かも 立つ 所 無き 者ぞと 

よ、 (服 部 中庸が 三大考 に、 「夜食 國は卽 泉國の 事な り、 泉 は 根 國底國 とも 云 ひて、 大地の 下方に 在る 事 次." <  の圖の 如 

し、 偖 其 泉 は卽是 月に して、 月讀 命の 所 知 看す 國是 なり 云云、 國 名の 黄泉と 御名の 讀と 同じき を 思 ふ 可し」 と 云へ る 

より、 延て 後に は 月 豫美國 など 云 ふ 新國名 さへ に 出来れ る は、 何れも 杜撰に して 大に 古意に 乖 ける 者 ぞ かし、) 故 其 

月國 はし も 天地 初めて 判れたり し 程より 出来に けり、 國常立 尊 を 國底立 尊と 申し 奉る は、 此 大地 を 離れて 天雲の 退 方 

の 方に 別に 國を 建てさせ 御 在し 坐し ける 證 なり、 叉 國狹立 尊と 申す 御名の 渡らせ 給へ る は、 此 大地 を 割きて 國を 立て 

給へ りし 證是 なり、 然して 大地の 外に 別に 國 有る 事 はし も、 其 月國を 除きて 天地の 何れの 處 かは爲 む、 然れば 其 巳く 

判れたり し 太古より して、 此 大地に 附屬て 大{. ^を 巡ら ふ國 なりし 故に、 月と 云 ふ 名 は 本より 有りけ るな り、 偖 古事記 

三 貴 子 御 事 依の 段に、 次 詔， 一月 讀命； 汝命者 所， 知， 一夜 之 貪國， 矣事依 也、 と 所見た る、 此は素 嗚 尊と 同 神に 渡らせ 給 

ふ 御 事な む、 今一 K ふ 限に 非 ざり ける を、 其始此 天下 を 所 知 看せ と 事 依し 奉らせ 給へ る 御 時に 合せて、 其 月 國をも 所 知 

看させ 給へ る 御 事の 無くして は、 斯る御 命 詔な ど を 誰か は 杜撰 W でら る 可き、 其始 より 月夜 見 尊と 申し 奉る 御名の 御 

在し 坐し けむ 事 は、 四 神 W 生 章 第 十一 一書なる 保 食 神の 件 にても 知られ、 傳 八に 引ける 御牧 望月 大伴 神社 記に も、 0- 

夜 見 尊卽靑 海原 袁治 食須時 龍馬 爾乘給 Br 四方 乃 國中之 河々 溪. _<爾 至 迄、 不レ殘 睨 巡 給 まと 云 ふ 文 も 有る を 思 ふに、 

當昔已 に 其 名な む 御 在し 御 坐したり けらし、 若て W 雲 風土記に" 島根 郡 千 酌驛、 郡 家 東北 一 十九 里 一 百 八十 歩、 伊佐 奈 
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枳命 御子 都 久豆美 命此處 坐、 然 則可レ 謂， 一都 久豆 美， 而、 今人 猶千 酌號 耳と 有る を、 紹運錄 神系圖 等に、 月夜 見 尊 御子 

島根 見 命と 系 を 係け たる 事 思 合す 可し、 此も未 其國に 赴き 給 は ざり し 以前に、 都 久豆美 命と 申す 御名 を 以て も 申せり 

しなり、 叉 神 名 式に 謂 ゆる 意 宇 郡 寶豆紀 神社 を、 三代 實錄に は 女 月 神と 作る も、 其 月 神の 后 神なる 謂と 聞 ゆれば、 此 

も奇 稻田姬 命な どに こそ は 御 在し 坐し つらめ、 三大考 に、 「月 讀命は 月に は 非す、 月の 中に 坐す 神なる 事、 天 照 太 御 

神の 日の 內に 坐ます と 同じ、 其 夜食 國と云 ふ を、 唯 月 は 夜 を 照らし 給 ふ 事との み 見て は 食 國と云 ふに 叶 はす、 必 別に 

其國 無くて は 有る ベから す」 と 云へ る は 然る 事に て、 其月國 なむ 夜 之 食 國には 有る を、 已く伊 諾大 神の 此 天 下と 共 

に 月 國をも 合せて 共に 事 依し 授け 聞え させ 給へ るに なむ 有りければ、 此を根 國底國 と は 云 ふべ からす、 又 黄泉 國と 一 

に は 本より 爲らる まじき 理 になむ 有りけ る、 (右の 如く、  二 所 を 兼ねて 事 依し 給へ りと 云 ふ を 心行かす 思 ふらむ 人 も 

有りな めど も、 其 天 照 太 御 神の 御 事に も、 汝命者 所, 知, 高天原， 矣事 依而賜 也と 有るな るに、 此顯國 を も 兼ねて 所 知 

看す 所以 有る 事、 巳に 條々 に 注し 奉る が 如し、 叉 此素妻 鳴 大神は 此顯國 を 事 依され 奉り 給へ るが 上に、 月 國をも 兼ね 

て 授らせ 給へ る 事、 天 日に 此 大地 は 附屬 き、 叉 大地に は月國 の相從 へる と 同じ 理 になむ 有りけ る、〕 然して 素戔 鳴大. 

祌始 より 所思 ほし 立た せ 御 在し 坐し ける 根 國底國 へ 入御 在し 坐し ける 其國 はし も、 古事記に 故 號，, 其 伊邪那美 命， 謂，, 

黃泉津 大祌， と 所見 たれば、 御 母 伊 拌概 大 神の 所 知 看す 御國 なる 事、 右に 引ける 鎮火 祭詞に 吾波 下 津國乎 所 知 牟止白 S 

と 有る 御 一一 目に て 著明 かりければ、 今 此に素 斐嗚大 神の 入 坐し たれば とて、 其 國を所 知 看と 云 ふ 事に は 本より 有る ベ か 

ら. すなむ 有りけ る を、 其 上に 大滅詞 に根國 底之國 IS 坐 速 佐須良 比哮止 云 神と 見え、 御 鎭座傳 記 尾 崎 神社 記 等に 其； t を 


しも 此大 神の 和 魂と し、 且 土藏靈 貴と しも 云へ る は 黃泉津 持の 義 なる を 思 ふに、 其 本と 坐す 素 斐嗚大 神 を 除きて、 殊 

に靈 貴と は稱 奉る 可から ざる 理 なり、 此を 以て 按 ふに、 其國 はし も、 右の 大神等 は 更なり 泉津 醜女 叉 は 泉 津日狹 女な 

ども 其從 奉る 神 すらに 皆 女神な りければ、 此素妾 嗚大神 一 度 は 御 母 神に 覲ぇ 奉りに 根國に 入御 在し 坐したり しか ども 

其 御行 方 はし も 必此を 離れて、 彼 御父大 神の 汝命 者所レ 知-一夜 之 食 國-矣 事 依 也と 有る 御言の 任に、 眞さ 行く 月 國には 

行 著 かせ 給へ るに こそ は 有りけ め、 萬 葉 六 (二十 七 丁) に、 山 葉、 左 佐 良複壯 子、 天 原、 門 度 光、 見 良久 之 好 裳と 有り 

て、 右一 首 歌、 或 云 月別 名、 曰， 一佐 散 良 衣 壯士， 也、 緣 -1 此辭, 作， 1 此歌， と 見えた る、 此は 月別 名なる に は 非す、 卽月神 

の 御名なる が、 此國 土より 流離ら はれさせ 給 ひて 其 國に御 在し 坐し ける を 以て、 左 散 良禝壯 子と は 申 奉れるな り、 然 

る 時 は 素妻嗚 尊と 申す は 其 根 堅 洲國に 御 在し 坐す 迄の 御名、 月夜 見 尊と 申 奉る は、 其より 夜 之 貪 國に御 在し 坐して、 

卽其大 神と 御 在し 坐す 御名に なむ 渡らせ 給へ りけ る、 (偖 其 御名の 義は傳 六卷に 明らめ 奉る が 如く、 縣居 翁說に 月夜 

持の 義 なりと 云 はれた る實に 然る 說 にて、 天 照 太祌を 大日 賴 尊と 申 奉れる、 卽大晝 持の 義な るに 對 へる 御名に なむ 渡 

らせ 給へ りけ る、 三大考 に、 一， 大御 神の 御名 を 大日 女 命と も 申して、 其 御 光の 及ぶ 限 を 晝と云 ひ、 其 御 光の 及ばぬ 處 

を 夜と 云 ふ、 夜 之 食 國は太 御 神の 御 光の 及ばぬ 國 なり」 と 云へ る 其 如くに て、 月夜 持と 申して、 卽夜之 食國を 有た せ 

御 在し 坐す 謂な りけ り. •) 故 此大祌 の 月夜 見 尊と 御 在し 坐す は、 實に幽 深き 致 有る 御 事に して、 妙な りと も 妙なる 理 有る 

御 事な りけ り、 然る は 彼 二 柱 御 紙 神の 吾 巳 生， 1 大 八洲 國及 山川 草木 T 何不 1 生-一 1K 下 之 主 者-敷と 詔 給 ひて、 御子 を 生み 奉 

らせ給 ひける に、 天 照 太 神 はし も、 光華 明 彩に して 六合の 內に照 徹らせ 給 ふ 大御德 なむ 大座 坐し ける を 以て、 高天原 
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を 所 知 看し め 奉ら せ 給 ひ、 次に 此大 神に は此 大地と 夜 之 食 國とを 事 依し 給へ り けれども、 右の 所以に や 由れ りけ 

む、 此國を 所 知 食む 事 は 御 心に も 思 ほし 寄らせ 給 は ざり ける 故に、 御父大 神に 祌逐 はれさせ 奉り 給へ りければ、 其 

より 天上に 參向 はせ 給 ひ、 天 照 太 祌の御 誓の 御 事 御 在し 坐し ける に、 御 兒吾勝 尊 を 生み 奉らせ 給へ る、 此卽 ニ大神 

の 皇太子と 御 在し 坐して、 天 下 國土を 所 知 看す 御 事に て、 二 柱御祖 神の 何不レ 生，， 天下 之 主 者, 敷と 思 ほし 人り て、 其 

二 大神を 生み 給へ る 御 事の 結と 成れり、 若て 天 照 太 神に も 吾 兒と詔 給 ひ、 此大 神に も 吾 兒と詔 給 ひて、 全く ニ大 神の 

大御 正統に て 渡らせ 給へ るが 故に、 御 天降の 時の 御璽に も、 天 照 太 神の 八^ 鏡 素妾嗚 尊の 草雞劍 をし も 授け 奉らせ 給 

へろ 御 事を始 として、 天 照 太 神 はし も 高天原より 照臨 ませ 御 在し 坐して 此 大地の 晝を 持たせ 給 ひ、 月夜 見 尊 はし も、 

夜 之食國 より 御 照らし 御 在し 坐して、 此 大地の 夜 を 持たせ 御 在し 坐すな ど、 其 始終の 神 量 共に 皆 がらに 事 打 合 ひて 世 

中 を 相 有た せ 御 在し 坐す 理 なむ、 靈 しと も奇し とも 云 へ ば 得に 云 はむ 方 無き 御 事共に は 渡らせ 給へ りけ る、 (此 素戔 

嗚大 神の 夜 之 食國を ISJ 知 看し 御 在し 坐すな む、 斯る 奇異なる 御 事なる が、 其 明らめ 奉る 根元 をし も 其 御 生れ 坐せ る始 

に 取り、 御 事 依し の 御 事より 係け て瑞珠 盟約の 御 事に 本 著き て說き 奉る に 非す して は、 浮た る 所な む W 來る 事な りけ 

れば、 予が 贅言と して 煩 さく 思 ふ 事 勿れ、) 故 其月國 はし も、 萬 葉 七 (四 丁) に、 久方 乃、 天 照 月 者、 祌代爾 加、 出 反 

ル等 六、 年 者經去 乍、 十 (十 丁) に、 久方、 天 光 月、 隱去、 何 名 副、 妹 倔、 十七 (十七 丁) に、 比 左 可 多能、 安庥 ei 流 

月 者、 見 都禮杼 EK、 安 我 母 布 伊 母 雨、 安波 奴 許呂可 毛、 と 有る は 更なり、 四 (四十 七 丁) に、 三签 去、 月 之 光二、 六 (二 

十八 丁) に" 天 爾座、 月讀壯 子、 幣者 將爲、 今夜 乃 長者、 五 百夜 繼許 曾、 などの 類 猶數多 有りて、 月も卽 天 中の 一 象 


物な り、 然れば 地胎を 潜りて 入る 黄泉に て 有る まじき 事 は、 已に四 神 ffi 生 章 第 六 1 書に、 其國 の汚穣 はしき 狀を見 行 

はし 坐して、 時 伊弊諾 尊大 驚 之 曰、 吾 不意 到，, 於 不須也 凶 目汚镜 之國， 矣、 乃 急 走 艱歸と 見え、 叉 伊 弊 諾尊旣 還、 乃 追 

悔之 曰、 吾 前 到，, 於 不須也 凶 目 汚穢 之處" 故 常 滌 JT 去 吾 身 之 濁穢- (下略) と 見え、 叉 其 第 十， 一 書に も但親 見， 一泉 國 T 此 

旣 不祥、 故 欲レ濯 TT 除 其 穢惡, など も 有りて、 其 國を見 行 はレ御 在し 坐し ける 事 を 甚く 不祥と して 忌 嫌 はせ 給へ るな り、 

月 若 其 黄泉なら むに は、 夜- „c に 其 黄泉の 全體を 見る と 云 ふべ し、 如何に 忌 はしき 事なら す や は、 且上. に 注せる が 如く 

齊明 天皇 御紀 に、 一 百屋 社に て狗の 人骨 を嚼 置け るが 天子 崩 兆と 成り、 叉 ffi 雲 風土記に 謂 ゆる 黄泉 之 坂 黄泉 之 穴の 有る 

腦磯を 夢見る だに 必人は 死る 由な り、 此等は 其 國に通 ふ 泉 門なる に 斯る驗 有り、 況て其 全形 を 見る は、 猶 幾許 か 勝り 

て穢ら はしく 且忌 はしき 事なら ざら む、 然るに 往古より 月 を 見て 身 亡ぬ る 例 を 聞か ざれば、 猶月は 月 黃泉は 黄泉に て 

各 格別なる 事 を 明らむ 可し、 其 上 黄泉 はし も紀 記に 所見た るが 如く、 有らゆる 邪神 姦 鬼の 顛湊り 居る 域なる が 故に、 

道 饗祭は 其 を 饗し 遏 めて 元 Q 泉 門に 逐 入る X 祌事 なり、 大威は 穢惡不 淨を彼 國に就 却る 祌 事なる が 故に、 山川 海と 次 

下に 根底 國に流 降す 由なる にても、 月 を 黄泉な りと 云 はば、 東へ 行く 者 を 西に 遂ひ、 北へ 逃ぐ る 者 を 南に 迫る が 如く 

して、 甚々 方 違 ひたる 事 もこ そ 多 在りな め、 (且萬 葉 十三 卷に天 橋 文、 長 雲 鴨、 高山 文、 高 雲 鴨、 月夜 見 乃、 持 有 越 

水、 伊 取 來而、 公 奉而、 越 得 之 早 物と 有る、 越 水 は 人 Q 飮て 若返る 水な り、 越 得 之 早 物 は 若返る 事 を 得さし めむ 物 を 

と 云 ふ 意なる が、. 何ぞ 黄泉の 水 を 以て 老人の 若き に 返る 事 は 有る ベ き、 玉 器に 月影 を 移して 水 を 取る 事な どの 世に 在 

る も、" 彼 後 泉 之 竈の 類に て 汚穢 はしき 事と 爲べ きを、 古より 月と 黄泉と は 別な りければ、 然る 事 にても 非ざる を 如何 
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に爲 む、) 右の 如く 月 は 黄泉に 非ざる が 故に、 天日と 相竝 ベて 物の 美た き 例に 云 ふ 事な む 古よりの 常な りけ る、 齋內 

親王 奉 入詞に 皇御孫 之 尊 乎 天地 日月 止 共爾 常 磐 堅磐爾 平氣久 安久 御座 志 米武止 御杖 代 止 進 給 布、 ffi 雲祌 賀詞に、 麻 蘇 比 

乃 大御鏡 乃 面 * 意志 波 留志天 見 行事 能 己 登 久明御 神 能 大 八島國 * 天地 日月 等 共 S 安久 平久 知行 牟 事 能 志 太 米 止、 中臣 

壽詞 に、 與，, 天地 一日 月 共 照 志 明 良 志 御 坐 事爾、 本末 不傾、 茂搶乃 中執 持 a 奉仕 S と 有る を 始めと して、 歌に も 萬 葉 一 一 (四 

十一 丁) に、 天地、 日月 與共、 滿將 行、 祌乃御 面 跡、 次來、 中 乃 水門 從、 六 (十五 丁) に、 天地 之、 遠 我 如、 日月 之、 

長 我 如、 臨 照、 難 波 乃 宮爾、 和 期 大王、 國所知 良 之、 十三 (五 丁) に、 百 磯城 之、 大宮人 者、 天地 與、 日月 共、 萬代爾 

母 我、 十九 (三十 九 丁) に、 手 拱而、 事 無 御代 等、 IK 地 等、 日月 等 登 聞 仁、 萬 世爾、 記續牟 曾な ど 有りて 天地と 共に 長く 

遠き 例に 如此く 日月と 竝べ 云へ る 事 神代より して 然り、 又 其 二 (二十 七 丁) に、 望月 乃、 滿波 之許武 跡、 天 下 (一 云 食國) 

四方 之 人 乃、 大船 之、 思 憑而、 天水、 仰而 待爾、 叉 (三十 二 丁)、 鏡 成、 雖見不 厭、 三 五月 之、 益 目 頰染、 九 (三十 四 

丁) に、 望月 之、 滿有 面輪 二、 十三 (二十 八丁) に、 如 天、 仰而見 乍、 雖恐、 思 憑而、 何時 可 聞、 日足 座而、 十五 之、 

多 田 波 思冢武 登、 など 有る、 此 等は發 語に 置け る なれ ども、 皆 物 Q 滿 足て 美 好き 事に 云へ りけ り、 右 等の ー银共 も、 

を 黄泉と 爲る時 は、 口に は 美 好き 事 を 述べながら、 物に は甚忌 はしき 物 を 引 ffi でたり と 云 ふ ベ くや 有らむ、 但其四 

(四十 二 丁) に、 月讀 之、 光二 來益、 叉 其 和歌に、 月讀 之、 光 者淸、 雖照 有、 十五 (五 丁) に、 月 余 美 能、 比 可 wl 乎 伎 欲 美、 

叉 (十一 丁)、 月 余 美 乃、 比 可 里 乎 伎 欲 見、 由 布奈藝 雨、 など 直に 月の 事を然 詠める は、 其 六 (二十 八丁) に、 天 爾座、 

月讀壯 子、 七 (三十 七 丁) に、 三签 去、 月讀 壯士、 十三 (八丁) に、 月夜 見 乃、 持 有 越 水な ど 有る 如く、 月 を 所 知 1_ す： W 


名なる と は 異にて、 天 なる 月 を 其 神 名 を 以て 云 ふに て、 海の 事 を 綿津見な ど、 其 を 知らす 神 名 を 借りて 云 ふと 同じ 例 

なり、 此月讀 と 云 ふ 事を惡 しく 心得る 時 は、 三 大考に 謂 ゆる 國 名の 黄泉と 神 名の 夜 見と を 1 に 混ら して、 月卽 黄泉な 

りと 云 ふ 如き 僻說を 以て 後生 を 欺く に 至る 者な りかし、 巳に 注せる が 如く、 黃泉は 大地の 胎內に 在る 域なる が 故に 下 

津國と 云 ひ、 叉 根 國底國 など も 云へ る を、 其 月夜 見 尊の 所 知 食す 夜 之食國 はし も、 大地に 附屬 たる 物と は 云 ひながら 

天 中 を 運旋る 一 域な り、 彼 汚 猿き 繁國と 云 ひける 黄泉と 何ぞ 一 に 混ら する 事 を 得む、 久方の 天 照 月の 御國 はし も、 天 

日に 亞 ぎて は甚々 貴き 神域な りと こそ は 思 はる X 御 事に は 有り け れ、 (此は 素斐鳴 尊の 此に 居-一 熊 成 峰- 而遂入 n 於 根 

國ー 者矣) と 有る 御 事の み を 注して 有るべき に、 如此く 長- << しき 說を 成せる は、 其 根國の 事に 就て は、 三 大考と 云 ふ 物 

出来り てより 以降、 甚 異なる 說の 次々 成 出 づるを 以て、 人 皆 其 根源 を 探る 事 を 得物 爲す成 以来て、 立つ る 方 も 破る 

方 も 共に 其 正しき を 得ざる が爲 に、 道の 爲には 默止も 得 有らす 云 ふ 事なる を、 其 僻 說に黨 はれて の 善說を 妬み 訝 か 

る 狂 生に は 如何にしても 諭す ベ き 方 無くて なむ、 

安政 六 己 未年 四月 十八 日始、 同 五月 十 一 日 成 C  , 
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穗積重 胤 謹 撰 

神代 上 第二 十七 寳斜 出現 章 (其 一)  ， 

"丄 j  ゾン" .  I； けノ  ナハ a ホ， ノ ヌシ, 力 ：- マタ" マヲス クニ ッケリ ォホ マナ ム チノ ミ コトト マタ マヲス ァシ ひフ / 

曰 大國 主神 亦 名大 物 主神。 亦號 fe 作 大已貴 命； 亦 曰， 葦原 

,, "5?  ,Li,. ス ャ- ^ ホハ. i お。 一., V  一；. 5.4  -t- タ ハマ，？ ゥ？ ン クニ タ了？ ト ゾ /  ... コタ チスベ テマ セリ モ 

. ォ曰 X 千 戈 神； 亦 曰，， 大國玉 神； 亦 曰，， 顯國玉 神： 其 子 凡 有，, 一 

マ リヒト ハジ ラ -,、 力 ミ 

十 一 神； 

此は大 國主大 神の 亦 名を擧 げられ たる 件な り、 偖 古事記に は、 大國 主神と 申し 奉る 御名 を 以て 御 本名と は 立てられた 

りけ る を、 御 紀には 正書に は柙 通して 大巳貴 神と 申し 奉る 御名 以て 主張り たる 御 本名なる 趣なる、 此傳に 限りて 古事 

記の 立つ る 所と 同じ かりけ る は、 此 第一 一書に、 素斐鳴 尊、 自 ヒ穴 而降 到 於 出 雲簸之 川上 ハ 則 見，， 稻田宮 主 贅狹之 八 

箇耳 女子 號稻田 媛？ 乃 於-一 奇 御戶， 爲レ 起而、 生兒 號，， 淸之湯 山 主 三 名 狹漏彥 八 島篠ハ 一 云„淸之繫名坂輕^^八島手命^ 

又 云 n 淸之湯 山 主 三 名 狹漏彥 八 島 野 T 此神 五世 孫 卽大國 主神、 と 有る 此 文の 續 なる を 以てな り、 偖 叉 其 一 書より 此に 

讀續け 味 ふるに、 全く 古事記と 同じ 銃の 古傳說 にて、 愛しと も 何とも 云へば 更なり かし、 但其八 島 野. 神より 五世 孫と 


一 k ふ 事 は、 已に傳 二十 二に 委しく 辨へ 云へ るが 如く、 本より 傅の 誤なる 事 論 を 待た す、 叉 其 八 島 德神八 島^ 祌八島 

神と 申せる 御名 はし も、 地 神 本 紀に大 巳 貴 神の 御名 を 載して、 亦 名 八 島士奴 美祌、 亦 名大 國 主神、 亦 名 淸之湯 山 主 三 

名 狹漏彥 八 島德、 亦 名 淸之輕 名 坂 輕豫八 島 手 命、 亦 名 淸之湯 山 主 三 名 狹漏彥 八 島 野と 有る >  此 なむ 甚 正しき 亦 名の 例 

と は 聞え たる、 但 右の 八 島 士奴美 神より 以下 八島篠 神-: 島 手 祌八島 野祌と 云へ る は、 或は 言 Q 略き 有り 又は 昔の 通 ひ 

有り 叉 意の 轉り 有りと 雖も、 云 以て 行く 時 は 唯一 の 御名なる を、 聊其唱 の 異れる 0 みなれば、 此 四の 御名 を總 合せて 

一 Q 亦 名の 例と は爲 べきな り、 (此 四の 御名 を 合せて 亦 名と 爲る事 はし も、 其 舊事紀 の 中に 於て は 甚止事 無き^ 物な 

ろ 由、 其傳 二十 ニ卷に 委しく 注せる が 如し、 識訪祝 家の 系譜に、 建 速 須佐之 男 命 其 子 八 島 士奴美 神 亦 名大 國 主命 亦 名 

大巳貴 命と 傳は りたる にも 合 へれば、 必 外に 受 くる 所有るなら す は、 此 第一 一書に 五世 孫大國 主神と 有り、 古事記に 

は 八 島 士奴美 神 以下 五 I の 神 名の 落 も 無く 傳 はれる を 知りな がらに、 其詳 なる を 捨て 粗き を 取る と 云 ふ 事 は 決めて 有 

る まじき 者な り、) ，者此 に、 大國 主神、， 亦 名大 物 主神、 亦 號，， 國作大 巳 貴 命 T 亦 曰， 一葦 原 醜男？ 亦 曰，, 八 千 戈祌？ 亦：：，, 

大國 玉祌、 亦 曰， ー顯 國玉祌 r と 有りて、 合せて 本名 亦 名 共に 七 名 有る が 中に、 大物 主神と 大國玉 神と 二 柱 は 卽此大 神 

Q 和 魂と 荒 魂と にして、 各 々別に 一 神の 狀 にて 渡らせ 給 へれば、 等しく 亦 名と は 申ながら、 S£ ゆる 分身の 御 神に て 御 

在し 坐せ り、 然れ ば此亦 名の 例 をば 略ズ 可し、 此ニ神 を 涂く時 は 古事記に、 大國 主神、 亦 名 謂， 1 大穴 牟遲神 T 亦 名 謂- 1 

葦原 色 許 男 神 f 亦 名 謂，, 八 千矛祌 r 亦 名 謂-一宇 都 志 國玉神 T お 〈有， 一 五名， と 有る に 合へ り、 然れ ども 其 記に 大國御 魂 神 を 

故 其大年 祌娶， 一 祌活須 ffi- 神 之 女 伊 怒比寶 T 生 子と 有る は 誤なる 事、 已 に傳廿 四に 委しく 辨 へたる が 如く、 叉 其 和 魂 神 
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自を云 はすして、 其 水垣宮 段に 至りて 不意く 大物 主大 神と 出し 給へ り、 其 も 強て 助け 云 ふ 時 は. - 神代に 幸 魂奇魂 

神の 依來坐 せる 所に、 此者 坐-一 御 諸 山上 ー祌 也と 有る に 引 附も爲 ベ かめれ ども、 此は紀 記 共に 甚く 誤 有る 事共な む 多 在 

りけ る を 訂正して 下に 注せる が 如くな りければ、 此 にも 五名 彼に も 五名なる が 合へ りと て、 未 能く 盡せ るに は 非ざる 

可し、 古語 拾 遣に は、 大巳貴 神 一 名大 物 主神、 一 名大 國主 祌、 一 名大 國魂祌 者、 大和 國城 上郡大 三輪 祌是 也と 有りて 

大物 主神 大國 魂祌を 一名の 例に 置け る さへ 有る に、 其 大國魂 祌を大 三輪 神と 常て たるな ど は、 甚々 有る まじ かりけ る 

闇 推な りかし、 但 一本に 者 字 無き 方 宜しき を 得たり と 云 ふべ し、 然る 時 は 其 大巳貴 神の 御 事に て 非なら ぬ 由、 下に 注 

せる を 見て 知るべし、 大 三輪 神 三 社鎭坐 次第に 引ける 拾 遣に は、 大巳 貴祌、 亦 名大 國 主神、 亦 號，， 葦原 醜男 f 亦 曰 八 

千 戈祌、 亦 曰 顯國玉 神、 竝有， 一 五名 T 其 子 凡 有-二 百 八十 祌 一と 有れば、 當昔 然る 本の 有りけ るに や、 共 下なる 細 注に 

舊事紀 作， 一八 名 T 有， 一大 物 主神 大國玉 神？ 日本 紀 同と 有る は、 記者の 語なる を 以て も 杜撰なら ざる 事 は 知らる めり、 偖 

右の 作，， 八 名， は 地 神本紀 に、 大巳貴 神、 亦 名大 國 主神、 亦 一 K-1 大物 主神 T 亦 云 n 國造 大穴 牟遲命 T 亦 云 n 大國玉 神？ 亦 

云， 1 顯見國 玉 神 T 亦 云-一葦 原 醜 雄 命 f 亦 云-一八 千矛祌 f 拉 有- 1 八 名-乎、 其 子 凡 有，， 百 八十  一： t, 也と 有る 是 なり、 (俱此 も. 

大巳貴 神と 國造 大穴 牟遲 命と を 一 一所 se だせる のみに て、 此 一 書の 七 名なる に 異ならす、 然る は此に は亦號 -1 國作大 巳 

貴 神， とのみ 有る 物から、 正書 第二 一書に 大已貴 神 Q 出で たるから は、 凡て 八 名 御 在し 坐す たむ 御紀の 趣に て、 舊事紀 

に 限れる 事に は 非 ざり ける、 伹七名 にても 八 名 にても 大物 主 祌大國 玉 神 を 一 名の 例と 爲るは 傅の 誤な り、 此 ま 古史 

徵 にも 已に且 -<<  云 ヘリ、 實に然 り、) 然る 時 は 此大國 主神に 右の 如く 八 名 御 在し 坐す 中に て、 其 和 魂 神 荒 魂 神 Q  二 名 


を 除き、 又 其 大巳貴 神 國作大 巳 貴 神と 二に 在る も 同 言に して 同義 なれば、 合せて 一名と 成して、 叉顯國 玉祌は 大國玉 

神の 御 事 なれば、 其 を 除く 時は總 ての 御名の 數 四なる に、 上に 云へ る 古事記の 八 島 士奴美 祌と此 第一 一書に 謂 ゆる 八 

島 篠神八 島 手 神 八 島 野 神 を 一名と 爲る時 は、 此に 至りて 幷 せて 御名 五 有り、 又祌名 式に 大國敷 神と 申す 有り、 此は大 

國玉祌 の 別稱と 所見れば、 此 例に は 有る まじき 事 下に 注す る 如く、 义日吉 社 記に 大国 作 神の 御名 有る は 國作大 巳 貴 神 

に屬 ベく、 叉 二十 二 社神體 私記に 廣矛魂 神と 有り、 叉 兵 主神と 申せる 共に 八 千 戈 神の 別名 なれば、 其に 屬 たる 事に て 

打 任せた る 亦の 名の 例に は 非 ざめ り、 叉 古語 拾遺に 大地 主神の 御名 見 ゆ、 大倭 神社 註 進 狀に垂 仁 天皇 御紀を 引きて、 

纏 向 珠城宮 御宇 天皇 (垂 仁) 廿七年 九月 戊申朔 甲子、 以， 1 皇女 倭姬 命- 爲-ー 御杖 代-貢- 1天 照大神 T 倭 姬命隨 -1 祌誨- 立- 宮於 

伊勢 國渡遇 五十鈴川 上-奉 レ 遷焉、 是時倭 大國魂 神 著-大水 口 宿 纏- 而誨之 曰、 太初 之 時、 天 照 太祌悉 治- 1 高天原 T 皇御 

孫尊專 治- 1 著 原 中國之 八十 魂 神 T 我 親 治- 1 大地 官- 者、 言已， 訖焉 云云、 大地 主神 之號 起- 1 于是 時- 矣と 所見 たれば、 此大 

地主 神と 申す も 荒 魂 大國玉 神の 別稱 にて 有りけ り、 叉 天 下地 主神と も せり、 然れば 此も亦 名の 例に は牧む 可から ざ 

るな り、 唯大國 家譜に 謂 ゆる 八重垣 大樹 祌と 申すな む 一 の 亦 名と 所思し かりければ、 此を 合せて 總 ての 御名 六 名 御 在 

し 坐す と 謂 ふ 可き 狀 なりけ り、 (叉 古事記に 事 代 主神 娶 二八 島 牟遲能 祌之女 鳥 耳祌？ 生 子 鳥 鳴 海神と 云 ふ 事 有りと 雖も 

偉の 誤なる 可き 由 巳に 先達 も 云へ り、 此に 就て 思 ふに、 八 島 貴と 申す 神 名 は 此大國 主神 を 除きて 伦 に何祌 かを稱 奉ら 

む、 決めて 此八島 士奴美 神と 同名な り、 叉傳 二十 ニ卷に 注せる が 如く、 同 記大國 主神の 四 世の &祌に 布 波 能 母 遲久奴 

須奴祌 と. &す御 在し 坐せ ども、 此大國 主神 は 素 戔嗚大 神の 直に 御子に こそ は. 御 在し 坐し けれ、 六 世 孫と 云 ふ事甚 謂れ 

日本 誊紀傳 二十 七之卷 资叙. S 現 章  五一 七 


B 本書 紀傳 二. h 七之卷 寶敦 出現 章  五 二 0 

坐 時、 當， ー此處 一而 御 膳 食 給、 故 云，， 飯 成， (祌龜 三年 改， 一字 飯 梨，) と 有る も、 其 和 魂 神と は 別の 御體 にて _大 上に 參 上ら 

せ 給へ る證 になむ 有りけ る、 凡て 神 等の 御上に 亦 名と 申す 事の 御 在し 坐す は、 人間に 名 有り 字 有りて 1 の 物に 二 も 三 

も 無用に 號 くると は 異にて、 上代に 名と 云 ふ 事 はし も傳 二に 注せる が 如く、 景行 天皇の 大御 言に 大倭國 者以- 一行 事 1 負 

レ名國 と 詔 給へ るが 如く、 其 行事に 就て 異なる 御名 を も 負 給へ る を、 其 行事の 狀に 因りて は、 其 本體の 外に 別に 分 形 

を も 成し 耠 ひて 物 爲 させ 給 ふ 事な む 御 在し 坐す と 聞 ゆれば、 其 亦 名と 申す ぞ分 魂の 御名に 御 在し 坐す める を、 此和魂 

荒 魂 神の 如き は、 殊更に 定まりた る甚 じき 御 業 Q 御 在し 坐す が爲 に、 常に 御 分 形に 御 在し 坐して 其 御 本體の 左右に 竝 

び 御 在し 坐して、 凡て 三 神に て 萬 を 政令 給へ る 御 事と なむ 所見 させ 給へ りけ る、 故 此荒魂 和 魂の 御 事、 委 くは傳 八に 

注せり き、 (又 十三 卷 にも 注せる が、 此大國 主神の 御子 味 能 高彥根 神と 申せる は、 其に 對 ひて 天下 を 經營ら せ 給へ る 

意の 御名な り、 其 和 魂 を 事 代 主神と 申して 大物 主神に 對ひ、 荒 魂 を 一 事 主神と 申して 大國玉 神に 對ひ 給へ るが、 此も 

右に 同じく 本 は 一 神に て 渡らせ 給 へれ ども、 和 魂 荒 魂 神 共に 各 分 形し 給 ひて 三 神と は 成らせ 御 在し 坐せ るな り、 此等 

を考 合せて、 其 御 魂の 別り て 殊に 各々 ー祌と 坐せ る 事 を 思 ふ 可くな む、) 〇 大國 主神 此 御名 第一 一書に 出で たり、 卽 

偉 二十 二に 巳に 委しく 其 御名に 食 坐せ る 所 由 はし も 委曲に 注し 奉れる を、 此には 其 義を說 明らめ 奉る 可き なり、 偖 古 

事 記に は此 一書と 同じく、 大國 主神と 申 奉る 此 御名 を 本と 爲て 記し 奉られし は大に 所以 有る 御 事な り、 其 文に、 故此 

大國 主神 之 兄弟 八十 神 坐、 然皆國 者 避-於 大國 主神 T  (下略) と 見えた る、 皆國者 避の 四 宇に 深く 心 を 著け て 見る に、 

其 御兄弟の 八十 祌 はし も此國 土を區 別ちて、 各相領 知る 國 主の 神に て 有りし なりけ り、 然れ ども 未 其 君 長と しも 云 ふ 


べき 祌 なむ 非 ざり ければ、 彼 神武 天 白 HI 御 紀に謂 ゆる 遂使 n 邑 有い 君 村有 t 長 * 备目分 レ疆相 凌， i と 云 ふ 有 狀にぞ 有り けら 

し、 此に 此大國 主神 はし も 御父大 神の 珍 子に 御 在し 坐して、 其 生 坐し，， -始 より 須賀宮 をし も 脇 ひて 吾 兒宮と 詔 給 ひ、 

其宮 首に は 足 摩 現 手 麻 乳 神 をし も 稻田宮 主神と 任して 溥 づき 聞え させ 給 ひ、 叉傳 二十 六に 注せる 如く、 出 雲 神 戶を赐 

置かして 己 尊 はし も別處 に物爲 させ 御 在し 坐して、 其 御 兒の生 立 をな む 試みさせ 御 在し 坐して、 其 長な り 給へ る 御上 

を 見 行 はし 御 在し 坐して 後に 大國 主神と は 成し 奉らせ 給 ひ、 御 心の 殘る方 無く 治め 置かせ させ 給 ひて、 終に 根 國には 

入り 給 はむ と爲 させ 御 在し 坐し ける 程 こそ 有り けれ、 此時 は大國 主神 未稚 くて 御 在し 坐し ければ、 此祌 をし も 君 長と 

は 仰ぎ奉ら すして、 却り て は輕め 奉る 方に て 競爭ひ 奉れり ける 事、 その 次に、 其 八十 神 各 有 T 欲；. 婚， 一 稻羽之 八 上 比賣ー 

之 心い 共 行-一 稻羽， 時、 於 二 大穴 牟遲 祌， 食 爲二從 者， 率 柱と 有る、 此 一事 を 以て も總 ての 消息 を 想 ふ 可くな む 有りけ 

る、 然 れば此 に皆國 者と 有る 皆 は 八十 祌に 係りて 盡 字の 義 なり、 國は其 八十 祌 の 主領き 居る 國々 を 云 ふなり、 此時未 

其國々 の國 主神 を 總ね所 知 食す 御成 勢の 及ばせ 御 在し 坐 さ ざり し 問な りければ、 大國 主神と 申し 奉る 御名 も 御 在し 坐 

さざる 故に、 此には 尋常の 御名の 大穴 牟遲祌 と 中す 方 を 以て 書し 別 たれたり、 (古人の 用意 有る 事此を 以て 見る 可し、 

記 傳十卷 四 丁に、 「皆國 者 避， 一 於大國 主神 T 此は 後の 事 を 先づ言 置て、 fc 、に 其 然る 所以 i ど 初より 此 次より 下 文の 毎-, 坂 

御 尾 一 追 伏 毎 一一 河 瀬 一 追 撥而、 始 A 作レ國 也と 有る 處迄皆 其 事な り」 と 有る にて 通 ゆるな り、 但其次 に 「皆 は 八十 祌 皆な 

り」 と 云 はれた る は 然る 事ながら、 國は 天下 を 云 ふと 有る は 少か予 が 見る 所と は 異なり、 予が 見に は、 國は 八十 神の 

各 主領る 國 々を 云 ふ 事 皆國と 有る にて 所 知たり、 其 を 合せて 所 知 看す 大國 主神の 御上に 取りて は 天下の 事 なれ ども、 
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八十 祌に 係け て此に 云へ る は、 其 lEi 別て 相領 知る 各 國を云 ふに ぞ 有りけ る、) 然して 後に 此大祌 はし も 八十 祌の爲 に 

甚く 被， 窘 させ 御 在し 坐し ければ、 其 須賀宮 にも 留まり 御 在し 坐し 難き 事の 勢に 相 迫れり しかば、 御 祖奇稻 田姬， 命の 

御 趣け に 依りて、 本 國に御 在し 坐す 御 兄 大屋 昆 古神の 御所に 速が し 遣 給へ りければ、 其 神の 御 許より 御 父 素 f ベ 嗚大神 

の 御所に 奉 出し 給 ひける に、 其大祌 の御議 として 此祌を 試みさせ 給 ふ 御 心に や 御 在し 坐し けむ、 本より 八十 神に 甚く 

懲 され 給へ るが 上に、 此 にて 叉 其 大祌の 巳に 殺さむ とさ へ に爲 させ 御 在し 坐し ける 御 事と 共に 總て四 度の 御 窘めな り 

き、 然るに 其 后 祌須勢 理昆寶 命の 後方より 助け 奉らせ 給へ る 御 事に 依りて、 悉くに 得堪 へさせ 御 在し 坐して、 巳に 其 

御 許より 還り 御 在し 坐し ける 時の 文に、 遙望呼 TT 謂 大穴 牟遲 神-曰、 其 汝所レ 持 之 生 大刀 生 弓矢 以而、 汝庶 兄弟 者 追； T 伏 

坂 之 御 尾 f 亦 追 TT 撥 河 之 瀬， 而、 意禮爲 -,大 國 主神 T 亦爲 <1 宇都 志國 玉祌， 而、 其 我 之 女 須世理 虽賣爲 -1 嫡妻， 而、 於， I 宇迦 

能 山 之 山 本 T 於，, 底津； C 根， 宮柱布 刀 斯理、 於，, 高天原， 冰椽多 迦斯理 而居是 奴 也と 見えた る、 是ぞ素#^嗚大：i:のl:引に 

引 来て 縫 足 はして 造 立てさせ 御 在し 坐せ る此國 土の 全 を 經營り 給 ふ 可き 御 職に 事 依され 奉り 袷 ふ 所な りけ る、 此に汝 

庶 兄弟と 有る は、 上に 謂 ゆる 故 此大國 主 祌之兄 八十 祌 坐と 有る 是 にて、 各々 國， „< に 自立ち て 君 長と 成れる 國： t を 云 

ふなり、 追 伏 坂 之 御 尾 T 亦 追 撥 河 之瀨， と 云 ふ は 其 八十 神 をして 各 其 處を令 レ得給 はじと なり、 然して 其 八十 神の 歸 

順 ひ 奉らる.^ 上 は、 此大祌 のみ 獨抽 》 て 卽大國 主神と して 其に 君 長と 御 在し 坐し、 宇都 志 國玉祌 として 國 土に 德 澤 

を 幸へ 給 ふ 可く 蔡 依し 聞え させ 御 在し 坐し けるな り、 然して 其 我 之女須 世理昆 寶爲， 1 嫡妻， は、 聖武 天皇 御 紀立后 詔に、 

叉 於，, 大下 政, 置 而獨知 倍 伎 物 不在、 必母 斯理幣 能 政 有 ほ 之 云云と 有る 此御 意味なる 御言なる 可し、 ナ、 に 於，, 宇迦 能 山 之 


山 本, 於， fef 津石 根, 宮柱布 刀 斯理の 御言 はし も、 今迄 須賀宮 に 御 在し 坐し ける は 謂 ゆる 儲 君に て 御 在し 坐し ける 閒の 

御座所なる を、 改めて 天下の 諸 神の 朝 參 する 大宫 造の 御 事 を 事 依し 進ら せ 給 ひて、 其大國 主神に て 渡らせ 耠ふ威 翁 

を 天下に 示し 御 在し 坐すべき 由 を敎へ 聞え させ 給へ るに ぞ 有りけ る、 その 次に 故 持， 1 其 大刀 弓, 追 fl 避 其 八十 神, 之 時、 

毎， 一 坂 御 尾, 追 伏、 毎，, 河瀨， 追 撥而、 始レ 作レ國 也と 有る は、 此御 時に 至りて は、 御父大 祌の甚 じき 御 接 威な む相預 はら 

せ 御 在し 坐し X かば、 先に は 然し も 被, 惱 させ 給へ りし かど も、 安え と 事も無げに 歸順 へさせ 御 在し 坐して、 始, 作, 國 

也と は大國 主神の 御 任に 當らせ 給へ る 神業 をな む 事 始め 物爲 させ 御 在し 坐す との 謂な りけ る、 (委しく は傳 二十 一 卷、 

二十 二 卷の卷 末に 委しく 云へ る を 見合せ て K る 可し、 又 記傳に 引かれた る出霎 風土記に、 大 原郡來 次鄉、 郡 家 正南 八 

里、 所 i 造-一天 下， 大祌命 詔、 八十 祌者不 A 置， 1 靑垣山 裏， 詔而、 追廢 時、 此處追 ft^ 坐、 故 云 M 來次， と 見え、 城 名 極 山、 郡 

家 正北 一里 一 百 歩、 所, 造， 一天 下， 大神， 大穴 持 命爲， 伐， 一八 十 神， 造, 城、 故 云， 一城 名 樋 山， 也と 有る は此 時の 御 事な り、 偖 

此 にて 其 八十 祌を 悉に 皆 がらに 殺し 給へ るに は 有る ベから す、 其 順 ひ 奉らざる は誅な ひ、 其 服へ るは從 へさせ 給へ り 

けむ 事、 上文に、 故 此大國 主祌之 兄弟 八十 神 坐、 然皆國 者 避， 1 於大國 主神, と 有る にて 著くな む 有りけ る、) 其より 後 

に は 打 任せて 表立た る 御名 を大國 主神と 申 奉る 御 事な り、 故 須勢理 HS 買 命の 御 歌に、 夜 知 富 許 能、 加 微能美 許 登 夜、 阿 

大 き  レニ 

賀 淤富久 通、 奴 斯許曾 波、 (下略) と 請 はせ 給へ り、 名義 は 大は總 括る 意な りければ、 國 主と 引續 けて 心得べ し、 然し 

て 各國に 各自に 國 主神 有りて 其 一 國を 主領け る を、 其を總 ねて 所 知 看す 意 を 以て 大國 主神と 稱 奉りて、 其卽 天下 國土 

Q 主宰に て 渡らせ 給ふ義 なり、 此 大字 はし も、 今 現世の 狀 にても 國 々に 各 其 を 有つ 君 は 有れ ども、 大君と 申し 奉る 時 
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は 天皇の 御 事に て 渡らせ 給へ るに 等し、 然れぱ 上より 續 けて 唯 大國の 主宰と 申す 意に 見る は 粗き 說 なる 可し、 偖 其 各 

國に 國主祌 有りと 云ふ證 は、 其 は 天孫 降臨 章 第二 一 書に、 故 天津 彥火瓊 々杵尊 降 n 到 於 日向 槐日高 千穗之 峰， 而、 膂宍 

胸副國 自，, 頓丘， 覔, 國行 去、 立，, 於 浮 渚 在 平地？ 乃 召，, 國 主事 勝國勝 長狹, 而訪, 之、 對曰、 是 有レ國 也、 取捨 隨レ 勅、 と 

所レ 見た る 是卽其 境域 を 定めて 主領き 居る 國主祌 有る 事 を 知るべき 明文な り、 叉 下に 引ける 播磨 風土記に 天日 搶命 Q 

宿處を 葦原 志舉乎 命に 乞 申す 所に、 汝爲， 1 國主， 欲レ 得，, 吾 所 A 宿之處 T 志 許乎卽 許- 1 海中， と 有る は大國 主神の 御 事 なれ 

ども、 播磨ー 國の 事に 就て 汝 爲，, 國主， 也と は. & せるな り、 叉祌名 式に 伊豆 國那 賀郡國 主命 神社と 申す も 有り、 又其祌 

階 帳に 賀茂郡 正 五位 上 國主明 神と 申す を 載せたり き、 丹 生姬社 記に、 豐耳命 娶-國 主神 女， 云々、 天道 根 命 國主御 神 其 

子 坐 之な ど 有る も 右の 例な り、 斯れば 其 正書に 大巳貴 神の 國 避の 御言に 故 吾 亦當レ 避、 如 吾 防禦 者 國內諸 祌必當 -I 同 

ソノミ ヲサメ 

禦 T 今 我奉レ 避、 誰復敢 有- 不レ順 者， と 申し 給へ る、 國內諸 祌と云 ふ は 其 御所 置 を 仰ぎ奉らる X 國々 の 國主祌 なる が、 

其 を 從へ御 在し 坐す 大國 主神の 避 奉らせ 給 ふ 上 は 誰の 國主祌 か は 防禦 奉る 者 有らむ と *. し 給へ るに て、 甚 能く 通えた 

り、 倚傳 二十 一 に 注せる 此の 正書に 吾 是國神 號脚摩 乳 手 摩 乳と 名乘り 申せる を始 として、 神武 天皇 御紀の 中に、 臣是 

國神、 名 曰，, 珍彥 T 叉 臣是國 神、 名爲， 1 井光, と 有る 如き も 各 其 地主 祌の謂 なれば" 其も國 主神の 義 なる 事 云 ふ も更な 

り、 如 此く掌 別て 國々 を 保つ 國 主神の 有 を、 其 君 長に て 渡らせ 給へ るが 故に 大國 主神と は稱 奉る 御 事な む 著明き 者な 

りけ る、 然れば 其 各 國の國 主神 は 國造縣 主な どの 如く、 大國 主神 はし も 天皇 尊の 如き 御有狀 なりけ む 御 事此を 以て 想 

像り 奉り 知るべき 者な りかし、 (記 傳十卷 五十八 丁に、 「大國 主神 名義 は 天下 を 伏へ て 宇志 波久 神と 云 ふ 意な り」 と 云 


はれた る、 其說に 於て 誤と ■ 云 ふに 非 ざれ ども、 t い】 に國 主神と 云 ふが 多 在る を、 其を總 合せ 所 知 食す 故 を 以て 大國 主神 

と稱 奉る 意に は 見られす て、 大國と 云 ふ を 唯 天下 を 云 ふと 思 はれた るが 故な り、 其 は 巳く 慕 蔬に、 大國主 者 主， 一 一 國, 

之 名 也と 注させ 給 ひ、 通證 にも、 大國主 者領- 一大 國, 之 名 也と 云へ る 僻 說に思 はす 交 こられし 者な りけ り、 然して 其 諸 

國の國 主神の 君 長に て 渡らせ 給へ る は、 天下に も大國 にも 本より 主宰と 御 在し 坐す 謂なる を や、 此事 恐らく は 諸家 共 

に 誤る 可し、) 悟 右の 國 主神と 申す に 自然にして 國作 神の 義を なむ 兼ねたり ける、 其 は 上に 引ける 古事記に 御 父大神 

より、 爲 n 大國 主神？ 亦爲， 一宇 都 志國玉 神, と 云 ふ 御 事 依の 御 事 御 在し 坐せ る 後の 文に、 追 71 避 其 八十 神 f 云云 而始レ 作 

レ國 也、 と 有る 卽其 照應 にて、 大國 主神の 御名に 始， 作, 國也 は對 ひたる 文なる 事 を 知るべし、 惜 此大國 主神に も其從 

奉らる.. 1 圑 主神 等の 御上に も 同じ 事に て、 國主を 唯に 國 長と 見ても 事も無げなる 物から、 其 事 を 正し 辨へ むに は、 已 

に傳 二に 注せる が 如く、 主と 云 ふ は 成 爲の義 にして 物 を 成 作りて 其に 君 長と 有る 謂な りけ リ、 其は此 下に、 嘗大巳 貴 

命 謂 一一 少彥名 命, 曰、 吾等 所 i 造 之國、 豈謂， 一善 成,， 之 乎、 少彥 名命對 曰、 或 有 A 所い 成、 或 有い 不, 成と 有りて 作と 成と を 

對云 ひ、 又 古事記の 少名 虽古那 神の 常世 國に度 坐し，^ 所に、 於 是大國 主祌愁 而吿、 吾 獨何能 得 作此國 T 孰 祌與， 吾 相 n 

作 此國， 耶、 是時有 一 1 光レ海 依來之 神？ 其 神 言、 能 71 治 我 前， 者、 吾 能 共與相 作成、 若不 i 然者國 難, 成、 と 有りて 作と 成 

と を 交へ たり、 此 等の 例 共 を 以て も、 國 主と 云 ふ は 其國を 作りて 其 君 長と 有る 謂なる 事 を 思 ふ 可くな む 有りけ る、 故 

其 記 御 天降 段に、 問，, 其大國 主神， 一一 一一 II、 天 照 太 御 神 高木 祌之命 以問使 之、 汝之 宇志 波祁流 葦原 中國 者、 我 御子 之 所， 知 

國言依 賜と 有る 宇志 波祁 流の 一 百 は、 字 志 は 其 作らせる 葦原 中 國に君 長た る義 なり、 波祁流 は帶, 刀 履， 沓 など Q 波久に 
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て、 其 葦原 中 國を佩 持たせる 由に て、 大 國主祌 として 此國 土の 主宰に て 御 在し 坐す 謂なる が、 共 小なる は國々 の國主 

神に 云 ふ も其義 相等しき を、 其 を g: 合せて 甚 比しへ 無く 大に 持たせ 御 在し 坐す が 故に 大國 主神と は稱 奉れ るな りけ 

り、 (叉此 下なる 國作 大已貴 命の 下に 注せる 事共 を も 合せ 考ふ 可し、 唯に 大國の 主宰との み 云 ふ 時 は、 种 は 死物に 成 

りて 物の 上に 居て 何の 爲出づ る 事 も 無く 無用の長物なら むに は、 爭 でか は 天下 を 作らせ 御 在し 坐す 程の 御 力 は 御 在し 

坐 さむ、 叉 其 下に 屬 奉らる i 國主祌 に 於ても 然り、 其 功の 無き に 如何 は 其 地に 主たる 事 をば？. S てむ、) 〇 大物 主神 は 

出 雲 神 賀詞に、 國作之 大神乎 毛、 媚鎭 天、 大 八島國 現事顯 事ん P- 一事 避 一 支、 乃 大穴 持 命 乃 申 給久、 皇御 孫侖乃 靜坐牟 大倭國 

申 天、 己 命 和 魂 乎、 八 咫鏡爾 取 託 天、 倭 大物 主 櫛 窗玉命 S ュ 名 乎 稱天、 大御和 乃 祌 奈備爾 坐、 云云 天、 皇御孫 命 能 近 守 神 登 

貢 置 天、 八 百 丹 杵築宮 爾靜坐 支、 と 有る、 此御 事、 大 三輪 神 三 社 鎮座 次第に、 腋上 池心宮 御宇 1K 皇 御世、 祌明憑 二吉足 

日 命， 曰、 吾 國造大 巳 貴 命 也、 太初 已命之 和 魂 取 託 八 g{ 鏡？ 名 曰，, 倭 大物 主 櫛 瓶 玉 命 f 鎭 JT 座大 三輪 神 奈備， 云々 とも 

所見た ろ、 此御 事、 下に 引ける 大倭 神社 注進 狀に、 家牒 曰、 腋上池 心宮御 字： 大皇 (孝 昭) 元年 秋 七月 甲 寅朔、 遷，, 都 於 倭 

國葛城 T  丁 卯 天皇 夢 有， 二 貴人？ 自 稱，, 大巳貴 命， 曰、 我 和 魂 自，， 祌代， 鎭 ニニ 諸 山， 而、 助 n 祌器 之昌 蓮， 也、 荒魂胺 -1 王 身/ 

云々 一有り て、 本 體の大 巳 貴 命 神託 有りて、 其 和 魂 祌荒魂 神の 分れ 御 在し 坐す 由 を吿げ 奉らせ 給へ るな りけ り、 然る 

時 は H< 孫 降臨 章に、 今 我 常 於 n 百 不足 八十 隈 T 將，： 隱去， 矣、 言 訖 遂隱、 と 見えた る、 此御 時に 將來其 天神 御子の： 大降 

り 御 在し 坐して、 後の 御世々々 に 中洲に 御 在し 坐して、 天下 を 所 知 食せ 給 はむ 御 事 を 期り 間え させ 給 ひて、 其 和 魂 を 

大 三輪に 御身 自鎭 奉り 置かし 御 在し 坐して、 其 御名 を 倭 大物 主 櫛滔玉 命と 號 けさせ 給へ りとの 義 なり、 然は 有れ ども 


唯 大物 主神と 申す のみ は- 此大 神の 國 作の 初より.^ 魂と 別れさせ 御 在し 坐し ける 其 分身の 御名に て V 本より 御 在し 坐 

し& なりけ り、 其 は 大倭祌 社 註進狀 に、 偉 聞、 倭大 國魂祌 者、 大巳貴 神 之 荒 魂、 與，， 和 魂， 戮， カフ 心、 經 &«天 下 之 

地 f 建 51 得大 造之績 T 在- 1 大倭璺 秋 津國， 守， 1 國家 T 因以號 曰-倭 大國魂 神 T 亦 曰- 1 大地 主神-と 見えて、 荒 魂に， K 國魂祌 

の 御名 御 在し 坐す 時 は、 其幷 びに 和 魂に も已に 大物 主神と.^ し 奉る 御名 も 御 在し 坐し けむ 事 推して 知るべし、 然る 

時 は 其 八^ 鏡に 御 魂 を 取 託させ 御 在し 坐して、 皇御孫 尊の 近 守 神と 寧ら せ 給へ る 御 時に 當 りて、 其樹 S 玉 命と t す 

御名の 添 ひ 給へ るに ぞ 有りけ る、 (诸此 下 文に 大巳貴 祌の幸 魂奇魂 神に 見え 奉らせ 給 ふ 所に、 今 欲，， 何處住 一耶、 對曰、 

吾 欲 A 住 二 於 日本 國之三 諸 山 T 故卽營 二宮 於彼處 T 使 二 就而居 T 此大 三輪 之 神 也、 と 有る 幸 魂奇魂 をし も 和 魂の 御 事と 爲 

るは大 なる 誤なる 事、 次 卷に辨 ふるが 如し、 其 御 事 は、 古事記に は 吾 者 伊 JT 都- 岐，. 奉 于倭之 靑垣東 山上 r 此者 坐， 1 御 諸 

山， 祌 也と 有て、 大國王 卿の 激 率ら せ 給へ る大 卿に て-神 名 K に 謂 ゆる^ 和國域 上 都 神 坐 日向 神社 大、 月，. y 新 蒈と有 

る此 御社の 初にて、 大物 主神の 鎭坐 すより は遙に 遠き 古昔 0 御 事な り、 思 混 ふる 事 勿れ、 然る を 平 田史第 九十 五段に 

右の 二 文 を 綴り 合せて、 終に 此者大 三輪 之 大物 主神 也、 大國 主神 之 和 魂 也と 云へ る は、 彼の 例の 古人の 說を 取りて 推 

當て たるな り、) 傳 天 孫 降臨 章 第二 一 書 大巳貴 神の 隱 坐し X 所に、 是時歸 順 之首渠 者、 大物 主神 及 事 代 主神、 乃 合， 一八 

十 萬祌於 天 高 市 T 帥以 昇， 天 陳，， 其 誠 款之至 f 時 高 皇產靈 尊 勅，， 大物 主祌 f 汝若以 ，1 國神， 爲， 妻、 吾猶 謂，， ，汝 有，， 疏心？ 故 

今以， 一 吾 女三穗 津姬， 配レ 汝爲， 妻、 宜 T 領ニ 八十 萬祌 f 永爲， 一 皇孫， 奉 &r 乃 使， 一 還 降， 之と 有る は、 卽其國 避の 以前に 其 

大御和 乃 神奈 備に 鎭 置かせ 御 在し 坐し ける 和 魂の 現 身と 成りて 天上に 参向 はせ 給へ るな り、 借 其 神奈備 は祌名 式に、 

日本 W 紀傳 二十 七之卷 寶敦ゃ Z 現 章  五二七 


日本 誊紀傳 二十 七之卷 寳敛 出現 章  五 二八 

大和 阈城上 郡大神 大物 主神 社 (名 祌大、 月次 相嘗 新嘗) と 有る 是な るが、 其 天 高 市 は 同 式に、 高 市 郡 高 市 神社 (大、 

月次 新嘗) と 有る 是其 舊縱 なる 可き 事 云 ふ も 更なり、 又此 時に 配せ 賜へ る 后 神 は 同 式に、 城下 郡 村 屋坐彌 富 都 比賣； W- 

社 (大、 月次 相嘗 新嘗) と 有る 是 なり、 此を 以て 其 和 魂 大物 主神の 御 在し 坐し \ 所の 大和 國 なる 事 明らかなる 者な り、 

偖 纂疏に 八十 萬 神皆統 n 屬於 大物 主-之 神 也と 所見た る是 にて、 大物 主神と 申し 奉る 義 なむ 著明 かりけ る、 其 は 此に其 

統 11 の國神 をば. 物と 云 ひて、 其に 主宰と 御 在し 坐す 謂の 御名なる 事 は 申す も 更なり、 此國土に在らゅる4かかぉ^^{ 

て 渡らせ 給 ふ 者な り、 物 主の 字は雜 令に 出で たり、 (其 は 物と 云 ふ は、 神と も 何とも 其 名 を 正しく 指さす して 唯大 S 

に 云 ふ 時の 語なる 事、 巳に 傳十卷 に 鬼 類 を 物と 云 ふ 事に 就て 注せる が 如し、 但其鬼 類 を 物と 云 ふに 准ら へて、 此の 八 

十 萬 祌をも 其な めり と 思 ふ は 粗說と 云 ふべ し、 其 八十 萬 神 は 次 に 以 ニ國 神ー爲 1 妻と 有る 國祌 にて、 右 の 大國 主神 Q 下.， 

に 注せる 國 主神の 事に して、 卽各國 の 地主 祌 をば 云 ふなり、 傻祌は 更に も 云 はす 人に も 物と 云 ふ は、 神武 1K 皇戊午 jo" 

御紀 に、 饒速日 命 云々、 帥， 1 其 衆, 而歸 順焉、 云々、 此物部 氏 之 遠祖 也と 有る、 其 衆と 云へ る は、 天孫 本 紀に謂 ゆる 天 

物部內 物部是 なり、 職 原 抄に" 古稱ニ 武士, 云，, 物 部, 起 二 于此, と 有る が 如く、 天下に 有らゆる 武き人 を 物と 云へ る は、 • 

古の みならす 今 世に も 武士の 長 立ちた る 人 を 物 頭と 云 ひ、 叉 弓 者又鎗 者な ど 云， 者も卽 右の 物と 同じ 意に 云 へ る なれ 

ば、 鬼 類に 限りて 云 ふ稱に 非す、) &此 神の 稱は崇 神 天皇 八 年 御 紀大祌 之 掌 酒に 仕 奉られし 活 日と 云 ふ 人の 歌に、 揶 

磨 等 那珠於 朋望能 農 之 能と 所見 たれば、 正しく 大物 主神と 稱 奉る 事に 於て 更に 異論 有るべからざる 御 事な り、 然るに 

維 略 1K 皇七年 御紀、 朕 欲， 見 ニー 一 諸 岳 神 形 T の 下に 或 云 北山 之 神 爲，， 大物 代 主神, 也と 有る 其 三 諸 岳は傳 九に 注る が？？ く、 


高 市 郡 飛鳥の 地なる を 云 ふなれ ども、 4 二 書に 三 諸 山と 有る は彼大 三輪の 事なる に 就て、 右の 或 云の 說は 有りながら 

此 にて 其大神 大物 主神 社の 御 祌を然 申し 奉れり し 事な む灼然 かりけ る、 猶神名 式に 播磨國 宍粟郡 大倭物 代 主神 社と 申 

す も 必同祌 にて 渡らせ 給 ふと 聞 ゆる を、 右に 引ける 一 K 孫 降臨 章 第二 一書に 大物 主神 及 事 代 主神と 有る は、 御 父子 二 神 

共に 各 其 和 魂 神に て 渡らせ 給 へれば 1 此を 以て 見る に、 物 代 主と 事 代 主と 此ニ祌 はし も、 物 を， 知る と 事 を 知る とに 稱 

別ら れ たる 御名に なむ 御 在し 坐し ける、 故 試る に 右の 續の文 高 皇產靈 尊の 御 命に、 宜 T 領- 一八 十萬祌 T 永 爲-ー 皇孫-奉.？ 

護と 有る は、 國神を 領て皇 御 孫 尊 を 奉 護ら せ 給 ふ 御 事に て、 是卽物 を 知るな り、 又 古事記なる 大國 主神の 天神に 申さ 

せ 奉り 給へ る 御 一一 目に、 亦 僕 子等 百 八十 祌者、 卽 八重 事 代 主神 爲， 一 祌之御 尾 前， 而仕奉 者、 違 祌者非 也と 有る、 此 違叉不 

レ違は 其 領給ふ 國祌の 上に 在る 事と 云 ふ 者なら ナヤ、 此卽事 を 知る と 云 ふ 者な り、 偖 其 物と 云 ふ は 謂 ゆる 國神を 云； 6 

て、 各 其 持 別けて 領 知る 園 土の 事に なむ 至れり ける、 其 は崇祌 天皇 十 年 御 紀武墟 安彥が 謀反の 所に、 倭迹. <  日 百襲姬 

命の 吾 聞、 武塘 安之 妻 吾田 媛密來 之、 取，， 倭 香 山 土 T  S へ，， 領巾頭 f 祈 IT 曰 是倭國 之 物 實_ 則 反 之 (物 實此 云， 一望 能 志 呂，) 

是 以知レ 有に 拳焉、 非- 1 早圖, 必後 之と 有る、 物實は 一 撮の 土 を取收 めて 大地 の 全 を 取 奉り 知りて むと 謀れる 咒 術なる が 

此物 實卽此 大物 代 主神の 物 代と 亦 其 義の歸 く 所 上に 注せる 事共に 合せ 讀 みて 知るべし、 然れば 大物 主神 大物 代 主神と 

申し 奉る は、 大地に 在ら ゆる 國祌を も 此國土 をも總 ねて 其 主宰に て 渡らせ 御 在し 坐す 謂に て、 大國 主神と 申し 奉る 御 

名の 如く、 直に 指す と廣く 大抵に 云 ふと 唯少か 異なる 所有る のみ、 (此物 實の事 は、 已に傳 十三 卷に 彼瑞珠 盟約 章な 

ウギ つ. へ 

る 物 根 を 古事 記に は 物實と 有る 其例證 を 正して 委しく 注せる が 如く、 此を俊 反す 時 は 今 俗に 資財 を志呂 物と 云へ る I.!- 
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にて" 志 呂とは 我が 預り 知る と 云 ふ 事な り、 偖 叉 此も物 代の 祌 多く 有る 其 君 長と して 上に 立た せ 御 在し 坐す に 就て 大 

物 代 主神と 稱 奉る 事に て、 右に 注せり し大國 主神の 大と 同じ 例に て.， 大物と 鑌 くに は 非す 物 代の 上に 大の 添へ るな 

り、) 若て 其 倭 大物 主 櫛！^ 玉 命と 申 奉る 御名 は 傳廿ー に 注し 奉れる が 如く、 御 父 素 斐嗚大 祌の御 事 を 出 雲 神 賀詞に、 

伊 射 那伎乃 日 眞名子 加 夫 呂伎熊 野 大祌櫛 御氣野 命と 稱奉 るに 合せて、 櫛楚玉 命と は號け 奉らせ 給へ るな り、 此楚は 本 

より 借 字なる 物から、 嚴に通 ふ 美 迦とは 異にして、 右の 櫛 御氣野 命の 御氣と 同じ 事な り、 故 其 御氣と 申す は 謂 ゆる 土 

毛の 事に して、 國 土に 生と 生 ffi づる 草木 を 云 ふなり、 木 は 毛の 義、 草 は 毛 狹の義 なる 是 なり、 若て 此を用 ふる 方 は 食 

物と 成り 著 服と 成り 舍 宅と 成る 所以に、 食 を 氣と云 ひ 衣に 伎 流と 云ひ祁 流と 云 ふ 語 有る に、 舍 宅に 氣と云 ひ迦と 云へ 

る 言 有るな ど是 なり、 若て 其 御 父大神 をし も然稱 奉る は卽 櫛御氣 主命と 申し 奉る 義 にて、 卽逾 海原 潮 之 八 百 重 を 所 知 

看させ 給 ふ 御 事な り、 其に 對 へて 櫛楚玉 命と 申し 奉る は 梅 御氣魂 命と 稱 奉る 意に て、 御 父 大神を 主と 爲て 其輔 相に て 

御 在し 坐す 義 なり、 凡て 某 魂 神と 申す 例 は 下 大國玉 神の 下に 例 を 引て 曉 すが 如く、 其 主たる 祌の御 在し 坐す を 立て k 

其 神 功 を輔相 奉らせ 給 ふ謂是 なり、 然れば 御 父大祌 より 受赐 はりて 其 主神と 御 在し 坐す は大國 主祌に 渡らせ 給 へれば、 

其 櫛 御氣野 命と 申し 奉る 御 職を繼 て此搶 海原 潮 之 八 百 重に 君主と 御 在し 坐す を、 此 大物 主神 はし も 其 和 魂 神に 御 在し 

坐して 萬の 物實の 主宰に て 坐 ませば、 此に其櫛^!§-玉命と稱へ 號けさせ給へ るな む實に 所以 有る 御 事な りけ る、 (此某 

魂祌と 申し 奉る 所以 は、 已に傳 八卷、 十九 卷、 二十 四卷に 注せる を、 猶此 下に 至りて 委しく 說 くべき なり、 姑く 其 主 

と 立つ る祌を 長官と し 某 魂祌と 申す 方 を 次官と 見る 時 は 目 易く 聞 ゆ、 叉體 用の 差異 を 立て、 見ても 遠 はざる なり、 凡 


て 御 靈を幸 はふと 云 ふ も 1  により 来りて 輔佐る 義 なりければ、 大に輔 相の 意 有るな り、 侍 楚字は 和名 抄瓦器 類に V 本靱 

式 云、 缓美 加と 有る を 借用 ひられた る を、 鎭座次 第に は 櫛 瓶 玉 命に 作れり、 瓶 は 同 抄に楊 氏 漢語 抄云、 1^ 一子 和名 加 米 

と 有る 字 なれ ども、 同じ 瓦 器なる から 美 加に 用 ひた^に て、 誤字に は 非ざる 可し、 祌名 式に 伊豆 國那賀 郡 键玉命 神社 

有る も此大 神なる 可し、 國玉命 祌社國 主命 神社と 申す も 見えたり、) 偖祌名 式に 大和 W 城 上 郡大神 大物 主神 社 (名 祌大、 

月次 相嘗 新嘗) と 有る に 合せて、 四時 祭式 相嘗祭 條に大 神社 一座と 見え、 臨時 祭式 名 祌祭條 にも 大祌 神社 一座と 見え 

たる 如く、 官 より 祭らせ 給 ふ は 唯一 所の み 御 在し 坐せ ども、 大 三輪 神 三 社 鎮座 次第に、 當 社古來 無-一 寶倉？ 唯 有， 一三 箇 

鳥居, 而奥津 磐 座 大物 主命、 中 津磐座 大巳貴 命、 邊津磐 座 少彥名 命と 有り、 其 中に 大物 主神 は 上に 引ける 神 賀詞に 所 

見た るが 如く、 大國 主； to 國 避の 御 時に 和 魂 を 鎮め 置かせ 給へ るなる が、 其 大巳貴 神の 御 事 は傳ー 一十 八に 注せる が 如 

く、 國 作の 御 時に 幸 魂奇魂 祌を齋 奉らせ 給へ る 御靈を 合せ 祀ら れ、 叉 少彥名 命 を も 後に 合せ 祀れる 者に して、 現に 三 

柱祌 共に 鎭り御 在し 坐す 事 古より して 然り、 诸其大 巳 貴 神の 御 事 は 同書に、 腋上池 心 宮御字 天皇 御世、 祌明 憑- 1 吉足 

日 命， 曰、 吾 國造大 已貴命 也、 太初 巳 命 之 和 魂 取 託 八^ 鏡？ 名 曰，， 倭 大物 主 櫛 瓶 玉 命； 鎭 fi 座大 三輪 神 奈備？ 云云、 令 T 

造-, 瑞籬- 奉 441 焉、 隨 -1 神託-立- 1 瑞 籍於大 三輪 山 T 遣 n 吉足日 命 T 令 レ崇； T 齋大巳 貴 命 大物 主命 T 詔- 1 吉足命 T 自ぃ今 以後 

可レ爲 -1 宮能賣 T 是 神宮 部 造 先祖 也と 有る、 此 は孝昭 天皇 御世の 御 事なる が、 此 時の 祌託は 國造大 巳 貴 命の 爲 させ 給へ 

るに て、 此御 事に 依りて、 其 大巳貴 命 を 大物 主神と 共に 同じく 瑞籠を 定め 造りて 其大 三輪 山に 持齋 かせ 仕 奉らし め 給 

ふとな りけ り、 此御事 を 姓氏 錄 (山城 國神別 天神) に、 祌宮部 造 葛 城 (一本 作 i 木) 猪 石 岡 天降 神 天 破 命 之 後 也、 六 
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世 孫 吉足日 命、 磯城 瑞簾宮 御宇 (謚崇 神) 天皇 御世 天下 有， 災、 因 遣，， 吉足日 命 T 令」 微71 祭 大物 主神 r 災異卽 止" 天皇 詔 

曰、 消 M 天下 災？ 百姓 得」 i、 自ぃ今 以後、 可 A 爲， 一宮 能 賣祌？ 仍 賜，， 姓 宮能賣 公？ 然後庚 午年 籍註 n 神宮 部 造 一也と 有る は 

崇祌 天皇 七 年御紀 に、 此 大物 主大 神の 御 祟 御 在し 坐して 令レ祭 給へ る 事の 有る に 合せた る說 ならめ ども、 其 時 は以， 一大 

田 田 根子, 爲 T 祭- 1 大物 主大 神-之 主. I とこ そ は 有り けれ、 紀記 共に 吉足日 命の 事の 傳 はらざる が 上に、 此鎭座 次第 は 姓 

氏錄 より 後に 出来れ る 物なる に、 其に 乖 きて 崇神： 大皇 御世の 事 を孝昭 天皇 御世と 云 ふ 事 は、 却り て 社 說に傳 ふる 所最 

正しき 據 有りと こそ は 云 ふべ かり けれ、 然して 少彥名 神の 御 事 は 同書に、 磐 余 甕 栗 宫御字 天皇、 勅 n 大伴窒 屋大連 f 

奉- 1 幣帛 於大 三輪 神社 r 祈ョ禱 無- 1 皇子 之 儀， 時、 神明 憑，, 宮 能賣， 曰、 IK 皇勿 i 慮 1N、 何 非, 絕， 1 天津日嗣， 哉、 上古 吾與 >1 

少彥名 命- 戮ぃカ 一 レ心、 所以 經 IT 營 天下 f 其 所以 而今 少彥 名命來 n 臨 吾 邊津磐 座 f 與， 1 吾 及 和 魂， 共 能 可，, 被 祭 T 守- 1 皇孫， 

濟，, 人民 一 突、 於是起 IT 立 磐 境 T 崇 祭 少彥名 命 f 于, 時 天皇 元年 冬 十月 乙 卯 日 也、 と 見えた る は 淸寧； 大皇 御世の 御 事な 

り、 右の 神託の 中に 與，, 吾 及 和 魂， と 詔 給へ る 吾 は 卽大已 貴 祌の御 事な り、 然 れば大 三輪 神 三 社と 云 ふ 事、 社說の 私に 

非す、 同書に 神 階 之 事、 貞觀 元年 正月 二十 七日、 奉 レ授， 一大 巳 責命正 一 位、 大物 主祌從 一 位 T 同 二月 朔日、 大物 主神 奉 

レ 授，, 正 一位， と 有りて、 大物 主神 は 一等 後れさせ 給へ る を 以て も、 大物 主神 一 祌には 御 在し 坐さざる 證と云 ふべ し、 

叉祌功 皇后 元年 御 紀征韓 の 御 政の 時に、 則 立 n 大 三輪 社， 以 奉，, 刀 矛， 矣と 見えた る を、 祌名 式に 筑前國 夜 須郡於 保奈牟 

智 神と 見え、 古語 拾 遣に、 大巳貴 神 ( 一 名大 物 主神、 一 名大 國 主神、 一 名大 國魂 神、 大和 國城 上郡大 三輪 神是 也) と 

有る も、 大巳貴 祌を大 三輪 神と 申せるな り、 叉 地 神本紀 に、 大巳貴 神 (坐，， 倭 國城上 郡， 大 三輪 神社) 次須勢 理姬祌 (大 


三輪 大祌嫡 后 也) と 有るな ど、 大神 大物 主神 社と 云 ふ 事 を 知らす して 云 ふに は 非す、 叉 下に 注せる が 如く、 神 名 式に 

城 上 郡 狹井坐 大祌荒 魂 神社 五 座 (鍬 毅) と 有る を、 大物 主 祌の荒 魂 神な りと 一 應は思 ふ 事ながら、 大倭 神社 注進 狀に、 

傳聞、 狹井神 者 大巳貴 命 之 荒 魂 大國魂 神、 と 有れば、 卽大巳 貴 神の 荒 魂に て 渡らせ 給へ り、 如此く 古より 正しく 傳ふ 

る 所 三 座なる を、 式 文に 一 座と 爲られ たる は、 拾遺に 云 はれた るが 如く、 當昔中 臣氏權 を 專に爲 し 任に、 取捨 任意に 

爲る神 帳の fe^ りけ る を 正し 取られ ざり し 者に して、 甚 恐し とも 何とも 云 はむ は 中々 なる 御事ぞ かし、 (況て 少彥名 命 

には祌 階の 沙汰に だに 及ばせ 給 はざる こそ 甚遣憾 しき 御 事な り けれ、 偖 注進 狀狹井 神社の 下に、 相 殿 神 四 座、 大物 主 

祌、 姬踏鞴 五十鈴 姬命、 勢 夜 多 良 比賣、 事 代 主神と 有りて、 此には 大物 主神 は 其 相 殿に て 御 在し 坐す を 以て も、 大三 

輪に 御 在し 坐せ る 大巳貴 祌の荒 魂 を れる事 を 知るべし、 然る を 平 田史第 九十 五段に、 大 三輪 之 大物 主祌を 下に 大國 

主神 之 和 魂 也と 記しながら、 亦 此神之 荒 魂 神 者 坐 ニ狹井 社-也と 云へ る は 何たる 僻心 ぞゃ、 抑大 巳貴祌 は本體 なり、 其 

和 魂 は 大物 主神、 荒 魂 は 大國魂 神な り、 其 和 魂 神に 別に 荒 魂と 別に 祭 別くべき 事の 有べき 物 か は、 偖 右に 引ける 地 神 

本紀 に、 須 勢理姬 神を大 三輪 大祌嫡 后 也と 有る は、 其 大巳貴 神の 后 神の 御 事に して、 大物 主神の 后 神 は 謂 ゆる 城下 郡 

村 屋坐彌 富 都 比賫祌 社大、 月次 新嘗と 有る 其と は 別にて、 城 上 郡宗像 神社 三 座 並大、 月次 新嘗と 有る 是 なり、 此事を 

明らめて 見る 時 は、 諸 國に大 神神 社宗像 神社 相 並ばし 御 在し 坐せ る 所以 は其大 神神 社に 御 在し 坐す 大巳貴 神と 並ばせ 

給 ふ 由なる 事 も詳に 知られて 甚尊 しかし、 若て 此に 大物 主祌は 神代より 御 在し 坐せ る を、 孝昭 天皇 御世に 大巳貴 神 を 

齋 奉られ、 其より 九 百 五十 年 餘を經 て淸寧 天皇 元年に 少 ifJi 名； t をば 祀 はせ 給へ る 者な り、 右に 元年 冬 十月 乙 卯 日 也と 
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有る は、 御 紀に據 るに 冬 十月 癸 巳朔と 見え たれば、 乙 卯は廿 三日に 當る なりけ り、) 然して 崇神 天皇 七 年御紀 に、 春 

二月 丁 丑 朔辛 卯、 詔 曰、 昔 我 皇赃大 啓，, 鴻基 f 其 後 聖業逾 高、 王 風 傅 盛、 不レ意 今 當，, 朕 世 T 數有， 1 災害 T 恐 朝 無，, 善政 f 

取，， 咎於 神祇， 耶、 蓋 命 ：1 神龜， 以 極- 1 致 k 之 所 由-也、 於是 天皇 乃 幸-, 于祌淺 茅 原， 而、 會 -1 八十 萬 神， 以ト 問 之 T 是時神 

明 憑，： 倭 迹迹日 百襲姬 命， 曰、 "大皇 何 憂 n 國之不 也、 若 能 敬 TI 祭 我-者、 必當， 1 自平， 矣 、天皇 問 曰、 敎， 1 如此 者， 誰祌 也、 

答 曰、 我 是倭國 域 內所レ 居 神、 名 爲，, 大物 主神 T 時 得 n 神 語， 隨， 敎 祭祀、 然於， 事 無 レ驗、 天皇 乃 沐浴 齋戒、 潔 fr 淨 殿內， 

而祈之 曰、 朕禮レ 神尙未 A 盡耶、 何不 A 享レ 之甚 也、 冀亦 夢裏敎 レ之以 畢，， 神 恩 T 是夜夢 有 n 一  貴人， 對 ii 立殿戶 T 自 稱 大物 

主祌, 曰、 天皇 勿 T 復爲 ゃ愁 -1 國之不 治、 是吾意 也、 若以 n 吾 兒大田 田 根子, 令 i 祭レ吾 者、 則 立 平 突、 亦 有， 一海 外之國 f 自 

當， ー歸伏 T 秋 八月 癸 卯朔己 酉、 倭 迹速祌 淺茅原 目 妙 姬、， 稼積臣 遠祖 大水 口 宿禰、 伊勢 麻績君 三人、 共同 レ夢 而奏ー 百、 昨 

夜 夢い 之、 有-二 貴人 T 誨曰、 以-大 田 田 根子， 爲 T 祭 11 大物 主大 神-之 主い 亦以， 1 市 磯長 尾 市， 爲 T 祭-一 倭 大國魂 神-之 主 h 必 

天下 太平 矣、 天皇 得， 1 夢辭？ 益歡， 1 於 心 r 布？ T 吿 天下一 求， 一大 田 田 根子？ 卽 於，！ 茅 停 縣陶邑 一得-一大 田 田 根子- 而責レ 之、 (中略) 

十一 月 丁 卯 * 湖 己 卯、 (中略) 卽以 n 大田田 根子， 爲 T 祭 n 大物 主 大祌， 之 主 h 叉以 M 長 尾 市， 爲 T 祭- 1 倭 大阈魂 神-之 主お 下 

略) と E, えたる、 此事 古事記 水垣宮 段に も、 此 天皇 之 御世、 疫病 多 起、 人民 死爲 A 盡、， 雨 天皇 愁歎 而坐 n 神牀， 之 夜、 

大物 主 大祌顯 -1 於 御 夢-曰、 是者我 之 御 心、 故以， 1 意富 多多 泥 古， 而令レ 祭- 1 我 御前-者、 祌 氣不レ 起、 國 安平、 是以驛 使 班- 1 

于 四方？ 求 T 謂- 1 意富 多多 泥 古-人 i 之 時 於 M 河內之 美努之 村， 見えお 其 人， 貢 進、 (中略) 於是 天皇 大歡、 以詔 之、 天下 平 人 

民 榮、 卽以， 1 意富 多多 泥 古 命， 爲- 神主， 而、 於，： 御 諸 山， 拜 n 祭 意富 美 和之大 神前-と 有る は、 此御 時に 至りて 此祌 の御裔 


と 有る 大田田 根子 命 をして 令 レ祭給 はむ 事 を 乞 奉らせ 御 在し 坐し けるな り、 鎮座， 第に も 右の 御紀を 引て、 毎年 首 夏 

仲冬 卯 日 祭 起，， 于此時 ー矣と 注せる は 然る 事な り、 (然る 時 は孝昭 天皇 御世に 吉足日 命 をして 宮能賣 公と して 祭らし め 

給へ るより 以来、 未此 神の 御 末た る大祌 氏の 人の 其祖 神に 仕 奉らる- -事は 無 かりし 故に、 此に 至りて 此 御託 は 御 在し 

坐し けるな り、 其孝昭 天皇 元年より 崇神 天皇 七 年に 至る 迄 凡 其年數 三百 八十 年 許に 成れり ければ、 凡ての 事 も 昔の 狀 

に は 非すな りけ むから、 斯る御 事 こそ は 御 在し 坐したり けらし、 叉此 大物 主神 を會富 理神と も 園 神と も 申す 御 事 有り、 

傳 二十 四卷に 云へ り、 必此に 合せ 見るべし、) 其 八 年御紀 に、 夏 四月 庚 子朔乙 卯、 以- 一高 橋 邑人活 日- 爲- 一大 祌之掌 酒- 

(掌 酒此 云，, 佐 介 弭苫， ) 冬 十二月 丙 申朔乙 卯、 天皇 以，, 大田田 根子, 令レ 祭， 一大 神， (下略) と 有る、 此に大 神の 字 二 處に出 

でた る、 上なる は 本に 意富 宇牟 和と 訓 める は 意富 美 和 を 訛れるな り、 次なる は 其 祭神 を 指せる にて、 卽 上に 謂 ゅふ大 

物主大 神の 御 事 を 申し 奉れるな り、 倦傳 二十 四に 注せる が 如く、 世に 園韓 神と 申す 園 神 はし も此 大物 主 祌に御 在し 坐 

し韓 神と 申す は 大巳貴 少彥名 二 神に て 渡らせ 給へ るが、 其 元 由 を 原ぬ るに、 此大 三輪 祌三社 を然稱 別て 被；. 祭た る 者 

なりけ り、 所以に 右 七 年 Q 神託に、 亦 有，, 海：^ 之國 T 自 當，, 歸伏, と 有りて、 其 六十 五 年に 任 那國歸 化り、 叉 神功皇 

后 元年 御 紀征韓 の 御 政の 時に も、 令- 1 諸國， 集- 1 船舶 T 練-兵 甲 T 時 軍卒 難レ 集、 皇后 曰、 必神 心焉、 則. 立- 1 大 三輪 社- 以 

奉-刀 矛- 矣、 軍 衆 自聚と 有る を も 思 寄す 可く、 叉 雄 略 天 皇 十四 年御紀 に、 吳國 より 手 末才伎 を獻れ るに 以 -1 衣 縫兄嫒 1 

奉-一大 三輪 神-と 有る も、 海外の 國 をして 我 朝に 歸 伏しめ 御 在し 坐す を 以ての 御會釋 なり、 偖 右に 大神 二字 を 意富 美 和 

ォホ 力-に 

に 被 用た る は、 其 下に 唯に 大祌 とも 書され たるが 如く、 古大 八洲 國を 主領 御 在し 坐レ \ 程より、 天下に 在りと 有ら ゆ 
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る 國「^ の 中には 大 神と 稱 奉る 可き 神な む 唯大國 主大神 一 所の み 御 在し 坐し、 其に 繼 ぎて は 味 耜高彥 根祌を 唯に 神と Q 

み 祟 まへ ゆせ りけ む を、 叉 其 大和 一 國の 中に て 並 無く 尊き 大； t として 朝廷より 崇め 奉らせ 給へ る は、 此大 三輪に 換へ 

て 大祌の 字と 爲し、 義を 以て 知らせた りし 者な り、 叉 其祌と 云 ふを轉 して 鴨と 云 ふ 所 由は傳 十三、 廿四、 叉 下に 云へ 

ォ ホムチ 

り、 考 合す 可し、 偖 和名 抄鄕 名に 大和 國城上 15 大祌 (於 保無 知) と 有る は 卽此大 三輪の 地な り、 於 保 1 知 は大貴 かと 

も 思 ゆれ ども、 或 說に知 を 古 一 本に 和に 作れり、 神 名 式なる 大祌の 訓も於 保無 和 なれば 實に謂 はれたり、 叉摁國 風土 

記に、 三輪 鄕、 鄕北 有，， 三輪 山 T 其 山 足 有，, 三輪 明； tf 是則大 三輪 君 國御魂 命 也， と 云 ふ 事 も 有れば、 此は實 に 於 保無 和 

なる 可し、 然るに 攝津國 河 逢 郡大神 (於 保無 知) と 有り、 且有 馬郡大 神、 遠 江 國濱名 郡 大祌、 越前國 大野 郡大 神、 播磨 

國賀茂 郡 大祌、 筑後國 山門 郡大 神、 璺後國 速 見郡大 神な ど 有る、 此等 右の 二 所の 訓 注に 依りて 皆 於 保無 知と 訓 める を 

一 々に 誤と は 云 ひ 難 かりければ、 同じ 大 神の 字に して 意富 美 和なる と 於 保無 知なる と必 有るべき 事な り、 其 和 泉國鄕 

名に 大鳥 郡上祌 (加 無 都 美 和) と 有れば、 祌字を 美 和と 訓む事 を 知らざる にも 非ざる 可ければ、 其 二 訓を存 す 可き 者 

なり かし、 (然る を 大祌と 有れば、 何れも 意富 美 和の 事との み 限り 云 ふ は 心狹き 事な りかし、 下に 云 へ るが 如く、 於 保 

無知と 云 ふ 時 は大巳 貴の 中略なる が 上に、 巳 は 古語 拾遺に 古語 事之甚 切皆稱 -1 阿那 一と 云 ふ 意 なれば、 略 きても 云 ひつ 

可き 事な り、 且祌名 式に、 越 ii 國丹生 郡 大蟲祌 社名 祌大、 小蟲祌 社、 丹 後 國與謝 郡大蟲 神社 名 祌大、 小蟲祌 社名 祌大 

と 有る は、 大貴 神： 紅 小貴祌 社と 申す 事に て、 卽大巳 貴 神 少彥名 神に て 渡らせ 給 ふなり、 然して 知と 志と 通 ふ 例 は、 神 

名 式に 駿河國 富 士郡富 知 神社と 有りて 士と知 を 通 はし、 叉 天地 は 阿 米 都 知なる を、 萬 葉廿卷 三十 二 丁に 阿 米 都 之乃以 


都 例 乃 可 美 乎、 四十  一 丁に 阿 米 都 之 乃 可 美 闞奴佐 於 伎な ど 有る 是 なり、 斯 りければ 右に 引ける 鄉. 名の 大神も 必大巳 貴 

神の 御名より 出 でた る 事 何 か は 疑 を容る ベ き 、 心 狭く 意富 美 和と のみ 思 はむ は 固陋な りと 云 ふべ し、) 倦 右に 云 ふ 和 

泉國大 鳥郡鄉 名に 上 神と 有れば、 鄕 名なら ぬ 地に 下 神と 云ふ必 有り つらむ を、 和 泉 志 を 見れば 下 神 鄕と云 ふ 有り、 後 

に 出來れ るな り、 祌名 式に 同 郡國祌 社、 和 泉 志に 在-上 神 鄕鉢峰 T 石 氏 曰、 蓋大 巳貴祌 降臨 之 地と 有り、 又 同 郡生國 

祌社 (敏靱 ) 見 ゆ、 又 鴨 田 ( 一 本 無， 1 田 字，) 神社 有り、 攝津國 河邊郡 大祌鄕 有りて、 式に 鴨 神社 見えたり、 又 有 馬郡大 

神鄉 有る に、 式の 有 馬 神社 湯 泉 神社 は 共に 三輪 神 を 祀れる 由、 傳七、 廿 二に 注せる が 如く、 叉 三 田と 云 ふ 地の 北に 三 

輪 村と 云 ふ 有りて、 式 外に 三輪 神社 立た せ 給へ るな ど、 必所由 有りぬ 可き 事共に たむ、 叉 神 名 式に、 伊勢 國飯 高郡大 

神神 社、 鈴 鹿 郡椿大 神社 小岸大 神社、 朝 明 郡 太 神神 社 有り、 叉 尾張國 中島 郡大祌 神社 (名 神大) 和名 抄鄉 名に 同 郡 美 和 

と 見 ゆ \ 叉傳廿 八に 注せる が 如く、 參 河國鄕 名に 八 名 郡 美 和と 有り、 風土記に、 八 名 郡 美 和 神社、 圭田 五十 束、 所レ祭 

大巳貴 命、 齊明ー K 皇 元年 乙卯始 奉， 一圭 田 T 加， ー神禮 T 有， 1 祌家 巫戶， と 有りて、 美 和 鄕美和 河の 事 を 載せたり、 叉 本國神 

名慢、 當部從 五位 上 佐 井 天神と 申す も 見 ゆ、 叉 下に 注せる 式の 寶飫郡 砥鹿祌 社 を 風土記に 所, 祭 大物 主神 也と 有り、 

叉 神 名 式に、 遠 江 國濱名 郡 彌和山 祌社大 神神 社 御 在し 坐す を、 鄉 名に 同 郡大神 有り、 此 事傳廿 八に 委しく 注す 可し、 

風土記に 英多鄕 彌和山 神社 圭田 五十 束、 崇峻 天皇 元年 所， 祭事 代 主命 也と 有れば、 其 大祌祌 社な む 大物 主神に は 御 在 

し 坐す ベから む を、 同 記に は 唯 大神鄕 の 事の み 記して、 祌 社の 御 事 を 載せす と雖 も、 予故 有りて 昨今 兩年 共に 詣で举 

りけ るに、 謂 ゆる 遠 湖の 西邊 中之鄕 村と 云 ふに 立た せ 御 在し 坐して、 其 傍に 大 神の 天降 坐し k と 云 ふ 古跡 を存 し、 神 
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寶には 神代の 曲玉 數 知らす 多く 有りて、 如何にも 昔 思 ゆる 御社なる を、 風土記に 偉 はらぬ こそ 遺憾き 事な り けれ、 其 

神 名 式に 角 避 比 古祌社 (名 祌大) 坐す は、 傅廿ー に 注せる が 如く、 素 斐嗚大 神に て 渡らせ 給へ るな ど、 得 去る まじき 所 

由の 無くて や は、 叉 式に、 駿河國 签頭郡 神神 社、 今 三輪 村と 云 ふに 立た せ 御 在し 坐せ り、 三代 實錄 に、 貞覜 十五 年 八 

月 四日 IS 申、 駿 河國從 五位 下 美 和 天 神授 n 從 五位 上； 元 慶ニ年 五月 十七 日 壬" ナ、 授， 一駿 河國從 五位 上 美 和 天神 正 五位 下， と 

有る 是 なり、 叉同抄 安倍 郡 美和鄕 有り、 神 名 式に 神 部 神社 見えた る 思 合す 可し、 叉廬原 郡御穗 神社、 風土記に 所レ祭 

大巳貴 命 叉 號-, 御 穗津彥 御 穗津比 咩命， 也と 見えて、 卽 上に 引ける 天孫 降臨 章 第二 一書、 大物 主神の 天上に 參 昇らせ 給 

ひし 時に、 天神の 三 穗津姬 命 を 賜 ひて 妻と 爲 させ 給へ る是 なり、 此事傳 三十に 說く べし、 叉 神 名 式に 甲斐 國山梨 郡 神 

部 神社、 巨 麻 郡 神 部 祌社御 在し 坐す に當 りて、 三代 實錄に 貞觀五 年 六月 八日 己 亥、 授，， 甲斐 國從 五位 下勳 十二 等 美 和 

祌從 五位 上 f 同 八 年 三月 廿 八日 甲 辰 甲斐 國從 五位 上勳 十二 等 美 和 神授，， 正 五位 下 f 同 十八 年 七月 十 一 日 丙 戌授， 一甲 斐國 

正 五位 下 美 和祌正 五位 上 T 元 慶四年 二月 八日 壬 辰、 授 n 甲斐 國正 五位 上 美 和 神從四 位下 一と 有る は 右の 山 梨 郡なる 可し、 

此に 因りて 上田 百樹說 に、 祌部を 美 和 部と 訓 むべき 由 云へ り、 傳ニ 十八に 云 ふべ し、 又 甲斐 風土記に、 八 代 郡 三輪 明 

祌、 圭田 三十 五^、 雄 略 天皇 十二 年 九月 始被レ 祭 A 之と も 見 ゆ、 (右 は 五畿內 より 東海道の 國々 に 在ら ゆる 大祌祌 社 Q 

較略 なり、 猶此 外に も、 {R 帳に も收給 はす 叉 物に も 記さに るに も.' 祌 代より 故 由の 有る 神社 も 御 在し 坐 さめ ども、 然 

のみ はとて 得 求め 出です、 後人 猶 能く 記す 可き なり、) 又 神 名 式に 美 濃 國多藝 郡大； SjS 社、 今 玉 村と 云 ふに 三輪 明 神 

とて 立た せ 給へ り、 同 郡 多 伎 神社 坐す は傳 十三に 注せる が 如く、 宗像 神に て 渡らせ 給 へれば 由 有り、 同抄 大野 郡大神 


鄕 有り、 叉 式に、 信 濃 國水內 郡 美 和 神社、 伊豆 毛 神社、 同杪鄕 名に、 諫訪郡 美 和、 垴科郡 大穴 (於 保奈) 見 ゆ、 叉 式に 

は 上野 國山田 郡 賀茂祌 社、 美和祌 社、 本 國神名 帳に 從 一 位 美 和大明 神と 有る 是 なり、 後紀 に、 延曆 十五 年 秋 八月 己 未 

朔甲 戌、 上野 國山田 郡 賀茂神 美和祌 云云、 竝爲， ー宫 社， と 見え、 叉本國 帳に 同 郡 從四位 上 磯部 神社 有る は、 姓氏 錄 (左 

京 神 別 下 叉 山城 國祌別 地祇) に、 石邊 公、 大物 主命 男 久斯比 賀多命 之 後 也と 有る にも 由 有り、 叉 式に、 下野 國都賀 郡 

大 神社、 式 社考に 在- 摁社村 一大 巳 貴 命と 注し、 叉 那須郡 三和祌 社、 式社考 に、 在， 一三 輪 村 一大 巳 貴 命と 云へ り、 和名 抄 

鄕 名に 同 郡 三 和と 有り、 續後紀 に 承 和 五 年 九月 辛 酉、 下野 國那須 郡 三 和祌預 -1 之官 社？ 三代 實錄 に、 元 慶四年 八月 廿 

九日 庚 戌、 授， 一 下野 國從 五位 下 三 和祌正 五位 上 T 仁 和 元年 二月 十二 日 W 巾、 授， 一 下野 國正 五位 上 三 和 祌從四 位下， と 見 ゆ、 

大凡 此 上野 下野 二 國に大 神神の 御 在し 坐す 事に は、 必其謂 有るべき 事な り、 崇祌 天皇 四十 八 年御紀 に、 天皇 勅 =豐 城 

命活目 尊， 曰、 汝等 二子 慈愛 共齊、 不 A 知，, 曷 爲.， 嗣、 各宜 夢、 朕 以ぃ夢 占 1 之、 二 皇子 於 レ是被 命 淨沐而 祈寢、 各 得レ夢 

也、 會明兄 豐城命 以，, 夢辭， 奏， 1 于 天皇， 曰、 自 登，, 御 諸 山？ 向 A 東 而八艱 弄 槍 八姆擊 刀.？ * 活 目尊以 M 夢辭， 奏言、 自 登- 1 御 

諸 山之嶺 T 組，, 四方, 遂， 1 食, 粟 雀 T 則 天皇 相, 夢、 謂-ニー 子， 曰、 兄 則 一 片向 A 東當 に？， ー東國 T  ？ 是悉臨 M 四方 f 宜レ繼 -1 朕 

位 T 夏 四月 戊 申朔丙 寅、 立 n 活目 尊， 爲， 1 皇太子 1- 以， ー豐城 命， 令に め, 東、 是上毛 野 君 下 毛 野 君 等 之始風 也と 所見た る、 

此時 Q 御 事に 依りて 豐城 命の 祀られ たる も 有るべく、 叉 本より 神代より 鎭り御 在し 坐す も 有る ベから む を、 今 何れ を 

其と 定む 可から す 成りに たり、 (其 は 下に 注せる が 如く、 先 づ祌名 式に 上野 國佐位 郡大國 神社 有る を、 本 國神名 帳に 

從 一 位 大國玉 大明祌 と 有りて、 卽 其の 木 社 は 式に 大和 國城上 郡 狹井坐 大神荒 魂 神社 五 座と 見えた る その 神と 聞え、 ま 
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た 下野 國都賀 郡 大前祌 社芳賀 郡大前 神社 共に 式 社 考に大 巳 貴 命と 云 ひ、 河 內郡ニ 荒山祌 社名 祌大 は、 一 宮 記に 味耜高 

彥根 命と 注し、 那須郡 健 武山祌 社は傳 二十 六卷に 注せる が 如く、 素 #1 嗚大种 にて 渡らせ 給 ひ、 溫泉神社は大巳貴少^|^5 

名 二 神に 坐す 事、 傳 二十 ニ卷に 注せる が 如く、 寒 川 郡に 胸 形 神社の 坐すな ど、 神代より 始めて 少緣の 所以に は 非ざる 

御 事と 見 ゆ、) 叉 神 名 式に 若 狹國遠 敷 郡彌和 神社、 今 三輪 大歲彥 明 神と 申す と 云へ り、 國 帳に 正 五位 大歲姬 明 祌と云 

ふも是 なる 可き が、 其 大歲彥 大歲姬 と 申す 祌名 は、 若く は 右に 引ける 駿河 風土記に 謂 ゆる 御 穗津彥 御穩津 比咩命 Q 一 

名な どに もや、 又 和名 抄郡 名に 三方 (美 加 多) 鄕名 にも 三方と 云 ふ 有る を、 式に 三方 郡 御 方 神社 坐す は、 古事記 水垣宮 

段に 所見た る 大物 主大 神の 御子 櫛 御 方 命に 思 合す 可し、 此事委 くは傳 二十 八に 云 ふべ し、 叉 越 前 國敦賀 郡 大祌下 前 神 

社、 式に 所見た る も 右の 三方 郡と 相 接け る 地なる を 思 ふに、 下 前 は 下 之 后と 申す 事に て、 天に て娶給 へる 三 穗津姬 命 

に對 へて、 其 櫛 御 方 命の 御 祖活玉 依爲賫 命の 御 事なる にや、 此は 試に 云 ふの み、 同抄鄕 名に 坂 井 郡 磯部 有り、 又 式に 

加 賀國江 沼 邯宮村 Ig" 部 神社、 菅生石 部 神社、 能 美 郡 石 部 神社、 此三 社共に 大物 主祌 なり、 叉 加賀郡 三輪 神社 賀茂祌 社 

竝び御 在し 坐せ る も 由有るに、 風土記に 小濱鄕 三輪 神社 圭田 八十 二 束 三毛 田 所, 祭 大巳貴 命 也、 敏達 天皇 四 年 乙 未 八 

月、 始奉， 一圭 田， 行， 1 祌事， と 見えたり、 叉 式に、 越 中 國射水 郡 磯都祌 社、 越後 國頸 城郡大 神社、 水 島 饑部祌 社、 古志 郡 

桐 原石 部 神社、 三 島 郡 御島 石 部 神社な ど 見えたり、 右に 謂 ゆる 大 神社 は 當郡 奴奈川 神社 居多祌 社な ど 御 在し 坐して、 

其 居 多 神社 は 大巳貴 神に 渡らせ 給へ る を、 此は 古事記に、 此八千 矛 神將， 婚， 一高 志 國之沼 河 比賫， 幸 行 之 時 云云と 有る 

故事の 御 在し 坐し- i 神 跡. なれば 甚止事 無き 所 由有る 御社 共な り、 大同 類聚 方に 志 乃 久良藥 と 云 ふ 有りて、 越 < 饺國大 神 


社傳 方、 元 波 大巳貴 命傳方 也、 大領大 神 臣玉手 等 之 家 方と 見え、 叉 小 三輪 藥、 越後 國頸城 郡 居 多 祌社傳 方 元 者 少彥名 

神劑、 大巳 貴神傳 方、 祝 子 大祌保 公 等 家 方 也と 見えた るな ど、 其 所以 深き 事なる を 思 ふ 可し、 (因 云、 元 明： 大 皇御紀 

に、 和 銅 五 年 九月 太 政 官奏に 因りて 始置 =w 羽國 一と 見えた るに、 國 造本 紀に、 出羽國 造、 諾樂朝 御世 和 銅 五 年、 割， 1 

陸 奥 越後 ニ國， 始 置- 此國， 也と 有りて、 和名 抄に飽 海 田 川 ffl 羽 等の 三 郡 は 越後より Q 接地に て、 今 謂 ゆる 莊內 の地是 

なり、 其 飽海郡 荒 瀨鄕宮 形 村と 云 ふに 城 輪 神社と 申す 舊社 有り、 三代 實錄 に、 元 慶四年 二月 二十 七日-  W 羽國 正三位 

勳四等 月 山 神、 正三位 勳 三等 大物 忌祌、 竝授， ー從 二位 T 從 五位 下勳七 等袁物 忌祌、 城 輪祌、 竝從 五位 上と 如此 有れ ど 

も 式 外の 祌 なり、 借 此は城 上 郡 三輪 神の 字 を 取りて 城 輪と 云 ふに は 非ざる か、 照 井 名 柄 云く、 「神體 は 木像に して、 左 

右に 二 柱 び 坐せ る を， 俗に 云 ふ戎大 黑の狀 にして、 御 頂に は輯 子の 如き 物 を 冠り 給 ひ、 1 柱 は！^ を 執り 1 柱 は 玉 を 

持ち 給へ るが、 古雅に して 中々 三百 年 五 百年の 物に 非す、 羽 源 記 最上 越な ど 云 ふ 軍書 Q 中に、 荒 瀨鄕觀 音 寺 村の 楣持 

に 件 築 W 雲 守と 云 ふ 有り、 其 城 輪 神の 本 地と 云 ふ を 觀音勢 至な りと 云 ふな ど 思 合する に、 城 輪 神の 神職と 聞 ゆ、 必由 

有る 事なる 可し」 と 云. へり、) 叉 神 名 式に 丹波國 桑田 郡お 雲 神社 (名 祌大) 一 宮 記に 三 穗津姬 命と 記し、 頭注に は 天津 

彥根命 1 座 三 穗津姬 命 一 座と 有り、 大物 主神の 后祌に 坐せ り、 改曆雜 事 記に 和 銅 四 年 辛亥 始 w 現と 云へ り、 社家 說に 

中 素 斐嗚尊 左 大巳貴 命 右 稻田姬 命と 云へ り、 又 氷 上 郡に 美和鄕 賀茂鄕 石生鄕 有りて、 祌名 式に 同 郡 If 部 神社 兵 主神 社 

立た せ 給へ る も 由 有り、 叉伹馬 一 覽 記と 云 ふ 物に 古老の ロ傳を 載せて 云へ らく は • 「古昔 諸 國已に 開けたり ける に此 

國は 未だ 開けす、 洪水 逆行して 民の 居るべき 平地 も 無く、 五 t1 を殖 うる 田 1  野 も 無 かりければ、 龍 蛇 惡蝎の 栖處と 成り- 
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人民 を 害しければ 、天皇 彥 火- <<  出 見 尊 聞 給 ひて、 大物 主命 倉 稻魂命 少彥名 命 天日 方 命に 勅命 御 在し 坐して 此國へ 被レ遣 

ければ • 五神 勅 を 奉りて 淡路島より 人民 を 引 連れ W 顯 坐して、 瀨戶湊 を 切開き 大河 を 通し 給 ひし かば、 洪水 悉く 流れ 

盡 きて 平 土と 成れり ければ、 山野 を燒 きて 驅り給 ひける に、 蛇 龍 は 逃れ 去りて 害 を 成す 事 も 無し、 倉 稻魂命 百 穀を播 

し、 民に 五穀 を 作る 事 を 敎へ給 ひて、 人民 繁昌 國家 太平な り _ー  と 有る、 此彥 火え，： e 見 尊の 勅命と 云へ るは傳 P 誤に て 

此は國 土^ 營の 古に て 有るべき 事、 下に 云 へ る を E.^, て 知るべし、 偖 神 名 式の W 石 郡 w 石神 社 (名 神大) の 所 祭 を 御神體 

大物 主命 天日 槍 命と 書せ る も必受 くる 所有るべし • 叉 式に 朝來郡 朝来 石 部 神社 刀 我 石 部 神社 坐す を、 傳廿 二に 二方 溫 

泉 記 を 引て 注せる が 如く、 參河 國寶妖 郡砥鹿 神社 坐せ るに、 其 風土記に 砥鹿 神社 所レ祭 大物 主神 也と 有る を 證と爲 ベ 

し- 其 》 石 郡須義 神社 を， も 頭注に 主 輪 同體と 云へ り、 又 因幡 國巨 濃郡大 神社、 因幡 志に 本 莊鄕大 田 村に 祭る 綠大明 神 

是也 云. <c と 云 ひ、 叉 因幡 民 談と云 ふ 物に、 「本 浦 住 村 荒 砂 大明祌 と 云 ふ、 土人 云、 龍宮 より 鯛の 腹に 宿り 給 ひて 上り 

給 ふ、 故に 其 氏子 鯛 を 貪 はす」 と 云へ り、 和名 抄邑美 郡 美 和 鄕と云 ふ も 有り、 此に高 草 郡 伊和 神社 坐す 事大に 由有る 

事 下に 云 ふべ し、 叉 伯 誉國鄕 名に、 久米郡 下 祌上祌 と 有る 神 字を迦 微と訓 みたれ ども、 同 郡大鴨 小鴨と 云 ふ も 有る に 

就て 思、 ふに、 和 泉 國大鳥 郡 上 神 (加 無 都 美 和) と 有る に 例して 訓 むべき なり、 神 名 式に 會見郡 胸 形 神社 大神山 祌社見 

えたり、 (但此 を 例の 如く 意富 無 和と 調み たれ ども、 W 雲 風土記 國 引の 文に 大祌 岳と 有りて 石 見阈の 佐比賣 山に 對へ 

たる- 其 は 素戔姬 山の 義 なる 可き 由 • 傳 二十 一 卷に 注せる が 如し、 若く 見る 時 は、 其 八朿水 臣津野 命の 坐す に 依りて 

大神 山と 云 ふと 聞 ゆれば、 此は 例の 大祌祌 社と 一 にも 爲し 難き にや、) 又 神 名 式に、 播磨國 宍栗郡 大倭物 代主祌 社、 


此御事 は 上に 巳に 注せる が 如く、 大物 主神に て 渡らせ 給へ る を、 本に 物 字 を 許 登と 訓 誤れり、 同 郡 御 形祌社 V 称名！^ 

に 三方 鄕 有り、 此 御事傳 二十 八に 委しく 注せる を 思 合す 可し、 叉 賀茂郡 大祌鄕 の 有りて、 式に 石 部 神社 坐す も 由有る 

事共な り、 又 美 作國鄕 名に 苫東郡 美 和、 大庭郡 美 和 有れ ども、 其 子細 未考へ 得す、 祌名 式に 備前國 邑久郡 美 和 神社、 

本 國神名 帳に 從 三位 美 和 明祌と 有り、 上 道 郡 大神祌 社 四 座 、國 帳に は 如何して か 漏れて， 磐 梨 郡 正 四 位下； t 明 神 、津 

高 郡 從四位 上 神明 神と 申すな む 在 かりけ る、 叉 式に 備中國 下道 郡 神神 社 見えたり、 猪 古事記に 生， 一吉 備兒島 T 亦 名 謂-一 

建 日 方 別， と 有る に 就て 記傳五 (廿三 丁) に、 「姓氏 錄に久 斯比賀 多 命 又 櫛 御 方 命と も 作り、 是を書 紀崇神 IK 皇御卷 に は 

大日 方 奇日方 命と 有り、 此命は 大祌君 鴨 君の 遠祖な り、 然るに 祌名 式に、 備前 國邑久 郡に 美 和 神社、 上 道 郡に 大祌祌 

社 有り、 赤 坂 郡津高 郡兒島 郡に 鴨 神社 有り、 此等も 由有る 事に や 一 (採 要) と 有る、 是 にて 其 所以 知られたり、 (猶赤 

坂 郡宗形 神社、 津高 郡宗形 神社の 御 在し 坐す も、 必 右の 所 由に こそ は 依れる 御 事なる 可 かり けれ、 叉 三代 實錄 に、 貞 

觀 三年 十月 廿日 庚申、 備後國 正 六 位 上 大祌神 天 照 眞良建 雄祌、 拉授， ー從 五位 下， と 見えた る、 此天照 眞良建 雄 神 は祌名 

式に、 備後國 深 津郡須 佐 能袁神 社是なる 由、 傳廿 一 卷に 上田 百 樹說を 引て 云へ るが、 大 神社の 所在 今詳 ならす. - 叉 和 

名抄鄕 名に 周 防 郡 熊 毛 郡 美 和と 有り、 式に 熊毛祌 社と 有る 若 其なら ば 思 合す 可き 事 こそ 有り けれ、 讃岐國 多 度 郡雲氣 

神社 を 或 說に今 金毘羅 山是 なりと 云へ り、 神社 本 記に 讃岐國 金平 祌社大 巳 f 命と 有る に 合へ る 心ち す、) 紀 伊國牟 S 

郡に 三輪の 地 有り、 日 高 郡に 三穗 0 地 有り、 必此 大物 主神 三 穗津姬 命に 所緣 有る 地名に こそ は 有りけ らし、 萬 葉 三 

(十八 丁) に、 苦 毛、 零來雨 可、 祌 之埼、 狹野乃 渡爾、 家裳不 有國" 七 (二十  一 丁) に、 St 前、 荒 石毛不 所見、 浪立 奴、 
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-T ザ n ヨリ ユカ 二  ヨキ ミチ ハ ナ， ンニ 

從 a: 處將 行、 與奇道 者 無 荷と 有る、 此は今 も 三輪と 云 ふ 地の 事な り、 叉 三 0 一十一 「•  丁) に- 往，, 紀伊國 一見， ニー 一 穗石窒 一作 

歌に、 皮爲 酢寸、 久米能 若 子 我、 伊座 家留 ( 一 云 家牟) 三穗乃 石室 者、 雖 見不飽 鴨" ( 一  一 K 安 鱧 爾家留 可 毛) 叉 (四 

カサ C ャ /  ミホ ノウ ラヮノ  シラッ 、ジ  ミレド モ サビシ  ナキ匕 トォ, C へバ 

十九 丁)、 加 麻皤夜 能、 美 保 乃浦麵 之、 白 管 仕、 見 十 方 不怜、 無人 念 者. - 七 (二十  一 丁) に、 【風 早 之、 三穗乃 浦！ il 乎榜 

舟 之、 船人 動 浪立良 下、 と 有る は 日 高 郡 三尾莊 なる 日 御崎の 傍に 美 保 浦と 云 ふ 有る 是 なり、 此日 御崎 は 堤 中 納ー百 物語 

に、 竈 山と 日 御崎の 絕 間に 在れ 云- _< と 云へば、 古く 聞え たる 地名なる を、 » 雲 國の日 御崎 叉 美 保な ど 同名 有る 事奇し 

と 一 K ふべ し、 偖 叉傳十 一 に 注せる 如く、 熊 野 三 所の 中に 那智は 大巳貴 神に 渡らせ 給へ るな ど、 何れ 上古の 神 跡なる 可 

からむ 事、 傳廿 六に 素 戔嗚大 神の 神 都 はし も 其 紀伊國 なる 可き 由、 委しく 考 注せる に 合せ 思 ふ 可くな む" 又 神 名 式に 

阿波 國名 方郡大 御和祌 社名 東 郡 府中 村に 御 在し 坐す とぞ、 其 由来 今 知られす、 义讃岐 國多度 郡雲氣 神社、 今 世に 名高 

き 金爲羅 社是な りと 云へ り、 四 條殿藏 神社 本 記に 金平 神 祖大已 貴 命と 有りて、 世に 傳 ふる 所 も 三輪 日 吉同體 と 云へ り、 

又祌名 式に 土 佐 國幡多 郡賀茂 神社、 谷 重 遠が 式社考 に引證 せる 風土記に、 祌河訓 n 三輪 川 T 源 35, 一 北山 之 中 T 屆，, 于伊 

與國 f 水淸、 故爲 -1 大神, 釀レ酒 也、 用 n 此 河水 T 故 爲，, 河 名， 也- 訓， 1 祌字， 爲，, 三輪， 多ら、 古事記 曰、 崇祌 IK 皇之 世、. 

倭迹々 媛 皇女 爲， 一大 三輪 大神婦 r 毎， 夜 有，, ー壯士 f 密來 曉歸、 皇女 思レ奇 以，, 綜麻， 貫， 針、 及，, 壯 士之曉 去， 也、 以レ針 貫， 

襴、 及, 且也 看, 之、 唯 有，, 三輪 遣, 器 者 f 故 時人 稱爲， 1 三輪 村 T 社名 亦然 云云と 有る、 此を萬 葉 注 釋 に 引けるな るが、 

右 Q 古事記 曰 以下 は 仙覺が 大和 國の 故事 を 書 入れた る 者な り、 此に祌 河の 名 有り、 訓， 一： t 字, 爲，, 三輪, 者 多, 氏と 云 へ 

る は、 大神 朝臣 賀茂 朝臣 は 共に 大國 主神より W でて 同族に し 有りければ、 此賀茂 神社に 腸て 其兩 氏の 人の 多く. 住まへ 


る を 云 ふなる 可し、 (國. 造本 紀に、 都佐國 造、 志賀高 穴穗朝 御代、 長 阿比 古 同祖 三 島 溝 杭 命 九 世 孫 小 立 足 尼 定„ 赐國 造, 

と 有り、 但 鑌後紀 に、 長 我 孫 葛 城 事 代 主命 八 世 孫 忌 寸宿禰 苗裔 也と 見え たれば、 n 一島 溝 杭 命の 同祖と 云 ふ は 違へ るに 

似たり、 事 代 主命と 爲る時 は、 賀茂 神社の 事に も大神 賀茂兩 氏の 事に も 能く 合へ り、 偖 右に 古事記 曰と て 引ける に は、 

日本 紀の事 を も 打 混へ て 引き たれば 合 はぬ 事共 多 在り、) 叉祌名 式に 筑前國 夜 須郡於 保 奈牟智 神社- 此は祌 功 皇后 元 

年 御 紀征韓 の 御 政の 所に 令- 1 諸國， 集，, 船舶， 練 M 兵 甲 T 時 軍卒 難レ 集、 皇后 曰必神 心焉、 則 立 n 大 三輪 社， 以 奉-, 刀 矛， 矣、 

軍 衆 自聚と 有る、 此御 時に 齋 奉らせ 給へ るな り、 筑前 風土記に、 氣 長足 姬命 欲い 伐， 一 新羅 T 整？！ 理 軍士， 發行之 間、 道中 

逃亡、 占； T 求 其 由 T 卽 有-一崇 神 f 名 曰ニ大 三輪 神 T 所以 樹 -1 此 神社 一途 平， 1 新羅， と 有る 是 なり.' 今彌永 村に 大神大 明祌と 

て 立た せ 給へ り、 叉 和名 抄鄕 名に 筑後國 山門 都， 大祌 有り、 本 國祌名 帳に、 郡 不知 正 六 位上大 神神 社、 叉大 神神 社大神 

八佐賀 美男 神、 大祌 八佐賀 美男 神、 大种小 根 古 天 社 御井 郡大祌 社、 三 潴郡從 五位 下大祌 社、 正 六 位上大 神社、 叉大祌 

社、 山門 郡 正 六 位上大 神神、 叉大祌 社、 又 大祌國 玉 神な ど 有り、 叉 和名 抄鄕 名に 豐後國 速 見 郡大神 有り、 平家物語に 

祖母 岳 明 神の 故事 を 載せた る は 彼 古事記 水垣宮 段なる 三輪の 故事に 全く 同じき は、 其 を彼國 にての 事に 取 成した る 物 

ながら、 其 御 裔の大 神 氏の 住まへ るに 就て 引附 けたり し 者な めり、 尾 張人秦 鼎が 書け る 物に 云 はく、 「平家物語に 豐 

後國 祖母 岳 明 神の 事 を 云 ふ 事 三輪の 故事に 同じ、 大 友興廢 記に も 此說を 載せて 翁 委し、 彼 國は璺 後國入 田な り、 桓武 

天皇の 御 時、 堀川 大納言 某 吉方莊 日 野 小 田 名 宇田 村に 配流 有りし 其 女に 祖母 岳の 神 通 ひ、 弘仁ニ 辛 卯年 三月 五日 一 男 

子 を 生す、 是大神 朝臣 惟 基な りと 云へ り、 今 佐 伯 氏 其 子孫に して 伊勢 國の津 に 住せり、 彼 家鉢劍 多し、 中に も HJ 作と 
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云 ふ 大刀 は 祖母 岳より 相 傳と號 し 大に祕 す、 藤 堂 高次 寬永 三年 十月 十日 彼 大刀 を 見られし 時、 座敷の 板 敷 1^ 落る と 思 

はれし とか や、 所 祭 豐玉姬 命と かや」 とB^兄たり、 又 神 名 式に、 對馬島 上 縣郡島 大國魂 神社 島大 國魂祌 御子神 社 御 在 

し 坐す、 此御 事に 就て 說 有り、 其 は傳廿 一 に 注せる 仁 位 信 精と 云 ふ 人の 書け る 物に、 「昔祌 功 皇后 新羅 國御 征伐の 時、 

綱懸 Q 沖に て大 三輪 祌祟を 成し 給 ふに 依りて 皇后の 御船 危 かりぬ、 是を 以て 占 給 ふに 大 三輪 神の 祟なる に 依りて 御 祈 

願 有りし かば、 皇船 恙く豐 村に 著 かせ 給 ふ、 此に 因りて 皇后 親 此島首 明 神 を 祭り 給へ るに 大 三輪 祌を配 祭り、 島 首 明 

祌を 以て 本祌 とし、 大 三輪 祌を 以て 那 祖師 明 神と 號し、 二 神ー體 として 遙拜 所を豐 村の 濱に 建て 祭り 給 ふ、 卽 ち島大 

國魂神 社是な り、 叉 事 代 主命 をして 島 大國魂 神 御子神 社に 祀ら る、 今 若宮と 稱 して 那 祖師 明 神の 攝社 とす」 と 所見た 

り、 右に 遙拜 所と 云 ふ は 其 祭祀 を 執行 ふ 料に 設 せられた る 所に して 其祌 等の 御座所 は豐 村の 海中に 在る 小島な り、 社說 

に、 「素 妻嗚尊 新羅 國曾尸 茂 梨の 地に 到り 給 ふ 時 先づ此 島に 鎭り給 ふ、 此島 神威 有りて 古来より 人 登る 事 能 はす、 i お 

誤て 碟邊に 寄る 事 有れば 忽に祟 給 ふ- 所以に 此 島に 社 無く、 唯此 一島 を 以て 神社と し 島 首 明 神と 稱す」 と 云 へれば、 

本よりの 素戔嗚 尊と 此 時の 大 三輪 祌 と共に 此海 島に 御 在し 坐せ る なりけ り、 (此島 首 明祌と 申す は、 素 斐鳴大 神の 

此 地に 始めて 到らせ 給へ りし 御 事 を 思 ひて、 土俗の 稱 奉れる 社號 ならむ が、 島 首 を 志 摩 須と訓 む 趣な り、 然 らば 島 爲 

にて、 此島を 首め て 作り 給へ る 謂に や、 叉此大 三輪 神を那 祖師 明 神と 申す も詳 ならざる 事な り、 若く は 那は大 汝の略 

にて、 祖師と 云 ふ は、 此大祌 は 天 下 を 經營り 萬の 事物 を始 給へ る師 祖の義 なる にや、 何れにしても 土俗の 方 首と 見 

ゆ、〕 〇 阔作大 巳 貴 命、 地 祌本紀 に は國造 大穴 牟遲 命と 作り、 W 雲 神 賀詞に 國 作 坐 志 大穴 持 命と 有る は 殊に や： まへ 申 


せる にて、 IK 照 太 祌を天 照 坐 太 祌と申 奉る に 同じ >  W 雲 風土記に は 多く 所, 造， 一 H< 下， 大神 大穴 持 命と 有る も 右に 同じ * 

倦 大巳貴 命に 國 作と 冠 ふらせて 稱 奉る 意 は、 fs, 、に 夫 大巳貴 命 與，, 少彥名 命 f 戮, カー， 心、 經 n 營天 下-と 有りて ニ祌相 

共に 國土を 作成し 給 へ れ ども、 御 父 大祌の 御 事 依に 依りて 主張り て 主と 御 在し 坐す は此 神に 坐す 故に 然稱 奉れるな 

り、 大 三輪 神 三 社 鎮座. 、第に、 初 伊 弊諾伊 #掛 二 神、 共 爲，, 夫婦， 生，, 大 八洲 國及處 々小島 T 而地稚 如 M 水母， 浮漂 之 時、 

大巳貴 命與， 1 少彥名 命； 戮レ カフ 心、 殖？ T 生 蘆 葦 一 固 n 造國地 f 故號 n 曰國. 造 大巳貴 命 f 因以稱 T1 曰 葦原 國, と 有りて、 其 

竝 びて 共々 に經營 り 給へ る を 其 一 柱の 方に は國造 少彥名 命と は稱 申さ-. -るを 以て 知るべし、 同書に、 腋上 池心宮 御宇 

天皇 御世、 祌明 憑-一吉 足 日 命, 曰、 吾 國造大 巳 貴 命 也、 (下略) と 有りて、 御 親御 名乘爲 させ 御 在し 坐し ける 御 事 を も 思 

合す 可き 者な りかし、 大巳貴 命と 申し 奉る 御名の 義 は、， 巳に 傳廿ー に 注し 奉れる が 如く、 國 神の 首領に 御 在し 坐して 

甚 切に 尊く 御 在し 坐す 義 なる は 然る 物に て. 叉此を 大名 持 神と 申す 時 は、 國 土に 在ら ゆる 國神 はし も國々 を^ 別て 相 

持たせる に 依りて、 名 持と 云 ひて 上に 謂 ゆる 國主叉 は 地主に 等しき を、 其 を 總ね御 在し 坐す 義を 以て、 上に 大と 置き 

て、 大名 持 神と は稱 奉れる にて、 大巳貴 神と 大名 持 命と 御名に 少 かなる 差異な む 有りて 聞 ゆなる、 借 其 名と 云 ふ は 土 

地の 事なる 由 も 其に 云へ る を、 猶萬葉 六 (二十 三 丁) に、 大汝、 少彥名 能、 祌社 者、 名著 始雞 目， 名 耳 乎、 名 兒山跡 食 

而 云- と 有る 歌 を 以て 曉 さむに は、 先づ 二： t を 大名 少 名と 申せる 卽ち國 土の 事な り、 其 を 作成し 給へ るに 因りて 其 物 

有り、 其 物 有る に隨 ひて 物に 號 くる 謂なる を 思 はに、 其 然る 所以 は 知られむ かし、 猶下少 紊名命 Q 所に も 云へ り ， (« 

疏に國 作 大已貴 命 者 興 n 作國 家？ 且其 名大 而貴 也と 有る は 大に得 給へ りと 雖も、 缝其意 を 盡し給 はす、 谷 重 遠 は國作 
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褒， 1 作 レ國之 功一と 云へ る は 宜し、 然れ ども 大巳 貴名 有- 1 矜偕之 意 一と 云へ る は 何事 ぞゃ、 此大祌 はし も、 御 父 素 M 嗚大 

神より 巳に 大國 主神 たれと 依され 奉り 給 ふ 許の 貴き 神に て 御 在し 坐す が 故に、 其 生 W でさせ 御 在し 半： しける 時より、 

巳く 大巳貴 神の 御名 渡らせ 給へ る は、 御身 自矜 僭の 意 御 在し 坐して 自稱り 給へ るに 非ざる 證な り、 此 天下に 在ら ゆる 

國 神の 君 長と して 最 貴く 渡らせ 給へ るが 故に、 位より 崇 まへ 尊み 奉りて 稱 奉れる 者なる を や、) 偖其祌 賀詞に 一 所に 

は 國作坐 志 大穴 持 命と 出で たる を、 一 所に は 打 任せて 唯に 國作之 大祌と 出で たる は、 出 雲 風土記に 所レ造 IK 下 大祌と 

も 叉 は 所， 造 ，1 天下, 大祌 命と も 所；， 造 一一 天下, 大穴 持 命と も 所 ：- 造 ，1: 大下 一大 神 大穴 持 命と も 有る に 同じ、 又日吉 神道：： i 密 

記に、 大比數 大明神 大巳賁 命 叉大國 主命 叉 大國作 命 叉 顯國玉 命と 見え、 叉 大宮大 國 主 祌叉大 國作祌 云 々 とも 所見 たれ 

ば、 大國作 神と 稱 奉れる 御名 も 御 在し 坐し けるな りけ り、 其 は 光孝 天皇 實錄 に、 仁 和 二 年 六月 二十 八日 丙 子、 投，, 常 

陸 國正六 位上鄕 造神從 五位 下， と 見えた る、 此鄕 造は久 邇都久 理と訓 むより 外 無き を- 叉大隅 風土記に、 大隅^ 串ト 

鄕、 昔 者 造 阈神勤 二 使者, 遣， 1 此村, 令レ 見， 1 消息, 云々 とも 有り、 叉祌名 式に 肥後國 阿蘇 郡國. 造 神社と 申す、 此三を 以て 

天下に 推 廣げて 思 ふ 各國に 此の 神の 地 を lil 別て 作成し 1 其宰 持と して 仕 奉れる 神の 數多 1； 在し 坐 さむ 其 君主に 渡 ■ 

らせ給 ふ 所以 を 以て 稱 奉れる 御名な りけ り.' 然 計り 廣き 天下 を此大 神の 悉に 御身 自作ら せ 給 ふ 可き に 非す、 國內諸 神 

は 皆 此大祌 をし も 君主と 仰ぎ奉りて、 各 其の 境 を 有ち 仕 寧ら る 可き 御 事、 上に 云へ る大 國主祌 Q 御 事に 思 合せて なむ 

曉る可 かりけ る、 故 其の 國を 作と 成す と は 共に 一 事なる に 就て 考 ふるに、 巳に 傳廿 四に も 注せる 事なる が、 神 名 式に 

伊勢 國度會 郡 狹田國 生 神社、 坂 手 國生祌 社、 大間國 生 神社、 多氣郡 國生祌 社と. 甲す 御 在し 坐せ る、 右の 國生 神と 中す 


は傳 二十 一 及 上に 注せる 國神 Q 事に して 謂 ゆる 地主 祌是 なり、 其 は 同 郡 國津御 祖祌社 を 儀式 崾には 國津御 神社と 作て 

祖字 無き は 例の 國祌 の義 なりけ るに、. 稱， ー國生 神兒字 治比賣 命, 形 石 坐と 有る 此を 以て 其 然る 所以 を 藤る 可し、 若て 右 

の 坂 手國生 神社に 就て 叉 式に 越前國 大野 郡 坂 門 一事 神社、 國生 大野 神社 坐す は 由有る 事に は 非 じか、 然れば 何れの 神 

に 在れ 其國を 作成て 其 地に 主たる 祌を國 生 祌とは 申すな りけ り、 叉 其 國津御 神の 例 は 式に、 山城 國緩喜 郡 地祇 神社、 

相樂郡 岡田國 神社 (大、 月次 新嘗) 伊勢 國度會 郡國津 御祖祌 社、 度 會國御 神社、 多 氣郡國 乃 御 神社、 飯 高郡久 爾都祌 

社、 武蔵國 入 問郡國 渭國祌 社、 常 陸 國佐波 波 地祇 神社、 睦奥國 信 夫 郡 東屋 國 神社、 會津郡 蠶養國 神社、 越 前 國坂井 郡 

國祌 神社、 備前國 御 野郡國 神社、 壹岐島 石 田 郡國津 神社と 見え、 三 河 國神名 帳に 從 五位 上國津 天神 坐， 1 八 名 郡 f 備前 

國祌名 帳に 三 野. 郡從四 位下 國津明 神、 兒 島郡從 五位 下 國津明 神、 筑後國 神 名 帳に 郡 不知 辛島國 神、 御井 郡國津 神、 山 

門郡國 神社な ど 有る、 數 多の 中には 大巳貴 神なる も 有る ベ けれども、 大抵 何 神に 在れ 其 地方に 就て 地主と 坐す 祌を祀 

れる を某國 神と は 申せるな り、 若 使 大巳貴 神なる が 有りても 其 地に 限れる 御靈 にて、 同 神と は 申しながら も 天下の 總 

てに 互る 大國 主神と は 異なりと 知るべし、 然れば 國造祌 叉 は 國生神 又は 國津 神を總 ねたる 御名 卽ち此 國作大 巳 貴 命に 

渡らせ 給 へれば、 唯に 大國 作祌 とも 何とか は稱べ 奉ら ざら む、 (右に 注せる 肥後國 國造祌 社は國 造本 紀に、 阿蘇 國造 

瑞籠朝 御世 火國造 同祖 神 八 井耳 命 孫 速 甕 玉命定 ュ賜國 造, と 有る 此命を 祀れる 由 なれば、 例の 如く 久邇能 美 夜 都 古と 訓 

むべ き狀. なれ ども、 古くより 國 作の 如く 訓來れ -1 ば、 其國造 は 職名な り、 神 名 は 此任國 に 就て 後に 國を 作成し 給へ 

る 由 以て 稱 申せる にて 別な りと 知る ベ し、 此は 人世と 成りて 以来の 事 なれ ども、 祌代 にも 斯る例 幾許 も 有りぬ 可き 事、 
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推して 知るべき 者な り-、 叉 其國生 神は傳 二十 四卷に 注せる が 如く、 伊勢なる は素^！戈嗚大种 か とも S る も 有れ ど も、 

其 も 何れの 祌 にても 有りぬ 可し、 各 其 地 を 作成し 給 ふ 神を稱 申す 御名な り、 右に 大國作 神の 御名 有り、 古語 拾遺に 大 

地主 祌 0 御名 有れば、 其國生 神を統 るに 大國生 祌と云 ふ 御名 も 御 在し 坐し つらむ を、 今傳 はらぬ にこ そ、) 〇 葦原 醜 

男祌、 此に 神と も 命と も 無き は脫 たるな めり、 地 祌本紀 に は 葺原醜 雄 命と 作り、 古 一?_i- 記に は 亦 名 謂-蓬 原色 許 男祌ー (色 

許 二字 以ヒ晉 ) と 記され、 播磨 風土記に は 葦原 志擧乎 命と 作り、 偖此 葦原 は葺原 中國豊 葦原 千 五 百 秋 瑞穗國 など 云 ふ. 

是な るが、 已に國 土の 始 より 真 生 立ちたり し 物なる を、 猶此 後に 大巳貴 少彥名 神の 國 作の 御 時に、 遣 聲を殖 させ 御 在 

し 坐し ける に 因りて 葦原 國と稱 曰 ふ 由、 俾 十二に 注せる が 如し、 但此 御名に 食し 給へ る 御 事に 就て 少か論 有り、 .>Y に 

云 ふべ し、 醜男 は四祌 W 生 章 第 七 一 書に 醜女 此云， 一志 許寶， と 有る 此に對 へて 書け る 字なる を、 記條九 (六十  一 丁) に 引 

かれた る 孝 元 天皇 七 年御紀 に、 立 色 謎 命， 爲- 皇后， と 有り、 又 開化 IK 皇前紀 に、 母 曰， 一 懲色謎 命 T 穗稽臣 遠 組戰色 

雄 命 之 妹 也と 書され たる を、 古事記に は 內色許 男 命 (色 許 二字 以レ音 下 傚 レ此) 妹內 色許寶 命と 作き、 天孫 本紀 には饒 

速 日 命 五 骨 孫 1^ 色 雄 命 妹 變色謎 命と 作り、 又 其 ニ紀に 伊香 色 謎 命 見え、 崇祌 天皇 七 年 御紀に 伊香 色 雄と 有る を、 記に 

は 伊賀 迦色 許賣命 伊賀 迎色許 男 命と 作き、 天孫 本 紀には 六 世 孫 伊香 色 謎 命 弟 伊香 色 雄 命と 作れ、 孝德 天皇 大化五 年 御 

紀に高 田 醜 (此云 一一 之渠, ) 雄と 云 ふ 人名な ど 有りて、 醜男と も 色 雄と も 醜 雄と も 寄 かれたり、 記雔 に、 「色 許 は 多く 

は 惡み詈 りて 云 ふ 言 なれ ども." 此の 御言 は 勇猛 を 美て 云へ り、 借 其 も 人の 長み 懼 る- 1 方より 云 へれば、 彼 醜女な ど X 

云 以て 行けば 同意に 歸 めり、 後世の 言に 勇猛き 人 を 鬼神の 如しと 云へ るに 同じ、 叉 思 ふに、 今 語に 豐 かに 堅き 事 を ま 一 


許理 とも 志加理 とも 云 ふ、 色 許 は 其 意 にても 有らむ か、 志 許 夫 都と 云 ふ 一一 目 も 有り」 と 云 はれき-. 今 俗に 云 ふ 所 は 萬 葉 

五 (二十 九 丁) に、 志 可 登 阿良 農、 比 宜可技 撫而、 安 禮乎於 伎 ST 人 者 安良 自等、 富 己， 呂 倍騰、 八 (四十 五 丁) に、，" 1 了 

有、 五 百 代 小 田 乎、 など 有る 志 可登是 なる が、 大 に此祌 名の 醜に 近し、 (字 は 治 定を訓 み 又 俗に 聢字を も 用 ひたり、 

叉 記 偉に 云 はく、 葦原 之と 之 を 添へ て讀 むは 誤な り、 此は W 雲 建 叉 難 波 根子な どの 類なる 名 なれば、 必 しも 之と は 云 

はぬ 例ぞ」 と 云 はれたり、 實に 然る 一 百な り、 此 事に 就て 云へ る 事共 は、 傳八卷 不須也 凶 目の 條叉 泉津 醜女の 注 を も 合 

せ讀 むべき なり、 叉 萬 葉 十六 卷 十六 丁兒部 女王 嗤 歌の 左 注に、 右 時 有，， 娘 子？ 姓 尺度 氏 也、 此娘 子不， 聽，, 高 姓 美人 之 

所 跳、 應 許 下姓 醜 士之所 4f 。也 云々 と 有りて、 美人に 對 へたる 醜士も 此の 醜男と 同じき なり、) 故此 御名 はし も 御 父 

素 斐嗚大 神の 始めて 呼ばせ 給へ るな りけ り、 然れ ども 右に 引ける 鎭座次 第に、 地稚 如，, 水母， 浮漂 之 時、 大巳貴 命 與，, 

少彥名 命 T 戮レカ 一 , 心、 殖 rr 生 蘆 葦？ 固？ T 造國地 T 故號？ T 曰 國造大 巳 貴 命 f 因以稱 JT 曰 葦原 國， と 有る が 如く、 葦原 國と 

云ふ國 名と 成れる は 其 時の 事に て、 此 より は 程經て 後の 事 なれ ども、 巳に 二 柱 御 祖祌の 古より して 國土は 唯 葦原に て 

有りし かば、 葦原 中 國と云 ふ 稱は已 に 有り 来れり しかば、 其 を 取て 此 神の 御名に 食せ て 大地の 悉を云 ふ 意な り、 若て 

醜男 は 彼 il^ 津 醜女に 竝 ベて 見る から、 此 なる を 誰も 美醜の 醜に 見 成す 事に て、 一 應は 然る 事の 如く なれ ども 然 らチ、 

右の 記傳の 一 說に 俗の 志許理 志加理 にても 有らむ かと 云 はれた る は、 愤に萬 葉に も 正しき 證 有りと 雖も、 其 言 は 如何 

なる 所より W でた る 者と も詳 ならぬ を、 本此は 敷の 言より 活機 ける 語な りけ り、 生 島 足 島 祌詞に 皇神能 敷 坐 島 能 八十 

島 者と 有る は 更なり、 萬 葉 歌に 天皇 之、 敷坐國 等な ど 多く 見え、 十 (二士 1; 丁) に、 夏草 乃、 ^^掃友、生布如、十 一 (四 
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十四 丁) に、 夏草 之、 ^涂十 方、 生 及 如と 見え、 叉 十 (六十  一 丁) に、 沫雪、 千里 零 敷、 十 一 (十 丁) に 大野 小雨 被 敷な 

ど 斯る類 多 かりけ るが、 右の 如く 草木に も 生 布と 云 ひ、 雨 雪に も 零 敷と 云 ひ、 叉 布， ー德澤 T 或は 布， 一善 政， など 云へ る 

敷 は 物の 及 至る を 云 ふ 一一 目なる が、 此 より 轉 りて 物の 堅固なる にも 豐饒 なる にも 充實 なる にも 廣大 なる にも 志 許 理志加 

理とは 云 ふなり、 借 古事記 大穴 牟遲 神の 八十 神の 爲に 窘められ 給 ひける 時、 御祖 命の W し 立て.^ 御父大 神の 御所に 奉 

り 給 ふ 所に、 其 御 女の 目 合 爲て還 入り 給 ひて、 白，, 其 父， 言 n 甚 麗祌來 T 爾 其大祌 W 見 而吿、 此者謂 M 之 葦原 色 許 男； 卽 

喚入而 云云と 有る は、 此は 葦原 敷 男の 意に 詔 袷へ るに て、 此 神の 參向 はせ 給へ る 骨法 を 見 行 はし 給 ひて、 此神ぞ 葦原 

中 國を志 可と 保有つ 者な りと 御心悅 びに 堪 へさせ 給 はすして、 不意く 御言に w でさせ 給へ るな り、 此 時の 御 事 偉一 一十 

四に 委しく 注せる を 見合す 可し、 傻此大 神 はし も、 本より 此 天下 を 志 可と 保有た せ 給 ふ 程の 此 神に 御 在し 坐せば、 其 

勇猛く 嚴 めしき 御 事も將 世に 比しへ 無く 御 在し 坐し けむ 事、 申す も更 なる 者な りかし、 然れば 美醜の 醜に て は 且ても 

非 ざろ 證に は、 右に 女神の 甚麗神 来と 申させ 給 ひ、 叉此 より 以前の 事に も 其 八十 神に 被, 燒て死 給へ る 所に、 爾其御 

祖命哭 患而參 IT 上于天 T 請- 1 神 產巢曰 之 命-時、 乃 遣， fe 貝比賣 與，, 蛤 貝 比寶； 令，， 作活？ 爾 K 貝比賫 岐佐宜 焦而、 蛤 貝 比. 

賣持 レ水而 塗， 1 母乳 汁 - 者 成， 一 麗壯夫 , 而 as 遊行と も 有りて、 甚々 美麗し き祌 にて 渡らせ 給へ る 由なる を や、 (然 る をロ訣 

に 醜 者 此神怒 形 醜 也と 云 ひ、 纂疏 にも 此神形 醜 也と 注させ 給へ るな ど は、 古記の 正 31 に 合 はざる 事 遠き 者な り、 同 記 

白 檮原宮 段に、 大物 主神の 丹 塗 矢に 化り 給へ る 所に、 忽 成，, 麗肚夫 f 卽娶， 一 其 美人， と 見え、 又 水 垣宮段 大物 主神の 活 

玉依昆 寶に娶 給へ る 所に も、 於是有 一， 祌壯夫 r 其 形 姿 威儀 於レ 時無レ 比と 見え、 其 下に 有， 1 麗美壯 夫 一と 云 ひ、 又崇神 大 


皇十年 御 紀倭迹 々日 百 襲姬命 大物 主神の 妻と 成り 給へ る 所に、 語， 夫 曰、 君 常 晝不レ 見、 分明 不， 得， 視， 一 其尊翅 T 願 暫 

留レ 之、 明 且仰欲 レ觀， 一 美麗 之 威儀, と 有る も、 夜ながら に 美麗し き 御 形 を 見 奉らせ 給へ るに 就て、 猶白晝 に 仰ぎ 觀 寧ら 

せ 給 はむ となり、 此等は 其 現 身に 化て 女に 娶給 へる 時の 事に して、 尋常の 御 形 を 云 ふと は 異なりと 雖も、 此大 神の 醜 

き 御 形に て は 御 在し 坐さざる 誇 共な り、) 偖 御父大 神の 此に 葦原 色 許 男と 詔 給へ る は、 右の 如き 御 心 御 在し 坐して 御 

1 百に se し 給 へる にて、 葦原 中國 にて； isi ぶ 方 無 き 勇猛く 威厳 ま し き 英武： t にて 渡らせ 給 ふ 事 をな む 所 知 看させ 給 へ りけ 

れば、 愈 此國土 を 敷 有た せ 給 ふ 任に、 堪へ給 ふ 可き 神に 坐す や 否やと 云 ふ 事 を 試みさせ 御 在し 坐し けり、 偖然 辛苦め 

-ぶ 

給 へれ ども、 先に 此者 謂， 一之 葦原 色 許 男, と顯 はして 詔 給へ るに は、 御父大 神に も 少か矜 り 給へ る御氣 象の 見えさせ 給 

ひて、 下に 於レ心 思レ愛 而寢と 有る に應く 所な り、 故此を 以て 八十 神に 飽 まで 辛 苦られて、 此 に參來 給へ る此神 をし も 

巳に 殺さむ とさへ 爲 させ 給へ る 事、 總て 三度に 及ばせ 給へ ると 云 ふ も、 先に 葦原 色 許 男と 詔 給へ りし 御 一一 一一 n の 如く、 持 

立て，. 1 見 行 はし 給 はむ との 御 心に て 渡らせ 給 ふ 御 事 申す も 更なり、 叉 古事記 國作 段に 少名 昆古那 神の 御 事 を、 故 雨 白？ T 

上 於 神 産 巢日御 祖命, 者、 答吿、 此者實 我 子 也、 於， 1 子 之 中, 自 n 我 手 俣, 久岐斯 子 也、 故與， 1 汝葦 原色 許 男 命, 爲 <1 兄弟- 

而作 n 堅 其國， と 有りて、 天神の 御言に 此 御名 を 指して 詔 給へ る も 亦 右に 同じ かる 可き は、 此 一 書に 其 時 を 初 大巳貴 神 

之 平レ國 也と 有る にて S 々しからす なむ 有りけ る、 傳 一 一十 八に 云 ふを考 合す 可し、 借 此に幷 ベ 云 はむ 事甚可 長く は 思 

ゆれ ども、 事の 因 なれば 云 ふべ し、 抑傳 八に 注せる 泉津 醜女 はし も 古事記に 謂 ゆる 黄泉 神に し 有れば、 其 黃泉國 を 敷 

居る 神な り、 其 四 神 ffi 生 章 第 六 一 書に 乃 遣， 1 泉 津 醜女 八 人- ( 1 云， 一泉 津日狹 女，) と 有る も 本より 勇猛き 神なる を 以て 
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なり、 又此を 古事記に は 八 雷神と 云 ひて、 於 一, 其 八 雷神, 副，, 千 五 百 之 黄泉 軍, 令レ 追と 有る にても 其 然る 所以 を 知る ベ 

し、 故此を 以て 思 ふ 時 は、 醜男 醜女 共に 形體 の醜惡 きに 依りて 云 ふに は 非す、 右に 擧 げたる 穆色雄 命 伊香 色 雄 命の 如 

き は 男 なれ ば 然も 云 ふ ベ か ら む を、 管 色 謎 命 伊香 色 謎 命な ど、 皇后に 立ち 給へ る 方， << を醜惡 しと は 云 ひ 難き 事な りけ 

れば、 其 勇猛き 所有り て 其 志 可と 爲 たる 所有る 人 は、 長 こく 懼ま しげなる 物なる が 本に て、 其より 形體の 醜惡き 男女 

にし も 云 ふ は、 然る 物 は 打 見に も懼 ましく 厭 はしき 物 なれば、 其 語と は 成れる にこ そ 有り けれ、 其 本 は 勇猛き 方より 

出 て陋 醜き 方に 轉れる 者な りけ り、 (然れ ば 醜 字に 依りて 義を說 く 時 は、 此 葦原 醜男 命の 御 事に は 申す も 更なり、 泉 

津 醜女の 事に すら 全く は當ら ざるな り、 醜 字は釋 名に 醜 臭 也、 如，, 臭穢, 也と 有る 物 を、 如何 は 此大祌 の 御上に 合 ふ 事 

の 有らむ、 猶下大 國敷祌 の所考 合す 可し、) 故 此鼙原 醜男 命の 御名に て 俥 はれる 故事 は、 垂仁 天皇 三年 御紀 新羅 王子 

天日 槍 來歸焉 と 有る 下に、 一 云、 初 天 日 槍乘， 艇、 泊， ー于 播靡國 T 在 二于宍 粟邑？ (下略) と 見えた るに 合せて、 播磨風 

土 記に、 天日 检命 從，, 韓國， 渡来、 到 n 於 宇 頭 河 而 乞，， 宿處於 葦原 志舉乎 命， 曰、 汝爲 n 國主 T 欲， 得，, 吾 所に 但之處 T 志 

舉乎卽 許- 1 海中 T 爾時客 神以レ 劍攬ニ 海水 一而 宿 之と 有る、 汝 爲二國 主， は汝 は大國 主神に 坐せ りと なり、 但其 天日 样 命の 

故事 は 神代なる 1^ き考 有りて、 傳ニ 十八に 注せる が、 此は唯 御紀に 就て 云 ふの み、 傅此 葦原 志 擧乎命 は、 祌名 式に 宍 

粟 郡 伊和 坐 大名 持 御 魂 神社 (名 神大) 御 在し 坐す を、 續 風土記と 云 ふ 物に 中 九 所祌； 1、 東 五十猛 命 西 大巳貴 命と 云へ 

り、 此事 下に 云 ふべ し、 其 字 頭 河 は 五十猛 命に 大に由 有り、 其は傳 二十 五に 云へ るが 如く、 丹波國 桑田 郡 伊達 神社， 式 

に 見えた る は 宇津 根 村に 御 在し 坐す を、 大隅阈 «淤 郡 韓國宇 豆 峰 神社 坐に 合へ り、 卽 許-海中， と國 主に 坐す が 故に 梅 


陸 共に 此神 Q 御 心の 任なる 由な り、 此は 人世の 事と 雖も、 神の 御上に ては斯 る御定 共の 御 在し 坐して、 上に 此大國 主 

祌 坐して 萬に 政 ごち 給へ るが 故に、 各 其 自由なる 事 を 得ざる 趣に て、 顯幽 共に 相 同じき 狀 なむ 所見たり ける、 偖 叉 古 

事 記 玉垣 宫段 W 雲大 神の 御 祟の 御 事に 依りて 御子 品 牟都和 氣命を 遺し 給 ひける 所に、 故 到 n 於 W 雲 T 拜 JT 訖大 神-還 上 

之 時、 肥 河 之 中 作，, 黑橾 橋， 仕 7&. 假宫， 而坐、 爾 W 雲 國造之 祖名岐 比 佐 都 美 锘，， 青葉 山， 而立， 一 其 河 下 r 將レ獻 -1 大御 食， 之 

時、 其 御子 詔 曰、 是於， 一河 下， 如， 一青 葉 山， 者、 見：， 山非レ 山、 若 坐， 雲 之 石^ 之 會宮， 葦原 色 許 男 大神以 伊都 玖 之 祝大廷 

乎 問 賜 也と 有る 文 を 熟思 ふに、 出 雲 大祌は 謂 ゆる 杵築 神宮なる 事 申す も 更なり、 其 假宮を 仕 奉れる 肥 河 は 風土記に 所 

見た る 出雲大 川な り、 岐比佐 都 美 は、 同 記に W 雲 郡 神 名 火山、 (中略) 伎 比 佐 加 美 高 日子 命 社、 卽在， 1 此 山嶺， 故 云-神 

名 火山, と 有る 此邊に 住へ る 人なる から、 祌名を 以て 名と 爲る 由、 簿ニ 十五に 注せる が 如し、 偖 下に 葦原 色 許 男大神 

以 伊都 玖 祝大廷 乎と 詔 給へ る 祝 は、 ffi 雲大 神に 仕 奉る 國造岐 比 佐 都 美 を 指し 給へ ろに て、 此河 下なる 靑葉山 迄 を 係け 

て 其大廷 かと 美 給へ る 御言な り、 此祝を 其 岐比佐 都 美なら ぬ 人と 見られた る 故に、 記傳に 石^ 之 曾 宮を神 名 式に 見え 

たる 神 門 郡 那賣佐 神社の 事なる 可く 注され たれ ども、 文 を照應 して 考へ ざり し 誤な り、 御子の 大神宮に 詣で 給へ る 時 

に、 其 神宮に 在りて 萬に 仕 奉れり しかば、 其 名 を 指さす 唯に 以 伊都 1^ 祝と は宣ふ 可き 事な り、 偖此石 1§ は傳 二十 六に 

粗 注せる が 如く、 伊曾久 麻と 訓 むべき なり、 其 は 天孫 降臨 章に、 大巳貴 神の 今 我 當於百 不足 之 八十 隈將 -1 隱去， 矣 (隈 

此云， 一矩 磨 堡，) 言 訖遂隱 と 有る 此事 を、 古事記に も 僕 者 於 n 百 不足 八十^ 手， 隱而 侍と 見えた る此 事なる が、 八十 1： 手 

を 五十！ W とも 云 ふべき 古 貢の 格な り、 之 は 如の 意な り、 若て 曾 宮の曾 は隱れ たる 隠- <<  しき 所に 云ふ霄 なり.' 熊 襲國齊 
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宍 之签國 など 云 類の 曾是 にて、 此は 天孫 降臨 章 第二 一 書に 高 皇產靈 尊の 勅し 給 ひて、 夫 汝所レ 治 顯露之 事宜- 1 是吾孫 治- 

之、 汝則 可ミ以 治， 1 神事 T 叉 汝應レ 住 天日 隅宮 者、 今當， 1 供 造， と 有る、 天日 隅宮の 御 事 を 申せる にて、 謂 ゆる 杵築 大社 

是 なり、 此を 以て 此 神宮 にても 葦原 色 許 男， 大神 とも 中せ る 事 知るべし、 然れば 石 柳 之 曾 宫と云 ふ は 如-一 五十 綱， 潜宮の 

義 なる 事 申す も 更なりけ り、 (又 ffi 雲 風土記 榍縫 郡條に 所， 以號， 1 榍縫， 者、 神 魂 命 詔、 五十 足 1K 日 栖宮之 縦横 御 量 千尋 

栲繩 持而、 百 結々 八十 結々 下 而此天 御 量 持而、 所 V 造，, 天 下, 大祌之 宮造奉 云. と 有る 五十 足 を、 古事記の 神 產巢日 御 

祖命之 登 陀流天 之新巢 云々 と 有る に 合せて、 五を衍 として 十 足と 云 ひ、 叉 百の 誤と して 百 千 足なる 由 云 へ る は 何れも 

私說 なり、 此 五十 足 は 推 古 ^<皇 二十 年御紀 歌に、 夜須彌 志斯、 和餓於 朋誉彌 能、 訶句理 摩須、 阿 摩 能椰蘇 訶礙と 有る 

は、 天 之 八十 蔭と 云 ふ 事に て、 宮殿 門樓の 多く 列り たる を 云 ふなり、 其と 同じく 此の 五十 足 IK 日 栖宮と 云 ふ も、 其 殿 

舍の 凡て 足 整り たる を 云 ふ 事 なれば、 八十と 五十と 通 はし 云 ふ 例と も爲 べし、 又 右の 百 不足 之 八十 隈と 有る 發語を 萬 

葉 一 卷に百 不足、 五十 日 太 爾 作、 十三 卷に百 不足、 五十 槻枝 丹、 など 云 ひ、 叉 八 百萬祌 八十 萬 神 を W 雲 風土記に 大神 

千 五 百 萬 地祇 千 五 百 萬と 云 ひ、 萬 葉 十三 卷に五 百 萬、 千 萬 神 之な. ど 有りて、 八も彌 なり 五も彌 なり、 五六 八 九な ど 限. 

れる數 量なら すして 彌の 意に 云 ふ は、 互に 相 通 はした る 事な む 多 在りければ、 八十 隈をも 五十 綱と は必云 ひも 爲っ可 

き 語の 格に なむ、) 〇 八 千 戈 神、 古事記に 故 持，, 其 大刀 弓 T 追 n 避 其 八十 神， 之 時、 毎，， 坂 御 尾， 追 伏、 毎，, 河瀨， 追 撥而、 

始レ 作， 國 也と 有る より 受けて、 此八千 矛 神將， 婚 U 高 志 國之沼 河 比賣， # 行 之 時、 到，, 其 沼 河 比 賣之家 T 歌 曰、 夜 知 富 許 

神  命  八 島 s 妻 S 雞  遠 遠越國  g 女  有 0 

能、 迦微能 美 許 登 波、 夜斯麻 久爾、 都 麻 麻 岐迦泥 Br 登 富 登 富斯、 故 志能久 邇邇、 佐 加志賣 遠、 阿理 登岐加 志" rr 久 


女  有 ffl 來  A 千？： 草 

波志賣 遠、 阿理 登 伎 許 志 er  (下略) 爾其沼 河日賣 未， 開 レ戶、 自， 內歌 曰、 夜 知 富 許 能、 . ^微能 美 許 等、 怒 延久佐 能、 

女 在  眞玉手  玉 手 K 長  寝 Kpi!  都 s™s 來八千 矛 

賨邇 志阿禮 婆、 (中略) 麻 多 麻傳、 多 麻 傳佐斯 麻岐、 毛毛那 賀爾、 伊波 那佐牟 遠、 阿 夜爾、 那古 斐岐許 志、 夜 知 富 許 

能、 迦% 能 美 許 登、 許 登 能、 迦多理 碁 登 母、 許 遠 婆、 故 其 夜者不 レ合而 明日 夜爲 >1 御 合-也と 有る を 以て 味 ふるに、 彼 

御 父大祌 より 生 大刀 生 弓矢 を 賜りて 歸り御 在し 坐して、 其 八十 祌を 退治 させ 御 在し 坐し ける 始 より 食せ 給へ る 御名な 

りけ り、 故 亦 名 を 廣矛魂 神と 申す 由 下に 云 ひ、 叉 兵主祌 と. &す由 下に 注し 奉る が 如し、 叉 其 摘 后須勢 理爲賣 命の 御 歌 

rtj- 千？  命  吾大 國主 

にも、 夜 知 富 許 能、 迦微能 美 許 登 夜、 阿賀 淤富久 邇奴斯 許 曾 波、 (下略) と 詠ませ 給へ る も 其 程の 御 事に て、 此 時は已 

に 御父大 神の 御 事 依 を受賜 はりて 大 國主大 神に て 渡らせ 給 へれ ども、 當 昔專國 土に 在ら ゆる 振 荒神 を 退治 させ 御 在し 

坐し ける 御 時な りければ、 八 千矛祌 命と 上に 置きて 謠 はせ 給へ りし 者に ぞ 有りけ る、 萬 葉 十 (二十 五 丁) 七夕 歌に， 八 

千 戈、 神自 御世、 乏躍、 人知 爾來吿 思 者と 有る は、 右の 御 妻 問の 御 事 を 思 ひて なる が、 此 七夕の 歌に 詠める に は 由 有 

る 事に て、 傳 十三、 十五に 注せる が 如く、 其須勢 理見賣 命に 弟 棚 機 姬祌と 申す 御名 御 在し 坐す を以 て なり、 又 其 六 

"ヴル トマリ ト  モ、 フナ ヒトノ  ：、 ヌメ  ノウ ラ 

(四十 六 丁) 過， 1 敏馬 浦-時 作歌に、 八千样 之、 神 之 御世 自、 百 粒 之、 泊 停 跡、 八 島國、 百 船 純 乃、 定 而師、 三 犬 女 乃 浦 

ず、 朝風 爾、 浦浪左 和寸、 夕 浪爾、 玉藻 者來 依、 白沙、 淸濱部 者、 去 還、 雖見 不飽、 諾石 社、 見 人 毎爾、 語嗣、 傯家 

良 思吉、 百世 S 而所低 將往、 淸 白濱、 と 有る 八 千样神 は、 唯 上古の 久遠なる 時 を 云 ふかと 思 ふに、 下に 語嗣、 傯家良 

思 吉の句 有り、 又 其 反歌 二 首の 中に、 濱淸、 浦 愛見、 神代 自、 千 船湊、 大和 太 乃濱、 (林 本作レ 浦) と 有る を 思 ふに、 

八 千 戈 神の 國 平に 御 在し 坐し ける 間に、 今 其 風土記 は傳 はら ざれ ども、 其 八 千 戈祌の 神代に 此津を 定めさせ 給へ る 古 
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傅の 有る を 取りて 詠めり し 者な りけ り、 卽神名 式に 攝津國 八 部 郡 汶賣祌 社 有る 是 なり、 傳ニ 十六に 風土記 を 引て 注せ 

る 事 有り、 考 合す 可し、 (傻此 八 千 戈 神の 敏馬叉 大和 太 Q. 泊 を 定めさせ 給へ る 御 事に 就て 思 けらく は、 紀伊阈 日 高 

郡 川上 莊に下 愛德六 所權現 社、 塞 川 莊に上 愛德六 社權現 社と て 二 所有り、 祭神 は 熊 野 十二 所を祀 ると 云へ り、 社傳纩 

熊 野權現 W 雲より 熊 野に 遷り 坐し 給 ひて より 數， を經て 後に、 延喜 二十 二 年 十一 月 十日の 夜半に、 新宮に 祀れる 神靈 

日 高 川の 技 河 塞河鄕 なる 大原 峰に 天降り 給 ふに、 其 時 高宮吉 見と 云 ふ 獵人其 處に臥 居た るに、 巽 方に 當 りて 光明お き 

て 天降り 給へ る驗を 見し となむ、 其より 七 年 を經て 延長 六 年 二月 十五 日、 阿多 木 原に 出現し 給 ひて 愛德權 現と 齋祀れ 

り、 今の 笠 松 村 上愛德 權現是 なり、 其より 三十 一 年 を 經て寛 治 五 年 八月 十五 日、 巾 子 形 原と 云 ふに 遷り給 ひ、 天 仁 1 1 

年 二月 十三 日 糸 尾 i 吕に鎭 座し 給 ふ、 今 阿 田 木 村 下愛德 權現是 なる 由、 建保緣 起に 見えたり と 云へ り、 偖 其 建保緣 起に 

ク ラゲ  ォホナ ムチ 

「水母 行く 國 漂よ ひ 大男 汝世を 始め 給 ひし 時、 古志の 片道 七日 行く 船 泊 無ければ 此神泊 を. 造らむ と 思し 食て、 宮を W 

て 其 所に 御 在し 坐して 作り 給へ ど、 晝 作り 給へば 夜 崩れ、 七日の 其 間 三度 作り 給へ ども 作 固め 敢す、 梓 春宮に 還り 給 

ひて 諸 神に 告げて S はく、 我此泊 作らむ と 思 立ち たれ ども、 更に 作 立つ る 事 を 得すして 還り 給 ふと 宣ふ、 時に 熊 野 神 

吾 彼 泊 作らむ と 思し 貪て 件 春 神に 白 給 はく、 我 彼 泊 作る に 若 は 三日 若 は 七日 叉 は 一 月 若 は 半年 若 は 一 年の に 作る 可 

し、 三年に 成る 迄 見えす は 必問ひ 給へ とて 宮 出して 件 泊に 御 在し 坐して、 作り 給 ふ 間 は 泊の 中に 籠の 舟 を 作りて 坐す 

に、 大 ijas 來て 舟ながら 呑み 奉りて 三年に f ぬ、 時に 杵舂祌 の 思し 食 給 はく、 熊野祌 三年に なれ ど 見えす は 吾 問 ひ 

給へ と 首 ひし 物 をと 思し 食し 出 給 ひて、 軍武雄 阿須賀 大明祌 を 彼 泊に 率て 御覧し 給 ふに、 大 薛の爲 にお まれ 給 ひて 海 


底に 比 咬 御 在し 坐せば、 件 舂神暫 思し 歎き 給 ふに、 阿須賀 神 申し 給へ る やう、 如何 は 惱給ふ 事 有らむ V 我 斬 出し 奉ら 

むと て、 潮 押 別て 外より 阿須賀 神 斬り 給へば 內 より 熊野祌 斬り 給 ふ、 內 より 外より 切 給 ひて 斬 出し 奉る、 其 時件舂 神 

宣給 はく、 我 前に 彼 泊 作らむ と爲 しか ども 作 立て 難く して 歸 りぬ、 斬 給へ る t3© 族 多ければ 彼等 敵と 狙 ひ 奉る 可し、 

今 は鹽氣 離れて 由 緣の國 由 緣の鄕 を 尋ねて 守護り 給へ と宣 ひし かば、 熊 野祌其 一一 一一 n に隨 ひて 由緣 Q 所 を 尋ねて 西より 東 

巽に ffi 行 給 ふ、 御 装 ひ は 千尋の 御衣 胸 千尋 潮に 膝 浸し 給 はす、 奇 しき 神業に て 行 給 ふ 云. -と 有り」 と 或 書に 云へ り、 

右の 大男 汝は卽 大巳貴 神の 御 事な り、 古志の 片道と は 出 雲より 越後 出 羽 迄 を 係け て 云 ふなろ 可し、 其 熊 野 神 を 大巳貴 

神の 附屬の 神の 如く 云へ る 此には 決めて 誤 有りぬ 可し、 阿須賀 神と 云 ふ は 大和 國 飛鳥 神に て 事 代 主神な り、 此事實 Q 

中には 取り 難き 事 も 且つ 混れ たる 事 も 有りて 疑 無き にし も 非 ざれ ども、 此は 右に 引ける 萬 葉 歌に 八 千 样祌の 船 津を定 

めさせ 給へ る證 に此大 神の 然 許り 舟 泊の 事に 勞づ かせ 御 在し 坐しつつ も物爲 させ 御 在し 坐し ける 御 事 を徵し 奉らむ と 

てな む、) 渚 大倭祌 社 注進 狀相 殿神條 に、 傳聞、 八 千戈祌 者、 大已貴 命 以，， 廣矛， 爲， 杖、 令， 撥 n 平豐 葦原 中國之 邪鬼 f 是 

時大已 貴命號 曰-一八 千 戈 神 T と 有る は、 此 一書 大巳貴 命の 興 言に、 夫 葦原 中國、 本自荒 芒、 至 n 及 磐石 草木 r 咸能强 

暴、 然 吾已摧 伏、 莫レ 不，, 和 順？ と 有る、 其 は 叉 下に 初大巳 貴祌之 平, 國也ー K 々と 見えた る此御 時に 當る 可き が、 此は 

右に 古事記 を 引て 注せる が 如く、 此大 神の 八十 神 を 退治 させ 給へ るに 始て、 其 頃 專彼荒 振 神 等 を摧伏 給へ る 御 事 をな 

む 力め させ 御 在し 坐し ければ、 亦 名と は 申しながら 姑く 御 本名と 爲給ひ 御 在し 坐し X 事、 彼 沼 河比賫 命と 御 贈答の 御 

歌と おの 注進 狀 との 趣 を 以て 見 奉り 知るべき なり、 傳 八に 引ける 御牧 望月 大伴社 記に も、 大已貴 命以， 一廣 矛 f 天 八重 
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雲 袁押分 er 天地 乎 翔 行 er 天下 袁睨巡 給 ST 東国 之 五月 蠅聲 如須 邪神 乎、 神 拂爾拂 平 賜而と 有るな ども、 其 八 千 戈 

神と 申し 奉れる 間の 御 事な ■ めり、 叉 其 注進 狀に、 神代 卷曰、 大巳貴 命 卽以- 一平 レ國時 所, 杖之廣 矛, 獻， 1 皇孫, 曰、 吾 以-ー 

此矛 1 有- 1 治 功？ 皇孫 若 用，, 此矛， 治， 國者、 必 當，, 平安, 矣、 今我當 T 於- 1 百 不ぃ足 之 八十 隙- 將隱 去， 矣、 言 訖、 卽躬 被- 1 瑞 

之 八坂瓊 一而 長 隱，， 常世 鄕， 者矣、 此矛亦 上古 在， 1 天皇 大殿 之內 T 其 藏齋爲 n 八 千 戈 神 之 神體， と 有る、 此矛 以下 は 社傳に 

して、 其より 以上 は此 天孫 降臨 章の 文なる が、 今傳 はる 本に は 異なる 所有る が甚 勝りて 愛た ければ 引 W でつ、 吾 以，, 

此矛, 有， 1 治 功一と 申し 給へ る は、 此廣矛 を 取 持して 荒 振 神を摧 伏せ 國土經 營の御 功 御 在し 坐す 由な り、 二十 二 社祌體 

Si 記 大和 社 三 社の 中に 廣矛魂 神と 出で たる は、 此八千 戈 神の 廣 矛に 坐す 御 魂の 御名な り、 係此矛 をし も 八 千 戈 神の 神 

體と爲 て 御 功の 御 在し i が 故に 御名に 食せ 奉る 事 は、 此大 神の 御稜 威甚可 長く 御 在し 坐して、 向 ふ 所 悉に 敵 無しと 云 

ふ狀 なりければ、 此ー の 廣矛を 以て 八 千の 敵に 當り給 ふ義の 御名に なむ 渡らせ 給 ひける、 (記 傳九卷 八 千 矛 神の 下に 

云 はく、 「此は 武威の 八 千と 多くの 矛 を 持てる 如きの 意に 稱し 御名なる 可し」 と 云 はれた るは猶 力の 入り 所 足らざる 

に 似たり、 其 は 口 訣に八 千 戈 者 武威 如， 一八 千 戈 鋒 一也と 有る を 思 ひて 不意に W だされた る說 なめり、 »疏 に は 或 兵器 傭 

足 蓋 軍神 也、 所謂 吾以， 1 此矛, 有-一治 功, 云々、 名實 共可レ 見と 有る 中に 兵器 備 足の 事 は此に 更に 由 無し、 播磨 風土記 神前 

郡の 文に、 所 以 云-一八 千 軍 一 者、 1K 日 样命軍 在 二八 千 T 故 曰， 1 八 千 軍 野， と 有り、 此の 例に 非す と 雖も八 千の 雷同 じ、) 故 

此大 神の 杖せ 御 在し 坐し ける 其廣 矛に は、 甚々 幽 深き 致な む 御 在し 坐す 御 事と 所見たり ける、 然る は 大祌の 此廣矛 を 

しも 珍 寳と齋 持たせ 給 ひ、 御名に も 八 千 矛 祌と食 はし 給 ひて、 天下に 比ぶ 者 無き 御成 勢の 御 在し 坐して、 有 ゆる 葦原 


中國の 邪鬼 を 悉に 摧 伏せ 撥 平 給 ひ、 許 多の 治 功 御 在し 坐し ける は、 此の 廣矛 卽岐 神に 渡らせ 給 へれば なり、 其 證は右 

に 引ける が 如く、 天孫 降臨 章 正書に は 廣矛を 以て 天孫に 獻らせ 給へ る を、 其 第二 一  書に は乃薦 -1 岐祌於 二 神, 曰、 是當， 1 

代 レ我而 奉、 從也、 吾將， 1 自レ此 避 去 T 卽躬披 二 瑞之八 坂瓊， 而長隱 者 笑と 有る、 此 をば 二 神の 先導と して 奉り 給へ る 者と 

のみ 古 來說來 るは甚 粗き 說 にて、 此 時の 岐神は 現 身に さすして、 廣矛を 以て 御 體と爲 させ 給へ る を 中すな り、 是卽 

彼 道 饗祭を 高天原に して 行 定めて 事 依し 授け 給 ふ 御 政の 本是 なり、 此 事の 始 はし も 四祌 ffi 生 章！^ 九 一書に、 伊 * 諾尊 

乃投， 1 其 杖， 曰、 自レ此 以還雷 不，, 敢來 T 是謂， 一 岐祌， と 有る 此御 時に 始まれる 神事なる を、 大巳貴 神に 定まりて 天孫に 傳 

はれる 所 由、 巳に 傳八、 十、 十 一 に 委曲に 說き 奉る が 如し、 故 其詞に 高天原 爾 事始 W 皇御孫 之 命 止 稱辭竟 奉と 有りて、 

此は大 巳 貴 神より 其 岐祌の 御 靈の副 御 在し 坐す 廣矛を 天孫に 奉らせ 給へ る を、 皇祖 HJ^ 神の 命令と して 天 孫に 授け 奉ら 

せ 給へ る 故に、 今 行 はせ 給 ふ所卽 皇祖 天神の 勅命に 因 准 ひ 奉らせ 給 ふ 由な り、 然れ ども 其 始大已 貴 神の 吾以， 1 此矛， 卒 

有 n 治 功 T 天孫 若 用，, 此矛， 治- 國者、 必當， 1 平安， と 申 給へ る 所以 を 以て、 道饗 祭の 神事 は 別に 傳 はりて、 唯 此廣矛 を 用 

ひさせ 給へ る 八 千 戈 神の 御體と 爲て齋 奉らせ 給へ る 者な り、 右の 注進 狀に此 矛 亦 上古 在， 一天 皇大 殿之內 f 其藏齋 爲，， 八 

千戈祌 之祌體 T と 有る は、 古語 拾遺 御 天 降 段に 天 璽 を 授けさせ 給へ る 所に 矛 玉 自從と 有る は、 此廣 矛と 右の 瑞之八 坂 

瓊 との 御 事なる が、 崇祌 天皇 六 年御紀 に、 先， 是天照 太 神 倭 大國魂 ニ祌竝 n 祭 天皇 大殿 之內 一と 有る、 其 天 照 太 神 は 天 

璽に 御 在し 坐して、 謂 ゆる 三種 神 寶の御 事 なれば 別にして、 倭 大國魂 祌の御 體の瑞 之 八 坂 瓊と八 千 戈 神の 御體 の平國 

之廣 矛と 共に 御 在し 坐し ける を、 御紀 には廣 矛の 御 事 を 漏し、 注進 狀には 瑞之八 瓊坂を 漏され たる 所 由、 fs- なる 大國 
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魂 神の 下に 注し 奉る を 見合せ て瞟る 可し、 (徂 右の 瑞之八 坂 瓊は大 巳 貴 神の 國 避の 御 時に 置き 給へ るに て 御 記に 披字 

を 書かれた る是 にて、 天 璽の 中なる 八坂瓊 曲玉と は 同名に して 異物な り、 又 御 天降の 時には 此廣 矛の みならす、 古語 

拾遺に 謂 ゆる 日 矛 も此に 共に fK 降らせ 給 へれ ども、 此に用 無ければ 注さす、 其は傳 十八 卷に 注せり き、 偖 此廣矛 を 平 

田 翁の 天朝 無窮 唇に 勝 策の 圭 尺なる 由に 云 はれき、 猶此御 事に 就て は 云 ふべき 事 多 かれ ども、 此には 想ら ほしければ、 

天孫 降臨 章の 傳ニ 十九 卷に云 ふべ し、) 〇 大國玉 神、 崇神 B< 皇御紀 に は 倭大國 魂 神と 作れた る 魂 字 正字な り、 古事記 

に は 大國御 魂 神と 有りて 甚愛 たし、 然れども^^神を大年神の御子と爲るは誤なる由、 已に傳 二十 四に 委しく 辨 へたる 

が 如し、 偖此は 上に 注せる が 如く、 大國 主神の 御本體 より 支^れ させ 御 在し 坐して、 和 魂 大物 主神に 相 並ばして、 其 

荒 魂と 分身に て 別に ー祌 にて 渡らせ 給へ るな り、 故大倭 神社 注進 狀に 謹考， 1 舊紀， 曰" 大倭 神社 在-一大 和 國山邊 郡大倭 

邑 T 惹 W 雲杵築 大社 之別宮 也、 倚 聞、 倭 大國魂 神 者 大巳貴 神 之 荒 魂、 與 n 和 魂， 戮， 力 一 , 心、 經 n 營 天下 之 地 T 建 ふ k 大 

造之績 T 在，, 大倭豐 秋津國 r 守- 1 國家？ 因 以號曰 M 倭 大國魂 神 f 亦 曰、 以， 一八 尺玻， 爲， 1 神體？ 奉レ 齋焉、 と 有る が 如く、 

大國主 大神を 主神と 爲て 左右 Q 手足の 如く 成らせ 御 在し 坐して、 其 御 功 用 を 輔弼け 奉り 給 ひて、 共. <  に其大 造の 績を. 

なむ 得 建てさせ 御 在し 坐し けらし、 同 帳 別 社狹井 神社 條に、 傅 聞、 狹井 神社 大巳貴 命 之 荒 魂、 大國魂 神 卽當社 別 社 也、 

と 云 ふ 事 も 有る を 以て 其 然る 所以 を 知るべき なり、 惜某魂 神と *. す 例は錄 八、 十九、 二十 四に 注せる が 如く、 先， 稻 

穀の 主神に 保 食 神 御 在し 坐す を、 別に 宇迦 之 御 魂 神 御 在 し^して、 其 稻穀を 播殖る ^を 世に 弘 めさせ 給 ひ、 叉 上に 天 

照 太 祌の御 在し 坐せ るに 殊に 天 照 御 魂 神 坐す は、 彼 石 戶隱の 御 時に 日 像 之 鏡 を 造り 奉りて 招 奉らし- -御功 坐す を 以て 


ず、 叉傳 二十 一 と 上と に 注せる 素 斐鳴大 祌を櫛 御氣野 命と 申し 奉る 其に 對 へて 大物 主神 を 摘 S 玉 命と 稱 申す は、 其 

大神 ©天 下に 幸へ 給 ふ 恩 賴を此 神 をして 布 こらし 給 ふ 謂な り、 此 に大國 主神 御 在し 坐せ るに 其 荒 魂 を 大國魂 神と 申す 

は、 專 天下 を 經營り 給へ るに 此 神の 主と 功 成し 給へ る 事、 御名の 上に 倭と 冠 ふらせ 奉る を 以て 知るべし、 叉 下に 注せ 

るが 如く、 大名 持 御 魂 神と 申す も、 必此 大國魂 神の 御 事に て 大國を 大名 持と 換 へたる のみな り、 然れば 各 其 主神と 魂 

祌 との 差別 は 君 王と 輔！ S との 如く、 叉 長官と 才 、官 との 狀に 似たり、 此 下に 是以 百姓 至 レ今咸 蒙， 一 恩賴， と 有る は 更なり、 

萬 葉 五 (二十 六 丁) に 阿 我農斯 能、 美 多 麻 多 麻 比 見と 有るな ど、 摁て美 多 麻と 云 ふ は 外より 來 りて 其 主を祐 くる 義 なる 

が 故に、 和名 抄祌靈 類に、 靈、 日本 紀云美 太 萬、 一 云 美 加 介と 有りて、 美 加 介 は 神武 天皇 戊 午年 御紀の 御言に、 背負，, 

日 祌之威 T 隨； お ill 躡と 影に て 佗より 其 身 を幽贊 る謂是 なり、 下に 云 ふべ し、 此を 以てお に 云へ る 某 魂 神と 云 ふ言義 

を 知るべき なり、 (偖 其 美 加 介と 云 ふ 事に 就て 叉 思 合す 可き 事な む 有りけ る、 其 は 傳八卷 に 注せる 如く、 神 名 式に 謂 

ゆる 長 鬥國豐 浦 郡 住 吉坐荒 御 魂 神社 三 座 並 名祌大 を、 臨時 祭式に、 凡住吉 社長 門國封 租穀者 云々、 伹豐 油 郡封戶 5^ 夫 

者 便 留充， 一 御影 社, と 有る は 其 荒 御 魂 社の 御 事な り、 傳ニ 十八 卷播磨 國揖保 郡 廣山鄕 の 下に 引ける 風土記に W 雲 御蔭 大 

神と 有る は、 卽此大 巳 貴 神 の 荒 魂 神 0 御 事な り、 故 此影は 今 俗に も 軍の 時に 伦 Q 人の 将た る 人を擬 び出づ る を 影武者 

と 云 ふな ど此に 近し、) 若て 其 大國魂 神 はし も 上より， fi- 々に 云へ るが 如く、 國 主神の 上と 坐す を 以て 大國 主神と 申し 

奉り、 物 主神の 長と して 大物 主神の 御名 御 在し 坐し、 名 持 神の 主たるに 依りて 大名 持 神と 稱 奉り、 國作 神叉國 生： t を 

統る由 以て 大國作 神と 號け 奉るな ど Q 例に て、 各 國に各 其 大國魂 神 叉 國魂神 坐せ る、 其 を 悉に 統領 御 在し 坐す を 以て 
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後に 倭 大國魂 神と 稱 申して、 注進 狀に 在，， 大倭豐 秋 津國， 守，, 國家 r 因 以號曰 M 倭 大國魂 神， と 有りて、 此 倭は大 八洲 國 

の 全てに 亘る稱 なり、 萬 葉 五 (三十  一 丁)、 好 去好來 歌に、 一人 地 能、 大御神 等、 倭大 國靈、 久堅 能、 阿 麻 能 見 虛喩、 阿 

麻賀氣 利、 見渡 多 麻 比、 と 有る も大 八洲 全洲 の御靈 神と 申す 義 なり、 猶 古語 拾遺に 生 島 を是大 八洲 之靈と 有る も、 此 

大 神の 御 事に 亙らせ 給 ふ 由、 下に 說くを 見合せ て曉る 可し、 倦 其 大國魂 神と 中す は、 祌名 式に 山城 國久世 郡 水 主神 社 

十 座の 中に、 山背 大國魂 命と 有る は IK 孫 本 紀に謂 ゆる 玉 勝 山 代 根 古 命なる 可き 事、 十三、 十八に 注せり、 伊勢 國多 

氣郡大 國玉祌 社、 度會 郡大國 玉比寶 神社、 度會 乃大國 玉比賣 神社、 此三 社の 御 事は傳 二十 四に 云へ り、 尾張國 中島 郡 

尾 張 大國靈 神社、 常陸國 M 壁郡大 國玉祌 社、 陸 奥 國磐城 郡 大國魂 神社、 壹岐島 石 田 郡 大國玉 神社、 對馬島 上 縣郡岛 大 

國魂祌 社、 島 大國魂 御子神 社と 有る、 此ニ 社の 御 事は傳 二十 一 、上に 注せり、 右の 如く 某 大！； 魂： t と 有る は此祌 ならす、 

其 一 國の國 魂 神 を攝ね 給ふ祌 なれば 其國に 限れる を、 打 任せて 大國魂 神と 申すな む此祌 にて 渡らせ 給 へれば、 神の 尊 

卑は 格別に して、 其國 魂と 申す 御 職に 於て は此倭 大國魂 神の 部下. ならざる 事 を 得す、 猶 上野 國佐位 郡大國 神社 を本國 

祌名 帳に は從ー 位 大國玉 大明祌 と 有り、 又 群 馬 郡 正 五位 上 大國玉 明祌と 申す も 見 ゆ、 筑後國 神 名 帳に 山門 郡 正 六 位 上. 

堤大國 玉祌と e. す も 見えたり、 叉 神 名 式に、 和 泉 國日根 郡 國玉祌 社、 攝津國 蒐原郡 河内 國魂 神社、 尾 張 國海部 郡國玉 

神社、 遠 江 國磐田 郡 淡 海 國玉祌 社、 伊豆 國那賀 郡 國玉命 神社、 國玉 (一本 作， 主) 命祌 社な ど 見え、 猶三河 國祌名 帳 

に、 正 五位 下國玉 天神 坐 n 碧 海 郡 T 正 五位 下國玉 天神 坐， 一 設樂郡 T 上野 國神名 帳に、 那 波郡從 三位 國玉明 神、 碓 氷郡從 

四 位 上 若 國玉明 神、 筑後 國祌名 帳に、 三 潴郡正 六 位上國 玉祌、 山門 郡國玉 神、 三毛 郡 正 六 位 上 坡生國 玉 神な ど、 猶諸 


國 にも 多 在りな む を、 悉に は傳 はらざる なる 可し、 記傳 十三 (三十 一 丁) に 右の 國魂 神社 を擧げ て、 「何 神に 在れ 國を 

作り 坐し- 1 功德 有る を 其國々 にて 國 魂と も大國 魂と も 申して 拜祀 るな り」 (下略) と 云 はれた る は 然る 事に て、 其 謂 ゆ 

ヲサ 

る 諸 國の國 魂 神 を 御め て 此倭大 國魂祌 なむ 御 在し 坐し ける、 (猶此 下に 郡 御 魂 神 有り、 上野 國神名 帳に、 多 胡 郡 正 五 

位 上 郡 御玉 明 神、 緣 野郡從 五位 上 郡 御玉 明祌、 利根 郡 從四位 上 郡 玉 明 神、 勢 多 郡 正 四 位下 郡 HI 明 神、 佐 位 郡 從四位 上 

郡 玉 明祌、 新田 郡 正 五位 上 郡 玉 明 神、 邑 樂郡從 五位 上 郡 玉 明 神と 有る、 此は佗 國には 見當ら ざる 事 なれ ども 必其 一 郡 

に 限れる 御 魂 神 も 有りぬ 可き 者ぞ かし、) 悟崇祌 天皇 六 年御紀 に、 先， 是天照 太 神 倭 大國魂 二 神 並 n 祭 於 天皇 大殿 之內 T 

然 長，, 其 神 勢 T 共 住不レ 安と 有りて、 皇大宮 の 內に齋 奉らせ 給へ る 趣なる に、 如何にしても 其 元始 詳 なら ざり ける を、 

右に 引ける 注進 狀に 以， 一八 尺瓊, 爲ニ 神體, 奉レ 齋焉と 有る より 思 及ぼす に、 天孫 降臨 章 第一 一 一 書に 大巳貴 神の 國土を 避 

り 奉り 給 ふ 可き 御 契約 御 在し 坐して、 卽躬 披，， 瑞之八 坂瓊， 而長隱 者 突と 有る 此御 時に 天孫に 獻らせ 給へ るな りけ り、 

其 は 上に も 注せる 大倭 神社 相 殿 祌八千 戈 神の 御 體は謂 ゆる 廣矛 にて 渡らせ 給へ る を、 注進 狀に此 矛 亦 上古 在-一天 皇大 

殿 之內, と 有る、 亦 字 は 其 主神と 御 在し 坐す 倭 大國魂 神の 御體 なる 八尺虔 に附屬 給へ る 由な り、 然して 其廣矛 は大已 

貴 神より 天孫に 奉らせ 給へ る 御物 なれば、 此 と共に 八 尺 逢 を も 奉らせ 御 在し 坐し ける 御 事、 右の 披字 にて 著明 かりけ 

れば、 此 二種 相 離れぬ 御物なる に 心 を 著け て、 此 時の 瑞之八 尺 遭なる 事 を 思定む 可し、 古語 拾 遣 天 璽を授 進ら せらる 

所に 矛 玉 自從と 有る は、 專此廣 矛と 八尺瓊 との 御 事なる を、 天 璽の 八 坂 蕴 曲玉と 一 に 心得た るから、 彼 天 璽の 三種 

祌寶を 一 一 種 神寶と 定め たる 如 き掛 まく も 甚も可 長き 僻傳 は出來 にたる にて、 此 事の 條.理 を 解 分く る 時 は、 拾 遣 の 混れ 
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を さへ に 訂正す に 至れる は甚 辱き 恩賜な りかし、 若て 注進 狀に 家牒 曰、 腋上池 心 宮御， 宇 天皇 (孝 昭) 元年 秋 七月 甲 寅 

ま、 遷， 1 都 於 倭 1： 葛 城； 丁 卯、 IK 皇夢 有- 1 一 贵人？ 對 n 立殿戶 f 自稱， 一大 巳 貴 命， 曰、 我 和 魂 目-一 祌代， 鎭ヒニ 諸 山， 而、 助，, 

祌器之 昌遝， 也、 荒 魂 服，， 王 身， 在， 一大 殿內， 而、 爲， ー寶 基之衞 護？ 卽得， 1 神敎， 而 天 照 太 祌倭大 國魂神 並 TT 祭 於 fK 皇大殿 之 

內 f と 有る、 此 時の 神託 は 上に 引ける 大 三輪 神 三 社 鎮座 次第に、 腋上 池心宮 御宇 天皇 御世、 神明 憑，, 吉足日 命， 曰、 吾 

國造大 巳 貴 命 也、 太初 巳 命 之 和 魂 取 TT 託八咫 鏡？ 名 曰，， 倭 大物 主 櫛 瓶 玉 命？ 鎭 T1 座大 三輪 神 奈備， 云云と も 有りて、 和 魂 

は 神代より 大 三輪に 御 在し 坐し ける 趣な り、 右に 荒 魂 服 二王 身, 在，： 大殿內 一と 有る は、 其 八尺瓊 を祌體 として 本より 皇 

宮の內 に 御 在し 坐す 由に て、 其始御 IK 降の 神代より 以来の 御 事 を 託 奉り 給へ るな り、 卽得， 一神教， 而！ K 照 太 神 倭 大！； 魂 

祌並 T1 祭 於 天皇 大殿 之內 一と 有る は、 右の 崇祌 天皇 六 年 御 紀に先 レ是と 有る に 常れ る 所な り、 偖祌 託に 在 二 大殿內 一と 有 

る を、 f^-に大殿之內に並祭と有るに就て思ふに、 上古より 八 尺瓊を 皇大宫 の 内に 崇め 奉り 置かせ 給 へれ ども、 其お は 

唯 大巳貴 神の 國 避の 御 時に 奉り 給へ りし 祌賓 として 齋ひ 置かる- - のみな りし を、 此 神託 を s£ て 倭大國 魂 神なる 事 を 所 

知 食て、 此 より IK 照 太 神と 共に 並 祭ら せ 御 在し 坐す 御 事 と 成れる 由な り、 (然ら す は 大巳貴 神の 奉らせ 給へ る 御物 を. 

私に 其 荒 魂 大國魂 祌の御 體とは 定め 奉らせ 給 ひ 難き 御 事なる 者ぞ かし、 大巳貴 神の 御上より 巾す 時 は、 巳に：： =5- 大： J 货 

祌の御 本體は 天日 隅 宮に鎭 り 坐し、 和 魂 大物 主神 は 皇御孫 尊の 近 守 神と して 三 諸 山に 鎮置給 ひ、 此 にて 瑞之八 坂瓊を 

极給 へる は、 其 荒魂大 國魂祌 として 玉體に 服て- 大 津日嗣 の 鎮護に 奉 置せ 給へ る 御用 意な りけ る を、 此孝 昭犬卑 一元 年 丙 

寅 秋 七月 十四日の 祌 託に 至りて、 其 御 の 明かに 知られ させ 給へ るな り、 偖此 注進 狀には 天皇の 御 夢に 入り 給へ る 趣 


なる を、 大 三輪 祌三 社鎭座 次第に は 吉足日 命に 神託 有りし 由なる は、 右の 御 夢の 後に 大 三輪 神 Q 祭の 事 を 殊更に 告げ 

給へ るに て、 同 御世の 事と は 申しながら、 其れより は 後の 事に て 此とは 別な り、 偖 此天照 太 神と 大國魂 神と 並べ 祭る 

所 由 は、 下に 垂仁 天 皇御紀 を 引て 云 ふべ し、) 若て 其 注進 狀に、 碟城 瑞籬宮 御宇 ^<皇 (崇 神) 六 年、 百姓 流離 云云、 共 

住不, 安、 秋 九月 己酉朔 己せ、 天 照 太 神託，, 豐鋤 入姬命 T 祭-一 倭國 笠縫邑 T 仍 立- 1 磯城 神 籠 r 亦. 倭 大國魂 神、 託-一淳 名 城 

入姬命 T 祭，, 同國 市礎邑 T  (後 改， 名 曰， 一大 倭 邑，) 然淳名 城入姬 髮落體 瘦而不 レ能レ 祭と 有る は御紀 Q 文なる が、 先， 是ー K 

照 太 神 侵 大國魂 二 神 並つ 祭 於 天皇 大殿 之內， と 云 ふ 事 を、 家 喋に は孝昭 1K 皇 元年の 御 事と 爲 るが 故に、 此には 略き て 引 

けるな めり、 比 御 事 下に 注す 可し、 市錄邑 Q 下に 後改， 名 曰，， 大 倭邑， と 云 ふ は、 續紀 天平 寶字ニ 年の 文に 城下 郡 大和 

神 山と 見え、 叉 和名 抄鄉 名に 城下 郡 大和 (於 保 夜 末 止) と 有る に 合 は ざれ ども 此に故 有るべし、 其 市 磯 邑は履 仲 天皇 

三年 御 紀に磐 佘市磯 池と 云 ふ 有りて、 磐 余 は 十 市 郡の 地名な り、 此に 就て 考 ふるに、 古事記に 御 諸 山上 祌を伊 11 都- 岐- 

奉 于倭之 靑垣東 山上， と 有り、 神武 天 皇ニ年 御紀に 以，, 珍彥， 爲， ー接國 造， と 見え、 崇神 天皇 七 年御紀 大物 主神の 御名 乘 

に 我 是倭國 域 內所レ 居 神と 詔 給 ひ、 叉 其 神の 御 事 を 倭 大物 主神と 申し 奉る は 常にて、 其 所の 神 淺茅原 を顯宗 天 皇御紀 

窒壽御 詞には 倭 者 彼 彼 茅 原淺茅 原と 有り、 若て 神 名 式に、 山邊郡 大和 坐 大國魂 神社 三 座 (並 名 祌大、 月次 相嘗 新嘗) 

は 下に 注せる 如く、 垂仁 天皇 御世よりの 鎮座 なれ ども、 大和 坐と 云 へれば 市 磯より 係け て 大倭邑 の 名なる に、 其 大和 

鄕已に 城下 郡に 收れる を、 大和 志に 已廢 存，, 海 知 村， と 有りて、 此は 大和 社より は 郡 を 隔て. 西に 當る 地な り、 叉 後の 

大和 風土記に、 山邊 郡、 柳本鄕 有， 神、 號，， 大和 大明神 T 所， 祭 大國魂 命 也と 有る、 抑 本鄕は 和名 抄 以後の 鄉名 にて、 
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右の 證には 立た ざれ ども、 彼此 を 以て. 思 合する に、 今の 山邊 郡の 半より 城 上 城下の 二 郡 を 係け て 十 市 郡 香 山の 北面 逢 

に 瓦-りて 古に 大 倭の 地な りけ る を、 漸く 一  國の 總號と 成る に 及びて は、 所々 に 各 別なる 地名 を 別ち 唱 ふる 事の W 來る 

に 就て、 世 を經て 終に 城下 郡に て 僅に ー鄕の 名と は 成れる 者な りけ り、 然れば 右に 後改， 名 曰， 一大 倭邑， と 云へ る は、 

右 Q 市 碟邑に 倭 大國魂 神の 御 在し 坐し- - 地名に 大倭邑 の 名 も殘れ りけ む を、 却り て其邊 の總號 なりし 事 を 忘れて 後に 

改めたり し 者と 思へ るに こそ は 有りけ め、 (鈴屋 大人の 國號考 に、 「夜 麻 登と 一 K ふ は 本 彼 大和 鄕 より 始まりて 後に 一 國 

の 名に も 成れり と 云 ふ は、 此名は 本より 一圃の 名なる を、 彼 鄕名は 後に 倭 大國魂 神の 鎭 坐せ るに 因りて 其 鄕をも 倭と 

は 云 ふなる 可し、 今 世に 伊勢 國內 にても 太 御 神宮の 宮邊を 指して 伊勢と 云 ふと 同じ 意味な り 一 と 云 はれた る は 然る 事 

なり、 右に 云へ る 如く、 古に 倭と 云 ふは國 中の 平坦なる 地より 東 山の 邊を 係け て 云へ りしに て、 風土記に、 山跡國 

者、 往昔 山岳 多而 平地 少、 所， 治，， 天下， 大祌 大穴 持 命、 與，， 少 S 名 命， 巡 n 行此國 T  山 開 X 谷爲， 一平 夷； 故 云，， 山 跡， 也 

と 有る 事 を 思 ふ 可き 者な り、 此事 委しく は 下に 云へ り、) 叉 注進 狀に、 七 年 秋 八月 癸 卯朔己 酉、 穗積臣 遠祖 大水 口 宿 

禰等、 共同 夢 而奏言 、 昨夜 夢 有， ニ贵人 7 誨曰、 以，， 巿磷長 尾 市， 爲 T 祭，， 倭大國 魂祌， 之 主 1； 必 天下 太平 突、 一 K 皇 得，， IE- 

辭- 益歡， 1 於 心 T 朕當 -1 榮樂 T 乃ト T 使- 1 物 部連祖 伊香 色 雄, 爲 * 神 班 物.. 者吉 之、 冬 十二月 辛 S 朔丁 卯、 命，, 伊香 色 雄， 而、 

以 -1 物 部 八十 手 所い 作 祭：， 祌之物 f 卽以- 大倭直 長 尾 市， 爲 T 祭，， 倭 大國魂 神， 之 主 T 定，， 神 地神戶 T 於是 疫病 始息、 國內靜 

五穀 旣成、 百姓 饒 之と 有る は 御紀の 文なる を、 彼 大物 主神の 御 事 を 略き て 抄出た る 者な り、 伹 此の 市 磯長 尾 市と 

云 ふ 神主の 名より 混れ て、 右の 注進 狀に謂 ゆる 市 磯 邑は穴 磯邑を 誤れるな る 可し、 其 は垂仁 天皇 二十 五 年 御 紀の細 書 


に 一， 偉 を 載せられ たるに V 是時 倭大祌 著- -穗 15 臣 遠祖 大水 口 宿禰- 而識之 曰、 (中略) 時 天皇 聞- 1 是 貧-則 命う 甲 臣連祖 探 

湯 主， 而 トレ 之、 誰人以 令， 祭- 1 大 倭大祌 T 卽淳 名城稚 * 命 食， ト焉、 因以 命- -it 名 城 稚姬命 T 定 -1 神 地 於 穴 磯邑？ 祠 -1 於大 

市長 岡 岬？ 然是濘 名 城稚姬 命旣身 體悉瘦 弱、 以不 V 能， 祭、 是以 命-, 大倭直 祖長尾 市 宿 漏-令 レ祭 突と 有る は、 必 右に 引 

ける 崇祌 天皇 六 年 七 年の 御 事の 二に 別り 傳 はれる にて、 此は垂 仁 天皇の 御世の 御 事に は 非 ざめ り、 右に it 名 城入姬 

命 食， トは、 六 年に 以，， 日本 大國魂 神-託-一淳 名 城入姬 命-令 レ 祭と 有る 是 なり、 定-ー 祌地於 穴磯邑 T 祠 -1 大 市長 岡 岬-は、 

穴 幾 ま 大名に して、 萬 葉 十二 (三十 二 丁) に 謂 ゆる 纏 向 之 痛 足 乃 山に て、 祌名 式に 城 上 郡 穴 師坐兵 主神 社 (名 祌大、 月 

次相嘗 新嘗) と 有る 此地 なり、 大市は 和名 抄鄕 名に 城 上 郡大市 (於 保以 知) と 有る 是 にて、 長 尾 岬 は其卷 向山の 尾 崎 

なる 地に て、 皆 相 接け る 所な り、 是卽其 七 年に 亦以， 一市 磯長 尾 市- 爲下祭 n 倭 大國魂 神-之 主よ と 有る を 云 ふなり、 若て 此 

人名の市磯は上にー！^へる如く十市郡に出でたるが、 長 尾 市 は 後に 此祌を 穴磯邑 なる 大 市長 尾 岬に 住へ るからの 名な り 

けり、 此を 以て 注進 狀に 市磯邑 (後 改， 名 曰， 一大 倭 邑-) と 有る は、 決く 穴 磯邑の 誤に て 大和 社の 舊地 なりし 事 を 知る 

べし、 其 は 別 社狹井 神社 條に傳 聞、 狹井神 者 大巳貴 命 之 荒 魂、 大國魂 祌卽當 社 別 社 也と 書して、 下に 日本 醫紀 曰、 倭 

大祌 著，， 穗 積臣， 云云、 命，， 大倭直 祖長尾 市 宿禰， 令レ 祭矣、 所い 謂大 市長 尾 岬 今狹井 社地是 也と 有る を 思 ふに、 狹井祌 社 

は 右の 崇神 天皇 七 年に 初めて 倭 大國魂 神 を 祀らせ 給へ りし 舊 地なる が 故に、 後に 山邊 郡に 移し 祭られし 時に も、 其處 

に 御靈を 留めて， 祀ひ 置かせ 給へ る 者な りけ り、 偖 注進 狀に、 右に 引ける 御紀の 神託の 御 事 をば 本社 大倭 神社の 下に 擧 

げ、 狹井祌 社の 所に は 命-, 大倭直 祖長尾 市 宿 画-令 レ祭 突の 文 を 載せて、 其 一 聯の文 を 二に 分 記せる は、 其垂仁 天皇 御 
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世に 至りて、 卽 今の 山 邊郡 大和 坐 大國魂 神社の 地に は 移らせ 給 ひける 者と なむ 正しく 所見たり ける、 (若て 其崇神 * 大 

皇六 年に 停 名 城入姬 命の 髮落 體瘦 而不レ 能， 祭と 云 ふ は垂仁 天皇 御世の 事な めり、 其 七 年に 市 碟長尾 市 を 神主と 爲 させ 

給へ る 御 事 有れ ども、 皇女の 下に 立ちて 共々 に 仕 奉れる ならむ を、 垂仁 天皇 二十 六 年 丁 巳に 至りて、 皇女 は 御 11 高く 

御 在し 坐し 成らせ 給へ りければ、 其 御 職を辭 して 長 尾 市 宿-纏に 令レ主 給へ るな りけ り、 其 二十 五 年の 文に 離 >1天 照 太 神 

於 豐耜入 姬命ー 託 二 于倭姬 命， と 有る、 其 姬命も 共に 同じ 御 時に 齋 王と 成りて 仕 奉り 給 ひて、 此 にて 退き 給へ る を 合せ 

思 ふに、 此 t: 名 城 入姬命 を崇神 天皇 六 年 己 丑に 凡 十四 五 歳と 見え、 其より 垂仁 天皇 二十 六 年 丁 巳 迄 凡べ 十九 年 なれば 

凡百 三四歲 なれば、 旣身體 悉瘦弱 以不， 能レ 祭と 云 ふ 事實に 叶へ りと 云 ふべ し、 然れば 停 名 城入姬 命の 仕 奉り 給 ひし は 

大巿長 岡 岬に 御 在し 坐し」 間の みに して、 山邊 郡に は 及ばせ 給 は ざり ける にこ そ、) 渚 又 注進 狀に、 纏 向珠城 {W1 御宇 

天皇 (垂 仁) 廿七年 九月 戊申朔 甲子、 以，, 皇女 倭姬 命， 爲， 1 御杖 代-貢- ifK 照 太 神 r 倭 姬命隨 M 神誨- 立- 1 宮於 伊勢 國渡遇 五十 

鈴 川上-奉 レ 遷焉、 是時 倭大國 魂祌著 n 大水 口 宿 漏- 而誨之 曰、 太初 之 時期 曰、 天 照 太 神悉治 ，1 高天原 T 皇御 孫尊專 治- 1 葦 

原 中國之 八十 魂 神-我 親：！ 大地 官- 者、 首已 訖焉、 云云 大地 主神 之號 起-一 于是 時- 矣と 見えた る、 此は御 紀には 取-へ 1 已 

年 冬 十月 甲子 一 遷，, 于 伊勢 圃渡 遇宮ハ 是時 倭大神 著，, 穗積臣 遠祖 大水 口 宿禰， 而誨之 曰、 と 有る と 同文に て少異 有り、 猪 

御 紀の丁 巳年 は 二十 六 年なる を、 右に は 二十 七 年と 有り、 冬 十月 甲子 を 右に は 九月 戊申朔 甲子と 有りて、 一年と 一月 

と は 差 有り、 此事 下の 細 注に 云 ふべ し、 惜 皇太祌 Q 鎭坐 せる 是 時に 倭大 神の 神託り 御 在し 坐し- -御事 は、 上に 注せる 

が 如く、 注進 狀孝昭 天皇 元年の 文に、 卽 得，, 神敎， 而天照 太 祌倭大 1： 魂 ニ祌竝 n 祭 於 天皇 大殿之 內-と 有て 甚々 少緣 なる 


まじき 御 幽契の 御 在し 坐す 御 事に て、 此には 其 ：！？ 一 祭られ させ 給へ りし 所 由 を 託し 奉らせ 給へ るな り、 太初 之 時期 曰と 

云 ふ は、 此倭 大國魂 神の 天 上に 參 升ら せ 在し 坐して、 天 照 太 神の 大御 許に て 期り 聞え させ 給へ りし 御 事 を 語り w でさ 

せ 給 へるな り、 此に皇 御 孫尊專 治， 一葦 原 中國之 八十 魂 神, と 有る は、 其 下に 然 先皇 御 間 城 天皇 雉 A 祭つ 祀 神祇？ 微細 未 

レ 探，, 其 源根ハ 以， 組 留，, 於 枝葉 T 故 其 天皇 短命 也、 是以汝 御 孫 尊、 悔， 1 先皇 之 不,， 及 而愼祭 則、 汝尊壽 命 延長、 復 天下 太 

平矣と 有りて、 卽 天 祌地ー M の 祭祀 を專と 治め 給 ふ 御 事 を 申させ 給へ るに て、 八十 魂 祌とは 八十 國魂 神と 云 ふ 事な り、 

次に 我 親 治，, 大地 官， と 有る も卽其 八十 魂 神の 事なる を、 皇御孫 尊に は 祭祀 を 治と 申し 給 ひ、 御 親の 御 事に は 統御 を 治 

と は 申し 給へ るな り、 此事 下に 大地 主 祌の傳 を 立て. -說 くべき なり、 偖 W 雲 風土記に、 意 宇 郡 飯 梨鄕、 郡 家 東南 三十 

二 里、 大國魂 命 天降 坐 時、 當 -1 此處， 而御膳 食 給、 故 云-一飯 成- (神龜 三， 年改 n 字 飯 梨-) と 有る は、 彼 天孫 降臨 章 第二 一 

書に、 是時歸 順 之 首渠者 大物 主神 及 事 代 主神、 乃 合- 1 八十 萬 神 於 天 高 市？ 帥 以昇レ 天、 陳 n 其 誠 款之至 f と 有りて、 其 

大物 主神の 帥る 神の 列に こそ は 御 在し 坐 さ り けれ、 八十 萬 神の 參 上られし 其 中に 此大國 魂 神 一 注の み 別に 物爲 させ 

給 ふ 可く も 非 ざれば、 此事實 に 相 並びて 升ら せ： i、_ ^へるな りけ り、 陳-, 其 誠 款之至 一と 云 ふと 太初 之 時期 曰と 云 ふと、 全 

く 事の 運び 相 同じき を曉る 可し、 然して 大國魂 祌は此 時 天日 隅 官に鎭 まらせ 給 ひたる 可し、 傳ニ 十九に 注せる が 如く、 

出 雲 風土記 杵 i 大社 Q 並に i 魂チ 4 と ffi でた る を、 神 名 式に は 大穴 持 神社と W でたり、 卽杵築 大社の 荒神 を 祀れる 者な 

り、 大倭 神社 注進 狀に其 社 を 蓋 出 雲 件築大 Iti 之別宮 せと 云へ る は、 右の 如き 所以 有る を 以てなる 事 云 ふ も 更なり、 (但 

右に 皇御孫 尊の 御 事は國 避の 御 時な りければ、 契り 申させ 給 ふ 可き 御 事な り、 天 照 太 祌は甚 々上古より 天 原 を 所 知 看 
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し 御 在し 坐せば、 此大國 魂 神の 指揮に は 及ぶ まじき 御 事な り、 故倩考 ふるに、 上 章 第三 一 書なる 素 姜嗚尊 此天照 太 神 

に對 はせ 給 ひて、 辭 見の 御 語に 請姊照 n 臨 天國？ 自可ニ 平安-と 申し 給 ひて、 に 且吾以 -1 淸心 1 所 レ生兒 等、 亦 奉-一 於 姊- 

と 申し 給へ る 類な り、 萬 葉 ニ卷柹 本人 丸 作歌に、 天地 之、 初 時 之、 久堅 之、 天河 原爾、 八 百 萬、 千 萬 神 之、 祌集々 座 

而、 神 分、 分 之 時爾、 天 照、 日 女 之 命、 天 乎 波、 所 知 食 登、 葦原 乃、 水 穗之國 乎、 天地 之、 依 相 之 極、 所 知行、 神 之 

命 等、 天雲 之、 八重 搔別 而、 神 下座 奉 之、 高 照、 日 之 皇子 波 云々 と 有りて、 皇御孫 尊の 御 天降の 御 事 を 云 ふに 日祌の 

1K 上 を 所 知行す 御 事 を 云 へ るも此 格な り、 古 一一 目の 例と 所見たり、 偖 右に 垂仁 天皇 二十 七 年と 有る 七 は 年の 誤なる 事 丁 

巳年た る を 以て 知られたり、 但御紀 に 二十 七 年 八月 朔を癸 酉と 有れば、 姑く 大 月と 見て、 九月 朔は癸 卯な りければ、 

其 甲子 二十 二日な り、 但此は 二十 六 年の 方正し からむ を、 其 も 冬 十月と 有る は 誤な り、 通 證に冬 十月 當レ 作-一秋 九月 1- 

溢 川 氏 曰、 以二 長曆, 推， 之、 此年 十月 無-一甲 子？ 九月 十七 日爲 -1 甲子？ 至 A 今內宮 祭日 也と 云へ るぞ、 實に 然も 有りぬ 可 

く 所思た る、) 然る 時 は崇神 天皇 六 年より 此倭大 國魂祌 の 御 在し 坐し ける 大 市長 岡 岬 は祌名 式に、 大和 國城上 郡狹井 

坐 大神荒 魂 神社 五 座 (鍬 靱) と 有る 是 にて、 其垂仁 天皇 二十 六 年に 被レ定 たる 祌地 は卽、 山邊郡 大和 坐 大國魂 神社 (並 名 

祌大、 月. fi- 相嘗 新嘗) と 見えた る是 なり、 持統 天皇 六 年御紀 に、 五月 乙 丑朔庚 寅、 遣，, 使者, 奉-一 幣于四 所-伊勢 大倭住 

吉 紀伊大 神、 吿以 n 新宮 T 同 十二月 辛 酉朔甲 申、 遣-一大 夫 等-奉- 1 新羅 調 於 五社？ 伊勢 住 吉紀伊 大诿薬 名 足と 有る を 以て 

當昔御 崇敬 世に 殊に 抽 させ 給へ る 御 事 を 見 奉り 知るべし、 祌 階の 御 事 は文德 天皇 實錄 に、 嘉祥 三年 冬 十月 乙 已朔辛 

亥、 進， 1 大和 國大 國魂祌 階- 授 -1 從 二位 r 淸和 天皇 實錄 に、 貞觀 元年 正月 二十 七日 甲 申、 奉， 授 -1 大和 國從 二位 大和 大國 


魂； 位， と 見えたり、 注進 狀に 新國史 曰、 寬平九 年 冬 十二月 壬 寅 甲 辰、 奉 レ授- ー五畿 七道 諸 神 三百 四十 社 各位 一階 T 

官符云 大和 國 大和 大國 魂祌奉 レ授- 一正 一 位 一と 有り、 此御 時に 極 位に は 進み 奉らせ 給へ るな り、 偖 中 右 記に 永久 六 年 六 

月 軒 廊御ト 、是 大和 國 大和 社、 去 二月 九日 戌 刻 俄有レ 火、 寶殿 三宇幷 御正 體燒亡 也と 有る、 此 御正 體燒亡 不審し き 事 

なり、 此は鳥 羽 天皇 御世の 事に て、 永久 六 年 改元 有りて 元 永 元年と 成れる が、 此 注進 狀は 其より は 五十 年の 後 六條天 

皇仁 安二 年 二月 十三 日 祝 部大倭 直歲繁 謹書と 云 ふ 奥 書 有りて、 然も 奏上の 書なる に 御正 體の御 在し 坐さざる 事 を 云 は 

す、 且 御正 體の御 事 を 申す には傳 聞と 記して 昔より 誰 一人 見 奉れる 人の 無き 趣 なれば、 御正 體の已 に燒亡 はれ 給へ る 

を 今 も 御 在し 坐 しげに 書くべく も 非 ざれば、 此に 不審 かしと は 云 ふなり、 借 祭 祌の御 事 は 相 殿 祌ニ座 八 千 戈 神 御歲祌 

と 有る 是 にて 三 座な り、 二十 二 社 神體； m 記 大和 坐 大阔魂 神社 三座條 に、 大國魂 神 廣矛魂 神 御 年祌加 祭神 一座 大巳貴 命 

と 所見た る、 廣矛魂 神 は 八 千 戈 神に て 御 在し 坐す 事已に 上に 注せる が 如く、 叉 此に大 巳 貴 命 を 加へ 祭らる" は、 大神 

大物 主神 社に も 此祌と 少彥名 神 を 加へ 祭りて 三 座と 爲ら る- -例 にて、 此も官 帳の 趣 は 三 座に て、 其 所 祭 は 總て四 所な 

む 渡らせ 給へ りけ る、 然る 時 は 其 和 魂 祌荒魂 神の 御 在し 坐す 所に は 必其御 本 體の神 副 ひ 御 在し 坐す 定 りと 所見たり、 

叉此に 准ら へて 其 主 祌の御 在し 坐す 宮 社に は、 必其和 魂 神 荒 魂 祌も必 副 ひ 御 在し 坐す 事 も 推して 知るべし、 此は此 神 

の 御上 Q みに も 非す、 總 てに X りて 心得と も爲 べき 事なる ぞ かし、 (然る を 神 名 帳 頭注に、 大和 坐 大國魂 神 大歲神 子 

大歲祌 者 素 戔嗚尊 子、 母 須治比 女、 大和 社 者. 大國玉 祌大歲 神 須治比 女 命 三 座、 と 有れ ども、 其 は 古事記に 一度 誤れる 

を 承け て 地 神本紀 に、 大巳貴 神の 下に 御紀と 同じく 亦 云- 1 大國玉 命-と 書しながら、 大年神 兒大國 魂 神 を 大和 神 也と 有 
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るに 依りて 押當 てた る 祭神 Q 說に て、 全に 信ら れぬ說 なり かし、 上に 引ける 德國 風土記に は、 此 御社の 所在 を 抑本鄕 

と 云へ る を、 今 は 新 泉 村と 云へ る 地な り、) 故 其 注進 狀相殿 神 二 座の 八 千 戈 神の 御 事 は、 巳に 上に 注し 奉る が 如し、 

若て 此倭大 國魂神 を 始めて 被祀 たりし 地 は、 右に 注せる 穴磯邑 なる 大 市長 岡 岬に て、 狹井 神社の 地是 なり、 然して 八 

千 戈 神の 廣矛は 本 は 別に 其 穴 磯に 御 在し 坐した る を、 後に 垂仁 天皇 御紀に 大和 社 三 座に は 合せ 奉りた るに て、 神 名 式 

に 謂 ゆる 城 上 郡 穴 師坐兵 主神 社 (名 祌大、 月， h 、相嘗 新嘗) と 有る、 兵 主と 申す は 其 廣矛を 以て 祌體と 成させ 御 在し 坐 

す義の 御名なる 可く、 穴 師は此 第二 一書に 大已贵 此云ニ 於 褒婀娜 武智- と 注せる 御名の 略な り、 然る 時 は 穴 知と 云 ふべ 

きを 師 とも 云へ る は、 下に 云へ る 如く 大巳貴 を 切て 大蟲 神と 申 奉れる 例な めり、 大倭 本紀、 天皇 之 初 天 降來之 時、 共 

副 護齋鏡 三面 子 鈴 一 合 也、 の 本 註に、 一 鏡 者 云々.、 一 鏡 者 云々、 一 鏡 及 子 鈴 者 天皇 御 食津神 朝夕 之 食 向、 夜 護 日護齋 

奉 大祌、 今 卷向穴 師社宮 所 レ坐拜 祭大祌 也と 見えた る、 此穴師 社 宮は同 式に、 卷向坐 若 御 魂 神社 (大、 月. h 、相嘗 新嘗) 

と 有る 此御 事なる が、 右の 三 鏡 子 鈴 は 天 璽と 共に 天降し 給 ひて、 上古 は 皇大宮 にて 持齋 かせ 給へ る 御物な り、 此廣矛 

も 共に て、 注進 狀に此 矛 亦 上古 在- 1 天皇 大殿之 內-と 有る が 如くなる を、 崇祌 天皇 六 年に 穴 磯： a に as し 奉られし 時、 子 

鈴 も此に 初めて 祀 祭らせ 給へ るな りけ り-、 然る を垂仁 天皇 御 世に、 山 tS 郡に 大倭大 祌を齋 奉らせ 給へ る 時に、 兵 主神 

社に 納め 置かれし 廣矛を 移して 相 殿 神と 爲られ たるながら、 子 鈴 は 其 地に 留め 給 へれば、 兵 主と 申 奉る 祌靈 を： 兀の穴 

磯に 留め 祭らる- -事、 猶狹井 神社の 狀 なりし なる 可し、 今 兵 主神 を 中と し、 若 御 魂祌を 右と し、 左 は 式の 穴師 大兵 主 

祌社 にて 總て三 社な り、 春 日 社 記に、 若宮 外 院の兵 主 明 祌を八 千矛祌 也と 云 ひ、 又 諸 神 記 神 名 式なる 近 江 國野洲 郡 兵 


主神 社條 に、 此神八 千 矛 神 也と 見え、 神祇 正宗にば 大國玉 命と も 云 ひ、 播磨國 铹磨郡 射 榍兵主 神社 二 座を假 I チ 風土記 

に、 「大巳 貴 命 五十猛 命 二 座な り _ 一と 書し、 壹岐國 壹岐郡 兵 主祌社 (名 祌大) を、 壹陽略 志に 祭神 大巳貴 命と 云へ るな ど 

證と爲 べし、 淸和 天皇 實錄 に、 貞觀 元年 正月 二十 七日 甲 申、 奉， 授， 一大 和國從 五位 下 勳八等 穴師兵 主神 正 五位 上， と 見 

ゆ、 斯れば 諸 國に兵 主神 社と て 多く 立た せ 御 在し 坐す は、 皆 此大巳 貴 神の 八 千 戈祌と 申す 御 魂を齋 奉る 御社 共に なむ 

渡らせ 給へ りけ る、 其 兵 主神と 申し 奉る 意 は、 下に 其傳を 立て k 注し 奉る 可き なり、 (此 を祌名 帳考證 に、 其 諸 神 記 

に 八 千 戈 神と 云 ふ を 非なる 由に 云 ひて、 素戔鳴 尊の 御 事と 云へ るは甚 じき 誤なる 由、 其 所に 就て 云 ふを昆 るべ し、 如 

此く 見る 時 は、 今 は 大和 社の 相 殿 神に て 渡らせ 給 へれ ども、 本 は 穴 磯に 八 千 戈神大 市長 岡 岬に 大國魂 神と 二 所に 別れ 

て鎭り 奉り 給へ りし 者なる が 故に、 其 跡 處も各 異なるな りけ り、 垂仁 天皇 御世に 大和 社 を 定めさせ 給へ りし 御 時に 至 

りて、 其始 宮中に 御 在し 坐し， -が 如く 1 所に 合せ 祭れる にこ そ、 叉 二十 八卷に 引ける 播磨 風土記に、 铹磨郡 安師里 

土中々 右 稱，， 安師 里， 者 倭 穴 无祌々 戶託仕 奉、 故 曰號- 穴師， と 云 ふ 事 有り、) 叉 相 殿 神 今一 所 Q 御 歲祌の 御 事 はし も已 

に傳 二十 四に 委しく 註し 奉れる を、 今 は 此大國 魂 神の 相 殿に 御 在し 坐す 御 事の み を 云 ふべ し、 注進 狀に御 歲祌者 守； T 

護 禾穀- 神 也、 是以- 一八 握 嚴稻， 爲 -1 祌體？ 古語 拾 遣 曰、 大地 主神 營：， 田 之 日、 御 年神獻 n 白 猪 白馬 白 鶴， 奉レ 謝、 無- 1 蝗蟲 

之災 T 年穀 豐稔、 故 至レ今 天子 以 -1 白 猪 白馬 白鷄- 毎年 祭- 1 御歲 神-也と 有る、 守^^護禾穀-祌也は、 營 田の 事に 專御功 御 

在し 坐す 神の 謂な り、 八 握 嚴稻は 八 朿穗と 云む が 如し、 嚴稻は 伊豆 志 漏と 訓 むべき にや、 祌武 1K 皇戊 午年 御紀 に、 嚴 

此 云，, 怡途, と 注して 粮名爲 ，1 嚴稻魂 女， と 有れば、 例の 淸淨 なる 稻穗と 云 ふ 事なる が、 又舒 明： 大 皇前紀 に嚴此 云，, 伊箇 
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之， と 有りて 怡途、 叉 伊箇之 共に 同一 百なる が、 祈年祭 詞に、 御 年 皇神等 能 前爾 白久、 皇神等 能 依 左 志奉牟 奥 津御年 乎、 手 

拔爾 水 沫畫垂 向股爾 泥畫寄 S 取作牟 奧津御 年 乎、 八 束穗能 伊加 志穗爾 皇神等 能 依 左 志 奉 者と 有に 合せて 思 ふに、 八來嚴 

稻と云 ひて 八 束穗能 伊加 志 穂と 云 ふと 同じ 意味に なむ 有りけ る、 天武 天皇 六 年御紀 に、 獻 -1 瑞 稻五莖 T 毎レ 莖有レ 枝、 

其 八 年に 貢-一 瑞稻 T 毎レ 室有レ 枝と 有る、 瑞稻は 近き 語ながら、 祥瑞の 事に 取 成せるな がら 此八 握， 嚴稻の 事 を 云 ふなり、 

若て 此八 握嚴稻 はし も 決めて 尋常の 稻穗 にて は 非 じ、 傳ニ 十四に 注せる が 如く、 此は 大地 主神の 御田 營 らし & 御 時、 

御 歲神を 謝て 得させ 給へ る稻穗 なりけ む を、 端 之 八 坂 漥に副 へ て 天上に 奉らせ 給へ る を、 其 任に 天 璽と 共に 天 降し 給 

へりけ む を、 大國魂 神の 皇大宮 に 御 在し 坐し し 間 も 一 所に 置き 奉らせ 給 ひしから に、 此 相殿祌 にて は 渡らせ 給へ る 御 

事と ぞ伺 奉られ 侍る、 (然れ ば崇神 天皇 六 年に 皇大宮 を w し 奉らせ 給 ひける 時に、 八 千 戈 神 を 穴 磯に、 大國魂 神を大 

市長 岡 岬に 祭り 別け させ 給へ る 時に も、 猶此御 歲祌は 大國魂 神と 共に 御 在し 坐し けるな りけ り、 此は 甚." <少緣 ならぬ 

所 由有る 御 事に こそ、 叉傳 二十 四卷に 注せる が 如く、 式の 飛驟國 大野 郡 水 無 祌社は 此御歲 神に て 渡らせ 給へ る を、 和 

名抄鄕 名に 當郡三 枝 佐以久 佐、 阿拜 阿波と 有る のみなら す、 三代 實錄に 氣多神 叉木 母國津 神な どの 見えた る も _恣 くに 

此の 倭 大國魂 神社の 事に 合 へれば、 相 照して 辨ふ 可き 事共な り、) 叉 注進 狀に、 別 社 狹井祌 社 (在- 1 大和 國城上 郡-) 傳 

聞、 狹井神 者 大巳貴 命 之 荒 魂、 大國魂 神 卽當社 別 社 也と 有る は、 祌名 式に 城 上 郡 狹井坐 大祌荒 魂 神社 五 座 (鍬！^) と 見 

えたる、 是卽 山邊郡 大和 坐 大國魂 神社 三 座 (竝名 祌大、 月次 相嘗 新嘗) と 有る 其舊 地なる 事、 同書に 所謂 大 市長 岡 岬 

今狹井 社地是 也と 有る にて 灼然き 事、 上に 巳に 注せる が 如し、 又 注進 狀に相 殿 神 四 座、 大物 主神、 姬踏鞴 五十鈴 命、 


勢夜多^^{比賣、 事 代 主祌と 有りて、 其 大物 主神の 下に 傳開、 大物 主神 者 大已貴 命 之 和 魂 也、 (中略) 此祌之 子 姬踏鞴 五 

十 鈴 命、 神 名 帳 曰、 大和 國城上 郡大神 大物 主神 社 一 座 (名 祌大、 月 ォ 、相嘗 新嘗) と 書し、 姬踏鞴 五十鈴 命 勢 夜 多 良 比 

賣の 下に、 古事記 三 島 隍咋之 女、 名 勢 夜 多 良比寶 (溝 橛姬、 . 攝津阔 n 一島 之 人、 祌名帳 攝津國 島 下 郡溝咋 神社 一座) 其. 

容姿 魔 美、 故 美 和 之 大物 主神 娶，， 其 人 f 生 子、 名 謂，， 比寶 多多 良 伊須 須余 比賣 T 故 謂，, 大祌 御子， 也、 (中略 後 參っ入 

宮内 f 阿禮坐 御子 名 祌沼河 耳 命 (殺靖 天 皇) 祌名帳 曰、 大和 國添上 郡 率 川 坐大神 御子神 社 三 座と 有りて、 事 代 主神と. 

共に 都て 五 座なる が、 同書 率 川 祌社條 に大祌 氏家牒 曰と て、 大神 御子神 (姬 踏鞴 五十鈴 命) 子守 (御母三.3^溝橛.^^^之 

女 玉櫛姬 ) 狹井祌 (大巳 貴 命 荒 魂 大！： 魂 命) と 有て 是三 座の 說 なり、 然るに 大 三輪 神 三 座 鎮座 次第に、 春 日 三 枝 神社、 

嫁蹄鞴 五十鈴 嫒命 也と 見えた る、 此は式 外なる が、 其 中に 奉， 齋 nf- 踏鞴 五十鈴 嫒命 大物 主命， 也と 有る を 正し 見る に、 

率 川； t 社に は 却り て 此姬神 は 半： さすて、 大物 主神 ぞ御 在し 坐すな る 可き、 注進 狀に三 枝 御子 社 一 座、 傳閜、 狹井神 之 

子 事 代 主神、 祌名帳 曰、 大和 國添上 郡 率 川 阿波 神社と 有り、 然れば 此狹井 神社 五 座 は 率 川 神社 三 座と 率 川 阿波 神社と， 

式：^ なる 春 日 三 枝 神社との 祌等 になむ 渡らせ 給 ひける、 此御事 委しく は錄廿 四に 注せり、 考 合す 可し、 偖 上に 注せる 

が 如く、 此に大 神 荒魂祌 社と 有る から、 誰し も 大物 主神の 荒 魂 を 祭れるな めり と 思 ふ 物から、 祭る 所 右の 如くなる か 

らは、 其大 神に 御 在し 坐す 大巳貴 祌の荒 魂 和魂祌 を此. に は 祀らせ 給へ るな やけり、 又 率 川 神社 阿波 神社 春 日 三 枝祌社 

の 三 所 は、 此に祀 る 五 趣の 神 等 を 後に 祭り^ けられた りし 者に て 有りけ り、 (叉 注進 狀率川 神社の， 別 社に 圍韓 神社 三 

座と 有る、 此も式 外にて 渡らせ 給 へれ ども、 甚.？ 止 事 無き 所 由 御 在し 半： すに て、 祌祇 令に 孟夏 三 枝 祭と 有る を、 義解 
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に f:-, 率 川 社 祭， 也と 見え、 注進 狀に傳 聞、 園 神 者 大巳貴 命 之 和 魂 大物 主神 也と 有る 下に、 此祌園 華 飛散 之 時發， 1 疫痫 7 

守 IT 護 之- 鎭っ止 之 T 仍 云- 1 園 神， 敷、 園 殖-, 草木， 之處 也、 集 解 所謂 三 枝 和 靈祭ー K= 常 社 之 事， と 有る を、 集 解に は此 云， ー麁 

靈和. 1 祭， と 有て、 其 危靈は 狹井祌 の 御 事なる を考 合する に、 此狹 井木 社より 右の 神 等 を 便利の 地に 遷し 奉れるな る 

可し、 此兩 所の 事 を 明らむ るに 非す は、 此神 等の 御 事に 於て 大に盡 さに る 所有る も Q たり-、 下、 上野 國佐位 郡 大國神 

社の 所考 合す 可し、) 叉 注進 狀別社 條に丹 生 川上 神社 一座 (在 n 同 國吉野 郡，) 此祌者 雨師祌 也、 祈， 雨 止 レ霖、 奉幣 不 

レ週 n 當社 f 祌名帳 大和 國吉野 郡 丹 生 川上 祌社 (名 神大、 月. fr、) と 有りて、 下に 延喜式 曰、 凡 奉，, 幣丹生 川上 神， 者、 大 

和 社 神主 隨レ 使向レ 社奉レ 之、 是丹生 川上 祌社爲 n 常 社 之 別宮， 也、 と 有る、 奉， 之より 以上 は 臨時 祭式の 文なる が、 凡て 

別 社と 云 ふ は 后 神と か 兒祌を 祀れる 社に 限れる 事なる を、 右の 雨師 祌は傳 八に 註せ るが 如く、 高 竃祌の 御 事に て 渡ら 

せ 給 へれば、 此大 W 魂 神に 於て 更に 由無き 心ち なむ 爲る を、 強て 思 ふに、 古事記に 大穴 牟遲 神の 御名 を舉げ て、 故 共 

八 上比寶 者、 如， 1 先 期， 美 刀 阿多 波 志 都、 故 其 八 上比賣 者雖- 率來； 長， 1 其 摘 妻 須世理 爲賫， 而、 其 所， 生 子 者 刺； T 狹木 H^- 

而返、 故 名， 一 其 子， 云-; 木 种ハ 亦 名 謂-一 御井 祌， 也と 有る、 八 上 は 因幡 國の郡 名 なれ ども、 此 程の 祌に 地名 を 以て。 说く 

る 察 は 無 かりければ、 祌 名に 起れ る 事 云 ふ も 更なり、 故 八 上 は彌！ S にて 其 高寵祌 に亞ぐ 由なる 可し、 御子に 御井： t 坐 

す も大に 51 有りて 聞 ゆ、 倚 此は大 巳 貴 神の 娶給 へる 女神に は 有れ ども、 長， ー其嫡 后， と 有れば、 故 有りて 此大國 魂 神に 

屬 るなる 可し、 祌名 式に 因幡 國法美 郡 意 上 奴 神社 は 於箇美 能と 訓 むべ し、 叉 八 上 郡 久多美 神社 萵草郡 伊和 神社 坐す を、 

W 雲 風土記に 波 夜 佐 雨 久多美 乃 山と 云 ふ 語 見え、 豐後 風土記に 球 珠郡球 夏鄕、 此 村有， 泉、 (中略) 卽 有-一 蛇 If _  (謂- 1 於 


箇 美，) 云々、 因爲， 名 云々 と 云 ふ 事 有り、 叉 和名 抄鄕 名に 八 上 郡 佐 井と 有る は、 神 名 式に 大和 阈城上 郡 狹井坐 大神荒 

魂 神社 五 座と 有る に 思 寄す 可く、 叉 其 伊和 は、 式に 播磨國 宍粟郡 伊和 坐 大名 持 御 魂 神社 (名 神大) と 有りて、 同 郡大倭 

物 代 主神， 直， 坐せば、 伊和 社 は 大名 持 神に 非す、 其 は 御 魂 神と せば、 決く 其 荒 魂 大國魂 神に て、 此に 和魂祌 と共に 竝 

び 給へ るな りけ り、 若て 其吉野 郡に 大名 持 御 魂 神社 (名 神大、 月， 、相嘗 新嘗) と 此丹生 川上 神社と； IS び 半： す 事、 右の 

ral 幡國の 式 社と 合へ るが 上に、 宇陀 郡 御井 神社窒 生 龍 穴祌社 坐す 事奇 しと 云 ふべ し、 叉 ^廿 四に 注せる が 如く、 式に 

和 泉 國和泉 郡 泉 穴 師祌社 兵 主神 社 坐す に、 意賀美 神社 積 川 祌社五 座 (鍬) と 有る を、 社 記に、 生 井一 i 井綱 長 井波 比祇阿 

須波神 也、 日极. 郡 1! 玉 神社 意 賀美祌 社な ど 有る に 就て、 御井 祌は此 に 生 W でさせ 給へ りけ むと 所 EE 心 ゆる 由 有り、 叉攝 

津國東 生 郡 難 波 坐 生 國魂祌 社 二 座 (粒 名 祌大、 月次 相嘗 新嘗) と 有る は、 此大 1： 魂 神に 來： す 下に 注せる 如くなる に、 西 成 

郡 坐 摩祌社 (大、 月. 新嘗) も 其 所 レ祭生 井福 井綱 長 井 阿須 波 波 比岐祌 にて、 上の 三 神 は 御井 神を稱 別た る 御名な り、 如 

此く大 國魂祌 と 御井 神と 殊に 相 親しませ 給へ る 所以 有る と、 叉 其 意賀美 神と 御井 神と 大に相 近く 御 在し 坐す 由 緣を探 

索る 時 は、 其 極まる 所 右の 八 上比賣 神に 歸て、 此 大和 社より 丹 生 社を刖 社と 爲て齋 奉る 由 來も此 に 至て 明らかな ろ 者 

なり、 (右の 泉 穴 師神者 二- M は、 上に はせ る 大和 國城上 郡 穴 師坐兵 主神 社穴師 大兵 主神 社 を 合せた るな 一め り、 叉 兵 主 

神社 は 八 千 戈 神に て 渡らせ 給へ る は 更なり、 大鳥郡 生 國祌社 大歲祌 社な ど 坐す も 皆 所以 有る 事な り、 叉 美 濃 國多藝 郡 

御井祌社久久美雄^^ノ神社坐すは、 河内？！；；： 川 郡 美 具久留 御玉 神社 今 下水 分社と 申して、 靈 神の： S なる にも 思 ひ 合す 可 

し、 叉 但馬國 養父 郡 兵 主： t 社、 更杵 村大ぉ 主神 社、 御井 祌社、 氣多郡 久刀村 兵 主神 社、 御井 神社 坐すな ど、 御井 神に 
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は大已 貴： t より は大國 魂祌、 叉 丘 ハ主祌 の 御 方に て 殊に 親しく 坐すな ど 思 ひ 合す 可し、) 惜此大 1: 魂 神を箫 奉れる^ 國 

の祌社 は、 右に 注せる 神 名 式の 大和 國吉野 郡 大名 持 御 魂 神社 (名 神大、 月次 相嘗 新嘗) 御 在し 坐せ ろ、. 此を大 國魂神 

と 定め 云 ふ 所以 は、 上に 注せる が 如く、 大名 持 神と 申し 奉る 時 は 御 本體の 御名に て 渡らせ 給へ る を、 其 貢 を 上に 置き 

て 大名 持 御 魂 神 と 巾す 時 は、 其 主神の 御 功 用 を輔相 奉る 祌の 謂に て、 此 にて は 正しく 此大 國 魂： t に 渡らせ 給 ふ 事 論 を 

待た す、 三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月 廿 七日 甲 t、 奉 レ授， 一大 和國從 一 位 大巳貴 神 正 一位， と 有れ ども、 此は 上に 引ける 

大 三輪 神 三 社 鎮座 次第に 依る に、 其 三 社の 中に 御 在し 來す大 巳 貴 祌の神 階 なれば 此御魂 神の 御なら す、 伹、 式に は大 

名 持 神社と 有る を、 今 は 臨時 祭式に 依りて 引けるな り、 大和 志に、 在 n 妹 山 T 山 屬，, 川原 屋村 r 域內有 >1 大海 寺 f 社 前 

有-潮 生 淵 T 毎歲 六月 晦、 潮水 湧 湧、 故 名-, 龍門莊 r  二十 一 村共預 n 祭祀， と 見えたり、 叉 神 名 式に、 播磨 1K 六 粟 郡 伊和 

坐 大名 持 御 魂 神社 〔名 神大) と 有る、 此 伊和 太 神と 申し」 举 りて 卽 神代 Q 故事 多 在る 所 なれ ども、 其 は 傅 二十 八に 右 風土 

記 を 引て 注せる が 如く 伊和 は 三輪の 轉 なり、 然して 續 風土記と 云 ふ 物に、 中 九 所神祕 東 五十猛 命 西 大巳貴 命と is- えた 

る、. 其 中 九 所 Q 御 事 を 後に 姬邊 古記と 云 ふ 物に、 天 正の 頃總 社， -務 五代 主 水 正； m 記に、 府邊九 所. 一  八十 宇都 明理 

、、  、、、、、、、  <•、、、、、  、、、、、、>  キラ  、、、、、  、、^、、、  、、、、、、、、- 

玉姬、 一 璺玉淸 阿 夜 娘、 一 阿 夜健彥 男、 一夜 麻 伎 小 玉姬、 ー璺明 娘、 一 五十 加姬、 一玉 明 麻 伎 娘、 一 阿 夜 伊佐 袁志健 

*^ 男、 一 八十 明 璺姬、 以上 九 所在 所 不レ詳 と 有りて、 次に 姬路總 社 九 所 种 靈 一 刑き 大祌ー 一座、 一 富 姬明祌 一 1>  1 吾 HI? 

、、、、、  、*、、、、、  、、、、、、、  、、、、、、、  、、、、、、、  *、、、、、、 ，勢 9  9  ，  • 

負 明 神 二 座、 一平 野 明 神 三 座、 一角 岳明祌 一座、 一 溝 口 明祌ニ 座、 一圃 家 明 神 三 tl、 一佐 伯 明 神 三 座、 一角 明； t 一座 

と 有る は 右の 神 等 Q 本社なる 可き を、 此に九 所 共に 併せ 祭られた るに て、 此は其 伊和 大祌の 御子 等なる 可し、 三代 實. 


錄に、 處觀 元年 正月 二十 七日 甲 申、 奉， 授， ー播 磨國從 五位 下 勳八等 伊和 坐 大名 持 御 魂 神從四 位下 T 元 慶五年 六月 二十 九 

日 乙已、 校-一 播磨 國從四 位下 勳八等 伊和 坐 大名 持 御 魂 神 正 四 位下， と 見え、 百練抄 にも、 平： H 元年 八月 二日 陣定 播磨國 

伊和 社燒亡 事と 見え たれば、 公家の 御 崇敬 も 世に 殊 なりし 御 事 知るべし、 和名 抄鄕 名に { 六 粟 郡 伊和と 有り、 偖 社說に 

欽明： 大皇師 安元 年 甲 申 二月 十一 日始現 座と 有れ ども、 右に 引けろ 風土記 香 山の 故事 は 神代に て 有るべく、 叉 神 名 式に 

-せ 

同网 明お 郡 伊和 都比賣 神社 赤穗郡 伊和 都比賣 神社 坐す も 其 后 神と 問えて、 播磨 一 國に 亙りて 甚 じき 神に て 渡らせ 給 ふ 

由 なれば、 伏和大 神の 御 在し 坐す は 神代よりの 事に て、 社 壇 を 被レ定 たる は 其 御世の i: 事なる を始現 座と は 云へ るな 

めり、 峰 和 記に、 欽明 天皇 ュ E 二十 五 年 託，, 伊和 恒卿， 云、 可レ 祭， I 朕 於此地 r 蓋 有-! 上代 之 幽契-哉、 翌日 忽平森 中雙鶴 刷 

レ羽 佇立、 于時恆 卿 奏上、 帝 營ニ寶 基， 被. 寄 二祌戶 T 併定 ニ富國 一 宮 一而 被 レ授二 正 一 位 一と 有り、 又此 社の 遙宮は 姬路府 に 

總社 伊和 大明 神と て 有り、 神社 啓蒙に、 炼聞、 當社 者以， 一大 名 持 命， 奉レ崇 云云、 里 顔 云、 七月 旣望 兵士 會集 爲， 一軍 旅 之 

成 儀， 云、 古老 相傳 云、 欽明 天皇 御宇 師安 元年 六月 十 一 日 當社影 向 也、 稱，, 一 國 守護， 者 天平 寳字 年中 也、 按峰相 記 云、 

ヂ、 平 寶字八 年異賊 襲来、 卽遣 一一 藤 原 貞國ー 追討 云云、 恐^^貞國凱旋之日祀焉と有る、 此にー 國の總 社と して る は 例 Q 

如く 1; 內の諸 神 を 合せ 祀る 物から、 殊に 伊和 社と 申す 御名 を顯 して 齋 奉る は、 實は此 大名 持 御 魂 神 はし も 上に 注せる 

が 如く、 大阔魂 神に て 御 在し 坐す 故な めり、 (右の 如く 伊和 坐 大名 持 御 魂 神社 は宍菜 郡に 御 在し 坐して 是本 { 呂 なり、 

IE* 郡 姬路に 御 在し 坐す 正 一 位 勳八等 和 大明神 は 其 別 社な り、 叉 明 石 赤穏ニ 郡に 伊和 都 比 賫祌社 坐す は 后 神な どに. 

御 在し 坐すべく して、 其圃 にて は 所 狹き祌 にて 渡らせ 給へ る Q みならす、 猶餘國 にも 亙りて 因幡 國邑美 郡に 伊和 神批 
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御 在し 坐せ る を、 和名 抄錄 名に 同 郡 神戶と 有る を 以て 古に 甚尊 かりし 御 事 を曉る 可く、 叉神名式に攝津國武庫^^伊和 

志豆神社大月，^、新嘗と有る、 伊和 は 右に 同じく 志 S は 別の 紳號 なる 可く して、 此も大 に 由 有ろ を、 一鬼 原 郡 K3i 主 西 神 

社 歙靱と 見え、 河 邊郡有 馬 郡に 大物 錄 有り、 叉 大物 浦と 云 ふた ども 有る を考 合す 可し、 惜淸和 天皇 霣錄に 寅 観 元年 正 

月 二十 七日、 奉， 授， ー攝 津國從 五位 下 伊和 志 豆神從 五位 上， と 見 ゆ、) 偖 上に 云へ るが 如く、 諸國 にて 某 大闺魂 神 某阈魂 

神と 申す は 其 地の 國魂 神に 坐せ る を、 其 上に 立た し 御 在し 坐して 天下 を 統御め ilg ふ は此倭 大國魂 神に 渡らせ 袷へ る を 

又 其 唯に 打 任せて 大國魂 神國魂 神と 申す は、 多く は此倭 大國魂 神なる 中に 殊に 尤け きを、 此に抄 おて 少か 注し 奉る 可 

し、 神 名 式に 常 陸 國眞壁 郡大國 玉祌社 坐せ り、 常陸國 二十 八 社 鎮座に 在，, 笠 間 城 之 南 五 許 里 大國玉 村 t 祭！ t 二 座、 東 

爲= 男 體宮， 大國玉 命、 西爲， 一女 體宮 T  活玉依 緩 命 一と 見 ゆ、 仁 明 天皇 御紀 に、 承 和 四 年 三月 戊 子 常 陸 1： 眞壁 郡大國 

主神 預ニ官 社； 以 H 此种殊 有-一 靈驗， 也、 十二 年 秋 七月 辛 未 奉 レ授， 一 常睦國 無位 大國 玉神從 五位 下， と 有り、 新 洽郡稻 田 神 

社 (名 祌大) 坐す は 其 御 a に 御 在し 坐し、 同 郡鴨大 #禪 子 神主 神社 は逮德 H 八 皇御紀 に 謂 ゆる 鴨 主にして、 卽事代 主神 Q 

御子に 坐せば 此 神の 稗 孫に 常り 給へ るな ど、 傳ニ 十一 に 注せろ が.， ゆし、 又 和名 抄鄉 名に 亥 城 郡 生国と 有ろ も、 此大國 

魂.. t を生國 a- 國神 とも 生 島 足 島 神と も 申し 奉る に 思 ひ 合す 可く、 叉 式に 多 珂郡佐 波 波 地 紙 神社 御 在し 坐す を、 淸和 H< 

皇實錄 に、 貞觀 十七 年 十二月 二十 七日 丁 丑、 授， 一 常 陸 國正六 位 上 三 枝 祇祌從 五位 下， と 云 ふ 事の 見えた ろ は、 上に 引け 

る 大三輸 神 三 社 鎮座. h 、第に、 春 日 三 枝 神社 援蹈檬 五十鈴 媛 命 也と 見え、 大倭 神社 注進 狀に、 三 枝 御子 社 一座、 傳聞、 

狭 弁 祌之子 事 代 主神、 神 名 « 曰、 大和 國添上 郡 率 川 阿波 神社 一 座と 有る を 以て 思 ふに、 佐 波 波 は 三. 枝 0 義 にて 割 葉 ^ 


なる 可ければ、 三 枝 地祇 是に當 る 可し、 神 名 式に 那賀郡 阿波山 上 神社 を 少^ 名 命なる 由 云 へれ ども、 光孝- 大皇 實錄 

こ、 仁 和 二 年 十二月 九日 癸丑、 校，， 常 陸國從 五位 下 阿波 祌從 五位 上-と 有れば、 此 なむ 率 川 阿波 神社と 同 神に て、 事 

代 主 祌の后 神に 御 在し 坐すな る 可し、 叉傳 二十 八に 注せる が 如く、 飛 護 念 祌國津 神の 御名 有る も 思 合す 可く、 叉同錄 

に、 同年 六月 二十 八日 丙 子、 校， 一 常 陸 圃正六 位上鄉 造祌從 五位 下-と 所見た る、 此鄕造 神は久 邇都久 理と訓 むべ くして 

上に 注せる が 如く、 此の 國造大 巳 貴 命を大 國作祌 とも 申し 奉るな ど、 甚々 謂れ 有る 御 事に なむ 有りけ る、 猶傳 二十 ズ 

見る 可し、 (但 大國玉 神社に § 坐せ る 活玉依嫒 命 は、 古事記 水 垣 5 に、 大物 主大神 娶= 陶靠命 之女活 Ha 優ハ 

生 子 名 櫛 御 方 命、 と 有りて 其 和 魂 神の 妻と 爲り 給へ る 女神な り、 然るに 大倭 神社 注進 狀に率 川 神社の 祭神 を、 大神御 

子： t 姬 蹈鞴 五十鈴 命 子守、 御 母 三 島 溝 橛斗之 女 玉 櫛姬、 狹井祌 大巳貴 命 荒 魂 大國魂 命、 と有りて以上三座の5^-なり、 

此こは 殊に 大物 主神なる 可き 所 を、 大國魂 神の 並び 坐す に 同じ かる 可し、 但此 事に は紀記 共に 甚く？^ れ たる 事の 有り 

て、 實には 活玉依 媛 命 は 事 代 主神の. 娶給 へるな り、 傳ニ 十八 卷に云 ふ を 見るべし、」 叉祌名 式に 上 軒 國佐位 郡 大國^ 

社 御 在し 坐す を、 木 國祌名 帳に は從 一位 大國玉 大明祌 と 有り、 和名 抄郡 名に 佐位鄕 名に 佐 井と 見え、 同 帳に せ 樂郡從 

五位 上 佐 位 明祌と 有る 事 實に其 謂れ 有る 事共な り、 右に 注せる が 如く、 祌名 式に 大和 國城上 郡 狹井坐 大神荒 魂 神社 五 

座 (鍬 靱) と 所見た る を、 大倭 神社 注進 狀狹井 祌社條 に、 傳聞、 狹井祌 者 大巳貴 命 之 荒 魂、 大國魂 神 卽當社 別 社 也と 書 

し、 其 率 川 神社 條に狹 井 神 (大巳 貴 命 荒 魂 大國魂 命) と 有り、 然れば 大國魂 神社 を 略き て大國 神社と は 中せ るな り、 

猶 右の 神 名 帳に、 群 馬 郡 正 五位 上 大國玉 明 神、 那 波郡從 一一； 位國 玉明祌 とも 見え、 雄 氷 郡 從四位 上 若國玉 明祌と 申す も 
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有る は、 天降 臨 章に 顯國玉 之 女子 下照姬 (；亦 名高 娘、 亦 名稚國 玉) と 有る にも 思 ひ 合す 可く、 叉 上に 注せる が 如く、 

.3 田 郡 賀茂祌 社 美 和 神社 式に 見え、 祌名 帳に 甘 樂郡從 一 位宗岐 明祌、 從 五位 上 億 津宮明 神、 群 馬 郡 正 五位 上 息津宮 明 

神、 ■ 群 馬 西郡從 三位 息 津宮明 神な ど 坐す は、 謂 ゆる 宗像 神に 御 在し 坐す 由、 偉 十三に 註せ り、 叉 多 胡 郡 正 五位 上 郡 御 

玉 明祌、 緣 野郡從 五位 上 郡 御玉 明祌、 利根 郡 從四位 上 郡 玉 明 神、 勢 多 郡 正 四 位下 郡 玉 明祌、 佐 位 郡 從四位 上 郡 玉 明 神、 ， 

新田 郡 正 五位 上 郡 玉 明祌、 邑 樂郡從 五位 上 郡 玉 明 神と 有る、 此は 大國魂 神に 屬 て 國魂神 有り、 國魂祌 に 腸て 郡 魂祌の 

坐す 由に て、 此國に 限りて 詳に傳 はれるな む甚 美た き 事な りけ る、 叉 神 名 式に 陸 奥 國磐城 郡 大國魂 神社、 和名 抄鄉名 

に當郡 和と 有る は、 倭 大國魂 神社に 思 ひ 合せら る \ を、 磐 城 名勝 略記と 云 ふ 物に、 在 二 城 東 一 s 六 町菅波 村？ 祭祌大 

物主祌 例祭 二月 初 午と 有り、 但 大物 主神 も此相 座に 御 在し 坐 すらむ を、 大國魂 神の 御名 を脫 して 傳へ， たるなる 可し、 

叉 同 郡 佐 麻久嶺 神社 を 同書に 在 ，1 城 巽 二十 餘町 T 祭祌 五十猛 命、 例祭 四月 八日と 有る は、 右に 注せる 神 名 式に、 播磨 

國{ 六 粟 郡 伊和 坐 大名 持 御 魂 神社 (名 祌大) は 此大國 魂 神なる に、 五十猛 神 も 其 相 殿に 坐し、 同 郡 大倭物 代 主神 社 も す 

に 相 符合 ひ、 叉 因幡 國邑美 郡 中 臣崇健 神社 は 五十猛 神、 高 草 郡 伊和 神社 は 大阈魂 神に や： し、 nRj 美 郡 美和鄕 有り、 叉 常 

陸 國那賀 郡靑山 神社 は 五十猛 神なる に、 眞壁郡 大國玉 祌社御 在し 坐すな ど を ml ふに、 此三神 如此； r び^せる 中に も、 _ 

五十猛 神と 大國魂 神と は 殊に 親しく 渡らせ 給 ふ所緣 なむ 御 在し 坐す 御 事と 所見たり けろ、 叉 神 名 式に 謂 ゆる 佐 渡國羽 

茂 郡度津 神社 は 五十猛 神に 御 在し 坐す を、 和名 抄に贺 茂 郡 見え、 叉 其 郡に 賀茂 佐爲 のニ鄕 有る、 佐 爲は卽 右に はせ る 

大國魂 神に 由有る 地名なる を も 思 合す 可し、 (故 此大國 魂 神社 佐 麻久嶺 神社 は 右の 如く 播磨國 に 由有る 御祌 等なる に、 


已に傳 二十 五卷に 云へ るが 如く、 陸 奧國色 麻 郡 伊達 神社 名 神大と 有る に、 播 磨國转 磨 郡 射楣兵 主神 社 捭保郡 中 臣印達 

神社 名祌大 坐し、 叉 和名 抄鄕 名に 链磨 郡？； J 達 伊 多 知と 有るな ど、 郡 名 鄕名神 名 共に 相 合へ る は、 上古より 播 磨より 陸 

奥に 移り 住ませ 耠 へるな ど Q 御 事な どや 御 在し 坐したり けむ、). 叉 神 名 式に 淡 路國三 原 郡 大和 大國魂 神社 (名 祌大) と 

有る、 此を今 本 大字 脫 せる を、 臨時 祭式 名 神 祭條に 大和 大國魂 神社 一座と 有に 訂正して 今 補 ひつ、 文德 天皇 實錄 に、 

仁壽 元年 十二月 壬 寅、 詔以ニ 淡路國 大和 大國魂 神-列- 1 於官 社-とも 有れば なり、 祌祇官 永 萬 記に は 淡路國 二宮と 有り-、 

今 八 太 村 二  {nC と せり、 姓氏 錄 (右京 祌別下 地祇) に 八 太 造、 和 多 罪 璺玉彥 命 兒布留 多 摩 命 之 後 也と 有れば、. 大和 宿 

禰 同族に て 別れし 氏な りければ、 其 大和 坐大國 魂祌 社より 遷り 奉れるな りけ リ、 下考 合す 可し、 偖 式 文の 如く は 右 Q 

如く 一座に 渡らせ 給 へれ ども、 古來ニ 社； Tsl び 立た せ 御 在し 坐す 御 事 は 大同 類聚 方 六十 九卷 に、 久仁 玉藥、 淡 路國三 原 

郡 國魂祌 社傳方 云々、 元 波 少彥名 命 乃神藥 也と 有る は、 此祌も 此に御 在し 坐す 事、 右の 生國魂 神社 ひ 例なる 可し、 其 

外猶 に考へ 及ぼす に、 阿波 國美馬 郡に 倭 大國玉 神 大國敷 神社 二 座と 有る と 其 祀る所 相 等 同じく 御座し あすなる 可 

し、 偖 此敷は 上に： 一. id せる が 如く、 葦原 醜男 神と 申す も 葦原 敷 男 神なる に 等しく、 此 も其義 なる にて 對馬 島上縣 郡島大 

國魂祌 社 御： 在し 坐す に： IST ひて、 下 縣郡敷 島祌社 渡らせ 給へ るに 同じ かりぬ 可ければ、 國魂神 は國敷 神と 共に 御 力 を 併 

せ 御 在し 坐して 國土經 營の功 を 立てさせ 御 在し 坐す にて、 此は別 神に は 御 在し 坐 さじ、 此大國 魂 神を稱 別た る 御名な 

る 可き 事、 下なる 生 島 足 島 神の 所に 說くを 併せ 見るべき なり、 其 生 島神詞 に、 阜ー神 能 敷 坐 島 能 八十 島 者 *  (中略) 島 能 

八十 島墜事 無、 皇神等 能 依き 一 5 奉 故、 (下略) と 有る、 此は 大國魂 神の 御 事 なれば 申す も 更なり、 》 雲 風土記 島根 郡 山 
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ロ鄕條 に、 須佐能 烏 命 御子 都留伎 日子 命 詔、 吾 敷 坐 山 ロ處在 詔而、 故山 口々 风給、 叉 方： i„£ 鄕條 に、 須佐能 烏 命 御子 國忍 

別命 詔、 吾 敷 坐 地 者 國形宜 者 故 云-一方 結 T たど 有りて、 如 此く其 地 を 區训て 敷 坐す 祌の國 中 悉に 多く^す を、 其を統 

領給 ふ義を 以て 大國敷 神と は稱 奉れるな めり ヽ 萬 葉 二 (二十 七 丁) に、 格 一之、 敷 坐 1： 等、 天 原、 石 門 乎 開、 神 上、 上 

座 奴、 三 C 十七 丁) に、 高 輝、 日 之 皇子、 茂 座大殿 於、 叉 (二十 八丁)、 皇神祖 之、 神 乃 i. 曾 乃、 敷 坐、 國 之盡、 叉 (三 

十四 丁)、 安見 知 之、. 吾 王 乃、 敷 座 在、 國中 者、 京師 所 念、 叉 (五十 四 丁)、 太皇 之、 敷 座 國爾、 内 日 刺、 京 思 美彌： 爾、 

六 (十四 丁) に、 荒野 等 丹、 里者雖 有、 大王 之、 敷 座 時 者、 京師 跡 成 宿、 叉 (四十 二 丁)、 八 隅 知 之、 吾大 王 乃、 高 敷爲、 

日本 國者、 皇祖 乃、 祌之 御代 自、 敷 座 流、 國爾之 有 者、 八 (十五 丁) に、 敷 座 流、 國乃波 多 爾、 十八 (十九 丁) に、 御 

代 可 佐禰、 天 乃日嗣 等、 之 良 志久. 流、 伎 美 能 御代 御代、 之 伎 麻 世 流、 四方 國爾 波、 叉 (三十 二  丁) 須賫 s 伎能、 之 伎 麻 

須久爾 能、 安 米 能 之 多、 四方 能 美知爾 波、 十九 (十  一 丁) に、 大王 之、 敷坐國 者、 京師 乎 母、 此問毛 於夜自 等、 二十 ニー 

十五 丁) に、 之 伎 麻 f 流、 離波宫 繭、 伎 己 之 米須、 四方 乃久 -fl 欲 里と 有る は、 此の 大國敷 神の 敷是 なり、 其 五 (十四 

丁、) 鎭懷石 歌に、 美 豆 可 CT 意 可 志 多 麻 比 e」 ；、 可武 奈何 良、 可 武佐備 伊 麻须、 久志美 多 麻、 伊 麻 能 遠 都 豆 繭、 多 

布 刀伎呂 可， s、 と 見えた る 其 短歌に、 阿 米 都 知能、 等 母 爾比佐 斯久、 伊比 都 夏 等、 許 能 久斯美 多 麻、 志 可 志 家良斯 母、 

と 有る を も 此に思 ひ 合する に、 大 國魂祌 と. &し 奉る 其 恩賴を 天下に 敷布 こらし 給 ふ 由 を 兼ねて 大國敷 神と は 中し 奉れ 

るに て、 愈 別 神に は 御 在し 坐さざる 御 事な む 甚だ 明らかなる 者な りけ ろ、 (此を 以て 淡 路圃に 御 在し 牛-す 大和 大國魂 

祌； 1^ 今 現に 祀る所 二 座に て 渡らせ 給へ る、 其 一 座 は 大國敷 神に て 御 在し 坐すべき 御 事 を 明らめ 奉る 可し、 彼 神 名 式に 


謂 ゆる 生 島 祭神 二 座、 拉大、 月次 新嘗、 生 島 神 足 島 祌と 見え、 sf^ 阈東生 郡き 波 坐 生 國！； 魂 神社 二 座、 拉名 ：！； 大、 

月 ft- 相 嘗新嘗 と 有るな ど、 此大國 魂 神 を 一 一 神に 祀 別ら る、 に は大に 深き 所以 有る 御 事と ぞ&〕 はる X、 下に 至りて 云 ふ 

を 併せ 見て、 よかし、) 〇 顯國玉 神、 此も 大國玉 神の 1 名なる 可し、 下に 顯此ー K-1 于 都斯- と： ばし、 古事記に は 宇都 志闽 

玉 神と 作り、 偖此赏 は 四 神 W 生 章 第 十一 一書に 顯見 蒼生 此 云- 1 宇都 志 积阿烏 比等久 佐-と 見え、 古事記 神 名に は 宇都 志 

日金拆 神と 見え、 臣壽詞 に は 宇都 志國 Q 名 有り、 此事は 已に傳 十二に 注せる を、 此 にて は少か 心得る 事 有り、 故此 

御名の 起 はし も傳 二十 二に 引て 注し 奉る が 如く、 古事記に 大已貴 神の 御父大 神の 御所に 到 坐して Si 返らせ 御 在し 坐し 

ける 御 時に、 追及て 大 神の 詔 給へ る辭 見の 御詞 に、 其汝 所, 持 之 生 大刀 生 弓矢 以而、 汝庶 兄？ 5- 者 追？ T 伏 坂 之 御 尾； 亦 追 IT 

撥 河 之 瀬， 而、 意 禮爲， 一大 國 主神 T 亦爲， 1 宇都 志國玉 神， 而、 其 我 之 女 須世理 爲賫 爲 n 嫡妻 二 冊、 (中略) 居是奴 也と 有り 

て、 此 時に 御 父大祌 より 事 依し 授け 聞え させ 給へ る 御名な り、 故 E 心 ふに 大國 主祌と 巾し 奉る は 上に 注し 奉る が 如く、 

天下に 在ら ゆる 國主祌 の 君 長と 御 在し 坐して 國土を 主領き 御 在し 座せ となり、 若て 顯國玉 神は此 にて は大國 主神の 亦 

名の 如く なれ ども、 凡て 其 魂 神と 申す 例 は 上に も 注せり し狀 にて、 其 主神の 御 在し 坐す 外より 其 御 功 用 を 輔佐け 進ら 

せて、 共々 に 其 御 功績 を 大に爲 給 ふ義な れば、 先づ 始め 大國 主神と 爲れと 詔 ひて、 天下の 主宰に て 御 在し 坐すべき 由 

を 事 依し 45 ひ、 次に 其 御 魂 祌をも 活用 かせ 給 ひて、 彌 高に 彌廣 に： 大 下に 恩賴を 令 レ蒙給 ふ 其 御 勢を大 に爲 よと 詔 給へ 

るに て、 始めて 其 荒 魂 神の 分れ させ 給 ひて 大國 主神に 副 ひ 給 ふ 事此に 起れ るな りけ り、 大倭 神社： yi 進狀 に、 倭 大圜魂 

祌者大 已貴种 之 荒 魂、 與ニ和 魂， 戮レカ r 心、 經 r; 營： 大下之 地-と 有る が 如く、 國作 Q 御 事に 於て は、 和 魂 大物 主神より 
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. も 殊に 荒 魂 大國魂 神の 方 親しく 大國 主神に 嵐て 大 造の 績を 建てさせ 給へ る 御 事に し 御 在し 坐せば、 大國魂 神と 顯國玉 

祌とは 唯 大字と 顯 字と 言の 換れ るの みこ そ 有り けれ、. 共に 荒 魂 神の 御名と なむ 所思し かりけ る、 然る は 總て大 と稚と 

は 相 對へ云 ふ 例なる に、 天孫 降臨 章に 顯國玉 之 文 子 下照姬 (亦 名高 姬、 亦 名稚國 玉) と 有りて、 顯國玉 神と 稚！； 玉 神 

. ^竝べ 書され、 叉 右に 注せる が 如く、 上野 國神名 暢に大 國玉明 祌若國 玉 明 神と 相對 へたる を 以て、 此顯 11 玉 神 はし も 

上なる 大國玉 神と 相 同 じくして、 共に 大 K 主神の 荒 魂の 御名に て 渡らせ 給へ る 御 事 をな む 見 奉り 知るべき 者な りけ 

る、 (然る は 其 天 孫 降臨 章の 事件 は 悉に 大已貴 神に 拘 はれる 御 事な り、 . 叉 其 女神 はし も 古事記に、 故 此大國 主神 娶 1* 

坐- 智形奥 津宮， 祌多祀 理爲賣 命：； 生 子 阿 遲鈕高 日子 根 神、」 妹 高比寶 命、 亦 名 下 光比賣 命、. と 有れば、 大巳貴 神 之 女 

子 下照姬 とこ そ 記さる 可き に、 然 有らぬ は 此には 其 荒 魂 Q 御名 を 以て 書 さる- -故も 有りけ らし、 借國々 に 此大已 貴 神 

Q 亦 名 を 以て 祀ら る- -社も 多 かり けれども、 此顯國 玉 神に 阪 りて 然る 事 も 見えす、 叉此 御名に て 有る 事實 とて は 僅に 

右の 下照姬 命の W 自を云 ふより 外に 見えざる は、 大國魂 神と ー祌に 坐す が 故な めり、) 故 此顯國 玉 神 は 右に 引ける 屮 

臣壽詞 に 宇都 志 國と云 ふ 事 有れば、 顯國之 御 魂 神の 義 なる 可く 誰し も 思 ふ 事に は 有れ ども、 上に： 汗せ る 如く、 其大剧 

魂 神と. t す も 大國之 御 魂 神と 申す 義には 坐 さす、 國魂 叉國御 魂と 緩け て 諸國に 在ら ゆる 國魂 神の 君主に 坐す が 故に、 

/  ゥヴシ 

大字 を 冠 ふ らせ 奉る に 等しく、 此の 顯も 語の 上に？ 直て 現在なる 意なる 事、. 彼 權國玉 神の 御名 も稚國 にて は 無く、 稚 

は 上に 冠て 大に對 へたる に 同じ、 偖 此顯を 現在の 義 なりと 云 ふ は 天孫 降臨 章 第二 一 書に、 高 皇產靈 尊 乃 遠？ T 遣ニ祌 r 

勅- 1 大巳貴 神 I 曰、 今 者 聞， ー汝所 4lE 深 有，, 其理？ 故更條 條而勅 之、 夫汝 所：， 治 顯露之 事、 宜 - 是吾孫 治 -v 之、 汝則可 =1 以. 治- 


神事 T  (中略) 於 是大已 貴 神 報 CT 天祌 勅敎感 n 勒如此 T 敢不， 從， 命 乎、 吾 所 レ治顯 露 事 者、 塞 孫當に r 吾 將，， ， 退治- 幽 

事 T  (下略) と 所見た る顯 露事是 なり、 此を W 雲祌 賀詞に は 大八島 國現事 顯事令 事 避 支と 有る が、 此 訓を菅 家名 義抄 

に 現 事 を 阿. R 比 登 碁 登、 顯事を 阿 邪 良 米 碁 登と 有りて、 現 事 は 現 人事と 云 ふ義、 顯 事は鮮 所見 事と 一 K ふ義 にして、 當 

昔 此大國 主神 はし も 常 今の ml 御 孫 尊の 御有狀 なる 現 人 祌に御 在し 坐して、 顯露事 をば 所 知 食 させ 御 在し f しければ、 

其顯 露に 國魂神 を 御め て、 其 上に 大國魂 神に て 渡らせ 給へ る 謂な りければ、 此ー 一名 共に 云 以て 柱けば 其義 一 に 歸る者 

-  、 

なる ぞ かし、 (偖 右の 現 事 顯事を 故 大人 等の 宇都 志 事 阿良 波 事と 訓 まれた る は、 古言の 狀 實に然 有るべく して、 甚愛 

たしと 雖も强 に從ひ 難く や 侍らむ、 右の 名義 抄の訓 は 祝詞 式の 古點 にも 然 有りければ、 古き 事，^ 所見たり、 然して 此 

字 都 志と 云ふ赏 の 義をも 右の ニ訓を 以て 說 くに 至れる は實に 神の 恩賜な りかし、 猶傳 十二 卷顯見 蒼生の 下に： ばせ る を 

合せ 見るべき なり、) 〇 大地 主神と 申し 奉る も 其 荒 魂 大國魂 神の 亦 名に て 渡らせ 給べ る 事、 上に 且々 云へ るが 如し、 

此御名古：.^1拾遺.に95でたり、 昔 在 神 は 大地 主 祌營； -a 之 日、 以， 一 牛宍， 食 n 田 人？ 于レ時 御 歲祌之 子 至- 1 於 其， 田 f 唾 レ饗而 

還、 以， 狀吿， 父、 御歲 神發ド 怒、 以， 蝰 放，， 其 田 r 苗 葉 忽枯損 似，， 德竹 ^ 於是 大地 主神 令，， 片巫 (志 止 止 鳥) 跋 巫- (今 俗 

竈 輪 及 米 占 也) ぃソ求 其 由？ 御 歲祌爲 1 祟、 (下略) と 所見た る、 是此 大地 主神と 御歲 神と 深く 御 因緣御 在し 坐す 由なる 

事、. 此亦 上に 巳に 注せり き、， 大倭 神社 註進狀 に、 II 聞、. 倭 大國魂 神 者、 大已貴 祌之荒 魂、 與 = 和 魂， 戮 A カーレ 心、 經！ T 

營 天下 之 地？ 建 n?.^ 大 造之賴 T 在，， 大倭豐 秋 津國； 守-, 國家； 因 以號 曰，， 倭 大！； 魂 神 r 亦 曰- 1 大地 主神？ 以-入 尺 爲 -1 神 

儼 一 _^レ 齋焉、 と亦名たる^^-は著明きを、 其 大地 主种と 巾す 所以 はし も 同狀に 載れる 垂仁 天皇 二十 五 年御紀 Q 細 註に、 
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1 云、 天皇 以，， 倭姬 命， 爲，， 御杖 T 貢 奉 於 天 照 太 神 f 鎭 座 於 礎 城 嚴檁之 本， 而祠レ 之、 然 後隨- 祌灘？ 取，， 丁 巳年 冬 十月 

甲子 f 遷-于 伊勢 國渡 遇宮 r 是時倭 大神著 n 穗積臣 遠祖 大水 口 宿 漏， 而誨ヒ Z 曰、 太初 之 時、 期 曰、 天 照 太神悉 治-へ 大原； 

皇御孫 尊專： 葦原 中國之 八十 魂 神？ 我 親 治-; 大地 官- 者、 首 巳 訖焉、 然 先皇 御 間 城 天皇 雖， 祭 IT 祀 祌祇？ 微細 未， 探，， 其 

源 根 f 以， 粗 留，， 於 枝葉； 故 其 H< 皇壽命 短命 也、 是以今 汝御孫 尊、 悔，, 先皇 之不" 及 而愼祭 則、 汝尊壽 命 延長、 複 天 下 太 

平矣、 (下略) と 見えた る を、 同狀に は少か 異同 有る 中に、 我 親 治-一大 地官， 者 一一 一一 C 訖焉 云々、 大地 主神 之號起 n 于是 時- 

矣と 有る； I;.- にて、 大地 主神の 所以 詳 かにな む 知られたり ける、 此に皇 御 孫尊專 治， 1 葦原 中國之 八十 魂 神， は、 上に 注せ 

るが 如く、 -大祌 地祇 を 申す 中に も 殊に 八十 圃の國 魂 神を專 と 祭祀ら せ 給 ふ 可き 由 を、 其阈 避の 御 時に： 大上 にて 期り 閒 

えさせ 給へ る 御 事 を 取 w て、 此 に倭大 神の 誨し 奉らせ 給へ るな り、 先皇 御 間 城 天皇 雖レ祭 JT 祀 神祇 T 微細 未 1 探-: 其 源 根 r 

以粗 留，, 於 枝葉 一と 有る は、 崇神 1K 皇八 年御紀 に、 乃ト T 使 n 物 部連祖 伊香 色 雄， 爲 * 神 班 物 A 者吉 之、 又ト， ，1 便 祭-: 伦 神- 不 

レ吉、 十 一 月 丁 卯朔己 卯、 命， 1 伊香 色 雄， 而、 以 M 物 部 八十 手 所, 作 祭 祌之物 T 卽以， ：大田 E 根子， 爲ァ祭 n 大物 主大 神， 之 

主； 叉 以，： 長 尾 市， 爲ァ 祭，， 倭大 Ei 魂 神， 之主ハ 然 後ト， 祭，； 佗祌， 吉、 焉便別 祭， 1 八十 萬 群祌？ 仍定， 社 國社及 神 地 祌戶？ と 

有る 此御事 を 詔 給へ るに て、 此御誨 の 意 は、 大物 主祌大 阈魂祌 をば 且々 に 祭らせ 給 ひ、 IK 社 國社を 定めさせ 給へ りと 

雖も、 其專と 治めさせ 給 ふ 可き 八十 魂 神に は 粗 かに 爲て、 其 枝 紫と 有る 神祇の 祭祀 を物爲 させ 給へ るが 故に、 猶^ 專 

を盡 させ 給 はざる を 以て、 國祌の 守護 無くして 御壽 命の 長 延く御 在し 坐 さ ざり し 由な り、 是卽 今古 共に 産土神 を 祭る 

事の 故實 なる 者な り、 (今 産土神と し 云 へ ば、 時の 流行に 任せて 祇園 社 八幡宮な どを始 として 其 地に 御 在し 坐す 祌社 


を 産土神と 心得る 事に は 有れ ども、 其 元 由 は 一圃に て は 其國魂 神、 1 郡に て は 郡 御 魂 神 を f?^ り、 1 鄉 一村 Q 上に 於て 

其 地に 功 有る 祌卽其 產土祌 にして、 世と 共に 其 地 を 守護 坐す 祌に御 在し 坐せば、 縱令 紙闻社 八幡宮の 如き も 産土神 

と爲て 祭ろ 意味 は 右の 如くに て、 是謂 ゆる 八十 魂 神の 御 事なる を 知るべし、 萬 葉 一 卷高市 古人 惑； T 慯近江 舊堵- 作歌に 

樂浪 乃、 國 都美祌 乃、 浦 佐 備而、 荒 有 京、 見者 悲毛、 と 有る が 如く、 國都御 神の 御 心 荒び 坐す 時 は、 デ、 皇 0 皇宮と 申 

せど も 荒行せ 給 ふ 御 事と 所見て、 甚可 長く 御 在し 坐す 御 事 を 知るべし、 右の 倭 大祌の 此御誨 は 如此く 深き 所以 有る を 

右. の 八十 魂 神 を 唯に 天神 地敏を 申すな りと 云 ふ は甚. - 粗なる 說 になむ、) 故 此倭大 神の 我 親 治， 一大 地官， と 有る 大地 官 

を、 私記に 於 保 津知津 加 左と I 眺める は 決めて 古訓なる にて、 偉 二十 四に 注せる が 如く、 古事記に 大 土神 亦 名 土 之御祖 

神と 見え、 祌名 式に 伊勢 國度 會郡大 土御祖 神社な ど 申す 祌名 有る を、 記傳 に、 「大は 土に 係る に は 非す 此 神に 係る 美 

稱 なり、 萬 葉 十一 (八丁) に 大地 採 雖盡と 有る、 此は 土に 就た る大 なれば、 t 一と は 異なり」 と 云 はれた る 意味 大に 在り 

て、 此 大地 官と 有る 大も iK 下に 在ら ゆる 土 官を總 ろ 謂是れ なり、 偖、 地 官と云 ふ は 地主と 云 ふ義に 等しき 事と 見え 

て、 此下 文に 大地 主神 之號起 ニ于是 時， 矣と 書せ り、 然る 時 は此も 意富 都 知 奴 斯と訓 むべき 事相 1 一して 知るべし、 若て 

t. タリ ヲサ 

其 官を都 加 佐と 訓む事 は 造 長と 云ふ義 にて、 此に地 官と云 ふ は、 其 地 を 造りて 其處に 長と 有る 謂に て、 卽右 Q 八十 魂 

祌 にて 大國魂 神の 屬官の 神 等 を 云 ふが、 此を 統領し 給 ふ 故に 大地 主神と は 申せるな り、 故 其 地官は 地主 神な りと 云 ふ 

事 は 上に 注せる が 如く、 諸國 にて 國 神社と て 多く 有ろ は、 口 訣 に 國神猶 レーず 一 地 主, 也と 有る 是 な る 中 に猶 親く 地 主神 

と 申せる 事 有り、 先づ 朝廷の 御 事 は 坐 摩 を 是大宮 地 之靈と ra. す 由 古語 拾遺に 見え、 齋宫式 在， ー齋 宮內， 大社 十七 座 Q 中 
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に 地主 神と 有る は其宮 地の 靈を 祀らせ 給へ るな り、 神宫 にて は 右に 注せる 大土御 祖祌社 御 在し 坐 を、 度會 {呂 にて は 儀 

式 帳 六月 例に、 十七 日 卽更宮 地神爾 神酒  一 供奉と 有る は、 世 記に 見えた る 土 御 祖神ニ 座に 渡らせ 給へ る を、 後に 宮 

號を 進ら れて， H{:s と 申せり、 長 秋 記に 彼 外宮 地主 神 也と 有る 是 なる 由、 倚 二十 四に 注せる が 如し、 叉 其に も 云へ る m 

4;!: にて、 大 (おは 大已貴 神に 御 在し 坐して 謂 ゆろ 大比數 神に 坐す を、 二宮の 小 比 數神は 山 末之大 主神と 申して 神代より 

の 地主に て 渡らせ 給 ふが 故に、 地主 神と 申し 奉り、 叉 今 思 ひ » づる  一 二 を舉げ 申さば、 神社 啓蒙 石淸水 八幡宮 條に、 

狩 尾 神社、 舊記 云、 件 神 石淸水 地主 也、 卽大國 玉 命と 見え、 大 江匿鄕 記に 賀茂大 神 者 日本 地主 神 也と 有る は、 御祖社 

に 御 在し 坐す 大巳貴 神の 御 事なる を、 社 說に比 良 木 社 所 レ祭當 所 地主 神 也と 有る が 如く、 其 社 地に 就て は 地主 神と 申 

す 別に 在り、 餘 社の 事 も此に 准ら へて 知るべし、 此は 神社に も 限らす、 寺院 にても 官舍 にても 何 にても 各 其 地主： t は 

有る を、 其 を 統領 給 ふ 神に 渡らせ 給 ふが 故に 大地 主神と は 申し 奉れるな り、 筑後 國祌名 帳に 山門 那大 下地 主神と 巾す 

マロ ザ シ匕ト 

御名 Q 有る も、 全此 神の 天下の 地主 神 を 混 齊 しく 爲て御 在し 坐す 義 なる を も 明らむ 可くな む 有りけ る、 (偖 右の 皇 

御 孫尊專 治，， 葺原 中國之 八十 魂 神 一と 有る は、 此地官 神 を 祭らせ 給 ふ 御 事 を 申し、 我 親 治，, 大地 官， と宣 へる は、 件の 八 

十 魂 神 を 制馭 させ 給 はむ となり、 然る を此 大地 官を大 巳 貴 神の 幽事 治しめ す 其 下風に 立ち 給 ふ幽宮 を： K へ るな りな ど 

心 はる は、 甚 じき 强說 なりけ る ぞ かし、 通證に 八十 魂祌を 指， 一 萬 民 一而 首と 云 へる は、 文義を i; 應 せて 見られ ざり し 故 

に 粗き 說 ながら、 大地 官を 所謂 國魂 之義 也、 小侍從 歌、 八 島守 國津御 神 繭祈來 er. 千歳 波 君 我心 奈利介 利、 國津御 神 

卽地； g 謂-一大 已貴 命， 也と 注されし は然 すがに 谷川 大人な りけ り、)， 偖此 大地 主神 をば 大土 主神と 講み 奉る 可き 證、 已 


に；^：にはせるが如し、 此 に^て 叉 思へ らく は、 傳ニ 十四に 已 にも 注せる が、 右に 舉 げたる 古事記 大年 神の 御子 大 土神 

亦 名 土 之 御 紙 神と 出で たる は、 此 大地 主神と 御ガを 合せ 御 在し 坐す 神なる 可から む 事、 此 神の 御社 を 皇 太祌宮 儀式 帳 

管 度會郡 四十 社の 中に、 大土祌 社 ー處、 稱，ー國生神兒大國玉命^ 矛、水佐々^;^^比賣命、 佐々良比古命、 形 石 坐、 倭^ 內 

親王 定 祝と 有る、 此を神 名 式に は大土 御祖祌 社と 有り、 偖 其 國生祌 は、 此 にて は 素戔鳴 尊に 當 りて 大国 玉 命の 御 父に 

御 在し 坐す 由な り、， 若て 此に 女神 を 先に 舉 ぐる 事 は 全く 大國玉 神と 佐. 良比資 命と を祀れ るに て、 却り て 水 佐々 良 比 

古 命 は 從祀と 成り 給へ るなる 可し、 伊勢 風土記 天日 別命の 覓國の 事 を 書せ るに、 愛 大國玉 神 資，, 彌豆 佐々 良比寶 命， 參 

来と 有りて、 水 佐- << 良 比 古 命の 御 事 を 云 はざる は、 此卽素^！戈鳴大神に御在し坐して、 其 時に W 會給 へる 神に て は 御 在 

し 坐-さ ざれば なり、 然して 此佐々 良比賣 命は傳 記に 與， 一 素戔鳴 尊， 合， 力 座 給 也と 云 ひ、 大祓詞 に根國 底之阔 W 坐 速 佐 

須良 比咩止 云 神と 有り、 尾 崎 神社 記に 土藏靈 貴と 出で たれば、 根 國に御 在し 坐し つ.^ も 顯國を 持たせ 給 ふ 謂なる 可く 

思 ゆれば、 其大 土御祖 神と 申す は 決く 此祌 なる にて、 大國玉 神の 大地 主神，^ 坐す にも 御 力 を 副へ 給 ふ 可き 由 有りて 此 

に： r び 給へ ると 所思し ければ、 若て は 古事記に 巳く 大國御 魂 神 を大年 神の 御子と 誤れる に 等しく、 此大土 祌亦名 土 之 

御祖 神と 有る も、 誤れる 傳な るに こそ 有り つらめ、 此大 地主 神 と 申す は、 地下 根底 迄 を 係け て 其 主宰に 渡らせ 給 へれ 

ば、 大土御 祖祌も 地下 根底より 此 大地の 全 を相與 共に 有せた 御 在し 坐すべき 御 事 申す も更 なれば、 甚甚 妙に 奇 しき 理 

にて 有らむ 者ぞ かし、 (偖、 此地 主神の 地主と 云 ふ 字 は、 栽 判 至要 抄、 荒 地 經，, 宮司， 可，， 請 開， 事條に 引けろ， 以仁 十 年 

十 一 日 五日 格に、 以， 一 開藥之 人， 永 爲，, 地主， と 有る も 此に似 著て ぞ思 ゆる、 借、 此 地主の 訓を 古語 拾遺に 大國 主の 神！ a 
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如く 調み、 叉 一 本に 大處 主神の 如く 訓 みたれ ども 當ら す、 叉 平 田 翁 史には 地主 を 登 許 奴 斯と訓 みたり、 然れ ども 私記 

に 大地 官を於 保 津知津 加 左と 云 ふ 明文 有る 上 は 取るべき に 非す、 其 は 臨時 祭式に 鎭， 1 土 公， 祭、 御 川 水 祭、 鎭 -1 新宮 地- 

祭と 云 ふ 有りて、 土 公 は 地主 神を鎭 祭らせ 給 ふ 御 政なる に、 倭姬. 命 世 記に、 與玉神 無， ー寳 殿， 云々、 是土公 氏 遠祖 神 

五十鈴 原 地主 神 也と 書せ る 此興玉 神 は、 地主 祌に御 在し 牛： すに 依りて 此を 齋祀る 氏人 を 宇治土公と 云へ る も、 地主 神 

を 土 公 神と も 申せれば な り、 然 る 時 は 愈 以て 大地 主 祌は大 土 主神の 如く 唱奉 る 可 き 事 灼然く こ そ、〕 〇 大國魂 神の 大 

地官を 治め 御 在し 坐して！： 丄を 守護り 御 在し 坐す 亦 名 を：^ 一島 祌：： やお 神と も：^ 國神足 國 祌 とも. &し、 又は 生 1； 魂 神^!; 

魂 神と も 或は 生 國玉比 古神と も稱 奉る 御 事な り、 其 は 上に 注せる が 如く、 古語 拾遺 祌武 天 皇段、 愛 仰 TT 從皇； 大ニ. 帆 之 

詔 一 建 樹祌羅 一と 有る 中に、 生 島 を是大 八洲 之靈、 今生 島 巫所レ 奉レ齋 也と 有る 是 なり、 是大 八洲 之靈と 注せる は大倭 

神社 注進 狀に、 在 二 大倭豐 秋津國 n 寸 n 國家？ 因 以號コ 曰 倭 大國魂 神 T 亦 曰 二 大地 主神， と 有る と 同じ 意味な り、 叉 神 名 式 

に 謂 ゆる 攝津國 東 生 郡 生國魂 ( 一 本 作，, 生 國咬國 魂 r) 神社 二 座 (並 名 祌大、 月， ^ 、相嘗 新嘗) は 朝野 群 載に 所見た る 生 島 

高祌之 地に 御 在し 來" すなる に 因りて、 此は生 島 足 島 神に て 渡らせ 給 ふ 御 事 著き を、 西宮記 に 今日，, 生 玉, と 所見 たれば、 

常 昔に も 巳に 今の 如く 生 H 魂 神 を 略き て 生玉祌 とも. mL せるな りけ り、 叉俾 二十 五、 並に 下に 注す るが 如く、 越 中 

國射水 郡 氣多祌 社 を、 1 宮 記に 大巳贵 命と 書せ る は 然る 言なる に、 頭注に社記云-大活玉命と有るは殊に床しき^^なる 

を、 此は ：大 祌本紀 供奉 三十 二 神の 中なる 天活玉 命と 事の 混れ たりし 者な ろに て、 天字衍 なり、 生 玉 命と 云 ふ 事に て、 

生 1： 魂 命と. &す 御名 Q 略 かり たるに て 此大國 魂 神の 御 事な ろ 可き 事 申す も 更なり、 (但大 巳 i 命と 申す にも 其 荒 魂 


大國 魂. 神との 遠 は 有りと 云 へ ども、 同 神の 御上 なれば 然て 有りぬ 可き なり、 叉 式なる 能 登 國羽咋 郡 氣多祌 社名 神大を 

一宮 記に は 大巳貴 命と 有る を、 考信閣 一本に は 大活玉 命と 書し、 元 享釋書 便 蒙に は、 祭神 有，, ニ說？ 或 曰 大巳贵 命、 

或 天活目 命と 云へ る、 目 は 玉の 誤に て、 此 にても 天活玉 命と 云 ふ說の 有りつ る を 合せて 考ふ 可き 者な り、 叉 紀伊國 名 

草 郡 志 磨 神社 名祌大 は、 ^？^十三卷、 二十 六卷に 注せる が 如く、 祭神 中 津島姬 命に 渡らせ 給 へれば、 其 相 殿に は 大阈主 

祌 こそ 御 在し 坐すべき に、 生國魂 神なる 由 名勝 圖會に 云へ り、 此は其 本 體と荒 魂との 別 なれば、 彼 供奉 三十 二 神の 屮 

に 天 活玉命 新田 部 直 等祖と 有ろ が 如き 大 なる 相違に は 非す、 然れ ばお の： 大活玉 命の 天は衍 にて、 本より 其と は 別な り 

かし、) 偖 祌名式 宮中 所 レ祭祌 三十 六 座の 中に 生 島 巫 祭神 二 座 (並 大、 月次 新嘗) 生 島 神 足 島 神と 所見た る 是其宗 社に 

御 在し 坐す めり、 此御 神の 御 事 はし も、 右に 引ける が 如く 古語 拾遺 Q 文に 據 るに、 祌武 天皇 卽 位の 初年に 當 りて 畝 火 

檯原宮 に 於て 初めて 天 律 神 簸を建 樹て齋 ひ 奉らせ 給へ るが 如し、 然るに 文に 爱仰 從 皇天 二 紙 之 詔， と 所見 たれば、 其 

より 以前に 行 はせ 奉り 給 ひ 来れる 高 干穗宮 の舊儀 を此に 移して、 此大御 政の 初に 先 づ此御 事より 起立 させ 御 在し 坐し 

けるな りけ り、 然る は 其 祈 年月 f;^ 祭 等祭詞 に、 高天原 S 祌留坐 皇睦祌 漏 伎 命 祌漏彌 命以、 天 社 國社登 稱辭竟 率と 有る 

は、 皇祖 天祌 Q 大御命 を 直に 受赐 はり 奉らせ 給へ る 天孫の、 此顯國 に 天降り 御 在し 坐し ける 始 より、 天神地祇の 大御 

祭 をば 御言の 任に 取 行 はせ 給 ひ 来る 御 を& せるな り、 貪に 遠き 神代 を 三 御世 共に 徒然に 過 させ 御 在し 坐し \ 御 事 を 

此 御世に 至りて 初めて 興起 させ 給へ りと 云 ふ 義には 非すな む 有りけ る、 借 上に 大倭 神社 注進 狀を 引て 注せる が、 卽崇 

神 大皇六 年御紀 に、 先， 是天照 太 祌倭大 國魂ニ 神 並 51 祭 於 天皇 大殿之 内 T 然 長- 1 其 神 勢； 共 住不， 安、 故以， へ大 照 太 神， 
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託ニ璺 献入姬 命？ (中略) 亦以 一一 日本 大圃魂 神-託 二 淳 名 城人姬 命-令， 祭、 (下略) と-所見 たる、 天 照 太： t と 内 r す は 謂 ゆる 

八 咫鏡草 雞劍に 坐す 大御靈 の 御 事に 御 在し 坐し ける を、 古語 拾遺に 至，. ー于礎 城瑞坦 朝？ 漸長 n 神威 f 同 殿不レ 安、 故更 

令 T 齋部氏 率-へ 凝姥 祌裔、 天 目 一箇 祌裔ニ 氏？ 更禱レ 鏡 造.？ 劍以爲 -1 護身 御璽？ 是 今 踐祚之 H 所， 獻祌璽 鏡^^、 と 有り 

て、 此 時に 一：： r 大 より 傅 はれり し 御 をば 豐鍬 入姬 命に 託て、 磯城 神 簾 を 立て 別處に 八" -1 齋 奉-給 ひ、 { お 中には 其 御圖象 

を 模造り て 在りし 時 Q 如く 持箫か せ 御 在し 坐し けるな り、 此御時 已に傳 十九に 注せる が 如し、 然して 此大 W 魂 神 の 御 

靈實は 注 佳ー狀 に以， 入 尺瓊， 爲， 一 神體， 奉 レ齋焉 と 有りて、 此は犬 孫 降臨 章 第二 一 書に 卽躬 披， 一 瑞之八 坂 瓊-而 長 隱者矣 と 

所 s^, たる 此 御物なる を、 彼經 津主武 槌ニ神 をして 天上に 獻らせ 給 ひける に、 天 璽に 副へ て 天孫に 授け 奉らせ 給へ る 

を、 此も 天皇の 同大 殿の 内に 持齋 奉らせ 給へ る 御物なる が、 其 を 淳 名 城 入姬. 命に 託て W し- f らせ給 ふに 就て は、 お 中 

に 其 御 模せー を §2 めら れて、 別に 御巫 を 以て 俾き 奉らせ 給へ るに て、 此卽生 島 神 を被レ 祭る 起り 生 島 巫の 始 なる 可き 事 

右 cr 大照太 神の 御に 准ら へ 知るべき きなり、 ^此に 生 島 祌足島 神と 稱別 させ 給 へれ 共、 其 大圃魂 神 一 ； t の 御 $ にて 渡 

らせ 給へ る 1$、 大倭 神 社 は 進 狀に大 國魂神 亦 曰 一一 大地 主神 ーレ」 有りて、 此も 一座と は 爲られ しか ども、 ニ靈を 並べ？^ ら 

る， - 趣なる は i おる 物に て、 右に： はせ るが 如く、 淡 路國三 原 大和 大阈魂 神社 (名 种大) も 其 祭ろ 所 二， M にして、 阿波！； 

美 a? 郡 倭 大阈. 主神 大國敷 神社 一 1-M と の 相 同じき 狀 なる を 併せて、 此 を並祀 るに 所 由有る 卞を 知る ベ きなり、 (先に 

は 生 島 神， 足 島 神と 稱 奉らせ 給へ る 1 注 は、 右の 如く 大圃 魂祌 にて 御 在し 坐. し、 一 柱 は 八 千戈祌 にこ そ 御 在し 坐 すらめ 

と &ひレ かど も猶非 ざり けり、 此は 古語 拾遺に 是大 八洲 之靈と 有りて、 其 大！： 魂 神と 巾す 御靈を 祀らせ 給へ るの みな 


りければ、 八 千 戈 祌には 且ても 係らざる 御 事な りけ り、 此は 其大國 魂と 巾す 大を換 へ て 生 阔魂神 足國魂 神と がせる を 

生國神 足國祌 とも 申し、 叉 生 島 祌足島 神と は稱 奉れるな りけ り、」 其 生 島祌祈 年月 次 祭 詞に云 はく、 生 島 能 御巫 能辭 

竟奉、 皇祌等 能 前 S 白久、 生 國足國 a 御名 者 白氐、 辭竟奉 者、 皇祌能 敷 坐 島 能 八十 島 者、 谷模能 狹度 極、 鹽 沬能留 限、 

狹國者 廣久、 峻國者 平久、 島 能 八十 島墜事 無、 皇神等 能 依 左 志 奉、 故 皇御孫 命 能 宇 豆 乃 將帛乎 稱辭竟 奉 久き宣 と 所見た る、 

此事 は已に 祝詞 講義に 注せる を、 事 實を此 に令レ 知む 爲に少 か 其 中より 抄 て 示さば、 生 國足國 S 御名 者 白,^ は、 其 

正 身 は 大國魂 神と 奉る ー祌 にて 渡らせ 給 へれ ども、 如 此稱別 奉る 所以 を 始に此 に 先づ述 ぶろ 由な り、 傻生島 神 叉 は 生 

國 神と 申し、 足 島 神 叉 は足國 祌と稱 奉る 生 は此國 土の 生活に て 有る 由な り、 足 は此圃 土の 具足へ ろ 謂なる にて、 此は 

大國 魂馳の 大地 官をュ S めて 國 土に 恩 頼 を 幸へ 給へ る 御 功 用を稱 奉れるな り、 故 其 生 國と云 ふ は 古事記に、 於是 天神 諸 

命以 詔，， ， 伊邪那岐 命 伊邪那美 命 二 柱祌、 修 IT 理-固 1 成 是多陀 用 幣流之 國-赐 -1 天 沼 矛- 而ー百 依 也、 と 所見た る 多 陀用幣 流 

之 國と云 ふと 一事に て、 此に 多陀用 |E 流と 云 ふ は 誰も 知れる 如く、 國土  Q 未 W 來定 まら ざり し 以前の 事 なれ ども、 其 

a;- 來 定まれる 上に も猶多 陀用幣 流之國 なる が 故に、 其の 二 柱 御祖祌 に繼に 素戔嗚 大祌御 在し 坐して、 國引坐 神と も 建 

邦 之 神と も 申し 奉る 御 功業 を 成し 給 ひ、 叉 其大祌 より 依され 奉り 給 ひて 大國 主神 は 御 在し 坐す に、 殊に 國土經 營の御 

事に 於て は、 其 荒 魂 大國魂 神 ぞ擢て 其 御 功 用 を輔相 奉らせ 給 ひ、 大 造の 績を 建てさせ 御 在し 坐し ける は、 實に 其多陀 

用 幣流之 國 を i 活 して 足國と 成させ 御 在し 坐す にて、 天地と 共に 終る 蔡 無く 盡る事 無き 大 なろ 御成 業に て 渡らせ 御 在 

し 坐すな り、 下に 狭！： は 廣久峻 國者平 久と云 ふ 事の 有る に 照し 見てば、 大に？.^る所有りなむ.^1^なるぞかし、 叉 生圃魂 
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祌 とも. re. 奉れ X ば、 足 國魂祌 と 申し 奉る 其對の 御名 必御 在し 坐すべき 御 事な ろに、 下に 注せろ が 如く、 ゆ、 阈魂 神と. 5> 

し 奉る 事 は、 咬 は 幸に て、 其 大地 官を 治めて 生活せ 給へ る 國を眞 幅く 令レ在 給へ る 由なる 事、 申す も 更なり かし、 (然 

れば此 は 常に 生 日 乃 足 日 叉 は 生 玉 足 玉な ど 云 ふ 生 足と 同じきながら、 此國 土の 大 なろ 物に 死活の 理 有る を 知るべき 證 

文に て、 右 Q 多 陀用裕 流 之 國は其 漂蕩ふ 任に 措く 時 は 死物な り、 修理 固成 は卽 生し 足 はす 事なる 由、 已に傳 五 卷に委 

しく： ばせ るが 如し、 萬 葉 十六 卷に、 鯨 魚 取、 海 哉死爲 流、 山 哉死爲 流、 死者 許 曾、 海 者 潮： 十而、 山者枯 爲禮、 と 云へ 

る は、 戲 歌ながら 此 意味 無き にし も 非す、) 皇祌能 數坐は 上に 注せる が 如く、 此祌の 大地の 皆 を盡に 統領 御 在し 坐し 

て 恩 賴を遍 く 敷布 こらし 御 在し 坐す 謂に て、 亦 名 を 大國敷 神と も稱 奉る 所以 此に 在る 御 事な り、 島 能 八十 島 者 は鎭火 

祭 詞に國 能 八十 國島能 八十 島と 有る 其 一 を 略け るながら、 意 は 同じ 事に て、 皇大御 國を始 として 四 夷 八 赞をも 併せ 云 

ふ 古名なる なり、 然れば 倭大國 魂祌と 申し 大 八洲 之 靈とは 申せ ども、 云 ふ 意 は 全體の 大地に 係れる を、 世の 始に猶 此_ 

大 八洲 國 Q み 先立て 國 形の 成 整へ りし かば、 此皇 大御國 Q 號を 以て 稱 奉れる にこ そ 有り けれ、 往々 大地 萬國を 開き 給 

へる も此祌 にて 渡らせ 給へ るが 故に、 注進 狀に 因以號 曰： 一 倭 大國魂 神； 亦 曰 n 大地 主祌 一と 有りて、 其 文法に 大に 用意 

有る 事 をな む 知る ベ かりけ る、 谷 模能狹 度 極 は f!, 、なる 峻國 者平久 に應 きて、 此は萬 葉 五 (七 丁) に、 阿 麻久毛 能、 牟. i 

夫 周 伎 波 美、 多 爾具久 能、 佐 和 多 流 伎 波 美、 六 (二十 五 丁) に山彥 乃、 將應 極、 谷^ 乃、 狹度 極、 など も 有りて、 山ハ介 

の 限り 至らぬ 隈無く 造り 平して、 平坦なる 地の 多く 成 行く を 云 ふなり、 驩沫乃 留限利 は， h 、なる 狹國 者廣久 と-て に； a- 

りて、 此 八洲 起 元 章に、 處々 小島 $E 是潮沫 凝 成 者矣と 見えた る 其 事に て、 潮沫 の凝留 りて！： 土  Q 廣り成 行 をお ふなり、 


右 等 は 何れも 此皇大 御國の 上の みに は 非す して、 大地 萬國に 悉くに 係る 事共に て、 狹 國を廣 くし 峻國を 平け く 作 固め 

させ 給 ふ、 此卽國 土 を 生活し 足 成し 眞 福く 持ち 御 在し 坐す 謂に て、 生 島 足 島 祌と稱 奉る 所以なる を E 心 ふ ザくな む 有り 

ける、 (此事 已に傳 四 卷に委 く 注せる を 見る 可し、 右の 鹽沬 乃留限 利と 云 ふ を、 唯に 大地 は 海 を 以て 環ら す 物なる が 

故に 然云 ふなり と 云 ふめる 說 など は、 右 等の 文意 を 深く も 味 はふ 事 能 はざる 者に して、 淺々 しと 云 はむ も 中 々なり、. 

偖此鹽 沬能留 限と- K ふ 由 は 右に 注せる が 如くなる が、 此に 就ても 海神と 御 力 を 合せ 給 ふらむ と 所思 ゆる 由 有り、 其 は 

下に 云 へ る 狀に此 倭 大國魂 神 は 申す も 更なり、 生 島 足 島 神 を も 其 海神の 御子 孫 をして 令 レ祭給 ふに は、 必 深き 致 有りぬ 

可き 御 事な りかし、) 島 乃 八十 島墜 事無久 皇祌等 寄 奉 故 は、 上に 皇祌乃 敷 坐 島 乃 八十 島 者と 有る を 承け たるに て、 皇 

神の 敷 坐せ る 島の 八十 島 を 皇御孫 尊に 寄せ 奉らせ 給 ふ 由な り、 故 古の 御世々 々に は、 天皇 乃 御世 繼の始 には必 八十 島 

祭と 云 ふ 事 をな む物爲 させ 御 在し 坐し ける、 臨時 祭式に、 八十 島祌祭 (中宮 准レ 之) 云， -、 東せ；： 八十 島 祭、 (中略) 住 

吉祌四 座、 大依 羅祌四 座、 海祌ニ 座、 垂水； t 二- M、 住 道 神 二 座、 (中略) 右 八十 島 祭、 御巫 生 島 巫幷史 一人、 御 琴彈ー 

人、 神 部 二人、 及 内侍 一人、 內藏 iS 一人、 舍人 二人、 赴， 一難 波 湖， 祭， 之と 所見た る、 此は生 島 足 島 祌を難 波 湖に 於て 

令レ祭 給へ るに、 住吉 以下 五社の 祌等も 共に 預り 給へ るな り、 上 件 は 何れも 海祌の 支族に 御 在し 坐す に、 此 八十 鳥 祭 

に 共に 預り 給へ ると 下に 一 K るが 如く、 此大國 魂祌を 大和 宿禰は 更なり、 安曇 八 太 等 をして 令レ祭 給へ る は 已に傳 八、 廿 ( 

にも 注せる が 如く、 御 父 素 戔嗚大 祌の荒 魂 は 海神に 御 在し 坐せ る、 其 神と 此大國 主神の 荒 魂 大國魂 神と 殊に 親しませ 

給へ るに は、 必少緣 なる まじき 所以の 有りけ るに こそ、 侍 其 難 波 湖と 云 ふ は 袖中抄 に、 代 初に 八十 島の 使と 云 ふ 事、 
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或 物 云、 「風土記 云 堀江の 東に 澤 有り、 廣さ三 四 町 許、 名 をば 八十 頭 島と 一 K ふ. 一 (下略) と 見え たれば、 謂 ゆる 生國魂 

祌 社の 舊 地な りし 今の 大坂 城より は. 東に、 古 大和 川と て 流れた る 其 卽難波 堀江な りければ 其 地 を 云 ふなり、 若て ナ、 に 

引けろ 西宮 記に 三日 潔 齋之， 今 曰，， 生 玉， と 所見 たれば、 京より 下り 著き て 先 づ其難 波 坐 生 國魂祌 社に て潔齋 して、 然 

後に 其 祭に は 赴く W と 見 ゆ、 又 其 袖中抄 に、 「代 初に ぞ 八十 島の 使と て 内の 御 女の 殿 等 八十 島 巡と 云 ふ 事 は 侍れ、 其 

. も 島- 0! にて 被す 可き を、 住 吉の濱 の 此方に て 西 海に 向 ひて 諸の 島." -の祌 を 祭る と 云へ り」 と 有りて、 後に は 難 波 湖な 

ら ぬ海濱 にて 被レ 祭し 事と 所見たり、 依此 祭の 故實 はし も、 御代の 初に 生 島 巫 を 遣 はして 難 波 大社に 向 はしめ、 此に 

三 H 潔齋 して、 其 湖 中に 在ら ゆる 八十 島 を 以て 天 下に 在りと 有る 國の 八十 阈 島の 八十， iL? に 象りて、 その 圃々， ； 々に 坐 

す 謂 ゆる 大地 官と御 在し 坐す 其 國魂神 を令レ 祭て、 其皇神 等の 敷 坐す 圃と皇 御 孫 尊に 寄せ 奉らせ 給へ るを受 奉らせ 給 

ふ 儀式なる 事、 右に 引けろ 祝詞の 文に 合せ 考 へて 隨る 可し、 この 事 委しく は 其 講義に 注せれば 就て 見る ベ きなり、 

攝津 志に、 生 島祠在 M 河 .M 郡 栗 山村 T  ffl 傳、 此 地嘗爲 -1 生 島祌祭 田？ 故 有- 1 此祠？ と：！^:; 见 たる は、 其 神 封 Q 地な りし 

なりけ り、 祌階は f 一？！ 和 1K 皇實錄 に、 ほ 元年 正月 廿 七日 甲 t、 奉， 控，！ 神祇官 無位 生 島 神 足， 神 並 從四位 上 T 同 二 年 二 

月 十 一 日 丁酉、 投，, 神祇官 從四位 上 生 島 神 足 島 神 並 正 四 位下， と 所見たり、 (叉 臨時 祭式に、 凡 御巫 御 鬥巫生 島 巫 各 一 

人、 其 中宮 東宮 唯 有，, 御巫 各 一 人； 取，, 庶 女堪, 事充レ 之、 但考選 准，： 敬靠官 人-と 有りて、 其 生 島： t 足 島 神に 巫女 各 一 人 

を附 け：！ 1  一 かれ、 中官ま より は 二 神 を 相 兼ねて 各 一人 宛に 奉らせ 給へ るに て、 止 事 無き 御會！ ^なる 物から、 さに 此 

大國魂 神 を大殿 の s: にて.； i.: 举らせ 給 へ リし甚 じ き 御 狀には 似て しも 非ぬ だに 鬆 しき を、 終に は 八十 島 祭の 事 も. み.，. - 


其 神社の 絕ぇ果 させ 給へ るぞ甚 も， 々可 長き 御 事な りけ る、 此大祌 Q 寄 奉らせ 給へ ろ 海 表の 諸 部 は， H: に は 御奴國 なり 

し を、 後に は 等 同の 御 持 成しと 成り、 今 は 外蕃諸 ..M に 頸 根 突く 許に 御國 體の衰 へさせ 給へ るに 就ても、 思 合せら る \ 

事の 無き に は 非すな む 有りけ る、 傳廿 四卷園 11： 祌の下 を も 見合す 可し) 又 神 名 式に、 攝 國東生 郡 難 波 坐 生國魂 神社 

二 座 (並 名 祌大、 月. f;. 、相嘗 新嘗) と 有る を、 一本 又 釋述義 に 引ける にも 生 國疾國 魂 神社と 有り、 此由次 に 云 ふべ し、 

名 神 祭式に も 離 波 阈魂祌 社 一 一座と 載せられ たる を、 其相嘗 祭文 祈 雨 神 祭式に は 難 波 大社 一 一座と 有ろ、 此を 以てさに 

甚く 降え 坐し- 1 御 事 を 想像り 奉る 可し、 孝德 1K 皇前 紀輕， 1 祌道， の 本 註に、 剖， 一生 國魂 社樹， 之類是 也と 有れば、 古くよ 

り ゆ、 國魂 神の 御名 を 略き て t 習 はし、、 なりけ り、 借 此の 祭 祌を祌 社 本 記に 大國玉 命と 有る は 然る 事に て、 上に も 注せ 

るが 如く、 生 島 足 島 神と 同じ 大國 魂： t を稱別 奉れる 御名に 渡らせ 給 へれば、 生阔魂 神と.^ し 奉る 對には 必足阔 魂 神と 

申し 奉る 御名 も必御 在し 坐し つらむ を、 傅 はらぬ にこ そ は 有りけ め、 故其块 1： 魂祌と 申す も 足國魂 神の 一 名な ろに て 

生と^と 對 へる 例 は、 古事記 祌名 に活玉 前比寶 神と &すも 見え、 叉 生 井福 井 神と 稱 奉る 御名 も 御 在し 坐せば、 咬阔魂 

祌と 申し 奉る 御名な む必御 在し 坐すべき 御 事な りかし、 傻此^ は 福 又 榮の義 なる にて、 萬 葉 五 (三十 丁) に、 皇祌 能、 

伊 郡久志 吉國、 言 靈能、 佐吉 播布國 等、 十三 (十 丁) に、 葦原、 水穗國 者、 祌 在隨、 事舉不 爲國、 雖然、 辭舉叙 吾爲、 

一 百 幸、 眞福座 跡、 恙無、 福 座 者、 (下略) と 有りて、 反歌に も、 志 貴 島、 倭阔 者、 事靈 之、 所佐网 叙、 眞福在 與久と 有 

る は、 何れも 靈の 事に 就て 云 ふなる が、 國の 事に も 係け て 福 かる 由に 云 取れるな り、 叉 七 (四 丁) に、 紋 I 逝 流、 伴 雄 

廣伎、 大 伴爾、 阔將榮 常、 月 者 照 良 e 心、 十八 (二十 一 丁) に、 御食國 波、 左 可 延牟物 能 等、 と 有るな ど 國に榮 ゆと 云へ 
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る是 なり、 斯る時 は 生 國に對 へて 國と 申さむ 事 は、 實 に有將 欲き 稱名 になむ 御 在し 坐し ける、 (叉 其榮 ゆる は 物 Q 

足 具ふ義 なれば 實に克 合へ り、 然れば 疾國魂 を幸國 魂に 作りて 見れば 甚克 知らる \ 事 なり かし、 但 右の 生國魂 神の 對 

に は、 足國魂 神と 申す 御名 必す御 在し 坐す ベから む を、 今傳 はらぬ は惜き 事なる にこ そ、 下に 注せる が 如く、 此も大 

和 坐 大國魂 神社と 同じく 大倭 氏の 仕 奉れる に は 非 じか、 姓氏 錄攝津 國祌別 地祇に、 大和 連、 祌知津 彥命十 一 世 孫 御物 

足 尼 之 後 也と 有る を 思 合す 可し、 叉 凡 海 連、 阿曇 犬 養 連、 物 忌 直な ど 有る は、 共に 海神より W でた る 氏な り、 右に！^ 

ける 臨時 式 八十 島祭條 の住吉 海神 垂水 等の 三 社 は 海神 等に 坐し、 大依羅 は 月祌に 坐す 事 傳八卷 に、 住 道 は 素^ 嗚 尊な 

る 由 傳廿ー 卷に 云へ り、 此に 見合す 可き 事共な り、) 祌 階の 御 事 は淸和 天 皇實錄 に、 貞觀 元年 正月 廿 七日 甲 t  、^レ 授，, 

攝 津國從 五位 上 勳八等 難 波 生國魂 祌從四 位下, と 有りて、 右に 引ける 神祇官の 生 島 足 島 神と 同 階に て 御 在し 來： す は、 i;^ 

同 神と 坐せば なる 可し、 大同 類聚 方廿 ニ卷， に、 高 津藥、 津國難 波 坐：！：.^ 國魂 神社 爾傳留 方、 元 者 少彥名 命 之 方 也、 と冇 

る を 見れば、 式外にて少^^名命も此に御在し坐すべし、 借此地 はし も 古に 生 島 高祌之 地と 一 K ひて、 高 津と云 ふ も此ょ 

り 出 でた る 由なる が 上に、 此 天 孫 降臨 章に、 顯國玉 之 女子 下照姬 (亦 名高 姬、 亦 名稚國 玉) と 有る を、 萬 葉 三 (一： 十 

二 丁) に、 久方 乃、 天 之 探 女 之、 石 船 乃、 泊 師高津 者、 淺雨 家留香 裳、 と 有りて 其 時の 古跡と 思しき 地な りければ、 

仁 德-大 皇の此 に大宫 所定め させ 御 在し 坐し ける 以前より、 其 八十 島 祭 はし も此 湖に て 被 ニ打來 りけ る を、 其 遷都の 度 毎 

に 持 移らせ 給 ふ御定 にて、 此大宮 にも 本より 生 島 足 島 神社 を此に 祭らせ 給 ひつら む、 其 後の 遷都に も 其 一 ー祌 をば 外に 

共に 移し 奉られし かど も、 件の 八十 島 祭 はし も此 にて 被 行る \ 地な りければ、 卽 御社 は此に 定まらせ 給へ るな りけ り、 


其 神祇官な ると^ 社なら ぬ證 は、 右に 引ける 臨時 祭式 八十 島 祭條に 先づ此 神社 を こそ は 最初に 擧 げらる 可き に、 住吉 

大依羅 海 祌垂水 住 道 等の 五社 を 載せられ たる Q みなる は、 彼 生 島 足 島 祌と此 生 國疾國 魂 种 と は 別 神に て は 御 在し 坐 さ 

す、 共. に 其 八十 島 祭に は 主と 預らせ 給 ふ 御 神に て 渡らせ 給 へれば なりけ り、 西宮 記に 應和四 年 八月 廿ー 日、 遣， /大文 

博士 保 憲藏人 輔成等 於 難 波 湖？ 被， 修，, 海 若 革命 f 年 可， 被 レ行レ 祭 也 云々、 三日 潔 齋之？ 今 曰，, 生 玉， と 有りて、 其 八十 

島 祭の 潔 齋を當 社に て 物 爲て然 後に 其 祭に 就く を 以て も 著明き 事な りかし、 偖 此海若 革命と 云 ふ 事に 就て 思 寄れら く 

は、 生 玉 社 神 名 帳 山陽 道 部に 垂水大 明 神と 云 ふ 事 有り、 右の 垂水 は祌名 式に 播磨國 明 石 郡 海神 社 三 座 (並 名 神大、 月 

.ff^ 新嘗) と 有る 是な リ、 餘のニ 神式に 見えす、 此三 座の 中 一 座 は 海神に て、 生 島 足 島 神 を 併せ 祀れる 者なる 可し、 然 

る 時 は 八十 島 祭に 就ても 愈 以て 由有るな り、 偖 其 生 玉の 社 地 昔大坂 城の 內郭に 在りけ る を、 今の 地に 移し 奉りて より 

其 所 を 生 玉と 云 へれ ども、 其 は 僅に 二百 餘 年の 事な り、 生 玉 社家 記に、 嘗云、 明應 年中、 本願 寺 僧來， ー此所 一而 創 n 寺 

院 r 以 n 神 地， 接 二 境內， 夹、 依レ 斯神惡 n 不潔 r 罰- 1 彼 僧， 也、 于時懷 ，1 神殿. 造替之 宿禱， 而、 令，， ， 神 主 藤 原吉勝 告，， 願辭， 

也、 数日後 起，, 寢床 r 遂奉 レ遷； T 替 神殿？ 其 後 信 長 兵燹 之 日、 殿閣 悉爲， 1 灰燼； 纔 以，！ 神璽， P, 別處 f 慶長 年中、 秀吉 築，, 

城郭， 之 序、 遷二今 神 地 1云々 と 云へ り、 (叉當 郡に 比 賣許曾 神社 名 神大、 月次 相 嘗新嘗 と 有る は 下照姬 命に 御 在し 坐 

し、 阿遲 速雄祌 社、 和名 抄簿 名に 味 原と 有る は、 傳 二十 八卷に 注せる が 如く、 風土記に 此祌の 御 在し 坐し ける に 依りて 

元は 味 組 山と 云 ひける を 後に 然ー K へる 由 見え、 叉 西 成 郡 坐 摩 神社 大、 月次 新嘗は 御井 祌を 本と して 祀れる 事、 上に 注 

せる が 如くに て、 神代より 以降 甚止事 無き 所以の 御 在し 坐して 鎭り 給へ る祌 等に て 渡らせ 給へ るな りけ り、 叉專 生の 
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郡 名 は、 賀茂翁 說に生 は^ 見と 訓 むべ くして 此神に 因れるな ろ山に 一 K はれた は 然る 事なる 物から、 仁德 1K 皇御， に 叱 

地に 都 敷 給へ り ー より 始めて、 生 島祌を 宮中に て 祭らせ 給へ る 者と 思 はれし は、 此神は 大國魂 神を稱 別ら れ たりし 事 

を 思 ひ 漏らされた る 者な りけ り、) 叉 神 名 式に、 和 泉 國大島 郡 生 國祌社 (鍬 靱) 此 もお Q 生 島 足 島 神に M じき 事、 祝詞 

に 生 國足國 S 御名 者 白 a と 有る にて 灼 然し、 同 郡 開口 神社 御 在し 坐す を、 住吉舊 記に、 開口 大明神 者、 £^ 非諾尊 御子 

事 勝圃勝 e 狹也、 後 合 IT 祭 生 玉 明 祌午頭 天皇 f 爲，， 住吉之 外宮 r 故 朝廷 二十 年 一度 毎， 造つ 替住吉 社？ 常 社 亦 造替、 元 開 

口村 水 戶村原 村 之 間 也、 故 俗號， 一三 村大 明祌， と 有りて、 此に其 生 玉 明祌を 合せ 祭る は、 其 住 吉祌の 御 在し 坐す 攝津 W 

Q 方の！！； 魂 神に 御 在し 坐す を 以てなる 可し、 又 尾 張 國本國 神 名 帳に 羽 栗郡從 三位 生 島 天神と 申す も 御 在し 坐せ り、 祌 

名 式に、 信 濃 國小縣 郡 生 島 足 岛祌社 二 座 (名 神大) 此 御社の 御 事 更に 考ふ 可き 便宜 無し、 今 強て m 心 ふに、 和名 抄鄉 名に 

小 縣郡海 部 (安 末 無 倍) 有る を、 姓氏 錄 (右京 神 別 下 地祇) に、 凡 海 速、 海神 綿 積 命男穗 高見 命 之 後 也、 と 見え、 其 

に 合せて 神 名 式に 安曇 郡 穂 高祌社 (名 神大) 坐 せれば、 若く は此 氏人の 齋祀れ るに は 非 じか、 然る は 上に 注せる が 如 

く、 淡 路國三 原 郡 大和 大國魂 神社 (名 祌大) 今 八 太 村と 云 ふに 立た せ 給へ る は、 和名 抄鄉 名に 謂 ゆる： i 多 (波 多) 是 

なり、 同 il に 八 太 造、 和多^；；-璺玉^^命兒布留多麻命之後也、 と 有りて 其 W 自右に 同じき を、 其 並に 倭 八 太 神知津 i^ij 命 

也と 見えて、 3:Ig は 興に して 同じ 八 太な り、 叉， 阿波 國美馬 郡 倭大國 HI 神大 國敷祌 神社 二 座 御 在し 坐せ るに、 名 方 郡 和 

多 都 美 豐玉比 祌社坐 し、 叉 三 代 格に 阿波 國 安曇 郡と 云 ふ も 有りて 由 有りげ な る 事なる に、 彼崇祌 天皇 七 年御紀 に、 

以-巿 磯長 尾 市， 爲,， 祭， 1 倭 大國魂 神， 之 主， と 有る 其 人 を、 垂仁 天皇 二十 五 年 御宿の 細 書に は 大倭直 祖長尾 市と 所見た る 


を、 姓氏 錄 (大和 阈神別 地祇) に、 大和 宿 禰出，， 自神 知津彥 命， (下略) と 有り、 此は 神武 天皇 御 紀に謂 ゆる 椎根彥 神 

命 Q 事に して、 海 祌の外 曾孫な り、 皇孫 本 紀に鵜 鷀草曹 不合 尊の 御名 を舉げ て， 、武位 起 命 (大和 國造 等祖) と 見え、 

國 造本 紀に、 吾是 皇祖 彥火火 W 見 尊孫椎 根律彥 と名乘 申せる 事 有れば 受張 たる 天孫なる に、 姓氏 錄に 海神の 裔 と共に 

地祇 部に 被牧 たる を 以て &〕 ふに、 此は故 有りて 海神の 方に 廳て 古より 天孫に は 被, 牧ざ りし 故に、 海神の 子孫の 列に 

相 加 はりけ むから、 其 氏族の 殊に 親しく こそ は 有りけ め、 然る 故に 大和 宿 禰の齋 奉る 神に 其 海神の 裔 にても 仕 奉れり 

けむ、 其 生國魂 神社の 立た せ 給へ る 難 波に 安曇の 地 有り、 叉 姓氏 錄 (攝 津國 地祇) に 大和 連、 凡 海 連、 阿曇 犬 養 連 等 

Q 有ろ を も 思 ひ 合す 可く、 叉 淡路國 大和 大國魂 神社に 八 太 造、 倭 八 太 共に 由 有り、 阿波！； 倭 大國玉 神 大國敷 神社に 就 

て も、 淸和 天 皇實錄 貞覜六 年に、 阿波 國名方 郡 人 海 直 璺宗、 賜，, 姓 大和 連， と 見え、 又 名 方 都人 安 粟 麻呂と 一一，？ ふ 人名 Q 

所見た る を も 證と爲 ベ し、 此 等の 例 を 以て 推す 時 は、 信 濃 國の生 島 足 島 神社 も必其 安曇 氏な どの 仕 奉れる 社な りけ む 

も 亦 知るべからざる なり、 後人 猶 能く 定めて よかし、 叉祌名 式に 能 登 國能登 郡 能 登 生 國玉比 古神 社、 大同 類聚 方に、 

能 登藥、 能 登 生 國玉比 古 之家傳 方と 有る 古の 下に 神社 祝な どの 字脫 たる 可し、 和名 抄鄕 名に 能 登 郡 神戶と 有る ゃ此神 

社 Q;t 戶 なろ 可から む、 此 にも 羽 咋郡奈 一旦 美 比 t. 祌社、 今 阿 iie 見 村と 云 ふ 坐す は、 例の 安曇と 云 ふ 事なる 可ければ、 

上 件に 云 へ る 事共に 合へ り、 借 生國祌 とも 生國魂 神と も 申せる に、 如 此生國 玉 比 古神と も稱 奉れる は 殊に 委しき 者に 

して、 此に能 登の 國名を 冠て & せる は、 此國. を. 造らせ 御 在し 坐し ける 時. Q 國魂を 祭祀ら れ けむ 事、 上に 注せる 某大國 

魂 神 Q 例 を 合せ 考ふ 可き 者な り、 猶傅廿 八に 考 合す 可し、 (偖 此國の 事は傳 二十 五卷 にも 注せる が 如く、 上^ は 一 に 
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島國 にて 有りし を、 氣 多大 神 初めて 一 國と 成し 給へ る 由なる に、 上に 引ける 一 本 一 宮 記に： 大活玉 命と 書し、 越 中國射 

水 郡氣多 神社 を 社說に 天活玉 命と 云へ る は、 . 共に 生 國玉命 を 誤れる 由、 巳に 注せる が 如し、 偖 其 名勝 志と 云へ る 物に 

「氣 多祌 社、 本殿 は 大穴 持 命、 奥 殿 は 素 斐嗚尊 稻田姬 命な り、 頂 社 は 大穴 持 命、 石像な り、 神代より 鎭坐 せり、 叉滿 

汐珠 有り、 奇瑞 有る 靈顆 なり、 大祭 は 二 月 初 午に 能 登 生 國玉比 古神 社へ 神 幸 有りて 歸らせ 給 ふ 云々」 と 一 おへり、 然る 

時はハ m 多 は 其 虫 神に て 渡らせ 給 ひ、 此は其 荒 魂に て 御 在し 坐す を以 て、 其 大祭に は 必神幸 成らせ 給 ふ 御 事と 見えた 

り、 此 等の 事共 を考へ 含せ て、 上 件 生 島 神 足 島 神 生 國神足 國神叉 は 生 國魂祌 咬 國魂神 又 此：^ 國玉比 十：： 神と 申せる 共に 

大國魂 神に て 渡らせ 給へ る 御 事 を隨り 明らむ 可くな む、) 〇 兵 主神と &すは 八 千 戈 神の 亦 名に て 渡らせ 給へ る 5、 已 

に上に2:^々に書せるを、 猶 委しく 明らめ 奉らむ に は、 先 づ兵主 は 都 波 母 能 奴 斯と訓 みて、 謂 ゆる 御父大 神より 事 依し 

授け 奉らせ 給へ ろ 生 大刀 生 弓矢 を 以て 彼 八十 神 を 退治 させ 給 ひ、 又 大倭祌 社 注進 狀に、 條閒、 八 千 戈 神 者、 大巳贵 命 

以-: 廣 矛- 爲， 杖、 令， 撥 气平豐 葦原 中國之 邪鬼； 是時大 巳 貴命號 曰， 1 八 千 戈 神-と 有る は、 此ー 書に、 大巳 贵祌、 (中略) 乃 

興 一一 目 曰、 夫 葦原 中圃、 本自荒 芒、 至 及 磐石 草木 f 咸能强 暴、 然 吾已摧 伏、 莫， 不，， 和 順； 遂因 一一 一一 ：！、 八 「理 M 此！；  f 唯.^|门 一 

身 而已、 と 御 一一 一一 I： 擧爲 させ 給へ るが 如く、 兵器 を 執らして 荒 振 祌を摧 伏せ 給へ る、 是卽大 國主祌 と 御 在し 坐す 所以 是な 

れば、 兵 主神と 稱 奉れる 卽此 天下 を 主領き 御 在し 坐せ る 謂な りけ り、 其 注進 狀に、 此矛亦 上古 在，, IK 皇大殿 之. 其 

藏 複爲- 一八 千戈祌 之 神體， と 有る は、 彼 倭 大國魂 神の 瑞之 八坂瓊 と共に 皇宮に 御 在し 坐し ける 古傳 なる が、 猶 上に 巳に 

注せる が 如く、 天 璽と 共に 相 並び 御 在し 坐し けるな りけ り、 其 は 大倭本 記に、 天皇 之 初 天降 來 之^、 共 副 護齋鏡 三面 


子 鈴 一 合 也、 と 有る、 一 鏡 は 天 懸太 神と & して 伊勢神宮の 御な り、 一は 國懸太 神と 申して 日 前宮の 御な り、 一は 御 食 

津 神と 申して 豐受宮 の 御なる 由、 傳 十八に 注し 奉る が 如し、 偖 其 子 鈴と 申す は、 同 記に 今 卷向穴 師社宮 所， 坐 拜祭大 

神 也と 有る は、 卽神名 式に 謂 ゆる 城 上 郡 卷向坐 若 御 魂 神社 (大、 月才 〈相嘗 新嘗) と 有る 此御祌 の 御 事な り、 然るに 垂 

仁 fK 皇ニ 十五 年 御紀ー 云に、 大倭大 神 Q 御 事 を定， 一 祌地於 穴礎邑 T 祠，， 於大 市長 岡 岬， と 有り、 然して 注進 狀に、 所謂 大 

市長 岡 岬、 今狹井 社地是 也、 と 有れば、 大倭大 祌は其 穴 磯の 內 なる 狹井 地に 御 在し 坐し けむ を、 叉 式に 同 郡 穴 師坐兵 

主神 社 (名 祌大、 月次 相嘗 新嘗) と W で たれば、 本より 八 千 戈 祌の御 在し 坐し ける と は 別 地に て 有りし を、 後に 大和 

社に は 合せ 祀られ たりし なりけ り、 然れ ば此八 千戈祌 と共に 子 鈴 も 右の 崇神 天皇 六 年に 宮：^ に 出 ださせ 給 ひて 一 に 御 

在し 坐し ける 後に も、 彼 大和 社の 跡 は狹井 社なる が 如く 其舊 地に も 御靈を 留め 給へ るに こそ は 有りけ め、 今此兵 主神 

社 を 中に 若 御 魂 神社 を 右に 穴師 大兵 主神 社 を 左に 三 社 を 合せ 祀 ると 云へ り、 淸和 天皇 實錄 に、 貞觀 元年 正月 二十 七日 

甲 申、 奉 レ授ニ 大和 國從 五位 下 勳八等 穴師兵 主神 從 五位 上 一と 所見たり、 (此 大兵 主神 社 は 素斐嗚 尊に て 渡らせ 給 ふべき 

事、 傳 二十 六卷に 云へ り、 兵主祌 社に は穴師 坐と 有る を、 此に は穴師 とのみ 一 K へる は 本より 此 地の 祌に御 在し 坐す 謂 

なる にて、 是祌 代よりの 古址と 見 ゆ、 大和 志に 昔 在 二 穴 師村東 弓 月 嵩， 今遷 在， 一穴 師師祌 社 左， と 云へ る是 なり、 穴 師の地 

アナ ムチ 

名 は 巳 貴なら むか、 此兵 主神 社の 事 を 神 名 帳考證 に、 兵 主神 者 謂， 一 素戔嗚 尊， 也、 諸 神 記 以爲， 一八 千 矛： 未レ 爲，， 至 常つ 

通考 舊事紀 曰、 素 妻嗚尊 乞-食物 於大御 食都姬 神， 矣 云々、 因， 之 考，， 神 名 帳， 其 誇 七 也、 大和 國城上 郡 穴 師坐兵 主神 社、 

上 載- 1 大祌 大物 主神 社 T 下 載， 1 卷向坐 若 御 魂 神社で K 倭 本 記 曰、 御 食津神 今卷向 穴師社 所， 坐、 據，， 舊事紀 文？ 一 山兩 地、 
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祭- 1 素斐鳴 k4 與ュ 御食津 神- 是ー、 同稳代 神社 穴師 大兵 主神 社 稔代是 食 神 也、 是爾意 同 非，： 八 干 矛 神， 也、 其 ニー K 々と 云 

ひて 以下 共に 證を舉 げたれ ども、 皆 共に 大に此 所に 委しから ざる 說 なり、 春 日 社 記に 若宮 外 院の兵 主 明 神 を 八 千 fi;^ 神 

也と も 云へ り、) 叉 和 泉 國和泉 郡 泉穴師 神社 二 座 兵 主神 社、 此三社 は 右の 大和 國穴師 社 を遷し 奉れるな る 可し、 其 穴 

師： t:w を 和 泉 志に、 社家 iw-K、 天 忍穗， 斗 尊 拷幡千 々抓 命 二. M 也、 と 有る は、 四 神 W 生 章 第二 一書に 生，： 稚產靈 T 此神 

頭上 生，， 蠶與 1 "桑、 臍 中生-一 五穀 一と 有る と、 玄蕃寮 式に 凡 新羅 客人 朝 者、 給二祌 酒； 其釀酒 料之稻 云々、 和 泉 《 安那 志 

一 社 云々、 各 三十^ 合 二百 四十 束这ニ 住 道 社， と 所見た る、 此雍に 依り-て IK 忍穩 ^尊と 誤り、 其に 就て 今一 座 を 强て其 

后 祌に排 常た るなら めど も、 實には 彼 卷向坐 若 御 魂 神社 を祀 祭れる 事、 右の 誤 を 正して 知るべし、 其 1 座 は 謂 ゆる 穴 

師 * 兵 主神 社の 御 神なる にて、 今一 所 別に 兵 主神 社 坐す は、 同 祌を別 地に 祀る なめり、 此 社の 神 階の 御 事 は 物に 所見 

ざれ ども、 其穴師 神社 は 鑌後紀 に、 承 和 九 年 十月 辛 西朔乙 ヒ、 奉 ly 授 和泉國 無位 穴 師神從 五位 下 T 三代 實錄 に、 い W 観 

七 年 二月 二十 七日 「J 卯、 校，， 和 泉！！ 從五 位下 泉 穴 師祌從 五位 上 f 同 六月， ポ、 戌 湖、 校，， 和 泉阈從 五位 上 泉 穴 師神正 五位 下？ 

同 十 年 二月 二十 一 日 乙 酉、 授，， 和 泉國正 五位 下穴 師神從 四 位下， と 有り、 姓氏 錄 (和 泉 國神別 天 孫) に、 穴師 神主 大 富 

貴 命 五 叱 孫 古 佐 麻 .ni 知命 之 孫 也と 有る、 此 天せ E 贵命 は、 古語 拾遺に 謂 ゆる 太 玉 命の 孫なる 天 富 命なる 可き 由、 已に傅 

十七に はせ り、 古に は 神主に さへ に 斯る著 姓 を附け 置け る 許の 御 事な りければ、 大和 國 なる に繼て は甚 じく 榮 えさせ 

給へ るな りけ り、 (或說 に、 「和名 抄鄉 名に 和 泉 圃和泉 郡 上 泉 加 美 都 以都美 下 泉と 有り、 社 號の泉 は 地名なる 可し、 泉 

之 穴師と ふ 可き なり」 と 云へ る は 然る 審 なり、 但 右に 引ける 共に 唯に 穴師 神との み 云へ る を 以て 思 ふに、 大和 阈な 


る 穴師. 神の 和 泉！： に 御 在し 坐す 由に て、 泉と 冠 ふらせ 申す にも 有るべし、 然れ どもお Q 泉鄕 上下 二  Q 中に 必御 在し 坐 

さむ 事 云 ふ も 更なり、 又 神 名 式に、 伊賀 國阿拜 郡 穴石祌 社、 一本 石 作 レ師、 伊勢 國多氣 郡穴師 神社、 若 狹國遠 敷 郡 阿 

奈志 神社、 伴 信 友が 若 狹國官 社 私考に、 志 云、 山王祠 在， 胡 村： 社家 說曰、 天 德ニ年 戊 創建、 祭，， 大已貴 命， 云々 と 

有り、 是亦穴 師兵主 祌は八 千 戈 神に 坐せ る 一 證 なり、〕 參河國 賀茂郡 兵 主神 社 本 國神名 帳に、 正 五位 下 兵 主 天神 坐，， 賀 

茂 郡， と 所見たり、 姓氏 錄 (大和 國神別 地祇) に、 賀茂 朝臣 大神 朝臣 同祖 大國 主神 之 後 也、 大田田 根子 命 孫 大賀茂 都 

美 命 ( 一 名大 賀茂足 尼) f 齋- 一賀 茂 神社-也と 有る、 此 郡に 由有る 氏族 なれば 此 氏人の 紀れ るなる 可し、 叉 近 江國野 

洲郡兵 主神 社 (名 祌大) 諸 神 記に、 建 仁 之 度 正 一 位 神 也、 此神八 千 矛 神 云. -と 有る は 決めて 古傳 なる にて、 彼 穴師坐 

兵主祌 社の 古說に 合へ る 由、 上に 注せる が 如し、 叉祌紙 正宗に は、 大國玉 命 也、 人皇 三十 代 欽明帝 御宇 鎮座、 秘說 曰、 

天 照 太 神 也と 云へ る、 大國玉 命と 云 ふ は 然る 事ながら、 天 照 太 神と 申す 事 は、 、に 云へ る 因幡 國佐味 乃 兵 主神 社 を も 

民 部省圖 帳に も然 所見 たれ ども 不審し き 事な り、 若く は 上に 引ける 大倭祌 社 注進 狀に、 彼廣 矛の 御 事 を 此矛亦 上古 在，, 

天皇 大殿之 內-と 見えて、 皇太祌 の 御と 共に 御 在し 坐し つれば、 其 事より 然 誤り 傳 へたり し 者に ぞ 有るべき、 叉和爾 

維に も 兵 主大國 主命と も 書し、 祌社 啓蒙に も、 兵 主 在， 一 近 江 國野洲 郡 T 所 レ祭大 國玉命 也と 書して、 按當社 者、 大巳貴 

命 之 鎮座、 勿論 敷、 祭祀 之 日以， 1 干戈 弓箭 T 乘 M 于七社 神輿， 而從 者、 叉 表，, 軍旅 之 威儀， 也と 云へ り、 或 書に 祭祌 一座、 

今 所, 傅 七 座 也、 所謂 表，, 當宮七 名, 歟と云 へ る も 然る 事に て、 何れにしても 素戔嗚 尊に て は 御 在し 坐す まじく 所見た 

り、. 三代 實錄 に、 覜四年 正月 二十日 己 丑、 授， 一 近 江國從 五位 上 勳八等 兵 主神 正 五位 下ハ 同 七 年 六月 十四日 癸 亥、 挖-ー 
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近 江. 國正 五位 下 勳八等 兵 主神 從四位 上？ 同 八 年 十二月 二十 六日 丁酉、 控，, 近 江 國從四 位 上 勳八等 兵 主神 正 四 位下 7 同 

九 年 二月 二十 七日 丁酉、 控， 一 近 江 國正四 位下 勳八等 兵 主神 正 四 位 上； 同 十六 年 八月 四日 庚申、 授， 1 近 江 國正四 位 上 兵 主 

祌從 三位, と 見 ゆ、 右の 諸 神 記に 建 仁 之 度 正 一位 神 也と 有る は、 阖大 曆に據 るに _大 下 諸 祌增， 二階， Q 事 有る を 以て 計 

ふるに、 天慶 三年 正三位、 永 保 元年 從 二位、 永 治 元年 正 二位、 治 承 四 年從ー 位、 元 曆ニ年 正 一 位 なれば、 已に 建仁以 

前 Q 事な りけ り、 紀 略に 天 延ニ年 五月七日、 近 江國解 曰、 兵 主 三 上 神社、 自，； 去 三月， 打， 一大 鈹 t 一 鉦 一之 音經， 日不レ 絶、 

仍 有，， 御 トーと 有り、 叉 伊香 郡 兵 主神 社 赤 見 祌社並 W で 給へ り、 和名 抄鄉 名に 野 洲郡明 見 (安 加 美 在 二 南北，) と 云 ふ 事 

も 所見 たれば、 此兵 主神 社 も 右の 野洲 郡の 別 社な どに こそ、 (考證 に 近 江 國野洲 郡 兵 主 祌社、 今 俗 此兵主 曰，, SE 曾村大 

王 社； 世 以，， 素戔嗚 尊， 稱，， 牛 頭 天 王 T  土民 所， 傳 可，, 亦證， 焉、 是三、 同 伊香 郡 兵 主神 社 赤 見 神社、 赤 見 與，， 若 御， 首 通、 

是 四と 云 へれ ども、 曾 村 天 王 は 栗 太 郡に 在りて 式 外な り、 神社 啓蒙に、 大寳社 祭神 一 座 素 .fM 嗚尊疫 神 也、 大寳 年中 

降 見 之 神、 故 稱，, 大寳 ；^王£- 影 向 之 老杉 于レ 今存と 有りて、 兵 主神 社と 其 由来 同じから す、 又 赤 見と 若 御と 通 ふと 云 

ふ も 問えぬ 說 なり、 此祌は 稚^ 簾 神と 申す、 武須 aij の 曾 こそ は 主な り けれ、 若 御 门を 以て 如何 は 其 同 神と 云 はろ 可 

3 叉 丹 波 W 氷 上 郡 兵 主神 社、 今黑 井村 兵 主 大明祌 と. & して 尊醫藥 Q 事に 御霊 を 幸へ 給 ふ 神に 御 在し 坐して、 肯に 

名高き 御社に て 渡らせ 給へ る も、 大巳貴 神 御 同 體の八 千 戈 神に 半： すが 故な めり、 和名 抄美和 賀茂石 生 (伊 曾 布) の鄉 

名 有り、 又 式に^ 部 神社な ど必故 有るな ろ 可き 事、 上 W 雲 神社の 所に 考へ 合す 可し、 叉 但馬國 朝 來郡兵 主神 社 坐す 

に、 朝 來石部 神社 刀 我 石 部 神社 有る は、 姓氏 錄 (左 京 神 別 下 地祇) 大物 主命 男 久斯比 賀多命 之 後 也と 所見た るに F わ ひ 


合す 可く、 又 養父 郡 兵主祌 社、 續 風土記に 在，， 殘倉村 T 云- 1 兵 主大明 神-と 云へ り、 更件村 大兵 主神 社、 大同 類聚 it- に、 

志 ロ藥、 叉 養父 藥、 但馬國 養父 郡 更科村 大兵 主神 社 兄 主錢劑 麻呂傳 方と 有る にても、 大 巳.： ま 神に て 似 著しき 事な り、 

但更 杵更科 何れが 是 なる にや、 叉 SL 石 郡 大生 部 兵 主神 社、 皇極 天皇 御紀に 大生 部 多、 續紀に 大生 部 直三穗 麿と 云 ふ 人 

名 W でたり、 氣多郡 久刀村 兵 主神 社、 今 在，, 高 田 鄉久斗 村 T 稱， 1 鳴瀧大 明祌， と 云へ り、 叉 城埼郡 兵主祌 社、 兵 主神 社 

一 一座と 有りて 當國に 御 在し 坐す 所 凡て 八 社なる は、 當昔八 千 戈 神と 聞え し 時の 御迹 などに 由れ るな めり、 且此 國に大 

巳 貴 神の 故事 有りて、 其 は傳廿 二に 云 へれば、 合せ 讀 みて 考ふ可 を 事共な り、 又 因幡 國巨濃 郡 佐 味 乃 兵 主神 社、 民 部 

省圖悵 に、 佐 彌乃兵 主 大神宮、 祌貢 九十 八 束 有餘、 天 仁 二 年 己 S 二月、 鳥 羽 新 帝 宸望奉 =祌 貢 t 神靈天 照太祌 也と 有 

り、 然れ ども 一 K 照 太 神の 御 事 は、 上に 近 江國兵 主神 社の 所に 註せ るが 如く • 混れ たる 傳說 なめり、 此は鳥 羽 天皇 御世 

より 其 八 千 戈祌の 相殿祌 と被レ 祭たり とも 見む も 可から むか、 叉 同 郡 許 野 乃 兵 主神 社と 云 ふ も 見 ゆ、 此 一 一社の 御事傳 

卄 八に 云 ふべ し V 又 播磨國 铹磨郡 射循兵 主神 社 二 社、 此 御社の 御 事 は 傳廿五 及 上に 引ける 假字 風土記と 云 ふ 物に 大已 

貴 命 五十猛 命と 云へ り、 委しく は傳廿 八に 云ぶべし、 然る 時 は 其 多 可 郡 兵 主神 社 は 大已責 神に 渡らせ 給 ふ 可き 事、 申 

す も 更なり、 古 風土記に 铹磨郡 安師里 (土中 中) 右 稱-, 安 n, 者 倭 穴 无 神. <戶 託 仕故號 n 穴師， と 云 ふ 事い 見 ゆ、 叉壹岐 

島 壹岐郡 兵 主神 社 (名 祌大) は 壹陽略 志と 云 ふ 物に、 「在-河北 村， 正 一 位 兵 主神 社と 云 ふ、 祭神 大巳貴 命」 と 有れ ヽ 

右の 如く 諸 國に兵 主神 社と て 立た せ 御 在し 坐す は 何れも 大巳責 神の 方なる にて、 素戔鳴 尊と 申す は 一 所 だに 御 在し 坐 

さざる を 以て. 上 件に 云へ る 八 千戈祌 にて 渡らせ 給へ る 御 事 を曉る 可き 者な りかし、 (上に 引ける 考證 に、 祖馬國 養 
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父 郡 盈岡祌 社、 更杵村 大兵 主神 社、 按盈瑞 也、 岡 若 也、 隱岐國 水 若 酢命祌 社、 以上 ニ國 祭祀 意 同，， 大和 國 T 是五、 播 

磨國 isiS 郡 射榍兵 主神 社 二 座、 今 廣峰社 在，， 链磨 郡， 是乎、 相傳、 山城 國祇圃 社、 元 自，， 廣峰， 所-移 來， 也、 射循 素戔嗚 

尊 帥，， 子 五十猛 神， 到， 1 於 新羅 國 T 五十猛 與 -1 射榍， 言 相涉、 W 雲 國韓國 伊太 氐祌 社、 是六、 ffi 岐島壹 岐郡住 吉祌社 兵 主 

神社、 舊事記 云、 素 姜嗚尊 所， 知 海原， 矣、 詔 寄 給矣、 因- 1 此霄， 以素斐 嗚尊配 JT 亨海童 神 T 則 兵 主神 者 素 斐嗚尊 也 明芡、 

是 七と 有れ ども、 盈 岡と 水 若と 首 同じから す、 叉廣 峰と 射榍兵 主神 社と は 別なる 事、 傳廿 1 卷に 注せる が 如く、 叉 住 

吉祌 社と 兵 主神 社と は 更に 何の 由 も 無き 事 なれば- 其七證 共に 皆 僻見な り、) 〇 八重垣 大樹 神と 申す 此御 名大 國 家譜 

に W でた る 事、 傳廿 一. に 云へ るが 如し、 偖 其 八重垣 は此 正書に 素 斐嗚大 神の 御 事 を 書せ るに、 然後 行竟， つ 將レ婚 之處？ 

逮到 nffi 雲 之淸地 ー焉、 乃 雷 曰、 吾心 淸々 之、 於，, 彼處, 建に 呂と 有る、 其 時の 事 を 古事記に、 鼓 大祌初 作，, 須 賀宮， 之-吋 

八 Is 立 SS  S 八 ffi 垣 妻 ij.  八 <i< 垣 作  a  ffi 

自， 1 其 地， 雲 立騰、 爾 作- 1 御 歌 T 其 歌 曰、 夜 久毛多 都、 伊豆 毛夜幣 賀岐、 都 麻 碁 微雨、 夜幣賀 岐都久 流、 曾 能 夜 幣賀岐 

袁と 有りて、 其 地より 立 騰れる 雲 を 八重垣に 見 成し 御 在し 坐して 今 其 作らせ 給 ふ外宽 の 御 垣の 御 事 を 詔 給へ り、 然 

して 御 紀に叉 乃相與 遘合而 生，, 兒大巳 貴 神 T 因 勅 之 曰、 吾 兒宮首 者 卽脚摩 乳 手 摩 乳 也、 故赐， 1 號於ニ 神-曰- 1 稻田宫 主神- 

と 有りて、  其大 神の 須賀宮 を 此大巳 貴 神の 宮と爲 て、 右の ニ祌 をして 御 母子 諸共に 傅き 聞え させ 給へ り、 詞林 採耍抄 

に、 「昔 蘇-河 上手 摩 乳 脚 摩 乳 夫婦 神 女 稻田姬 佐 草 女 社と 申す 所に 祝 奉る、 社な ども 無く 八重垣と て 引離. <  々有， 之 佐 草 

女 明祌と 申すな り、 大社の 御 歌と て、 日 も 暮れぬ 佐 草 女の 刀自 早く！ £ よ、 心の 暗に 我 迷 ふなり」 佐 草 女の 刀自と は稻 

田姬 とか や、 子細 可レ 尋レ 之、 叉 後 撰 集 歌に、 「今來 むと 云 ひし 許 を 命に て、 待に 消ぬ 可き 佐 草 女 Q 刀自」 (下略) と 有 


る は、 後に 此 姬命を 移して 意 宇 郡 大草鄉 佐 草 村に 八重垣と 祀リ、 又 其 地名 を 以て 佐 草 女神と 申す 所以に 後 歌 を 交 

へて 云ふ說 なる が、 此に 就ても 其 本の 須賀宮 に 八重垣 を稱て 名高 かりし 事 を 見る 可し、 (右の 大社の 御 歌と 云 ふ を 素 

戔嗚 尊の 御と 爲るは 非 なれ ども、 此 歌に 日 も 暮れぬ と 云 ひ、 早く，： e よと 云 ひ、 心の 暗に 迷 ふなり と 有る に 心有るべ 

し、 山家 集に、 「水泳 淀む 天の川 霧浪 掛けて、 星 をば 見る や 佐 草 美の 神」 と 詠みて 天漢の 事 を 云へ るに 就て 考 ふろに、 

神 名 式に 意 宇 郡 賣豆紀 神社 を 三代 實錄に 女 月 神と 有る は 卽此稻 田 娘 命の 御 事なる 可き 由、 傳廿 一 卷に 注せる に 思 ひ 合 

す 可し、 ，h, 、なる 後 撰 集 0 は、 素 #1 鳴大 神と 此女 神との 善 はしく 御 在し 坐して 相 語ら はせ 給へ りし 御意 味 を 詠める にて 

相 聞な り、) 大樹 祌は大 城 神と 申す 義 にて、 傳廿 二に 注せる が 如く、 此 第一 一 書に 淸之湯 山 主 三 名 狹漏彥 八 島 篠祌又 

は淸之 繫名坂 坂 輕彥八 島 手 命な ど 申す 亦 名 御 在し 坐して、 此淸之 湯山宮 にて 天下 を 主領き 御 在し 坐し- 1 かば、 其 由 を 

以て 八重垣 大 城と 續 けたる 意の 御名に 御 在し 坐す めり、 又 W 雲 風土記に、 大原郡 城 名 樋 山、 郡 家 正北 一 里 一 百 歩， 所 

レ 造-一天 下- 大祌 大穴 持 命、 爲 八十 神，， 城、 故 云 二 拔名樋 山， 也、 と 有る は 八十 神 を 伐た せ 給 はむ 爲に大 城 を 造ら 

せ 給へ るな り、 偖 城 を 伎と 訓 むは 垣と 同 首な めり、 字 鏡 集に も 名義 抄 にも 城 を 加 伎と 訓 める 是な hs、 故 思 ふに 同郡來 

, ^、鄉 • 郡 家 正南 八 里、 所， 造 nlK 下， 大神命 詔、 八十 祌者不 J^,l 靑垣山 裏， 詔 而追廢 時 此處追 ft- 坐 也、 故 云， ー來 次， と 有る 

も、 御お ー內に g き 給 はじと 爲て iJS 廢給 へるな り、 叉 意 宇 郡 母 理鄉、 郡 家 東南 卅九里 一 百 九十 歩、 所， 造， 1 天下一 大神大 

穴 持 命、 (中略) 但八雲 立せ 雲 國者我 靜坐國 * 靑垣山 廼賜而 玉 珍 置 赐而守 詔、 故 IK-l 文理 f  (神 鐘 三年 改 -1 字母 理 一) と 

有る も、 靑垣 山の 圍 める 地を大 城と 爲 させ 御 在し 坐す 謂な り、 又 古事記なる 御父大 神の 御 一一 目に、 意 鱧、 爲， 一大 國 主神 f 
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亦 爲，, 宇都 志國玉 神， 而、 其 我 之 女須世 理毘賫 爲，, 嫡妻， 而、 於，， 宇. a 能 山 之 山 本， 於， 一 底津石 根， 宮柱布 刀 斯理、 於-高- 大 

原, 冰椽多 逾斯理 而居是 奴 也、 と 詔 給へ る も、 今迄の 須賀宮 を 改めて 此大 城に 住せ 御 在し 坐せ となり、 叉 天孫 降臨 章 

第二 一  書 高 皇產靈 尊の 大巳責 神に 令レ宣 給へ る御霄 に、 汝應レ 住 天日 隅宮者 今當， 1 供 造？ 卽 以，， 千尋 栲繩， 結 爲-百 八十 IT 

其 造に お 之 制 者 柱 則 高 太、 板則廣 厚と 有る は、 造 宫の御 事と は 申しながら 此も大 城なる 可き 事， 次に 叉 供 n 造 百 八十 鏠 

之白楣 一と 有る を 以て、 其 武備 を？ けさせ 給へ ろ を 見るべし、 叉 神武 IK 皇 三十 一 年 御紀に 大和 國の 故事 を 載られた る 

中に、 復大巳 責大祌 目 之 曰， 一玉 牆內國 一と 有る は、 其前紀 に、 東 有，， 美 地， 青山 四周と 有る と 同義なる 事 は 然る 物から、 

叉 其 靑垣山 隱れる を 以て 大 城に 見 成し 給へ りと も 云 ふべ し、 紀 略延曆 十三 年 十 一 月 新 京に 遷らせ 御 在し 坐し ける 時の 

詔に、 此國 山河 襟帶、 自然 作レ 城、 因ニ斯 形勝 一可， 制 二 新號ハ {„-T 改 二 山背 國ー爲 * 山城 國， と 有る と、 右に 玉 牆內國 と 詔 給 

へ ると は、 其 意味の 甚 能く 似たり ける 事なる を も考へ 合す 可き 者な りかし * 偖 八重垣 大樹 神と. &し 奉れる は、 天 下に 在 

ゆろ 千萬國 の大國 主神に 渡らせ 給へ るが 故に、 其 大宮も 內重中 重 外 重に 八重の 御 垣 を 巡らし 給へ る 大城を 常 宮と爲 さ 

せ 御 在し 坐す 義の 御名に て、 是ぞ其 大國主 大祌に 坐す 所以に は 有りけ る、 (然る は、 古事記に 大國 主神 亦 娶，， 神 屋循比 

賣命 一生 n 子 事 代 主神 一と 有る は， 地 神 本 紀に謂 ゆる 高津姬 命の 御 事に て 渡らせ 給へ るが、 祌屋は 其 御 在し 坐す 宮室 を 

し、 楣は借 字に て 高なる 事、 俾 十三 卷に 云へ るが 如し、 叉 W 雲 風土記に >  祌鬥郡 多 伎鄕、 郡 家 南西 廿 里、 所レ造 M 犬 

下- 大祌之 御子 阿 陀加夜 怒 志 多 伎 吉比賣 命 坐 之 故 云-! 多吉 T と 有る は、 其 御 女 下照姬 命に て 坐す が， 阿 陀加夜 は 大高屋 

なり 怒 志 は 主な り 多 伎 吉は高 城な り、 天孫 降臨 章に 稚國 玉と 有る を て、 女神に は 御 在し 坐 せれ ども 其 勢の 大に 坐す 


を 思 ふ 可し、 偖 八重垣 大城 神と 申して 大國 主神の 謂な り、 神屋 高比賫 命と 申して 其大 神の 后 神の 謂な り、 大高屋 主 高 

城比賣 命と 申して 其 公 主の 謂なる を， 彼是 思 ひ 合さば 自然に 其 意 知られむ かし、 叉 大樹 は 借 字に して 大 城なる 事 を も 

思 ふ 可く こそ、) 〇 其 子 凡 有， 一 一 百 八十 一 祌， は 地 神 本紀に 載れる も此に 同じ、 古事記 御 天降 段なる 大國 主神の 御 一一 目に、 

亦 僕 子等 百 八十 神者卽 八重 事 代 主神 爲，, 祌之御 尾 前， 而仕奉 者、 違 祌者非 也と 有る、 百 八十 は 天孫 降臨 章 第二 一書に 卽 

以 n 千尋 栲繩， 結爲， 1 百 八十 紋 r  (中略) 叉 供 TT 造 百 八十 縫 之 白 楣-と 見え、 叉孝德 天皇 御 紀に臣 連 國造伴 造 百 八十 部な ど 

有り、 叉 出 雲 風土記 楣 縫郡條 に、 其 百 八十 紐の 事 を 百 結- <<  八十 結々 下而と 書し、 叉 百 八十 祌等集 坐 云々、 卽百 八十 日 

喜識 など 見えた る 類に て、 通 證に謂 ゆる 百 八十 衆多 之稱と 云へ る是 なり、 斯 るに 此の 百 八十 一 种は百 八十 1 祌と 有り 

て餘の 一 神 を も 加へ 牧め たれば， 此は 正しく 其數を 合せて 云 はれたり し 者な りけ り、 其 は祌名 秘書に、 祌祇譜 天圖記 

曰、 (上略) 國作 大已貴 神、 此神者 素 戔鳴尊 孫子 iK 之 冬 衣 神 子 也、 與- 少彥名 神， 共戮, 力 一 レ心經 rr 營 天下 r 爲 -1 顯見 蒼生 

及 畜産； 則 定-其 療病之 方 f 叉爲， 攘， 1 鳥 獸昆蟲 之 災異？ 則 定，； 其 禁厭之 法？ 凡 此神生 子 一 百 八十 ー祌、 以，, 爾五 注， 爲，, 

珍 子 二 叩、 天 下 四方 國 人夫 等 令 H 咸蒙 一, 恩賴 f 此之緣 也と 有る は、 御 紀と舊 事 記と を 取りて 書け る 物なら めど も、 一 百 

八十 一 神と 云 ふ は 其 正数なる を 以て 書せ る 者 なれば、 衆多の 義に云 ふ 百 八十 祌と此 と は 同じから ざる 事 論 を 待た す、 

(古史 第 七十 六 段徵に 右の 文 を 引て、 「其 大巳貴 神 を 古事記に は 麦， 妻 I- 尊の 六せ 孫なる を 疑 ひて 四 食 孫に 定めたり、 文 

に國 作大已 貴祌、 此神者 素 斐鳴尊 孫子 天 之^ 衣祌子 也、 と 有る に據 りて 冬 衣 神 を 須佐之 男 命の 孫なる 事 を 知り、 其 御 

父 は游美 豆怒祌 なれば 如此は 定めつ.」 と 云へ る は、 傳 二十 ニ卷に 巳に 辨 へたる が 如く、 甚 じき 偽と 云 ふべ し、 右の 孫 
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字は上に屬て其大巳貴祌は素^？戈嗚尊孫と云ふ事なり、 子 字 は 下へ 鑌 きて 天 之 冬 衣 神 は 素 嗚尊 子なる 由に て、 漢文の 

例に て 國作大 巳 貴 祌者素 斐嗚尊 孫 天 之 冬 衣祌子 也と 書くべき 格に て、 佗に も 多き 事なる を、 孫子 を續 けて 比 古 美 古と 

訓 みたる より、 然るお なる 事 は W 来りし 者な り、 故 再思 ふに、 右の 孫子 は 子孫の 義 にて 此も亦 六 まの 傅なる を、 其 

中 問 を 略き て fK 之 冬 衣 神 子と 云 へ る なれば、 此は 古事記と 同じ 傳說 なりけ り、 但文格 を 正して 云 ふ 時 は 右の 如くな が 

ら、 大巳貴祌は此正書の傳の如く眞に素^！戈嗚大神の御兒に御在し坐せば、 右に 孫と 有る も 古事記の 六 世 孫なる も 共に 

モテゾ ゾィヅ C シラヲ 

取る まじ かりければ、 況て四 世 孫な ど 云 ふ 私 說は齒 牙に 係く るに も 足らざる なり、) 以，, 爾五 柱, 爲， 1 珍 子 一而より 以下 

は此 記者の 係け たる 文な めり、 爾五柱 を 今 計へ 見る に、 御紀 にて は 味 雜彥根 神事 代 主神 下照姬 (亦 名高 娘、 亦 名稚國 

玉) の 三 柱 神代 記に 見え、 崇神 "大皇 七 年 御紀に 大物 主神の 御子に 奇日 方； 大日 方、 雄 略 天皇 四 年 御紀に 一事 主神の 御名 

有りて、 併せて 五^の 數に 合へ りと 雖も、 此ニ祌 を 除く 時 は 三 柱 なれば 此 にても 有る ベから す、 叉 古事記に は 木仅神 

亦 名 御井 神、 此は八 上比賣 命に 娶て 令レ生 給へ るな り、 f: 、に 阿 遲組高 日子 根 神、 >Y 妹 高比賣 命、 亦 名 下 光比寶 命、 此 

ニ柱は御母多紀1..51^寶命なり、 .ff^ に 事 代 主神 御 母 は祌屋 楣比賣 命な り、 又 娶，, 八 島 牟遲能 神 之 女 鳥耳祌 r 生 子 鳥 鳴 海 

祌と 有る、 此は少 か 疑 はしければ 除きて、 其 御； 大降 段に 亦 我 子 有，, 建 御名 方 神， と 有り、 此に櫛 御 方 命 一ず 主神 二 注 

^に 有れ ども、 其 を^き て 五 注なる 趣 なれ ども、 其 にても 有る ベから す、 叉 地 神 本紀に は、 大巳貴 命、 先娶 T 坐-一宗 像 

奧津， ：iS, 神 田心姬 命？ 生，, 一男 一 女？ 兒味 親高彥 根祌、 妹 下照姬 命、 次娶ァ 坐，, 邊 津宮， 高 津姬祌 生，, 一男 一女 f 兒都味 

齒八 事 代 主神、 妹」； ：2 照 光 姬大神 命、 次 娶，， 稻羽八 上 姬，， 生，， 一 兒， 兒 御井 祌 (亦 名木 股 神) .fr 、娶- 高 志 沼 河姬， 生，， 一 男， 


兒健 御名 方 神と 有りて 此 にて は 六 柱な り、 八 「此を 概て計 ふるに、 先づ 此大國 主神の 御子 等の 中に 味 耜高彥 根 神 御 在し 

坐して、 其 和 魂 は 事 代 主神に 坐し、 荒 魂 は 一 霄 主神に 坐して、 此三 神の 御名 別 , に 有れ ども 共に 一 祌 Q 御上なる 事傳 

八、 十三に 注せる が 如く なれば 此をー 注と 數ふ 可し- 矛、 に 下 照 姬命亦 名高 姬命 を、 地 神 本 紀に別 祌に擧 げたれ ども 是 

1 柱な り、 次に 御井 祌建 御名 方 神 を 合せて 四 柱な り、 今一 柱 はお 雲 風土記 W 雲 郡 美談 鄕に 所， 造 „ 天下， 大 神 御子 和 加 

布 都 怒 志 命と 所見 たれ ども、 此 は經津 主神に 對 へる 御名 なれば 別に 所 由有るべ く、 意 宇 郡 山 代鄕に 所, 造， 一天 下， 大神 

大穴 持 命 御子 山 代 日子 命の 御名 有れ ども、 珍 子と 申す 可き 狀 なら ざれば、 此 神祇 譜天圖 記に 爾五 柱と 有る は 右 等の 訂 

正に も 及ばす して、 常の 如くに 味耜 高彥极 神と 事 代 主神と を ニ祌と 立て X 合せて 五 柱と は 云へ る 者な りけ り、 天下 四 

方國 人夫 令，， 咸蒙， 1 恩頓, 此之緣 也と 云 ふ は、 此大國 主神の 御子 等 一 百 八十 一 神 御 在し 坐す 中より 珍 子 五 柱を擢 W でさ 

せ 給 ひ、 其 珍 子 をして 令 レ率給 ひ、 廣く； 大下 四方 國の 人民に 恩賴を 敷布ら しめ 御 在し 坐す 由な り、 右に 引けろ 古事記 

に、 亦 僕 子等 百 八十 神者卽 八重 事 代 主祌爲 n 祌之御 尾 前， 而仕奉 者、 違 祌者非 也と 申 給へ る 御言に 合せて 考ふ 可き 者に 

なむ、 (右 は 神 名 祕書數 本 を 見合せ て 引く に， 何れも 以，： 爾五 柱, 爲，： 珍 子, 而と 有り、 然るに 平 田 史第百 三 段に 以， 一十 

五 柱, 爲， 一 珍 子, 而と文 を 成し- 其徵に 引ける にも 然 作る は、 私に 改めたり し 者に て甚々 妄 なる 事なる を、 誰し も 元 書 

に 因りて 正し 辨 ふる 人 無き なむ 甚々 速 無き 事な りけ り、 凡て 古書の 誤は糙 かなる 證を 得て 論 ひ定む 可し、 然れ ども 私 

に 文 を 改めて 後人 を 誤る 事 は 有る まじき 事な リ、 以，, 爾五 柱, Q_I 字 は 其と 訓 みて 甚 能く 聞 ゆる を や、」 
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